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メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレ
ンス

1. フィードバックが必要です。

本ガイドに関する未処理の問題をすべて表示するには、bugzilla.redhat.comへ移動してください。

『メトリクス、操作、および設定プロパティーの完全リソースリファレンス』 で誤字が見つかった場合
や、このマニュアルを改善する方法を検討している場合は、弊社からご連絡ください。Bugzilla にレ
ポートを送信してください。bugzilla.redhat.com をコンポーネント 『ドキュメンテーション』 に対し
て送信してください。

ドキュメントの改善が提案されている場合は、できるだけ具体的にご説明ください。エラーが見つかっ
た場合は、簡単に確認できるように、セクション番号と周りのテキストを含めてください。

2. ドキュメント履歴

改訂改訂 3.3.2-5 June 30, 2015 Jared イタリアイタリア
JBoss ON 3.3.2 リリースの準備と、ソート順序の問題が修正されました。

改訂改訂 3.3-10 November 17, 2014 Jared イタリアイタリア
JBoss ON 3.3 GA 向けに更新されました。
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第1章 管理プラットフォーム
JBoss Operations Network 3.3 は、Java、Linux、Unix ディストリビューション、Windows を含む主要
なプラットフォームやオペレーティングシステムをサポートします。プラットフォームサポートは、サ
ポートされるすべてのプラットフォームタイプに対して個別の設定、メトリクス、および操作を定義す
る単一のエージェントリソースプラグインを使用して実装されます。

1.1. プラットフォーム - AIX プラットフォーム

概要

表表1.1 概要概要

説明： IBM AIX オペレーティングシステム

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ

「プラットフォーム - プロセスサービス」

「プラットフォーム： ファイルシステムサービス」

「プラットフォーム - Directory Service」

「プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス」

「プラットフォーム： CPU サービス」

接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.2 metrics

Name type description 内部名内部名

空きメモリー measurement 空きシステムメモリーの
合計（バッファーまたは
キャッシュメモリーは含
まれません）。

Native.MemoryInfo.free

実際の空きメモリー measurement 実際の合計空きシステム
メモリー（割り当ててい
ないメモリーと利用可能
なバッファーおよび
キャッシュメモリーを含
む）

Native.MemoryInfo.actu
alFree

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス
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使用メモリー measurement 使用されるシステムメモ
リーの合計（バッファー
またはキャッシュメモ
リーは含まれません）。

Native.MemoryInfo.used

実際の使用済みメモリー measurement 実際に使用されるシステ
ムメモリーの合計（バッ
ファーおよびキャッシュ
メモリーを含む）

Native.MemoryInfo.actu
alUsed

メモリー合計 measurement システムメモリーの合計 Native.MemoryInfo.total

空き Swap 領域 measurement 無料システムのスワップ
の合計

Native.SwapInfo.free

使用される Swap 領域 measurement 使用されているシステム
スワップの合計

Native.SwapInfo.used

Swap 領域の合計 measurement システムスワップの合計 Native.SwapInfo.total

idle measurement 全 CPU のアイドル状態
のパーセンテージ

CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
の全 CPU の割合

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
の全 CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user

読み込み待ち measurement I/O を待機するすべての
CPU のパーセンテージ

CpuPerc.wait

hostname trait このプラットフォームが
知られている名前

Trait.hostname

OS 名 trait オペレーティングシステ
ムが知られている名前

trait.osname

OS バージョン trait オペレーティングシステ
ムのバージョン

trait.osversion

アーキテクチャー trait プラットフォームのハー
ドウェアアーキテク
チャー

trait.sysarch

Name type description 内部名内部名

注記注記

第第1章章 管理プラットフォーム管理プラットフォーム
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表1.3 metrics

Name description

自動検出の実行 即時検出を実行して新規リソースを検索します。

プロセス一覧の表示 このシステムで実行中のプロセスの表示

パッケージタイプ
NONE

1.1.1. プラットフォーム - プロセスサービス

概要概要

表表1.4 概要概要

説明： pid ファイルまたはプロセスクエリーを基にしてネイ
ティブプロセス情報を追跡する汎用プロセス監視
サービス

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表1.5

Name description 必須必須 内部名内部名

type pid ファイルまたは
PIQL クエリーを使用し
て監視するプロセスを検
索する方法

◯ type
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PID ファイル プロセスが監視する pid
ファイルへの完全修飾パ
ス

いいえ pidFile

Piql 監視するプロセス情報ク
エリー言語

いいえ piql

フルプロセスツリー true の場合、プロセスツ
リー全体が監視されま
す。

◯ fullProcessTree

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.6 metrics

Name type description 内部名内部名

ユーザー時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user

カーネル時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys

1 分あたりのカーネル時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys

CPU Percentage measurement すべてのプロセスで現在
使用されている CPU の
パーセンテージ。

Process.cpu.percent

物理メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される常駐メモ
リーの量の合計。

process.memory.residen
t

第第1章章 管理プラットフォーム管理プラットフォーム
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仮想メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される仮想メモ
リーの集約量。

process.memory.size

オープンファイル記述子 measurement すべてのプロセスによっ
て開かれるファイル記述
子の集計数

Process.fileDescriptor.to
tal

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.1.2. プラットフォーム： ファイルシステムサービス

概要概要

表表1.7 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.8 metrics

Name type description 内部名内部名

空き領域 measurement ファイルシステム上の空
きバイトの合計

fileSystemUsage.free
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Used Percentage measurement 使用されるディスクの割
合

fileSystemUsage.usePer
cent

容量 trait ファイルシステムの合計
サイズ

fileSystemUsage.total

ボリューム種別 trait ファイルシステムの汎用
タイプ名

fileSystem.typeName

ドライブタイプ trait ファイルシステムのオペ
レーティングシステム固
有のタイプ名

fileSystem.sysTypeNam
e

Name trait このデバイスの名前 fileSystem.devName

フリーファイル measurement ファイルシステム上の空
きファイルノード数

fileSystemUsage.freeFil
es

フラグ trait ファイルシステムのフラ
グ

fileSystem.flags

Used measurement ファイルシステムで使用
される合計バイト数

fileSystemUsage.used

ディスク読み取り measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

1 分あたりのディスク読
み取り

measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

ディスク書き込み measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

1 分あたりのディスク書
き込み

measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

ディスク読み取りバイト measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes

1 分あたりのディスクの
読み取りバイト数

measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes

ディスク書き込みバイト measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes

1 分あたりのディスクの
書き込みバイト数

measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes

Name type description 内部名内部名

第第1章章 管理プラットフォーム管理プラットフォーム
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ディスクキュー measurement 現在進行中の I/O 数 fileSystemUsage.diskQu
eue

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.1.3. プラットフォーム - Directory Service

概要概要

表表1.9 概要概要

説明： 汎用ディレクトリーを監視します。これは、サブ
ディレクトリーが多数あるディレクトリーには重点
が置かれるため、監視 / は許可されません。

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表1.10

Name description 必須必須 内部名内部名

path 監視するディレクト
リー。/ は許可されませ
ん。

◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表1.11 metrics

Name type description 内部名内部名

ディレクトリーの使用 measurement このディレクトリーの
ディスク使用量

使用方法

ファイル数 measurement ディレクトリー内のファ
イル数

files

項目数 measurement ディレクトリー内の項目
数（ファイル、サブディ
レクトリー、シンボリッ
クリンク）

合計

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.1.4. プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス

概要概要

表表1.12 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.13 metrics
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Name type description 内部名内部名

inet4Address trait ネットワークアダプター
の IP アドレス

Trait.net4.address

インターフェースフラグ trait ネットワーク関連の操作
のフラグ定数

Trait.interfaceFlags

受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes

1 分あたり受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes

受信したパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

1 分あたり受信パケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes

1 分あたり送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes

送信されたパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets

1 分あたりに送信された
パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets
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受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

1 分あたりの受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

Receive Packets
Dropped

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

Send Packets Dropped
per Minute

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

オーバーフローの受信 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

1 分あたりのオーバーフ
ローの受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

受信フレーム measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

1 分間あたりのフレーム
の受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

1 分あたりの送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

Name type description 内部名内部名
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Send Packets Dropped measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

1 分ごとにドロップされ
る送信パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

送信オーバーラン measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

1 分あたりの送信オー
バーラン

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

1 分あたりの送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

送信元 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

送信元/分数 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE
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パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.1.5. プラットフォーム： CPU サービス

概要概要

表表1.14 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.15 metrics

Name type description 内部名内部名

idle measurement この CPU のアイドル率 CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user

読み込み待ち measurement I/O を待機するこの CPU
のパーセンテージ

CpuPerc.wait

ユーザー時間 measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user

Akate Time measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice
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Akate Time per Minute measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice

システム時間 measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

1 分あたりのシステム時
間

measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

アイドル時間 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

アイドル時間/分 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

待機時間 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait

待機時間/分 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait

vendor trait この CPU のベンダー CpuTrait.vendor

CPU モデル trait この CPU のモデル CpuTrait.model

CPU フロー trait Mhz のこの CPU の速度 CpuTrait.mhz

キャッシュサイズ trait この CPU のキャッシュ
サイズ

CpuTrait.cacheSize

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.2. プラットフォーム - FREEBSD プラットフォーム

概要
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表表1.16 概要概要

説明： FreeBSD オペレーティングシステム

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ

「プラットフォーム - プロセスサービス」

「プラットフォーム： ファイルシステムサービス」

「プラットフォーム - Directory Service」

「プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス」

「プラットフォーム： CPU サービス」

接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.17 metrics

Name type description 内部名内部名

空きメモリー measurement 空きシステムメモリーの
合計（バッファーまたは
キャッシュメモリーは含
まれません）。

Native.MemoryInfo.free

実際の空きメモリー measurement 実際の合計空きシステム
メモリー（割り当ててい
ないメモリーと利用可能
なバッファーおよび
キャッシュメモリーを含
む）

Native.MemoryInfo.actu
alFree

使用メモリー measurement 使用されるシステムメモ
リーの合計（バッファー
またはキャッシュメモ
リーは含まれません）。

Native.MemoryInfo.used

実際の使用済みメモリー measurement 実際に使用されるシステ
ムメモリーの合計（バッ
ファーおよびキャッシュ
メモリーを含む）

Native.MemoryInfo.actu
alUsed

メモリー合計 measurement システムメモリーの合計 Native.MemoryInfo.total
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空き Swap 領域 measurement 無料システムのスワップ
の合計

Native.SwapInfo.free

使用される Swap 領域 measurement 使用されているシステム
スワップの合計

Native.SwapInfo.used

Swap 領域の合計 measurement システムスワップの合計 Native.SwapInfo.total

idle measurement 全 CPU のアイドル状態
のパーセンテージ

CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
の全 CPU の割合

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
の全 CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user

読み込み待ち measurement I/O を待機するすべての
CPU のパーセンテージ

CpuPerc.wait

hostname trait このプラットフォームが
知られている名前

Trait.hostname

OS 名 trait オペレーティングシステ
ムが知られている名前

trait.osname

OS バージョン trait オペレーティングシステ
ムのバージョン

trait.osversion

アーキテクチャー trait プラットフォームのハー
ドウェアアーキテク
チャー

trait.sysarch

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表1.18 metrics
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Name description

自動検出の実行 即時検出を実行して新規リソースを検索します。

プロセス一覧の表示 このシステムで実行中のプロセスの表示

パッケージタイプ
NONE

1.2.1. プラットフォーム - プロセスサービス

概要概要

表表1.19 概要概要

説明： pid ファイルまたはプロセスクエリーを基にしてネイ
ティブプロセス情報を追跡する汎用プロセス監視
サービス

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表1.20

Name description 必須必須 内部名内部名

type pid ファイルまたは
PIQL クエリーを使用し
て監視するプロセスを検
索する方法

◯ type

PID ファイル プロセスが監視する pid
ファイルへの完全修飾パ
ス

いいえ pidFile

Piql 監視するプロセス情報ク
エリー言語

いいえ piql

フルプロセスツリー true の場合、プロセスツ
リー全体が監視されま
す。

◯ fullProcessTree

注記注記

第第1章章 管理プラットフォーム管理プラットフォーム
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.21 metrics

Name type description 内部名内部名

ユーザー時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user

カーネル時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys

1 分あたりのカーネル時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys

CPU Percentage measurement すべてのプロセスで現在
使用されている CPU の
パーセンテージ。

Process.cpu.percent

物理メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される常駐メモ
リーの量の合計。

process.memory.residen
t

仮想メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される仮想メモ
リーの集約量。

process.memory.size

オープンファイル記述子 measurement すべてのプロセスによっ
て開かれるファイル記述
子の集計数

Process.fileDescriptor.to
tal

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
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NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.2.2. プラットフォーム： ファイルシステムサービス

概要概要

表表1.22 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.23 metrics

Name type description 内部名内部名

空き領域 measurement ファイルシステム上の空
きバイトの合計

fileSystemUsage.free

Used Percentage measurement 使用されるディスクの割
合

fileSystemUsage.usePer
cent

容量 trait ファイルシステムの合計
サイズ

fileSystemUsage.total

ボリューム種別 trait ファイルシステムの汎用
タイプ名

fileSystem.typeName

ドライブタイプ trait ファイルシステムのオペ
レーティングシステム固
有のタイプ名

fileSystem.sysTypeNam
e

Name trait このデバイスの名前 fileSystem.devName

フリーファイル measurement ファイルシステム上の空
きファイルノード数

fileSystemUsage.freeFil
es
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フラグ trait ファイルシステムのフラ
グ

fileSystem.flags

Used measurement ファイルシステムで使用
される合計バイト数

fileSystemUsage.used

ディスク読み取り measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

1 分あたりのディスク読
み取り

measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

ディスク書き込み measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

1 分あたりのディスク書
き込み

measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

ディスク読み取りバイト measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes

1 分あたりのディスクの
読み取りバイト数

measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes

ディスク書き込みバイト measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes

1 分あたりのディスクの
書き込みバイト数

measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes

ディスクキュー measurement 現在進行中の I/O 数 fileSystemUsage.diskQu
eue

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.2.3. プラットフォーム - Directory Service
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概要概要

表表1.24 概要概要

説明： 汎用ディレクトリーを監視します。これは、サブ
ディレクトリーが多数あるディレクトリーには重点
が置かれるため、監視 / は許可されません。

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表1.25

Name description 必須必須 内部名内部名

path 監視するディレクト
リー。/ は許可されませ
ん。

◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.26 metrics

Name type description 内部名内部名

ディレクトリーの使用 measurement このディレクトリーの
ディスク使用量

使用方法

ファイル数 measurement ディレクトリー内のファ
イル数

files

項目数 measurement ディレクトリー内の項目
数（ファイル、サブディ
レクトリー、シンボリッ
クリンク）

合計

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.2.4. プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス

概要概要

表表1.27 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.28 metrics

Name type description 内部名内部名

inet4Address trait ネットワークアダプター
の IP アドレス

Trait.net4.address

インターフェースフラグ trait ネットワーク関連の操作
のフラグ定数

Trait.interfaceFlags

受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes

1 分あたり受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes
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受信したパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

1 分あたり受信パケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes

1 分あたり送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes

送信されたパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets

1 分あたりに送信された
パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets

受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

1 分あたりの受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

Receive Packets
Dropped

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

Send Packets Dropped
per Minute

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

Name type description 内部名内部名
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オーバーフローの受信 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

1 分あたりのオーバーフ
ローの受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

受信フレーム measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

1 分間あたりのフレーム
の受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

1 分あたりの送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

Send Packets Dropped measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

1 分ごとにドロップされ
る送信パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

送信オーバーラン measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

1 分あたりの送信オー
バーラン

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

Name type description 内部名内部名
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送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

1 分あたりの送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

送信元 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

送信元/分数 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.2.5. プラットフォーム： CPU サービス

概要概要

表表1.29 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.30 metrics

Name type description 内部名内部名

idle measurement この CPU のアイドル率 CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user

読み込み待ち measurement I/O を待機するこの CPU
のパーセンテージ

CpuPerc.wait

ユーザー時間 measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user

Akate Time measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice

Akate Time per Minute measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice

システム時間 measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

1 分あたりのシステム時
間

measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

アイドル時間 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

アイドル時間/分 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

待機時間 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait
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待機時間/分 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait

vendor trait この CPU のベンダー CpuTrait.vendor

CPU モデル trait この CPU のモデル CpuTrait.model

CPU フロー trait Mhz のこの CPU の速度 CpuTrait.mhz

キャッシュサイズ trait この CPU のキャッシュ
サイズ

CpuTrait.cacheSize

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.3. プラットフォーム - HP-UX PLATFORM

概要

表表1.31 概要概要

説明： Hewl──-Packard HP-UX オペレーティングシステム

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ

「プラットフォーム - プロセスサービス」

「プラットフォーム： ファイルシステムサービス」

「プラットフォーム - Directory Service」

「プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス」

「プラットフォーム： CPU サービス」
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接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.32 metrics

Name type description 内部名内部名

空きメモリー measurement 空きシステムメモリーの
合計（バッファーまたは
キャッシュメモリーは含
まれません）。

Native.MemoryInfo.free

実際の空きメモリー measurement 実際の合計空きシステム
メモリー（割り当ててい
ないメモリーと利用可能
なバッファーおよび
キャッシュメモリーを含
む）

Native.MemoryInfo.actu
alFree

使用メモリー measurement 使用されるシステムメモ
リーの合計（バッファー
またはキャッシュメモ
リーは含まれません）。

Native.MemoryInfo.used

実際の使用済みメモリー measurement 実際に使用されるシステ
ムメモリーの合計（バッ
ファーおよびキャッシュ
メモリーを含む）

Native.MemoryInfo.actu
alUsed

メモリー合計 measurement システムメモリーの合計 Native.MemoryInfo.total

空き Swap 領域 measurement 無料システムのスワップ
の合計

Native.SwapInfo.free

使用される Swap 領域 measurement 使用されているシステム
スワップの合計

Native.SwapInfo.used

Swap 領域の合計 measurement システムスワップの合計 Native.SwapInfo.total

idle measurement 全 CPU のアイドル状態
のパーセンテージ

CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
の全 CPU の割合

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
の全 CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user
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読み込み待ち measurement I/O を待機するすべての
CPU のパーセンテージ

CpuPerc.wait

hostname trait このプラットフォームが
知られている名前

Trait.hostname

OS 名 trait オペレーティングシステ
ムが知られている名前

trait.osname

OS バージョン trait オペレーティングシステ
ムのバージョン

trait.osversion

アーキテクチャー trait プラットフォームのハー
ドウェアアーキテク
チャー

trait.sysarch

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表1.33 metrics

Name description

自動検出の実行 即時検出を実行して新規リソースを検索します。

プロセス一覧の表示 このシステムで実行中のプロセスの表示

パッケージタイプ
NONE

1.3.1. プラットフォーム - プロセスサービス

概要概要

表表1.34 概要概要

説明： pid ファイルまたはプロセスクエリーを基にしてネイ
ティブプロセス情報を追跡する汎用プロセス監視
サービス

シングルトン： いいえ
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プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表1.35

Name description 必須必須 内部名内部名

type pid ファイルまたは
PIQL クエリーを使用し
て監視するプロセスを検
索する方法

◯ type

PID ファイル プロセスが監視する pid
ファイルへの完全修飾パ
ス

いいえ pidFile

Piql 監視するプロセス情報ク
エリー言語

いいえ piql

フルプロセスツリー true の場合、プロセスツ
リー全体が監視されま
す。

◯ fullProcessTree

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.36 metrics

Name type description 内部名内部名

ユーザー時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user

カーネル時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys
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1 分あたりのカーネル時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys

CPU Percentage measurement すべてのプロセスで現在
使用されている CPU の
パーセンテージ。

Process.cpu.percent

物理メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される常駐メモ
リーの量の合計。

process.memory.residen
t

仮想メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される仮想メモ
リーの集約量。

process.memory.size

オープンファイル記述子 measurement すべてのプロセスによっ
て開かれるファイル記述
子の集計数

Process.fileDescriptor.to
tal

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.3.2. プラットフォーム： ファイルシステムサービス

概要概要

表表1.37 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.38 metrics

Name type description 内部名内部名

空き領域 measurement ファイルシステム上の空
きバイトの合計

fileSystemUsage.free

Used Percentage measurement 使用されるディスクの割
合

fileSystemUsage.usePer
cent

容量 trait ファイルシステムの合計
サイズ

fileSystemUsage.total

ボリューム種別 trait ファイルシステムの汎用
タイプ名

fileSystem.typeName

ドライブタイプ trait ファイルシステムのオペ
レーティングシステム固
有のタイプ名

fileSystem.sysTypeNam
e

Name trait このデバイスの名前 fileSystem.devName

フリーファイル measurement ファイルシステム上の空
きファイルノード数

fileSystemUsage.freeFil
es

フラグ trait ファイルシステムのフラ
グ

fileSystem.flags

Used measurement ファイルシステムで使用
される合計バイト数

fileSystemUsage.used

ディスク読み取り measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

1 分あたりのディスク読
み取り

measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

ディスク書き込み measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

1 分あたりのディスク書
き込み

measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

ディスク読み取りバイト measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes
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1 分あたりのディスクの
読み取りバイト数

measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes

ディスク書き込みバイト measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes

1 分あたりのディスクの
書き込みバイト数

measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes

ディスクキュー measurement 現在進行中の I/O 数 fileSystemUsage.diskQu
eue

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.3.3. プラットフォーム - Directory Service

概要概要

表表1.39 概要概要

説明： 汎用ディレクトリーを監視します。これは、サブ
ディレクトリーが多数あるディレクトリーには重点
が置かれるため、監視 / は許可されません。

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表1.40
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Name description 必須必須 内部名内部名

path 監視するディレクト
リー。/ は許可されませ
ん。

◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.41 metrics

Name type description 内部名内部名

ディレクトリーの使用 measurement このディレクトリーの
ディスク使用量

使用方法

ファイル数 measurement ディレクトリー内のファ
イル数

files

項目数 measurement ディレクトリー内の項目
数（ファイル、サブディ
レクトリー、シンボリッ
クリンク）

合計

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.3.4. プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス

概要概要

表表1.42 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.43 metrics

Name type description 内部名内部名

inet4Address trait ネットワークアダプター
の IP アドレス

Trait.net4.address

インターフェースフラグ trait ネットワーク関連の操作
のフラグ定数

Trait.interfaceFlags

受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes

1 分あたり受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes

受信したパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

1 分あたり受信パケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes

1 分あたり送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes
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送信されたパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets

1 分あたりに送信された
パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets

受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

1 分あたりの受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

Receive Packets
Dropped

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

Send Packets Dropped
per Minute

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

オーバーフローの受信 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

1 分あたりのオーバーフ
ローの受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

受信フレーム measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

1 分間あたりのフレーム
の受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

Name type description 内部名内部名
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送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

1 分あたりの送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

Send Packets Dropped measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

1 分ごとにドロップされ
る送信パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

送信オーバーラン measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

1 分あたりの送信オー
バーラン

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

1 分あたりの送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

送信元 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

送信元/分数 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

Name type description 内部名内部名
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.3.5. プラットフォーム： CPU サービス

概要概要

表表1.44 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.45 metrics

Name type description 内部名内部名

idle measurement この CPU のアイドル率 CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user

読み込み待ち measurement I/O を待機するこの CPU
のパーセンテージ

CpuPerc.wait
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ユーザー時間 measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user

Akate Time measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice

Akate Time per Minute measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice

システム時間 measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

1 分あたりのシステム時
間

measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

アイドル時間 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

アイドル時間/分 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

待機時間 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait

待機時間/分 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait

vendor trait この CPU のベンダー CpuTrait.vendor

CPU モデル trait この CPU のモデル CpuTrait.model

CPU フロー trait Mhz のこの CPU の速度 CpuTrait.mhz

キャッシュサイズ trait この CPU のキャッシュ
サイズ

CpuTrait.cacheSize

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
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NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.4. プラットフォーム： JAVA PLATFORM

概要

表表1.46 概要概要

説明： Java 機能は 100% ですが、ネイティブでサポートさ
れていないプラットフォーム

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.47 metrics

Name type description 内部名内部名

hostname trait このプラットフォームが
知られている名前

Trait.hostname

OS 名 trait オペレーティングシステ
ムが知られている名前

trait.osname

OS バージョン trait オペレーティングシステ
ムのバージョン

trait.osversion

アーキテクチャー trait プラットフォームのハー
ドウェアアーキテク
チャー

trait.sysarch

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE
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operations

表表1.48 metrics

Name description

自動検出の実行 即時検出を実行して新規リソースを検索します。

プロセス一覧の表示 このシステムで実行中のプロセスの表示

パッケージタイプ
NONE

1.5. プラットフォーム： LINUX PLATFORM

概要

表表1.49 概要概要

説明： Linux オペレーティングシステム

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ

「プラットフォーム - プロセスサービス」

「プラットフォーム： ファイルシステムサービス」

「プラットフォーム - Directory Service」

「プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス」

「プラットフォーム： CPU サービス」

接続プロパティー

表表1.50

Name description 必須必須 内部名内部名

コンテンツ検出の有効化 true の場合、このプラッ
トフォームにインストー
ルされているパッケージ
の検出を試行します。

◯ enableContentDiscover
y
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内部 Yum サーバーの有
効化

true の場合、ローカルマ
シンで追加された yum
コンテンツ要求を処理す
るために、内部 yum
サーバーが起動します。

◯ enableInternalYumServe
r

yum サーバーポート yum 要求を処理するた
めにプラグインがリッス
ンするポート。内部
yum サーバーが有効に
なっていない場合は無視
されます。

◯ yumPort

メタデータキャッシュの
タイムアウト

パッケージメタデータが
常に有効とみなされる時
間（秒単位）。キャッ
シュがこの長時間または
長くなると、キャッシュ
をチェックし、キャッ
シュが古いかどうかを確
認し、キャッシュが更新
されるかどうかを確認で
きます。

いいえ metadataCacheTimeout

logs  ◯ logs

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.51 metrics

Name type description 内部名内部名

空きメモリー measurement 空きシステムメモリーの
合計（バッファーまたは
キャッシュメモリーは含
まれません）。

Native.MemoryInfo.free

実際の空きメモリー measurement 実際の合計空きシステム
メモリー（割り当ててい
ないメモリーと利用可能
なバッファーおよび
キャッシュメモリーを含
む）

Native.MemoryInfo.actu
alFree
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使用メモリー measurement 使用されるシステムメモ
リーの合計（バッファー
またはキャッシュメモ
リーは含まれません）。

Native.MemoryInfo.used

実際の使用済みメモリー measurement 実際に使用されるシステ
ムメモリーの合計（バッ
ファーおよびキャッシュ
メモリーを含む）

Native.MemoryInfo.actu
alUsed

メモリー合計 measurement システムメモリーの合計 Native.MemoryInfo.total

空き Swap 領域 measurement 無料システムのスワップ
の合計

Native.SwapInfo.free

使用される Swap 領域 measurement 使用されているシステム
スワップの合計

Native.SwapInfo.used

Swap 領域の合計 measurement システムスワップの合計 Native.SwapInfo.total

idle measurement 全 CPU のアイドル状態
のパーセンテージ

CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
の全 CPU の割合

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
の全 CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user

読み込み待ち measurement I/O を待機するすべての
CPU のパーセンテージ

CpuPerc.wait

hostname trait このプラットフォームが
知られている名前

Trait.hostname

OS 名 trait オペレーティングシステ
ムが知られている名前

trait.osname

OS バージョン trait オペレーティングシステ
ムのバージョン

trait.osversion

アーキテクチャー trait プラットフォームのハー
ドウェアアーキテク
チャー

trait.sysarch

ディストリビューション
名

trait Linux ディストリビュー
ションの名前

distro.name

Name type description 内部名内部名
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Distribution Version trait Linux ディストリビュー
ションのバージョン

distro.version

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表1.52 metrics

Name description

自動検出の実行 即時検出を実行して新規リソースを検索します。

プロセス一覧の表示 このシステムで実行中のプロセスの表示

yum メタデータキャッシュの消去 キャッシュされたすべてのパッケージメタデータを
削除します。

パッケージタイプ

表表1.53 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

RPM ファイル deployable Red Hat インストール可能なパッ
ケージ

1.5.1. プラットフォーム - プロセスサービス

概要概要

表表1.54 概要概要

説明： pid ファイルまたはプロセスクエリーを基にしてネイ
ティブプロセス情報を追跡する汎用プロセス監視
サービス

シングルトン： いいえ
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プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表1.55

Name description 必須必須 内部名内部名

type pid ファイルまたは
PIQL クエリーを使用し
て監視するプロセスを検
索する方法

◯ type

PID ファイル プロセスが監視する pid
ファイルへの完全修飾パ
ス

いいえ pidFile

Piql 監視するプロセス情報ク
エリー言語

いいえ piql

フルプロセスツリー true の場合、プロセスツ
リー全体が監視されま
す。

◯ fullProcessTree

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.56 metrics

Name type description 内部名内部名

ユーザー時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user

カーネル時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys
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1 分あたりのカーネル時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys

CPU Percentage measurement すべてのプロセスで現在
使用されている CPU の
パーセンテージ。

Process.cpu.percent

物理メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される常駐メモ
リーの量の合計。

process.memory.residen
t

仮想メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される仮想メモ
リーの集約量。

process.memory.size

オープンファイル記述子 measurement すべてのプロセスによっ
て開かれるファイル記述
子の集計数

Process.fileDescriptor.to
tal

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.5.2. プラットフォーム： ファイルシステムサービス

概要概要

表表1.57 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.58 metrics

Name type description 内部名内部名

空き領域 measurement ファイルシステム上の空
きバイトの合計

fileSystemUsage.free

Used Percentage measurement 使用されるディスクの割
合

fileSystemUsage.usePer
cent

容量 trait ファイルシステムの合計
サイズ

fileSystemUsage.total

ボリューム種別 trait ファイルシステムの汎用
タイプ名

fileSystem.typeName

ドライブタイプ trait ファイルシステムのオペ
レーティングシステム固
有のタイプ名

fileSystem.sysTypeNam
e

Name trait このデバイスの名前 fileSystem.devName

フリーファイル measurement ファイルシステム上の空
きファイルノード数

fileSystemUsage.freeFil
es

フラグ trait ファイルシステムのフラ
グ

fileSystem.flags

Used measurement ファイルシステムで使用
される合計バイト数

fileSystemUsage.used

ディスク読み取り measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

1 分あたりのディスク読
み取り

measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

ディスク書き込み measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

1 分あたりのディスク書
き込み

measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

ディスク読み取りバイト measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes
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1 分あたりのディスクの
読み取りバイト数

measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes

ディスク書き込みバイト measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes

1 分あたりのディスクの
書き込みバイト数

measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes

ディスクキュー measurement 現在進行中の I/O 数 fileSystemUsage.diskQu
eue

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.5.3. プラットフォーム - Directory Service

概要概要

表表1.59 概要概要

説明： 汎用ディレクトリーを監視します。これは、サブ
ディレクトリーが多数あるディレクトリーには重点
が置かれるため、監視 / は許可されません。

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表1.60
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Name description 必須必須 内部名内部名

path 監視するディレクト
リー。/ は許可されませ
ん。

◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.61 metrics

Name type description 内部名内部名

ディレクトリーの使用 measurement このディレクトリーの
ディスク使用量

使用方法

ファイル数 measurement ディレクトリー内のファ
イル数

files

項目数 measurement ディレクトリー内の項目
数（ファイル、サブディ
レクトリー、シンボリッ
クリンク）

合計

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.5.4. プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス

概要概要

表表1.62 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.63 metrics

Name type description 内部名内部名

inet4Address trait ネットワークアダプター
の IP アドレス

Trait.net4.address

インターフェースフラグ trait ネットワーク関連の操作
のフラグ定数

Trait.interfaceFlags

受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes

1 分あたり受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes

受信したパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

1 分あたり受信パケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes

1 分あたり送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes
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送信されたパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets

1 分あたりに送信された
パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets

受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

1 分あたりの受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

Receive Packets
Dropped

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

Send Packets Dropped
per Minute

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

オーバーフローの受信 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

1 分あたりのオーバーフ
ローの受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

受信フレーム measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

1 分間あたりのフレーム
の受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

Name type description 内部名内部名
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送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

1 分あたりの送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

Send Packets Dropped measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

1 分ごとにドロップされ
る送信パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

送信オーバーラン measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

1 分あたりの送信オー
バーラン

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

1 分あたりの送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

送信元 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

送信元/分数 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

Name type description 内部名内部名
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.5.5. プラットフォーム： CPU サービス

概要概要

表表1.64 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.65 metrics

Name type description 内部名内部名

idle measurement この CPU のアイドル率 CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user

読み込み待ち measurement I/O を待機するこの CPU
のパーセンテージ

CpuPerc.wait
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ユーザー時間 measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user

Akate Time measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice

Akate Time per Minute measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice

システム時間 measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

1 分あたりのシステム時
間

measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

アイドル時間 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

アイドル時間/分 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

待機時間 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait

待機時間/分 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait

vendor trait この CPU のベンダー CpuTrait.vendor

CPU モデル trait この CPU のモデル CpuTrait.model

CPU フロー trait Mhz のこの CPU の速度 CpuTrait.mhz

キャッシュサイズ trait この CPU のキャッシュ
サイズ

CpuTrait.cacheSize

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

56



NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.6. プラットフォーム： MAC OS X プラットフォーム

概要

表表1.66 概要概要

説明： MAC OS X オペレーティングシステム

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ

「プラットフォーム - プロセスサービス」

「プラットフォーム： ファイルシステムサービス」

「プラットフォーム - Directory Service」

「プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス」

「プラットフォーム： CPU サービス」

接続プロパティー

表表1.67

Name description 必須必須 内部名内部名

logs  ◯ logs

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.68 metrics

Name type description 内部名内部名
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空きメモリー measurement 空きシステムメモリーの
合計（バッファーまたは
キャッシュメモリーは含
まれません）。

Native.MemoryInfo.free

実際の空きメモリー measurement 実際の合計空きシステム
メモリー（割り当ててい
ないメモリーと利用可能
なバッファーおよび
キャッシュメモリーを含
む）

Native.MemoryInfo.actu
alFree

使用メモリー measurement 使用されるシステムメモ
リーの合計（バッファー
またはキャッシュメモ
リーは含まれません）。

Native.MemoryInfo.used

実際の使用済みメモリー measurement 実際に使用されるシステ
ムメモリーの合計（バッ
ファーおよびキャッシュ
メモリーを含む）

Native.MemoryInfo.actu
alUsed

メモリー合計 measurement システムメモリーの合計 Native.MemoryInfo.total

空き Swap 領域 measurement 無料システムのスワップ
の合計

Native.SwapInfo.free

使用される Swap 領域 measurement 使用されているシステム
スワップの合計

Native.SwapInfo.used

Swap 領域の合計 measurement システムスワップの合計 Native.SwapInfo.total

idle measurement 全 CPU のアイドル状態
のパーセンテージ

CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
の全 CPU の割合

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
の全 CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user

読み込み待ち measurement I/O を待機するすべての
CPU のパーセンテージ

CpuPerc.wait

hostname trait このプラットフォームが
知られている名前

Trait.hostname

Name type description 内部名内部名
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OS 名 trait オペレーティングシステ
ムが知られている名前

trait.osname

OS バージョン trait オペレーティングシステ
ムのバージョン

trait.osversion

アーキテクチャー trait プラットフォームのハー
ドウェアアーキテク
チャー

trait.sysarch

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表1.69 metrics

Name description

自動検出の実行 即時検出を実行して新規リソースを検索します。

プロセス一覧の表示 このシステムで実行中のプロセスの表示

パッケージタイプ
NONE

1.6.1. プラットフォーム - プロセスサービス

概要概要

表表1.70 概要概要

説明： pid ファイルまたはプロセスクエリーを基にしてネイ
ティブプロセス情報を追跡する汎用プロセス監視
サービス

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー接続プロパティー

表表1.71

Name description 必須必須 内部名内部名

type pid ファイルまたは
PIQL クエリーを使用し
て監視するプロセスを検
索する方法

◯ type

PID ファイル プロセスが監視する pid
ファイルへの完全修飾パ
ス

いいえ pidFile

Piql 監視するプロセス情報ク
エリー言語

いいえ piql

フルプロセスツリー true の場合、プロセスツ
リー全体が監視されま
す。

◯ fullProcessTree

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.72 metrics

Name type description 内部名内部名

ユーザー時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user

カーネル時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys

1 分あたりのカーネル時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys
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CPU Percentage measurement すべてのプロセスで現在
使用されている CPU の
パーセンテージ。

Process.cpu.percent

物理メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される常駐メモ
リーの量の合計。

process.memory.residen
t

仮想メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される仮想メモ
リーの集約量。

process.memory.size

オープンファイル記述子 measurement すべてのプロセスによっ
て開かれるファイル記述
子の集計数

Process.fileDescriptor.to
tal

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.6.2. プラットフォーム： ファイルシステムサービス

概要概要

表表1.73 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.74 metrics
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表表1.74 metrics

Name type description 内部名内部名

空き領域 measurement ファイルシステム上の空
きバイトの合計

fileSystemUsage.free

Used Percentage measurement 使用されるディスクの割
合

fileSystemUsage.usePer
cent

容量 trait ファイルシステムの合計
サイズ

fileSystemUsage.total

ボリューム種別 trait ファイルシステムの汎用
タイプ名

fileSystem.typeName

ドライブタイプ trait ファイルシステムのオペ
レーティングシステム固
有のタイプ名

fileSystem.sysTypeNam
e

Name trait このデバイスの名前 fileSystem.devName

フリーファイル measurement ファイルシステム上の空
きファイルノード数

fileSystemUsage.freeFil
es

フラグ trait ファイルシステムのフラ
グ

fileSystem.flags

Used measurement ファイルシステムで使用
される合計バイト数

fileSystemUsage.used

ディスク読み取り measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

1 分あたりのディスク読
み取り

measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

ディスク書き込み measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

1 分あたりのディスク書
き込み

measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

ディスク読み取りバイト measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes

1 分あたりのディスクの
読み取りバイト数

measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes
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ディスク書き込みバイト measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes

1 分あたりのディスクの
書き込みバイト数

measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes

ディスクキュー measurement 現在進行中の I/O 数 fileSystemUsage.diskQu
eue

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.6.3. プラットフォーム - Directory Service

概要概要

表表1.75 概要概要

説明： 汎用ディレクトリーを監視します。これは、サブ
ディレクトリーが多数あるディレクトリーには重点
が置かれるため、監視 / は許可されません。

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表1.76

Name description 必須必須 内部名内部名

path 監視するディレクト
リー。/ は許可されませ
ん。

◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.77 metrics

Name type description 内部名内部名

ディレクトリーの使用 measurement このディレクトリーの
ディスク使用量

使用方法

ファイル数 measurement ディレクトリー内のファ
イル数

files

項目数 measurement ディレクトリー内の項目
数（ファイル、サブディ
レクトリー、シンボリッ
クリンク）

合計

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.6.4. プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス

概要概要

表表1.78 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
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NONE

metrics

表表1.79 metrics

Name type description 内部名内部名

inet4Address trait ネットワークアダプター
の IP アドレス

Trait.net4.address

インターフェースフラグ trait ネットワーク関連の操作
のフラグ定数

Trait.interfaceFlags

受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes

1 分あたり受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes

受信したパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

1 分あたり受信パケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes

1 分あたり送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes

送信されたパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets
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1 分あたりに送信された
パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets

受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

1 分あたりの受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

Receive Packets
Dropped

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

Send Packets Dropped
per Minute

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

オーバーフローの受信 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

1 分あたりのオーバーフ
ローの受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

受信フレーム measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

1 分間あたりのフレーム
の受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

Send Packets Dropped measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

1 分ごとにドロップされ
る送信パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

送信オーバーラン measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

1 分あたりの送信オー
バーラン

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

1 分あたりの送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

送信元 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

送信元/分数 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

第第1章章 管理プラットフォーム管理プラットフォーム

67



設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.6.5. プラットフォーム： CPU サービス

概要概要

表表1.80 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.81 metrics

Name type description 内部名内部名

idle measurement この CPU のアイドル率 CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user

読み込み待ち measurement I/O を待機するこの CPU
のパーセンテージ

CpuPerc.wait

ユーザー時間 measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user
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Akate Time measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice

Akate Time per Minute measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice

システム時間 measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

1 分あたりのシステム時
間

measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

アイドル時間 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

アイドル時間/分 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

待機時間 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait

待機時間/分 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait

vendor trait この CPU のベンダー CpuTrait.vendor

CPU モデル trait この CPU のモデル CpuTrait.model

CPU フロー trait Mhz のこの CPU の速度 CpuTrait.mhz

キャッシュサイズ trait この CPU のキャッシュ
サイズ

CpuTrait.cacheSize

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.7. プラットフォーム - SOLARIS プラットフォーム
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概要

表表1.82 概要概要

説明： Sun Solaris Operating System

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ

「プラットフォーム - プロセスサービス」

「プラットフォーム： ファイルシステムサービス」

「プラットフォーム - Directory Service」

「プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス」

「プラットフォーム： CPU サービス」

接続プロパティー

表表1.83

Name description 必須必須 内部名内部名

logs  ◯ logs

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.84 metrics

Name type description 内部名内部名

空きメモリー measurement 空きシステムメモリーの
合計（バッファーまたは
キャッシュメモリーは含
まれません）。

Native.MemoryInfo.free
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実際の空きメモリー measurement 実際の合計空きシステム
メモリー（割り当ててい
ないメモリーと利用可能
なバッファーおよび
キャッシュメモリーを含
む）

Native.MemoryInfo.actu
alFree

使用メモリー measurement 使用されるシステムメモ
リーの合計（バッファー
またはキャッシュメモ
リーは含まれません）。

Native.MemoryInfo.used

実際の使用済みメモリー measurement 実際に使用されるシステ
ムメモリーの合計（バッ
ファーおよびキャッシュ
メモリーを含む）

Native.MemoryInfo.actu
alUsed

メモリー合計 measurement システムメモリーの合計 Native.MemoryInfo.total

空き Swap 領域 measurement 無料システムのスワップ
の合計

Native.SwapInfo.free

使用される Swap 領域 measurement 使用されているシステム
スワップの合計

Native.SwapInfo.used

Swap 領域の合計 measurement システムスワップの合計 Native.SwapInfo.total

idle measurement 全 CPU のアイドル状態
のパーセンテージ

CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
の全 CPU の割合

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
の全 CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user

読み込み待ち measurement I/O を待機するすべての
CPU のパーセンテージ

CpuPerc.wait

hostname trait このプラットフォームが
知られている名前

Trait.hostname

OS 名 trait オペレーティングシステ
ムが知られている名前

trait.osname

OS バージョン trait オペレーティングシステ
ムのバージョン

trait.osversion

Name type description 内部名内部名
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アーキテクチャー trait プラットフォームのハー
ドウェアアーキテク
チャー

trait.sysarch

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表1.85 metrics

Name description

自動検出の実行 即時検出を実行して新規リソースを検索します。

プロセス一覧の表示 このシステムで実行中のプロセスの表示

パッケージタイプ
NONE

1.7.1. プラットフォーム - プロセスサービス

概要概要

表表1.86 概要概要

説明： pid ファイルまたはプロセスクエリーを基にしてネイ
ティブプロセス情報を追跡する汎用プロセス監視
サービス

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表1.87
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Name description 必須必須 内部名内部名

type pid ファイルまたは
PIQL クエリーを使用し
て監視するプロセスを検
索する方法

◯ type

PID ファイル プロセスが監視する pid
ファイルへの完全修飾パ
ス

いいえ pidFile

Piql 監視するプロセス情報ク
エリー言語

いいえ piql

フルプロセスツリー true の場合、プロセスツ
リー全体が監視されま
す。

◯ fullProcessTree

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.88 metrics

Name type description 内部名内部名

ユーザー時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user

カーネル時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys

1 分あたりのカーネル時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys

CPU Percentage measurement すべてのプロセスで現在
使用されている CPU の
パーセンテージ。

Process.cpu.percent
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物理メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される常駐メモ
リーの量の合計。

process.memory.residen
t

仮想メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される仮想メモ
リーの集約量。

process.memory.size

オープンファイル記述子 measurement すべてのプロセスによっ
て開かれるファイル記述
子の集計数

Process.fileDescriptor.to
tal

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.7.2. プラットフォーム： ファイルシステムサービス

概要概要

表表1.89 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.90 metrics
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Name type description 内部名内部名

空き領域 measurement ファイルシステム上の空
きバイトの合計

fileSystemUsage.free

Used Percentage measurement 使用されるディスクの割
合

fileSystemUsage.usePer
cent

容量 trait ファイルシステムの合計
サイズ

fileSystemUsage.total

ボリューム種別 trait ファイルシステムの汎用
タイプ名

fileSystem.typeName

ドライブタイプ trait ファイルシステムのオペ
レーティングシステム固
有のタイプ名

fileSystem.sysTypeNam
e

Name trait このデバイスの名前 fileSystem.devName

フリーファイル measurement ファイルシステム上の空
きファイルノード数

fileSystemUsage.freeFil
es

フラグ trait ファイルシステムのフラ
グ

fileSystem.flags

Used measurement ファイルシステムで使用
される合計バイト数

fileSystemUsage.used

ディスク読み取り measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

1 分あたりのディスク読
み取り

measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

ディスク書き込み measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

1 分あたりのディスク書
き込み

measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

ディスク読み取りバイト measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes

1 分あたりのディスクの
読み取りバイト数

measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes

ディスク書き込みバイト measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes
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1 分あたりのディスクの
書き込みバイト数

measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes

ディスクキュー measurement 現在進行中の I/O 数 fileSystemUsage.diskQu
eue

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.7.3. プラットフォーム - Directory Service

概要概要

表表1.91 概要概要

説明： 汎用ディレクトリーを監視します。これは、サブ
ディレクトリーが多数あるディレクトリーには重点
が置かれるため、監視 / は許可されません。

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表1.92

Name description 必須必須 内部名内部名

path 監視するディレクト
リー。/ は許可されませ
ん。

◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.93 metrics

Name type description 内部名内部名

ディレクトリーの使用 measurement このディレクトリーの
ディスク使用量

使用方法

ファイル数 measurement ディレクトリー内のファ
イル数

files

項目数 measurement ディレクトリー内の項目
数（ファイル、サブディ
レクトリー、シンボリッ
クリンク）

合計

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.7.4. プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス

概要概要

表表1.94 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
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NONE

metrics

表表1.95 metrics

Name type description 内部名内部名

inet4Address trait ネットワークアダプター
の IP アドレス

Trait.net4.address

インターフェースフラグ trait ネットワーク関連の操作
のフラグ定数

Trait.interfaceFlags

受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes

1 分あたり受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes

受信したパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

1 分あたり受信パケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes

1 分あたり送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes

送信されたパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets
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1 分あたりに送信された
パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets

受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

1 分あたりの受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

Receive Packets
Dropped

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

Send Packets Dropped
per Minute

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

オーバーフローの受信 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

1 分あたりのオーバーフ
ローの受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

受信フレーム measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

1 分間あたりのフレーム
の受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

Send Packets Dropped measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

1 分ごとにドロップされ
る送信パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

送信オーバーラン measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

1 分あたりの送信オー
バーラン

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

1 分あたりの送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

送信元 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

送信元/分数 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.7.5. プラットフォーム： CPU サービス

概要概要

表表1.96 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.97 metrics

Name type description 内部名内部名

idle measurement この CPU のアイドル率 CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user

読み込み待ち measurement I/O を待機するこの CPU
のパーセンテージ

CpuPerc.wait

ユーザー時間 measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user
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Akate Time measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice

Akate Time per Minute measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice

システム時間 measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

1 分あたりのシステム時
間

measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

アイドル時間 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

アイドル時間/分 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

待機時間 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait

待機時間/分 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait

vendor trait この CPU のベンダー CpuTrait.vendor

CPU モデル trait この CPU のモデル CpuTrait.model

CPU フロー trait Mhz のこの CPU の速度 CpuTrait.mhz

キャッシュサイズ trait この CPU のキャッシュ
サイズ

CpuTrait.cacheSize

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.8. プラットフォーム： WINDOWS PLATFORM
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概要

表表1.98 概要概要

説明： Microsoft Windows オペレーティングシステム

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ

「プラットフォーム - プロセスサービス」

「プラットフォーム： ファイルシステムサービス」

「プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス」

「プラットフォーム： CPU サービス」

接続プロパティー

表表1.99

Name description 必須必須 内部名内部名

コンテンツ検出の有効化 true の場合、このプラッ
トフォームにインストー
ルされているパッケージ
の検出を試行します。

◯ enableContentDiscover
y

イベント追跡有効 Windows イベントのイ
ベントのイベントサブシ
ステムへの収集を有効に
します。

◯ eventTrackingEnabled

正規表現 メッセージを許可するた
めにイベントの詳細と一
致する必要がある場合の
正規表現

いいえ regularExpression

最小重大度 収集される最小重大度イ
ベント

◯ minimumSeverity

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.100 metrics
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表表1.100 metrics

Name type description 内部名内部名

空きメモリー measurement 空きシステムメモリーの
合計（バッファーまたは
キャッシュメモリーは含
まれません）。

Native.MemoryInfo.free

実際の空きメモリー measurement 実際の合計空きシステム
メモリー（割り当ててい
ないメモリーと利用可能
なバッファーおよび
キャッシュメモリーを含
む）

Native.MemoryInfo.actu
alFree

使用メモリー measurement 使用されるシステムメモ
リーの合計（バッファー
またはキャッシュメモ
リーは含まれません）。

Native.MemoryInfo.used

実際の使用済みメモリー measurement 実際に使用されるシステ
ムメモリーの合計（バッ
ファーおよびキャッシュ
メモリーを含む）

Native.MemoryInfo.actu
alUsed

メモリー合計 measurement システムメモリーの合計 Native.MemoryInfo.total

空き Swap 領域 measurement 無料システムのスワップ
の合計

Native.SwapInfo.free

使用される Swap 領域 measurement 使用されているシステム
スワップの合計

Native.SwapInfo.used

Swap 領域の合計 measurement システムスワップの合計 Native.SwapInfo.total

idle measurement 全 CPU のアイドル状態
のパーセンテージ

CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
の全 CPU の割合

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
の全 CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user

読み込み待ち measurement I/O を待機するすべての
CPU のパーセンテージ

CpuPerc.wait

hostname trait このプラットフォームが
知られている名前

Trait.hostname
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OS 名 trait オペレーティングシステ
ムが知られている名前

trait.osname

OS バージョン trait オペレーティングシステ
ムのバージョン

trait.osversion

アーキテクチャー trait プラットフォームのハー
ドウェアアーキテク
チャー

trait.sysarch

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表1.101 metrics

Name description

自動検出の実行 即時検出を実行して新規リソースを検索します。

プロセス一覧の表示 このシステムで実行中のプロセスの表示

パッケージタイプ

表表1.102 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

ソフトウェアがインストールされ
ている。

deployable Windows ソフトウェアがインス
トールされている。

1.8.1. プラットフォーム - プロセスサービス

概要概要

表表1.103 概要概要

説明： pid ファイルまたはプロセスクエリーを基にしてネイ
ティブプロセス情報を追跡する汎用プロセス監視
サービス
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シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表1.104

Name description 必須必須 内部名内部名

type pid ファイルまたは
PIQL クエリーを使用し
て監視するプロセスを検
索する方法

◯ type

PID ファイル プロセスが監視する pid
ファイルへの完全修飾パ
ス

いいえ pidFile

Piql 監視するプロセス情報ク
エリー言語

いいえ piql

フルプロセスツリー true の場合、プロセスツ
リー全体が監視されま
す。

◯ fullProcessTree

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表1.105 metrics

Name type description 内部名内部名

ユーザー時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU ユー
ザー時間の合計。

Process.cpu.user
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カーネル時間 measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys

1 分あたりのカーネル時
間

measurement すべてのプロセスによっ
て費やされた CPU カー
ネル時間の合計量。

process.cpu.sys

CPU Percentage measurement すべてのプロセスで現在
使用されている CPU の
パーセンテージ。

Process.cpu.percent

物理メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される常駐メモ
リーの量の合計。

process.memory.residen
t

仮想メモリー measurement すべてのプロセスによっ
て使用される仮想メモ
リーの集約量。

process.memory.size

オープンファイル記述子 measurement すべてのプロセスによっ
て開かれるファイル記述
子の集計数

Process.fileDescriptor.to
tal

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.8.2. プラットフォーム： ファイルシステムサービス

概要概要

表表1.106 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム
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子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.107 metrics

Name type description 内部名内部名

空き領域 measurement ファイルシステム上の空
きバイトの合計

fileSystemUsage.free

Used Percentage measurement 使用されるディスクの割
合

fileSystemUsage.usePer
cent

容量 trait ファイルシステムの合計
サイズ

fileSystemUsage.total

ボリューム種別 trait ファイルシステムの汎用
タイプ名

fileSystem.typeName

ドライブタイプ trait ファイルシステムのオペ
レーティングシステム固
有のタイプ名

fileSystem.sysTypeNam
e

Name trait このデバイスの名前 fileSystem.devName

フリーファイル measurement ファイルシステム上の空
きファイルノード数

fileSystemUsage.freeFil
es

フラグ trait ファイルシステムのフラ
グ

fileSystem.flags

Used measurement ファイルシステムで使用
される合計バイト数

fileSystemUsage.used

ディスク読み取り measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

1 分あたりのディスク読
み取り

measurement 物理ディスクの読み取り
数

fileSystemUsage.diskRe
ads

ディスク書き込み measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

1 分あたりのディスク書
き込み

measurement 物理ディスク書き込みの
数

fileSystemUsage.diskWri
tes

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

88



ディスク読み取りバイト measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes

1 分あたりのディスクの
読み取りバイト数

measurement 読み取る物理ディスクバ
イト数

fileSystemUsage.diskRe
adBytes

ディスク書き込みバイト measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes

1 分あたりのディスクの
書き込みバイト数

measurement 書き込まれた物理ディス
クバイト数

fileSystemUsage.diskWri
teBytes

ディスクキュー measurement 現在進行中の I/O 数 fileSystemUsage.diskQu
eue

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.8.3. プラットフォーム - ネットワークアダプターサービス

概要概要

表表1.108 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics
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表表1.109 metrics

Name type description 内部名内部名

inet4Address trait ネットワークアダプター
の IP アドレス

Trait.net4.address

インターフェースフラグ trait ネットワーク関連の操作
のフラグ定数

Trait.interfaceFlags

受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes

1 分あたり受信バイト数 measurement 開始以降、このネット
ワークインターフェース
経由で受信された合計バ
イト数。

rxBytes

受信したパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

1 分あたり受信パケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信されたパケットの
合計数。

rxPackets

送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes

1 分あたり送信バイト数 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたバイトの
合計数。

txBytes

送信されたパケット measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets

1 分あたりに送信された
パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の合計数。

txPackets
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受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

1 分あたりの受信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
'errors' 統計

rxErrors

Receive Packets
Dropped

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

Send Packets Dropped
per Minute

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「盗難」統計

rxDropped

オーバーフローの受信 measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

1 分あたりのオーバーフ
ローの受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットに対
する 'overruns' 統計

rxOverruns

受信フレーム measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

1 分間あたりのフレーム
の受信

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
で受信したパケットの
「フレーム」統計

rxFrame

送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

1 分あたりの送信エラー measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'errors' 統計

txErrors

Name type description 内部名内部名
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Send Packets Dropped measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

1 分ごとにドロップされ
る送信パケット

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の「盗難」統計

txDropped

送信オーバーラン measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

1 分あたりの送信オー
バーラン

measurement 起動以降、このネット
ワークインターフェース
上で送信されたパケット
の 'overruns' 統計

txOverruns

送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

1 分あたりの送信競合 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時に
おける「競合」統計

txCollisions

送信元 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

送信元/分数 measurement このネットワークイン
ターフェース上で送信さ
れたパケットの開始時
「キャリアー」統計

txCarrier

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE
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パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

1.8.4. プラットフォーム： CPU サービス

概要概要

表表1.110 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： プラットフォーム

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表1.111 metrics

Name type description 内部名内部名

idle measurement この CPU のアイドル率 CpuPerc.idle

システムの読み込み measurement システムモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.sys

ユーザー読み込み measurement ユーザーモードで実行中
のこの CPU のパーセン
テージ

CpuPerc.user

読み込み待ち measurement I/O を待機するこの CPU
のパーセンテージ

CpuPerc.wait

ユーザー時間 measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user

1 分あたりのユーザー時
間

measurement システム CPU ユーザー
の合計時間

Cpu.user

Akate Time measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice
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Akate Time per Minute measurement システムの合計 CPU の
猶予時間

Cpu.nice

システム時間 measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

1 分あたりのシステム時
間

measurement システムの CPU カーネ
ル時間の合計

Cpu.sys

アイドル時間 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

アイドル時間/分 measurement システム CPU のアイド
ル時間の合計

Cpu.idle

待機時間 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait

待機時間/分 measurement システム CPU の I/O 待
機時間の合計

Cpu.wait

vendor trait この CPU のベンダー CpuTrait.vendor

CPU モデル trait この CPU のモデル CpuTrait.model

CPU フロー trait Mhz のこの CPU の速度 CpuTrait.mhz

キャッシュサイズ trait この CPU のキャッシュ
サイズ

CpuTrait.cacheSize

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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第2章 コア管理リソース
JBoss Operations Network では、JBoss のリソースタイプと JBoss 以外のリソースタイプの両方にデ
フォルトでサポートされる特定のサーバータイプがあります。

2.1. APACHE - HTTP SERVER

概要

表表2.1 概要概要

説明： Apache HTTP Server インスタンス

シングルトン： いいえ

プラグイン： apache

子リソースタイプ

「Apache - 仮想ホストサービス」

「Apache - Mod JK サービス」

自動検出プロセススキャン

表表2.2 metrics

Name クエリークエリー

HttpdOnWindows process|basename|match=(?
i)httpd.exe,process|basename|match|parent=(?
i)httpd.exe

ApacheOnWindows process|basename|match=(?
i)Apache.exe,process|basename|match|parent=(?
i)Apache.exe

HttpdOnUnix process|basename|match=httpd.*,process|basename
|nomatch|parent=httpd.*

Apache2OnUnix process|basename|match=apache2,process|basena
me|nomatch|parent=apache2

接続プロパティー

表表2.3
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Name description 必須必須 内部名内部名

augeas サポートの有効
化

augeas サポートの有効
化

◯ augeasEnabled

Augeas モジュール名 このリソースの設定の読
み込みおよび更新に使用
する Augeas モジュー
ル/レンズの名前

◯ augeasModuleName

httpd 設定ファイル Apache メイン設定ファ
イルの場所。

◯ configurationFilesInclusi
onPatterns

仮想ホストの設定配置 設定に新しい仮想ホスト
定義を配置する方法

◯ vhostCreationPolicy

仮想ホストファイルが含
まれるパス

スタンドアロンファイル
で新しい仮想ホストを作
成する場合、このマスク
はこれらのファイルの作
成先を決定します。パス
の「*」は仮想ホストの
名前に置き換えられま
す。パスが相対的である
場合、サーバーのルート
と相対的に考慮されま
す。

◯ vhostFilesMask

エラーログファイルのパ
ス

エラーログファイルへの
絶対パス - パスが絶対で
ない場合は、サーバーの
ルートディレクトリーに
対して相対的に解決され
ます。設定されていない
場合は、Windows では
'logs/error.log' がデフォ
ルトの 'logs/error.log' に
なります。

いいえ errorLogFilePath

エラーログイベントが有
効

新しいエラーログエント
リーの Events を生成す
るかどうかを示すフラ
グ。

◯ errorLogEventsEnabled

エラーログの重大度 収集すべきエラーログエ
ントリーイベントの最小
重大度。指定のない場合
は、最小の重大度はあり
ません（全イベントが収
集されます）。

いいえ errorLogMinimumSeveri
ty
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エラーログにパターンが
含まれる

エラーログエントリーの
詳細が一致し、そのエン
トリーに対してイベント
を発生させる必要がある
かどうかを判断するため
の正規表現。指定されて
いない場合は、詳細に基
づいてログエントリーの
フィルターは行われませ
ん。

いいえ errorLogIncludesPattern

カスタムモジュール名 Apache では、2 つの値
を使用してモジュールを
特定できます。
LoadModule ディレク
ティブで使用されるモ
ジュール名、または
IfModule ディレクティ
ブで使用できるソース
ファイルのいずれかです
（Apache 2.1 では
IfModule ディレクティ
ブは可能ですが、モ
ジュール名を使用する必
要はありません）。プラ
グインには、
http://httpd.apache.org
/docs/current/mod/ で
説明しているすべての標
準 apache モジュールと
SNMP モジュールと
mod_jk のすべての
apache モジュールのモ
ジュール名へのマッピン
グが含まれます。標準以
外のモジュールを使用
し、そのソースファイル
を IfModule ディレク
ティブで使用している場
合は、module-name-
to-module-file マッピン
グをこの一覧に追加し、
プラグインが apache イ
ンスタンスの正しいラン
タイム設定を決定できる
ようにする必要がありま
す。

◯ customModuleNames

サーバールート Apache サーバーのルー
トディレクトリーの絶対
パス

◯ serverRoot

Name description 必須必須 内部名内部名
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実行可能なパス Apache 実行ファイルへ
のパス - パスが絶対でな
い場合は、サーバーの
ルートディレクトリーに
対して相対的に解決され
ます。設定されていない
場合は、デフォルト値が
UNIX または
'bin\Apache.exe' の
'bin/httpd' になります。

いいえ executablePath

コントロールスクリプト
パス

Apache コントロールス
クリプトへのパス - パス
が絶対でない場合は、
サーバーのルートディレ
クトリーに対して相対的
に解決されます。設定さ
れていない場合は、デ
フォルトは UNIX の
'bin/apachectl' になりま
す。パスは、Windows
上の Apache 実行ファイ
ルです。

いいえ controlScriptPath

設定ファイル httpd.conf ファイルへの
パス： パスが絶対でな
い場合は、サーバーの
ルートディレクトリーに
対して相対的に解決され
ます。設定されていない
場合は、デフォルトは
UNIX では
'conf/httpd.conf' になり
ます。

◯ configFile

URL この Apache サーバーの
可用性を確認するために
使用される http または
https の URL。設定され
ていない場合は、プラグ
インが Apache サーバー
の SNMP エージェント
に接続できるかどうかに
基づいて可用性が決定さ
れます。可用性チェック
中に SSL 証明書の検証
が無効になることに注意
してください。これは
HTTPS URL であること
に注意してください。

いいえ url

Name description 必須必須 内部名内部名
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SNMP エージェントホ
スト

Apache SNMP エージェ
ントのホスト名または
IP アドレス（通常は
'127.0.0.1 '）

いいえ snmpAgentHost

SNMP エージェント
ポート

Apache SNMP エージェ
ントの UDP ポート（通
常は「1610」）

いいえ snmpAgentPort

SNMP エージェントの
コミュニティー

Apache SNMP エージェ
ントの SNMP コミュニ
ティー（通常は「パブ
リック」）

いいえ snmpAgentCommunity

SNMP 要求タイムアウ
ト

Apache SNMP エージェ
ントへのリクエストのタ
イムアウト（ミリ秒単
位）。デフォルトは
2000 です。

いいえ snmpRequestTimeout

SNMP 要求の取得 タイムアウトしたリクエ
ストの再試行回数。デ
フォルトは 1 です。

いいえ snmpRequestRetries

設定更新後に再起動 true に設定すると、サー
バー、または基礎となる
仮想ホストまたはディレ
クトリーの設定ごとに
Apache インスタンスが
再起動され、設定が即座
に適用されます。false
に設定すると、設定の更
新が終了したら、サー
バーを手動で再起動する
必要があります（例：
operations タブで
restart 操作を使用）。

◯ restartAfterConfiguratio
nUpdate

BMX ハンドラー mod_bmx ハンドラーに
有効な URL を設定する
と、mod_snmp ではな
く mod_bmx を使用でき
ます。

いいえ bmxUrl

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表2.4 metrics

Name type description 内部名内部名

同時接続数 measurement 同時接続数 applInboundAssociation
s

Server Built trait この Apache サーバーの
バイナリーがコンパイル
された日時

serverBuilt

開始時間 trait この Apache サーバーが
最後に起動した日時

wwwServiceStartTime

可用性を確保するための
サーバーに ping する時
間

measurement http 上での可用性を確
保するためにサーバーに
ping を実行するのにか
かった時間には、DNS
ルックアップ時間が含ま
れます。

rhq_avail_ping_time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表2.5

Name description 必須必須 内部名内部名

listen  ◯ listen
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Name Virtual Host 名前ベースの仮想ホスト
を設定する場合に必要な
ディレクティブ。値は
hostname にすることが
できますが、常に IP ア
ドレスを使用することが
推奨されます。IPv6 ア
ドレスは角括弧で囲む必
要があります。すべての
インターフェースで要求
を受け取るには、値を *.
に設定します。名前ベー
スの仮想ホストの IP ア
ドレスは、このプロパ
ティーの値と完全に一致
している必要がありま
す。ディレクティブの効
果をさらに制限するため
に、アドレスの後にポー
トの指定が続く場合があ
ります。

いいえ NameVirtualHost

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表2.6 metrics

Name description

start この Apache サーバーを起動するか、すでに実行中
の場合はエラーを返します。使用される制御スクリ
プトは Connection Properties で指定されます。

stop この Apache サーバーを停止するか、または実行し
ていない場合はエラーを返します。使用される制御
スクリプトは Connection Properties で指定されま
す。

restart SIGHUP プロセスを送信して Apache サーバーを再
起動します。サーバーが実行していない場合は起動
します。このコマンドは、configtest を介してサー
バーの設定ファイルを自動的に確認してから、再起
動を開始して Apache が終了しないようにします。
使用される制御スクリプトは Connection Properties
で指定されます。UNIX プラットフォームでのみサ
ポートされます。
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SSL サポートの開始 SSL に対応してこの Apache サーバーを起動しま
す。使用される制御スクリプトは Connection
Properties で指定されます。Apache 1.3 でのみサ
ポートされます。

正常な再起動 SIGUSR1 を送信して Apache サーバーを正常に再起
動します。デーモンが実行していない場合は起動し
ます。現在開いている接続が中止されないため、こ
れは通常の再起動とは異なります。副次的な影響と
して、古いログファイルがすぐに閉じられることは
ありません。つまり、ログローテーションスクリプ
トで使用されると、古いログファイルの処理前に、
ログローテーションスクリプトで大量の遅延が必要
になる場合があります。このコマンドは、configtest
を介して設定ファイルを自動的にチェックしてから
再起動を開始し、Apache が終了しないようにしま
す。使用される制御スクリプトは Connection
Properties で指定されます。

設定ファイル構文の確認 設定ファイル構文のテストを実行します。設定ファ
イルを解析し、Syntax Ok または特定の構文エラー
に関する詳細情報を報告します。使用される制御ス
クリプトは Connection Properties で指定されます。
UNIX プラットフォームでのみサポートされます。

mod_jk 設定のインストール 検出されていない場合は、httpd.conf に mod_jk 設定
のインストールを試みます。これには
workers.properties ファイルおよび urimap ファイル
が含まれます。

Name description

パッケージタイプ
NONE

2.1.1. Apache - 仮想ホストサービス

概要概要

表表2.7 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： apache

子リソースタイプ子リソースタイプ

「Apache - Directory Service」
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「Apache - IfModule Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表2.8

Name description 必須必須 内部名内部名

応答時間ログファイル この仮想ホストの
response-time 統計が含
まれるログファイルへの
フルパス。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

URL この仮想ホストの可用性
を確認するために使用さ
れる http または https
の URL。可用性チェッ
ク中に SSL 証明書の検
証が無効になることに注
意してください。これは
HTTPS URL であること
に注意してください。
URL が設定されていな
い場合、設定された
SNMP の場所を ping す
ることで可用性が決まり
ます。

いいえ url

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表2.9 metrics
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Name type description 内部名内部名

host trait この仮想ホストのホスト
名または IP アドレス

wwwServiceName

ポート trait この仮想ホストの TCP
ポート

wwwServiceProtocol

Administrator trait この仮想ホストの管理者 wwwServiceContact

リクエストの総数 measurement サービスのインバウンド
要求数

wwwSummaryInRequest
s

1 分あたりのリクエスト
の合計数

measurement サービスのインバウンド
要求数

wwwSummaryInRequest
s

受信バイト数の合計 measurement サービスが受信したバイ
ト数

wwwSummaryInLowByt
es

1 分あたり受信バイト数
の合計

measurement サービスが受信したバイ
ト数

wwwSummaryInLowByt
es

応答の合計数 measurement サービスのアウトバウン
ド要求の数

wwwSummaryOutRespo
nses

1 分あたりの応答の合計
数

measurement サービスのアウトバウン
ド要求の数

wwwSummaryOutRespo
nses

送信済みバイト数の合計 measurement サービスが送信したバイ
ト数。

wwwSummaryOutLowB
ytes

1 分あたりの送信バイト
数の合計

measurement サービスが送信したバイ
ト数。

wwwSummaryOutLowB
ytes

GET リクエストの数 measurement サービスへのインバウン
ド GET 要求の数

wwwRequestInRequests.
GET

1 分あたりの GET リクエ
スト数

measurement サービスへのインバウン
ド GET 要求の数

wwwRequestInRequests.
GET

HEAD 要求の数 measurement サービスへのインバウン
ド HEAD 要求の数

wwwRequestInRequests.
HEAD

1 分あたりの HEAD 要求
数

measurement サービスへのインバウン
ド HEAD 要求の数

wwwRequestInRequests.
HEAD

POST リクエストの数 measurement サービス上のインバウン
ド POST リクエストの
数

wwwRequestInRequests.
POST
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1 分あたりの POST リク
エスト数

measurement サービス上のインバウン
ド POST リクエストの
数

wwwRequestInRequests.
POST

PUT 要求の数 measurement サービスへのインバウン
ド PUT 要求の数

wwwRequestInRequests.
PUT

1 分あたりの PUT 要求数 measurement サービスへのインバウン
ド PUT 要求の数

wwwRequestInRequests.
PUT

GET リクエストの受信
バイト数

measurement サービスの GET リクエ
ストによって受信された
バイト数。

wwwRequestInBytes.GE
T

1 分あたりの GET リクエ
ストの受信バイト数

measurement サービスの GET リクエ
ストによって受信された
バイト数。

wwwRequestInBytes.GE
T

HEAD リクエストの受信
バイト数

measurement サービスの HEAD 要求
によって受信されたバイ
ト数。

wwwRequestInBytes.HE
AD

HEAD 要求ごとに受信さ
れたバイト数

measurement サービスの HEAD 要求
によって受信されたバイ
ト数。

wwwRequestInBytes.HE
AD

POST リクエストの受信
バイト数

measurement サービス上で POST リ
クエストによって受信さ
れたバイト数。

wwwRequestInBytes.PO
ST

1 分あたり POST リクエ
ストの受信バイト数

measurement サービス上で POST リ
クエストによって受信さ
れたバイト数。

wwwRequestInBytes.PO
ST

PUT リクエストの受信
バイト数

measurement サービスの PUT 要求に
よって受信されたバイト
数。

wwwRequestInBytes.PU
T

1 分あたりの PUT 要求の
受信バイト数

measurement サービスの PUT 要求に
よって受信されたバイト
数。

wwwRequestInBytes.PU
T

200 応答数 measurement このサービスによって生
成されたレスポンス
200 台数。

wwwResponseOutRespo
nses.200

Name type description 内部名内部名
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1 分あたり 200 応答数 measurement このサービスによって生
成されたレスポンス
200 台数。

wwwResponseOutRespo
nses.200

301 応答数 measurement このサービスによって生
成された 301 応答の数

wwwResponseOutRespo
nses.301

1 分あたり 301 応答数 measurement このサービスによって生
成された 301 応答の数

wwwResponseOutRespo
nses.301

302 応答数 measurement このサービスによって生
成された 302 応答の数

wwwResponseOutRespo
nses.302

1 分あたり 302 応答数 measurement このサービスによって生
成された 302 応答の数

wwwResponseOutRespo
nses.302

401 応答の数 measurement このサービスによって生
成された 401 応答の数

wwwResponseOutRespo
nses.401

1 分あたり 401 応答数 measurement このサービスによって生
成された 401 応答の数

wwwResponseOutRespo
nses.401

403 応答の数 measurement このサービスによって生
成された 403 応答の数

wwwResponseOutRespo
nses.403

1 分あたり 403 応答数 measurement このサービスによって生
成された 403 応答の数

wwwResponseOutRespo
nses.403

404 応答の数 measurement このサービスによって生
成された 404 応答の数

wwwResponseOutRespo
nses.404

1 分あたり 404 応答数 measurement このサービスによって生
成された 404 応答の数

wwwResponseOutRespo
nses.404

500 応答数 measurement このサービスによって生
成された 500 応答の数

wwwResponseOutRespo
nses.500

1 分あたり 500 応答数 measurement このサービスによって生
成された 500 応答の数

wwwResponseOutRespo
nses.500

200 応答で送信済みバ
イト数

measurement このサービスが生成した
200 応答に送信された
バイト数。

wwwResponseOutBytes.
200

1 分あたり 200 応答の送
信バイト数

measurement このサービスが生成した
200 応答に送信された
バイト数。

wwwResponseOutBytes.
200

Name type description 内部名内部名
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301 応答で送信バイト数 measurement このサービスによって生
成された 301 応答に送信
されたバイト数。

wwwResponseOutBytes.
301

1 分あたり 301 応答の送
信バイト数

measurement このサービスによって生
成された 301 応答に送信
されたバイト数。

wwwResponseOutBytes.
301

302 応答で送信済みバイ
ト数

measurement このサービスによって生
成された 302 応答に送
信されたバイト数。

wwwResponseOutBytes.
302

1 分あたり 302 応答の送
信バイト数

measurement このサービスによって生
成された 302 応答に送
信されたバイト数。

wwwResponseOutBytes.
302

401 応答の送信バイト数 measurement このサービスが生成した
401 応答に送信されたバ
イト数。

wwwResponseOutBytes.
401

1 分あたり 401 応答の送
信バイト数

measurement このサービスが生成した
401 応答に送信されたバ
イト数。

wwwResponseOutBytes.
401

403 応答で送信済みバ
イト数

measurement このサービスが生成した
403 応答に送信された
バイト数。

wwwResponseOutBytes.
403

1 分あたり 403 応答の送
信バイト数

measurement このサービスが生成した
403 応答に送信された
バイト数。

wwwResponseOutBytes.
403

404 応答で送信済みバ
イト数

measurement このサービスが生成した
404 応答に送信された
バイト数。

wwwResponseOutBytes.
404

1 分あたり 404 応答の送
信バイト数

measurement このサービスが生成した
404 応答に送信された
バイト数。

wwwResponseOutBytes.
404

500 応答の送信バイト
数

measurement このサービスによって生
成された 500 応答に送
信されるバイト数。

wwwResponseOutBytes.
500

1 分あたり 500 応答の送
信バイト数

measurement このサービスによって生
成された 500 応答に送
信されるバイト数。

wwwResponseOutBytes.
500

Name type description 内部名内部名
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HTTP 応答時間 calltime この仮想ホストが処理す
る HTTP 要求の最小、最
大、および平均応答時
間。

ResponseTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表2.10

Name description 必須必須 内部名内部名

エラーログ サーバーが発生したエ
ラーをログに記録する
ファイルの名前を設定し
ます。file-path が絶対的
でない場合は、
ServerRoot と相対的で
あることを前提としま
す。file-path がパイプ
(|)で始まる場合は、エ
ラーログを処理するコマ
ンドを生成することが想
定されます。ファイル名
ではなく syslog を使用
すると、システムがそれ
に対応している場合は
syslogd(8)によるロギン
グが可能になります。デ
フォルトでは syslog
ファシリティー local7 が
使用されますが、機能は
通常 syslog(1)で文書化
される名前のいずれかに
なります。syslog:facility
構文を使用してこれを上
書きできます。

いいえ errorlog

要求ログ サーバーへのリクエスト
のロギングを設定しま
す。

◯ CustomLog
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サーバー名 サーバーがそれ自体を識
別するために使用する要
求スキーム、ホスト名、
およびポートを設定しま
す。これは、リダイレク
ト URL の作成時に使用
されます。ServerName
が指定されていない場
合、サーバーは IP アド
レスで逆引きルックアッ
プを実行してホスト名の
推測を試みます。
ServerName にポートが
指定されていない場合、
サーバーは受信要求から
ポートを使用します。最
適な信頼性と予測性を確
保するには、
ServerName ディレク
ティブを使用して明示的
なホスト名とポートを指
定する必要があります。
名前ベースの仮想ホスト
を使用している場合、
<VirtualHost> セクショ
ン内の ServerName に
は、この仮想ホストに一
致するように要求の
Host: ヘッダーに表示さ
れるホスト名を指定しま
す。

いいえ ServerName

Server Alias  ◯ ServerAlias

サーバー管理者 エラーが発生した場合に
サーバー管理者に問い合
わせるためのメールアド
レスまたは URL。この
アドレスは、さまざまな
Apache 生成エラーメッ
セージで使用されます。

いいえ ServerAdmin

Name description 必須必須 内部名内部名
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ドキュメントルート このディレクティブは、
httpd がファイルを提供
するディレクトリーを設
定します。Alias などの
ディレクティブに一致す
る場合を除き、サーバー
は要求された URL から
のパスをドキュメント
ルートに追加し、パスを
ドキュメントに作成しま
す。directory-path が絶
対的でない場合は、
ServerRoot との相対パ
スであることを前提とし
ます。documentRoot は
末尾のスラッシュなしで
指定する必要がありま
す。

◯ DocumentRoot

デフォルトの文字セット
の追加

このディレクティブは、
応答の content-type が
text/plain または
text/html のいずれかの
場合にのみ応答に追加す
る media タイプの
charset パラメーター
（文字エンコーディング
の名前）のデフォルト値
を指定します。値
「Off」はこの機能を無
効にします。「 On」
は、iso-8859-1 のデ
フォルトの文字セットを
有効にします。その他の
値は、使用する文字セッ
トとして想定されます。
これは、MIME メディア
タイプで使用する IANA
登録文字セット値のいず
れかです。

いいえ AddDefaultCharset

Name description 必須必須 内部名内部名
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alias Alias ディレクティブ
は、ドキュメントを
documentRoot 以外の
ローカルファイルシステ
ムに保存できるようにし
ます。「 Alias /image
/ftp/pub/image」で
は、
http://myserver/image/
foo.gif のリクエストに
より、サーバーが
/ftp/pub/image/foo.gif
ファイルを返すようにな
ります。完全パスセグメ
ントのみが一致するた
め、上記のエイリアスは
http://myserver/imagef
oo.gif のリクエストに一
致しません。エイリアス
の宛先に対応する追加の
<Directory> セクション
を指定する必要があるこ
とに注意してください。
特に、documentRoot 外
のディレクトリーに
Alias を作成する場合
は、ターゲットディレク
トリーへのアクセスを明
示的に許可する必要があ
る場合があります。

◯ alias

デフォルトタイプ サーバーがその MIME タ
イプマッピングでタイプ
を判断できないドキュメ
ントを提供するように要
求された時があります。
サーバー SHOULD は、
クライアントにドキュメ
ントの content-type を
通知します。サーバーが
通常の方法でこれを判断
できない場合は、設定さ
れた DefaultType に設定
されます。

いいえ DefaultType

Name description 必須必須 内部名内部名
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ディレクトリーインデッ
クス

ディレクトリー名の最後
に / を指定して、クライ
アントがディレクトリー
のインデックスを要求す
る際に、検索するリソー
スの一覧を設定します。
このドキュメントは、
ディレクトリーとの相対
的な作業を行う必要がな
いことに注意してくださ
い。

いいえ DirectoryIndex

エラードキュメント 問題やエラーが発生した
場合、Apache は 4 つの
もののいずれかを行うよ
うに設定できます。1. は
単純なハードコーディン
グされたエラーメッセー
ジ 2 を出力します。3. カ
スタマイズしたメッセー
ジを出力します。3. ロー
カルの URL-path にリダ
イレクトして問題/エ
ラーを処理する外部
URL にリダイレクト
し、問題/エラーを処理
します。最初のオプショ
ンはデフォルトですが、
オプション 2-4 は
ErrorDocument ディレ
クティブを使用して設定
されます。このディレク
ティブの後に HTTP レス
ポンスコードと URL ま
たはメッセージが含まれ
ます。Apache は、問
題/エラーに関する追加
情報を提供することがあ
ります。

◯ ErrorDocument

timeout TimeOut ディレクティ
ブは、Apache がさまざ
まな状況で I/O を待機す
る時間を定義します。

いいえ timeout

オプション Options ディレクティブ
は、特定のディレクト
リーで利用可能なサー
バー機能を制御します。

いいえ オプション

Name description 必須必須 内部名内部名
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正規名の使用 UseCanonicalName On
Apache では、
ServerName ディレク
ティブで指定されたホス
ト名およびポートを使用
して、サーバーの正規名
を作成します。この名前
は、すべての自己参照
URL および CGI の
SERVER_NAME および
SERVER_PORT の値で
使用されます。
UseCanonicalName Off
Apache を使用すると、
クライアントが提供する
ホスト名とポートを使用
して自己推奨 URL を形
成します（指定されてい
る場合は、上記のように
正規名を使用します）。
UseCanonicalName
DNS は、Host: ヘッダー
を提供しないクライアン
トをサポートするため
に、大量の IP ベースの
仮想ホストと使用するこ
とを目的としています。
このオプション Apache
では、クライアントが接
続したサーバー IP アド
レスで逆引き DNS ルッ
クアップを実行し、自己
参照 URL を処理しま
す。

いいえ UseCanonicalName

Name description 必須必須 内部名内部名
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正規物理ポートの使用 多くの状況では、
Apache は自己推奨 URL
を構成する必要がありま
す。つまり、同じサー
バーを参照する URL で
す。
UseCanonicalPhysicalPo
rt On Apache を使用す
ると、
UseCanonicalName ディ
レクティブを実行する
サーバーの正規ポートを
構築する際に、この要求
によって使用される実際
の物理ポート番号を潜在
的なポートとして指定し
ます。
UseCanonicalPhysicalPo
rt Off Apache では、実
際の物理ポート番号を使
用せず、設定されたすべ
ての情報に依存して有効
なポート番号を構築しま
す。

いいえ UseCanonicalPhysicalPo
rt

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

2.1.1.1. Apache - Directory Service

概要概要

表表2.11 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： apache

子リソースタイプ子リソースタイプ

「Apache - IfModule Parameters Service」
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「Apache - IfModule Parameters Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表2.12

Name description 必須必須 内部名内部名

正規表現 このディレクトリーの名
前は正規表現を示します
か？

◯ regexp

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表2.13

Name description 必須必須 内部名内部名

IfModule 条件 ディレクティブ設定を使
用するには読み込む必要
があるモジュールの一
覧。

◯ IfModules

order Order ディレクティブは
Allow ディレクティブお
よび Deny ディレクティ
ブとともに、3 パスのア
クセス制御システムを制
御します。最初のパス
は、Order ディレクティ
ブで指定されたすべての
Allow ディレクティブま
たはすべての Deny ディ
レクティブのいずれかを
処理します。2 つ目のパ
スは残りのディレクティ
ブ（Deny または
Allow）を解析します。3
番目のパスは、最初の 2
つに一致しないすべての
リクエストに適用されま
す。

いいえ order
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Allow Allow ディレクティブ
は、サーバーのエリアに
アクセスできるホストに
影響します。アクセス
は、ホスト名、IP アド
レス、IP アドレス範囲
で制御できます。ユー
ザーインターフェースで
は、環境変数の設定はサ
ポートされていません。

いいえ Allow

deny Deny ディレクティブの
引数は Allow ディレク
ティブの引数と同じで
す。

いいえ deny

Allow Override  いいえ AllowOverride

デフォルトの文字セット
の追加

このディレクティブは、
応答の content-type が
text/plain または
text/html のいずれかの
場合にのみ応答に追加す
る media タイプの
charset パラメーター
（文字エンコーディング
の名前）のデフォルト値
を指定します。値
「Off」はこの機能を無
効にします。「 On」
は、iso-8859-1 のデ
フォルトの文字セットを
有効にします。その他の
値は、使用する文字セッ
トとして想定されます。
これは、MIME メディア
タイプで使用する IANA
登録文字セット値のいず
れかです。

いいえ AddDefaultCharset

Name description 必須必須 内部名内部名
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デフォルトタイプ サーバーがその MIME タ
イプマッピングでタイプ
を判断できないドキュメ
ントを提供するように要
求された時があります。
サーバー SHOULD は、
クライアントにドキュメ
ントの content-type を
通知します。サーバーが
通常の方法でこれを判断
できない場合は、設定さ
れた DefaultType に設定
されます。

いいえ DefaultType

ディレクトリーインデッ
クス

ディレクトリー名の最後
に / を指定して、クライ
アントがディレクトリー
のインデックスを要求す
る際に、検索するリソー
スの一覧を設定します。
このドキュメントは、
ディレクトリーとの相対
的な作業を行う必要がな
いことに注意してくださ
い。

いいえ DirectoryIndex

Name description 必須必須 内部名内部名
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エラードキュメント 問題やエラーが発生した
場合、Apache は 4 つの
もののいずれかを行うよ
うに設定できます。1. は
単純なハードコーディン
グされたエラーメッセー
ジ 2 を出力します。3. カ
スタマイズしたメッセー
ジを出力します。3. ロー
カルの URL-path にリダ
イレクトして問題/エ
ラーを処理する外部
URL にリダイレクト
し、問題/エラーを処理
します。最初のオプショ
ンはデフォルトですが、
オプション 2-4 は
ErrorDocument ディレ
クティブを使用して設定
されます。このディレク
ティブの後に HTTP レス
ポンスコードと URL ま
たはメッセージが含まれ
ます。Apache は、問
題/エラーに関する追加
情報を提供することがあ
ります。

◯ ErrorDocument

オプション Options ディレクティブ
は、特定のディレクト
リーで利用可能なサー
バー機能を制御します。

いいえ オプション

Name description 必須必須 内部名内部名
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正規名の使用 UseCanonicalName On
Apache では、
ServerName ディレク
ティブで指定されたホス
ト名およびポートを使用
して、サーバーの正規名
を作成します。この名前
は、すべての自己参照
URL および CGI の
SERVER_NAME および
SERVER_PORT の値で
使用されます。
UseCanonicalName Off
Apache を使用すると、
クライアントが提供する
ホスト名とポートを使用
して自己推奨 URL を形
成します（指定されてい
る場合は、上記のように
正規名を使用します）。
UseCanonicalName
DNS は、Host: ヘッダー
を提供しないクライアン
トをサポートするため
に、大量の IP ベースの
仮想ホストと使用するこ
とを目的としています。
このオプション Apache
では、クライアントが接
続したサーバー IP アド
レスで逆引き DNS ルッ
クアップを実行し、自己
参照 URL を処理しま
す。

いいえ UseCanonicalName

Name description 必須必須 内部名内部名

第第2章章 コア管理リソースコア管理リソース

119



正規物理ポートの使用 多くの状況では、
Apache は自己推奨 URL
を構成する必要がありま
す。つまり、同じサー
バーを参照する URL で
す。
UseCanonicalPhysicalPo
rt On Apache を使用す
ると、
UseCanonicalName ディ
レクティブを実行する
サーバーの正規ポートを
構築する際に、この要求
によって使用される実際
の物理ポート番号を潜在
的なポートとして指定し
ます。
UseCanonicalPhysicalPo
rt Off Apache では、実
際の物理ポート番号を使
用せず、設定されたすべ
ての情報に依存して有効
なポート番号を構築しま
す。

いいえ UseCanonicalPhysicalPo
rt

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

2.1.1.1.1. Apache - IfModule Parameters Service

概要概要

表表2.14 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： apache

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表2.15

Name description 必須必須 内部名内部名

IfModule 条件 ディレクティブ設定を使
用するには読み込む必要
があるモジュールの一
覧。

◯ IfModules

order Order ディレクティブは
Allow ディレクティブお
よび Deny ディレクティ
ブとともに、3 パスのア
クセス制御システムを制
御します。最初のパス
は、Order ディレクティ
ブで指定されたすべての
Allow ディレクティブま
たはすべての Deny ディ
レクティブのいずれかを
処理します。2 つ目のパ
スは残りのディレクティ
ブ（Deny または
Allow）を解析します。3
番目のパスは、最初の 2
つに一致しないすべての
リクエストに適用されま
す。

いいえ order

Allow Allow ディレクティブ
は、サーバーのエリアに
アクセスできるホストに
影響します。アクセス
は、ホスト名、IP アド
レス、IP アドレス範囲
で制御できます。ユー
ザーインターフェースで
は、環境変数の設定はサ
ポートされていません。

いいえ Allow

deny Deny ディレクティブの
引数は Allow ディレク
ティブの引数と同じで
す。

いいえ deny

Allow Override  いいえ AllowOverride
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デフォルトの文字セット
の追加

このディレクティブは、
応答の content-type が
text/plain または
text/html のいずれかの
場合にのみ応答に追加す
る media タイプの
charset パラメーター
（文字エンコーディング
の名前）のデフォルト値
を指定します。値
「Off」はこの機能を無
効にします。「 On」
は、iso-8859-1 のデ
フォルトの文字セットを
有効にします。その他の
値は、使用する文字セッ
トとして想定されます。
これは、MIME メディア
タイプで使用する IANA
登録文字セット値のいず
れかです。

いいえ AddDefaultCharset

デフォルトタイプ サーバーがその MIME タ
イプマッピングでタイプ
を判断できないドキュメ
ントを提供するように要
求された時があります。
サーバー SHOULD は、
クライアントにドキュメ
ントの content-type を
通知します。サーバーが
通常の方法でこれを判断
できない場合は、設定さ
れた DefaultType に設定
されます。

いいえ DefaultType

ディレクトリーインデッ
クス

ディレクトリー名の最後
に / を指定して、クライ
アントがディレクトリー
のインデックスを要求す
る際に、検索するリソー
スの一覧を設定します。
このドキュメントは、
ディレクトリーとの相対
的な作業を行う必要がな
いことに注意してくださ
い。

いいえ DirectoryIndex

Name description 必須必須 内部名内部名
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エラードキュメント 問題やエラーが発生した
場合、Apache は 4 つの
もののいずれかを行うよ
うに設定できます。1. は
単純なハードコーディン
グされたエラーメッセー
ジ 2 を出力します。3. カ
スタマイズしたメッセー
ジを出力します。3. ロー
カルの URL-path にリダ
イレクトして問題/エ
ラーを処理する外部
URL にリダイレクト
し、問題/エラーを処理
します。最初のオプショ
ンはデフォルトですが、
オプション 2-4 は
ErrorDocument ディレ
クティブを使用して設定
されます。このディレク
ティブの後に HTTP レス
ポンスコードと URL ま
たはメッセージが含まれ
ます。Apache は、問
題/エラーに関する追加
情報を提供することがあ
ります。

◯ ErrorDocument

オプション Options ディレクティブ
は、特定のディレクト
リーで利用可能なサー
バー機能を制御します。

いいえ オプション

Name description 必須必須 内部名内部名
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正規名の使用 UseCanonicalName On
Apache では、
ServerName ディレク
ティブで指定されたホス
ト名およびポートを使用
して、サーバーの正規名
を作成します。この名前
は、すべての自己参照
URL および CGI の
SERVER_NAME および
SERVER_PORT の値で
使用されます。
UseCanonicalName Off
Apache を使用すると、
クライアントが提供する
ホスト名とポートを使用
して自己推奨 URL を形
成します（指定されてい
る場合は、上記のように
正規名を使用します）。
UseCanonicalName
DNS は、Host: ヘッダー
を提供しないクライアン
トをサポートするため
に、大量の IP ベースの
仮想ホストと使用するこ
とを目的としています。
このオプション Apache
では、クライアントが接
続したサーバー IP アド
レスで逆引き DNS ルッ
クアップを実行し、自己
参照 URL を処理しま
す。

いいえ UseCanonicalName

Name description 必須必須 内部名内部名
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正規物理ポートの使用 多くの状況では、
Apache は自己推奨 URL
を構成する必要がありま
す。つまり、同じサー
バーを参照する URL で
す。
UseCanonicalPhysicalPo
rt On Apache を使用す
ると、
UseCanonicalName ディ
レクティブを実行する
サーバーの正規ポートを
構築する際に、この要求
によって使用される実際
の物理ポート番号を潜在
的なポートとして指定し
ます。
UseCanonicalPhysicalPo
rt Off Apache では、実
際の物理ポート番号を使
用せず、設定されたすべ
ての情報に依存して有効
なポート番号を構築しま
す。

いいえ UseCanonicalPhysicalPo
rt

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

2.1.1.2. Apache - IfModule Service

概要概要

表表2.16 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： apache

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表2.17

Name description 必須必須 内部名内部名

IfModule 条件 ディレクティブ設定を使
用するには読み込む必要
があるモジュールの一
覧。

◯ IfModules

order Order ディレクティブは
Allow ディレクティブお
よび Deny ディレクティ
ブとともに、3 パスのア
クセス制御システムを制
御します。最初のパス
は、Order ディレクティ
ブで指定されたすべての
Allow ディレクティブま
たはすべての Deny ディ
レクティブのいずれかを
処理します。2 つ目のパ
スは残りのディレクティ
ブ（Deny または
Allow）を解析します。3
番目のパスは、最初の 2
つに一致しないすべての
リクエストに適用されま
す。

いいえ order

Allow Allow ディレクティブ
は、サーバーのエリアに
アクセスできるホストに
影響します。アクセス
は、ホスト名、IP アド
レス、IP アドレス範囲
で制御できます。ユー
ザーインターフェースで
は、環境変数の設定はサ
ポートされていません。

いいえ Allow

deny Deny ディレクティブの
引数は Allow ディレク
ティブの引数と同じで
す。

いいえ deny

Allow Override  いいえ AllowOverride
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デフォルトの文字セット
の追加

このディレクティブは、
応答の content-type が
text/plain または
text/html のいずれかの
場合にのみ応答に追加す
る media タイプの
charset パラメーター
（文字エンコーディング
の名前）のデフォルト値
を指定します。値
「Off」はこの機能を無
効にします。「 On」
は、iso-8859-1 のデ
フォルトの文字セットを
有効にします。その他の
値は、使用する文字セッ
トとして想定されます。
これは、MIME メディア
タイプで使用する IANA
登録文字セット値のいず
れかです。

いいえ AddDefaultCharset

デフォルトタイプ サーバーがその MIME タ
イプマッピングでタイプ
を判断できないドキュメ
ントを提供するように要
求された時があります。
サーバー SHOULD は、
クライアントにドキュメ
ントの content-type を
通知します。サーバーが
通常の方法でこれを判断
できない場合は、設定さ
れた DefaultType に設定
されます。

いいえ DefaultType

ディレクトリーインデッ
クス

ディレクトリー名の最後
に / を指定して、クライ
アントがディレクトリー
のインデックスを要求す
る際に、検索するリソー
スの一覧を設定します。
このドキュメントは、
ディレクトリーとの相対
的な作業を行う必要がな
いことに注意してくださ
い。

いいえ DirectoryIndex

Name description 必須必須 内部名内部名
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エラードキュメント 問題やエラーが発生した
場合、Apache は 4 つの
もののいずれかを行うよ
うに設定できます。1. は
単純なハードコーディン
グされたエラーメッセー
ジ 2 を出力します。3. カ
スタマイズしたメッセー
ジを出力します。3. ロー
カルの URL-path にリダ
イレクトして問題/エ
ラーを処理する外部
URL にリダイレクト
し、問題/エラーを処理
します。最初のオプショ
ンはデフォルトですが、
オプション 2-4 は
ErrorDocument ディレ
クティブを使用して設定
されます。このディレク
ティブの後に HTTP レス
ポンスコードと URL ま
たはメッセージが含まれ
ます。Apache は、問
題/エラーに関する追加
情報を提供することがあ
ります。

◯ ErrorDocument

オプション Options ディレクティブ
は、特定のディレクト
リーで利用可能なサー
バー機能を制御します。

いいえ オプション

Name description 必須必須 内部名内部名
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正規名の使用 UseCanonicalName On
Apache では、
ServerName ディレク
ティブで指定されたホス
ト名およびポートを使用
して、サーバーの正規名
を作成します。この名前
は、すべての自己参照
URL および CGI の
SERVER_NAME および
SERVER_PORT の値で
使用されます。
UseCanonicalName Off
Apache を使用すると、
クライアントが提供する
ホスト名とポートを使用
して自己推奨 URL を形
成します（指定されてい
る場合は、上記のように
正規名を使用します）。
UseCanonicalName
DNS は、Host: ヘッダー
を提供しないクライアン
トをサポートするため
に、大量の IP ベースの
仮想ホストと使用するこ
とを目的としています。
このオプション Apache
では、クライアントが接
続したサーバー IP アド
レスで逆引き DNS ルッ
クアップを実行し、自己
参照 URL を処理しま
す。

いいえ UseCanonicalName

Name description 必須必須 内部名内部名
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正規物理ポートの使用 多くの状況では、
Apache は自己推奨 URL
を構成する必要がありま
す。つまり、同じサー
バーを参照する URL で
す。
UseCanonicalPhysicalPo
rt On Apache を使用す
ると、
UseCanonicalName ディ
レクティブを実行する
サーバーの正規ポートを
構築する際に、この要求
によって使用される実際
の物理ポート番号を潜在
的なポートとして指定し
ます。
UseCanonicalPhysicalPo
rt Off Apache では、実
際の物理ポート番号を使
用せず、設定されたすべ
ての情報に依存して有効
なポート番号を構築しま
す。

いいえ UseCanonicalPhysicalPo
rt

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

2.1.2. Apache - Mod JK サービス

概要概要

表表2.18 概要概要

説明： mod_jk の管理

シングルトン： ◯

プラグイン： apache

子リソースタイプ子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表2.19

Name description 必須必須 内部名内部名

workers.properties への
パス

ワーカープロパティーが
含まれるファイルへのパ
ス。これが相対パスであ
る場合、親 Apache サー
バーのサーバールートで
検索されます。

いいえ workerFile

uriworkers ファイルへの
パス

uri からワーカーマッピ
ングが含まれるファイル
へのパス。これが相対パ
スである場合、親
Apache サーバーのサー
バールートで検索されま
す。

いいえ uriWorkerFile

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

2.2. IIS - サーバー

重要重要

このプラグインは JBoss ON 3.3 で非推奨となり、今後のリリースで削除されます。

概要

表表2.20 概要概要

説明： IIS Web Server
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シングルトン： いいえ

プラグイン： IIS

子リソースタイプ

「IIS - VHost サービス」

自動検出プロセススキャン
NONE

接続プロパティー
NONE

metrics

表表2.21 metrics

Name type description 内部名内部名

送信バイト数 measurement は、データバイトが
Web サービスによって
送信される速度を示しま
す。

バイトの送信/秒

1 分あたりの送信バイト
数

measurement は、データバイトが
Web サービスによって
送信される速度を示しま
す。

バイトの送信/秒

受信バイト数 measurement は、データバイトが
Web サービスによって
受信されるレートを示し
ます。

バイト受信/秒

1 分あたり受信バイト数 measurement は、データバイトが
Web サービスによって
受信されるレートを示し
ます。

バイト受信/秒

送信済みファイルの合計 measurement は、Web サービスに
よって送信されたファイ
ルの合計数を表示します
（サービスの起動以降に
カウントされます）。

送信済みファイルの合計

1 分あたりのファイル送
信の合計

measurement は、Web サービスに
よって送信されたファイ
ルの合計数を表示します
（サービスの起動以降に
カウントされます）。

送信済みファイルの合計
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受信したファイルの合計 measurement は、Web サービスに
よって受信されたファイ
ルの合計数を表示します
（サービスの起動後にカ
ウントされます）。

受信したファイルの合計

1 分あたり受信ファイル
の合計

measurement は、Web サービスに
よって受信されたファイ
ルの合計数を表示します
（サービスの起動後にカ
ウントされます）。

受信したファイルの合計

転送済みファイルの合計 measurement は、ファイルの Sent お
よびファイル Received
の合計を示しています。
これは、Web サービス
によって転送されるファ
イルの合計数です（サー
ビスの起動以降にカウン
トされます）。

転送済みファイルの合計

1 分間に転送されたファ
イルの合計

measurement は、ファイルの Sent お
よびファイル Received
の合計を示しています。
これは、Web サービス
によって転送されるファ
イルの合計数です（サー
ビスの起動以降にカウン
トされます）。

転送済みファイルの合計

現在の匿名ユーザー measurement は、Web サービスを使
用して匿名接続を現在所
有しているユーザーの数
を示します。

現在の匿名ユーザー

現在の非匿名ユーザー measurement は、現在 Web サービス
を使用して非匿名接続を
持つユーザーの数を示し
ます。

現在の非匿名ユーザー

Anonymous ユーザーの
合計

measurement は、Web サービスとの
匿名接続を確立したユー
ザーの合計数を表示しま
す（サービスの起動後に
カウントされます）。

Anonymous ユーザーの
合計

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの匿名ユー
ザーの合計

measurement は、Web サービスとの
匿名接続を確立したユー
ザーの合計数を表示しま
す（サービスの起動後に
カウントされます）。

Anonymous ユーザーの
合計

非匿名ユーザーの合計 measurement は、Web サービスとの
非匿名接続を確立した
ユーザーの合計数を表示
します（サービスの起動
時にカウントされま
す）。

非匿名ユーザーの合計

1 分あたりの非匿名ユー
ザーの合計

measurement は、Web サービスとの
非匿名接続を確立した
ユーザーの合計数を表示
します（サービスの起動
時にカウントされま
す）。

非匿名ユーザーの合計

Anonymous Users の最
大数

measurement は、Web サービスを使
用して同時匿名接続を確
立したユーザーの最大数
を表示します（サービス
の起動後にカウントされ
ます）。

Anonymous Users の最
大数

非匿名ユーザーの最大数 measurement は、Web サービス
（サービスの起動以降に
カウントされる）を使用
して同時非匿名接続を確
立したユーザーの最大数
を示します。

非匿名ユーザーの最大数

現在の接続 measurement は、現在 Web サービス
と確立された接続の数を
表示します。

現在の接続

最大接続 measurement は、Web サービスで確
立された同時接続の最大
数を表示します。

最大接続

ログオン試行の合計 measurement は、Web サービス
（サービスの起動以降に
カウントされる）を使用
して試行されたログオン
数を示します。

ログオン試行の合計

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりのログオン試
行の合計

measurement は、Web サービス
（サービスの起動以降に
カウントされる）を使用
して試行されたログオン
数を示します。

ログオン試行の合計

GET リクエストの合計 measurement GET メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
表示します。GET リク
エストは通常、基本的な
ファイルの取得またはイ
メージマップに使用され
ますが、フォームで使用
できます。

リクエストの総数

1 分あたりの GET リクエ
ストの合計

measurement GET メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
表示します。GET リク
エストは通常、基本的な
ファイルの取得またはイ
メージマップに使用され
ますが、フォームで使用
できます。

リクエストの総数

POST リクエストの合計 measurement POST メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
表示します。通常、ポス
トリクエストはフォーム
またはゲートウェイ要求
に使用されます。

ポストリクエストの総数

1 分あたりの POST リク
エストの合計

measurement POST メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
表示します。通常、ポス
トリクエストはフォーム
またはゲートウェイ要求
に使用されます。

ポストリクエストの総数

Name type description 内部名内部名
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HEAD リクエストの合計 measurement HEAD メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。通常、ヘッド
リクエストはクライアン
トがドキュメントの状態
をクエリーしていること
を示します。

ヘッドリクエストの合計

1 分あたりの HEAD 要求
の合計

measurement HEAD メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。通常、ヘッド
リクエストはクライアン
トがドキュメントの状態
をクエリーしていること
を示します。

ヘッドリクエストの合計

PUT 要求の合計 measurement PUT メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。

Put Requests

1 分あたりの PUT 要求の
合計

measurement PUT メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。

Put Requests

DELETE 要求の合計 measurement DELETE メソッド（サー
ビスの起動以降にカウン
トされる）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。通常、削除リ
クエストはファイルの削
除に使用されます。

削除リクエストの合計

1 分あたりの DELETE 要
求の合計

measurement DELETE メソッド（サー
ビスの起動以降にカウン
トされる）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。通常、削除リ
クエストはファイルの削
除に使用されます。

削除リクエストの合計

Name type description 内部名内部名
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TRACE 要求の合計 measurement TRACE メソッド（サー
ビスの起動以降にカウン
トされる）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。トレースリク
エストにより、クライア
ントはリクエストチェー
ンの最後に受信されてい
る内容を確認し、診断目
的で情報を使用できま
す。

トレースリクエストの合
計

1 分あたりの TRACE 要
求の合計

measurement TRACE メソッド（サー
ビスの起動以降にカウン
トされる）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。トレースリク
エストにより、クライア
ントはリクエストチェー
ンの最後に受信されてい
る内容を確認し、診断目
的で情報を使用できま
す。

トレースリクエストの合
計

その他のリクエストメ
ソッドの合計

measurement は、OPTIONS、GET、
HEAD、POST、
POST、PUT、
DELETE、TRACE、
MOVE、COPY、
MKCOL、PROPFIND、
PROPPATCH、MS-
SEARCH、LOCK、
UNLOCK メソッド
（サービスの起動以降）
でない HTTP リクエスト
の数を示しています。こ
れには、LINK またはそ
の他のゲートウェイアプ
リケーションでサポート
されるその他の方法が含
まれる場合があります。

その他のリクエストメ
ソッドの合計

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりのその他のリ
クエストメソッドの合計

measurement は、OPTIONS、GET、
HEAD、POST、
POST、PUT、
DELETE、TRACE、
MOVE、COPY、
MKCOL、PROPFIND、
PROPPATCH、MS-
SEARCH、LOCK、
UNLOCK メソッド
（サービスの起動以降）
でない HTTP リクエスト
の数を示しています。こ
れには、LINK またはそ
の他のゲートウェイアプ
リケーションでサポート
されるその他の方法が含
まれる場合があります。

その他のリクエストメ
ソッドの合計

メソッドリクエストの合
計

measurement は、（サービスの起動以
降にカウントされる）す
べての HTTP リクエスト
の数を示します。

メソッドリクエストの合
計

1 分あたりのメソッドリ
クエストの合計

measurement は、（サービスの起動以
降にカウントされる）す
べての HTTP リクエスト
の数を示します。

メソッドリクエストの合
計

CGI 要求の合計 measurement CGI リクエストの合計数
を表示します。CGI 要求
はカスタムゲートウェイ
の実行ファイル(.exe)で
す。管理者は、フォーム
処理やその他の動的デー
タソースを追加するため
にインストールできま
す。CGI 要求は、サー
バーリソースで大きなド
レイン（解放）できる
サーバー上でプロセスを
開始します。この数は、
サービスの起動以降の合
計です。

CGI 要求の合計

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの CGI 要求の
合計

measurement CGI リクエストの合計数
を表示します。CGI 要求
はカスタムゲートウェイ
の実行ファイル(.exe)で
す。管理者は、フォーム
処理やその他の動的デー
タソースを追加するため
にインストールできま
す。CGI 要求は、サー
バーリソースで大きなド
レイン（解放）できる
サーバー上でプロセスを
開始します。この数は、
サービスの起動以降の合
計です。

CGI 要求の合計

ISAPI 拡張リクエストの
合計

measurement ISAPI 拡張要求の合計数
を表示します。ISAPI 拡
張リクエストは、管理者
がフォーム処理またはそ
の他の動的データソース
を追加するためにインス
トールできるカスタム
ゲートウェイ Dynamic
Link Libraries(.dll)です。
CGI 要求とは異なり、
ISAPI リクエストは DLL
ライブラリールーチンへ
の単純な呼び出しである
ため、高パフォーマンス
のゲートウェイアプリ
ケーションに適していま
す。この数は、サービス
の起動以降の合計です。

ISAPI 拡張リクエストの
合計

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの ISAPI 拡張
リクエストの合計

measurement ISAPI 拡張要求の合計数
を表示します。ISAPI 拡
張リクエストは、管理者
がフォーム処理またはそ
の他の動的データソース
を追加するためにインス
トールできるカスタム
ゲートウェイ Dynamic
Link Libraries(.dll)です。
CGI 要求とは異なり、
ISAPI リクエストは DLL
ライブラリールーチンへ
の単純な呼び出しである
ため、高パフォーマンス
のゲートウェイアプリ
ケーションに適していま
す。この数は、サービス
の起動以降の合計です。

ISAPI 拡張リクエストの
合計

Not Found エラーの合計 measurement 要求されたドキュメント
が見つからないため、
サーバーで満たされな
かったリクエスト数を示
します。通常、これらは
HTTP 404 エラーコード
としてクライアントに報
告されます。この数は、
サービスの起動以降の合
計です。

Not Found エラーの合計

1 分あたりの未確定エ
ラーの合計

measurement 要求されたドキュメント
が見つからないため、
サーバーで満たされな
かったリクエスト数を示
します。通常、これらは
HTTP 404 エラーコード
としてクライアントに報
告されます。この数は、
サービスの起動以降の合
計です。

Not Found エラーの合計

ロックされたエラーの合
計

measurement 要求がロックされたた
め、サーバーで満たない
リクエスト数を示しま
す。通常、これらは
HTTP 423 エラーコード
としてクライアントに報
告されます。この数は、
サービスの起動以降の合
計です。

ロックされたエラーの合
計

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりのロックされ
たエラーの合計

measurement 要求がロックされたた
め、サーバーで満たない
リクエスト数を示しま
す。通常、これらは
HTTP 423 エラーコード
としてクライアントに報
告されます。この数は、
サービスの起動以降の合
計です。

ロックされたエラーの合
計

現在の CGI 要求 measurement は、Web サービスが同
時に処理される CGI リ
クエストの現在の数を表
示します。

現在の CGI 要求

現在の CGI 要求/分 measurement は、Web サービスが同
時に処理される CGI リ
クエストの現在の数を表
示します。

現在の CGI 要求

現在の ISAPI 拡張要求 measurement は、Web サービスが同
時に処理される拡張要求
の現在の数を表示しま
す。

現在の ISAPI 拡張要求

CGI 要求の最大数 measurement は、同時に Web サービ
スによって処理される
CGI 要求の最大数を表示
します。

CGI 要求の最大数

ISAPI 拡張リクエストの
最大数

measurement は、Web サービスに
よって同時に処理される
拡張要求の最大数を表示
します。

ISAPI 拡張リクエストの
最大数

ブロックされた非同期
I/O 要求の合計

measurement 帯域幅スロットリングの
設定（サービスの起動以
降にカウントされる）に
より一時的にブロックさ
れた合計リクエスト数を
示します。

ブロックされた非同期
I/O 要求の合計

1 分あたりのブロックさ
れた非同期 I/O 要求の合
計

measurement 帯域幅スロットリングの
設定（サービスの起動以
降にカウントされる）に
より一時的にブロックさ
れた合計リクエスト数を
示します。

ブロックされた非同期
I/O 要求の合計

Name type description 内部名内部名
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許可された Async I/O 要
求の合計

measurement は、帯域幅スロットリン
グの設定（サービスの起
動以降にカウントされ
る）で許容される要求の
合計数を示します。帯域
幅スロットリングが定義
されている場合には、許
可されるユーザー要求の
数が制限されます。

許可された Async I/O 要
求の合計

許可される Async I/O 要
求の合計 1 分

measurement は、帯域幅スロットリン
グの設定（サービスの起
動以降にカウントされ
る）で許容される要求の
合計数を示します。帯域
幅スロットリングが定義
されている場合には、許
可されるユーザー要求の
数が制限されます。

許可された Async I/O 要
求の合計

拒否された非同期 I/O 要
求の合計

measurement 帯域幅スロットリングの
設定（サービスの起動以
降にカウントされる）に
より拒否されたリクエス
トの合計数を示します。

拒否された非同期 I/O 要
求の合計

1 分あたりの拒否された
非同期 I/O 要求の合計

measurement 帯域幅スロットリングの
設定（サービスの起動以
降にカウントされる）に
より拒否されたリクエス
トの合計数を示します。

拒否された非同期 I/O 要
求の合計

現在のブロックされた非
同期 I/O 要求

measurement は、帯域幅スロットリン
グの設定により一時的に
ブロックされる現在のリ
クエストを表示します。

現在のブロックされた非
同期 I/O 要求

測定された非同期 I/O 帯
域幅の使用

measurement は、1 分あたりの非同期
I/O 平均の測定帯域幅を
示します。

測定された非同期 I/O 帯
域幅の使用

接続試行の合計（すべて
のインスタンス）

measurement は、Web サービスを使
用して試行された接続数
を表示します（サービス
の起動以降にカウントさ
れます）。このカウン
ターは、一覧表示されて
いるすべてのインスタン
スに対応します。

接続試行の合計（すべて
のインスタンス）

Name type description 内部名内部名
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1 分間あたりの接続試行
の合計（すべてのインス
タンス）

measurement は、Web サービスを使
用して試行された接続数
を表示します（サービス
の起動以降にカウントさ
れます）。このカウン
ターは、一覧表示されて
いるすべてのインスタン
スに対応します。

接続試行の合計（すべて
のインスタンス）

サービスのアップタイム measurement このサービスが稼働して
いる時間。

サービスのアップタイム

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表2.22 metrics

Name description

start IIS を開始し、必要な場合は依存するサービスを開始
します。

stop IIS をシャットダウンします。

パッケージタイプ
NONE

2.2.1. IIS - VHost サービス

概要概要

表表2.23 概要概要

説明： IIS VHost

シングルトン： いいえ

プラグイン： IIS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー接続プロパティー

表表2.24

Name description 必須必須 内部名内部名

サイト名  ◯ siteName

hostname  ◯ hostname

ポート  ◯ ポート

IP アドレス  ◯ ipAddress

doc Root  ◯ docRoot

ssl  ◯ ssl

ログディレクトリー  ◯ logDirectory

ログ形式 形式ログエントリーはに
書き込まれます。これ
は、W3C 拡張ログファ
イルフォーマットのサイ
トごとの一般的なオプ
ションです。形式には、
'date'、'time'、'c-ip'、
'cs-uri-stem'、'sc-
status'、および 'time-
taken' のトークンが含ま
れる必要がありますが、
他のトークンを含めるこ
とができます。トークン
は *ではなく、引用符で
囲む必要があり、スペー
スで区切ります。

◯ responseTimeLogForma
t

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表2.25 metrics

Name type description 内部名内部名

送信バイト数 measurement は、データバイトが
Web サービスによって
送信される速度を示しま
す。

バイトの送信/秒

1 分あたりの送信バイト
数

measurement は、データバイトが
Web サービスによって
送信される速度を示しま
す。

バイトの送信/秒

受信バイト数 measurement は、データバイトが
Web サービスによって
受信されるレートを示し
ます。

バイト受信/秒

1 分あたり受信バイト数 measurement は、データバイトが
Web サービスによって
受信されるレートを示し
ます。

バイト受信/秒

送信済みファイルの合計 measurement は、Web サービスに
よって送信されたファイ
ルの合計数を表示します
（サービスの起動以降に
カウントされます）。

送信済みファイルの合計

1 分あたりのファイル送
信の合計

measurement は、Web サービスに
よって送信されたファイ
ルの合計数を表示します
（サービスの起動以降に
カウントされます）。

送信済みファイルの合計

受信したファイルの合計 measurement は、Web サービスに
よって受信されたファイ
ルの合計数を表示します
（サービスの起動後にカ
ウントされます）。

受信したファイルの合計
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1 分あたり受信ファイル
の合計

measurement は、Web サービスに
よって受信されたファイ
ルの合計数を表示します
（サービスの起動後にカ
ウントされます）。

受信したファイルの合計

転送済みファイルの合計 measurement は、ファイルの Sent お
よびファイル Received
の合計を示しています。
これは、Web サービス
によって転送されるファ
イルの合計数です（サー
ビスの起動以降にカウン
トされます）。

転送済みファイルの合計

1 分間に転送されたファ
イルの合計

measurement は、ファイルの Sent お
よびファイル Received
の合計を示しています。
これは、Web サービス
によって転送されるファ
イルの合計数です（サー
ビスの起動以降にカウン
トされます）。

転送済みファイルの合計

現在の匿名ユーザー measurement は、Web サービスを使
用して匿名接続を現在所
有しているユーザーの数
を示します。

現在の匿名ユーザー

現在の非匿名ユーザー measurement は、現在 Web サービス
を使用して非匿名接続を
持つユーザーの数を示し
ます。

現在の非匿名ユーザー

Anonymous ユーザーの
合計

measurement は、Web サービスとの
匿名接続を確立したユー
ザーの合計数を表示しま
す（サービスの起動後に
カウントされます）。

Anonymous ユーザーの
合計

1 分あたりの匿名ユー
ザーの合計

measurement は、Web サービスとの
匿名接続を確立したユー
ザーの合計数を表示しま
す（サービスの起動後に
カウントされます）。

Anonymous ユーザーの
合計

Name type description 内部名内部名
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非匿名ユーザーの合計 measurement は、Web サービスとの
非匿名接続を確立した
ユーザーの合計数を表示
します（サービスの起動
時にカウントされま
す）。

非匿名ユーザーの合計

1 分あたりの非匿名ユー
ザーの合計

measurement は、Web サービスとの
非匿名接続を確立した
ユーザーの合計数を表示
します（サービスの起動
時にカウントされま
す）。

非匿名ユーザーの合計

Anonymous Users の最
大数

measurement は、Web サービスを使
用して同時匿名接続を確
立したユーザーの最大数
を表示します（サービス
の起動後にカウントされ
ます）。

Anonymous Users の最
大数

非匿名ユーザーの最大数 measurement は、Web サービス
（サービスの起動以降に
カウントされる）を使用
して同時非匿名接続を確
立したユーザーの最大数
を示します。

非匿名ユーザーの最大数

現在の接続 measurement は、現在 Web サービス
と確立された接続の数を
表示します。

現在の接続

最大接続 measurement は、Web サービスで確
立された同時接続の最大
数を表示します。

最大接続

ログオン試行の合計 measurement は、Web サービス
（サービスの起動以降に
カウントされる）を使用
して試行されたログオン
数を示します。

ログオン試行の合計

1 分あたりのログオン試
行の合計

measurement は、Web サービス
（サービスの起動以降に
カウントされる）を使用
して試行されたログオン
数を示します。

ログオン試行の合計

Name type description 内部名内部名
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GET リクエストの合計 measurement GET メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
表示します。GET リク
エストは通常、基本的な
ファイルの取得またはイ
メージマップに使用され
ますが、フォームで使用
できます。

リクエストの総数

1 分あたりの GET リクエ
ストの合計

measurement GET メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
表示します。GET リク
エストは通常、基本的な
ファイルの取得またはイ
メージマップに使用され
ますが、フォームで使用
できます。

リクエストの総数

POST リクエストの合計 measurement POST メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
表示します。通常、ポス
トリクエストはフォーム
またはゲートウェイ要求
に使用されます。

ポストリクエストの総数

1 分あたりの POST リク
エストの合計

measurement POST メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
表示します。通常、ポス
トリクエストはフォーム
またはゲートウェイ要求
に使用されます。

ポストリクエストの総数

HEAD リクエストの合計 measurement HEAD メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。通常、ヘッド
リクエストはクライアン
トがドキュメントの状態
をクエリーしていること
を示します。

ヘッドリクエストの合計

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの HEAD 要求
の合計

measurement HEAD メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。通常、ヘッド
リクエストはクライアン
トがドキュメントの状態
をクエリーしていること
を示します。

ヘッドリクエストの合計

PUT 要求の合計 measurement PUT メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。

Put Requests

1 分あたりの PUT 要求の
合計

measurement PUT メソッド（サービ
スの起動以降にカウント
される）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。

Put Requests

DELETE 要求の合計 measurement DELETE メソッド（サー
ビスの起動以降にカウン
トされる）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。通常、削除リ
クエストはファイルの削
除に使用されます。

削除リクエストの合計

1 分あたりの DELETE 要
求の合計

measurement DELETE メソッド（サー
ビスの起動以降にカウン
トされる）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。通常、削除リ
クエストはファイルの削
除に使用されます。

削除リクエストの合計

TRACE 要求の合計 measurement TRACE メソッド（サー
ビスの起動以降にカウン
トされる）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。トレースリク
エストにより、クライア
ントはリクエストチェー
ンの最後に受信されてい
る内容を確認し、診断目
的で情報を使用できま
す。

トレースリクエストの合
計

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの TRACE 要
求の合計

measurement TRACE メソッド（サー
ビスの起動以降にカウン
トされる）を使用した
HTTP リクエストの数を
示します。トレースリク
エストにより、クライア
ントはリクエストチェー
ンの最後に受信されてい
る内容を確認し、診断目
的で情報を使用できま
す。

トレースリクエストの合
計

その他のリクエストメ
ソッドの合計

measurement は、OPTIONS、GET、
HEAD、POST、
POST、PUT、
DELETE、TRACE、
MOVE、COPY、
MKCOL、PROPFIND、
PROPPATCH、MS-
SEARCH、LOCK、
UNLOCK メソッド
（サービスの起動以降）
でない HTTP リクエスト
の数を示しています。こ
れには、LINK またはそ
の他のゲートウェイアプ
リケーションでサポート
されるその他の方法が含
まれる場合があります。

その他のリクエストメ
ソッドの合計

1 分あたりのその他のリ
クエストメソッドの合計

measurement は、OPTIONS、GET、
HEAD、POST、
POST、PUT、
DELETE、TRACE、
MOVE、COPY、
MKCOL、PROPFIND、
PROPPATCH、MS-
SEARCH、LOCK、
UNLOCK メソッド
（サービスの起動以降）
でない HTTP リクエスト
の数を示しています。こ
れには、LINK またはそ
の他のゲートウェイアプ
リケーションでサポート
されるその他の方法が含
まれる場合があります。

その他のリクエストメ
ソッドの合計

Name type description 内部名内部名
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メソッドリクエストの合
計

measurement は、（サービスの起動以
降にカウントされる）す
べての HTTP リクエスト
の数を示します。

メソッドリクエストの合
計

1 分あたりのメソッドリ
クエストの合計

measurement は、（サービスの起動以
降にカウントされる）す
べての HTTP リクエスト
の数を示します。

メソッドリクエストの合
計

CGI 要求の合計 measurement CGI リクエストの合計数
を表示します。CGI 要求
はカスタムゲートウェイ
の実行ファイル(.exe)で
す。管理者は、フォーム
処理やその他の動的デー
タソースを追加するため
にインストールできま
す。CGI 要求は、サー
バーリソースで大きなド
レイン（解放）できる
サーバー上でプロセスを
開始します。この数は、
サービスの起動以降の合
計です。

CGI 要求の合計

1 分あたりの CGI 要求の
合計

measurement CGI リクエストの合計数
を表示します。CGI 要求
はカスタムゲートウェイ
の実行ファイル(.exe)で
す。管理者は、フォーム
処理やその他の動的デー
タソースを追加するため
にインストールできま
す。CGI 要求は、サー
バーリソースで大きなド
レイン（解放）できる
サーバー上でプロセスを
開始します。この数は、
サービスの起動以降の合
計です。

CGI 要求の合計

Name type description 内部名内部名
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ISAPI 拡張リクエストの
合計

measurement ISAPI 拡張要求の合計数
を表示します。ISAPI 拡
張リクエストは、管理者
がフォーム処理またはそ
の他の動的データソース
を追加するためにインス
トールできるカスタム
ゲートウェイ Dynamic
Link Libraries(.dll)です。
CGI 要求とは異なり、
ISAPI リクエストは DLL
ライブラリールーチンへ
の単純な呼び出しである
ため、高パフォーマンス
のゲートウェイアプリ
ケーションに適していま
す。この数は、サービス
の起動以降の合計です。

ISAPI 拡張リクエストの
合計

1 分あたりの ISAPI 拡張
リクエストの合計

measurement ISAPI 拡張要求の合計数
を表示します。ISAPI 拡
張リクエストは、管理者
がフォーム処理またはそ
の他の動的データソース
を追加するためにインス
トールできるカスタム
ゲートウェイ Dynamic
Link Libraries(.dll)です。
CGI 要求とは異なり、
ISAPI リクエストは DLL
ライブラリールーチンへ
の単純な呼び出しである
ため、高パフォーマンス
のゲートウェイアプリ
ケーションに適していま
す。この数は、サービス
の起動以降の合計です。

ISAPI 拡張リクエストの
合計

Not Found エラーの合計 measurement 要求されたドキュメント
が見つからないため、
サーバーで満たされな
かったリクエスト数を示
します。通常、これらは
HTTP 404 エラーコード
としてクライアントに報
告されます。この数は、
サービスの起動以降の合
計です。

Not Found エラーの合計

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの未確定エ
ラーの合計

measurement 要求されたドキュメント
が見つからないため、
サーバーで満たされな
かったリクエスト数を示
します。通常、これらは
HTTP 404 エラーコード
としてクライアントに報
告されます。この数は、
サービスの起動以降の合
計です。

Not Found エラーの合計

ロックされたエラーの合
計

measurement 要求がロックされたた
め、サーバーで満たない
リクエスト数を示しま
す。通常、これらは
HTTP 423 エラーコード
としてクライアントに報
告されます。この数は、
サービスの起動以降の合
計です。

ロックされたエラーの合
計

1 分あたりのロックされ
たエラーの合計

measurement 要求がロックされたた
め、サーバーで満たない
リクエスト数を示しま
す。通常、これらは
HTTP 423 エラーコード
としてクライアントに報
告されます。この数は、
サービスの起動以降の合
計です。

ロックされたエラーの合
計

現在の CGI 要求 measurement は、Web サービスが同
時に処理される CGI リ
クエストの現在の数を表
示します。

現在の CGI 要求

現在の CGI 要求/分 measurement は、Web サービスが同
時に処理される CGI リ
クエストの現在の数を表
示します。

現在の CGI 要求

現在の ISAPI 拡張要求 measurement は、Web サービスが同
時に処理される拡張要求
の現在の数を表示しま
す。

現在の ISAPI 拡張要求

CGI 要求の最大数 measurement は、同時に Web サービ
スによって処理される
CGI 要求の最大数を表示
します。

CGI 要求の最大数

Name type description 内部名内部名
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ISAPI 拡張リクエストの
最大数

measurement は、Web サービスに
よって同時に処理される
拡張要求の最大数を表示
します。

ISAPI 拡張リクエストの
最大数

ブロックされた非同期
I/O 要求の合計

measurement 帯域幅スロットリングの
設定（サービスの起動以
降にカウントされる）に
より一時的にブロックさ
れた合計リクエスト数を
示します。

ブロックされた非同期
I/O 要求の合計

1 分あたりのブロックさ
れた非同期 I/O 要求の合
計

measurement 帯域幅スロットリングの
設定（サービスの起動以
降にカウントされる）に
より一時的にブロックさ
れた合計リクエスト数を
示します。

ブロックされた非同期
I/O 要求の合計

許可された Async I/O 要
求の合計

measurement は、帯域幅スロットリン
グの設定（サービスの起
動以降にカウントされ
る）で許容される要求の
合計数を示します。帯域
幅スロットリングが定義
されている場合には、許
可されるユーザー要求の
数が制限されます。

許可された Async I/O 要
求の合計

許可される Async I/O 要
求の合計 1 分

measurement は、帯域幅スロットリン
グの設定（サービスの起
動以降にカウントされ
る）で許容される要求の
合計数を示します。帯域
幅スロットリングが定義
されている場合には、許
可されるユーザー要求の
数が制限されます。

許可された Async I/O 要
求の合計

拒否された非同期 I/O 要
求の合計

measurement 帯域幅スロットリングの
設定（サービスの起動以
降にカウントされる）に
より拒否されたリクエス
トの合計数を示します。

拒否された非同期 I/O 要
求の合計

1 分あたりの拒否された
非同期 I/O 要求の合計

measurement 帯域幅スロットリングの
設定（サービスの起動以
降にカウントされる）に
より拒否されたリクエス
トの合計数を示します。

拒否された非同期 I/O 要
求の合計

Name type description 内部名内部名
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現在のブロックされた非
同期 I/O 要求

measurement は、帯域幅スロットリン
グの設定により一時的に
ブロックされる現在のリ
クエストを表示します。

現在のブロックされた非
同期 I/O 要求

測定された非同期 I/O 帯
域幅の使用

measurement は、1 分あたりの非同期
I/O 平均の測定帯域幅を
示します。

測定された非同期 I/O 帯
域幅の使用

HTTP 応答時間 calltime この仮想ホストが処理す
る HTTP 要求の最小、最
大、および平均応答時
間。

ResponseTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

2.3. POSTGRES: サーバー

概要

表表2.26 概要概要

説明： PostgreSQL Server

シングルトン： いいえ

プラグイン： postgres

子リソースタイプ

「Postgres: データベースサービス」

「Postgres: ユーザーサービス」

自動検出プロセススキャン

表表2.27 metrics
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Name クエリークエリー

UNIX process|basename|match=^(postgres|postmaster)$,
process|basename|nomatch|parent=^(postgres|post
master)$

windows process|basename|match=^(?i)
(postgres|postmaster)\.exe$,process|basename|no
match|parent=^(?i)(postgres|postmaster)\.exe$

接続プロパティー

表表2.28

Name description 必須必須 内部名内部名

ホストのリッスン データベースがリッスン
しているホスト名または
IP アドレス

◯ host

ポートのリッスン データベースがリッスン
する TCP ポート

◯ ポート

データベース名 接続するデータベースの
名前

◯ db

JDBC ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全修飾クラス名

いいえ driverClass

ロール名 接続するデータベース
ロール

◯ principal

ロールのパスワード 接続に使用されるデータ
ベースロールのパスワー
ド

◯ credentials

PGDATA ディレクト
リー

クラスター設定ファイル
postgresql.conf、
pg_hba.conf、および
pg_ident.conf を含む
ディレクトリーへの絶対
パス

◯ pgdataDir

設定ファイル メインのクラスター設定
ファイルへの絶対パス。
デフォルト値は
'{pgDataDir}/postgresql.
conf' です。[pgDataDir]
は pgDataDir 接続プロ
パティーの値です。

いいえ configFile
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表2.29 metrics

Name type description 内部名内部名

ユーザー時間 measurement すべての Postgres プロ
セスによって費やされた
CPU ユーザー時間の合
計量。

Process.aggregateCpu.u
ser

1 分あたりのユーザー時
間

measurement すべての Postgres プロ
セスによって費やされた
CPU ユーザー時間の合
計量。

Process.aggregateCpu.u
ser

カーネル時間 measurement すべての Postgres プロ
セスによって費やされた
CPU カーネル時間の合
計量

Process.aggregateCpu.s
ys

1 分あたりのカーネル時
間

measurement すべての Postgres プロ
セスによって費やされた
CPU カーネル時間の合
計量

Process.aggregateCpu.s
ys

CPU Percentage measurement すべての Postgres プロ
セスによって現在使用さ
れている CPU のパーセ
ンテージ。

Process.aggregateCpu.
percent

物理メモリー measurement すべての postgres プロ
セスによって使用される
常駐メモリーの集約量。

Process.aggregateMem
ory.resident

仮想メモリー measurement すべての postgres プロ
セスによって使用される
仮想メモリーの集約量。

Process.aggregateMem
ory.size

オープンファイル記述子 measurement すべての Postgres プロ
セスによって開かれる
ファイル記述子の集計数

Process.aggregateFileD
escriptor.total

アクティブなバックエン
ド

measurement 現在アクティブなバック
エンド（ユーザー接続）
の数

database.backends
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開始時間 trait PostgreSQL データベー
スサーバーの起動時間

Database.startTime

不足状態の追加 trait 欠落しているテーブル参
照を FROM 節に自動的
に追加します。

Runtime.add_missing_fr
om

システムテーブルの変更
の許可

trait システムテーブルの構造
の変更を許可します。

Runtime.allow_system_t
able_mods

Archive コマンド trait アーカイブコマンド Runtime.archive_comma
nd

アーカイブタイムアウト trait 新しいファイルが指定し
た時間内に開始していな
い場合は、次の xlog
ファイルに強制的に切り
替えます。

Runtime.archive_timeou
t

配列 Null trait アレイ内の NULL 要素
の入力を有効にします。

Runtime.array_nulls

認証タイムアウト trait クライアント認証の完了
までに許容される最大時
間。

Runtime.authentication_
timeout

Autovacuum trait autovacuum サブプロセ
スを開始します。

runtime.autovacuum

Autovacuum Analyze
Scale Factor

trait 再ltuple の一部として分
析する前のタプルの挿
入、更新、または削除の
数。

Runtime.autovacuum_an
alyze_scale_factor

Autovacuum Analyze
Threshold

trait 分析の前にタプルの挿
入、更新、または削除の
最小数。

Runtime.autovacuum_an
alyze_threshold

Autovacuum Freeze Max
Age

trait トランザクションでテー
ブルを自動分散し、トラ
ンザクション ID のラッ
プを防ぐ期間（トランザ
クション内）。

Runtime.autovacuum_fr
eeze_max_age

Autovacuum Naptime trait autovacuum の実行間の
スリープ時間

Runtime.autovacuum_na
ptime

Name type description 内部名内部名
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Autovacuum Vacuum
Cost Delay

trait autovacuum の空調コス
トの遅延

Runtime.autovacuum_va
cuum_cost_delay

Autovacuum Vacuum
Cost Limit

trait ナッピング前に自動
vacuum で利用できる空
価です。

Runtime.autovacuum_va
cuum_cost_limit

Autovacuum Vacuum
Scale Factor

trait 再ltuple の一部として
vacuum より前のタプル
更新の数。

Runtime.autovacuum_va
cuum_scale_factor

Autovacuum Vacuum
Threshold

trait vacuum より前のタプル
アップデートの最小数。

Runtime.autovacuum_va
cuum_threshold

Backslash Quote trait 引用符が文字列リテラル
で許可されるかどうか

Runtime.backslash_quot
e

Bgwriter All Maxpages trait バックグラウンドライ
ターがフラッシュするす
べてのページの最大数

Runtime.bgwriter_all_ma
xpages

Bgwriter All Percent trait ラウンドごとにフラッ
シュするすべてのバッ
ファーのバックグラウン
ドライターの割合

Runtime.bgwriter_all_pe
rcent

Bgwriter Delay trait バックグラウンドライ
ターのスリープ時間。デ
フォルトの単位はミリ秒
です。

runtime.bgwriter_delay

Bgwriter Lru Maxpages trait バックグラウンドライ
ターがフラッシュする
LRU ページの最大数

Runtime.bgwriter_lru_m
axpages

Bgwriter Lru Percent trait ラウンドごとにフラッ
シュする LRU バッ
ファーのバックグラウン
ドライターの割合

Runtime.bgwriter_lru_pe
rcent

ブロックサイズ trait はディスクブロックのサ
イズを表示します。サー
バーの構築時に
BLCKSZ の値によって決
定されます。デフォルト
の単位はバイトです。

Runtime.block_size

Bonjour 名 trait Bonjour ブロードキャス
トサービス名

Runtime.bonjour_name

Name type description 内部名内部名
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機能ボディーのチェック trait CREATE FUNCTION の
実行中に関数本文を確認
します。

Runtime.check_function
_bodies

チェックポイントセグメ
ント

trait 自動の WAL チェックポ
イント間の最大距離（ロ
グセグメント）。

Runtime.checkpoint_seg
ments

チェックポイントタイム
アウト

trait 自動の WAL チェックポ
イント間の最大時間。デ
フォルトの単位は秒で
す。

Runtime.checkpoint_tim
eout

Checkpoint Warning trait チェックポイントセグメ
ントがこの時間よりも頻
繁に行われる場合のロ
グ。デフォルトの単位は
秒です。

Runtime.checkpoint_war
ning

クライアントエンコー
ディング

trait クライアントの文字セッ
トエンコーディング。

Runtime.client_encoding

Client Min Messages trait クライアントに送信され
るメッセージレベル。

Runtime.client_min_mes
sages

コミット遅延 trait トランザクションコミッ
トと WAL をディスクに
フラッシュするまでの遅
延。デフォルトのユニッ
トはマイクロ秒単位で
す。

Runtime.commit_delay

コミットの継続 trait commit_delay を実行す
る前に最低限の同時オー
プントランザクション。

Runtime.commit_sibling
s

設定ファイル trait サーバーの主な設定ファ
イル。

Runtime.config_file

制約除外 trait プランナーが制約を使用
してクエリーを最適化で
きるようにします。

Runtime.constraint_excl
usion

Name type description 内部名内部名
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CPU インデックストプ
ルコスト

trait seq_page_cost 設定パラ
メーターと同じスケール
で測定された、インデッ
クススキャン中に各イン
デックスエントリーを処
理するコストを計画側で
予測します。

Runtime.cpu_index_tupl
e_cost

CPU Operator Cost trait seq_page_cost 設定パラ
メーターと同じスケール
で測定された、各
Operator または関数呼
び出しの処理コストを計
画側で予測します。

Runtime.cpu_operator_c
ost

CPU Tuple Cost trait 各タプル（行）の処理コ
ストを計画側が予測しま
す。seq_page_cost 設定
パラメーターと同じス
ケールで測定されます。

Runtime.cpu_tuple_cost

カスタム変数クラス trait 既知のカスタム変数クラ
スの一覧

Runtime.custom_variabl
e_classes

データディレクトリー trait サーバーのデータディレ
クトリー。

Runtime.data_directory

DateStyle trait 日付および時間値の表示
形式。

Runtime.DateStyle

DB ユーザー名前空間 trait データベースごとのユー
ザー名を有効にします。

Runtime.db_user_names
pace

デッドロックタイムアウ
ト

trait デッドロックをチェック
するまでロックを待機す
る時間。デフォルトのユ
ニットはミリ秒です。

Runtime.deadlock_timeo
ut

問題のデバッグ trait さまざまなアサーション
チェックを有効にしま
す。

Runtime.debug_assertio
ns

Pretty 印刷のデバッグ trait インデントで解析および
プランツリーが表示され
ます。

Runtime.debug_pretty_
print

デバッグ印刷解析 trait 解析ツリーをサーバーロ
グに出力します。

Runtime.debug_print_pa
rse

Name type description 内部名内部名
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印刷計画のデバッグ trait 実行計画をサーバーログ
に出力します。

Runtime.debug_print_pl
an

再書き込みされたデバッ
グ印刷

trait サーバーログへの書き換
え後に解析ツリーを出力
します。

Runtime.debug_print_re
written

デフォルトの統計ター
ゲット

trait デフォルトの統計ター
ゲット。1-1000 の範
囲。

Runtime.default_statisti
cs_target

デフォルトのテーブルス
ペース

trait のテーブルおよびイン
デックスを作成するデ
フォルトのテーブル空
間。

Runtime.default_tablesp
ace

デフォルトのトランザク
ション分離

trait 各新規トランザクション
のトランザクション分離
レベル。

Runtime.default_transac
tion_isolation

デフォルトのトランザク
ション読み取り専用

trait 新しいトランザクション
のデフォルトの読み取り
専用ステータス。

Runtime.default_transac
tion_read_only

Oids のデフォルト設定 trait デフォルトでは OID で
新しいテーブルを作成し
ます。

Runtime.default_with_oi
ds

動的ライブラリーパス trait 動的にロード可能なモ
ジュールのパス。

Runtime.dynamic_library
_path

実効キャッシュサイズ trait プランナーのディスク
キャッシュのサイズに関
する仮定。ユニットは
ディスクページで、通常
8KB のディスクページ
です。

runtime.
effective_cache_size

Bitmapscan の有効化 trait プランナーで bitmap-
scan プランの使用を有
効にします。

Runtime.enable_bitmaps
can

Hashagg の有効化 trait プランナーのハッシュ集
計計画の使用を有効にし
ます。

Runtime.enable_hashag
g

Hashjoin の有効化 trait プランナーのハッシュ結
合計画の使用を有効にし
ます。

runtime.enable_hashjoin

Name type description 内部名内部名
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Indexscan の有効化 trait プランナーの index-
scan プランの使用を有
効にします。

Runtime.enable_indexsc
an

Mergejoin の有効化 trait プランナーによるマージ
結合計画の使用を有効に
します。

Runtime.enable_mergej
oin

Nestloop の有効化 trait 入れ子状の参加プランを
プランナーで使用できる
ようにします。

Runtime.enable_nestloo
p

Seqscan の有効化 trait プランナーによる連続ス
キャンプランの使用を有
効にします。

Runtime.enable_seqscan

ソートの有効化 trait プランナーの明示的な
ソートステップの使用を
有効にします。

Runtime.enable_sort

Tidscan の有効化 trait プランナーの TID スキャ
ンプランの使用を有効に
します。

Runtime.enable_tidscan

エスケープ文字列の警告 trait 通常の文字列リテラルで
のバックスラッシュのエ
スケープについて警告し
ます。

Runtime.escape_string_
warning

Pretty 印刷の説明 trait EXPLAIN VERBOSE に
インデント出力形式を使
用します。

Runtime.explain_pretty_
print

外部 ID ファイル trait postmaster PID を指定
ファイルに書き込みま
す。

Runtime.external_pid_fil
e

追加のフロートディジッ
ト

trait 浮動小数点値に表示され
る追加の数字の数。

Runtime.extra_float_digi
ts

折りたたみの制限 trait サブクエリーが折りたた
まれていない FROM 一
覧のサイズ

Runtime.from_collapse_l
imit

fsync trait ディスクへの更新の同期
を強制します。

Runtime.fsync

Name type description 内部名内部名
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フルページ書き込み trait チェックポイント後に最
初に変更した場合には、
WAL に完全なページを
書き込みます。

runtime.full_page_writes

Geqo trait 再生クエリーの最適化を
有効にします。

runtime.geqo

Geqo Effort trait GEQO: 他の GEQO パラ
メーターのデフォルトを
設定するのに作業を使用
します。範囲 1-10

runtime.geqo_effort

Geqo Generations trait GEQO: アルゴリズムの
反復の数。デフォルトの
作業は作業量に基づいて
選択されます。

runtime.geqo_generatio
ns

Geqo プールサイズ trait GEQO: 一般の個人数で
す。デフォルトの作業内
容で選択されています。

Runtime.geqo_pool_size

Geqo Selection Bias trait GEQO: 統計内で選択的
プレッシャー。

runtime.geqo_selection_
basiss

Geqo Threshold trait GEQO を使用する
FROM 項目のしきい
値。

Runtime.geqo_threshold

GIN Fuzzy Search Limit trait GIN による正確な検索に
対して許容される最大結
果。

runtime.gin_fuzzy_searc
h_limit

HBA ファイル trait サーバーの hba [
configuration file]

Runtime.hba_file

ID ファイル trait サーバーの ident
[configuration file]

Runtime.ident_file

システムインデックスの
無視

trait システムインデックスか
らの読み取りを無効にし
ます。

Runtime.ignore_system_
indexes

整数の日付 trait 日付は整数ベースです。 Runtime.integer_dateti
mes

Name type description 内部名内部名
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結合折りたたみの制限 trait JOIN コンストラクトを
超える FROM-list サイ
ズがフラット化されない

Runtime.join_collapse_li
mit

krb Caseins ユーザー trait Kerberos ユーザー名を
大文字と小文字を区別し
ないかどうか。

Runtime.krb_caseins_us
ers

krb サーバーのホスト名 trait Kerberos サーバーのホ
スト名。

Runtime.krb_server_host
name

krb サーバーキーファイ
ル

trait Kerberos サーバーキー
ファイルの場所。

Runtime.krb_server_keyf
ile

krb Srvname trait Kerberos サービスの名
前。

Runtime.krb_srvname

LC Collate trait は、照合順序のロケール
を表示します。

Runtime.lc_collate

LC Ctype trait は、文字の分類とケース
変換ロケールを示してい
ます。

Runtime.lc_ctype

LC メッセージ trait メッセージが表示される
言語。

Runtime.lc_messages

LC Monetary trait 通貨をフォーマットする
ためのロケール。

Runtime.lc_monetary

LC Numeric trait 数字をフォーマットする
ためのロケール。

Runtime.lc_numeric

LC 時間 trait 日付および時刻値を
フォーマットするための
ロケール。

Runtime.lc_time

リッスンするアドレス trait リッスンするホスト名ま
たは IP アドレス。

Runtime.listen_addresse
s

ローカルの Preload ライ
ブラリー

trait 各バックエンドにプリ
ロードする共有ライブラ
リーを一覧表示します。

Runtime.local_preload_li
braries

ログ接続 trait 成功した各接続をログに
記録します。

Runtime.log_connection
s

Name type description 内部名内部名
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ログ宛先 trait サーバーログ出力の宛
先。

runtime.log_destination

ログディレクトリー trait ログファイルの宛先ディ
レクトリー。

runtime.log_directory

ログの Disconnections trait 期間を含むセッションの
終了をログに記録しま
す。

Runtime.log_disconnecti
ons

ログ期間 trait 完了した各 SQL ステー
トメントの期間をログに
記録します。

runtime.log_duration

ログエラーのVerbosity trait ログメッセージの詳細
度。

Runtime.log_error_verbo
sity

ログエグゼキューター統
計

trait サーバーログにエグゼ
キューターのパフォーマ
ンス統計を書き込みま
す。

Runtime.log_executor_s
tats

ログファイル名 trait ログファイルのファイル
名パターン。

Runtime.log_filename

ログのホスト名 trait 接続ログでホスト名をロ
グに記録します。

Runtime.log_hostname

ログラインの接頭辞 trait 各ログ行の前に付けられ
た情報を制御します。

Runtime.log_line_prefix

Log Min Duration ステー
トメント

trait ステートメントがログに
記録される最小実行時間
（ミリ秒単位）。

Runtime.log_min_durati
on_statement

ログMin エラーステート
メント

trait このレベル以上のエラー
を生成するすべてのス
テートメントがログに記
録されます。

Runtime.log_min_error_s
tatement

ログメッセージ trait ログされるメッセージレ
ベル。

Runtime.log_min_messa
ges

ログパーサー統計 trait パーサーのパフォーマン
ス統計をサーバーログに
書き込みます。

Runtime.log_parser_stat
s

Name type description 内部名内部名
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Log Planner Stats trait プランナーのパフォーマ
ンス統計をサーバーログ
に書き込みます。

Runtime.log_planner_sta
ts

ログローテーション時間 trait 自動ログファイルのロー
テーションは、この時間
後に行われます。デフォ
ルトの単位は分です。

Runtime.log_rotation_ag
e

ログローテーションのサ
イズ

trait ファイルがこのサイズに
達すると、自動ログファ
イルのローテーションが
発生します。デフォルト
の単位はキロバイトで
す。

Runtime.log_rotation_siz
e

ログステートメント trait ログに記録されたステー
トメントのタイプ。

Runtime.log_statement

ログステートメントの統
計

trait 累積的なパフォーマンス
統計をサーバーログに書
き込みます。

Runtime.log_statement_
stats

ローテーション時にログ
トランケート

trait ログローテーション時
に、同じ名前の既存のロ
グファイルを切り捨てら
れます。

Runtime.log_truncate_o
n_rotation

メンテナンス作業の仕組
み

trait メンテナンス操作に使用
する最大メモリー。

Runtime.maintenance_w
ork_mem

最大接続数 trait 同時接続の最大数。 Runtime.max_connectio
ns

プロセスごとの最大ファ
イル

trait 各サーバープロセスに対
して同時に開かれるファ
イルの最大数。

Runtime.max_files_per_
process

最大 Fsm ページ trait 空き領域が追跡される
ディスクページの最大
数。

Runtime.max_fsm_page
s

最大 Fsm 関係 trait 空き領域が追跡される
テーブルおよびインデッ
クスの最大数。

Runtime.max_fsm_relati
ons

最大関数 Args trait は、関数引数の最大数を
示します。

Runtime.max_function_a
rgs

Name type description 内部名内部名
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最大識別子の長さ trait は、識別子の最大長を示
します。

Runtime.max_identifier_l
ength

最大インデックスキー trait は、インデックスキーの
最大数を示します。

Runtime.max_index_key
s

トランザクションごとの
最大ロック

trait トランザクションごとの
ロックの最大数。

Runtime.max_locks_per_
transaction

最大準備済みトランザク
ション

trait 同時に準備されたトラン
ザクションの最大数。

Runtime.max_prepared_
transactions

スタックの最大デプト trait サーバーの実行スタック
の最大サイズ。デフォル
トのユニットはキロバイ
トです。

Runtime.max_stack_dep
th

パスワード暗号化 trait パスワードを暗号化しま
す。

Runtime.password_encr
yption

ポート trait サーバーがリッスンする
TCP ポート

Runtime.port

Auth の遅延 trait 認証後の接続起動時に指
定した時間（デフォルト
の単位は秒）を待機しま
す。

Runtime.post_auth_dela
y

認証前の遅延 trait 認証するまでの接続開始
時に指定した時間待機し
ます。デフォルトのユ
ニットは秒です。

Runtime.pre_auth_delay

ランダムページコスト trait seq_page_cost 設定パラ
メーターと同じスケール
で測定された、空白に
フェッチされていない
ディスクページに対する
プランナーの予測値。

Runtime.random_page_
cost

Redirect Stderr trait サブプロセスを起動し
て、stderr 出力をログ
ファイルにキャプチャー

Runtime.redirect_stderr

regex Flavor trait 正規表現フレーバー。 Runtime.regex_flavor

検索パス trait スキーマ修飾でない名前
のスキーマ検索順序。

Runtime.search_path

Name type description 内部名内部名
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SEQ ページコスト trait プランナーの予測では、
順次取得したディスク
ページのコストを予測
し、任意のスケールで測
定します。

Runtime.seq_page_cost

サーバーエンコーディン
グ

trait サーバー（データベー
ス）文字セットエンコー
ディング。

Runtime.server_encodin
g

サーバーバージョン trait は、PostgreSQL のバー
ジョンを表示します。

Runtime.server_version

Server Version Num trait PostgreSQL バージョン
を整数として表示します
（例： 80204 は 8.2.4）
に変換されます。

Runtime.server_version_
num

共有バッファー trait サーバーで使用される共
有メモリーバッファーの
メモリー量。

runtime.shared_buffers

共有プレロードライブラ
リー

trait サーバーにプリロードす
る共有ライブラリーを一
覧表示します。

Runtime.shared_preload
_libraries

サイレントモード trait サーバーをサイレンに実
行します。

Runtime.silent_mode

SQL 継承 trait 様々なコマンドに、デ
フォルトで subtables が
含まれます。

Runtime.sql_inheritance

ssl trait SSL 接続を有効にしま
す。

Runtime.ssl

標準適合文字列 trait '...' 文字列は文字どおり
バックスラッシュを扱い
ます。

Runtime.standard_confo
rming_strings

ステートメントのタイム
アウト

trait すべてのステートメント
の最大許容期間。デフォ
ルトの単位はミリ秒で
す。

Runtime.statement_time
out

stats ブロックレベル trait データベースアクティビ
ティーに関するブロック
レベルの統計を収集しま
す。

Runtime.stats_block_lev
el

Name type description 内部名内部名
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stats コマンド文字列 trait コマンドの実行に関する
情報を収集します。

Runtime.stats_command
_string

サーバー起動時にの統計
リセット

trait サーバー再起動時に収集
した統計をゼロにしま
す。

Runtime.stats_reset_on_
server_start

stats 行レベル trait データベースのアクティ
ビティーに関する行レベ
ルの統計を収集します。

Runtime.stats_row_level

stats Start Collector trait サーバーの statistics-
collection サブプロセス
を開始します。

Runtime.stats_start_coll
ector

スーパーユーザー予約接
続

trait スーパーユーザー用に予
約される接続スロットの
数

Runtime.superuser_rese
rved_connections

TCP Keepalives 数 trait TCP キープアライブ再
送信の最大数。'0' はシ
ステムデフォルトを選択
します。

Runtime.tcp_keepalives_
count

TCP Keepalives Idle trait TCP キープアライブを
発行するまでの時間。0
がシステムデフォルトを
選択します。デフォルト
の単位は seconds で
す。

Runtime.tcp_keepalives_
idle

TCP Keepalives 間隔 trait TCP キープアライブ再
送信の間隔。0 がシステ
ムデフォルトを選択しま
す。デフォルトの単位は
秒です。

Runtime.tcp_keepalives_
interval

一時バッファー trait 各セッションによって使
用される一時バッファー
の最大数。

Runtime.temp_buffers

TimeZone trait タイムスタンプを表示お
よび解釈するタイムゾー
ン。

Runtime.TimeZone

Timezone Abbreviations trait タイムゾーンの省略形の
ファイルを選択します。

Runtime.timezone_abbr
eviations

Name type description 内部名内部名
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trace Notify trait LISTEN および NOTIFY
のデバッグ出力を生成し
ます。

Runtime.trace_notify

trace Sort trait ソートされたリソース使
用状況に関する情報を出
力します。

Runtime.trace_sort

トランザクション分離 trait 現在のトランザクション
の分離レベル。

Runtime.transaction_isol
ation

トランザクション読み取
り専用

trait 現在のトランザクション
の読み取り専用ステータ
ス。

Runtime.transaction_rea
d_only

Null Equals trait expr=NULL を expr IS
NULL として処理

Runtime.transform_null_
equals

UNIX ソケットディレク
トリー

trait Unix-domain ソケットが
作成されるディレクト
リー

Runtime.unix_socket_dir
ectory

UNIX ソケットグループ trait Unix ドメインソケット
の所有グループ

Runtime.unix_socket_gr
oup

UNIX ソケットの権限 trait Unix-domain ソケットの
アクセスパーミッション

Runtime.unix_socket_pe
rmissions

プロセスタイトルの更新 trait プロセスタイトルを更新
して、アクティブな
SQL コマンドを表示し
ます。

Runtime.update_proces
s_title

vacuum Cost Delay trait vacuum cost delay（デ
フォルトの単位はミリ
秒）、0-1000 の範囲

Runtime.vacuum_cost_d
elay

vacuum Cost Limit trait ナッピング前に利用でき
る空価（クレジット単
位）。

Runtime.vacuum_cost_li
mit

vacuum Cost Page Dirty trait vacuum cost（クレジッ
ト）- vacuum がダー
ティーするページの
vacuum cost（クレジッ
ト単位）。0 ~10000

Runtime.vacuum_cost_p
age_dirty

Name type description 内部名内部名
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vacuum Cost Page Hit trait バッファーキャッシュに
あるページのvacuum
cost（クレジット単
位）。0-10000 の範囲

Runtime.vacuum_cost_p
age_hit

vacuum Cost Page Miss trait バッファーキャッシュに
見つからないページの
vacuum cost（クレジッ
ト単位）。0-10000 の
範囲

Runtime.vacuum_cost_p
age_miss

vacuum Freeze Min age trait VACUUM がテーブル行
をフリーズする最小期間
（トランザクション単
位）。

Runtime.vacuum_freeze
_min_age

バッファー trait WAL の共有メモリーの
ディスクページバッ
ファー数

Runtime.wal_buffers

Sync メソッド trait WAL が強制的にディス
クに更新するために使用
される方法を選択しま
す。

Runtime.wal_sync_meth
od

Work Mem trait クエリーワークスペース
に使用される最大メモ
リー。デフォルトユニッ
トはキロバイトです。

Runtime.work_mem

問題のないページ trait 破損したページヘッダー
の処理を継続します。

Runtime.zero_damaged_
pages

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表2.30

Name description 必須必須 内部名内部名

ポート サーバーがリッスンする
TCP ポートを設定しま
す。デフォルト値は
'5432' です。

いいえ ポート
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max_connections 同時接続の最大数を設定
します。デフォルト値は
'100' です。

いいえ max_connections

shared_buffers サーバーで使用される共
有メモリーバッファーの
数を設定します。デフォ
ルト値は「1000」で
す。

いいえ shared_buffers

Max_fsm_pages FSM ページの最大値。
max_fsm_relations*16、
それぞれ 6 バイト以上
である必要があります。

いいえ max_fsm_pages

log_destination 利用可能なオプションは
オペレーティングシステ
ムによって異なります。
デフォルト値は
「stderr」です。

いいえ log_destination

Redirect_stderr stderr のログファイルへ
のキャプチャーを有効に
します。デフォルトで有
効です。

いいえ redirect_stderr

Stats_start_collector ブロックまたは行の統計
に必要。デフォルトで有
効

いいえ stats_start_collector

stats_block_level データベースアクティビ
ティーに関するブロック
レベルの統計収集を有効
にします。このオプショ
ンを有効にすると、シス
テムビューの pg_stat お
よび pg_statio ファミ
リーを介して作成される
データにアクセスできま
す。デフォルトでは無効
です。

いいえ stats_block_level

Name description 必須必須 内部名内部名
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Stats_row_level データベースアクティビ
ティーの行レベルの統計
収集を有効にします。こ
のオプションを有効にす
ると、システムビューの
pg_stat および pg_statio
ファミリーを介して作成
されるデータにアクセス
できます。デフォルトで
は無効です。

いいえ stats_row_level

Autovacuum autovacuum サブプロセ
スを有効にします
（stats_start_collector
および stats_row_level
もオンにする必要があり
ます）。デフォルトで有
効です。

いいえ autovacuum

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表2.31 metrics

Name description

プロセス統計の表示 現在実行している Postgres バックエンドに関する統
計を一覧表示します。state 列の結果は Postgres
9.2+ でのみ利用可能です。

パッケージタイプ
NONE

2.3.1. Postgres: データベースサービス

概要概要

表表2.32 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： postgres

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

174



子リソースタイプ子リソースタイプ

「Postgres: テーブルサービス」

「Postgres: Query Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表2.33

Name description 必須必須 内部名内部名

データベース名  ◯ databaseName

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表2.34 metrics

Name type description 内部名内部名

バックエンド measurement データベースのアクティ
ブなサーバープロセスの
数

numbackends

コミットされたトランザ
クション

measurement データベースでコミット
されたトランザクション

xact_commit

1 分あたりにコミットさ
れたトランザクション

measurement データベースでコミット
されたトランザクション

xact_commit

ロールバックされるトラ
ンザクション

measurement データベースでロール
バックされたトランザク
ション

xact_rollback

1 分あたりにロールバッ
クされるトランザクショ
ン

measurement データベースでロール
バックされたトランザク
ション

xact_rollback

ブロック読み取り measurement データベースのディスク
ブロックフェッチ要求の
数

blks_read

1 分あたりのブロック読
み取り

measurement データベースのディスク
ブロックフェッチ要求の
数

blks_read
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Block Hit measurement データベースのキャッ
シュにあるディスクブ
ロックフェッチ要求の数

blks_hit

1 分あたりのブロック
ヒット数

measurement データベースのキャッ
シュにあるディスクブ
ロックフェッチ要求の数

blks_hit

Size measurement データベースが使用する
ディスク領域

Size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表2.35 metrics

Name description

リセット統計 このデータベースの統計をリセットします。

Sql の起動 任意の SQL の実行

孤立した大きなオブジェクトの削除 pg_largeobject から孤立した大きなオブジェクトを
削除します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

2.3.1.1. Postgres: テーブルサービステーブルサービス

概要概要

表表2.36 概要概要

説明： データベーステーブル

シングルトン： いいえ

プラグイン： postgres

子リソースタイプ子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表2.37

Name description 必須必須 内部名内部名

スキーマ名  ◯ schemaName

テーブル名  ◯ tableName

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表2.38 metrics

Name type description 内部名内部名

連続スキャン measurement このテーブルに対して行
われる連続スキャンの数
（インデックススキャン
が不可能な場合）

seq_scan

1 分あたりの連続スキャ
ン

measurement このテーブルに対して行
われる連続スキャンの数
（インデックススキャン
が不可能な場合）

seq_scan

sequential Rows Read measurement 連続スキャンで読み取ら
れる行数

seq_tup_read

連続する行 1 分あたりの
読み取り

measurement 連続スキャンで読み取ら
れる行数

seq_tup_read

インデックススキャン measurement このテーブルに対して行
われるインデックスス
キャンの数

idx_scan

1 分あたりのインデック
ススキャン

measurement このテーブルに対して行
われるインデックスス
キャンの数

idx_scan

インデックススキャンの
行読み取り

measurement インデックススキャンに
よって返されるインデッ
クスエントリーの数

idx_tup_fetch
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1 分あたりのインデック
ススキャンの行が読み取
り

measurement インデックススキャンに
よって返されるインデッ
クスエントリーの数

idx_tup_fetch

ヒープブロック読み取り measurement バッファーキャッシュ
ヒットではないヒープブ
ロック読み取りの数

heap_blks_read

1 分あたりのヒープブ
ロックの読み取り

measurement バッファーキャッシュ
ヒットではないヒープブ
ロック読み取りの数

heap_blks_read

ヒープブロックの Hit measurement バッファーキャッシュで
見つかったヒープブロッ
ク要求の数

heap_blks_hit

1 分あたりのヒープブ
ロックのヒット数

measurement バッファーキャッシュで
見つかったヒープブロッ
ク要求の数

heap_blks_hit

インデックスブロック読
み取り

measurement バッファーキャッシュ
ヒットではないインデッ
クスブロックフェッチの
数

idx_blks_read

1 分あたりのインデック
スブロックの読み取り

measurement バッファーキャッシュ
ヒットではないインデッ
クスブロックフェッチの
数

idx_blks_read

インデックスブロックの
Hit

measurement バッファーキャッシュで
見つかったインデックス
ブロック要求の数

idx_blks_hit

1 分あたりのインデック
スブロックのヒット数

measurement バッファーキャッシュで
見つかったインデックス
ブロック要求の数

idx_blks_hit

ブロックの読み取り measurement バッファーキャッシュ
ヒットではないロックブ
ロックフェッチの数

toast_blks_read

毎分ブロックの読み取り measurement バッファーキャッシュ
ヒットではないロックブ
ロックフェッチの数

toast_blks_read

ストリーブロックの Hit measurement バッファーキャッシュで
見つかったハードブロッ
ク要求の数

toast_blks_hit

Name type description 内部名内部名
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1 分の 1 分のブロック measurement バッファーキャッシュで
見つかったハードブロッ
ク要求の数

toast_blks_hit

インデックスブロックの
読み取り

measurement バッファーキャッシュ
ヒットではないロックイ
ンデックスブロック
フェッチの数

tidx_blks_read

1 分あたりのインデック
スブロックの読み取り

measurement バッファーキャッシュ
ヒットではないロックイ
ンデックスブロック
フェッチの数

tidx_blks_read

インデックスインデック
スブロックの Hit

measurement バッファーキャッシュで
見つかった有効なイン
デックスブロック要求の
数

tidx_blks_hit

1 分あたりにおけるイン
デックスブロックのヒッ
ト数

measurement バッファーキャッシュで
見つかった有効なイン
デックスブロック要求の
数

tidx_blks_hit

行挿入 measurement このテーブルに挿入され
た行数

n_tup_ins

1 分間あたりの行挿入 measurement このテーブルに挿入され
た行数

n_tup_ins

行の更新 measurement この表で更新された行数 n_tup_upd

1 分あたりの行の更新 measurement この表で更新された行数 n_tup_upd

行の削除 measurement この表から削除された行
数

n_tup_del

1 分あたりの行の削除 measurement この表から削除された行
数

n_tup_del

テーブルサイズ measurement テーブル内のデータのサ
イズ（バイト単位）

table_size

合計サイズ measurement データおよび関連するす
べてのインデックスおよ
び文字列テーブルのサイ
ズ（バイト単位）

total_size

Name type description 内部名内部名
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Rows measurement テーブルの行数。警告：
これは高額な操作である
可能性があります。

Rows

概算行 measurement テーブルの行数を概算し
ます。これは基本的に
テーブルの最後の
ANALYZE 行数です。こ
のメトリクスは高価では
ありません。

rows_approx

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表2.39

Name description 必須必須 内部名内部名

スキーマ名  ◯ schemaName

テーブル名  ◯ tableName

カラム  ◯ カラム

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表2.40 metrics

Name description

vacuum テーブルの退避

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

2.3.1.2. Postgres: Query Service

概要概要
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表表2.41 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： postgres

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表2.42

Name description 必須必須 内部名内部名

表 メトリックデータを検出
し、クエリーするテーブ
ル。

◯ 表

Name 手動で追加した場合のリ
ソースの初期名。これは
リソースキーの一部でも
あります。同じテーブル
を基にして 2 つの Query
リソースが必要な場合
に、これを一意にしま
す。

いいえ Name

description 手動で追加した場合のリ
ソースの初期説明

いいえ description

メトリクスクエリー メトリクスデータを収集
するクエリー。これは、
値が「metricColumn」
で、次にメトリクスを収
集する数値列である文字
列列という 2 つの列を返
す必要があります。

いいえ metricQuery

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表2.43 metrics
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Name type description 内部名内部名

メトリック値 measurement この Query のメトリク
ス値。Metric Query が
指定されていない場合、
これは収集されません。

metricColumn

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

2.3.2. Postgres: ユーザーサービス

概要概要

表表2.44 概要概要

説明： Postgres システムのユーザー

シングルトン： いいえ

プラグイン： postgres

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表2.45 metrics

Name type description 内部名内部名

ユーザー接続の合計 measurement システムのユーザー接続
の合計数（アクティブな
クエリーまたはアイドル
状態のいずれか）

合計
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アクティブなユーザー接
続

measurement システムのユーザー接続
をアクティブにクエリー
する数

Active

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表2.46

Name description 必須必須 内部名内部名

継承 親ロールから権限を継承
します。

◯ inheritRights

スーパーユーザー はスーパーユーザーで
す。

◯ superuser

データベースタイプの作
成が可能

スーパーユーザーの暗
示。

◯ canCreateDatabaseObj
ects

ロールの作成が可能 スーパーユーザーの暗
示。

◯ canCreateRoles

システムカタログを直接
更新可能

スーパーユーザーでも、
このプロパティーが
true でない限り、システ
ムカタログを更新できま
せん。False は、スー
パーユーザー以外のユー
ザーに暗示されます。

◯ canModifyCatalogDirect
ly

ユーザー接続制限  ◯ connectionLimit

user  ◯ user

ログイン可能  ◯ canLogin

password  ◯ password

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

2.4. 抽象データベースプラグイン

表表2.47 基本詳細基本詳細

内部名： Database

説明： 具体的なデータベースプラグインをサポートする抽
象プラグイン

バージョン： 4.4.0

最上位のリソースタイプ
このプラグインは、リソースタイプを定義しません。他のプラグインで使用できるリソースコンポーネ
ントや検出コンポーネントを提供する「abstract プラグイン」の可能性があります。

2.5. SCRIPT - SERVER

概要

表表2.48 概要概要

説明： コマンドラインの実行ファイルまたはスクリプトを
管理インターフェースとして持つリソース

シングルトン： いいえ

プラグイン： script

子リソースタイプ
NONE

自動検出プロセススキャン
NONE

接続プロパティー

表表2.49

Name description 必須必須 内部名内部名

実行ファイル コマンドラインの実行
ファイルまたはスクリプ
トへの完全パス

◯ executable
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作業用ディレクトリー 実行可能ファイルが呼び
出されると、作業ディレ
クトリーになります。

いいえ workingDirectory

環境変数 実行可能ファイルの実行
時に設定される環境変数

いいえ environmentVariables

可用性実行チェック 指定されたリソースと
true の場合、実行ファイ
ルを正常に実行すると、
管理リソースが稼働中で
あるかどうかを判断でき
ます。これを true に設
定すると、終了コードま
たは出力に関係なく、正
常な実行のみに基づいて
可用性を判断できるよう
に、可用性の正規表現の
設定は設定されません。
false の場合、avail
regex 設定のいずれかを
設定すると、true のよう
に上書きされます。

いいえ availabilityExecuteChec
k

Availability Exit Code
Regex

指定されている場合、管
理されたリソースが稼働
しているとみなされ、利
用可能な場合、実行ファ
イルは、この正規表現に
一致する終了コードを返
す必要があります。

いいえ availabilityExitCodeReg
ex

Name description 必須必須 内部名内部名
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可用性出力正規表現 指定されている場合、管
理されたリソースが利用
可能なとみなされる場合
は、実行ファイルは、こ
の正規表現に一致するテ
キストを出力する必要が
あります。expression は
Pattern.find（）によっ
て評価されます。した
がって、一致は実際には
テキストで見つかった最
初の一致を意味します。
'OK' は複数行のテキスト
'Service status\n is OK'
と一致します。デフォル
トでは、^$ は出力テキ
ストの開始/終了を表し
ます。行の追加/行末(?
m)を一致させるには(?
m)。例： '(?m)^ is
OK$'。マルチライン出
力全体と一致させるには
(?s)、たとえば「(?
s)Service.*OK」を参照
してください。

いいえ availabilityOutputRegex

可用性に関する引数 可用性を判断するために
実行ファイルを実行する
必要がある場合、これら
は実行ファイルに渡され
る引数になります。
regex 設定を指定しず、
execute check 設定を
false に設定すると、実
行ファイルは実行され
ず、これらの引数は使用
されません。この場合、
可用性は実行ファイルの
存在によって決まりま
す。

いいえ availabilityArguments

バージョン引数 管理リソースのバージョ
ンを決定するのに役立つ
実行ファイルに渡す引
数。

いいえ versionArguments

Name description 必須必須 内部名内部名
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バージョン正規表現 実行可能な出力からバー
ジョンを選択できる正規
表現。正規表現にキャプ
チャーされたグループが
ある場合、一致するコン
テンツをバージョンとし
て使用します。キャプ
チャーされたグループが
ない場合、出力全体が
バージョンとして使用さ
れます。

いいえ versionRegex

修正されたバージョン 指定されている場合、こ
れは管理リソースのバー
ジョンになります。実行
ファイルはこれを判断す
るために呼び出されませ
ん。

いいえ fixedVersion

説明引数 管理リソースの説明の決
定に役立つ実行ファイル
に渡す引数。これは、
バージョンの詳細出力を
有効にする引数にするこ
とができます。

いいえ descriptionArguments

description Regex 実行可能な出力から説明
を選択できる正規表現。
正規表現にキャプチャー
されたグループがある場
合、一致するコンテンツ
が説明として使用されま
す。キャプチャーされた
グループがない場合、出
力全体が説明として使用
されます。

いいえ descriptionRegex

修正された説明 指定されている場合、こ
れは管理リソースの説明
になります。実行ファイ
ルは呼び出されて判断さ
れません。

いいえ fixedDescription

Name description 必須必須 内部名内部名
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引数のクォータの有効化
1. 引用符で囲まれ
たテキスト：
エスケープ文字
は以下の文字の
値を保持しま
す。

2. 二重引用符で囲
まれたテキス
ト： エスケー
プ文字がエス
ケープする「
and itself else is
the escape
character and
the following
character is left
intact」

3. 単一引用符で囲
まれたテキス
ト： no エス
ケープは発生し
ない

◯ quotingEnabled

エスケープ文字 引数の解析時に使用され
るエスケープ文字。デ
フォルトでは、エスケー
プ文字はバックスラッ
シュです。

◯ escapeCharacter

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations

表表2.50 metrics

Name description

Execute 引数のセットで実行可能ファイルを実行し、出力
コードと終了コードを返します。
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パッケージタイプ
NONE
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第3章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソー
ス

JBoss Operations Network では、JBoss のリソースタイプと JBoss 以外のリソースタイプの両方にデ
フォルトでサポートされる特定のサーバータイプがあります。

この JBoss リソースは、デフォルトで EAP プラグインパックを介して JBoss ON に含まれています。
追加のプラグインパックをインストールすると、追加の JBoss リソースは JBoss ON によって管理で
き ますます。

3.1. RED HAT JBOSS ENTERPRISE APPLICATION PLATFORM 4.X(EAP
4)および JBOSS APPLICATION SERVER 3.X/4.X プラグイン

表表3.1 基本詳細基本詳細

内部名： JBossAS

説明： JBoss AS 3.x（3.2.3 以降）および 4.x、および
EAP/SOA-P 4.x の管理および監視をサポートしま
す。

バージョン： 4.4.0

最上位のリソースタイプ

「JBossAS - Server」

3.1.1. JBossAS - Server

概要概要

表表3.2 概要概要

説明： JBoss Application Server

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

注記注記
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注記注記

h3.リモート JMX(JNP)を使用して監視する必要がある JBossAS インスタンスを起動す
る際には、{{java.rmi.server.hostname}} システムプロパティーをサーバーの JNP アドレ
スと同じ値に設定する必要があります（デフォルトでは {{jboss.bind.address}} システム
プロパティーに設定されます）。JBossAS のバグにより（詳細については、[JBAS-
4736|http://jira.jboss.com/jira/browse/JBAS-4736] および [JBAS-
4955|http://jira.jboss.com/jira/browse/JBAS-4955] を参照してください）。
{{java.rmi.server.hostname}} は、JBossAS が {{-b}} を使用して起動されていない限り、
デフォルトで {{127.0.0.1}} になります。この場合、{{java.rmi.server.hostname}} は {{-b}}
に指定されたバインドアドレスにデフォルト設定されます。そのため、{{-b}}: {code}
run -b 12.34.56.78 ... {code} を使用するか、{{java.rmi.server.hostname}} の値を {{-D}} ま
たは {{-P}}、e.g.: {code} run -Djboss.bind.address=12.34.56.78 -
Djava.rmi.server.hostname=12.34.56.78 ... {code Other} のいずれかを使用して起動する必
要があります。 {{jboss.bind.address}} および {{java.rmi.server.hostname}} を設定するだ
けでなく、他の JGroups 関連のシステムプロパティーを指定されたアドレスに設定する
ため、{{-b}} を使用してインスタンスを管理することはできません。EJB 2.x EJB のモニ
タリング： ここでは、JBossAS が JNDI 名 / EJB 名からデプロイされた EJB の MBean
名を作成する方法を変更した場合の問題です（これはバージョン 4.0.3.sp1 でした）。
jboss.xml からの <jndi-name> が存在しない場合は、基本的に <jndi-name> または <local-
jndi-name> が使用されます。そのため、回避策として <jndi-name> をアプリケーション
の ejb-name に設定します。これによりクライアントコードが破損するため、元の階層
を復元する命名参照を設定する必要があります。たとえば、jboss.xml: {code} <session>
<ejb-name>Ability< /ejb-name> <local-jndi-name>flower.AbilityLocal< /local-jndi-name>
にあります。 {code} <session> <ejb-name>Ability> /ejb-name> <local-jndi-name>Ability<
/local-jndi-name> {code} and then add an MBean flowsys-naming-alias-service.xml:
{code} <mbean code="org> <mbean code="org>Ability< /local-jndi-name> {code}
andnaming-alias-service.xml: {code} <mbean code="org<mbean
code="org<mbeannamename>jboss.Alias" <attribute
name="FromName">Ability</attribute> </mbean> {code} の実行後、各 Bean のインベン
トリーに移動し、設定を編集して OK をクリックします。ネーミングエイリアスは、
Ability EJB のクライアントが、元の場所で JNDI で Bean を検索できるようにします。
JNDIView（JMX-Console 内）に LinkRef として命名エイリアスが表示されます。

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas: Tomcat サーバーの組み込み」

「JBossAS - Datasource Service」

「JBossAS - ConnectionFactory Service」

「JBossAS - JBossMQ Service」

「jbossas: JBossMessaging サービス」

「jbossas - EJB3 セッション Bean サービス」

「jbossas - ステートレスセッション EJB サービス」

「jbossas - ステートフルセッション EJB サービス」

「jbossas: エンティティー EJB サービス」

「jbossas: メッセージ駆動型 EJB サービス」

「jbossas: エンタープライズアプリケーション(EAR)サービス」

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

191



「jbossas: Web アプリケーション(WAR)サービス」

「jbossas: EJB3 エンティティーツリーキャッシュサービス」

「jbossas: スクリプトサービス」

自動検出プロセススキャン自動検出プロセススキャン

表表3.3 metrics

Name クエリークエリー

JBoss4 process|basename|match=^java.*,arg|org.jboss.Main|
match=.*

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4

Name description 必須必須 内部名内部名

命名プロバイダー URL JBoss Application
Server インスタンスに
接続する JNP
URL（例：
jnp://127.0.0.1:1099）。

◯ namingURL

principal 認証するプリンシパルの
名前（user など）。

いいえ principal

credentials プリンシパルの認証に使
用するクレデンシャル
（パスワード）。

いいえ credentials

JBoss ホームディレクト
リー

JBossAS がインストー
ルされたディレクトリー
への絶対パス（例：
/opt/jboss-4.2.2.GA）。

◯ jbossHomeDir

設定パス このインスタンスが動作
する設定ディレクトリー
へのパス（例：
/opt/jboss-
4.2.2.GA/server/default
）。パスが絶対でない場
合は、{jbossHomeDir}
に対して相対的に解決さ
れます。

◯ configurationPath

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

192



設定セット サーバー設定の名前（最
小、デフォルト、または
すべて）は、指定されて
いない場合は
{configurationPath} の
最後のパスコンポーネン
トにデフォルト設定され
ます。

いいえ configurationSet

スクリプトの接頭辞 スクリプト実行コマンド
に適用される接頭辞。こ
の接頭辞は verbatim が
適用されます。実行ファ
イルの完全なパスが必要
です（例：
/usr/bin/sudo）。適用
可能なプラットフォーム
の場合、これは通常
sudo コマンドであるた
め、sudo ユーザーを指
定したコマンドに適切に
設定する必要がありま
す。設定されていない場
合は無視されます。

いいえ scriptPrefix

スクリプトの起動 「Start」操作によって
使用されるスクリプトへ
のパスで、この
JBossAS サーバーを起
動します（例：
/opt/jboss-
4.2.2.GA/bin/run.sh）。
パスが絶対でない場合
は、{jbossHomeDir} に
対して相対的に解決され
ます。デフォルトは
UNIX の場合は
'bin/run.sh'（Windows
の場合は 'bin/run.bat' に
なります）。

いいえ startScript

Name description 必須必須 内部名内部名
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シャットダウンスクリプ
ト

この JBossAS サーバー
をシャットダウンするた
めに「Shutdown」操作
によって使用されるスク
リプトへのパスです
（例： /opt/jboss-
4.2.2.GA/bin/shutdown.
sh）。パスが絶対でない
場合は、
{jbossHomeDir}; のデ
フォルトは UNIX の場合
は
'bin/shutdown.sh'（Win
dows の場合は
「bin/shutdown.sh」）
に解決されます。

いいえ shutdownScript

シャットダウン方法 Shutdown 操作の実行に
使用されるメソッド。デ
フォルトは 'JMX
MBean' です。

いいえ shutdownMethod

バインディングアドレス すべての JBoss サービ
スがバインディングアド
レスとして使用するホス
トまたは IP アドレス
（例： 10.11.14.233）。
0.0.0.0 を指定して、利
用可能なすべてのネット
ワークインターフェース
にバインドするように
JBossAS に指示しま
す。デフォルトは
'127.0.0.1 ' になります。

いいえ bindingAddress

JAVA_HOME Path JBossAS インスタンス
の起動およびシャットダ
ウンに使用される JVM
を含む JRE または JDK
インストールディレクト
リーへの絶対パス。デ
フォルトは RHQ エー
ジェント JRE のホーム
ディレクトリーです。

いいえ javaHomePath

Start Wait Max サーバーが起動しなかっ
たとみなされる前に経過
する必要がある分単位の
時間（例： 1 または
8）。デフォルトは 5 分
です。

いいえ startWaitMax

Name description 必須必須 内部名内部名
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Stop Wait Max サーバーが停止に失敗し
たとみなされる前に経過
する必要がある分単位の
時間（例： 1 または
8）。デフォルトは 2.5
分です。

いいえ stopWaitMax

ログイベントソース  ◯ logEventSources

snapshot Config
Enabled

true の場合、設定のス
ナップショットを作成し
ます。

◯ snapshotConfigEnabled

スナップショット設定
ディレクトリー

スナップショットでキャ
プチャーされる設定ファ
イルが含まれるディレク
トリー。通常、これは
configurationPath に相
対的ですが、完全パスに
することができます。

◯ snapshotConfigDirector
y

snapshot Config Regex これが定義されている場
合、そのファイルがス
ナップショットでキャプ
チャーされる場合、この
正規表現は設定ファイル
名と一致する必要があり
ます。定義されていない
場合は、すべての設定
ファイルがキャプチャー
されます。

いいえ snapshotConfigRegex

スナップショット設定の
再帰

true の場合、スナップ
ショットには config
ディレクトリーの下にサ
ブディレクトリーにある
ファイルが含まれます。

◯ snapshotConfigRecursiv
e

スナップショットログ有
効

true の場合、ログファイ
ルのスナップショットを
作成します。

◯ snapshotLogEnabled

スナップショットのログ
ディレクトリー

スナップショットでキャ
プチャーされるログファ
イルが含まれるディレク
トリー。通常、これは
configurationPath に相
対的ですが、完全パスに
することができます。

◯ snapshotLogDirectory

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

195



snapshot Log Regex これが定義されている場
合、そのファイルがス
ナップショットでキャプ
チャーされる場合、この
正規表現はログファイル
名と一致する必要があり
ます。定義されていない
場合は、すべてのログ
ファイルがキャプチャー
されます。

いいえ snapshotLogRegex

スナップショットログの
再帰

true の場合、スナップ
ショットには、ログディ
レクトリーの下にサブ
ディレクトリーにある
ファイルが含まれます。

◯ snapshotLogRecursive

有効なスナップショット
データ

true の場合、データファ
イルのスナップショット
を作成します。

◯ snapshotDataEnabled

スナップショットデータ
ディレクトリー

スナップショットでキャ
プチャーされるデータ
ファイルが含まれるディ
レクトリー。通常、これ
は configurationPath に
相対的ですが、完全パス
にすることができます。

◯ snapshotDataDirectory

snapshot Data Regex これが定義されている場
合、そのファイルがス
ナップショットでキャプ
チャーされる場合、この
正規表現はデータファイ
ル名と一致している必要
があります。定義されて
いない場合は、すべての
データファイルがキャプ
チャーされます。

いいえ snapshotDataRegex

スナップショットデータ
の再帰

true の場合、スナップ
ショットには data ディ
レクトリーに、サブディ
レクトリーにあるファイ
ルが含まれます。

◯ snapshotDataRecursive

スナップショットの追加
ファイル一覧

スナップショットレポー
トに含まれる追加のファ
イル

◯ snapshotAdditionalFiles
List

Name description 必須必須 内部名内部名
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type 接続のタイプ。 ◯ type

MBean 名のシャットダ
ウン

JMX を介してこのサー
バーをシャットダウンす
るときに使用する
MBean の名前。

◯ shutdownMbeanName

MBean 操作のシャット
ダウン

JMX を介してこのサー
バーをシャットダウンし
たときに呼び出す操作の
名前。パラメーターのな
い操作、または int パラ
メーターが 1 つの int パ
ラメーターを持つ操作の
みがサポートされること
に注意してください。操
作に int パラメーターが
必要な場合は、「0」を
指定します。

◯ shutdownMbeanOperati
on

JBoss AS JVM 名 JBoss AS JVM リソース
の名前。

いいえ childJmxServerName

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.5 metrics

Name type description 内部名内部名

パーティション名 trait このアプリケーション
サーバーインスタンスが
属するクラスターパー
ティションの名前

partitionName

バージョン名 trait このアプリケーション
サーバーインスタンスの
メジャーバージョンの
コード名(AS 3.2 =
nderLand, AS 4.0 = Zion,
AS 4.2 = Trinity, EAP 4.x
= EAP, SOA 4.x = SOA)

jboss.system:type=Serve
r:VersionName

ビルド日 trait このアプリサーバーがビ
ルドされた日付

jboss.system:type=Serve
r:BuildDate
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開始日 trait このアプリケーション
サーバーインスタンスが
起動した日時

jboss.system:type=Serve
r:StartDate

アクティブなスレッド数 measurement このアプリケーション
サーバーインスタンスの
現在のアクティブなス
レッド数

jboss.system:type=Serve
rInfo:ActiveThreadCoun
t

アクティブなスレッドグ
ループ数

measurement このアプリケーション
サーバーインスタンスの
アクティブなスレッドグ
ループの現在の数。

jboss.system:type=Serve
rInfo:ActiveThreadGrou
pCount

JVM 空きメモリー measurement 今後の割り当てられたオ
ブジェクトについてアプ
リケーションサーバー
JVM で現在利用可能な
メモリーの合計量（バイ
ト単位で測定）

jboss.system:type=Serve
rInfo:FreeMemory

JVM 最大メモリー measurement アプリケーションサー
バーの JVM がバイト単
位で使用しようとするメ
モリーの最大量。固有の
制限がない場合、値
Long.MAX_VALUE を返
します。

jboss.system:type=Serve
rInfo:MaxMemory

JVM 合計メモリー measurement 現在および今後のオブ
ジェクトに対して、アプ
リケーションサーバー
JVM で現在利用できる
メモリーの合計量（バイ
ト単位）。

jboss.system:type=Serve
rInfo:TotalMemory

トランザクションの合計 measurement 最終再起動後のトランザ
クションの総数

jboss:service=Transactio
nManager:TransactionC
ount

1 分の 1 あたりのトラン
ザクションの総数

measurement 最終再起動後のトランザ
クションの総数

jboss:service=Transactio
nManager:TransactionC
ount

コミットされたトランザ
クション

measurement 最終再起動以降にコミッ
トされたトランザクショ
ンの数

jboss:service=Transactio
nManager:CommitCoun
t

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりにコミットさ
れたトランザクション

measurement 最終再起動以降にコミッ
トされたトランザクショ
ンの数

jboss:service=Transactio
nManager:CommitCoun
t

トランザクションのロー
ルバック

measurement 最終再起動以降にコミッ
トされたトランザクショ
ンの数

jboss:service=Transactio
nManager:RollbackCoun
t

1 分間あたりのトランザ
クションのロールバック

measurement 最終再起動以降にコミッ
トされたトランザクショ
ンの数

jboss:service=Transactio
nManager:RollbackCoun
t

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.6 metrics

Name description

start このアプリケーションサーバーを起動します。使用
するスクリプトは、接続プロパティーの Operations
グループに指定されます。

shutdown 接続プロパティーの操作および Advanced グループ
の設定に応じて、スクリプトまたは JMX を使用して
このアプリケーションサーバーをシャットダウンし
ます。

restart シャットダウンしてから、このアプリケーション
サーバーを起動します。

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.7 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

累積パッチ deployable 自動インストール可能なアプリ
ケーションサーバーパッチ
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JAR ライブラリー deployable JBoss AS にデプロイされたライ
ブラリー Jar ファイル

Name category description

3.1.1.1. jbossas: Tomcat サーバーの組み込みサーバーの組み込み

概要概要

表表3.8 概要概要

説明： JBossAS サーバーに組み込まれた Tomcat Web アプ
リケーションコンテナー

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas: コネクターサービス」

「JBossAS - VHost Service」

自動検出プロセススキャン自動検出プロセススキャン
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.1.1. jbossas: コネクターサービスコネクターサービス

概要概要

表表3.9 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.10

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

ポート このコネクターがリッス
ンするポート。

◯ ポート

address このコネクターがリッス
ンするアドレス。

◯ address

scheme このコネクターによって
使用されるプロトコルの
スキーム（例： jk、
ajp、http、https）。

◯ schema

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.11 metrics

Name type description 内部名内部名

要求の最大時間 measurement リクエストの処理にか
かった最大時間

jboss.web:name=%sche
ma%%dash%%address%
-
%port%,type=GlobalReq
uestProcessor:maxTime
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要求数 measurement 前回の再起動後に処理さ
れたリクエストの合計
数。

jboss.web:name=%sche
ma%%dash%%address%
-
%port%,type=GlobalReq
uestProcessor:requestC
ount

1 分あたりの要求数 measurement 前回の再起動後に処理さ
れたリクエストの合計
数。

jboss.web:name=%sche
ma%%dash%%address%
-
%port%,type=GlobalReq
uestProcessor:requestC
ount

エラー数 measurement 最終再起動後の処理中に
エラーの数。

jboss.web:name=%sche
ma%%dash%%address%
-
%port%,type=GlobalReq
uestProcessor:errorCou
nt

1 分あたりのエラー数 measurement 最終再起動後の処理中に
エラーの数。

jboss.web:name=%sche
ma%%dash%%address%
-
%port%,type=GlobalReq
uestProcessor:errorCou
nt

アクティブなスレッド measurement アクティブなスレッド jboss.web:name=%sche
ma%%dash%%address%
-
%port%,type=ThreadPo
ol:currentThreadsBusy

割り当てられたスレッド measurement 割り当てられたスレッド jboss.web:name=%sche
ma%%dash%%address%
-
%port%,type=ThreadPo
ol:currentThreadCount

最大スレッド trait このコネクターのスレッ
ドプールに割り当て可能
なスレッドの最大数。

jboss.web:name=%sche
ma%%dash%%address%
-
%port%,type=ThreadPo
ol:maxThreads

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.1.2. JBossAS - VHost Service

概要概要

表表3.12 概要概要

説明： Web コンテナー内の仮想ホスト

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.13

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.14 metrics

Name type description 内部名内部名

aliases trait この仮想ホストのエイリ
アス

jboss.web:type=Host,hos
t=%name%:aliases

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
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NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.2. JBossAS - Datasource Service

概要概要

表表3.15 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.16

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name このデータソースの名前 ◯ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.17 metrics

Name type description 内部名内部名
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接続合計 measurement 接続プールの接続の合計
数（アクティブと非アク
ティブの両方）。

ConnectionCount

利用可能な接続 measurement アクティブでない接続お
よび待機する接続プール
で利用可能な接続の数。

AvailableConnectionCo
unt

アクティブな接続 measurement 現在、クライアントをサ
ポートする接続の数。

InUseConnectionCount

作成されたコネクション measurement 接続プールが作成されて
から作成された接続の
数。

ConnectionCreatedCou
nt

1 分あたりに作成された
接続

measurement 接続プールが作成されて
から作成された接続の
数。

ConnectionCreatedCou
nt

失われた接続 measurement 接続プールが作成されて
から破棄された接続の
数。

ConnectionDestroyedC
ount

1 分あたり切断された接
続

measurement 接続プールが作成されて
から破棄された接続の
数。

ConnectionDestroyedC
ount

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.18

Name description 必須必須 内部名内部名

type  ◯ type

JNDI 名 DataSource ラッパーが
バインドされる JNDI
名。

◯ jndi-name

ドライバークラス JDBC ドライバーまたは
データソースクラスの完
全修飾名。XA-
Datasources には使用さ
れません。

いいえ driver-class
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connection Url JDBC ドライバーの接続
URL 文字列。Tx および
非 Tx データソースに必
要です。

いいえ connection-url

ユーザー名  いいえ user-name

password  いいえ password

最小プールサイズ  いいえ min-pool-size

最大プールサイズ  いいえ max-pool-size

トランザクション分離 トランザクション分離レ
ベル。デフォルト設定で
は、どの分離レベルが
データベースでデフォル
トで提供されるかを使用
します。

いいえ transaction-isolation

タイムアウトのブロック 例外が発生する前に接続
を待機している間にブ
ロックする最大時間（ミ
リ秒単位）を示します。
これは、接続の許可を待
機している間にのみブ
ロックされ、新規接続の
作成に長時間かかる場合
は例外は発生しません。
指定されていない場合
は、デフォルトの
30000 ミリ秒が使用さ
れます。

いいえ blocking-timeout-millis

idle Timeout Minutes は、接続がアイドル状態
でいられる最大時間（分
単位）を示します。実際
の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。指定がな
い場合は、デフォルトの
15 分が使用されます。

いいえ idle-timeout-minutes

準備済みステートメント
キャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数。

いいえ prepared-statement-
cache-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.resource.adapt
er.jdbc.ValidConnection
Checker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

Java コンテキストの使
用

JNDI 名のプレフィック
スとして java: を使用す
べきかどうかを示しま
す。これにより、JBoss
サーバー vm からのみ
DataSource にアクセス
できます。デフォルトは
Yes です。

いいえ use-java-context

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）サブジェ
クトが使用されることを
示します。セキュリ
ティードメインの内容
は、認証を処理する
JAAS セキュリティーマ
ネージャーの名前です。
この名前は JAAS login-
config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。
Container Based または
Container およびアプリ
ケーションベースの認証
タイプが指定される場
合、を指定する必要があ
ります。

いいえ security-domain

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.resource.adapt
er.jdbc.ExceptionSorter
は、例外を
connectionErrorOccurre
d メッセージとしてすべ
ての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener にブ
ロードキャストする必要
があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

ステートメントの追跡 ステートメントが準備済
みステートメントキャッ
シュに対して閉じられま
たは受信されたときに接
続がプールに返され、結
果セットが閉じられたと
きに閉じられていないス
テートメントをチェック
するかどうか。デフォル
トは Yes ですが、警告
はありません。

いいえ track-statements

XA データソースクラス XA 接続のデータソース
クラス。

いいえ xa-datasource-class

Connection プロパ
ティー

 いいえ connection-property

Tx 分離プールなし トランザクションで取得
した接続とトランザク
ション外部で取得した接
続に個別のプールを使用
するかどうか。デフォル
トは Yes です。

いいえ no-tx-separate-pools

アプリケーション管理の
セキュリティー

 いいえ application-managed-
security

Name description 必須必須 内部名内部名
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セキュリティードメイン
およびアプリケーション

 いいえ security-domain-and-
application

Tx による接続の追跡 接続をトランザクション
に「ロック」し、トラン
ザクションの最後にプー
ルに返すかどうか。デ
フォルトは No です。

いいえ track-connection-by-tx

同一の RM オーバーライ
ド値

javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できるよう
にします。デフォルトで
は、戻り値をオーバーラ
イドしません。

いいえ isSameRM-override-
value

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.19 metrics

Name description

flush このデータソースの接続プールをリセットします。
1）すべてのアイドル状態の接続がすぐに閉じられ、
アプリケーションの使用時に 2 つが閉じられ、新し
い接続が作成されると、その接続が閉じられます。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.3. JBossAS - ConnectionFactory Service

概要概要

表表3.20 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS
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子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.21

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name この接続ファクトリーの
名前

◯ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.22 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能な接続数 measurement 利用可能な接続の数。 AvailableConnectionCo
unt

接続数 measurement 接続数 ConnectionCount

接続が作成された数 measurement 接続が作成された数 ConnectionCreatedCou
nt

接続破棄数 measurement 接続破棄数 ConnectionDestroyedC
ount

使用時接続数 measurement 現在使用中の接続の曖昧
さ。

InUseConnectionCount

使用中の接続の最大数 measurement 使用中の最大接続数。 MaxConnectionsInUseC
ount

最大サイズ measurement 最大サイズ maxsize

最小サイズ measurement 最小サイズ MinSize
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.23

Name description 必須必須 内部名内部名

接続ファクトリータイプ 接続ファクトリータイプ
（Tx または Tx なし）

◯ type

JNDI 名 DataSource ラッパーが
バインドされる JNDI
名。

◯ jndi-name

ユーザー名 この要素は、新規コネク
ションの作成時に使用さ
れるデフォルトのユー
ザー名を指定します。実
際のユーザー名は、アプ
リケーションコード
getConnection パラメー
ターまたは接続作成コン
テキスト JAAS Subject
によってオーバーライド
できます。

いいえ user-name

password この要素は、新規コネク
ションの作成時に使用さ
れるデフォルトのパス
ワードを指定します。実
際のパスワードは、アプ
リケーションコード
getConnection パラメー
ターまたは接続作成コン
テキスト JAAS Subject
でオーバーライドできま
す。

いいえ password

最小プールサイズ プールが保持する最小接
続数を示します。

いいえ min-pool-size

最大プールサイズ プールが保持する接続の
最大数を示します。

いいえ max-pool-size
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アプリケーション管理の
セキュリティー

この要素を指定すると、
プールの接続は、
getConnection(user,
pw)からのパラメーター
など、アプリケーション
コードで提供されるパラ
メーターで区別されるべ
きであることを示しま
す。これには、security-
domain-and-application
タグを設定するセキュリ
ティードメインを設定す
る必要があります。この
リソースが見つからない
場合は、作成または保存
されません。

いいえ application-managed-
security

セキュリティードメイ
ン/セキュリティードメ
インおよびアプリケー
ション

このプールの接続を区別
するためにセキュリ
ティードメインからのサ
ブジェクトが使用されま
す。アプリケーション管
理セキュリティーが
true に設定されている場
合、security-domain タ
グが作成されます。
false または unset に設
定されている場合、この
プロパティーは
security-domain-and-
application タグを追加
します。

いいえ security-domain

アダプターの表示名 ra.xml の display-name
に一致する RAR デプロ
イメントの特定に使用さ
れます。

いいえ adapter-display-name

Dependencies depends 要素は、接続
マネージャーサービスが
依存するサービスの
JMX ObjectName 文字
列を指定します。依存す
るサービスが開始される
まで、接続マネージャー
サービスは起動しませ
ん。

いいえ Dependencies

Name description 必須必須 内部名内部名
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Rar 名 これは、提供するリソー
スの定義が含まれる
RAR ファイルの名前で
す。ネストされた RAR
ファイルの場合には、名
前は
myapplication.ear#my.ra
r のようになります。

◯ rar-name

接続定義 これは接続ファクトリー
インターフェースクラス
です。ra.xml ファイルの
connectionfactory-
interface と一致する必
要があります。

◯ connection-definition

タイプマッピング この要素は、このデータ
ソースのデフォルトタイ
プマッピングを宣言しま
す。タイプマッピングは
standardjbosscmp-
jdbc.xml の type-
mapping/name 要素と一
致する必要があります。

いいえ type-mapping

Java コンテキストの使
用

JNDI 名のプレフィック
スとして java: を使用す
べきかどうかを示しま
す。

いいえ use-java-context

トランザクションタイプ local トランザクション
または xa トランザク
ションを使用するかどう
か。何も指定しないと、
デフォルトの local が使
用されます。

いいえ transaction-type

Name description 必須必須 内部名内部名
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Tx 分離プールなし この要素が存在する場合
は、JTA トランザク
ションと JTA トランザ
クションなしで使用され
た接続との接続を分離す
るために 2 つの接続プー
ルが必要であることを示
しています。プールは、
初回の使用時に遅延して
構築されます。このユー
スケースは、JTA トラ
ンザクションとの XA 接
続の使用が望ましくない
Oracle（または他のベン
ダー）の XA 実装です。

いいえ no-tx-separate-pools

トランザクションによる
接続の追跡

コネクションをトランザ
クションにロックするか
どうか。

いいえ track-connection-by-tx

isSameRM Override の
値

javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRMXARe
source が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できるよう
にします。デフォルトで
は、戻り値をオーバーラ
イドしません。

いいえ isSameRM-override-
value

最小の厳密な使用 厳密な最小を使用しない
かどうか。

いいえ use-strict-min

プレフィル 接続オブジェクト、また
はプールのレイジーロー
ドオブジェクトで Pool
を事前入力

いいえ プレフィル

ミリ秒単位のタイムアウ
トのブロック

例外が発生する前に接続
を待機している間にブ
ロックする最大時間（ミ
リ秒単位）を示します。
これは、接続の許可を待
機している間にのみブ
ロックされ、新規接続の
作成に長時間かかる場合
は例外は発生しません。
指定されていない場合
は、デフォルトの
30000 ミリ秒が使用さ
れます。

いいえ blocking-timeout-millis

Name description 必須必須 内部名内部名

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

214



idle Timeout 接続を閉じるまでの最大
アイドル時間（分単
位）。

いいえ idle-timeout-minutes

XA リソースタイムアウ
ト

XA リソースが削除され
る前にアイドル状態にな
る最大時間（分単位）。

いいえ xa-resource-timeout

新しい接続 SQL 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

有効な接続 SQL の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Config プロパティー 設定プロパティー いいえ config-property

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.4. JBossAS - JBossMQ Service

概要概要

表表3.24 概要概要

説明： JBossMQ サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas: JMQ JMS キューサービス」
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「jbossas: JMQ JMS トピックサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.25

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name  ◯ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.26 metrics

Name type description 内部名内部名

JMS メッセージキャッ
シュヒット

measurement JMS メッセージキャッ
シュへのキャッシュヒッ
ト数

jboss.mq:service=Messa
geCache:CacheHits

1 分あたりの JMS メッ
セージキャッシュヒット
数

measurement JMS メッセージキャッ
シュへのキャッシュヒッ
ト数

jboss.mq:service=Messa
geCache:CacheHits

JMS メッセージキャッ
シュミス

measurement JMS メッセージキャッ
シュへのキャッシュミス
の数

jboss.mq:service=Messa
geCache:CacheMisses

1 分あたりの JMS メッ
セージキャッシュミス

measurement JMS メッセージキャッ
シュへのキャッシュミス
の数

jboss.mq:service=Messa
geCache:CacheMisses

JMS メッセージキャッ
シュの現在のメモリー使
用量

measurement JMS メッセージキャッ
シュによって現在使用さ
れている合計メモリー

jboss.mq:service=Messa
geCache:CurrentMemor
yUsage

JMS メッセージキャッ
シュハイメモリーマーク

measurement サーバーの起動以降に、
JMS メッセージキャッ
シュがアクティブに使用
されたメモリーのピーク
量。

jboss.mq:service=Messa
geCache:HighMemoryM
ark
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JMS メッセージキャッ
シュの最大メモリーマー
ク

measurement JMS メッセージキャッ
シュが使用できるメモ
リーの最大量。

jboss.mq:service=Messa
geCache:MaxMemoryM
ark

JMS メッセージキャッ
シュサイズ

measurement JMS メッセージキャッ
シュの現在のメッセージ
数

jboss.mq:service=Messa
geCache:TotalCacheSiz
e

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.4.1. jbossas: JMQ JMS キューサービスキューサービス

概要概要

表表3.27 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.28

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate
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Name このキューの名前 ◯ Name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.29 metrics

Name type description 内部名内部名

キュー内のメッセージ measurement キュー内の未配信メッ
セージの数。

QueueDepth

レシーバー数 measurement メッセージを待機する
ClientConsumers の数。

ReceiversCount

スケジュールされたメッ
セージ数

measurement スケジュールを待機する
メッセージの数

ScheduledMessageCou
nt

プロセスメッセージ数 measurement クライアントが受信した
ものの、承認されていな
いメッセージの数（AS
4.0.5 から）。

InProcessMessageCoun
t

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.30

Name description 必須必須 内部名内部名

宛先マネージャー サーバーに設定された宛
先マネージャーの JMX
オブジェクト名。

◯ DestinationManager

セキュリティーマネー
ジャー

クライアント要求の検証
に使用されるセキュリ
ティーマネージャーの
JMX オブジェクト名。

いいえ SecurityManager
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期限切れ宛先 デフォルトでは、
JBossMQ は期限切れの
JMS メッセージをその
宛先からサイレントに削
除します。JBoss 4.0.4
では、期限切れのメッ
セージを別の宛先に移動
できるようになりまし
た。ExpiryDestination
は、期限切れ宛先の
javax.management.Obje
ctName を示します。こ
の宛先は同じサーバーに
存在し、JBossMQ 宛先
である必要があります。

いいえ ExpiryDestination

JNDI 名 キューオブジェクトがバ
インドされる JNDI の場
所。設定されていない場
合は、キューの名前を使
用してキューコンテキス
トの下にバインドされま
す。このプロパティーは
任意です。ほとんどの場
合、mbean 名はバイン
ディングの目的で使用さ
れます。例については
{server-
config}/deploy/jms/jbos
smq-destinations-
service.xml を参照して
ください。

いいえ JNDIName

In Memory NullPersistenceManager
を使用する場合にメッ
セージを永続化し、メッ
セージのソフトニングを
回避する

いいえ inmemory

再配信の制限 メッセージがデッドレ
ターキューに送信される
前にメッセージが
nacked される最大時間
（0 - don't reeliver, n -
redeliver n times, -1 - 再
配信を永久に再配信し続
けます）。

いいえ RedeliveryLimit

Name description 必須必須 内部名内部名
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redelivery Delay メッセージが nack の後
に再配信されるまで待機
する時間（ミリ秒単
位）。

いいえ RedeliveryDelay

メッセージカウンター履
歴日の制限

0 未満の値で、宛先メッ
セージカウンターの履歴
日制限を設定します。履
歴を無制限にし、0 を超
える値と、履歴日数を指
定します。

いいえ MessageCounterHistory
DayLimit

最大 Depth MaxDepth は、宛先に存
在できるメッセージの
バックログに対する上限
です。この値を超える
と、新しいメッセージの
追加を試みると、
org.jboss.mq.Destination
FullException が発生し
ます。MaxDepth は、
メッセージがキューに戻
されるなど、多数の状況
で依然として超過できま
す。また、読み込みコ
ミット処理を実行するト
ランザクションは、
キューの現在のサイズを
確認し、現在のトランザ
クションまたは他のトラ
ンザクションの結果とし
て追加される可能性のあ
るメッセージを無視しま
す。これは、メッセージ
がキューに物理的に追加
されるときにコミット
フェーズ中にトランザク
ションが失敗しないよう
にするためです。

いいえ MaxDepth

リカバリー取得 障害が発生する前にコ
ミットされていないトラ
ンザクションを解決する
回数を指定します。デ
フォルトは 0 -
zero（JBoss-4.0.3 か
ら）。

いいえ RecoveryRetries

Name description 必須必須 内部名内部名
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セキュリティー設定 この要素は、
SecurityManager が接続
先に対してクライアント
操作を承認するために使
用するアクセス制御リス
トを記述する XML フラ
グメントを指定します。
コンテンツモデルは
SecurityManager
SecurityConf 属性と同
じです。

◯ SecurityConf

キュー名 JMX オブジェクト名で
使用されるキューの名
前。

◯ MBeanName

JNDI バインディング JNDI のこのキューのバ
インディングパス。

◯ JNDIBinding

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.31 metrics

Name description

すべてのメッセージの削除 キュー内のメッセージをすべて消去します。

メッセージカウンターのリセット このキューの MessageCounter データをクリアしま
す。

メッセージカウンター履歴のリセット このキューの MessageCounter 履歴データを消去し
ます。

セレクターによるメッセージの一覧表示 Queue のメッセージ（指定される場合）を一覧表示
します。セレクターは必要ありません。

スケジュールされたメッセージの一覧 セレクターによるスケジュール済みメッセージを一
覧表示します（指定されている場合）。セレクター
は必要ありません。

プロセスメッセージの表示 Selector によるプロセス内のメッセージを一覧表示
します（指定されている場合）。セレクターは必要
ありません。
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パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.4.2. jbossas: JMQ JMS トピックサービストピックサービス

概要概要

表表3.32 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.33

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name このトピックの名前 ◯ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.34 metrics

Name type description 内部名内部名

すべてのメッセージカウ
ンター

measurement すべてのサブスクリプ
ションのメッセージの合
計数を返します。

AllMessageCount

永続メッセージ数 measurement すべての永続的サブスク
リプションのメッセージ
の合計数。

DurableMessageCount
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非永続メッセージ数 measurement すべての非永続的なサブ
スクリプションのメッ
セージの合計数。

NonDurableMessageCo
unt

すべてのサブスクリプ
ション数

measurement メッセージを待機するサ
ブスクリプションの数。

AllSubscriptionsCount

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement メッセージを待機する永
続的なサブスクリプショ
ンの数。

DurableSubscriptionsCo
unt

非永続的なサブスクリプ
ション数

measurement メッセージを待機してい
る非永続的なサブスクリ
プションの数。

NonDurableSubscription
sCount

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.35

Name description 必須必須 内部名内部名

宛先マネージャー サーバーに設定された宛
先マネージャーの JMX
オブジェクト名。

◯ DestinationManager

セキュリティーマネー
ジャー

クライアント要求の検証
に使用されるセキュリ
ティーマネージャーの
JMX オブジェクト名。

いいえ SecurityManager

期限切れ宛先 デフォルトでは、
JBossMQ は期限切れの
JMS メッセージをその
宛先からサイレントに削
除します。JBoss 4.0.4
では、期限切れのメッ
セージを別の宛先に移動
できるようになりまし
た。ExpiryDestination
は、期限切れ宛先の
javax.management.Obje
ctName を示します。こ
の宛先は同じサーバーに
存在し、JBossMQ 宛先
である必要があります。

いいえ ExpiryDestination
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JNDI 名 トピックがバインドされ
る JNDI の場所。これが
設定されていない場合、
トピックの mbean 名を
使用してトピックコンテ
キストでバインドされま
す。このプロパティーは
任意です。ほとんどの場
合、mbean 名はバイン
ディングの目的で使用さ
れます。例については
{server-
config}/deploy/jms/jbos
smq-destinations-
service.xml を参照して
ください。

いいえ JNDIName

In Memory NullPersistenceManager
を使用する場合はメッ
セージを永続化し、メッ
セージのソフトニングを
回避します。

いいえ inmemory

再配信の制限 メッセージがデッドレ
ターキューに送信される
前に、メッセージが
nacked される最大回数
(0 - don't reeliver, n -
redeliver n times, -1 -
don't reelivering n times,
-1 - don't reelivering n
times, -1 - don't
reelivering indefering
indefinitely)。

いいえ RedeliveryLimit

redelivery Delay メッセージが nack の後
に再配信されるまで待機
する時間（ミリ秒単
位）。

いいえ RedeliveryDelay

メッセージカウンター履
歴日の制限

0 未満の値で、宛先メッ
セージカウンターの履歴
日制限を設定します。履
歴を無制限にし、0 を超
える値と、履歴日数を指
定します。

いいえ MessageCounterHistory
DayLimit

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大 Depth MaxDepth は、宛先に存
在できるメッセージの
バックログに対する上限
です。この値を超える
と、新しいメッセージの
追加を試みると、
org.jboss.mq.Destination
FullException が発生し
ます。MaxDepth は、
メッセージがキューに戻
されるなど、多数の状況
で依然として超過できま
す。また、読み込みコ
ミット処理を実行するト
ランザクションは、
キューの現在のサイズを
確認し、現在のトランザ
クションまたは他のトラ
ンザクションの結果とし
て追加される可能性のあ
るメッセージを無視しま
す。これは、メッセージ
がキューに物理的に追加
されるときにコミット
フェーズ中にトランザク
ションが失敗しないよう
にするためです。

いいえ MaxDepth

リカバリー取得 障害が発生する前にコ
ミットされていないトラ
ンザクションを解決する
回数を指定します。デ
フォルトは 0 -
zero（JBoss-4.0.3 か
ら）。

いいえ RecoveryRetries

セキュリティー設定 この要素は、
SecurityManager が接続
先に対してクライアント
操作を承認するために使
用するアクセス制御リス
トを記述する XML フラ
グメントを指定します。
コンテンツモデルは
SecurityManager
SecurityConf 属性と同
じです。

◯ SecurityConf

トピック名 JMX オブジェクト名と
して使用されるキューの
名前。

◯ MBeanName

Name description 必須必須 内部名内部名
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JNDI バインディング JNDI のこのトピックの
バインディングパス。

◯ JNDIBinding

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.36 metrics

Name description

すべてのメッセージの削除 すべてのサブスクリプションの消去

すべてのサブスクリプションの一覧表示 すべての Subscription を表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションをすべて表示します。

非永続的なサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションをすべて表示しま
す。

メッセージカウンターのリセット すべてのトピックサブスクリプションのメッセージ
カウンターデータを削除します。

メッセージカウンター履歴のリセット このトピックのメッセージカウンター履歴データを
消去します。

ID および Selector によるメッセージの一覧表示 ID およびオプションのセレクターでサブスクリプ
ションのメッセージをリストします。

永続的でないメッセージ数の取得 クライアント ID およびサブスクリプション ID で非
永続メッセージのメッセージ数を取得します。

永続的でないメッセージの一覧表示 クライアント ID、サブスクリプション ID、およびオ
プションセレクター別に非永続メッセージを一覧表
示します。

永続性のあるメッセージ数の取得 クライアント ID およびサブスクリプション ID によ
る永続メッセージのメッセージ数を取得します。

永続性のあるメッセージの表示 クライアント ID、サブスクリプション ID、およびオ
プションのセレクターごとの永続メッセージを一覧
表示します。
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スケジュール対象外のメッセージ数の取得 クライアント ID およびサブスクリプション ID でス
ケジュールされていないメッセージのメッセージ数
を取得します。

永続的でないスケジュール対象メッセージの表示 クライアント ID、サブスクリプション ID、およびオ
プションセレクターごとにスケジュールされていな
いメッセージを一覧表示します。

スケジュール可能なスケジュール済みのメッセージ
数の取得

クライアント ID およびサブスクリプション ID で永
続的なスケジュールされたメッセージのメッセージ
数を取得します。

永続化可能なスケジュール済みメッセージの一覧 クライアント ID、サブスクリプション ID、およびオ
プションセレクターごとの永続的なスケジュール済
みメッセージを一覧表示します。

未永続インプロセスメッセージ数の取得 クライアント ID およびサブスクリプション ID で非
永続インプロセスメッセージのメッセージ数を取得
します。

非永続的なインプロセスメッセージの一覧表示 クライアント ID、サブスクリプション ID、およびオ
プションセレクター別に非永続インプロセスメッ
セージを一覧表示します。

永続性のあるインプロセスメッセージ数の取得 クライアント ID およびサブスクリプション ID によ
る永続インプロセスメッセージのメッセージ数を取
得します。

永続性のあるインプロセスメッセージの表示 クライアント ID、サブスクリプション ID、およびオ
プションセレクターによる永続インプロセスメッ
セージを一覧表示します。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.5. jbossas: JBossMessaging サービスサービス

概要概要

表表3.37 概要概要

説明： JBoss Messaging サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
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「jbossas: JBM JMS キューサービス」

「jbossas: JBM JMS トピックサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.38

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name  ◯ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.39 metrics

Name type description 内部名内部名

プロバイダーのバージョ
ン

trait 使用中の JBoss
Messaging のバージョン

jboss.messaging:service
=ServerPeer:ProviderVe
rsion

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.5.1. jbossas: JBM JMS キューサービスキューサービス

概要概要

表表3.40 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.41

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name このキューの名前 ◯ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.42 metrics

Name type description 内部名内部名

キュー内のメッセージ measurement キュー内のメッセージの
数。

MessageCount

コンシューマー数 measurement メッセージを待機する
ClientConsumers の数。

ConsumerCount

スケジュールされたメッ
セージ数

measurement キューでスケジュールさ
れたメッセージの数

ScheduledMessageCou
nt

プログラムで作成される trait このキューは動的に作成
されました。

CreatedProgrammaticall
y

配信数 measurement 現在配信されているメッ
セージの数

DeliveringCount

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

229



設定プロパティー設定プロパティー

表表3.43

Name description 必須必須 内部名内部名

サーバーピア この宛先がデプロイされ
たサーバーピアの
ObjectName。

◯ ServerPeer

デッドレターキュー このキューの DLQ は、
サーバーピアのデフォル
ト DLQ を上書きしま
す。

いいえ DLQ

期限切れキュー デフォルトでは、JBoss
Messaging は期限切れの
JMS メッセージをその
宛先からサイレントに削
除します。
ExpiryDestination は、
期限切れ宛先の
javax.management.Obje
ctName を示します。こ
の宛先は同じサーバーに
あり、JBossMessaging
宛先である必要がありま
す。

いいえ ExpiryQueue

JNDI 名 キューオブジェクトがバ
インドされる JNDI の場
所。設定されていない場
合は、キューの名前を使
用してキューコンテキス
トの下にバインドされま
す。このプロパティーは
任意です。ほとんどの場
合、mbean 名はバイン
ディングの目的で使用さ
れます。例については
{server-
config}/deploy/jms/jbos
smq-destinations-
service.xml を参照して
ください。

いいえ JNDIName

clustered これはクラスター化され
た宛先ですか？

いいえ clustered
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最大配信試行回数 メッセージがデッドレ
ターキューに送信される
前にメッセージが
nacked される最大時間
（0 - don't reeliver, n -
redeliver n times, -1 - 再
配信を永久に再配信し続
けます）。

いいえ MaxDeliveryAttempts

redelivery Delay メッセージが nack の後
に再配信されるまで待機
する時間（ミリ秒単
位）。

いいえ RedeliveryDelay

メッセージカウンター履
歴日の制限

0 未満の値で、宛先メッ
セージカウンターの履歴
日制限を設定します。履
歴を無制限にし、0 を超
える値と、履歴日数を指
定します。

いいえ MessageCounterHistory
DayLimit

キューの最大サイズ このキューが破棄される
までのメッセージの最大
数（-1 = 無限）

いいえ maxsize

フルサイズ メモリー内のメッセージ
制限は、キューが停止し
た場合にのみ設定できま
す。

いいえ FullSize

ページサイズ ページングサイズ
（キューが停止した場合
のみ設定可能）

いいえ PageSize

キャッシュサイズを下げ
る

write-cache サイズ
（キューが停止した場合
のみ設定可能）

いいえ DownCacheSize

セキュリティー設定 この要素は、
SecurityManager が接続
先に対してクライアント
操作を承認するために使
用するアクセス制御リス
トを記述する XML フラ
グメントを指定します。
コンテンツモデルは
SecurityManager
SecurityConf 属性と同
じです。

◯ SecurityConfig

Name description 必須必須 内部名内部名
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キュー名 JMX オブジェクト名で
使用されるキューの名
前。

◯ MBeanName

JNDI バインディング JNDI のこのキューのバ
インディングパス。

◯ JNDIBinding

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.44 metrics

Name description

すべてのメッセージの削除 キュー内のメッセージをすべて消去します。

メッセージカウンターのリセット このキューの MessageCounter データをクリアしま
す。

メッセージカウンター履歴のリセット このキューの MessageCounter 履歴データを消去し
ます。

セレクターによるメッセージの一覧表示 Queue のメッセージ（指定される場合）を一覧表示
します。セレクターは必要ありません。

すべてのメッセージの一覧表示 セレクターによるすべてのメッセージを一覧表示し
ます（ある場合）。セレクターは必要ありません。

永続性のあるメッセージの表示 セレクターによる永続性のあるメッセージを一覧表
示します（ある場合）。セレクターは必要ありませ
ん。

永続的でないメッセージの一覧表示 セレクター別に非永続メッセージを一覧表示します
（指定されている場合）。セレクターは必要ありま
せん。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.5.2. jbossas: JBM JMS トピックサービストピックサービス

概要概要

表表3.45 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.46

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name このトピックの名前 ◯ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.47 metrics

Name type description 内部名内部名

すべてのメッセージカウ
ンター

measurement すべてのサブスクリプ
ションのメッセージの合
計数を返します。

AllMessageCount

永続メッセージ数 measurement すべての永続的サブスク
リプションのメッセージ
の合計数。

DurableMessageCount

非永続メッセージ数 measurement すべての非永続的なサブ
スクリプションのメッ
セージの合計数。

NonDurableMessageCo
unt

すべてのサブスクリプ
ション数

measurement メッセージを待機するサ
ブスクリプションの数。

AllSubscriptionsCount
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永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement メッセージを待機する永
続的なサブスクリプショ
ンの数。

DurableSubscriptionsCo
unt

非永続的なサブスクリプ
ション数

measurement メッセージを待機してい
る非永続的なサブスクリ
プションの数。

NonDurableSubscription
sCount

プログラムで作成される trait このトピックが動的に作
成されたとします。

CreatedProgrammaticall
y

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.48

Name description 必須必須 内部名内部名

サーバーピア この宛先がデプロイされ
たサーバーピアの
ObjectName。

◯ ServerPeer

デッドレターキュー このキューの DLQ は、
サーバーピアのデフォル
ト DLQ を上書きしま
す。

いいえ DLQ

期限切れキュー デフォルトでは、JBoss
Messaging は期限切れの
JMS メッセージをその
宛先からサイレントに削
除します。
ExpiryDestination は、
期限切れ宛先の
javax.management.Obje
ctName を示します。こ
の宛先は同じサーバーに
あり、JBossMessaging
宛先である必要がありま
す。

いいえ ExpiryQueue
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JNDI 名 トピックがバインドされ
る JNDI の場所。これが
設定されていない場合、
トピックの mbean 名を
使用してトピックコンテ
キストでバインドされま
す。このプロパティーは
任意です。ほとんどの場
合、mbean 名はバイン
ディングの目的で使用さ
れます。例については
{server-
config}/deploy/jms/jbos
smq-destinations-
service.xml を参照して
ください。

いいえ JNDIName

clustered これはクラスター化され
た宛先ですか？

いいえ clustered

最大配信試行回数 メッセージがデッドレ
ターキューに送信される
前にメッセージが
nacked される最大時間
（0 - don't reeliver, n -
redeliver n times, -1 - 再
配信を永久に再配信し続
けます）。

いいえ MaxDeliveryAttempts

redelivery Delay メッセージが NACK の
後に再配信されるまで待
機する時間（ミリ秒単
位）。

いいえ RedeliveryDelay

メッセージカウンター履
歴日の制限

0 未満の値で、宛先メッ
セージカウンターの履歴
日制限を設定します。履
歴を無制限にし、0 を超
える値と、履歴日数を指
定します。

いいえ MessageCounterHistory
DayLimit

キューの最大サイズ このキューが破棄される
までのメッセージの最大
数（-1 = 無限）

いいえ maxsize

フルサイズ メモリー内のメッセージ
制限は、キューが停止し
た場合にのみ設定できま
す。

いいえ FullSize

Name description 必須必須 内部名内部名
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ページサイズ ページングサイズ
（キューが停止した場合
のみ設定可能）

いいえ PageSize

キャッシュサイズを下げ
る

write-cache サイズ
（キューが停止した場合
のみ設定可能）

いいえ DownCacheSize

セキュリティー設定 この要素は、
SecurityManager が接続
先に対してクライアント
操作を承認するために使
用するアクセス制御リス
トを記述する XML フラ
グメントを指定します。
コンテンツモデルは
SecurityManager
SecurityConf 属性と同
じです。

◯ SecurityConfig

トピック名 JMX オブジェクト名で
使用されるキューの名
前。

◯ MBeanName

JNDI バインディング JNDI のこのトピックの
バインディングパス。

◯ JNDIBinding

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.49 metrics

Name description

すべてのメッセージの削除 すべてのサブスクリプションの消去

すべてのサブスクリプションの一覧表示 すべての Subscription を表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションをすべて表示します。

非永続的なサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションをすべて表示しま
す。
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ID および Selector によるメッセージの一覧表示 ID およびオプションのセレクターでサブスクリプ
ションのメッセージをリストします。

永続的でないメッセージの一覧表示 サブスクリプション ID およびオプションセレクター
別に非永続メッセージを一覧表示します。

永続性のあるメッセージの表示 永続メッセージをサブスクリプション ID およびオプ
ションセレクター別に一覧表示します。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.6. jbossas - EJB3 セッションセッション Bean サービスサービス

概要概要

表表3.50 概要概要

説明： EJB3 ステートレスまたはステートフルセッション
Bean

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.51

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name この Bean の名前 ◯ Name

ear  ◯ ear

Jar  ◯ jar

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.52 metrics

Name type description 内部名内部名

現在の数 measurement この EJB3 セッション
Bean の現在プールされ
ているインスタンスの合
計数

CurrentSize

作成数 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB3 セッ
ション Bean のインスタ
ンス数

CreateCount

1 分あたりの数の作成 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB3 セッ
ション Bean のインスタ
ンス数

CreateCount

数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB3
Session Bean のインス
タンス数

RemoveCount

1 分あたりの数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB3
Session Bean のインス
タンス数

RemoveCount

利用可能な数 measurement method-ready 状態のこ
の EJB3 セッション
Bean のプールされたイ
ンスタンスの数

AvailableCount

最大サイズ measurement プールできるインスタン
スの最大数。

maxsize
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メソッド呼び出し時間 calltime NOTE: この EJB によっ
て公開される各メソッド
の最小、最大、および平
均の呼び出し時間。
NOTE: このメトリクス
は、JBoss EJB3 RC9
Patch 1 以降が使用され
る場合にのみ利用できま
す（JBossAS 4.2.0.GA
以降に利用できるバー
ジョンの EJB3 が含まれ
ます）。

MethodInvocationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.53 metrics

Name description

View Method Stats EJB のメソッド実行統計の表示。NOTE: この操作
は、JBoss EJB3 RC9 Patch 1 以上が使用されている
場合にのみ利用できます（EJB3 対応バージョンが
JBossAS 4.2.0.GA 以上に含まれている）。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.7. jbossas - ステートレスセッションステートレスセッション EJB サービスサービス

概要概要

表表3.54 概要概要

説明： EJB 1.x または 2.x ステートレスセッション Bean

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.55

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name この ejb の名前 ◯ Name

J 2ee アプリケーション  ◯ j2eeApplication

EJB Jar  ◯ ejbJar

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.56 metrics

Name type description 内部名内部名

Create Calls measurement サーバーが起動してから
作成された、この EJB
1.x または 2.x ステートレ
スセッション Bean のイ
ンスタンス数

{stats.createCount.coun
t}

1 分あたりの呼び出しの
作成

measurement サーバーが起動してから
作成された、この EJB
1.x または 2.x ステートレ
スセッション Bean のイ
ンスタンス数

{stats.createCount.coun
t}

呼び出しの削除 measurement サーバーの起動時に削除
された EJB 1.x または 2.x
ステートレスセッション
Bean のインスタンス数

{stats.removeCount.cou
nt}

Remove Calls per
Minute

measurement サーバーの起動時に削除
された EJB 1.x または 2.x
ステートレスセッション
Bean のインスタンス数

{stats.removeCount.cou
nt}
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method-Ready Beans measurement method-ready 状態のこ
の EJB 1.x または 2.x ス
テートレスセッション
Bean のプールされたイ
ンスタンスの数

{stats.methodReadyCou
nt.current}

プールサイズ measurement この EJB 1.x または 2.x
ステートレスセッション
Bean の現在プールされ
たインスタンスの合計
数。

{{jboss.j2ee:jndiName=%
name%,plugin=pool,servi
ce=EJB}CurrentSize}

最大プールサイズ measurement プールできるインスタン
スの最大数。

{{jboss.j2ee:jndiName=%
name%,plugin=pool,servi
ce=EJB}MaxSize}

メソッド呼び出し時間 calltime この EJB によって公開
される各メソッドの最
小、最大、および平均の
呼び出し時間。

MethodInvocationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.8. jbossas - ステートフルセッションステートフルセッション EJB サービスサービス

概要概要

表表3.57 概要概要

説明： EJB 1.x または 2.x ステートフルセッション Bean

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.58

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name この EJB の名前 ◯ Name

J 2ee アプリケーション  ◯ j2eeApplication

EJB Jar  ◯ ejbJar

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.59 metrics

Name type description 内部名内部名

Create Calls measurement サーバーが起動してから
作成された、この EJB
1.x または 2.x Stateful
Session Bean のインス
タンス数

{stats.createCount.coun
t}

1 分あたりの呼び出しの
作成

measurement サーバーが起動してから
作成された、この EJB
1.x または 2.x Stateful
Session Bean のインス
タンス数

{stats.createCount.coun
t}

呼び出しの削除 measurement サーバーの起動時に削除
された EJB 1.x または 2.x
Stateful Session Bean の
インスタンス数

{stats.removeCount.cou
nt}

Remove Calls per
Minute

measurement サーバーの起動時に削除
された EJB 1.x または 2.x
Stateful Session Bean の
インスタンス数

{stats.removeCount.cou
nt}
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method-Ready Beans measurement method-ready 状態のこ
の EJB 1.x または 2.x
Stateful Session Bean の
プールされたインスタン
スの数

{stats.methodReadyCou
nt.current}

パッシブ Bean measurement パッシベート状態のこの
EJB 1.x または 2.x
Stateful Session Bean の
プールされたインスタン
スの数

{stats.passiveCount.curr
ent}

メソッド呼び出し時間 calltime この EJB によって公開
される各メソッドの最
小、最大、および平均の
呼び出し時間。

MethodInvocationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.9. jbossas: エンティティーエンティティー EJB サービスサービス

概要概要

表表3.60 概要概要

説明： EJB 1.x または 2.x エンティティー Bean

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.61
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Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name この ejb の名前 ◯ Name

J 2ee アプリケーション  ◯ j2eeApplication

EJB Jar  ◯ ejbJar

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.62 metrics

Name type description 内部名内部名

Create Calls measurement サーバーの起動時に作成
された EJB 1.x または 2.x
Entity Bean のインスタ
ンス数

{stats.createCount.coun
t}

1 分あたりの呼び出しの
作成

measurement サーバーの起動時に作成
された EJB 1.x または 2.x
Entity Bean のインスタ
ンス数

{stats.createCount.coun
t}

呼び出しの削除 measurement サーバーの起動時に削除
された EJB 1.x または 2.x
Entity Bean のインスタ
ンス数

{stats.removeCount.cou
nt}

Remove Calls per
Minute

measurement サーバーの起動時に削除
された EJB 1.x または 2.x
Entity Bean のインスタ
ンス数

{stats.removeCount.cou
nt}

method-Ready Beans measurement method-ready 状態のこ
の EJB 1.x または 2.x
Entity Bean のプールさ
れたインスタンスの数

{stats.methodReadyCou
nt.current}
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プールされた Bean measurement この EJB 1.x または 2.x
エンティティー Bean の
現在プールされたインス
タンスの合計数

{stats.pooledCount.curr
ent}

キャッシュサイズ measurement この EJB 1.x または 2.x
エンティティー Bean の
現在キャッシュされてい
るインスタンスの合計数

{{jboss.j2ee:jndiName=%
name%,plugin=cache,ser
vice=EJB}CacheSize}

パッシベートされた数 measurement パッシベート状態のこの
EJB 1.x または 2.x Entity
Bean のプールされたイ
ンスタンスの数

{{jboss.j2ee:jndiName=%
name%,plugin=cache,ser
vice=EJB}PassivatedCo
unt}

1 分あたりのパッシベー
ト数

measurement パッシベート状態のこの
EJB 1.x または 2.x Entity
Bean のプールされたイ
ンスタンスの数

{{jboss.j2ee:jndiName=%
name%,plugin=cache,ser
vice=EJB}PassivatedCo
unt}

現在のサイズ measurement この EJB 1.x または 2.x
エンティティー Bean の
現在プールされたインス
タンスの合計数

{{jboss.j2ee:jndiName=%
name%,plugin=pool,servi
ce=EJB}PoolSize}

最大サイズ measurement プールできるインスタン
スの最大数。

{{jboss.j2ee:jndiName=%
name%,plugin=pool,servi
ce=EJB}MaxPoolSize}

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.10. jbossas: メッセージ駆動型メッセージ駆動型 EJB サービスサービス

概要概要

表表3.63 概要概要

説明： EJB 1.x または 2.x メッセージ駆動 Bean
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.64

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name この ejb の名前 ◯ Name

J 2ee アプリケーション  ◯ j2eeApplication

EJB Jar  ◯ ejbJar

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.65 metrics

Name type description 内部名内部名

Create Calls measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB 1.x ま
たは 2.x Message Driven
Bean のインスタンス数

{stats.createCount.coun
t}

1 分あたりの呼び出しの
作成

measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB 1.x ま
たは 2.x Message Driven
Bean のインスタンス数

{stats.createCount.coun
t}
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呼び出しの削除 measurement サーバーの起動時に削除
された EJB 1.x または 2.x
Message Driven Bean の
インスタンス数

{stats.removeCount.cou
nt}

Remove Calls per
Minute

measurement サーバーの起動時に削除
された EJB 1.x または 2.x
Message Driven Bean の
インスタンス数

{stats.removeCount.cou
nt}

method-Ready Beans measurement method-ready 状態のこ
の EJB 1.x または 2.x
メッセージ駆動 Bean の
プールされたインスタン
スの数

{stats.messageCount.co
unt}

1 分間あたりの method-
Ready Bean

measurement method-ready 状態のこ
の EJB 1.x または 2.x
メッセージ駆動 Bean の
プールされたインスタン
スの数

{stats.messageCount.co
unt}

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.11. jbossas: エンタープライズアプリケーションエンタープライズアプリケーション(EAR)サービスサービス

概要概要

表表3.66 概要概要

説明： エンタープライズアプリケーション

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas: 組み込み Web アプリケーション(WAR)サービス」
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「jbossas: 組み込み Web アプリケーション(WAR)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.67

Name description 必須必須 内部名内部名

Name この EAR の名前 ◯ Name

ファイル名  ◯ ファイル名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

extension  ◯ extension

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.68 metrics

Name type description 内部名内部名

path trait この EAR ファイルまた
はディレクトリーの絶対
パス

Application.path

展開済みか？ trait この EAR がデプロイさ
れるかどうか（ディレク
トリーとしての）

application.exploded

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.69 metrics
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Name description

元に戻す このエンタープライズアプリケーションを、同じ
ディレクトリーに保存されているバックアップか
ら、その名前を .bak に戻そうとします。

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.70 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

EAR ファイル deployable  

3.1.1.11.1. jbossas: 組み込み組み込み Web アプリケーションアプリケーション(WAR)サービスサービス

概要概要

表表3.71 概要概要

説明： エンタープライズアプリケーション内に埋め込まれ
た Web アプリケーション

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.72

Name description 必須必須 内部名内部名

Name この WAR の名前 ◯ Name

ファイル名  ◯ ファイル名

オブジェクト名  ◯ objectName

コンテキストルート この WAR のコンテキス
トルート： この WAR に
対応する URL の一意の
パス接頭辞として使用さ
れます。

いいえ contextRoot
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仮想ホスト このアプリケーションが
実行されている（仮想）
ホスト。仮想ホストが設
定されていない場合、デ
フォルトは 'localhost' に
設定されます。

いいえ vHost

JBoss Web 名 操作の呼び出しに使用さ
れる jboss.web
WebModule の
objectName

いいえ jbossWebName

応答時間ログファイル この Web アプリケー
ションの response-time
統計が含まれるログファ
イルへのフルパス。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

Name Template  ◯ nameTemplate

extension  ◯ extension

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.73 metrics
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Name type description 内部名内部名

path trait この WAR ファイルまた
はディレクトリーの絶対
パス

Application.path

展開済みか？ trait この WAR がデプロイさ
れるかどうか（ディレク
トリーとしての）

application.exploded

コンテキストルート trait この WAR のコンテキス
トルート： この WAR に
対応する URL の一意の
パス接頭辞として使用さ
れます。

ContextRoot

HTTP 応答時間 calltime この webapp により処理
される HTTP 要求の最
小、最大、および平均の
応答時間。

ResponseTime

最小値。サーブレットレ
ス。time

measurement サーブレットの最小応答
時間

Servlet.MinResponseTi
me

Avg。サーブレットレ
ス。time

measurement サーブレットの平均応答
時間

Servlet.AvgResponseTi
me

max.サーブレットレ
ス。time

measurement サーブレットの応答時間
の最大数

Servlet.MaxResponseTi
me

合計処理時間 measurement webapp の処理時間の合
計

Servlet.TotalTime

1 分あたりの合計処理時
間

measurement webapp の処理時間の合
計

Servlet.TotalTime

提供されるリクエスト measurement サーブレットが処理する
要求の数

Servlet.NumRequests

Minute ごとに処理され
るリクエスト

measurement サーブレットが処理する
要求の数

Servlet.NumRequests

処理中のエラー measurement 処理中のエラー数 Servlet.NumErrors

1 分あたりの処理中にエ
ラー

measurement 処理中のエラー数 Servlet.NumErrors

現在アクティブなセッ
ション

measurement 今すぐ webapp のアク
ティブなセッションに番
号を設定します。

Session.activeSessions
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アクティブなセッション
の最大数

measurement webapp のアクティブな
セッションの最大数

Session.maxActive

作成されたセッション measurement webapp に作成された
セッションの数

Session.sessionCounter

1 分あたりに作成された
セッション

measurement webapp に作成された
セッションの数

Session.sessionCounter

期限切れのセッション measurement webapp の期限切れセッ
ションの数

Session.expiredSessions

1 分あたりの期限切れ
セッション数

measurement webapp の期限切れセッ
ションの数

Session.expiredSessions

拒否されたセッション measurement webapp で拒否される
セッションの数

Session.rejectedSession
s

拒否されたセッション
（1 分あたりのセッショ
ン）

measurement webapp で拒否される
セッションの数

Session.rejectedSession
s

セッション平均の稼働時
間

measurement セッションの稼働時間の
平均

Session.sessionAverage
AliveTime

セッションの最大有効時
間

measurement セッションの最大有効時
間

Session.sessionMaxAlive
Time

vhost trait 仮想ホストがこのアプリ
の実行

Vhost.name

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.74 metrics

Name description

start この webapp を起動します。NOTE: この操作は、
4.0.4.GA より前の JBossAS バージョンでサポートさ
れます（を参照してください）。
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stop この webapp を停止します。NOTE: この操作は *
not* は 4.0.4.GA より前の JBossAS バージョンでサ
ポートされます
（http://jira.jboss.org/jira/browse/JBAS-3006 を参
照してください）。

reload この webapp を再読み込みします。NOTE: webapp
が start 状態にない場合、この操作は失敗します。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.12. jbossas: Web アプリケーションアプリケーション(WAR)サービスサービス

概要概要

表表3.75 概要概要

説明： Web アプリケーション

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.76

Name description 必須必須 内部名内部名

Name この WAR の名前 ◯ Name

ファイル名  ◯ ファイル名

オブジェクト名  ◯ objectName

コンテキストルート この WAR のコンテキス
トルート： この WAR に
対応する URL の一意の
パス接頭辞として使用さ
れます。

いいえ contextRoot
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仮想ホスト このアプリケーションが
実行されている（仮想）
ホスト。仮想ホストが設
定されていない場合、デ
フォルトは 'localhost' に
設定されます。

いいえ vHost

JBoss Web 名 操作の呼び出しに使用さ
れる jboss.web
WebModule の
objectName

いいえ jbossWebName

応答時間ログファイル この Web アプリケー
ションの response-time
統計が含まれるログファ
イルへのフルパス。この
場所は RtFilter によって
決定され、通常は
...server/.../log/rt/appna
me_rt.log のようになり
ます。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

Name Template  ◯ nameTemplate

extension  ◯ extension

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.77 metrics
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表表3.77 metrics

Name type description 内部名内部名

path trait この WAR ファイルまた
はディレクトリーの絶対
パス

Application.path

展開済みか？ trait この WAR がデプロイさ
れるかどうか（ディレク
トリーとしての）

application.exploded

コンテキストルート trait この WAR のコンテキス
トルート： この WAR に
対応する URL の一意の
パス接頭辞として使用さ
れます。

ContextRoot

HTTP 応答時間 calltime この webapp により処理
される HTTP 要求の最
小、最大、および平均の
応答時間。

ResponseTime

最小値。サーブレットレ
ス。time

measurement サーブレットの最小応答
時間

Servlet.MinResponseTi
me

Avg。サーブレットレ
ス。time

measurement サーブレットの平均応答
時間

Servlet.AvgResponseTi
me

max.サーブレットレ
ス。time

measurement サーブレットの応答時間
の最大数

Servlet.MaxResponseTi
me

合計処理時間 measurement webapp の処理時間の合
計

Servlet.TotalTime

1 分あたりの合計処理時
間

measurement webapp の処理時間の合
計

Servlet.TotalTime

提供されるリクエスト measurement サーブレットが処理する
要求の数

Servlet.NumRequests

Minute ごとに処理され
るリクエスト

measurement サーブレットが処理する
要求の数

Servlet.NumRequests

処理中のエラー measurement 処理中のエラー数 Servlet.NumErrors

1 分あたりの処理中にエ
ラー

measurement 処理中のエラー数 Servlet.NumErrors
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現在アクティブなセッ
ション

measurement 今すぐ webapp のアク
ティブなセッションに番
号を設定します。

Session.activeSessions

アクティブなセッション
の最大数

measurement webapp のアクティブな
セッションの最大数

Session.maxActive

作成されたセッション measurement webapp に作成された
セッションの数

Session.sessionCounter

1 分あたりに作成された
セッション

measurement webapp に作成された
セッションの数

Session.sessionCounter

期限切れのセッション measurement webapp の期限切れセッ
ションの数

Session.expiredSessions

1 分あたりの期限切れ
セッション数

measurement webapp の期限切れセッ
ションの数

Session.expiredSessions

拒否されたセッション measurement webapp で拒否される
セッションの数

Session.rejectedSession
s

拒否されたセッション
（1 分あたりのセッショ
ン）

measurement webapp で拒否される
セッションの数

Session.rejectedSession
s

セッション平均の稼働時
間

measurement セッションの稼働時間の
平均

Session.sessionAverage
AliveTime

セッションの最大有効時
間

measurement セッションの最大有効時
間

Session.sessionMaxAlive
Time

vhost trait 仮想ホストがこのアプリ
の実行

Vhost.name

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.78 metrics
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Name description

start この webapp を起動します。NOTE: この操作は、
4.0.4.GA より前の JBossAS バージョンでサポートさ
れます（を参照してください）。

stop この webapp を停止します。NOTE: この操作は *
not* は 4.0.4.GA より前の JBossAS バージョンでサ
ポートされます
（http://jira.jboss.org/jira/browse/JBAS-3006 を参
照してください）。

reload この webapp を再読み込みします。NOTE: webapp
が start 状態にない場合、この操作は失敗します。

元に戻す 同じディレクトリーに保存されているバックアップ
と、名前が .bak で終了したバックアップからこの
Web アプリケーションを元に戻そうとします。

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.79 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

WAR ファイル deployable  

3.1.1.13. jbossas: EJB3 エンティティーツリーキャッシュサービスエンティティーツリーキャッシュサービス

概要概要

表表3.80 概要概要

説明： エンティティーキャッシュ

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas: EJB3 エンティティーツリーキャッシュインターセプターサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.81
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Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.82 metrics

Name type description 内部名内部名

取り消されたロックの数 measurement （クラスター化された）
ツリーキャッシュ全体で
更新/レプリケーション
用にロックされたエン
ティティーの数

NumberOfLocksHeld

ノード数 measurement （クラスター化された）
ツリーキャッシュ全体に
現在キャッシュされてい
るエンティティーの合計
数。

NumberOfNodes

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.13.1. jbossas: EJB3 エンティティーツリーキャッシュインターセプターサービスエンティティーツリーキャッシュインターセプターサービス

概要概要

表表3.83 概要概要

説明： エンティティーキャッシュインターセプター
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.84

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.85 metrics

Name type description 内部名内部名

Hits Miss Ratio measurement キャッシュのヒット率ま
たは下限の比率を返しま
す。この比率は
hits/（hits + ミス）で定
義されます。

HitMissRatio

書き込み速度の読み取り measurement キャッシュの読み取り/
書き込み比率を返しま
す。この比率は(hits +
Misses)/stores として定
義されます。

ReadWriteRatio

Hits measurement 基礎となるデータストア
を問い合わせることなく
応答できるこのキャッ
シュに追加されたリクエ
ストの数を返します。

Hits

ミス数 measurement 基礎となるデータストア
を調査する必要があるこ
のキャッシュへのリクエ
スト数を返します。

ミス数
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エビクション measurement 特定のエビクションポリ
シーに従って、この
キャッシュからパージさ
れた要素の数を返しま
す。

エビクション

取り消されたロックの数 measurement （クラスター化された）
ツリーキャッシュ全体の
更新/レプリケーション
のためにこのインターセ
プターによってロックさ
れる要素の数

NumberOfLocksHeld

ノード数 measurement （クラスター化された）
ツリーキャッシュ全体に
現在キャッシュされてい
るエンティティーの合計
数。

NumberOfNodes

平均書き込み時間 measurement キャッシュの要素を挿入
または更新するのにかか
る平均時間。

AverageWriteTime

リセットの時間 measurement このキャッシュがリセッ
トされた時点/クリア期
間

TimeSinceReset

平均読み取り時間 measurement キャッシュの要素の読み
取りにかかる平均時間に
は、以下が含まれます。

AverageReadTime

Store measurement このインターセプターに
よって作成されたこの
キャッシュへのストア/
書き込みの数

Store

属性数 measurement （クラスター化された）
ツリーキャッシュ全体に
現在キャッシュされてい
る属性の合計数（エン
ティティーのプロパ
ティー）。

NumberOfAttributes

経過時間 measurement このキャッシュが作成さ
れてからの時間

ElapsedTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.1.1.14. jbossas: スクリプトサービススクリプトサービス

概要概要

表表3.86 概要概要

説明： 親 JBossAS サーバーに関連する一部のタスクを実行
するスクリプトを実行する機能を提供します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.87

Name description 必須必須 内部名内部名

path スクリプトファイルへの
絶対パス

◯ path

環境変数 スクリプトに渡される環
境変数。各変数は新しい
行に指定し、構文
name=value を持つ必要
があります。変数の値に
は、構文
%propertyName% でプ
ロパティーを含めること
ができます。スクリプト
プラグインは、スクリプ
トの親 JBossAS サー
バーの接続プロパティー
の現在の値でこれらを補
正します。

いいえ environmentVariables

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.88 metrics

Name description

スクリプトの実行 スクリプトを実行します。NOTE: スクリプトに渡す
環境変数は、この Script サービスの接続プロパ
ティー（Inventory>Connection タブ以下）を使用し
て設定できます。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2. RED HAT JBOSS ENTERPRISE APPLICATION PLATFORM 5.X(EAP
5)および JBOSS APPLICATION SERVER 5.X/6.X プラグイン

表表3.89 基本詳細基本詳細

内部名： JBossAS5

説明： JBoss AS 6.x および JBoss EAP/EWP/SOA-P 5.x の
管理および監視を提供します。

バージョン： 4.4.0

最上位のリソースタイプ

「JBossAS5 - JBossAS Server」

3.2.1. JBossAS5 - JBossAS Server

概要概要

表表3.90 概要概要

説明： JBoss Application Server(AS)、Enterprise
Application Platform(EAP)、Enterprise SOA
Platform(SOA-P)、または Enterprise Web
Platform(EWP)5.x または 6.x インスタンス
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

注記注記

Start、Restart、および Shutdown 操作を使用すると、サーバーを起動、再起動、または
停止できます。Start および Restart 操作は、サーバー起動スクリプトを実行してサー
バーを起動します。通常、UNIX の場合は.sh または Windows の場合は run.bat を実行し
ます。以下の接続設定を使用して開始スクリプトの実行を設定できます。* Start Script -
start スクリプトの絶対パス（例： /opt/jboss-eap-5.0/jboss-as/bin/run.sh"）* Script
Prefix - a prefix command to be start スクリプトコマンドラインに追加します（例：
「nohup sudo -u jboss -g jboss」）。「 JAVA_HOME=/usr/java/jdk1.6.0_30）」これら
の設定は、現在実行しているサーバープロセスのコマンドラインおよび環境と一致する
よう JBossAS5 プラグイン検出コードによって自動的に初期化されます。設定の詳細
は、以下の接続設定の項を参照してください。

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS5 - JBoss Web Service」

「jbossas5: Tx データソースサービスなし」

「jbossas5 - ローカル Tx データソースサービス」

「jbossas5: XA データソースサービス」

「jbossas5: Tx ConnectionFactory サービスなし」

「jbossas5: Tx ConnectionFactory サービス」

「jbossas5: JBoss Messaging Service」

「jbossas5: エンタープライズアプリケーション(EAR)サービス」

「jbossas5: Web アプリケーション(WAR)サービス」

「jbossas5: 組み込み Web アプリケーション(WAR)サービス」

「jbossas5: EJB2 JAR サービス」

「jbossas5: 組み込み EJB2 JAR サービス」

「jbossas5: EJB3 JAR サービス」

「jbossas5: 組み込み EJB3 JAR サービス」

「jbossas5: リソースアダプターアーカイブ(RAR)サービス」

「jbossas5: 埋め込みリソースアダプターアーカイブ(RAR)サービス」

「jbossas5: スクリプトサービス」

「jbossas5: サービスバインディングマネージャーサービス」
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自動検出プロセススキャン自動検出プロセススキャン

表表3.91 metrics

Name クエリークエリー

jbossas process|basename|match=^java.*,arg|org.jboss.Main|
match=.*

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.92

Name description 必須必須 内部名内部名

命名プロバイダー URL JBoss AS または EAP イ
ンスタンスに接続する
JBoss Naming
Provider(JNP)URL（例
：
jnp://127.0.0.1:1099）。

◯ namingURL

principal 認証するプリンシパルの
名前（user など）。

いいえ principal

credentials プリンシパルの認証に使
用するクレデンシャル
（パスワード）。

いいえ credentials

JBoss ホームディレクト
リー

JBoss AS または EAP が
インストールされている
ディレクトリーへの絶対
パス（例： /opt/jboss-
5.1.0.GA）。

◯ homeDir

Server Home Dir このインスタンスが動作
する設定ディレクトリー
へのパス（例：
/opt/jboss-
5.2.0.GA/server/default
）。パスが絶対でない場
合は、{homeDir} に対し
て相対的に解決されま
す。

◯ serverHomeDir
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サーバー名 サーバー設定の名前（最
小、デフォルト、または
すべて）。指定されてい
ない場合は、デフォルト
で {serverHomeDir} の最
後のパスコンポーネント
に設定されます。
'startScriptArgs' プロパ
ティーが設定されていな
い場合、このプロパ
ティーは start 操作およ
び Restart 操作によっ
て、開始スクリプトに渡
される -c オプションの
値として使用されます。
ただし、このプロパ
ティーはその目的のため
に非推奨となり、代わり
に「startScriptArgs」を
使用してください。

いいえ serverName

Client Url サーバーのクライアント
JAR ライブラリーディ
レクトリーの URL。指
定されていない場合は、
デフォルトで
{homeDir}/client に設定
されます。

いいえ clientUrl

lib Url サーバーの主な JAR ラ
イブラリーディレクト
リーの URL。指定され
ていない場合は、デフォ
ルトは {homeDir}/lib に
なります。

いいえ libUrl

Common lib Url サーバーの共通の JAR
ライブラリーディレクト
リーの URL。指定され
ていない場合は、デフォ
ルトは
{homeDir}/common/lib
になります。

いいえ commonLibUrl

Name description 必須必須 内部名内部名
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スクリプトの接頭辞 スクリプト実行コマンド
に適用される接頭辞。こ
の接頭辞は verbatim が
適用されます。実行ファ
イルの完全なパスが必要
です（例：
/usr/bin/sudo）。適用
可能なプラットフォーム
の場合、これは通常
sudo コマンドであるた
め、sudo ユーザーを指
定したコマンドに適切に
設定する必要がありま
す。設定されていない場
合は無視されます。

いいえ scriptPrefix

スクリプトの起動 「Start」操作によって
使用されるスクリプトへ
のパスで、この
JBossAS サーバーを起
動します（例：
/opt/jboss-
5.2.0.GA/bin/run.sh）。
パスが絶対でない場合
は、{jbossHomeDir} に
対して相対的に解決され
ます。デフォルトは
UNIX の場合は
'bin/run.sh'（Windows
の場合は 'bin/run.bat' に
なります）。

いいえ startScript

Name description 必須必須 内部名内部名
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スクリプト環境変数の起
動

Start および Restart 操
作がサーバー起動スクリ
プトの環境に追加される
変数。name=value のペ
アはそれぞれ改行する必
要があります。変数の値
は引用符で囲む必要があ
ります（例：
JAVA_OPTS=-Xms512M
-Xmx1024M）。UNIX
システムでは、一般的な
環境変数の最小セットは
PATH=/usr/bin:/bin で
す。Windows では、一
般的な最小セットは
PATH=C:\Windows\Syst
em32;C:\Windows ,
OS=Windows_NT ,
SYSTEMROOT=C:\Wind
ows です。さらに、AS7
インスタンスの実行に使
用する JRE または JDK
のインストールディレク
トリーの絶対パスに
JAVA_HOME を設定す
ることが推奨されます。
ただし、JAVA_HOME
が指定されていない場
合、start スクリプトは
PATH で java の検索を
試みます。現在、この値
には 2000 文字の制限が
あります。

いいえ startScriptEnv

スクリプト引数の開始 Start および Restart 操
作がサーバー起動スクリ
プトに渡される引数。各
引数は --server-
config=standalone-ha-
full.xml などの新しい行
に指定する必要がありま
す。例外として、スペー
スで区切られたオプショ
ンの値はオプションと同
じ行に配置することがで
きます（例： -c
default）。現在、この
値には 2000 文字の制限
があります。

いいえ startScriptArgs

Name description 必須必須 内部名内部名
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シャットダウンスクリプ
ト

Shut Down 操作によっ
て使用されるスクリプト
へのパスで、この
JBossAS サーバーを
シャットダウンします
（例： /opt/jboss-
5.2.0.GA/bin/shutdown.
sh）。パスが絶対でない
場合は、
{jbossHomeDir} に対し
て相対的に解決されま
す。デフォルトは UNIX
の場合は
'bin/shutdown.sh'（Win
dows の場合は
'bin/shutdown.bat' にな
ります）。

いいえ shutdownScript

シャットダウン方法 シャットダウン操作の実
行に使用されるメソッ
ド。デフォルトは 'JMX
MBean' です。'JMX
MBean' は推奨シャット
ダウンメソッドであり、
スクリプトを使用するた
めの特別なユースケース
がない限り、使用すべき
です。

いいえ shutdownMethod

Name description 必須必須 内部名内部名
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バインドアドレス すべてのアプリケーショ
ンサーバーサービスが
リッスンする必要のある
ホストまたは IP アドレ
ス（例： 10.11.14.233 ま
たは
foo.example.com）。
0.0.0.0 を指定して、利
用可能なすべてのネット
ワークインターフェース
にバインドするようにア
プリケーションサーバー
に指示します。デフォル
トは '127.0.0.1 ' です。
'startScriptArgs' プロパ
ティーが設定されていな
い場合、このプロパ
ティーは start および
Restart 操作によって、
開始スクリプトに渡され
る -b オプションの値と
して使用されます。ただ
し、このプロパティーは
その目的のために非推奨
となり、代わりに
「startScriptArgs」を使
用してください。

いいえ bindAddress

Java Home この JBoss AS サーバー
を起動またはシャットダ
ウンする操作によって使
用される JVM を含む
JRE または JDK インス
トールディレクトリーへ
の絶対パス。シャットダ
ウン方法が「shutdown
script」に設定されたと
きに機能するには、プロ
パティーを設定する必要
があります。Start 操作
では、このプロパティー
は非推奨となり、
「startScriptEnv」プロ
パティーが設定されてい
ると無視されます。

いいえ javaHome

Start Wait Max サーバーが起動しなかっ
たとみなされる前に経過
する必要がある分単位の
時間（例： 1 または
8）。デフォルトは 5 分
です。

いいえ startWaitMax

Name description 必須必須 内部名内部名
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Stop Wait Max サーバーが停止に失敗し
たとみなされる前に経過
する必要がある分単位の
時間（例： 1 または
8）。デフォルトは 2.5
分です。

いいえ stopWaitMax

MBean 名のシャットダ
ウン

JMX を介してこのサー
バーをシャットダウンす
るときに使用する
MBean の名前。

◯ shutdownMBeanName

MBean 操作のシャット
ダウン

JMX を介してこのサー
バーをシャットダウンし
たときに呼び出す操作の
名前。パラメーターのな
い操作、または int パラ
メーターが 1 つの int パ
ラメーターを持つ操作の
みがサポートされること
に注意してください。操
作に int パラメーターが
必要な場合は、「0」を
指定します。

◯ shutdownMBeanOperati
on

Service Availability 更新
間隔

JBoss サーバーから管理
オブジェクトを更新しな
くても、サービスリソー
ス（EJB、データソース
など）の可用性チェック
にかかる時間（分単
位）。可用性チェックを
実行するために使用され
る情報はキャッシュされ
ます。このプロパティー
は、JBoss サーバーから
データのリロードが必要
な頻度を決定します。メ
トリクスの収集など、
サーバーから管理された
オブジェクトがロードさ
れると、可用性情報が更
新され、間隔がリセット
されます。

いいえ serviceAvailabilityRefres
hInterval

JBoss AS JVM 名 JBoss AS JVM リソース
の名前。

いいえ childJmxServerName

ログイベントソース  ◯ logEventSources

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.93 metrics

Name type description 内部名内部名

クラスターパーティショ
ン名

trait サーバーが属するクラス
ターパーティションの名
前

MCBean|ServerConfig|*
|partitionName

サーバー名 trait このサーバーが使用して
いるアクティブなプロ
ファイルの名前（設定
セットなど）

MCBean|ServerConfig|*
|serverName

Server Home Dir trait このサーバーが使用して
いる設定セットディレク
トリーの完全パス（例：
/opt/jboss-
5.1.0.CR1/server/default
）

MCBean|ServerConfig|*
|serverHomeDir

バージョン名 trait このアプリサーバーの
コード名(AS 5.0
=──pheus, AS 5.1 = The
Oracle, AS 6.x = Neo)

MCBean|MCServer|*|ve
rsionName

ビルド日 trait このアプリサーバーがビ
ルドされた日付

MCBean|MCServer|*|bu
ildDate

開始日 trait このアプリケーション
サーバーインスタンスが
起動した日時

MCBean|MCServer|*|st
artDate

アクティブなスレッド数 measurement このアプリケーション
サーバーインスタンスの
現在のアクティブなス
レッド数

MCBean|ServerInfo|*|ac
tiveThreadCount

アクティブなスレッドグ
ループ数

measurement このアプリケーション
サーバーインスタンスの
アクティブなスレッドグ
ループの現在の数。

MCBean|ServerInfo|*|ac
tiveThreadGroupCount
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JVM 空きメモリー measurement 今後の割り当てられたオ
ブジェクトについてアプ
リケーションサーバー
JVM で現在利用可能な
メモリーの合計量（バイ
ト単位で測定）

MCBean|ServerInfo|*|fr
eeMemory

JVM 最大メモリー measurement アプリケーションサー
バーの JVM がバイト単
位で使用しようとするメ
モリーの最大量。固有の
制限がない場合、値
Long.MAX_VALUE を返
します。

MCBean|ServerInfo|*|m
axMemory

JVM 合計メモリー measurement 現在および今後のオブ
ジェクトに対して、アプ
リケーションサーバー
JVM で現在利用できる
メモリーの合計量（バイ
ト単位）。

MCBean|ServerInfo|*|to
talMemory

トランザクションの合計 measurement 最終再起動後のトランザ
クションの総数

MCBean|JTA|*|transacti
onCount

1 分の 1 あたりのトラン
ザクションの総数

measurement 最終再起動後のトランザ
クションの総数

MCBean|JTA|*|transacti
onCount

コミットされたトランザ
クション

measurement 最終再起動以降にコミッ
トされたトランザクショ
ンの数

MCBean|JTA|*|commit
Count

1 分あたりにコミットさ
れたトランザクション

measurement 最終再起動以降にコミッ
トされたトランザクショ
ンの数

MCBean|JTA|*|commit
Count

ロールバックされるトラ
ンザクション

measurement 最終再起動後にロール
バックされたトランザク
ションの数

MCBean|JTA|*|rollback
Count

1 分あたりにロールバッ
クされるトランザクショ
ン

measurement 最終再起動後にロール
バックされたトランザク
ションの数

MCBean|JTA|*|rollback
Count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
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NONE

operations

表表3.94 metrics

Name description

start このアプリケーションサーバーを起動します。使用
するスクリプトは、接続プロパティーの Operations
グループに指定されます。サーバーがすでに起動す
ると、この操作は失敗します。

シャットダウン 接続プロパティーの操作および高度なグループの設
定に応じて、スクリプトまたは JMX を使用してこの
アプリケーションサーバーをシャットダウンしま
す。サーバーがすでにシャットダウンしている場合
は、この操作は失敗します。

restart シャットダウン（開始）してから、このアプリケー
ションサーバーを起動します。

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.95 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

累積パッチ deployable 自動インストール可能なアプリ
ケーションサーバーパッチ

JAR ライブラリー deployable JBoss AS にデプロイされたライ
ブラリー Jar ファイル

3.2.1.1. JBossAS5 - JBoss Web Service

概要概要

表表3.96 概要概要

説明： JBoss Web サーブレットコンテナー

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas5: コネクターサービス」

「jbossas5: 仮想ホストサービス」
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接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.1.1. jbossas5: コネクターサービスコネクターサービス

概要概要

表表3.97 概要概要

説明： JBoss Web コネクター

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.98

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

protocol このコネクターのプロト
コル（例： jk、ajp、
http）

◯ protocol

address このコネクターがリッス
ンする IP アドレス

◯ address

ポート コネクターがリッスンす
るポート

◯ ポート
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.99 metrics

Name type description 内部名内部名

要求の最大時間 measurement 前回の再起動以降にリク
エストを処理するために
かかった最大時間。

maxTime

要求数 measurement 前回の再起動以降に処理
されたリクエストの合計
数

requestCount

1 分あたりの要求数 measurement 前回の再起動以降に処理
されたリクエストの合計
数

requestCount

エラー数 measurement 前回の再起動以降に要求
の処理中にエラーの数

errorCount

1 分あたりのエラー数 measurement 前回の再起動以降に要求
の処理中にエラーの数

errorCount

現在のアクティブなス
レッド

measurement 現在アクティブなこのコ
ネクターのスレッド数

ThreadPool|currentThre
adsBusy

現在のスレッド数 measurement 現在存在するこのコネク
ターのスレッド数

ThreadPool|currentThre
adCount

最大スレッド trait このコネクターのスレッ
ドプールに割り当て可能
なスレッドの最大数。

ThreadPool|maxThreads

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.2.1.1.2. jbossas5: 仮想ホストサービス仮想ホストサービス

概要概要

表表3.100 概要概要

説明： JBoss Web 仮想ホスト

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.101

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

Name 仮想ホストの名前（例：
localhost）

◯ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.102 metrics

Name type description 内部名内部名

aliases trait この仮想ホストのエイリ
アス（ある場合）

aliases

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
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NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.2. jbossas5: Tx データソースサービスなしデータソースサービスなし

概要概要

表表3.103 概要概要

説明： JBoss AS のインスタンスにデプロイされたトランザ
クションデータソースがない

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.104

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

テンプレート名  ◯ templateName

Component Name プロ
パティー

このタイプの新規
Resource の作成時に、
値が
ManagedComponent 名
として使用する必要があ
る Resource 設定プロパ
ティーの名前。

◯ componentNameProper
ty

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.105 metrics

Name type description 内部名内部名

Run State trait Run State runState

接続が利用可能か？ trait 基礎となるデータプロバ
イダーへの接続を取得で
きますか。このメトリク
スを有効にする前に、ド
キュメントを参照してく
ださい。

custom.connectionAvail
able

プール JNDI 名 trait このデータソースの接続
プールの JNDI 名

poolJndiName

利用可能な接続数 measurement 利用できる接続の最大
数。

availableConnectionCou
nt

接続数 measurement プールに現在ある接続の
数

connectionCount

接続が作成された数 measurement データソースが最後に起
動された後に作成された
接続の数

connectionCreatedCou
nt

接続破棄数 measurement データソースが最後に起
動された後に破棄された
接続の数

connectionDestroyedCo
unt

使用時接続数 measurement 現在使用中の接続の数 inUseConnectionCount

ローカルトランザクショ
ン

trait ローカルトランザクショ
ン

local-transaction

使用中の接続の最大数 measurement このデータソースが起動
してから同時に使用され
ている最も多くのコネク
ション

maxConnectionsInUseC
ount

最大サイズ measurement 最大サイズ maxSize

最小サイズ measurement 最小サイズ minSize

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー設定プロパティー

表表3.106

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 データソースをバインド
するグローバル JNDI 名

◯ jndi-name

username 新しい接続の作成時にデ
フォルトのユーザー名。

いいえ user-name

password 新規接続作成時のデフォ
ルトのパスワード。

いいえ password

最小プールサイズ プールが保持する最小接
続数。デフォルトは 0
です。

いいえ min-pool-size

最大プールサイズ プールが保持するべき最
大接続数。デフォルトは
10 です。

いいえ max-pool-size

JDBC ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全修飾名（例：
"oracle.jdbc.driver.Oracl
eDriver"）。

◯ driver-class

接続 URL データベースの JDBC
URL（例：
"jdbc:oracle:thin:@host.e
xample.com:1521:db"）。
高アベイラビリティー
(HA)データソースを定
義するには、URL 区切
り文字で区切られた
URL の一覧を指定しま
す（例：
"jdbc:oracle:thin:@host1.
example.com:1521:db1|jd
bc:oracle:thin:@host2.ex
ample.com:1521:db2"）。

◯ connection-url

接続プロパティー java.sql.Driver.connect(u
rl, props)メソッドに渡す
る必要のある任意の接続
プロパティー。

いいえ connection-properties

割り当て再試行 例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数。デフォルトは 0 で
す。

いいえ allocation-retry
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割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルトは 5000（5 秒）で
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

バックグラウンド検証 接続をバックグラウンド
で検証するか、または使
用前に検証するかを指定
します。バックグラウン
ド検証は、接続の検証時
に RDBMS システムの全
体的な負荷を減らすこと
が意図されています。デ
フォルトは No です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

ConnectionValidator が
実行される間隔（ミリ秒
単位）。バックグラウン
ド検証を無効にするには
0 に設定します。デフォ
ルトは 0 です。

いいえ background-validation-
millis

ミリ秒単位のタイムアウ
トのブロック

例外が発生する前に接続
を待機している間にブ
ロックする最大時間（ミ
リ秒単位）を示します。
これは、接続の許可を待
機している間にのみブ
ロックされ、新規接続の
作成に長時間かかる場合
は例外は発生しません。
デフォルトは
30000（30 秒）です。

いいえ blocking-timeout-millis

idle Timeout 接続が閉じられるまでの
アイドル最大時間（分単
位）。デフォルトは 30
です。

いいえ idle-timeout-minutes

同一の RM オーバーライ
ド値

設定した場合、無条件で
ブール値の戻り値を
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)に設定します。

いいえ isSameRM-override-
value

JMX Invoker Name このデータソースに関連
付けられた JMX Invoker
MBean の
ObjectName。

いいえ jmx-invoker-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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metadata メタデータプロパ
ティー。

いいえ metadata

Tx 分離プールなし true の場合、グローバル
トランザクションに登録
され、その逆の場合、
データソースはトランザ
クション外部の接続を再
利用できません。デフォ
ルトは Yes です。

いいえ no-tx-separate-pools

プレフィル 接続プールを最小接続数
にプレフィルするかどう
か。注記： この機能
は、サポートプール
(OnePool)のみをサポー
トしています。プールが
これをサポートしない場
合、警告はログにありま
す。デフォルトは No で
す。

いいえ プレフィル

セキュリティー設定 プールの接続のセキュリ
ティー設定。

いいえ security-domain

統計フォーマッター このデータソースの管理
された接続プール統計の
フォーマットに使用する
クラスの完全修飾クラス
名。クラスは
org.jboss.resource.statis
tic.formatter.StatisticsF
ormatter. インター
フェースを実装する必要
があります。デフォルト
は
「org.jboss.resource.sta
tistic.pool.JBossDefault
SubPoolStatisticFormat
ter」です。

いいえ statistics-formatter

Name description 必須必須 内部名内部名
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タイプマッピング conf/standardjbosscmp
-jdbc.xml の対応する
type-mapping の名前。
デフォルトで提供される
タイプマッピング：
DB2、InformixDB、
MaxDB、mySQL、
Oracle9i、PointBase、
InterBase、Mimer
SQL、Fi、Sybase、
SOLID、Hypersonic
SQL、FirstSQL/J、MS
SQLSERVER2000、MS
SQLSERVER2000、
Cloudscape、Derby、
Firebird、Postgres、
Sybase、Ingres.これら
の事前定義されたマッピ
ングに加えて、カスタム
タイプのマッピングが定
義されている可能性があ
ることに注意してくださ
い。

いいえ type-mapping

Java コンテキストの使
用

JNDI 名を「java」コン
テキストでバインドする
かどうかを示します。こ
れにより、JBossAS 仮
想マシンからのみ
DataSource にアクセス
できます。デフォルトは
Yes です。

いいえ use-java-context

Use Strict Min min-pool-size の下にあ
るアイドル接続を閉じる
べきかどうか。デフォル
トは No です。

いいえ use-strict-min

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。デフォルトは Yes
です。

いいえ validate-on-match

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続 SQL の確認 プール接続の有効性を確
認するために使用する
SQL ステートメント。

いいえ check-valid-connection-
sql

接続定義 RAR デプロイメント内
の接続定義は、接続ファ
クトリーインターフェー
ス（例：
「javax.sql.DataSource
」）によって一意に識別
されます。

いいえ connection-definition

例外ソートクラス名 JDBC 例外がブロード
キャストされるかどうか
を確認するために使用さ
れる
org.jboss.resource.adapt
er.jdbc.ExceptionSorter
インターフェースを実装
する Java クラスの完全
修飾名。

いいえ exception-sorter-class-
name

新しい接続 SQL 新しい接続がプールに追
加されるたびに実行する
SQL ステートメント。
これは、接続スキーマの
設定などに使用できま
す。

いいえ new-connection-sql

準備済みステートメント
キャッシュサイズ

後続のリクエストで開
き、再利用する接続ごと
の準備済みステートメン
トの数。これらは LRU
キャッシュに保存されま
す。キャッシュを無効に
するには 0 に設定しま
す。デフォルトは 0 で
す。

いいえ prepared-statement-
cache-size

クエリータイムアウト 設定したクエリーのタイ
ムアウト（秒単位）。値
が 0 の場合はタイムア
ウトなしを意味します。
デフォルトは 0 です。

いいえ query-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名
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Rar 名 ネストされた rars の接
続マネージャー
MBean（例： jms-ra.rar
または
myapplication.ear#my.ra
r）に関連付ける RAR デ
プロイメント。

いいえ rar-name

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうか。トランザク
ションがない場合には、
設定されたクエリーのタ
イムアウトが使用されま
す。デフォルトは No で
す。

いいえ set-tx-query-timeout

ファイル共有の準備済み
ステートメント

準備用ステートメントを
共有すべきか？デフォル
トは No です。

いいえ share-prepared-
statements

古い接続チェッカークラ
ス名

接続が古くなったかどう
かを確認するために使用
される Java クラスの完
全修飾名。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

ステートメントの追跡 接続がプールに返された
ときに閉じられていない
Statement および
ResultSet をチェックす
るかどうか。デフォルト
は "yes-no-warnings" で
す。

いいえ track-statements

トランザクション分離 トランザクション分離レ
ベル。デフォルト設定で
は、どの分離レベルが
データベースでデフォル
トで提供されるかを使用
します。

いいえ transaction-isolation

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url プロパ
ティーの値に URL の区
切り文字を指定します。
デフォルトは "|" です。

いいえ url-delimiter

Name description 必須必須 内部名内部名
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URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.resource.adapt
er.jdbc.URLSelectorStra
tegy インターフェース
を実装する Java クラス
の完全修飾クラス名。

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みのタイムアウト
（ミリ秒単位）。値が 0
の場合はタイムアウトな
しを意味します。デフォ
ルトは 0 です。

いいえ use-try-lock

有効な接続チェッカーク
ラス名

プールから接続を渡す前
に pingDatabase メソッ
ドを使用して、
org.jboss.resource.adapt
er.jdbc.ValidConnection
Checker を実装する
Java クラスの完全修飾
名。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.107 metrics

Name description

flush プールの接続をフラッシュします。

フォーマットされたサブプールの統計の一覧表示 フォーマットされたサブプール統計レポートの取得

統計の一覧表示 統計レポートの取得

テスト接続 接続を取得できるかどうかをテストし - 接続が取得
された場合は true を返します。NOTE: この操作は常
に Successful のステータスを返す。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.3. jbossas5 - ローカルローカル Tx データソースサービスデータソースサービス
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概要概要

表表3.108 概要概要

説明： JBoss AS のインスタンスにデプロイされたローカル
トランザクションデータソース

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.109

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

テンプレート名  ◯ templateName

Component Name プロ
パティー

このタイプの新規
Resource の作成時に、
値が基盤の
ManagedComponent 名
として使用する必要があ
る Resource 設定プロパ
ティーの名前。

◯ componentNameProper
ty

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.110 metrics

Name type description 内部名内部名

Run State trait Run State runState
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接続が利用可能か？ trait 基礎となるデータプロバ
イダーへの接続を取得で
きますか。このメトリク
スを有効にする前に、ド
キュメントを参照してく
ださい。

custom.connectionAvail
able

プール JNDI 名 trait このデータソースの接続
プールの JNDI 名

poolJndiName

利用可能な接続数 measurement 利用できる接続の最大
数。

availableConnectionCou
nt

接続数 measurement プールに現在ある接続の
数

connectionCount

接続が作成された数 measurement データソースが最後に起
動された後に作成された
接続の数

connectionCreatedCou
nt

接続破棄数 measurement データソースが最後に起
動された後に破棄された
接続の数

connectionDestroyedCo
unt

使用時接続数 measurement 現在使用中の接続の数 inUseConnectionCount

ローカルトランザクショ
ン

trait ローカルトランザクショ
ン

local-transaction

使用中の接続の最大数 measurement このデータソースが起動
してから同時に使用され
ている最も多くのコネク
ション

maxConnectionsInUseC
ount

最大サイズ measurement 最大サイズ maxSize

最小サイズ measurement 最小サイズ minSize

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.111
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Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 データソースをバインド
するグローバル JNDI 名

◯ jndi-name

username 新しい接続の作成時にデ
フォルトのユーザー名。

いいえ user-name

password 新規接続作成時のデフォ
ルトのパスワード。

いいえ password

最小プールサイズ プールが保持する最小接
続数。デフォルトは 0
です。

いいえ min-pool-size

最大プールサイズ プールが保持するべき最
大接続数。デフォルトは
10 です。

いいえ max-pool-size

JDBC ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全修飾名（例：
"oracle.jdbc.driver.Oracl
eDriver"）。

◯ driver-class

接続 URL データベースの JDBC
URL（例：
"jdbc:oracle:thin:@host.e
xample.com:1521:db"）。
高アベイラビリティー
(HA)データソースを定
義するには、URL 区切
り文字で区切られた
URL の一覧を指定しま
す（例：
"jdbc:oracle:thin:@host1.
example.com:1521:db1|jd
bc:oracle:thin:@host2.ex
ample.com:1521:db2"）。

◯ connection-url

接続プロパティー java.sql.Driver.connect(u
rl, props)メソッドに渡す
る必要のある任意の接続
プロパティー。

いいえ connection-properties

割り当て再試行 例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数。デフォルトは 0 で
す。

いいえ allocation-retry
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割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルトは 5000（5 秒）で
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

バックグラウンド検証 接続をバックグラウンド
で検証するか、または使
用前に検証するかを指定
します。バックグラウン
ド検証は、接続の検証時
に RDBMS システムの全
体的な負荷を減らすこと
が意図されています。デ
フォルトは No です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

ConnectionValidator が
実行される間隔（ミリ秒
単位）。バックグラウン
ド検証を無効にするには
0 に設定します。デフォ
ルトは 0 です。

いいえ background-validation-
millis

ミリ秒単位のタイムアウ
トのブロック

例外が発生する前に接続
を待機している間にブ
ロックする最大時間（ミ
リ秒単位）を示します。
これは、接続の許可を待
機している間にのみブ
ロックされ、新規接続の
作成に長時間かかる場合
は例外は発生しません。
デフォルトは
30000（30 秒）です。

いいえ blocking-timeout-millis

idle Timeout 接続が閉じられるまでの
アイドル最大時間（分単
位）。デフォルトは 30
です。

いいえ idle-timeout-minutes

同一の RM オーバーライ
ド値

設定した場合、無条件で
ブール値の戻り値を
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)に設定します。

いいえ isSameRM-override-
value

JMX Invoker Name このデータソースに関連
付けられた JMX Invoker
MBean の
ObjectName。

いいえ jmx-invoker-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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metadata メタデータプロパ
ティー。

いいえ metadata

Tx 分離プールなし true の場合、グローバル
トランザクションに登録
され、その逆の場合、
データソースはトランザ
クション外部の接続を再
利用できません。デフォ
ルトは Yes です。

いいえ no-tx-separate-pools

プレフィル 接続プールを最小接続数
にプレフィルするかどう
か。注記： この機能
は、サポートプール
(OnePool)のみをサポー
トしています。プールが
これをサポートしない場
合、警告はログにありま
す。デフォルトは No で
す。

いいえ プレフィル

セキュリティー設定 プールの接続のセキュリ
ティー設定。

いいえ security-domain

統計フォーマッター このデータソースの管理
された接続プール統計の
フォーマットに使用する
クラスの完全修飾クラス
名。クラスは
org.jboss.resource.statis
tic.formatter.StatisticsF
ormatter. インター
フェースを実装する必要
があります。デフォルト
は
「org.jboss.resource.sta
tistic.pool.JBossDefault
SubPoolStatisticFormat
ter」です。

いいえ statistics-formatter

Name description 必須必須 内部名内部名
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タイプマッピング conf/standardjbosscmp
-jdbc.xml の対応する
type-mapping の名前。
デフォルトで提供される
タイプマッピング：
DB2、InformixDB、
MaxDB、mySQL、
Oracle9i、PointBase、
InterBase、Mimer
SQL、Fi、Sybase、
SOLID、Hypersonic
SQL、FirstSQL/J、MS
SQLSERVER2000、MS
SQLSERVER2000、
Cloudscape、Derby、
Firebird、Postgres、
Sybase、Ingres.これら
の事前定義されたマッピ
ングに加えて、カスタム
タイプのマッピングが定
義されている可能性があ
ることに注意してくださ
い。

いいえ type-mapping

Java コンテキストの使
用

JNDI 名を「java」コン
テキストでバインドする
かどうかを示します。こ
れにより、JBossAS 仮
想マシンからのみ
DataSource にアクセス
できます。デフォルトは
Yes です。

いいえ use-java-context

Use Strict Min min-pool-size の下にあ
るアイドル接続を閉じる
べきかどうか。デフォル
トは No です。

いいえ use-strict-min

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。デフォルトは Yes
です。

いいえ validate-on-match

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続 SQL の確認 プール接続の有効性を確
認するために使用する
SQL ステートメント。

いいえ check-valid-connection-
sql

接続定義 RAR デプロイメント内
の接続定義は、接続ファ
クトリーインターフェー
ス（例：
「javax.sql.DataSource
」）によって一意に識別
されます。

いいえ connection-definition

例外ソートクラス名 JDBC 例外がブロード
キャストされるかどうか
を確認するために使用さ
れる
org.jboss.resource.adapt
er.jdbc.ExceptionSorter
インターフェースを実装
する Java クラスの完全
修飾名。

いいえ exception-sorter-class-
name

新しい接続 SQL 新しい接続がプールに追
加されるたびに実行する
SQL ステートメント。
これは、接続スキーマの
設定などに使用できま
す。

いいえ new-connection-sql

準備済みステートメント
キャッシュサイズ

後続のリクエストで開
き、再利用する接続ごと
の準備済みステートメン
トの数。これらは LRU
キャッシュに保存されま
す。キャッシュを無効に
するには 0 に設定しま
す。デフォルトは 0 で
す。

いいえ prepared-statement-
cache-size

クエリータイムアウト 設定したクエリーのタイ
ムアウト（秒単位）。値
が 0 の場合はタイムア
ウトなしを意味します。
デフォルトは 0 です。

いいえ query-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名
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Rar 名 ネストされた rars の接
続マネージャー
MBean（例： jms-ra.rar
または
myapplication.ear#my.ra
r）に関連付ける RAR デ
プロイメント。

いいえ rar-name

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうか。トランザク
ションがない場合には、
設定されたクエリーのタ
イムアウトが使用されま
す。デフォルトは No で
す。

いいえ set-tx-query-timeout

ファイル共有の準備済み
ステートメント

準備用ステートメントを
共有すべきか？デフォル
トは No です。

いいえ share-prepared-
statements

古い接続チェッカークラ
ス名

接続が古くなったかどう
かを確認するために使用
される Java クラスの完
全修飾名。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

ステートメントの追跡 接続がプールに返された
ときに閉じられていない
Statement および
ResultSet をチェックす
るかどうか。デフォルト
は "yes-no-warnings" で
す。

いいえ track-statements

トランザクション分離 トランザクション分離レ
ベル。デフォルト設定で
は、どの分離レベルが
データベースでデフォル
トで提供されるかを使用
します。

いいえ transaction-isolation

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url プロパ
ティーの値に URL の区
切り文字を指定します。
デフォルトは "|" です。

いいえ url-delimiter

Name description 必須必須 内部名内部名
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URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.resource.adapt
er.jdbc.URLSelectorStra
tegy インターフェース
を実装する Java クラス
の完全修飾クラス名。

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みのタイムアウト
（ミリ秒単位）。値が 0
の場合はタイムアウトな
しを意味します。デフォ
ルトは 0 です。

いいえ use-try-lock

有効な接続チェッカーク
ラス名

プールから接続を渡す前
に pingDatabase メソッ
ドを使用して、
org.jboss.resource.adapt
er.jdbc.ValidConnection
Checker を実装する
Java クラスの完全修飾
名。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.112 metrics

Name description

flush プールの接続をフラッシュします。

フォーマットされたサブプールの統計の一覧表示 フォーマットされたサブプール統計レポートの取得

統計の一覧表示 統計レポートの取得

テスト接続 接続を取得できるかどうかをテストし - 接続が取得
された場合は true を返します。NOTE: この操作は常
に Successful のステータスを返す。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.4. jbossas5: XA データソースサービスデータソースサービス
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概要概要

表表3.113 概要概要

説明： JBoss AS のインスタンスにデプロイされた XA デー
タソース

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.114

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

テンプレート名  ◯ templateName

Component Name プロ
パティー

このタイプの新規
Resource の作成時に、
値が基盤の
ManagedComponent 名
として使用する必要があ
る Resource 設定プロパ
ティーの名前。

◯ componentNameProper
ty

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.115 metrics

Name type description 内部名内部名

Run State trait Run State runState
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接続が利用可能か？ trait 基礎となるデータプロバ
イダーへの接続を取得で
きますか。このメトリク
スを有効にする前に、ド
キュメントを参照してく
ださい。

custom.connectionAvail
able

プール JNDI 名 trait このデータソースの接続
プールの JNDI 名

poolJndiName

利用可能な接続数 measurement 利用できる接続の最大
数。

availableConnectionCou
nt

接続数 measurement プールに現在ある接続の
数

connectionCount

接続が作成された数 measurement データソースが最後に起
動された後に作成された
接続の数

connectionCreatedCou
nt

接続破棄数 measurement データソースが最後に起
動された後に破棄された
接続の数

connectionDestroyedCo
unt

使用時接続数 measurement 現在使用中の接続の数 inUseConnectionCount

ローカルトランザクショ
ン

trait ローカルトランザクショ
ン

local-transaction

使用中の接続の最大数 measurement このデータソースが起動
してから同時に使用され
ている最も多くのコネク
ション

maxConnectionsInUseC
ount

最大サイズ measurement 最大サイズ maxSize

最小サイズ measurement 最小サイズ minSize

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.116
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Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 データソースをバインド
するグローバル JNDI 名

◯ jndi-name

username 新しい接続の作成時にデ
フォルトのユーザー名。

いいえ user-name

password 新規接続作成時のデフォ
ルトのパスワード。

いいえ password

最小プールサイズ プールが保持する最小接
続数。デフォルトは 0
です。

いいえ min-pool-size

最大プールサイズ プールが保持するべき最
大接続数。デフォルトは
10 です。

いいえ max-pool-size

XA DataSource クラス javax.sql.XADataSource
実装クラスの完全修飾
名。

◯ xa-datasource-class

XA データソースプロパ
ティー

XADataSource 実装クラ
スに割り当てるプロパ
ティー。各プロパティー
は、プロパティー名の
JavaBeans スタイルの
getter メソッドを検索す
ることで XADataSource
実装にマップされます。
見つかった場合、プロパ
ティーの値は
JavaBeans セッターを
使用して、型の
java.beans.PropertyEdit
or を使用して、要素テ
キストが true プロパ
ティータイプに変換され
ます。

いいえ xa-datasource-
properties

XA リソースタイムアウ
ト

XA トランザクションタ
イムアウト
（XAResource.setTrans
actionTimeout（）に渡
される）- デフォルトは
ゼロで、セッターは起動
しません。

いいえ xa-resource-timeout

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

297



URL プロパティー HA XA データソースの
場合、URL のリストが
含まれる XADataSource
プロパティーの名前を指
定します。

いいえ url-property

割り当て再試行 例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数。デフォルトは 0 で
す。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルトは 5000（5 秒）で
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

バックグラウンド検証 接続をバックグラウンド
で検証するか、または使
用前に検証するかを指定
します。バックグラウン
ド検証は、接続の検証時
に RDBMS システムの全
体的な負荷を減らすこと
が意図されています。デ
フォルトは No です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

ConnectionValidator が
実行される間隔（ミリ秒
単位）。バックグラウン
ド検証を無効にするには
0 に設定します。デフォ
ルトは 0 です。

いいえ background-validation-
millis

ミリ秒単位のタイムアウ
トのブロック

例外が発生する前に接続
を待機している間にブ
ロックする最大時間（ミ
リ秒単位）を示します。
これは、接続の許可を待
機している間にのみブ
ロックされ、新規接続の
作成に長時間かかる場合
は例外は発生しません。
デフォルトは
30000（30 秒）です。

いいえ blocking-timeout-millis

idle Timeout 接続が閉じられるまでの
アイドル最大時間（分単
位）。デフォルトは 30
です。

いいえ idle-timeout-minutes

Name description 必須必須 内部名内部名
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同一の RM オーバーライ
ド値

設定した場合、無条件で
ブール値の戻り値を
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)に設定します。

いいえ isSameRM-override-
value

JMX Invoker Name このデータソースに関連
付けられた JMX Invoker
MBean の
ObjectName。

いいえ jmx-invoker-name

metadata メタデータプロパ
ティー。

いいえ metadata

Tx 分離プールなし true の場合、グローバル
トランザクションに登録
され、その逆の場合、
データソースはトランザ
クション外部の接続を再
利用できません。デフォ
ルトは Yes です。

いいえ no-tx-separate-pools

プレフィル 接続プールを最小接続数
にプレフィルするかどう
か。注記： この機能
は、サポートプール
(OnePool)のみをサポー
トしています。プールが
これをサポートしない場
合、警告はログにありま
す。デフォルトは No で
す。

いいえ プレフィル

セキュリティー設定 プールの接続のセキュリ
ティー設定。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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統計フォーマッター このデータソースの管理
された接続プール統計の
フォーマットに使用する
クラスの完全修飾クラス
名。クラスは
org.jboss.resource.statis
tic.formatter.StatisticsF
ormatter. インター
フェースを実装する必要
があります。デフォルト
は
「org.jboss.resource.sta
tistic.pool.JBossDefault
SubPoolStatisticFormat
ter」です。

いいえ statistics-formatter

タイプマッピング conf/standardjbosscmp
-jdbc.xml の対応する
type-mapping の名前。
デフォルトで提供される
タイプマッピング：
DB2、InformixDB、
MaxDB、mySQL、
Oracle9i、PointBase、
InterBase、Mimer
SQL、Fi、Sybase、
SOLID、Hypersonic
SQL、FirstSQL/J、MS
SQLSERVER2000、MS
SQLSERVER2000、
Cloudscape、Derby、
Firebird、Postgres、
Sybase、Ingres.これら
の事前定義されたマッピ
ングに加えて、カスタム
タイプのマッピングが定
義されている可能性があ
ることに注意してくださ
い。

いいえ type-mapping

Java コンテキストの使
用

JNDI 名を「java」コン
テキストでバインドする
かどうかを示します。こ
れにより、JBossAS 仮
想マシンからのみ
DataSource にアクセス
できます。デフォルトは
Yes です。

いいえ use-java-context

Name description 必須必須 内部名内部名
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Use Strict Min min-pool-size の下にあ
るアイドル接続を閉じる
べきかどうか。デフォル
トは No です。

いいえ use-strict-min

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。デフォルトは Yes
です。

いいえ validate-on-match

有効な接続 SQL の確認 プール接続の有効性を確
認するために使用する
SQL ステートメント。

いいえ check-valid-connection-
sql

接続定義 RAR デプロイメント内
の接続定義は、接続ファ
クトリーインターフェー
ス（例：
「javax.sql.DataSource
」）によって一意に識別
されます。

いいえ connection-definition

例外ソートクラス名 JDBC 例外がブロード
キャストされるかどうか
を確認するために使用さ
れる
org.jboss.resource.adapt
er.jdbc.ExceptionSorter
インターフェースを実装
する Java クラスの完全
修飾名。

いいえ exception-sorter-class-
name

新しい接続 SQL 新しい接続がプールに追
加されるたびに実行する
SQL ステートメント。
これは、接続スキーマの
設定などに使用できま
す。

いいえ new-connection-sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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準備済みステートメント
キャッシュサイズ

後続のリクエストで開
き、再利用する接続ごと
の準備済みステートメン
トの数。これらは LRU
キャッシュに保存されま
す。キャッシュを無効に
するには 0 に設定しま
す。デフォルトは 0 で
す。

いいえ prepared-statement-
cache-size

クエリータイムアウト 設定したクエリーのタイ
ムアウト（秒単位）。値
が 0 の場合はタイムア
ウトなしを意味します。
デフォルトは 0 です。

いいえ query-timeout

Rar 名 ネストされた rars の接
続マネージャー
MBean（例： jms-ra.rar
または
myapplication.ear#my.ra
r）に関連付ける RAR デ
プロイメント。

いいえ rar-name

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうか。トランザク
ションがない場合には、
設定されたクエリーのタ
イムアウトが使用されま
す。デフォルトは No で
す。

いいえ set-tx-query-timeout

ファイル共有の準備済み
ステートメント

準備用ステートメントを
共有すべきか？デフォル
トは No です。

いいえ share-prepared-
statements

古い接続チェッカークラ
ス名

接続が古くなったかどう
かを確認するために使用
される Java クラスの完
全修飾名。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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ステートメントの追跡 接続がプールに返された
ときに閉じられていない
Statement および
ResultSet をチェックす
るかどうか。デフォルト
は "yes-no-warnings" で
す。

いいえ track-statements

トランザクション分離 トランザクション分離レ
ベル。デフォルト設定で
は、どの分離レベルが
データベースでデフォル
トで提供されるかを使用
します。

いいえ transaction-isolation

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url プロパ
ティーの値に URL の区
切り文字を指定します。
デフォルトは "|" です。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.resource.adapt
er.jdbc.URLSelectorStra
tegy インターフェース
を実装する Java クラス
の完全修飾クラス名。

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みのタイムアウト
（ミリ秒単位）。値が 0
の場合はタイムアウトな
しを意味します。デフォ
ルトは 0 です。

いいえ use-try-lock

有効な接続チェッカーク
ラス名

プールから接続を渡す前
に pingDatabase メソッ
ドを使用して、
org.jboss.resource.adapt
er.jdbc.ValidConnection
Checker を実装する
Java クラスの完全修飾
名。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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interleaving true の場合、データベー
スベンダーがトランザク
ションインターリービン
グをサポートする場合
は、トランザクションイ
ンターリービングを有効
にします（大半は使用し
ません）。このプロパ
ティーは、以前のバー
ジョンの JBoss AS から
「track-connection-by-
tx」プロパティーを置き
換えます。デフォルトは
false です。

いいえ interleaving

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.117 metrics

Name description

flush プールの接続をフラッシュします。

フォーマットされたサブプールの統計の一覧表示 フォーマットされたサブプール統計レポートの取得

統計の一覧表示 統計レポートの取得

テスト接続 接続を取得できるかどうかをテストし - 接続が取得
された場合は true を返します。NOTE: この操作は常
に Successful のステータスを返す。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.5. jbossas5: Tx ConnectionFactory サービスなしサービスなし

概要概要

表表3.118 概要概要

説明： JTA トランザクションに参加しない
ConnectionFactory。
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.119

Name description 必須必須 内部名内部名

カスタムプロパティー カスタムプロパティー名
のリストを、これらのプ
ロパティーに使用する
org.rhq.plugins.jbossas5.
adapter.api.PropertyAda
pter 実装の完全修飾ク
ラス名にマッピングしま
す。

いいえ customProperties

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

テンプレート名  ◯ templateName

Component Name プロ
パティー

このタイプの新規
Resource の作成時に、
値が基盤の
ManagedComponent 名
として使用する必要があ
る Resource 設定プロパ
ティーの名前。

◯ componentNameProper
ty

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.120 metrics
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Name type description 内部名内部名

Run State trait Run State runState

接続が利用可能か？ trait 基礎となるデータプロバ
イダーへの接続を取得で
きますか。このメトリク
スを有効にする前に、ド
キュメントを参照してく
ださい。

custom.connectionAvail
able

プール JNDI 名 trait プール JNDI 名 poolJndiName

利用可能な接続数 measurement 利用可能な接続の数。 availableConnectionCou
nt

接続数 measurement 接続数 connectionCount

接続が作成された数 measurement 接続が作成された数 connectionCreatedCou
nt

接続破棄数 measurement 接続破棄数 connectionDestroyedCo
unt

使用時接続数 measurement 現在使用中の接続の曖昧
さ。

inUseConnectionCount

使用中の接続の最大数 measurement 使用中の最大接続数。 maxConnectionsInUseC
ount

最大サイズ measurement 最大サイズ maxSize

最小サイズ measurement 最小サイズ minSize

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.121

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 接続ファクトリーをバイ
ンドするグローバル
JNDI 名。

◯ jndi-name
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Rar 名 提供するリソースの定義
が含まれる RAR ファイ
ルの名前。ネストされた
RAR ファイルの場合に
は、名前は
myapplication.ear#my.ra
r のようになります。

◯ rar-name

接続定義 接続ファクトリーイン
ターフェースクラス。
ra.xml ファイルの
connectionfactory-
interface と一致する必
要があります。

◯ connection-definition

最小プールサイズ プールが保持する最小接
続数。デフォルトは 0
です。

いいえ min-pool-size

最大プールサイズ プールが保持するべき最
大接続数。デフォルトは
10 です。

いいえ max-pool-size

割り当て再試行 例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数。デフォルトは 0 で
す。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルトは 5000（5 秒）で
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

バックグラウンド検証 接続をバックグラウンド
で検証するか、または使
用前に検証するかを指定
します。バックグラウン
ド検証は、接続の検証時
に RDBMS システムの全
体的な負荷を減らすこと
が意図されています。デ
フォルトは No です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

ConnectionValidator が
実行される間隔（ミリ秒
単位）。バックグラウン
ド検証を無効にするには
0 に設定します。デフォ
ルトは 0 です。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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ミリ秒単位のタイムアウ
トのブロック

例外が発生する前に接続
を待機している間にブ
ロックする最大時間（ミ
リ秒単位）を示します。
これは、接続の許可を待
機している間にのみブ
ロックされ、新規接続の
作成に長時間かかる場合
は例外は発生しません。
デフォルトは
30000（30 秒）です。

いいえ blocking-timeout-millis

idle Timeout 接続が閉じられるまでの
アイドル最大時間（分単
位）。デフォルトは 30
です。

いいえ idle-timeout-minutes

同一の RM オーバーライ
ド値

設定した場合、無条件で
ブール値の戻り値を
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)に設定します。

いいえ isSameRM-override-
value

JMX Invoker Name このデータソースに関連
付けられた JMX Invoker
MBean の
ObjectName。

いいえ jmx-invoker-name

metadata メタデータプロパ
ティー。

いいえ metadata

Tx 分離プールなし true の場合、グローバル
トランザクションに登録
され、その逆の場合、
データソースはトランザ
クション外部の接続を再
利用できません。デフォ
ルトは Yes です。

いいえ no-tx-separate-pools

プレフィル 接続プールを最小接続数
にプレフィルするかどう
か。注記： この機能
は、サポートプール
(OnePool)のみをサポー
トしています。プールが
これをサポートしない場
合、警告はログにありま
す。デフォルトは No で
す。

いいえ プレフィル

Name description 必須必須 内部名内部名
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セキュリティー設定 プールの接続のセキュリ
ティー設定。

いいえ security-domain

統計フォーマッター このデータソースの管理
された接続プール統計の
フォーマットに使用する
クラスの完全修飾クラス
名。クラスは
org.jboss.resource.statis
tic.formatter.StatisticsF
ormatter. インター
フェースを実装する必要
があります。デフォルト
は
「org.jboss.resource.sta
tistic.pool.JBossDefault
SubPoolStatisticFormat
ter」です。

いいえ statistics-formatter

タイプマッピング conf/standardjbosscmp
-jdbc.xml の対応する
type-mapping の名前。
デフォルトで提供される
タイプマッピング：
DB2、InformixDB、
MaxDB、mySQL、
Oracle9i、PointBase、
InterBase、Mimer
SQL、Fi、Sybase、
SOLID、Hypersonic
SQL、FirstSQL/J、MS
SQLSERVER2000、MS
SQLSERVER2000、
Cloudscape、Derby、
Firebird、Postgres、
Sybase、Ingres.これら
の事前定義されたマッピ
ングに加えて、カスタム
タイプのマッピングが定
義されている可能性があ
ることに注意してくださ
い。

いいえ type-mapping

Java コンテキストの使
用

JNDI 名を「java」コン
テキストでバインドする
かどうかを示します。こ
れにより、JBossAS 仮
想マシンからのみ
DataSource にアクセス
できます。デフォルトは
Yes です。

いいえ use-java-context

Name description 必須必須 内部名内部名
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Use Strict Min min-pool-size の下にあ
るアイドル接続を閉じる
べきかどうか。デフォル
トは No です。

いいえ use-strict-min

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。デフォルトは Yes
です。

いいえ validate-on-match

Config プロパティー ManagedConnectionFac
tory(MCF)MBean サー
ビス設定に提供するプロ
パティー。

いいえ config-property

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.122 metrics

Name description

flush プールの接続をフラッシュします。

フォーマットされたサブプールの統計の一覧表示 フォーマットされたサブプール統計レポートの取得

統計の一覧表示 統計レポートの取得

テスト接続 接続を取得できるかどうかをテストし - 接続が取得
された場合は true を返します。NOTE: この操作は常
に Successful のステータスを返す。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.6. jbossas5: Tx ConnectionFactory サービスサービス

概要概要

表表3.123 概要概要
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表表3.123 概要概要

説明： JTA トランザクションに関与する
ConnectionFactory。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.124

Name description 必須必須 内部名内部名

カスタムプロパティー カスタムプロパティー名
のリストを、これらのプ
ロパティーに使用する
org.rhq.plugins.jbossas5.
adapter.api.PropertyAda
pter 実装の完全修飾ク
ラス名にマッピングしま
す。

いいえ customProperties

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

テンプレート名  ◯ templateName

Component Name プロ
パティー

このタイプの新規
Resource の作成時に、
値が基盤の
ManagedComponent 名
として使用する必要があ
る Resource 設定プロパ
ティーの名前。

◯ componentNameProper
ty

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.125 metrics
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表表3.125 metrics

Name type description 内部名内部名

トランザクションタイプ trait この接続ファクトリーに
よって使用されるトラン
ザクションのタイプ
（ローカルまたは XA）

custom.transactionType

Run State trait Run State runState

接続が利用可能か？ trait 基礎となるデータプロバ
イダーへの接続を取得で
きますか。このメトリク
スを有効にする前に、ド
キュメントを参照してく
ださい。

custom.connectionAvail
able

プール JNDI 名 trait プール JNDI 名 poolJndiName

利用可能な接続数 measurement 利用可能な接続の数。 availableConnectionCou
nt

接続数 measurement 接続数 connectionCount

接続が作成された数 measurement 接続が作成された数 connectionCreatedCou
nt

接続破棄数 measurement 接続破棄数 connectionDestroyedCo
unt

使用時接続数 measurement 現在使用中の接続の曖昧
さ。

inUseConnectionCount

使用中の接続の最大数 measurement 使用中の最大接続数。 maxConnectionsInUseC
ount

最大サイズ measurement 最大サイズ maxSize

最小サイズ measurement 最小サイズ minSize

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.126
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Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 接続ファクトリーをバイ
ンドするグローバル
JNDI 名。

◯ jndi-name

Rar 名 提供するリソースの定義
が含まれる RAR ファイ
ルの名前。ネストされた
RAR ファイルの場合に
は、名前は
myapplication.ear#my.ra
r のようになります。

◯ rar-name

接続定義 接続ファクトリーイン
ターフェースクラス。
ra.xml ファイルの
connectionfactory-
interface と一致する必
要があります。

◯ connection-definition

最小プールサイズ プールが保持する最小接
続数。デフォルトは 0
です。

いいえ min-pool-size

最大プールサイズ プールが保持するべき最
大接続数。デフォルトは
10 です。

いいえ max-pool-size

XA トランザクション XA トランザクションを
使用しないかどうか。デ
フォルトは No です。

いいえ xa-transaction

割り当て再試行 例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数。デフォルトは 0 で
す。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルトは 5000（5 秒）で
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis
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バックグラウンド検証 接続をバックグラウンド
で検証するか、または使
用前に検証するかを指定
します。バックグラウン
ド検証は、接続の検証時
に RDBMS システムの全
体的な負荷を減らすこと
が意図されています。デ
フォルトは No です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

ConnectionValidator が
実行される間隔（ミリ秒
単位）。バックグラウン
ド検証を無効にするには
0 に設定します。デフォ
ルトは 0 です。

いいえ background-validation-
millis

ミリ秒単位のタイムアウ
トのブロック

例外が発生する前に接続
を待機している間にブ
ロックする最大時間（ミ
リ秒単位）を示します。
これは、接続の許可を待
機している間にのみブ
ロックされ、新規接続の
作成に長時間かかる場合
は例外は発生しません。
デフォルトは
30000（30 秒）です。

いいえ blocking-timeout-millis

idle Timeout 接続が閉じられるまでの
アイドル最大時間（分単
位）。デフォルトは 30
です。

いいえ idle-timeout-minutes

同一の RM オーバーライ
ド値

設定した場合、無条件で
ブール値の戻り値を
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)に設定します。

いいえ isSameRM-override-
value

JMX Invoker Name このデータソースに関連
付けられた JMX Invoker
MBean の
ObjectName。

いいえ jmx-invoker-name

metadata メタデータプロパ
ティー。

いいえ metadata

Name description 必須必須 内部名内部名
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Tx 分離プールなし true の場合、グローバル
トランザクションに登録
され、その逆の場合、
データソースはトランザ
クション外部の接続を再
利用できません。デフォ
ルトは Yes です。

いいえ no-tx-separate-pools

プレフィル 接続プールを最小接続数
にプレフィルするかどう
か。注記： この機能
は、サポートプール
(OnePool)のみをサポー
トしています。プールが
これをサポートしない場
合、警告はログにありま
す。デフォルトは No で
す。

いいえ プレフィル

セキュリティー設定 プールの接続のセキュリ
ティー設定。

いいえ security-domain

統計フォーマッター このデータソースの管理
された接続プール統計の
フォーマットに使用する
クラスの完全修飾クラス
名。クラスは
org.jboss.resource.statis
tic.formatter.StatisticsF
ormatter. インター
フェースを実装する必要
があります。デフォルト
は
「org.jboss.resource.sta
tistic.pool.JBossDefault
SubPoolStatisticFormat
ter」です。

いいえ statistics-formatter

Name description 必須必須 内部名内部名
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タイプマッピング conf/standardjbosscmp
-jdbc.xml の対応する
type-mapping の名前。
デフォルトで提供される
タイプマッピング：
DB2、InformixDB、
MaxDB、mySQL、
Oracle9i、PointBase、
InterBase、Mimer
SQL、Fi、Sybase、
SOLID、Hypersonic
SQL、FirstSQL/J、MS
SQLSERVER2000、MS
SQLSERVER2000、
Cloudscape、Derby、
Firebird、Postgres、
Sybase、Ingres.これら
の事前定義されたマッピ
ングに加えて、カスタム
タイプのマッピングが定
義されている可能性があ
ることに注意してくださ
い。

いいえ type-mapping

Java コンテキストの使
用

JNDI 名を「java」コン
テキストでバインドする
かどうかを示します。こ
れにより、JBossAS 仮
想マシンからのみ
DataSource にアクセス
できます。デフォルトは
Yes です。

いいえ use-java-context

Use Strict Min min-pool-size の下にあ
るアイドル接続を閉じる
べきかどうか。デフォル
トは No です。

いいえ use-strict-min

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。デフォルトは Yes
です。

いいえ validate-on-match

Name description 必須必須 内部名内部名
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Config プロパティー ManagedConnectionFac
tory(MCF)MBean サー
ビス設定に提供するプロ
パティー。

いいえ config-property

interleaving true の場合、データベー
スベンダーがトランザク
ションインターリービン
グをサポートする場合
は、トランザクションイ
ンターリービングを有効
にします（大半は使用し
ません）。XA トランザ
クションが有効な場合に
のみ true に設定できま
す。このプロパティー
は、以前のバージョンの
JBoss AS から「track-
connection-by-tx」プロ
パティーを置き換えま
す。デフォルトは false
です。

いいえ interleaving

XA リソースタイムアウ
ト

XA リソースを削除する
前にアイドル状態になる
最大時間（分単位）。0
はタイムアウトなしを意
味します。デフォルトは
0 です。

いいえ xa-resource-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.127 metrics

Name description

flush プールの接続をフラッシュします。

フォーマットされたサブプールの統計の一覧表示 フォーマットされたサブプール統計レポートの取得

統計の一覧表示 統計レポートの取得
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テスト接続 接続を取得できるかどうかをテストし - 接続が取得
された場合は true を返します。NOTE: この操作は常
に Successful のステータスを返す。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.7. jbossas5: JBoss Messaging Service

概要概要

表表3.128 概要概要

説明： JBoss Messaging JMS プロバイダー

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas5: キューサービス」

「jbossas5: Topic Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.129

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.7.1. jbossas5: キューサービスキューサービス

概要概要

表表3.130 概要概要

説明： a JMS queue

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

注記注記

メッセージカウンターメトリクスはデフォルトでは収集されません。指定のアプリケー
ションサーバーインスタンスのすべての Topics およびキューに対してこれらのメトリク
スを収集するには、インスタンスの JMX コンソールに移動し、
{{jboss.messaging:service=ServerPeer}} MBean で {{enableMessageCounters}} 操作を呼
び出します。アプリケーションサーバーが再起動してもメッセージカウンターが依然と
して有効になるようにするには、そのインスタンスの {{deploy/messaging/messaging-
service.xml}} ファイルを編集し、{{EnableMessageCounters}} 属性を「true」に設定し
ます。

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.131

Name description 必須必須 内部名内部名

Jms Type  ◯ jms-type

カスタムプロパティー カスタムプロパティー名
のリストを、これらのプ
ロパティーに使用する
org.rhq.plugins.jbossas5.
adapter.api.PropertyAda
pter 実装の完全修飾ク
ラス名にマッピングしま
す。

いいえ customProperties

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType
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コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

テンプレート名  ◯ templateName

Component Name プロ
パティー

このタイプの新規
Resource の作成時に、
値が基盤の
ManagedComponent 名
として使用する必要があ
る Resource 設定プロパ
ティーの名前。

◯ componentNameProper
ty

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.132 metrics

Name type description 内部名内部名

Run State trait Run State runState

プログラム作成 trait このキューはプログラム
で作成されました
か？Yes の場合、キュー
はアプリケーションサー
バーの再起動後も維持さ
れません。No の場合、
デプロイメント XML
ファイルを使用して
キューが作成されまし
た。

createdProgrammaticall
y

メッセージカウンター履
歴日の制限

trait このキューのメッセージ
カウンター履歴日制限：
<0: unlimited, =0: history
disabled, >0: maximum
day count

messageCounterHistory
DayLimit

コンシューマー数 measurement キューのコンシューマー
数

consumerCount
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配信数 measurement 現在配信されているメッ
セージの数

deliveringCount

メッセージ数 measurement キュー内のメッセージ数 messageCount

スケジュールされたメッ
セージ数

measurement キューにスケジュールさ
れているメッセージの数

scheduledMessageCoun
t

count measurement 起動時または最後のカウ
ンターリセット後のメッ
セージの合計数

messageStatistics.count

最新バージョンのカウン
ト

measurement 最後のメソッド呼び出し
からのメッセージ数の
delta

messageStatistics.count
Delta

depth measurement ディスパッチを待機して
いるキュー内の保留中の
メッセージの現在のメッ
セージ数。

messageStatistics.depth

Depend Delta measurement 最後のメソッド呼び出し
後の保留中のメッセージ
の差分

messageStatistics.depth
Delta

最終更新日時 measurement 最後のメッセージのタイ
ムスタンプを追加

messageStatistics.timeL
astUpdate

clustered trait True このキューがクラ
スター化される場合は
false です。

clustered

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.133

Name description 必須必須 内部名内部名

Name このキューの名前
（例：）'myQueue'）。

◯ Name
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JNDI 名 このキューの JNDI 名
（例：
'/queue/MyQueue'）。

◯ JNDIName

clustered このキューはクラスター
化されているか？既存の
キューの場合、このプロ
パティーは読み取り専用
になります。新規キュー
の作成時に指定されてい
ない場合、デフォルト値
は false になります。

いいえ clustered

キャッシュサイズを下げ
る

サブスクリプションから
ストレージにページング
を行うと、ストレージに
書き込まれる前に最初に
「Down Cache」に移動
します。これにより、書
き込みが単一の操作とし
て実行されるようにな
り、パフォーマンスが向
上します。この設定で
は、ダウンキャッシュが
ストレージにフラッシュ
されるまでのメッセージ
の最大数を決定します。
このプロパティーが更新
されても、キューが再起
動されるまで有効になり
ません。デフォルト値は
2000 です。

いいえ downCacheSize

フルサイズ メモリーに保持される
キューのメッセージの最
大数。実際キューは、こ
の数を超えるメッセージ
を保持できますが、メッ
セージが追加または消費
されるため、必要に応じ
てストレージとの間で
ページングされます。こ
のプロパティーが更新さ
れても、キューが再起動
されるまで有効になりま
せん。デフォルト値は
200000 です。

いいえ fullSize

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大配信試行回数 このキューのサブスクラ
イバーにメッセージが
DLQ に移動されるまで
の配信試行回数。デフォ
ルト値は 10 です。-1 を
値として指定すると、デ
フォルト値を使用する必
要があります。

いいえ maxDeliveryAttempts

最大サイズ このキューが破棄される
まで保持できるメッセー
ジの最大数。-1 を値とし
て指定すると、最大値は
ありません。デフォルト
値は -1 です。

いいえ maxSize

ページサイズ サブスクリプションから
メッセージを読み込む場
合、これは 1 つの操作で
事前ロードするメッセー
ジの最大数になります。
フルサイズ未満で、
キャッシュサイズを下回
る必要があります。この
プロパティーが更新され
ても、キューが再起動さ
れるまで有効になりませ
ん。デフォルト値は
2000 です。

いいえ pageSize

redelivery Delay ロールバックまたはリカ
バリーされたメッセージ
が再配信されるまでの遅
延（ミリ秒単位）。再配
信を無効にするには 0
に設定します。デフォル
ト値は 0 です。-1 を値
として指定すると、デ
フォルト値を使用する必
要があります。

いいえ redeliveryDelay

DLQ このキューのデッドレ
ターキュー(DLQ)の
JMX
ObjectName（例：
"jboss.messaging.destin
ation:service=Queue,na
me=PrivateDLQ"）- は
サーバーピアのデフォル
ト DLQ をオーバーライ
ドします。

いいえ DLQ

Name description 必須必須 内部名内部名
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期限切れキュー このキューの期限切れ
キューの JMX
ObjectName（例：
"jboss.messaging.destin
ation:service=Queue,na
me=PrivateExpiryQueue
"）はサーバーピアのデ
フォルト期限切れキュー
を上書きします。

いいえ expiryQueue

サーバーピア このキューがデプロイさ
れたサーバーピアの
JMX
ObjectName（例：
"jboss.messaging:service
=ServerPeer"）。このプ
ロパティーが更新されて
も、キューが再起動され
るまで有効になりませ
ん。

いいえ serverPeer

セキュリティー設定 この要素は、
SecurityManager が接続
先に対してクライアント
操作を承認するために使
用するアクセス制御リス
トを記述する XML フラ
グメントを指定します。
コンテンツモデルは
SecurityManager
SecurityConf 属性と同
じです。

◯ securityConfig

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.134 metrics

Name description

すべてのメッセージの削除 宛先からすべてのメッセージを削除します。

start 宛先を開始します。

stop 宛先を停止します。
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すべてのメッセージの一覧表示 指定されたセレクターのメッセージをすべて一覧表
示する

永続性のあるメッセージの表示 指定されたセレクターの永続メッセージをすべて一
覧表示する

実行中でないメッセージの一覧表示 指定されたセレクターの永続不可能なメッセージを
すべて一覧表示する

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML として取得します。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を HTML として取得しま
す。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

メッセージカウンター履歴のリセット メッセージカウンター履歴をリセットします。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.7.2. jbossas5: Topic Service

概要概要

表表3.135 概要概要

説明： JMS トピック

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

注記注記

メッセージカウンターメトリクスはデフォルトでは収集されません。指定のアプリケー
ションサーバーインスタンスのすべての Topics およびキューに対してこれらのメトリク
スを収集するには、インスタンスの JMX コンソールに移動し、
{{jboss.messaging:service=ServerPeer}} MBean で {{enableMessageCounters}} 操作を呼
び出します。アプリケーションサーバーが再起動してもメッセージカウンターが依然と
して有効になるようにするには、そのインスタンスの {{deploy/messaging/messaging-
service.xml}} ファイルを編集し、{{EnableMessageCounters}} 属性を「true」に設定し
ます。

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
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表表3.136

Name description 必須必須 内部名内部名

Jms Type  ◯ jms-type

カスタムプロパティー カスタムプロパティー名
のリストを、これらのプ
ロパティーに使用する
org.rhq.plugins.jbossas5.
adapter.api.PropertyAda
pter 実装の完全修飾ク
ラス名にマッピングしま
す。

いいえ customProperties

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

テンプレート名  ◯ templateName

Component Name プロ
パティー

このタイプの新規
Resource の作成時に、
値が基盤の
ManagedComponent 名
として使用する必要があ
る Resource 設定プロパ
ティーの名前。

◯ componentNameProper
ty

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.137 metrics

Name type description 内部名内部名

Run State trait Run State runState
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プログラム作成 trait このトピックはプログラ
ムで作成されたか？Yes
の場合、トピックはアプ
リケーションサーバーの
再起動後も維持されませ
ん。No の場合、デプロ
イメント XML ファイル
を使用してトピックが作
成されました。

createdProgrammaticall
y

メッセージカウンター履
歴日の制限

trait このトピックのメッセー
ジカウンター履歴日制
限： <0: unlimited, =0:
history disabled, >0:
maximum day count

messageCounterHistory
DayLimit

すべてのメッセージ数 measurement このトピックへの全サブ
スクリプションに含まれ
るメッセージの数

allMessageCount

すべてのサブスクリプ
ション数

measurement このトピックの全サブス
クリプション数

allSubscriptionsCount

永続メッセージ数 measurement このトピックのすべての
永続的サブスクリプショ
ンのメッセージ数

durableMessageCount

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement このトピックへの永続的
サブスクリプションの数

durableSubscriptionsCo
unt

実行中でないメッセージ
数

measurement このトピックに対する永
続的でないサブスクリプ
ションのすべてのメッ
セージ数

nonDurableMessageCou
nt

実行中でないサブスクリ
プション数

measurement このトピックへの永続的
でないサブスクリプショ
ンの数

nonDurableSubscription
sCount

clustered trait True このトピックがク
ラスター化される場合は
false です。

clustered

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.138
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表表3.138

Name description 必須必須 内部名内部名

Name このトピックの名前
（例：）'MYTOPIC'）。

◯ Name

JNDI 名 このトピックの JNDI 名
（例：
'/topic/MyTopic'）

◯ JNDIName

clustered このトピックはクラス
ター化されているか？既
存のトピックでは、この
プロパティーは読み取り
専用になります。新規ト
ピックの作成時に指定さ
れていない場合、デフォ
ルト値は false です。

いいえ clustered

キャッシュサイズを下げ
る

サブスクリプションから
ストレージにページング
を行うと、ストレージに
書き込まれる前に最初に
「Down Cache」に移動
します。これにより、書
き込みが単一の操作とし
て実行されるようにな
り、パフォーマンスが向
上します。この設定で
は、ダウンキャッシュが
ストレージにフラッシュ
されるまでのメッセージ
の最大数を決定します。
このプロパティーが更新
されても、トピックが再
起動されるまで有効にな
りません。デフォルト値
は 2000 です。

いいえ downCacheSize

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

328



フルサイズ トピックサブスクリプ
ションが一度に保持する
メッセージの最大数。実
際サブスクリプションは
この数を超えるメッセー
ジを保持できますが、
メッセージが追加または
消費されるため、必要に
応じてストレージとの間
でページングされます。
このプロパティーが更新
されても、トピックが再
起動されるまで有効にな
りません。デフォルト値
は 200000 です。

いいえ fullSize

最大配信試行回数 このトピックのサブスク
ライバーにメッセージが
DLQ に移動されるまで
の配信試行回数。デフォ
ルト値は 10 です。-1 を
値として指定すると、デ
フォルト値を使用する必
要があります。

いいえ maxDeliveryAttempts

最大サイズ 破棄されるまでこのト
ピックが保持できるメッ
セージの最大数。-1 を値
として指定すると、最大
値はありません。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ maxSize

ページサイズ サブスクリプションから
メッセージを読み込む場
合、これは 1 つの操作で
事前ロードするメッセー
ジの最大数になります。
フルサイズ未満で、
キャッシュサイズを下回
る必要があります。この
プロパティーが更新され
ても、トピックが再起動
されるまで有効になりま
せん。デフォルト値は
2000 です。

いいえ pageSize

Name description 必須必須 内部名内部名
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redelivery Delay ロールバックまたはリカ
バリーされたメッセージ
が再配信されるまでの遅
延（ミリ秒単位）。再配
信を無効にするには 0
に設定します。デフォル
ト値は 0 です。-1 を値
として指定すると、デ
フォルト値を使用する必
要があります。

いいえ redeliveryDelay

DLQ このトピック（例：
"jboss.messaging.destin
ation:service=Queue,na
me=PrivateDLQ"）の
デッドレターキュー
(DLQ)の JMX
ObjectName は、サー
バーピアのデフォルト
DLQ をオーバーライド
します。

いいえ DLQ

期限切れキュー このトピックの期限切れ
キューの JMX
ObjectName（例：
"jboss.messaging.destin
ation:service=Queue,na
me=PrivateExpiryQueue
"）はサーバーピアのデ
フォルト期限切れキュー
を上書きします。

いいえ expiryQueue

サーバーピア サーバーピアこのトピッ
クの JMX ObjectName
がデプロイされました
（例：
"jboss.messaging:service
=ServerPeer"）。このプ
ロパティーが更新されて
も、トピックが再起動さ
れるまで有効になりませ
ん。

いいえ serverPeer

Name description 必須必須 内部名内部名
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セキュリティー設定 この要素は、
SecurityManager が接続
先に対してクライアント
操作を承認するために使
用するアクセス制御リス
トを記述する XML フラ
グメントを指定します。
コンテンツモデルは
SecurityManager
SecurityConf 属性と同
じです。

◯ securityConfig

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.139 metrics

Name description

すべてのメッセージの削除 宛先からすべてのメッセージを削除します。

start 宛先を開始します。

stop 宛先を停止します。

すべてのメッセージの一覧表示 指定されたセレクターを使用して、指定したサブス
クリプションのメッセージをすべて一覧表示しま
す。

永続性のあるメッセージの表示 指定されたセレクターで、指定したサブスクリプ
ションの永続メッセージをすべて一覧表示します。

実行中でないメッセージの一覧表示 指定されたセレクターで、指定したサブスクリプ
ションの永続的でないメッセージをすべて一覧表示
する

すべてのサブスクリプションの一覧表示 トピックのすべてのサブスクリプションを返しま
す。

すべてのサブスクリプションを HTML として一覧表
示

トピックのすべてのサブスクリプションを HTML と
して返します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 トピックのすべての永続的サブスクリプションを返
します。
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永続性のあるサブスクリプションを HTML として一
覧表示

トピックのすべての永続的サブスクリプションを
HTML として返します。

永続的でないサブスクリプションの一覧表示 トピックのすべての非永続的サブスクリプションを
返します。

非永続的なサブスクリプションを HTML として一覧
表示

トピックのすべての非永続的サブスクリプションを
HTML として返します。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.8. jbossas5: エンタープライズアプリケーションエンタープライズアプリケーション(EAR)サービスサービス

概要概要

表表3.140 概要概要

説明： JEE エンタープライズアプリケーション(EAR)

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.141

Name description 必須必須 内部名内部名

デプロイメントキー この EAR のプロファイ
ルサービスキー

◯ deploymentKey

extension  ◯ extension

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

デプロイメントタイプ名 このデプロイメントのタ
イプに対応する
org.jboss.deployers.spi.
management.KnownDep
loymentTypes 列挙のア
イテムの名前。

◯ deploymentTypeName

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.142 metrics

Name type description 内部名内部名

path trait この EAR ファイルまた
はディレクトリーの絶対
パス

custom.path

展開済みか？ trait この EAR がデプロイさ
れるかどうか（ディレク
トリーとしての）

custom.exploded

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.143 metrics

Name description

start この EAR を開始します。

stop この EAR を停止します。

restart この EAR を停止し、再起動します。

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.144 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

EAR ファイル deployable  

3.2.1.9. jbossas5: Web アプリケーションアプリケーション(WAR)サービスサービス

概要概要

表表3.145 概要概要
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表表3.145 概要概要

説明： スタンドアロン Web アプリケーション(WAR)

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas5: Web アプリケーションコンテキストサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.146

Name description 必須必須 内部名内部名

デプロイメントキー この WAR のプロファイ
ルサービスキー

◯ deploymentKey

コンテキストパス この WAR のコンテキス
トパス（例： /admin-
console）

いいえ contextPath

extension  ◯ extension

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

デプロイメントタイプ名 このデプロイメントのタ
イプに対応する
org.jboss.deployers.spi.
management.KnownDep
loymentTypes 列挙のア
イテムの名前。

◯ deploymentTypeName

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.147 metrics

Name type description 内部名内部名

path trait この WAR ファイルまた
はディレクトリーの絶対
パス

custom.path
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展開済みか？ trait この WAR がデプロイさ
れるかどうか（ディレク
トリーとしての）

custom.exploded

コンテキストルート trait この WAR のコンテキス
トルート（例： jmx-
console）- この WAR に
対応する URL の一意の
パス接頭辞として使用さ
れます。

contextRoot

仮想ホスト trait この WAR がデプロイさ
れる仮想ホスト

virtualHosts

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.148 metrics

Name description

start この WAR を開始します。

stop この WAR を停止します。

restart この WAR を停止し、再起動します。

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.149 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

WAR ファイル deployable  

3.2.1.9.1. jbossas5: Web アプリケーションコンテキストサービスアプリケーションコンテキストサービス

概要概要

表表3.150 概要概要
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説明： web アプリケーションコンテキスト

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.151

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

応答時間ログファイル この Web アプリケー
ションの response-time
統計が含まれるログファ
イルへのフルパス。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

仮想ホスト この WAR の仮想ホスト
（例： localhost）

◯ virtualHost

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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表表3.152 metrics

Name type description 内部名内部名

clustered trait この Web アプリケー
ションコンテキストがク
ラスター化される場合は
true

clustered

仮想ホスト trait このコンテキストが関連
付けられる仮想ホスト

virtualHost

応答時間 calltime この Webapp で処理さ
れる要求の最小、最大、
および平均の応答時間。

responseTime

現在アクティブなセッ
ション

measurement この WAR で現在アク
ティブなセッションの数

activeSessions

アクティブなセッション
の最大数

measurement この WAR に対してアク
ティブなセッションの最
大数

maxActive

作成されたセッション measurement この WAR 用に作成され
たセッションの数

sessionCounter

作成済みセッション（1
分あたりのセッション）

measurement この WAR 用に作成され
たセッションの数

sessionCounter

期限切れのセッション measurement この WAR の期限切れ
セッションの数

expiredSessions

1 分あたりの期限切れ
セッション数

measurement この WAR の期限切れ
セッションの数

expiredSessions

拒否されたセッション measurement この WAR に対して拒否
されたセッションの数

rejectedSessions

拒否されたセッション
（1 分あたりのセッショ
ン）

measurement この WAR に対して拒否
されたセッションの数

rejectedSessions

セッション配信の平均時
間

measurement この WAR セッションの
有効期間の平均

sessionAverageAliveTim
e

セッションの最大配信時
間

measurement この WAR セッションの
最大有効期間

sessionMaxAliveTime
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最小応答時間 measurement この WAR によってサー
ビスされる要求の最小応
答時間。

Servlet.minimumRespon
seTime

平均応答時間 measurement この WAR によって処理
される要求の平均応答時
間。

Servlet.averageRespons
eTime

応答の最大時間 measurement この WAR によって処理
される要求の最大応答時
間。

Servlet.maximumRespo
nseTime

応答時間の合計 measurement この WAR によって処理
される要求の合計応答時
間。

Servlet.totalResponseTi
me

1 分あたりの応答時間の
合計

measurement この WAR によって処理
される要求の合計応答時
間。

Servlet.totalResponseTi
me

Requests Serviced の数 measurement この WAR によって処理
される要求の数

Servlet.requestCount

1 分あたりの要求数 measurement この WAR によって処理
される要求の数

Servlet.requestCount

エラーへの対応数 measurement この WAR によって送信
されるエラー応答の数

Servlet.errorCount

1 分あたりのエラー応答
数

measurement この WAR によって送信
されるエラー応答の数

Servlet.errorCount

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.10. jbossas5: 組み込み組み込み Web アプリケーションアプリケーション(WAR)サービスサービス

概要概要

表表3.153 概要概要
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表表3.153 概要概要

説明： 埋め込み Web アプリケーション(WAR)

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas5: 組み込み Web アプリケーションコンテキストサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.154

Name description 必須必須 内部名内部名

デプロイメントキー この WAR のプロファイ
ルサービスキー

◯ deploymentKey

コンテキストパス この WAR のコンテキス
トパス（例： /admin-
console）

いいえ contextPath

応答時間ログファイル この Web アプリケー
ションの response-time
統計が含まれるログファ
イルへのフルパス。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

extension  ◯ extension

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate
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デプロイメントタイプ名 このデプロイメントのタ
イプに対応する
org.jboss.deployers.spi.
management.KnownDep
loymentTypes 列挙のア
イテムの名前。

◯ deploymentTypeName

embedded  ◯ embedded

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.155 metrics

Name type description 内部名内部名

parent trait この WAR の親デプロイ
メントの名前

custom.parent

コンテキストルート trait この WAR のコンテキス
トルート（例： jmx-
console）- この WAR に
対応する URL の一意の
パス接頭辞として使用さ
れます。

contextRoot

仮想ホスト trait この WAR がデプロイさ
れる仮想ホスト

virtualHosts

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.10.1. jbossas5: 組み込み組み込み Web アプリケーションコンテキストサービスアプリケーションコンテキストサービス

概要概要
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表表3.156 概要概要

説明： web アプリケーションコンテキスト

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.157

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

応答時間ログファイル この Web アプリケー
ションの response-time
統計が含まれるログファ
イルへのフルパス。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

仮想ホスト この WAR の仮想ホスト
（例： localhost）

◯ virtualHost

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.158 metrics

Name type description 内部名内部名

clustered trait この Web アプリケー
ションコンテキストがク
ラスター化される場合は
true

clustered

仮想ホスト trait このコンテキストが関連
付けられる仮想ホスト

virtualHost

応答時間 calltime この Webapp で処理さ
れる要求の最小、最大、
および平均の応答時間。

responseTime

現在アクティブなセッ
ション

measurement この WAR で現在アク
ティブなセッションの数

activeSessions

アクティブなセッション
の最大数

measurement この WAR に対してアク
ティブなセッションの最
大数

maxActive

作成されたセッション measurement この WAR 用に作成され
たセッションの数

sessionCounter

作成済みセッション（1
分あたりのセッション）

measurement この WAR 用に作成され
たセッションの数

sessionCounter

期限切れのセッション measurement この WAR の期限切れ
セッションの数

expiredSessions

1 分あたりの期限切れ
セッション数

measurement この WAR の期限切れ
セッションの数

expiredSessions

拒否されたセッション measurement この WAR に対して拒否
されたセッションの数

rejectedSessions

拒否されたセッション
（1 分あたりのセッショ
ン）

measurement この WAR に対して拒否
されたセッションの数

rejectedSessions

セッション配信の平均時
間

measurement この WAR セッションの
有効期間の平均

sessionAverageAliveTim
e

セッションの最大配信時
間

measurement この WAR セッションの
最大有効期間

sessionMaxAliveTime
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最小応答時間 measurement この WAR によってサー
ビスされる要求の最小応
答時間。

Servlet.minimumRespon
seTime

平均応答時間 measurement この WAR によって処理
される要求の平均応答時
間。

Servlet.averageRespons
eTime

応答の最大時間 measurement この WAR によって処理
される要求の最大応答時
間。

Servlet.maximumRespo
nseTime

応答時間の合計 measurement この WAR によって処理
される要求の合計応答時
間。

Servlet.totalResponseTi
me

1 分あたりの応答時間の
合計

measurement この WAR によって処理
される要求の合計応答時
間。

Servlet.totalResponseTi
me

Requests Serviced の数 measurement この WAR によって処理
される要求の数

Servlet.requestCount

1 分あたりの要求数 measurement この WAR によって処理
される要求の数

Servlet.requestCount

エラーへの対応数 measurement この WAR によって送信
されるエラー応答の数

Servlet.errorCount

1 分あたりのエラー応答
数

measurement この WAR によって送信
されるエラー応答の数

Servlet.errorCount

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.11. jbossas5: EJB2 JAR サービスサービス

概要概要

表表3.159 概要概要
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表表3.159 概要概要

説明： スタンドアロン EJB 2.x アプリケーション

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas5 - EJB2 ステートレスセッション Bean サービス」

「jbossas5 - EJB2 ステートフルセッション Bean サービス」

「jbossas5 - EJB2 メッセージ駆動 Bean サービス」

「jbossas5: EJB2 Entity Bean サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.160

Name description 必須必須 内部名内部名

デプロイメントキー この EJB JAR のプロ
ファイルサービスキー

◯ deploymentKey

extension  ◯ extension

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

デプロイメントタイプ名 このデプロイメントのタ
イプに対応する
org.jboss.deployers.spi.
management.KnownDep
loymentTypes 列挙のア
イテムの名前。

◯ deploymentTypeName

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.161 metrics

Name type description 内部名内部名
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path trait この EJB JAR ファイル
またはディレクトリーの
絶対パス

custom.path

展開済みか？ trait この EJB JAR がデプロ
イされるかどうか（ディ
レクトリーとしての）

custom.exploded

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.162 metrics

Name description

start この EJB JAR を開始します。

stop この EJB JAR を停止します。

restart この EJB JAR を停止し、再起動します。

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.163 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

EJB JAR ファイル deployable  

3.2.1.11.1. jbossas5 - EJB2 ステートレスセッションステートレスセッション Bean サービスサービス

概要概要

表表3.164 概要概要

説明： EJB2 ステートレスセッション Bean

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5
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子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.165

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

呼び出しの統計プロパ
ティー名

 ◯ invocationStatsProperty
Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.166 metrics

Name type description 内部名内部名

作成数 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

CreateCount

1 分あたりの数の作成 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

CreateCount

数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

RemoveCount

1 分あたりの数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

RemoveCount

現在のプールサイズ measurement プールの Bean 数。 CurrentPoolSize
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最大プールサイズ measurement プールの最大サイズ。 MaxPoolSize

メソッド呼び出し時間 calltime この EJB によって公開
される各メソッドの最
小、最大、および平均の
呼び出し時間。

methodInvocationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.167 metrics

Name description

メソッド統計の表示 詳細なメソッド呼び出し統計を表示します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.11.2. jbossas5 - EJB2 ステートフルセッションステートフルセッション Bean サービスサービス

概要概要

表表3.168 概要概要

説明： EJB2 ステートフルセッション Bean

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.169

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType
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コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

呼び出しの統計プロパ
ティー名

 ◯ invocationStatsProperty
Name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.170 metrics

Name type description 内部名内部名

作成数 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

CreateCount

1 分あたりの数の作成 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

CreateCount

数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

RemoveCount

1 分あたりの数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

RemoveCount

現在のプールサイズ measurement プールの Bean 数。 CurrentPoolSize

最大プールサイズ measurement プールの最大サイズ。 MaxPoolSize

メソッド呼び出し時間 calltime この EJB によって公開
される各メソッドの最
小、最大、および平均の
呼び出し時間。

methodInvocationTime
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パッシブ Bean measurement パッシベート状態の
Bean 数

PassivatedCount

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.171 metrics

Name description

メソッド統計の表示 詳細なメソッド呼び出し統計を表示します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.11.3. jbossas5 - EJB2 メッセージ駆動メッセージ駆動 Bean サービスサービス

概要概要

表表3.172 概要概要

説明： EJB2 メッセージ駆動 Bean

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.173

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype
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コンポーネント名  ◯ componentName

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.174 metrics

Name type description 内部名内部名

現在のプールサイズ measurement プールの Bean 数。 CurrentPoolSize

最大プールサイズ measurement プールの最大サイズ。 MaxPoolSize

メッセージ数 measurement 送信/受信したメッセー
ジ数

MessageCount

1 分あたりのメッセージ
数

measurement 送信/受信したメッセー
ジ数

MessageCount

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.11.4. jbossas5: EJB2 Entity Bean サービスサービス

概要概要

表表3.175 概要概要

説明： EJB2 エンティティー Bean

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5
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子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.176

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.177 metrics

Name type description 内部名内部名

作成数 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

CreateCount

1 分あたりの数の作成 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

CreateCount

数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

RemoveCount

1 分あたりの数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

RemoveCount

現在のプールサイズ measurement プールの Bean 数。 CurrentPoolSize

最大プールサイズ measurement プールの最大サイズ。 MaxPoolSize
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キャッシュサイズ measurement キャッシュサイズ CacheSize

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.12. jbossas5: 組み込み組み込み EJB2 JAR サービスサービス

概要概要

表表3.178 概要概要

説明： 埋め込み EJB 2.x アプリケーション

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas5 - EJB2 ステートレスセッション Bean(Embedded)サービス」

「jbossas5 - EJB2 Stateful Session Bean(Embedded)サービス」

「jbossas5 - EJB2 メッセージ駆動 Bean(Embedded)サービス」

「jbossas5: EJB2 Entity Bean(Embedded)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.179

Name description 必須必須 内部名内部名

デプロイメントキー この EJB JAR のプロ
ファイルサービスキー

◯ deploymentKey

extension  ◯ extension

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate
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デプロイメントタイプ名 このデプロイメントのタ
イプに対応する
org.jboss.deployers.spi.
management.KnownDep
loymentTypes 列挙のア
イテムの名前。

◯ deploymentTypeName

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.180 metrics

Name type description 内部名内部名

parent trait この EJB JAR の親デプ
ロイメントの名前

custom.parent

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.12.1. jbossas5 - EJB2 ステートレスセッションステートレスセッション Bean(Embedded)サービスサービス

概要概要

表表3.181 概要概要

説明： EJB2 ステートレスセッション Bean

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

353



子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.182

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

呼び出しの統計プロパ
ティー名

 ◯ invocationStatsProperty
Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.183 metrics

Name type description 内部名内部名

作成数 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

CreateCount

1 分あたりの数の作成 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

CreateCount

数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

RemoveCount

1 分あたりの数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

RemoveCount

現在のプールサイズ measurement プールの Bean 数。 CurrentPoolSize
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最大プールサイズ measurement プールの最大サイズ。 MaxPoolSize

メソッド呼び出し時間 calltime この EJB によって公開
される各メソッドの最
小、最大、および平均の
呼び出し時間。

methodInvocationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.184 metrics

Name description

メソッド統計の表示 詳細なメソッド呼び出し統計を表示します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.12.2. jbossas5 - EJB2 Stateful Session Bean(Embedded)サービスサービス

概要概要

表表3.185 概要概要

説明： EJB2 ステートフルセッション Bean

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.186

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType
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コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

呼び出しの統計プロパ
ティー名

 ◯ invocationStatsProperty
Name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.187 metrics

Name type description 内部名内部名

作成数 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

CreateCount

1 分あたりの数の作成 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

CreateCount

数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

RemoveCount

1 分あたりの数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

RemoveCount

現在のプールサイズ measurement プールの Bean 数。 CurrentPoolSize

最大プールサイズ measurement プールの最大サイズ。 MaxPoolSize

メソッド呼び出し時間 calltime この EJB によって公開
される各メソッドの最
小、最大、および平均の
呼び出し時間。

methodInvocationTime
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パッシブ Bean measurement パッシベート状態の
Bean 数

PassivatedCount

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.188 metrics

Name description

メソッド統計の表示 詳細なメソッド呼び出し統計を表示します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.12.3. jbossas5 - EJB2 メッセージ駆動メッセージ駆動 Bean(Embedded)サービスサービス

概要概要

表表3.189 概要概要

説明： EJB2 メッセージ駆動 Bean

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.190

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype
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コンポーネント名  ◯ componentName

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.191 metrics

Name type description 内部名内部名

現在のプールサイズ measurement プールの Bean 数。 CurrentPoolSize

最大プールサイズ measurement プールの最大サイズ。 MaxPoolSize

メッセージ数 measurement 送信/受信したメッセー
ジ数

MessageCount

1 分あたりのメッセージ
数

measurement 送信/受信したメッセー
ジ数

MessageCount

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.12.4. jbossas5: EJB2 Entity Bean(Embedded)サービスサービス

概要概要

表表3.192 概要概要

説明： EJB2 エンティティー Bean

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5
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子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.193

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.194 metrics

Name type description 内部名内部名

作成数 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

CreateCount

1 分あたりの数の作成 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

CreateCount

数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

RemoveCount

1 分あたりの数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB2
Session Bean のインス
タンス数。

RemoveCount

現在のプールサイズ measurement プールの Bean 数。 CurrentPoolSize

最大プールサイズ measurement プールの最大サイズ。 MaxPoolSize
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キャッシュサイズ measurement キャッシュサイズ CacheSize

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.13. jbossas5: EJB3 JAR サービスサービス

概要概要

表表3.195 概要概要

説明： スタンドアロン EJB 3.x アプリケーション

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas5 - EJB3 ステートレスセッション Bean サービス」

「jbossas5 - EJB3 ステートフルセッション Bean サービス」

「jbossas5 - EJB3 メッセージ駆動 Bean サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.196

Name description 必須必須 内部名内部名

デプロイメントキー この EJB JAR のプロ
ファイルサービスキー

◯ deploymentKey

extension  ◯ extension

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate
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デプロイメントタイプ名 このデプロイメントのタ
イプに対応する
org.jboss.deployers.spi.
management.KnownDep
loymentTypes 列挙のア
イテムの名前。

◯ deploymentTypeName

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.197 metrics

Name type description 内部名内部名

path trait この EJB JAR ファイル
またはディレクトリーの
絶対パス

custom.path

展開済みか？ trait この EJB JAR がデプロ
イされるかどうか（ディ
レクトリーとしての）

custom.exploded

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.198 metrics

Name description

start この EJB JAR を開始します。

stop この EJB JAR を停止します。

restart この EJB JAR を停止し、再起動します。

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.199 パッケージタイプパッケージタイプ
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表表3.199 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

EJB JAR ファイル deployable  

3.2.1.13.1. jbossas5 - EJB3 ステートレスセッションステートレスセッション Bean サービスサービス

概要概要

表表3.200 概要概要

説明： EJB3 ステートレスセッション Bean(SLSB)

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.201

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

呼び出しの統計プロパ
ティー名

 ◯ invocationStatsProperty
Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.202 metrics

Name type description 内部名内部名

EJB 名 trait この EJB の名前 Name
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利用可能な数 measurement method-ready 状態のこ
の EJB3 セッション
Bean のプールされたイ
ンスタンスの数

availableCount

作成数 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB3 セッ
ション Bean のインスタ
ンス数

createCount

1 分あたりの数の作成 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB3 セッ
ション Bean のインスタ
ンス数

createCount

現在の数 measurement この EJB3 セッション
Bean の現在プールされ
ているインスタンスの合
計数

currentSize

最大サイズ measurement プールできるインスタン
スの最大数。

maxSize

数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB3
Session Bean のインス
タンス数

removeCount

1 分あたりの数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB3
Session Bean のインス
タンス数

removeCount

メソッド呼び出し時間 calltime この EJB によって公開
される各メソッドの最
小、最大、および平均の
呼び出し時間。

methodInvocationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.203 metrics
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Name description

メソッド統計の表示 詳細なメソッド呼び出し統計を表示します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.13.2. jbossas5 - EJB3 ステートフルセッションステートフルセッション Bean サービスサービス

概要概要

表表3.204 概要概要

説明： EJB3 ステートフルセッション Bean(SFSB)

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.205

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

呼び出しの統計プロパ
ティー名

 ◯ invocationStatsProperty
Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.206 metrics
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Name type description 内部名内部名

EJB 名 trait この EJB の名前 Name

利用可能な数 measurement method-ready 状態のこ
の EJB3 セッション
Bean のプールされたイ
ンスタンスの数

availableCount

作成数 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB3 セッ
ション Bean のインスタ
ンス数

createCount

1 分あたりの数の作成 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB3 セッ
ション Bean のインスタ
ンス数

createCount

現在の数 measurement この EJB3 セッション
Bean の現在プールされ
ているインスタンスの合
計数

currentSize

最大サイズ measurement プールできるインスタン
スの最大数。

maxSize

数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB3
Session Bean のインス
タンス数

removeCount

1 分あたりの数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB3
Session Bean のインス
タンス数

removeCount

メソッド呼び出し時間 calltime この EJB によって公開
される各メソッドの最
小、最大、および平均の
呼び出し時間。

methodInvocationTime

キャッシュサイズ measurement キャッシュサイズ cacheSize

パッシベートされた数 measurement パッシベートされた数 passivatedCount

合計サイズ measurement 合計サイズ totalSize

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.207 metrics

Name description

メソッド統計の表示 詳細なメソッド呼び出し統計を表示します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.13.3. jbossas5 - EJB3 メッセージ駆動メッセージ駆動 Bean サービスサービス

概要概要

表表3.208 概要概要

説明： EJB3 メッセージ駆動 Bean(MDB)

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.209

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

呼び出しの統計プロパ
ティー名

 ◯ invocationStatsProperty
Name

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.210 metrics

Name type description 内部名内部名

EJB 名 trait この EJB の名前 Name

最小プールサイズ measurement 最小プールサイズ minPoolSize

最大プールサイズ measurement 最大プールサイズ maxPoolSize

メッセージの最大数 measurement メッセージの最大数 maxMessages

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.211 metrics

Name description

メソッド統計の表示 詳細なメソッド呼び出し統計を表示します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.14. jbossas5: 組み込み組み込み EJB3 JAR サービスサービス

概要概要

表表3.212 概要概要

説明： 埋め込み EJB 3.x アプリケーション

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
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「jbossas5 - EJB3 ステートレスセッション Bean(Embedded)サービス」

「jbossas5 - EJB3 Stateful Session Bean(Embedded)サービス」

「jbossas5 - EJB3 メッセージ駆動 Bean(Embedded)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.213

Name description 必須必須 内部名内部名

デプロイメントキー この EJB JAR のプロ
ファイルサービスキー

◯ deploymentKey

extension  ◯ extension

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

デプロイメントタイプ名 このデプロイメントのタ
イプに対応する
org.jboss.deployers.spi.
management.KnownDep
loymentTypes 列挙のア
イテムの名前。

◯ deploymentTypeName

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.214 metrics

Name type description 内部名内部名

parent trait この EJB JAR の親デプ
ロイメントの名前

custom.parent

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.2.1.14.1. jbossas5 - EJB3 ステートレスセッションステートレスセッション Bean(Embedded)サービスサービス

概要概要

表表3.215 概要概要

説明： EJB3 ステートレスセッション Bean(SLSB)

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.216

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

呼び出しの統計プロパ
ティー名

 ◯ invocationStatsProperty
Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.217 metrics

Name type description 内部名内部名

EJB 名 trait この EJB の名前 Name

利用可能な数 measurement method-ready 状態のこ
の EJB3 セッション
Bean のプールされたイ
ンスタンスの数

availableCount
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作成数 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB3 セッ
ション Bean のインスタ
ンス数

createCount

1 分あたりの数の作成 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB3 セッ
ション Bean のインスタ
ンス数

createCount

現在の数 measurement この EJB3 セッション
Bean の現在プールされ
ているインスタンスの合
計数

currentSize

最大サイズ measurement プールできるインスタン
スの最大数。

maxSize

数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB3
Session Bean のインス
タンス数

removeCount

1 分あたりの数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB3
Session Bean のインス
タンス数

removeCount

メソッド呼び出し時間 calltime この EJB によって公開
される各メソッドの最
小、最大、および平均の
呼び出し時間。

methodInvocationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.218 metrics

Name description

メソッド統計の表示 詳細なメソッド呼び出し統計を表示します。
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パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.14.2. jbossas5 - EJB3 Stateful Session Bean(Embedded)サービスサービス

概要概要

表表3.219 概要概要

説明： EJB3 ステートフルセッション Bean(SFSB)

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.220

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

呼び出しの統計プロパ
ティー名

 ◯ invocationStatsProperty
Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.221 metrics

Name type description 内部名内部名

EJB 名 trait この EJB の名前 Name

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

371



利用可能な数 measurement method-ready 状態のこ
の EJB3 セッション
Bean のプールされたイ
ンスタンスの数

availableCount

作成数 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB3 セッ
ション Bean のインスタ
ンス数

createCount

1 分あたりの数の作成 measurement サーバーの起動時に作成
された、この EJB3 セッ
ション Bean のインスタ
ンス数

createCount

現在の数 measurement この EJB3 セッション
Bean の現在プールされ
ているインスタンスの合
計数

currentSize

最大サイズ measurement プールできるインスタン
スの最大数。

maxSize

数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB3
Session Bean のインス
タンス数

removeCount

1 分あたりの数の削除 measurement サーバーの起動時に削除
されたこの EJB3
Session Bean のインス
タンス数

removeCount

メソッド呼び出し時間 calltime この EJB によって公開
される各メソッドの最
小、最大、および平均の
呼び出し時間。

methodInvocationTime

キャッシュサイズ measurement キャッシュサイズ cacheSize

パッシベートされた数 measurement パッシベートされた数 passivatedCount

合計サイズ measurement 合計サイズ totalSize

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.222 metrics

Name description

メソッド統計の表示 詳細なメソッド呼び出し統計を表示します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.14.3. jbossas5 - EJB3 メッセージ駆動メッセージ駆動 Bean(Embedded)サービスサービス

概要概要

表表3.223 概要概要

説明： EJB3 メッセージ駆動 Bean(MDB)

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.224

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

呼び出しの統計プロパ
ティー名

 ◯ invocationStatsProperty
Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.225 metrics

Name type description 内部名内部名

EJB 名 trait この EJB の名前 Name

最小プールサイズ measurement 最小プールサイズ minPoolSize

最大プールサイズ measurement 最大プールサイズ maxPoolSize

メッセージの最大数 measurement メッセージの最大数 maxMessages

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.226 metrics

Name description

メソッド統計の表示 詳細なメソッド呼び出し統計を表示します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.15. jbossas5: リソースアダプターアーカイブリソースアダプターアーカイブ(RAR)サービスサービス

概要概要

表表3.227 概要概要

説明： スタンドアロン JCA リソースアダプターアーカイブ
(RAR)

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
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表表3.228

Name description 必須必須 内部名内部名

デプロイメントキー この RAR のプロファイ
ルサービスキー

◯ deploymentKey

extension  ◯ extension

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

デプロイメントタイプ名 このデプロイメントのタ
イプに対応する
org.jboss.deployers.spi.
management.KnownDep
loymentTypes 列挙のア
イテムの名前。

◯ deploymentTypeName

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.229 metrics

Name type description 内部名内部名

path trait この RAR ファイルまた
はディレクトリーの絶対
パス

custom.path

展開済みか？ trait この RAR が展開形式の
デプロイされるかどうか
（ディレクトリーとして
の）

custom.exploded

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.230 metrics
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Name description

start この RAR を開始します。

stop この RAR を停止します。

restart この RAR を停止し、再起動します。

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.231 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

rar ファイル deployable  

3.2.1.16. jbossas5: 埋め込みリソースアダプターアーカイブ埋め込みリソースアダプターアーカイブ(RAR)サービスサービス

概要概要

表表3.232 概要概要

説明： 組み込み JCA リソースアダプターアーカイブ(RAR)

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.233

Name description 必須必須 内部名内部名

デプロイメントキー この RAR のプロファイ
ルサービスキー

◯ deploymentKey

extension  ◯ extension

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate
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デプロイメントタイプ名 このデプロイメントのタ
イプに対応する
org.jboss.deployers.spi.
management.KnownDep
loymentTypes 列挙のア
イテムの名前。

◯ deploymentTypeName

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.234 metrics

Name type description 内部名内部名

parent trait この RAR の親デプロイ
メントの名前

custom.parent

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.17. jbossas5: スクリプトサービススクリプトサービス

概要概要

表表3.235 概要概要

説明： 親 JBossAS サーバーに関連する一部のタスクを実行
するスクリプトを実行する機能を提供します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.236

Name description 必須必須 内部名内部名

path スクリプトファイルへの
絶対パス

◯ path

環境変数 スクリプトに渡される環
境変数。各変数は新しい
行に指定し、構文
name=value を持つ必要
があります。変数の値に
は、構文
%propertyName% でプ
ロパティーを含めること
ができます。スクリプト
プラグインは、スクリプ
トの親 JBossAS サー
バーの接続プロパティー
の現在の値でこれらを補
正します。

いいえ environmentVariables

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.237 metrics

Name description

スクリプトの実行 スクリプトを実行します。NOTE: スクリプトに渡す
環境変数は、この Script サービスの接続プロパ
ティー（Inventory タブ下）を使用して設定できま
す。

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.238 パッケージタイプパッケージタイプ
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Name category description

実行可能なスクリプト 実行可能なスクリプト これは、サーバーの bin ディレク
トリーにアップロードされるスク
リプトファイルです。

3.2.1.18. jbossas5: サービスバインディングマネージャーサービスサービスバインディングマネージャーサービス

概要概要

表表3.239 概要概要

説明： サービスバインディングマネージャーは、デプロイ
されたサービスのポートを管理します。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas5: サービスバインディングの設定」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.240

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントのタイプ  ◯ componentType

コンポーネントサブタイ
プ

 ◯ componentSubtype

コンポーネント名  ◯ componentName

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.241 metrics

Name type description 内部名内部名
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アクティブなバインディ
ングセット

trait ポートバインディングの
取得に使用されるアク
ティブなバインディング
セット。

activeBindingSetName

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.242

Name description 必須必須 内部名内部名
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アクティブなバインディ
ングセット名

バインディングの解決時
に Service Binding
Manager が使用する必
要があるバインディング
の名前。JBoss ON ユー
ザーまたは Jopr ユー
ザー（JBoss AS 管理コ
ンソールには該当しませ
ん）: Application Server
が実行されているマシン
にポートの競合がある場
合、サーバーが再度起動
せず、監視ができなくな
るため、CHANGING
THIS PROPERTY IS
POTENTIALLY
DANGEROUS ユーザー
は起動せず、監視できま
せん。再起動後にサー
バーを再度監視するに
は、アプリケーション
サーバーの
「Inventory」サブタブ
の「Naming Provider
Url」を更新し、アク
ティブなバインディング
セットの
"jboss:service=Naming:P
ort" の値に更新する必要
があります。アクティブ
なバインディングセット
の
「jboss:service=Naming:
Port」バインディングに
ポートが 4099 に設定
し、ホスト名が 127.0.0.1
に設定されている場合
は、「Naming Provider
Url」を
jnp://127.0.0.1:4099 に
設定する必要がありま
す。

◯ activeBindingSetName

標準バインディング バインディングセットに
よって継承される標準
ポートバインディング。

◯ standardBindings

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.2.1.18.1. jbossas5: サービスバインディングの設定サービスバインディングの設定

概要概要

表表3.243 概要概要

説明： Service Binding Set は、プロファイルのすべてのバ
インディングを定義します。これは、サービスバイ
ンディングマネージャーから標準のバインディング
を継承し、ポートオフセットと上書きされ、追加の
バインディングを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS5

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics

表表3.244 metrics

Name type description 内部名内部名

Name trait このバインディングセッ
トの名前。

Name

デフォルトのホスト名 trait このバインディングセッ
トのデフォルトのホスト
名。

defaultHostName

ポートオフセット trait このバインディングセッ
トのポートオフセット。

portOffset

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.245
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Name description 必須必須 内部名内部名

Name このバインディングセッ
トの名前。

◯ Name

デフォルトのホスト名 設定が「固定ホスト名」
を指定しないすべてのバ
インディングに使用され
るホスト名。

◯ defaultHostName

ポートオフセット このバインディングセッ
トで使用するポートを派
生する標準バインディン
グのポート設定に追加す
る値。これは、「fixed
port」として定義された
標準のバインディングに
は適用されません。

◯ portOffset

バインディングの上書き 非標準バインディングま
たは標準のバインディン
グ設定をオーバーライド
する、このバインディン
グセットにのみ適用され
るバインディング設定。
バインディングセット
は、サービスバインディ
ングマネージャーからの
標準バインディングを継
承し、ポートオフセット
をそれらに適用し（標準
バインディングが「固定
ポート」として定義しな
い限り）、オーバーライ
ドバインディングを追加
します。これらは標準の
バインディングを再定義
するか、または全く新し
いバインディングを定義
できます。次に、標準の
バインディングとオー
バーライドバインディン
グは、バインディング
セットで定義されるバイ
ンディングの完全セット
を定義します。

◯ overrideBindings

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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表表3.246 metrics

Name description

表示バインディング このバインディングセットがアクティブであった場
合、バインディングの完全なセットを表示します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3. RED HAT JBOSS ENTERPRISE APPLICATION PLATFORM 6.X(EAP
6)および JBOSS APPLICATION SERVER 7.X プラグイン

表表3.247 基本詳細基本詳細

内部名： JBossAS7

説明： JBossAS 7.x および JBoss EAP/JDG 6.x の監視およ
び管理を行います。

バージョン： 4.4.0

最上位のリソースタイプ

「jbossas7: ホストコントローラーサーバー」

「jbossas7: スタンドアロンサーバー」

「jbossas7: Wildfly/JBoss EAP パッチハンドラーサービス」

3.3.1. jbossas7: スタンドアロンサーバー

概要概要

表表3.248 概要概要

説明： スタンドアロン AS7 サーバー

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

注記注記
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注記注記

Start、Restart、および Shutdown 操作を使用すると、サーバーを起動、再起動、または
停止できます。Start および Restart 操作は、サーバー起動スクリプト（通常は Windows
の UNIX または standalone.bat の standalone.sh）を実行してサーバーを起動します。以
下の接続設定を使用して開始スクリプトの実行を設定できます。* Start Script - start ス
クリプトの絶対パス（例： /opt/jboss-as-7.1.1.Final/bin/standalone.sh"）* Start Script
Prefix - a prefix command to be start スクリプトコマンドラインに追加します（例：
「nohup sudo -u jboss -g jboss」）* Start Script Arguments - arguments to be passed to
the start-config - start-xml - 引数（例： "nohup sudo -u jboss -g jboss"）* Start scripts
Argument to be passed to the start-server -e.「 JAVA_HOME=/usr/java/jdk1.6.0_30）」
これらの設定は、現在実行しているサーバープロセスのコマンドラインおよび環境と一
致するよう、JBossAS7 プラグイン検出コードによって自動的に初期化されます。この
設定は、スクリプトではなく管理インターフェースを介してサーバーを停止するため、
Stop 操作では使用されません。設定の詳細は、以下の接続設定の項を参照してくださ
い。

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - ModCluster Standalone Service」

「JBossAS7 - JVM Service」

「JBossAS7 - JBossWeb Service」

「jbossas7: 一般的な JCA コネクターサービス」

「jbossas7: データソース（スタンドアロン）サービス」

「jbossas7: ロギングサービス」

「JBossAS7 - Webservices Service」

「jbossas7: ネーミングサービス」

「jbossas7: Transactions サブシステム（スタンドアロン）サービス」

「JBossAS7 - Network Interface Service」

「JBossAS7 - SocketBindingGroup Service」

「jbossas7: デプロイメントサービス」

「JBossAS7 - DeploymentScanner Service」

「jbossas7: JacORB サービス」

「JBossAS7 - JDR Service」

「JBossAS7 - JCA Service」

「jbossas7: JAXR サービス」

「jbossas7: JPA サービス」

「JBossAS7 - CMP Service」
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「JBossAS7 - EE Service」

「jbossas7: セキュリティーサービス」

「JBossAS7 - Threads Service」

「JBossAS7 - EJB3 Service」

「JBossAS7 - JMX Service」

「jbossas7: リソースアダプターサービス」

「jbossas7: Infinispan サービス」

「jbossas7: JGroups サービス」

「jbossas7: リモーティングサービス」

「JBossAS7 - Osgi Service」

「jbossas7: メールサービス」

「jbossas7: メッセージングサービス」

自動検出プロセススキャン自動検出プロセススキャン

表表3.249 metrics

Name クエリークエリー

StandaloneAS process|basename|match=^java.*,arg|org.jboss.as.sta
ndalone|match=.*

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.250

Name description 必須必須 内部名内部名

スクリプトパスの開始 Start および Restart 操
作がサーバーの起動に使
用するスクリプトへのパ
ス。パスが絶対的ではな
い場合、サーバーのホー
ムディレクトリーに対し
て相対的に解決されます
（例：
"bin/standalone.sh",
"bin/domain.sh"）。

いいえ startScript
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スクリプトの接頭辞の起
動

Start および Restart 操
作で start スクリプトコ
マンドラインの前に追加
すべき接頭辞コマンドラ
イン。プレフィックスコ
マンドは絶対パス（例：
/usr/bin/sudo）である
必要があります。このプ
ロパティーは、RHQ
エージェントとは別の
ユーザーとして AS7 プ
ロセスを実行するために
使用されます（例：
「sudo -u jboss -g
jboss」を使用して AS7
をユーザー「jboss」お
よびグループ「jboss」
として実行できます）。
接頭辞コマンドをチェー
ンすることもできます
（例：「nohup sudo -u
jboss」を使用して AS7
を無視し、HUP シグナ
ルを無視し、ユーザー
「jboss」として実行で
きます）。

いいえ startScriptPrefix

Name description 必須必須 内部名内部名
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スクリプト環境変数の起
動

Start および Restart 操
作がサーバー起動スクリ
プトの環境に追加される
変数。name=value のペ
アはそれぞれ改行する必
要があります。変数の値
は*ではなく引用符で囲
む必要があります（例：
PATH=/usr/bin:/bin）。
UNIX システムでは、一
般的な環境変数の最小
セットは
PATH=/usr/bin:/bin で
す。Windows では、一
般的な最小セットは
PATH=C:\Windows\Syst
em32;C:\Windows ,
OS=Windows_NT ,
SYSTEMROOT=C:\Wind
ows です。さらに、AS7
インスタンスの実行に使
用する JRE または JDK
のインストールディレク
トリーの絶対パスに
JAVA_HOME を設定す
ることが推奨されます。
ただし、JAVA_HOME
が指定されていない場
合、start スクリプトは
PATH で java の検索を
試みます。現在、この値
には 2000 文字の制限が
あります。

いいえ startScriptEnv

スクリプト引数の開始 Start および Restart 操
作がサーバー起動スクリ
プトに渡される引数。各
引数は --server-
config=standalone-ha-
full.xml などの新しい行
に指定する必要がありま
す。例外として、スペー
スで区切られたオプショ
ンの値はオプションと同
じ行に配置することがで
きます（例： -c
standalone-ha-
full.xml）。現在、この
値には 2000 文字の制限
があります。

いいえ startScriptArgs

Name description 必須必須 内部名内部名
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追加の JAVA_OPTS JAVA_OPTS に永続的な
変更を行うために使用さ
れるプロパティー。
！!!WARNING!!!機能は、
標準の設定ファイル
（standalone.conf また
は
standalone.conf.bat）が
使用されている場合にの
み利用できます。このプ
ロパティーを設定した
後、設定ファイルは手動
で更新しないでくださ
い。値が設定されない場
合は、設定固有の値が使
用されます。設定がない
と、設定ファイルが
JAVA_OPTS を設定しな
いことを意味します。単
に値が RHQ で設定され
ていないことを意味しま
す。！WARNING!!!値は
standalone.conf または
standalone.conf.bat 設
定ファイル（OS 依存）
に永続化されます。この
オプションは、RHQ 外
で再起動するために
JAVA_OPTS 設定を使用
できるようにします。値
（例： -Xms512M -
Xmx1024M）は、設定
ファイルに永続化されま
す。設定ファイルに加え
た変更をすべて削除する
には、このプロパティー
の設定を解除します。こ
れらの変更を有効にする
には、サーバーを再起動
する必要があります。

いいえ javaOptsAdditional

ネイティブホスト ネイティブ管理 API ホス
ト

◯ nativeHost

ネイティブポート ネイティブ管理 API ポー
ト

◯ nativePort

Name description 必須必須 内部名内部名
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ネイティブローカル認証 ローカル認証を使用して
EAP CLI と対話するかど
うかを指定します
（bundle:handover 機
能、EAP のパッチ適用
および CLI 操作が含まれ
ます）。これを「Yes」
に設定し、上記のユー
ザーおよびパスワードは
jboss-cli バイナリーおよ
びプラグインに渡されな
いため、ローカル認証に
依存します。

いいえ nativeLocalAuth

ログイベントソース  ◯ logEventSources

trust Strategy サーバー証明書の読み取
り時に使用する信頼スト
ラテジーを定義します。

標準 - トラスト
ストアを使用し
た標準的な検証

trust Self-
signed: 信頼自
己署名証明書
（証明書チェー
ンサイズは 1 と
同等）

trust any: サー
バー証明書を信
頼する

◯ trustStrategy

Name description 必須必須 内部名内部名
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ホスト名の検証 ホスト名の検証ロジック
を定義します。

strict: ホスト名
は最初の CN ま
たは Subject
Alternatives の
いずれかに一致
する必要があり
ます。ワイルド
カードは CN お
よび Subject
Alternatives で
発生する可能性
があります。

ブラウザー互
換： Strict と同
じですが、ワイ
ルドカードを使
用したネストさ
れたサブドメイ
ン検証が許可さ
れます。

skip: ホスト名
の検証なし

◯ hostnameVerification

truststore トラストストアファイル
へのパス。定義されてい
ない場合、JVM のデ
フォルトトラストストア
が使用されます。

いいえ truststore

トラストストアのタイプ トラストストアのファイ
ル形式（Truststore プロプロ
パティーパティー が設定されて
いる場合に必要）認定さ
れた JVM はすべて、jks
(Java KeyStore)または
pkcs12 形式をサポート
します。

いいえ truststoreType

トラストストアのパス
ワード

トラストストアファイル
を保護するパスワード。

いいえ truststorePassword

クライアント証明書の認
証

 ◯ clientcertAuthentication

keystore キーストアファイルへの
パス。クライアント証明クライアント証明
書認証が書認証が オンの場合に
は必須です。

いいえ keystore

Name description 必須必須 内部名内部名
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キーストアのタイプ キーストアファイル形式
（Keystore プロパプロパ
ティーティー が設定されてい
る場合に必要）認定され
た JVM はすべて、jks
(Java KeyStore)または
pkcs12 形式をサポート
します。

いいえ keystoreType

キーストアのパスワード キーストアファイルを保
護するパスワード。

いいえ keystorePassword

鍵のパスワード キーストアファイルの秘
密鍵を保護するパスワー
ド。

いいえ keyPassword

hostname  ◯ hostname

ポート  ◯ ポート

secure 暗号化されたトランス
ポートインジケーター

◯ secure

user セキュアな AS の管理
ユーザー

いいえ user

password 管理ユーザーのパスワー
ド

いいえ password

管理接続タイムアウト アイドル管理接続を維持
するための最大時間（ミ
リ秒単位）。ゼロおよび
負の値を設定すると、接
続の永続性が無効になり
ます。デフォルトは
5000 ミリ秒です。

いいえ managementConnectio
nTimeout

ホームディレクトリー サーバーインストールの
ルートディレクトリー

いいえ homeDir

ベースディレクトリー サーバーコンテンツの
ベースディレクトリー

いいえ baseDir

設定ディレクトリー 基本設定ディレクトリー いいえ configDir

ログディレクトリー このサーバー用にログ
ファイルが書き込まれる
ディレクトリー。

いいえ logDir

Name description 必須必須 内部名内部名
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製品タイプ サーバー製品タイプ
（AS や EAP など）

いいえ productType

サポートパッチ この EAP サーバーが
パッチに対応しているか
どうか。これはエージェ
ントによって自動的に推
測される必要がありま
す。検出された値をその
まま残すことを強く推奨
します。ただし、パッチ
に対応していないバー
ジョンからサーバーを手
動でアップグレードする
場合は、この値を手動で
更新する必要がありま
す。

◯ supportsPatching

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.251 metrics

Name type description 内部名内部名

管理要求の数 measurement コントローラーに送信さ
れる要求の数

_internal:mgmtRequests

Minute ごとの管理要求
数

measurement コントローラーに送信さ
れる要求の数

_internal:mgmtRequests

管理リクエストに使用さ
れる時間

measurement リクエストの合計時間 _internal:requestTime

Minute ごとの管理要求
に使用される時間

measurement リクエストの合計時間 _internal:requestTime

要求の最大時間 measurement last metric get からのリ
クエストの最大時間

_internal:maxTime

サーバーの状態 trait サーバーの詳細状態 server-state

サーバーコード名 trait サーバーコード名 _skm:release-codename

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

393



サーバーバージョン trait サーバーバージョン _skm:release-version

製品名 trait 製品名 _skm:product-name

製品バージョン trait 製品バージョン _skm:product-version

サーバー起動時間 trait サーバー起動時間 startTime

JGroup マルチキャスト
アドレス

trait マルチキャストに
JGroups によって使用
されるホストおよびポー
ト

multicastAddress

サーバー設定ファイル trait このサーバーが使用して
いるサーバー設定ファイ
ルの名前

config-file

ディレクトリーのデプロ
イ

trait ファイルベースのバンド
ルのデプロイメントディ
レクトリー（通常は
'standalone/deployment
s'）

deployDir

一時ディレクトリー trait 一時ディレクトリー（通
常は
'standalone/tmp'）。バ
ンドルのみを上書きする
ためのデプロイメント
ディレクトリーとして使
用できる'

temp-dir

アクティブなパッチ trait 現在サーバーに適用され
ているパッチのコンマ区
切りリスト。最初のエン
トリーは常に累積パッチ
で、その後に 0 または
複数の 1 回限りのパッチ
が続きます。

active-patches

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.252
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Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

path システムが提供する標準
パスには、jboss.home -
JBoss AS ディストリ
ビューションのルート
ディレクトリー、
user.home - user's home
ディレクトリー、
user.dir - ユーザーの現
在の作業ディレクト
リー、java.home - java
インストールディレクト
リー、
jboss.server.base.dir -
個々のサーバーインスタ
ンスの root ディレクト
リー、
jboss.server.data.dir -
ディレクトリーが永続
データファイルのスト
レージストレージに使用
し、jboss.server.log.dir -
ログファイルで作成した
jboss.server.log.dir - ロ
グファイルが個別のサー
バーディレクトリーとし
て使用できます。
jboss.server.tmp.dir - ロ
グファイルが作成される
場合は、
jboss.server.server.log.di
r になります。

いいえ *3

インストール済みの拡張
機能

 いいえ *1

Base Dir JBoss Application
Server のベースディレ
クトリー。

◯ base-dir

Config Dir 設定が保存されるディレ
クトリー。

◯ config-dir

設定ファイル JBoss Application
Server の起動に使用さ
れる設定ファイル。

◯ config-file
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Content Dir サーバーが管理するユー
ザーコンテンツ（デプロ
イメントなど）が保存さ
れているディレクト
リー。

◯ content-dir

DATA Dir データディレクトリー。 ◯ data-dir

Deploy Dir 'content-dir' の非推奨と
なったバリアント。

◯ deploy-dir

ext Dirs ext ディレクトリーの一
覧。

◯ ext-dirs

home Dir JBoss Application
Server のホームディレ
クトリー。

◯ home-dir

ホスト名 ホスト名。 ◯ host-name

初回実行モード サーバーの現在の実行
モード。LIVE（通常の
操作）または
ADMIN_ONLY のいずれ
か。ADMIN_ONLY サー
バーは、設定された管理
インターフェースを起動
し、管理リクエストを許
可しますが、エンドユー
ザーリクエストの処理に
使用されるサービスを開
始しません。

◯ initial-running-mode

起動タイプ 稼働中のサーバーのタイ
プ。

◯ launch-type

ログ Dir ログファイルが送信され
るディレクトリー。

◯ log-dir

modules Dir モジュールが見つかった
ディレクトリー。

◯ modules-dir

ノード名 サーバーノードの名前。 ◯ node-name

修飾されたホスト名 修飾ホスト名。 ◯ qualified-host-name

サーバー名 サーバーの名前。 ◯ server-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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temp Dir 一時ディレクトリー。 ◯ temp-dir

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.253 metrics

Name description

reload サーバーが（変更）設定を再読み込みします。別の
起動設定を読み込むには、「restart」を使用しま
す。

start 起動スクリプトを呼び出してサーバーを起動しま
す。

restart シャットダウンして起動スクリプトを起動して、
サーバーを再起動します。

shutdown サーバーをシャットダウンします。

RHQ ユーザーのインストール 管理用にサーバーにユーザーをインストールしま
す。

CLI コマンドの実行 jboss-cli 経由でコマンドを実行します。

CLI スクリプトの実行 jboss-cli でスクリプトを実行します。

CLI の設定 pluginConfiguration プロパティーを基にした jboss-
cli.xml 設定ファイルのセットアップ。jboss-cli.xml が
EAP 6.2 に導入され、この操作は以前のバージョンで
失敗します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.1. JBossAS7 - ModCluster Standalone Service

概要概要

表表3.254 概要概要

説明： mod_cluster のサポート
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シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: サービス設定サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.255

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.256 metrics

Name description

Add Proxy ノードに接続されている httpd の一覧にプロキシー
を追加します。

プロキシーの一覧表示 ノードに接続されている httpd の一覧を読み取りま
す。

プロキシー設定の読み取り DUMP を httpd に送信して、結果を表示します。

プロキシー情報の読み取り httpd に INFO を送信し、結果を表示します。

refresh 新しい CONFIG メッセージを Apache httpd に送信
するノードを更新します。

Remove Proxy ノードに接続されている httpd の一覧にプロキシー
を削除します。

reset Apache httpd へのノード接続をリセットします。
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Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.1.1. jbossas7: サービス設定サービスサービス設定サービス

概要概要

表表3.257 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: 動的ロードプロバイダーサービス」

「JBossAS7 - Ssl Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.258

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.259

Name description 必須必須 内部名内部名
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proxy List コンマ区切りのプロキ
シー形式
(hostname:port)のリス
ト。

いいえ proxy-list

proxy Url MCMP リクエストの
ベース URL。

いいえ proxy-url

advertise Socket Advertise ソケットに使
用するソケットバイン
ディングの名前。

いいえ advertise-socket

advertise アドバタイズロジックを
使用するかどうか。

いいえ advertise

セキュリティーキーのア
ドバタイズ

Advertise ロジックのセ
キュリティーキーが含ま
れる文字列。

いいえ advertise-security-key

balancer バランサー名。 いいえ balancer

connector ロードバランサーとの通
信に使用される Web コ
ネクターの名前。

◯ connector

Load Balancing Group loadBalancingGroup
name。

いいえ load-balancing-group

除外されたコンテキスト mod_cluster は無視する
コンテキストのリスト
で、Format String をコ
ンマで区切って指定しま
す。

いいえ excluded-contexts

コンテキストの自動有効
化

mod_cluster_manger(htt
pd)で無効な場合でもコ
ンテキストを有効にしま
す。

いいえ auto-enable-contexts

スティッキーセッション リクエストにはスティッ
キーセッションを使用し
ます。

いいえ sticky-session

スティッキーセッション
の削除

フェイルオーバー時に
セッション情報を削除し
ます。

いいえ sticky-session-remove

Name description 必須必須 内部名内部名
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スティッキーセッション
の強制

セッション情報でリクエ
ストをフェイルオーバー
しないでください。

いいえ sticky-session-force

ワーカータイムアウト httpd で利用可能なワー
カーがリクエストを処理
するまで待機するタイム
アウト値。

いいえ worker-timeout

max Attempts 最大でべき等リクエスト
の処理を試行します。

いいえ max-attempts

flush Packets httpd でパケットのフ
ラッシュを有効または無
効にします。

いいえ flush-packets

flush Wait httpd でパケットをフ
ラッシュする前に待機す
る時間。

いいえ flush-wait

PING ping への pong 応答を待
つ時間（秒単位）。

いいえ PING

sMax httpd でのソフトな最大
アイドル接続数

いいえ smax

ttl smax を超えるアイドル
接続の Time to Live（秒
単位）

いいえ ttl

ノードのタイムアウト ノードへのプロキシー接
続のタイムアウト（秒単
位）。

いいえ node-timeout

コンテキストタイムアウ
トの停止

コンテキストが保留中の
リクエストを処理するま
で待機する最大時間。

いいえ stop-context-timeout

ソケットタイムアウト httpd が MCMP メッ
セージの応答を待つタイ
ムアウト。

いいえ socket-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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表表3.260 metrics

Name description

カスタムメトリクスの追加 新しいカスタムメトリクスをロードバランサープロ
バイダーに追加します。

メトリックの追加 新しいメトリクスをロードバランサープロバイダー
に追加します。

カスタムメトリクスの削除 カスタムメトリクスをロードバランサープロバイ
ダーから削除します。

メトリクスの削除 新しいメトリクスをロードバランサープロバイダー
に追加します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.1.1.1. jbossas7: 動的ロードプロバイダーサービス動的ロードプロバイダーサービス

概要

表表3.261 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: カスタムロードメトリックサービス」

「jbossas7: Load Metric Service」

接続プロパティー

表表3.262

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.263

Name description 必須必須 内部名内部名

decay 減退。デフォルト値は 2
です。

いいえ decay

history history。デフォルト値は
9 です。

いいえ history

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.1.1.1.1. jbossas7: カスタムロードメトリックサービスカスタムロードメトリックサービス

概要

表表3.264 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.265

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

403



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.266

Name description 必須必須 内部名内部名

容量 メトリックの容量。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ 容量

class カスタムメトリクスのク
ラス名。

◯ class

weight メトリックの重み。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ weight

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.1.1.1.2. jbossas7: Load Metric Service

概要

表表3.267 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.268
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.269

Name description 必須必須 内部名内部名

容量 メトリックの容量。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ 容量

type メトリクスのタイプ ◯ type

weight メトリックの重み。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ weight

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.1.1.2. JBossAS7 - Ssl Service

概要

表表3.270 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.271

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.272

Name description 必須必須 内部名内部名

CA 証明書ファイル 認証局。 いいえ ca-certificate-file

CA Revocation Ur 認証局の失効リスト。 いいえ ca-revocation-ur

証明書キーファイル 証明書のキーファイル。 いいえ certificate-key-file

暗号化スイート 許可される暗号スイー
ト。

いいえ cipher-suite

キーエイリアス キーエイリアス。 いいえ key-alias

password password. いいえ password

protocol 有効な SSL プロトコ
ル。

いいえ protocol

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

406



NONE

3.3.1.2. JBossAS7 - JVM Service

概要概要

表表3.273 概要概要

説明： 基礎となる JVM に関する情報

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: オペレーティングシステムサービス」

「jbossas7: メモリーサービス」

「jbossas7: ランタイムサービス」

「jbossas7: スレッドサービス」

「jbossas7: ガベージコレクターサービス」

「jbossas7 - メモリープールサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.274

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.3.1.2.1. jbossas7: オペレーティングシステムサービスオペレーティングシステムサービス

概要概要

表表3.275 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.276

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.277 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプロセッサー measurement Java 仮想マシンで利用
可能なプロセッサーの
数。

available-processors

システム負荷平均 measurement 最後の 1 分間のシステム
の負荷平均値です。負荷
平均は一部のプラット
フォームでは利用できな
い場合があります。負荷
平均が利用できない場合
は、負の値が返されま
す。

system-load-average

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.2.2. jbossas7: メモリーサービスメモリーサービス

概要概要

表表3.278 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.279

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.280 metrics

Name type description 内部名内部名

オブジェクト保留中の最
終処理数

measurement ファイナライズが保留中
のオブジェクトの概算。

object-pending-
finalization-count

初期ヒープの使用 measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

heap-memory-
usage:init
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使用済みのヒープ measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

heap-memory-
usage:used

コミットされたヒープ measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

heap-memory-
usage:committed

ヒープの最大使用量 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

heap-memory-
usage:max

heap 以外の初期使用方
法

measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

non-heap-memory-
usage:init

使用されていないメモ
リー

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

non-heap-memory-
usage:used

Heap 以外のメモリーを
コミット

measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

non-heap-memory-
usage:committed

非 heap の最大使用方法 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

non-heap-memory-
usage:max

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.281 metrics

Name description

GC トリガー ガベージコレクターを実行します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.3.1.2.3. jbossas7: ランタイムサービスランタイムサービス

概要概要

表表3.282 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.283

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.284 metrics

Name type description 内部名内部名

uptime measurement Java 仮想マシンのアッ
プタイム（ミリ秒単
位）。

uptime

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.3.1.2.4. jbossas7: スレッドサービススレッドサービス

概要概要

表表3.285 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.286

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.287 metrics

Name type description 内部名内部名

スレッド数 measurement 現在のライブスレッド数
（デーモンと非デーモン
スレッドの両方を含
む）。

thread-count

ピークスレッド数 measurement Java 仮想マシンの起動
またはピーク後のライブ
マイグレーションスレッ
ド数。

peak-thread-count

開始スレッド数の合計 measurement Java 仮想マシンが起動
してから作成され、さら
に起動するスレッドの合
計数。

total-started-thread-
count

デーモンスレッド数 measurement ライブデーモンスレッド
の現在の数。

daemon-thread-count
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現在のスレッド Cpu 時
間

measurement 現在のスレッドのナノ秒
での CPU 時間の合計。
'thread-cpu-time-
enabled' が 'false' の場合
の -1。Java 仮想マシン
実装は CPU 時間測定を
サポートしないことがあ
ります。'thread-cpu-
time-supported' が
'false' で定義されていな
い場合。

current-thread-cpu-
time

現在のスレッドユーザー
時間

measurement 現在のスレッドがナノ秒
のユーザーモードで実行
された CPU 時間。
'thread-cpu-time-
enabled' が 'false' の場合
は -1 になります。Java
仮想マシン実装は CPU
時間測定をサポートしな
いことがあります。
'thread-cpu-time-
supported' に「false」
の場合には、結果は未定
義になります。

current-thread-user-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.288

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドの競合監視が有
効になっている

スレッド競合監視が有効
になっているかどうか。

いいえ thread-contention-
monitoring-enabled

thread Cpu Time
Enabled

スレッド CPU 時間測定
が有効になっているかど
うか。

いいえ thread-cpu-time-
enabled

サポートされるスレッド
の競合監視

Java 仮想マシンがス
レッド競合モニタリング
をサポートするかどう
か。

いいえ thread-contention-
monitoring-supported
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サポートされるスレッド
Cpu 時間

Java 仮想マシン実装が
スレッドの CPU 時間測
定に対応しているかどう
か。

いいえ thread-cpu-time-
supported

現在サポートされている
スレッド Cpu 時間

Java 仮想マシンが現在
のスレッドの CPU 時間
測定に対応しているかど
うか。

いいえ current-thread-cpu-
time-supported

サポート対象のオブジェ
クトモニターの使用

Java 仮想マシンがオブ
ジェクトモニターの使用
の監視をサポートするか
どうか。

いいえ object-monitor-usage-
supported

サポート対象の同期機能
の使用

Java 仮想マシンが、所
有可能な同期使用のモニ
タリングをサポートする
かどうか。

いいえ Synchronizer-usage-
supported

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.289 metrics

Name description

すべてのスレッドをダンプ スタックトレースおよび同期情報を持つすべてのラ
イブスレッドのスレッド情報を返します。

デッドロックスレッドの検索 オブジェクトモニターまたは所有可能な同期を取得
するまで待機しているデッドロックのスレッドのサ
イクルを見つけます。

監視デッドロックスレッドの検索 オブジェクトモニターの取得を待機しているデッド
ロックのスレッドのサイクルを見つけます。

スレッド Cpu 時間の取得 指定された ID のスレッドの CPU 時間の合計をナノ
秒で返します。

スレッド情報の取得 指定された id のスレッドのスレッド情報を返しま
す。返された応答オブジェクトのスタックトレー
ス、ロックされたモニター、およびロックされた同
期は空になります。
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スレッド情報の取得 ID が入力リストにある各スレッドのスレッド情報を
返します。

スレッドユーザー時間の取得 指定された ID のスレッドがユーザーモードで実行さ
れた CPU 時間をナノ秒で返します。

ピアスレッド数のリセット ピークスレッド数を現在のライブスレッド数にリ
セットします。

すべてのスレッド ID を取得します。 すべてのライブスレッド ID を取得します。セキュリ
ティーマネージャーがインストールされ、呼び出し
元に ManagementPermission('monitor')がない場
合、結果は未定義になります。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.2.5. jbossas7: ガベージコレクターサービスガベージコレクターサービス

概要概要

表表3.290 概要概要

説明： Java 仮想マシンのガベージコレクションの管理イン
ターフェースを提供するリソースの親リソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: ガベージコレクターリソースサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.291

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.2.5.1. jbossas7: ガベージコレクターリソースサービスガベージコレクターリソースサービス

概要

表表3.292 概要概要

説明： Java 仮想マシンのガベージコレクターの 1 つに対す
る管理インターフェース。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.293

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.294 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクション数 measurement 発生したコレクションの
合計数。

collection-count
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コレクション数/分数 measurement 発生したコレクションの
合計数。

collection-count

コレクション時間 measurement 累積されたコレクション
の概算（ミリ秒単位）。

collection-time

コレクション時間/分 measurement 累積されたコレクション
の概算（ミリ秒単位）。

collection-time

Name trait このガベージコレクター
を表す名前

Name

valid trait このメモリーマネー
ジャーが Java 仮想マシ
ンで有効かどうか。

valid

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.295

Name description 必須必須 内部名内部名

メモリープール名 このガベージコレクター
が管理するメモリープー
ルの名前。

◯ memory-pool-names

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.2.6. jbossas7 - メモリープールサービスメモリープールサービス

概要概要

表表3.296 概要概要
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説明： Java 仮想マシンのメモリープールの管理インター
フェースを提供するリソースの親リソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: メモリープールリソースサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.297

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.2.6.1. jbossas7: メモリープールリソースサービスメモリープールリソースサービス

概要

表表3.298 概要概要

説明： メモリープールの管理インターフェース。メモリー
プールは、Java 仮想マシンによって管理されるメモ
リーリソースを表し、1 つ以上のメモリーマネー
ジャーによって管理されます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.299

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.300 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクションの使用 -
Init

measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

collection-usage:init

コレクションの使用 - 使
用

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

collection-usage:used

コレクションの使用 - コ
ミット

measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

collection-
usage:committed

コレクションの使用 - 最
大

measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

collection-usage:max
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コレクションの使用しき
い値数

measurement Java 仮想マシンが、メ
モリー使用量がコレク
ション使用量のしきい値
に達したか、または超過
していることを検出した
回数。メモリープール
は、コレクションの使用
のしきい値をサポートし
ない場合があります。
'collection-usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果の値が
'undefined' になりま
す。

collection-usage-
threshold-count

Collection Usage
Threshold Exceeded

trait Java 仮想マシンが消費
した最新のコレクション
後のこのメモリープール
のメモリー使用量が、コ
レクションの使用量のし
きい値に達したか、また
は超過しているかどう
か。メモリープールは、
コレクションの使用のし
きい値をサポートしない
場合があります。
'collection-usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果の値が
'undefined' になりま
す。

collection-usage-
threshold-exceeded

Collection Usage
Threshold
Supported（コレクショ
ン使用のしきい値）

trait このメモリープールがコ
レクション使用のしきい
値に対応しているかどう
か。

collection-usage-
threshold-supported

Name trait このメモリープールを表
す名前。

Name

Name type description 内部名内部名
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ピーク時 - Init measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

peak-usage:init

ピーク時の使用状況 - 使
用

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

peak-usage:used

ピーク時 - コミット measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

peak-usage:committed

ピーク時の使用状況：
最大

measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

peak-usage:max

type trait このメモリープールのタ
イプ。

type

usage - Init measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

usage:init

使用方法 - 使用方法 measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

usage:used

使用方法 - Committed measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

usage:committed

使用方法： 最大 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

usage:max

Name type description 内部名内部名
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Usage Threshold Count measurement メモリー使用量が使用量
のしきい値を超えた回
数。メモリープールは使
用状況のしきい値をサ
ポートしない場合があり
ます。'usage-threshold-
supported' の場合、
'false' が 'read-attribute'
操作でこの属性を読み込
もうと失敗し、'read-
resource' 操作の結果に
この属性の値が
'undefined' になりま
す。

usage-threshold-count

Usage Threshold
Exceeded

trait このメモリープールのメ
モリー使用量が使用量の
しきい値に達したか、こ
れを超えるか。メモリー
プールは使用状況のしき
い値をサポートしない場
合があります。'usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果にこの属性の値が
'undefined' になりま
す。

usage-threshold-
exceeded

サポートされる Usage
Threshold

trait このメモリープールが使
用状況のしきい値に対応
しているかどうか。

usage-threshold-
supported

valid trait このメモリープールが
Java 仮想マシンで有効
かどうか。メモリープー
ルは、Java 仮想マシン
がメモリーシステムから
削除されると無効になり
ます。

valid

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.301

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

422



Name description 必須必須 内部名内部名

コレクションの使用しき
い値

このメモリープールのコ
レクション使用のしきい
値（バイト単位）。メモ
リープールは、コレク
ションの使用のしきい値
をサポートしない場合が
あります。'collection-
usage-threshold-
supported' の場合、
'false' が 'read-attribute'
操作でこの属性を読み込
もうと失敗し、'read-
resource' 操作の結果の
値が 'undefined' になり
ます。

いいえ collection-usage-
threshold

メモリーマネージャー名 このメモリープールを管
理するメモリーマネー
ジャーの名前。

◯ memory-manager-
names

Usage Threshold このメモリープールの使
用量のしきい値（バイト
単位）。メモリープール
は使用状況のしきい値を
サポートしない場合があ
ります。'usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果にこの属性の値が
'undefined' になりま
す。

いいえ usage-threshold

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.302 metrics

Name description

ピーク使用のリセット このメモリープールのピーク時のメモリー使用統計
を現在のメモリー使用量にリセットします。

パッケージタイプ
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NONE

3.3.1.3. JBossAS7 - JBossWeb Service

概要概要

表表3.303 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: コネクターサービス」

「jbossas7: VHost サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.304

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.305

Name description 必須必須 内部名内部名

無効： 0 デフォルトのサーブレッ
トマッピングを有効にし
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ Disabled:0

ファイルのエンコーディ
ング

ファイルのエンコーディ
ングを強制します。

いいえ file-encoding
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Lists フォルダーリストを有効
にします。デフォルト値
は false です。

いいえ Lists

最大デプト PROPFIND の最大再帰
数。デフォルト値は 3 で
す。

いいえ max-depth

読み取り専用 HTTP メソッドの記述を
許可します（PUT、
DELETE）。デフォルト
値は true です。

いいえ read-only

sendfile 指定したバイトサイズよ
りも大きいファイルに対
して、可能であれば
sendfile を有効にしま
す。デフォルト値は
49152 です。

いいえ sendfile

secret WebDAV ロッキング操
作のシークレット。

いいえ secret

Webdav WebDAV 機能を有効に
します。デフォルト値は
false です。

いいえ webdav

チェック間隔 バックグラウンドスレッ
ドを使用して JSP 更新
の間隔をチェックしま
す。デフォルト値は 0
です。

いいえ check-interval

開発 開発モードを有効にしま
す。これは、エラーが発
生した場合により多くの
情報を提供します。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ 開発

無効： 1 JSP コンテナーを有効
にします。デフォルト値
は false です。

いいえ disabled:1

ソースフラグの表示 ランタイムエラーが発生
したら、対応する JSP
ソースフラグメントの表
示を試行します。デフォ
ルト値は true です。

いいえ display-source-
fragment

Name description 必須必須 内部名内部名
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dump Smap SMAP データをファイル
に書き込みます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ dump-smap

Bean 無効なクラス属性
の使用時にエラー

useBean で不適切なク
ラスを使用するときにエ
ラーを有効にします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ error-on-use-bean-
invalid-class-attribute

文字アレイとしての文字
列の生成

String 定数を char 配列
として生成します。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ generate-strings-as-
char-arrays

Java Encoding Java ソースに使用する
エンコーディングを指定
します。デフォルト値は
UTF8 です。

いいえ java-encoding

keep Generated 生成されたサーブレット
を保持します。デフォル
ト値は true です。

いいえ keep-generated

マップされたファイル JSP ソースにマップし
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ mapped-file

修正テスト間隔 更新の 2 つのテスト間の
最小時間（秒単位）。デ
フォルト値は 4 です。

いいえ modification-test-
interval

失敗時の再コンパイル 各リクエストで失敗した
JSP のコンパイルを再
試行します。デフォルト
値は false です。

いいえ recompile-on-fail

scratch Dir 別のワークディレクト
リーを指定します。

いいえ scratch-dir

SMAP SMAP を有効にします。
デフォルト値は true で
す。

いいえ smap

ソース Vm コンパイルのソース VM
レベル。デフォルト値は
1.5 です。

いいえ source-vm

Name description 必須必須 内部名内部名
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タグプール タグプールを有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ tag-pooling

ターゲット Vm コンパイルのターゲット
VM レベル。デフォルト
値は 1.5 です。

いいえ target-vm

領域のトリミング 生成されたサーブレット
から一部の領域をトリミ
ングします。デフォルト
値は false です。

いいえ trim-spaces

X Powered by x-powered-by で JSP エ
ンジンのアドバタイズを
有効にします。デフォル
ト値は true です。

いいえ x-powered-by

Welcome ファイル Welcome ファイル宣
言。

いいえ welcome-file

デフォルトの仮想サー
バー

Web コンテナーのデ
フォルト仮想サーバー。
デフォルト値は default-
host です。

◯ default-virtual-server

インスタンス ID このサーバーインスタン
スの識別子。

いいえ instance-id

ネイティブ ネイティブ初期化リス
ナーを web コンテナー
に追加します。デフォル
ト値は true です。

いいえ ネイティブ

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.3.1. jbossas7: コネクターサービスコネクターサービス

概要概要
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表表3.306 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.307

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.308 metrics

Name type description 内部名内部名

送信バイト数 measurement コネクターによって送信
されるバイト数。

bytesSent

1 分あたりの送信バイト
数

measurement コネクターによって送信
されるバイト数。

bytesSent

受信バイト数 measurement コネクター（POST デー
タ）によって受信された
バイト数。

bytesReceived

1 分あたり受信バイト数 measurement コネクター（POST デー
タ）によって受信された
バイト数。

bytesReceived

処理時間 measurement コネクターによって使用
される処理時間。im
milli-seconds

processingTime
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1 分あたりの処理時間 measurement コネクターによって使用
される処理時間。im
milli-seconds

processingTime

エラー数 measurement コネクターによる要求の
処理時に発生するエラー
の数。

errorCount

1 分あたりのエラー数 measurement コネクターによる要求の
処理時に発生するエラー
の数。

errorCount

最大時間 measurement リクエストの処理に費や
された最大時間。

maxTime

要求数 measurement コネクターによって処理
される要求の数。

requestCount

1 分あたりの要求数 measurement コネクターによって処理
される要求の数。

requestCount

最大接続 measurement このコネクターが処理で
きる最大コネクションの
数（「設定」を参照）

_expr:max-connections

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.309

Name description 必須必須 内部名内部名

configuration  いいえ *configuration+

scheme Web コネクタースキー
ム。

◯ scheme

ソケットバインディング web コネクター socket-
binding 参照。このコネ
クターはバインドされる
必要があります。

◯ socket-binding
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enabled コネクターを起動時に開
始するかどうかを定義し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ enabled

ルックアップの有効化 サーブレット API の
DNS ルックアップを有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ enable-lookups

executor このコネクターの処理ス
レッドに使用される必要
があるエグゼキューター
の名前。定義されていな
い場合、デフォルトは内
部プールを使用するよう
に設定されています。

いいえ executor

最大接続 パフォーマンスが最適な
コネクターによって処理
できる同時接続の量。デ
フォルト値は、使用され
るコネクターによって異
なります。

いいえ max-connections:expr

最大ポストサイズ コンテナーが解析できる
POST リクエストの最大
サイズ（バイト単位）。
デフォルト値は 2097152
です。

いいえ max-post-size

保存後サイズの最大保存 特定の認証スキーム時に
保存される POST リク
エストの最大サイズ（バ
イト単位）。デフォルト
値は 4096 です。

いいえ max-save-post-size

Name コネクターの一意の名
前。

いいえ Name

protocol Web コネクタープロト
コル（例：）'HTTP/1.1'
または 'AJP' または
ProtocolHandler および
MBeanRegistration を実
装するクラスの名前

◯ protocol

プロキシー名 リダイレクトの送信時に
使用されるホスト名。デ
フォルト値は null です。

いいえ proxy-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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プロキシーポート リダイレクトの送信時に
使用されるポート。

いいえ proxy-port

ポートのリダイレクト セキュアなコネクターへ
リダイレクトするための
ポート。デフォルト値は
8433 です。

いいえ redirect-port:expr

secure コネクターによって送受
信されるコンテンツが
user パースペクティブ
から保護されるかどうか
を示します。デフォルト
値は false です。

いいえ secure

仮想サーバー このコネクターからアク
セスできる仮想サーバー
の一覧。デフォルトで
は、すべての仮想サー
バーを許可します。

いいえ virtual-server

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.3.2. jbossas7: VHost サービスサービス

概要概要

表表3.310 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: ルールサービスを書き換える」

「jbossas7: アクセスログサービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.311

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.312 metrics

Name type description 内部名内部名

_エイリアス trait この仮想ホストのエイリ
アス

_エイリアス

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.313

Name description 必須必須 内部名内部名

configuration  いいえ *configuration+

仮想サーバーのエイリア
ス

仮想サーバーのエイリア
ス

◯ alias

デフォルトの Web モ
ジュール

ルート Webapp として
マップされる Web モ
ジュールデプロイメント
名。

◯ default-web-module

Welcome Root の有効化 バンドルされた
welcome ディレクト
リーがルート Web コン
テキストとして使用され
るかどうか。デフォルト
値は false です。

◯ enable-welcome-root

Name 一意の仮想ホスト名 いいえ Name
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.3.2.1. jbossas7: ルールサービスを書き換えるルールサービスを書き換える

概要

表表3.314 概要概要

説明： リクエストで指定された URL または vhost で順番に
処理される再書き込みルールの一覧。これらは
mod_rewrite のルールに従います。設定に関するヘ
ルプは、マニュアルを参照してください。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.315

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.316
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Name description 必須必須 内部名内部名

conditions  いいえ *1

フラグ この書き換えルールのオ
プションフラグ。
mod_rewrite ドキュメン
トを参照してください。

◯ フラグ

pattern 一致するパターン。
mod_rewrite ドキュメン
トを参照してください。

◯ pattern

置換 元の URL または vhost
を置き換える文字列。
mod_rewrite ドキュメン
トを参照してください。

◯ 置換

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.3.2.2. jbossas7: アクセスログサービスアクセスログサービス

概要

表表3.317 概要概要

説明： この仮想サーバーのアクセスログ設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.318
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.319

Name description 必須必須 内部名内部名

path 相対フォルダーパス。 いいえ path

相対値 パスが相対するフォル
ダー。デフォルト値は
jboss.server.log.dir で
す。

いいえ relative-to

extended 拡張パターンを有効にし
ます。さらにオプション
を指定します。デフォル
ト値は false です。

いいえ extended

pattern アクセスログパターン。
デフォルト値は
common です。

いいえ pattern

prefix ログファイル名の接頭
辞。デフォルト値は
false です。

いいえ prefix

ホストを解決 ホストの解決。デフォル
ト値は false です。

いいえ resolve-hosts

rotate アクセスログを毎日ロー
テーションします。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ rotate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.4. jbossas7: 一般的な一般的な JCA コネクターサービスコネクターサービス

概要概要

表表3.320 概要概要

説明： JCA エンジンの一般的な設定。エンドユーザーが必
ずしも対象であるとは限りません。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.321

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.322

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトの
Workmanager 実行ス
レッドプール

短い実行スレッドプール
の名前を指定します。

◯ default-workmanager-
short-running-thread-
pool

デフォルトの
Workmanager Long
Running スレッドプール

長時間実行されるスレッ
ドプールの名前を指定し
ます。

◯ default-workmanager-
long-running-thread-
pool
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Bean Validation Enabled Bean バリデーションが
有効であるかどうかを指
定します。

◯ bean-validation-
enabled

Archive Validation
Enabled

検証の有効化 ◯ archive-validation-
enabled

archive Validation fails
on Error（アーカイブバ
リデーションでエラーが
発生した場合）

アーカイブバリデーショ
ンエラーレポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト： true

◯ archive-validation-fail-
on-error

Archive Validation fails
on exactlyn

アーカイブバリデーショ
ンの警告レポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト： false

◯ archive-validation-fail-
on-warn

キャッシュ接続マネー
ジャーのデバッグ

キャッシュ接続マネー
ジャーのデバッグ情報ロ
ギングを有効または無効
にします。

◯ cached-connection-
manager-debug

キャッシュ接続マネー
ジャーのエラー

キャッシュ接続マネー
ジャーのエラー情報ロギ
ングを有効または無効に
します。

◯ cached-connection-
manager-error

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.5. jbossas7: データソース（スタンドアロン）サービスデータソース（スタンドアロン）サービス

概要概要

表表3.323 概要概要

説明： スタンドアロンサーバーの datasources サブシステ
ム。

シングルトン： ◯
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: データソース（スタンドアロン）サービス」

「jbossas7: XADataSource（スタンドアロン）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.324

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.325

Name description 必須必須 内部名内部名

利用可能なドライバー  ◯ *4

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.5.1. jbossas7: データソース（スタンドアロン）サービスデータソース（スタンドアロン）サービス

概要概要

表表3.326 概要概要

説明： 非 XA データソース
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.327

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.328 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount
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準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Name type description 内部名内部名
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Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.329

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

◯ connection-url

ドライバー名 使用する JDBC ドライ
バーの名前

◯ driver-name

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全修飾名。

いいえ driver-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name
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driver データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。driver-name>
#major-version.minor-
version where driver-
name は JDBC ドライ
バークラスの完全修飾名
です。

いいえ driver

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

jta JTA 統合の有効化 いいえ jta

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ max-pool-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。既存の値
は未設定にできません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。既存の値は未
設定にできません。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。既存の値は未設
定にできません。

いいえ pool-use-strict-min

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

複数のユーザーを許可す
る

複数のユーザーが
getConnection(user,
password)メソッドを使
用してデータソースにア
クセスするかどうかを指
定します。したがって、
内部プールタイプがその
対応であるべきであるか
どうかを指定します。

いいえ allow-multiple-users

Name description 必須必須 内部名内部名
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準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）を示しま
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。既存の値は未設定
にできません。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名
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トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
既存の値は未設定にでき
ません。

いいえ background-validation-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。既存の値
は未設定にできません。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

Name description 必須必須 内部名内部名
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Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.330 metrics

Name description

enable データソースを有効にします。

Disable データソースを無効にします。

プールのすべての接続をフラッシュする すべての接続のプールをフラッシュします。

プールのフラッシュアイドリング接続 アイドル接続のためにプールをフラッシュします。

プールの接続テスト 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.5.2. jbossas7: XADataSource（スタンドアロン）サービス（スタンドアロン）サービス

概要概要

表表3.331 概要概要

説明： XA データソース

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
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表表3.332

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.333 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount
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準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.334

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  ◯ *2

XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全修飾名

◯ xa-datasource-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

◯ driver-name

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

451



password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。既存の値
は未設定にできません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。既存の値は未
設定にできません。

いいえ pool-prefill

Name description 必須必須 内部名内部名
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Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。既存の値は未設
定にできません。

いいえ pool-use-strict-min

interleaving XA 接続ファクトリーの
インターリービングを有
効にする要素

いいえ interleaving

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされる
べき

いいえ pad-xid

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

wrap Xa データソース XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。

いいえ wrap-xa-datasource

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

453



リカバリープラグインク
ラス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供されるリカバ
リープラグインの実装

いいえ recovery-plugin-class-
name

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

Name description 必須必須 内部名内部名
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割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
する間隔をミリ秒単位で
割り当てます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。既存の値は未設定
にできません。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名
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トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
既存の値は未設定にでき
ません。

いいえ background-validation-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。既存の値
は未設定にできません。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

Name description 必須必須 内部名内部名
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XA リソースタイムアウ
ト

XAResource.setTransact
ionTimeout（）デフォ
ルトに渡されるのはゼロ
で、セッターは起動しま
せん。（秒単位）

いいえ xa-resource-timeout

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

リカバリーユーザー名 接続リカバリーを試行す
るために使用されるユー
ザー名

いいえ recovery-username

リカバリーパスワード 接続リカバリーを試行す
るために使用されるパス
ワード

いいえ recovery-password

リカバリーセキュリ
ティードメイン

接続リカバリーを試行す
るために使用される
security-domain

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーなし true の場合、この接続
プールのリカバリーは試
行されません。

いいえ no-recovery

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.335 metrics

Name description

enable データソースを有効にします。

Disable データソースを無効にします。

プールのすべての接続をフラッシュする すべての接続のプールをフラッシュします。

プールのフラッシュアイドリング接続 アイドル接続のためにプールをフラッシュします。
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プールの接続テスト 接続を取得できるかどうかのテスト

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.6. jbossas7: ロギングサービスロギングサービス

概要概要

表表3.336 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - Async Handler Service」

「jbossas7: コンソールハンドラーサービス」

「jbossas7: カスタムハンドラーサービス」

「jbossas7: ファイルハンドラーサービス」

「jbossas7: ロガーサービス」

「jbossas7 - 定期的なローテーションファイルハンドラーサービス」

「jbossas7 - サイズローテーションファイルハンドラーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.337

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

459



設定プロパティー設定プロパティー

表表3.338

Name description 必須必須 内部名内部名

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

handlers このロガーに関連付けら
れたハンドラー。

◯ handlers

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.6.1. JBossAS7 - Async Handler Service

概要概要

表表3.339 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.340

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.341

Name description 必須必須 内部名内部名

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

オーバーフローアクショ
ン

オーバーフロー時に実行
するアクションを指定し
ます。有効なオプション
は 'block' および
'discard' です。デフォル
ト値は BLOCK です。

◯ overflow-action

Queue Length 書き込みをフラッシュす
る前に使用するキューの
長さ

◯ queue-length

Subhandlers この Async ハンドラー
に関連付けられたハンド
ラー。

いいえ subhandlers

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.342 metrics

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

461



Name description

サブハンドラーの割り当て サブハンドラーを ASYNC ハンドラーに割り当てま
す。

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

サブハンドラーの割り当て解除 ASYNC ハンドラーからサブハンドラーの割り当てを
解除します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.6.2. jbossas7: コンソールハンドラーサービスコンソールハンドラーサービス

概要概要

表表3.343 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.344

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.345
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Name description 必須必須 内部名内部名

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

ターゲット コンソールハンドラーの
ターゲットを定義しま
す。値は SYSTEM_OUT
または SYSTEM_ERR の
いずれかになります。デ
フォルト値は
System.out です。

いいえ ターゲット

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.346 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.6.3. jbossas7: カスタムハンドラーサービスカスタムハンドラーサービス
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概要概要

表表3.347 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.348

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.349

Name description 必須必須 内部名内部名

class 使用されるロギングハン
ドラークラス。

◯ class

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter
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level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

モジュール ロギングハンドラーが依
存するモジュール。

◯ モジュール

properties  ◯ properties

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.350 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.6.4. jbossas7: ファイルハンドラーサービスファイルハンドラーサービス

概要概要

表表3.351 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.352
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.353

Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.354 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.6.5. jbossas7: ロガーサービスロガーサービス

概要概要

表表3.355 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.356

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.357
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表表3.357

Name description 必須必須 内部名内部名

handlers このロガーに関連付けら
れたハンドラー。

いいえ handlers

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

親ハンドラーの使用 このロガーが出力を親
Logger に送信するかど
うかを指定します。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-parent-handlers

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.358 metrics

Name description

ログレベルの変更 ロガーカテゴリーのロギングレベルを変更します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.6.6. jbossas7 - 定期的なローテーションファイルハンドラーサービス定期的なローテーションファイルハンドラーサービス

概要概要

表表3.359 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.360

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.361

Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level
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suffix サフィックス文字列を設
定します。文字列は、
java.text.SimpleDateFor
mat が理解できる形式で
す。ローテーションの期
間は、接尾辞に基づいて
自動的に算出されます。

◯ suffix

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.362 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.6.7. jbossas7 - サイズローテーションファイルハンドラーサービスサイズローテーションファイルハンドラーサービス

概要概要

表表3.363 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.364
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.365

Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

最大バックアップイン
デックス

保持するバックアップの
最大数。デフォルト値は
1 です。

◯ max-backup-index
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ローテーションサイズ ログファイルをローテー
ションするサイズ。デ
フォルト値は 2m です。

◯ rotate-size

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.366 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.7. JBossAS7 - Webservices Service

概要概要

表表3.367 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - Endpoint Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.368

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

472



Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.369

Name description 必須必須 内部名内部名

Wsdl アドレスの変更 soap アドレスを変更す
ることができるかどう
か。

いいえ modify-wsdl-address

WSDL ホスト エンドポイントに必要な
デプロイメントアーティ
ファクトである WSDL
には、エンドポイントの
場所を参照する
<soap:address> 要素があ
ります。JBoss では、そ
の SOAP アドレスの書
き換えがサポートされま
す。<soap:address> の内
容が有効な URL の場
合、'modify-wsdl-
address' が true でない
限り、JBossWS はこれ
を書き直しません。
<soap:address> の内容が
有効な URL ではない場
合、JBossWS は以下の
属性値を使用して書き直
します。'wsdl-host' が
'jbossws.undefined.host'
に設定されている場合、
JBossWS は
<soap:address> を書き換
える際にリクエスターホ
ストを使用します。

いいえ wsdl-host
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WSDL ポート SOAP アドレスを書き換
えるために使用されるセ
キュアでないポート。存
在しない場合、インス
トールしたコネクターの
リストをクエリーして
ポートが識別されます。

いいえ wsdl-port

WSDL セキュアポート SOAP アドレスを書き換
えるために使用されるセ
キュアなポート。存在し
ない場合、インストール
したコネクターのリスト
をクエリーしてポートが
識別されます。

いいえ wsdl-secure-port

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.7.1. JBossAS7 - Endpoint Service

概要概要

表表3.370 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: ハンドラーのポストチェーンサービス」

「jbossas7: 事前ハンドラーチェーンサービス」

「jbossas7: プロパティーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.371
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.7.1.1. jbossas7: ハンドラーのポストチェーンサービスハンドラーのポストチェーンサービス

概要

表表3.372 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - Post Handler Service」

接続プロパティー

表表3.373

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.374

Name description 必須必須 内部名内部名

プロトコルバインディン
グ

プロトコルバインディン
グ

いいえ protocol-bindings

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.7.1.1.1. JBossAS7 - Post Handler Service

概要

表表3.375 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.376

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.377

Name description 必須必須 内部名内部名

class ハンドラークラス ◯ class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.7.1.2. jbossas7: 事前ハンドラーチェーンサービス事前ハンドラーチェーンサービス

概要

表表3.378 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - Pre Handler Service」

接続プロパティー

表表3.379

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.380

Name description 必須必須 内部名内部名

プロトコルバインディン
グ

プロトコルバインディン
グ

いいえ protocol-bindings

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.7.1.2.1. JBossAS7 - Pre Handler Service

概要

表表3.381 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.382

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.383

Name description 必須必須 内部名内部名

class ハンドラークラス ◯ class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.7.1.3. jbossas7: プロパティーサービスプロパティーサービス

概要

表表3.384 概要概要

説明： プロパティー

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.385

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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NONE

設定プロパティー

表表3.386

Name description 必須必須 内部名内部名

値 プロパティーの値。 いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.8. jbossas7: ネーミングサービスネーミングサービス

概要概要

表表3.387 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: Binding Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.388

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.389 metrics

Name description

JNDIView JNDI ツリーで絞り込む

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.8.1. jbossas7: Binding Service

概要概要

表表3.390 概要概要

説明： プリミティブタイプの JNDI バインディング

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.391

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.392
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Name description 必須必須 内部名内部名

バインディングタイプ 作成するバインディング
のタイプ。simple、
lookup、または object-
factory です。

◯ binding-type

class オブジェクトファクト
リーバインディングのオ
ブジェクトファクトリー
クラス名

いいえ class

lookup ルックアップバインディ
ングの JNDI でルック
アップするエントリー。

いいえ lookup

モジュール オブジェクトファクト
リーバインディングのオ
ブジェクトファクトリー
をロードするモジュー
ル。

いいえ モジュール

type シンプルバインディング
にバインドする値の型。
これはプリミティブタイ
プである必要がありま
す。

いいえ type

値 シンプルバインディング
にバインドする値

いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.9. jbossas7: Transactions サブシステム（スタンドアロン）サービスサブシステム（スタンドアロン）サービス

概要概要

表表3.393 概要概要

説明： transactions サブシステム。

シングルトン： ◯
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: ログストア（スタンドアロン）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.394

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.395 metrics

Name type description 内部名内部名

ネスト化されたトランザ
クション数

measurement 作成されたネストされた
(sub)トランザクション
の総数。

number-of-nested-
transactions

1 分あたりのネストトラ
ンザクション数

measurement 作成されたネストされた
(sub)トランザクション
の総数。

number-of-nested-
transactions

タイムアウトしたトラン
ザクション数

measurement タイムアウトが原因で
ロールバックされたトラ
ンザクションの数。

number-of-timed-out-
transactions

1 分あたりにタイムアウ
トしたトランザクション
数

measurement タイムアウトが原因で
ロールバックされたトラ
ンザクションの数。

number-of-timed-out-
transactions

コミットされたトランザ
クションの数

measurement コミットされたトランザ
クションの数。

number-of-committed-
transactions

1 分あたりのコミット済
みトランザクション数

measurement コミットされたトランザ
クションの数。

number-of-committed-
transactions

トランザクション数 measurement 作成されたトランザク
ションの合計数（トップ
レベルおよびネスト化）

number-of-transactions
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1 分あたりのトランザク
ション数

measurement 作成されたトランザク
ションの合計数（トップ
レベルおよびネスト化）

number-of-transactions

ヒューリスティック数 measurement ヒューリスティックな結
果で終了したトランザク
ションの数。

number-of-heuristics

1 分あたりのヒューリス
ティック数

measurement ヒューリスティックな結
果で終了したトランザク
ションの数。

number-of-heuristics

中止トランザクションの
数

measurement 中止された（つまりロー
ルバックされた）トラン
ザクションの数。

number-of-aborted-
transactions

1 分あたりの中止トラン
ザクション数

measurement 中止された（つまりロー
ルバックされた）トラン
ザクションの数。

number-of-aborted-
transactions

インフライトトランザク
ション数

measurement 終了していないトランザ
クションの数。

number-of-inflight-
transactions

1 分あたりのインフライ
トトランザクション数

measurement 終了していないトランザ
クションの数。

number-of-inflight-
transactions

アプリケーションのロー
ルバック数

measurement アプリケーションリクエ
ストによってロールバッ
クされたトランザクショ
ンの数。これには、タイ
ムアウトの動作はアプリ
ケーション設定の属性と
みなされるためのタイム
アウトが含まれます。

number-of-application-
rollbacks

1 分あたりのアプリケー
ションのロールバック数

measurement アプリケーションリクエ
ストによってロールバッ
クされたトランザクショ
ンの数。これには、タイ
ムアウトの動作はアプリ
ケーション設定の属性と
みなされるためのタイム
アウトが含まれます。

number-of-application-
rollbacks

リソースのロールバック
数

measurement リソース（参加者）の失
敗によりロールバックさ
れたトランザクションの
数。

number-of-resource-
rollbacks

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりのリソースの
ロールバック数

measurement リソース（参加者）の失
敗によりロールバックさ
れたトランザクションの
数。

number-of-resource-
rollbacks

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.396

Name description 必須必須 内部名内部名

相対値 JBoss Application
Server データディレク
トリー
(jboss.server.data.dir)に
デフォルト設定されてい
るドメインモデルのグ
ローバルパス設定を参照
します。'path' 属性の値
は、このパスに対する相
対値として処理されま
す。空の文字列を使用し
てデフォルトの動作を無
効にし、'path' 属性の値
を絶対パスとして処理す
るよう強制します。デ
フォルト値は
jboss.server.data.dir で
す。

いいえ relative-to

プロセス ID の Uuid トランザクションマネー
ジャーが UUID ベースの
プロセス ID を使用する
かどうかを示します。

いいえ process-id-uuid

ソケットバインディング リカバリー環境に使用す
る正しいソケットバイン
ディングを参照するため
に使用されます。

いいえ socket-binding

jts true の場合、Java
Transaction Service が有
効になります。デフォル
ト値は false です。

いいえ jts
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オブジェクトストアパス トランザクションマネー
ジャーのオブジェクトス
トアがデータを格納する
場所を示す相対または絶
対ファイルシステムパス
を示します。デフォルト
では、値は 'relative-to'
属性で表されるパスに対
する相対値として処理さ
れます。デフォルト値は
tx-object-store です。

いいえ object-store-path

path トランザクションマネー
ジャーのコアがデータを
格納する場所を示す相対
または絶対ファイルシス
テムパスを示します。デ
フォルトでは、値は
'relative-to' 属性で表さ
れるパスに対する相対値
として処理されます。デ
フォルト値は var です。

いいえ path

プロセス ID ソケットバ
インディング

トランザクションマネー
ジャーがソケットベース
のプロセス ID を使用す
る必要がある場合に使用
するソケットバインディ
ング設定の名前。
'process-id-uuid' が
'true' の場合は
'undefined' になりま
す。それ以外の場合は、
設定する必要がありま
す。

いいえ process-id-socket-
binding

デフォルトのタイムアウ
ト

デフォルトのタイムアウ
ト。デフォルト値は
300 です。

いいえ default-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名
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プロセス ID ソケット最
大ポート

トランザクションマネー
ジャーがソケットベース
のプロセス ID を使用す
る必要がある場合に、解
放ポートを検索するポー
トの最大数。'process-
id-socket-binding' で参
照されるソケットバイン
ディングによって指定さ
れるポートが占有されて
いる場合、オープンポー
トが見つかるか、この属
性によって指定された
ポートの数が試行される
まで、次の上位のポート
が試行されます。
'process-id-uuid' が
'true' の場合は
'undefined' になりま
す。デフォルト値は 10
です。

いいえ process-id-socket-max-
ports

リカバリーリスナー リカバリーシステムが
ネットワークソケットを
リッスンする必要がある
かどうかを指定するため
に使用されます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ recovery-listener

ステータスソケットバイ
ンディング

トランザクションステー
タスマネージャーに使用
する正しいソケットバイ
ンディングを参照するた
めに使用されます。

いいえ status-socket-binding

ノード識別子 コア環境でノード識別子
を設定するために使用さ
れます。デフォルト値は
1 です。

いいえ node-identifier

Tsm ステータスの有効
化

不足状態からの復旧に必
要なトランザクションス
テータスマネージャー
(TSM)サービスを提供す
るかどうか。デフォルト
値は false です。

いいえ enable-tsm-status

Name description 必須必須 内部名内部名
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オブジェクトストア相対
先

JBoss Application
Server データディレク
トリー
(jboss.server.data.dir)に
デフォルト設定されてい
るドメインモデルのグ
ローバルパス設定を参照
します。'path' 属性の値
は、このパスに対する相
対値として処理されま
す。空の文字列を使用し
てデフォルトの動作を無
効にし、'path' 属性の値
を絶対パスとして処理す
るよう強制します。デ
フォルト値は
jboss.server.data.dir で
す。

いいえ object-store-relative-to

統計の有効化 統計を有効にするべきか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ enable-statistics

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.9.1. jbossas7: ログストア（スタンドアロン）サービスログストア（スタンドアロン）サービス

概要概要

表表3.397 概要概要

説明： トランザクションロギングストレージメカニズムの
表現。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: トランザクション（スタンドアロン）サービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.398

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.399

Name description 必須必須 内部名内部名

type ロギングストアの実装タ
イプを指定します。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.400 metrics

Name description

Probe 新規トランザクションログのスキャン。この操作は
保留中のトランザクションごとに子を作成します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.9.1.1. jbossas7: トランザクション（スタンドアロン）サービストランザクション（スタンドアロン）サービス

概要

表表3.401 概要概要
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説明： トランザクションマネージャーが障害発生時にトラ
ンザクションをリカバリーするために保存する永続
的な情報。probe 操作は、対応する実際のトランザ
クションが開始され、準備およびコミットフェーズ
を終了すると、モデルからトランザクションを追加
および削除します。スタックされたトランザクショ
ンは、完了または削除操作によって明示的に削除さ
れるまで、モデルに残ります。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 参加者（スタンドアロン）サービス」

接続プロパティー

表表3.402

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.403

Name description 必須必須 内部名内部名

2 年目 このトランザクションの
準備以降、またはリカバ
リーシステムが最後にリ
カバリーを試行した時
間。

いいえ 経過時間（秒単位）

ID このトランザクションの
ID。

いいえ id
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JMX 名 このトランザクションの
JMX 名。

いいえ jmx-name

type このレコードが保存され
るタイプ名。

いいえ type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.404 metrics

Name description

DELETE このトランザクションログを削除します。この操作
後、トランザクションマネージャーにはトランザク
ションに関する知識がないため、復元できなくなり
ます。トランザクションが完了すると、操作は安全
です。トランザクションログの表現もモデルから削
除されます。

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.9.1.1.1. jbossas7: 参加者（スタンドアロン）サービス参加者（スタンドアロン）サービス

概要

表表3.405 概要概要

説明： トランザクションで機能したリソース。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.406
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.407

Name description 必須必須 内部名内部名

EIS 製品名 JCA エンタープライズ
情報システムの製品名。

いいえ eis-product-name

EIS 製品バージョン JCA エンタープライズ
情報システムの製品バー
ジョン

いいえ ess-product-version

JMX 名 この参加者の JMX 名。 いいえ jmx-name

JNDI 名 この参加者の JNDI 名。 いいえ jndi-name

status この参加者のコミットス
テータスを報告します
（Pending、Prepared、
Failed、Heuristic、また
は Readonly のいずれ
か）。

いいえ status

type このレコードが保存され
るタイプ名。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.408 metrics
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Name description

recover このレコードがヒューリスティックな状態にある場
合は、2PC トランザクションのコミットフェーズを
再生しようとします。

refresh トランザクションログをクエリーして、この参加者
レコードの属性の管理ビューを更新します。（read-
resource オペラトンはモデルを読み取るため、この
更新操作の必要性はあります）。

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.10. JBossAS7 - Network Interface Service

概要概要

表表3.409 概要概要

説明： 名前付きネットワークインターフェース。そのイン
ターフェースに関連付ける IP アドレスを決定するの
に必要な基準

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.410

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.411
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Name description 必須必須 内部名内部名

任意のアドレス このインターフェースを
使用するソケットをワイ
ルドカードアドレスにバ
インドする必要があるこ
とを示す属性です。
java.net.preferIpV4Stac
k システムプロパティー
が true に設定されてい
ない限り、IPv6 ワイル
ドカードアドレス(::)が
使用されます。この場
合、IPv4 ワイルドカー
ドアドレス(0.0.0.0)が
使用されます。ソケット
がデュアルスタックマシ
ンの IPv6 anylocal アド
レスにバインドされてい
る場合は、IPv6 および
IPv4 トラフィックの両
方を許可できます。
IPv4（IPv4 マッピン
グ）anylocal アドレスに
バインドされている場合
は、IPv4 トラフィック
のみを受け入れることが
できます。

いいえ any-address

任意の Ipv 4 アドレス このインターフェースを
使用するソケットは
IPv4 ワイルドカードア
ドレス(0.0.0.0)にバイ
ンドする必要があること
を示す属性です。

いいえ any-ipv4-address

任意の Ipv 6 アドレス このインターフェースを
使用するソケットが
IPv6 ワイルドカードア
ドレス(::)にバインドす
る必要があることを示す
属性。

いいえ any-ipv6-address

リンクローカルアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスがリンク
ローカルであるかどうか
を示す属性。「未定義」
または「false」値は、
この属性が IP アドレス
選択に関連していないこ
とを意味します。

いいえ link-local-address
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loopback このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ループバックアドレ
スであるかどうかを示す
属性。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ loopback

ループバックアドレス ループバックインター
フェースがマシンに存在
する場合、このインター
フェースの IP アドレス
が指定の値であることを
示す属性。「ループバッ
クアドレス」は、マシン
のループバックインター
フェースで実際には設定
できない場合がありま
す。IP 指定のアドレス
が関連付けられた NIC
が見つからない場合で
あっても、指定の値が使
用されるため、inet-
address とは異なりま
す。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ loopback-address

multicast このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがマルチ
キャストをサポートする
かどうかを示す属性。
「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ multicast

Name description 必須必須 内部名内部名
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nic このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースに名前が指
定されているかどうかを
示す属性。ネットワーク
インターフェースの名前
（例： eth0、eth1、
lo）。「未定義」値は、
この属性が IP アドレス
の選択と関連していない
ことを意味します。

いいえ nic

NIC 一致 このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースに指定の正
規表現に一致する名前が
あるかどうかを示す属性
です。value は、マシン
で利用可能なネットワー
クインターフェースの名
前が許可されるインター
フェースを見つけること
ができる正規表現です。
「未定義」値は、この属
性が IP アドレスの選択
と関連していないことを
意味します。

いいえ nic-match

ポイントツーポイント このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがそのポイ
ントツーポイントイン
ターフェースであるかど
うかを示す属性。「未定
義」または「false」値
は、この属性が IP アド
レス選択に関連していな
いことを意味します。

いいえ point-to-point

Name description 必須必須 内部名内部名
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パブリックアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、一般にルーティング
可能なアドレスであるか
どうかを示す属性。「未
定義」または「false」
値は、この属性が IP ア
ドレス選択に関連してい
ないことを意味します。

いいえ public-address

サイトローカルアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、サイトローカルアド
レスであるかを示す属性
です。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ site-local-address

サブネットの一致 このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスが指定のサ
ブネット定義に適合する
かを示す属性です。
value は、'slash 表記' で
記述されるネットワーク
IP アドレスと、アドレ
スのネットワーク接頭辞
のビット数です。
例：'192.168.0.0/16'.「未
定義」値は、この属性が
IP アドレスの選択と関
連していないことを意味
します。

いいえ subnet-match

Up このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースが現在稼動
しているかどうかを示す
属性。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ up

Name description 必須必須 内部名内部名
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virtual このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがその仮想
インターフェースである
かどうかを示す属性。
「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ virtual

inet Address このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスが指定の値
と一致するかどうかを示
す属性。value は、IPv6
または IPv4 のドット区
切り表記の IP アドレ
ス、または IP アドレス
に解決できるホスト名の
いずれかです。「未定
義」値は、この属性が
IP アドレスの選択と関
連していないことを意味
します。

いいえ inet-address

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.11. JBossAS7 - SocketBindingGroup Service

概要概要

表表3.412 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.413

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.414

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディング  ◯ *

バインディング  ◯ *1

バインディング  ◯ *2

デフォルトインター
フェース

これらのバインディング
のデフォルトインター
フェース。定義について
は、「ネットワークイン
ターフェース」を参照し
てください。

◯ default-interface

ポートオフセット このグループの標準ポー
トからのオフセット。こ
れはスタンドアロンモー
ドでのみ利用可能です。

いいえ port-offset

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.12. jbossas7: デプロイメントサービスデプロイメントサービス

概要概要

表表3.415 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - Webservices Runtime Service」

「JBossAS7 - Web Runtime Service」

「jbossas7: メッセージングランタイムサービス」

「JBossAS7 - Subdeployment Service」

「jbossas7: JPA ランタイムサービス」

「jbossas7 - データソースランタイムサービス」

「jbossas7: EJB3 ランタイムサービス」

「jbossas7: リソースアダプターランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.416

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.417 metrics
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Name type description 内部名内部名

status trait デプロイメントの現在の
ランタイム状態。設定可
能なステータスモードは
OK、FAILED、および
STOPPED です。Failed
は、依存関係がないか、
またはサービスが開始で
きなかったことを示しま
す。Stopped は、デプ
ロイメントが手動で停止
されたことを示します。

status

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.418

Name description 必須必須 内部名内部名

コンテンツ デプロイメントを構成す
るコンテンツの一覧。

◯ コンテンツ

enabled デプロイメントコンテン
ツが現在ランタイムにデ
プロイされているかどう
かを示すブール値（また
は、次回の起動時にラン
タイムにデプロイする必
要があります）。

いいえ enabled

Name デプロイメントの一意の
識別子。すべてのデプロ
イメントで一意でなけれ
ばなりません。

いいえ Name
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永続 デプロイメントが存在す
るかどうかを永続サー
バー設定に記録する必要
があることを示すブール
値。スタンドアロンサー
バーにのみ関係します。
デフォルトは 'true' で
す。デプロイメントス
キャナーによって管理さ
れるデプロイメントで
は、これを 'false' に設定
して、スキャナーがデプ
ロイメントを再度検出し
た場合に、サーバーの起
動時にデプロイメントが
デプロイされるようにし
ます。

いいえ 永続

ランタイム名 サーバーランタイム内で
デプロイメントが認識さ
れる名前。これは、デプ
ロイメントファイルの
ファイル名と同じで、デ
フォルトの Java
Enterprise Edition アプ
リケーションやモジュー
ル名などの基礎を形成し
ます。これは通常
「name」と同じです
が、デプロイメントのコ
ンテンツリポジトリーで
利用可能な同じ
runtime-name（foo.war
の 2 つのバージョン）を
持つデプロイメントを 2
つ（例： foo.war の 2
つ）で使用したい場合が
あります。この場合、デ
プロイメントには固有の
名前が必要ですが、値は
同じ runtime-name にな
ります。

いいえ runtime-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.419 metrics
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Name description

enable  

Disable  

restart  

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.420 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

file deployable このサーバーグループでのデプロ
イメント

3.3.1.12.1. JBossAS7 - Webservices Runtime Service

概要概要

表表3.421 概要概要

説明： デプロイメントの web サービスコンポーネントに
よって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - Endpoint Runtime Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.422

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.1.1. JBossAS7 - Endpoint Runtime Service

概要

表表3.423 概要概要

説明： WebService エンドポイント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.424

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.425 metrics

Name type description 内部名内部名

平均処理時間 measurement 平均エンドポイント処理
時間。

average-processing-
time

障害数 measurement エンドポイントが生成し
た障害の数。

fault-count

最大処理時間 measurement 最大エンドポイントの処
理時間。

max-processing-time
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処理時間（最小） measurement エンドポイントの最小処
理時間。

min-processing-time

要求数 measurement エンドポイントが処理さ
れた要求の数。

request-count

応答数 measurement エンドポイントが生成し
た応答の数。

response-count

処理時間の合計 measurement エンドポイント処理の合
計時間。

total-processing-time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.426

Name description 必須必須 内部名内部名

class WebService エンドポイ
ントクラス。

いいえ class

context WebService エンドポイ
ントコンテキスト。

いいえ context

Name WebService エンドポイ
ント名。

いいえ Name

type WebService エンドポイ
ントタイプ。

いいえ type

WSDL URL WebService エンドポイ
ントの WSDL URL。

いいえ wsdl-url

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.1.12.2. JBossAS7 - Web Runtime Service

概要概要

表表3.427 概要概要

説明： デプロイメントの web コンポーネントによって公開
されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.428

Name description 必須必須 内部名内部名

応答時間ログファイル この Web アプリケー
ションの response-time
統計が含まれるログファ
イルへのフルパス。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.429 metrics
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Name type description 内部名内部名

仮想ホスト trait この webapp がデプロイ
される仮想ホスト。

virtual-host

コンテキストルート trait この webapp のコンテキ
ストルート

context-root

応答時間 calltime この Webapp で処理さ
れる要求の最小、最大、
および平均の応答時間。

responseTime

現在アクティブなセッ
ション

measurement 現在アクティブなセッ
ションの数

active-sessions

重複したセッション ID measurement 重複したセッション識別
子の数

duplicated-session-ids

期限切れのセッション measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

1 分あたりの期限切れ
セッション数

measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

アクティブなセッション
の最大数

measurement アクティブなセッション
の最大数

max-active-sessions

拒否されたセッション measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

拒否されたセッション
（1 分あたりのセッショ
ン）

measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

セッション配信の平均時
間

measurement セッションの稼働時間の
平均

session-avg-alive-time

セッションの最大配信時
間

measurement セッションの最大有効期
間

session-max-alive-time

作成されたセッション measurement 作成されたセッション数 sessions-created

作成済みセッション（1
分あたりのセッション）

measurement 作成されたセッション数 sessions-created

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.3. jbossas7: メッセージングランタイムサービスメッセージングランタイムサービス

概要概要

表表3.430 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれるメッセージングリ
ソースによって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - HornetQ Server Runtime Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.431

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.3.1. JBossAS7 - HornetQ Server Runtime Service

概要

表表3.432 概要概要
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説明： HornetQ サーバーインスタンス。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: JMS キューランタイムサービス」

「jbossas7: JMS Topic Runtime Service」

接続プロパティー

表表3.433

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.434 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait このサーバーが起動して
いるかどうか。

Started

version trait サーバーのバージョン。 version

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.435

Name description 必須必須 内部名内部名
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Allow Failback 元のライブサーバーが復
旧すると、このサーバー
が自動的にシャットダウ
ンするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ allow-failback

Async 接続実行が有効に
なっている

サーバー上の着信パケッ
トをスレッドプールから
スレッドに送信すべきか
どうか。False（リモー
ティングスレッドで処理
する必要がある場合）。
デフォルト値は true で
す。

いいえ async-connection-
execution-enabled

バックアップ このサーバーがバック
アップサーバーであるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ バックアップ

クラスターパスワード クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
パスワード。デフォルト
値は CHANGE ME!! で
す。

いいえ cluster-password

クラスターユーザー クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
ユーザー。デフォルト値
は
HORNETQ.CLUSTER.AD
MIN.USER です。

いいえ cluster-user

clustered サーバーがクラスター化
されているかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ clustered

接続 Ttl Override 設定した場合、ping を
受信せずに接続を維持す
るための（ミリ秒単位）
を上書きします。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ connection-ttl-override

Name description 必須必須 内部名内部名

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

510



Create Bindings Dir サーバーが起動時に
bindings ディレクトリー
を作成するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ create-bindings-dir

ジャーナルダーの作成 サーバーが起動時に
ジャーナルディレクト
リーを作成するかどう
か。デフォルト値は
true です。

いいえ create-journal-dir

フェイルバック遅延 ライブサーバーの再起動
時にフェイルバックが発
生するまで待機する時
間。デフォルト値は
5000 です。

いいえ failback-delay

シャットダウン時のフェ
イルオーバー

このバックアップサー
バー（バックアップサー
バーの場合）が通常の
サーバーのシャットダウ
ンで有効であるかどう
か。デフォルト値は
false です。

いいえ failover-on-shutdown

ID キャッシュサイズ メッセージ ID を事前作
成するためのキャッシュ
のサイズ。デフォルト値
は 2000 です。

いいえ id-cache-size

JMX ドメイン MBeanServer の内部
HornetQ MBean を登録
するために使用される
JMX ドメイン。デフォ
ルト値は org.hornetq で
す。

いいえ jmx-domain

JMX 管理が有効になっ
ている

HornetQ が JMX 経由で
内部管理 API を公開する
かどうか。これらの
MBean にアクセスする
と設定の一貫性がなくな
るため、これは推奨され
ません。デフォルト値は
false です。

いいえ jmx-management-
enabled

ジャーナルバッファーサ
イズ

ジャーナルの内部バッ
ファーのサイズ。

いいえ journal-buffer-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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ジャーナルバッファータ
イムアウト

ジャーナルの内部バッ
ファーのフラッシュに使
用されるタイムアウト
（ナノ秒）。

いいえ journal-buffer-timeout

ジャーナルのコンパクト
なファイル

圧縮開始前のジャーナル
データファイルの最小
数。デフォルト値は 10
です。

いいえ journal-compact-min-
files

ジャーナル圧縮率 ジャーナルを圧縮するこ
とを検討するライブデー
タのパーセンテージ。デ
フォルト値は 30 です。

いいえ journal-compact-
percentage

ジャーナルファイルのサ
イズ

各ジャーナルファイルの
サイズ（バイト単位）。
デフォルト値は
10485760 です。

いいえ journal-file-size

ジャーナル Max Io AIO キューに常時存在で
きる書き込み要求の最大
数。

いいえ journal-max-io

ジャーナルの最小ファイ
ル

事前作成するジャーナル
ファイルの数。デフォル
ト値は 2 です。

いいえ journal-min-files

ジャーナル同期非トラン
ザクション

クライアントに応答を返
す前に、非トランザク
ションデータをジャーナ
ルに同期するのを待機す
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ journal-sync-non-
transactional

ジャーナル同期トランザ
クション

クライアントに応答を返
す前にトランザクション
データをジャーナルに同
期するのを待機するかど
うか。デフォルト値は
true です。

いいえ journal-sync-
transactional

ジャーナルのタイプ 使用するジャーナルのタ
イプ。デフォルト値は
ASYNCIO です。

いいえ journal-type

Name description 必須必須 内部名内部名
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ライブマイグレーション
の参照

ライブコネクターに接続
するために使用されるコ
ネクターの名前。この
サーバーがシェアード
ナッシング HA を使用す
るバックアップではない
場合、そのサーバーは
'undefined' になりま
す。

いいえ live-connector-ref

ログジャーナルの書き込
み速度

ジャーナルの書き込み
レートとフラッシュレー
トを定期的にログに記録
するかどうか。デフォル
ト値は false です。

いいえ log-journal-write-rate

管理アドレス 管理メッセージを送信す
るアドレス。デフォルト
値は
jms.queue.hornetq.mana
gement です。

いいえ management-address

管理通知アドレス コンシューマーがバイン
ドして管理通知を受信す
るアドレスの名前。デ
フォルト値は
hornetq.notifications で
す。

いいえ management-
notification-address

メモリー測定間隔 ミリ秒単位の JVM メモ
リーのサンプル頻度（ま
たは -1（メモリーサンプ
リングを無効にする場
合））。デフォルト値は
-1 です。

いいえ memory-measure-
interval:expr

メモリー警告のしきい値 利用可能なメモリーの割
合（超過した場合）は警
告ログになります。デ
フォルト値は 25 です。

いいえ memory-warning-
threshold:expr

メッセージカウンター有
効

メッセージカウンターが
有効であるかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ message-counter-
enabled

メッセージカウンターの
最大日履歴

メッセージカウンター履
歴を保持する日数。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ message-counter-max-
day-history

Name description 必須必須 内部名内部名
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メッセージカウンターの
サンプル期間

メッセージカウンターに
使用するサンプル期間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 10000 です。

いいえ message-counter-
sample-period

メッセージの有効期限ス
キャンの間隔

期限切れのメッセージを
スキャンする頻度（ミリ
秒単位）。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ message-expiry-scan-
period

メッセージの有効期限ス
レッド優先度

スレッドが期限切れにす
るメッセージの優先度。
デフォルト値は 3 です。

いいえ message-expiry-thread-
priority

Page Max Concurrent Io ページングに許可される
同時読み取りの最大数。
デフォルト値は 5 です。

いいえ page-max-concurrent-
io

perf Blast Pages TODO。デフォルト値は
-1 です。

いいえ perf-blast-pages

配信前の配信数の永続化 配信数が配信前に永続化
されるかどうか。False
は、メッセージがキャン
セルされた後にのみ発生
することを意味します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ persist-delivery-count-
before-delivery

アイデンティティー
キャッシュの永続化

ID がジャーナルに永続
化されるかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persist-id-cache

persistence Enabled サーバーが永続にファイ
ルベースのジャーナルを
使用するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persistence-enabled

リモーティングインター
セプター

このサーバーによって使
用されるインターセプ
タークラスの一覧。

いいえ remoting-
interceptors:nullable

Name description 必須必須 内部名内部名
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同期速度テストの実行 起動時に、ディスクを同
期する際の診断テストを
実行するかどうか。パ
フォーマンスの問題を判
断する際に便利です。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ run-sync-speed-test

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ

メインのスケジュールス
レッドプールがあるス
レッドの数。デフォルト
値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

セキュリティードメイン ユーザーおよびロール情
報の検証に使用するセ
キュリティードメイン。
デフォルト値は other で
す。

いいえ security-domain

Security Enabled セキュリティーが有効に
なっているかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ security-enabled

セキュリティーインバリ
デーション間隔

セキュリティーキャッ
シュを無効にするまで待
機する時間（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
10000 です。

いいえ security-invalidation-
interval

サーバーダンプ間隔 基本的なランタイム情報
をサーバーログにダンプ
する頻度。1 未満の値を
指定するとこの機能が無
効になります。デフォル
ト値は -1 です。

いいえ server-dump-interval

共有ストア このサーバーがフェイル
オーバーに共有ストアを
使用しているかどうか。
デフォルト値は true で
す。

いいえ shared-store

スレッドプールの最大サ
イズ

メインスレッドプールの
スレッド数。-1 は無制限
を意味します。デフォル
ト値は 30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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トランザクションのタイ
ムアウト

作成後にトランザクショ
ンをリソースマネー
ジャーから削除するまで
の時間（ミリ秒単位）。
デフォルト値は
300000 です。

いいえ transaction-timeout

トランザクションタイム
アウトのスキャン期間

タイムアウトトランザク
ションをスキャンする頻
度（ミリ秒単位）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ transaction-timeout-
scan-period

Wild Card Routing
Enabled

サーバーがワイルドカー
ドルーティングをサポー
トするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ wild-card-routing-
enabled

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.436 metrics

Name description

アドレスの接続を閉じる リモートアドレスに指定された IP アドレスが含まれ
るこのサーバーに接続されているクライアントの接
続をすべて閉じます。接続が閉じられた場合は true
を返します。それ以外の場合は false を返します。

コミットの準備済みトランザクション ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
コミットします。

強制フェイルオーバー メッセージングサーバーが強制的に停止し、クライ
アントにフェイルオーバーを通知します。

GET Address Settings as JSON アドレス設定を、一致するアドレスの JSON 文字列
として返します。返される String は、アドレス設定
の詳細の配列が含まれる JSON 文字列です。

コネクターを JSON として取得 JSON のシリアライズを使用して、このサーバーに
設定されたコネクターを返します。
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最後に送信されたメッセージ ID の取得 指定のセッションから指定のアドレスに送信された
最後のメッセージの ID を返します。

セッション作成時間の取得 セッションの作成時間を取得します。エポックから
の経過時間（ミリ秒数）を示す文字列として表され
る作成時間を返します。

すべてのコンシューマーを JSON として一覧表示 すべてのコンシューマーを一覧表示します。

接続 ID の一覧表示 には、このサーバーに接続されたすべての接続の ID
を一覧表示します。

JSON として接続の一覧表示 すべての JMS 接続を一覧表示します。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 connection-id で指定された JMS Connection に属す
るすべてのコンシューマーを一覧表示します。

ヒューリスティックコミット済みトランザクション
の一覧表示

ヒューリスティックにコミットされたトランザク
ションを一覧表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列は、トランザクション XID の Base-64 表
現です。

ヒューリスティックなロールバックトランザクショ
ンの一覧表示

ヒューリスティックにロールバックされたトランザ
クションを一覧表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列は、トランザクション XID の Base-64 表
現です。

準備済みトランザクションの詳細を HTML として一
覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて HTML 形式で一覧表示します。

設定済みトランザクションの詳細を JSON として一
覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて JSON 形式で一覧表示します。

設定済みトランザクション JMS の詳細を HTML とし
て一覧表示

最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて HTML 形式の JMS 形式で一覧表示し
ます。

設定済みトランザクション JMS の詳細を JSON とし
て一覧表示

JSON 形式の JMS 形式の詳細を含む、日付順にソー
トされた準備済みトランザクションをすべて一覧表
示します。

準備済みトランザクションの一覧表示 最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列はトランザクション XID のベース64 表現
であり、トランザクションのヒューリスティックな
コミットまたはロールバックに使用できます。

Name description
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JSON としての Producer Info の一覧表示 すべてのセッションについて、JSON のシリアライ
ズを使用してメッセージプロデューサーに関する情
報を一覧表示します。

リモートアドレスの一覧表示 指定のアドレスに接続されたすべてのクライアント
のアドレスを一覧表示します。ip-address 引数を指
定すると、リモートアドレス文字列に指定の ip-
address 文字列が含まれるクライアントのみが返され
ます。

セッションの一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。

セッションを JSON として一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。返される String は、セッション ID の配列が
含まれる JSON 文字列です。

ターゲット宛先の一覧表示 指定したセッションがメッセージを送信したアドレ
スをすべて表示します。返される String は、アドレ
ス名の配列が含まれる JSON 文字列です。

すべてのメッセージカウンター領域のリセット すべてのメッセージカウンター履歴をリセットしま
す。

すべてのメッセージカウンターのリセット すべてのメッセージカウンターをリセットします。

準備済みトランザクションのロールバック ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
ロールバックします。トランザクションが正常に
ロールバックされた場合は true を返します。そうで
ない場合は false を返します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.3.1.1. jbossas7: JMS キューランタイムサービスキューランタイムサービス

概要

表表3.437 概要概要

説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.438

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.439 metrics

Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count

デッドレターアドレス trait デッドメッセージの送信
先アドレス。

dead-letter-address

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

durable trait キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

durable

期限切れアドレス trait 期限切れのメッセージを
送信するアドレス。

expiry-address

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused
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キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

selector trait キューセレクター。 selector

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.440

Name description 必須必須 内部名内部名

entries キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.441 metrics

Name description

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。削除されたメッセージの数を返しま
す。
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メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

Name description
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resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.3.1.2. jbossas7: JMS Topic Runtime Service

概要

表表3.442 概要概要

説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.443

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.444 metrics

Name type description 内部名内部名
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配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

永続メッセージ数 measurement このトピックのすべての
永続的サブスクライバー
に対するメッセージの
数。

durable-message-count

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement このトピックの永続的サ
ブスクライバーの数。

durable-subscription-
count

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

実行中でないメッセージ
数

measurement このトピックのすべての
非永続的サブスクライ
バーに対するメッセージ
の数。

non-durable-message-
count

実行中でないサブスクリ
プション数

measurement このトピックの非永続的
サブスクライバーの数。

non-durable-
subscription-count

サブスクリプション数 measurement このトピックの（永続的
および非永続的）サブス
クライバーの数。

subscription-count

temporary trait トピックが一時的である
かどうか。

temporary

トピックのアドレス trait トピックが参照するアド
レス。

topic-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.445
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Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.446 metrics

Name description

サブスクリプションのメッセージ数 指定のサブスクリプションのフィルターに一致する
メッセージ数をカウントします。

すべてのサブスクリプションの削除 このトピックからすべてのサブスクリプションを削
除します。

持続可能なサブスクリプションの削除 永続的なサブスクリプションのドロップ

すべてのサブスクリプションの一覧表示 サブスクリプションを一覧表示します。

すべてのサブスクリプションを JSON として一覧表
示

JSON 形式の文字列としてサブスクリプションを一
覧表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

永続性のあるサブスクリプションを JSON として一
覧表示

永続的なサブスクリプションのみを JSON 形式で文
字列として表示します。

サブスクリプションのメッセージ一覧の表示 指定のサブスクリプションのメッセージをすべて表
示します。

JSON としてのサブスクリプションのメッセージ一
覧の表示

指定されたサブスクリプションのメッセージをすべ
て JSON 形式で文字列として一覧表示します。

永続的でないサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

非永続的なサブスクリプションを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として、非永続サブスクリプ
ションのみを一覧表示します。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。
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パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4. JBossAS7 - Subdeployment Service

概要概要

表表3.447 概要概要

説明： 別のデプロイメント内にパッケージ化された子デプ
ロイメントに関連付けられたランタイムリソース
（例： ARK 内にパッケージ化されたWAR）。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - Webservices Runtime Service」

「JBossAS7 - Web Runtime Service」

「jbossas7: メッセージングランタイムサービス」

「jbossas7: JPA ランタイムサービス」

「jbossas7 - データソースランタイムサービス」

「jbossas7: EJB3 ランタイムサービス」

「jbossas7: リソースアダプターランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.448

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
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NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.1. JBossAS7 - Webservices Runtime Service

概要

表表3.449 概要概要

説明： デプロイメントの web サービスコンポーネントに
よって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - Endpoint Runtime Service」

接続プロパティー

表表3.450

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.1.1. JBossAS7 - Endpoint Runtime Service

概要

表表3.451 概要概要
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説明： WebService エンドポイント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.452

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.453 metrics

Name type description 内部名内部名

平均処理時間 measurement 平均エンドポイント処理
時間。

average-processing-
time

障害数 measurement エンドポイントが生成し
た障害の数。

fault-count

最大処理時間 measurement 最大エンドポイントの処
理時間。

max-processing-time

処理時間（最小） measurement エンドポイントの最小処
理時間。

min-processing-time

要求数 measurement エンドポイントが処理さ
れた要求の数。

request-count

応答数 measurement エンドポイントが生成し
た応答の数。

response-count

処理時間の合計 measurement エンドポイント処理の合
計時間。

total-processing-time

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.454

Name description 必須必須 内部名内部名

class WebService エンドポイ
ントクラス。

いいえ class

context WebService エンドポイ
ントコンテキスト。

いいえ context

Name WebService エンドポイ
ント名。

いいえ Name

type WebService エンドポイ
ントタイプ。

いいえ type

WSDL URL WebService エンドポイ
ントの WSDL URL。

いいえ wsdl-url

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.2. JBossAS7 - Web Runtime Service

概要

表表3.455 概要概要

説明： デプロイメントの web コンポーネントによって公開
されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.456

Name description 必須必須 内部名内部名

応答時間ログファイル この Web アプリケー
ションの response-time
統計が含まれるログファ
イルへのフルパス。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.457 metrics

Name type description 内部名内部名

仮想ホスト trait この webapp がデプロイ
される仮想ホスト。

virtual-host

コンテキストルート trait この webapp のコンテキ
ストルート

context-root

応答時間 calltime この Webapp で処理さ
れる要求の最小、最大、
および平均の応答時間。

responseTime

現在アクティブなセッ
ション

measurement 現在アクティブなセッ
ションの数

active-sessions
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重複したセッション ID measurement 重複したセッション識別
子の数

duplicated-session-ids

期限切れのセッション measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

1 分あたりの期限切れ
セッション数

measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

アクティブなセッション
の最大数

measurement アクティブなセッション
の最大数

max-active-sessions

拒否されたセッション measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

拒否されたセッション
（1 分あたりのセッショ
ン）

measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

セッション配信の平均時
間

measurement セッションの稼働時間の
平均

session-avg-alive-time

セッションの最大配信時
間

measurement セッションの最大有効期
間

session-max-alive-time

作成されたセッション measurement 作成されたセッション数 sessions-created

作成済みセッション（1
分あたりのセッション）

measurement 作成されたセッション数 sessions-created

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.3. jbossas7: メッセージングランタイムサービスメッセージングランタイムサービス

概要

表表3.458 概要概要
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説明： このデプロイメントに含まれるメッセージングリ
ソースによって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - HornetQ Server Runtime Service」

接続プロパティー

表表3.459

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.3.1. JBossAS7 - HornetQ Server Runtime Service

概要

表表3.460 概要概要

説明： HornetQ サーバーインスタンス。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: JMS キューランタイムサービス」
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「jbossas7: JMS Topic Runtime Service」

接続プロパティー

表表3.461

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.462 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait このサーバーが起動して
いるかどうか。

Started

version trait サーバーのバージョン。 version

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.463

Name description 必須必須 内部名内部名

Allow Failback 元のライブサーバーが復
旧すると、このサーバー
が自動的にシャットダウ
ンするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ allow-failback

Async 接続実行が有効に
なっている

サーバー上の着信パケッ
トをスレッドプールから
スレッドに送信すべきか
どうか。False（リモー
ティングスレッドで処理
する必要がある場合）。
デフォルト値は true で
す。

いいえ async-connection-
execution-enabled
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バックアップ このサーバーがバック
アップサーバーであるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ バックアップ

クラスターパスワード クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
パスワード。デフォルト
値は CHANGE ME!! で
す。

いいえ cluster-password

クラスターユーザー クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
ユーザー。デフォルト値
は
HORNETQ.CLUSTER.AD
MIN.USER です。

いいえ cluster-user

clustered サーバーがクラスター化
されているかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ clustered

接続 Ttl Override 設定した場合、ping を
受信せずに接続を維持す
るための（ミリ秒単位）
を上書きします。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ connection-ttl-override

Create Bindings Dir サーバーが起動時に
bindings ディレクトリー
を作成するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ create-bindings-dir

ジャーナルダーの作成 サーバーが起動時に
ジャーナルディレクト
リーを作成するかどう
か。デフォルト値は
true です。

いいえ create-journal-dir

フェイルバック遅延 ライブサーバーの再起動
時にフェイルバックが発
生するまで待機する時
間。デフォルト値は
5000 です。

いいえ failback-delay

Name description 必須必須 内部名内部名
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シャットダウン時のフェ
イルオーバー

このバックアップサー
バー（バックアップサー
バーの場合）が通常の
サーバーのシャットダウ
ンで有効であるかどう
か。デフォルト値は
false です。

いいえ failover-on-shutdown

ID キャッシュサイズ メッセージ ID を事前作
成するためのキャッシュ
のサイズ。デフォルト値
は 2000 です。

いいえ id-cache-size

JMX ドメイン MBeanServer の内部
HornetQ MBean を登録
するために使用される
JMX ドメイン。デフォ
ルト値は org.hornetq で
す。

いいえ jmx-domain

JMX 管理が有効になっ
ている

HornetQ が JMX 経由で
内部管理 API を公開する
かどうか。これらの
MBean にアクセスする
と設定の一貫性がなくな
るため、これは推奨され
ません。デフォルト値は
false です。

いいえ jmx-management-
enabled

ジャーナルバッファーサ
イズ

ジャーナルの内部バッ
ファーのサイズ。

いいえ journal-buffer-size

ジャーナルバッファータ
イムアウト

ジャーナルの内部バッ
ファーのフラッシュに使
用されるタイムアウト
（ナノ秒）。

いいえ journal-buffer-timeout

ジャーナルのコンパクト
なファイル

圧縮開始前のジャーナル
データファイルの最小
数。デフォルト値は 10
です。

いいえ journal-compact-min-
files

ジャーナル圧縮率 ジャーナルを圧縮するこ
とを検討するライブデー
タのパーセンテージ。デ
フォルト値は 30 です。

いいえ journal-compact-
percentage

Name description 必須必須 内部名内部名

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

534



ジャーナルファイルのサ
イズ

各ジャーナルファイルの
サイズ（バイト単位）。
デフォルト値は
10485760 です。

いいえ journal-file-size

ジャーナル Max Io AIO キューに常時存在で
きる書き込み要求の最大
数。

いいえ journal-max-io

ジャーナルの最小ファイ
ル

事前作成するジャーナル
ファイルの数。デフォル
ト値は 2 です。

いいえ journal-min-files

ジャーナル同期非トラン
ザクション

クライアントに応答を返
す前に、非トランザク
ションデータをジャーナ
ルに同期するのを待機す
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ journal-sync-non-
transactional

ジャーナル同期トランザ
クション

クライアントに応答を返
す前にトランザクション
データをジャーナルに同
期するのを待機するかど
うか。デフォルト値は
true です。

いいえ journal-sync-
transactional

ジャーナルのタイプ 使用するジャーナルのタ
イプ。デフォルト値は
ASYNCIO です。

いいえ journal-type

ライブマイグレーション
の参照

ライブコネクターに接続
するために使用されるコ
ネクターの名前。この
サーバーがシェアード
ナッシング HA を使用す
るバックアップではない
場合、そのサーバーは
'undefined' になりま
す。

いいえ live-connector-ref

ログジャーナルの書き込
み速度

ジャーナルの書き込み
レートとフラッシュレー
トを定期的にログに記録
するかどうか。デフォル
ト値は false です。

いいえ log-journal-write-rate

Name description 必須必須 内部名内部名
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管理アドレス 管理メッセージを送信す
るアドレス。デフォルト
値は
jms.queue.hornetq.mana
gement です。

いいえ management-address

管理通知アドレス コンシューマーがバイン
ドして管理通知を受信す
るアドレスの名前。デ
フォルト値は
hornetq.notifications で
す。

いいえ management-
notification-address

メモリー測定間隔 ミリ秒単位の JVM メモ
リーのサンプル頻度（ま
たは -1（メモリーサンプ
リングを無効にする場
合））。デフォルト値は
-1 です。

いいえ memory-measure-
interval:expr

メモリー警告のしきい値 利用可能なメモリーの割
合（超過した場合）は警
告ログになります。デ
フォルト値は 25 です。

いいえ memory-warning-
threshold:expr

メッセージカウンター有
効

メッセージカウンターが
有効であるかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ message-counter-
enabled

メッセージカウンターの
最大日履歴

メッセージカウンター履
歴を保持する日数。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ message-counter-max-
day-history

メッセージカウンターの
サンプル期間

メッセージカウンターに
使用するサンプル期間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 10000 です。

いいえ message-counter-
sample-period

メッセージの有効期限ス
キャンの間隔

期限切れのメッセージを
スキャンする頻度（ミリ
秒単位）。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ message-expiry-scan-
period

メッセージの有効期限ス
レッド優先度

スレッドが期限切れにす
るメッセージの優先度。
デフォルト値は 3 です。

いいえ message-expiry-thread-
priority

Name description 必須必須 内部名内部名
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Page Max Concurrent Io ページングに許可される
同時読み取りの最大数。
デフォルト値は 5 です。

いいえ page-max-concurrent-
io

perf Blast Pages TODO。デフォルト値は
-1 です。

いいえ perf-blast-pages

配信前の配信数の永続化 配信数が配信前に永続化
されるかどうか。False
は、メッセージがキャン
セルされた後にのみ発生
することを意味します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ persist-delivery-count-
before-delivery

アイデンティティー
キャッシュの永続化

ID がジャーナルに永続
化されるかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persist-id-cache

persistence Enabled サーバーが永続にファイ
ルベースのジャーナルを
使用するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persistence-enabled

リモーティングインター
セプター

このサーバーによって使
用されるインターセプ
タークラスの一覧。

いいえ remoting-
interceptors:nullable

同期速度テストの実行 起動時に、ディスクを同
期する際の診断テストを
実行するかどうか。パ
フォーマンスの問題を判
断する際に便利です。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ run-sync-speed-test

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ

メインのスケジュールス
レッドプールがあるス
レッドの数。デフォルト
値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

セキュリティードメイン ユーザーおよびロール情
報の検証に使用するセ
キュリティードメイン。
デフォルト値は other で
す。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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Security Enabled セキュリティーが有効に
なっているかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ security-enabled

セキュリティーインバリ
デーション間隔

セキュリティーキャッ
シュを無効にするまで待
機する時間（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
10000 です。

いいえ security-invalidation-
interval

サーバーダンプ間隔 基本的なランタイム情報
をサーバーログにダンプ
する頻度。1 未満の値を
指定するとこの機能が無
効になります。デフォル
ト値は -1 です。

いいえ server-dump-interval

共有ストア このサーバーがフェイル
オーバーに共有ストアを
使用しているかどうか。
デフォルト値は true で
す。

いいえ shared-store

スレッドプールの最大サ
イズ

メインスレッドプールの
スレッド数。-1 は無制限
を意味します。デフォル
ト値は 30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

トランザクションのタイ
ムアウト

作成後にトランザクショ
ンをリソースマネー
ジャーから削除するまで
の時間（ミリ秒単位）。
デフォルト値は
300000 です。

いいえ transaction-timeout

トランザクションタイム
アウトのスキャン期間

タイムアウトトランザク
ションをスキャンする頻
度（ミリ秒単位）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ transaction-timeout-
scan-period

Wild Card Routing
Enabled

サーバーがワイルドカー
ドルーティングをサポー
トするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ wild-card-routing-
enabled

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.464 metrics

Name description

アドレスの接続を閉じる リモートアドレスに指定された IP アドレスが含まれ
るこのサーバーに接続されているクライアントの接
続をすべて閉じます。接続が閉じられた場合は true
を返します。それ以外の場合は false を返します。

コミットの準備済みトランザクション ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
コミットします。

強制フェイルオーバー メッセージングサーバーが強制的に停止し、クライ
アントにフェイルオーバーを通知します。

GET Address Settings as JSON アドレス設定を、一致するアドレスの JSON 文字列
として返します。返される String は、アドレス設定
の詳細の配列が含まれる JSON 文字列です。

コネクターを JSON として取得 JSON のシリアライズを使用して、このサーバーに
設定されたコネクターを返します。

最後に送信されたメッセージ ID の取得 指定のセッションから指定のアドレスに送信された
最後のメッセージの ID を返します。

セッション作成時間の取得 セッションの作成時間を取得します。エポックから
の経過時間（ミリ秒数）を示す文字列として表され
る作成時間を返します。

すべてのコンシューマーを JSON として一覧表示 すべてのコンシューマーを一覧表示します。

接続 ID の一覧表示 には、このサーバーに接続されたすべての接続の ID
を一覧表示します。

JSON として接続の一覧表示 すべての JMS 接続を一覧表示します。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 connection-id で指定された JMS Connection に属す
るすべてのコンシューマーを一覧表示します。

ヒューリスティックコミット済みトランザクション
の一覧表示

ヒューリスティックにコミットされたトランザク
ションを一覧表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列は、トランザクション XID の Base-64 表
現です。
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ヒューリスティックなロールバックトランザクショ
ンの一覧表示

ヒューリスティックにロールバックされたトランザ
クションを一覧表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列は、トランザクション XID の Base-64 表
現です。

準備済みトランザクションの詳細を HTML として一
覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて HTML 形式で一覧表示します。

設定済みトランザクションの詳細を JSON として一
覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて JSON 形式で一覧表示します。

設定済みトランザクション JMS の詳細を HTML とし
て一覧表示

最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて HTML 形式の JMS 形式で一覧表示し
ます。

設定済みトランザクション JMS の詳細を JSON とし
て一覧表示

JSON 形式の JMS 形式の詳細を含む、日付順にソー
トされた準備済みトランザクションをすべて一覧表
示します。

準備済みトランザクションの一覧表示 最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列はトランザクション XID のベース64 表現
であり、トランザクションのヒューリスティックな
コミットまたはロールバックに使用できます。

JSON としての Producer Info の一覧表示 すべてのセッションについて、JSON のシリアライ
ズを使用してメッセージプロデューサーに関する情
報を一覧表示します。

リモートアドレスの一覧表示 指定のアドレスに接続されたすべてのクライアント
のアドレスを一覧表示します。ip-address 引数を指
定すると、リモートアドレス文字列に指定の ip-
address 文字列が含まれるクライアントのみが返され
ます。

セッションの一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。

セッションを JSON として一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。返される String は、セッション ID の配列が
含まれる JSON 文字列です。

ターゲット宛先の一覧表示 指定したセッションがメッセージを送信したアドレ
スをすべて表示します。返される String は、アドレ
ス名の配列が含まれる JSON 文字列です。

すべてのメッセージカウンター領域のリセット すべてのメッセージカウンター履歴をリセットしま
す。

Name description
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すべてのメッセージカウンターのリセット すべてのメッセージカウンターをリセットします。

準備済みトランザクションのロールバック ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
ロールバックします。トランザクションが正常に
ロールバックされた場合は true を返します。そうで
ない場合は false を返します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.3.1.1. jbossas7: JMS キューランタイムサービスキューランタイムサービス

概要

表表3.465 概要概要

説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.466

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.467 metrics

Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count
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デッドレターアドレス trait デッドメッセージの送信
先アドレス。

dead-letter-address

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

durable trait キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

durable

期限切れアドレス trait 期限切れのメッセージを
送信するアドレス。

expiry-address

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

selector trait キューセレクター。 selector

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.468
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Name description 必須必須 内部名内部名

entries キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.469 metrics

Name description

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。削除されたメッセージの数を返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。
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メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.3.1.2. jbossas7: JMS Topic Runtime Service

概要

表表3.470 概要概要

説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.471

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.472 metrics

Name type description 内部名内部名

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

永続メッセージ数 measurement このトピックのすべての
永続的サブスクライバー
に対するメッセージの
数。

durable-message-count

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement このトピックの永続的サ
ブスクライバーの数。

durable-subscription-
count

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

実行中でないメッセージ
数

measurement このトピックのすべての
非永続的サブスクライ
バーに対するメッセージ
の数。

non-durable-message-
count

実行中でないサブスクリ
プション数

measurement このトピックの非永続的
サブスクライバーの数。

non-durable-
subscription-count

サブスクリプション数 measurement このトピックの（永続的
および非永続的）サブス
クライバーの数。

subscription-count
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temporary trait トピックが一時的である
かどうか。

temporary

トピックのアドレス trait トピックが参照するアド
レス。

topic-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.473

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.474 metrics

Name description

サブスクリプションのメッセージ数 指定のサブスクリプションのフィルターに一致する
メッセージ数をカウントします。

すべてのサブスクリプションの削除 このトピックからすべてのサブスクリプションを削
除します。

持続可能なサブスクリプションの削除 永続的なサブスクリプションのドロップ

すべてのサブスクリプションの一覧表示 サブスクリプションを一覧表示します。

すべてのサブスクリプションを JSON として一覧表
示

JSON 形式の文字列としてサブスクリプションを一
覧表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。
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永続性のあるサブスクリプションを JSON として一
覧表示

永続的なサブスクリプションのみを JSON 形式で文
字列として表示します。

サブスクリプションのメッセージ一覧の表示 指定のサブスクリプションのメッセージをすべて表
示します。

JSON としてのサブスクリプションのメッセージ一
覧の表示

指定されたサブスクリプションのメッセージをすべ
て JSON 形式で文字列として一覧表示します。

永続的でないサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

非永続的なサブスクリプションを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として、非永続サブスクリプ
ションのみを一覧表示します。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.4. jbossas7: JPA ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.475 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: Hibernate Persistence Unit サービス」

接続プロパティー

表表3.476

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

547



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.4.1. jbossas7: Hibernate Persistence Unit サービスサービス

概要

表表3.477 概要概要

説明： デプロイメントで JPA が使用するランタイム情報。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: エンティティーキャッシュサービス」

「jbossas7: エンティティーサービス」

「jbossas7: コレクションサービス」

接続プロパティー

表表3.478

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.479 metrics
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Name type description 内部名内部名

閉じる（ステートメント
数）

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

1 分あたりのクローズス
テートメント数

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

コレクションフェッチ数 measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクション作成済み
数/分数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count

コレクション更新数/分
数

measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count

完了したトランザクショ
ン数

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

完了済みトランザクショ
ン数/分

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count
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1 分あたりの接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

フラッシュ数 measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

1 分あたりのフラッシュ
数

measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

Name type description 内部名内部名
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最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

準備済みステートメント
数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

1 分あたりの準備済みス
テートメント数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

クエリーキャッシュヒッ
ト数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

1 分あたりのキャッシュ
階層のクエリー

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

クエリーキャッシュミス
数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

1 分あたりのクエリー
キャッシュミス数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

クエリーキャッシュ Put
数

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

1 分あたりのキャッシュ
プト数のクエリー

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

クエリー実行数 measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

1 分あたりのクエリー実
行数

measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

クエリー実行最大時間 measurement 最も遅いクエリーの時間
をミリ秒単位で取得しま
す。

query-execution-max-
time

クエリー実行最大タイム
クエリー文字列

trait 最も遅いクエリーのクエ
リー文字列を取得しま
す。

query-execution-max-
time-query-string

Name type description 内部名内部名
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2 次キャッシュヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュヒット数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

2 次レベルキャッシュミ
ス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュミス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

2 次キャッシュのプッ
シュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュのプッシュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

セッションの閉じる数 measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

1 分あたりのセッション
クローズ数

measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

セッションオープン数 measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

1 分あたりセッションの
オープン数

measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

成功したトランザクショ
ン数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

最大 1 分あたりのトラン
ザクション数成功数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー

表表3.480

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled 統計が有効になっている
かどうかを判断します。

いいえ enabled

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.481 metrics

Name description

subsystem:clear 統計をクリアします。

subsystem:evict All すべてのエンティティーを 2 次レベルキャッシュか
らエビクトします。

subsystem:summary 統計をログに記録します。

クエリーの表示 Hibernate によって実行されるクエリーについての統
計情報の表示

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.4.1.1. jbossas7: エンティティーキャッシュサービスエンティティーキャッシュサービス

概要

表表3.482 概要概要

説明： Hibernate 2 次キャッシュリージョンの統計。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー
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表表3.483

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.484 metrics

Name type description 内部名内部名

メモリー内の要素数 measurement メモリーに現在保存され
ているキャッシュ可能な
エンティティー/コレク
ションの数。

element-count-in-
memory

ヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

hit-count

ミス数 measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

miss-count

PUT 数 measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

put-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.4.1.2. jbossas7: エンティティーサービスエンティティーサービス
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概要

表表3.485 概要概要

説明： 個別のエンティティーの統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.486

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.487 metrics

Name type description 内部名内部名

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count
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エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.4.1.3. jbossas7: コレクションサービスコレクションサービス

概要

表表3.488 概要概要

説明： 個々の収集の統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー
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表表3.489

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.490 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクションフェッチ数 measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count

コレクション作成済み
数/分数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

コレクション更新数/分
数

measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.5. jbossas7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.491 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれるデータソースによっ
て公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - XA Datasource Runtime Service」

「jbossas7 - データソースランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.492

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.5.1. JBossAS7 - XA Datasource Runtime Service

概要

表表3.493 概要概要

説明： JDBC XA データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.494

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.495 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount
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準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

Name type description 内部名内部名
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破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.496

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2
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割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値は無効なデータ
ソースでのみ可能です。
変更しない場合はサー
バーを再起動する必要が
あります。デフォルト値
は false です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、プールから管理接続
を取得する際に呼び出さ
れることがあります。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

いいえ driver-name

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

例外ソートクラス名 isExceptionFatal(SQLEx
ception)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter。例
外がエラーをブロード
キャストするかどうかを
検証する。

いいえ exception-sorter-class-
name

例外ソートプロパティー 例外ソータープロパ
ティー

いいえ exception-sorter-
properties

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値は無効なデー
タソースでのみ可能で
す。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ idle-timeout-minutes

interleaving XA 接続のインターリー
ビングを有効にする要
素。デフォルト値は
false です。

いいえ interleaving

Name description 必須必須 内部名内部名
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JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

いいえ jndi-name

jta JTA 統合を有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ jta

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

リカバリーなし 接続プールがリカバリー
から除外されるべきであ
るかどうかを指定しま
す。

いいえ no-recovery

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。デフォ
ルト値は false です。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされて
いる必要があります。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ pad-xid

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

Name description 必須必須 内部名内部名
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プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

クエリータイムアウト 設定したクエリーのタイ
ムアウト（秒単位）。指
定されない場合はタイム
アウトが設定されませ
ん。

いいえ query-timeout

Reauth プラグインクラ
ス名

再認証プラグイン実装の
完全修飾クラス名

いいえ reauth-plugin-class-
name

Reauth プラグインプロ
パティー

再認証プラグインのプロ
パティー

いいえ reauth-plugin-
properties

リカバリーパスワード リカバリーに使用される
パスワード

いいえ recovery-password

リカバリープラグインク
ラス名

リカバリープラグイン実
装の完全修飾クラス名

いいえ recovery-plugin-class-
name

リカバリープラグインプ
ロパティー

リカバリープラグインの
プロパティー

いいえ recovery-plugin-
properties

リカバリーセキュリ
ティードメイン

リカバリーに使用される
セキュリティードメイン

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーユーザー名 リカバリーに使用される
ユーザー名

いいえ recovery-username

Name description 必須必須 内部名内部名
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同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうか。トランザク
ションがない場合、設定
済みのクエリーのタイム
アウトが使用されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ set-tx-query-timeout

ファイル共有の準備済み
ステートメント

準備済みステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備済みス
テートメントを使用しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ share-prepared-
statements

Spine SQL ステートメントの
スパイリングを有効にし
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ spy

古い接続チェッカークラ
ス名

isStaleConnection(SQL
Exception)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

古い接続チェッカープロ
パティー

古い接続チェッカープロ
パティー

いいえ stale-connection-
checker-properties

Name description 必須必須 内部名内部名
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ステートメントの追跡 接続がプールに返された
ときに閉じられていない
ステートメントをチェッ
クするかどうか（結果
セットが閉じられている
場合）、ステートメント
が閉じられるか、準備済
みステートメントキャッ
シュに戻ります。有効な
値は、'false' - はステー
トメントを追跡しませ
ん。'true' - track ステー
トメントおよび結果セッ
ト、結果セット、および
警告が閉じられていない
と、'nowarn' - track ス
テートメントは閉じられ
ますが、閉じられていな
いことを警告しません。
デフォルト値は
'NOWARN' です。

いいえ track-statements

トランザクション分離 java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。有効な値
は
TRANSACTION_READ_
UNCOMMITTED、
TRANSACTION_READ_
COMMITTED、
TRANSACTION_REPEA
TABLE_READ、
TRANSACTION_SERIAL
IZABLE、および
TRANSACTION_NONE
です。

いいえ transaction-isolation

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の delimeter を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名
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高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとデー
タソースがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

isValidConnection(Conn
ection)メソッドを提供
して接続を検証する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker。接続が無効である
ことを示す例外が返され
る場合。これにより、
check-valid-connection-
sql 要素が上書きされま
す。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカープ
ロパティー

有効な接続チェッカープ
ロパティー

いいえ valid-connection-
checker-properties

Name description 必須必須 内部名内部名
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一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
管理された接続の一致を
試みたときに接続の検証
を行う必要があるかどう
かを指定します。通常、
バックグラウンド検証の
使用のみに限定されま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ validate-on-match

Xa リソースのラップ XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ wrap-xa-resource

XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全 qualifed 名

いいえ xa-datasource-class

XA リソースタイムアウ
ト

値は
XAResource.setTransact
ionTimeout（）に渡さ
れます（秒単位）。デ
フォルトはゼロです。

いいえ xa-resource-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.497 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE
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3.3.1.12.4.5.2. jbossas7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.498 概要概要

説明： JDBC データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.499

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.500 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount
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準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

Name type description 内部名内部名
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最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.501

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry
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割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値は無効なデータ
ソースでのみ可能です。
変更しない場合はサー
バーを再起動する必要が
あります。デフォルト値
は false です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、プールから管理接続
を取得する際に呼び出さ
れることがあります。

いいえ check-valid-connection-
sql

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

いいえ connection-url

Name description 必須必須 内部名内部名
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データソースクラス JDBC データソースクラ
スの完全 qualife の名前

いいえ datasource-class

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全 qualife の名前

いいえ driver-class

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

いいえ driver-name

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

例外ソートクラス名 isExceptionFatal(SQLEx
ception)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter。例
外がエラーをブロード
キャストするかどうかを
検証する。

いいえ exception-sorter-class-
name

例外ソートプロパティー 例外ソータープロパ
ティー

いいえ exception-sorter-
properties

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値は無効なデー
タソースでのみ可能で
す。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ idle-timeout-minutes

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

いいえ jndi-name

jta JTA 統合を有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ jta

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ pool-prefill

Name description 必須必須 内部名内部名
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Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

クエリータイムアウト 設定したクエリーのタイ
ムアウト（秒単位）。指
定されない場合はタイム
アウトが設定されませ
ん。

いいえ query-timeout

Reauth プラグインクラ
ス名

再認証プラグイン実装の
完全修飾クラス名

いいえ reauth-plugin-class-
name

Reauth プラグインプロ
パティー

再認証プラグインのプロ
パティー

いいえ reauth-plugin-
properties

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうか。トランザク
ションがない場合、設定
済みのクエリーのタイム
アウトが使用されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ set-tx-query-timeout

ファイル共有の準備済み
ステートメント

準備済みステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備済みス
テートメントを使用しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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Spine SQL ステートメントの
スパイリングを有効にし
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ spy

古い接続チェッカークラ
ス名

isStaleConnection(SQL
Exception)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

古い接続チェッカープロ
パティー

古い接続チェッカープロ
パティー

いいえ stale-connection-
checker-properties

ステートメントの追跡 接続がプールに返された
ときに閉じられていない
ステートメントをチェッ
クするかどうか（結果
セットが閉じられている
場合）、ステートメント
が閉じられるか、準備済
みステートメントキャッ
シュに戻ります。有効な
値は、'false' - はステー
トメントを追跡しませ
ん。'true' - track ステー
トメントおよび結果セッ
ト、結果セット、および
警告が閉じられていない
と、'nowarn' - track ス
テートメントは閉じられ
ますが、閉じられていな
いことを警告しません。
デフォルト値は
'NOWARN' です。

いいえ track-statements

トランザクション分離 java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。有効な値
は
TRANSACTION_READ_
UNCOMMITTED、
TRANSACTION_READ_
COMMITTED、
TRANSACTION_REPEA
TABLE_READ、
TRANSACTION_SERIAL
IZABLE、および
TRANSACTION_NONE
です。

いいえ transaction-isolation

Name description 必須必須 内部名内部名
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URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の delimeter を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとデー
タソースがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続チェッカーク
ラス名

isValidConnection(Conn
ection)メソッドを提供
して接続を検証する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker。接続が無効である
ことを示す例外が返され
る場合。これにより、
check-valid-connection-
sql 要素が上書きされま
す。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカープ
ロパティー

有効な接続チェッカープ
ロパティー

いいえ valid-connection-
checker-properties

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
管理された接続の一致を
試みたときに接続の検証
を行う必要があるかどう
かを指定します。通常、
バックグラウンド検証の
使用のみに限定されま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ validate-on-match

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.502 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.6. jbossas7: EJB3 ランタイムサービスランタイムサービス
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概要

表表3.503 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれる EJB コンポーネント
によって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: メッセージ駆動 Bean ランタイムサービス」

「jbossas7: シングルトン Bean ランタイムサービス」

「jbossas7 - ステートレスセッション Bean ランタイムサービス」

「jbossas7: Entity Bean Runtime Service」

「jbossas7 - ステートフルセッション Bean ランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.504

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.6.1. jbossas7: メッセージ駆動メッセージ駆動 Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.505 概要概要
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説明： デプロイメントに含まれる Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.506

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.507 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し
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Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.508

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain
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タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.6.2. jbossas7: シングルトンシングルトン Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.509 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるシングルトン Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.510

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.511 metrics
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Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.512

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles
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ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.6.3. jbossas7 - ステートレスセッションステートレスセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.513 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートレスセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.514

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.515 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time
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メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.516

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.1.12.4.6.4. jbossas7: Entity Bean Runtime Service

概要

表表3.517 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるエンティティー Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.518

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.519 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count
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ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.520

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles
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ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.6.5. jbossas7 - ステートフルセッションステートフルセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.521 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートフルセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.522

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.523 metrics

Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.524

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles
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ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.7. jbossas7: リソースアダプターランタイムサービスリソースアダプターランタイムサービス

概要

表表3.525 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 接続定義ランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.526

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.4.7.1. jbossas7: 接続定義ランタイムサービス接続定義ランタイムサービス

概要

表表3.527 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.528

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.529 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount
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平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.5. jbossas7: JPA ランタイムサービスランタイムサービス

概要概要

表表3.530 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。

シングルトン： ◯
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: Hibernate Persistence Unit サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.531

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.5.1. jbossas7: Hibernate Persistence Unit サービスサービス

概要

表表3.532 概要概要

説明： デプロイメントで JPA が使用するランタイム情報。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: エンティティーキャッシュサービス」

「jbossas7: エンティティーサービス」

「jbossas7: コレクションサービス」

接続プロパティー
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表表3.533

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.534 metrics

Name type description 内部名内部名

閉じる（ステートメント
数）

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

1 分あたりのクローズス
テートメント数

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

コレクションフェッチ数 measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクション作成済み
数/分数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count
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コレクション更新数/分
数

measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count

完了したトランザクショ
ン数

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

完了済みトランザクショ
ン数/分

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

1 分あたりの接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

Name type description 内部名内部名
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フラッシュ数 measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

1 分あたりのフラッシュ
数

measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

準備済みステートメント
数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

1 分あたりの準備済みス
テートメント数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

クエリーキャッシュヒッ
ト数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

1 分あたりのキャッシュ
階層のクエリー

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

クエリーキャッシュミス
数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

1 分あたりのクエリー
キャッシュミス数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

クエリーキャッシュ Put
数

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

1 分あたりのキャッシュ
プト数のクエリー

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

Name type description 内部名内部名
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クエリー実行数 measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

1 分あたりのクエリー実
行数

measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

クエリー実行最大時間 measurement 最も遅いクエリーの時間
をミリ秒単位で取得しま
す。

query-execution-max-
time

クエリー実行最大タイム
クエリー文字列

trait 最も遅いクエリーのクエ
リー文字列を取得しま
す。

query-execution-max-
time-query-string

2 次キャッシュヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュヒット数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

2 次レベルキャッシュミ
ス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュミス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

2 次キャッシュのプッ
シュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュのプッシュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

セッションの閉じる数 measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

1 分あたりのセッション
クローズ数

measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

Name type description 内部名内部名
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セッションオープン数 measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

1 分あたりセッションの
オープン数

measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

成功したトランザクショ
ン数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

最大 1 分あたりのトラン
ザクション数成功数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.535

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled 統計が有効になっている
かどうかを判断します。

いいえ enabled

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.536 metrics

Name description

subsystem:clear 統計をクリアします。

subsystem:evict All すべてのエンティティーを 2 次レベルキャッシュか
らエビクトします。

subsystem:summary 統計をログに記録します。

クエリーの表示 Hibernate によって実行されるクエリーについての統
計情報の表示
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パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.5.1.1. jbossas7: エンティティーキャッシュサービスエンティティーキャッシュサービス

概要

表表3.537 概要概要

説明： Hibernate 2 次キャッシュリージョンの統計。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.538

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.539 metrics

Name type description 内部名内部名

メモリー内の要素数 measurement メモリーに現在保存され
ているキャッシュ可能な
エンティティー/コレク
ションの数。

element-count-in-
memory

ヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

hit-count

ミス数 measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

miss-count
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PUT 数 measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

put-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.5.1.2. jbossas7: エンティティーサービスエンティティーサービス

概要

表表3.540 概要概要

説明： 個別のエンティティーの統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.541

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.542 metrics
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Name type description 内部名内部名

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.1.12.5.1.3. jbossas7: コレクションサービスコレクションサービス

概要

表表3.543 概要概要

説明： 個々の収集の統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.544

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.545 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクションフェッチ数 measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count
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コレクション作成済み
数/分数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

コレクション更新数/分
数

measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.6. jbossas7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要概要

表表3.546 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれるデータソースによっ
て公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - XA Datasource Runtime Service」

「jbossas7 - データソースランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.547
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表表3.547

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.6.1. JBossAS7 - XA Datasource Runtime Service

概要

表表3.548 概要概要

説明： JDBC XA データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.549

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.550 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount
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利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.551

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値は無効なデータ
ソースでのみ可能です。
変更しない場合はサー
バーを再起動する必要が
あります。デフォルト値
は false です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation-
millis
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タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、プールから管理接続
を取得する際に呼び出さ
れることがあります。

いいえ check-valid-connection-
sql

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

いいえ driver-name

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

例外ソートクラス名 isExceptionFatal(SQLEx
ception)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter。例
外がエラーをブロード
キャストするかどうかを
検証する。

いいえ exception-sorter-class-
name

例外ソートプロパティー 例外ソータープロパ
ティー

いいえ exception-sorter-
properties

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値は無効なデー
タソースでのみ可能で
す。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ idle-timeout-minutes

interleaving XA 接続のインターリー
ビングを有効にする要
素。デフォルト値は
false です。

いいえ interleaving

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

いいえ jndi-name

jta JTA 統合を有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ jta

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

リカバリーなし 接続プールがリカバリー
から除外されるべきであ
るかどうかを指定しま
す。

いいえ no-recovery

Name description 必須必須 内部名内部名
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Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。デフォ
ルト値は false です。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされて
いる必要があります。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ pad-xid

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

クエリータイムアウト 設定したクエリーのタイ
ムアウト（秒単位）。指
定されない場合はタイム
アウトが設定されませ
ん。

いいえ query-timeout

Reauth プラグインクラ
ス名

再認証プラグイン実装の
完全修飾クラス名

いいえ reauth-plugin-class-
name

Reauth プラグインプロ
パティー

再認証プラグインのプロ
パティー

いいえ reauth-plugin-
properties

Name description 必須必須 内部名内部名
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リカバリーパスワード リカバリーに使用される
パスワード

いいえ recovery-password

リカバリープラグインク
ラス名

リカバリープラグイン実
装の完全修飾クラス名

いいえ recovery-plugin-class-
name

リカバリープラグインプ
ロパティー

リカバリープラグインの
プロパティー

いいえ recovery-plugin-
properties

リカバリーセキュリ
ティードメイン

リカバリーに使用される
セキュリティードメイン

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーユーザー名 リカバリーに使用される
ユーザー名

いいえ recovery-username

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうか。トランザク
ションがない場合、設定
済みのクエリーのタイム
アウトが使用されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ set-tx-query-timeout

ファイル共有の準備済み
ステートメント

準備済みステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備済みス
テートメントを使用しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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Spine SQL ステートメントの
スパイリングを有効にし
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ spy

古い接続チェッカークラ
ス名

isStaleConnection(SQL
Exception)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

古い接続チェッカープロ
パティー

古い接続チェッカープロ
パティー

いいえ stale-connection-
checker-properties

ステートメントの追跡 接続がプールに返された
ときに閉じられていない
ステートメントをチェッ
クするかどうか（結果
セットが閉じられている
場合）、ステートメント
が閉じられるか、準備済
みステートメントキャッ
シュに戻ります。有効な
値は、'false' - はステー
トメントを追跡しませ
ん。'true' - track ステー
トメントおよび結果セッ
ト、結果セット、および
警告が閉じられていない
と、'nowarn' - track ス
テートメントは閉じられ
ますが、閉じられていな
いことを警告しません。
デフォルト値は
'NOWARN' です。

いいえ track-statements

トランザクション分離 java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。有効な値
は
TRANSACTION_READ_
UNCOMMITTED、
TRANSACTION_READ_
COMMITTED、
TRANSACTION_REPEA
TABLE_READ、
TRANSACTION_SERIAL
IZABLE、および
TRANSACTION_NONE
です。

いいえ transaction-isolation

Name description 必須必須 内部名内部名

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

614



URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の delimeter を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとデー
タソースがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続チェッカーク
ラス名

isValidConnection(Conn
ection)メソッドを提供
して接続を検証する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker。接続が無効である
ことを示す例外が返され
る場合。これにより、
check-valid-connection-
sql 要素が上書きされま
す。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカープ
ロパティー

有効な接続チェッカープ
ロパティー

いいえ valid-connection-
checker-properties

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
管理された接続の一致を
試みたときに接続の検証
を行う必要があるかどう
かを指定します。通常、
バックグラウンド検証の
使用のみに限定されま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ validate-on-match

Xa リソースのラップ XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ wrap-xa-resource

XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全 qualifed 名

いいえ xa-datasource-class

XA リソースタイムアウ
ト

値は
XAResource.setTransact
ionTimeout（）に渡さ
れます（秒単位）。デ
フォルトはゼロです。

いいえ xa-resource-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.552 metrics
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表表3.552 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.6.2. jbossas7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.553 概要概要

説明： JDBC データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.554

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.555 metrics
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Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount
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平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー

表表3.556

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値は無効なデータ
ソースでのみ可能です。
変更しない場合はサー
バーを再起動する必要が
あります。デフォルト値
は false です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis
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有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、プールから管理接続
を取得する際に呼び出さ
れることがあります。

いいえ check-valid-connection-
sql

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

いいえ connection-url

データソースクラス JDBC データソースクラ
スの完全 qualife の名前

いいえ datasource-class

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全 qualife の名前

いいえ driver-class

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

いいえ driver-name

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

例外ソートクラス名 isExceptionFatal(SQLEx
ception)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter。例
外がエラーをブロード
キャストするかどうかを
検証する。

いいえ exception-sorter-class-
name

例外ソートプロパティー 例外ソータープロパ
ティー

いいえ exception-sorter-
properties

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値は無効なデー
タソースでのみ可能で
す。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ idle-timeout-minutes

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

いいえ jndi-name

jta JTA 統合を有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ jta

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ pool-prefill

Name description 必須必須 内部名内部名
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Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

クエリータイムアウト 設定したクエリーのタイ
ムアウト（秒単位）。指
定されない場合はタイム
アウトが設定されませ
ん。

いいえ query-timeout

Reauth プラグインクラ
ス名

再認証プラグイン実装の
完全修飾クラス名

いいえ reauth-plugin-class-
name

Reauth プラグインプロ
パティー

再認証プラグインのプロ
パティー

いいえ reauth-plugin-
properties

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうか。トランザク
ションがない場合、設定
済みのクエリーのタイム
アウトが使用されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ set-tx-query-timeout

ファイル共有の準備済み
ステートメント

準備済みステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備済みス
テートメントを使用しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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Spine SQL ステートメントの
スパイリングを有効にし
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ spy

古い接続チェッカークラ
ス名

isStaleConnection(SQL
Exception)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

古い接続チェッカープロ
パティー

古い接続チェッカープロ
パティー

いいえ stale-connection-
checker-properties

ステートメントの追跡 接続がプールに返された
ときに閉じられていない
ステートメントをチェッ
クするかどうか（結果
セットが閉じられている
場合）、ステートメント
が閉じられるか、準備済
みステートメントキャッ
シュに戻ります。有効な
値は、'false' - はステー
トメントを追跡しませ
ん。'true' - track ステー
トメントおよび結果セッ
ト、結果セット、および
警告が閉じられていない
と、'nowarn' - track ス
テートメントは閉じられ
ますが、閉じられていな
いことを警告しません。
デフォルト値は
'NOWARN' です。

いいえ track-statements

トランザクション分離 java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。有効な値
は
TRANSACTION_READ_
UNCOMMITTED、
TRANSACTION_READ_
COMMITTED、
TRANSACTION_REPEA
TABLE_READ、
TRANSACTION_SERIAL
IZABLE、および
TRANSACTION_NONE
です。

いいえ transaction-isolation

Name description 必須必須 内部名内部名
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URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の delimeter を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとデー
タソースがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続チェッカーク
ラス名

isValidConnection(Conn
ection)メソッドを提供
して接続を検証する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker。接続が無効である
ことを示す例外が返され
る場合。これにより、
check-valid-connection-
sql 要素が上書きされま
す。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカープ
ロパティー

有効な接続チェッカープ
ロパティー

いいえ valid-connection-
checker-properties

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
管理された接続の一致を
試みたときに接続の検証
を行う必要があるかどう
かを指定します。通常、
バックグラウンド検証の
使用のみに限定されま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ validate-on-match

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.557 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.7. jbossas7: EJB3 ランタイムサービスランタイムサービス
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概要概要

表表3.558 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれる EJB コンポーネント
によって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: メッセージ駆動 Bean ランタイムサービス」

「jbossas7: シングルトン Bean ランタイムサービス」

「jbossas7 - ステートレスセッション Bean ランタイムサービス」

「jbossas7: Entity Bean Runtime Service」

「jbossas7 - ステートフルセッション Bean ランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.559

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.7.1. jbossas7: メッセージ駆動メッセージ駆動 Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.560 概要概要
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説明： デプロイメントに含まれる Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.561

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.562 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し
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Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.563

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain
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タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.7.2. jbossas7: シングルトンシングルトン Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.564 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるシングルトン Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.565

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.566 metrics
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Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.567

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles
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ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.7.3. jbossas7 - ステートレスセッションステートレスセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.568 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートレスセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.569

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.570 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time
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メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.571

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.1.12.7.4. jbossas7: Entity Bean Runtime Service

概要

表表3.572 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるエンティティー Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.573

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.574 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count
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ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.575

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles
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ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.7.5. jbossas7 - ステートフルセッションステートフルセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.576 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートフルセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.577

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.578 metrics

Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.579

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

638



ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.8. jbossas7: リソースアダプターランタイムサービスリソースアダプターランタイムサービス

概要概要

表表3.580 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: 接続定義ランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.581

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.12.8.1. jbossas7: 接続定義ランタイムサービス接続定義ランタイムサービス

概要

表表3.582 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.583

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.584 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount
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平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.13. JBossAS7 - DeploymentScanner Service

概要概要

表表3.585 概要概要

説明： デプロイメントスキャナーの管理

シングルトン： ◯
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.586

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.587

Name description 必須必須 内部名内部名

スキャナー スキャナーのリスト ◯ *

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.14. jbossas7: JacORB サービスサービス

概要概要

表表3.588 概要概要

説明： jacorb サブシステムの設定

シングルトン： ◯
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.589

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.590

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネント Via イン
ターセプターの追加

SSL コンポーネントを
IOR インターセプター
(on)インターセプターに
よって追加すべきかどう
かを示します（オフ）。
デフォルト値は on で
す。

いいえ add-component-via-
interceptor

キャッシュ Poa 名 POA 名がキャッシュさ
れる(on)かどうかを示し
ます(off)。デフォルト
値は off です。

いいえ cache-poa-names

キャッシュタイプコード タイプコードがキャッ
シュされる(on)か、そう
でないか(off)を示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ cache-typecodes
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Cunk Custom Rmi
Valuetypes

カスタムの RMI 値タイ
プがチャンク（オン）と
してエンコードされるべ
きかどうかを示します
(off)。デフォルト値は
on です。

いいえ chunk-custom-rmi-
valuetypes

クライアント要件 クライアント SSL がパ
ラメーターを必要とする
ことを示します
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ client-requires

クライアントサポート クライアント SSL がサ
ポートされるパラメー
ター（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ client-supports

クライアントタイムアウ
ト

クライアント側の接続タ
イムアウト値はミリ秒単
位です。値をゼロの場合
は、接続がタイムアウト
しないことを示します。
デフォルト値は 0 で
す。

いいえ client-timeout

comet comet の ORB との相互
運用性が有効にされてい
る(on)か、そうでないか
(off)を示します。デ
フォルト値は off です。

いいえ comet

export Corbaloc ルートコンテキストを
corbaloc::address:port/
NameService(on)として
エクスポートすべきかど
うかを示します(off)。
デフォルト値は on で
す。

いいえ export-corbaloc

giop マイナーバージョ
ン

使用される GIOP マイ
ナーバージョン。デフォ
ルト値は 2 です。

いいえ giop-minor-version

Name description 必須必須 内部名内部名
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間接エンコーディングの
無効化

繰り返し型コードの間接
エンコーディングを無効
(on)するか(off)するかを
示します。デフォルト値
は off です。

いいえ indirection-encoding-
disable

Iona IONA の ASP との相互
運用性が有効であるか
（オフ）かを示します。
デフォルト値は off で
す。

いいえ Iona

lax ブール値エンコー
ディング

ゼロ以外の CDR でエン
コードされたブール値が
true(on)として解釈され
るべきかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は off です。

いいえ lax-boolean-encoding

最大管理バッチサイズ 内部バッファーマネー
ジャーによって管理され
る最大サイズの log2。
デフォルト値は 24 で
す。

いいえ max-managed-buf-size

サーバー接続の最大サイ
ズ

サーバーが許可する接続
の最大数。デフォルト値
は 2147483647 です。

いいえ max-server-connections

最大スレッド アクティブなリクエスト
プロセッサースレッドの
最大数。スレッドはまず
プールから取得され、
プールが新しいスレッド
が作成されると、スレッ
ド数がこの制限に達する
まで削除されます。新し
いリクエストは、アク
ティブなスレッドがジョ
ブを完了するまで待機し
ます。デフォルト値は
32 です。

いいえ max-threads

監視 監視 GUI を表示する
(on)か、そうでないか
（オフ）を示します。デ
フォルト値は off です。

いいえ 監視

Name description 必須必須 内部名内部名
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Name 実行中の ORB の名前。
デフォルト値は JBoss
です。

いいえ Name

Outbuf キャッシュタイ
ムアウト

バッファーキャッシュの
タイムアウト（ミリ秒単
位）。デフォルト値は -1
です。

いいえ outbuf-cache-timeout

outbuf のサイズ 送信メッセージのネット
ワークバッファーのサイ
ズ。デフォルト値は
2048 です。

いいえ outbuf-size

プールサイズ 要求プロセッサースレッ
ドプールのサイズ。要求
の処理を終了するスレッ
ドは、プールが満杯では
なく破棄されない場合に
プールに戻されます。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ pool-size

印刷バージョン ORB の起動中にバー
ジョン番号が出力される
(on)かどうかを示します
（オフ）。デフォルト値
は off です。

いいえ print-version

properties 汎用キー/値プロパ
ティーの一覧。

いいえ properties

Queue Max キューに格納できるリク
エストの最大数。デフォ
ルト値は 100 です。

いいえ queue-max

キューの最小値 待機要求に通知する
キューのサイズ。つま
り、ブロックされたリク
エストはキューに
queue-min 要求を超え
ない場合にのみ通知され
ます。デフォルト値は
10 です。

いいえ queue-min

Name description 必須必須 内部名内部名
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キュー待機中 最大キューサイズを超え
るリクエストが待機(on)
されるかどうかを示しま
す（オフ）。無効にする
と、キューが満杯になる
と TRANSIENT 例外が発
生します。デフォルト値
は off です。

いいえ queue-wait

retries 接続がすぐに確立できな
い場合の再試行回数。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ retries

Retry Interval retries の間隔（ミリ秒
単位）。デフォルト値は
500 です。

いいえ retry-interval

ルートコンテキスト ネーミングサービスの
ルートコンテキスト。デ
フォルト値は
JBoss/Naming/root で
す。

いいえ root-context

security セキュリティーインター
セプターがインストール
される(on)されるかどう
かを示します(off)。デ
フォルト値は off です。

いいえ security

セキュリティードメイン SSL 接続を確立するた
めに使用されるキーおよ
びトラストストアを保持
するセキュリティードメ
インの名前。

いいえ security-domain

サーバーの要件 サーバー SSL がパラ
メーターを必要とするこ
とを示す値（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ server-requires

サーバーのサポート サーバー SSL がサポー
トされるパラメーター
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ server-supports

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

647



サーバータイムアウト サーバー側の接続タイム
アウト値（ミリ秒単
位）。値をゼロの場合
は、接続がタイムアウト
しないことを示します。
デフォルト値は 0 で
す。

いいえ server-timeout

Tc 作成時に厳密な
チェック

create_abstract_interfac
e_tc メソッドが name パ
ラメーター(on)で検証
チェックを実行するかど
うか(off)を示します。
デフォルト値は off で
す。

いいえ strict-check-on-tc-
creation

Sun Sun の ORB との相互運
用性(on)またはそうでな
いか（オフ）を示しま
す。デフォルト値は on
です。

いいえ Sun

サポート Ssl SSL がサポート対象(on)
されるかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は off です。

いいえ support-ssl

トランザクション トランザクションイン
ターセプターがインス
トールされる（または
spec）されるかどうか
を示します（オフ）。
'on' が有効な値である
「spec」は、受信トラ
ンザクションコンテキス
トを拒否する仕様準拠
モード（JTS 以外）を有
効にします。デフォルト
値は off です。

いいえ トランザクション

Bom の使用 GIOP 1.2 バイトオーダー
マーカーを使用するべき
か（オフ）かを示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ use-bom

Name description 必須必須 内部名内部名
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Imr の使用 実装リポジトリーを使用
する(on)か、使用しない
(off)かどうかを示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ use-imr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.15. JBossAS7 - JDR Service

概要概要

表表3.591 概要概要

説明： JBoss Diagnostic Reporter(JDR)サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.592

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.593 metrics

Name description

JDR レポートの生成 JDR レポートの生成をリクエストします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.16. JBossAS7 - JCA Service

概要概要

表表3.594 概要概要

説明： リソースアダプターの一般的な設定を提供する Java
EE Connector Architecture(JCA)サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - BootstrapContext Service」

「JBossAS7 - Workmanager Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.595

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー設定プロパティー

表表3.596

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled Bean バリデーションが
有効であるかどうかを指
定します。デフォルト値
は true です。

いいえ enabled:1

enabled アーカイブバリデーショ
ンが有効であるかどうか
を指定します。デフォル
ト値は true です。

いいえ enabled:2

エラー時に失敗する アーカイブバリデーショ
ンエラーレポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ fail-on-error

Errorn に失敗します。 アーカイブバリデーショ
ンの警告レポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ fail-on-warn

debug デバッグ情報のロギング
を有効または無効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ debug

error エラー情報のロギングを
有効または無効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ error

install キャッシュされた接続マ
ネージャーバルブおよび
インターセプターを有効
または無効にします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ install

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.16.1. JBossAS7 - BootstrapContext Service

概要概要

表表3.597 概要概要

説明： リソースアダプターのブートストラップコンテキス
ト。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.598

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.599

Name description 必須必須 内部名内部名

Name BootstrapContext の名
前

いいえ Name

WorkManager BootstrapContext の
WorkManager インスタ
ンス

いいえ WorkManager

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.16.2. JBossAS7 - Workmanager Service

概要概要

表表3.600 概要概要

説明： リソースアダプターの WorkManager。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: 長時間実行されるスレッドプールサービス」

「jbossas7: 短い稼働スレッドプールサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.601

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.602

Name description 必須必須 内部名内部名
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Name WorkManager の名前 いいえ Name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.16.2.1. jbossas7: 長時間実行されるスレッドプールサービス長時間実行されるスレッドプールサービス

概要

表表3.603 概要概要

説明： タスクを送信するスレッドがブロックされる、バイ
ンドされたキューを持つ長時間実行スレッドプール
エグゼキューター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.604

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.605 metrics
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Name type description 内部名内部名

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement handoff-executor に渡
されたタスクの数（指定
されている場合）または
破棄されたタスクの数。

rejected-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.606

Name description 必須必須 内部名内部名

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor
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維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。 ◯ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.16.2.2. jbossas7: 短い稼働スレッドプールサービス短い稼働スレッドプールサービス

概要

表表3.607 概要概要

説明： タスクの送信スレッドがブロックされる、バインド
されたキューを持つ短いスレッドプールエグゼ
キューター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.608

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.609 metrics

Name type description 内部名内部名

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement handoff-executor に渡
されたタスクの数（指定
されている場合）または
破棄されたタスクの数。

rejected-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.610

Name description 必須必須 内部名内部名

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout
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コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。 ◯ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.1.17. jbossas7: JAXR サービスサービス

概要概要

表表3.611 概要概要

説明： JAXR サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: プロパティー(JAXR)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.612

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.613

Name description 必須必須 内部名内部名

class JAXR
ConnectionFactory 実装
クラス

いいえ class

JNDI 名 JAXR
ConnectionFactory がバ
インドされる JNDI 名

いいえ jndi-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.17.1. jbossas7: プロパティープロパティー(JAXR)サービスサービス

概要概要

表表3.614 概要概要

説明： JAXR プロパティー。リソースのアイデンティ
ティーは、プロパティー名を定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.615

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.616

Name description 必須必須 内部名内部名

値 JAXR プロパティーの
値。

◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.18. jbossas7: JPA サービスサービス

概要概要

表表3.617 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.618

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.619

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのデータソー
ス

デフォルトのグローバル
データソースの名前。

いいえ default-datasource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.19. JBossAS7 - CMP Service

概要概要

表表3.620 概要概要

説明： cmp サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: HiloKeygenerator サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.621

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.19.1. jbossas7: HiloKeygenerator サービスサービス

概要概要

表表3.622 概要概要
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説明： Hilo ベースの鍵ジェネレーター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.623

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.624

Name description 必須必須 内部名内部名

ブロックサイズ ブロックサイズ いいえ block-size

テーブルの作成 テーブルを作成するかど
うかを決定するブール値

いいえ create-table

テーブル Ddl の作成 テーブルの作成に使用す
る DDL

いいえ create-table-ddl

データソース シーケンスの生成に使用
されるデータソース

◯ data-source

テーブルの削除 テーブルを作成するかど
うかを決定するブール値

いいえ drop-table

ID 列 ID 列名 ◯ ID 列

Hi Ddl を選択します。 hi 値の選択に使用される
DDL

いいえ select-hi-ddl
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sequence 列 シーケンス列名 ◯ sequence-column

シーケンス名 シーケンスの名前 ◯ sequence-name

テーブル名 テーブル名 ◯ table-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.20. JBossAS7 - EE Service

概要概要

表表3.625 概要概要

説明： EE サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.626

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー設定プロパティー

表表3.627

Name description 必須必須 内部名内部名

EAR サブデプロイメン
ト分離

.ear 内の各サブデプロイ
メントが同じ .ear 内の
別のサブデプロイメント
に属するクラスにアクセ
スできるかどうかを示す
フラグ。false の値は、
サブデプロイメントが
.ear 内の他のサブデプロ
イメントに属するクラス
を認識できることを意味
します。デフォルト値は
false です。

いいえ ear-subdeployments-
isolated

グローバルモジュール すべてのデプロイメント
で利用可能にする必要の
あるモジュールの一覧。

いいえ global-modules

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.21. jbossas7: セキュリティーサービスセキュリティーサービス

概要概要

表表3.628 概要概要

説明： security サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: セキュリティードメインサービス」

「jbossas7: Vault サービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.629

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.630

Name description 必須必須 内部名内部名

ディープコピーサブジェ
クトモード

セキュリティーマネー
ジャーが実行したサブ
ジェクトのコピーモード
を、サブジェクトプリン
シパルと認証情報のク
ローン可能な場合はコ
ピーするディープコピー
に設定します。複数のス
レッドに同じアイデン
ティティーがある場合に
破損できる変更可能なコ
ンテンツが含まれ、ある
スレッドでサブジェクト
を消去するキャッシュフ
ラッシュ/ログアウトに
より、他のスレッドに影
響するサブジェクト参照
が含まれる場合は true
に設定する必要がありま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ deep-copy-subject-
mode

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1. jbossas7: セキュリティードメインサービスセキュリティードメインサービス

概要概要

表表3.631 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - ACL Service」

「jbossas7: Audit サービス」

「jbossas7: 認証(Classic)サービス」

「jbossas7: 認証(Jaspi)サービス」

「jbossas7: 承認サービス」

「jbossas7: Identity 信頼サービス」

「JBossAS7 - JSSE Service」

「jbossas7: マッピングサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.632

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.633
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Name description 必須必須 内部名内部名

キャッシュタイプ キャッシュを追加して、
認証チェックを高速化し
ます。使用できる値は、
「default」で、簡単な
マップをキャッシュとし
て使用し、Infinispan
キャッシュを使用するた
めに 'infinispan' です。

いいえ cache-type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.634 metrics

Name description

フラッシュキャッシュ このセキュリティードメインの認証キャッシュに保
存されているエントリーを削除します。単一のエン
トリーは、username を値として指定した principal
引数を使用してフラッシュできます。操作に引数が
渡されていない場合、すべてのエントリーがフラッ
シュされます。

キャッシュされたプリンシパルの一覧表示 このセキュリティードメインの認証キャッシュに保
存されているプリンシパルを一覧表示します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.1. JBossAS7 - ACL Service

概要

表表3.635 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: Acl モジュールサービス」
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接続プロパティー

表表3.636

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.637

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.1.1. jbossas7: Acl モジュールサービスモジュールサービス

概要

表表3.638 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション(Acl)サービス」

接続プロパティー

表表3.639

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.640

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.1.21.1.1.1.1. jbossas7: モジュールオプションモジュールオプション(Acl)サービスサービス

概要

表表3.641 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.642

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.643

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.2. jbossas7: Audit サービスサービス
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概要

表表3.644 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: プロバイダーモジュールサービス」

接続プロパティー

表表3.645

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.646

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.2.1. jbossas7: プロバイダーモジュールサービスプロバイダーモジュールサービス
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概要

表表3.647 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション（決定モジュール）サービス」

接続プロパティー

表表3.648

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.649

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.2.1.1. jbossas7: モジュールオプション（決定モジュール）サービスモジュールオプション（決定モジュール）サービス

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

673



概要

表表3.650 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.651

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.652

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.3. jbossas7: 認証認証(Classic)サービスサービス

概要
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表表3.653 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ログインモジュール(Classic)サービス」

接続プロパティー

表表3.654

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.655

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.3.1. jbossas7: ログインモジュールログインモジュール(Classic)サービスサービス

概要

表表3.656 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション(Classic)サービス」

接続プロパティー

表表3.657

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.658

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code
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フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.3.1.1. jbossas7: モジュールオプションモジュールオプション(Classic)サービスサービス

概要

表表3.659 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.660

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.661

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.4. jbossas7: 認証認証(Jaspi)サービスサービス

概要

表表3.662 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ログインモジュールスタックサービス」

接続プロパティー

表表3.663

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.664

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.4.1. jbossas7: ログインモジュールスタックサービスログインモジュールスタックサービス

概要

表表3.665 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション（ログインモジュールスタック）サービス」

接続プロパティー

表表3.666

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.667

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.4.1.1. jbossas7: モジュールオプション（ログインモジュールスタック）サービスモジュールオプション（ログインモジュールスタック）サービス

概要

表表3.668 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.669
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表表3.669

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.670

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.5. jbossas7: 承認サービス承認サービス

概要

表表3.671 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 承認モジュールサービス」

接続プロパティー
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表表3.672

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.673

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.5.1. jbossas7: 承認モジュールサービス承認モジュールサービス

概要

表表3.674 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション（承認）サービス」

接続プロパティー

表表3.675

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.676

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.5.1.1. jbossas7: モジュールオプション（承認）サービスモジュールオプション（承認）サービス
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概要

表表3.677 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.678

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.679

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.6. jbossas7: Identity 信頼サービス信頼サービス

概要
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表表3.680 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: Identity 信頼モジュールサービス」

接続プロパティー

表表3.681

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.682

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.6.1. jbossas7: Identity 信頼モジュールサービス信頼モジュールサービス

概要

表表3.683 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション（Identity 信頼）サービス」

接続プロパティー

表表3.684

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.685

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code
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フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.6.1.1. jbossas7: モジュールオプション（モジュールオプション（Identity 信頼）サービス信頼）サービス

概要

表表3.686 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.687

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.688

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.7. JBossAS7 - JSSE Service

概要

表表3.689 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.690

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.691

Name description 必須必須 内部名内部名

暗号化スイート SSLSocket で有効にす
る暗号スイートのコンマ
区切りリスト。

いいえ cipher-suites

クライアントエイリアス KeyManager がクライア
ントエイリアスを選択す
るときに使用するエイリ
アス。

いいえ client-alias

クライアント認証 クライアントの証明書も
サーバー側で認証される
必要があるかどうかを示
すブール値属性。

いいえ client-auth

キーマネージャー JSEE キーマネージャー
ファクトリー

いいえ key-manager

keystore JSSE キーストアの設定 いいえ keystore

プロトコル SSLSocket で有効にす
るプロトコルのコンマ区
切りリスト。

いいえ プロトコル

Server Alias KeyManager がサーバー
エイリアスを選択すると
きに使用するエイリア
ス。

いいえ server-alias

Service Auth Token KeyStore から
PrivateKey を取得する
トークン。

いいえ service-auth-token

トラストマネージャー JSEE Trust Manager
ファクトリー

いいえ trust-manager

truststore JSSE トラストストアの
設定

いいえ truststore

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.3.1.21.1.8. jbossas7: マッピングサービスマッピングサービス

概要

表表3.692 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールサービスのマッピング」

接続プロパティー

表表3.693

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.694

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

type このモジュールが実行す
るマッピングのタイプ。
使用できる値は
principal、role、
attribute、または
credential です。

◯ type

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.8.1. jbossas7: モジュールサービスのマッピングモジュールサービスのマッピング

概要

表表3.695 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション（マッピング）サービス」

接続プロパティー

表表3.696

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.697

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code
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type このモジュールが実行す
るマッピングのタイプ。
使用できる値は
principal、role、
attribute、または
credential です。

◯ type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.1.8.1.1. jbossas7: モジュールオプション（マッピング）サービスモジュールオプション（マッピング）サービス

概要

表表3.698 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.699

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.700

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.21.2. jbossas7: Vault サービスサービス

概要概要

表表3.701 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.702

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
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表表3.703

Name description 必須必須 内部名内部名

code セキュリティー vault 実
装の完全修飾名。

いいえ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.22. JBossAS7 - Threads Service

概要概要

表表3.704 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: ThreadFactory サービス」

「JBossAS7 - ThreadPool Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.705

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.22.1. jbossas7: ThreadFactory サービスサービス

概要概要

表表3.706 概要概要

説明： スレッドファクトリー
（java.util.concurrent.ThreadFactory を実装）

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.707

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.708

Name description 必須必須 内部名内部名

グループ名 このスレッドファクト
リー用に作成するスレッ
ドグループの名前を指定
します。

いいえ group-name
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Name 作成されたスレッドファ
クトリーの名前。

いいえ Name

priority 作成されたスレッドの優
先度を指定するために使
用できます。デフォルト
値は -1 です。

いいえ priority:expr

スレッド名パターン スレッドの名前の作成に
使用されるテンプレー
ト。%% - パーセント記
号 %t を出力 - ファクト
リーごとのスレッドシー
ケンス番号%g をエミュ
レート - グローバルス
レッドシーケンス番号
%f - ファクトリーシーケ
ンス番号 %i をエミュ
レート - スレッド ID を
エミュレートします。

いいえ thread-name-pattern

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.22.2. JBossAS7 - ThreadPool Service

概要概要

表表3.709 概要概要

説明： スレッドプールエグゼキューター

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
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表表3.710

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.711 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement タスクをアクティブに実
行しているスレッドの概
算数。

active-count

完了したタスク数 measurement 実行が完了したタスクの
合計数と概算します。

completed-task-count

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement 拒否されたタスクの数。 rejected-count

タスク数 measurement 実行をスケジュールされ
たタスクの合計数。

task-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.712

Name description 必須必須 内部名内部名
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維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。
Bounded および
Blocking Bounded
Thread Pools にのみ必
要です。

いいえ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor

スレッドプールの種類 スレッドプールタイプ ◯ __type

Name description 必須必須 内部名内部名
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.23. JBossAS7 - EJB3 Service

概要概要

表表3.713 概要概要

説明： ejb3 サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: EJB3 スレッドプールサービス」

「jbossas7: ファイルパッシベーションストアサービス」

「jbossas7: 最大 Bean インスタンスプールサービス」

「JBossAS7 - SFSB Cache Service」

「jbossas7: クラスターパッシベーションストアサービス」

「JBossAS7 - Async Service」

「jbossas7: IIOP サービス」

「jbossas7: リモートサービス」

「JBossAS7 - Timer Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.714

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.715

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのクラスター
化された Sfsb キャッ
シュ

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、すべてのクラ
スター化されたステート
フル EJB に適用可能な
デフォルトのステートフ
ル bean キャッシュの名
前

いいえ default-clustered-sfsb-
cache

デフォルトのエンティ
ティー Bean インスタン
スプール

デプロイメントまたは
Bean レベルでオーバー
ライドしない限り、デ
フォルトのエンティ
ティー bean インスタン
スプールの名前。

いいえ default-entity-bean-
instance-pool

デフォルトのエンティ
ティー Bean の最適化
ロック

true エンティティー
bean に設定された場
合、デフォルトで最適な
ロックが使用されます。

いいえ default-entity-bean-
optimistic-locking

デフォルトの Mdb イン
スタンスプール

デプロイメントまたは
Bean レベルでオーバー
ライドしない限り、すべ
ての MDB に適用可能な
デフォルトの MDB イン
スタンスプールの名前

いいえ default-mdb-instance-
pool

デフォルトのリソースア
ダプター名

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、MDB によっ
て使用されるデフォルト
のリソースアダプター
名。デフォルト値は
hornetq-ra です。

いいえ default-resource-
adapter-name
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デフォルトの Sfsb
キャッシュ

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、デフォルトの
ステートフル bean
キャッシュの名前。

いいえ default-sfsb-cache

デフォルトのシングルト
ン Bean アクセスタイム
アウト

シングルトン Bean のデ
フォルトのアクセスタイ
ムアウト。デフォルト値
は 5000 です。

いいえ default-singleton-bean-
access-timeout:expr

デフォルトの Slsb イン
スタンスプール

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、デフォルトの
ステートレス bean イン
スタンスプールの名前。

いいえ default-slsb-instance-
pool

デフォルトのステートフ
ル Bean アクセスタイム
アウト

ステートフル Bean のデ
フォルトのアクセスタイ
ムアウト。デフォルト値
は 5000 です。

いいえ default-stateful-bean-
access-timeout:expr

Vm Remote Interface
Invocation Pass by Value

false に設定すると、
EJB のリモートイン
ターフェース上でのパラ
メーターは参照によって
渡されます。それ以外の
場合は、パラメーターは
値によって渡されます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ in-vm-remote-
interface-invocation-
pass-by-value

統計の有効化 true に設定した場合は、
呼び出し統計のコレク
ションを有効にします。

いいえ enable-statistics

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.23.1. jbossas7: EJB3 スレッドプールサービススレッドプールサービス

概要概要
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表表3.716 概要概要

説明： 無制限のキューを持つスレッドプールエグゼキュー
ター。このようなスレッドプールにはコアサイズと
上限のないキューがあります。タスクが送信される
と、実行中のスレッドの数がコアサイズを下回る
と、新しいスレッドが作成されます。そうでない場
合は、タスクはキューに置かれます。このタイプの
エグゼキューターに多くのタスクを送信できる場
合、メモリー不足の状態が発生する可能性がありま
す。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.717

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.718 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement タスクをアクティブに実
行しているスレッドの概
算数。

active-count

完了したタスク数 measurement 実行が完了したタスクの
合計数と概算します。

completed-task-count

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count
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拒否された数 measurement 拒否されたタスクの数。 rejected-count

タスク数 measurement 実行をスケジュールされ
たタスクの合計数。

task-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.719

Name description 必須必須 内部名内部名

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

いいえ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.3.1.23.2. jbossas7: ファイルパッシベーションストアサービスファイルパッシベーションストアサービス

概要概要

表表3.720 概要概要

説明： ファイルシステムベースのパッシベーションスト
ア。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.721

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.722

Name description 必須必須 内部名内部名

グループパス  いいえ groups-path

idle Timeout idle-timeout-unit によっ
て指定されるユニットの
タイムアウト。その後に
Bean がパッシベートさ
れます。デフォルト値は
300 です。

いいえ idle-timeout:expr

アイドルタイムアウトユ
ニット

idle-timeout のユニッ
ト。デフォルト値は
SECONDS です。

いいえ idle-timeout-unit
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最大サイズ 古い bean をパッシベー
トするまでにこのキャッ
シュが保存する必要のあ
る bean の最大数。デ
フォルト値は 10000 で
す。

いいえ max-size:expr

相対値  いいえ relative-to

セッションパス  いいえ sessions-path

サブディレクトリー数  いいえ subdirectory-count:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.23.3. jbossas7: 最大最大 Bean インスタンスプールサービスインスタンスプールサービス

概要概要

表表3.723 概要概要

説明： 制限が厳格な bean インスタンスプール

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.724

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.725

Name description 必須必須 内部名内部名

最大プールサイズ プールが特定の時点に保
持できる bean インスタ
ンスの最大数。デフォル
ト値は 20 です。

いいえ max-pool-size:expr

timeout プールから bean インス
タンスが利用可能になる
まで待機する最大時間。
デフォルト値は 5 です。

いいえ timeout:expr

タイムアウトユニット インスタンスのタイムア
ウトユニット。デフォル
ト値は MINUTES です。

いいえ timeout-unit

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.23.4. JBossAS7 - SFSB Cache Service

概要概要

表表3.726 概要概要

説明： SFSB キャッシュ。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.727

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.728

Name description 必須必須 内部名内部名

aliases このキャッシュも参照で
きるエイリアス。

◯ aliases

パッシベーションストア このキャッシュによって
使用されるパッシベー
ションストア

いいえ passivation-store

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.23.5. jbossas7: クラスターパッシベーションストアサービスクラスターパッシベーションストアサービス

概要概要

表表3.729 概要概要

説明： クラスター化されたパッシベーションストア。
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.730

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.731

Name description 必須必須 内部名内部名

Bean キャッシュ Bean インスタンスを保
存するために使用される
キャッシュの名前。

いいえ bean-cache

キャッシュコンテナー Bean および client-
mappings キャッシュに
使用されるキャッシュコ
ンテナーの名前。デフォ
ルト値は ejb です。

いいえ cache-container

クライアントマッピング
キャッシュ

EJB リモーティングコ
ネクターの socket-
bindings のクライアント
マッピングを保存するた
めに使用されるキャッ
シュの名前。デフォルト
値は remote-connector-
client-mappings です。

いいえ client-mappings-cache
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idle Timeout idle-timeout-unit によっ
て指定されるユニットの
タイムアウト。その後に
Bean がパッシベートさ
れます。デフォルト値は
300 です。

いいえ idle-timeout:expr

アイドルタイムアウトユ
ニット

idle-timeout のユニッ
ト。デフォルト値は
SECONDS です。

いいえ idle-timeout-unit

最大サイズ 古い bean をパッシベー
トするまでにこのキャッ
シュが保存する必要のあ
る bean の最大数。デ
フォルト値は 10000 で
す。

いいえ max-size:expr

Replicate でのイベント
のパッシベート

レプリケーションが
Bean でパッシベーショ
ンイベントをトリガーす
るかどうかを示します。
デフォルト値は true で
す。

いいえ passivate-events-on-
replicate

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.23.6. JBossAS7 - Async Service

概要概要

表表3.732 概要概要

説明： EJB3 非同期呼び出しサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.733

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.734

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドプール名 非同期呼び出しを処理す
るスレッドプールの名前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.23.7. jbossas7: IIOP サービスサービス

概要概要

表表3.735 概要概要

説明： IIOP サービス

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.736

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.737

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトでは有効 true の場合は、デフォル
トで IIOP 経由で EJB が
公開される場合、デプロ
イメント記述子で明示的
に有効にする必要があり
ます。

いいえ enable-by-default

修飾名の使用 true の場合、EJB 名が
名前の先頭にアプリケー
ションとモジュール名
（例：
myapp/mymodule/MyEj
b）を使用して命名サー
ビスにバインドされま
す。

いいえ use-qualified-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.23.8. jbossas7: リモートサービスリモートサービス
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概要概要

表表3.738 概要概要

説明： EJB3 リモートサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: チャネル作成オプションサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.739

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.740

Name description 必須必須 内部名内部名

connector Ref EJB3 リモーティング
チャネルが登録されるコ
ネクターの名前。

いいえ connector-ref

スレッドプール名 リモート呼び出しを処理
するスレッドプールの名
前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.23.8.1. jbossas7: チャネル作成オプションサービスチャネル作成オプションサービス

概要

表表3.741 概要概要

説明： EJB リモートチャネルの作成時に使用されるオプ
ション

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.742

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.743

Name description 必須必須 内部名内部名

type チャネル作成オプション
のタイプ

いいえ type

値 EJB リモートチャネル
作成オプションの値

いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.23.9. JBossAS7 - Timer Service

概要概要

表表3.744 概要概要

説明： EJB タイマーサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.745

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.746

Name description 必須必須 内部名内部名

path 永続的なタイマー情報を
保存するディレクトリー

いいえ path

相対値 タイマーデータストアの
場所の解決に使用される
相対パス

いいえ relative-to
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スレッドプール名 タイマーサービス呼び出
しの実行に使用されるス
レッドプールの名前

いいえ thread-pool-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.24. JBossAS7 - JMX Service

概要概要

表表3.747 概要概要

説明： JMX サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: リモーティングコネクターサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.748

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.749
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表表3.749

Name description 必須必須 内部名内部名

モデルの表示 モデルコントローラーリ
ソースの MBean を含め
るには 'true' に設定しま
す。

いいえ show-model

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.24.1. jbossas7: リモーティングコネクターサービスリモーティングコネクターサービス

概要概要

表表3.750 概要概要

説明： リソースアダプターの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.751

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー設定プロパティー

表表3.752

Name description 必須必須 内部名内部名

管理エンドポイントの使
用

true の場合、コネクター
は管理エンドポイントを
使用します。そうでない
場合は、remoting サブ
システムを使用します。
デフォルト値は true で
す。

いいえ use-management-
endpoint

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.25. jbossas7: リソースアダプターサービスリソースアダプターサービス

概要概要

表表3.753 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: リソースアダプターサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.754

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.25.1. jbossas7: リソースアダプターサービスリソースアダプターサービス

概要概要

表表3.755 概要概要

説明： リソースアダプターの設定。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: 管理オブジェクトサービス」

「jbossas7: 接続定義サービス」

「jbossas7: 設定プロパティーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.756

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー設定プロパティー

表表3.757

Name description 必須必須 内部名内部名

archive リソースアダプターアー
カイブを指定します。

◯ archive

beanvalidationgroups 使用する必要がある
Bean バリデーショング
ループを指定します。

いいえ beanvalidationgroups

Bootstrapcontext 使用する必要のあるブー
トストラップコンテキス
トの一意の名前を指定し
ます。

いいえ bootstrapcontext

トランザクションサポー
ト

リソースアダプターのト
ランザクションサポート
レベルを指定します。

◯ transaction-support

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.25.1.1. jbossas7: 管理オブジェクトサービス管理オブジェクトサービス

概要

表表3.758 概要概要

説明： 管理オブジェクトを指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.759
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.760

Name description 必須必須 内部名内部名

クラス名 管理された接続ファクト
リーまたは管理オブジェ
クトの完全修飾クラス名
を指定します。

◯ class-name

enabled リソースアダプターを有
効にするべきかどうかを
指定します。デフォルト
値は true です。

いいえ enabled

JNDI 名 接続ファクトリーまたは
管理オブジェクトの
JNDI 名を指定します。

いいえ jndi-name

Java コンテキストの使
用

false に設定するとオブ
ジェクトがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.25.1.2. jbossas7: 接続定義サービス接続定義サービス
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概要

表表3.761 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 設定プロパティーサービス」

接続プロパティー

表表3.762

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.763

Name description 必須必須 内部名内部名

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry:expr

割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis:expr
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis:expr

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis:expr

クラス名 管理された接続ファクト
リーまたは管理オブジェ
クトの完全修飾クラス名
を指定します。

◯ class-name

enabled リソースアダプターを有
効にするべきかどうかを
指定します。デフォルト
値は true です。

いいえ enabled

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値を変更するに
は、サーバーを再起動す
る必要があります。

いいえ idle-timeout-
minutes:expr

interleaving XA 接続のインターリー
ビングを有効にする要
素。デフォルト値は
false です。

いいえ interleaving

JNDI 名 接続ファクトリーまたは
管理オブジェクトの
JNDI 名を指定します。

いいえ jndi-name

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size:expr

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size:expr

リカバリーなし 接続プールがリカバリー
から除外されるべきであ
るかどうかを指定しま
す。

いいえ no-recovery

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。デフォ
ルト値は false です。

いいえ no-tx-separate-pool

Name description 必須必須 内部名内部名
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pad Xid Xid がパディングされて
いる必要があります。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ pad-xid

プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
デフォルト値は false で
す。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

リカバリーパスワード リカバリーに使用される
パスワード

いいえ recovery-password

リカバリープラグインク
ラス名

リカバリープラグイン実
装の完全修飾クラス名

いいえ recovery-plugin-class-
name

リカバリープラグインプ
ロパティー

リカバリープラグインの
プロパティー

いいえ recovery-plugin-
properties

リカバリーセキュリ
ティードメイン

リカバリーに使用される
セキュリティードメイン

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーユーザー名 リカバリーに使用される
ユーザー名

いいえ recovery-username

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

セキュリティーアプリ
ケーション

プール内の接続を区別す
るために、アプリケー
ション提供パラメーター
（getConnection（user,
pw など）から）を使用
することを示します。

いいえ security-application

Name description 必須必須 内部名内部名
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セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

セキュリティードメイン
およびアプリケーション

プール内の接続を区別す
るために、アプリケー
ションが提供するパラ
メーター
（getConnection(user,
pw)）または
Subject（セキュリ
ティードメインから）が
使用されることを示しま
す。

いいえ security-domain-and-
application

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとオブ
ジェクトがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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Xa リソースのラップ XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ wrap-xa-resource

XA リソースタイムアウ
ト

値は
XAResource.setTransact
ionTimeout（）に渡さ
れます（秒単位）。デ
フォルトはゼロです。

いいえ xa-resource-
timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.764 metrics

Name description

プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

プールのフラッシュアイド接続 プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

プール内の接続のテスト 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.25.1.2.1. jbossas7: 設定プロパティーサービス設定プロパティーサービス

概要

表表3.765 概要概要

説明： カスタム定義の設定プロパティー。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.766

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.767

Name description 必須必須 内部名内部名

値 カスタム定義の設定プロ
パティー値

いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.25.1.3. jbossas7: 設定プロパティーサービス設定プロパティーサービス

概要

表表3.768 概要概要

説明： カスタム定義の設定プロパティー。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.769

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.770

Name description 必須必須 内部名内部名

値 カスタム定義の設定プロ
パティー値

いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.26. jbossas7: Infinispan サービスサービス

概要概要

表表3.771 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: キャッシュコンテナーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.772

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.26.1. jbossas7: キャッシュコンテナーサービスキャッシュコンテナーサービス

概要概要

表表3.773 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - Cache Service」

「jbossas7: 分散キャッシュサービス」

「jbossas7: ローカルキャッシュサービス」

「jbossas7: トランスポートサービス」

接続プロパティー接続プロパティー
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表表3.774

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.775

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトキャッシュ デフォルトの infinispan
キャッシュ

いいえ default-cache

aliases このキャッシュコンテ
ナーのエイリアスの一覧

いいえ aliases

JNDI 名 このキャッシュコンテ
ナーをバインドする jndi
名

いいえ jndi-name

start EAGER(immediate
start)または LAZY（オ
ンデマンド起動）の
キャッシュコンテナー起
動モード。

いいえ start

listener Executor レプリケーションキュー
に使用されるエグゼ
キューター

いいえ listener-executor

エビクションエグゼ
キューター

エビクションに使用され
るスケジュール済みエグ
ゼキューター

いいえ eviction-executor
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モジュール このキャッシュコンテ
ナーの設定をビルドする
ときにクラスローダーを
使用する必要があるモ
ジュール。デフォルト値
は
org.jboss.as.clustering.in
finispan です。

いいえ モジュール

レプリケーションキュー
エグゼキューター

非同期キャッシュ操作に
使用されるエグゼキュー
ター

いいえ replication-queue-
executor

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.26.1.1. JBossAS7 - Cache Service

概要

表表3.776 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.777

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.778

Name description 必須必須 内部名内部名

start EAGER(Imediate start)
または LAZY（オンデマ
ンド起動）のいずれかの
キャッシュ開始モード。

いいえ start

batching 有効にすると、この
キャッシュに対して呼び
出しバッチ API が利用可
能になります。

いいえ batching

インデックス化 有効にすると、エント
リーがキャッシュに追加
されるとインデックス化
されます。インデックス
はエントリーの変更また
は削除として更新されま
す。

いいえ インデックス化

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

mode クラスター化された
キャッシュモード、非同
期操作の場合は
ASYNC、同期操作の場
合は SYNC を設定しま
す。

◯ mode

キューのサイズ ASYNC モードでは、こ
の属性を使用して、特定
のしきい値に達すると
キューのフラッシュをト
リガーできます。

いいえ queue-size
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キューのフラッシュ間隔 ASYNC モードでは、こ
の属性はレプリケーショ
ンキューのフラッシュを
実行するために使用する
非同期スレッドの頻度を
制御します。これは、ス
レッドウェイクアップ時
間（ミリ秒単位）を表す
正の整数である必要があ
ります。

いいえ queue-flush-interval

リモートタイムアウト SYNC モードでは、リ
モート呼び出しの実行時
に確認応答を待機するた
めにタイムアウト（ミリ
秒単位）が使用され、呼
び出しが中止され、例外
が発生します。

いいえ remote-timeout

Asyncsynchronousing これを有効にすると、エ
ントリーのマーシャリン
グが非同期的に実行され
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ async-marshalling

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

キャッシュのタイプ キャッシュのタイプ ◯ __type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.26.1.2. jbossas7: 分散キャッシュサービス分散キャッシュサービス

概要

表表3.779 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.780

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.781

Name description 必須必須 内部名内部名

start EAGER(Imediate start)
または LAZY（オンデマ
ンド起動）のいずれかの
キャッシュ開始モード。

いいえ start

batching 有効にすると、この
キャッシュに対して呼び
出しバッチ API が利用可
能になります。

いいえ batching

インデックス化 有効にすると、エント
リーがキャッシュに追加
されるとインデックス化
されます。インデックス
はエントリーの変更また
は削除として更新されま
す。

いいえ インデックス化
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JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

mode クラスター化された
キャッシュモード、非同
期操作の場合は
ASYNC、同期操作の場
合は SYNC を設定しま
す。

◯ mode

キューのサイズ ASYNC モードでは、こ
の属性を使用して、特定
のしきい値に達すると
キューのフラッシュをト
リガーできます。

いいえ queue-size

キューのフラッシュ間隔 ASYNC モードでは、こ
の属性はレプリケーショ
ンキューのフラッシュを
実行するために使用する
非同期スレッドの頻度を
制御します。これは、ス
レッドウェイクアップ時
間（ミリ秒単位）を表す
正の整数である必要があ
ります。

いいえ queue-flush-interval

リモートタイムアウト SYNC モードでは、リ
モート呼び出しの実行時
に確認応答を待機するた
めにタイムアウト（ミリ
秒単位）が使用され、呼
び出しが中止され、例外
が発生します。

いいえ remote-timeout

Asyncsynchronousing これを有効にすると、エ
ントリーのマーシャリン
グが非同期的に実行され
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ async-marshalling

Name description 必須必須 内部名内部名
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L 1 ライフスパン L1 キャッシュに配置さ
れたエントリーの最大有
効期間。この要素は、
'distributed' キャッシュ
のインスタンスに L1
キャッシュ動作を設定し
ます。他のキャッシュ
モードでは、この要素は
無視されます。デフォル
ト値は 600000 です。

いいえ l1-lifespan

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

owners 各キャッシュエントリー
のクラスター全体のレプ
リカ数。デフォルト値は
2 です。

いいえ owners

仮想ノード 「 real」ノードごとの仮
想ノード数を制御しま
す。numVirtualNodes が
1 の場合、仮想ノードは
無効になります。仮想
ノードを活用する場合
は、トポロジー認識の一
貫したハッシュを使用す
る必要があります。デ
フォルトは 1 です。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ virtual-nodes

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.26.1.3. jbossas7: ローカルキャッシュサービスローカルキャッシュサービス

概要

表表3.782 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.783

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.784

Name description 必須必須 内部名内部名

start EAGER(Imediate start)
または LAZY（オンデマ
ンド起動）のいずれかの
キャッシュ開始モード。

いいえ start

batching 有効にすると、この
キャッシュに対して呼び
出しバッチ API が利用可
能になります。

いいえ batching

インデックス化 有効にすると、エント
リーがキャッシュに追加
されるとインデックス化
されます。インデックス
はエントリーの変更また
は削除として更新されま
す。

いいえ インデックス化
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JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.26.1.4. jbossas7: トランスポートサービストランスポートサービス

概要

表表3.785 概要概要

説明： このキャッシュコンテナーが使用するトランスポー
トの説明

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.786

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.787

Name description 必須必須 内部名内部名

クラスター グループ通信クラスター
の名前

いいえ クラスター

executor トランスポートに使用す
るエグゼキューター

いいえ executor

ロックタイムアウト トランスポートのロック
のタイムアウト。デフォ
ルト値は 240000 で
す。

いいえ lock-timeout

stack トランスポートに使用す
る jgroups スタック

いいえ stack

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.27. jbossas7: JGroups サービスサービス

概要概要

表表3.788 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
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表表3.789

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.790

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのスタック 使用するデフォルトのス
タック

◯ default-stack

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.28. jbossas7: リモーティングサービスリモーティングサービス

概要概要

表表3.791 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.792
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表表3.792

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.793

Name description 必須必須 内部名内部名

ワーカー読み取りスレッ
ド

リモーティングワーカー
に対して作成する読み取
りスレッドの数。デフォ
ルト値は 1 です。

いいえ worker-read-threads

ワーカータスクコアス
レッド

リモーティングワーカー
のタスクスレッドプール
のコアスレッドの数。デ
フォルト値は 4 です。

いいえ worker-task-core-
threads

ワーカータスクキープア
ライブ

コアでないリモーティン
グワーカーのタスクス
レッドを有効のままにす
るミリ秒数。デフォルト
値は 60 です。

いいえ worker-task-keepalive

ワーカータスクの制限 許可するリモーティング
ワーカータスクの最大
数。この数を超えるリ
モーティングワーカータ
スクは拒否されます。デ
フォルト値は 16384 で
す。

いいえ worker-task-limit

ワーカータスクの最大ス
レッド

リモーティングワーカー
のタスクスレッドプール
の最大スレッド数。デ
フォルト値は 16 です。

いいえ worker-task-max-
threads
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ワーカー書き込みスレッ
ド

リモーティングワーカー
に対して作成する書き込
みスレッドの数。デフォ
ルト値は 1 です。

いいえ worker-write-threads

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.29. JBossAS7 - Osgi Service

概要概要

表表3.794 概要概要

説明： OSGi サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: 機能サービス」

「jbossas7: Bundle Service」

「jbossas7: プロパティーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.795

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.796

Name description 必須必須 内部名内部名

アクティベーション OSGi サブシステムのア
クティベーションフラ
グ。使用できる値は
lazy、eager です。デ
フォルト値は LAZY で
す。

いいえ アクティベーション

Startlevel OSGi Framework の現在
の開始レベル。この値を
変更すると、フレーム
ワークの開始レベルが変
わります。

いいえ startlevel

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.797 metrics

Name description

アクティベート OSGi サブシステムをアクティベートします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.29.1. jbossas7: 機能サービス機能サービス

概要概要

表表3.798 概要概要

説明： フレームワーク機能。ケイパビリティーは、
modules ディレクトリーの JBoss Module または
bundles ディレクトリーの OSGi バンドルにマップし
ます。このアイデンティティーは、モジュールまた
はバンドルのリソース識別子にマップします。

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.799

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.800

Name description 必須必須 内部名内部名

Startlevel ケイパビリティーの開始
レベル。OSGi バンドル
でのみ指定できます。

いいえ startlevel

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.29.2. jbossas7: Bundle Service

概要概要

表表3.801 概要概要

説明： ランタイムバンドル情報。
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.802

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.803

Name description 必須必須 内部名内部名

ID バンドル ID。 いいえ id

Startlevel バンドルの開始レベル。 いいえ startlevel

シンボリック名 バンドルシンボリック
名。

いいえ symbolic-name

version バンドルバージョン。 いいえ version

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.804 metrics

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

745



Name description

start バンドルを開始します。

stop バンドルを停止します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.29.3. jbossas7: プロパティーサービスプロパティーサービス

概要概要

表表3.805 概要概要

説明： プロパティー

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.806

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.807

Name description 必須必須 内部名内部名

値 プロパティーの値。 いいえ 値

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.30. jbossas7: メールサービスメールサービス

概要概要

表表3.808 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: メールセッションサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.809

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.3.1.30.1. jbossas7: メールセッションサービスメールセッションサービス

概要概要

表表3.810 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: SMTP メールサーバーサービス」

「jbossas7: IMAP メールサーバーサービス」

「jbossas7: POP3 メールサーバーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.811

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.812

Name description 必須必須 内部名内部名

debug javamail のデバッグを有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ debug

from 送信時に設定されていな
い場合にデフォルトとし
て使用されるアドレスか
ら。

いいえ from
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JNDI 名 メールセッションのバイ
ンド先の JNDI 名

いいえ jndi-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.30.1.1. jbossas7: SMTP メールサーバーサービスメールサーバーサービス

概要

表表3.813 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.814

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.815
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Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

SMTP サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

◯ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.30.1.2. jbossas7: IMAP メールサーバーサービスメールサーバーサービス

概要

表表3.816 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.817

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.818

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

IMAP サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

◯ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.30.1.3. jbossas7: POP3 メールサーバーサービスメールサーバーサービス

概要

表表3.819 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.820

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.821

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

POP3 サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

◯ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31. jbossas7: メッセージングサービスメッセージングサービス
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概要概要

表表3.822 概要概要

説明： messaging サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - HornetQ Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.823

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1. JBossAS7 - HornetQ Service

概要概要

表表3.824 概要概要

説明： HornetQ ベースのメッセージングサブシステム

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - JMS Queue Service」

「jbossas7: JMS Topic Service」

「jbossas7: 接続ファクトリーサービス」

「jbossas7: プールされた接続ファクトリーサービス」

「jbossas7: セキュリティー設定サービス」

「jbossas7: アドレス設定サービス」

「jbossas7: グルーピングハンドラーサービス」

「jbossas7: アクセプターサービス」

「jbossas7: コネクター(HornetQ)サービス」

「jbossas7: 仮想マシンアクセプターサービス」

「jbossas7: VM コネクターサービスで」

「jbossas7: リモートアクセプターサービス」

「jbossas7: リモートコネクターサービス」

「JBossAS7 - Divert Service」

「JBossAS7 - Queue Service」

「jbossas7: コアアドレスサービス」

「jbossas7: クラスター接続サービス」

「jbossas7: ブロードキャストグループサービス」

「jbossas7: パスサービス」

「JBossAS7 - Bridge Service」

「jbossas7: 検出グループサービス」

「jbossas7: コネクターサービス」

「jbossas7: ランタイムキューサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.825

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.826 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait このサーバーが起動して
いるかどうか。

Started

version trait サーバーのバージョン。 version

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.827

Name description 必須必須 内部名内部名

Allow Failback 元のライブサーバーが復
旧すると、このサーバー
が自動的にシャットダウ
ンするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ allow-failback

Async 接続実行が有効に
なっている

サーバー上の着信パケッ
トをスレッドプールから
スレッドに送信すべきか
どうか。False（リモー
ティングスレッドで処理
する必要がある場合）。
デフォルト値は true で
す。

いいえ async-connection-
execution-enabled

バックアップ このサーバーがバック
アップサーバーであるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ バックアップ
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クラスターパスワード クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
パスワード。デフォルト
値は CHANGE ME!! で
す。

いいえ cluster-password

クラスターユーザー クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
ユーザー。デフォルト値
は
HORNETQ.CLUSTER.AD
MIN.USER です。

いいえ cluster-user

clustered サーバーがクラスター化
されているかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ clustered

接続 Ttl Override 設定した場合、ping を
受信せずに接続を維持す
るための（ミリ秒単位）
を上書きします。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ connection-ttl-override

Create Bindings Dir サーバーが起動時に
bindings ディレクトリー
を作成するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ create-bindings-dir

ジャーナルダーの作成 サーバーが起動時に
ジャーナルディレクト
リーを作成するかどう
か。デフォルト値は
true です。

いいえ create-journal-dir

フェイルバック遅延 ライブサーバーの再起動
時にフェイルバックが発
生するまで待機する時
間。デフォルト値は
5000 です。

いいえ failback-delay

Name description 必須必須 内部名内部名
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シャットダウン時のフェ
イルオーバー

このバックアップサー
バー（バックアップサー
バーの場合）が通常の
サーバーのシャットダウ
ンで有効であるかどう
か。デフォルト値は
false です。

いいえ failover-on-shutdown

ID キャッシュサイズ メッセージ ID を事前作
成するためのキャッシュ
のサイズ。デフォルト値
は 2000 です。

いいえ id-cache-size

JMX ドメイン MBeanServer の内部
HornetQ MBean を登録
するために使用される
JMX ドメイン。デフォ
ルト値は org.hornetq で
す。

いいえ jmx-domain

JMX 管理が有効になっ
ている

HornetQ が JMX 経由で
内部管理 API を公開する
かどうか。これらの
MBean にアクセスする
と設定の一貫性がなくな
るため、これは推奨され
ません。デフォルト値は
false です。

いいえ jmx-management-
enabled

ジャーナルバッファーサ
イズ

ジャーナルの内部バッ
ファーのサイズ。

いいえ journal-buffer-size

ジャーナルバッファータ
イムアウト

ジャーナルの内部バッ
ファーのフラッシュに使
用されるタイムアウト
（ナノ秒）。

いいえ journal-buffer-timeout

ジャーナルのコンパクト
なファイル

圧縮開始前のジャーナル
データファイルの最小
数。デフォルト値は 10
です。

いいえ journal-compact-min-
files

ジャーナル圧縮率 ジャーナルを圧縮するこ
とを検討するライブデー
タのパーセンテージ。デ
フォルト値は 30 です。

いいえ journal-compact-
percentage

Name description 必須必須 内部名内部名
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ジャーナルファイルのサ
イズ

各ジャーナルファイルの
サイズ（バイト単位）。
デフォルト値は
10485760 です。

いいえ journal-file-size

ジャーナル Max Io AIO キューに常時存在で
きる書き込み要求の最大
数。

いいえ journal-max-io

ジャーナルの最小ファイ
ル

事前作成するジャーナル
ファイルの数。デフォル
ト値は 2 です。

いいえ journal-min-files

ジャーナル同期非トラン
ザクション

クライアントに応答を返
す前に、非トランザク
ションデータをジャーナ
ルに同期するのを待機す
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ journal-sync-non-
transactional

ジャーナル同期トランザ
クション

クライアントに応答を返
す前にトランザクション
データをジャーナルに同
期するのを待機するかど
うか。デフォルト値は
true です。

いいえ journal-sync-
transactional

ジャーナルのタイプ 使用するジャーナルのタ
イプ。デフォルト値は
ASYNCIO です。

いいえ journal-type

ライブマイグレーション
の参照

ライブコネクターに接続
するために使用されるコ
ネクターの名前。この
サーバーがシェアード
ナッシング HA を使用す
るバックアップではない
場合、そのサーバーは
'undefined' になりま
す。

いいえ live-connector-ref

ログジャーナルの書き込
み速度

ジャーナルの書き込み
レートとフラッシュレー
トを定期的にログに記録
するかどうか。デフォル
ト値は false です。

いいえ log-journal-write-rate

Name description 必須必須 内部名内部名
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管理アドレス 管理メッセージを送信す
るアドレス。デフォルト
値は
jms.queue.hornetq.mana
gement です。

いいえ management-address

管理通知アドレス コンシューマーがバイン
ドして管理通知を受信す
るアドレスの名前。デ
フォルト値は
hornetq.notifications で
す。

いいえ management-
notification-address

メモリー測定間隔 ミリ秒単位の JVM メモ
リーのサンプル頻度（ま
たは -1（メモリーサンプ
リングを無効にする場
合））。デフォルト値は
-1 です。

いいえ memory-measure-
interval:expr

メモリー警告のしきい値 利用可能なメモリーの割
合（超過した場合）は警
告ログになります。デ
フォルト値は 25 です。

いいえ memory-warning-
threshold:expr

メッセージカウンター有
効

メッセージカウンターが
有効であるかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ message-counter-
enabled

メッセージカウンターの
最大日履歴

メッセージカウンター履
歴を保持する日数。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ message-counter-max-
day-history

メッセージカウンターの
サンプル期間

メッセージカウンターに
使用するサンプル期間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 10000 です。

いいえ message-counter-
sample-period

メッセージの有効期限ス
キャンの間隔

期限切れのメッセージを
スキャンする頻度（ミリ
秒単位）。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ message-expiry-scan-
period

メッセージの有効期限ス
レッド優先度

スレッドが期限切れにす
るメッセージの優先度。
デフォルト値は 3 です。

いいえ message-expiry-thread-
priority

Name description 必須必須 内部名内部名
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Page Max Concurrent Io ページングに許可される
同時読み取りの最大数。
デフォルト値は 5 です。

いいえ page-max-concurrent-
io

perf Blast Pages TODO。デフォルト値は
-1 です。

いいえ perf-blast-pages

配信前の配信数の永続化 配信数が配信前に永続化
されるかどうか。False
は、メッセージがキャン
セルされた後にのみ発生
することを意味します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ persist-delivery-count-
before-delivery

アイデンティティー
キャッシュの永続化

ID がジャーナルに永続
化されるかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persist-id-cache

persistence Enabled サーバーが永続にファイ
ルベースのジャーナルを
使用するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persistence-enabled

リモーティングインター
セプター

このサーバーによって使
用されるインターセプ
タークラスの一覧。

いいえ remoting-
interceptors:nullable

同期速度テストの実行 起動時に、ディスクを同
期する際の診断テストを
実行するかどうか。パ
フォーマンスの問題を判
断する際に便利です。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ run-sync-speed-test

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ

メインのスケジュールス
レッドプールがあるス
レッドの数。デフォルト
値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

セキュリティードメイン ユーザーおよびロール情
報の検証に使用するセ
キュリティードメイン。
デフォルト値は other で
す。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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Security Enabled セキュリティーが有効に
なっているかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ security-enabled

セキュリティーインバリ
デーション間隔

セキュリティーキャッ
シュを無効にするまで待
機する時間（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
10000 です。

いいえ security-invalidation-
interval

サーバーダンプ間隔 基本的なランタイム情報
をサーバーログにダンプ
する頻度。1 未満の値を
指定するとこの機能が無
効になります。デフォル
ト値は -1 です。

いいえ server-dump-interval

共有ストア このサーバーがフェイル
オーバーに共有ストアを
使用しているかどうか。
デフォルト値は true で
す。

いいえ shared-store

スレッドプールの最大サ
イズ

メインスレッドプールの
スレッド数。-1 は無制限
を意味します。デフォル
ト値は 30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

トランザクションのタイ
ムアウト

作成後にトランザクショ
ンをリソースマネー
ジャーから削除するまで
の時間（ミリ秒単位）。
デフォルト値は
300000 です。

いいえ transaction-timeout

トランザクションタイム
アウトのスキャン期間

タイムアウトトランザク
ションをスキャンする頻
度（ミリ秒単位）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ transaction-timeout-
scan-period

Wild Card Routing
Enabled

サーバーがワイルドカー
ドルーティングをサポー
トするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ wild-card-routing-
enabled

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.828 metrics

Name description

アドレスの接続を閉じる リモートアドレスに指定された IP アドレスが含まれ
るこのサーバーに接続されているクライアントの接
続をすべて閉じます。接続が閉じられた場合は true
を返します。それ以外の場合は false を返します。

コミットの準備済みトランザクション ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
コミットします。

強制フェイルオーバー メッセージングサーバーが強制的に停止し、クライ
アントにフェイルオーバーを通知します。

GET Address Settings as JSON アドレス設定を、一致するアドレスの JSON 文字列
として返します。返される String は、アドレス設定
の詳細の配列が含まれる JSON 文字列です。

コネクターを JSON として取得 JSON のシリアライズを使用して、このサーバーに
設定されたコネクターを返します。

最後に送信されたメッセージ ID の取得 指定のセッションから指定のアドレスに送信された
最後のメッセージの ID を返します。

セッション作成時間の取得 セッションの作成時間を取得します。エポックから
の経過時間（ミリ秒数）を示す文字列として表され
る作成時間を返します。

すべてのコンシューマーを JSON として一覧表示 すべてのコンシューマーを一覧表示します。

接続 ID の一覧表示 には、このサーバーに接続されたすべての接続の ID
を一覧表示します。

JSON として接続の一覧表示 すべての JMS 接続を一覧表示します。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 connection-id で指定された JMS Connection に属す
るすべてのコンシューマーを一覧表示します。

ヒューリスティックコミット済みトランザクション
の一覧表示

ヒューリスティックにコミットされたトランザク
ションを一覧表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列は、トランザクション XID の Base-64 表
現です。
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ヒューリスティックなロールバックトランザクショ
ンの一覧表示

ヒューリスティックにロールバックされたトランザ
クションを一覧表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列は、トランザクション XID の Base-64 表
現です。

準備済みトランザクションの詳細を HTML として一
覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて HTML 形式で一覧表示します。

設定済みトランザクションの詳細を JSON として一
覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて JSON 形式で一覧表示します。

設定済みトランザクション JMS の詳細を HTML とし
て一覧表示

最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて HTML 形式の JMS 形式で一覧表示し
ます。

設定済みトランザクション JMS の詳細を JSON とし
て一覧表示

JSON 形式の JMS 形式の詳細を含む、日付順にソー
トされた準備済みトランザクションをすべて一覧表
示します。

準備済みトランザクションの一覧表示 最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列はトランザクション XID のベース64 表現
であり、トランザクションのヒューリスティックな
コミットまたはロールバックに使用できます。

JSON としての Producer Info の一覧表示 すべてのセッションについて、JSON のシリアライ
ズを使用してメッセージプロデューサーに関する情
報を一覧表示します。

リモートアドレスの一覧表示 指定のアドレスに接続されたすべてのクライアント
のアドレスを一覧表示します。ip-address 引数を指
定すると、リモートアドレス文字列に指定の ip-
address 文字列が含まれるクライアントのみが返され
ます。

セッションの一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。

セッションを JSON として一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。返される String は、セッション ID の配列が
含まれる JSON 文字列です。

ターゲット宛先の一覧表示 指定したセッションがメッセージを送信したアドレ
スをすべて表示します。返される String は、アドレ
ス名の配列が含まれる JSON 文字列です。

すべてのメッセージカウンター領域のリセット すべてのメッセージカウンター履歴をリセットしま
す。

Name description
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すべてのメッセージカウンターのリセット すべてのメッセージカウンターをリセットします。

準備済みトランザクションのロールバック ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
ロールバックします。トランザクションが正常に
ロールバックされた場合は true を返します。そうで
ない場合は false を返します。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.1. JBossAS7 - JMS Queue Service

概要

表表3.829 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.830

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.831 metrics

Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count
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デッドレターアドレス trait デッドメッセージの送信
先アドレス。

dead-letter-address

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

期限切れアドレス trait 期限切れのメッセージを
送信するアドレス。

expiry-address

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.832

Name description 必須必須 内部名内部名

durable キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ durable
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entries キューがバインドされる
jndi 名。

◯ entries

selector キューセレクター。 いいえ selector

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.833 metrics

Name description

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。削除されたメッセージの数を返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。
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JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.2. jbossas7: JMS Topic Service

概要

表表3.834 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.835

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.836 metrics

Name type description 内部名内部名

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

永続メッセージ数 measurement このトピックのすべての
永続的サブスクライバー
に対するメッセージの
数。

durable-message-count

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement このトピックの永続的サ
ブスクライバーの数。

durable-subscription-
count

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

実行中でないメッセージ
数

measurement このトピックのすべての
非永続的サブスクライ
バーに対するメッセージ
の数。

non-durable-message-
count

実行中でないサブスクリ
プション数

measurement このトピックの非永続的
サブスクライバーの数。

non-durable-
subscription-count
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サブスクリプション数 measurement このトピックの（永続的
および非永続的）サブス
クライバーの数。

subscription-count

temporary trait トピックが一時的である
かどうか。

temporary

トピックのアドレス trait トピックが参照するアド
レス。

topic-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.837

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

◯ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.838 metrics

Name description

サブスクリプションのメッセージ数 指定のサブスクリプションのフィルターに一致する
メッセージ数をカウントします。

すべてのサブスクリプションの削除 このトピックからすべてのサブスクリプションを削
除します。

持続可能なサブスクリプションの削除 永続的なサブスクリプションのドロップ

すべてのサブスクリプションの一覧表示 サブスクリプションを一覧表示します。
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すべてのサブスクリプションを JSON として一覧表
示

JSON 形式の文字列としてサブスクリプションを一
覧表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

永続性のあるサブスクリプションを JSON として一
覧表示

永続的なサブスクリプションのみを JSON 形式で文
字列として表示します。

サブスクリプションのメッセージ一覧の表示 指定のサブスクリプションのメッセージをすべて表
示します。

JSON としてのサブスクリプションのメッセージ一
覧の表示

指定されたサブスクリプションのメッセージをすべ
て JSON 形式で文字列として一覧表示します。

永続的でないサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

非永続的なサブスクリプションを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として、非永続サブスクリプ
ションのみを一覧表示します。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.3. jbossas7: 接続ファクトリーサービス接続ファクトリーサービス

概要

表表3.839 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.840
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.841

Name description 必須必須 内部名内部名

connector 使用するコネクターを定
義します。これは
discovery-group-name
と相互排他的になりま
す。

いいえ connector:collapsed

JNDI 名 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

自動グループ メッセージのグループ化
が自動的に使用されるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send

実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send
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大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

呼び出しタイムアウト 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout

クライアント障害チェッ
クの間隔

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

大きなメッセージの圧縮 大きいメッセージを圧縮
すべきかどうか。デフォ
ルト値は false です。

いいえ compress-large-
messages

確認ウィンドウのサイズ 確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.hornetq.api.core.clie
nt.loadbalance.RoundRo
binConnectionLoadBala
ncingPolicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

接続 Ttl コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl

コンシューマー最大レー
ト

コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-rate

コンシューマーウィンド
ウのサイズ

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-size

検出グループ名 検出グループ名。 いいえ discovery-group-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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検出初期待機タイムアウ
ト

検出初期にタイムアウト
するまで待機します。

いいえ discovery-initial-wait-
timeout

DUPS Ok バッチサイズ 重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size

ファクトリータイプ 接続ファクトリーのタイ
プ。

いいえ factory-type

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

サーバーのシャットダウ
ン時におけるフェイル
オーバー

サーバーのシャットダウ
ン時に true がフェイル
オーバーします。

いいえ failover-on-server-
shutdown

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

◯ ha

初期メッセージパケット
サイズ

このファクトリーから作
成されるメッセージの初
期サイズ。

◯ initial-message-packet-
size

最大再試行間隔 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサーの Max
Rate

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate

プロデューサーウィンド
ウサイズ

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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Reconnect Attempts 再接続試行回数。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

スレッドプールの最大サ
イズ

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

トランザクションのバッ
チサイズ

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-size

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.4. jbossas7: プールされた接続ファクトリーサービスプールされた接続ファクトリーサービス

概要

表表3.842 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.843

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.844

Name description 必須必須 内部名内部名

connector コネクターを定義しま
す。これらはコネクター
名別にマップに保存さ
れ、バックアップコネク
ターは値として保存され
ます。バックアップコネ
クターがない場合には未
定義の値が使用されま
す。

いいえ connector:collapsed

JNDI 名 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

自動グループ autogroupデフォルト値
は false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send
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実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send

大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

呼び出しタイムアウト 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout

クライアント障害チェッ
クの間隔

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

確認ウィンドウのサイズ 確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.hornetq.api.core.clie
nt.loadbalance.RoundRo
binConnectionLoadBala
ncingPolicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

接続 Ttl コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl

コンシューマー最大レー
ト

コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-rate

コンシューマーウィンド
ウのサイズ

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-size

検出グループ名 検出グループ名。 いいえ discovery-group-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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検出初期待機タイムアウ
ト

検出初期にタイムアウト
するまで待機します。

いいえ discovery-initial-wait-
timeout

DUPS Ok バッチサイズ 重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

サーバーのシャットダウ
ン時におけるフェイル
オーバー

サーバーのシャットダウ
ン時に true がフェイル
オーバーします。

いいえ failover-on-server-
shutdown

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

JNDI パラメーター 受信接続の宛先を見つけ
るために使用する JNDI
パラメーター。

いいえ jndi-params

最大プールサイズ プールの最大サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-pool-size:expr

最大再試行間隔 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

最小プールサイズ プールの最小サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ min-pool-size:expr

password この接続ファクトリーで
使用するデフォルトのパ
スワード。これは、接続
ファクトリーをリモート
ホストへポイントする場
合にのみ必要です。

いいえ password

Name description 必須必須 内部名内部名
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事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサーの Max
Rate

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate

プロデューサーウィンド
ウサイズ

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-size

Reconnect Attempts 再接続試行回数。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

一時的な設定 MDB エンドポイントを
設定する回数

いいえ setup-attempts

セットアップ間隔 MDB エンドポイントの
設定を試みる間隔。

いいえ setup-interval

スレッドプールの最大サ
イズ

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

transaction TODO。デフォルト値は
transaction です。

いいえ transaction

トランザクションのバッ
チサイズ

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-size

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Name description 必須必須 内部名内部名
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Jndi の使用 JNDI を使用して受信接
続の宛先を見つけます。

いいえ use-jndi

ローカル Tx の使用 受信セッションにローカ
ルトランザクションを使
用

いいえ use-local-tx

user この接続ファクトリーで
使用するデフォルトの
ユーザー名。これは、接
続ファクトリーをリモー
トホストへポイントする
場合にのみ必要です。

いいえ user

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.5. jbossas7: セキュリティー設定サービスセキュリティー設定サービス

概要

表表3.845 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ロールサービス」

接続プロパティー

表表3.846

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.5.1. jbossas7: ロールサービスロールサービス

概要

表表3.847 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.848

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.849
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Name description 必須必須 内部名内部名

消費 パーミッションにより、
ユーザーは一致するアド
レスにバインドされた
キューからのメッセージ
を消費することができま
す。デフォルト値は
false です。

◯ 消費

プロデューサーキューの
作成

このパーミッションによ
り、ユーザーは永続
キューを作成できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ create-durable-queue

プロデューサー以外の
キューの作成

このパーミッションによ
り、ユーザーは一時
キューを作成できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ create-non-durable-
queue

プロデューサーキューの
削除

このパーミッションによ
り、ユーザーは永続
キューを削除できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ delete-durable-queue

実行中でないキューの削
除

このパーミッションによ
り、ユーザーは一時
キューを削除できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ delete-non-durable-
queue

管理 このパーミッションによ
り、ユーザーは管理アド
レスに管理メッセージを
送信して管理操作を実行
できます。デフォルト値
は false です。

◯ 管理

send このパーミッションによ
り、ユーザーは一致する
アドレスにメッセージを
送信できます。デフォル
ト値は false です。

◯ send

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.6. jbossas7: アドレス設定サービスアドレス設定サービス

概要

表表3.850 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.851

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.852

Name description 必須必須 内部名内部名

Address Full Policy max-size-bytes が指定
されているアドレスが満
杯になると発生する内容
を決定します。
（page、DROP、または
BLOCK）。デフォルト
値は PAGE です。

いいえ address-full-policy
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デッドレターアドレス デッドレターアドレス いいえ dead-letter-address

期限切れアドレス 期限切れのメッセージを
送信する場所を定義しま
す。

いいえ expiry-address

最後の値キュー キューが最後の値のみを
使用するかどうかを定義
します。デフォルト値は
false です。

いいえ last-value-queue

最大配信試行回数 dead-letter-address に
送信する前にキャンセル
メッセージを再配信でき
る回数を定義します。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ max-delivery-attempts

最大サイズバイト数 最大バイトサイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-size-bytes

メッセージカウンター履
歴日の制限

メッセージカウンター履
歴の日付制限。デフォル
ト値は 0 です。

いいえ message-counter-
history-day-limit

ページ最大キャッシュサ
イズ

ページングナビゲーショ
ン中に IO を最適化する
ためにメモリー内に保持
するページファイルの
数。デフォルト値は 5 で
す。

いいえ page-max-cache-size

ページサイズバイト ページングサイズ。デ
フォルト値は 10485760
です。

いいえ page-size-bytes

redelivery Delay キャンセルメッセージを
再配信するまでの待機時
間を定義します。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ redelivery-delay

再分配遅延 キューの最後のコン
シューマーが閉じられて
からメッセージを再分配
するまでの待機時間を定
義します。デフォルト値
は -1 です。

いいえ redistribution-delay

Name description 必須必須 内部名内部名
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ルートなしの Dla への送
信

このパラメーターがその
アドレスの true に設定
される場合、メッセージ
がどのキューにもルー
ティングされないと、そ
のアドレスのデッドレ
ターアドレス(DLA)に送
信されます（存在する場
合）。デフォルト値は
false です。

いいえ send-to-dla-on-no-
route

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.7. jbossas7: グルーピングハンドラーサービスグルーピングハンドラーサービス

概要

表表3.853 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.854

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.855

Name description 必須必須 内部名内部名

ハンドラーのグルーピン
グアドレス

クラスター接続および使
用するアドレスへの参
照。

◯ grouping-handler-
address

timeout 処理を決定するまで待機
する時間。このタイムア
ウトに達すると、順序付
けが厳格に保持されるよ
うにするには、送信中に
例外が発生します。デ
フォルト値は 5000 で
す。

いいえ timeout

type ハンドラーが、処理の決
定を行うクラスターの単
一の 'Local' ハンドラー
であるか、ローカルハン
ドラーと対話する
'Remote' ハンドラーで
あるか。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.8. jbossas7: アクセプターサービスアクセプターサービス

概要

表表3.856 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」

接続プロパティー

表表3.857

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.858 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait このアクセプターが起動
しているかどうか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.859

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス ファクトリークラス。 ◯ factory-class

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.860 metrics

Name description

start アクセプターを起動します。

stop アクセプターを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.8.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス

概要

表表3.861 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.862

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.863

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.9. jbossas7: コネクターコネクター(HornetQ)サービスサービス

概要

表表3.864 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」

接続プロパティー

表表3.865

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.866
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表表3.866

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス ファクトリークラス。 ◯ factory-class

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.9.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス

概要

表表3.867 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.868

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

789



設定プロパティー

表表3.869

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.10. jbossas7: 仮想マシンアクセプターサービス仮想マシンアクセプターサービス

概要

表表3.870 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」

接続プロパティー

表表3.871

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.872 metrics
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Name type description 内部名内部名

Started trait 停止または開始するかど
うか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.873

Name description 必須必須 内部名内部名

サーバー ID サーバー ID。 ◯ server-id

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.874 metrics

Name description

start アクセプターを起動します。

stop アクセプターを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.10.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス

概要

表表3.875 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.876

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.877

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.11. jbossas7: VM コネクターサービスでコネクターサービスで

概要

表表3.878 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」
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「jbossas7: パラメーターサービス」

接続プロパティー

表表3.879

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.880

Name description 必須必須 内部名内部名

サーバー ID サーバー ID。 ◯ server-id

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.11.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス

概要

表表3.881 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.882

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.883

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.12. jbossas7: リモートアクセプターサービスリモートアクセプターサービス

概要

表表3.884 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」
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接続プロパティー

表表3.885

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.886 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait このアクセプターが起動
しているかどうか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.887

Name description 必須必須 内部名内部名

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.888 metrics

Name description

start アクセプターを起動します。

stop アクセプターを停止します。
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パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.12.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス

概要

表表3.889 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.890

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.891

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.3.1.31.1.13. jbossas7: リモートコネクターサービスリモートコネクターサービス

概要

表表3.892 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」

接続プロパティー

表表3.893

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.894

Name description 必須必須 内部名内部名

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.13.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス

概要

表表3.895 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.896

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.897

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.3.1.31.1.14. JBossAS7 - Divert Service

概要

表表3.898 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.899

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.900

Name description 必須必須 内部名内部名

迂回アドレス 迂回元アドレス ◯ divert-address

exclusive 迂回が排他的であるかど
うか。メッセージが新し
いアドレスに迂回され、
古いアドレスにはまった
く送信されないことを意
味します。デフォルト値
は false です。

いいえ exclusive
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filter オプションのフィルター
文字列。指定されたフィ
ルター式に一致するメッ
セージのみが迂回されま
す。フィルター文字列
は、HornetQ ドキュメ
ントで説明されている
HornetQ フィルター式
構文に従います。

いいえ filter

転送アドレス 迂回先のアドレス ◯ forwarding-address

ルーティング名 迂回のルーティング名 いいえ routing-name

トランスフォーマークラ
ス名

迂回前にメッセージのボ
ディーまたはプロパ
ティーを変更するために
使用されるクラスの名
前。

いいえ transformer-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.15. JBossAS7 - Queue Service

概要

表表3.901 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.902
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.903 metrics

Name type description 内部名内部名

ID trait キューの ID。 id

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.904

Name description 必須必須 内部名内部名

durable キューが永続化されるか
どうかを定義します。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ durable

filter キューメッセージのフィ
ルター定義。未定義また
は空のフィルターはすべ
てのメッセージに一致し
ます。

いいえ filter

キューアドレス ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

◯ queue-address

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.905 metrics

Name description

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。
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スケジュールされたメッセージの一覧 配信スケジュールされたメッセージを一覧表示しま
す。

スケジュールされたメッセージを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として配信するようスケジュー
ルされたメッセージを一覧表示します。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.16. jbossas7: コアアドレスサービスコアアドレスサービス

概要

表表3.906 概要概要

説明： HornetQ アドレスを表すランタイムのみのリソー
ス。ゼロ以上のキューは単一のアドレスにバインド
できます。メッセージがルーティングされると、
メッセージのアドレスにバインドされたキューの
セットにルーティングされます。

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.907

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.908

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディング名 このアドレスにバインド
されるすべてのバイン
ディングの名前（キュー
および迂回の両方）。

◯ binding-names

ページあたりのバイト数 このアドレスの各ページ
によって使用されるバイ
ト数。

◯ number-of-bytes-per-
page

ページ数 このアドレスによって使
用されるページ数。

◯ number-of-pages

キュー名 アドレスに関連付けられ
たキューの名前。

◯ queue-names

roles アドレスに関連付けられ
たセキュリティーロール
（名前およびパーミッ
ション）の一覧。

◯ roles

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.17. jbossas7: クラスター接続サービスクラスター接続サービス

概要

表表3.909 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.910

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.911 metrics

Name type description 内部名内部名

ノード ID trait このクラスター接続に
よって使用されるノード
ID。

node-id

Started trait クラスター接続を開始す
るかどうか。

Started
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.912

Name description 必須必須 内部名内部名

呼び出しタイムアウト クラスター接続によるリ
モート呼び出しのタイム
アウト（ミリ秒単位）。
デフォルト値は 30000
です。

いいえ call-timeout

チェック期間 クライアント障害チェッ
クの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
30000 です。

いいえ check-period

クラスター接続アドレス 各クラスター接続は、こ
の値で始まるアドレスに
送信されるメッセージの
みに適用されます。

◯ cluster-connection-
address

確認ウィンドウのサイズ ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。デフォル
ト値は 1048576 です。

いいえ confirmation-window-
size

接続 Ttl クラスター接続で使用さ
れる接続が正常であると
見なされる最大時間（ミ
リ秒単位）。デフォルト
値は 60000 です。

いいえ connection-ttl

connector Ref ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。

◯ connector-ref
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検出グループ名 このクラスター接続が接
続を確立するクラスター
内の他のサーバーのリス
トを取得するために使用
される検出グループ。
「static-connectors」が
定義されている場合は、
未定義(null)である必要
があります。

いいえ discovery-group-name

コンシューマーがない場
合の forward

一致するか、他のノード
にあるかに関係なく、ク
ラスターの他のノード間
でメッセージが分散され
るラウンドロビンである
かどうか。false（デ
フォルト）に設定する
と、HornetQ は、転送
先のアドレスにコン
シューマーを持つキュー
があり、それらのコン
シューマーに少なくとも
それらのセレクターの
メッセージフィルター
(selectors)がメッセージ
と一致する必要がある場
合に限り、クラスターの
他のノードにメッセージ
を転送します。デフォル
ト値は false です。

いいえ forward-when-no-
consumers

最大 Hops メッセージの転送最大回
数。hornetq は、チェー
ン内の中間として他の
HornetQ サーバーと間
接的にのみ接続される可
能性のあるノードにメッ
セージを負荷分散するよ
うに設定することもでき
ます。デフォルト値は 1
です。

いいえ max-hops

最大再試行間隔 接続を再試行するために
使用される最大間隔。デ
フォルト値は 2000 で
す。

いいえ max-retry-interval

Name description 必須必須 内部名内部名
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大きいメッセージの最小
サイズ

メッセージの最小サイズ
（バイト単位）。メッ
セージが大きいメッセー
ジとみなされるまでの最
小サイズ（バイト単
位）。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

Reconnect Attempts 断念してシャットダウン
するまでにブリッジが行
う再接続試行の総回数。
-1 の値は、無制限の試行
回数を示します。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval ターゲットサーバーへの
接続に失敗した場合の後
続の再接続試行の間隔
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 500 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 最後の再試行から次の再
試行までの時間を計算す
るために時間に適用する
乗数。これにより、再試
行の間隔に指数バックオ
フを実装することができ
ます。デフォルト値は
1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

静的コネクター このクラスター接続が接
続を確立するコネクター
の静的に定義されたリス
ト。'discovery-group-
name' が定義されている
場合は、未定義(null)で
ある必要があります。

いいえ static-
connectors:nullable

重複検出の使用 ブリッジが、転送する各
メッセージに重複 ID プ
ロパティーを自動的に挿
入するかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ use-duplicate-detection

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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表表3.913 metrics

Name description

ノードの取得 このクラスター接続に接続されたノードのマップを
返します。ここで、キーはノード ID と値になりま
す。これは、ノードへの接続に使用されるアドレス
になります。

start クラスター接続を開始します。

stop クラスター接続を停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.18. jbossas7: ブロードキャストグループサービスブロードキャストグループサービス

概要

表表3.914 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.915

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.916 metrics
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Name type description 内部名内部名

Started trait ブロードキャストグルー
プを起動するかどうか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.917

Name description 必須必須 内部名内部名

ブロードキャスト期間 連続するブロードキャス
トの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
2000 です。

いいえ broadcast-period

コネクター ブロードキャストされる
コネクターの名前を指定
します。

いいえ コネクター

ソケットバインディング ブロードキャストグルー
プソケットバインディン
グ。

◯ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.918 metrics

Name description

コネクターペアを JSON として取得 JSON シリアル化を使用して、このブロードキャス
トグループによってブロードキャストされるライブ
バックアップコネクターのペアを返します。

start ブロードキャストグループを起動します。

stop ブロードキャストグループを停止します。

パッケージタイプ
NONE
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3.3.1.31.1.19. jbossas7: パスサービスパスサービス

概要

表表3.919 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.920

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.921

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

811



path 実際のファイルシステム
パス。'relative-to' 属性
が指定されていない限
り、絶対パスとして処理
されます。この場合、値
はそのパスの相対パスと
して処理されます。
絶対パスとして処理され
た場合、この属性の値に
よって指定された実際の
ランタイムパス名は以下
のようになります。
この値がすでに絶対値で
ある場合、値は直接使用
されます。それ以外の場
合は、ランタイムパス名
をシステムに依存して解
決します。UNIX システ
ムでは、相対パス名は、
現在のユーザーディレク
トリーに対して解決する
ことで絶対的になりま
す。Microsoft Windows
システムでは、相対パス
名は pathname により名
前が付けられたドライブ
の現在のディレクトリー
に対して完全に解決され
ます。存在する場合は、
現在のユーザーディレク
トリーに対して解決され
ます。

◯ path

相対値 以前指定された別のパス
の名前、またはシステム
によって提供される標準
的なパスの 1 つ。
'relative-to' を指定する
と、'path' 属性の値は、
この属性によって指定さ
れたパスに対する相対値
として処理されます。シ
ステムが提供する標準パ
スには、以下が含まれま
す。

jboss.home:
JBoss AS ディ
ストリビュー
ションのルート
ディレクトリー

user.home -
ユーザーのホー
ムディレクト

いいえ relative-to

Name description 必須必須 内部名内部名
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リー

user.dir - ユー
ザーの現在の作
業ディレクト
リー

java.home -
java インストー
ルディレクト
リー

jboss.server.ba
se.dir: 個々の
サーバーインス
タンスのルート
ディレクトリー

jboss.server.dat
a.dir: サーバー
が永続データ
ファイルの格納
に使用するディ
レクトリー

jboss.server.log
.dir: サーバーが
ログファイルス
トレージに使用
するディレクト
リー

jboss.server.tm
p.dir: サーバー
が一時ファイル
ストレージに使
用するディレク
トリー

jboss.domain.se
rvers.dir: ホスト
コントローラー
が個別のサー
バーインスタン
スの作業領域を
作成するディレ
クトリー

パスのタイプ パスのタイプ ◯ __name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.20. JBossAS7 - Bridge Service

概要

表表3.922 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.923

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.924 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait ブリッジを起動するかど
うか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.925
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Name description 必須必須 内部名内部名

チェック期間 クライアント障害チェッ
クの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
30000 です。

いいえ check-period

確認ウィンドウのサイズ ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。デフォル
ト値は 1048576 です。

いいえ confirmation-window-
size

接続 Ttl ブリッジで使用される接
続が動作していると見な
される最大時間（ミリ秒
単位）。デフォルト値は
60000 です。

いいえ connection-ttl

検出グループ名 このブリッジによって使
用される検出グループの
名前。「static-
connectors」が定義され
ている場合は、未定義
(null)である必要があり
ます。

いいえ discovery-group-name

サーバーのシャットダウ
ン時におけるフェイル
オーバー

ターゲットサーバーがク
ラッシュせずに正常に
シャットダウンされる場
合に、ブリッジがバック
アップサーバーへのフェ
イルオーバーを試みるか
どうか（指定されている
場合）。

いいえ failover-on-server-
shutdown

filter オプションのフィルター
文字列。指定した場合
は、指定したフィルター
式に一致するメッセージ
のみが転送されます。
フィルター文字列は、
HornetQ ドキュメント
で説明されている
HornetQ フィルター式
構文に従います。

いいえ filter
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転送アドレス メッセージが転送される
ターゲットサーバーのア
ドレス。転送アドレスを
指定しないと、メッセー
ジの元の宛先が保持され
ます。

いいえ forwarding-address

Ha このブリッジが高可用性
をサポートするべきかど
うか。true は、クラス
ター内の利用可能なサー
バーに接続し、フェイル
オーバーをサポートしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

最大再試行間隔 接続を再試行するために
使用される最大間隔。デ
フォルト値は 2000 で
す。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

メッセージの最小サイズ
（バイト単位）。メッ
セージが大きいメッセー
ジとみなされるまでの最
小サイズ（バイト単
位）。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

password リモートサーバーへのブ
リッジ接続の作成時に使
用するパスワード。この
オプションを指定しない
と、ルート messaging
サブシステムリソースの
cluster-password 属性に
よって指定されたデフォ
ルトのクラスターパス
ワードが使用されます。
デフォルト値は
CHANGE ME!! です。

いいえ password

キュー名 ブリッジが消費するロー
カルキューの一意の名
前。

◯ queue-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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Reconnect Attempts 断念してシャットダウン
するまでにブリッジが行
う再接続試行の総回数。
-1 の値は、無制限の試行
回数を示します。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval ターゲットサーバーへの
接続に失敗した場合の後
続の再接続試行の間隔
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 最後の再試行から次の再
試行までの時間を計算す
るために時間に適用する
乗数。これにより、再試
行の間隔に指数バックオ
フを実装することができ
ます。デフォルト値は
1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

静的コネクター このブリッジによって使
用される静的に定義され
たコネクターの名前の一
覧。'discovery-group-
name' が定義されている
場合は、未定義(null)で
ある必要があります。

いいえ static-
connectors:nullable

トランスフォーマークラ
ス名

org.hornetq.core.server.
cluster.Transformer イン
ターフェースを実装する
ユーザー定義クラスの名
前。

いいえ transformer-class-name

重複検出の使用 ブリッジが、転送する各
メッセージに重複 ID プ
ロパティーを自動的に挿
入するかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ use-duplicate-detection

Name description 必須必須 内部名内部名
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user リモートサーバーへのブ
リッジ接続の作成時に使
用するユーザー名。この
オプションを指定しない
と、ルート messaging
サブシステムリソースの
cluster-user 属性によっ
て指定されたデフォルト
のクラスターユーザーが
使用されます。デフォル
ト値は
HORNETQ.CLUSTER.AD
MIN.USER です。

いいえ user

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.926 metrics

Name description

start ブリッジを起動します。

stop ブリッジを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.21. jbossas7: 検出グループサービス検出グループサービス

概要

表表3.927 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.928
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表表3.928

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.929

Name description 必須必須 内部名内部名

初期待機時間のタイムア
ウト

初期ブロードキャストが
クラスター内の少なくと
も 1 つのノードを提供す
るまで待機する期間（ミ
リ秒単位）。デフォルト
値は 10000 です。

いいえ initial-wait-timeout

タイムアウトの更新 特定のサーバーから最後
のブロードキャストを受
信した後、そのサーバー
のコネクターペアエント
リーをリストから削除す
るまで検出グループが待
機する期間。デフォルト
値は 10000 です。

いいえ refresh-timeout

ソケットバインディング 検出グループソケットバ
インディング。

◯ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.22. jbossas7: コネクターサービスコネクターサービス
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概要

表表3.930 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」

接続プロパティー

表表3.931

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.932

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス コネクターサービスをイ
ンスタンス化できるファ
クトリークラスのクラス
名。

◯ factory-class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.1.31.1.22.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス

概要

表表3.933 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.934

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.935

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.1.31.1.23. jbossas7: ランタイムキューサービスランタイムキューサービス
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概要

表表3.936 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.937

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.938 metrics

Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count

デッドレターアドレス trait キューのデッドメッセー
ジを送信するアドレス。

dead-letter-address

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

durable trait キューが永続化されるか
どうかを定義します。

durable
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期限切れアドレス trait キューの期限切れのメッ
セージの送信先アドレ
ス。

expiry-address

filter trait キューメッセージのフィ
ルター定義。未定義また
は空のフィルターはすべ
てのメッセージに一致し
ます。

filter

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表3.939 metrics

Name description

スケジュールされたメッセージを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として配信するようスケジュー
ルされたメッセージを一覧表示します。
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JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 コンシューマーを一覧表示します。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。

pause キューを一時停止します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

Send message to dead Letter Address 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

Name description
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スケジュールされたメッセージの一覧 配信スケジュールされたメッセージを一覧表示しま
す。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2. jbossas7: ホストコントローラーサーバー

概要概要

表表3.940 概要概要

説明： このホストのドメインコントローラー(delegate)

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

注記注記

Start、Restart、および Shutdown 操作を使用すると、サーバーを起動、再起動、または
停止できます。Start および Restart 操作は、サーバー起動スクリプト（通常は Windows
の UNIX または domain.bat で domain.sh）を実行してサーバーを起動します。以下の接
続設定を使用して開始スクリプトの実行を設定できます。* Start Script - start スクリプ
トの絶対パス（例： /opt/jboss-as-7.1.1.Final/bin/domain.sh"）* Start Script Prefix - a
prefix command to be start スクリプトコマンドラインに追加します（例：「nohup sudo
-u jboss -e jboss」）* Start Script Arguments - 引数を start-config - start-config に指定
します。「 JAVA_HOME=/usr/java/jdk1.6.0_30）」これらの設定は、現在実行している
サーバープロセスのコマンドラインおよび環境と一致するよう、JBossAS7 プラグイン
検出コードによって自動的に初期化されます。この設定は、スクリプトではなく管理イ
ンターフェースを介してサーバーを停止するため、Stop 操作では使用されません。設定
の詳細は、以下の接続設定の項を参照してください。

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - ServerGroup Service」
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「jbossas7: ホストサービス」

「JBossAS7 - DomainDeployment Service」

「jbossas7: 管理対象サーバー」

「jbossas7: プロファイルサービス」

「JBossAS7 - Network Interface Service」

「JBossAS7 - SocketBindingGroup Service」

自動検出プロセススキャン自動検出プロセススキャン

表表3.941 metrics

Name クエリークエリー

HostController process|basename|match=^java.*,arg|org.jboss.as.ho
st-controller|match=.*

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.942

Name description 必須必須 内部名内部名

スクリプトパスの開始 Start および Restart 操
作がサーバーの起動に使
用するスクリプトへのパ
ス。パスが絶対的ではな
い場合、サーバーのホー
ムディレクトリーに対し
て相対的に解決されます
（例：
"bin/standalone.sh",
"bin/domain.sh"）。

いいえ startScript
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スクリプトの接頭辞の起
動

Start および Restart 操
作で start スクリプトコ
マンドラインの前に追加
すべき接頭辞コマンドラ
イン。プレフィックスコ
マンドは絶対パス（例：
/usr/bin/sudo）である
必要があります。このプ
ロパティーは、RHQ
エージェントとは別の
ユーザーとして AS7 プ
ロセスを実行するために
使用されます（例：
「sudo -u jboss -g
jboss」を使用して AS7
をユーザー「jboss」お
よびグループ「jboss」
として実行できます）。
接頭辞コマンドをチェー
ンすることもできます
（例：「nohup sudo -u
jboss」を使用して AS7
を無視し、HUP シグナ
ルを無視し、ユーザー
「jboss」として実行で
きます）。

いいえ startScriptPrefix

Name description 必須必須 内部名内部名
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スクリプト環境変数の起
動

Start および Restart 操
作がサーバー起動スクリ
プトの環境に追加される
変数。name=value のペ
アはそれぞれ改行する必
要があります。変数の値
は引用符で囲む必要があ
ります（例：
JAVA_OPTS=-Xms512M
-Xmx1024M）。UNIX
システムでは、一般的な
環境変数の最小セットは
PATH=/usr/bin:/bin で
す。Windows では、一
般的な最小セットは
PATH=C:\Windows\Syst
em32;C:\Windows ,
OS=Windows_NT ,
SYSTEMROOT=C:\Wind
ows です。さらに、AS7
インスタンスの実行に使
用する JRE または JDK
のインストールディレク
トリーの絶対パスに
JAVA_HOME を設定す
ることが推奨されます。
ただし、JAVA_HOME
が指定されていない場
合、start スクリプトは
PATH で java の検索を
試みます。現在、この値
には 2000 文字の制限が
あります。

いいえ startScriptEnv

スクリプト引数の開始 Start および Restart 操
作がサーバー起動スクリ
プトに渡される引数。各
引数は --server-
config=standalone-ha-
full.xml などの新しい行
に指定する必要がありま
す。例外として、スペー
スで区切られたオプショ
ンの値はオプションと同
じ行に配置することがで
きます（例： -c
standalone-ha-
full.xml）。現在、この
値には 2000 文字の制限
があります。

いいえ startScriptArgs

Name description 必須必須 内部名内部名
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ネイティブホスト ネイティブ管理 API ホス
ト

◯ nativeHost

ネイティブポート ネイティブ管理 API ポー
ト

◯ nativePort

ネイティブローカル認証 ローカル認証を使用して
EAP CLI と対話するかど
うかを指定します
（bundle:handover 機
能、EAP のパッチ適用
および CLI 操作が含まれ
ます）。これを「Yes」
に設定し、上記のユー
ザーおよびパスワードは
jboss-cli バイナリーおよ
びプラグインに渡されな
いため、ローカル認証に
依存します。

いいえ nativeLocalAuth

ログイベントソース  ◯ logEventSources

trust Strategy サーバー証明書の読み取
り時に使用する信頼スト
ラテジーを定義します。

標準 - トラスト
ストアを使用し
た標準的な検証

trust Self-
signed: 信頼自
己署名証明書
（証明書チェー
ンサイズは 1 と
同等）

trust any: サー
バー証明書を信
頼する

◯ trustStrategy

Name description 必須必須 内部名内部名
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ホスト名の検証 ホスト名の検証ロジック
を定義します。

strict: ホスト名
は最初の CN ま
たは Subject
Alternatives の
いずれかに一致
する必要があり
ます。ワイルド
カードは CN お
よび Subject
Alternatives で
発生する可能性
があります。

ブラウザー互
換： Strict と同
じですが、ワイ
ルドカードを使
用したネストさ
れたサブドメイ
ン検証が許可さ
れます。

skip: ホスト名
の検証なし

◯ hostnameVerification

truststore トラストストアファイル
へのパス。定義されてい
ない場合、JVM のデ
フォルトトラストストア
が使用されます。

いいえ truststore

トラストストアのタイプ トラストストアのファイ
ル形式（Truststore プロプロ
パティーパティー が設定されて
いる場合に必要）認定さ
れた JVM はすべて、jks
(Java KeyStore)または
pkcs12 形式をサポート
します。

いいえ truststoreType

トラストストアのパス
ワード

トラストストアファイル
を保護するパスワード。

いいえ truststorePassword

クライアント証明書の認
証

 ◯ clientcertAuthentication

Name description 必須必須 内部名内部名
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keystore キーストアファイルへの
パス。クライアント証明クライアント証明
書認証が書認証が オンの場合に
は必須です。

いいえ keystore

キーストアのタイプ キーストアファイル形式
（Keystore プロパプロパ
ティーティー が設定されてい
る場合に必要）認定され
た JVM はすべて、jks
(Java KeyStore)または
pkcs12 形式をサポート
します。

いいえ keystoreType

キーストアのパスワード キーストアファイルを保
護するパスワード。

いいえ keystorePassword

鍵のパスワード キーストアファイルの秘
密鍵を保護するパスワー
ド。

いいえ keyPassword

hostname ドメイン API のホスト名 ◯ hostname

ポート ドメイン API のポート ◯ ポート

secure 暗号化されたトランス
ポートインジケーター

◯ secure

user セキュリティーが保護さ
れたホストコントロー
ラーの管理ユーザー

いいえ user

password 管理ユーザーのパスワー
ド

いいえ password

管理接続タイムアウト アイドル管理接続を維持
するための最大時間（ミ
リ秒単位）。ゼロおよび
負の値を設定すると、接
続の永続性が無効になり
ます。デフォルトは
5000 ミリ秒です。

いいえ managementConnectio
nTimeout

ホームディレクトリー サーバーインストールの
ルートディレクトリー

いいえ homeDir

ベースディレクトリー サーバーコンテンツの
ベースディレクトリー

いいえ baseDir

Name description 必須必須 内部名内部名
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設定ディレクトリー 基本設定ディレクトリー いいえ configDir

ログディレクトリー このホストコントロー
ラー用にログファイルが
書き込まれるディレクト
リー。

いいえ logDir

ドメインホスト AS7 ドメインのホスト名
（非推奨、'name' の特
性を使用）

いいえ domainHost

製品タイプ サーバー製品タイプ
（AS や EAP など）

いいえ productType

サポートパッチ この EAP サーバーが
パッチに対応しているか
どうか。これはエージェ
ントによって自動的に推
測される必要がありま
す。検出された値をその
まま残すことを強く推奨
します。ただし、パッチ
に対応していないバー
ジョンからサーバーを手
動でアップグレードする
場合は、この値を手動で
更新する必要がありま
す。

◯ supportsPatching

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.943 metrics

Name type description 内部名内部名

管理要求の数 measurement コントローラーに送信さ
れる要求の数

_internal:mgmtRequests

Minute ごとの管理要求
数

measurement コントローラーに送信さ
れる要求の数

_internal:mgmtRequests

管理リクエストに使用さ
れる時間

measurement リクエストの合計時間 _internal:requestTime
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Minute ごとの管理要求
に使用される時間

measurement リクエストの合計時間 _internal:requestTime

要求の最大時間 measurement last metric get からのリ
クエストの最大時間

_internal:maxTime

サーバーコード名 trait サーバーコード名 _skm:release-codename

サーバーバージョン trait サーバーバージョン _skm:release-version

製品名 trait 製品名 _skm:product-name

製品バージョン trait 製品バージョン _skm:product-version

サーバーの起動時間 trait サーバーの起動時間 startTime

ドメイン設定ファイル trait ホストコントローラーが
使用するドメイン設定
ファイルの名前

domain-config-file

ホスト設定ファイル trait ホストコントローラーが
使用するホスト設定ファ
イルの名前

host-config-file

ドメインのホスト名 trait このホストコントロー
ラーが使用しているドメ
イン内のホストの名前

domain-host-name

ドメイン名 trait このホストコントロー
ラーが属する管理対象ド
メインの名前。

domain-name

一時ディレクトリー trait 一時ディレクトリー（通
常は 'domain/tmp'）。
ハンドオーバーバンドル
のデプロイメントディレ
クトリーとして使用でき
る'

domain-temp-dir

アクティブなパッチ trait 現在サーバーに適用され
ているパッチのコンマ区
切りリスト。最初のエン
トリーは常に累積パッチ
で、その後に 0 または
複数の 1 回限りのパッチ
が続きます。

active-patches

Name type description 内部名内部名

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.944

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

path システムが提供する標準
パスには、jboss.home -
JBoss AS ディストリ
ビューションのルート
ディレクトリー、
user.home - user's home
ディレクトリー、
user.dir - ユーザーの現
在の作業ディレクト
リー、java.home - java
インストールディレクト
リー、
jboss.server.base.dir -
個々のサーバーインスタ
ンスの root ディレクト
リー、
jboss.server.data.dir -
ディレクトリーが永続
データファイルのスト
レージストレージに使用
し、jboss.server.log.dir -
ログファイルで作成した
jboss.server.log.dir - ロ
グファイルが個別のサー
バーディレクトリーとし
て使用できます。
jboss.server.tmp.dir - ロ
グファイルが作成される
場合は、
jboss.server.server.log.di
r になります。

いいえ *3

インストール済みの拡張
機能

 いいえ *

ドメイン名 管理対象ドメインの名
前。この値はドメインの
すべての HostController
について同じですが、
DomainController リ
ソースのみが更新できま
す。

◯ Name
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.945 metrics

Name description

このホストコントローラーを起動します。 有効なすべての管理対象サーバーを使用して、この
ホスト/ドメインコントローラーを起動します。

このホストコントローラーのシャットダウン すべての管理対象サーバーを使用して、このホスト/
ドメインコントローラーを停止します。

このホストコントローラーを再起動します。 稼働中の管理対象サーバーすべてでこのホスト/ドメ
インコントローラーを再起動する

管理ユーザーのインストール 管理用にサーバーにユーザーをインストールしま
す。

CLI コマンドの実行 jboss-cli 経由でコマンドを実行します。

CLI スクリプトの実行 jboss-cli でスクリプトを実行します。

CLI の設定 pluginConfiguration プロパティーを基にした jboss-
cli.xml 設定ファイルのセットアップ。jboss-cli.xml が
EAP 6.2 に導入され、この操作は以前のバージョンで
失敗します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.1. JBossAS7 - ServerGroup Service

概要概要

表表3.946 概要概要

説明： このドメインのサーバーグループ

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: JVM 定義サービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.947

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.948

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

profile プロファイル名 ◯ profile

ソケットバインディング
グループ

 ◯ socket-binding-group

ソケットバインディング
ポートオフセット

ソケットバインディング
グループによって提供さ
れたポート値に追加する
デフォルトのオフセッ
ト。

いいえ socket-binding-port-
offset

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.949 metrics

Name description

サーバーの起動 現在実行していないドメインのサーバーグループに
属する設定済みのサーバーをすべて起動します。
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サーバーの再起動 ドメインで現在実行しているサーバーグループに属
するサーバーをすべて再起動します。

サーバーの停止 ドメインで現在実行されているサーバーグループに
属するサーバーをすべて停止します。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.1.1. jbossas7: JVM 定義サービス定義サービス

概要概要

表表3.950 概要概要

説明： 同じ名前のホストとサーバーグループレベルの定義
をオーバーライドできる JVM 定義。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.951

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.952
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Name description 必須必須 内部名内部名

ベース定義 使用するホストレベルま
たはoverride の定義

◯ baseDefinition

agent Lib JVM エージェント lib。 いいえ agent-lib

エージェントパス JVM エージェントのパ
ス。

いいえ agent-path

env Classpath Ignored 環境クラスパスを無視し
ます。

いいえ env-classpath-ignored

環境変数 JVM 環境変数。 いいえ environment-variables

ヒープサイズ JVM によって割り当て
られる初期のヒープサイ
ズ。

いいえ heap-size

Java エージェント java エージェント。 いいえ java-agent

Java Home Java ホーム いいえ java-home

JVM オプション JVM オプション。定義
を初期作成してから変更
することはできません。

いいえ jvm-options

最大ヒープサイズ JVM によって割り当て
可能な最大ヒープサイ
ズ。

いいえ max-heap-size

最大 Permgen サイズ 永続生成の最大サイズ。 いいえ max-permgen-size

Permgen Size 永久生成の初期サイズ。 いいえ permgen-size

スタックサイズ JVM スタックサイズの
設定。

いいえ stack-size

type JVM タイプは SUN また
は IBM のいずれかにな
ります。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.2. jbossas7: ホストサービスホストサービス

概要概要

表表3.953 概要概要

説明： このドメインに関連するホスト

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - JVM Service」

「jbossas7: JVM 定義(Host)サービス」

「JBossAS7 - Network Interface Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.954

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.955 metrics

Name type description 内部名内部名

ホストの状態 trait ホストの状態の詳細 host-state

サーバーの起動時間 trait サーバーの起動時間 startTime

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー設定プロパティー

表表3.956

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

path システムが提供する標準
パスには、jboss.home -
JBoss AS ディストリ
ビューションのルート
ディレクトリー、
user.home - user's home
ディレクトリー、
user.dir - ユーザーの現
在の作業ディレクト
リー、java.home - java
インストールディレクト
リー、
jboss.server.base.dir -
個々のサーバーインスタ
ンスの root ディレクト
リー、
jboss.server.data.dir -
ディレクトリーが永続
データファイルのスト
レージストレージに使用
し、jboss.server.log.dir -
ログファイルで作成した
jboss.server.log.dir - ロ
グファイルが個別のサー
バーディレクトリーとし
て使用できます。
jboss.server.tmp.dir - ロ
グファイルが作成される
場合は、
jboss.server.server.log.di
r になります。

いいえ *3

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.2.1. JBossAS7 - JVM Service

概要概要
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表表3.957 概要概要

説明： 基礎となる JVM に関する情報

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: オペレーティングシステムサービス」

「jbossas7: メモリーサービス」

「jbossas7: ランタイムサービス」

「jbossas7: スレッドサービス」

「jbossas7: ガベージコレクターサービス」

「jbossas7 - メモリープールサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.958

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.2.1.1. jbossas7: オペレーティングシステムサービスオペレーティングシステムサービス

概要

表表3.959 概要概要
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説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.960

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.961 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプロセッサー measurement Java 仮想マシンで利用
可能なプロセッサーの
数。

available-processors

システム負荷平均 measurement 最後の 1 分間のシステム
の負荷平均値です。負荷
平均は一部のプラット
フォームでは利用できな
い場合があります。負荷
平均が利用できない場合
は、負の値が返されま
す。

system-load-average

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.2.1.2. jbossas7: メモリーサービスメモリーサービス

概要

表表3.962 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.963

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.964 metrics

Name type description 内部名内部名

オブジェクト保留中の最
終処理数

measurement ファイナライズが保留中
のオブジェクトの概算。

object-pending-
finalization-count

初期ヒープの使用 measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

heap-memory-
usage:init

使用済みのヒープ measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

heap-memory-
usage:used
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コミットされたヒープ measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

heap-memory-
usage:committed

ヒープの最大使用量 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

heap-memory-
usage:max

heap 以外の初期使用方
法

measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

non-heap-memory-
usage:init

使用されていないメモ
リー

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

non-heap-memory-
usage:used

Heap 以外のメモリーを
コミット

measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

non-heap-memory-
usage:committed

非 heap の最大使用方法 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

non-heap-memory-
usage:max

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表3.965 metrics

Name description

GC トリガー ガベージコレクターを実行します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.2.1.3. jbossas7: ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.966 概要概要
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表表3.966 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.967

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.968 metrics

Name type description 内部名内部名

uptime measurement Java 仮想マシンのアッ
プタイム（ミリ秒単
位）。

uptime

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.2.1.4. jbossas7: スレッドサービススレッドサービス

概要

表表3.969 概要概要
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表表3.969 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.970

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.971 metrics

Name type description 内部名内部名

スレッド数 measurement 現在のライブスレッド数
（デーモンと非デーモン
スレッドの両方を含
む）。

thread-count

ピークスレッド数 measurement Java 仮想マシンの起動
またはピーク後のライブ
マイグレーションスレッ
ド数。

peak-thread-count

開始スレッド数の合計 measurement Java 仮想マシンが起動
してから作成され、さら
に起動するスレッドの合
計数。

total-started-thread-
count

デーモンスレッド数 measurement ライブデーモンスレッド
の現在の数。

daemon-thread-count
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現在のスレッド Cpu 時
間

measurement 現在のスレッドのナノ秒
での CPU 時間の合計。
'thread-cpu-time-
enabled' が 'false' の場合
の -1。Java 仮想マシン
実装は CPU 時間測定を
サポートしないことがあ
ります。'thread-cpu-
time-supported' が
'false' で定義されていな
い場合。

current-thread-cpu-
time

現在のスレッドユーザー
時間

measurement 現在のスレッドがナノ秒
のユーザーモードで実行
された CPU 時間。
'thread-cpu-time-
enabled' が 'false' の場合
は -1 になります。Java
仮想マシン実装は CPU
時間測定をサポートしな
いことがあります。
'thread-cpu-time-
supported' に「false」
の場合には、結果は未定
義になります。

current-thread-user-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.972

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドの競合監視が有
効になっている

スレッド競合監視が有効
になっているかどうか。

いいえ thread-contention-
monitoring-enabled

thread Cpu Time
Enabled

スレッド CPU 時間測定
が有効になっているかど
うか。

いいえ thread-cpu-time-
enabled

サポートされるスレッド
の競合監視

Java 仮想マシンがス
レッド競合モニタリング
をサポートするかどう
か。

いいえ thread-contention-
monitoring-supported
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サポートされるスレッド
Cpu 時間

Java 仮想マシン実装が
スレッドの CPU 時間測
定に対応しているかどう
か。

いいえ thread-cpu-time-
supported

現在サポートされている
スレッド Cpu 時間

Java 仮想マシンが現在
のスレッドの CPU 時間
測定に対応しているかど
うか。

いいえ current-thread-cpu-
time-supported

サポート対象のオブジェ
クトモニターの使用

Java 仮想マシンがオブ
ジェクトモニターの使用
の監視をサポートするか
どうか。

いいえ object-monitor-usage-
supported

サポート対象の同期機能
の使用

Java 仮想マシンが、所
有可能な同期使用のモニ
タリングをサポートする
かどうか。

いいえ Synchronizer-usage-
supported

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.973 metrics

Name description

すべてのスレッドをダンプ スタックトレースおよび同期情報を持つすべてのラ
イブスレッドのスレッド情報を返します。

デッドロックスレッドの検索 オブジェクトモニターまたは所有可能な同期を取得
するまで待機しているデッドロックのスレッドのサ
イクルを見つけます。

監視デッドロックスレッドの検索 オブジェクトモニターの取得を待機しているデッド
ロックのスレッドのサイクルを見つけます。

スレッド Cpu 時間の取得 指定された ID のスレッドの CPU 時間の合計をナノ
秒で返します。

スレッド情報の取得 指定された id のスレッドのスレッド情報を返しま
す。返された応答オブジェクトのスタックトレー
ス、ロックされたモニター、およびロックされた同
期は空になります。

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

848



スレッド情報の取得 ID が入力リストにある各スレッドのスレッド情報を
返します。

スレッドユーザー時間の取得 指定された ID のスレッドがユーザーモードで実行さ
れた CPU 時間をナノ秒で返します。

ピアスレッド数のリセット ピークスレッド数を現在のライブスレッド数にリ
セットします。

すべてのスレッド ID を取得します。 すべてのライブスレッド ID を取得します。セキュリ
ティーマネージャーがインストールされ、呼び出し
元に ManagementPermission('monitor')がない場
合、結果は未定義になります。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.2.1.5. jbossas7: ガベージコレクターサービスガベージコレクターサービス

概要

表表3.974 概要概要

説明： Java 仮想マシンのガベージコレクションの管理イン
ターフェースを提供するリソースの親リソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ガベージコレクターリソースサービス」

接続プロパティー

表表3.975

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.2.1.5.1. jbossas7: ガベージコレクターリソースサービスガベージコレクターリソースサービス

概要

表表3.976 概要概要

説明： Java 仮想マシンのガベージコレクターの 1 つに対す
る管理インターフェース。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.977

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.978 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクション数 measurement 発生したコレクションの
合計数。

collection-count
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コレクション数/分数 measurement 発生したコレクションの
合計数。

collection-count

コレクション時間 measurement 累積されたコレクション
の概算（ミリ秒単位）。

collection-time

コレクション時間/分 measurement 累積されたコレクション
の概算（ミリ秒単位）。

collection-time

Name trait このガベージコレクター
を表す名前

Name

valid trait このメモリーマネー
ジャーが Java 仮想マシ
ンで有効かどうか。

valid

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.979

Name description 必須必須 内部名内部名

メモリープール名 このガベージコレクター
が管理するメモリープー
ルの名前。

◯ memory-pool-names

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.2.1.6. jbossas7 - メモリープールサービスメモリープールサービス

概要

表表3.980 概要概要
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説明： Java 仮想マシンのメモリープールの管理インター
フェースを提供するリソースの親リソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: メモリープールリソースサービス」

接続プロパティー

表表3.981

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.2.1.6.1. jbossas7: メモリープールリソースサービスメモリープールリソースサービス

概要

表表3.982 概要概要

説明： メモリープールの管理インターフェース。メモリー
プールは、Java 仮想マシンによって管理されるメモ
リーリソースを表し、1 つ以上のメモリーマネー
ジャーによって管理されます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.983

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.984 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクションの使用 -
Init

measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

collection-usage:init

コレクションの使用 - 使
用

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

collection-usage:used

コレクションの使用 - コ
ミット

measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

collection-
usage:committed

コレクションの使用 - 最
大

measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

collection-usage:max
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コレクションの使用しき
い値数

measurement Java 仮想マシンが、メ
モリー使用量がコレク
ション使用量のしきい値
に達したか、または超過
していることを検出した
回数。メモリープール
は、コレクションの使用
のしきい値をサポートし
ない場合があります。
'collection-usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果の値が
'undefined' になりま
す。

collection-usage-
threshold-count

Collection Usage
Threshold Exceeded

trait Java 仮想マシンが消費
した最新のコレクション
後のこのメモリープール
のメモリー使用量が、コ
レクションの使用量のし
きい値に達したか、また
は超過しているかどう
か。メモリープールは、
コレクションの使用のし
きい値をサポートしない
場合があります。
'collection-usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果の値が
'undefined' になりま
す。

collection-usage-
threshold-exceeded

Collection Usage
Threshold
Supported（コレクショ
ン使用のしきい値）

trait このメモリープールがコ
レクション使用のしきい
値に対応しているかどう
か。

collection-usage-
threshold-supported

Name trait このメモリープールを表
す名前。

Name

Name type description 内部名内部名
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ピーク時 - Init measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

peak-usage:init

ピーク時の使用状況 - 使
用

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

peak-usage:used

ピーク時 - コミット measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

peak-usage:committed

ピーク時の使用状況：
最大

measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

peak-usage:max

type trait このメモリープールのタ
イプ。

type

usage - Init measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

usage:init

使用方法 - 使用方法 measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

usage:used

使用方法 - Committed measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

usage:committed

使用方法： 最大 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

usage:max

Name type description 内部名内部名
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Usage Threshold Count measurement メモリー使用量が使用量
のしきい値を超えた回
数。メモリープールは使
用状況のしきい値をサ
ポートしない場合があり
ます。'usage-threshold-
supported' の場合、
'false' が 'read-attribute'
操作でこの属性を読み込
もうと失敗し、'read-
resource' 操作の結果に
この属性の値が
'undefined' になりま
す。

usage-threshold-count

Usage Threshold
Exceeded

trait このメモリープールのメ
モリー使用量が使用量の
しきい値に達したか、こ
れを超えるか。メモリー
プールは使用状況のしき
い値をサポートしない場
合があります。'usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果にこの属性の値が
'undefined' になりま
す。

usage-threshold-
exceeded

サポートされる Usage
Threshold

trait このメモリープールが使
用状況のしきい値に対応
しているかどうか。

usage-threshold-
supported

valid trait このメモリープールが
Java 仮想マシンで有効
かどうか。メモリープー
ルは、Java 仮想マシン
がメモリーシステムから
削除されると無効になり
ます。

valid

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.985

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

856



Name description 必須必須 内部名内部名

コレクションの使用しき
い値

このメモリープールのコ
レクション使用のしきい
値（バイト単位）。メモ
リープールは、コレク
ションの使用のしきい値
をサポートしない場合が
あります。'collection-
usage-threshold-
supported' の場合、
'false' が 'read-attribute'
操作でこの属性を読み込
もうと失敗し、'read-
resource' 操作の結果の
値が 'undefined' になり
ます。

いいえ collection-usage-
threshold

メモリーマネージャー名 このメモリープールを管
理するメモリーマネー
ジャーの名前。

◯ memory-manager-
names

Usage Threshold このメモリープールの使
用量のしきい値（バイト
単位）。メモリープール
は使用状況のしきい値を
サポートしない場合があ
ります。'usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果にこの属性の値が
'undefined' になりま
す。

いいえ usage-threshold

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.986 metrics

Name description

ピーク使用のリセット このメモリープールのピーク時のメモリー使用統計
を現在のメモリー使用量にリセットします。

パッケージタイプ
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NONE

3.3.2.2.2. jbossas7: JVM 定義定義(Host)サービスサービス

概要概要

表表3.987 概要概要

説明： ホストレベルの JVM 定義。サーバーグループおよび
管理対象サーバーのテンプレートとして機能しま
す。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.988

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.989

Name description 必須必須 内部名内部名

agent Lib JVM エージェント lib。 いいえ agent-lib

エージェントパス JVM エージェントのパ
ス。

いいえ agent-path

env Classpath Ignored 環境クラスパスを無視し
ます。

いいえ env-classpath-ignored

環境変数 JVM 環境変数。 いいえ environment-variables
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ヒープサイズ JVM によって割り当て
られる初期のヒープサイ
ズ。

いいえ heap-size

Java エージェント java エージェント。 いいえ java-agent

Java Home Java ホーム いいえ java-home

JVM オプション JVM オプション。定義
を初期作成してから変更
することはできません。

いいえ jvm-options

最大ヒープサイズ JVM によって割り当て
可能な最大ヒープサイ
ズ。

いいえ max-heap-size

最大 Permgen サイズ 永続生成の最大サイズ。 いいえ max-permgen-size

Permgen Size 永久生成の初期サイズ。 いいえ permgen-size

スタックサイズ JVM スタックサイズの
設定。

いいえ stack-size

type JVM タイプは SUN また
は IBM のいずれかにな
ります。

いいえ type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.2.3. JBossAS7 - Network Interface Service

概要概要

表表3.990 概要概要

説明： 名前付きネットワークインターフェース。そのイン
ターフェースに関連付ける IP アドレスを決定するの
に必要な基準
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.991

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.992

Name description 必須必須 内部名内部名
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任意のアドレス このインターフェースを
使用するソケットをワイ
ルドカードアドレスにバ
インドする必要があるこ
とを示す属性です。
java.net.preferIpV4Stac
k システムプロパティー
が true に設定されてい
ない限り、IPv6 ワイル
ドカードアドレス(::)が
使用されます。この場
合、IPv4 ワイルドカー
ドアドレス(0.0.0.0)が
使用されます。ソケット
がデュアルスタックマシ
ンの IPv6 anylocal アド
レスにバインドされてい
る場合は、IPv6 および
IPv4 トラフィックの両
方を許可できます。
IPv4（IPv4 マッピン
グ）anylocal アドレスに
バインドされている場合
は、IPv4 トラフィック
のみを受け入れることが
できます。

いいえ any-address

任意の Ipv 4 アドレス このインターフェースを
使用するソケットは
IPv4 ワイルドカードア
ドレス(0.0.0.0)にバイ
ンドする必要があること
を示す属性です。

いいえ any-ipv4-address

任意の Ipv 6 アドレス このインターフェースを
使用するソケットが
IPv6 ワイルドカードア
ドレス(::)にバインドす
る必要があることを示す
属性。

いいえ any-ipv6-address

リンクローカルアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスがリンク
ローカルであるかどうか
を示す属性。「未定義」
または「false」値は、
この属性が IP アドレス
選択に関連していないこ
とを意味します。

いいえ link-local-address

Name description 必須必須 内部名内部名
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loopback このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ループバックアドレ
スであるかどうかを示す
属性。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ loopback

ループバックアドレス ループバックインター
フェースがマシンに存在
する場合、このインター
フェースの IP アドレス
が指定の値であることを
示す属性。「ループバッ
クアドレス」は、マシン
のループバックインター
フェースで実際には設定
できない場合がありま
す。IP 指定のアドレス
が関連付けられた NIC
が見つからない場合で
あっても、指定の値が使
用されるため、inet-
address とは異なりま
す。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ loopback-address

multicast このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがマルチ
キャストをサポートする
かどうかを示す属性。
「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ multicast

Name description 必須必須 内部名内部名
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nic このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースに名前が指
定されているかどうかを
示す属性。ネットワーク
インターフェースの名前
（例： eth0、eth1、
lo）。「未定義」値は、
この属性が IP アドレス
の選択と関連していない
ことを意味します。

いいえ nic

NIC 一致 このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースに指定の正
規表現に一致する名前が
あるかどうかを示す属性
です。value は、マシン
で利用可能なネットワー
クインターフェースの名
前が許可されるインター
フェースを見つけること
ができる正規表現です。
「未定義」値は、この属
性が IP アドレスの選択
と関連していないことを
意味します。

いいえ nic-match

ポイントツーポイント このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがそのポイ
ントツーポイントイン
ターフェースであるかど
うかを示す属性。「未定
義」または「false」値
は、この属性が IP アド
レス選択に関連していな
いことを意味します。

いいえ point-to-point

Name description 必須必須 内部名内部名
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パブリックアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、一般にルーティング
可能なアドレスであるか
どうかを示す属性。「未
定義」または「false」
値は、この属性が IP ア
ドレス選択に関連してい
ないことを意味します。

いいえ public-address

サイトローカルアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、サイトローカルアド
レスであるかを示す属性
です。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ site-local-address

サブネットの一致 このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスが指定のサ
ブネット定義に適合する
かを示す属性です。
value は、'slash 表記' で
記述されるネットワーク
IP アドレスと、アドレ
スのネットワーク接頭辞
のビット数です。
例：'192.168.0.0/16'.「未
定義」値は、この属性が
IP アドレスの選択と関
連していないことを意味
します。

いいえ subnet-match

Up このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースが現在稼動
しているかどうかを示す
属性。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ up

Name description 必須必須 内部名内部名
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virtual このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがその仮想
インターフェースである
かどうかを示す属性。
「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ virtual

inet Address このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスが指定の値
と一致するかどうかを示
す属性。value は、IPv6
または IPv4 のドット区
切り表記の IP アドレ
ス、または IP アドレス
に解決できるホスト名の
いずれかです。「未定
義」値は、この属性が
IP アドレスの選択と関
連していないことを意味
します。

いいえ inet-address

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.3. JBossAS7 - DomainDeployment Service

概要概要

表表3.993 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.994

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.995

Name description 必須必須 内部名内部名

Name  ◯ Name

ランタイム名  ◯ runtime-name

コンテンツ  ◯ コンテンツ

割り当て先  ◯ *1

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.996 metrics

Name description

Server-Group に割り当てる 非推奨： 代わりにリソース設定に含まれる server-
group プロパティーを使用してください。
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Server-Group で再起動 1 つまたはすべてのサーバーグループでこのデプロイ
メントを再起動します。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.997 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

file deployable このドメインでのデプロイメント

3.3.2.4. jbossas7: 管理対象サーバー管理対象サーバー

概要概要

表表3.998 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - ManagedServerDeployment Service」

「jbossas7: Naming(Managed Server)サービス」

「jbossas7: Webservices(Managed Server)サービス」

「jbossas7: JacORB(Managed Server)サービス」

「jbossas7: JAXR(Managed Server)サービス」

「jbossas7: JPA(Managed Server)サービス」

「jbossas7: EE(Managed Server)サービス」

「jbossas7: Infinispan（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: JGroups（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: リモーティング（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: メール（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: JBossWeb(Managed Server)サービス」

「jbossas7: JCA（管理サーバー）サービス」
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「jbossas7: Osgi(Managed Server)サービス」

「jbossas7: JMX(Managed Server)サービス」

「jbossas7: リソースアダプター(Managed Server)サービス」

「jbossas7: CMP(Managed Server)サービス」

「jbossas7: EJB3（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: スレッド（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: セキュリティー（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: Messaging(Managed Server)サービス」

「jbossas7: ロギング（管理サーバー）サービス」

「JBossAS7 - JVM Service」

「jbossas7: データソース(Managed)サービス」

「jbossas7: JVM 定義サービス」

「jbossas7: Transactions サブシステム(Managed)サービス」

「JBossAS7 - JDR Service」

自動検出プロセススキャン自動検出プロセススキャン
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.999

Name description 必須必須 内部名内部名

ログイベントソース  ◯ logEventSources

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1000 metrics

Name type description 内部名内部名

サーバーコード名 trait サーバーコード名 _skm:release-codename
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サーバーバージョン trait サーバーバージョン _skm:release-version

製品名 trait 製品名 _skm:product-name

製品バージョン trait 製品バージョン _skm:product-version

サーバーの状態 trait サーバーの詳細状態 status

サーバーの起動時間 trait サーバーの起動時間 startTime

JGroup マルチキャスト
アドレス

trait マルチキャストに
JGroups によって使用
されるホストおよびポー
ト

multicastAddress

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1001

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

サーバーを配置するホス
トの名前

 ◯ hostname

サーバーグループ このインスタンスが属す
るサーバーグループ。

◯ group

ソケットバインディング
グループ

使用するソケットバイン
ディング

◯ socket-binding-group

ポートオフセット ベースポートへのオフ
セット

◯ socket-binding-port-
offset

autostart ホストコントローラーの
起動時にこのサーバーを
起動すべきかどうか。

◯ auto-start

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations

表表3.1002 metrics

Name description

start このサーバーインスタンスを起動します。

stop このサーバーインスタンスを停止します。

restart このサーバーインスタンスを再起動します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1. JBossAS7 - ManagedServerDeployment Service

概要概要

表表3.1003 概要概要

説明： 管理対象サーバーにパッケージをデプロイしてい
る。対応する DomainDeployment に移動して操作し
ます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - Webservices Runtime Service」

「JBossAS7 - Web Runtime Service」

「jbossas7: メッセージングランタイムサービス」

「JBossAS7 - Subdeployment Service」

「jbossas7: JPA ランタイムサービス」

「jbossas7 - データソースランタイムサービス」

「jbossas7: EJB3 ランタイムサービス」

「jbossas7: リソースアダプターランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1004
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1005 metrics

Name type description 内部名内部名

status trait デプロイメントの現在の
ランタイム状態。設定可
能なステータスモードは
OK、FAILED、および
STOPPED です。Failed
は、依存関係がないか、
またはサービスが開始で
きなかったことを示しま
す。Stopped は、デプ
ロイメントが手動で停止
されたことを示します。

status

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1006

Name description 必須必須 内部名内部名

Name  ◯ Name

ランタイム名  ◯ runtime-name

コンテンツ  ◯ コンテンツ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.1. JBossAS7 - Webservices Runtime Service

概要

表表3.1007 概要概要

説明： デプロイメントの web サービスコンポーネントに
よって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - Endpoint Runtime Service」

接続プロパティー

表表3.1008

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.1.1. JBossAS7 - Endpoint Runtime Service

概要

表表3.1009 概要概要
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説明： WebService エンドポイント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1010

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1011 metrics

Name type description 内部名内部名

平均処理時間 measurement 平均エンドポイント処理
時間。

average-processing-
time

障害数 measurement エンドポイントが生成し
た障害の数。

fault-count

最大処理時間 measurement 最大エンドポイントの処
理時間。

max-processing-time

処理時間（最小） measurement エンドポイントの最小処
理時間。

min-processing-time

要求数 measurement エンドポイントが処理さ
れた要求の数。

request-count

応答数 measurement エンドポイントが生成し
た応答の数。

response-count

処理時間の合計 measurement エンドポイント処理の合
計時間。

total-processing-time
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1012

Name description 必須必須 内部名内部名

class WebService エンドポイ
ントクラス。

いいえ class

context WebService エンドポイ
ントコンテキスト。

いいえ context

Name WebService エンドポイ
ント名。

いいえ Name

type WebService エンドポイ
ントタイプ。

いいえ type

WSDL URL WebService エンドポイ
ントの WSDL URL。

いいえ wsdl-url

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.2. JBossAS7 - Web Runtime Service

概要

表表3.1013 概要概要

説明： デプロイメントの web コンポーネントによって公開
されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.1014

Name description 必須必須 内部名内部名

応答時間ログファイル この Web アプリケー
ションの response-time
統計が含まれるログファ
イルへのフルパス。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1015 metrics

Name type description 内部名内部名

仮想ホスト trait この webapp がデプロイ
される仮想ホスト。

virtual-host

コンテキストルート trait この webapp のコンテキ
ストルート

context-root

応答時間 calltime この Webapp で処理さ
れる要求の最小、最大、
および平均の応答時間。

responseTime

現在アクティブなセッ
ション

measurement 現在アクティブなセッ
ションの数

active-sessions
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重複したセッション ID measurement 重複したセッション識別
子の数

duplicated-session-ids

期限切れのセッション measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

1 分あたりの期限切れ
セッション数

measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

アクティブなセッション
の最大数

measurement アクティブなセッション
の最大数

max-active-sessions

拒否されたセッション measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

拒否されたセッション
（1 分あたりのセッショ
ン）

measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

セッション配信の平均時
間

measurement セッションの稼働時間の
平均

session-avg-alive-time

セッションの最大配信時
間

measurement セッションの最大有効期
間

session-max-alive-time

作成されたセッション measurement 作成されたセッション数 sessions-created

作成済みセッション（1
分あたりのセッション）

measurement 作成されたセッション数 sessions-created

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.3. jbossas7: メッセージングランタイムサービスメッセージングランタイムサービス

概要

表表3.1016 概要概要
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説明： このデプロイメントに含まれるメッセージングリ
ソースによって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - HornetQ Server Runtime Service」

接続プロパティー

表表3.1017

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.3.1. JBossAS7 - HornetQ Server Runtime Service

概要

表表3.1018 概要概要

説明： HornetQ サーバーインスタンス。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: JMS キューランタイムサービス」
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「jbossas7: JMS Topic Runtime Service」

接続プロパティー

表表3.1019

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1020 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait このサーバーが起動して
いるかどうか。

Started

version trait サーバーのバージョン。 version

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1021

Name description 必須必須 内部名内部名

Allow Failback 元のライブサーバーが復
旧すると、このサーバー
が自動的にシャットダウ
ンするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ allow-failback

Async 接続実行が有効に
なっている

サーバー上の着信パケッ
トをスレッドプールから
スレッドに送信すべきか
どうか。False（リモー
ティングスレッドで処理
する必要がある場合）。
デフォルト値は true で
す。

いいえ async-connection-
execution-enabled
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バックアップ このサーバーがバック
アップサーバーであるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ バックアップ

クラスターパスワード クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
パスワード。デフォルト
値は CHANGE ME!! で
す。

いいえ cluster-password

クラスターユーザー クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
ユーザー。デフォルト値
は
HORNETQ.CLUSTER.AD
MIN.USER です。

いいえ cluster-user

clustered サーバーがクラスター化
されているかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ clustered

接続 Ttl Override 設定した場合、ping を
受信せずに接続を維持す
るための（ミリ秒単位）
を上書きします。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ connection-ttl-override

Create Bindings Dir サーバーが起動時に
bindings ディレクトリー
を作成するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ create-bindings-dir

ジャーナルダーの作成 サーバーが起動時に
ジャーナルディレクト
リーを作成するかどう
か。デフォルト値は
true です。

いいえ create-journal-dir

フェイルバック遅延 ライブサーバーの再起動
時にフェイルバックが発
生するまで待機する時
間。デフォルト値は
5000 です。

いいえ failback-delay

Name description 必須必須 内部名内部名
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シャットダウン時のフェ
イルオーバー

このバックアップサー
バー（バックアップサー
バーの場合）が通常の
サーバーのシャットダウ
ンで有効であるかどう
か。デフォルト値は
false です。

いいえ failover-on-shutdown

ID キャッシュサイズ メッセージ ID を事前作
成するためのキャッシュ
のサイズ。デフォルト値
は 2000 です。

いいえ id-cache-size

JMX ドメイン MBeanServer の内部
HornetQ MBean を登録
するために使用される
JMX ドメイン。デフォ
ルト値は org.hornetq で
す。

いいえ jmx-domain

JMX 管理が有効になっ
ている

HornetQ が JMX 経由で
内部管理 API を公開する
かどうか。これらの
MBean にアクセスする
と設定の一貫性がなくな
るため、これは推奨され
ません。デフォルト値は
false です。

いいえ jmx-management-
enabled

ジャーナルバッファーサ
イズ

ジャーナルの内部バッ
ファーのサイズ。

いいえ journal-buffer-size

ジャーナルバッファータ
イムアウト

ジャーナルの内部バッ
ファーのフラッシュに使
用されるタイムアウト
（ナノ秒）。

いいえ journal-buffer-timeout

ジャーナルのコンパクト
なファイル

圧縮開始前のジャーナル
データファイルの最小
数。デフォルト値は 10
です。

いいえ journal-compact-min-
files

ジャーナル圧縮率 ジャーナルを圧縮するこ
とを検討するライブデー
タのパーセンテージ。デ
フォルト値は 30 です。

いいえ journal-compact-
percentage

Name description 必須必須 内部名内部名
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ジャーナルファイルのサ
イズ

各ジャーナルファイルの
サイズ（バイト単位）。
デフォルト値は
10485760 です。

いいえ journal-file-size

ジャーナル Max Io AIO キューに常時存在で
きる書き込み要求の最大
数。

いいえ journal-max-io

ジャーナルの最小ファイ
ル

事前作成するジャーナル
ファイルの数。デフォル
ト値は 2 です。

いいえ journal-min-files

ジャーナル同期非トラン
ザクション

クライアントに応答を返
す前に、非トランザク
ションデータをジャーナ
ルに同期するのを待機す
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ journal-sync-non-
transactional

ジャーナル同期トランザ
クション

クライアントに応答を返
す前にトランザクション
データをジャーナルに同
期するのを待機するかど
うか。デフォルト値は
true です。

いいえ journal-sync-
transactional

ジャーナルのタイプ 使用するジャーナルのタ
イプ。デフォルト値は
ASYNCIO です。

いいえ journal-type

ライブマイグレーション
の参照

ライブコネクターに接続
するために使用されるコ
ネクターの名前。この
サーバーがシェアード
ナッシング HA を使用す
るバックアップではない
場合、そのサーバーは
'undefined' になりま
す。

いいえ live-connector-ref

ログジャーナルの書き込
み速度

ジャーナルの書き込み
レートとフラッシュレー
トを定期的にログに記録
するかどうか。デフォル
ト値は false です。

いいえ log-journal-write-rate

Name description 必須必須 内部名内部名
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管理アドレス 管理メッセージを送信す
るアドレス。デフォルト
値は
jms.queue.hornetq.mana
gement です。

いいえ management-address

管理通知アドレス コンシューマーがバイン
ドして管理通知を受信す
るアドレスの名前。デ
フォルト値は
hornetq.notifications で
す。

いいえ management-
notification-address

メモリー測定間隔 ミリ秒単位の JVM メモ
リーのサンプル頻度（ま
たは -1（メモリーサンプ
リングを無効にする場
合））。デフォルト値は
-1 です。

いいえ memory-measure-
interval:expr

メモリー警告のしきい値 利用可能なメモリーの割
合（超過した場合）は警
告ログになります。デ
フォルト値は 25 です。

いいえ memory-warning-
threshold:expr

メッセージカウンター有
効

メッセージカウンターが
有効であるかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ message-counter-
enabled

メッセージカウンターの
最大日履歴

メッセージカウンター履
歴を保持する日数。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ message-counter-max-
day-history

メッセージカウンターの
サンプル期間

メッセージカウンターに
使用するサンプル期間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 10000 です。

いいえ message-counter-
sample-period

メッセージの有効期限ス
キャンの間隔

期限切れのメッセージを
スキャンする頻度（ミリ
秒単位）。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ message-expiry-scan-
period

メッセージの有効期限ス
レッド優先度

スレッドが期限切れにす
るメッセージの優先度。
デフォルト値は 3 です。

いいえ message-expiry-thread-
priority

Name description 必須必須 内部名内部名
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Page Max Concurrent Io ページングに許可される
同時読み取りの最大数。
デフォルト値は 5 です。

いいえ page-max-concurrent-
io

perf Blast Pages TODO。デフォルト値は
-1 です。

いいえ perf-blast-pages

配信前の配信数の永続化 配信数が配信前に永続化
されるかどうか。False
は、メッセージがキャン
セルされた後にのみ発生
することを意味します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ persist-delivery-count-
before-delivery

アイデンティティー
キャッシュの永続化

ID がジャーナルに永続
化されるかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persist-id-cache

persistence Enabled サーバーが永続にファイ
ルベースのジャーナルを
使用するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persistence-enabled

リモーティングインター
セプター

このサーバーによって使
用されるインターセプ
タークラスの一覧。

いいえ remoting-
interceptors:nullable

同期速度テストの実行 起動時に、ディスクを同
期する際の診断テストを
実行するかどうか。パ
フォーマンスの問題を判
断する際に便利です。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ run-sync-speed-test

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ

メインのスケジュールス
レッドプールがあるス
レッドの数。デフォルト
値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

セキュリティードメイン ユーザーおよびロール情
報の検証に使用するセ
キュリティードメイン。
デフォルト値は other で
す。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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Security Enabled セキュリティーが有効に
なっているかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ security-enabled

セキュリティーインバリ
デーション間隔

セキュリティーキャッ
シュを無効にするまで待
機する時間（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
10000 です。

いいえ security-invalidation-
interval

サーバーダンプ間隔 基本的なランタイム情報
をサーバーログにダンプ
する頻度。1 未満の値を
指定するとこの機能が無
効になります。デフォル
ト値は -1 です。

いいえ server-dump-interval

共有ストア このサーバーがフェイル
オーバーに共有ストアを
使用しているかどうか。
デフォルト値は true で
す。

いいえ shared-store

スレッドプールの最大サ
イズ

メインスレッドプールの
スレッド数。-1 は無制限
を意味します。デフォル
ト値は 30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

トランザクションのタイ
ムアウト

作成後にトランザクショ
ンをリソースマネー
ジャーから削除するまで
の時間（ミリ秒単位）。
デフォルト値は
300000 です。

いいえ transaction-timeout

トランザクションタイム
アウトのスキャン期間

タイムアウトトランザク
ションをスキャンする頻
度（ミリ秒単位）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ transaction-timeout-
scan-period

Wild Card Routing
Enabled

サーバーがワイルドカー
ドルーティングをサポー
トするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ wild-card-routing-
enabled

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1022 metrics

Name description

アドレスの接続を閉じる リモートアドレスに指定された IP アドレスが含まれ
るこのサーバーに接続されているクライアントの接
続をすべて閉じます。接続が閉じられた場合は true
を返します。それ以外の場合は false を返します。

コミットの準備済みトランザクション ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
コミットします。

強制フェイルオーバー メッセージングサーバーが強制的に停止し、クライ
アントにフェイルオーバーを通知します。

GET Address Settings as JSON アドレス設定を、一致するアドレスの JSON 文字列
として返します。返される String は、アドレス設定
の詳細の配列が含まれる JSON 文字列です。

コネクターを JSON として取得 JSON のシリアライズを使用して、このサーバーに
設定されたコネクターを返します。

最後に送信されたメッセージ ID の取得 指定のセッションから指定のアドレスに送信された
最後のメッセージの ID を返します。

セッション作成時間の取得 セッションの作成時間を取得します。エポックから
の経過時間（ミリ秒数）を示す文字列として表され
る作成時間を返します。

すべてのコンシューマーを JSON として一覧表示 すべてのコンシューマーを一覧表示します。

接続 ID の一覧表示 には、このサーバーに接続されたすべての接続の ID
を一覧表示します。

JSON として接続の一覧表示 すべての JMS 接続を一覧表示します。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 connection-id で指定された JMS Connection に属す
るすべてのコンシューマーを一覧表示します。

ヒューリスティックコミット済みトランザクション
の一覧表示

ヒューリスティックにコミットされたトランザク
ションを一覧表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列は、トランザクション XID の Base-64 表
現です。
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ヒューリスティックなロールバックトランザクショ
ンの一覧表示

ヒューリスティックにロールバックされたトランザ
クションを一覧表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列は、トランザクション XID の Base-64 表
現です。

準備済みトランザクションの詳細を HTML として一
覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて HTML 形式で一覧表示します。

設定済みトランザクションの詳細を JSON として一
覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて JSON 形式で一覧表示します。

設定済みトランザクション JMS の詳細を HTML とし
て一覧表示

最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて HTML 形式の JMS 形式で一覧表示し
ます。

設定済みトランザクション JMS の詳細を JSON とし
て一覧表示

JSON 形式の JMS 形式の詳細を含む、日付順にソー
トされた準備済みトランザクションをすべて一覧表
示します。

準備済みトランザクションの一覧表示 最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列はトランザクション XID のベース64 表現
であり、トランザクションのヒューリスティックな
コミットまたはロールバックに使用できます。

JSON としての Producer Info の一覧表示 すべてのセッションについて、JSON のシリアライ
ズを使用してメッセージプロデューサーに関する情
報を一覧表示します。

リモートアドレスの一覧表示 指定のアドレスに接続されたすべてのクライアント
のアドレスを一覧表示します。ip-address 引数を指
定すると、リモートアドレス文字列に指定の ip-
address 文字列が含まれるクライアントのみが返され
ます。

セッションの一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。

セッションを JSON として一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。返される String は、セッション ID の配列が
含まれる JSON 文字列です。

ターゲット宛先の一覧表示 指定したセッションがメッセージを送信したアドレ
スをすべて表示します。返される String は、アドレ
ス名の配列が含まれる JSON 文字列です。

すべてのメッセージカウンター領域のリセット すべてのメッセージカウンター履歴をリセットしま
す。

Name description
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すべてのメッセージカウンターのリセット すべてのメッセージカウンターをリセットします。

準備済みトランザクションのロールバック ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
ロールバックします。トランザクションが正常に
ロールバックされた場合は true を返します。そうで
ない場合は false を返します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.3.1.1. jbossas7: JMS キューランタイムサービスキューランタイムサービス

概要

表表3.1023 概要概要

説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1024

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1025 metrics

Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count
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デッドレターアドレス trait デッドメッセージの送信
先アドレス。

dead-letter-address

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

durable trait キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

durable

期限切れアドレス trait 期限切れのメッセージを
送信するアドレス。

expiry-address

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

selector trait キューセレクター。 selector

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1026
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Name description 必須必須 内部名内部名

entries キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1027 metrics

Name description

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。削除されたメッセージの数を返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。
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メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.3.1.2. jbossas7: JMS Topic Runtime Service

概要

表表3.1028 概要概要

説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.1029

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1030 metrics

Name type description 内部名内部名

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

永続メッセージ数 measurement このトピックのすべての
永続的サブスクライバー
に対するメッセージの
数。

durable-message-count

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement このトピックの永続的サ
ブスクライバーの数。

durable-subscription-
count

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

実行中でないメッセージ
数

measurement このトピックのすべての
非永続的サブスクライ
バーに対するメッセージ
の数。

non-durable-message-
count

実行中でないサブスクリ
プション数

measurement このトピックの非永続的
サブスクライバーの数。

non-durable-
subscription-count

サブスクリプション数 measurement このトピックの（永続的
および非永続的）サブス
クライバーの数。

subscription-count
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temporary trait トピックが一時的である
かどうか。

temporary

トピックのアドレス trait トピックが参照するアド
レス。

topic-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1031

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1032 metrics

Name description

サブスクリプションのメッセージ数 指定のサブスクリプションのフィルターに一致する
メッセージ数をカウントします。

すべてのサブスクリプションの削除 このトピックからすべてのサブスクリプションを削
除します。

持続可能なサブスクリプションの削除 永続的なサブスクリプションのドロップ

すべてのサブスクリプションの一覧表示 サブスクリプションを一覧表示します。

すべてのサブスクリプションを JSON として一覧表
示

JSON 形式の文字列としてサブスクリプションを一
覧表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。
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永続性のあるサブスクリプションを JSON として一
覧表示

永続的なサブスクリプションのみを JSON 形式で文
字列として表示します。

サブスクリプションのメッセージ一覧の表示 指定のサブスクリプションのメッセージをすべて表
示します。

JSON としてのサブスクリプションのメッセージ一
覧の表示

指定されたサブスクリプションのメッセージをすべ
て JSON 形式で文字列として一覧表示します。

永続的でないサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

非永続的なサブスクリプションを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として、非永続サブスクリプ
ションのみを一覧表示します。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4. JBossAS7 - Subdeployment Service

概要

表表3.1033 概要概要

説明： 別のデプロイメント内にパッケージ化された子デプ
ロイメントに関連付けられたランタイムリソース
（例： ARK 内にパッケージ化されたWAR）。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - Webservices Runtime Service」

「JBossAS7 - Web Runtime Service」

「jbossas7: メッセージングランタイムサービス」

「jbossas7: JPA ランタイムサービス」

「jbossas7 - データソースランタイムサービス」

「jbossas7: EJB3 ランタイムサービス」
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「jbossas7: リソースアダプターランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.1034

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.1. JBossAS7 - Webservices Runtime Service

概要

表表3.1035 概要概要

説明： デプロイメントの web サービスコンポーネントに
よって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - Endpoint Runtime Service」

接続プロパティー

表表3.1036

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.1.1. JBossAS7 - Endpoint Runtime Service

概要

表表3.1037 概要概要

説明： WebService エンドポイント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1038

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1039 metrics
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Name type description 内部名内部名

平均処理時間 measurement 平均エンドポイント処理
時間。

average-processing-
time

障害数 measurement エンドポイントが生成し
た障害の数。

fault-count

最大処理時間 measurement 最大エンドポイントの処
理時間。

max-processing-time

処理時間（最小） measurement エンドポイントの最小処
理時間。

min-processing-time

要求数 measurement エンドポイントが処理さ
れた要求の数。

request-count

応答数 measurement エンドポイントが生成し
た応答の数。

response-count

処理時間の合計 measurement エンドポイント処理の合
計時間。

total-processing-time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1040

Name description 必須必須 内部名内部名

class WebService エンドポイ
ントクラス。

いいえ class

context WebService エンドポイ
ントコンテキスト。

いいえ context

Name WebService エンドポイ
ント名。

いいえ Name

type WebService エンドポイ
ントタイプ。

いいえ type

WSDL URL WebService エンドポイ
ントの WSDL URL。

いいえ wsdl-url

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.2. JBossAS7 - Web Runtime Service

概要

表表3.1041 概要概要

説明： デプロイメントの web コンポーネントによって公開
されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1042

Name description 必須必須 内部名内部名

応答時間ログファイル この Web アプリケー
ションの response-time
統計が含まれるログファ
イルへのフルパス。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms
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path  ◯ path

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1043 metrics

Name type description 内部名内部名

仮想ホスト trait この webapp がデプロイ
される仮想ホスト。

virtual-host

コンテキストルート trait この webapp のコンテキ
ストルート

context-root

応答時間 calltime この Webapp で処理さ
れる要求の最小、最大、
および平均の応答時間。

responseTime

現在アクティブなセッ
ション

measurement 現在アクティブなセッ
ションの数

active-sessions

重複したセッション ID measurement 重複したセッション識別
子の数

duplicated-session-ids

期限切れのセッション measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

1 分あたりの期限切れ
セッション数

measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

アクティブなセッション
の最大数

measurement アクティブなセッション
の最大数

max-active-sessions

拒否されたセッション measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

拒否されたセッション
（1 分あたりのセッショ
ン）

measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

セッション配信の平均時
間

measurement セッションの稼働時間の
平均

session-avg-alive-time
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セッションの最大配信時
間

measurement セッションの最大有効期
間

session-max-alive-time

作成されたセッション measurement 作成されたセッション数 sessions-created

作成済みセッション（1
分あたりのセッション）

measurement 作成されたセッション数 sessions-created

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.3. jbossas7: メッセージングランタイムサービスメッセージングランタイムサービス

概要

表表3.1044 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれるメッセージングリ
ソースによって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - HornetQ Server Runtime Service」

接続プロパティー

表表3.1045

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.3.1. JBossAS7 - HornetQ Server Runtime Service

概要

表表3.1046 概要概要

説明： HornetQ サーバーインスタンス。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: JMS キューランタイムサービス」

「jbossas7: JMS Topic Runtime Service」

接続プロパティー

表表3.1047

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1048 metrics

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

900



Name type description 内部名内部名

Started trait このサーバーが起動して
いるかどうか。

Started

version trait サーバーのバージョン。 version

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1049

Name description 必須必須 内部名内部名

Allow Failback 元のライブサーバーが復
旧すると、このサーバー
が自動的にシャットダウ
ンするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ allow-failback

Async 接続実行が有効に
なっている

サーバー上の着信パケッ
トをスレッドプールから
スレッドに送信すべきか
どうか。False（リモー
ティングスレッドで処理
する必要がある場合）。
デフォルト値は true で
す。

いいえ async-connection-
execution-enabled

バックアップ このサーバーがバック
アップサーバーであるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ バックアップ

クラスターパスワード クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
パスワード。デフォルト
値は CHANGE ME!! で
す。

いいえ cluster-password

クラスターユーザー クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
ユーザー。デフォルト値
は
HORNETQ.CLUSTER.AD
MIN.USER です。

いいえ cluster-user
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clustered サーバーがクラスター化
されているかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ clustered

接続 Ttl Override 設定した場合、ping を
受信せずに接続を維持す
るための（ミリ秒単位）
を上書きします。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ connection-ttl-override

Create Bindings Dir サーバーが起動時に
bindings ディレクトリー
を作成するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ create-bindings-dir

ジャーナルダーの作成 サーバーが起動時に
ジャーナルディレクト
リーを作成するかどう
か。デフォルト値は
true です。

いいえ create-journal-dir

フェイルバック遅延 ライブサーバーの再起動
時にフェイルバックが発
生するまで待機する時
間。デフォルト値は
5000 です。

いいえ failback-delay

シャットダウン時のフェ
イルオーバー

このバックアップサー
バー（バックアップサー
バーの場合）が通常の
サーバーのシャットダウ
ンで有効であるかどう
か。デフォルト値は
false です。

いいえ failover-on-shutdown

ID キャッシュサイズ メッセージ ID を事前作
成するためのキャッシュ
のサイズ。デフォルト値
は 2000 です。

いいえ id-cache-size

JMX ドメイン MBeanServer の内部
HornetQ MBean を登録
するために使用される
JMX ドメイン。デフォ
ルト値は org.hornetq で
す。

いいえ jmx-domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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JMX 管理が有効になっ
ている

HornetQ が JMX 経由で
内部管理 API を公開する
かどうか。これらの
MBean にアクセスする
と設定の一貫性がなくな
るため、これは推奨され
ません。デフォルト値は
false です。

いいえ jmx-management-
enabled

ジャーナルバッファーサ
イズ

ジャーナルの内部バッ
ファーのサイズ。

いいえ journal-buffer-size

ジャーナルバッファータ
イムアウト

ジャーナルの内部バッ
ファーのフラッシュに使
用されるタイムアウト
（ナノ秒）。

いいえ journal-buffer-timeout

ジャーナルのコンパクト
なファイル

圧縮開始前のジャーナル
データファイルの最小
数。デフォルト値は 10
です。

いいえ journal-compact-min-
files

ジャーナル圧縮率 ジャーナルを圧縮するこ
とを検討するライブデー
タのパーセンテージ。デ
フォルト値は 30 です。

いいえ journal-compact-
percentage

ジャーナルファイルのサ
イズ

各ジャーナルファイルの
サイズ（バイト単位）。
デフォルト値は
10485760 です。

いいえ journal-file-size

ジャーナル Max Io AIO キューに常時存在で
きる書き込み要求の最大
数。

いいえ journal-max-io

ジャーナルの最小ファイ
ル

事前作成するジャーナル
ファイルの数。デフォル
ト値は 2 です。

いいえ journal-min-files

ジャーナル同期非トラン
ザクション

クライアントに応答を返
す前に、非トランザク
ションデータをジャーナ
ルに同期するのを待機す
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ journal-sync-non-
transactional

Name description 必須必須 内部名内部名
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ジャーナル同期トランザ
クション

クライアントに応答を返
す前にトランザクション
データをジャーナルに同
期するのを待機するかど
うか。デフォルト値は
true です。

いいえ journal-sync-
transactional

ジャーナルのタイプ 使用するジャーナルのタ
イプ。デフォルト値は
ASYNCIO です。

いいえ journal-type

ライブマイグレーション
の参照

ライブコネクターに接続
するために使用されるコ
ネクターの名前。この
サーバーがシェアード
ナッシング HA を使用す
るバックアップではない
場合、そのサーバーは
'undefined' になりま
す。

いいえ live-connector-ref

ログジャーナルの書き込
み速度

ジャーナルの書き込み
レートとフラッシュレー
トを定期的にログに記録
するかどうか。デフォル
ト値は false です。

いいえ log-journal-write-rate

管理アドレス 管理メッセージを送信す
るアドレス。デフォルト
値は
jms.queue.hornetq.mana
gement です。

いいえ management-address

管理通知アドレス コンシューマーがバイン
ドして管理通知を受信す
るアドレスの名前。デ
フォルト値は
hornetq.notifications で
す。

いいえ management-
notification-address

メモリー測定間隔 ミリ秒単位の JVM メモ
リーのサンプル頻度（ま
たは -1（メモリーサンプ
リングを無効にする場
合））。デフォルト値は
-1 です。

いいえ memory-measure-
interval:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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メモリー警告のしきい値 利用可能なメモリーの割
合（超過した場合）は警
告ログになります。デ
フォルト値は 25 です。

いいえ memory-warning-
threshold:expr

メッセージカウンター有
効

メッセージカウンターが
有効であるかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ message-counter-
enabled

メッセージカウンターの
最大日履歴

メッセージカウンター履
歴を保持する日数。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ message-counter-max-
day-history

メッセージカウンターの
サンプル期間

メッセージカウンターに
使用するサンプル期間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 10000 です。

いいえ message-counter-
sample-period

メッセージの有効期限ス
キャンの間隔

期限切れのメッセージを
スキャンする頻度（ミリ
秒単位）。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ message-expiry-scan-
period

メッセージの有効期限ス
レッド優先度

スレッドが期限切れにす
るメッセージの優先度。
デフォルト値は 3 です。

いいえ message-expiry-thread-
priority

Page Max Concurrent Io ページングに許可される
同時読み取りの最大数。
デフォルト値は 5 です。

いいえ page-max-concurrent-
io

perf Blast Pages TODO。デフォルト値は
-1 です。

いいえ perf-blast-pages

配信前の配信数の永続化 配信数が配信前に永続化
されるかどうか。False
は、メッセージがキャン
セルされた後にのみ発生
することを意味します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ persist-delivery-count-
before-delivery

アイデンティティー
キャッシュの永続化

ID がジャーナルに永続
化されるかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persist-id-cache

Name description 必須必須 内部名内部名
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persistence Enabled サーバーが永続にファイ
ルベースのジャーナルを
使用するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persistence-enabled

リモーティングインター
セプター

このサーバーによって使
用されるインターセプ
タークラスの一覧。

いいえ remoting-
interceptors:nullable

同期速度テストの実行 起動時に、ディスクを同
期する際の診断テストを
実行するかどうか。パ
フォーマンスの問題を判
断する際に便利です。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ run-sync-speed-test

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ

メインのスケジュールス
レッドプールがあるス
レッドの数。デフォルト
値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

セキュリティードメイン ユーザーおよびロール情
報の検証に使用するセ
キュリティードメイン。
デフォルト値は other で
す。

いいえ security-domain

Security Enabled セキュリティーが有効に
なっているかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ security-enabled

セキュリティーインバリ
デーション間隔

セキュリティーキャッ
シュを無効にするまで待
機する時間（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
10000 です。

いいえ security-invalidation-
interval

サーバーダンプ間隔 基本的なランタイム情報
をサーバーログにダンプ
する頻度。1 未満の値を
指定するとこの機能が無
効になります。デフォル
ト値は -1 です。

いいえ server-dump-interval

Name description 必須必須 内部名内部名
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共有ストア このサーバーがフェイル
オーバーに共有ストアを
使用しているかどうか。
デフォルト値は true で
す。

いいえ shared-store

スレッドプールの最大サ
イズ

メインスレッドプールの
スレッド数。-1 は無制限
を意味します。デフォル
ト値は 30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

トランザクションのタイ
ムアウト

作成後にトランザクショ
ンをリソースマネー
ジャーから削除するまで
の時間（ミリ秒単位）。
デフォルト値は
300000 です。

いいえ transaction-timeout

トランザクションタイム
アウトのスキャン期間

タイムアウトトランザク
ションをスキャンする頻
度（ミリ秒単位）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ transaction-timeout-
scan-period

Wild Card Routing
Enabled

サーバーがワイルドカー
ドルーティングをサポー
トするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ wild-card-routing-
enabled

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1050 metrics

Name description

アドレスの接続を閉じる リモートアドレスに指定された IP アドレスが含まれ
るこのサーバーに接続されているクライアントの接
続をすべて閉じます。接続が閉じられた場合は true
を返します。それ以外の場合は false を返します。

コミットの準備済みトランザクション ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
コミットします。
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強制フェイルオーバー メッセージングサーバーが強制的に停止し、クライ
アントにフェイルオーバーを通知します。

GET Address Settings as JSON アドレス設定を、一致するアドレスの JSON 文字列
として返します。返される String は、アドレス設定
の詳細の配列が含まれる JSON 文字列です。

コネクターを JSON として取得 JSON のシリアライズを使用して、このサーバーに
設定されたコネクターを返します。

最後に送信されたメッセージ ID の取得 指定のセッションから指定のアドレスに送信された
最後のメッセージの ID を返します。

セッション作成時間の取得 セッションの作成時間を取得します。エポックから
の経過時間（ミリ秒数）を示す文字列として表され
る作成時間を返します。

すべてのコンシューマーを JSON として一覧表示 すべてのコンシューマーを一覧表示します。

接続 ID の一覧表示 には、このサーバーに接続されたすべての接続の ID
を一覧表示します。

JSON として接続の一覧表示 すべての JMS 接続を一覧表示します。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 connection-id で指定された JMS Connection に属す
るすべてのコンシューマーを一覧表示します。

ヒューリスティックコミット済みトランザクション
の一覧表示

ヒューリスティックにコミットされたトランザク
ションを一覧表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列は、トランザクション XID の Base-64 表
現です。

ヒューリスティックなロールバックトランザクショ
ンの一覧表示

ヒューリスティックにロールバックされたトランザ
クションを一覧表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列は、トランザクション XID の Base-64 表
現です。

準備済みトランザクションの詳細を HTML として一
覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて HTML 形式で一覧表示します。

設定済みトランザクションの詳細を JSON として一
覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて JSON 形式で一覧表示します。

設定済みトランザクション JMS の詳細を HTML とし
て一覧表示

最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて HTML 形式の JMS 形式で一覧表示し
ます。

Name description
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設定済みトランザクション JMS の詳細を JSON とし
て一覧表示

JSON 形式の JMS 形式の詳細を含む、日付順にソー
トされた準備済みトランザクションをすべて一覧表
示します。

準備済みトランザクションの一覧表示 最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列はトランザクション XID のベース64 表現
であり、トランザクションのヒューリスティックな
コミットまたはロールバックに使用できます。

JSON としての Producer Info の一覧表示 すべてのセッションについて、JSON のシリアライ
ズを使用してメッセージプロデューサーに関する情
報を一覧表示します。

リモートアドレスの一覧表示 指定のアドレスに接続されたすべてのクライアント
のアドレスを一覧表示します。ip-address 引数を指
定すると、リモートアドレス文字列に指定の ip-
address 文字列が含まれるクライアントのみが返され
ます。

セッションの一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。

セッションを JSON として一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。返される String は、セッション ID の配列が
含まれる JSON 文字列です。

ターゲット宛先の一覧表示 指定したセッションがメッセージを送信したアドレ
スをすべて表示します。返される String は、アドレ
ス名の配列が含まれる JSON 文字列です。

すべてのメッセージカウンター領域のリセット すべてのメッセージカウンター履歴をリセットしま
す。

すべてのメッセージカウンターのリセット すべてのメッセージカウンターをリセットします。

準備済みトランザクションのロールバック ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
ロールバックします。トランザクションが正常に
ロールバックされた場合は true を返します。そうで
ない場合は false を返します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.3.1.1. jbossas7: JMS キューランタイムサービスキューランタイムサービス

概要

表表3.1051 概要概要
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説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1052

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1053 metrics

Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count

デッドレターアドレス trait デッドメッセージの送信
先アドレス。

dead-letter-address

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

durable trait キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

durable

期限切れアドレス trait 期限切れのメッセージを
送信するアドレス。

expiry-address

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count
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メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

selector trait キューセレクター。 selector

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1054

Name description 必須必須 内部名内部名

entries キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1055 metrics

Name description
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メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。削除されたメッセージの数を返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

Name description
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メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.3.1.2. jbossas7: JMS Topic Runtime Service

概要

表表3.1056 概要概要

説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1057

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

913



metrics

表表3.1058 metrics

Name type description 内部名内部名

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

永続メッセージ数 measurement このトピックのすべての
永続的サブスクライバー
に対するメッセージの
数。

durable-message-count

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement このトピックの永続的サ
ブスクライバーの数。

durable-subscription-
count

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

実行中でないメッセージ
数

measurement このトピックのすべての
非永続的サブスクライ
バーに対するメッセージ
の数。

non-durable-message-
count

実行中でないサブスクリ
プション数

measurement このトピックの非永続的
サブスクライバーの数。

non-durable-
subscription-count

サブスクリプション数 measurement このトピックの（永続的
および非永続的）サブス
クライバーの数。

subscription-count

temporary trait トピックが一時的である
かどうか。

temporary

トピックのアドレス trait トピックが参照するアド
レス。

topic-address

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1059
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Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1060 metrics

Name description

サブスクリプションのメッセージ数 指定のサブスクリプションのフィルターに一致する
メッセージ数をカウントします。

すべてのサブスクリプションの削除 このトピックからすべてのサブスクリプションを削
除します。

持続可能なサブスクリプションの削除 永続的なサブスクリプションのドロップ

すべてのサブスクリプションの一覧表示 サブスクリプションを一覧表示します。

すべてのサブスクリプションを JSON として一覧表
示

JSON 形式の文字列としてサブスクリプションを一
覧表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

永続性のあるサブスクリプションを JSON として一
覧表示

永続的なサブスクリプションのみを JSON 形式で文
字列として表示します。

サブスクリプションのメッセージ一覧の表示 指定のサブスクリプションのメッセージをすべて表
示します。

JSON としてのサブスクリプションのメッセージ一
覧の表示

指定されたサブスクリプションのメッセージをすべ
て JSON 形式で文字列として一覧表示します。

永続的でないサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

非永続的なサブスクリプションを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として、非永続サブスクリプ
ションのみを一覧表示します。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.4. jbossas7: JPA ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.1061 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: Hibernate Persistence Unit サービス」

接続プロパティー

表表3.1062

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.4.1. jbossas7: Hibernate Persistence Unit サービスサービス

概要

表表3.1063 概要概要

説明： デプロイメントで JPA が使用するランタイム情報。
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シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: エンティティーキャッシュサービス」

「jbossas7: エンティティーサービス」

「jbossas7: コレクションサービス」

接続プロパティー

表表3.1064

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1065 metrics

Name type description 内部名内部名

閉じる（ステートメント
数）

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

1 分あたりのクローズス
テートメント数

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

コレクションフェッチ数 measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count
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コレクションが再作成さ
れた数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクション作成済み
数/分数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count

コレクション更新数/分
数

measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count

完了したトランザクショ
ン数

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

完了済みトランザクショ
ン数/分

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

1 分あたりの接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

Name type description 内部名内部名
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エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

フラッシュ数 measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

1 分あたりのフラッシュ
数

measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

準備済みステートメント
数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

1 分あたりの準備済みス
テートメント数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

クエリーキャッシュヒッ
ト数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

1 分あたりのキャッシュ
階層のクエリー

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

Name type description 内部名内部名
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クエリーキャッシュミス
数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

1 分あたりのクエリー
キャッシュミス数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

クエリーキャッシュ Put
数

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

1 分あたりのキャッシュ
プト数のクエリー

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

クエリー実行数 measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

1 分あたりのクエリー実
行数

measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

クエリー実行最大時間 measurement 最も遅いクエリーの時間
をミリ秒単位で取得しま
す。

query-execution-max-
time

クエリー実行最大タイム
クエリー文字列

trait 最も遅いクエリーのクエ
リー文字列を取得しま
す。

query-execution-max-
time-query-string

2 次キャッシュヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュヒット数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

2 次レベルキャッシュミ
ス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュミス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

Name type description 内部名内部名
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2 次キャッシュのプッ
シュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュのプッシュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

セッションの閉じる数 measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

1 分あたりのセッション
クローズ数

measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

セッションオープン数 measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

1 分あたりセッションの
オープン数

measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

成功したトランザクショ
ン数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

最大 1 分あたりのトラン
ザクション数成功数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1066

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled 統計が有効になっている
かどうかを判断します。

いいえ enabled

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1067 metrics
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Name description

subsystem:clear 統計をクリアします。

subsystem:evict All すべてのエンティティーを 2 次レベルキャッシュか
らエビクトします。

subsystem:summary 統計をログに記録します。

クエリーの表示 Hibernate によって実行されるクエリーについての統
計情報の表示

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.4.1.1. jbossas7: エンティティーキャッシュサービスエンティティーキャッシュサービス

概要

表表3.1068 概要概要

説明： Hibernate 2 次キャッシュリージョンの統計。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1069

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1070 metrics
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Name type description 内部名内部名

メモリー内の要素数 measurement メモリーに現在保存され
ているキャッシュ可能な
エンティティー/コレク
ションの数。

element-count-in-
memory

ヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

hit-count

ミス数 measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

miss-count

PUT 数 measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

put-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.4.1.2. jbossas7: エンティティーサービスエンティティーサービス

概要

表表3.1071 概要概要

説明： 個別のエンティティーの統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1072
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表表3.1072

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1073 metrics

Name type description 内部名内部名

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count
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最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.4.1.3. jbossas7: コレクションサービスコレクションサービス

概要

表表3.1074 概要概要

説明： 個々の収集の統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1075

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1076 metrics
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Name type description 内部名内部名

コレクションフェッチ数 measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count

コレクション作成済み
数/分数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

コレクション更新数/分
数

measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.5. jbossas7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.1077 概要概要
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説明： このデプロイメントに含まれるデータソースによっ
て公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - XA Datasource Runtime Service」

「jbossas7 - データソースランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.1078

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.5.1. JBossAS7 - XA Datasource Runtime Service

概要

表表3.1079 概要概要

説明： JDBC XA データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.1080

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1081 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount
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準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1082

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値は無効なデータ
ソースでのみ可能です。
変更しない場合はサー
バーを再起動する必要が
あります。デフォルト値
は false です。

いいえ background-validation
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バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、プールから管理接続
を取得する際に呼び出さ
れることがあります。

いいえ check-valid-connection-
sql

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

いいえ driver-name

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 isExceptionFatal(SQLEx
ception)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter。例
外がエラーをブロード
キャストするかどうかを
検証する。

いいえ exception-sorter-class-
name

例外ソートプロパティー 例外ソータープロパ
ティー

いいえ exception-sorter-
properties

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値は無効なデー
タソースでのみ可能で
す。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ idle-timeout-minutes

interleaving XA 接続のインターリー
ビングを有効にする要
素。デフォルト値は
false です。

いいえ interleaving

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

いいえ jndi-name

jta JTA 統合を有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ jta

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

リカバリーなし 接続プールがリカバリー
から除外されるべきであ
るかどうかを指定しま
す。

いいえ no-recovery

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。デフォ
ルト値は false です。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされて
いる必要があります。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ pad-xid

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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クエリータイムアウト 設定したクエリーのタイ
ムアウト（秒単位）。指
定されない場合はタイム
アウトが設定されませ
ん。

いいえ query-timeout

Reauth プラグインクラ
ス名

再認証プラグイン実装の
完全修飾クラス名

いいえ reauth-plugin-class-
name

Reauth プラグインプロ
パティー

再認証プラグインのプロ
パティー

いいえ reauth-plugin-
properties

リカバリーパスワード リカバリーに使用される
パスワード

いいえ recovery-password

リカバリープラグインク
ラス名

リカバリープラグイン実
装の完全修飾クラス名

いいえ recovery-plugin-class-
name

リカバリープラグインプ
ロパティー

リカバリープラグインの
プロパティー

いいえ recovery-plugin-
properties

リカバリーセキュリ
ティードメイン

リカバリーに使用される
セキュリティードメイン

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーユーザー名 リカバリーに使用される
ユーザー名

いいえ recovery-username

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうか。トランザク
ションがない場合、設定
済みのクエリーのタイム
アウトが使用されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ set-tx-query-timeout

ファイル共有の準備済み
ステートメント

準備済みステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備済みス
テートメントを使用しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ share-prepared-
statements

Spine SQL ステートメントの
スパイリングを有効にし
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ spy

古い接続チェッカークラ
ス名

isStaleConnection(SQL
Exception)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

古い接続チェッカープロ
パティー

古い接続チェッカープロ
パティー

いいえ stale-connection-
checker-properties

Name description 必須必須 内部名内部名
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ステートメントの追跡 接続がプールに返された
ときに閉じられていない
ステートメントをチェッ
クするかどうか（結果
セットが閉じられている
場合）、ステートメント
が閉じられるか、準備済
みステートメントキャッ
シュに戻ります。有効な
値は、'false' - はステー
トメントを追跡しませ
ん。'true' - track ステー
トメントおよび結果セッ
ト、結果セット、および
警告が閉じられていない
と、'nowarn' - track ス
テートメントは閉じられ
ますが、閉じられていな
いことを警告しません。
デフォルト値は
'NOWARN' です。

いいえ track-statements

トランザクション分離 java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。有効な値
は
TRANSACTION_READ_
UNCOMMITTED、
TRANSACTION_READ_
COMMITTED、
TRANSACTION_REPEA
TABLE_READ、
TRANSACTION_SERIAL
IZABLE、および
TRANSACTION_NONE
です。

いいえ transaction-isolation

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の delimeter を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名
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高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとデー
タソースがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

isValidConnection(Conn
ection)メソッドを提供
して接続を検証する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker。接続が無効である
ことを示す例外が返され
る場合。これにより、
check-valid-connection-
sql 要素が上書きされま
す。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカープ
ロパティー

有効な接続チェッカープ
ロパティー

いいえ valid-connection-
checker-properties

Name description 必須必須 内部名内部名
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一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
管理された接続の一致を
試みたときに接続の検証
を行う必要があるかどう
かを指定します。通常、
バックグラウンド検証の
使用のみに限定されま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ validate-on-match

Xa リソースのラップ XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ wrap-xa-resource

XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全 qualifed 名

いいえ xa-datasource-class

XA リソースタイムアウ
ト

値は
XAResource.setTransact
ionTimeout（）に渡さ
れます（秒単位）。デ
フォルトはゼロです。

いいえ xa-resource-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1083 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.4.1.4.5.2. jbossas7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.1084 概要概要

説明： JDBC データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1085

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1086 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

939



準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

Name type description 内部名内部名
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最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1087

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry
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割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値は無効なデータ
ソースでのみ可能です。
変更しない場合はサー
バーを再起動する必要が
あります。デフォルト値
は false です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、プールから管理接続
を取得する際に呼び出さ
れることがあります。

いいえ check-valid-connection-
sql

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

いいえ connection-url

Name description 必須必須 内部名内部名
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データソースクラス JDBC データソースクラ
スの完全 qualife の名前

いいえ datasource-class

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全 qualife の名前

いいえ driver-class

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

いいえ driver-name

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

例外ソートクラス名 isExceptionFatal(SQLEx
ception)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter。例
外がエラーをブロード
キャストするかどうかを
検証する。

いいえ exception-sorter-class-
name

例外ソートプロパティー 例外ソータープロパ
ティー

いいえ exception-sorter-
properties

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値は無効なデー
タソースでのみ可能で
す。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ idle-timeout-minutes

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

いいえ jndi-name

jta JTA 統合を有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ jta

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ pool-prefill

Name description 必須必須 内部名内部名
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Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

クエリータイムアウト 設定したクエリーのタイ
ムアウト（秒単位）。指
定されない場合はタイム
アウトが設定されませ
ん。

いいえ query-timeout

Reauth プラグインクラ
ス名

再認証プラグイン実装の
完全修飾クラス名

いいえ reauth-plugin-class-
name

Reauth プラグインプロ
パティー

再認証プラグインのプロ
パティー

いいえ reauth-plugin-
properties

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうか。トランザク
ションがない場合、設定
済みのクエリーのタイム
アウトが使用されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ set-tx-query-timeout

ファイル共有の準備済み
ステートメント

準備済みステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備済みス
テートメントを使用しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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Spine SQL ステートメントの
スパイリングを有効にし
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ spy

古い接続チェッカークラ
ス名

isStaleConnection(SQL
Exception)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

古い接続チェッカープロ
パティー

古い接続チェッカープロ
パティー

いいえ stale-connection-
checker-properties

ステートメントの追跡 接続がプールに返された
ときに閉じられていない
ステートメントをチェッ
クするかどうか（結果
セットが閉じられている
場合）、ステートメント
が閉じられるか、準備済
みステートメントキャッ
シュに戻ります。有効な
値は、'false' - はステー
トメントを追跡しませ
ん。'true' - track ステー
トメントおよび結果セッ
ト、結果セット、および
警告が閉じられていない
と、'nowarn' - track ス
テートメントは閉じられ
ますが、閉じられていな
いことを警告しません。
デフォルト値は
'NOWARN' です。

いいえ track-statements

トランザクション分離 java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。有効な値
は
TRANSACTION_READ_
UNCOMMITTED、
TRANSACTION_READ_
COMMITTED、
TRANSACTION_REPEA
TABLE_READ、
TRANSACTION_SERIAL
IZABLE、および
TRANSACTION_NONE
です。

いいえ transaction-isolation

Name description 必須必須 内部名内部名
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URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の delimeter を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとデー
タソースがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続チェッカーク
ラス名

isValidConnection(Conn
ection)メソッドを提供
して接続を検証する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker。接続が無効である
ことを示す例外が返され
る場合。これにより、
check-valid-connection-
sql 要素が上書きされま
す。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカープ
ロパティー

有効な接続チェッカープ
ロパティー

いいえ valid-connection-
checker-properties

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
管理された接続の一致を
試みたときに接続の検証
を行う必要があるかどう
かを指定します。通常、
バックグラウンド検証の
使用のみに限定されま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ validate-on-match

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1088 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.6. jbossas7: EJB3 ランタイムサービスランタイムサービス
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概要

表表3.1089 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれる EJB コンポーネント
によって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: メッセージ駆動 Bean ランタイムサービス」

「jbossas7: シングルトン Bean ランタイムサービス」

「jbossas7 - ステートレスセッション Bean ランタイムサービス」

「jbossas7: Entity Bean Runtime Service」

「jbossas7 - ステートフルセッション Bean ランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.1090

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.6.1. jbossas7: メッセージ駆動メッセージ駆動 Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.1091 概要概要
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説明： デプロイメントに含まれる Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1092

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1093 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し
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Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1094

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain
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タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.6.2. jbossas7: シングルトンシングルトン Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.1095 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるシングルトン Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1096

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1097 metrics
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Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1098

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles
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ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.6.3. jbossas7 - ステートレスセッションステートレスセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.1099 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートレスセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1100

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1101 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time
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メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1102

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.4.1.4.6.4. jbossas7: Entity Bean Runtime Service

概要

表表3.1103 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるエンティティー Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1104

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1105 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count
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ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1106

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles
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ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.6.5. jbossas7 - ステートフルセッションステートフルセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.1107 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートフルセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1108

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.1109 metrics

Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1110

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles
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ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.7. jbossas7: リソースアダプターランタイムサービスリソースアダプターランタイムサービス

概要

表表3.1111 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 接続定義ランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.1112

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.4.7.1. jbossas7: 接続定義ランタイムサービス接続定義ランタイムサービス

概要

表表3.1113 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1114

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1115 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount
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平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.5. jbossas7: JPA ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.1116 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。

シングルトン： ◯
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: Hibernate Persistence Unit サービス」

接続プロパティー

表表3.1117

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.5.1. jbossas7: Hibernate Persistence Unit サービスサービス

概要

表表3.1118 概要概要

説明： デプロイメントで JPA が使用するランタイム情報。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: エンティティーキャッシュサービス」

「jbossas7: エンティティーサービス」

「jbossas7: コレクションサービス」

接続プロパティー
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表表3.1119

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1120 metrics

Name type description 内部名内部名

閉じる（ステートメント
数）

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

1 分あたりのクローズス
テートメント数

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

コレクションフェッチ数 measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクション作成済み
数/分数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count
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コレクション更新数/分
数

measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count

完了したトランザクショ
ン数

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

完了済みトランザクショ
ン数/分

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

1 分あたりの接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

Name type description 内部名内部名
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フラッシュ数 measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

1 分あたりのフラッシュ
数

measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

準備済みステートメント
数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

1 分あたりの準備済みス
テートメント数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

クエリーキャッシュヒッ
ト数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

1 分あたりのキャッシュ
階層のクエリー

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

クエリーキャッシュミス
数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

1 分あたりのクエリー
キャッシュミス数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

クエリーキャッシュ Put
数

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

1 分あたりのキャッシュ
プト数のクエリー

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

Name type description 内部名内部名
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クエリー実行数 measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

1 分あたりのクエリー実
行数

measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

クエリー実行最大時間 measurement 最も遅いクエリーの時間
をミリ秒単位で取得しま
す。

query-execution-max-
time

クエリー実行最大タイム
クエリー文字列

trait 最も遅いクエリーのクエ
リー文字列を取得しま
す。

query-execution-max-
time-query-string

2 次キャッシュヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュヒット数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

2 次レベルキャッシュミ
ス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュミス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

2 次キャッシュのプッ
シュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュのプッシュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

セッションの閉じる数 measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

1 分あたりのセッション
クローズ数

measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

Name type description 内部名内部名
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セッションオープン数 measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

1 分あたりセッションの
オープン数

measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

成功したトランザクショ
ン数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

最大 1 分あたりのトラン
ザクション数成功数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1121

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled 統計が有効になっている
かどうかを判断します。

いいえ enabled

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1122 metrics

Name description

subsystem:clear 統計をクリアします。

subsystem:evict All すべてのエンティティーを 2 次レベルキャッシュか
らエビクトします。

subsystem:summary 統計をログに記録します。

クエリーの表示 Hibernate によって実行されるクエリーについての統
計情報の表示
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.5.1.1. jbossas7: エンティティーキャッシュサービスエンティティーキャッシュサービス

概要

表表3.1123 概要概要

説明： Hibernate 2 次キャッシュリージョンの統計。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1124

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1125 metrics

Name type description 内部名内部名

メモリー内の要素数 measurement メモリーに現在保存され
ているキャッシュ可能な
エンティティー/コレク
ションの数。

element-count-in-
memory

ヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

hit-count

ミス数 measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

miss-count
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PUT 数 measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

put-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.5.1.2. jbossas7: エンティティーサービスエンティティーサービス

概要

表表3.1126 概要概要

説明： 個別のエンティティーの統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1127

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1128 metrics
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Name type description 内部名内部名

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.4.1.5.1.3. jbossas7: コレクションサービスコレクションサービス

概要

表表3.1129 概要概要

説明： 個々の収集の統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1130

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1131 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクションフェッチ数 measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count
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コレクション作成済み
数/分数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

コレクション更新数/分
数

measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.6. jbossas7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.1132 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれるデータソースによっ
て公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - XA Datasource Runtime Service」

「jbossas7 - データソースランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.1133
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表表3.1133

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.6.1. JBossAS7 - XA Datasource Runtime Service

概要

表表3.1134 概要概要

説明： JDBC XA データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1135

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.1136 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount
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利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1137

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値は無効なデータ
ソースでのみ可能です。
変更しない場合はサー
バーを再起動する必要が
あります。デフォルト値
は false です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation-
millis
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タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、プールから管理接続
を取得する際に呼び出さ
れることがあります。

いいえ check-valid-connection-
sql

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

いいえ driver-name

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

例外ソートクラス名 isExceptionFatal(SQLEx
ception)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter。例
外がエラーをブロード
キャストするかどうかを
検証する。

いいえ exception-sorter-class-
name

例外ソートプロパティー 例外ソータープロパ
ティー

いいえ exception-sorter-
properties

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値は無効なデー
タソースでのみ可能で
す。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ idle-timeout-minutes

interleaving XA 接続のインターリー
ビングを有効にする要
素。デフォルト値は
false です。

いいえ interleaving

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

いいえ jndi-name

jta JTA 統合を有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ jta

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

リカバリーなし 接続プールがリカバリー
から除外されるべきであ
るかどうかを指定しま
す。

いいえ no-recovery

Name description 必須必須 内部名内部名
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Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。デフォ
ルト値は false です。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされて
いる必要があります。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ pad-xid

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

クエリータイムアウト 設定したクエリーのタイ
ムアウト（秒単位）。指
定されない場合はタイム
アウトが設定されませ
ん。

いいえ query-timeout

Reauth プラグインクラ
ス名

再認証プラグイン実装の
完全修飾クラス名

いいえ reauth-plugin-class-
name

Reauth プラグインプロ
パティー

再認証プラグインのプロ
パティー

いいえ reauth-plugin-
properties

Name description 必須必須 内部名内部名
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リカバリーパスワード リカバリーに使用される
パスワード

いいえ recovery-password

リカバリープラグインク
ラス名

リカバリープラグイン実
装の完全修飾クラス名

いいえ recovery-plugin-class-
name

リカバリープラグインプ
ロパティー

リカバリープラグインの
プロパティー

いいえ recovery-plugin-
properties

リカバリーセキュリ
ティードメイン

リカバリーに使用される
セキュリティードメイン

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーユーザー名 リカバリーに使用される
ユーザー名

いいえ recovery-username

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうか。トランザク
ションがない場合、設定
済みのクエリーのタイム
アウトが使用されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ set-tx-query-timeout

ファイル共有の準備済み
ステートメント

準備済みステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備済みス
テートメントを使用しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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Spine SQL ステートメントの
スパイリングを有効にし
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ spy

古い接続チェッカークラ
ス名

isStaleConnection(SQL
Exception)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

古い接続チェッカープロ
パティー

古い接続チェッカープロ
パティー

いいえ stale-connection-
checker-properties

ステートメントの追跡 接続がプールに返された
ときに閉じられていない
ステートメントをチェッ
クするかどうか（結果
セットが閉じられている
場合）、ステートメント
が閉じられるか、準備済
みステートメントキャッ
シュに戻ります。有効な
値は、'false' - はステー
トメントを追跡しませ
ん。'true' - track ステー
トメントおよび結果セッ
ト、結果セット、および
警告が閉じられていない
と、'nowarn' - track ス
テートメントは閉じられ
ますが、閉じられていな
いことを警告しません。
デフォルト値は
'NOWARN' です。

いいえ track-statements

トランザクション分離 java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。有効な値
は
TRANSACTION_READ_
UNCOMMITTED、
TRANSACTION_READ_
COMMITTED、
TRANSACTION_REPEA
TABLE_READ、
TRANSACTION_SERIAL
IZABLE、および
TRANSACTION_NONE
です。

いいえ transaction-isolation

Name description 必須必須 内部名内部名
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URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の delimeter を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとデー
タソースがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続チェッカーク
ラス名

isValidConnection(Conn
ection)メソッドを提供
して接続を検証する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker。接続が無効である
ことを示す例外が返され
る場合。これにより、
check-valid-connection-
sql 要素が上書きされま
す。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカープ
ロパティー

有効な接続チェッカープ
ロパティー

いいえ valid-connection-
checker-properties

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
管理された接続の一致を
試みたときに接続の検証
を行う必要があるかどう
かを指定します。通常、
バックグラウンド検証の
使用のみに限定されま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ validate-on-match

Xa リソースのラップ XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ wrap-xa-resource

XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全 qualifed 名

いいえ xa-datasource-class

XA リソースタイムアウ
ト

値は
XAResource.setTransact
ionTimeout（）に渡さ
れます（秒単位）。デ
フォルトはゼロです。

いいえ xa-resource-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1138 metrics
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表表3.1138 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.6.2. jbossas7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.1139 概要概要

説明： JDBC データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1140

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1141 metrics
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Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount
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平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

988



設定プロパティー

表表3.1142

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値は無効なデータ
ソースでのみ可能です。
変更しない場合はサー
バーを再起動する必要が
あります。デフォルト値
は false です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis
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有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、プールから管理接続
を取得する際に呼び出さ
れることがあります。

いいえ check-valid-connection-
sql

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

いいえ connection-url

データソースクラス JDBC データソースクラ
スの完全 qualife の名前

いいえ datasource-class

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全 qualife の名前

いいえ driver-class

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

いいえ driver-name

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

例外ソートクラス名 isExceptionFatal(SQLEx
ception)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter。例
外がエラーをブロード
キャストするかどうかを
検証する。

いいえ exception-sorter-class-
name

例外ソートプロパティー 例外ソータープロパ
ティー

いいえ exception-sorter-
properties

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値は無効なデー
タソースでのみ可能で
す。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ idle-timeout-minutes

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

いいえ jndi-name

jta JTA 統合を有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ jta

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値は無効な
データソースでのみ可能
です。変更しない場合は
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ pool-prefill

Name description 必須必須 内部名内部名
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Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

クエリータイムアウト 設定したクエリーのタイ
ムアウト（秒単位）。指
定されない場合はタイム
アウトが設定されませ
ん。

いいえ query-timeout

Reauth プラグインクラ
ス名

再認証プラグイン実装の
完全修飾クラス名

いいえ reauth-plugin-class-
name

Reauth プラグインプロ
パティー

再認証プラグインのプロ
パティー

いいえ reauth-plugin-
properties

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうか。トランザク
ションがない場合、設定
済みのクエリーのタイム
アウトが使用されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ set-tx-query-timeout

ファイル共有の準備済み
ステートメント

準備済みステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備済みス
テートメントを使用しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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Spine SQL ステートメントの
スパイリングを有効にし
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ spy

古い接続チェッカークラ
ス名

isStaleConnection(SQL
Exception)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

古い接続チェッカープロ
パティー

古い接続チェッカープロ
パティー

いいえ stale-connection-
checker-properties

ステートメントの追跡 接続がプールに返された
ときに閉じられていない
ステートメントをチェッ
クするかどうか（結果
セットが閉じられている
場合）、ステートメント
が閉じられるか、準備済
みステートメントキャッ
シュに戻ります。有効な
値は、'false' - はステー
トメントを追跡しませ
ん。'true' - track ステー
トメントおよび結果セッ
ト、結果セット、および
警告が閉じられていない
と、'nowarn' - track ス
テートメントは閉じられ
ますが、閉じられていな
いことを警告しません。
デフォルト値は
'NOWARN' です。

いいえ track-statements

トランザクション分離 java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。有効な値
は
TRANSACTION_READ_
UNCOMMITTED、
TRANSACTION_READ_
COMMITTED、
TRANSACTION_REPEA
TABLE_READ、
TRANSACTION_SERIAL
IZABLE、および
TRANSACTION_NONE
です。

いいえ transaction-isolation

Name description 必須必須 内部名内部名
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URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の delimeter を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとデー
タソースがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続チェッカーク
ラス名

isValidConnection(Conn
ection)メソッドを提供
して接続を検証する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker。接続が無効である
ことを示す例外が返され
る場合。これにより、
check-valid-connection-
sql 要素が上書きされま
す。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカープ
ロパティー

有効な接続チェッカープ
ロパティー

いいえ valid-connection-
checker-properties

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
管理された接続の一致を
試みたときに接続の検証
を行う必要があるかどう
かを指定します。通常、
バックグラウンド検証の
使用のみに限定されま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ validate-on-match

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1143 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.7. jbossas7: EJB3 ランタイムサービスランタイムサービス
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概要

表表3.1144 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれる EJB コンポーネント
によって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: メッセージ駆動 Bean ランタイムサービス」

「jbossas7: シングルトン Bean ランタイムサービス」

「jbossas7 - ステートレスセッション Bean ランタイムサービス」

「jbossas7: Entity Bean Runtime Service」

「jbossas7 - ステートフルセッション Bean ランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.1145

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.7.1. jbossas7: メッセージ駆動メッセージ駆動 Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.1146 概要概要
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説明： デプロイメントに含まれる Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1147

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1148 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し
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Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1149

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain
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タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.7.2. jbossas7: シングルトンシングルトン Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.1150 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるシングルトン Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1151

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1152 metrics
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Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1153

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles
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ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.7.3. jbossas7 - ステートレスセッションステートレスセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.1154 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートレスセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1155

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1156 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time
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メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1157

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.4.1.7.4. jbossas7: Entity Bean Runtime Service

概要

表表3.1158 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるエンティティー Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1159

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1160 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count
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ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1161

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles
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ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.7.5. jbossas7 - ステートフルセッションステートフルセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.1162 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートフルセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1163

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.1164 metrics

Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1165

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles
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ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.8. jbossas7: リソースアダプターランタイムサービスリソースアダプターランタイムサービス

概要

表表3.1166 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 接続定義ランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.1167

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.1.8.1. jbossas7: 接続定義ランタイムサービス接続定義ランタイムサービス

概要

表表3.1168 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1169

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1170 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount
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平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.2. jbossas7: Naming(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.1171 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1010



プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: Binding(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1172

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.1173 metrics

Name description

JNDIView JNDI ツリーで絞り込む

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.2.1. jbossas7: Binding(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1174 概要概要

説明： プリミティブタイプの JNDI バインディング

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1175

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1176

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディングタイプ 作成するバインディング
のタイプ。simple、
lookup、または object-
factory です。

◯ binding-type

class オブジェクトファクト
リーバインディングのオ
ブジェクトファクトリー
クラス名

いいえ class

lookup ルックアップバインディ
ングの JNDI でルック
アップするエントリー。

いいえ lookup

モジュール オブジェクトファクト
リーバインディングのオ
ブジェクトファクトリー
をロードするモジュー
ル。

いいえ モジュール

type シンプルバインディング
にバインドする値の型。
これはプリミティブタイ
プである必要がありま
す。

いいえ type
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値 シンプルバインディング
にバインドする値

いいえ 値

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.3. jbossas7: Webservices(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.1177 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: エンドポイント（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1178

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1013



設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1179

Name description 必須必須 内部名内部名

Wsdl アドレスの変更 soap アドレスを変更す
ることができるかどう
か。

いいえ modify-wsdl-address

WSDL ホスト エンドポイントに必要な
デプロイメントアーティ
ファクトである WSDL
には、エンドポイントの
場所を参照する
<soap:address> 要素があ
ります。JBoss では、そ
の SOAP アドレスの書
き換えがサポートされま
す。<soap:address> の内
容が有効な URL の場
合、'modify-wsdl-
address' が true でない
限り、JBossWS はこれ
を書き直しません。
<soap:address> の内容が
有効な URL ではない場
合、JBossWS は以下の
属性値を使用して書き直
します。'wsdl-host' が
'jbossws.undefined.host'
に設定されている場合、
JBossWS は
<soap:address> を書き換
える際にリクエスターホ
ストを使用します。

いいえ wsdl-host

WSDL ポート SOAP アドレスを書き換
えるために使用されるセ
キュアでないポート。存
在しない場合、インス
トールしたコネクターの
リストをクエリーして
ポートが識別されます。

いいえ wsdl-port

WSDL セキュアポート SOAP アドレスを書き換
えるために使用されるセ
キュアなポート。存在し
ない場合、インストール
したコネクターのリスト
をクエリーしてポートが
識別されます。

いいえ wsdl-secure-port

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.3.1. jbossas7: エンドポイント（管理サーバー）サービスエンドポイント（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1180 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7 - Post Handler Chain(Managed Server)サービス」

「jbossas7: Handler Chain(Managed Server)サービス」

「jbossas7: プロパティー（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.1181

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.3.1.1. jbossas7 - Post Handler Chain(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1182 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: Post Handler(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.1183

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1184

Name description 必須必須 内部名内部名

プロトコルバインディン
グ

プロトコルバインディン
グ

いいえ protocol-bindings

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.3.1.1.1. jbossas7: Post Handler(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1185 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1186

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1187

Name description 必須必須 内部名内部名

class ハンドラークラス ◯ class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.3.2.4.3.1.2. jbossas7: Handler Chain(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1188 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: Pre Handler(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.1189

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1190

Name description 必須必須 内部名内部名

プロトコルバインディン
グ

プロトコルバインディン
グ

いいえ protocol-bindings

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.3.1.2.1. jbossas7: Pre Handler(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1191 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1192

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1193

Name description 必須必須 内部名内部名

class ハンドラークラス ◯ class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.3.2.4.3.1.3. jbossas7: プロパティー（読み取り専用）サービスプロパティー（読み取り専用）サービス

概要

表表3.1194 概要概要

説明： プロパティー

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1195

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1196

Name description 必須必須 内部名内部名

値 プロパティーの値。 いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.4.4. jbossas7: JacORB(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.1197 概要概要

説明： jacorb サブシステムの設定

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1198

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1199

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネント Via イン
ターセプターの追加

SSL コンポーネントを
IOR インターセプター
(on)インターセプターに
よって追加すべきかどう
かを示します（オフ）。
デフォルト値は on で
す。

いいえ add-component-via-
interceptor

キャッシュ Poa 名 POA 名がキャッシュさ
れる(on)かどうかを示し
ます(off)。デフォルト
値は off です。

いいえ cache-poa-names
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キャッシュタイプコード タイプコードがキャッ
シュされる(on)か、そう
でないか(off)を示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ cache-typecodes

Cunk Custom Rmi
Valuetypes

カスタムの RMI 値タイ
プがチャンク（オン）と
してエンコードされるべ
きかどうかを示します
(off)。デフォルト値は
on です。

いいえ chunk-custom-rmi-
valuetypes

クライアント要件 クライアント SSL がパ
ラメーターを必要とする
ことを示します
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ client-requires

クライアントサポート クライアント SSL がサ
ポートされるパラメー
ター（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ client-supports

クライアントタイムアウ
ト

クライアント側の接続タ
イムアウト値はミリ秒単
位です。値をゼロの場合
は、接続がタイムアウト
しないことを示します。
デフォルト値は 0 で
す。

いいえ client-timeout

comet comet の ORB との相互
運用性が有効にされてい
る(on)か、そうでないか
(off)を示します。デ
フォルト値は off です。

いいえ comet

Name description 必須必須 内部名内部名
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export Corbaloc ルートコンテキストを
corbaloc::address:port/
NameService(on)として
エクスポートすべきかど
うかを示します(off)。
デフォルト値は on で
す。

いいえ export-corbaloc

giop マイナーバージョ
ン

使用される GIOP マイ
ナーバージョン。デフォ
ルト値は 2 です。

いいえ giop-minor-version

間接エンコーディングの
無効化

繰り返し型コードの間接
エンコーディングを無効
(on)するか(off)するかを
示します。デフォルト値
は off です。

いいえ indirection-encoding-
disable

Iona IONA の ASP との相互
運用性が有効であるか
（オフ）かを示します。
デフォルト値は off で
す。

いいえ Iona

lax ブール値エンコー
ディング

ゼロ以外の CDR でエン
コードされたブール値が
true(on)として解釈され
るべきかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は off です。

いいえ lax-boolean-encoding

最大管理バッチサイズ 内部バッファーマネー
ジャーによって管理され
る最大サイズの log2。
デフォルト値は 24 で
す。

いいえ max-managed-buf-size

サーバー接続の最大サイ
ズ

サーバーが許可する接続
の最大数。デフォルト値
は 2147483647 です。

いいえ max-server-connections

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大スレッド アクティブなリクエスト
プロセッサースレッドの
最大数。スレッドはまず
プールから取得され、
プールが新しいスレッド
が作成されると、スレッ
ド数がこの制限に達する
まで削除されます。新し
いリクエストは、アク
ティブなスレッドがジョ
ブを完了するまで待機し
ます。デフォルト値は
32 です。

いいえ max-threads

監視 監視 GUI を表示する
(on)か、そうでないか
（オフ）を示します。デ
フォルト値は off です。

いいえ 監視

Name 実行中の ORB の名前。
デフォルト値は JBoss
です。

いいえ Name

Outbuf キャッシュタイ
ムアウト

バッファーキャッシュの
タイムアウト（ミリ秒単
位）。デフォルト値は -1
です。

いいえ outbuf-cache-timeout

outbuf のサイズ 送信メッセージのネット
ワークバッファーのサイ
ズ。デフォルト値は
2048 です。

いいえ outbuf-size

プールサイズ 要求プロセッサースレッ
ドプールのサイズ。要求
の処理を終了するスレッ
ドは、プールが満杯では
なく破棄されない場合に
プールに戻されます。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ pool-size

印刷バージョン ORB の起動中にバー
ジョン番号が出力される
(on)かどうかを示します
（オフ）。デフォルト値
は off です。

いいえ print-version

properties 汎用キー/値プロパ
ティーの一覧。

いいえ properties

Name description 必須必須 内部名内部名
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Queue Max キューに格納できるリク
エストの最大数。デフォ
ルト値は 100 です。

いいえ queue-max

キューの最小値 待機要求に通知する
キューのサイズ。つま
り、ブロックされたリク
エストはキューに
queue-min 要求を超え
ない場合にのみ通知され
ます。デフォルト値は
10 です。

いいえ queue-min

キュー待機中 最大キューサイズを超え
るリクエストが待機(on)
されるかどうかを示しま
す（オフ）。無効にする
と、キューが満杯になる
と TRANSIENT 例外が発
生します。デフォルト値
は off です。

いいえ queue-wait

retries 接続がすぐに確立できな
い場合の再試行回数。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ retries

Retry Interval retries の間隔（ミリ秒
単位）。デフォルト値は
500 です。

いいえ retry-interval

ルートコンテキスト ネーミングサービスの
ルートコンテキスト。デ
フォルト値は
JBoss/Naming/root で
す。

いいえ root-context

security セキュリティーインター
セプターがインストール
される(on)されるかどう
かを示します(off)。デ
フォルト値は off です。

いいえ security

セキュリティードメイン SSL 接続を確立するた
めに使用されるキーおよ
びトラストストアを保持
するセキュリティードメ
インの名前。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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サーバーの要件 サーバー SSL がパラ
メーターを必要とするこ
とを示す値（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ server-requires

サーバーのサポート サーバー SSL がサポー
トされるパラメーター
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ server-supports

サーバータイムアウト サーバー側の接続タイム
アウト値（ミリ秒単
位）。値をゼロの場合
は、接続がタイムアウト
しないことを示します。
デフォルト値は 0 で
す。

いいえ server-timeout

Tc 作成時に厳密な
チェック

create_abstract_interfac
e_tc メソッドが name パ
ラメーター(on)で検証
チェックを実行するかど
うか(off)を示します。
デフォルト値は off で
す。

◯ strict-check-on-tc-
creation

Sun Sun の ORB との相互運
用性(on)またはそうでな
いか（オフ）を示しま
す。デフォルト値は on
です。

いいえ Sun

サポート Ssl SSL がサポート対象(on)
されるかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は off です。

いいえ support-ssl

Name description 必須必須 内部名内部名
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トランザクション トランザクションイン
ターセプターがインス
トールされる（または
spec）されるかどうか
を示します（オフ）。
'on' が有効な値である
「spec」は、受信トラ
ンザクションコンテキス
トを拒否する仕様準拠
モード（JTS 以外）を有
効にします。デフォルト
値は off です。

いいえ トランザクション

Bom の使用 GIOP 1.2 バイトオーダー
マーカーを使用するべき
か（オフ）かを示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ use-bom

Imr の使用 実装リポジトリーを使用
する(on)か、使用しない
(off)かどうかを示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ use-imr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.5. jbossas7: JAXR(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.1200 概要概要

説明： JAXR サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: プロパティー(JAXR - Managed Server)サービス」

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1027



「jbossas7: プロパティー(JAXR - Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1201

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1202

Name description 必須必須 内部名内部名

class JAXR
ConnectionFactory 実装
クラス

いいえ class

JNDI 名 JAXR
ConnectionFactory がバ
インドされる JNDI 名

いいえ jndi-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.5.1. jbossas7: プロパティープロパティー(JAXR - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1203 概要概要
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説明： JAXR プロパティー。リソースのアイデンティ
ティーは、プロパティー名を定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1204

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1205

Name description 必須必須 内部名内部名

値 JAXR プロパティーの
値。

◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.6. jbossas7: JPA(Managed Server)サービスサービス

概要概要
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表表3.1206 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1207

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1208

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのデータソー
ス

デフォルトのグローバル
データソースの名前。

いいえ default-datasource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.7. jbossas7: EE(Managed Server)サービスサービス
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概要概要

表表3.1209 概要概要

説明： EE サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1210

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1211

Name description 必須必須 内部名内部名

EAR サブデプロイメン
ト分離

.ear 内の各サブデプロイ
メントが同じ .ear 内の
別のサブデプロイメント
に属するクラスにアクセ
スできるかどうかを示す
フラグ。false の値は、
サブデプロイメントが
.ear 内の他のサブデプロ
イメントに属するクラス
を認識できることを意味
します。デフォルト値は
false です。

いいえ ear-subdeployments-
isolated
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グローバルモジュール すべてのデプロイメント
で利用可能にする必要の
あるモジュールの一覧。

いいえ global-modules

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.8. jbossas7: Infinispan（管理サーバー）サービス（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.1212 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: キャッシュコンテナー（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1213

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.8.1. jbossas7: キャッシュコンテナー（管理サーバー）サービスキャッシュコンテナー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1214 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: キャッシュ（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: 分散キャッシュ(Managed Server)サービス」

「jbossas7 - ローカルキャッシュ(Managed Server)サービス」

「jbossas7: トランスポート（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.1215

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1216
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Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトキャッシュ デフォルトの infinispan
キャッシュ

いいえ default-cache

aliases このキャッシュコンテ
ナーのエイリアスの一覧

いいえ aliases

JNDI 名 このキャッシュコンテ
ナーをバインドする jndi
名

いいえ jndi-name

start EAGER(immediate
start)または LAZY（オ
ンデマンド起動）の
キャッシュコンテナー起
動モード。

いいえ start

listener Executor レプリケーションキュー
に使用されるエグゼ
キューター

いいえ listener-executor

エビクションエグゼ
キューター

エビクションに使用され
るスケジュール済みエグ
ゼキューター

いいえ eviction-executor

モジュール このキャッシュコンテ
ナーの設定をビルドする
ときにクラスローダーを
使用する必要があるモ
ジュール。デフォルト値
は
org.jboss.as.clustering.in
finispan です。

いいえ モジュール

レプリケーションキュー
エグゼキューター

非同期キャッシュ操作に
使用されるエグゼキュー
ター

いいえ replication-queue-
executor

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.8.1.1. jbossas7: キャッシュ（管理サーバー）サービスキャッシュ（管理サーバー）サービス
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概要

表表3.1217 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1218

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1219

Name description 必須必須 内部名内部名

start EAGER(Imediate start)
または LAZY（オンデマ
ンド起動）のいずれかの
キャッシュ開始モード。

いいえ start

batching 有効にすると、この
キャッシュに対して呼び
出しバッチ API が利用可
能になります。

いいえ batching
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インデックス化 有効にすると、エント
リーがキャッシュに追加
されるとインデックス化
されます。インデックス
はエントリーの変更また
は削除として更新されま
す。

いいえ インデックス化

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

mode クラスター化された
キャッシュモード、非同
期操作の場合は
ASYNC、同期操作の場
合は SYNC を設定しま
す。

いいえ mode

キューのサイズ ASYNC モードでは、こ
の属性を使用して、特定
のしきい値に達すると
キューのフラッシュをト
リガーできます。

いいえ queue-size

キューのフラッシュ間隔 ASYNC モードでは、こ
の属性はレプリケーショ
ンキューのフラッシュを
実行するために使用する
非同期スレッドの頻度を
制御します。これは、ス
レッドウェイクアップ時
間（ミリ秒単位）を表す
正の整数である必要があ
ります。

いいえ queue-flush-interval

リモートタイムアウト SYNC モードでは、リ
モート呼び出しの実行時
に確認応答を待機するた
めにタイムアウト（ミリ
秒単位）が使用され、呼
び出しが中止され、例外
が発生します。

いいえ remote-timeout

Asyncsynchronousing これを有効にすると、エ
ントリーのマーシャリン
グが非同期的に実行され
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ async-marshalling

Name description 必須必須 内部名内部名
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モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

キャッシュのタイプ キャッシュのタイプ ◯ __type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.8.1.2. jbossas7: 分散キャッシュ分散キャッシュ(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1220 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1221

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.1222

Name description 必須必須 内部名内部名

start EAGER(Imediate start)
または LAZY（オンデマ
ンド起動）のいずれかの
キャッシュ開始モード。

いいえ start

batching 有効にすると、この
キャッシュに対して呼び
出しバッチ API が利用可
能になります。

いいえ batching

インデックス化 有効にすると、エント
リーがキャッシュに追加
されるとインデックス化
されます。インデックス
はエントリーの変更また
は削除として更新されま
す。

いいえ インデックス化

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

mode クラスター化された
キャッシュモード、非同
期操作の場合は
ASYNC、同期操作の場
合は SYNC を設定しま
す。

いいえ mode

キューのサイズ ASYNC モードでは、こ
の属性を使用して、特定
のしきい値に達すると
キューのフラッシュをト
リガーできます。

いいえ queue-size

キューのフラッシュ間隔 ASYNC モードでは、こ
の属性はレプリケーショ
ンキューのフラッシュを
実行するために使用する
非同期スレッドの頻度を
制御します。これは、ス
レッドウェイクアップ時
間（ミリ秒単位）を表す
正の整数である必要があ
ります。

いいえ queue-flush-interval
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リモートタイムアウト SYNC モードでは、リ
モート呼び出しの実行時
に確認応答を待機するた
めにタイムアウト（ミリ
秒単位）が使用され、呼
び出しが中止され、例外
が発生します。

いいえ remote-timeout

Asyncsynchronousing これを有効にすると、エ
ントリーのマーシャリン
グが非同期的に実行され
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ async-marshalling

L 1 ライフスパン L1 キャッシュに配置さ
れたエントリーの最大有
効期間。この要素は、
'distributed' キャッシュ
のインスタンスに L1
キャッシュ動作を設定し
ます。他のキャッシュ
モードでは、この要素は
無視されます。デフォル
ト値は 600000 です。

いいえ l1-lifespan

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

owners 各キャッシュエントリー
のクラスター全体のレプ
リカ数。デフォルト値は
2 です。

いいえ owners

仮想ノード 「 real」ノードごとの仮
想ノード数を制御しま
す。numVirtualNodes が
1 の場合、仮想ノードは
無効になります。仮想
ノードを活用する場合
は、トポロジー認識の一
貫したハッシュを使用す
る必要があります。デ
フォルトは 1 です。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ virtual-nodes

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.8.1.3. jbossas7 - ローカルキャッシュローカルキャッシュ(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1223 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1224

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1225

Name description 必須必須 内部名内部名
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start EAGER(Imediate start)
または LAZY（オンデマ
ンド起動）のいずれかの
キャッシュ開始モード。

いいえ start

batching 有効にすると、この
キャッシュに対して呼び
出しバッチ API が利用可
能になります。

いいえ batching

インデックス化 有効にすると、エント
リーがキャッシュに追加
されるとインデックス化
されます。インデックス
はエントリーの変更また
は削除として更新されま
す。

いいえ インデックス化

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.8.1.4. jbossas7: トランスポート（管理サーバー）サービストランスポート（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1226 概要概要

説明： このキャッシュコンテナーが使用するトランスポー
トの説明

シングルトン： ◯
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1227

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1228

Name description 必須必須 内部名内部名

クラスター グループ通信クラスター
の名前

いいえ クラスター

executor トランスポートに使用す
るエグゼキューター

いいえ executor

ロックタイムアウト トランスポートのロック
のタイムアウト。デフォ
ルト値は 240000 で
す。

いいえ lock-timeout

stack トランスポートに使用す
る jgroups スタック

いいえ stack

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.3.2.4.9. jbossas7: JGroups（管理サーバー）サービス（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.1229 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1230

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1231

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのスタック 使用するデフォルトのス
タック

◯ default-stack

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1043



NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.10. jbossas7: リモーティング（管理サーバー）サービスリモーティング（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.1232 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1233

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1234

Name description 必須必須 内部名内部名

ワーカー読み取りスレッ
ド

リモーティングワーカー
に対して作成する読み取
りスレッドの数。デフォ
ルト値は 1 です。

いいえ worker-read-threads
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ワーカータスクコアス
レッド

リモーティングワーカー
のタスクスレッドプール
のコアスレッドの数。デ
フォルト値は 4 です。

いいえ worker-task-core-
threads

ワーカータスクキープア
ライブ

コアでないリモーティン
グワーカーのタスクス
レッドを有効のままにす
るミリ秒数。デフォルト
値は 60 です。

いいえ worker-task-keepalive

ワーカータスクの制限 許可するリモーティング
ワーカータスクの最大
数。この数を超えるリ
モーティングワーカータ
スクは拒否されます。デ
フォルト値は 16384 で
す。

いいえ worker-task-limit

ワーカータスクの最大ス
レッド

リモーティングワーカー
のタスクスレッドプール
の最大スレッド数。デ
フォルト値は 16 です。

いいえ worker-task-max-
threads

ワーカー書き込みスレッ
ド

リモーティングワーカー
に対して作成する書き込
みスレッドの数。デフォ
ルト値は 1 です。

いいえ worker-write-threads

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.11. jbossas7: メール（管理サーバー）サービスメール（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.1235 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: メールセッション（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1236

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.11.1. jbossas7: メールセッション（管理サーバー）サービスメールセッション（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1237 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: SMTP メールサーバー（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: IMAP メールサーバー（管理サーバー）サービス」
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「jbossas7: POP3 メールサーバー（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.1238

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1239

Name description 必須必須 内部名内部名

debug javamail のデバッグを有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ debug

from 送信時に設定されていな
い場合にデフォルトとし
て使用されるアドレスか
ら。

いいえ from

JNDI 名 メールセッションのバイ
ンド先の JNDI 名

いいえ jndi-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.11.1.1. jbossas7: SMTP メールサーバー（管理サーバー）サービスメールサーバー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1240 概要概要
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説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1241

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1242

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

SMTP サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

いいえ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.11.1.2. jbossas7: IMAP メールサーバー（管理サーバー）サービスメールサーバー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1243 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1244

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1245

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

IMAP サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

いいえ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password
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ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.11.1.3. jbossas7: POP3 メールサーバー（管理サーバー）サービスメールサーバー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1246 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1247

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.1248

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

POP3 サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

いいえ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.12. jbossas7: JBossWeb(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.1249 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: コネクター（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: VHost（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1250
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1251

Name description 必須必須 内部名内部名

無効： 0 デフォルトのサーブレッ
トマッピングを有効にし
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ Disabled:0

ファイルのエンコーディ
ング

ファイルのエンコーディ
ングを強制します。

いいえ file-encoding

Lists フォルダーリストを有効
にします。デフォルト値
は false です。

いいえ Lists

最大デプト PROPFIND の最大再帰
数。デフォルト値は 3 で
す。

いいえ max-depth

読み取り専用 HTTP メソッドの記述を
許可します（PUT、
DELETE）。デフォルト
値は true です。

いいえ read-only

sendfile 指定したバイトサイズよ
りも大きいファイルに対
して、可能であれば
sendfile を有効にしま
す。デフォルト値は
49152 です。

いいえ sendfile

secret WebDAV ロッキング操
作のシークレット。

いいえ secret
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Webdav WebDAV 機能を有効に
します。デフォルト値は
false です。

いいえ webdav

チェック間隔 バックグラウンドスレッ
ドを使用して JSP 更新
の間隔をチェックしま
す。デフォルト値は 0
です。

いいえ check-interval

開発 開発モードを有効にしま
す。これは、エラーが発
生した場合により多くの
情報を提供します。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ 開発

無効： 1 JSP コンテナーを有効
にします。デフォルト値
は false です。

いいえ disabled:1

ソースフラグの表示 ランタイムエラーが発生
したら、対応する JSP
ソースフラグメントの表
示を試行します。デフォ
ルト値は true です。

いいえ display-source-
fragment

dump Smap SMAP データをファイル
に書き込みます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ dump-smap

Bean 無効なクラス属性
の使用時にエラー

useBean で不適切なク
ラスを使用するときにエ
ラーを有効にします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ error-on-use-bean-
invalid-class-attribute

文字アレイとしての文字
列の生成

String 定数を char 配列
として生成します。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ generate-strings-as-
char-arrays

Java Encoding Java ソースに使用する
エンコーディングを指定
します。デフォルト値は
UTF8 です。

いいえ java-encoding

Name description 必須必須 内部名内部名
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keep Generated 生成されたサーブレット
を保持します。デフォル
ト値は true です。

いいえ keep-generated

マップされたファイル JSP ソースにマップし
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ mapped-file

修正テスト間隔 更新の 2 つのテスト間の
最小時間（秒単位）。デ
フォルト値は 4 です。

いいえ modification-test-
interval

失敗時の再コンパイル 各リクエストで失敗した
JSP のコンパイルを再
試行します。デフォルト
値は false です。

いいえ recompile-on-fail

scratch Dir 別のワークディレクト
リーを指定します。

いいえ scratch-dir

SMAP SMAP を有効にします。
デフォルト値は true で
す。

いいえ smap

ソース Vm コンパイルのソース VM
レベル。デフォルト値は
1.5 です。

いいえ source-vm

タグプール タグプールを有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ tag-pooling

ターゲット Vm コンパイルのターゲット
VM レベル。デフォルト
値は 1.5 です。

いいえ target-vm

領域のトリミング 生成されたサーブレット
から一部の領域をトリミ
ングします。デフォルト
値は false です。

いいえ trim-spaces

X Powered by x-powered-by で JSP エ
ンジンのアドバタイズを
有効にします。デフォル
ト値は true です。

いいえ x-powered-by

Welcome ファイル Welcome ファイル宣
言。

いいえ welcome-file

Name description 必須必須 内部名内部名
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デフォルトの仮想サー
バー

Web コンテナーのデ
フォルト仮想サーバー。
デフォルト値は default-
host です。

◯ default-virtual-server

インスタンス ID このサーバーインスタン
スの識別子。

いいえ instance-id

ネイティブ ネイティブ初期化リス
ナーを web コンテナー
に追加します。デフォル
ト値は true です。

いいえ ネイティブ

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.12.1. jbossas7: コネクター（管理サーバー）サービスコネクター（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1252 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1253

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1254 metrics

Name type description 内部名内部名

送信バイト数 measurement コネクターによって送信
されるバイト数。

bytesSent

1 分あたりの送信バイト
数

measurement コネクターによって送信
されるバイト数。

bytesSent

受信バイト数 measurement コネクター（POST デー
タ）によって受信された
バイト数。

bytesReceived

1 分あたり受信バイト数 measurement コネクター（POST デー
タ）によって受信された
バイト数。

bytesReceived

処理時間 measurement コネクターによって使用
される処理時間。im
milli-seconds

processingTime

1 分あたりの処理時間 measurement コネクターによって使用
される処理時間。im
milli-seconds

processingTime

エラー数 measurement コネクターによる要求の
処理時に発生するエラー
の数。

errorCount

1 分あたりのエラー数 measurement コネクターによる要求の
処理時に発生するエラー
の数。

errorCount

最大時間 measurement リクエストの処理に費や
された最大時間。

maxTime

要求数 measurement コネクターによって処理
される要求の数。

requestCount

1 分あたりの要求数 measurement コネクターによって処理
される要求の数。

requestCount
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最大接続 measurement このコネクターが処理で
きる最大コネクションの
数（「設定」を参照）

_expr:max-connections

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1255

Name description 必須必須 内部名内部名

configuration  いいえ *configuration+

scheme Web コネクタースキー
ム。

◯ scheme

ソケットバインディング web コネクター socket-
binding 参照。このコネ
クターはバインドされる
必要があります。

いいえ socket-binding

enabled コネクターを起動時に開
始するかどうかを定義し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ enabled

ルックアップの有効化 サーブレット API の
DNS ルックアップを有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ enable-lookups

executor このコネクターの処理ス
レッドに使用される必要
があるエグゼキューター
の名前。定義されていな
い場合、デフォルトは内
部プールを使用するよう
に設定されています。

いいえ executor

最大接続 パフォーマンスが最適な
コネクターによって処理
できる同時接続の量。デ
フォルト値は、使用され
るコネクターによって異
なります。

いいえ max-connections:expr
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最大ポストサイズ コンテナーが解析できる
POST リクエストの最大
サイズ（バイト単位）。
デフォルト値は 2097152
です。

いいえ max-post-size

保存後サイズの最大保存 特定の認証スキーム時に
保存される POST リク
エストの最大サイズ（バ
イト単位）。デフォルト
値は 4096 です。

いいえ max-save-post-size

Name コネクターの一意の名
前。

いいえ Name

protocol Web コネクタープロト
コル（例：）'HTTP/1.1'
または 'AJP' または
ProtocolHandler および
MBeanRegistration を実
装するクラスの名前

◯ protocol

プロキシー名 リダイレクトの送信時に
使用されるホスト名。デ
フォルト値は null です。

いいえ proxy-name

プロキシーポート リダイレクトの送信時に
使用されるポート。

いいえ proxy-port

ポートのリダイレクト セキュアなコネクターへ
リダイレクトするための
ポート。デフォルト値は
8433 です。

いいえ redirect-port:expr

secure コネクターによって送受
信されるコンテンツが
user パースペクティブ
から保護されるかどうか
を示します。デフォルト
値は false です。

いいえ secure

仮想サーバー このコネクターからアク
セスできる仮想サーバー
の一覧。デフォルトで
は、すべての仮想サー
バーを許可します。

いいえ virtual-server

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.12.2. jbossas7: VHost（管理サーバー）サービス（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1256 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: Rewrite Rules(Managed Server)Service」

「jbossas7: アクセスログ（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.1257

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1258 metrics

Name type description 内部名内部名

_エイリアス trait この仮想ホストのエイリ
アス

_エイリアス

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1259

Name description 必須必須 内部名内部名

configuration  いいえ *configuration+

仮想サーバーのエイリア
ス

仮想サーバーのエイリア
ス

◯ alias

デフォルトの Web モ
ジュール

ルート Webapp として
マップされる Web モ
ジュールデプロイメント
名。

◯ default-web-module

Welcome Root の有効化 バンドルされた
welcome ディレクト
リーがルート Web コン
テキストとして使用され
るかどうか。デフォルト
値は false です。

◯ enable-welcome-root

Name 一意の仮想ホスト名 いいえ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.12.2.1. jbossas7: Rewrite Rules(Managed Server)Service

概要

表表3.1260 概要概要

説明： リクエストで指定された URL または vhost で順番に
処理される再書き込みルールの一覧。これらは
mod_rewrite のルールに従います。設定に関するヘ
ルプは、マニュアルを参照してください。
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1261

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1262

Name description 必須必須 内部名内部名

conditions  いいえ *1

フラグ この書き換えルールのオ
プションフラグ。
mod_rewrite ドキュメン
トを参照してください。

◯ フラグ

pattern 一致するパターン。
mod_rewrite ドキュメン
トを参照してください。

◯ pattern

置換 元の URL または vhost
を置き換える文字列。
mod_rewrite ドキュメン
トを参照してください。

◯ 置換

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.12.2.2. jbossas7: アクセスログ（管理サーバー）サービスアクセスログ（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1263 概要概要

説明： この仮想サーバーのアクセスログ設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1264

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1265

Name description 必須必須 内部名内部名

path 相対フォルダーパス。 いいえ path

相対値 パスが相対するフォル
ダー。デフォルト値は
jboss.server.log.dir で
す。

いいえ relative-to
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extended 拡張パターンを有効にし
ます。さらにオプション
を指定します。デフォル
ト値は false です。

いいえ extended

pattern アクセスログパターン。
デフォルト値は
common です。

いいえ pattern

prefix ログファイル名の接頭
辞。デフォルト値は
false です。

いいえ prefix

ホストを解決 ホストの解決。デフォル
ト値は false です。

いいえ resolve-hosts

rotate アクセスログを毎日ロー
テーションします。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ rotate

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.13. jbossas7: JCA（管理サーバー）サービス（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.1266 概要概要

説明： リソースアダプターの一般的な設定を提供する Java
EE Connector Architecture(JCA)サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: BootstrapContext(Managed Server)サービス」
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「jbossas7: Workmanager(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1267

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1268

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled Bean バリデーションが
有効であるかどうかを指
定します。デフォルト値
は true です。

いいえ enabled:1

enabled アーカイブバリデーショ
ンが有効であるかどうか
を指定します。デフォル
ト値は true です。

いいえ enabled:2

エラー時に失敗する アーカイブバリデーショ
ンエラーレポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ fail-on-error

Errorn に失敗します。 アーカイブバリデーショ
ンの警告レポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ fail-on-warn

debug デバッグ情報のロギング
を有効または無効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ debug
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error エラー情報のロギングを
有効または無効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ error

install キャッシュされた接続マ
ネージャーバルブおよび
インターセプターを有効
または無効にします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ install

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.13.1. jbossas7: BootstrapContext(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1269 概要概要

説明： リソースアダプターのブートストラップコンテキス
ト。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1270
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1271

Name description 必須必須 内部名内部名

Name BootstrapContext の名
前

いいえ Name

WorkManager BootstrapContext の
WorkManager インスタ
ンス

いいえ WorkManager

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.13.2. jbossas7: Workmanager(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1272 概要概要

説明： リソースアダプターの WorkManager。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 長時間実行スレッドプール（管理サーバー）サービス」
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「jbossas7: 長時間実行スレッドプール（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: 短い稼働スレッドプール(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.1273

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1274

Name description 必須必須 内部名内部名

Name WorkManager の名前 いいえ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.13.2.1. jbossas7: 長時間実行スレッドプール（管理サーバー）サービス長時間実行スレッドプール（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1275 概要概要

説明： タスクを送信するスレッドがブロックされる、バイ
ンドされたキューを持つ長時間実行スレッドプール
エグゼキューター。

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1276

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1277 metrics

Name type description 内部名内部名

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement handoff-executor に渡
されたタスクの数（指定
されている場合）または
破棄されたタスクの数。

rejected-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1278

Name description 必須必須 内部名内部名

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout
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コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。 ◯ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.13.2.2. jbossas7: 短い稼働スレッドプール短い稼働スレッドプール(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1279 概要概要
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説明： タスクの送信スレッドがブロックされる、バインド
されたキューを持つ短いスレッドプールエグゼ
キューター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1280

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1281 metrics

Name type description 内部名内部名

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement handoff-executor に渡
されたタスクの数（指定
されている場合）または
破棄されたタスクの数。

rejected-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1282
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Name description 必須必須 内部名内部名

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。 ◯ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.14. jbossas7: Osgi(Managed Server)サービスサービス
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概要概要

表表3.1283 概要概要

説明： OSGi サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: 機能(Managed Server)サービス」

「jbossas7: Bundle(Managed Server)サービス」

「jbossas7: プロパティー（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1284

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1285

Name description 必須必須 内部名内部名

アクティベーション OSGi サブシステムのア
クティベーションフラ
グ。使用できる値は
lazy、eager です。デ
フォルト値は LAZY で
す。

いいえ アクティベーション
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Startlevel OSGi Framework の現在
の開始レベル。この値を
変更すると、フレーム
ワークの開始レベルが変
わります。

いいえ startlevel

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1286 metrics

Name description

アクティベート OSGi サブシステムをアクティベートします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.14.1. jbossas7: 機能機能(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1287 概要概要

説明： フレームワーク機能。ケイパビリティーは、
modules ディレクトリーの JBoss Module または
bundles ディレクトリーの OSGi バンドルにマップし
ます。このアイデンティティーは、モジュールまた
はバンドルのリソース識別子にマップします。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1288
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1289

Name description 必須必須 内部名内部名

Startlevel ケイパビリティーの開始
レベル。OSGi バンドル
でのみ指定できます。

いいえ startlevel

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.14.2. jbossas7: Bundle(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1290 概要概要

説明： ランタイムバンドル情報。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー
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表表3.1291

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1292

Name description 必須必須 内部名内部名

ID バンドル ID。 いいえ id

Startlevel バンドルの開始レベル。 いいえ startlevel

シンボリック名 バンドルシンボリック
名。

いいえ symbolic-name

version バンドルバージョン。 いいえ version

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1293 metrics

Name description

start バンドルを開始します。

stop バンドルを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.14.3. jbossas7: プロパティー（読み取り専用）サービスプロパティー（読み取り専用）サービス
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概要

表表3.1294 概要概要

説明： プロパティー

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1295

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1296

Name description 必須必須 内部名内部名

値 プロパティーの値。 いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.15. jbossas7: JMX(Managed Server)サービスサービス

概要概要
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表表3.1297 概要概要

説明： JMX サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: リモーティングコネクター（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1298

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1299

Name description 必須必須 内部名内部名

モデルの表示 モデルコントローラーリ
ソースの MBean を含め
るには 'true' に設定しま
す。

いいえ show-model

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
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NONE

3.3.2.4.15.1. jbossas7: リモーティングコネクター（管理サーバー）サービスリモーティングコネクター（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1300 概要概要

説明： リソースアダプターの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1301

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1302

Name description 必須必須 内部名内部名

管理エンドポイントの使
用

true の場合、コネクター
は管理エンドポイントを
使用します。そうでない
場合は、remoting サブ
システムを使用します。
デフォルト値は true で
す。

いいえ use-management-
endpoint

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.16. jbossas7: リソースアダプターリソースアダプター(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.1303 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: リソースアダプター(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1304

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.16.1. jbossas7: リソースアダプターリソースアダプター(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1305 概要概要
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表表3.1305 概要概要

説明： リソースアダプターの設定。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 管理オブジェクト（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: 接続定義（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: 設定プロパティー（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.1306

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1307

Name description 必須必須 内部名内部名

archive リソースアダプターアー
カイブを指定します。

◯ archive

beanvalidationgroups 使用する必要がある
Bean バリデーショング
ループを指定します。

いいえ beanvalidationgroups

Bootstrapcontext 使用する必要のあるブー
トストラップコンテキス
トの一意の名前を指定し
ます。

いいえ bootstrapcontext
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トランザクションサポー
ト

リソースアダプターのト
ランザクションサポート
レベルを指定します。

◯ transaction-support

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.16.1.1. jbossas7: 管理オブジェクト（管理サーバー）サービス管理オブジェクト（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1308 概要概要

説明： 管理オブジェクトを指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1309

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.1310

Name description 必須必須 内部名内部名

クラス名 管理された接続ファクト
リーまたは管理オブジェ
クトの完全修飾クラス名
を指定します。

◯ class-name

enabled リソースアダプターを有
効にするべきかどうかを
指定します。デフォルト
値は true です。

いいえ enabled

JNDI 名 接続ファクトリーまたは
管理オブジェクトの
JNDI 名を指定します。

いいえ jndi-name

Java コンテキストの使
用

false に設定するとオブ
ジェクトがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.16.1.2. jbossas7: 接続定義（管理サーバー）サービス接続定義（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1311 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 設定プロパティー（読み取り専用）サービス」
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接続プロパティー

表表3.1312

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1313

Name description 必須必須 内部名内部名

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry:expr

割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis:expr

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis:expr
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タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis:expr

クラス名 管理された接続ファクト
リーまたは管理オブジェ
クトの完全修飾クラス名
を指定します。

◯ class-name

enabled リソースアダプターを有
効にするべきかどうかを
指定します。デフォルト
値は true です。

いいえ enabled

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値を変更するに
は、サーバーを再起動す
る必要があります。

いいえ idle-timeout-
minutes:expr

interleaving XA 接続のインターリー
ビングを有効にする要
素。デフォルト値は
false です。

いいえ interleaving

JNDI 名 接続ファクトリーまたは
管理オブジェクトの
JNDI 名を指定します。

いいえ jndi-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size

リカバリーなし 接続プールがリカバリー
から除外されるべきであ
るかどうかを指定しま
す。

いいえ no-recovery

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。デフォ
ルト値は false です。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされて
いる必要があります。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ pad-xid

プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
デフォルト値は false で
す。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

リカバリーパスワード リカバリーに使用される
パスワード

いいえ recovery-password

リカバリープラグインク
ラス名

リカバリープラグイン実
装の完全修飾クラス名

いいえ recovery-plugin-class-
name

Name description 必須必須 内部名内部名
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リカバリープラグインプ
ロパティー

リカバリープラグインの
プロパティー

いいえ recovery-plugin-
properties

リカバリーセキュリ
ティードメイン

リカバリーに使用される
セキュリティードメイン

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーユーザー名 リカバリーに使用される
ユーザー名

いいえ recovery-username

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

セキュリティーアプリ
ケーション

プール内の接続を区別す
るために、アプリケー
ション提供パラメーター
（getConnection（user,
pw など）から）を使用
することを示します。

いいえ security-application

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

セキュリティードメイン
およびアプリケーション

プール内の接続を区別す
るために、アプリケー
ションが提供するパラ
メーター
（getConnection(user,
pw)）または
Subject（セキュリ
ティードメインから）が
使用されることを示しま
す。

いいえ security-domain-and-
application

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名
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高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとオブ
ジェクトがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock:expr

Xa リソースのラップ XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ wrap-xa-resource

XA リソースタイムアウ
ト

値は
XAResource.setTransact
ionTimeout（）に渡さ
れます（秒単位）。デ
フォルトはゼロです。

いいえ xa-resource-
timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1314 metrics

Name description

プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。
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プールのフラッシュアイド接続 プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

プール内の接続のテスト 接続を取得できるかどうかのテスト

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.16.1.2.1. jbossas7: 設定プロパティー（読み取り専用）サービス設定プロパティー（読み取り専用）サービス

概要

表表3.1315 概要概要

説明： カスタム定義の設定プロパティー。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1316

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1317

Name description 必須必須 内部名内部名

値 カスタム定義の設定プロ
パティー値

いいえ 値
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.16.1.3. jbossas7: 設定プロパティー（読み取り専用）サービス設定プロパティー（読み取り専用）サービス

概要

表表3.1318 概要概要

説明： カスタム定義の設定プロパティー。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1319

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1320

Name description 必須必須 内部名内部名

値 カスタム定義の設定プロ
パティー値

いいえ 値

注記注記

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1089



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.17. jbossas7: CMP(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.1321 概要概要

説明： cmp サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: HiloKeygenerator(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1322

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
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NONE

3.3.2.4.17.1. jbossas7: HiloKeygenerator(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1323 概要概要

説明： Hilo ベースの鍵ジェネレーター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1324

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1325

Name description 必須必須 内部名内部名

ブロックサイズ ブロックサイズ いいえ block-size

テーブルの作成 テーブルを作成するかど
うかを決定するブール値

いいえ create-table

テーブル Ddl の作成 テーブルの作成に使用す
る DDL

いいえ create-table-ddl

データソース シーケンスの生成に使用
されるデータソース

◯ data-source
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テーブルの削除 テーブルを作成するかど
うかを決定するブール値

いいえ drop-table

ID 列 ID 列名 ◯ ID 列

Hi Ddl を選択します。 hi 値の選択に使用される
DDL

いいえ select-hi-ddl

sequence 列 シーケンス列名 ◯ sequence-column

シーケンス名 シーケンスの名前 ◯ sequence-name

テーブル名 テーブル名 ◯ table-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.18. jbossas7: EJB3（管理サーバー）サービス（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.1326 概要概要

説明： ejb3 サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: EJB3 スレッドプール（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: ファイルパッシベーションストア（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: 最大 Bean インスタンスプール(Managed Server)サービス」

「jbossas7: SFSB キャッシュ(Managed Server)サービス」

「jbossas7: クラスターパッシベーションストア（管理サーバー）サービス」
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「jbossas7: Async サービス(Managed Server)サービス」

「jbossas7: IIOP サービス(Managed Server)サービス」

「jbossas7: リモートサービス（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: タイマーサービス(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1327

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1328

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのクラスター
化された Sfsb キャッ
シュ

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、すべてのクラ
スター化されたステート
フル EJB に適用可能な
デフォルトのステートフ
ル bean キャッシュの名
前

いいえ default-clustered-sfsb-
cache

デフォルトのエンティ
ティー Bean インスタン
スプール

デプロイメントまたは
Bean レベルでオーバー
ライドしない限り、デ
フォルトのエンティ
ティー bean インスタン
スプールの名前。

いいえ default-entity-bean-
instance-pool

デフォルトのエンティ
ティー Bean の最適化
ロック

true エンティティー
bean に設定された場
合、デフォルトで最適な
ロックが使用されます。

いいえ default-entity-bean-
optimistic-locking
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デフォルトの Mdb イン
スタンスプール

デプロイメントまたは
Bean レベルでオーバー
ライドしない限り、すべ
ての MDB に適用可能な
デフォルトの MDB イン
スタンスプールの名前

いいえ default-mdb-instance-
pool

デフォルトのリソースア
ダプター名

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、MDB によっ
て使用されるデフォルト
のリソースアダプター
名。デフォルト値は
hornetq-ra です。

いいえ default-resource-
adapter-name

デフォルトの Sfsb
キャッシュ

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、デフォルトの
ステートフル bean
キャッシュの名前。

いいえ default-sfsb-cache

デフォルトのシングルト
ン Bean アクセスタイム
アウト

シングルトン Bean のデ
フォルトのアクセスタイ
ムアウト。デフォルト値
は 5000 です。

いいえ default-singleton-bean-
access-timeout:expr

デフォルトの Slsb イン
スタンスプール

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、デフォルトの
ステートレス bean イン
スタンスプールの名前。

いいえ default-slsb-instance-
pool

デフォルトのステートフ
ル Bean アクセスタイム
アウト

ステートフル Bean のデ
フォルトのアクセスタイ
ムアウト。デフォルト値
は 5000 です。

いいえ default-stateful-bean-
access-timeout:expr

Vm Remote Interface
Invocation Pass by Value

false に設定すると、
EJB のリモートイン
ターフェース上でのパラ
メーターは参照によって
渡されます。それ以外の
場合は、パラメーターは
値によって渡されます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ in-vm-remote-
interface-invocation-
pass-by-value

統計の有効化 true に設定した場合は、
呼び出し統計のコレク
ションを有効にします。

いいえ enable-statistics

Name description 必須必須 内部名内部名
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.18.1. jbossas7: EJB3 スレッドプール（管理サーバー）サービススレッドプール（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1329 概要概要

説明： 無制限のキューを持つスレッドプールエグゼキュー
ター。このようなスレッドプールにはコアサイズと
上限のないキューがあります。タスクが送信される
と、実行中のスレッドの数がコアサイズを下回る
と、新しいスレッドが作成されます。そうでない場
合は、タスクはキューに置かれます。このタイプの
エグゼキューターに多くのタスクを送信できる場
合、メモリー不足の状態が発生する可能性がありま
す。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1330

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1331 metrics
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Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement タスクをアクティブに実
行しているスレッドの概
算数。

active-count

完了したタスク数 measurement 実行が完了したタスクの
合計数と概算します。

completed-task-count

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement 拒否されたタスクの数。 rejected-count

タスク数 measurement 実行をスケジュールされ
たタスクの合計数。

task-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1332

Name description 必須必須 内部名内部名

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

いいえ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name
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スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.18.2. jbossas7: ファイルパッシベーションストア（管理サーバー）サービスファイルパッシベーションストア（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1333 概要概要

説明： ファイルシステムベースのパッシベーションスト
ア。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1334

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1335

Name description 必須必須 内部名内部名

グループパス  いいえ groups-path

idle Timeout idle-timeout-unit によっ
て指定されるユニットの
タイムアウト。その後に
Bean がパッシベートさ
れます。デフォルト値は
300 です。

いいえ idle-timeout:expr

アイドルタイムアウトユ
ニット

idle-timeout のユニッ
ト。デフォルト値は
SECONDS です。

いいえ idle-timeout-unit

最大サイズ 古い bean をパッシベー
トするまでにこのキャッ
シュが保存する必要のあ
る bean の最大数。デ
フォルト値は 10000 で
す。

いいえ max-size:expr

相対値  いいえ relative-to

セッションパス  いいえ sessions-path

サブディレクトリー数  いいえ subdirectory-count:expr

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.18.3. jbossas7: 最大最大 Bean インスタンスプールインスタンスプール(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1336 概要概要
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説明： 制限が厳格な bean インスタンスプール

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1337

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1338

Name description 必須必須 内部名内部名

最大プールサイズ プールが特定の時点に保
持できる bean インスタ
ンスの最大数。デフォル
ト値は 20 です。

いいえ max-pool-size:expr

timeout プールから bean インス
タンスが利用可能になる
まで待機する最大時間。
デフォルト値は 5 です。

いいえ timeout:expr

タイムアウトユニット インスタンスのタイムア
ウトユニット。デフォル
ト値は MINUTES です。

いいえ timeout-unit

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.18.4. jbossas7: SFSB キャッシュキャッシュ(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1339 概要概要

説明： SFSB キャッシュ。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1340

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1341

Name description 必須必須 内部名内部名

aliases このキャッシュも参照で
きるエイリアス。

◯ aliases

パッシベーションストア このキャッシュによって
使用されるパッシベー
ションストア

いいえ passivation-store

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.18.5. jbossas7: クラスターパッシベーションストア（管理サーバー）サービスクラスターパッシベーションストア（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1342 概要概要

説明： クラスター化されたパッシベーションストア。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1343

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1344

Name description 必須必須 内部名内部名

Bean キャッシュ Bean インスタンスを保
存するために使用される
キャッシュの名前。

いいえ bean-cache
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キャッシュコンテナー Bean および client-
mappings キャッシュに
使用されるキャッシュコ
ンテナーの名前。デフォ
ルト値は ejb です。

いいえ cache-container

クライアントマッピング
キャッシュ

EJB リモーティングコ
ネクターの socket-
bindings のクライアント
マッピングを保存するた
めに使用されるキャッ
シュの名前。デフォルト
値は remote-connector-
client-mappings です。

いいえ client-mappings-cache

idle Timeout idle-timeout-unit によっ
て指定されるユニットの
タイムアウト。その後に
Bean がパッシベートさ
れます。デフォルト値は
300 です。

いいえ idle-timeout:expr

アイドルタイムアウトユ
ニット

idle-timeout のユニッ
ト。デフォルト値は
SECONDS です。

いいえ idle-timeout-unit

最大サイズ 古い bean をパッシベー
トするまでにこのキャッ
シュが保存する必要のあ
る bean の最大数。デ
フォルト値は 10000 で
す。

いいえ max-size:expr

Replicate でのイベント
のパッシベート

レプリケーションが
Bean でパッシベーショ
ンイベントをトリガーす
るかどうかを示します。
デフォルト値は true で
す。

いいえ passivate-events-on-
replicate

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.4.18.6. jbossas7: Async サービスサービス(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1345 概要概要

説明： EJB3 非同期呼び出しサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1346

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1347

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドプール名 非同期呼び出しを処理す
るスレッドプールの名前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.4.18.7. jbossas7: IIOP サービスサービス(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1348 概要概要

説明： IIOP サービス

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1349

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1350

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトでは有効 true の場合は、デフォル
トで IIOP 経由で EJB が
公開される場合、デプロ
イメント記述子で明示的
に有効にする必要があり
ます。

いいえ enable-by-default
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修飾名の使用 true の場合、EJB 名が
名前の先頭にアプリケー
ションとモジュール名
（例：
myapp/mymodule/MyEj
b）を使用して命名サー
ビスにバインドされま
す。

いいえ use-qualified-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.18.8. jbossas7: リモートサービス（管理サーバー）サービスリモートサービス（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1351 概要概要

説明： EJB3 リモートサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: チャネル作成オプション(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.1352

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1353

Name description 必須必須 内部名内部名

connector Ref EJB3 リモーティング
チャネルが登録されるコ
ネクターの名前。

いいえ connector-ref

スレッドプール名 リモート呼び出しを処理
するスレッドプールの名
前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.18.8.1. jbossas7: チャネル作成オプションチャネル作成オプション(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1354 概要概要

説明： EJB リモートチャネルの作成時に使用されるオプ
ション

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1355

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1356

Name description 必須必須 内部名内部名

type チャネル作成オプション
のタイプ

いいえ type

値 EJB リモートチャネル
作成オプションの値

いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.18.9. jbossas7: タイマーサービスタイマーサービス(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1357 概要概要

説明： EJB タイマーサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1358
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1359

Name description 必須必須 内部名内部名

path 永続的なタイマー情報を
保存するディレクトリー

いいえ path

相対値 タイマーデータストアの
場所の解決に使用される
相対パス

いいえ relative-to

スレッドプール名 タイマーサービス呼び出
しの実行に使用されるス
レッドプールの名前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.19. jbossas7: スレッド（管理サーバー）サービススレッド（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.1360 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: ThreadFactory(Managed Server)サービス」

「jbossas7: ThreadPool(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1361

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.19.1. jbossas7: ThreadFactory(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1362 概要概要

説明： スレッドファクトリー
（java.util.concurrent.ThreadFactory を実装）

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.1363

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1364

Name description 必須必須 内部名内部名

グループ名 このスレッドファクト
リー用に作成するスレッ
ドグループの名前を指定
します。

いいえ group-name

Name 作成されたスレッドファ
クトリーの名前。

いいえ Name

priority 作成されたスレッドの優
先度を指定するために使
用できます。デフォルト
値は -1 です。

いいえ priority:expr

スレッド名パターン スレッドの名前の作成に
使用されるテンプレー
ト。%% - パーセント記
号 %t を出力 - ファクト
リーごとのスレッドシー
ケンス番号%g をエミュ
レート - グローバルス
レッドシーケンス番号
%f - ファクトリーシーケ
ンス番号 %i をエミュ
レート - スレッド ID を
エミュレートします。

いいえ thread-name-pattern

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.19.2. jbossas7: ThreadPool(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1365 概要概要

説明： スレッドプールエグゼキューター

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1366

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1367 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement タスクをアクティブに実
行しているスレッドの概
算数。

active-count

完了したタスク数 measurement 実行が完了したタスクの
合計数と概算します。

completed-task-count

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count
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最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement 拒否されたタスクの数。 rejected-count

タスク数 measurement 実行をスケジュールされ
たタスクの合計数。

task-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1368

Name description 必須必須 内部名内部名

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。
Bounded および
Blocking Bounded
Thread Pools にのみ必
要です。

いいえ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1112



コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor

スレッドプールの種類 スレッドプールタイプ ◯ __type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20. jbossas7: セキュリティー（管理サーバー）サービスセキュリティー（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.1369 概要概要

説明： security サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: セキュリティードメイン（管理サーバー）サービス」
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「jbossas7: Vault（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1370

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1371

Name description 必須必須 内部名内部名

ディープコピーサブジェ
クトモード

セキュリティーマネー
ジャーが実行したサブ
ジェクトのコピーモード
を、サブジェクトプリン
シパルと認証情報のク
ローン可能な場合はコ
ピーするディープコピー
に設定します。複数のス
レッドに同じアイデン
ティティーがある場合に
破損できる変更可能なコ
ンテンツが含まれ、ある
スレッドでサブジェクト
を消去するキャッシュフ
ラッシュ/ログアウトに
より、他のスレッドに影
響するサブジェクト参照
が含まれる場合は true
に設定する必要がありま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ deep-copy-subject-
mode

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1. jbossas7: セキュリティードメイン（管理サーバー）サービスセキュリティードメイン（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1372 概要概要

説明： セキュリティードメインを設定します。ここでは、
認証、承認、ACL、マッピング、監査、およびアイ
デンティティー信頼が設定されます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ACL（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: Audit(Managed Server)サービス」

「jbossas7 - 認証(Classic - Managed Server)サービス」

「jbossas7 - 認証（Jaspi: 管理サーバー）サービス」

「jbossas7: 承認（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: Identity Trust(Managed Server)サービス」

「jbossas7: JSSE(Managed Server)サービス」

「jbossas7: マッピング（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.1373

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.1374

Name description 必須必須 内部名内部名

キャッシュタイプ キャッシュを追加して、
認証チェックを高速化し
ます。使用できる値は、
「default」で、簡単な
マップをキャッシュとし
て使用し、Infinispan
キャッシュを使用するた
めに 'infinispan' です。

いいえ cache-type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1375 metrics

Name description

フラッシュキャッシュ このセキュリティードメインの認証キャッシュに保
存されているエントリーを削除します。単一のエン
トリーは、username を値として指定した principal
引数を使用してフラッシュできます。操作に引数が
渡されていない場合、すべてのエントリーがフラッ
シュされます。

キャッシュされたプリンシパルの一覧表示 このセキュリティードメインの認証キャッシュに保
存されているプリンシパルを一覧表示します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.1. jbossas7: ACL（管理サーバー）サービス（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1376 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ

「jbossas7: Acl モジュール（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.1377

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1378

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.1.1. jbossas7: Acl モジュール（管理サーバー）サービスモジュール（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1379 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション(Acl - Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.1380

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1381

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.1.1.1. jbossas7: モジュールオプションモジュールオプション(Acl - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1382 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1383

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1384

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.3.2.4.20.1.2. jbossas7: Audit(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1385 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: プロバイダーモジュール（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.1386

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1387

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.2.1. jbossas7: プロバイダーモジュール（管理サーバー）サービスプロバイダーモジュール（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1388 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション（プロバイダーモジュール - 管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.1389

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1390

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.2.1.1. jbossas7: モジュールオプション（プロバイダーモジュールモジュールオプション（プロバイダーモジュール - 管理サーバー）サービス管理サーバー）サービス

概要

表表3.1391 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1392

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1393

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.3.2.4.20.1.3. jbossas7 - 認証認証(Classic - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1394 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7 - ログインモジュール(Classic - Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.1395

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.3.1. jbossas7 - ログインモジュールログインモジュール(Classic - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1396 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション(Classic - Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.1397

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1398

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1124



3.3.2.4.20.1.3.1.1. jbossas7: モジュールオプションモジュールオプション(Classic - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1399 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1400

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1401

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.4. jbossas7 - 認証（認証（Jaspi: 管理サーバー）サービス管理サーバー）サービス
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概要

表表3.1402 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ログインモジュールスタック（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.1403

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1404

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.4.1. jbossas7: ログインモジュールスタック（管理サーバー）サービスログインモジュールスタック（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1405 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション（Login Module Stack(Managed Server)）サービス」

接続プロパティー

表表3.1406

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1407

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code
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フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.4.1.1. jbossas7: モジュールオプション（モジュールオプション（Login Module Stack(Managed Server)）サービス）サービス

概要

表表3.1408 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1409

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.1410

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.5. jbossas7: 承認（管理サーバー）サービス承認（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1411 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 承認モジュール（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.1412

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.1413

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.5.1. jbossas7: 承認モジュール（管理サーバー）サービス承認モジュール（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1414 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション(Authorization - Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.1415

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1416

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.5.1.1. jbossas7: モジュールオプションモジュールオプション(Authorization - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1417 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1418
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表表3.1418

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1419

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.6. jbossas7: Identity Trust(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1420 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: Identity Trust Modules(Managed Server)サービス」

接続プロパティー
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表表3.1421

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1422

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.6.1. jbossas7: Identity Trust Modules(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1423 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション（Identity 信頼 - 管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.1424

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1425

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.6.1.1. jbossas7: モジュールオプション（モジュールオプション（Identity 信頼信頼 - 管理サーバー）サービス管理サーバー）サービス
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概要

表表3.1426 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1427

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1428

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.7. jbossas7: JSSE(Managed Server)サービスサービス

概要
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表表3.1429 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1430

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1431

Name description 必須必須 内部名内部名

暗号化スイート SSLSocket で有効にす
る暗号スイートのコンマ
区切りリスト。

いいえ cipher-suites

クライアントエイリアス KeyManager がクライア
ントエイリアスを選択す
るときに使用するエイリ
アス。

いいえ client-alias

クライアント認証 クライアントの証明書も
サーバー側で認証される
必要があるかどうかを示
すブール値属性。

いいえ client-auth

キーマネージャー JSEE キーマネージャー
ファクトリー

いいえ key-manager
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keystore JSSE キーストアの設定 いいえ keystore

プロトコル SSLSocket で有効にす
るプロトコルのコンマ区
切りリスト。

いいえ プロトコル

Server Alias KeyManager がサーバー
エイリアスを選択すると
きに使用するエイリア
ス。

いいえ server-alias

Service Auth Token KeyStore から
PrivateKey を取得する
トークン。

いいえ service-auth-token

トラストマネージャー JSEE Trust Manager
ファクトリー

いいえ trust-manager

truststore JSSE トラストストアの
設定

いいえ truststore

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.8. jbossas7: マッピング（管理サーバー）サービスマッピング（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1432 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュール（管理サーバー）サービス」

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1137



接続プロパティー

表表3.1433

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1434

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

type このモジュールが実行す
るマッピングのタイプ。
使用できる値は
principal、role、
attribute、または
credential です。

◯ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.1.8.1. jbossas7: モジュール（管理サーバー）サービスモジュール（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1435 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション(Mapping - Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.1436

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1437

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

type このモジュールが実行す
るマッピングのタイプ。
使用できる値は
principal、role、
attribute、または
credential です。

◯ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.4.20.1.8.1.1. jbossas7: モジュールオプションモジュールオプション(Mapping - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1438 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1439

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1440

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.20.2. jbossas7: Vault（管理サーバー）サービス（管理サーバー）サービス
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概要

表表3.1441 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1442

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1443

Name description 必須必須 内部名内部名

code セキュリティー vault 実
装の完全修飾名。

いいえ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21. jbossas7: Messaging(Managed Server)サービスサービス
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概要概要

表表3.1444 概要概要

説明： messaging サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: HornetQ(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1445

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1. jbossas7: HornetQ(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1446 概要概要

説明： HornetQ ベースのメッセージングサブシステム

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: JMS キュー(Managed Server)サービス」

「jbossas7: JMS トピック（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: 接続ファクトリー（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: プールされた接続ファクトリー（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: セキュリティー設定(Managed Server)サービス」

「jbossas7: アドレス設定(Managed Server)サービス」

「jbossas7: Grouping Handler(Managed Server)サービス」

「jbossas7: アクセプター（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: コネクター（HornetQ: 管理対象サーバー）サービス」

「jbossas7: VMアクセプター（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: VM コネクター(Managed Server)サービス」

「jbossas7: リモートアクセプター（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: リモートコネクター（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: 迂回(Managed Server)サービス」

「jbossas7: キュー（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: コアアドレス（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: クラスター接続（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: ブロードキャストグループ(Managed Server)サービス」

「jbossas7: パス（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: ブリッジ（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: 検出グループ（管理サーバー）サービス」

「jbossas7: コネクターサービス(Managed Server)サービス」

「jbossas7 - Runtime Queue(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.1447

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1143



Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1448 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait このサーバーが起動して
いるかどうか。

Started

version trait サーバーのバージョン。 version

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1449

Name description 必須必須 内部名内部名

Allow Failback 元のライブサーバーが復
旧すると、このサーバー
が自動的にシャットダウ
ンするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ allow-failback

Async 接続実行が有効に
なっている

サーバー上の着信パケッ
トをスレッドプールから
スレッドに送信すべきか
どうか。False（リモー
ティングスレッドで処理
する必要がある場合）。
デフォルト値は true で
す。

いいえ async-connection-
execution-enabled

バックアップ このサーバーがバック
アップサーバーであるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ バックアップ
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クラスターパスワード クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
パスワード。デフォルト
値は CHANGE ME!! で
す。

いいえ cluster-password

クラスターユーザー クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
ユーザー。デフォルト値
は
HORNETQ.CLUSTER.AD
MIN.USER です。

いいえ cluster-user

clustered サーバーがクラスター化
されているかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ clustered

接続 Ttl Override 設定した場合、ping を
受信せずに接続を維持す
るための（ミリ秒単位）
を上書きします。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ connection-ttl-override

Create Bindings Dir サーバーが起動時に
bindings ディレクトリー
を作成するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ create-bindings-dir

ジャーナルダーの作成 サーバーが起動時に
ジャーナルディレクト
リーを作成するかどう
か。デフォルト値は
true です。

いいえ create-journal-dir

フェイルバック遅延 ライブサーバーの再起動
時にフェイルバックが発
生するまで待機する時
間。デフォルト値は
5000 です。

いいえ failback-delay

Name description 必須必須 内部名内部名
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シャットダウン時のフェ
イルオーバー

このバックアップサー
バー（バックアップサー
バーの場合）が通常の
サーバーのシャットダウ
ンで有効であるかどう
か。デフォルト値は
false です。

いいえ failover-on-shutdown

ID キャッシュサイズ メッセージ ID を事前作
成するためのキャッシュ
のサイズ。デフォルト値
は 2000 です。

いいえ id-cache-size

JMX ドメイン MBeanServer の内部
HornetQ MBean を登録
するために使用される
JMX ドメイン。デフォ
ルト値は org.hornetq で
す。

いいえ jmx-domain

JMX 管理が有効になっ
ている

HornetQ が JMX 経由で
内部管理 API を公開する
かどうか。これらの
MBean にアクセスする
と設定の一貫性がなくな
るため、これは推奨され
ません。デフォルト値は
false です。

いいえ jmx-management-
enabled

ジャーナルバッファーサ
イズ

ジャーナルの内部バッ
ファーのサイズ。

いいえ journal-buffer-size

ジャーナルバッファータ
イムアウト

ジャーナルの内部バッ
ファーのフラッシュに使
用されるタイムアウト
（ナノ秒）。

いいえ journal-buffer-timeout

ジャーナルのコンパクト
なファイル

圧縮開始前のジャーナル
データファイルの最小
数。デフォルト値は 10
です。

いいえ journal-compact-min-
files

ジャーナル圧縮率 ジャーナルを圧縮するこ
とを検討するライブデー
タのパーセンテージ。デ
フォルト値は 30 です。

いいえ journal-compact-
percentage

Name description 必須必須 内部名内部名
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ジャーナルファイルのサ
イズ

各ジャーナルファイルの
サイズ（バイト単位）。
デフォルト値は
10485760 です。

いいえ journal-file-size

ジャーナル Max Io AIO キューに常時存在で
きる書き込み要求の最大
数。

いいえ journal-max-io

ジャーナルの最小ファイ
ル

事前作成するジャーナル
ファイルの数。デフォル
ト値は 2 です。

いいえ journal-min-files

ジャーナル同期非トラン
ザクション

クライアントに応答を返
す前に、非トランザク
ションデータをジャーナ
ルに同期するのを待機す
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ journal-sync-non-
transactional

ジャーナル同期トランザ
クション

クライアントに応答を返
す前にトランザクション
データをジャーナルに同
期するのを待機するかど
うか。デフォルト値は
true です。

いいえ journal-sync-
transactional

ジャーナルのタイプ 使用するジャーナルのタ
イプ。デフォルト値は
ASYNCIO です。

いいえ journal-type

ライブマイグレーション
の参照

ライブコネクターに接続
するために使用されるコ
ネクターの名前。この
サーバーがシェアード
ナッシング HA を使用す
るバックアップではない
場合、そのサーバーは
'undefined' になりま
す。

いいえ live-connector-ref

ログジャーナルの書き込
み速度

ジャーナルの書き込み
レートとフラッシュレー
トを定期的にログに記録
するかどうか。デフォル
ト値は false です。

いいえ log-journal-write-rate

Name description 必須必須 内部名内部名
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管理アドレス 管理メッセージを送信す
るアドレス。デフォルト
値は
jms.queue.hornetq.mana
gement です。

いいえ management-address

管理通知アドレス コンシューマーがバイン
ドして管理通知を受信す
るアドレスの名前。デ
フォルト値は
hornetq.notifications で
す。

いいえ management-
notification-address

メモリー測定間隔 ミリ秒単位の JVM メモ
リーのサンプル頻度（ま
たは -1（メモリーサンプ
リングを無効にする場
合））。デフォルト値は
-1 です。

いいえ memory-measure-
interval:expr

メモリー警告のしきい値 利用可能なメモリーの割
合（超過した場合）は警
告ログになります。デ
フォルト値は 25 です。

いいえ memory-warning-
threshold:expr

メッセージカウンター有
効

メッセージカウンターが
有効であるかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ message-counter-
enabled

メッセージカウンターの
最大日履歴

メッセージカウンター履
歴を保持する日数。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ message-counter-max-
day-history

メッセージカウンターの
サンプル期間

メッセージカウンターに
使用するサンプル期間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 10000 です。

いいえ message-counter-
sample-period

メッセージの有効期限ス
キャンの間隔

期限切れのメッセージを
スキャンする頻度（ミリ
秒単位）。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ message-expiry-scan-
period

メッセージの有効期限ス
レッド優先度

スレッドが期限切れにす
るメッセージの優先度。
デフォルト値は 3 です。

いいえ message-expiry-thread-
priority

Name description 必須必須 内部名内部名
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Page Max Concurrent Io ページングに許可される
同時読み取りの最大数。
デフォルト値は 5 です。

いいえ page-max-concurrent-
io

perf Blast Pages TODO。デフォルト値は
-1 です。

いいえ perf-blast-pages

配信前の配信数の永続化 配信数が配信前に永続化
されるかどうか。False
は、メッセージがキャン
セルされた後にのみ発生
することを意味します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ persist-delivery-count-
before-delivery

アイデンティティー
キャッシュの永続化

ID がジャーナルに永続
化されるかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persist-id-cache

persistence Enabled サーバーが永続にファイ
ルベースのジャーナルを
使用するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persistence-enabled

リモーティングインター
セプター

このサーバーによって使
用されるインターセプ
タークラスの一覧。

いいえ remoting-
interceptors:nullable

同期速度テストの実行 起動時に、ディスクを同
期する際の診断テストを
実行するかどうか。パ
フォーマンスの問題を判
断する際に便利です。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ run-sync-speed-test

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ

メインのスケジュールス
レッドプールがあるス
レッドの数。デフォルト
値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

セキュリティードメイン ユーザーおよびロール情
報の検証に使用するセ
キュリティードメイン。
デフォルト値は other で
す。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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Security Enabled セキュリティーが有効に
なっているかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ security-enabled

セキュリティーインバリ
デーション間隔

セキュリティーキャッ
シュを無効にするまで待
機する時間（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
10000 です。

いいえ security-invalidation-
interval

サーバーダンプ間隔 基本的なランタイム情報
をサーバーログにダンプ
する頻度。1 未満の値を
指定するとこの機能が無
効になります。デフォル
ト値は -1 です。

いいえ server-dump-interval

共有ストア このサーバーがフェイル
オーバーに共有ストアを
使用しているかどうか。
デフォルト値は true で
す。

いいえ shared-store

スレッドプールの最大サ
イズ

メインスレッドプールの
スレッド数。-1 は無制限
を意味します。デフォル
ト値は 30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

トランザクションのタイ
ムアウト

作成後にトランザクショ
ンをリソースマネー
ジャーから削除するまで
の時間（ミリ秒単位）。
デフォルト値は
300000 です。

いいえ transaction-timeout

トランザクションタイム
アウトのスキャン期間

タイムアウトトランザク
ションをスキャンする頻
度（ミリ秒単位）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ transaction-timeout-
scan-period

Wild Card Routing
Enabled

サーバーがワイルドカー
ドルーティングをサポー
トするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ wild-card-routing-
enabled

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1450 metrics

Name description

アドレスの接続を閉じる リモートアドレスに指定された IP アドレスが含まれ
るこのサーバーに接続されているクライアントの接
続をすべて閉じます。接続が閉じられた場合は true
を返します。それ以外の場合は false を返します。

コミットの準備済みトランザクション ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
コミットします。

強制フェイルオーバー メッセージングサーバーが強制的に停止し、クライ
アントにフェイルオーバーを通知します。

GET Address Settings as JSON アドレス設定を、一致するアドレスの JSON 文字列
として返します。返される String は、アドレス設定
の詳細の配列が含まれる JSON 文字列です。

コネクターを JSON として取得 JSON のシリアライズを使用して、このサーバーに
設定されたコネクターを返します。

最後に送信されたメッセージ ID の取得 指定のセッションから指定のアドレスに送信された
最後のメッセージの ID を返します。

セッション作成時間の取得 セッションの作成時間を取得します。エポックから
の経過時間（ミリ秒数）を示す文字列として表され
る作成時間を返します。

すべてのコンシューマーを JSON として一覧表示 すべてのコンシューマーを一覧表示します。

接続 ID の一覧表示 には、このサーバーに接続されたすべての接続の ID
を一覧表示します。

JSON として接続の一覧表示 すべての JMS 接続を一覧表示します。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 connection-id で指定された JMS Connection に属す
るすべてのコンシューマーを一覧表示します。

ヒューリスティックコミット済みトランザクション
の一覧表示

ヒューリスティックにコミットされたトランザク
ションを一覧表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列は、トランザクション XID の Base-64 表
現です。
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ヒューリスティックなロールバックトランザクショ
ンの一覧表示

ヒューリスティックにロールバックされたトランザ
クションを一覧表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列は、トランザクション XID の Base-64 表
現です。

準備済みトランザクションの詳細を HTML として一
覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて HTML 形式で一覧表示します。

設定済みトランザクションの詳細を JSON として一
覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて JSON 形式で一覧表示します。

設定済みトランザクション JMS の詳細を HTML とし
て一覧表示

最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて HTML 形式の JMS 形式で一覧表示し
ます。

設定済みトランザクション JMS の詳細を JSON とし
て一覧表示

JSON 形式の JMS 形式の詳細を含む、日付順にソー
トされた準備済みトランザクションをすべて一覧表
示します。

準備済みトランザクションの一覧表示 最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて表示します。文字列の一覧を返しま
す。文字列はトランザクション XID のベース64 表現
であり、トランザクションのヒューリスティックな
コミットまたはロールバックに使用できます。

JSON としての Producer Info の一覧表示 すべてのセッションについて、JSON のシリアライ
ズを使用してメッセージプロデューサーに関する情
報を一覧表示します。

リモートアドレスの一覧表示 指定のアドレスに接続されたすべてのクライアント
のアドレスを一覧表示します。ip-address 引数を指
定すると、リモートアドレス文字列に指定の ip-
address 文字列が含まれるクライアントのみが返され
ます。

セッションの一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。

セッションを JSON として一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。返される String は、セッション ID の配列が
含まれる JSON 文字列です。

ターゲット宛先の一覧表示 指定したセッションがメッセージを送信したアドレ
スをすべて表示します。返される String は、アドレ
ス名の配列が含まれる JSON 文字列です。

すべてのメッセージカウンター領域のリセット すべてのメッセージカウンター履歴をリセットしま
す。

Name description
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すべてのメッセージカウンターのリセット すべてのメッセージカウンターをリセットします。

準備済みトランザクションのロールバック ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
ロールバックします。トランザクションが正常に
ロールバックされた場合は true を返します。そうで
ない場合は false を返します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.1. jbossas7: JMS キューキュー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1451 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1452

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1453 metrics

Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count
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デッドレターアドレス trait デッドメッセージの送信
先アドレス。

dead-letter-address

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

期限切れアドレス trait 期限切れのメッセージを
送信するアドレス。

expiry-address

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1454

Name description 必須必須 内部名内部名

durable キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ durable
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entries キューがバインドされる
jndi 名。

◯ entries

selector キューセレクター。 いいえ selector

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1455 metrics

Name description

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。削除されたメッセージの数を返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。
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JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.2. jbossas7: JMS トピック（管理サーバー）サービストピック（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1456 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1457

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1458 metrics

Name type description 内部名内部名

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

永続メッセージ数 measurement このトピックのすべての
永続的サブスクライバー
に対するメッセージの
数。

durable-message-count

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement このトピックの永続的サ
ブスクライバーの数。

durable-subscription-
count

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

実行中でないメッセージ
数

measurement このトピックのすべての
非永続的サブスクライ
バーに対するメッセージ
の数。

non-durable-message-
count

実行中でないサブスクリ
プション数

measurement このトピックの非永続的
サブスクライバーの数。

non-durable-
subscription-count
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サブスクリプション数 measurement このトピックの（永続的
および非永続的）サブス
クライバーの数。

subscription-count

temporary trait トピックが一時的である
かどうか。

temporary

トピックのアドレス trait トピックが参照するアド
レス。

topic-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1459

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

◯ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1460 metrics

Name description

サブスクリプションのメッセージ数 指定のサブスクリプションのフィルターに一致する
メッセージ数をカウントします。

すべてのサブスクリプションの削除 このトピックからすべてのサブスクリプションを削
除します。

持続可能なサブスクリプションの削除 永続的なサブスクリプションのドロップ

すべてのサブスクリプションの一覧表示 サブスクリプションを一覧表示します。
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すべてのサブスクリプションを JSON として一覧表
示

JSON 形式の文字列としてサブスクリプションを一
覧表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

永続性のあるサブスクリプションを JSON として一
覧表示

永続的なサブスクリプションのみを JSON 形式で文
字列として表示します。

サブスクリプションのメッセージ一覧の表示 指定のサブスクリプションのメッセージをすべて表
示します。

JSON としてのサブスクリプションのメッセージ一
覧の表示

指定されたサブスクリプションのメッセージをすべ
て JSON 形式で文字列として一覧表示します。

永続的でないサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

非永続的なサブスクリプションを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として、非永続サブスクリプ
ションのみを一覧表示します。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.3. jbossas7: 接続ファクトリー（管理サーバー）サービス接続ファクトリー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1461 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1462
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1463

Name description 必須必須 内部名内部名

connector 使用するコネクターを定
義します。これは
discovery-group-name
と相互排他的になりま
す。

いいえ connector:collapsed

JNDI 名 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

自動グループ メッセージのグループ化
が自動的に使用されるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send

実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send
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大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

呼び出しタイムアウト 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout

クライアント障害チェッ
クの間隔

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

大きなメッセージの圧縮 大きいメッセージを圧縮
すべきかどうか。デフォ
ルト値は false です。

いいえ compress-large-
messages

確認ウィンドウのサイズ 確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.hornetq.api.core.clie
nt.loadbalance.RoundRo
binConnectionLoadBala
ncingPolicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

接続 Ttl コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl

コンシューマー最大レー
ト

コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-rate

コンシューマーウィンド
ウのサイズ

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-size

検出グループ名 検出グループ名。 いいえ discovery-group-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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検出初期待機タイムアウ
ト

検出初期にタイムアウト
するまで待機します。

いいえ discovery-initial-wait-
timeout

DUPS Ok バッチサイズ 重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size

ファクトリータイプ 接続ファクトリーのタイ
プ。

いいえ factory-type

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

サーバーのシャットダウ
ン時におけるフェイル
オーバー

サーバーのシャットダウ
ン時に true がフェイル
オーバーします。

いいえ failover-on-server-
shutdown

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

◯ ha

初期メッセージパケット
サイズ

このファクトリーから作
成されるメッセージの初
期サイズ。

◯ initial-message-packet-
size

最大再試行間隔 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサーの Max
Rate

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate

プロデューサーウィンド
ウサイズ

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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Reconnect Attempts 再接続試行回数。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

スレッドプールの最大サ
イズ

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

トランザクションのバッ
チサイズ

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-size

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.4. jbossas7: プールされた接続ファクトリー（管理サーバー）サービスプールされた接続ファクトリー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1464 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1465

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1466

Name description 必須必須 内部名内部名

connector コネクターを定義しま
す。これらはコネクター
名別にマップに保存さ
れ、バックアップコネク
ターは値として保存され
ます。バックアップコネ
クターがない場合には未
定義の値が使用されま
す。

いいえ connector:collapsed

JNDI 名 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

自動グループ autogroupデフォルト値
は false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send
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実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send

大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

呼び出しタイムアウト 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout

クライアント障害チェッ
クの間隔

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

確認ウィンドウのサイズ 確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.hornetq.api.core.clie
nt.loadbalance.RoundRo
binConnectionLoadBala
ncingPolicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

接続 Ttl コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl

コンシューマー最大レー
ト

コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-rate

コンシューマーウィンド
ウのサイズ

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-size

検出グループ名 検出グループ名。 いいえ discovery-group-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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検出初期待機タイムアウ
ト

検出初期にタイムアウト
するまで待機します。

いいえ discovery-initial-wait-
timeout

DUPS Ok バッチサイズ 重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

サーバーのシャットダウ
ン時におけるフェイル
オーバー

サーバーのシャットダウ
ン時に true がフェイル
オーバーします。

いいえ failover-on-server-
shutdown

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

JNDI パラメーター 受信接続の宛先を見つけ
るために使用する JNDI
パラメーター。

いいえ jndi-params

最大プールサイズ プールの最大サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-pool-size:expr

最大再試行間隔 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

最小プールサイズ プールの最小サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ min-pool-size:expr

password この接続ファクトリーで
使用するデフォルトのパ
スワード。これは、接続
ファクトリーをリモート
ホストへポイントする場
合にのみ必要です。

いいえ password

Name description 必須必須 内部名内部名
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事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサーの Max
Rate

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate

プロデューサーウィンド
ウサイズ

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-size

Reconnect Attempts 再接続試行回数。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

一時的な設定 MDB エンドポイントを
設定する回数

いいえ setup-attempts

セットアップ間隔 MDB エンドポイントの
設定を試みる間隔。

いいえ setup-interval

スレッドプールの最大サ
イズ

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

transaction TODO。デフォルト値は
transaction です。

いいえ transaction

トランザクションのバッ
チサイズ

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-size

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Name description 必須必須 内部名内部名
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Jndi の使用 JNDI を使用して受信接
続の宛先を見つけます。

いいえ use-jndi

ローカル Tx の使用 受信セッションにローカ
ルトランザクションを使
用

いいえ use-local-tx

user この接続ファクトリーで
使用するデフォルトの
ユーザー名。これは、接
続ファクトリーをリモー
トホストへポイントする
場合にのみ必要です。

いいえ user

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.5. jbossas7: セキュリティー設定セキュリティー設定(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1467 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ロール（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.1468

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.5.1. jbossas7: ロール（管理サーバー）サービスロール（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1469 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1470

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1471
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Name description 必須必須 内部名内部名

消費 パーミッションにより、
ユーザーは一致するアド
レスにバインドされた
キューからのメッセージ
を消費することができま
す。デフォルト値は
false です。

◯ 消費

プロデューサーキューの
作成

このパーミッションによ
り、ユーザーは永続
キューを作成できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ create-durable-queue

プロデューサー以外の
キューの作成

このパーミッションによ
り、ユーザーは一時
キューを作成できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ create-non-durable-
queue

プロデューサーキューの
削除

このパーミッションによ
り、ユーザーは永続
キューを削除できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ delete-durable-queue

実行中でないキューの削
除

このパーミッションによ
り、ユーザーは一時
キューを削除できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ delete-non-durable-
queue

管理 このパーミッションによ
り、ユーザーは管理アド
レスに管理メッセージを
送信して管理操作を実行
できます。デフォルト値
は false です。

◯ 管理

send このパーミッションによ
り、ユーザーは一致する
アドレスにメッセージを
送信できます。デフォル
ト値は false です。

◯ send

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.6. jbossas7: アドレス設定アドレス設定(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1472 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1473

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1474

Name description 必須必須 内部名内部名

Address Full Policy max-size-bytes が指定
されているアドレスが満
杯になると発生する内容
を決定します。
（page、DROP、または
BLOCK）。デフォルト
値は PAGE です。

いいえ address-full-policy
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デッドレターアドレス デッドレターアドレス いいえ dead-letter-address

期限切れアドレス 期限切れのメッセージを
送信する場所を定義しま
す。

いいえ expiry-address

最後の値キュー キューが最後の値のみを
使用するかどうかを定義
します。デフォルト値は
false です。

いいえ last-value-queue

最大配信試行回数 dead-letter-address に
送信する前にキャンセル
メッセージを再配信でき
る回数を定義します。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ max-delivery-attempts

最大サイズバイト数 最大バイトサイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-size-bytes

メッセージカウンター履
歴日の制限

メッセージカウンター履
歴の日付制限。デフォル
ト値は 0 です。

いいえ message-counter-
history-day-limit

ページ最大キャッシュサ
イズ

ページングナビゲーショ
ン中に IO を最適化する
ためにメモリー内に保持
するページファイルの
数。デフォルト値は 5 で
す。

いいえ page-max-cache-size

ページサイズバイト ページングサイズ。デ
フォルト値は 10485760
です。

いいえ page-size-bytes

redelivery Delay キャンセルメッセージを
再配信するまでの待機時
間を定義します。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ redelivery-delay

再分配遅延 キューの最後のコン
シューマーが閉じられて
からメッセージを再分配
するまでの待機時間を定
義します。デフォルト値
は -1 です。

いいえ redistribution-delay

Name description 必須必須 内部名内部名
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ルートなしの Dla への送
信

このパラメーターがその
アドレスの true に設定
される場合、メッセージ
がどのキューにもルー
ティングされないと、そ
のアドレスのデッドレ
ターアドレス(DLA)に送
信されます（存在する場
合）。デフォルト値は
false です。

いいえ send-to-dla-on-no-
route

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.7. jbossas7: Grouping Handler(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1475 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1476

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1477

Name description 必須必須 内部名内部名

ハンドラーのグルーピン
グアドレス

クラスター接続および使
用するアドレスへの参
照。

◯ grouping-handler-
address

timeout 処理を決定するまで待機
する時間。このタイムア
ウトに達すると、順序付
けが厳格に保持されるよ
うにするには、送信中に
例外が発生します。デ
フォルト値は 5000 で
す。

いいえ timeout

type ハンドラーが、処理の決
定を行うクラスターの単
一の 'Local' ハンドラー
であるか、ローカルハン
ドラーと対話する
'Remote' ハンドラーで
あるか。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.8. jbossas7: アクセプター（管理サーバー）サービスアクセプター（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1478 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.1479

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1480 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait このアクセプターが起動
しているかどうか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1481

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス ファクトリークラス。 ◯ factory-class

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1482 metrics

Name description

start アクセプターを起動します。

stop アクセプターを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.8.1. jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.1483 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1484

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.1485

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.9. jbossas7: コネクター（コネクター（HornetQ: 管理対象サーバー）サービス管理対象サーバー）サービス

概要

表表3.1486 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.1487

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1488
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表表3.1488

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス ファクトリークラス。 ◯ factory-class

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.9.1. jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.1489 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1490

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1178



設定プロパティー

表表3.1491

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.10. jbossas7: VMアクセプター（管理サーバー）サービスアクセプター（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1492 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.1493

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1494 metrics
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Name type description 内部名内部名

Started trait 停止または開始するかど
うか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1495

Name description 必須必須 内部名内部名

サーバー ID サーバー ID。 ◯ server-id

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1496 metrics

Name description

start アクセプターを起動します。

stop アクセプターを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.10.1. jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.1497 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.1498

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1499

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.11. jbossas7: VM コネクターコネクター(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1500 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービス」
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「jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.1501

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1502

Name description 必須必須 内部名内部名

サーバー ID サーバー ID。 ◯ server-id

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.11.1. jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.1503 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.1504

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1505

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.12. jbossas7: リモートアクセプター（管理サーバー）サービスリモートアクセプター（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1506 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービス」
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接続プロパティー

表表3.1507

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1508 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait このアクセプターが起動
しているかどうか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1509

Name description 必須必須 内部名内部名

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1510 metrics

Name description

start アクセプターを起動します。

stop アクセプターを停止します。
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.12.1. jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.1511 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1512

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1513

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.3.2.4.21.1.13. jbossas7: リモートコネクター（管理サーバー）サービスリモートコネクター（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1514 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.1515

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1516

Name description 必須必須 内部名内部名

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.13.1. jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.1517 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1518

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1519

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.3.2.4.21.1.14. jbossas7: 迂回迂回(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1520 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1521

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1522

Name description 必須必須 内部名内部名

迂回アドレス 迂回元アドレス ◯ divert-address

exclusive 迂回が排他的であるかど
うか。メッセージが新し
いアドレスに迂回され、
古いアドレスにはまった
く送信されないことを意
味します。デフォルト値
は false です。

いいえ exclusive
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filter オプションのフィルター
文字列。指定されたフィ
ルター式に一致するメッ
セージのみが迂回されま
す。フィルター文字列
は、HornetQ ドキュメ
ントで説明されている
HornetQ フィルター式
構文に従います。

いいえ filter

転送アドレス 迂回先のアドレス ◯ forwarding-address

ルーティング名 迂回のルーティング名 いいえ routing-name

トランスフォーマークラ
ス名

迂回前にメッセージのボ
ディーまたはプロパ
ティーを変更するために
使用されるクラスの名
前。

いいえ transformer-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.15. jbossas7: キュー（管理サーバー）サービスキュー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1523 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1524
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1525 metrics

Name type description 内部名内部名

ID trait キューの ID。 id

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1526

Name description 必須必須 内部名内部名

durable キューが永続化されるか
どうかを定義します。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ durable

filter キューメッセージのフィ
ルター定義。未定義また
は空のフィルターはすべ
てのメッセージに一致し
ます。

いいえ filter

キューアドレス ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

◯ queue-address

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1527 metrics

Name description

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。
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スケジュールされたメッセージの一覧 配信スケジュールされたメッセージを一覧表示しま
す。

スケジュールされたメッセージを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として配信するようスケジュー
ルされたメッセージを一覧表示します。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.16. jbossas7: コアアドレス（管理サーバー）サービスコアアドレス（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1528 概要概要

説明： HornetQ アドレスを表すランタイムのみのリソー
ス。ゼロ以上のキューは単一のアドレスにバインド
できます。メッセージがルーティングされると、
メッセージのアドレスにバインドされたキューの
セットにルーティングされます。

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1529

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1530

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディング名 このアドレスにバインド
されるすべてのバイン
ディングの名前（キュー
および迂回の両方）。

◯ binding-names

ページあたりのバイト数 このアドレスの各ページ
によって使用されるバイ
ト数。

◯ number-of-bytes-per-
page

ページ数 このアドレスによって使
用されるページ数。

◯ number-of-pages

キュー名 アドレスに関連付けられ
たキューの名前。

◯ queue-names

roles アドレスに関連付けられ
たセキュリティーロール
（名前およびパーミッ
ション）の一覧。

◯ roles

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.17. jbossas7: クラスター接続（管理サーバー）サービスクラスター接続（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1531 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1532

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1533 metrics

Name type description 内部名内部名

ノード ID trait このクラスター接続に
よって使用されるノード
ID。

node-id

Started trait クラスター接続を開始す
るかどうか。

Started
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1534

Name description 必須必須 内部名内部名

呼び出しタイムアウト クラスター接続によるリ
モート呼び出しのタイム
アウト（ミリ秒単位）。
デフォルト値は 30000
です。

いいえ call-timeout

チェック期間 クライアント障害チェッ
クの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
30000 です。

いいえ check-period

クラスター接続アドレス 各クラスター接続は、こ
の値で始まるアドレスに
送信されるメッセージの
みに適用されます。

◯ cluster-connection-
address

確認ウィンドウのサイズ ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。デフォル
ト値は 1048576 です。

いいえ confirmation-window-
size

接続 Ttl クラスター接続で使用さ
れる接続が正常であると
見なされる最大時間（ミ
リ秒単位）。デフォルト
値は 60000 です。

いいえ connection-ttl

connector Ref ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。

◯ connector-ref
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検出グループ名 このクラスター接続が接
続を確立するクラスター
内の他のサーバーのリス
トを取得するために使用
される検出グループ。
「static-connectors」が
定義されている場合は、
未定義(null)である必要
があります。

いいえ discovery-group-name

コンシューマーがない場
合の forward

一致するか、他のノード
にあるかに関係なく、ク
ラスターの他のノード間
でメッセージが分散され
るラウンドロビンである
かどうか。false（デ
フォルト）に設定する
と、HornetQ は、転送
先のアドレスにコン
シューマーを持つキュー
があり、それらのコン
シューマーに少なくとも
それらのセレクターの
メッセージフィルター
(selectors)がメッセージ
と一致する必要がある場
合に限り、クラスターの
他のノードにメッセージ
を転送します。デフォル
ト値は false です。

いいえ forward-when-no-
consumers

最大 Hops メッセージの転送最大回
数。hornetq は、チェー
ン内の中間として他の
HornetQ サーバーと間
接的にのみ接続される可
能性のあるノードにメッ
セージを負荷分散するよ
うに設定することもでき
ます。デフォルト値は 1
です。

いいえ max-hops

最大再試行間隔 接続を再試行するために
使用される最大間隔。デ
フォルト値は 2000 で
す。

いいえ max-retry-interval

Name description 必須必須 内部名内部名
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大きいメッセージの最小
サイズ

メッセージの最小サイズ
（バイト単位）。メッ
セージが大きいメッセー
ジとみなされるまでの最
小サイズ（バイト単
位）。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

Reconnect Attempts 断念してシャットダウン
するまでにブリッジが行
う再接続試行の総回数。
-1 の値は、無制限の試行
回数を示します。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval ターゲットサーバーへの
接続に失敗した場合の後
続の再接続試行の間隔
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 500 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 最後の再試行から次の再
試行までの時間を計算す
るために時間に適用する
乗数。これにより、再試
行の間隔に指数バックオ
フを実装することができ
ます。デフォルト値は
1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

静的コネクター このクラスター接続が接
続を確立するコネクター
の静的に定義されたリス
ト。'discovery-group-
name' が定義されている
場合は、未定義(null)で
ある必要があります。

いいえ static-
connectors:nullable

重複検出の使用 ブリッジが、転送する各
メッセージに重複 ID プ
ロパティーを自動的に挿
入するかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ use-duplicate-detection

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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表表3.1535 metrics

Name description

ノードの取得 このクラスター接続に接続されたノードのマップを
返します。ここで、キーはノード ID と値になりま
す。これは、ノードへの接続に使用されるアドレス
になります。

start クラスター接続を開始します。

stop クラスター接続を停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.18. jbossas7: ブロードキャストグループブロードキャストグループ(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1536 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1537

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1538 metrics
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Name type description 内部名内部名

Started trait ブロードキャストグルー
プを起動するかどうか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1539

Name description 必須必須 内部名内部名

ブロードキャスト期間 連続するブロードキャス
トの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
2000 です。

いいえ broadcast-period

コネクター ブロードキャストされる
コネクターの名前を指定
します。

いいえ コネクター

ソケットバインディング ブロードキャストグルー
プソケットバインディン
グ。

◯ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1540 metrics

Name description

コネクターペアを JSON として取得 JSON シリアル化を使用して、このブロードキャス
トグループによってブロードキャストされるライブ
バックアップコネクターのペアを返します。

start ブロードキャストグループを起動します。

stop ブロードキャストグループを停止します。

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.4.21.1.19. jbossas7: パス（管理サーバー）サービスパス（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1541 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1542

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1543

Name description 必須必須 内部名内部名
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path 実際のファイルシステム
パス。'relative-to' 属性
が指定されていない限
り、絶対パスとして処理
されます。この場合、値
はそのパスの相対パスと
して処理されます。
絶対パスとして処理され
た場合、この属性の値に
よって指定された実際の
ランタイムパス名は以下
のようになります。
この値がすでに絶対値で
ある場合、値は直接使用
されます。それ以外の場
合は、ランタイムパス名
をシステムに依存して解
決します。UNIX システ
ムでは、相対パス名は、
現在のユーザーディレク
トリーに対して解決する
ことで絶対的になりま
す。Microsoft Windows
システムでは、相対パス
名は pathname により名
前が付けられたドライブ
の現在のディレクトリー
に対して完全に解決され
ます。存在する場合は、
現在のユーザーディレク
トリーに対して解決され
ます。

◯ path

相対値 以前指定された別のパス
の名前、またはシステム
によって提供される標準
的なパスの 1 つ。
'relative-to' を指定する
と、'path' 属性の値は、
この属性によって指定さ
れたパスに対する相対値
として処理されます。シ
ステムが提供する標準パ
スには、以下が含まれま
す。

jboss.home:
JBoss AS ディ
ストリビュー
ションのルート
ディレクトリー

user.home -
ユーザーのホー
ムディレクト

いいえ relative-to

Name description 必須必須 内部名内部名
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リー

user.dir - ユー
ザーの現在の作
業ディレクト
リー

java.home -
java インストー
ルディレクト
リー

jboss.server.ba
se.dir: 個々の
サーバーインス
タンスのルート
ディレクトリー

jboss.server.dat
a.dir: サーバー
が永続データ
ファイルの格納
に使用するディ
レクトリー

jboss.server.log
.dir: サーバーが
ログファイルス
トレージに使用
するディレクト
リー

jboss.server.tm
p.dir: サーバー
が一時ファイル
ストレージに使
用するディレク
トリー

jboss.domain.se
rvers.dir: ホスト
コントローラー
が個別のサー
バーインスタン
スの作業領域を
作成するディレ
クトリー

パスのタイプ パスのタイプ ◯ __name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.20. jbossas7: ブリッジ（管理サーバー）サービスブリッジ（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1544 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1545

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1546 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait ブリッジを起動するかど
うか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1547
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Name description 必須必須 内部名内部名

チェック期間 クライアント障害チェッ
クの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
30000 です。

いいえ check-period

確認ウィンドウのサイズ ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。デフォル
ト値は 1048576 です。

いいえ confirmation-window-
size

接続 Ttl ブリッジで使用される接
続が動作していると見な
される最大時間（ミリ秒
単位）。デフォルト値は
60000 です。

いいえ connection-ttl

検出グループ名 このブリッジによって使
用される検出グループの
名前。「static-
connectors」が定義され
ている場合は、未定義
(null)である必要があり
ます。

いいえ discovery-group-name

サーバーのシャットダウ
ン時におけるフェイル
オーバー

ターゲットサーバーがク
ラッシュせずに正常に
シャットダウンされる場
合に、ブリッジがバック
アップサーバーへのフェ
イルオーバーを試みるか
どうか（指定されている
場合）。

いいえ failover-on-server-
shutdown

filter オプションのフィルター
文字列。指定した場合
は、指定したフィルター
式に一致するメッセージ
のみが転送されます。
フィルター文字列は、
HornetQ ドキュメント
で説明されている
HornetQ フィルター式
構文に従います。

いいえ filter
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転送アドレス メッセージが転送される
ターゲットサーバーのア
ドレス。転送アドレスを
指定しないと、メッセー
ジの元の宛先が保持され
ます。

いいえ forwarding-address

Ha このブリッジが高可用性
をサポートするべきかど
うか。true は、クラス
ター内の利用可能なサー
バーに接続し、フェイル
オーバーをサポートしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

最大再試行間隔 接続を再試行するために
使用される最大間隔。デ
フォルト値は 2000 で
す。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

メッセージの最小サイズ
（バイト単位）。メッ
セージが大きいメッセー
ジとみなされるまでの最
小サイズ（バイト単
位）。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

password リモートサーバーへのブ
リッジ接続の作成時に使
用するパスワード。この
オプションを指定しない
と、ルート messaging
サブシステムリソースの
cluster-password 属性に
よって指定されたデフォ
ルトのクラスターパス
ワードが使用されます。
デフォルト値は
CHANGE ME!! です。

いいえ password

キュー名 ブリッジが消費するロー
カルキューの一意の名
前。

◯ queue-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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Reconnect Attempts 断念してシャットダウン
するまでにブリッジが行
う再接続試行の総回数。
-1 の値は、無制限の試行
回数を示します。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval ターゲットサーバーへの
接続に失敗した場合の後
続の再接続試行の間隔
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 最後の再試行から次の再
試行までの時間を計算す
るために時間に適用する
乗数。これにより、再試
行の間隔に指数バックオ
フを実装することができ
ます。デフォルト値は
1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

静的コネクター このブリッジによって使
用される静的に定義され
たコネクターの名前の一
覧。'discovery-group-
name' が定義されている
場合は、未定義(null)で
ある必要があります。

いいえ static-
connectors:nullable

トランスフォーマークラ
ス名

org.hornetq.core.server.
cluster.Transformer イン
ターフェースを実装する
ユーザー定義クラスの名
前。

いいえ transformer-class-name

重複検出の使用 ブリッジが、転送する各
メッセージに重複 ID プ
ロパティーを自動的に挿
入するかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ use-duplicate-detection

Name description 必須必須 内部名内部名

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1206



user リモートサーバーへのブ
リッジ接続の作成時に使
用するユーザー名。この
オプションを指定しない
と、ルート messaging
サブシステムリソースの
cluster-user 属性によっ
て指定されたデフォルト
のクラスターユーザーが
使用されます。デフォル
ト値は
HORNETQ.CLUSTER.AD
MIN.USER です。

いいえ user

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1548 metrics

Name description

start ブリッジを起動します。

stop ブリッジを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.21. jbossas7: 検出グループ（管理サーバー）サービス検出グループ（管理サーバー）サービス

概要

表表3.1549 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1550
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表表3.1550

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1551

Name description 必須必須 内部名内部名

初期待機時間のタイムア
ウト

初期ブロードキャストが
クラスター内の少なくと
も 1 つのノードを提供す
るまで待機する期間（ミ
リ秒単位）。デフォルト
値は 10000 です。

いいえ initial-wait-timeout

タイムアウトの更新 特定のサーバーから最後
のブロードキャストを受
信した後、そのサーバー
のコネクターペアエント
リーをリストから削除す
るまで検出グループが待
機する期間。デフォルト
値は 10000 です。

いいえ refresh-timeout

ソケットバインディング 検出グループソケットバ
インディング。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.22. jbossas7: コネクターサービスコネクターサービス(Managed Server)サービスサービス
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概要

表表3.1552 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.1553

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1554

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス コネクターサービスをイ
ンスタンス化できるファ
クトリークラスのクラス
名。

◯ factory-class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.4.21.1.22.1. jbossas7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.1555 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1556

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1557

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.21.1.23. jbossas7 - Runtime Queue(Managed Server)サービスサービス
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概要

表表3.1558 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1559

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1560 metrics

Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count

デッドレターアドレス trait キューのデッドメッセー
ジを送信するアドレス。

dead-letter-address

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

durable trait キューが永続化されるか
どうかを定義します。

durable
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期限切れアドレス trait キューの期限切れのメッ
セージの送信先アドレ
ス。

expiry-address

filter trait キューメッセージのフィ
ルター定義。未定義また
は空のフィルターはすべ
てのメッセージに一致し
ます。

filter

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表3.1561 metrics

Name description

スケジュールされたメッセージを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として配信するようスケジュー
ルされたメッセージを一覧表示します。
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JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 コンシューマーを一覧表示します。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。

pause キューを一時停止します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

Send message to dead Letter Address 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

Name description
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スケジュールされたメッセージの一覧 配信スケジュールされたメッセージを一覧表示しま
す。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.22. jbossas7: ロギング（管理サーバー）サービスロギング（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.1562 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: Async ハンドラー(Managed Server)サービス」

「jbossas7: コンソールハンドラー(Managed Server)サービス」

「jbossas7: カスタムハンドラー(Managed Server)サービス」

「jbossas7: ファイルハンドラー(Managed Server)サービス」

「jbossas7: ロガー(Managed Server)サービス」

「jbossas7 - Periodic rotating File Handler(Managed Server)サービス」

「jbossas7 - Size rotating File Handler(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1563
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1564

Name description 必須必須 内部名内部名

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

handlers このロガーに関連付けら
れたハンドラー。

◯ handlers

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.22.1. jbossas7: Async ハンドラーハンドラー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1565 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1566

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1567

Name description 必須必須 内部名内部名

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

オーバーフローアクショ
ン

オーバーフロー時に実行
するアクションを指定し
ます。有効なオプション
は 'block' および
'discard' です。デフォル
ト値は BLOCK です。

◯ overflow-action

Queue Length 書き込みをフラッシュす
る前に使用するキューの
長さ

◯ queue-length
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Subhandlers この Async ハンドラー
に関連付けられたハンド
ラー。

いいえ subhandlers

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.22.2. jbossas7: コンソールハンドラーコンソールハンドラー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1568 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1569

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.1570

Name description 必須必須 内部名内部名

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

ターゲット コンソールハンドラーの
ターゲットを定義しま
す。値は SYSTEM_OUT
または SYSTEM_ERR の
いずれかになります。デ
フォルト値は
System.out です。

いいえ ターゲット

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.22.3. jbossas7: カスタムハンドラーカスタムハンドラー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1571 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1572

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1573

Name description 必須必須 内部名内部名

class 使用されるロギングハン
ドラークラス。

◯ class

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

モジュール ロギングハンドラーが依
存するモジュール。

◯ モジュール
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properties  ◯ properties

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.22.4. jbossas7: ファイルハンドラーファイルハンドラー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1574 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1575

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1576
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Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.22.5. jbossas7: ロガーロガー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1577 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1578

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1579

Name description 必須必須 内部名内部名

handlers このロガーに関連付けら
れたハンドラー。

いいえ handlers

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

親ハンドラーの使用 このロガーが出力を親
Logger に送信するかど
うかを指定します。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-parent-handlers

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.22.6. jbossas7 - Periodic rotating File Handler(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1580 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1581

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1582

Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush
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encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

suffix サフィックス文字列を設
定します。文字列は、
java.text.SimpleDateFor
mat が理解できる形式で
す。ローテーションの期
間は、接尾辞に基づいて
自動的に算出されます。

◯ suffix

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.22.7. jbossas7 - Size rotating File Handler(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.1583 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1584

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1585

Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter
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level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

最大バックアップイン
デックス

保持するバックアップの
最大数。デフォルト値は
1 です。

◯ max-backup-index

ローテーションサイズ ログファイルをローテー
ションするサイズ。デ
フォルト値は 2m です。

◯ rotate-size

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.23. JBossAS7 - JVM Service

概要概要

表表3.1586 概要概要

説明： 基礎となる JVM に関する情報

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: オペレーティングシステムサービス」

「jbossas7: メモリーサービス」

「jbossas7: ランタイムサービス」

「jbossas7: スレッドサービス」

「jbossas7: ガベージコレクターサービス」

「jbossas7 - メモリープールサービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1587

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.23.1. jbossas7: オペレーティングシステムサービスオペレーティングシステムサービス

概要

表表3.1588 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1589

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1590 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプロセッサー measurement Java 仮想マシンで利用
可能なプロセッサーの
数。

available-processors

システム負荷平均 measurement 最後の 1 分間のシステム
の負荷平均値です。負荷
平均は一部のプラット
フォームでは利用できな
い場合があります。負荷
平均が利用できない場合
は、負の値が返されま
す。

system-load-average

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.23.2. jbossas7: メモリーサービスメモリーサービス

概要

表表3.1591 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.1592

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1593 metrics

Name type description 内部名内部名

オブジェクト保留中の最
終処理数

measurement ファイナライズが保留中
のオブジェクトの概算。

object-pending-
finalization-count

初期ヒープの使用 measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

heap-memory-
usage:init

使用済みのヒープ measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

heap-memory-
usage:used

コミットされたヒープ measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

heap-memory-
usage:committed

ヒープの最大使用量 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

heap-memory-
usage:max

heap 以外の初期使用方
法

measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

non-heap-memory-
usage:init

使用されていないメモ
リー

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

non-heap-memory-
usage:used
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Heap 以外のメモリーを
コミット

measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

non-heap-memory-
usage:committed

非 heap の最大使用方法 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

non-heap-memory-
usage:max

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表3.1594 metrics

Name description

GC トリガー ガベージコレクターを実行します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.23.3. jbossas7: ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.1595 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1596
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1597 metrics

Name type description 内部名内部名

uptime measurement Java 仮想マシンのアッ
プタイム（ミリ秒単
位）。

uptime

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.23.4. jbossas7: スレッドサービススレッドサービス

概要

表表3.1598 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1599
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1600 metrics

Name type description 内部名内部名

スレッド数 measurement 現在のライブスレッド数
（デーモンと非デーモン
スレッドの両方を含
む）。

thread-count

ピークスレッド数 measurement Java 仮想マシンの起動
またはピーク後のライブ
マイグレーションスレッ
ド数。

peak-thread-count

開始スレッド数の合計 measurement Java 仮想マシンが起動
してから作成され、さら
に起動するスレッドの合
計数。

total-started-thread-
count

デーモンスレッド数 measurement ライブデーモンスレッド
の現在の数。

daemon-thread-count

現在のスレッド Cpu 時
間

measurement 現在のスレッドのナノ秒
での CPU 時間の合計。
'thread-cpu-time-
enabled' が 'false' の場合
の -1。Java 仮想マシン
実装は CPU 時間測定を
サポートしないことがあ
ります。'thread-cpu-
time-supported' が
'false' で定義されていな
い場合。

current-thread-cpu-
time
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現在のスレッドユーザー
時間

measurement 現在のスレッドがナノ秒
のユーザーモードで実行
された CPU 時間。
'thread-cpu-time-
enabled' が 'false' の場合
は -1 になります。Java
仮想マシン実装は CPU
時間測定をサポートしな
いことがあります。
'thread-cpu-time-
supported' に「false」
の場合には、結果は未定
義になります。

current-thread-user-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1601

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドの競合監視が有
効になっている

スレッド競合監視が有効
になっているかどうか。

いいえ thread-contention-
monitoring-enabled

thread Cpu Time
Enabled

スレッド CPU 時間測定
が有効になっているかど
うか。

いいえ thread-cpu-time-
enabled

サポートされるスレッド
の競合監視

Java 仮想マシンがス
レッド競合モニタリング
をサポートするかどう
か。

いいえ thread-contention-
monitoring-supported

サポートされるスレッド
Cpu 時間

Java 仮想マシン実装が
スレッドの CPU 時間測
定に対応しているかどう
か。

いいえ thread-cpu-time-
supported

現在サポートされている
スレッド Cpu 時間

Java 仮想マシンが現在
のスレッドの CPU 時間
測定に対応しているかど
うか。

いいえ current-thread-cpu-
time-supported
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サポート対象のオブジェ
クトモニターの使用

Java 仮想マシンがオブ
ジェクトモニターの使用
の監視をサポートするか
どうか。

いいえ object-monitor-usage-
supported

サポート対象の同期機能
の使用

Java 仮想マシンが、所
有可能な同期使用のモニ
タリングをサポートする
かどうか。

いいえ Synchronizer-usage-
supported

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1602 metrics

Name description

すべてのスレッドをダンプ スタックトレースおよび同期情報を持つすべてのラ
イブスレッドのスレッド情報を返します。

デッドロックスレッドの検索 オブジェクトモニターまたは所有可能な同期を取得
するまで待機しているデッドロックのスレッドのサ
イクルを見つけます。

監視デッドロックスレッドの検索 オブジェクトモニターの取得を待機しているデッド
ロックのスレッドのサイクルを見つけます。

スレッド Cpu 時間の取得 指定された ID のスレッドの CPU 時間の合計をナノ
秒で返します。

スレッド情報の取得 指定された id のスレッドのスレッド情報を返しま
す。返された応答オブジェクトのスタックトレー
ス、ロックされたモニター、およびロックされた同
期は空になります。

スレッド情報の取得 ID が入力リストにある各スレッドのスレッド情報を
返します。

スレッドユーザー時間の取得 指定された ID のスレッドがユーザーモードで実行さ
れた CPU 時間をナノ秒で返します。

ピアスレッド数のリセット ピークスレッド数を現在のライブスレッド数にリ
セットします。
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すべてのスレッド ID を取得します。 すべてのライブスレッド ID を取得します。セキュリ
ティーマネージャーがインストールされ、呼び出し
元に ManagementPermission('monitor')がない場
合、結果は未定義になります。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.23.5. jbossas7: ガベージコレクターサービスガベージコレクターサービス

概要

表表3.1603 概要概要

説明： Java 仮想マシンのガベージコレクションの管理イン
ターフェースを提供するリソースの親リソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ガベージコレクターリソースサービス」

接続プロパティー

表表3.1604

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.4.23.5.1. jbossas7: ガベージコレクターリソースサービスガベージコレクターリソースサービス

概要

表表3.1605 概要概要

説明： Java 仮想マシンのガベージコレクターの 1 つに対す
る管理インターフェース。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1606

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1607 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクション数 measurement 発生したコレクションの
合計数。

collection-count

コレクション数/分数 measurement 発生したコレクションの
合計数。

collection-count

コレクション時間 measurement 累積されたコレクション
の概算（ミリ秒単位）。

collection-time

コレクション時間/分 measurement 累積されたコレクション
の概算（ミリ秒単位）。

collection-time
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Name trait このガベージコレクター
を表す名前

Name

valid trait このメモリーマネー
ジャーが Java 仮想マシ
ンで有効かどうか。

valid

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1608

Name description 必須必須 内部名内部名

メモリープール名 このガベージコレクター
が管理するメモリープー
ルの名前。

◯ memory-pool-names

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.23.6. jbossas7 - メモリープールサービスメモリープールサービス

概要

表表3.1609 概要概要

説明： Java 仮想マシンのメモリープールの管理インター
フェースを提供するリソースの親リソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: メモリープールリソースサービス」

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1237



接続プロパティー

表表3.1610

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.23.6.1. jbossas7: メモリープールリソースサービスメモリープールリソースサービス

概要

表表3.1611 概要概要

説明： メモリープールの管理インターフェース。メモリー
プールは、Java 仮想マシンによって管理されるメモ
リーリソースを表し、1 つ以上のメモリーマネー
ジャーによって管理されます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1612

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1613 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクションの使用 -
Init

measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

collection-usage:init

コレクションの使用 - 使
用

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

collection-usage:used

コレクションの使用 - コ
ミット

measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

collection-
usage:committed

コレクションの使用 - 最
大

measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

collection-usage:max

コレクションの使用しき
い値数

measurement Java 仮想マシンが、メ
モリー使用量がコレク
ション使用量のしきい値
に達したか、または超過
していることを検出した
回数。メモリープール
は、コレクションの使用
のしきい値をサポートし
ない場合があります。
'collection-usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果の値が
'undefined' になりま
す。

collection-usage-
threshold-count
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Collection Usage
Threshold Exceeded

trait Java 仮想マシンが消費
した最新のコレクション
後のこのメモリープール
のメモリー使用量が、コ
レクションの使用量のし
きい値に達したか、また
は超過しているかどう
か。メモリープールは、
コレクションの使用のし
きい値をサポートしない
場合があります。
'collection-usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果の値が
'undefined' になりま
す。

collection-usage-
threshold-exceeded

Collection Usage
Threshold
Supported（コレクショ
ン使用のしきい値）

trait このメモリープールがコ
レクション使用のしきい
値に対応しているかどう
か。

collection-usage-
threshold-supported

Name trait このメモリープールを表
す名前。

Name

ピーク時 - Init measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

peak-usage:init

ピーク時の使用状況 - 使
用

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

peak-usage:used

ピーク時 - コミット measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

peak-usage:committed

ピーク時の使用状況：
最大

measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

peak-usage:max

type trait このメモリープールのタ
イプ。

type

Name type description 内部名内部名
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usage - Init measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

usage:init

使用方法 - 使用方法 measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

usage:used

使用方法 - Committed measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

usage:committed

使用方法： 最大 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

usage:max

Usage Threshold Count measurement メモリー使用量が使用量
のしきい値を超えた回
数。メモリープールは使
用状況のしきい値をサ
ポートしない場合があり
ます。'usage-threshold-
supported' の場合、
'false' が 'read-attribute'
操作でこの属性を読み込
もうと失敗し、'read-
resource' 操作の結果に
この属性の値が
'undefined' になりま
す。

usage-threshold-count

Usage Threshold
Exceeded

trait このメモリープールのメ
モリー使用量が使用量の
しきい値に達したか、こ
れを超えるか。メモリー
プールは使用状況のしき
い値をサポートしない場
合があります。'usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果にこの属性の値が
'undefined' になりま
す。

usage-threshold-
exceeded

Name type description 内部名内部名
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サポートされる Usage
Threshold

trait このメモリープールが使
用状況のしきい値に対応
しているかどうか。

usage-threshold-
supported

valid trait このメモリープールが
Java 仮想マシンで有効
かどうか。メモリープー
ルは、Java 仮想マシン
がメモリーシステムから
削除されると無効になり
ます。

valid

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1614

Name description 必須必須 内部名内部名

コレクションの使用しき
い値

このメモリープールのコ
レクション使用のしきい
値（バイト単位）。メモ
リープールは、コレク
ションの使用のしきい値
をサポートしない場合が
あります。'collection-
usage-threshold-
supported' の場合、
'false' が 'read-attribute'
操作でこの属性を読み込
もうと失敗し、'read-
resource' 操作の結果の
値が 'undefined' になり
ます。

いいえ collection-usage-
threshold

メモリーマネージャー名 このメモリープールを管
理するメモリーマネー
ジャーの名前。

◯ memory-manager-
names

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1242



Usage Threshold このメモリープールの使
用量のしきい値（バイト
単位）。メモリープール
は使用状況のしきい値を
サポートしない場合があ
ります。'usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果にこの属性の値が
'undefined' になりま
す。

いいえ usage-threshold

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1615 metrics

Name description

ピーク使用のリセット このメモリープールのピーク時のメモリー使用統計
を現在のメモリー使用量にリセットします。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.24. jbossas7: データソースデータソース(Managed)サービスサービス

概要概要

表表3.1616 概要概要

説明： 管理対象サーバー用の datasources サブシステム。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: DataSource(Managed)サービス」

「jbossas7: XADataSource(Managed)サービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1617

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1618

Name description 必須必須 内部名内部名

利用可能なドライバー  ◯ *4

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.24.1. jbossas7: DataSource(Managed)サービスサービス

概要

表表3.1619 概要概要

説明： 非 XA データソース

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.1620

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1621 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount
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準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1622

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

◯ connection-url

ドライバー名 使用する JDBC ドライ
バーの名前

◯ driver-name

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全修飾名。

いいえ driver-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

driver データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。driver-name>
#major-version.minor-
version where driver-
name は JDBC ドライ
バークラスの完全修飾名
です。

いいえ driver
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ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。

いいえ pool-prefill

Name description 必須必須 内部名内部名
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Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。

いいえ pool-use-strict-min

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）を示しま
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1623 metrics

Name description

プールのすべての接続をフラッシュする すべての接続のプールをフラッシュします。

プールのフラッシュアイドリング接続 アイドル接続のためにプールをフラッシュします。
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プールの接続テスト 接続を取得できるかどうかのテスト

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.24.2. jbossas7: XADataSource(Managed)サービスサービス

概要

表表3.1624 概要概要

説明： XA データソース

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1625

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1626 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize
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準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

Name type description 内部名内部名
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作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.1627

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2
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XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全修飾名

◯ xa-datasource-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

◯ driver-name

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。

いいえ pool-use-strict-min

interleaving XA 接続ファクトリーの
インターリービングを有
効にする要素

いいえ interleaving

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされる
べき

いいえ pad-xid

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

Name description 必須必須 内部名内部名
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wrap Xa データソース XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。

いいえ wrap-xa-datasource

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

リカバリープラグインク
ラス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供されるリカバ
リープラグインの実装

いいえ recovery-plugin-class-
name

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
する間隔をミリ秒単位で
割り当てます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

XA リソースタイムアウ
ト

XAResource.setTransact
ionTimeout（）デフォ
ルトに渡されるのはゼロ
で、セッターは起動しま
せん。（秒単位）

いいえ xa-resource-timeout

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

リカバリーユーザー名 接続リカバリーを試行す
るために使用されるユー
ザー名

いいえ recovery-username

リカバリーパスワード 接続リカバリーを試行す
るために使用されるパス
ワード

いいえ recovery-password

リカバリーセキュリ
ティードメイン

接続リカバリーを試行す
るために使用される
security-domain

いいえ recovery-security-
domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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リカバリーなし true の場合、この接続
プールのリカバリーは試
行されません。

いいえ no-recovery

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1628 metrics

Name description

プールのすべての接続をフラッシュする すべての接続のプールをフラッシュします。

プールのフラッシュアイドリング接続 アイドル接続のためにプールをフラッシュします。

プールの接続テスト 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.25. jbossas7: JVM 定義サービス定義サービス

概要概要

表表3.1629 概要概要

説明： 同じ名前のホストとサーバーグループレベルの定義
をオーバーライドできる JVM 定義。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1630

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1631

Name description 必須必須 内部名内部名

ベース定義 使用するホストレベルま
たはoverride の定義

◯ baseDefinition

agent Lib JVM エージェント lib。 いいえ agent-lib

エージェントパス JVM エージェントのパ
ス。

いいえ agent-path

env Classpath Ignored 環境クラスパスを無視し
ます。

いいえ env-classpath-ignored

環境変数 JVM 環境変数。 いいえ environment-variables

ヒープサイズ JVM によって割り当て
られる初期のヒープサイ
ズ。

いいえ heap-size

Java エージェント java エージェント。 いいえ java-agent

Java Home Java ホーム いいえ java-home

JVM オプション JVM オプション。定義
を初期作成してから変更
することはできません。

いいえ jvm-options

最大ヒープサイズ JVM によって割り当て
可能な最大ヒープサイ
ズ。

いいえ max-heap-size

最大 Permgen サイズ 永続生成の最大サイズ。 いいえ max-permgen-size

Permgen Size 永久生成の初期サイズ。 いいえ permgen-size

スタックサイズ JVM スタックサイズの
設定。

いいえ stack-size
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type JVM タイプは SUN また
は IBM のいずれかにな
ります。

いいえ type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.26. jbossas7: Transactions サブシステムサブシステム(Managed)サービスサービス

概要概要

表表3.1632 概要概要

説明： transactions サブシステム。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: ログストア(Managed)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1633

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.1634 metrics
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表表3.1634 metrics

Name type description 内部名内部名

ネスト化されたトランザ
クション数

measurement 作成されたネストされた
(sub)トランザクション
の総数。

number-of-nested-
transactions

1 分あたりのネストトラ
ンザクション数

measurement 作成されたネストされた
(sub)トランザクション
の総数。

number-of-nested-
transactions

タイムアウトしたトラン
ザクション数

measurement タイムアウトが原因で
ロールバックされたトラ
ンザクションの数。

number-of-timed-out-
transactions

1 分あたりにタイムアウ
トしたトランザクション
数

measurement タイムアウトが原因で
ロールバックされたトラ
ンザクションの数。

number-of-timed-out-
transactions

コミットされたトランザ
クションの数

measurement コミットされたトランザ
クションの数。

number-of-committed-
transactions

1 分あたりのコミット済
みトランザクション数

measurement コミットされたトランザ
クションの数。

number-of-committed-
transactions

トランザクション数 measurement 作成されたトランザク
ションの合計数（トップ
レベルおよびネスト化）

number-of-transactions

1 分あたりのトランザク
ション数

measurement 作成されたトランザク
ションの合計数（トップ
レベルおよびネスト化）

number-of-transactions

ヒューリスティック数 measurement ヒューリスティックな結
果で終了したトランザク
ションの数。

number-of-heuristics

1 分あたりのヒューリス
ティック数

measurement ヒューリスティックな結
果で終了したトランザク
ションの数。

number-of-heuristics

中止トランザクションの
数

measurement 中止された（つまりロー
ルバックされた）トラン
ザクションの数。

number-of-aborted-
transactions

1 分あたりの中止トラン
ザクション数

measurement 中止された（つまりロー
ルバックされた）トラン
ザクションの数。

number-of-aborted-
transactions
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インフライトトランザク
ション数

measurement 終了していないトランザ
クションの数。

number-of-inflight-
transactions

1 分あたりのインフライ
トトランザクション数

measurement 終了していないトランザ
クションの数。

number-of-inflight-
transactions

アプリケーションのロー
ルバック数

measurement アプリケーションリクエ
ストによってロールバッ
クされたトランザクショ
ンの数。これには、タイ
ムアウトの動作はアプリ
ケーション設定の属性と
みなされるためのタイム
アウトが含まれます。

number-of-application-
rollbacks

1 分あたりのアプリケー
ションのロールバック数

measurement アプリケーションリクエ
ストによってロールバッ
クされたトランザクショ
ンの数。これには、タイ
ムアウトの動作はアプリ
ケーション設定の属性と
みなされるためのタイム
アウトが含まれます。

number-of-application-
rollbacks

リソースのロールバック
数

measurement リソース（参加者）の失
敗によりロールバックさ
れたトランザクションの
数。

number-of-resource-
rollbacks

1 分あたりのリソースの
ロールバック数

measurement リソース（参加者）の失
敗によりロールバックさ
れたトランザクションの
数。

number-of-resource-
rollbacks

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.26.1. jbossas7: ログストアログストア(Managed)サービスサービス

概要

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1268



表表3.1635 概要概要

説明： トランザクションロギングストレージメカニズムの
表現。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: トランザクション（管理）サービス」

接続プロパティー

表表3.1636

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1637

Name description 必須必須 内部名内部名

type ロギングストアの実装タ
イプを指定します。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.4.26.1.1. jbossas7: トランザクション（管理）サービストランザクション（管理）サービス

概要

表表3.1638 概要概要

説明： トランザクションマネージャーが障害発生時にトラ
ンザクションをリカバリーするために保存する永続
的な情報。probe 操作は、対応する実際のトランザ
クションが開始され、準備およびコミットフェーズ
を終了すると、モデルからトランザクションを追加
および削除します。スタックされたトランザクショ
ンは、完了または削除操作によって明示的に削除さ
れるまで、モデルに残ります。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 参加者（管理）サービス」

接続プロパティー

表表3.1639

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1640

Name description 必須必須 内部名内部名

2 年目 このトランザクションの
準備以降、またはリカバ
リーシステムが最後にリ
カバリーを試行した時
間。

いいえ 経過時間（秒単位）
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ID このトランザクションの
ID。

いいえ id

JMX 名 このトランザクションの
JMX 名。

いいえ jmx-name

type このレコードが保存され
るタイプ名。

いいえ type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.26.1.1.1. jbossas7: 参加者（管理）サービス参加者（管理）サービス

概要

表表3.1641 概要概要

説明： トランザクションで機能したリソース。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1642

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1643

Name description 必須必須 内部名内部名

EIS 製品名 JCA エンタープライズ
情報システムの製品名。

いいえ eis-product-name

EIS 製品バージョン JCA エンタープライズ
情報システムの製品バー
ジョン

いいえ ess-product-version

JMX 名 この参加者の JMX 名。 いいえ jmx-name

JNDI 名 この参加者の JNDI 名。 いいえ jndi-name

status この参加者のコミットス
テータスを報告します
（Pending、Prepared、
Failed、Heuristic、また
は Readonly のいずれ
か）。

いいえ status

type このレコードが保存され
るタイプ名。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.4.27. JBossAS7 - JDR Service

概要概要

表表3.1644 概要概要
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説明： JBoss Diagnostic Reporter(JDR)サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1645

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.1646 metrics

Name description

JDR レポートの生成 JDR レポートの生成をリクエストします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5. jbossas7: プロファイルサービスプロファイルサービス

概要概要

表表3.1647 概要概要

説明： ドメイン内のプロファイル。プロファイルはサー
バーグループに割り当てられます。
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: ModCluster ドメインサービス」

「jbossas7: Naming(Profile)サービス」

「jbossas7: JBossWeb(Profile)サービス」

「jbossas7: JCA(Profile)サービス」

「jbossas7: Osgi(Profile)サービス」

「jbossas7: リソースアダプター(Profile)サービス」

「jbossas7: EJB3(Profile)サービス」

「jbossas7: スレッド(Profile)サービス」

「jbossas7: セキュリティー(Profile)サービス」

「jbossas7: Messaging(Profile)サービス」

「jbossas7: データソース(Profile)サービス」

「jbossas7: ロギングサービス」

「JBossAS7 - Webservices Service」

「jbossas7: Transactions サブシステム(Profile)サービス」

「jbossas7: JacORB サービス」

「jbossas7: JAXR サービス」

「jbossas7: JPA サービス」

「JBossAS7 - CMP Service」

「JBossAS7 - EE Service」

「JBossAS7 - JMX Service」

「jbossas7: Infinispan サービス」

「jbossas7: JGroups サービス」

「jbossas7: リモーティングサービス」

「jbossas7: メールサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1648
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表表3.1648

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.1. jbossas7: ModCluster ドメインサービスドメインサービス

概要概要

表表3.1649 概要概要

説明： mod_cluster のサポート

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: ドメインサービス設定サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1650

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.1.1. jbossas7: ドメインサービス設定サービスドメインサービス設定サービス

概要

表表3.1651 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ドメイン動的ロードプロバイダーサービス」

「jbossas7: ドメイン Ssl サービス」

接続プロパティー

表表3.1652

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1653
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Name description 必須必須 内部名内部名

proxy List コンマ区切りのプロキ
シー形式
(hostname:port)のリス
ト。

いいえ proxy-list

proxy Url MCMP リクエストの
ベース URL。

いいえ proxy-url

advertise Socket Advertise ソケットに使
用するソケットバイン
ディングの名前。

いいえ advertise-socket

advertise アドバタイズロジックを
使用するかどうか。

いいえ advertise

セキュリティーキーのア
ドバタイズ

Advertise ロジックのセ
キュリティーキーが含ま
れる文字列。

いいえ advertise-security-key

balancer バランサー名。 いいえ balancer

connector ロードバランサーとの通
信に使用される Web コ
ネクターの名前。

◯ connector

Load Balancing Group loadBalancingGroup
name。

いいえ load-balancing-group

除外されたコンテキスト mod_cluster は無視する
コンテキストのリスト
で、Format String をコ
ンマで区切って指定しま
す。

いいえ excluded-contexts

コンテキストの自動有効
化

mod_cluster_manger(htt
pd)で無効な場合でもコ
ンテキストを有効にしま
す。

いいえ auto-enable-contexts

スティッキーセッション リクエストにはスティッ
キーセッションを使用し
ます。

いいえ sticky-session

スティッキーセッション
の削除

フェイルオーバー時に
セッション情報を削除し
ます。

いいえ sticky-session-remove
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スティッキーセッション
の強制

セッション情報でリクエ
ストをフェイルオーバー
しないでください。

いいえ sticky-session-force

ワーカータイムアウト httpd で利用可能なワー
カーがリクエストを処理
するまで待機するタイム
アウト値。

いいえ worker-timeout

max Attempts 最大でべき等リクエスト
の処理を試行します。

いいえ max-attempts

flush Packets httpd でパケットのフ
ラッシュを有効または無
効にします。

いいえ flush-packets

flush Wait httpd でパケットをフ
ラッシュする前に待機す
る時間。

いいえ flush-wait

PING ping への pong 応答を待
つ時間（秒単位）。

いいえ PING

sMax httpd でのソフトな最大
アイドル接続数

いいえ smax

ttl smax を超えるアイドル
接続の Time to Live（秒
単位）

いいえ ttl

ノードのタイムアウト ノードへのプロキシー接
続のタイムアウト（秒単
位）。

いいえ node-timeout

コンテキストタイムアウ
トの停止

コンテキストが保留中の
リクエストを処理するま
で待機する最大時間。

いいえ stop-context-timeout

ソケットタイムアウト httpd が MCMP メッ
セージの応答を待つタイ
ムアウト。

いいえ socket-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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表表3.1654 metrics

Name description

カスタムメトリクスの追加 新しいカスタムメトリクスをロードバランサープロ
バイダーに追加します。

メトリックの追加 新しいメトリクスをロードバランサープロバイダー
に追加します。

カスタムメトリクスの削除 カスタムメトリクスをロードバランサープロバイ
ダーから削除します。

メトリクスの削除 新しいメトリクスをロードバランサープロバイダー
に追加します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.1.1.1. jbossas7: ドメイン動的ロードプロバイダーサービスドメイン動的ロードプロバイダーサービス

概要

表表3.1655 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ドメインカスタムロードメトリックサービス」

「jbossas7: ドメインロードメトリックサービス」

接続プロパティー

表表3.1656

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1657

Name description 必須必須 内部名内部名

decay 減退。デフォルト値は 2
です。

いいえ decay

history history。デフォルト値は
9 です。

いいえ history

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.1.1.1.1. jbossas7: ドメインカスタムロードメトリックサービスドメインカスタムロードメトリックサービス

概要

表表3.1658 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1659

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1280



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1660

Name description 必須必須 内部名内部名

容量 メトリックの容量。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ 容量

class カスタムメトリクスのク
ラス名。

◯ class

weight メトリックの重み。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ weight

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.1.1.1.2. jbossas7: ドメインロードメトリックサービスドメインロードメトリックサービス

概要

表表3.1661 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1662
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1663

Name description 必須必須 内部名内部名

容量 メトリックの容量。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ 容量

type メトリクスのタイプ ◯ type

weight メトリックの重み。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ weight

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.1.1.2. jbossas7: ドメインドメイン Ssl サービスサービス

概要

表表3.1664 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1665

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1666

Name description 必須必須 内部名内部名

CA 証明書ファイル 認証局。 いいえ ca-certificate-file

CA Revocation Ur 認証局の失効リスト。 いいえ ca-revocation-ur

証明書キーファイル 証明書のキーファイル。 いいえ certificate-key-file

暗号化スイート 許可される暗号スイー
ト。

いいえ cipher-suite

キーエイリアス キーエイリアス。 いいえ key-alias

password password. いいえ password

protocol 有効な SSL プロトコ
ル。

いいえ protocol

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1283



NONE

3.3.2.5.2. jbossas7: Naming(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.1667 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: Binding(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1668

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.2.1. jbossas7: Binding(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1669 概要概要

説明： プリミティブタイプの JNDI バインディング

シングルトン： いいえ

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1284



プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1670

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1671

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディングタイプ 作成するバインディング
のタイプ。simple、
lookup、または object-
factory です。

◯ binding-type

class オブジェクトファクト
リーバインディングのオ
ブジェクトファクトリー
クラス名

いいえ class

lookup ルックアップバインディ
ングの JNDI でルック
アップするエントリー。

いいえ lookup

モジュール オブジェクトファクト
リーバインディングのオ
ブジェクトファクトリー
をロードするモジュー
ル。

いいえ モジュール
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type シンプルバインディング
にバインドする値の型。
これはプリミティブタイ
プである必要がありま
す。

いいえ type

値 シンプルバインディング
にバインドする値

いいえ 値

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.3. jbossas7: JBossWeb(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.1672 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: コネクター(Profile)サービス」

「jbossas7: VHost(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1673

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1674

Name description 必須必須 内部名内部名

無効： 0 デフォルトのサーブレッ
トマッピングを有効にし
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ Disabled:0

ファイルのエンコーディ
ング

ファイルのエンコーディ
ングを強制します。

いいえ file-encoding

Lists フォルダーリストを有効
にします。デフォルト値
は false です。

いいえ Lists

最大デプト PROPFIND の最大再帰
数。デフォルト値は 3 で
す。

いいえ max-depth

読み取り専用 HTTP メソッドの記述を
許可します（PUT、
DELETE）。デフォルト
値は true です。

いいえ read-only

sendfile 指定したバイトサイズよ
りも大きいファイルに対
して、可能であれば
sendfile を有効にしま
す。デフォルト値は
49152 です。

いいえ sendfile

secret WebDAV ロッキング操
作のシークレット。

いいえ secret

Webdav WebDAV 機能を有効に
します。デフォルト値は
false です。

いいえ webdav
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チェック間隔 バックグラウンドスレッ
ドを使用して JSP 更新
の間隔をチェックしま
す。デフォルト値は 0
です。

いいえ check-interval

開発 開発モードを有効にしま
す。これは、エラーが発
生した場合により多くの
情報を提供します。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ 開発

無効： 1 JSP コンテナーを有効
にします。デフォルト値
は false です。

いいえ disabled:1

ソースフラグの表示 ランタイムエラーが発生
したら、対応する JSP
ソースフラグメントの表
示を試行します。デフォ
ルト値は true です。

いいえ display-source-
fragment

dump Smap SMAP データをファイル
に書き込みます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ dump-smap

Bean 無効なクラス属性
の使用時にエラー

useBean で不適切なク
ラスを使用するときにエ
ラーを有効にします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ error-on-use-bean-
invalid-class-attribute

文字アレイとしての文字
列の生成

String 定数を char 配列
として生成します。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ generate-strings-as-
char-arrays

Java Encoding Java ソースに使用する
エンコーディングを指定
します。デフォルト値は
UTF8 です。

いいえ java-encoding

keep Generated 生成されたサーブレット
を保持します。デフォル
ト値は true です。

いいえ keep-generated

Name description 必須必須 内部名内部名
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マップされたファイル JSP ソースにマップし
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ mapped-file

修正テスト間隔 更新の 2 つのテスト間の
最小時間（秒単位）。デ
フォルト値は 4 です。

いいえ modification-test-
interval

失敗時の再コンパイル 各リクエストで失敗した
JSP のコンパイルを再
試行します。デフォルト
値は false です。

いいえ recompile-on-fail

scratch Dir 別のワークディレクト
リーを指定します。

いいえ scratch-dir

SMAP SMAP を有効にします。
デフォルト値は true で
す。

いいえ smap

ソース Vm コンパイルのソース VM
レベル。デフォルト値は
1.5 です。

いいえ source-vm

タグプール タグプールを有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ tag-pooling

ターゲット Vm コンパイルのターゲット
VM レベル。デフォルト
値は 1.5 です。

いいえ target-vm

領域のトリミング 生成されたサーブレット
から一部の領域をトリミ
ングします。デフォルト
値は false です。

いいえ trim-spaces

X Powered by x-powered-by で JSP エ
ンジンのアドバタイズを
有効にします。デフォル
ト値は true です。

いいえ x-powered-by

Welcome ファイル Welcome ファイル宣
言。

いいえ welcome-file

デフォルトの仮想サー
バー

Web コンテナーのデ
フォルト仮想サーバー。
デフォルト値は default-
host です。

◯ default-virtual-server

Name description 必須必須 内部名内部名
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インスタンス ID このサーバーインスタン
スの識別子。

いいえ instance-id

ネイティブ ネイティブ初期化リス
ナーを web コンテナー
に追加します。デフォル
ト値は true です。

いいえ ネイティブ

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.3.1. jbossas7: コネクターコネクター(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1675 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1676

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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NONE

設定プロパティー

表表3.1677

Name description 必須必須 内部名内部名

configuration  いいえ *configuration+

scheme Web コネクタースキー
ム。

◯ scheme

ソケットバインディング web コネクター socket-
binding 参照。このコネ
クターはバインドされる
必要があります。

◯ socket-binding

enabled コネクターを起動時に開
始するかどうかを定義し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ enabled

ルックアップの有効化 サーブレット API の
DNS ルックアップを有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ enable-lookups

executor このコネクターの処理ス
レッドに使用される必要
があるエグゼキューター
の名前。定義されていな
い場合、デフォルトは内
部プールを使用するよう
に設定されています。

いいえ executor

最大接続 パフォーマンスが最適な
コネクターによって処理
できる同時接続の量。デ
フォルト値は、使用され
るコネクターによって異
なります。

いいえ max-connections:expr

最大ポストサイズ コンテナーが解析できる
POST リクエストの最大
サイズ（バイト単位）。
デフォルト値は 2097152
です。

いいえ max-post-size
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保存後サイズの最大保存 特定の認証スキーム時に
保存される POST リク
エストの最大サイズ（バ
イト単位）。デフォルト
値は 4096 です。

いいえ max-save-post-size

Name コネクターの一意の名
前。

いいえ Name

protocol Web コネクタープロト
コル（例：）'HTTP/1.1'
または 'AJP' または
ProtocolHandler および
MBeanRegistration を実
装するクラスの名前

◯ protocol

プロキシー名 リダイレクトの送信時に
使用されるホスト名。デ
フォルト値は null です。

いいえ proxy-name

プロキシーポート リダイレクトの送信時に
使用されるポート。

いいえ proxy-port

ポートのリダイレクト セキュアなコネクターへ
リダイレクトするための
ポート。デフォルト値は
8433 です。

いいえ redirect-port:expr

secure コネクターによって送受
信されるコンテンツが
user パースペクティブ
から保護されるかどうか
を示します。デフォルト
値は false です。

いいえ secure

仮想サーバー このコネクターからアク
セスできる仮想サーバー
の一覧。デフォルトで
は、すべての仮想サー
バーを許可します。

いいえ virtual-server

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.3.2. jbossas7: VHost(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1678 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: Rewrite Rules(Profile)サービス」

「jbossas7: アクセスログ(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1679

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1680

Name description 必須必須 内部名内部名

configuration  いいえ *configuration+

仮想サーバーのエイリア
ス

仮想サーバーのエイリア
ス

◯ alias
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デフォルトの Web モ
ジュール

ルート Webapp として
マップされる Web モ
ジュールデプロイメント
名。

◯ default-web-module

Welcome Root の有効化 バンドルされた
welcome ディレクト
リーがルート Web コン
テキストとして使用され
るかどうか。デフォルト
値は false です。

◯ enable-welcome-root

Name 一意の仮想ホスト名 いいえ Name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.3.2.1. jbossas7: Rewrite Rules(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1681 概要概要

説明： リクエストで指定された URL または vhost で順番に
処理される再書き込みルールの一覧。これらは
mod_rewrite のルールに従います。設定に関するヘ
ルプは、マニュアルを参照してください。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1682
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1683

Name description 必須必須 内部名内部名

conditions  いいえ *1

フラグ この書き換えルールのオ
プションフラグ。
mod_rewrite ドキュメン
トを参照してください。

◯ フラグ

pattern 一致するパターン。
mod_rewrite ドキュメン
トを参照してください。

◯ pattern

置換 元の URL または vhost
を置き換える文字列。
mod_rewrite ドキュメン
トを参照してください。

◯ 置換

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.3.2.2. jbossas7: アクセスログアクセスログ(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1684 概要概要
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説明： この仮想サーバーのアクセスログ設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1685

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1686

Name description 必須必須 内部名内部名

path 相対フォルダーパス。 いいえ path

相対値 パスが相対するフォル
ダー。デフォルト値は
jboss.server.log.dir で
す。

いいえ relative-to

extended 拡張パターンを有効にし
ます。さらにオプション
を指定します。デフォル
ト値は false です。

いいえ extended

pattern アクセスログパターン。
デフォルト値は
common です。

いいえ pattern

prefix ログファイル名の接頭
辞。デフォルト値は
false です。

いいえ prefix

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1296



ホストを解決 ホストの解決。デフォル
ト値は false です。

いいえ resolve-hosts

rotate アクセスログを毎日ロー
テーションします。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ rotate

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.4. jbossas7: JCA(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.1687 概要概要

説明： リソースアダプターの一般的な設定を提供する Java
EE Connector Architecture(JCA)サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: BootstrapContext(Profile)サービス」

「jbossas7: Workmanager(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1688

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1689

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled Bean バリデーションが
有効であるかどうかを指
定します。デフォルト値
は true です。

いいえ enabled:1

enabled アーカイブバリデーショ
ンが有効であるかどうか
を指定します。デフォル
ト値は true です。

いいえ enabled:2

エラー時に失敗する アーカイブバリデーショ
ンエラーレポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ fail-on-error

Errorn に失敗します。 アーカイブバリデーショ
ンの警告レポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ fail-on-warn

debug デバッグ情報のロギング
を有効または無効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ debug

error エラー情報のロギングを
有効または無効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ error

install キャッシュされた接続マ
ネージャーバルブおよび
インターセプターを有効
または無効にします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ install
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.4.1. jbossas7: BootstrapContext(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1690 概要概要

説明： リソースアダプターのブートストラップコンテキス
ト。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1691

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1692

Name description 必須必須 内部名内部名

Name BootstrapContext の名
前

いいえ Name
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WorkManager BootstrapContext の
WorkManager インスタ
ンス

いいえ WorkManager

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.4.2. jbossas7: Workmanager(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1693 概要概要

説明： リソースアダプターの WorkManager。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 長期実行スレッドプール(Profile)サービス」

「jbossas7 - Short Running Thread Pool(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1694

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.1695

Name description 必須必須 内部名内部名

Name WorkManager の名前 いいえ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.4.2.1. jbossas7: 長期実行スレッドプール長期実行スレッドプール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1696 概要概要

説明： タスクを送信するスレッドがブロックされる、バイ
ンドされたキューを持つ長時間実行スレッドプール
エグゼキューター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1697

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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NONE

設定プロパティー

表表3.1698

Name description 必須必須 内部名内部名

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。 ◯ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.4.2.2. jbossas7 - Short Running Thread Pool(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1699 概要概要

説明： タスクの送信スレッドがブロックされる、バインド
されたキューを持つ短いスレッドプールエグゼ
キューター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1700

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1701

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1303



コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。 ◯ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.5. jbossas7: Osgi(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.1702 概要概要

説明： OSGi サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: 性能(Profile)サービス」

「jbossas7: プロパティーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1703

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1704

Name description 必須必須 内部名内部名

アクティベーション OSGi サブシステムのア
クティベーションフラ
グ。使用できる値は
lazy、eager です。デ
フォルト値は LAZY で
す。

いいえ アクティベーション
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Startlevel OSGi Framework の現在
の開始レベル。この値を
変更すると、フレーム
ワークの開始レベルが変
わります。

いいえ startlevel

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.5.1. jbossas7: 性能性能(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1705 概要概要

説明： フレームワーク機能。ケイパビリティーは、
modules ディレクトリーの JBoss Module または
bundles ディレクトリーの OSGi バンドルにマップし
ます。このアイデンティティーは、モジュールまた
はバンドルのリソース識別子にマップします。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1706

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1707

Name description 必須必須 内部名内部名

Startlevel ケイパビリティーの開始
レベル。OSGi バンドル
でのみ指定できます。

いいえ startlevel

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.5.2. jbossas7: プロパティーサービスプロパティーサービス

概要

表表3.1708 概要概要

説明： プロパティー

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1709

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1710

Name description 必須必須 内部名内部名

値 プロパティーの値。 いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.6. jbossas7: リソースアダプターリソースアダプター(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.1711 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: リソースアダプター(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1712

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.6.1. jbossas7: リソースアダプターリソースアダプター(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1713 概要概要

説明： リソースアダプターの設定。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 管理オブジェクト(Profile)サービス」

「jbossas7: 接続定義(Profile)サービス」

「jbossas7: 設定プロパティーサービス」

接続プロパティー

表表3.1714

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1715
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Name description 必須必須 内部名内部名

archive リソースアダプターアー
カイブを指定します。

◯ archive

beanvalidationgroups 使用する必要がある
Bean バリデーショング
ループを指定します。

いいえ beanvalidationgroups

Bootstrapcontext 使用する必要のあるブー
トストラップコンテキス
トの一意の名前を指定し
ます。

いいえ bootstrapcontext

トランザクションサポー
ト

リソースアダプターのト
ランザクションサポート
レベルを指定します。

◯ transaction-support

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.6.1.1. jbossas7: 管理オブジェクト管理オブジェクト(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1716 概要概要

説明： 管理オブジェクトを指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1717
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1718

Name description 必須必須 内部名内部名

クラス名 管理された接続ファクト
リーまたは管理オブジェ
クトの完全修飾クラス名
を指定します。

◯ class-name

enabled リソースアダプターを有
効にするべきかどうかを
指定します。デフォルト
値は true です。

いいえ enabled

JNDI 名 接続ファクトリーまたは
管理オブジェクトの
JNDI 名を指定します。

いいえ jndi-name

Java コンテキストの使
用

false に設定するとオブ
ジェクトがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.6.1.2. jbossas7: 接続定義接続定義(Profile)サービスサービス
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概要

表表3.1719 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 設定プロパティーサービス」

接続プロパティー

表表3.1720

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1721

Name description 必須必須 内部名内部名

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry:expr

割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis:expr
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis:expr

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis:expr

クラス名 管理された接続ファクト
リーまたは管理オブジェ
クトの完全修飾クラス名
を指定します。

◯ class-name

enabled リソースアダプターを有
効にするべきかどうかを
指定します。デフォルト
値は true です。

いいえ enabled

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値を変更するに
は、サーバーを再起動す
る必要があります。

いいえ idle-timeout-
minutes:expr

interleaving XA 接続のインターリー
ビングを有効にする要
素。デフォルト値は
false です。

いいえ interleaving

JNDI 名 接続ファクトリーまたは
管理オブジェクトの
JNDI 名を指定します。

いいえ jndi-name

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size:expr

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size:expr

リカバリーなし 接続プールがリカバリー
から除外されるべきであ
るかどうかを指定しま
す。

いいえ no-recovery

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。デフォ
ルト値は false です。

いいえ no-tx-separate-pool

Name description 必須必須 内部名内部名
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pad Xid Xid がパディングされて
いる必要があります。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ pad-xid

プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
デフォルト値は false で
す。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

リカバリーパスワード リカバリーに使用される
パスワード

いいえ recovery-password

リカバリープラグインク
ラス名

リカバリープラグイン実
装の完全修飾クラス名

いいえ recovery-plugin-class-
name

リカバリープラグインプ
ロパティー

リカバリープラグインの
プロパティー

いいえ recovery-plugin-
properties

リカバリーセキュリ
ティードメイン

リカバリーに使用される
セキュリティードメイン

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーユーザー名 リカバリーに使用される
ユーザー名

いいえ recovery-username

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

セキュリティーアプリ
ケーション

プール内の接続を区別す
るために、アプリケー
ション提供パラメーター
（getConnection（user,
pw など）から）を使用
することを示します。

いいえ security-application

Name description 必須必須 内部名内部名
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セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

セキュリティードメイン
およびアプリケーション

プール内の接続を区別す
るために、アプリケー
ションが提供するパラ
メーター
（getConnection(user,
pw)）または
Subject（セキュリ
ティードメインから）が
使用されることを示しま
す。

いいえ security-domain-and-
application

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとオブ
ジェクトがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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Xa リソースのラップ XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ wrap-xa-resource

XA リソースタイムアウ
ト

値は
XAResource.setTransact
ionTimeout（）に渡さ
れます（秒単位）。デ
フォルトはゼロです。

いいえ xa-resource-
timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.6.1.2.1. jbossas7: 設定プロパティーサービス設定プロパティーサービス

概要

表表3.1722 概要概要

説明： カスタム定義の設定プロパティー。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1723

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1724

Name description 必須必須 内部名内部名

値 カスタム定義の設定プロ
パティー値

いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.6.1.3. jbossas7: 設定プロパティーサービス設定プロパティーサービス

概要

表表3.1725 概要概要

説明： カスタム定義の設定プロパティー。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1726

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1727

Name description 必須必須 内部名内部名

値 カスタム定義の設定プロ
パティー値

いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.7. jbossas7: EJB3(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.1728 概要概要

説明： ejb3 サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: EJB3 スレッドプール(Profile)サービス」

「jbossas7: ファイルパッシベーションストア(Profile)サービス」

「jbossas7: 最大 Bean インスタンスプール(Profile)サービス」

「jbossas7: SFSB Cache(Profile)サービス」

「jbossas7: クラスターパッシベーションストア(Profile)サービス」

「jbossas7: Async Service(Profile)サービス」
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「jbossas7: IIOP サービス(Profile)サービス」

「jbossas7: リモートサービス(Profile)サービス」

「jbossas7: Timer Service(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1729

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1730

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのクラスター
化された Sfsb キャッ
シュ

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、すべてのクラ
スター化されたステート
フル EJB に適用可能な
デフォルトのステートフ
ル bean キャッシュの名
前

いいえ default-clustered-sfsb-
cache

デフォルトのエンティ
ティー Bean インスタン
スプール

デプロイメントまたは
Bean レベルでオーバー
ライドしない限り、デ
フォルトのエンティ
ティー bean インスタン
スプールの名前。

いいえ default-entity-bean-
instance-pool

デフォルトのエンティ
ティー Bean の最適化
ロック

true エンティティー
bean に設定された場
合、デフォルトで最適な
ロックが使用されます。

いいえ default-entity-bean-
optimistic-locking
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デフォルトの Mdb イン
スタンスプール

デプロイメントまたは
Bean レベルでオーバー
ライドしない限り、すべ
ての MDB に適用可能な
デフォルトの MDB イン
スタンスプールの名前

いいえ default-mdb-instance-
pool

デフォルトのリソースア
ダプター名

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、MDB によっ
て使用されるデフォルト
のリソースアダプター
名。デフォルト値は
hornetq-ra です。

いいえ default-resource-
adapter-name

デフォルトの Sfsb
キャッシュ

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、デフォルトの
ステートフル bean
キャッシュの名前。

いいえ default-sfsb-cache

デフォルトのシングルト
ン Bean アクセスタイム
アウト

シングルトン Bean のデ
フォルトのアクセスタイ
ムアウト。デフォルト値
は 5000 です。

いいえ default-singleton-bean-
access-timeout:expr

デフォルトの Slsb イン
スタンスプール

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、デフォルトの
ステートレス bean イン
スタンスプールの名前。

いいえ default-slsb-instance-
pool

デフォルトのステートフ
ル Bean アクセスタイム
アウト

ステートフル Bean のデ
フォルトのアクセスタイ
ムアウト。デフォルト値
は 5000 です。

いいえ default-stateful-bean-
access-timeout:expr

Vm Remote Interface
Invocation Pass by Value

false に設定すると、
EJB のリモートイン
ターフェース上でのパラ
メーターは参照によって
渡されます。それ以外の
場合は、パラメーターは
値によって渡されます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ in-vm-remote-
interface-invocation-
pass-by-value

統計の有効化 true に設定した場合は、
呼び出し統計のコレク
ションを有効にします。

いいえ enable-statistics

Name description 必須必須 内部名内部名
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.7.1. jbossas7: EJB3 スレッドプールスレッドプール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1731 概要概要

説明： 無制限のキューを持つスレッドプールエグゼキュー
ター。このようなスレッドプールにはコアサイズと
上限のないキューがあります。タスクが送信される
と、実行中のスレッドの数がコアサイズを下回る
と、新しいスレッドが作成されます。そうでない場
合は、タスクはキューに置かれます。このタイプの
エグゼキューターに多くのタスクを送信できる場
合、メモリー不足の状態が発生する可能性がありま
す。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1732

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.1733

Name description 必須必須 内部名内部名

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

いいえ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.7.2. jbossas7: ファイルパッシベーションストアファイルパッシベーションストア(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1734 概要概要

説明： ファイルシステムベースのパッシベーションスト
ア。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.1735

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1736

Name description 必須必須 内部名内部名

グループパス  いいえ groups-path

idle Timeout idle-timeout-unit によっ
て指定されるユニットの
タイムアウト。その後に
Bean がパッシベートさ
れます。デフォルト値は
300 です。

いいえ idle-timeout:expr

アイドルタイムアウトユ
ニット

idle-timeout のユニッ
ト。デフォルト値は
SECONDS です。

いいえ idle-timeout-unit

最大サイズ 古い bean をパッシベー
トするまでにこのキャッ
シュが保存する必要のあ
る bean の最大数。デ
フォルト値は 10000 で
す。

いいえ max-size:expr

相対値  いいえ relative-to

セッションパス  いいえ sessions-path

サブディレクトリー数  いいえ subdirectory-count:expr

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.7.3. jbossas7: 最大最大 Bean インスタンスプールインスタンスプール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1737 概要概要

説明： 制限が厳格な bean インスタンスプール

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1738

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1739

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大プールサイズ プールが特定の時点に保
持できる bean インスタ
ンスの最大数。デフォル
ト値は 20 です。

いいえ max-pool-size:expr

timeout プールから bean インス
タンスが利用可能になる
まで待機する最大時間。
デフォルト値は 5 です。

いいえ timeout:expr

タイムアウトユニット インスタンスのタイムア
ウトユニット。デフォル
ト値は MINUTES です。

いいえ timeout-unit

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.7.4. jbossas7: SFSB Cache(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1740 概要概要

説明： SFSB キャッシュ。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1741

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1742

Name description 必須必須 内部名内部名

aliases このキャッシュも参照で
きるエイリアス。

◯ aliases

パッシベーションストア このキャッシュによって
使用されるパッシベー
ションストア

いいえ passivation-store

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.7.5. jbossas7: クラスターパッシベーションストアクラスターパッシベーションストア(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1743 概要概要

説明： クラスター化されたパッシベーションストア。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1744
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1745

Name description 必須必須 内部名内部名

Bean キャッシュ Bean インスタンスを保
存するために使用される
キャッシュの名前。

いいえ bean-cache

キャッシュコンテナー Bean および client-
mappings キャッシュに
使用されるキャッシュコ
ンテナーの名前。デフォ
ルト値は ejb です。

いいえ cache-container

クライアントマッピング
キャッシュ

EJB リモーティングコ
ネクターの socket-
bindings のクライアント
マッピングを保存するた
めに使用されるキャッ
シュの名前。デフォルト
値は remote-connector-
client-mappings です。

いいえ client-mappings-cache

idle Timeout idle-timeout-unit によっ
て指定されるユニットの
タイムアウト。その後に
Bean がパッシベートさ
れます。デフォルト値は
300 です。

いいえ idle-timeout:expr

アイドルタイムアウトユ
ニット

idle-timeout のユニッ
ト。デフォルト値は
SECONDS です。

いいえ idle-timeout-unit
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最大サイズ 古い bean をパッシベー
トするまでにこのキャッ
シュが保存する必要のあ
る bean の最大数。デ
フォルト値は 10000 で
す。

いいえ max-size:expr

Replicate でのイベント
のパッシベート

レプリケーションが
Bean でパッシベーショ
ンイベントをトリガーす
るかどうかを示します。
デフォルト値は true で
す。

いいえ passivate-events-on-
replicate

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.7.6. jbossas7: Async Service(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1746 概要概要

説明： EJB3 非同期呼び出しサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1747

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1748

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドプール名 非同期呼び出しを処理す
るスレッドプールの名前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.7.7. jbossas7: IIOP サービスサービス(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1749 概要概要

説明： IIOP サービス

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1750

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1751

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトでは有効 true の場合は、デフォル
トで IIOP 経由で EJB が
公開される場合、デプロ
イメント記述子で明示的
に有効にする必要があり
ます。

いいえ enable-by-default

修飾名の使用 true の場合、EJB 名が
名前の先頭にアプリケー
ションとモジュール名
（例：
myapp/mymodule/MyEj
b）を使用して命名サー
ビスにバインドされま
す。

いいえ use-qualified-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.7.8. jbossas7: リモートサービスリモートサービス(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1752 概要概要

説明： EJB3 リモートサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ

「jbossas7: チャネル作成オプション(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1753

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1754

Name description 必須必須 内部名内部名

connector Ref EJB3 リモーティング
チャネルが登録されるコ
ネクターの名前。

いいえ connector-ref

スレッドプール名 リモート呼び出しを処理
するスレッドプールの名
前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.7.8.1. jbossas7: チャネル作成オプションチャネル作成オプション(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1755 概要概要
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説明： EJB リモートチャネルの作成時に使用されるオプ
ション

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1756

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1757

Name description 必須必須 内部名内部名

type チャネル作成オプション
のタイプ

いいえ type

値 EJB リモートチャネル
作成オプションの値

いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.5.7.9. jbossas7: Timer Service(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1758 概要概要

説明： EJB タイマーサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1759

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1760

Name description 必須必須 内部名内部名

path 永続的なタイマー情報を
保存するディレクトリー

いいえ path

相対値 タイマーデータストアの
場所の解決に使用される
相対パス

いいえ relative-to

スレッドプール名 タイマーサービス呼び出
しの実行に使用されるス
レッドプールの名前

いいえ thread-pool-name

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.8. jbossas7: スレッドスレッド(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.1761 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: ThreadFactory(Profile)サービス」

「jbossas7: ThreadPool(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1762

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.3.2.5.8.1. jbossas7: ThreadFactory(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1763 概要概要

説明： スレッドファクトリー
（java.util.concurrent.ThreadFactory を実装）

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1764

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1765

Name description 必須必須 内部名内部名

グループ名 このスレッドファクト
リー用に作成するスレッ
ドグループの名前を指定
します。

いいえ group-name

Name 作成されたスレッドファ
クトリーの名前。

いいえ Name

priority 作成されたスレッドの優
先度を指定するために使
用できます。デフォルト
値は -1 です。

いいえ priority:expr
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スレッド名パターン スレッドの名前の作成に
使用されるテンプレー
ト。%% - パーセント記
号 %t を出力 - ファクト
リーごとのスレッドシー
ケンス番号%g をエミュ
レート - グローバルス
レッドシーケンス番号
%f - ファクトリーシーケ
ンス番号 %i をエミュ
レート - スレッド ID を
エミュレートします。

いいえ thread-name-pattern

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.8.2. jbossas7: ThreadPool(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1766 概要概要

説明： スレッドプールエグゼキューター

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1767

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1337



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1768

Name description 必須必須 内部名内部名

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。
Bounded および
Blocking Bounded
Thread Pools にのみ必
要です。

いいえ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout
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コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor

スレッドプールの種類 スレッドプールタイプ ◯ __type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9. jbossas7: セキュリティーセキュリティー(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.1769 概要概要

説明： security サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: セキュリティードメイン(Profile)サービス」

「jbossas7: Vault(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1770
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1771

Name description 必須必須 内部名内部名

ディープコピーサブジェ
クトモード

セキュリティーマネー
ジャーが実行したサブ
ジェクトのコピーモード
を、サブジェクトプリン
シパルと認証情報のク
ローン可能な場合はコ
ピーするディープコピー
に設定します。複数のス
レッドに同じアイデン
ティティーがある場合に
破損できる変更可能なコ
ンテンツが含まれ、ある
スレッドでサブジェクト
を消去するキャッシュフ
ラッシュ/ログアウトに
より、他のスレッドに影
響するサブジェクト参照
が含まれる場合は true
に設定する必要がありま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ deep-copy-subject-
mode

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.3.2.5.9.1. jbossas7: セキュリティードメインセキュリティードメイン(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1772 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ACL(Profile)サービス」

「jbossas7: Audit(Profile)サービス」

「jbossas7 - 認証(Classic - Profile)サービス」

「jbossas7 - 認証(Jaspi - Profile)サービス」

「jbossas7: 認証(Profile)サービス」

「jbossas7: Identity Trust(Profile)サービス」

「jbossas7: JSSE(Profile)サービス」

「jbossas7: マッピング(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1773

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1774

Name description 必須必須 内部名内部名
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キャッシュタイプ キャッシュを追加して、
認証チェックを高速化し
ます。使用できる値は、
「default」で、簡単な
マップをキャッシュとし
て使用し、Infinispan
キャッシュを使用するた
めに 'infinispan' です。

いいえ cache-type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.1. jbossas7: ACL(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1775 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: Acl Modules(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1776

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1777

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.1.1. jbossas7: Acl Modules(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1778 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション（Acl - プロファイル）サービス」

接続プロパティー

表表3.1779
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1780

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.1.1.1. jbossas7: モジュールオプション（モジュールオプション（Acl - プロファイル）サービスプロファイル）サービス

概要

表表3.1781 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1782

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1783

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.2. jbossas7: Audit(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1784 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
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「jbossas7: プロバイダーモジュール(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1785

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1786

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.2.1. jbossas7: プロバイダーモジュールプロバイダーモジュール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1787 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
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「jbossas7: モジュールオプション（コネクションモジュール： プロファイル）サービス」

接続プロパティー

表表3.1788

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1789

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.2.1.1. jbossas7: モジュールオプション（コネクションモジュール：モジュールオプション（コネクションモジュール： プロファイル）サービスプロファイル）サービス

概要

表表3.1790 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.1791

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1792

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.3. jbossas7 - 認証認証(Classic - Profile)サービスサービス

概要

表表3.1793 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ログインモジュール(Classic - Profile)サービス」
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「jbossas7: ログインモジュール(Classic - Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1794

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.3.1. jbossas7: ログインモジュールログインモジュール(Classic - Profile)サービスサービス

概要

表表3.1795 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション(Classic - Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1796

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1349



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1797

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.3.1.1. jbossas7: モジュールオプションモジュールオプション(Classic - Profile)サービスサービス

概要

表表3.1798 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1799
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表表3.1799

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1800

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.4. jbossas7 - 認証認証(Jaspi - Profile)サービスサービス

概要

表表3.1801 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ログインモジュールスタック(Profile)サービス」

接続プロパティー
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表表3.1802

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1803

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.4.1. jbossas7: ログインモジュールスタックログインモジュールスタック(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1804 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7 - モジュールオプション（Login Module Stack(Profile)）サービス」

接続プロパティー

表表3.1805

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1806

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.4.1.1. jbossas7 - モジュールオプション（モジュールオプション（Login Module Stack(Profile)）サービス）サービス
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概要

表表3.1807 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1808

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1809

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.5. jbossas7: 認証認証(Profile)サービスサービス

概要
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表表3.1810 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: 承認モジュール(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1811

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1812

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.5.1. jbossas7: 承認モジュール承認モジュール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1813 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション(Authorization - Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1814

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1815

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code
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フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.5.1.1. jbossas7: モジュールオプションモジュールオプション(Authorization - Profile)サービスサービス

概要

表表3.1816 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1817

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.1818

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.6. jbossas7: Identity Trust(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1819 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: Identity Trust Modules(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1820

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.1821

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.6.1. jbossas7: Identity Trust Modules(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1822 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション（Identity 信頼 - プロファイル）サービス」

接続プロパティー

表表3.1823

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1824

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.6.1.1. jbossas7: モジュールオプション（モジュールオプション（Identity 信頼信頼 - プロファイル）サービスプロファイル）サービス

概要

表表3.1825 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1826
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表表3.1826

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1827

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.7. jbossas7: JSSE(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1828 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1829
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1830

Name description 必須必須 内部名内部名

暗号化スイート SSLSocket で有効にす
る暗号スイートのコンマ
区切りリスト。

いいえ cipher-suites

クライアントエイリアス KeyManager がクライア
ントエイリアスを選択す
るときに使用するエイリ
アス。

いいえ client-alias

クライアント認証 クライアントの証明書も
サーバー側で認証される
必要があるかどうかを示
すブール値属性。

いいえ client-auth

キーマネージャー JSEE キーマネージャー
ファクトリー

いいえ key-manager

keystore JSSE キーストアの設定 いいえ keystore

プロトコル SSLSocket で有効にす
るプロトコルのコンマ区
切りリスト。

いいえ プロトコル

Server Alias KeyManager がサーバー
エイリアスを選択すると
きに使用するエイリア
ス。

いいえ server-alias

Service Auth Token KeyStore から
PrivateKey を取得する
トークン。

いいえ service-auth-token
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トラストマネージャー JSEE Trust Manager
ファクトリー

いいえ trust-manager

truststore JSSE トラストストアの
設定

いいえ truststore

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.8. jbossas7: マッピングマッピング(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1831 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: マッピングモジュール(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1832

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.1833

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

type このモジュールが実行す
るマッピングのタイプ。
使用できる値は
principal、role、
attribute、または
credential です。

◯ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.8.1. jbossas7: マッピングモジュールマッピングモジュール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1834 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプション(Mapping - Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1835

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1836

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

type このモジュールが実行す
るマッピングのタイプ。
使用できる値は
principal、role、
attribute、または
credential です。

◯ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.1.8.1.1. jbossas7: モジュールオプションモジュールオプション(Mapping - Profile)サービスサービス

概要

表表3.1837 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1838
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表表3.1838

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1839

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.9.2. jbossas7: Vault(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1840 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1841
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1842

Name description 必須必須 内部名内部名

code セキュリティー vault 実
装の完全修飾名。

いいえ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10. jbossas7: Messaging(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.1843 概要概要

説明： messaging サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: HornetQ(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー
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表表3.1844

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1. jbossas7: HornetQ(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1845 概要概要

説明： HornetQ ベースのメッセージングサブシステム

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: JMS キュー(Profile)サービス」

「jbossas7: JMS トピック(Profile)サービス」

「jbossas7: 接続ファクトリー(Profile)サービス」

「jbossas7: プールされた接続ファクトリー(Profile)サービス」

「jbossas7: セキュリティー設定(Profile)サービス」

「jbossas7: アドレス設定(Profile)サービス」

「jbossas7: Grouping Handler(Profile)サービス」

「jbossas7:アクセプター(Profile)サービス」
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「jbossas7: コネクター（HornetQ: プロファイル）サービス」

「jbossas7: VMアクセプター(Profile)サービス」

「jbossas7: VM コネクター(Profile)サービス」

「jbossas7: リモートアクセプター(Profile)サービス」

「jbossas7: リモートコネクター(Profile)サービス」

「jbossas7: 迂回(Profile)サービス」

「jbossas7: キュー(Profile)サービス」

「jbossas7: コアアドレス(Profile)サービス」

「jbossas7: クラスター接続(Profile)サービス」

「jbossas7: ブロードキャストグループ(Profile)サービス」

「jbossas7: Path(Profile)サービス」

「jbossas7: Bridge(Profile)サービス」

「jbossas7: 検出グループ(Profile)サービス」

「jbossas7: コネクターサービス(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1846

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1847

Name description 必須必須 内部名内部名
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Allow Failback 元のライブサーバーが復
旧すると、このサーバー
が自動的にシャットダウ
ンするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ allow-failback

Async 接続実行が有効に
なっている

サーバー上の着信パケッ
トをスレッドプールから
スレッドに送信すべきか
どうか。False（リモー
ティングスレッドで処理
する必要がある場合）。
デフォルト値は true で
す。

いいえ async-connection-
execution-enabled

バックアップ このサーバーがバック
アップサーバーであるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ バックアップ

クラスターパスワード クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
パスワード。デフォルト
値は CHANGE ME!! で
す。

いいえ cluster-password

クラスターユーザー クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
ユーザー。デフォルト値
は
HORNETQ.CLUSTER.AD
MIN.USER です。

いいえ cluster-user

clustered サーバーがクラスター化
されているかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ clustered

接続 Ttl Override 設定した場合、ping を
受信せずに接続を維持す
るための（ミリ秒単位）
を上書きします。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ connection-ttl-override

Name description 必須必須 内部名内部名
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Create Bindings Dir サーバーが起動時に
bindings ディレクトリー
を作成するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ create-bindings-dir

ジャーナルダーの作成 サーバーが起動時に
ジャーナルディレクト
リーを作成するかどう
か。デフォルト値は
true です。

いいえ create-journal-dir

フェイルバック遅延 ライブサーバーの再起動
時にフェイルバックが発
生するまで待機する時
間。デフォルト値は
5000 です。

いいえ failback-delay

シャットダウン時のフェ
イルオーバー

このバックアップサー
バー（バックアップサー
バーの場合）が通常の
サーバーのシャットダウ
ンで有効であるかどう
か。デフォルト値は
false です。

いいえ failover-on-shutdown

ID キャッシュサイズ メッセージ ID を事前作
成するためのキャッシュ
のサイズ。デフォルト値
は 2000 です。

いいえ id-cache-size

JMX ドメイン MBeanServer の内部
HornetQ MBean を登録
するために使用される
JMX ドメイン。デフォ
ルト値は org.hornetq で
す。

いいえ jmx-domain

JMX 管理が有効になっ
ている

HornetQ が JMX 経由で
内部管理 API を公開する
かどうか。これらの
MBean にアクセスする
と設定の一貫性がなくな
るため、これは推奨され
ません。デフォルト値は
false です。

いいえ jmx-management-
enabled

ジャーナルバッファーサ
イズ

ジャーナルの内部バッ
ファーのサイズ。

いいえ journal-buffer-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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ジャーナルバッファータ
イムアウト

ジャーナルの内部バッ
ファーのフラッシュに使
用されるタイムアウト
（ナノ秒）。

いいえ journal-buffer-timeout

ジャーナルのコンパクト
なファイル

圧縮開始前のジャーナル
データファイルの最小
数。デフォルト値は 10
です。

いいえ journal-compact-min-
files

ジャーナル圧縮率 ジャーナルを圧縮するこ
とを検討するライブデー
タのパーセンテージ。デ
フォルト値は 30 です。

いいえ journal-compact-
percentage

ジャーナルファイルのサ
イズ

各ジャーナルファイルの
サイズ（バイト単位）。
デフォルト値は
10485760 です。

いいえ journal-file-size

ジャーナル Max Io AIO キューに常時存在で
きる書き込み要求の最大
数。

いいえ journal-max-io

ジャーナルの最小ファイ
ル

事前作成するジャーナル
ファイルの数。デフォル
ト値は 2 です。

いいえ journal-min-files

ジャーナル同期非トラン
ザクション

クライアントに応答を返
す前に、非トランザク
ションデータをジャーナ
ルに同期するのを待機す
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ journal-sync-non-
transactional

ジャーナル同期トランザ
クション

クライアントに応答を返
す前にトランザクション
データをジャーナルに同
期するのを待機するかど
うか。デフォルト値は
true です。

いいえ journal-sync-
transactional

ジャーナルのタイプ 使用するジャーナルのタ
イプ。デフォルト値は
ASYNCIO です。

いいえ journal-type

Name description 必須必須 内部名内部名
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ライブマイグレーション
の参照

ライブコネクターに接続
するために使用されるコ
ネクターの名前。この
サーバーがシェアード
ナッシング HA を使用す
るバックアップではない
場合、そのサーバーは
'undefined' になりま
す。

いいえ live-connector-ref

ログジャーナルの書き込
み速度

ジャーナルの書き込み
レートとフラッシュレー
トを定期的にログに記録
するかどうか。デフォル
ト値は false です。

いいえ log-journal-write-rate

管理アドレス 管理メッセージを送信す
るアドレス。デフォルト
値は
jms.queue.hornetq.mana
gement です。

いいえ management-address

管理通知アドレス コンシューマーがバイン
ドして管理通知を受信す
るアドレスの名前。デ
フォルト値は
hornetq.notifications で
す。

いいえ management-
notification-address

メモリー測定間隔 ミリ秒単位の JVM メモ
リーのサンプル頻度（ま
たは -1（メモリーサンプ
リングを無効にする場
合））。デフォルト値は
-1 です。

いいえ memory-measure-
interval:expr

メモリー警告のしきい値 利用可能なメモリーの割
合（超過した場合）は警
告ログになります。デ
フォルト値は 25 です。

いいえ memory-warning-
threshold:expr

メッセージカウンター有
効

メッセージカウンターが
有効であるかどうか。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ message-counter-
enabled

メッセージカウンターの
最大日履歴

メッセージカウンター履
歴を保持する日数。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ message-counter-max-
day-history

Name description 必須必須 内部名内部名
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メッセージカウンターの
サンプル期間

メッセージカウンターに
使用するサンプル期間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 10000 です。

いいえ message-counter-
sample-period

メッセージの有効期限ス
キャンの間隔

期限切れのメッセージを
スキャンする頻度（ミリ
秒単位）。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ message-expiry-scan-
period

メッセージの有効期限ス
レッド優先度

スレッドが期限切れにす
るメッセージの優先度。
デフォルト値は 3 です。

いいえ message-expiry-thread-
priority

Page Max Concurrent Io ページングに許可される
同時読み取りの最大数。
デフォルト値は 5 です。

いいえ page-max-concurrent-
io

perf Blast Pages TODO。デフォルト値は
-1 です。

いいえ perf-blast-pages

配信前の配信数の永続化 配信数が配信前に永続化
されるかどうか。False
は、メッセージがキャン
セルされた後にのみ発生
することを意味します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ persist-delivery-count-
before-delivery

アイデンティティー
キャッシュの永続化

ID がジャーナルに永続
化されるかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persist-id-cache

persistence Enabled サーバーが永続にファイ
ルベースのジャーナルを
使用するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persistence-enabled

リモーティングインター
セプター

このサーバーによって使
用されるインターセプ
タークラスの一覧。

いいえ remoting-
interceptors:nullable

Name description 必須必須 内部名内部名
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同期速度テストの実行 起動時に、ディスクを同
期する際の診断テストを
実行するかどうか。パ
フォーマンスの問題を判
断する際に便利です。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ run-sync-speed-test

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ

メインのスケジュールス
レッドプールがあるス
レッドの数。デフォルト
値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

セキュリティードメイン ユーザーおよびロール情
報の検証に使用するセ
キュリティードメイン。
デフォルト値は other で
す。

いいえ security-domain

Security Enabled セキュリティーが有効に
なっているかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ security-enabled

セキュリティーインバリ
デーション間隔

セキュリティーキャッ
シュを無効にするまで待
機する時間（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
10000 です。

いいえ security-invalidation-
interval

サーバーダンプ間隔 基本的なランタイム情報
をサーバーログにダンプ
する頻度。1 未満の値を
指定するとこの機能が無
効になります。デフォル
ト値は -1 です。

いいえ server-dump-interval

共有ストア このサーバーがフェイル
オーバーに共有ストアを
使用しているかどうか。
デフォルト値は true で
す。

いいえ shared-store

スレッドプールの最大サ
イズ

メインスレッドプールの
スレッド数。-1 は無制限
を意味します。デフォル
ト値は 30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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トランザクションのタイ
ムアウト

作成後にトランザクショ
ンをリソースマネー
ジャーから削除するまで
の時間（ミリ秒単位）。
デフォルト値は
300000 です。

いいえ transaction-timeout

トランザクションタイム
アウトのスキャン期間

タイムアウトトランザク
ションをスキャンする頻
度（ミリ秒単位）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ transaction-timeout-
scan-period

Wild Card Routing
Enabled

サーバーがワイルドカー
ドルーティングをサポー
トするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ wild-card-routing-
enabled

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.1. jbossas7: JMS キューキュー(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1848 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1849
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1850

Name description 必須必須 内部名内部名

durable キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ durable

entries キューがバインドされる
jndi 名。

◯ entries

selector キューセレクター。 いいえ selector

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.2. jbossas7: JMS トピックトピック(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1851 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1852

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1853

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

◯ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.3. jbossas7: 接続ファクトリー接続ファクトリー(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1854 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1855

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1856

Name description 必須必須 内部名内部名

connector 使用するコネクターを定
義します。これは
discovery-group-name
と相互排他的になりま
す。

いいえ connector:collapsed

JNDI 名 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

自動グループ メッセージのグループ化
が自動的に使用されるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send
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実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send

大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

呼び出しタイムアウト 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout

クライアント障害チェッ
クの間隔

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

大きなメッセージの圧縮 大きいメッセージを圧縮
すべきかどうか。デフォ
ルト値は false です。

いいえ compress-large-
messages

確認ウィンドウのサイズ 確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.hornetq.api.core.clie
nt.loadbalance.RoundRo
binConnectionLoadBala
ncingPolicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

接続 Ttl コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl

コンシューマー最大レー
ト

コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-rate

Name description 必須必須 内部名内部名
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コンシューマーウィンド
ウのサイズ

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-size

検出グループ名 検出グループ名。 いいえ discovery-group-name

検出初期待機タイムアウ
ト

検出初期にタイムアウト
するまで待機します。

いいえ discovery-initial-wait-
timeout

DUPS Ok バッチサイズ 重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size

ファクトリータイプ 接続ファクトリーのタイ
プ。

いいえ factory-type

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

サーバーのシャットダウ
ン時におけるフェイル
オーバー

サーバーのシャットダウ
ン時に true がフェイル
オーバーします。

いいえ failover-on-server-
shutdown

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

◯ ha

最大再試行間隔 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサーの Max
Rate

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate

Name description 必須必須 内部名内部名
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プロデューサーウィンド
ウサイズ

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-size

Reconnect Attempts 再接続試行回数。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

スレッドプールの最大サ
イズ

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

トランザクションのバッ
チサイズ

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-size

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.4. jbossas7: プールされた接続ファクトリープールされた接続ファクトリー(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1857 概要概要

説明：  

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1382



シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1858

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1859

Name description 必須必須 内部名内部名

connector コネクターを定義しま
す。これらはコネクター
名別にマップに保存さ
れ、バックアップコネク
ターは値として保存され
ます。バックアップコネ
クターがない場合には未
定義の値が使用されま
す。

いいえ connector:collapsed

JNDI 名 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

自動グループ autogroupデフォルト値
は false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge
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永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send

実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send

大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

呼び出しタイムアウト 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout

クライアント障害チェッ
クの間隔

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

確認ウィンドウのサイズ 確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.hornetq.api.core.clie
nt.loadbalance.RoundRo
binConnectionLoadBala
ncingPolicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

接続 Ttl コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl

コンシューマー最大レー
ト

コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-rate

Name description 必須必須 内部名内部名
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コンシューマーウィンド
ウのサイズ

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-size

検出グループ名 検出グループ名。 いいえ discovery-group-name

検出初期待機タイムアウ
ト

検出初期にタイムアウト
するまで待機します。

いいえ discovery-initial-wait-
timeout

DUPS Ok バッチサイズ 重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

サーバーのシャットダウ
ン時におけるフェイル
オーバー

サーバーのシャットダウ
ン時に true がフェイル
オーバーします。

いいえ failover-on-server-
shutdown

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

JNDI パラメーター 受信接続の宛先を見つけ
るために使用する JNDI
パラメーター。

いいえ jndi-params

最大プールサイズ プールの最大サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-pool-size:expr

最大再試行間隔 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

最小プールサイズ プールの最小サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ min-pool-size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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password この接続ファクトリーで
使用するデフォルトのパ
スワード。これは、接続
ファクトリーをリモート
ホストへポイントする場
合にのみ必要です。

いいえ password

事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサーの Max
Rate

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate

プロデューサーウィンド
ウサイズ

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-size

Reconnect Attempts 再接続試行回数。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

一時的な設定 MDB エンドポイントを
設定する回数

いいえ setup-attempts

セットアップ間隔 MDB エンドポイントの
設定を試みる間隔。

いいえ setup-interval

スレッドプールの最大サ
イズ

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

transaction TODO。デフォルト値は
transaction です。

いいえ transaction

トランザクションのバッ
チサイズ

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Jndi の使用 JNDI を使用して受信接
続の宛先を見つけます。

いいえ use-jndi

ローカル Tx の使用 受信セッションにローカ
ルトランザクションを使
用

いいえ use-local-tx

user この接続ファクトリーで
使用するデフォルトの
ユーザー名。これは、接
続ファクトリーをリモー
トホストへポイントする
場合にのみ必要です。

いいえ user

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.5. jbossas7: セキュリティー設定セキュリティー設定(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1860 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ロール(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.1861
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.5.1. jbossas7: ロールロール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1862 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1863

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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NONE

設定プロパティー

表表3.1864

Name description 必須必須 内部名内部名

消費 パーミッションにより、
ユーザーは一致するアド
レスにバインドされた
キューからのメッセージ
を消費することができま
す。デフォルト値は
false です。

◯ 消費

プロデューサーキューの
作成

このパーミッションによ
り、ユーザーは永続
キューを作成できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ create-durable-queue

プロデューサー以外の
キューの作成

このパーミッションによ
り、ユーザーは一時
キューを作成できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ create-non-durable-
queue

プロデューサーキューの
削除

このパーミッションによ
り、ユーザーは永続
キューを削除できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ delete-durable-queue

実行中でないキューの削
除

このパーミッションによ
り、ユーザーは一時
キューを削除できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ delete-non-durable-
queue

管理 このパーミッションによ
り、ユーザーは管理アド
レスに管理メッセージを
送信して管理操作を実行
できます。デフォルト値
は false です。

◯ 管理

send このパーミッションによ
り、ユーザーは一致する
アドレスにメッセージを
送信できます。デフォル
ト値は false です。

◯ send
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.6. jbossas7: アドレス設定アドレス設定(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1865 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1866

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1867

Name description 必須必須 内部名内部名
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Address Full Policy max-size-bytes が指定
されているアドレスが満
杯になると発生する内容
を決定します。
（page、DROP、または
BLOCK）。デフォルト
値は PAGE です。

いいえ address-full-policy

デッドレターアドレス デッドレターアドレス いいえ dead-letter-address

期限切れアドレス 期限切れのメッセージを
送信する場所を定義しま
す。

いいえ expiry-address

最後の値キュー キューが最後の値のみを
使用するかどうかを定義
します。デフォルト値は
false です。

いいえ last-value-queue

最大配信試行回数 dead-letter-address に
送信する前にキャンセル
メッセージを再配信でき
る回数を定義します。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ max-delivery-attempts

最大サイズバイト数 最大バイトサイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-size-bytes

メッセージカウンター履
歴日の制限

メッセージカウンター履
歴の日付制限。デフォル
ト値は 0 です。

いいえ message-counter-
history-day-limit

ページ最大キャッシュサ
イズ

ページングナビゲーショ
ン中に IO を最適化する
ためにメモリー内に保持
するページファイルの
数。デフォルト値は 5 で
す。

いいえ page-max-cache-size

ページサイズバイト ページングサイズ。デ
フォルト値は 10485760
です。

いいえ page-size-bytes

redelivery Delay キャンセルメッセージを
再配信するまでの待機時
間を定義します。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ redelivery-delay

Name description 必須必須 内部名内部名
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再分配遅延 キューの最後のコン
シューマーが閉じられて
からメッセージを再分配
するまでの待機時間を定
義します。デフォルト値
は -1 です。

いいえ redistribution-delay

ルートなしの Dla への送
信

このパラメーターがその
アドレスの true に設定
される場合、メッセージ
がどのキューにもルー
ティングされないと、そ
のアドレスのデッドレ
ターアドレス(DLA)に送
信されます（存在する場
合）。デフォルト値は
false です。

いいえ send-to-dla-on-no-
route

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.7. jbossas7: Grouping Handler(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1868 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1869
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1870

Name description 必須必須 内部名内部名

ハンドラーのグルーピン
グアドレス

クラスター接続および使
用するアドレスへの参
照。

◯ grouping-handler-
address

timeout 処理を決定するまで待機
する時間。このタイムア
ウトに達すると、順序付
けが厳格に保持されるよ
うにするには、送信中に
例外が発生します。デ
フォルト値は 5000 で
す。

いいえ timeout

type ハンドラーが、処理の決
定を行うクラスターの単
一の 'Local' ハンドラー
であるか、ローカルハン
ドラーと対話する
'Remote' ハンドラーで
あるか。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.8. jbossas7:アクセプターアクセプター(Profile)サービスサービス
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概要

表表3.1871 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」

接続プロパティー

表表3.1872

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1873

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス ファクトリークラス。 ◯ factory-class

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.5.10.1.8.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス

概要

表表3.1874 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1875

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1876

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.9. jbossas7: コネクター（コネクター（HornetQ: プロファイル）サービスプロファイル）サービス
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概要

表表3.1877 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」

接続プロパティー

表表3.1878

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1879

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス ファクトリークラス。 ◯ factory-class

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.5.10.1.9.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス

概要

表表3.1880 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1881

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1882

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.10. jbossas7: VMアクセプターアクセプター(Profile)サービスサービス
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概要

表表3.1883 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」

接続プロパティー

表表3.1884

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1885

Name description 必須必須 内部名内部名

サーバー ID サーバー ID。 ◯ server-id

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.10.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス
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概要

表表3.1886 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1887

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1888

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.11. jbossas7: VM コネクターコネクター(Profile)サービスサービス

概要

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1399



表表3.1889 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」

接続プロパティー

表表3.1890

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1891

Name description 必須必須 内部名内部名

サーバー ID サーバー ID。 ◯ server-id

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.11.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス

概要

表表3.1892 概要概要

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1400



表表3.1892 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1893

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1894

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.12. jbossas7: リモートアクセプターリモートアクセプター(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1895 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」

接続プロパティー

表表3.1896

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1897

Name description 必須必須 内部名内部名

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.12.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス

概要
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表表3.1898 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1899

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1900

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.13. jbossas7: リモートコネクターリモートコネクター(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1901 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」

接続プロパティー

表表3.1902

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1903

Name description 必須必須 内部名内部名

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.13.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス

概要
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表表3.1904 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1905

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1906

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.14. jbossas7: 迂回迂回(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1907 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: モジュールオプションサービス」

接続プロパティー

表表3.1908

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1909

Name description 必須必須 内部名内部名

迂回アドレス 迂回元アドレス ◯ divert-address

exclusive 迂回が排他的であるかど
うか。メッセージが新し
いアドレスに迂回され、
古いアドレスにはまった
く送信されないことを意
味します。デフォルト値
は false です。

いいえ exclusive

filter オプションのフィルター
文字列。指定されたフィ
ルター式に一致するメッ
セージのみが迂回されま
す。フィルター文字列
は、HornetQ ドキュメ
ントで説明されている
HornetQ フィルター式
構文に従います。

いいえ filter
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転送アドレス 迂回先のアドレス ◯ forwarding-address

ルーティング名 迂回のルーティング名 いいえ routing-name

トランスフォーマークラ
ス名

迂回前にメッセージのボ
ディーまたはプロパ
ティーを変更するために
使用されるクラスの名
前。

いいえ transformer-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.14.1. jbossas7: モジュールオプションサービスモジュールオプションサービス

概要

表表3.1910 概要概要

説明： 使用するモジュールオプション。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1911
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1912

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション モジュールオプションの
リスト。

いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.15. jbossas7: キューキュー(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1913 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1914
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1915

Name description 必須必須 内部名内部名

durable キューが永続化されるか
どうかを定義します。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ durable

filter キューメッセージのフィ
ルター定義。未定義また
は空のフィルターはすべ
てのメッセージに一致し
ます。

いいえ filter

キューアドレス ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

◯ queue-address

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.16. jbossas7: コアアドレスコアアドレス(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1916 概要概要
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説明： HornetQ アドレスを表すランタイムのみのリソー
ス。ゼロ以上のキューは単一のアドレスにバインド
できます。メッセージがルーティングされると、
メッセージのアドレスにバインドされたキューの
セットにルーティングされます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1917

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1918

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディング名 このアドレスにバインド
されるすべてのバイン
ディングの名前（キュー
および迂回の両方）。

◯ binding-names

ページあたりのバイト数 このアドレスの各ページ
によって使用されるバイ
ト数。

◯ number-of-bytes-per-
page

ページ数 このアドレスによって使
用されるページ数。

◯ number-of-pages
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キュー名 アドレスに関連付けられ
たキューの名前。

◯ queue-names

roles アドレスに関連付けられ
たセキュリティーロール
（名前およびパーミッ
ション）の一覧。

◯ roles

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.17. jbossas7: クラスター接続クラスター接続(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1919 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1920

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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NONE

設定プロパティー

表表3.1921

Name description 必須必須 内部名内部名

呼び出しタイムアウト クラスター接続によるリ
モート呼び出しのタイム
アウト（ミリ秒単位）。
デフォルト値は 30000
です。

いいえ call-timeout

チェック期間 クライアント障害チェッ
クの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
30000 です。

いいえ check-period

クラスター接続アドレス 各クラスター接続は、こ
の値で始まるアドレスに
送信されるメッセージの
みに適用されます。

◯ cluster-connection-
address

確認ウィンドウのサイズ ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。デフォル
ト値は 1048576 です。

いいえ confirmation-window-
size

接続 Ttl クラスター接続で使用さ
れる接続が正常であると
見なされる最大時間（ミ
リ秒単位）。デフォルト
値は 60000 です。

いいえ connection-ttl

connector Ref ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。

◯ connector-ref

検出グループ名 このクラスター接続が接
続を確立するクラスター
内の他のサーバーのリス
トを取得するために使用
される検出グループ。
「static-connectors」が
定義されている場合は、
未定義(null)である必要
があります。

いいえ discovery-group-name
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コンシューマーがない場
合の forward

一致するか、他のノード
にあるかに関係なく、ク
ラスターの他のノード間
でメッセージが分散され
るラウンドロビンである
かどうか。false（デ
フォルト）に設定する
と、HornetQ は、転送
先のアドレスにコン
シューマーを持つキュー
があり、それらのコン
シューマーに少なくとも
それらのセレクターの
メッセージフィルター
(selectors)がメッセージ
と一致する必要がある場
合に限り、クラスターの
他のノードにメッセージ
を転送します。デフォル
ト値は false です。

いいえ forward-when-no-
consumers

最大 Hops メッセージの転送最大回
数。hornetq は、チェー
ン内の中間として他の
HornetQ サーバーと間
接的にのみ接続される可
能性のあるノードにメッ
セージを負荷分散するよ
うに設定することもでき
ます。デフォルト値は 1
です。

いいえ max-hops

最大再試行間隔 接続を再試行するために
使用される最大間隔。デ
フォルト値は 2000 で
す。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

メッセージの最小サイズ
（バイト単位）。メッ
セージが大きいメッセー
ジとみなされるまでの最
小サイズ（バイト単
位）。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

Reconnect Attempts 断念してシャットダウン
するまでにブリッジが行
う再接続試行の総回数。
-1 の値は、無制限の試行
回数を示します。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ reconnect-attempts

Name description 必須必須 内部名内部名
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Retry Interval ターゲットサーバーへの
接続に失敗した場合の後
続の再接続試行の間隔
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 500 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 最後の再試行から次の再
試行までの時間を計算す
るために時間に適用する
乗数。これにより、再試
行の間隔に指数バックオ
フを実装することができ
ます。デフォルト値は
1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

静的コネクター このクラスター接続が接
続を確立するコネクター
の静的に定義されたリス
ト。'discovery-group-
name' が定義されている
場合は、未定義(null)で
ある必要があります。

いいえ static-
connectors:nullable

重複検出の使用 ブリッジが、転送する各
メッセージに重複 ID プ
ロパティーを自動的に挿
入するかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ use-duplicate-detection

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.18. jbossas7: ブロードキャストグループブロードキャストグループ(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1922 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1923

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1924

Name description 必須必須 内部名内部名

ブロードキャスト期間 連続するブロードキャス
トの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
2000 です。

いいえ broadcast-period

コネクター ブロードキャストされる
コネクターの名前を指定
します。

いいえ コネクター

ソケットバインディング ブロードキャストグルー
プソケットバインディン
グ。

◯ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1415



3.3.2.5.10.1.19. jbossas7: Path(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1925 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1926

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1927

Name description 必須必須 内部名内部名
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path 実際のファイルシステム
パス。'relative-to' 属性
が指定されていない限
り、絶対パスとして処理
されます。この場合、値
はそのパスの相対パスと
して処理されます。
絶対パスとして処理され
た場合、この属性の値に
よって指定された実際の
ランタイムパス名は以下
のようになります。
この値がすでに絶対値で
ある場合、値は直接使用
されます。それ以外の場
合は、ランタイムパス名
をシステムに依存して解
決します。UNIX システ
ムでは、相対パス名は、
現在のユーザーディレク
トリーに対して解決する
ことで絶対的になりま
す。Microsoft Windows
システムでは、相対パス
名は pathname により名
前が付けられたドライブ
の現在のディレクトリー
に対して完全に解決され
ます。存在する場合は、
現在のユーザーディレク
トリーに対して解決され
ます。

◯ path

相対値 以前指定された別のパス
の名前、またはシステム
によって提供される標準
的なパスの 1 つ。
'relative-to' を指定する
と、'path' 属性の値は、
この属性によって指定さ
れたパスに対する相対値
として処理されます。シ
ステムが提供する標準パ
スには、以下が含まれま
す。

jboss.home:
JBoss AS ディ
ストリビュー
ションのルート
ディレクトリー

user.home -
ユーザーのホー
ムディレクト

いいえ relative-to

Name description 必須必須 内部名内部名
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リー

user.dir - ユー
ザーの現在の作
業ディレクト
リー

java.home -
java インストー
ルディレクト
リー

jboss.server.ba
se.dir: 個々の
サーバーインス
タンスのルート
ディレクトリー

jboss.server.dat
a.dir: サーバー
が永続データ
ファイルの格納
に使用するディ
レクトリー

jboss.server.log
.dir: サーバーが
ログファイルス
トレージに使用
するディレクト
リー

jboss.server.tm
p.dir: サーバー
が一時ファイル
ストレージに使
用するディレク
トリー

jboss.domain.se
rvers.dir: ホスト
コントローラー
が個別のサー
バーインスタン
スの作業領域を
作成するディレ
クトリー

パスのタイプ パスのタイプ ◯ __name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.20. jbossas7: Bridge(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1928 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1929

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1930

Name description 必須必須 内部名内部名

チェック期間 クライアント障害チェッ
クの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
30000 です。

いいえ check-period

確認ウィンドウのサイズ ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。デフォル
ト値は 1048576 です。

いいえ confirmation-window-
size
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接続 Ttl ブリッジで使用される接
続が動作していると見な
される最大時間（ミリ秒
単位）。デフォルト値は
60000 です。

いいえ connection-ttl

検出グループ名 このブリッジによって使
用される検出グループの
名前。「static-
connectors」が定義され
ている場合は、未定義
(null)である必要があり
ます。

いいえ discovery-group-name

サーバーのシャットダウ
ン時におけるフェイル
オーバー

ターゲットサーバーがク
ラッシュせずに正常に
シャットダウンされる場
合に、ブリッジがバック
アップサーバーへのフェ
イルオーバーを試みるか
どうか（指定されている
場合）。

いいえ failover-on-server-
shutdown

filter オプションのフィルター
文字列。指定した場合
は、指定したフィルター
式に一致するメッセージ
のみが転送されます。
フィルター文字列は、
HornetQ ドキュメント
で説明されている
HornetQ フィルター式
構文に従います。

いいえ filter

転送アドレス メッセージが転送される
ターゲットサーバーのア
ドレス。転送アドレスを
指定しないと、メッセー
ジの元の宛先が保持され
ます。

いいえ forwarding-address

Ha このブリッジが高可用性
をサポートするべきかど
うか。true は、クラス
ター内の利用可能なサー
バーに接続し、フェイル
オーバーをサポートしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大再試行間隔 接続を再試行するために
使用される最大間隔。デ
フォルト値は 2000 で
す。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

メッセージの最小サイズ
（バイト単位）。メッ
セージが大きいメッセー
ジとみなされるまでの最
小サイズ（バイト単
位）。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

password リモートサーバーへのブ
リッジ接続の作成時に使
用するパスワード。この
オプションを指定しない
と、ルート messaging
サブシステムリソースの
cluster-password 属性に
よって指定されたデフォ
ルトのクラスターパス
ワードが使用されます。
デフォルト値は
CHANGE ME!! です。

いいえ password

キュー名 ブリッジが消費するロー
カルキューの一意の名
前。

◯ queue-name

Reconnect Attempts 断念してシャットダウン
するまでにブリッジが行
う再接続試行の総回数。
-1 の値は、無制限の試行
回数を示します。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval ターゲットサーバーへの
接続に失敗した場合の後
続の再接続試行の間隔
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ retry-interval

Name description 必須必須 内部名内部名
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Retry Interval Multiplier 最後の再試行から次の再
試行までの時間を計算す
るために時間に適用する
乗数。これにより、再試
行の間隔に指数バックオ
フを実装することができ
ます。デフォルト値は
1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

静的コネクター このブリッジによって使
用される静的に定義され
たコネクターの名前の一
覧。'discovery-group-
name' が定義されている
場合は、未定義(null)で
ある必要があります。

いいえ static-
connectors:nullable

トランスフォーマークラ
ス名

org.hornetq.core.server.
cluster.Transformer イン
ターフェースを実装する
ユーザー定義クラスの名
前。

いいえ transformer-class-name

重複検出の使用 ブリッジが、転送する各
メッセージに重複 ID プ
ロパティーを自動的に挿
入するかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ use-duplicate-detection

user リモートサーバーへのブ
リッジ接続の作成時に使
用するユーザー名。この
オプションを指定しない
と、ルート messaging
サブシステムリソースの
cluster-user 属性によっ
て指定されたデフォルト
のクラスターユーザーが
使用されます。デフォル
ト値は
HORNETQ.CLUSTER.AD
MIN.USER です。

いいえ user

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.21. jbossas7: 検出グループ検出グループ(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1931 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1932

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1933

Name description 必須必須 内部名内部名

初期待機時間のタイムア
ウト

初期ブロードキャストが
クラスター内の少なくと
も 1 つのノードを提供す
るまで待機する期間（ミ
リ秒単位）。デフォルト
値は 10000 です。

いいえ initial-wait-timeout
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タイムアウトの更新 特定のサーバーから最後
のブロードキャストを受
信した後、そのサーバー
のコネクターペアエント
リーをリストから削除す
るまで検出グループが待
機する期間。デフォルト
値は 10000 です。

いいえ refresh-timeout

ソケットバインディング 検出グループソケットバ
インディング。

◯ socket-binding

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.22. jbossas7: コネクターサービスコネクターサービス(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1934 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: パラメーターサービス」

接続プロパティー

表表3.1935

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1936

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス コネクターサービスをイ
ンスタンス化できるファ
クトリークラスのクラス
名。

◯ factory-class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.10.1.22.1. jbossas7: パラメーターサービスパラメーターサービス

概要

表表3.1937 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1938
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1939

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.11. jbossas7: データソースデータソース(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.1940 概要概要

説明： プロファイル用の datasources サブシステム。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: DataSource(Profile)サービス」

「jbossas7: XADataSource(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1941
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表表3.1941

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.11.1. jbossas7: DataSource(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1942 概要概要

説明： 非 XA データソース

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1943

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1944

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

◯ connection-url

ドライバー名 使用する JDBC ドライ
バーの名前

◯ driver-name

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全修飾名。

いいえ driver-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

driver データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。driver-name>
#major-version.minor-
version where driver-
name は JDBC ドライ
バークラスの完全修飾名
です。

いいえ driver

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter
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URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

jta JTA 統合の有効化 いいえ jta

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。既存の値
は未設定にできません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。既存の値は未
設定にできません。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。既存の値は未設
定にできません。

いいえ pool-use-strict-min

Name description 必須必須 内部名内部名
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セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

複数のユーザーを許可す
る

複数のユーザーが
getConnection(user,
password)メソッドを使
用してデータソースにア
クセスするかどうかを指
定します。したがって、
内部プールタイプがその
対応であるべきであるか
どうかを指定します。

いいえ allow-multiple-users

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）を示しま
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。既存の値は未設定
にできません。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
既存の値は未設定にでき
ません。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。既存の値
は未設定にできません。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1945 metrics

Name description

enable データソースを有効にします。

Disable データソースを無効にします。
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パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.11.2. jbossas7: XADataSource(Profile)サービスサービス

概要

表表3.1946 概要概要

説明： XA データソース

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1947

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1948

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  ◯ *2

XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全修飾名

◯ xa-datasource-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1435



ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

◯ driver-name

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
るべきかどうかを指定し
ます。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ max-pool-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。既存の値
は未設定にできません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。既存の値は未
設定にできません。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。既存の値は未設
定にできません。

いいえ pool-use-strict-min

interleaving XA 接続ファクトリーの
インターリービングを有
効にする要素

いいえ interleaving

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされる
べき

いいえ pad-xid

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

wrap Xa データソース XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。

いいえ wrap-xa-datasource

Name description 必須必須 内部名内部名
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セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

リカバリープラグインク
ラス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供されるリカバ
リープラグインの実装

いいえ recovery-plugin-class-
name

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
する間隔をミリ秒単位で
割り当てます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。既存の値は未設定
にできません。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
既存の値は未設定にでき
ません。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。既存の値
は未設定にできません。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

XA リソースタイムアウ
ト

XAResource.setTransact
ionTimeout（）デフォ
ルトに渡されるのはゼロ
で、セッターは起動しま
せん。（秒単位）

いいえ xa-resource-timeout

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

リカバリーユーザー名 接続リカバリーを試行す
るために使用されるユー
ザー名

いいえ recovery-username

リカバリーパスワード 接続リカバリーを試行す
るために使用されるパス
ワード

いいえ recovery-password

Name description 必須必須 内部名内部名
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リカバリーセキュリ
ティードメイン

接続リカバリーを試行す
るために使用される
security-domain

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーなし true の場合、この接続
プールのリカバリーは試
行されません。

いいえ no-recovery

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1949 metrics

Name description

enable データソースを有効にします。

Disable データソースを無効にします。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.12. jbossas7: ロギングサービスロギングサービス

概要概要

表表3.1950 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - Async Handler Service」

「jbossas7: コンソールハンドラーサービス」

「jbossas7: カスタムハンドラーサービス」

「jbossas7: ファイルハンドラーサービス」
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「jbossas7: ロガーサービス」

「jbossas7 - 定期的なローテーションファイルハンドラーサービス」

「jbossas7 - サイズローテーションファイルハンドラーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1951

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1952

Name description 必須必須 内部名内部名

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

handlers このロガーに関連付けら
れたハンドラー。

◯ handlers

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.12.1. JBossAS7 - Async Handler Service

概要
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表表3.1953 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1954

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1955

Name description 必須必須 内部名内部名

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

オーバーフローアクショ
ン

オーバーフロー時に実行
するアクションを指定し
ます。有効なオプション
は 'block' および
'discard' です。デフォル
ト値は BLOCK です。

◯ overflow-action
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Queue Length 書き込みをフラッシュす
る前に使用するキューの
長さ

◯ queue-length

Subhandlers この Async ハンドラー
に関連付けられたハンド
ラー。

いいえ subhandlers

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1956 metrics

Name description

サブハンドラーの割り当て サブハンドラーを ASYNC ハンドラーに割り当てま
す。

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

サブハンドラーの割り当て解除 ASYNC ハンドラーからサブハンドラーの割り当てを
解除します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.12.2. jbossas7: コンソールハンドラーサービスコンソールハンドラーサービス

概要

表表3.1957 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.1958

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1959

Name description 必須必須 内部名内部名

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

ターゲット コンソールハンドラーの
ターゲットを定義しま
す。値は SYSTEM_OUT
または SYSTEM_ERR の
いずれかになります。デ
フォルト値は
System.out です。

いいえ ターゲット

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1960 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.12.3. jbossas7: カスタムハンドラーサービスカスタムハンドラーサービス

概要

表表3.1961 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1962

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1963
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表表3.1963

Name description 必須必須 内部名内部名

class 使用されるロギングハン
ドラークラス。

◯ class

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

モジュール ロギングハンドラーが依
存するモジュール。

◯ モジュール

properties  ◯ properties

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1964 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.12.4. jbossas7: ファイルハンドラーサービスファイルハンドラーサービス

概要

表表3.1965 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1966

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1967

Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file
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formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1968 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.12.5. jbossas7: ロガーサービスロガーサービス

概要

表表3.1969 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1970
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1971

Name description 必須必須 内部名内部名

handlers このロガーに関連付けら
れたハンドラー。

いいえ handlers

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

親ハンドラーの使用 このロガーが出力を親
Logger に送信するかど
うかを指定します。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-parent-handlers

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1972 metrics

Name description

ログレベルの変更 ロガーカテゴリーのロギングレベルを変更します。

パッケージタイプ
NONE
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3.3.2.5.12.6. jbossas7 - 定期的なローテーションファイルハンドラーサービス定期的なローテーションファイルハンドラーサービス

概要

表表3.1973 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1974

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1975

Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding
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file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

suffix サフィックス文字列を設
定します。文字列は、
java.text.SimpleDateFor
mat が理解できる形式で
す。ローテーションの期
間は、接尾辞に基づいて
自動的に算出されます。

◯ suffix

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1976 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.12.7. jbossas7 - サイズローテーションファイルハンドラーサービスサイズローテーションファイルハンドラーサービス

概要

表表3.1977 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1978

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1979

Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file
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formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

最大バックアップイン
デックス

保持するバックアップの
最大数。デフォルト値は
1 です。

◯ max-backup-index

ローテーションサイズ ログファイルをローテー
ションするサイズ。デ
フォルト値は 2m です。

◯ rotate-size

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.1980 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.13. JBossAS7 - Webservices Service

概要概要

表表3.1981 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯
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プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossAS7 - Endpoint Service」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.1982

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.1983

Name description 必須必須 内部名内部名

Wsdl アドレスの変更 soap アドレスを変更す
ることができるかどう
か。

いいえ modify-wsdl-address
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WSDL ホスト エンドポイントに必要な
デプロイメントアーティ
ファクトである WSDL
には、エンドポイントの
場所を参照する
<soap:address> 要素があ
ります。JBoss では、そ
の SOAP アドレスの書
き換えがサポートされま
す。<soap:address> の内
容が有効な URL の場
合、'modify-wsdl-
address' が true でない
限り、JBossWS はこれ
を書き直しません。
<soap:address> の内容が
有効な URL ではない場
合、JBossWS は以下の
属性値を使用して書き直
します。'wsdl-host' が
'jbossws.undefined.host'
に設定されている場合、
JBossWS は
<soap:address> を書き換
える際にリクエスターホ
ストを使用します。

いいえ wsdl-host

WSDL ポート SOAP アドレスを書き換
えるために使用されるセ
キュアでないポート。存
在しない場合、インス
トールしたコネクターの
リストをクエリーして
ポートが識別されます。

いいえ wsdl-port

WSDL セキュアポート SOAP アドレスを書き換
えるために使用されるセ
キュアなポート。存在し
ない場合、インストール
したコネクターのリスト
をクエリーしてポートが
識別されます。

いいえ wsdl-secure-port

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.13.1. JBossAS7 - Endpoint Service

概要

表表3.1984 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: ハンドラーのポストチェーンサービス」

「jbossas7: 事前ハンドラーチェーンサービス」

「jbossas7: プロパティーサービス」

接続プロパティー

表表3.1985

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.13.1.1. jbossas7: ハンドラーのポストチェーンサービスハンドラーのポストチェーンサービス

概要

表表3.1986 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - Post Handler Service」

接続プロパティー

表表3.1987

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1988

Name description 必須必須 内部名内部名

プロトコルバインディン
グ

プロトコルバインディン
グ

いいえ protocol-bindings

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.13.1.1.1. JBossAS7 - Post Handler Service

概要
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表表3.1989 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1990

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1991

Name description 必須必須 内部名内部名

class ハンドラークラス ◯ class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.13.1.2. jbossas7: 事前ハンドラーチェーンサービス事前ハンドラーチェーンサービス

概要

表表3.1992 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - Pre Handler Service」

接続プロパティー

表表3.1993

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1994

Name description 必須必須 内部名内部名

プロトコルバインディン
グ

プロトコルバインディン
グ

いいえ protocol-bindings

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.13.1.2.1. JBossAS7 - Pre Handler Service

概要
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表表3.1995 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1996

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.1997

Name description 必須必須 内部名内部名

class ハンドラークラス ◯ class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.13.1.3. jbossas7: プロパティーサービスプロパティーサービス

概要

表表3.1998 概要概要
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説明： プロパティー

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.1999

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2000

Name description 必須必須 内部名内部名

値 プロパティーの値。 いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.14. jbossas7: Transactions サブシステムサブシステム(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.2001 概要概要
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説明： transactions サブシステム。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: ログストア(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2002

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2003

Name description 必須必須 内部名内部名

相対値 JBoss Application
Server データディレク
トリー
(jboss.server.data.dir)に
デフォルト設定されてい
るドメインモデルのグ
ローバルパス設定を参照
します。'path' 属性の値
は、このパスに対する相
対値として処理されま
す。空の文字列を使用し
てデフォルトの動作を無
効にし、'path' 属性の値
を絶対パスとして処理す
るよう強制します。デ
フォルト値は
jboss.server.data.dir で
す。

いいえ relative-to
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プロセス ID の Uuid トランザクションマネー
ジャーが UUID ベースの
プロセス ID を使用する
かどうかを示します。

いいえ process-id-uuid

ソケットバインディング リカバリー環境に使用す
る正しいソケットバイン
ディングを参照するため
に使用されます。

いいえ socket-binding

jts true の場合、Java
Transaction Service が有
効になります。デフォル
ト値は false です。

いいえ jts

オブジェクトストアパス トランザクションマネー
ジャーのオブジェクトス
トアがデータを格納する
場所を示す相対または絶
対ファイルシステムパス
を示します。デフォルト
では、値は 'relative-to'
属性で表されるパスに対
する相対値として処理さ
れます。デフォルト値は
tx-object-store です。

いいえ object-store-path

path トランザクションマネー
ジャーのコアがデータを
格納する場所を示す相対
または絶対ファイルシス
テムパスを示します。デ
フォルトでは、値は
'relative-to' 属性で表さ
れるパスに対する相対値
として処理されます。デ
フォルト値は var です。

いいえ path

プロセス ID ソケットバ
インディング

トランザクションマネー
ジャーがソケットベース
のプロセス ID を使用す
る必要がある場合に使用
するソケットバインディ
ング設定の名前。
'process-id-uuid' が
'true' の場合は
'undefined' になりま
す。それ以外の場合は、
設定する必要がありま
す。

いいえ process-id-socket-
binding

Name description 必須必須 内部名内部名
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デフォルトのタイムアウ
ト

デフォルトのタイムアウ
ト。デフォルト値は
300 です。

いいえ default-timeout

プロセス ID ソケット最
大ポート

トランザクションマネー
ジャーがソケットベース
のプロセス ID を使用す
る必要がある場合に、解
放ポートを検索するポー
トの最大数。'process-
id-socket-binding' で参
照されるソケットバイン
ディングによって指定さ
れるポートが占有されて
いる場合、オープンポー
トが見つかるか、この属
性によって指定された
ポートの数が試行される
まで、次の上位のポート
が試行されます。
'process-id-uuid' が
'true' の場合は
'undefined' になりま
す。デフォルト値は 10
です。

いいえ process-id-socket-max-
ports

リカバリーリスナー リカバリーシステムが
ネットワークソケットを
リッスンする必要がある
かどうかを指定するため
に使用されます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ recovery-listener

ステータスソケットバイ
ンディング

トランザクションステー
タスマネージャーに使用
する正しいソケットバイ
ンディングを参照するた
めに使用されます。

いいえ status-socket-binding

ノード識別子 コア環境でノード識別子
を設定するために使用さ
れます。デフォルト値は
1 です。

いいえ node-identifier

Tsm ステータスの有効
化

不足状態からの復旧に必
要なトランザクションス
テータスマネージャー
(TSM)サービスを提供す
るかどうか。デフォルト
値は false です。

いいえ enable-tsm-status

Name description 必須必須 内部名内部名
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オブジェクトストア相対
先

JBoss Application
Server データディレク
トリー
(jboss.server.data.dir)に
デフォルト設定されてい
るドメインモデルのグ
ローバルパス設定を参照
します。'path' 属性の値
は、このパスに対する相
対値として処理されま
す。空の文字列を使用し
てデフォルトの動作を無
効にし、'path' 属性の値
を絶対パスとして処理す
るよう強制します。デ
フォルト値は
jboss.server.data.dir で
す。

いいえ object-store-relative-to

統計の有効化 統計を有効にするべきか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ enable-statistics

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.14.1. jbossas7: ログストアログストア(Profile)サービスサービス

概要

表表3.2004 概要概要

説明： トランザクションロギングストレージメカニズムの
表現。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.2005

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2006

Name description 必須必須 内部名内部名

type ロギングストアの実装タ
イプを指定します。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2007 metrics

Name description

Probe 新規トランザクションログのスキャン。この操作は
保留中のトランザクションごとに子を作成します。

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.15. jbossas7: JacORB サービスサービス

概要概要

表表3.2008 概要概要

説明： jacorb サブシステムの設定
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シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2009

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2010

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネント Via イン
ターセプターの追加

SSL コンポーネントを
IOR インターセプター
(on)インターセプターに
よって追加すべきかどう
かを示します（オフ）。
デフォルト値は on で
す。

いいえ add-component-via-
interceptor

キャッシュ Poa 名 POA 名がキャッシュさ
れる(on)かどうかを示し
ます(off)。デフォルト
値は off です。

いいえ cache-poa-names

キャッシュタイプコード タイプコードがキャッ
シュされる(on)か、そう
でないか(off)を示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ cache-typecodes
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Cunk Custom Rmi
Valuetypes

カスタムの RMI 値タイ
プがチャンク（オン）と
してエンコードされるべ
きかどうかを示します
(off)。デフォルト値は
on です。

いいえ chunk-custom-rmi-
valuetypes

クライアント要件 クライアント SSL がパ
ラメーターを必要とする
ことを示します
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ client-requires

クライアントサポート クライアント SSL がサ
ポートされるパラメー
ター（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ client-supports

クライアントタイムアウ
ト

クライアント側の接続タ
イムアウト値はミリ秒単
位です。値をゼロの場合
は、接続がタイムアウト
しないことを示します。
デフォルト値は 0 で
す。

いいえ client-timeout

comet comet の ORB との相互
運用性が有効にされてい
る(on)か、そうでないか
(off)を示します。デ
フォルト値は off です。

いいえ comet

export Corbaloc ルートコンテキストを
corbaloc::address:port/
NameService(on)として
エクスポートすべきかど
うかを示します(off)。
デフォルト値は on で
す。

いいえ export-corbaloc

giop マイナーバージョ
ン

使用される GIOP マイ
ナーバージョン。デフォ
ルト値は 2 です。

いいえ giop-minor-version

Name description 必須必須 内部名内部名
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間接エンコーディングの
無効化

繰り返し型コードの間接
エンコーディングを無効
(on)するか(off)するかを
示します。デフォルト値
は off です。

いいえ indirection-encoding-
disable

Iona IONA の ASP との相互
運用性が有効であるか
（オフ）かを示します。
デフォルト値は off で
す。

いいえ Iona

lax ブール値エンコー
ディング

ゼロ以外の CDR でエン
コードされたブール値が
true(on)として解釈され
るべきかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は off です。

いいえ lax-boolean-encoding

最大管理バッチサイズ 内部バッファーマネー
ジャーによって管理され
る最大サイズの log2。
デフォルト値は 24 で
す。

いいえ max-managed-buf-size

サーバー接続の最大サイ
ズ

サーバーが許可する接続
の最大数。デフォルト値
は 2147483647 です。

いいえ max-server-connections

最大スレッド アクティブなリクエスト
プロセッサースレッドの
最大数。スレッドはまず
プールから取得され、
プールが新しいスレッド
が作成されると、スレッ
ド数がこの制限に達する
まで削除されます。新し
いリクエストは、アク
ティブなスレッドがジョ
ブを完了するまで待機し
ます。デフォルト値は
32 です。

いいえ max-threads

監視 監視 GUI を表示する
(on)か、そうでないか
（オフ）を示します。デ
フォルト値は off です。

いいえ 監視

Name description 必須必須 内部名内部名
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Name 実行中の ORB の名前。
デフォルト値は JBoss
です。

いいえ Name

Outbuf キャッシュタイ
ムアウト

バッファーキャッシュの
タイムアウト（ミリ秒単
位）。デフォルト値は -1
です。

いいえ outbuf-cache-timeout

outbuf のサイズ 送信メッセージのネット
ワークバッファーのサイ
ズ。デフォルト値は
2048 です。

いいえ outbuf-size

プールサイズ 要求プロセッサースレッ
ドプールのサイズ。要求
の処理を終了するスレッ
ドは、プールが満杯では
なく破棄されない場合に
プールに戻されます。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ pool-size

印刷バージョン ORB の起動中にバー
ジョン番号が出力される
(on)かどうかを示します
（オフ）。デフォルト値
は off です。

いいえ print-version

properties 汎用キー/値プロパ
ティーの一覧。

いいえ properties

Queue Max キューに格納できるリク
エストの最大数。デフォ
ルト値は 100 です。

いいえ queue-max

キューの最小値 待機要求に通知する
キューのサイズ。つま
り、ブロックされたリク
エストはキューに
queue-min 要求を超え
ない場合にのみ通知され
ます。デフォルト値は
10 です。

いいえ queue-min

Name description 必須必須 内部名内部名
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キュー待機中 最大キューサイズを超え
るリクエストが待機(on)
されるかどうかを示しま
す（オフ）。無効にする
と、キューが満杯になる
と TRANSIENT 例外が発
生します。デフォルト値
は off です。

いいえ queue-wait

retries 接続がすぐに確立できな
い場合の再試行回数。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ retries

Retry Interval retries の間隔（ミリ秒
単位）。デフォルト値は
500 です。

いいえ retry-interval

ルートコンテキスト ネーミングサービスの
ルートコンテキスト。デ
フォルト値は
JBoss/Naming/root で
す。

いいえ root-context

security セキュリティーインター
セプターがインストール
される(on)されるかどう
かを示します(off)。デ
フォルト値は off です。

いいえ security

セキュリティードメイン SSL 接続を確立するた
めに使用されるキーおよ
びトラストストアを保持
するセキュリティードメ
インの名前。

いいえ security-domain

サーバーの要件 サーバー SSL がパラ
メーターを必要とするこ
とを示す値（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ server-requires

サーバーのサポート サーバー SSL がサポー
トされるパラメーター
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ server-supports

Name description 必須必須 内部名内部名
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サーバータイムアウト サーバー側の接続タイム
アウト値（ミリ秒単
位）。値をゼロの場合
は、接続がタイムアウト
しないことを示します。
デフォルト値は 0 で
す。

いいえ server-timeout

Tc 作成時に厳密な
チェック

create_abstract_interfac
e_tc メソッドが name パ
ラメーター(on)で検証
チェックを実行するかど
うか(off)を示します。
デフォルト値は off で
す。

いいえ strict-check-on-tc-
creation

Sun Sun の ORB との相互運
用性(on)またはそうでな
いか（オフ）を示しま
す。デフォルト値は on
です。

いいえ Sun

サポート Ssl SSL がサポート対象(on)
されるかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は off です。

いいえ support-ssl

トランザクション トランザクションイン
ターセプターがインス
トールされる（または
spec）されるかどうか
を示します（オフ）。
'on' が有効な値である
「spec」は、受信トラ
ンザクションコンテキス
トを拒否する仕様準拠
モード（JTS 以外）を有
効にします。デフォルト
値は off です。

いいえ トランザクション

Bom の使用 GIOP 1.2 バイトオーダー
マーカーを使用するべき
か（オフ）かを示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ use-bom

Name description 必須必須 内部名内部名
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Imr の使用 実装リポジトリーを使用
する(on)か、使用しない
(off)かどうかを示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ use-imr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.16. jbossas7: JAXR サービスサービス

概要概要

表表3.2011 概要概要

説明： JAXR サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: プロパティー(JAXR)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2012

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2013

Name description 必須必須 内部名内部名

class JAXR
ConnectionFactory 実装
クラス

いいえ class

JNDI 名 JAXR
ConnectionFactory がバ
インドされる JNDI 名

いいえ jndi-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.16.1. jbossas7: プロパティープロパティー(JAXR)サービスサービス

概要

表表3.2014 概要概要

説明： JAXR プロパティー。リソースのアイデンティ
ティーは、プロパティー名を定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2015

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2016

Name description 必須必須 内部名内部名

値 JAXR プロパティーの
値。

◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.17. jbossas7: JPA サービスサービス

概要概要

表表3.2017 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2018

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2019

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのデータソー
ス

デフォルトのグローバル
データソースの名前。

いいえ default-datasource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.18. JBossAS7 - CMP Service

概要概要

表表3.2020 概要概要

説明： cmp サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: HiloKeygenerator サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2021

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.18.1. jbossas7: HiloKeygenerator サービスサービス

概要

表表3.2022 概要概要

説明： Hilo ベースの鍵ジェネレーター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2023

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2024
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Name description 必須必須 内部名内部名

ブロックサイズ ブロックサイズ いいえ block-size

テーブルの作成 テーブルを作成するかど
うかを決定するブール値

いいえ create-table

テーブル Ddl の作成 テーブルの作成に使用す
る DDL

いいえ create-table-ddl

データソース シーケンスの生成に使用
されるデータソース

◯ data-source

テーブルの削除 テーブルを作成するかど
うかを決定するブール値

いいえ drop-table

ID 列 ID 列名 ◯ ID 列

Hi Ddl を選択します。 hi 値の選択に使用される
DDL

いいえ select-hi-ddl

sequence 列 シーケンス列名 ◯ sequence-column

シーケンス名 シーケンスの名前 ◯ sequence-name

テーブル名 テーブル名 ◯ table-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.19. JBossAS7 - EE Service

概要概要

表表3.2025 概要概要

説明： EE サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7
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子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2026

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2027

Name description 必須必須 内部名内部名

EAR サブデプロイメン
ト分離

.ear 内の各サブデプロイ
メントが同じ .ear 内の
別のサブデプロイメント
に属するクラスにアクセ
スできるかどうかを示す
フラグ。false の値は、
サブデプロイメントが
.ear 内の他のサブデプロ
イメントに属するクラス
を認識できることを意味
します。デフォルト値は
false です。

いいえ ear-subdeployments-
isolated

グローバルモジュール すべてのデプロイメント
で利用可能にする必要の
あるモジュールの一覧。

いいえ global-modules

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.3.2.5.20. JBossAS7 - JMX Service

概要概要

表表3.2028 概要概要

説明： JMX サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: リモーティングコネクターサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2029

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2030

Name description 必須必須 内部名内部名

モデルの表示 モデルコントローラーリ
ソースの MBean を含め
るには 'true' に設定しま
す。

いいえ show-model

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.20.1. jbossas7: リモーティングコネクターサービスリモーティングコネクターサービス

概要

表表3.2031 概要概要

説明： リソースアダプターの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2032

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2033

Name description 必須必須 内部名内部名

管理エンドポイントの使
用

true の場合、コネクター
は管理エンドポイントを
使用します。そうでない
場合は、remoting サブ
システムを使用します。
デフォルト値は true で
す。

いいえ use-management-
endpoint

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.21. jbossas7: Infinispan サービスサービス

概要概要

表表3.2034 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: キャッシュコンテナーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2035

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.3.2.5.21.1. jbossas7: キャッシュコンテナーサービスキャッシュコンテナーサービス

概要

表表3.2036 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「JBossAS7 - Cache Service」

「jbossas7: 分散キャッシュサービス」

「jbossas7: ローカルキャッシュサービス」

「jbossas7: トランスポートサービス」

接続プロパティー

表表3.2037

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2038

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトキャッシュ デフォルトの infinispan
キャッシュ

いいえ default-cache

aliases このキャッシュコンテ
ナーのエイリアスの一覧

いいえ aliases
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JNDI 名 このキャッシュコンテ
ナーをバインドする jndi
名

いいえ jndi-name

start EAGER(immediate
start)または LAZY（オ
ンデマンド起動）の
キャッシュコンテナー起
動モード。

いいえ start

listener Executor レプリケーションキュー
に使用されるエグゼ
キューター

いいえ listener-executor

エビクションエグゼ
キューター

エビクションに使用され
るスケジュール済みエグ
ゼキューター

いいえ eviction-executor

モジュール このキャッシュコンテ
ナーの設定をビルドする
ときにクラスローダーを
使用する必要があるモ
ジュール。デフォルト値
は
org.jboss.as.clustering.in
finispan です。

いいえ モジュール

レプリケーションキュー
エグゼキューター

非同期キャッシュ操作に
使用されるエグゼキュー
ター

いいえ replication-queue-
executor

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.21.1.1. JBossAS7 - Cache Service

概要

表表3.2039 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2040

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2041

Name description 必須必須 内部名内部名

start EAGER(Imediate start)
または LAZY（オンデマ
ンド起動）のいずれかの
キャッシュ開始モード。

いいえ start

batching 有効にすると、この
キャッシュに対して呼び
出しバッチ API が利用可
能になります。

いいえ batching

インデックス化 有効にすると、エント
リーがキャッシュに追加
されるとインデックス化
されます。インデックス
はエントリーの変更また
は削除として更新されま
す。

いいえ インデックス化

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name
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mode クラスター化された
キャッシュモード、非同
期操作の場合は
ASYNC、同期操作の場
合は SYNC を設定しま
す。

◯ mode

キューのサイズ ASYNC モードでは、こ
の属性を使用して、特定
のしきい値に達すると
キューのフラッシュをト
リガーできます。

いいえ queue-size

キューのフラッシュ間隔 ASYNC モードでは、こ
の属性はレプリケーショ
ンキューのフラッシュを
実行するために使用する
非同期スレッドの頻度を
制御します。これは、ス
レッドウェイクアップ時
間（ミリ秒単位）を表す
正の整数である必要があ
ります。

いいえ queue-flush-interval

リモートタイムアウト SYNC モードでは、リ
モート呼び出しの実行時
に確認応答を待機するた
めにタイムアウト（ミリ
秒単位）が使用され、呼
び出しが中止され、例外
が発生します。

いいえ remote-timeout

Asyncsynchronousing これを有効にすると、エ
ントリーのマーシャリン
グが非同期的に実行され
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ async-marshalling

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

キャッシュのタイプ キャッシュのタイプ ◯ __type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.21.1.2. jbossas7: 分散キャッシュサービス分散キャッシュサービス

概要

表表3.2042 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2043

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2044

Name description 必須必須 内部名内部名

start EAGER(Imediate start)
または LAZY（オンデマ
ンド起動）のいずれかの
キャッシュ開始モード。

いいえ start
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batching 有効にすると、この
キャッシュに対して呼び
出しバッチ API が利用可
能になります。

いいえ batching

インデックス化 有効にすると、エント
リーがキャッシュに追加
されるとインデックス化
されます。インデックス
はエントリーの変更また
は削除として更新されま
す。

いいえ インデックス化

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

mode クラスター化された
キャッシュモード、非同
期操作の場合は
ASYNC、同期操作の場
合は SYNC を設定しま
す。

◯ mode

キューのサイズ ASYNC モードでは、こ
の属性を使用して、特定
のしきい値に達すると
キューのフラッシュをト
リガーできます。

いいえ queue-size

キューのフラッシュ間隔 ASYNC モードでは、こ
の属性はレプリケーショ
ンキューのフラッシュを
実行するために使用する
非同期スレッドの頻度を
制御します。これは、ス
レッドウェイクアップ時
間（ミリ秒単位）を表す
正の整数である必要があ
ります。

いいえ queue-flush-interval

リモートタイムアウト SYNC モードでは、リ
モート呼び出しの実行時
に確認応答を待機するた
めにタイムアウト（ミリ
秒単位）が使用され、呼
び出しが中止され、例外
が発生します。

いいえ remote-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名
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Asyncsynchronousing これを有効にすると、エ
ントリーのマーシャリン
グが非同期的に実行され
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ async-marshalling

L 1 ライフスパン L1 キャッシュに配置さ
れたエントリーの最大有
効期間。この要素は、
'distributed' キャッシュ
のインスタンスに L1
キャッシュ動作を設定し
ます。他のキャッシュ
モードでは、この要素は
無視されます。デフォル
ト値は 600000 です。

いいえ l1-lifespan

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

owners 各キャッシュエントリー
のクラスター全体のレプ
リカ数。デフォルト値は
2 です。

いいえ owners

仮想ノード 「 real」ノードごとの仮
想ノード数を制御しま
す。numVirtualNodes が
1 の場合、仮想ノードは
無効になります。仮想
ノードを活用する場合
は、トポロジー認識の一
貫したハッシュを使用す
る必要があります。デ
フォルトは 1 です。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ virtual-nodes

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1492



3.3.2.5.21.1.3. jbossas7: ローカルキャッシュサービスローカルキャッシュサービス

概要

表表3.2045 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2046

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2047

Name description 必須必須 内部名内部名

start EAGER(Imediate start)
または LAZY（オンデマ
ンド起動）のいずれかの
キャッシュ開始モード。

いいえ start

batching 有効にすると、この
キャッシュに対して呼び
出しバッチ API が利用可
能になります。

いいえ batching

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1493



インデックス化 有効にすると、エント
リーがキャッシュに追加
されるとインデックス化
されます。インデックス
はエントリーの変更また
は削除として更新されま
す。

いいえ インデックス化

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.21.1.4. jbossas7: トランスポートサービストランスポートサービス

概要

表表3.2048 概要概要

説明： このキャッシュコンテナーが使用するトランスポー
トの説明

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2049
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2050

Name description 必須必須 内部名内部名

クラスター グループ通信クラスター
の名前

いいえ クラスター

executor トランスポートに使用す
るエグゼキューター

いいえ executor

ロックタイムアウト トランスポートのロック
のタイムアウト。デフォ
ルト値は 240000 で
す。

いいえ lock-timeout

stack トランスポートに使用す
る jgroups スタック

いいえ stack

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.22. jbossas7: JGroups サービスサービス

概要概要

表表3.2051 概要概要

説明：  
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シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2052

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2053

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのスタック 使用するデフォルトのス
タック

◯ default-stack

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.23. jbossas7: リモーティングサービスリモーティングサービス

概要概要

表表3.2054 概要概要

説明：  
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シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2055

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2056

Name description 必須必須 内部名内部名

ワーカー読み取りスレッ
ド

リモーティングワーカー
に対して作成する読み取
りスレッドの数。デフォ
ルト値は 1 です。

いいえ worker-read-threads

ワーカータスクコアス
レッド

リモーティングワーカー
のタスクスレッドプール
のコアスレッドの数。デ
フォルト値は 4 です。

いいえ worker-task-core-
threads

ワーカータスクキープア
ライブ

コアでないリモーティン
グワーカーのタスクス
レッドを有効のままにす
るミリ秒数。デフォルト
値は 60 です。

いいえ worker-task-keepalive
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ワーカータスクの制限 許可するリモーティング
ワーカータスクの最大
数。この数を超えるリ
モーティングワーカータ
スクは拒否されます。デ
フォルト値は 16384 で
す。

いいえ worker-task-limit

ワーカータスクの最大ス
レッド

リモーティングワーカー
のタスクスレッドプール
の最大スレッド数。デ
フォルト値は 16 です。

いいえ worker-task-max-
threads

ワーカー書き込みスレッ
ド

リモーティングワーカー
に対して作成する書き込
みスレッドの数。デフォ
ルト値は 1 です。

いいえ worker-write-threads

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.24. jbossas7: メールサービスメールサービス

概要概要

表表3.2057 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「jbossas7: メールセッションサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2058

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1498



Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.24.1. jbossas7: メールセッションサービスメールセッションサービス

概要

表表3.2059 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ

「jbossas7: SMTP メールサーバーサービス」

「jbossas7: IMAP メールサーバーサービス」

「jbossas7: POP3 メールサーバーサービス」

接続プロパティー

表表3.2060

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2061

Name description 必須必須 内部名内部名

debug javamail のデバッグを有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ debug

from 送信時に設定されていな
い場合にデフォルトとし
て使用されるアドレスか
ら。

いいえ from

JNDI 名 メールセッションのバイ
ンド先の JNDI 名

いいえ jndi-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.24.1.1. jbossas7: SMTP メールサーバーサービスメールサーバーサービス

概要

表表3.2062 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.2063

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2064

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

SMTP サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

◯ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.24.1.2. jbossas7: IMAP メールサーバーサービスメールサーバーサービス

概要
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表表3.2065 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2066

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2067

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

IMAP サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

◯ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.5.24.1.3. jbossas7: POP3 メールサーバーサービスメールサーバーサービス

概要

表表3.2068 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2069

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2070

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

POP3 サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

◯ outbound-socket-
binding-ref
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password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.3.2.6. JBossAS7 - Network Interface Service

概要概要

表表3.2071 概要概要

説明： 名前付きネットワークインターフェース。そのイン
ターフェースに関連付ける IP アドレスを決定するの
に必要な基準

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2072

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2073

Name description 必須必須 内部名内部名

任意のアドレス このインターフェースを
使用するソケットをワイ
ルドカードアドレスにバ
インドする必要があるこ
とを示す属性です。
java.net.preferIpV4Stac
k システムプロパティー
が true に設定されてい
ない限り、IPv6 ワイル
ドカードアドレス(::)が
使用されます。この場
合、IPv4 ワイルドカー
ドアドレス(0.0.0.0)が
使用されます。ソケット
がデュアルスタックマシ
ンの IPv6 anylocal アド
レスにバインドされてい
る場合は、IPv6 および
IPv4 トラフィックの両
方を許可できます。
IPv4（IPv4 マッピン
グ）anylocal アドレスに
バインドされている場合
は、IPv4 トラフィック
のみを受け入れることが
できます。

いいえ any-address

任意の Ipv 4 アドレス このインターフェースを
使用するソケットは
IPv4 ワイルドカードア
ドレス(0.0.0.0)にバイ
ンドする必要があること
を示す属性です。

いいえ any-ipv4-address

任意の Ipv 6 アドレス このインターフェースを
使用するソケットが
IPv6 ワイルドカードア
ドレス(::)にバインドす
る必要があることを示す
属性。

いいえ any-ipv6-address
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リンクローカルアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスがリンク
ローカルであるかどうか
を示す属性。「未定義」
または「false」値は、
この属性が IP アドレス
選択に関連していないこ
とを意味します。

いいえ link-local-address

loopback このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ループバックアドレ
スであるかどうかを示す
属性。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ loopback

ループバックアドレス ループバックインター
フェースがマシンに存在
する場合、このインター
フェースの IP アドレス
が指定の値であることを
示す属性。「ループバッ
クアドレス」は、マシン
のループバックインター
フェースで実際には設定
できない場合がありま
す。IP 指定のアドレス
が関連付けられた NIC
が見つからない場合で
あっても、指定の値が使
用されるため、inet-
address とは異なりま
す。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ loopback-address

Name description 必須必須 内部名内部名
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multicast このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがマルチ
キャストをサポートする
かどうかを示す属性。
「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ multicast

nic このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースに名前が指
定されているかどうかを
示す属性。ネットワーク
インターフェースの名前
（例： eth0、eth1、
lo）。「未定義」値は、
この属性が IP アドレス
の選択と関連していない
ことを意味します。

いいえ nic

NIC 一致 このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースに指定の正
規表現に一致する名前が
あるかどうかを示す属性
です。value は、マシン
で利用可能なネットワー
クインターフェースの名
前が許可されるインター
フェースを見つけること
ができる正規表現です。
「未定義」値は、この属
性が IP アドレスの選択
と関連していないことを
意味します。

いいえ nic-match

Name description 必須必須 内部名内部名
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ポイントツーポイント このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがそのポイ
ントツーポイントイン
ターフェースであるかど
うかを示す属性。「未定
義」または「false」値
は、この属性が IP アド
レス選択に関連していな
いことを意味します。

いいえ point-to-point

パブリックアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、一般にルーティング
可能なアドレスであるか
どうかを示す属性。「未
定義」または「false」
値は、この属性が IP ア
ドレス選択に関連してい
ないことを意味します。

いいえ public-address

サイトローカルアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、サイトローカルアド
レスであるかを示す属性
です。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ site-local-address

サブネットの一致 このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスが指定のサ
ブネット定義に適合する
かを示す属性です。
value は、'slash 表記' で
記述されるネットワーク
IP アドレスと、アドレ
スのネットワーク接頭辞
のビット数です。
例：'192.168.0.0/16'.「未
定義」値は、この属性が
IP アドレスの選択と関
連していないことを意味
します。

いいえ subnet-match

Name description 必須必須 内部名内部名
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Up このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースが現在稼動
しているかどうかを示す
属性。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ up

virtual このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがその仮想
インターフェースである
かどうかを示す属性。
「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ virtual

inet Address このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスが指定の値
と一致するかどうかを示
す属性。value は、IPv6
または IPv4 のドット区
切り表記の IP アドレ
ス、または IP アドレス
に解決できるホスト名の
いずれかです。「未定
義」値は、この属性が
IP アドレスの選択と関
連していないことを意味
します。

いいえ inet-address

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.3.2.7. JBossAS7 - SocketBindingGroup Service

概要概要

表表3.2074 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2075

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2076

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディング  ◯ *

バインディング  ◯ *1

バインディング  ◯ *2

デフォルトインター
フェース

これらのバインディング
のデフォルトインター
フェース。定義について
は、「ネットワークイン
ターフェース」を参照し
てください。

◯ default-interface
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ポートオフセット このグループの標準ポー
トからのオフセット。こ
れはスタンドアロンモー
ドでのみ利用可能です。

いいえ port-offset

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.3.3. jbossas7: Wildfly/JBoss EAP パッチハンドラーサービス

概要概要

表表3.2077 概要概要

説明： Wildfly または JBoss EAP アプリケーションサーバー
とそのバリアントのパッチのインストールを処理し
ます。

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossAS7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4. ENTERPRISE APPLICATION SERVER 7 プラグイン
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表表3.2078 基本詳細基本詳細

内部名： EAP7

説明： Wildfly 10 および JBoss EAP7 の監視および管理

バージョン： 4.4.0

最上位のリソースタイプ

「EAP7: ホストコントローラーサーバー」

「EAP7: スタンドアロンサーバー」

「EAP7 - ワイルドカード 10/EAP 7 パッチハンドラーサービス」

3.4.1. EAP7: スタンドアロンサーバー

概要概要

表表3.2079 概要概要

説明： スタンドアロン AS7 サーバー

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

注記注記

Start、Restart、および Shutdown 操作を使用すると、サーバーを起動、再起動、または
停止できます。Start および Restart 操作は、サーバー起動スクリプト（通常は Windows
の UNIX または standalone.bat の standalone.sh）を実行してサーバーを起動します。以
下の接続設定を使用して開始スクリプトの実行を設定できます。* Start Script - start ス
クリプトの絶対パス（例： /opt/jboss-as-7.1.1.Final/bin/standalone.sh"）* Start Script
Prefix - a prefix command to be start スクリプトコマンドラインに追加します（例：
「nohup sudo -u jboss -g jboss」）* Start Script Arguments - arguments to be passed to
the start-config - start-xml - 引数（例： "nohup sudo -u jboss -g jboss"）* Start scripts
Argument to be passed to the start-server -e.「 JAVA_HOME=/usr/java/jdk1.6.0_30）」
これらの設定は、現在実行しているサーバープロセスのコマンドラインおよび環境と一
致する EAP7 プラグイン検出コードによって自動的に初期化されます。この設定は、ス
クリプトではなく管理インターフェースを介してサーバーを停止するため、Stop 操作で
は使用されません。設定の詳細は、以下の接続設定の項を参照してください。

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ModCluster スタンドアロンサービス」

「EAP7: IIOP-OpenJDK サービス」

「EAP7 - JVM Service」
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「EAP7: Undertow サービス」

「EAP7 - 一般的な JCA コネクターサービス」

「EAP7 - データソース（スタンドアロン）サービス」

「EAP7: ロギングサービス」

「EAP7 - Webservices Service」

「EAP7: ネーミングサービス」

「EAP7 - Transactions サブシステム（スタンドアロン）サービス」

「EAP7: ネットワークインターフェースサービス」

「EAP7: SocketBindingGroup サービス」

「EAP7: デプロイメントサービス」

「EAP7: DeploymentScanner Service」

「EAP7 - JacORB サービス」

「EAP7 - JDR Service」

「EAP7 - JCA Service」

「EAP7: JAXR サービス」

「EAP7 - JPA サービス」

「EAP7: CMP サービス」

「EAP7: EE サービス」

「EAP7: セキュリティーサービス」

「EAP7: スレッドサービス」

「EAP7: EJB3 サービス」

「EAP7 - JMX サービス」

「EAP7: リソースアダプターサービス」

「EAP7: Infinispan サービス」

「EAP7 - JGroups サービス」

「EAP7: リモーティングサービス」

「EAP7: Osgi サービス」

「EAP7: メールサービス」

「EAP7: ActiveMQ メッセージングサービス」
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自動検出プロセススキャン自動検出プロセススキャン

表表3.2080 metrics

Name クエリークエリー

StandaloneAS process|basename|match=^java.*,arg|org.jboss.as.sta
ndalone|match=.*

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2081

Name description 必須必須 内部名内部名

スクリプトパスの開始 Start および Restart 操
作がサーバーの起動に使
用するスクリプトへのパ
ス。パスが絶対的ではな
い場合、サーバーのホー
ムディレクトリーに対し
て相対的に解決されます
（例：
"bin/standalone.sh",
"bin/domain.sh"）。

いいえ startScript

スクリプトの接頭辞の起
動

Start および Restart 操
作で start スクリプトコ
マンドラインの前に追加
すべき接頭辞コマンドラ
イン。プレフィックスコ
マンドは絶対パス（例：
/usr/bin/sudo）である
必要があります。このプ
ロパティーは、RHQ
エージェントとは別の
ユーザーとして AS7 プ
ロセスを実行するために
使用されます（例：
「sudo -u jboss -g
jboss」を使用して AS7
をユーザー「jboss」お
よびグループ「jboss」
として実行できます）。
接頭辞コマンドをチェー
ンすることもできます
（例：「nohup sudo -u
jboss」を使用して AS7
を無視し、HUP シグナ
ルを無視し、ユーザー
「jboss」として実行で
きます）。

いいえ startScriptPrefix
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スクリプト環境変数の起
動

Start および Restart 操
作がサーバー起動スクリ
プトの環境に追加される
変数。name=value のペ
アはそれぞれ改行する必
要があります。変数の値
は*ではなく引用符で囲
む必要があります（例：
PATH=/usr/bin:/bin）。
UNIX システムでは、一
般的な環境変数の最小
セットは
PATH=/usr/bin:/bin で
す。Windows では、一
般的な最小セットは
PATH=C:\Windows\Syst
em32;C:\Windows ,
OS=Windows_NT ,
SYSTEMROOT=C:\Wind
ows です。さらに、AS7
インスタンスの実行に使
用する JRE または JDK
のインストールディレク
トリーの絶対パスに
JAVA_HOME を設定す
ることが推奨されます。
ただし、JAVA_HOME
が指定されていない場
合、start スクリプトは
PATH で java の検索を
試みます。現在、この値
には 2000 文字の制限が
あります。

いいえ startScriptEnv

スクリプト引数の開始 Start および Restart 操
作がサーバー起動スクリ
プトに渡される引数。各
引数は --server-
config=standalone-ha-
full.xml などの新しい行
に指定する必要がありま
す。例外として、スペー
スで区切られたオプショ
ンの値はオプションと同
じ行に配置することがで
きます（例： -c
standalone-ha-
full.xml）。現在、この
値には 2000 文字の制限
があります。

いいえ startScriptArgs

Name description 必須必須 内部名内部名
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追加の JAVA_OPTS JAVA_OPTS に永続的な
変更を行うために使用さ
れるプロパティー。
！!!WARNING!!!機能は、
標準の設定ファイル
（standalone.conf また
は
standalone.conf.bat）が
使用されている場合にの
み利用できます。このプ
ロパティーを設定した
後、設定ファイルは手動
で更新しないでくださ
い。値が設定されない場
合は、設定固有の値が使
用されます。設定がない
と、設定ファイルが
JAVA_OPTS を設定しな
いことを意味します。単
に値が RHQ で設定され
ていないことを意味しま
す。！WARNING!!!値は
standalone.conf または
standalone.conf.bat 設
定ファイル（OS 依存）
に永続化されます。この
オプションは、RHQ 外
で再起動するために
JAVA_OPTS 設定を使用
できるようにします。値
（例： -Xms512M -
Xmx1024M）は、設定
ファイルに永続化されま
す。設定ファイルに加え
た変更をすべて削除する
には、このプロパティー
の設定を解除します。こ
れらの変更を有効にする
には、サーバーを再起動
する必要があります。

いいえ javaOptsAdditional

Name description 必須必須 内部名内部名
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CLI のローカル認証 ローカル認証を使用して
EAP CLI と対話するかど
うかを指定します
（bundle:handover 機
能、EAP のパッチ適用
および CLI 操作が含まれ
ます）。これを「Yes」
に設定し、上記のユー
ザーおよびパスワードは
jboss-cli バイナリーおよ
びプラグインに渡されな
いため、ローカル認証に
依存します。

いいえ nativeLocalAuth

ログイベントソース  ◯ logEventSources

trust Strategy サーバー証明書の読み取
り時に使用する信頼スト
ラテジーを定義します。

標準 - トラスト
ストアを使用し
た標準的な検証

trust Self-
signed: 信頼自
己署名証明書
（証明書チェー
ンサイズは 1 と
同等）

trust any: サー
バー証明書を信
頼する

◯ trustStrategy

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1517



ホスト名の検証 ホスト名の検証ロジック
を定義します。

strict: ホスト名
は最初の CN ま
たは Subject
Alternatives の
いずれかに一致
する必要があり
ます。ワイルド
カードは CN お
よび Subject
Alternatives で
発生する可能性
があります。

ブラウザー互
換： Strict と同
じですが、ワイ
ルドカードを使
用したネストさ
れたサブドメイ
ン検証が許可さ
れます。

skip: ホスト名
の検証なし

◯ hostnameVerification

truststore トラストストアファイル
へのパス。定義されてい
ない場合、JVM のデ
フォルトトラストストア
が使用されます。

いいえ truststore

トラストストアのタイプ トラストストアのファイ
ル形式（Truststore プロプロ
パティーパティー が設定されて
いる場合に必要）認定さ
れた JVM はすべて、jks
(Java KeyStore)または
pkcs12 形式をサポート
します。

いいえ truststoreType

トラストストアのパス
ワード

トラストストアファイル
を保護するパスワード。

いいえ truststorePassword

クライアント証明書の認
証

 ◯ clientcertAuthentication

keystore キーストアファイルへの
パス。クライアント証明クライアント証明
書認証が書認証が オンの場合に
は必須です。

いいえ keystore

Name description 必須必須 内部名内部名
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キーストアのタイプ キーストアファイル形式
（Keystore プロパプロパ
ティーティー が設定されてい
る場合に必要）認定され
た JVM はすべて、jks
(Java KeyStore)または
pkcs12 形式をサポート
します。

いいえ keystoreType

キーストアのパスワード キーストアファイルを保
護するパスワード。

いいえ keystorePassword

鍵のパスワード キーストアファイルの秘
密鍵を保護するパスワー
ド。

いいえ keyPassword

hostname  ◯ hostname

ポート  ◯ ポート

secure 暗号化されたトランス
ポートインジケーター

◯ secure

user セキュアな AS の管理
ユーザー

いいえ user

password 管理ユーザーのパスワー
ド

いいえ password

管理接続タイムアウト アイドル管理接続を維持
するための最大時間（ミ
リ秒単位）。ゼロおよび
負の値を設定すると、接
続の永続性が無効になり
ます。デフォルトは
5000 ミリ秒です。

いいえ managementConnectio
nTimeout

ホームディレクトリー サーバーインストールの
ルートディレクトリー

いいえ homeDir

ベースディレクトリー サーバーコンテンツの
ベースディレクトリー

いいえ baseDir

設定ディレクトリー 基本設定ディレクトリー いいえ configDir

ログディレクトリー このサーバー用にログ
ファイルが書き込まれる
ディレクトリー。

いいえ logDir

Name description 必須必須 内部名内部名
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製品タイプ サーバー製品タイプ
（AS や EAP など）

いいえ productType

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2082 metrics

Name type description 内部名内部名

管理要求の数 measurement コントローラーに送信さ
れる要求の数

_internal:mgmtRequests

Minute ごとの管理要求
数

measurement コントローラーに送信さ
れる要求の数

_internal:mgmtRequests

管理リクエストに使用さ
れる時間

measurement リクエストの合計時間 _internal:requestTime

Minute ごとの管理要求
に使用される時間

measurement リクエストの合計時間 _internal:requestTime

要求の最大時間 measurement last metric get からのリ
クエストの最大時間

_internal:maxTime

サーバーの状態 trait サーバーの詳細状態 server-state

サーバーコード名 trait サーバーコード名 _skm:release-codename

サーバーバージョン trait サーバーバージョン _skm:release-version

製品名 trait 製品名 _skm:product-name

製品バージョン trait 製品バージョン _skm:product-version

サーバー起動時間 trait サーバー起動時間 startTime

JGroup マルチキャスト
アドレス

trait マルチキャストに
JGroups によって使用
されるホストおよびポー
ト

multicastAddress
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サーバー設定ファイル trait このサーバーが使用して
いるサーバー設定ファイ
ルの名前

config-file

ディレクトリーのデプロ
イ

trait ファイルベースのバンド
ルのデプロイメントディ
レクトリー（通常は
'standalone/deployment
s'）

deployDir

一時ディレクトリー trait 一時ディレクトリー（通
常は
'standalone/tmp'）。バ
ンドルのみを上書きする
ためのデプロイメント
ディレクトリーとして使
用できる'

temp-dir

アクティブなパッチ trait 現在サーバーに適用され
ているパッチのコンマ区
切りリスト。最初のエン
トリーは常に累積パッチ
で、その後に 0 または
複数の 1 回限りのパッチ
が続きます。

active-patches

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2083

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2
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path システムが提供する標準
パスには、jboss.home -
JBoss AS ディストリ
ビューションのルート
ディレクトリー、
user.home - user's home
ディレクトリー、
user.dir - ユーザーの現
在の作業ディレクト
リー、java.home - java
インストールディレクト
リー、
jboss.server.base.dir -
個々のサーバーインスタ
ンスの root ディレクト
リー、
jboss.server.data.dir -
ディレクトリーが永続
データファイルのスト
レージストレージに使用
し、jboss.server.log.dir -
ログファイルで作成した
jboss.server.log.dir - ロ
グファイルが個別のサー
バーディレクトリーとし
て使用できます。
jboss.server.tmp.dir - ロ
グファイルが作成される
場合は、
jboss.server.server.log.di
r になります。

いいえ *3

インストール済みの拡張
機能

 いいえ *1

Base Dir JBoss Application
Server のベースディレ
クトリー。

◯ base-dir

Config Dir 設定が保存されるディレ
クトリー。

◯ config-dir

設定ファイル JBoss Application
Server の起動に使用さ
れる設定ファイル。

◯ config-file

Content Dir サーバーが管理するユー
ザーコンテンツ（デプロ
イメントなど）が保存さ
れているディレクト
リー。

◯ content-dir

Name description 必須必須 内部名内部名
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DATA Dir データディレクトリー。 ◯ data-dir

Deploy Dir 'content-dir' の非推奨と
なったバリアント。

◯ deploy-dir

ext Dirs ext ディレクトリーの一
覧。

◯ ext-dirs

home Dir JBoss Application
Server のホームディレ
クトリー。

◯ home-dir

ホスト名 ホスト名。 ◯ host-name

初回実行モード サーバーの現在の実行
モード。LIVE（通常の
操作）または
ADMIN_ONLY のいずれ
か。ADMIN_ONLY サー
バーは、設定された管理
インターフェースを起動
し、管理リクエストを許
可しますが、エンドユー
ザーリクエストの処理に
使用されるサービスを開
始しません。

◯ initial-running-mode

起動タイプ 稼働中のサーバーのタイ
プ。

◯ launch-type

ログ Dir ログファイルが送信され
るディレクトリー。

◯ log-dir

modules Dir モジュールが見つかった
ディレクトリー。

◯ modules-dir

ノード名 サーバーノードの名前。 ◯ node-name

修飾されたホスト名 修飾ホスト名。 ◯ qualified-host-name

サーバー名 サーバーの名前。 ◯ server-name

temp Dir 一時ディレクトリー。 ◯ temp-dir

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations

表表3.2084 metrics

Name description

reload サーバーが（変更）設定を再読み込みします。別の
起動設定を読み込むには、「restart」を使用しま
す。

start 起動スクリプトを呼び出してサーバーを起動しま
す。

restart シャットダウンして起動スクリプトを起動して、
サーバーを再起動します。

shutdown サーバーをシャットダウンします。

RHQ ユーザーのインストール 管理用にサーバーにユーザーをインストールしま
す。

CLI コマンドの実行 jboss-cli 経由でコマンドを実行します。

CLI スクリプトの実行 jboss-cli でスクリプトを実行します。

CLI の設定 pluginConfiguration プロパティーを基にした jboss-
cli.xml 設定ファイルのセットアップ。jboss-cli.xml が
EAP 6.2 に導入され、この操作は以前のバージョンで
失敗します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.1. EAP7: ModCluster スタンドアロンサービススタンドアロンサービス

概要概要

表表3.2085 概要概要

説明： mod_cluster のサポート

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: サービス設定サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2086
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表表3.2086

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.2087 metrics

Name description

Add Proxy ノードに接続されている httpd の一覧にプロキシー
を追加します。

プロキシーの一覧表示 ノードに接続されている httpd の一覧を読み取りま
す。

プロキシー設定の読み取り DUMP を httpd に送信して、結果を表示します。

プロキシー情報の読み取り httpd に INFO を送信し、結果を表示します。

refresh 新しい CONFIG メッセージを Apache httpd に送信
するノードを更新します。

Remove Proxy ノードに接続されている httpd の一覧にプロキシー
を削除します。

reset Apache httpd へのノード接続をリセットします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.1.1. EAP7: サービス設定サービスサービス設定サービス

概要概要

表表3.2088 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: 動的ロードプロバイダーサービス」

「EAP7: Ssl サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2089

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2090

Name description 必須必須 内部名内部名

proxy List コンマ区切りのプロキ
シー形式
(hostname:port)のリス
ト。

いいえ proxy-list

proxy Url MCMP リクエストの
ベース URL。

いいえ proxy-url

advertise Socket Advertise ソケットに使
用するソケットバイン
ディングの名前。

いいえ advertise-socket

advertise アドバタイズロジックを
使用するかどうか。

いいえ advertise
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セキュリティーキーのア
ドバタイズ

Advertise ロジックのセ
キュリティーキーが含ま
れる文字列。

いいえ advertise-security-key

balancer バランサー名。 いいえ balancer

connector ロードバランサーとの通
信に使用される Web コ
ネクターの名前。

◯ connector

Load Balancing Group loadBalancingGroup
name。

いいえ load-balancing-group

除外されたコンテキスト mod_cluster は無視する
コンテキストのリスト
で、Format String をコ
ンマで区切って指定しま
す。

いいえ excluded-contexts

コンテキストの自動有効
化

mod_cluster_manger(htt
pd)で無効な場合でもコ
ンテキストを有効にしま
す。

いいえ auto-enable-contexts

スティッキーセッション リクエストにはスティッ
キーセッションを使用し
ます。

いいえ sticky-session

スティッキーセッション
の削除

フェイルオーバー時に
セッション情報を削除し
ます。

いいえ sticky-session-remove

スティッキーセッション
の強制

セッション情報でリクエ
ストをフェイルオーバー
しないでください。

いいえ sticky-session-force

ワーカータイムアウト httpd で利用可能なワー
カーがリクエストを処理
するまで待機するタイム
アウト値。

いいえ worker-timeout

max Attempts 最大でべき等リクエスト
の処理を試行します。

いいえ max-attempts

flush Packets httpd でパケットのフ
ラッシュを有効または無
効にします。

いいえ flush-packets

Name description 必須必須 内部名内部名
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flush Wait httpd でパケットをフ
ラッシュする前に待機す
る時間。

いいえ flush-wait

PING ping への pong 応答を待
つ時間（秒単位）。

いいえ PING

sMax httpd でのソフトな最大
アイドル接続数

いいえ smax

ttl smax を超えるアイドル
接続の Time to Live（秒
単位）

いいえ ttl

ノードのタイムアウト ノードへのプロキシー接
続のタイムアウト（秒単
位）。

いいえ node-timeout

コンテキストタイムアウ
トの停止

コンテキストが保留中の
リクエストを処理するま
で待機する最大時間。

いいえ stop-context-timeout

ソケットタイムアウト httpd が MCMP メッ
セージの応答を待つタイ
ムアウト。

いいえ socket-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2091 metrics

Name description

カスタムメトリクスの追加 新しいカスタムメトリクスをロードバランサープロ
バイダーに追加します。

メトリックの追加 新しいメトリクスをロードバランサープロバイダー
に追加します。

カスタムメトリクスの削除 カスタムメトリクスをロードバランサープロバイ
ダーから削除します。
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メトリクスの削除 新しいメトリクスをロードバランサープロバイダー
に追加します。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.1.1.1. EAP7: 動的ロードプロバイダーサービス動的ロードプロバイダーサービス

概要

表表3.2092 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: カスタムロードメトリックサービス」

「EAP7: Load Metric Service」

接続プロパティー

表表3.2093

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2094

Name description 必須必須 内部名内部名

decay 減退。デフォルト値は 2
です。

いいえ decay
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history history。デフォルト値は
9 です。

いいえ history

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.1.1.1.1. EAP7: カスタムロードメトリックサービスカスタムロードメトリックサービス

概要

表表3.2095 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2096

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2097
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Name description 必須必須 内部名内部名

容量 メトリックの容量。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ 容量

class カスタムメトリクスのク
ラス名。

◯ class

weight メトリックの重み。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ weight

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.1.1.1.2. EAP7: Load Metric Service

概要

表表3.2098 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2099

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2100

Name description 必須必須 内部名内部名

容量 メトリックの容量。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ 容量

type メトリクスのタイプ ◯ type

weight メトリックの重み。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ weight

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.1.1.2. EAP7: Ssl サービスサービス

概要

表表3.2101 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2102

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2103

Name description 必須必須 内部名内部名

CA 証明書ファイル 認証局。 いいえ ca-certificate-file

CA Revocation Ur 認証局の失効リスト。 いいえ ca-revocation-ur

証明書キーファイル 証明書のキーファイル。 いいえ certificate-key-file

暗号化スイート 許可される暗号スイー
ト。

いいえ cipher-suite

キーエイリアス キーエイリアス。 いいえ key-alias

password password. いいえ password

protocol 有効な SSL プロトコ
ル。

いいえ protocol

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.2. EAP7: IIOP-OpenJDK サービスサービス

概要概要

表表3.2104 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2105

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2106

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネント Via イン
ターセプターの追加

SSL コンポーネントを
IOR インターセプター
(on)インターセプターに
よって追加すべきかどう
かを示します（オフ）。
デフォルト値は true で
す。

いいえ add-component-via-
interceptor

AUTH メソッド 認証方法。有効な値は
'none' および
'username_password' で
す。デフォルト値は
username_password で
す。

いいえ auth-method

呼び出し元伝搬 呼び出し元アイデンティ
ティーを SAS コンテキ
ストで伝播すべきかどう
かを示します。有効な値
は「none」および
「supported」です。デ
フォルト値は none で
す。

いいえ caller-propagation
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クライアント要件 クライアント SSL がパ
ラメーターを必要とする
ことを示します
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ client-requires

クライアントサポート クライアント SSL がサ
ポートされるパラメー
ター（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ client-supports

機密性 トランスポートに機密性
の保護が必要であるかど
うかを示します。有効な
値は 'none'、
'supported'、および
'required' です。デフォ
ルト値は none です。

いいえ 機密性

その他の順序の検出 トランスポートに間違っ
た順序の検出が必要であ
るかどうかを示します。
有効な値は 'none'、
'supported'、および
'required' です。デフォ
ルト値は none です。

いいえ detect-misordering

Distegration（検出） トランスポートにリプレ
イの検出が必要であるか
どうかを示します。有効
な値は 'none'、
'supported'、および
'required' です。デフォ
ルト値は none です。

いいえ detect-replay

export Corbaloc ルートコンテキストを
corbaloc::address:port/
NameService(on)として
エクスポートすべきかど
うかを示します(off)。
デフォルト値は true で
す。

いいえ export-corbaloc

Name description 必須必須 内部名内部名
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giop バージョン 使用される GIOP バー
ジョン。デフォルト値は
1.2 です。

いいえ giop-version

High Water Mark:expr TCP 接続キャッシュパ
ラメーター。接続数がこ
の値を超えるたびに、
ORB が接続を再利用し
ようとします。回収され
た接続の数は、tcp-
number-to-reclaim プロ
パティーによって指定さ
れます。このプロパ
ティーが設定されていな
い場合は、デフォルトの
OpenJDK ORB として設
定されます。

いいえ high-water-mark:expr

完全性 トランスポートに整合性
の保護が必要であるかど
うかを示します。有効な
値は 'none'、
'supported'、および
'required' です。デフォ
ルト値は none です。

いいえ 完全性

Reclaim:expr 数 TCP 接続キャッシュパ
ラメーター。接続数が
tcp-high- water-mark プ
ロパティーを超えるたび
に、ORB は接続の回収
を試みます。回収された
接続の数は、このプロパ
ティーによって指定され
ます。設定されていない
場合は、デフォルトの
OpenJDK ORB として設
定されます。

いいえ number-to-reclaim:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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永続サーバー ID サーバーの永続 ID。永
続オブジェクト参照は、
サーバーの多くのアク
ティビティーで有効であ
り、このプロパティーを
使用してこれを識別しま
す。そのため、同じサー
バーの多くのアクティ
ベーションでこのプロパ
ティーを同じ値に設定
し、同じホストで実行さ
れている異なるサーバー
インスタンスが異なる
サーバー ID を持つ必要
があります。デフォルト
値は 1 です。

いいえ persistent-server-id

properties 汎用キー/値プロパ
ティーの一覧。

いいえ properties

realm 認証サービス(AS)レル
ム名。

いいえ realm

必須 認証が必要であるか、ま
たはそうでないか(false)
を示します。デフォルト
値は false です。

いいえ 必須

ルートコンテキスト ネーミングサービスの
ルートコンテキスト。デ
フォルト値は
JBoss/Naming/root で
す。

いいえ root-context

security セキュリティーインター
セプターがインストール
される(on)されるかどう
かを示します(off)。デ
フォルト値は none で
す。

いいえ security

セキュリティードメイン SSL 接続を確立するた
めに使用されるキーおよ
びトラストストアを保持
するセキュリティードメ
インの名前。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1537



サーバーの要件 サーバー SSL がパラ
メーターを必要とするこ
とを示す値（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ server-requires

サーバーのサポート サーバー SSL がサポー
トされるパラメーター
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ server-supports

ソケットバインディング ORB ポートを指定する
ソケットバインディング
設定の名前。デフォルト
値は iiop です。

いいえ socket-binding

SSL ソケットバイン
ディング

ORB SSL を指定するソ
ケットバインディング設
定の名前。デフォルト値
は iiop-ssl です。

いいえ ssl-socket-binding

サポート Ssl SSL がサポート対象(on)
されるかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は false です。

いいえ support-ssl

トランザクション トランザクションイン
ターセプターがインス
トールされる（または
spec）されるかどうか
を示します（オフ）。
'on' が有効な値である
「spec」は、受信トラ
ンザクションコンテキス
トを拒否する仕様準拠
モード（JTS 以外）を有
効にします。デフォルト
値は none です。

いいえ トランザクション

Name description 必須必須 内部名内部名
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クライアントでの信頼 トランスポートの確立に
クライアントの信頼が必
要であるかどうかを示し
ます。有効な値は
'none'、'supported'、お
よび 'required' です。デ
フォルト値は none で
す。

いいえ trust-in-client

ターゲットでの信頼 トランスポートの確立に
ターゲットへの信頼が必
要であるかどうかを示し
ます。有効な値は
「none」および
「supported」です。デ
フォルト値は none で
す。

いいえ trust-in-target

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.3. EAP7 - JVM Service

概要概要

表表3.2107 概要概要

説明： 基礎となる JVM に関する情報

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: オペレーティングシステムサービス」

「EAP7: メモリーサービス」

「EAP7 - ランタイムサービス」

「EAP7: スレッドサービス」
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「EAP7: ガベージコレクターサービス」

「EAP7 - メモリープールサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2108

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.3.1. EAP7: オペレーティングシステムサービスオペレーティングシステムサービス

概要概要

表表3.2109 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2110

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1540



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2111 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプロセッサー measurement Java 仮想マシンで利用
可能なプロセッサーの
数。

available-processors

システム負荷平均 measurement 最後の 1 分間のシステム
の負荷平均値です。負荷
平均は一部のプラット
フォームでは利用できな
い場合があります。負荷
平均が利用できない場合
は、負の値が返されま
す。

system-load-average

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.3.2. EAP7: メモリーサービスメモリーサービス

概要概要

表表3.2112 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2113

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2114 metrics

Name type description 内部名内部名

オブジェクト保留中の最
終処理数

measurement ファイナライズが保留中
のオブジェクトの概算。

object-pending-
finalization-count

初期ヒープの使用 measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

heap-memory-
usage:init

使用済みのヒープ measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

heap-memory-
usage:used

コミットされたヒープ measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

heap-memory-
usage:committed

ヒープの最大使用量 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

heap-memory-
usage:max

heap 以外の初期使用方
法

measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

non-heap-memory-
usage:init

使用されていないメモ
リー

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

non-heap-memory-
usage:used
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Heap 以外のメモリーを
コミット

measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

non-heap-memory-
usage:committed

非 heap の最大使用方法 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

non-heap-memory-
usage:max

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.2115 metrics

Name description

GC トリガー ガベージコレクターを実行します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.3.3. EAP7 - ランタイムサービスランタイムサービス

概要概要

表表3.2116 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2117
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2118 metrics

Name type description 内部名内部名

uptime measurement Java 仮想マシンのアッ
プタイム（ミリ秒単
位）。

uptime

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.3.4. EAP7: スレッドサービススレッドサービス

概要概要

表表3.2119 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2120
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2121 metrics

Name type description 内部名内部名

スレッド数 measurement 現在のライブスレッド数
（デーモンと非デーモン
スレッドの両方を含
む）。

thread-count

ピークスレッド数 measurement Java 仮想マシンの起動
またはピーク後のライブ
マイグレーションスレッ
ド数。

peak-thread-count

開始スレッド数の合計 measurement Java 仮想マシンが起動
してから作成され、さら
に起動するスレッドの合
計数。

total-started-thread-
count

デーモンスレッド数 measurement ライブデーモンスレッド
の現在の数。

daemon-thread-count

現在のスレッド Cpu 時
間

measurement 現在のスレッドのナノ秒
での CPU 時間の合計。
'thread-cpu-time-
enabled' が 'false' の場合
の -1。Java 仮想マシン
実装は CPU 時間測定を
サポートしないことがあ
ります。'thread-cpu-
time-supported' が
'false' で定義されていな
い場合。

current-thread-cpu-
time
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現在のスレッドユーザー
時間

measurement 現在のスレッドがナノ秒
のユーザーモードで実行
された CPU 時間。
'thread-cpu-time-
enabled' が 'false' の場合
は -1 になります。Java
仮想マシン実装は CPU
時間測定をサポートしな
いことがあります。
'thread-cpu-time-
supported' に「false」
の場合には、結果は未定
義になります。

current-thread-user-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2122

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドの競合監視が有
効になっている

スレッド競合監視が有効
になっているかどうか。

いいえ thread-contention-
monitoring-enabled

thread Cpu Time
Enabled

スレッド CPU 時間測定
が有効になっているかど
うか。

いいえ thread-cpu-time-
enabled

サポートされるスレッド
の競合監視

Java 仮想マシンがス
レッド競合モニタリング
をサポートするかどう
か。

いいえ thread-contention-
monitoring-supported

サポートされるスレッド
Cpu 時間

Java 仮想マシン実装が
スレッドの CPU 時間測
定に対応しているかどう
か。

いいえ thread-cpu-time-
supported

現在サポートされている
スレッド Cpu 時間

Java 仮想マシンが現在
のスレッドの CPU 時間
測定に対応しているかど
うか。

いいえ current-thread-cpu-
time-supported
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サポート対象のオブジェ
クトモニターの使用

Java 仮想マシンがオブ
ジェクトモニターの使用
の監視をサポートするか
どうか。

いいえ object-monitor-usage-
supported

サポート対象の同期機能
の使用

Java 仮想マシンが、所
有可能な同期使用のモニ
タリングをサポートする
かどうか。

いいえ Synchronizer-usage-
supported

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2123 metrics

Name description

すべてのスレッドをダンプ スタックトレースおよび同期情報を持つすべてのラ
イブスレッドのスレッド情報を返します。

デッドロックスレッドの検索 オブジェクトモニターまたは所有可能な同期を取得
するまで待機しているデッドロックのスレッドのサ
イクルを見つけます。

監視デッドロックスレッドの検索 オブジェクトモニターの取得を待機しているデッド
ロックのスレッドのサイクルを見つけます。

スレッド Cpu 時間の取得 指定された ID のスレッドの CPU 時間の合計をナノ
秒で返します。

スレッド情報の取得 指定された id のスレッドのスレッド情報を返しま
す。返された応答オブジェクトのスタックトレー
ス、ロックされたモニター、およびロックされた同
期は空になります。

スレッド情報の取得 ID が入力リストにある各スレッドのスレッド情報を
返します。

スレッドユーザー時間の取得 指定された ID のスレッドがユーザーモードで実行さ
れた CPU 時間をナノ秒で返します。

ピアスレッド数のリセット ピークスレッド数を現在のライブスレッド数にリ
セットします。
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すべてのスレッド ID を取得します。 すべてのライブスレッド ID を取得します。セキュリ
ティーマネージャーがインストールされ、呼び出し
元に ManagementPermission('monitor')がない場
合、結果は未定義になります。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.3.5. EAP7: ガベージコレクターサービスガベージコレクターサービス

概要概要

表表3.2124 概要概要

説明： Java 仮想マシンのガベージコレクションの管理イン
ターフェースを提供するリソースの親リソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ガベージコレクターリソースサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2125

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.4.1.3.5.1. EAP7: ガベージコレクターリソースサービスガベージコレクターリソースサービス

概要

表表3.2126 概要概要

説明： Java 仮想マシンのガベージコレクターの 1 つに対す
る管理インターフェース。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2127

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2128 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクション数 measurement 発生したコレクションの
合計数。

collection-count

コレクション数/分数 measurement 発生したコレクションの
合計数。

collection-count

コレクション時間 measurement 累積されたコレクション
の概算（ミリ秒単位）。

collection-time

コレクション時間/分 measurement 累積されたコレクション
の概算（ミリ秒単位）。

collection-time
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Name trait このガベージコレクター
を表す名前

Name

valid trait このメモリーマネー
ジャーが Java 仮想マシ
ンで有効かどうか。

valid

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2129

Name description 必須必須 内部名内部名

メモリープール名 このガベージコレクター
が管理するメモリープー
ルの名前。

◯ memory-pool-names

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.3.6. EAP7 - メモリープールサービスメモリープールサービス

概要概要

表表3.2130 概要概要

説明： Java 仮想マシンのメモリープールの管理インター
フェースを提供するリソースの親リソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - メモリープールリソースサービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2131

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.3.6.1. EAP7 - メモリープールリソースサービスメモリープールリソースサービス

概要

表表3.2132 概要概要

説明： メモリープールの管理インターフェース。メモリー
プールは、Java 仮想マシンによって管理されるメモ
リーリソースを表し、1 つ以上のメモリーマネー
ジャーによって管理されます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2133

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2134 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクションの使用 -
Init

measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

collection-usage:init

コレクションの使用 - 使
用

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

collection-usage:used

コレクションの使用 - コ
ミット

measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

collection-
usage:committed

コレクションの使用 - 最
大

measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

collection-usage:max

コレクションの使用しき
い値数

measurement Java 仮想マシンが、メ
モリー使用量がコレク
ション使用量のしきい値
に達したか、または超過
していることを検出した
回数。メモリープール
は、コレクションの使用
のしきい値をサポートし
ない場合があります。
'collection-usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果の値が
'undefined' になりま
す。

collection-usage-
threshold-count
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Collection Usage
Threshold Exceeded

trait Java 仮想マシンが消費
した最新のコレクション
後のこのメモリープール
のメモリー使用量が、コ
レクションの使用量のし
きい値に達したか、また
は超過しているかどう
か。メモリープールは、
コレクションの使用のし
きい値をサポートしない
場合があります。
'collection-usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果の値が
'undefined' になりま
す。

collection-usage-
threshold-exceeded

Collection Usage
Threshold
Supported（コレクショ
ン使用のしきい値）

trait このメモリープールがコ
レクション使用のしきい
値に対応しているかどう
か。

collection-usage-
threshold-supported

Name trait このメモリープールを表
す名前。

Name

ピーク時 - Init measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

peak-usage:init

ピーク時の使用状況 - 使
用

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

peak-usage:used

ピーク時 - コミット measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

peak-usage:committed

ピーク時の使用状況：
最大

measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

peak-usage:max

type trait このメモリープールのタ
イプ。

type

Name type description 内部名内部名
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usage - Init measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

usage:init

使用方法 - 使用方法 measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

usage:used

使用方法 - Committed measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

usage:committed

使用方法： 最大 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

usage:max

Usage Threshold Count measurement メモリー使用量が使用量
のしきい値を超えた回
数。メモリープールは使
用状況のしきい値をサ
ポートしない場合があり
ます。'usage-threshold-
supported' の場合、
'false' が 'read-attribute'
操作でこの属性を読み込
もうと失敗し、'read-
resource' 操作の結果に
この属性の値が
'undefined' になりま
す。

usage-threshold-count

Usage Threshold
Exceeded

trait このメモリープールのメ
モリー使用量が使用量の
しきい値に達したか、こ
れを超えるか。メモリー
プールは使用状況のしき
い値をサポートしない場
合があります。'usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果にこの属性の値が
'undefined' になりま
す。

usage-threshold-
exceeded

Name type description 内部名内部名
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サポートされる Usage
Threshold

trait このメモリープールが使
用状況のしきい値に対応
しているかどうか。

usage-threshold-
supported

valid trait このメモリープールが
Java 仮想マシンで有効
かどうか。メモリープー
ルは、Java 仮想マシン
がメモリーシステムから
削除されると無効になり
ます。

valid

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2135

Name description 必須必須 内部名内部名

コレクションの使用しき
い値

このメモリープールのコ
レクション使用のしきい
値（バイト単位）。メモ
リープールは、コレク
ションの使用のしきい値
をサポートしない場合が
あります。'collection-
usage-threshold-
supported' の場合、
'false' が 'read-attribute'
操作でこの属性を読み込
もうと失敗し、'read-
resource' 操作の結果の
値が 'undefined' になり
ます。

いいえ collection-usage-
threshold

メモリーマネージャー名 このメモリープールを管
理するメモリーマネー
ジャーの名前。

◯ memory-manager-
names
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Usage Threshold このメモリープールの使
用量のしきい値（バイト
単位）。メモリープール
は使用状況のしきい値を
サポートしない場合があ
ります。'usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果にこの属性の値が
'undefined' になりま
す。

いいえ usage-threshold

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2136 metrics

Name description

ピーク使用のリセット このメモリープールのピーク時のメモリー使用統計
を現在のメモリー使用量にリセットします。

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4. EAP7: Undertow サービスサービス

概要概要

表表3.2137 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: フィルター設定サービス」

「EAP7: ハンドラー設定サービス」
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「EAP7: バッファーキャッシュサービス」

「EAP7: サーバーサービス」

「EAP7 - サーブレットコンテナーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2138

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2139

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのセキュリ
ティードメイン

Web デプロイメントに
よって使用されるデフォ
ルトのセキュリティード
メイン。デフォルト値は
other です。

いいえ default-security-domain

デフォルトサーバー デプロイメントに使用す
るデフォルトのサー
バー。デフォルト値は
default-server です。

いいえ default-server

デフォルトのサーブレッ
トコンテナー

デプロイメントに使用す
るデフォルトのサーブ
レットコンテナー。デ
フォルト値は default で
す。

いいえ default-servlet-
container

デフォルトの仮想ホスト デプロイメントに使用す
るデフォルトの仮想ホス
ト。デフォルト値は
default-host です。

いいえ default-virtual-host
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インスタンス ID クラスターインスタンス
ID。デフォルト値は
{EXPRESSION_VALUE=
${jboss.node.name}} で
す。

いいえ instance-id

statistics Enabled 統計が有効になっている
場合を設定します。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ statistics-enabled

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.1. EAP7: フィルター設定サービスフィルター設定サービス

概要概要

表表3.2140 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - エラーページサービス」

「EAP7: 式フィルターサービス」

「EAP7: GZIP サービス」

「EAP7: Mod クラスターサービス」

「EAP7: リライトサービス」

「EAP7: 応答ヘッダーサービス」

「EAP7: 要求制限サービス」
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「EAP7: カスタムフィルターサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2141

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.1.1. EAP7 - エラーページサービスエラーページサービス

概要

表表3.2142 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2143

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2144

Name description 必須必須 内部名内部名

code:expr エラーページコード ◯ code:expr

path エラーページパス いいえ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.1.2. EAP7: 式フィルターサービス式フィルターサービス

概要

表表3.2145 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2146

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1560



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2147

Name description 必須必須 内部名内部名

expression フィルターを定義する式 ◯ expression

モジュール フィルター定義のロード
に使用するモジュール

いいえ モジュール

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.1.3. EAP7: GZIP サービスサービス

概要

表表3.2148 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2149

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1561



Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.1.4. EAP7: Mod クラスターサービスクラスターサービス

概要

表表3.2150 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2151

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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NONE

設定プロパティー

表表3.2152

Name description 必須必須 内部名内部名

advertise
Frequency:expr

mod-cluster がネット
ワーク上で自己アドバタ
イズする頻度（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
10000 です。

いいえ advertise-
frequency:expr

アドバタイズパス mod-cluster が登録され
るパス。デフォルトは /
です。デフォルト値は /
です。

いいえ advertise-path

アドバタイズプロトコル 使用中のプロトコル。デ
フォルトは HTTP です。
デフォルト値は http で
す。

いいえ advertise-protocol

advertise ソケットバイ
ンディング

アドバタイズに使用され
るマルチキャストグルー
プ

◯ advertise-socket-
binding

ノードタイムアウトの破
損：expr

破損したノードがテーブ
ルから削除されるまでの
経過時間。デフォルト値
は 60000 です。

いいえ broken-node-
timeout:expr

スレッドごとのキャッ
シュ接続：expr

永久に維持される接続の
数。デフォルト値は 40
です。

いいえ cached-connections-
per-thread:expr

connection Idle
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間。（cached-
connections-per-thread
によって設定）プールサ
イズが設定された最小値
に達すると、接続はタイ
ムアウトしません。デ
フォルト値は 60 です。

いいえ connection-idle-
timeout:expr

Thread:expr ごとの接続 IO スレッドごとにバッ
クエンドサーバーに保持
される接続の数。デフォ
ルトは 10 です。デフォ
ルト値は 40 です。

いいえ connections-per-
thread:expr
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Enable Http 2 ロードバランサーがバッ
クエンド接続の HTTP2
へのアップグレードを試
行する必要がある場合。
HTTP2 が HTTP または
HTTPS に対応していな
い場合は、通常どおり使
用されます。デフォルト
値は false です。

いいえ enable-http2

Health Check
Interval:expr

バックエンドノードへの
ヘルスチェック ping の
頻度。デフォルト値は
10000 です。

いいえ health-check-
interval:expr

管理アクセスの述語 mod クラスター管理コ
マンドを実行できるかど
うかを判断するために受
信要求に適用される述
語。management-
socket-binding からのリ
クエストの管理を制限す
ることで、提供されるセ
キュリティーに追加のセ
キュリティーを提供しま
す。

いいえ management-access-
predicate

管理ソケットバインディ
ング

mod_cluster 管理ポート
のソケットバインディン
グ。mod_cluster を使用
する場合は、リクエスト
を処理するパブリックの
HTTP リスナーと、
mod_cluster コマンドを
処理するための内部ネッ
トワークにバインドされ
た HTTP リスナーを 2 つ
定義する必要がありま
す。このソケットバイン
ディングは内部リスナー
に対応する必要があり、
公開できません。

◯ management-socket-
binding

Name description 必須必須 内部名内部名
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Ajp パケットの最大サイ
ズ

AJP パケットの最大サ
イズ。この値を大きくす
ると、AJP はヘッダー
の量が大きいリクエスト
または応答で機能しま
す。これは高度なオプ
ションであり、ロードバ
ランサーとバックエンド
サーバーで同じでなけれ
ばなりません。

いいえ max-ajp-packet-size

最大要求時間：expr バックエンドノードへの
要求の強制終了までの最
大時間。デフォルト値は
-1 です。

いいえ max-request-time:expr

Request Queue
Size:expr

接続プールが満杯の場合
にキューに格納できる要
求の数。要求が 503 で
拒否されます。デフォル
ト値は 1000 です。

いいえ request-queue-
size:expr

セキュリティーキー mod-cluster グループに
使用されるセキュリ
ティーキー。すべてのメ
ンバーが同じセキュリ
ティーキーを使用する必
要があります。

いいえ security-key

セキュリティーレルム SSL 設定を提供するセ
キュリティーレルム

いいえ security-realm

Alias の使用 エイリアスチェックが実
行される場合。デフォル
ト値は false です。

いいえ use-alias

worker アドバタイズ通知の送信
に使用される XNIO ワー
カー。デフォルト値は
default です。

いいえ worker

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1565



NONE

3.4.1.4.1.5. EAP7: リライトサービスリライトサービス

概要

表表3.2153 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2154

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2155

Name description 必須必須 内部名内部名

redirect true の場合、再書き込み
の代わりにリダイレクト
が実行されます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ redirect

ターゲット ターゲットを定義する
式。定数ターゲットにリ
ダイレクトする場合、値
を単一引用符で囲みま
す。

◯ ターゲット

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.1.6. EAP7: 応答ヘッダーサービス応答ヘッダーサービス

概要

表表3.2156 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2157

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2158

Name description 必須必須 内部名内部名

ヘッダー名 ヘッダー名 ◯ header-name

ヘッダー値 ヘッダーの値 ◯ header-value
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.1.7. EAP7: 要求制限サービス要求制限サービス

概要

表表3.2159 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2160

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2161

Name description 必須必須 内部名内部名

最大同時要求：expr 同時リクエストの最大数 いいえ max-concurrent-
requests:expr
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queue Size:expr キューに置くリクエスト
数。拒否される前のリク
エスト数

いいえ queue-size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.1.8. EAP7: カスタムフィルターサービスカスタムフィルターサービス

概要

表表3.2162 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2163

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.2164

Name description 必須必須 内部名内部名

クラス名 HttpHandler のクラス名 ◯ class-name

モジュール クラスをロードできるモ
ジュール名

◯ モジュール

parameters フィルターパラメーター いいえ parameters

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.2. EAP7: ハンドラー設定サービスハンドラー設定サービス

概要概要

表表3.2165 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ファイルハンドラー - Undertow サービス」

「EAP7: リバースプロキシーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2166

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.2.1. EAP7: ファイルハンドラーファイルハンドラー - Undertow サービスサービス

概要

表表3.2167 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2168

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2169
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Name description 必須必須 内部名内部名

キャッシュバッファーサ
イズ：expr

バッファーのサイズ。デ
フォルト値は 1024 で
す。

いいえ cache-buffer-size:expr

cache Buffers:expr バッファーの数。デフォ
ルト値は 1024 です。

いいえ cache-buffers:expr

大文字と小文字を区別し
ます。

大文字と小文字を区別す
るファイル処理。デフォ
ルト値は true です。

いいえ case-sensitive

ディレクトリーのリス
ティング

ディレクトリーのリス
ティングを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ directory-listing

シンボリックリンクにし
たがいます。

シンボリックリンクの
フォローを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ follow-symlink

path ファイルハンドラーがリ
ソースに対応する場所の
ファイルシステム上のパ
ス

いいえ path

安全なシンボリックリン
クパス

シンボリックリンクの
ターゲットとして安全な
パス

いいえ safe-symlink-paths

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.2.2. EAP7: リバースプロキシーサービスリバースプロキシーサービス

概要

表表3.2170 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: リバースプロキシーホストサービス」

接続プロパティー

表表3.2171

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2172

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドごとのキャッ
シュ接続：expr

永久に維持される接続の
数。デフォルト値は 5 で
す。

いいえ cached-connections-
per-thread:expr

connection Idle
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間。（cached-
connections-per-thread
によって設定）プールサ
イズが設定された最小値
に達すると、接続はタイ
ムアウトしません。デ
フォルト値は 60 です。

いいえ connection-idle-
timeout:expr

Thread:expr ごとの接続 IO スレッドごとにバッ
クエンドサーバーに保持
される接続の数。デフォ
ルトは 10 です。デフォ
ルト値は 10 です。

いいえ connections-per-
thread:expr
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最大要求時間：expr プロキシーリクエストが
アクティブな状態でいら
れる最大時間。デフォル
トは unlimited です。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-request-time:expr

問題サーバーの
Retry:expr

ダウンしたサーバーに再
接続を試みる前に待機す
る時間（秒単位）。デ
フォルト値は 30 です。

いいえ problem-server-
retry:expr

Request Queue
Size:expr

接続プールが満杯の場合
にキューに格納できる要
求の数。要求が 503 で
拒否されます。デフォル
ト値は 10 です。

いいえ request-queue-
size:expr

セッションクッキー名 セッションクッキー名の
コンマ区切りリスト。通
常は JSESSIONID にな
ります。デフォルト値は
JSESSIONID です。

いいえ session-cookie-names

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.2.2.1. EAP7: リバースプロキシーホストサービスリバースプロキシーホストサービス

概要

表表3.2173 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.2174

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2175

Name description 必須必須 内部名内部名

インスタンス ID スティッキーセッション
を有効にするために使用
されるインスタンス
ID（JVM ルート）

いいえ instance-id

アウトバウンドソケット
バインディング

このホストのアウトバウ
ンドソケットバインディ
ング

いいえ outbound-socket-
binding

path ホストがルート以外のリ
ソースを使用する場合の
オプションのパス。デ
フォルト値は / です。

いいえ path

scheme 使用されるスキームの種
類。デフォルト値は
http です。

いいえ scheme

セキュリティーレルム ホストへの接続の SSL
設定を提供するセキュリ
ティーレルム。

いいえ security-realm

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.3. EAP7: バッファーキャッシュサービスバッファーキャッシュサービス

概要概要

表表3.2176 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2177

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2178

Name description 必須必須 内部名内部名

buffer size:expr 個別のバッファーのサイ
ズ。デフォルト値は
1024 です。

いいえ buffer-size:expr

Region:expr ごとの
buffers

リージョン内のバッ
ファーの数。デフォルト
値は 1024 です。

いいえ buffers-per-region:expr

Maximum Regions:expr リージョンの最大数。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ max-regions:expr

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.4. EAP7: サーバーサービスサーバーサービス

概要概要

表表3.2179 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: Ajp リスナーサービス」

「EAP7: Undertow ホストサービス」

「EAP7: Http Listener サービス」

「EAP7: Https リスナーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2180

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2181
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Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのホスト サーバーのデフォルト仮
想ホスト。デフォルト値
は default-host です。

いいえ default-host

サーブレットコンテナー サーバーのデフォルト
サーブレットコンテ
ナー。デフォルト値は
default です。

いいえ servlet-container

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.4.1. EAP7: Ajp リスナーサービスリスナーサービス

概要

表表3.2182 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2183

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.2184 metrics

Name type description 内部名内部名

受信バイト数 measurement このリスナーによって受
信されたバイト数。

bytes-received

送信バイト数 measurement このリスナーに送信され
たバイト数。

bytes-sent

エラー数 measurement このリスナーによって送
信された 500 応答の数

error-count

最大処理時間 measurement このリスナーのリクエス
トによる最大処理時間。

max-processing-time

処理時間 measurement このリスナーによって送
信されたすべてのリクエ
ストの処理時間。

processing-time

要求数 measurement このリスナーが処理した
リクエストの数

request-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2185

Name description 必須必須 内部名内部名

エンコードされたスラッ
シュを許可する

リクエストにエンコード
された / 文字（例：
│F）が含まれる場合、
デコードされます。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ allow-encoded-slash
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クッキー値の Equals の
許可

true の場合、Undertow
は引用符で囲まれていな
いクッキー値のエスケー
プ処理されていない等号
記号を許可します。引用
符で囲まれていないクッ
キー値に等号記号が含ま
れない可能性がありま
す。等号記号が含まれる
と、等号記号の前に値が
終了します。残りのクッ
キー値は破棄されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ allow-equals-in-cookie-
value

Always Setting Keep
Alive

true の場合、仕様で厳密
に必要でなくても
Connection: keep-alive
ヘッダーが応答に追加さ
れます。デフォルト値は
true です。

いいえ always-set-keep-alive

バッファーパイプライン
データ

パイプライン化されたリ
クエストをバッファーす
べきです。デフォルト値
は true です。

いいえ buffer-pipelined-data

バッファープール AJP リスナーバッ
ファープール。デフォル
ト値は default です。

いいえ buffer-pool

decode Url true の場合、選択された
文字エンコーディング
（デフォルトでは UF-
8）を使用してパーサー
が URL およびクエリー
パラメーターをデコード
します。false の場合は
デコードされません。こ
れにより、ハンドラーに
よる希望の文字セットへ
のデコードが可能になり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ decode-url

許可しないメソッド 許可されない HTTP メ
ソッドのコンマ区切りリ
スト

いいえ disallowed-methods

Name description 必須必須 内部名内部名
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enabled リスナーが有効であるか
どうか。デフォルト値は
true です。

いいえ enabled

最大バッファー要求サイ
ズ：expr

バッファーされたリクエ
ストの最大サイズ（バイ
ト単位）。バイト単位は
通常バッファーされませ
ん。これは POST リク
エストに対して SSL 再
ネゴシエーションを実行
する場合です。再ネゴシ
エーションを実行するに
は、POST データを完全
にバッファーする必要が
あります。デフォルト値
は 16384 です。

いいえ max-buffered-request-
size:expr

最大 Connections:expr 同時接続の最大数。 いいえ max-connections:expr

max Cookies:expr 解析されるクッキーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-cookies:expr

最大ヘッダーサイズ：
expr

http リクエストヘッ
ダーの最大サイズ（バイ
ト単位）。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ max-header-size:expr

max Headers:expr 解析されるヘッダーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-headers:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大パラメーター：expr 解析されるパラメーター
の最大数。これは、ハッ
シュの脆弱性から保護す
るために使用されます。
これはクエリーパラメー
ターと POST データの
両方に適用されますが、
累積的ではありません
（max パラメーター * 2
合計パラメーターを持つ
可能性があります）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ max-parameters:expr

Maximum Post Size:expr 許可される最大 POST
サイズ。デフォルト値は
10485760 です。

いいえ max-post-size:expr

No Request
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間（ミリ秒単
位）。この期間を超える
と接続がコンテナーに
よって閉じられます。

いいえ no-request-
timeout:expr

read Timeout:expr ソケットの読み取りタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。読み取
りに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の読み取りに
よって {@link
ReadTimeoutException}
が発生します。

いいえ read-timeout:expr

receive Buffer:expr 受信バッファーサイズ。 いいえ receive-buffer:expr

レコード要求の開始時間 true の場合、Undertow
はリクエスト期間がログ
に記録されるように要求
の開始時間を記録しま
す。パフォーマンスへの
影響は小さいが、パ
フォーマンスに影響を及
ぼします。デフォルト値
は false です。

いいえ record-request-start-
time

Name description 必須必須 内部名内部名
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Redirect ソケット このリスナーが SSL 以
外のリクエストをサポー
トし、一致する
<security-constraint> が
リクエストを受信する場
合、undertow はリクエ
ストをここに指定された
ソケットバインディング
ポートに自動的にリダイ
レクトします。

いいえ redirect-socket

request Parse
Timeout:expr

リクエストの解析に費や
すことができる最大時間
（ミリ秒単位）。

いいえ request-parse-
timeout:expr

ピアアドレスの解決 ホストの DNS 検索を有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ resolve-peer-address

scheme リスナースキーム
（HTTP または
HTTPS）。デフォルト
では、スキーマは受信
AJP 要求から取得され
ます。

いいえ scheme

send Buffer:expr 送信バッファーサイズ。 いいえ send-buffer:expr

ソケットバインディング AJP リスナーソケット
バインダー

◯ socket-binding

TCP Backlog:expr 指定されたバックログで
サーバーを設定します。

いいえ tcp-backlog:expr

TCP Keep Alive 実装に依存して TCP
キープアライブメッセー
ジを送信するようにチャ
ネルを設定します。

いいえ tcp-keep-alive

URL 文字セット URL の文字セット。デ
フォルト値は UTF-8 で
す。

いいえ url-charset

worker AJP リスナー XNIO ワー
カー。デフォルト値は
default です。

いいえ worker

Name description 必須必須 内部名内部名
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write Timeout:expr ソケットの書き込みタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。書き込
みに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の書き込みに
よって {@link
WriteTimeoutException}
が発生します。

いいえ write-timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.4.2. EAP7: Undertow ホストサービスホストサービス

概要

表表3.2186 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: ホストフィルター参照サービス」

「EAP7 - Undertow-Location サービス」

接続プロパティー

表表3.2187

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2188

Name description 必須必須 内部名内部名

alias ホストのエイリアス いいえ alias

デフォルトの応答コー
ド：expr

設定した場合、サーバー
上に要求されたコンテキ
ストが存在しない場合に
送信される応答コードが
返信されます。デフォル
ト値は 404 です。

いいえ default-response-
code:expr

デフォルトの Web モ
ジュール

デフォルトの Web モ
ジュール。デフォルト値
は ROOT.war です。

いいえ default-web-module

コンソールリダイレクト
の無効化

true に設定すると、
/console リダイレクト
はこのホストに対して有
効になりませんが、デ
フォルトは false です。
デフォルト値は false で
す。

いいえ disable-console-redirect

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.4.2.1. EAP7: ホストフィルター参照サービスホストフィルター参照サービス

概要

表表3.2189 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2190

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2191

Name description 必須必須 内部名内部名

predicate predicate は、交換を基
に true または false の決
定を行う簡単な方法で
す。多くのハンドラーに
は条件に応じて適用され
る要件があり、述語は条
件を指定する一般的な方
法を提供します。

いいえ predicate

priority:expr フィルター順を定義しま
す。同じコンテキスト下
で、ハンドラーチェーン
で 1 以上、より高い数字
にサーバーを追加するよ
う指示する必要がありま
す。デフォルト値は 1 で
す。

いいえ priority:expr

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.4.2.2. EAP7 - Undertow-Location サービスサービス

概要

表表3.2192 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - 場所フィルター参照サービス」

接続プロパティー

表表3.2193

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2194

Name description 必須必須 内部名内部名

handler この場所のデフォルトハ
ンドラー

◯ handler
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.4.2.2.1. EAP7 - 場所フィルター参照サービス場所フィルター参照サービス

概要

表表3.2195 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2196

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2197

Name description 必須必須 内部名内部名
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predicate predicate は、交換を基
に true または false の決
定を行う簡単な方法で
す。多くのハンドラーに
は条件に応じて適用され
る要件があり、述語は条
件を指定する一般的な方
法を提供します。

いいえ predicate

priority:expr フィルター順を定義しま
す。同じコンテキスト下
で、ハンドラーチェーン
で 1 以上、より高い数字
にサーバーを追加するよ
う指示する必要がありま
す。デフォルト値は 1 で
す。

いいえ priority:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.4.3. EAP7: Http Listener サービスサービス

概要

表表3.2198 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2199
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2200 metrics

Name type description 内部名内部名

受信バイト数 measurement このリスナーによって受
信されたバイト数。

bytes-received

送信バイト数 measurement このリスナーに送信され
たバイト数。

bytes-sent

エラー数 measurement このリスナーによって送
信された 500 応答の数

error-count

最大処理時間 measurement このリスナーのリクエス
トによる最大処理時間。

max-processing-time

処理時間 measurement このリスナーによって送
信されたすべてのリクエ
ストの処理時間。

processing-time

要求数 measurement このリスナーが処理した
リクエストの数

request-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2201

Name description 必須必須 内部名内部名
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エンコードされたスラッ
シュを許可する

リクエストにエンコード
された / 文字（例：
│F）が含まれる場合、
デコードされます。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ allow-encoded-slash

クッキー値の Equals の
許可

true の場合、Undertow
は引用符で囲まれていな
いクッキー値のエスケー
プ処理されていない等号
記号を許可します。引用
符で囲まれていないクッ
キー値に等号記号が含ま
れない可能性がありま
す。等号記号が含まれる
と、等号記号の前に値が
終了します。残りのクッ
キー値は破棄されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ allow-equals-in-cookie-
value

Always Setting Keep
Alive

true の場合、仕様で厳密
に必要でなくても
Connection: keep-alive
ヘッダーが応答に追加さ
れます。デフォルト値は
true です。

いいえ always-set-keep-alive

バッファーパイプライン
データ

パイプライン化されたリ
クエストをバッファーす
べきです。デフォルト値
は true です。

いいえ buffer-pipelined-data

バッファープール AJP リスナーバッ
ファープール。デフォル
ト値は default です。

いいえ buffer-pool

証明書の転送 証明書の転送を有効にす
る必要がある場合。これ
が有効な場合、リスナー
は SSL_CLIENT_CERT
属性から証明書を取得し
ます。これらのヘッダー
を常に設定するようプロ
キシーが設定されている
場合のみ有効にする必要
があります。デフォルト
値は false です。

いいえ certificate-forwarding

Name description 必須必須 内部名内部名
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decode Url true の場合、選択された
文字エンコーディング
（デフォルトでは UF-
8）を使用してパーサー
が URL およびクエリー
パラメーターをデコード
します。false の場合は
デコードされません。こ
れにより、ハンドラーに
よる希望の文字セットへ
のデコードが可能になり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ decode-url

許可しないメソッド 許可されない HTTP メ
ソッドのコンマ区切りリ
スト

いいえ disallowed-methods

Enable Http 2 このリスナーの HTTP2
サポートを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ enable-http2

enabled リスナーが有効であるか
どうか。デフォルト値は
true です。

いいえ enabled

最大バッファー要求サイ
ズ：expr

バッファーされたリクエ
ストの最大サイズ（バイ
ト単位）。バイト単位は
通常バッファーされませ
ん。これは POST リク
エストに対して SSL 再
ネゴシエーションを実行
する場合です。再ネゴシ
エーションを実行するに
は、POST データを完全
にバッファーする必要が
あります。デフォルト値
は 16384 です。

いいえ max-buffered-request-
size:expr

最大 Connections:expr 同時接続の最大数。 いいえ max-connections:expr

max Cookies:expr 解析されるクッキーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-cookies:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大ヘッダーサイズ：
expr

http リクエストヘッ
ダーの最大サイズ（バイ
ト単位）。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ max-header-size:expr

max Headers:expr 解析されるヘッダーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-headers:expr

最大パラメーター：expr 解析されるパラメーター
の最大数。これは、ハッ
シュの脆弱性から保護す
るために使用されます。
これはクエリーパラメー
ターと POST データの
両方に適用されますが、
累積的ではありません
（max パラメーター * 2
合計パラメーターを持つ
可能性があります）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ max-parameters:expr

Maximum Post Size:expr 許可される最大 POST
サイズ。デフォルト値は
10485760 です。

いいえ max-post-size:expr

No Request
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間（ミリ秒単
位）。この期間を超える
と接続がコンテナーに
よって閉じられます。

いいえ no-request-
timeout:expr

プロキシーアドレス転送 x-forwarded-host およ
び同様のヘッダーを有効
にし、リモートの ip ア
ドレスとホスト名を設定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ proxy-address-
forwarding

Name description 必須必須 内部名内部名
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read Timeout:expr ソケットの読み取りタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。読み取
りに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の読み取りに
よって {@link
ReadTimeoutException}
が発生します。

いいえ read-timeout:expr

receive Buffer:expr 受信バッファーサイズ。 いいえ receive-buffer:expr

レコード要求の開始時間 true の場合、Undertow
はリクエスト期間がログ
に記録されるように要求
の開始時間を記録しま
す。パフォーマンスへの
影響は小さいが、パ
フォーマンスに影響を及
ぼします。デフォルト値
は false です。

いいえ record-request-start-
time

Redirect ソケット このリスナーが SSL 以
外のリクエストをサポー
トし、一致する
<security-constraint> が
リクエストを受信する場
合、undertow はリクエ
ストをここに指定された
ソケットバインディング
ポートに自動的にリダイ
レクトします。

いいえ redirect-socket

request Parse
Timeout:expr

リクエストの解析に費や
すことができる最大時間
（ミリ秒単位）。

いいえ request-parse-
timeout:expr

ピアアドレスの解決 ホストの DNS 検索を有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ resolve-peer-address

send Buffer:expr 送信バッファーサイズ。 いいえ send-buffer:expr

ソケットバインディング AJP リスナーソケット
バインダー

◯ socket-binding

TCP Backlog:expr 指定されたバックログで
サーバーを設定します。

いいえ tcp-backlog:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1594



TCP Keep Alive 実装に依存して TCP
キープアライブメッセー
ジを送信するようにチャ
ネルを設定します。

いいえ tcp-keep-alive

URL 文字セット URL の文字セット。デ
フォルト値は UTF-8 で
す。

いいえ url-charset

worker AJP リスナー XNIO ワー
カー。デフォルト値は
default です。

いいえ worker

write Timeout:expr ソケットの書き込みタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。書き込
みに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の書き込みに
よって {@link
WriteTimeoutException}
が発生します。

いいえ write-timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.4.4. EAP7: Https リスナーサービスリスナーサービス

概要

表表3.2202 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.2203

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2204 metrics

Name type description 内部名内部名

受信バイト数 measurement このリスナーによって受
信されたバイト数。

bytes-received

送信バイト数 measurement このリスナーに送信され
たバイト数。

bytes-sent

エラー数 measurement このリスナーによって送
信された 500 応答の数

error-count

最大処理時間 measurement このリスナーのリクエス
トによる最大処理時間。

max-processing-time

処理時間 measurement このリスナーによって送
信されたすべてのリクエ
ストの処理時間。

processing-time

要求数 measurement このリスナーが処理した
リクエストの数

request-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2205

Name description 必須必須 内部名内部名
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エンコードされたスラッ
シュを許可する

リクエストにエンコード
された / 文字（例：
│F）が含まれる場合、
デコードされます。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ allow-encoded-slash

クッキー値の Equals の
許可

true の場合、Undertow
は引用符で囲まれていな
いクッキー値のエスケー
プ処理されていない等号
記号を許可します。引用
符で囲まれていないクッ
キー値に等号記号が含ま
れない可能性がありま
す。等号記号が含まれる
と、等号記号の前に値が
終了します。残りのクッ
キー値は破棄されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ allow-equals-in-cookie-
value

Always Setting Keep
Alive

true の場合、仕様で厳密
に必要でなくても
Connection: keep-alive
ヘッダーが応答に追加さ
れます。デフォルト値は
true です。

いいえ always-set-keep-alive

バッファーパイプライン
データ

パイプライン化されたリ
クエストをバッファーす
べきです。デフォルト値
は true です。

いいえ buffer-pipelined-data

バッファープール AJP リスナーバッ
ファープール。デフォル
ト値は default です。

いいえ buffer-pool

decode Url true の場合、選択された
文字エンコーディング
（デフォルトでは UF-
8）を使用してパーサー
が URL およびクエリー
パラメーターをデコード
します。false の場合は
デコードされません。こ
れにより、ハンドラーに
よる希望の文字セットへ
のデコードが可能になり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ decode-url

Name description 必須必須 内部名内部名
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許可しないメソッド 許可されない HTTP メ
ソッドのコンマ区切りリ
スト

いいえ disallowed-methods

Enable Http 2 このリスナーの HTTP2
サポートを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ enable-http2

Spdy の有効化 このリスナーの SPDY
サポートを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ enable-spdy

enabled リスナーが有効であるか
どうか。デフォルト値は
true です。

いいえ enabled

有効な暗号スイート 有効な SSL 暗号の設定 いいえ enabled-cipher-suites

有効なプロトコル SSL プロトコルを設定
します。

いいえ enabled-protocols

最大バッファー要求サイ
ズ：expr

バッファーされたリクエ
ストの最大サイズ（バイ
ト単位）。バイト単位は
通常バッファーされませ
ん。これは POST リク
エストに対して SSL 再
ネゴシエーションを実行
する場合です。再ネゴシ
エーションを実行するに
は、POST データを完全
にバッファーする必要が
あります。デフォルト値
は 16384 です。

いいえ max-buffered-request-
size:expr

最大 Connections:expr 同時接続の最大数。 いいえ max-connections:expr

max Cookies:expr 解析されるクッキーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-cookies:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大ヘッダーサイズ：
expr

http リクエストヘッ
ダーの最大サイズ（バイ
ト単位）。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ max-header-size:expr

max Headers:expr 解析されるヘッダーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-headers:expr

最大パラメーター：expr 解析されるパラメーター
の最大数。これは、ハッ
シュの脆弱性から保護す
るために使用されます。
これはクエリーパラメー
ターと POST データの
両方に適用されますが、
累積的ではありません
（max パラメーター * 2
合計パラメーターを持つ
可能性があります）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ max-parameters:expr

Maximum Post Size:expr 許可される最大 POST
サイズ。デフォルト値は
10485760 です。

いいえ max-post-size:expr

No Request
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間（ミリ秒単
位）。この期間を超える
と接続がコンテナーに
よって閉じられます。

いいえ no-request-
timeout:expr

read Timeout:expr ソケットの読み取りタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。読み取
りに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の読み取りに
よって {@link
ReadTimeoutException}
が発生します。

いいえ read-timeout:expr

receive Buffer:expr 受信バッファーサイズ。 いいえ receive-buffer:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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レコード要求の開始時間 true の場合、Undertow
はリクエスト期間がログ
に記録されるように要求
の開始時間を記録しま
す。パフォーマンスへの
影響は小さいが、パ
フォーマンスに影響を及
ぼします。デフォルト値
は false です。

いいえ record-request-start-
time

request Parse
Timeout:expr

リクエストの解析に費や
すことができる最大時間
（ミリ秒単位）。

いいえ request-parse-
timeout:expr

ピアアドレスの解決 ホストの DNS 検索を有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ resolve-peer-address

セキュリティーレルム listeners セキュリティー
レルム

◯ security-realm

send Buffer:expr 送信バッファーサイズ。 いいえ send-buffer:expr

ソケットバインディング AJP リスナーソケット
バインダー

◯ socket-binding

SSL セッションキャッ
シュサイズ：expr

アクティブな SSL セッ
ションの最大数

いいえ ssl-session-cache-
size:expr

SSL Session
Timeout:expr

SSL セッションのタイ
ムアウト（秒単位）

いいえ ssl-session-timeout:expr

TCP Backlog:expr 指定されたバックログで
サーバーを設定します。

いいえ tcp-backlog:expr

TCP Keep Alive 実装に依存して TCP
キープアライブメッセー
ジを送信するようにチャ
ネルを設定します。

いいえ tcp-keep-alive

URL 文字セット URL の文字セット。デ
フォルト値は UTF-8 で
す。

いいえ url-charset

クライアントの検証 SSL チャネルの希望の
SSL クライアント認証
モード。デフォルト値は
NOT_REQUESTED で
す。

いいえ verify-client

Name description 必須必須 内部名内部名
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worker AJP リスナー XNIO ワー
カー。デフォルト値は
default です。

いいえ worker

write Timeout:expr ソケットの書き込みタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。書き込
みに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の書き込みに
よって {@link
WriteTimeoutException}
が発生します。

いいえ write-timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.5. EAP7 - サーブレットコンテナーサービスサーブレットコンテナーサービス

概要概要

表表3.2206 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: Mime Mapping Service」

「EAP7: Welcome ファイルサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2207
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2208

Name description 必須必須 内部名内部名

check Interval:expr バックグラウンドスレッ
ドを使用して JSP 更新
の間隔をチェックしま
す。デフォルト値は 0
です。

いいえ check-interval:expr

開発 JSP のリロードをオン
ザフライで有効にする開
発モードを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ 開発

disabled JSP コンテナーを有効
にします。デフォルト値
は false です。

いいえ disabled

ソースフラグの表示 ランタイムエラーが発生
したら、対応する JSP
ソースフラグメントの表
示を試行します。デフォ
ルト値は true です。

いいえ display-source-
fragment

dump Smap SMAP データをファイル
に書き込みます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ dump-smap

Bean 無効なクラス属性
の使用時にエラー

useBean で不適切なク
ラスを使用するときにエ
ラーを有効にします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ error-on-use-bean-
invalid-class-attribute
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文字アレイとしての文字
列の生成

String 定数を char 配列
として生成します。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ generate-strings-as-
char-arrays

Java Encoding Java ソースに使用する
エンコーディングを指定
します。デフォルト値は
UTF8 です。

いいえ java-encoding

keep Generated 生成されたサーブレット
を保持します。デフォル
ト値は true です。

いいえ keep-generated

マップされたファイル JSP ソースにマップし
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ mapped-file

Modification Test
Interval:expr

更新の 2 つのテスト間の
最小時間（秒単位）。デ
フォルト値は 4 です。

いいえ modification-test-
interval:expr

スクリプトレットの最適
化

文字列連結を削除するよ
うに JSP スクリプト
レットを最適化するかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ optimize-scriptlets

失敗時の再コンパイル 各リクエストで失敗した
JSP のコンパイルを再
試行します。デフォルト
値は false です。

いいえ recompile-on-fail

scratch Dir 別のワークディレクト
リーを指定します。

いいえ scratch-dir

SMAP SMAP を有効にします。
デフォルト値は true で
す。

いいえ smap

ソース Vm コンパイルのソース VM
レベル。デフォルト値は
1.8 です。

いいえ source-vm

タグプール タグプールを有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ tag-pooling

Name description 必須必須 内部名内部名
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ターゲット Vm コンパイルのターゲット
VM レベル。デフォルト
値は 1.8 です。

いいえ target-vm

領域のトリミング 生成されたサーブレット
から一部の領域をトリミ
ングします。デフォルト
値は false です。

いいえ trim-spaces

X Powered by x-powered-by で JSP エ
ンジンのアドバタイズを
有効にします。デフォル
ト値は true です。

いいえ x-powered-by

バッファープール websocket デプロイメン
トに使用するバッファー
プール。デフォルト値は
default です。

いいえ buffer-pool

ワーカーへのディスパッ
チ

コールバックがワーカー
スレッドにディスパッチ
される必要がある場合。
false の場合、IO スレッ
ドで実行され、より高速
ですが、ブロッキング操
作を実行しないように注
意する必要があります。
デフォルト値は true で
す。

いいえ dispatch-to-worker

worker websocket デプロイメン
トに使用するワーカー。
デフォルト値は default
です。

いいえ worker

非標準の Wrapper を許
可する

true の場合、標準のラッ
パークラスを拡張しない
リクエストおよび応答
ラッパーを使用できま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-non-standard-
wrappers

デフォルトのバッファー
キャッシュ

静的リソースのキャッ
シュに使用するバッ
ファーキャッシュ。デ
フォルト値は default で
す。

いいえ default-buffer-cache

Name description 必須必須 内部名内部名
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デフォルトのエンコー
ディング

デプロイされたすべての
アプリケーションに使用
するデフォルトのエン
コード

いいえ default-encoding

デフォルトのセッション
タイムアウト：expr

コンテナーにデプロイさ
れたすべてのアプリケー
ションのデフォルトの
セッションタイムアウト
（分単位）。デフォルト
値は 30 です。

いいえ default-session-
timeout:expr

ディレクトリーのリス
ティング

デフォルトのサーブレッ
トに対してディレクト
リーリスティングを有効
にする必要がある場合。

いいえ directory-listing

セキュアなページの
キャッシングの無効化

Undertow がセキュア化
されたページのキャッ
シュを無効にするように
ヘッダーを設定する場
合。無効にすると機密性
の高いページが中間者に
よってキャッシュされる
可能性があるため、セ
キュリティー上の問題が
発生する可能性がありま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ disable-caching-for-
secured-pages

イーガーフィルターの初
期化

true の場合は、
undertow が最初に要求
された時ではなく、デプ
ロイメントの開始時に
filter init（）を呼び出し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ eager-filter-initialization

フラッシュの無視 サーブレット出力スト
リームのフラッシュを無
視します。ほとんどの場
合、パフォーマンスに悪
影響を与えます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ ignore-flush

max Sessions:expr 一度にアクティブにでき
るセッションの最大数。

いいえ max-sessions:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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プロアクティブな認証 プロアクティブな認証を
使用する必要がある場
合。true の場合、クレデ
ンシャルが存在する場合
は、ユーザーは常に認証
されます。デフォルト値
は true です。

いいえ proactive-
authentication

session id Length:expr 生成されたセッション
ID の長さ。セッション
ID が長いほどセキュア
になります。デフォルト
値は 30 です。

いいえ session-id-length:expr

エラー時スタックトレー
ス

エラー時にスタックト
レースのあるエラーペー
ジを生成するかどうか。
値は all、none、および
local-only です。デフォ
ルト値は local-only で
す。

いいえ stack-trace-on-error

リスナーエンコーディン
グの使用

リスナーで定義されたエ
ンコーディングを使用し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ use-listener-encoding

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.5.1. EAP7: Mime Mapping Service

概要

表表3.2209 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2210

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2211

Name description 必須必須 内部名内部名

値 このマッピングのMIME
タイプ

◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.4.5.2. EAP7: Welcome ファイルサービスファイルサービス

概要

表表3.2212 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2213

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.5. EAP7 - 一般的な一般的な JCA コネクターサービスコネクターサービス

概要概要

表表3.2214 概要概要

説明： JCA エンジンの一般的な設定。エンドユーザーが必
ずしも対象であるとは限りません。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2215

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2216

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトの
Workmanager 実行ス
レッドプール

短い実行スレッドプール
の名前を指定します。

◯ default-workmanager-
short-running-thread-
pool

デフォルトの
Workmanager Long
Running スレッドプール

長時間実行されるスレッ
ドプールの名前を指定し
ます。

◯ default-workmanager-
long-running-thread-
pool

Bean Validation Enabled Bean バリデーションが
有効であるかどうかを指
定します。

◯ bean-validation-
enabled

Archive Validation
Enabled

検証の有効化 ◯ archive-validation-
enabled

archive Validation fails
on Error（アーカイブバ
リデーションでエラーが
発生した場合）

アーカイブバリデーショ
ンエラーレポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト： true

◯ archive-validation-fail-
on-error

Archive Validation fails
on exactlyn

アーカイブバリデーショ
ンの警告レポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト： false

◯ archive-validation-fail-
on-warn

キャッシュ接続マネー
ジャーのデバッグ

キャッシュ接続マネー
ジャーのデバッグ情報ロ
ギングを有効または無効
にします。

◯ cached-connection-
manager-debug

キャッシュ接続マネー
ジャーのエラー

キャッシュ接続マネー
ジャーのエラー情報ロギ
ングを有効または無効に
します。

◯ cached-connection-
manager-error

注記注記

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1609



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.6. EAP7 - データソース（スタンドアロン）サービスデータソース（スタンドアロン）サービス

概要概要

表表3.2217 概要概要

説明： スタンドアロンサーバーの datasources サブシステ
ム。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: DataSource（スタンドアロン）サービス」

「EAP7: XADataSource（スタンドアロン）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2218

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2219
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Name description 必須必須 内部名内部名

利用可能なドライバー  ◯ *4

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.6.1. EAP7: DataSource（スタンドアロン）サービス（スタンドアロン）サービス

概要概要

表表3.2220 概要概要

説明： 非 XA データソース

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2221

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2222 metrics
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Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount
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平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2223

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

◯ connection-url

ドライバー名 使用する JDBC ドライ
バーの名前

◯ driver-name

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全修飾名。

いいえ driver-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

driver データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。driver-name>
#major-version.minor-
version where driver-
name は JDBC ドライ
バークラスの完全修飾名
です。

いいえ driver

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name
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Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

jta JTA 統合の有効化 いいえ jta

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。既存の値
は未設定にできません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。既存の値は未
設定にできません。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。既存の値は未設
定にできません。

いいえ pool-use-strict-min

Name description 必須必須 内部名内部名
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セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

複数のユーザーを許可す
る

複数のユーザーが
getConnection(user,
password)メソッドを使
用してデータソースにア
クセスするかどうかを指
定します。したがって、
内部プールタイプがその
対応であるべきであるか
どうかを指定します。

いいえ allow-multiple-users

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）を示しま
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。既存の値は未設定
にできません。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
既存の値は未設定にでき
ません。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。既存の値
は未設定にできません。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2224 metrics

Name description

enable データソースを有効にします。この操作は、次の
バージョンではランタイムはサポートされません。
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Disable データソースを無効にします。この操作は、次の
バージョンではランタイムはサポートされません。

プールのすべての接続をフラッシュする すべての接続のプールをフラッシュします。

プールのフラッシュアイドリング接続 アイドル接続のためにプールをフラッシュします。

プールの接続テスト 接続を取得できるかどうかのテスト

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.6.2. EAP7: XADataSource（スタンドアロン）サービス（スタンドアロン）サービス

概要概要

表表3.2225 概要概要

説明： XA データソース

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2226

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2227 metrics
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Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount
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平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2228

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  ◯ *2

XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全修飾名

◯ xa-datasource-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

◯ driver-name

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context
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enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。既存の値
は未設定にできません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。既存の値は未
設定にできません。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。既存の値は未設
定にできません。

いいえ pool-use-strict-min

interleaving XA 接続ファクトリーの
インターリービングを有
効にする要素

いいえ interleaving

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされる
べき

いいえ pad-xid

Name description 必須必須 内部名内部名
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同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

wrap Xa データソース XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。

いいえ wrap-xa-datasource

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

リカバリープラグインク
ラス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供されるリカバ
リープラグインの実装

いいえ recovery-plugin-class-
name

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
する間隔をミリ秒単位で
割り当てます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。既存の値は未設定
にできません。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
既存の値は未設定にでき
ません。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。既存の値
は未設定にできません。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

XA リソースタイムアウ
ト

XAResource.setTransact
ionTimeout（）デフォ
ルトに渡されるのはゼロ
で、セッターは起動しま
せん。（秒単位）

いいえ xa-resource-timeout

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

リカバリーユーザー名 接続リカバリーを試行す
るために使用されるユー
ザー名

いいえ recovery-username

リカバリーパスワード 接続リカバリーを試行す
るために使用されるパス
ワード

いいえ recovery-password

Name description 必須必須 内部名内部名
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リカバリーセキュリ
ティードメイン

接続リカバリーを試行す
るために使用される
security-domain

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーなし true の場合、この接続
プールのリカバリーは試
行されません。

いいえ no-recovery

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2229 metrics

Name description

enable データソースを有効にします。この操作は、次の
バージョンではランタイムはサポートされません。

Disable データソースを無効にします。この操作は、次の
バージョンではランタイムはサポートされません。

プールのすべての接続をフラッシュする すべての接続のプールをフラッシュします。

プールのフラッシュアイドリング接続 アイドル接続のためにプールをフラッシュします。

プールの接続テスト 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.7. EAP7: ロギングサービスロギングサービス

概要概要

表表3.2230 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: Async ハンドラーサービス」

「EAP7: コンソールハンドラーサービス」

「EAP7: カスタムハンドラーサービス」

「EAP7: ファイルハンドラーサービス」

「EAP7: ロガーサービス」

「EAP7 - 定期的なローテーションファイルハンドラーサービス」

「EAP7: ファイルハンドラーサービスのサイズローテーション」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2231

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2232

Name description 必須必須 内部名内部名

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

handlers このロガーに関連付けら
れたハンドラー。

◯ handlers

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.7.1. EAP7: Async ハンドラーサービスハンドラーサービス

概要概要

表表3.2233 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2234

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2235

Name description 必須必須 内部名内部名

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level
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オーバーフローアクショ
ン

オーバーフロー時に実行
するアクションを指定し
ます。有効なオプション
は 'block' および
'discard' です。デフォル
ト値は BLOCK です。

◯ overflow-action

Queue Length 書き込みをフラッシュす
る前に使用するキューの
長さ

◯ queue-length

Subhandlers この Async ハンドラー
に関連付けられたハンド
ラー。

いいえ subhandlers

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2236 metrics

Name description

サブハンドラーの割り当て サブハンドラーを ASYNC ハンドラーに割り当てま
す。

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

サブハンドラーの割り当て解除 ASYNC ハンドラーからサブハンドラーの割り当てを
解除します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.7.2. EAP7: コンソールハンドラーサービスコンソールハンドラーサービス

概要概要

表表3.2237 概要概要

説明：  

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1634



シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2238

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2239

Name description 必須必須 内部名内部名

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level
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ターゲット コンソールハンドラーの
ターゲットを定義しま
す。値は SYSTEM_OUT
または SYSTEM_ERR の
いずれかになります。デ
フォルト値は
System.out です。

いいえ ターゲット

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2240 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.7.3. EAP7: カスタムハンドラーサービスカスタムハンドラーサービス

概要概要

表表3.2241 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2242
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2243

Name description 必須必須 内部名内部名

class 使用されるロギングハン
ドラークラス。

◯ class

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

モジュール ロギングハンドラーが依
存するモジュール。

◯ モジュール

properties  ◯ properties

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2244 metrics
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Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.7.4. EAP7: ファイルハンドラーサービスファイルハンドラーサービス

概要概要

表表3.2245 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2246

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2247

Name description 必須必須 内部名内部名
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append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2248 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.4.1.7.5. EAP7: ロガーサービスロガーサービス

概要概要

表表3.2249 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2250

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2251

Name description 必須必須 内部名内部名

handlers このロガーに関連付けら
れたハンドラー。

いいえ handlers

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

親ハンドラーの使用 このロガーが出力を親
Logger に送信するかど
うかを指定します。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-parent-handlers
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2252 metrics

Name description

ログレベルの変更 ロガーカテゴリーのロギングレベルを変更します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.7.6. EAP7 - 定期的なローテーションファイルハンドラーサービス定期的なローテーションファイルハンドラーサービス

概要概要

表表3.2253 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2254

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2255
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Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

suffix サフィックス文字列を設
定します。文字列は、
java.text.SimpleDateFor
mat が理解できる形式で
す。ローテーションの期
間は、接尾辞に基づいて
自動的に算出されます。

◯ suffix

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2256 metrics
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Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.7.7. EAP7: ファイルハンドラーサービスのサイズローテーションファイルハンドラーサービスのサイズローテーション

概要概要

表表3.2257 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2258

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2259

Name description 必須必須 内部名内部名
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append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

最大バックアップイン
デックス

保持するバックアップの
最大数。デフォルト値は
1 です。

◯ max-backup-index

ローテーションサイズ ログファイルをローテー
ションするサイズ。デ
フォルト値は 2m です。

◯ rotate-size

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2260 metrics
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Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.8. EAP7 - Webservices Service

概要概要

表表3.2261 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: エンドポイントサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2262

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2263
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Name description 必須必須 内部名内部名

Wsdl アドレスの変更 soap アドレスを変更す
ることができるかどう
か。

いいえ modify-wsdl-address

WSDL ホスト エンドポイントに必要な
デプロイメントアーティ
ファクトである WSDL
には、エンドポイントの
場所を参照する
<soap:address> 要素があ
ります。JBoss では、そ
の SOAP アドレスの書
き換えがサポートされま
す。<soap:address> の内
容が有効な URL の場
合、'modify-wsdl-
address' が true でない
限り、JBossWS はこれ
を書き直しません。
<soap:address> の内容が
有効な URL ではない場
合、JBossWS は以下の
属性値を使用して書き直
します。'wsdl-host' が
'jbossws.undefined.host'
に設定されている場合、
JBossWS は
<soap:address> を書き換
える際にリクエスターホ
ストを使用します。

いいえ wsdl-host

WSDL ポート SOAP アドレスを書き換
えるために使用されるセ
キュアでないポート。存
在しない場合、インス
トールしたコネクターの
リストをクエリーして
ポートが識別されます。

いいえ wsdl-port

WSDL セキュアポート SOAP アドレスを書き換
えるために使用されるセ
キュアなポート。存在し
ない場合、インストール
したコネクターのリスト
をクエリーしてポートが
識別されます。

いいえ wsdl-secure-port

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1646



operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.8.1. EAP7: エンドポイントサービスエンドポイントサービス

概要概要

表表3.2264 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ハンドラーのポストチェーンサービス」

「EAP7: Pre Handler Chain サービス」

「EAP7: プロパティーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2265

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.8.1.1. EAP7: ハンドラーのポストチェーンサービスハンドラーのポストチェーンサービス

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1647



概要

表表3.2266 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Post ハンドラーサービス」

接続プロパティー

表表3.2267

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2268

Name description 必須必須 内部名内部名

プロトコルバインディン
グ

プロトコルバインディン
グ

いいえ protocol-bindings

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.8.1.1.1. EAP7: Post ハンドラーサービスハンドラーサービス
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概要

表表3.2269 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2270

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2271

Name description 必須必須 内部名内部名

class ハンドラークラス ◯ class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.8.1.2. EAP7: Pre Handler Chain サービスサービス

概要
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表表3.2272 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Pre Handler Service」

接続プロパティー

表表3.2273

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2274

Name description 必須必須 内部名内部名

プロトコルバインディン
グ

プロトコルバインディン
グ

いいえ protocol-bindings

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.8.1.2.1. EAP7: Pre Handler Service

概要
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表表3.2275 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2276

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2277

Name description 必須必須 内部名内部名

class ハンドラークラス ◯ class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.8.1.3. EAP7: プロパティーサービスプロパティーサービス

概要

表表3.2278 概要概要
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説明： プロパティー

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2279

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2280

Name description 必須必須 内部名内部名

値 プロパティーの値。 いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.9. EAP7: ネーミングサービスネーミングサービス

概要概要

表表3.2281 概要概要
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説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: Binding サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2282

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.2283 metrics

Name description

JNDIView JNDI ツリーで絞り込む

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.9.1. EAP7: Binding サービスサービス

概要概要

表表3.2284 概要概要

説明： プリミティブタイプの JNDI バインディング

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2285

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2286

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディングタイプ 作成するバインディング
のタイプ。simple、
lookup、または object-
factory です。

◯ binding-type

class オブジェクトファクト
リーバインディングのオ
ブジェクトファクトリー
クラス名

いいえ class

lookup ルックアップバインディ
ングの JNDI でルック
アップするエントリー。

いいえ lookup

モジュール オブジェクトファクト
リーバインディングのオ
ブジェクトファクトリー
をロードするモジュー
ル。

いいえ モジュール
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type シンプルバインディング
にバインドする値の型。
これはプリミティブタイ
プである必要がありま
す。

いいえ type

値 シンプルバインディング
にバインドする値

いいえ 値

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.10. EAP7 - Transactions サブシステム（スタンドアロン）サービスサブシステム（スタンドアロン）サービス

概要概要

表表3.2287 概要概要

説明： transactions サブシステム。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ログストア（スタンドアロン）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2288

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.2289 metrics

Name type description 内部名内部名

ネスト化されたトランザ
クション数

measurement 作成されたネストされた
(sub)トランザクション
の総数。

number-of-nested-
transactions

1 分あたりのネストトラ
ンザクション数

measurement 作成されたネストされた
(sub)トランザクション
の総数。

number-of-nested-
transactions

タイムアウトしたトラン
ザクション数

measurement タイムアウトが原因で
ロールバックされたトラ
ンザクションの数。

number-of-timed-out-
transactions

1 分あたりにタイムアウ
トしたトランザクション
数

measurement タイムアウトが原因で
ロールバックされたトラ
ンザクションの数。

number-of-timed-out-
transactions

コミットされたトランザ
クションの数

measurement コミットされたトランザ
クションの数。

number-of-committed-
transactions

1 分あたりのコミット済
みトランザクション数

measurement コミットされたトランザ
クションの数。

number-of-committed-
transactions

トランザクション数 measurement 作成されたトランザク
ションの合計数（トップ
レベルおよびネスト化）

number-of-transactions

1 分あたりのトランザク
ション数

measurement 作成されたトランザク
ションの合計数（トップ
レベルおよびネスト化）

number-of-transactions

ヒューリスティック数 measurement ヒューリスティックな結
果で終了したトランザク
ションの数。

number-of-heuristics

1 分あたりのヒューリス
ティック数

measurement ヒューリスティックな結
果で終了したトランザク
ションの数。

number-of-heuristics

中止トランザクションの
数

measurement 中止された（つまりロー
ルバックされた）トラン
ザクションの数。

number-of-aborted-
transactions

1 分あたりの中止トラン
ザクション数

measurement 中止された（つまりロー
ルバックされた）トラン
ザクションの数。

number-of-aborted-
transactions
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インフライトトランザク
ション数

measurement 終了していないトランザ
クションの数。

number-of-inflight-
transactions

1 分あたりのインフライ
トトランザクション数

measurement 終了していないトランザ
クションの数。

number-of-inflight-
transactions

アプリケーションのロー
ルバック数

measurement アプリケーションリクエ
ストによってロールバッ
クされたトランザクショ
ンの数。これには、タイ
ムアウトの動作はアプリ
ケーション設定の属性と
みなされるためのタイム
アウトが含まれます。

number-of-application-
rollbacks

1 分あたりのアプリケー
ションのロールバック数

measurement アプリケーションリクエ
ストによってロールバッ
クされたトランザクショ
ンの数。これには、タイ
ムアウトの動作はアプリ
ケーション設定の属性と
みなされるためのタイム
アウトが含まれます。

number-of-application-
rollbacks

リソースのロールバック
数

measurement リソース（参加者）の失
敗によりロールバックさ
れたトランザクションの
数。

number-of-resource-
rollbacks

1 分あたりのリソースの
ロールバック数

measurement リソース（参加者）の失
敗によりロールバックさ
れたトランザクションの
数。

number-of-resource-
rollbacks

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2290

Name description 必須必須 内部名内部名

プロセス ID の Uuid トランザクションマネー
ジャーが UUID ベースの
プロセス ID を使用する
かどうかを示します。

いいえ process-id-uuid
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ソケットバインディング リカバリー環境に使用す
る正しいソケットバイン
ディングを参照するため
に使用されます。

◯ socket-binding

jts true の場合、Java
Transaction Service が有
効になります。デフォル
ト値は false です。

いいえ jts

オブジェクトストアパス トランザクションマネー
ジャーのオブジェクトス
トアがデータを格納する
場所を示す相対または絶
対ファイルシステムパス
を示します。デフォルト
では、値は 'relative-to'
属性で表されるパスに対
する相対値として処理さ
れます。デフォルト値は
tx-object-store です。

いいえ object-store-path

プロセス ID ソケットバ
インディング

トランザクションマネー
ジャーがソケットベース
のプロセス ID を使用す
る必要がある場合に使用
するソケットバインディ
ング設定の名前。
'process-id-uuid' が
'true' の場合は
'undefined' になりま
す。それ以外の場合は、
設定する必要がありま
す。

いいえ process-id-socket-
binding

デフォルトのタイムアウ
ト

デフォルトのタイムアウ
ト。デフォルト値は
300 です。

いいえ default-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名
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プロセス ID ソケット最
大ポート

トランザクションマネー
ジャーがソケットベース
のプロセス ID を使用す
る必要がある場合に、解
放ポートを検索するポー
トの最大数。'process-
id-socket-binding' で参
照されるソケットバイン
ディングによって指定さ
れるポートが占有されて
いる場合、オープンポー
トが見つかるか、この属
性によって指定された
ポートの数が試行される
まで、次の上位のポート
が試行されます。
'process-id-uuid' が
'true' の場合は
'undefined' になりま
す。デフォルト値は 10
です。

いいえ process-id-socket-max-
ports

リカバリーリスナー リカバリーシステムが
ネットワークソケットを
リッスンする必要がある
かどうかを指定するため
に使用されます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ recovery-listener

ステータスソケットバイ
ンディング

トランザクションステー
タスマネージャーに使用
する正しいソケットバイ
ンディングを参照するた
めに使用されます。

いいえ status-socket-binding

ノード識別子 コア環境でノード識別子
を設定するために使用さ
れます。デフォルト値は
1 です。

いいえ node-identifier

Tsm ステータスの有効
化

不足状態からの復旧に必
要なトランザクションス
テータスマネージャー
(TSM)サービスを提供す
るかどうか。デフォルト
値は false です。

いいえ enable-tsm-status

Name description 必須必須 内部名内部名
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オブジェクトストア相対
先

JBoss Application
Server データディレク
トリー
(jboss.server.data.dir)に
デフォルト設定されてい
るドメインモデルのグ
ローバルパス設定を参照
します。'path' 属性の値
は、このパスに対する相
対値として処理されま
す。空の文字列を使用し
てデフォルトの動作を無
効にし、'path' 属性の値
を絶対パスとして処理す
るよう強制します。デ
フォルト値は
jboss.server.data.dir で
す。

いいえ object-store-relative-to

統計の有効化 統計を有効にするべきか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ enable-statistics

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.10.1. EAP7: ログストア（スタンドアロン）サービスログストア（スタンドアロン）サービス

概要概要

表表3.2291 概要概要

説明： トランザクションロギングストレージメカニズムの
表現。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - トランザクション（スタンドアロン）サービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2292

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2293

Name description 必須必須 内部名内部名

type ロギングストアの実装タ
イプを指定します。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2294 metrics

Name description

Probe 新規トランザクションログのスキャン。この操作は
保留中のトランザクションごとに子を作成します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.10.1.1. EAP7 - トランザクション（スタンドアロン）サービストランザクション（スタンドアロン）サービス

概要

表表3.2295 概要概要
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説明： トランザクションマネージャーが障害発生時にトラ
ンザクションをリカバリーするために保存する永続
的な情報。probe 操作は、対応する実際のトランザ
クションが開始され、準備およびコミットフェーズ
を終了すると、モデルからトランザクションを追加
および削除します。スタックされたトランザクショ
ンは、完了または削除操作によって明示的に削除さ
れるまで、モデルに残ります。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: 参加者（スタンドアロン）サービス」

接続プロパティー

表表3.2296

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2297

Name description 必須必須 内部名内部名

2 年目 このトランザクションの
準備以降、またはリカバ
リーシステムが最後にリ
カバリーを試行した時
間。

いいえ 経過時間（秒単位）

ID このトランザクションの
ID。

いいえ id
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JMX 名 このトランザクションの
JMX 名。

いいえ jmx-name

type このレコードが保存され
るタイプ名。

いいえ type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2298 metrics

Name description

DELETE このトランザクションログを削除します。この操作
後、トランザクションマネージャーにはトランザク
ションに関する知識がないため、復元できなくなり
ます。トランザクションが完了すると、操作は安全
です。トランザクションログの表現もモデルから削
除されます。

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.10.1.1.1. EAP7: 参加者（スタンドアロン）サービス参加者（スタンドアロン）サービス

概要

表表3.2299 概要概要

説明： トランザクションで機能したリソース。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2300
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2301

Name description 必須必須 内部名内部名

EIS 製品名 JCA エンタープライズ
情報システムの製品名。

いいえ eis-product-name

EIS 製品バージョン JCA エンタープライズ
情報システムの製品バー
ジョン

いいえ ess-product-version

JMX 名 この参加者の JMX 名。 いいえ jmx-name

JNDI 名 この参加者の JNDI 名。 いいえ jndi-name

status この参加者のコミットス
テータスを報告します
（Pending、Prepared、
Failed、Heuristic、また
は Readonly のいずれ
か）。

いいえ status

type このレコードが保存され
るタイプ名。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2302 metrics
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Name description

recover このレコードがヒューリスティックな状態にある場
合は、2PC トランザクションのコミットフェーズを
再生しようとします。

refresh トランザクションログをクエリーして、この参加者
レコードの属性の管理ビューを更新します。（read-
resource オペラトンはモデルを読み取るため、この
更新操作の必要性はあります）。

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.11. EAP7: ネットワークインターフェースサービスネットワークインターフェースサービス

概要概要

表表3.2303 概要概要

説明： 名前付きネットワークインターフェース。そのイン
ターフェースに関連付ける IP アドレスを決定するの
に必要な基準

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2304

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2305
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Name description 必須必須 内部名内部名

任意のアドレス このインターフェースを
使用するソケットをワイ
ルドカードアドレスにバ
インドする必要があるこ
とを示す属性です。
java.net.preferIpV4Stac
k システムプロパティー
が true に設定されてい
ない限り、IPv6 ワイル
ドカードアドレス(::)が
使用されます。この場
合、IPv4 ワイルドカー
ドアドレス(0.0.0.0)が
使用されます。ソケット
がデュアルスタックマシ
ンの IPv6 anylocal アド
レスにバインドされてい
る場合は、IPv6 および
IPv4 トラフィックの両
方を許可できます。
IPv4（IPv4 マッピン
グ）anylocal アドレスに
バインドされている場合
は、IPv4 トラフィック
のみを受け入れることが
できます。

いいえ any-address

リンクローカルアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスがリンク
ローカルであるかどうか
を示す属性。「未定義」
または「false」値は、
この属性が IP アドレス
選択に関連していないこ
とを意味します。

いいえ link-local-address

loopback このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ループバックアドレ
スであるかどうかを示す
属性。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ loopback

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1666



ループバックアドレス ループバックインター
フェースがマシンに存在
する場合、このインター
フェースの IP アドレス
が指定の値であることを
示す属性。「ループバッ
クアドレス」は、マシン
のループバックインター
フェースで実際には設定
できない場合がありま
す。IP 指定のアドレス
が関連付けられた NIC
が見つからない場合で
あっても、指定の値が使
用されるため、inet-
address とは異なりま
す。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ loopback-address

multicast このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがマルチ
キャストをサポートする
かどうかを示す属性。
「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ multicast

nic このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースに名前が指
定されているかどうかを
示す属性。ネットワーク
インターフェースの名前
（例： eth0、eth1、
lo）。「未定義」値は、
この属性が IP アドレス
の選択と関連していない
ことを意味します。

いいえ nic

Name description 必須必須 内部名内部名
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NIC 一致 このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースに指定の正
規表現に一致する名前が
あるかどうかを示す属性
です。value は、マシン
で利用可能なネットワー
クインターフェースの名
前が許可されるインター
フェースを見つけること
ができる正規表現です。
「未定義」値は、この属
性が IP アドレスの選択
と関連していないことを
意味します。

いいえ nic-match

ポイントツーポイント このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがそのポイ
ントツーポイントイン
ターフェースであるかど
うかを示す属性。「未定
義」または「false」値
は、この属性が IP アド
レス選択に関連していな
いことを意味します。

いいえ point-to-point

パブリックアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、一般にルーティング
可能なアドレスであるか
どうかを示す属性。「未
定義」または「false」
値は、この属性が IP ア
ドレス選択に関連してい
ないことを意味します。

いいえ public-address

Name description 必須必須 内部名内部名
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サイトローカルアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、サイトローカルアド
レスであるかを示す属性
です。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ site-local-address

サブネットの一致 このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスが指定のサ
ブネット定義に適合する
かを示す属性です。
value は、'slash 表記' で
記述されるネットワーク
IP アドレスと、アドレ
スのネットワーク接頭辞
のビット数です。
例：'192.168.0.0/16'.「未
定義」値は、この属性が
IP アドレスの選択と関
連していないことを意味
します。

いいえ subnet-match

Up このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースが現在稼動
しているかどうかを示す
属性。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ up

Name description 必須必須 内部名内部名
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virtual このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがその仮想
インターフェースである
かどうかを示す属性。
「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ virtual

inet Address このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスが指定の値
と一致するかどうかを示
す属性。value は、IPv6
または IPv4 のドット区
切り表記の IP アドレ
ス、または IP アドレス
に解決できるホスト名の
いずれかです。「未定
義」値は、この属性が
IP アドレスの選択と関
連していないことを意味
します。

いいえ inet-address

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.12. EAP7: SocketBindingGroup サービスサービス

概要概要

表表3.2306 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2307

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2308

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディング  ◯ *

バインディング  ◯ *1

バインディング  ◯ *2

デフォルトインター
フェース

これらのバインディング
のデフォルトインター
フェース。定義について
は、「ネットワークイン
ターフェース」を参照し
てください。

◯ default-interface

ポートオフセット このグループの標準ポー
トからのオフセット。こ
れはスタンドアロンモー
ドでのみ利用可能です。

いいえ port-offset

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.13. EAP7: デプロイメントサービスデプロイメントサービス

概要概要

表表3.2309 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - EJB3 Runtime Service」

「EAP7: サブデプロイメントサービス」

「EAP7: リソースアダプターランタイムサービス」

「EAP7: Web Runtime Service」

「EAP7 - JPA ランタイムサービス」

「EAP7: メッセージングランタイムサービス」

「EAP7 - データソースランタイムサービス」

「EAP7: Webservices ランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2310

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2311 metrics
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Name type description 内部名内部名

status trait デプロイメントの現在の
ランタイム状態。設定可
能なステータスモードは
OK、FAILED、および
STOPPED です。Failed
は、依存関係がないか、
またはサービスが開始で
きなかったことを示しま
す。Stopped は、デプ
ロイメントが手動で停止
されたことを示します。

status

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2312

Name description 必須必須 内部名内部名

コンテンツ デプロイメントを構成す
るコンテンツの一覧。

◯ コンテンツ

enabled デプロイメントコンテン
ツが現在ランタイムにデ
プロイされているかどう
かを示すブール値（また
は、次回の起動時にラン
タイムにデプロイする必
要があります）。

いいえ enabled

Name デプロイメントの一意の
識別子。すべてのデプロ
イメントで一意でなけれ
ばなりません。

いいえ Name

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1673



永続 デプロイメントが存在す
るかどうかを永続サー
バー設定に記録する必要
があることを示すブール
値。スタンドアロンサー
バーにのみ関係します。
デフォルトは 'true' で
す。デプロイメントス
キャナーによって管理さ
れるデプロイメントで
は、これを 'false' に設定
して、スキャナーがデプ
ロイメントを再度検出し
た場合に、サーバーの起
動時にデプロイメントが
デプロイされるようにし
ます。

いいえ 永続

ランタイム名 サーバーランタイム内で
デプロイメントが認識さ
れる名前。これは、デプ
ロイメントファイルの
ファイル名と同じで、デ
フォルトの Java
Enterprise Edition アプ
リケーションやモジュー
ル名などの基礎を形成し
ます。これは通常
「name」と同じです
が、デプロイメントのコ
ンテンツリポジトリーで
利用可能な同じ
runtime-name（foo.war
の 2 つのバージョン）を
持つデプロイメントを 2
つ（例： foo.war の 2
つ）で使用したい場合が
あります。この場合、デ
プロイメントには固有の
名前が必要ですが、値は
同じ runtime-name にな
ります。

いいえ runtime-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2313 metrics
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Name description

enable  

Disable  

restart  

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.2314 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

file deployable このサーバーグループでのデプロ
イメント

3.4.1.13.1. EAP7 - EJB3 Runtime Service

概要概要

表表3.2315 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれる EJB コンポーネント
によって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: メッセージ駆動 Bean ランタイムサービス」

「EAP7: シングルトン Bean ランタイムサービス」

「EAP7 - ステートレスセッション Bean ランタイムサービス」

「EAP7 - エンティティー Bean ランタイムサービス」

「EAP7 - ステートフルセッション Bean ランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2316

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.1.1. EAP7: メッセージ駆動メッセージ駆動 Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2317 概要概要

説明： デプロイメントに含まれる Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2318

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2319 metrics
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Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー

表表3.2320

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.1.2. EAP7: シングルトンシングルトン Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2321 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるシングルトン Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.2322

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2323 metrics

Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2324

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.1.3. EAP7 - ステートレスセッションステートレスセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2325 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートレスセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2326

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2327 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1681



待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2328

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.1.4. EAP7 - エンティティーエンティティー Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2329 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるエンティティー Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2330

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2331 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count
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プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2332
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Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.1.5. EAP7 - ステートフルセッションステートフルセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2333 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートフルセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2334
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2335 metrics

Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2336
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Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2. EAP7: サブデプロイメントサービスサブデプロイメントサービス

概要概要

表表3.2337 概要概要

説明： 別のデプロイメント内にパッケージ化された子デプ
ロイメントに関連付けられたランタイムリソース
（例： ARK 内にパッケージ化されたWAR）。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - EJB3 Runtime Service」

「EAP7: リソースアダプターランタイムサービス」

「EAP7: Web Runtime Service」
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「EAP7 - JPA ランタイムサービス」

「EAP7: メッセージングランタイムサービス」

「EAP7 - データソースランタイムサービス」

「EAP7: Webservices ランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2338

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.1. EAP7 - EJB3 Runtime Service

概要

表表3.2339 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれる EJB コンポーネント
によって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: メッセージ駆動 Bean ランタイムサービス」

「EAP7: シングルトン Bean ランタイムサービス」

「EAP7 - ステートレスセッション Bean ランタイムサービス」
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「EAP7 - エンティティー Bean ランタイムサービス」

「EAP7 - ステートフルセッション Bean ランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2340

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.1.1. EAP7: メッセージ駆動メッセージ駆動 Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2341 概要概要

説明： デプロイメントに含まれる Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2342

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2343 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time
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メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2344

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.1.13.2.1.2. EAP7: シングルトンシングルトン Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2345 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるシングルトン Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2346

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2347 metrics

Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time
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実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2348

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.1.3. EAP7 - ステートレスセッションステートレスセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2349 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートレスセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2350

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2351 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count
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プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2352
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Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.1.4. EAP7 - エンティティーエンティティー Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2353 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるエンティティー Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2354
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表表3.2354

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2355 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time
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1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2356

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.1.5. EAP7 - ステートフルセッションステートフルセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス
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概要

表表3.2357 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートフルセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2358

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2359 metrics

Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time
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1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2360

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.2. EAP7: リソースアダプターランタイムサービスリソースアダプターランタイムサービス
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概要

表表3.2361 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - 接続定義ランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2362

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.2.1. EAP7 - 接続定義ランタイムサービス接続定義ランタイムサービス

概要

表表3.2363 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2364

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2365 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime
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合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.3. EAP7: Web Runtime Service

概要

表表3.2366 概要概要

説明： デプロイメントの web コンポーネントによって公開
されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2367

Name description 必須必須 内部名内部名

応答時間ログファイル この Web アプリケー
ションの response-time
統計が含まれるログファ
イルへのフルパス。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es
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応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

path  ◯ path

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2368 metrics

Name type description 内部名内部名

仮想ホスト trait この webapp がデプロイ
される仮想ホスト。

virtual-host

コンテキストルート trait この webapp のコンテキ
ストルート

context-root

server trait このアプリケーションが
属するサーバーの名前

server

応答時間 calltime この Webapp で処理さ
れる要求の最小、最大、
および平均の応答時間。

responseTime

現在アクティブなセッ
ション

measurement 現在アクティブなセッ
ションの数

active-sessions

期限切れのセッション measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

1 分あたりの期限切れ
セッション数

measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

アクティブなセッション
の最大数

measurement アクティブなセッション
の最大数

max-active-sessions

拒否されたセッション measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions
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拒否されたセッション
（1 分あたりのセッショ
ン）

measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

セッション配信の平均時
間

measurement セッションの稼働時間の
平均

session-avg-alive-time

セッションの最大配信時
間

measurement セッションの最大有効期
間

session-max-alive-time

作成されたセッション measurement 作成されたセッション数 sessions-created

作成済みセッション（1
分あたりのセッション）

measurement 作成されたセッション数 sessions-created

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.4. EAP7 - JPA ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2369 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Hibernate Persistence Unit サービス」

接続プロパティー

表表3.2370
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.4.1. EAP7: Hibernate Persistence Unit サービスサービス

概要

表表3.2371 概要概要

説明： デプロイメントで JPA が使用するランタイム情報。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: エンティティーキャッシュサービス」

「EAP7: エンティティーサービス」

「EAP7: コレクションサービス」

接続プロパティー

表表3.2372

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2373 metrics

Name type description 内部名内部名

閉じる（ステートメント
数）

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

1 分あたりのクローズス
テートメント数

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

コレクションフェッチ数 measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクション作成済み
数/分数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count

コレクション更新数/分
数

measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count

完了したトランザクショ
ン数

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count
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完了済みトランザクショ
ン数/分

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

1 分あたりの接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

フラッシュ数 measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりのフラッシュ
数

measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

準備済みステートメント
数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

1 分あたりの準備済みス
テートメント数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

クエリーキャッシュヒッ
ト数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

1 分あたりのキャッシュ
階層のクエリー

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

クエリーキャッシュミス
数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

1 分あたりのクエリー
キャッシュミス数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

クエリーキャッシュ Put
数

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

1 分あたりのキャッシュ
プト数のクエリー

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

クエリー実行数 measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

1 分あたりのクエリー実
行数

measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

Name type description 内部名内部名
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クエリー実行最大時間 measurement 最も遅いクエリーの時間
をミリ秒単位で取得しま
す。

query-execution-max-
time

クエリー実行最大タイム
クエリー文字列

trait 最も遅いクエリーのクエ
リー文字列を取得しま
す。

query-execution-max-
time-query-string

2 次キャッシュヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュヒット数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

2 次レベルキャッシュミ
ス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュミス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

2 次キャッシュのプッ
シュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュのプッシュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

セッションの閉じる数 measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

1 分あたりのセッション
クローズ数

measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

セッションオープン数 measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

1 分あたりセッションの
オープン数

measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

Name type description 内部名内部名
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成功したトランザクショ
ン数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

最大 1 分あたりのトラン
ザクション数成功数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2374

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled 統計が有効になっている
かどうかを判断します。

いいえ enabled

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2375 metrics

Name description

subsystem:clear 統計をクリアします。

subsystem:evict All すべてのエンティティーを 2 次レベルキャッシュか
らエビクトします。

subsystem:summary 統計をログに記録します。

クエリーの表示 Hibernate によって実行されるクエリーについての統
計情報の表示

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.4.1.1. EAP7: エンティティーキャッシュサービスエンティティーキャッシュサービス

概要

表表3.2376 概要概要
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表表3.2376 概要概要

説明： Hibernate 2 次キャッシュリージョンの統計。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2377

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2378 metrics

Name type description 内部名内部名

メモリー内の要素数 measurement メモリーに現在保存され
ているキャッシュ可能な
エンティティー/コレク
ションの数。

element-count-in-
memory

ヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

hit-count

ミス数 measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

miss-count

PUT 数 measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

put-count

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.4.1.2. EAP7: エンティティーサービスエンティティーサービス

概要

表表3.2379 概要概要

説明： 個別のエンティティーの統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2380

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2381 metrics

Name type description 内部名内部名

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count
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エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.4.1.3. EAP7: コレクションサービスコレクションサービス
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概要

表表3.2382 概要概要

説明： 個々の収集の統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2383

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2384 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクションフェッチ数 measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count

コレクション作成済み
数/分数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count
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コレクションの削除数 measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

コレクション更新数/分
数

measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.5. EAP7: メッセージングランタイムサービスメッセージングランタイムサービス

概要

表表3.2385 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれるメッセージングリ
ソースによって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - ActiveMQ Artemis サーバーランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2386
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.5.1. EAP7 - ActiveMQ Artemis サーバーランタイムサービスサーバーランタイムサービス

概要

表表3.2387 概要概要

説明： ActiveMQ Artemis サーバーインスタンス。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - JMS キューランタイムサービス」

「EAP7 - JMS トピックランタイムサービス」

「EAP7: プールされた接続ファクトリーランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2388

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.5.1.1. EAP7 - JMS キューランタイムサービスキューランタイムサービス

概要

表表3.2389 概要概要

説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2390

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2391 metrics
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Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

デッドレターアドレス trait デッドメッセージの送信
先アドレス。

dead-letter-address

durable trait キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

durable

期限切れアドレス trait 期限切れのメッセージを
送信するアドレス。

expiry-address

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

selector trait キューセレクター。 selector

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2392
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表表3.2392

Name description 必須必須 内部名内部名

entries キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2393 metrics

Name description

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。削除されたメッセージの数を返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

subsystem:list メッセージの配信 現在配信されているメッセージを一覧表示します。

subsystem:list Messages as Json 現在メッセージが JSON 形式の文字列として配信さ
れている一覧

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。
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メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.5.1.2. EAP7 - JMS トピックランタイムサービストピックランタイムサービス

概要

表表3.2394 概要概要

説明： JMS キューを定義します。

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1721



シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2395

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2396 metrics

Name type description 内部名内部名

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

永続メッセージ数 measurement このトピックのすべての
永続的サブスクライバー
に対するメッセージの
数。

durable-message-count

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement このトピックの永続的サ
ブスクライバーの数。

durable-subscription-
count

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

実行中でないメッセージ
数

measurement このトピックのすべての
非永続的サブスクライ
バーに対するメッセージ
の数。

non-durable-message-
count
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実行中でないサブスクリ
プション数

measurement このトピックの非永続的
サブスクライバーの数。

non-durable-
subscription-count

サブスクリプション数 measurement このトピックの（永続的
および非永続的）サブス
クライバーの数。

subscription-count

temporary trait トピックが一時的である
かどうか。

temporary

トピックのアドレス trait トピックが参照するアド
レス。

topic-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2397

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2398 metrics

Name description

サブスクリプションのメッセージ数 指定のサブスクリプションのフィルターに一致する
メッセージ数をカウントします。

すべてのサブスクリプションの削除 このトピックからすべてのサブスクリプションを削
除します。

持続可能なサブスクリプションの削除 永続的なサブスクリプションのドロップ

すべてのサブスクリプションの一覧表示 サブスクリプションを一覧表示します。
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すべてのサブスクリプションを JSON として一覧表
示

JSON 形式の文字列としてサブスクリプションを一
覧表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

永続性のあるサブスクリプションを JSON として一
覧表示

永続的なサブスクリプションのみを JSON 形式で文
字列として表示します。

サブスクリプションのメッセージ一覧の表示 指定のサブスクリプションのメッセージをすべて表
示します。

JSON としてのサブスクリプションのメッセージ一
覧の表示

指定されたサブスクリプションのメッセージをすべ
て JSON 形式で文字列として一覧表示します。

永続的でないサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

非永続的なサブスクリプションを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として、非永続サブスクリプ
ションのみを一覧表示します。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.5.1.3. EAP7: プールされた接続ファクトリーランタイムサービスプールされた接続ファクトリーランタイムサービス

概要

表表3.2399 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2400
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2401

Name description 必須必須 内部名内部名

自動グループ autogroupデフォルト値
は false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send

実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send

大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

Call failover
Timeout:expr

フェイルオーバー時に使
用するタイムアウトはプ
ロセス中（ms 単位）で
す。デフォルト値は -1
です。

いいえ call-failover-
timeout:expr

Call Timeout:expr 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout:expr
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Client Failure Check
period:expr

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period:expr

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

大きなメッセージの圧縮 大きいメッセージを圧縮
すべきかどうか。デフォ
ルト値は false です。

いいえ compress-large-
messages

確認ウィンドウサイズ：
expr

確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size:expr

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.apache.activemq.art
emis.api.core.client.load
balance.RoundRobinCon
nectionLoadBalancingP
olicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

connection Ttl:expr コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl:expr

コネクター コネクターを定義しま
す。これらはコネクター
名（未定義の値を持つ）
によってマップに保存さ
れます。この属性を書き
込むときにコネクター名
のリストを渡すことがで
きます。

いいえ コネクター

consumer Max Rate:expr コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-
rate:expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ：expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-
size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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検出グループ 検出グループ名。 いいえ discovery-group

DUPS Ok Batch
Size:expr

重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size:expr

エンリストメントトレー
ス

IronJacamar を有効にし
て、この pooled-
connection-factory のエ
ンリストメントトレース
を記録します。この属性
はデフォルトでは定義さ
れず、haviour は
layersjacamar.disable_en
listment_trace システム
プロパティーの存在に
よって実行されます。

いいえ enlistment-trace

entries 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

Connect Attempts:expr
の初期接続

最初にこのファクトリー
で接続を試みる回数。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ initial-connect-
attempts:expr

初期メッセージパケット
サイズ：expr

このファクトリーから作
成されるメッセージの初
期サイズ。デフォルト値
は 1500 です。

いいえ initial-message-packet-
size:expr

JNDI パラメーター 受信接続の宛先を見つけ
るために使用する JNDI
パラメーター。

いいえ jndi-params

Name description 必須必須 内部名内部名
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管理接続プール この pooled-
connection-factory に
よって使用される管理接
続プールのクラス名。

いいえ managed-connection-
pool

最大プールサイズ：expr プールの最大サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-pool-size:expr

max Retry Interval:expr 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval:expr

大きいメッセージの最小
サイズ：expr

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-
size:expr

最小プールサイズ：expr プールの最小サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ min-pool-size:expr

password この接続ファクトリーで
使用するデフォルトのパ
スワード。これは、接続
ファクトリーをリモート
ホストへポイントする場
合にのみ必要です。

いいえ password

事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサー Max
Rate:expr

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate:expr

producer Window
Size:expr

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-
size:expr

プロトコルマネージャー
ファクトリー

このプールされた接続
ファクトリーによって使
用されるプロトコルマ
ネージャーファクト
リー。

いいえ protocol-manager-
factory

Name description 必須必須 内部名内部名
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reconnect
Attempts:expr

再接続試行回数。デフォ
ルトでは、プールされた
接続ファクトリーはメッ
セージングサーバーに無
限に再接続を試みます。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ reconnect-
attempts:expr

retry Interval:expr 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval:expr

Retry Interval
Multiplier:expr

再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-
multiplier:expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ：
expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

Setup Attempts:expr MDB エンドポイントを
設定する回数

いいえ setup-attempts:expr

Setup Interval:expr MDB エンドポイントの
設定を試みる間隔。

いいえ setup-interval:expr

スレッドプール最大サイ
ズ：expr

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

transaction TODO。デフォルト値は
transaction です。

いいえ transaction

トランザクションバッチ
サイズ：expr

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-
size:expr

自動リカバリーの使用 自動リカバリーを使用す
るには true。デフォル
ト値は true です。

いいえ use-auto-recovery

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Jndi の使用 JNDI を使用して受信接
続の宛先を見つけます。

いいえ use-jndi

Name description 必須必須 内部名内部名
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ローカル Tx の使用 受信セッションにローカ
ルトランザクションを使
用

いいえ use-local-tx

user この接続ファクトリーで
使用するデフォルトの
ユーザー名。これは、接
続ファクトリーをリモー
トホストへポイントする
場合にのみ必要です。

いいえ user

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.6. EAP7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.2402 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれるデータソースによっ
て公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - XA データソースランタイムサービス」

「EAP7 - データソースランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2403

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.6.1. EAP7 - XA データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.2404 概要概要

説明： JDBC XA データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2405

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2406 metrics
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Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount
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平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー

表表3.2407

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全修飾名

◯ xa-datasource-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

◯ driver-name

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context
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enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。

いいえ pool-use-strict-min

interleaving XA 接続ファクトリーの
インターリービングを有
効にする要素

いいえ interleaving

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされる
べき

いいえ pad-xid

Name description 必須必須 内部名内部名
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同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

wrap Xa データソース XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。

いいえ wrap-xa-datasource

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

リカバリープラグインク
ラス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供されるリカバ
リープラグインの実装

いいえ recovery-plugin-class-
name

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
する間隔をミリ秒単位で
割り当てます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

XA リソースタイムアウ
ト

XAResource.setTransact
ionTimeout（）デフォ
ルトに渡されるのはゼロ
で、セッターは起動しま
せん。（秒単位）

いいえ xa-resource-timeout

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

リカバリーユーザー名 接続リカバリーを試行す
るために使用されるユー
ザー名

いいえ recovery-username

リカバリーパスワード 接続リカバリーを試行す
るために使用されるパス
ワード

いいえ recovery-password

リカバリーセキュリ
ティードメイン

接続リカバリーを試行す
るために使用される
security-domain

いいえ recovery-security-
domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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リカバリーなし true の場合、この接続
プールのリカバリーは試
行されません。

いいえ no-recovery

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2408 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.6.2. EAP7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.2409 概要概要

説明： JDBC データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2410

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2411 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount
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1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

Name type description 内部名内部名
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最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2412

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

◯ connection-url

ドライバー名 使用する JDBC ドライ
バーの名前

◯ driver-name

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全修飾名。

いいえ driver-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

driver データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。driver-name>
#major-version.minor-
version where driver-
name は JDBC ドライ
バークラスの完全修飾名
です。

いいえ driver

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password
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新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。

いいえ pool-use-strict-min

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1745



セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）を示しま
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2413 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。
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subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.7. EAP7: Webservices ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2414 概要概要

説明： デプロイメントの web サービスコンポーネントに
よって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: エンドポイントランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2415

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.2.7.1. EAP7: エンドポイントランタイムサービスエンドポイントランタイムサービス
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概要

表表3.2416 概要概要

説明： WebService エンドポイント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2417

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2418 metrics

Name type description 内部名内部名

平均処理時間 measurement 平均エンドポイント処理
時間。

average-processing-
time

障害数 measurement エンドポイントが生成し
た障害の数。

fault-count

最大処理時間 measurement 最大エンドポイントの処
理時間。

max-processing-time

処理時間（最小） measurement エンドポイントの最小処
理時間。

min-processing-time

要求数 measurement エンドポイントが処理さ
れた要求の数。

request-count

応答数 measurement エンドポイントが生成し
た応答の数。

response-count
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処理時間の合計 measurement エンドポイント処理の合
計時間。

total-processing-time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2419

Name description 必須必須 内部名内部名

class WebService エンドポイ
ントクラス。

いいえ class

context WebService エンドポイ
ントコンテキスト。

いいえ context

Name WebService エンドポイ
ント名。

いいえ Name

type WebService エンドポイ
ントタイプ。

いいえ type

WSDL URL WebService エンドポイ
ントの WSDL URL。

いいえ wsdl-url

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.3. EAP7: リソースアダプターランタイムサービスリソースアダプターランタイムサービス

概要概要

表表3.2420 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。
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シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - 接続定義ランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2421

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.3.1. EAP7 - 接続定義ランタイムサービス接続定義ランタイムサービス

概要

表表3.2422 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2423

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1754



Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2424 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.4. EAP7: Web Runtime Service

概要概要

表表3.2425 概要概要

説明： デプロイメントの web コンポーネントによって公開
されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2426

Name description 必須必須 内部名内部名

応答時間ログファイル この Web アプリケー
ションの response-time
統計が含まれるログファ
イルへのフルパス。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2427 metrics

Name type description 内部名内部名

仮想ホスト trait この webapp がデプロイ
される仮想ホスト。

virtual-host

コンテキストルート trait この webapp のコンテキ
ストルート

context-root

server trait このアプリケーションが
属するサーバーの名前

server

応答時間 calltime この Webapp で処理さ
れる要求の最小、最大、
および平均の応答時間。

responseTime

現在アクティブなセッ
ション

measurement 現在アクティブなセッ
ションの数

active-sessions

期限切れのセッション measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

1 分あたりの期限切れ
セッション数

measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

アクティブなセッション
の最大数

measurement アクティブなセッション
の最大数

max-active-sessions

拒否されたセッション measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

拒否されたセッション
（1 分あたりのセッショ
ン）

measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

セッション配信の平均時
間

measurement セッションの稼働時間の
平均

session-avg-alive-time

セッションの最大配信時
間

measurement セッションの最大有効期
間

session-max-alive-time

作成されたセッション measurement 作成されたセッション数 sessions-created
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作成済みセッション（1
分あたりのセッション）

measurement 作成されたセッション数 sessions-created

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.5. EAP7 - JPA ランタイムサービスランタイムサービス

概要概要

表表3.2428 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: Hibernate Persistence Unit サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2429

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.5.1. EAP7: Hibernate Persistence Unit サービスサービス

概要

表表3.2430 概要概要

説明： デプロイメントで JPA が使用するランタイム情報。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: エンティティーキャッシュサービス」

「EAP7: エンティティーサービス」

「EAP7: コレクションサービス」

接続プロパティー

表表3.2431

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2432 metrics

Name type description 内部名内部名

閉じる（ステートメント
数）

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count
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1 分あたりのクローズス
テートメント数

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

コレクションフェッチ数 measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクション作成済み
数/分数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count

コレクション更新数/分
数

measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count

完了したトランザクショ
ン数

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

完了済みトランザクショ
ン数/分

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

1 分あたりの接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

Name type description 内部名内部名
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エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

フラッシュ数 measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

1 分あたりのフラッシュ
数

measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

準備済みステートメント
数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの準備済みス
テートメント数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

クエリーキャッシュヒッ
ト数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

1 分あたりのキャッシュ
階層のクエリー

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

クエリーキャッシュミス
数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

1 分あたりのクエリー
キャッシュミス数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

クエリーキャッシュ Put
数

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

1 分あたりのキャッシュ
プト数のクエリー

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

クエリー実行数 measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

1 分あたりのクエリー実
行数

measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

クエリー実行最大時間 measurement 最も遅いクエリーの時間
をミリ秒単位で取得しま
す。

query-execution-max-
time

クエリー実行最大タイム
クエリー文字列

trait 最も遅いクエリーのクエ
リー文字列を取得しま
す。

query-execution-max-
time-query-string

Name type description 内部名内部名
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2 次キャッシュヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュヒット数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

2 次レベルキャッシュミ
ス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュミス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

2 次キャッシュのプッ
シュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュのプッシュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

セッションの閉じる数 measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

1 分あたりのセッション
クローズ数

measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

セッションオープン数 measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

1 分あたりセッションの
オープン数

measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

成功したトランザクショ
ン数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

最大 1 分あたりのトラン
ザクション数成功数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー

表表3.2433

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled 統計が有効になっている
かどうかを判断します。

いいえ enabled

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2434 metrics

Name description

subsystem:clear 統計をクリアします。

subsystem:evict All すべてのエンティティーを 2 次レベルキャッシュか
らエビクトします。

subsystem:summary 統計をログに記録します。

クエリーの表示 Hibernate によって実行されるクエリーについての統
計情報の表示

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.5.1.1. EAP7: エンティティーキャッシュサービスエンティティーキャッシュサービス

概要

表表3.2435 概要概要

説明： Hibernate 2 次キャッシュリージョンの統計。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー
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表表3.2436

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2437 metrics

Name type description 内部名内部名

メモリー内の要素数 measurement メモリーに現在保存され
ているキャッシュ可能な
エンティティー/コレク
ションの数。

element-count-in-
memory

ヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

hit-count

ミス数 measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

miss-count

PUT 数 measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

put-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.5.1.2. EAP7: エンティティーサービスエンティティーサービス
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概要

表表3.2438 概要概要

説明： 個別のエンティティーの統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2439

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2440 metrics

Name type description 内部名内部名

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count
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エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.5.1.3. EAP7: コレクションサービスコレクションサービス

概要

表表3.2441 概要概要

説明： 個々の収集の統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー
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表表3.2442

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2443 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクションフェッチ数 measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count

コレクション作成済み
数/分数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

コレクション更新数/分
数

measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.6. EAP7: メッセージングランタイムサービスメッセージングランタイムサービス

概要概要

表表3.2444 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれるメッセージングリ
ソースによって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - ActiveMQ Artemis サーバーランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2445

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
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NONE

3.4.1.13.6.1. EAP7 - ActiveMQ Artemis サーバーランタイムサービスサーバーランタイムサービス

概要

表表3.2446 概要概要

説明： ActiveMQ Artemis サーバーインスタンス。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - JMS キューランタイムサービス」

「EAP7 - JMS トピックランタイムサービス」

「EAP7: プールされた接続ファクトリーランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2447

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.6.1.1. EAP7 - JMS キューランタイムサービスキューランタイムサービス

概要

表表3.2448 概要概要
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説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2449

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2450 metrics

Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

デッドレターアドレス trait デッドメッセージの送信
先アドレス。

dead-letter-address

durable trait キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

durable

期限切れアドレス trait 期限切れのメッセージを
送信するアドレス。

expiry-address

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count
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メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

selector trait キューセレクター。 selector

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2451

Name description 必須必須 内部名内部名

entries キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2452 metrics

Name description
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メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。削除されたメッセージの数を返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

subsystem:list メッセージの配信 現在配信されているメッセージを一覧表示します。

subsystem:list Messages as Json 現在メッセージが JSON 形式の文字列として配信さ
れている一覧

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

Name description
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メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.6.1.2. EAP7 - JMS トピックランタイムサービストピックランタイムサービス

概要

表表3.2453 概要概要

説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2454

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2455 metrics

Name type description 内部名内部名

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

永続メッセージ数 measurement このトピックのすべての
永続的サブスクライバー
に対するメッセージの
数。

durable-message-count

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement このトピックの永続的サ
ブスクライバーの数。

durable-subscription-
count

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

実行中でないメッセージ
数

measurement このトピックのすべての
非永続的サブスクライ
バーに対するメッセージ
の数。

non-durable-message-
count

実行中でないサブスクリ
プション数

measurement このトピックの非永続的
サブスクライバーの数。

non-durable-
subscription-count

サブスクリプション数 measurement このトピックの（永続的
および非永続的）サブス
クライバーの数。

subscription-count

temporary trait トピックが一時的である
かどうか。

temporary

トピックのアドレス trait トピックが参照するアド
レス。

topic-address

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー

表表3.2456

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2457 metrics

Name description

サブスクリプションのメッセージ数 指定のサブスクリプションのフィルターに一致する
メッセージ数をカウントします。

すべてのサブスクリプションの削除 このトピックからすべてのサブスクリプションを削
除します。

持続可能なサブスクリプションの削除 永続的なサブスクリプションのドロップ

すべてのサブスクリプションの一覧表示 サブスクリプションを一覧表示します。

すべてのサブスクリプションを JSON として一覧表
示

JSON 形式の文字列としてサブスクリプションを一
覧表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

永続性のあるサブスクリプションを JSON として一
覧表示

永続的なサブスクリプションのみを JSON 形式で文
字列として表示します。

サブスクリプションのメッセージ一覧の表示 指定のサブスクリプションのメッセージをすべて表
示します。

JSON としてのサブスクリプションのメッセージ一
覧の表示

指定されたサブスクリプションのメッセージをすべ
て JSON 形式で文字列として一覧表示します。

永続的でないサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

非永続的なサブスクリプションを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として、非永続サブスクリプ
ションのみを一覧表示します。
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メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.6.1.3. EAP7: プールされた接続ファクトリーランタイムサービスプールされた接続ファクトリーランタイムサービス

概要

表表3.2458 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2459

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2460

Name description 必須必須 内部名内部名

自動グループ autogroupデフォルト値
は false です。

いいえ auto-group
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確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send

実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send

大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

Call failover
Timeout:expr

フェイルオーバー時に使
用するタイムアウトはプ
ロセス中（ms 単位）で
す。デフォルト値は -1
です。

いいえ call-failover-
timeout:expr

Call Timeout:expr 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout:expr

Client Failure Check
period:expr

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period:expr

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

大きなメッセージの圧縮 大きいメッセージを圧縮
すべきかどうか。デフォ
ルト値は false です。

いいえ compress-large-
messages

確認ウィンドウサイズ：
expr

確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.apache.activemq.art
emis.api.core.client.load
balance.RoundRobinCon
nectionLoadBalancingP
olicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

connection Ttl:expr コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl:expr

コネクター コネクターを定義しま
す。これらはコネクター
名（未定義の値を持つ）
によってマップに保存さ
れます。この属性を書き
込むときにコネクター名
のリストを渡すことがで
きます。

いいえ コネクター

consumer Max Rate:expr コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-
rate:expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ：expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-
size:expr

検出グループ 検出グループ名。 いいえ discovery-group

DUPS Ok Batch
Size:expr

重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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エンリストメントトレー
ス

IronJacamar を有効にし
て、この pooled-
connection-factory のエ
ンリストメントトレース
を記録します。この属性
はデフォルトでは定義さ
れず、haviour は
layersjacamar.disable_en
listment_trace システム
プロパティーの存在に
よって実行されます。

いいえ enlistment-trace

entries 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

Connect Attempts:expr
の初期接続

最初にこのファクトリー
で接続を試みる回数。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ initial-connect-
attempts:expr

初期メッセージパケット
サイズ：expr

このファクトリーから作
成されるメッセージの初
期サイズ。デフォルト値
は 1500 です。

いいえ initial-message-packet-
size:expr

JNDI パラメーター 受信接続の宛先を見つけ
るために使用する JNDI
パラメーター。

いいえ jndi-params

管理接続プール この pooled-
connection-factory に
よって使用される管理接
続プールのクラス名。

いいえ managed-connection-
pool

最大プールサイズ：expr プールの最大サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-pool-size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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max Retry Interval:expr 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval:expr

大きいメッセージの最小
サイズ：expr

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-
size:expr

最小プールサイズ：expr プールの最小サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ min-pool-size:expr

password この接続ファクトリーで
使用するデフォルトのパ
スワード。これは、接続
ファクトリーをリモート
ホストへポイントする場
合にのみ必要です。

いいえ password

事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサー Max
Rate:expr

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate:expr

producer Window
Size:expr

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-
size:expr

プロトコルマネージャー
ファクトリー

このプールされた接続
ファクトリーによって使
用されるプロトコルマ
ネージャーファクト
リー。

いいえ protocol-manager-
factory

reconnect
Attempts:expr

再接続試行回数。デフォ
ルトでは、プールされた
接続ファクトリーはメッ
セージングサーバーに無
限に再接続を試みます。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ reconnect-
attempts:expr

retry Interval:expr 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval:expr

Retry Interval
Multiplier:expr

再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-
multiplier:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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スケジュールスレッド
プールの最大サイズ：
expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

Setup Attempts:expr MDB エンドポイントを
設定する回数

いいえ setup-attempts:expr

Setup Interval:expr MDB エンドポイントの
設定を試みる間隔。

いいえ setup-interval:expr

スレッドプール最大サイ
ズ：expr

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

transaction TODO。デフォルト値は
transaction です。

いいえ transaction

トランザクションバッチ
サイズ：expr

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-
size:expr

自動リカバリーの使用 自動リカバリーを使用す
るには true。デフォル
ト値は true です。

いいえ use-auto-recovery

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Jndi の使用 JNDI を使用して受信接
続の宛先を見つけます。

いいえ use-jndi

ローカル Tx の使用 受信セッションにローカ
ルトランザクションを使
用

いいえ use-local-tx

user この接続ファクトリーで
使用するデフォルトの
ユーザー名。これは、接
続ファクトリーをリモー
トホストへポイントする
場合にのみ必要です。

いいえ user

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.7. EAP7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要概要

表表3.2461 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれるデータソースによっ
て公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - XA データソースランタイムサービス」

「EAP7 - データソースランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2462

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.7.1. EAP7 - XA データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.2463 概要概要
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表表3.2463 概要概要

説明： JDBC XA データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2464

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2465 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount
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準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

Name type description 内部名内部名
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最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2466

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全修飾名

◯ xa-datasource-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name
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ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

◯ driver-name

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。

いいえ pool-use-strict-min

interleaving XA 接続ファクトリーの
インターリービングを有
効にする要素

いいえ interleaving

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされる
べき

いいえ pad-xid

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

Name description 必須必須 内部名内部名
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wrap Xa データソース XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。

いいえ wrap-xa-datasource

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

リカバリープラグインク
ラス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供されるリカバ
リープラグインの実装

いいえ recovery-plugin-class-
name

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
する間隔をミリ秒単位で
割り当てます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

XA リソースタイムアウ
ト

XAResource.setTransact
ionTimeout（）デフォ
ルトに渡されるのはゼロ
で、セッターは起動しま
せん。（秒単位）

いいえ xa-resource-timeout

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

リカバリーユーザー名 接続リカバリーを試行す
るために使用されるユー
ザー名

いいえ recovery-username

リカバリーパスワード 接続リカバリーを試行す
るために使用されるパス
ワード

いいえ recovery-password

リカバリーセキュリ
ティードメイン

接続リカバリーを試行す
るために使用される
security-domain

いいえ recovery-security-
domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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リカバリーなし true の場合、この接続
プールのリカバリーは試
行されません。

いいえ no-recovery

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2467 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.7.2. EAP7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.2468 概要概要

説明： JDBC データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2469

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2470 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount
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1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

Name type description 内部名内部名
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最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2471

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

◯ connection-url

ドライバー名 使用する JDBC ドライ
バーの名前

◯ driver-name

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全修飾名。

いいえ driver-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

driver データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。driver-name>
#major-version.minor-
version where driver-
name は JDBC ドライ
バークラスの完全修飾名
です。

いいえ driver

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password
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新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。

いいえ pool-use-strict-min

Name description 必須必須 内部名内部名
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セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）を示しま
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2472 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。
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subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.8. EAP7: Webservices ランタイムサービスランタイムサービス

概要概要

表表3.2473 概要概要

説明： デプロイメントの web サービスコンポーネントに
よって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: エンドポイントランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2474

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.13.8.1. EAP7: エンドポイントランタイムサービスエンドポイントランタイムサービス
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概要

表表3.2475 概要概要

説明： WebService エンドポイント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2476

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2477 metrics

Name type description 内部名内部名

平均処理時間 measurement 平均エンドポイント処理
時間。

average-processing-
time

障害数 measurement エンドポイントが生成し
た障害の数。

fault-count

最大処理時間 measurement 最大エンドポイントの処
理時間。

max-processing-time

処理時間（最小） measurement エンドポイントの最小処
理時間。

min-processing-time

要求数 measurement エンドポイントが処理さ
れた要求の数。

request-count

応答数 measurement エンドポイントが生成し
た応答の数。

response-count
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処理時間の合計 measurement エンドポイント処理の合
計時間。

total-processing-time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2478

Name description 必須必須 内部名内部名

class WebService エンドポイ
ントクラス。

いいえ class

context WebService エンドポイ
ントコンテキスト。

いいえ context

Name WebService エンドポイ
ント名。

いいえ Name

type WebService エンドポイ
ントタイプ。

いいえ type

WSDL URL WebService エンドポイ
ントの WSDL URL。

いいえ wsdl-url

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.14. EAP7: DeploymentScanner Service

概要概要

表表3.2479 概要概要

説明： デプロイメントスキャナーの管理
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シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2480

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2481

Name description 必須必須 内部名内部名

スキャナー スキャナーのリスト ◯ *

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.15. EAP7 - JacORB サービスサービス

概要概要

表表3.2482 概要概要

説明： jacorb サブシステムの設定
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シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2483

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2484

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネント Via イン
ターセプターの追加

SSL コンポーネントを
IOR インターセプター
(on)インターセプターに
よって追加すべきかどう
かを示します（オフ）。
デフォルト値は on で
す。

いいえ add-component-via-
interceptor

キャッシュ Poa 名 POA 名がキャッシュさ
れる(on)かどうかを示し
ます(off)。デフォルト
値は off です。

いいえ cache-poa-names

キャッシュタイプコード タイプコードがキャッ
シュされる(on)か、そう
でないか(off)を示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ cache-typecodes
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Cunk Custom Rmi
Valuetypes

カスタムの RMI 値タイ
プがチャンク（オン）と
してエンコードされるべ
きかどうかを示します
(off)。デフォルト値は
on です。

いいえ chunk-custom-rmi-
valuetypes

クライアント要件 クライアント SSL がパ
ラメーターを必要とする
ことを示します
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ client-requires

クライアントサポート クライアント SSL がサ
ポートされるパラメー
ター（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ client-supports

クライアントタイムアウ
ト

クライアント側の接続タ
イムアウト値はミリ秒単
位です。値をゼロの場合
は、接続がタイムアウト
しないことを示します。
デフォルト値は 0 で
す。

いいえ client-timeout

comet comet の ORB との相互
運用性が有効にされてい
る(on)か、そうでないか
(off)を示します。デ
フォルト値は off です。

いいえ comet

export Corbaloc ルートコンテキストを
corbaloc::address:port/
NameService(on)として
エクスポートすべきかど
うかを示します(off)。
デフォルト値は on で
す。

いいえ export-corbaloc

giop マイナーバージョ
ン

使用される GIOP マイ
ナーバージョン。デフォ
ルト値は 2 です。

いいえ giop-minor-version

Name description 必須必須 内部名内部名
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間接エンコーディングの
無効化

繰り返し型コードの間接
エンコーディングを無効
(on)するか(off)するかを
示します。デフォルト値
は off です。

いいえ indirection-encoding-
disable

Iona IONA の ASP との相互
運用性が有効であるか
（オフ）かを示します。
デフォルト値は off で
す。

いいえ Iona

lax ブール値エンコー
ディング

ゼロ以外の CDR でエン
コードされたブール値が
true(on)として解釈され
るべきかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は off です。

いいえ lax-boolean-encoding

最大管理バッチサイズ 内部バッファーマネー
ジャーによって管理され
る最大サイズの log2。
デフォルト値は 24 で
す。

いいえ max-managed-buf-size

サーバー接続の最大サイ
ズ

サーバーが許可する接続
の最大数。デフォルト値
は 2147483647 です。

いいえ max-server-connections

最大スレッド アクティブなリクエスト
プロセッサースレッドの
最大数。スレッドはまず
プールから取得され、
プールが新しいスレッド
が作成されると、スレッ
ド数がこの制限に達する
まで削除されます。新し
いリクエストは、アク
ティブなスレッドがジョ
ブを完了するまで待機し
ます。デフォルト値は
32 です。

いいえ max-threads

監視 監視 GUI を表示する
(on)か、そうでないか
（オフ）を示します。デ
フォルト値は off です。

いいえ 監視

Name description 必須必須 内部名内部名
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Name 実行中の ORB の名前。
デフォルト値は JBoss
です。

いいえ Name

Outbuf キャッシュタイ
ムアウト

バッファーキャッシュの
タイムアウト（ミリ秒単
位）。デフォルト値は -1
です。

いいえ outbuf-cache-timeout

outbuf のサイズ 送信メッセージのネット
ワークバッファーのサイ
ズ。デフォルト値は
2048 です。

いいえ outbuf-size

プールサイズ 要求プロセッサースレッ
ドプールのサイズ。要求
の処理を終了するスレッ
ドは、プールが満杯では
なく破棄されない場合に
プールに戻されます。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ pool-size

印刷バージョン ORB の起動中にバー
ジョン番号が出力される
(on)かどうかを示します
（オフ）。デフォルト値
は off です。

いいえ print-version

properties 汎用キー/値プロパ
ティーの一覧。

いいえ properties

Queue Max キューに格納できるリク
エストの最大数。デフォ
ルト値は 100 です。

いいえ queue-max

キューの最小値 待機要求に通知する
キューのサイズ。つま
り、ブロックされたリク
エストはキューに
queue-min 要求を超え
ない場合にのみ通知され
ます。デフォルト値は
10 です。

いいえ queue-min

Name description 必須必須 内部名内部名
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キュー待機中 最大キューサイズを超え
るリクエストが待機(on)
されるかどうかを示しま
す（オフ）。無効にする
と、キューが満杯になる
と TRANSIENT 例外が発
生します。デフォルト値
は off です。

いいえ queue-wait

retries 接続がすぐに確立できな
い場合の再試行回数。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ retries

Retry Interval retries の間隔（ミリ秒
単位）。デフォルト値は
500 です。

いいえ retry-interval

ルートコンテキスト ネーミングサービスの
ルートコンテキスト。デ
フォルト値は
JBoss/Naming/root で
す。

いいえ root-context

security セキュリティーインター
セプターがインストール
される(on)されるかどう
かを示します(off)。デ
フォルト値は off です。

いいえ security

セキュリティードメイン SSL 接続を確立するた
めに使用されるキーおよ
びトラストストアを保持
するセキュリティードメ
インの名前。

いいえ security-domain

サーバーの要件 サーバー SSL がパラ
メーターを必要とするこ
とを示す値（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ server-requires

サーバーのサポート サーバー SSL がサポー
トされるパラメーター
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ server-supports

Name description 必須必須 内部名内部名
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サーバータイムアウト サーバー側の接続タイム
アウト値（ミリ秒単
位）。値をゼロの場合
は、接続がタイムアウト
しないことを示します。
デフォルト値は 0 で
す。

いいえ server-timeout

Tc 作成時に厳密な
チェック

create_abstract_interfac
e_tc メソッドが name パ
ラメーター(on)で検証
チェックを実行するかど
うか(off)を示します。
デフォルト値は off で
す。

いいえ strict-check-on-tc-
creation

Sun Sun の ORB との相互運
用性(on)またはそうでな
いか（オフ）を示しま
す。デフォルト値は on
です。

いいえ Sun

サポート Ssl SSL がサポート対象(on)
されるかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は off です。

いいえ support-ssl

トランザクション トランザクションイン
ターセプターがインス
トールされる（または
spec）されるかどうか
を示します（オフ）。
'on' が有効な値である
「spec」は、受信トラ
ンザクションコンテキス
トを拒否する仕様準拠
モード（JTS 以外）を有
効にします。デフォルト
値は off です。

いいえ トランザクション

Bom の使用 GIOP 1.2 バイトオーダー
マーカーを使用するべき
か（オフ）かを示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ use-bom

Name description 必須必須 内部名内部名
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Imr の使用 実装リポジトリーを使用
する(on)か、使用しない
(off)かどうかを示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ use-imr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.16. EAP7 - JDR Service

概要概要

表表3.2485 概要概要

説明： JBoss Diagnostic Reporter(JDR)サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2486

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.2487 metrics

Name description

JDR レポートの生成 JDR レポートの生成をリクエストします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.17. EAP7 - JCA Service

概要概要

表表3.2488 概要概要

説明： リソースアダプターの一般的な設定を提供する Java
EE Connector Architecture(JCA)サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: BootstrapContext サービス」

「EAP7: Workmanager サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2489

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2490

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled Bean バリデーションが
有効であるかどうかを指
定します。デフォルト値
は true です。

いいえ enabled:1

enabled アーカイブバリデーショ
ンが有効であるかどうか
を指定します。デフォル
ト値は true です。

いいえ enabled:2

エラー時に失敗する アーカイブバリデーショ
ンエラーレポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ fail-on-error

Errorn に失敗します。 アーカイブバリデーショ
ンの警告レポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ fail-on-warn

debug デバッグ情報のロギング
を有効または無効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ debug

error エラー情報のロギングを
有効または無効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ error

install キャッシュされた接続マ
ネージャーバルブおよび
インターセプターを有効
または無効にします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ install

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.17.1. EAP7: BootstrapContext サービスサービス

概要概要

表表3.2491 概要概要

説明： リソースアダプターのブートストラップコンテキス
ト。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2492

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2493

Name description 必須必須 内部名内部名

Name BootstrapContext の名
前

いいえ Name

WorkManager BootstrapContext の
WorkManager インスタ
ンス

いいえ WorkManager

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.17.2. EAP7: Workmanager サービスサービス

概要概要

表表3.2494 概要概要

説明： リソースアダプターの WorkManager。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: 長時間実行スレッドプールサービス」

「EAP7: 短い稼働スレッドプールサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2495

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2496

Name description 必須必須 内部名内部名
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Name WorkManager の名前 いいえ Name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.17.2.1. EAP7: 長時間実行スレッドプールサービス長時間実行スレッドプールサービス

概要

表表3.2497 概要概要

説明： タスクを送信するスレッドがブロックされる、バイ
ンドされたキューを持つ長時間実行スレッドプール
エグゼキューター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2498

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2499 metrics
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Name type description 内部名内部名

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement handoff-executor に渡
されたタスクの数（指定
されている場合）または
破棄されたタスクの数。

rejected-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2500

Name description 必須必須 内部名内部名

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor
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維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。 ◯ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.17.2.2. EAP7: 短い稼働スレッドプールサービス短い稼働スレッドプールサービス

概要

表表3.2501 概要概要

説明： タスクの送信スレッドがブロックされる、バインド
されたキューを持つ短いスレッドプールエグゼ
キューター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2502

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2503 metrics

Name type description 内部名内部名

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement handoff-executor に渡
されたタスクの数（指定
されている場合）または
破棄されたタスクの数。

rejected-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2504

Name description 必須必須 内部名内部名

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1822



コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。 ◯ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.1.18. EAP7: JAXR サービスサービス

概要概要

表表3.2505 概要概要

説明： JAXR サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: プロパティー(JAXR)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2506

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2507

Name description 必須必須 内部名内部名

class JAXR
ConnectionFactory 実装
クラス

いいえ class

JNDI 名 JAXR
ConnectionFactory がバ
インドされる JNDI 名

いいえ jndi-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.18.1. EAP7: プロパティープロパティー(JAXR)サービスサービス

概要概要

表表3.2508 概要概要

説明： JAXR プロパティー。リソースのアイデンティ
ティーは、プロパティー名を定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2509

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2510

Name description 必須必須 内部名内部名

値 JAXR プロパティーの
値。

◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.19. EAP7 - JPA サービスサービス

概要概要

表表3.2511 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2512

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2513

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのデータソー
ス

デフォルトのグローバル
データソースの名前。

いいえ default-datasource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.20. EAP7: CMP サービスサービス

概要概要

表表3.2514 概要概要

説明： cmp サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: HiloKeygenerator サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2515

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.20.1. EAP7: HiloKeygenerator サービスサービス

概要概要

表表3.2516 概要概要
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説明： Hilo ベースの鍵ジェネレーター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2517

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2518

Name description 必須必須 内部名内部名

ブロックサイズ ブロックサイズ いいえ block-size

テーブルの作成 テーブルを作成するかど
うかを決定するブール値

いいえ create-table

テーブル Ddl の作成 テーブルの作成に使用す
る DDL

いいえ create-table-ddl

データソース シーケンスの生成に使用
されるデータソース

◯ data-source

テーブルの削除 テーブルを作成するかど
うかを決定するブール値

いいえ drop-table

ID 列 ID 列名 ◯ ID 列

Hi Ddl を選択します。 hi 値の選択に使用される
DDL

いいえ select-hi-ddl
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sequence 列 シーケンス列名 ◯ sequence-column

シーケンス名 シーケンスの名前 ◯ sequence-name

テーブル名 テーブル名 ◯ table-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.21. EAP7: EE サービスサービス

概要概要

表表3.2519 概要概要

説明： EE サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2520

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2521

Name description 必須必須 内部名内部名

EAR サブデプロイメン
ト分離

.ear 内の各サブデプロイ
メントが同じ .ear 内の
別のサブデプロイメント
に属するクラスにアクセ
スできるかどうかを示す
フラグ。false の値は、
サブデプロイメントが
.ear 内の他のサブデプロ
イメントに属するクラス
を認識できることを意味
します。デフォルト値は
false です。

いいえ ear-subdeployments-
isolated

グローバルモジュール すべてのデプロイメント
で利用可能にする必要の
あるモジュールの一覧。

いいえ global-modules

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.22. EAP7: セキュリティーサービスセキュリティーサービス

概要概要

表表3.2522 概要概要

説明： security サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: セキュリティードメインサービス」

「EAP7: Vault サービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2523

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2524

Name description 必須必須 内部名内部名

ディープコピーサブジェ
クトモード

セキュリティーマネー
ジャーが実行したサブ
ジェクトのコピーモード
を、サブジェクトプリン
シパルと認証情報のク
ローン可能な場合はコ
ピーするディープコピー
に設定します。複数のス
レッドに同じアイデン
ティティーがある場合に
破損できる変更可能なコ
ンテンツが含まれ、ある
スレッドでサブジェクト
を消去するキャッシュフ
ラッシュ/ログアウトに
より、他のスレッドに影
響するサブジェクト参照
が含まれる場合は true
に設定する必要がありま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ deep-copy-subject-
mode

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1. EAP7: セキュリティードメインサービスセキュリティードメインサービス

概要概要

表表3.2525 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ACL サービス」

「EAP7: 監査サービス」

「EAP7 - 認証(Classic)サービス」

「EAP7 - 認証(Jaspi)サービス」

「EAP7: 承認サービス」

「EAP7: Identity 信頼サービス」

「EAP7 - JSSE Service」

「EAP7: マッピングサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2526

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2527
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Name description 必須必須 内部名内部名

キャッシュタイプ キャッシュを追加して、
認証チェックを高速化し
ます。使用できる値は、
「default」で、簡単な
マップをキャッシュとし
て使用し、Infinispan
キャッシュを使用するた
めに 'infinispan' です。

いいえ cache-type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2528 metrics

Name description

フラッシュキャッシュ このセキュリティードメインの認証キャッシュに保
存されているエントリーを削除します。単一のエン
トリーは、username を値として指定した principal
引数を使用してフラッシュできます。操作に引数が
渡されていない場合、すべてのエントリーがフラッ
シュされます。

キャッシュされたプリンシパルの一覧表示 このセキュリティードメインの認証キャッシュに保
存されているプリンシパルを一覧表示します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.1. EAP7: ACL サービスサービス

概要

表表3.2529 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Acl モジュールサービス」
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接続プロパティー

表表3.2530

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2531

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.1.1. EAP7: Acl モジュールサービスモジュールサービス

概要

表表3.2532 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション(Acl)サービス」

接続プロパティー

表表3.2533

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2534

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.1.22.1.1.1.1. EAP7: モジュールオプションモジュールオプション(Acl)サービスサービス

概要

表表3.2535 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2536

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2537

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.2. EAP7: 監査サービス監査サービス
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概要

表表3.2538 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: プロバイダーモジュールサービス」

接続プロパティー

表表3.2539

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2540

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.2.1. EAP7: プロバイダーモジュールサービスプロバイダーモジュールサービス
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概要

表表3.2541 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション（決定モジュール）サービス」

接続プロパティー

表表3.2542

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2543

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.2.1.1. EAP7: モジュールオプション（決定モジュール）サービスモジュールオプション（決定モジュール）サービス
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概要

表表3.2544 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2545

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2546

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.3. EAP7 - 認証認証(Classic)サービスサービス

概要
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表表3.2547 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - ログインモジュール(Classic)サービス」

接続プロパティー

表表3.2548

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2549

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.3.1. EAP7 - ログインモジュールログインモジュール(Classic)サービスサービス

概要

表表3.2550 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション(Classic)サービス」

接続プロパティー

表表3.2551

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2552

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code
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フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.3.1.1. EAP7: モジュールオプションモジュールオプション(Classic)サービスサービス

概要

表表3.2553 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2554

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.2555

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.4. EAP7 - 認証認証(Jaspi)サービスサービス

概要

表表3.2556 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - ログインモジュールスタックサービス」

接続プロパティー

表表3.2557

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.2558

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.4.1. EAP7 - ログインモジュールスタックサービスログインモジュールスタックサービス

概要

表表3.2559 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション（ログインモジュールスタック）サービス」

接続プロパティー

表表3.2560

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2561

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.4.1.1. EAP7: モジュールオプション（ログインモジュールスタック）サービスモジュールオプション（ログインモジュールスタック）サービス

概要

表表3.2562 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2563
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表表3.2563

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2564

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.5. EAP7: 承認サービス承認サービス

概要

表表3.2565 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: 承認モジュールサービス」

接続プロパティー
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表表3.2566

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2567

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.5.1. EAP7: 承認モジュールサービス承認モジュールサービス

概要

表表3.2568 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション（承認）サービス」

接続プロパティー

表表3.2569

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2570

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.5.1.1. EAP7: モジュールオプション（承認）サービスモジュールオプション（承認）サービス
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概要

表表3.2571 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2572

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2573

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.6. EAP7: Identity 信頼サービス信頼サービス

概要
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表表3.2574 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Identity 信頼モジュールサービス」

接続プロパティー

表表3.2575

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2576

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.6.1. EAP7: Identity 信頼モジュールサービス信頼モジュールサービス

概要

表表3.2577 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション（Identity 信頼）サービス」

接続プロパティー

表表3.2578

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2579

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code
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フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.6.1.1. EAP7: モジュールオプション（モジュールオプション（Identity 信頼）サービス信頼）サービス

概要

表表3.2580 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2581

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.2582

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.7. EAP7 - JSSE Service

概要

表表3.2583 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2584

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.2585

Name description 必須必須 内部名内部名

暗号化スイート SSLSocket で有効にす
る暗号スイートのコンマ
区切りリスト。

いいえ cipher-suites

クライアントエイリアス KeyManager がクライア
ントエイリアスを選択す
るときに使用するエイリ
アス。

いいえ client-alias

クライアント認証 クライアントの証明書も
サーバー側で認証される
必要があるかどうかを示
すブール値属性。

いいえ client-auth

キーマネージャー JSEE キーマネージャー
ファクトリー

いいえ key-manager

keystore JSSE キーストアの設定 いいえ keystore

プロトコル SSLSocket で有効にす
るプロトコルのコンマ区
切りリスト。

いいえ プロトコル

Server Alias KeyManager がサーバー
エイリアスを選択すると
きに使用するエイリア
ス。

いいえ server-alias

Service Auth Token KeyStore から
PrivateKey を取得する
トークン。

いいえ service-auth-token

トラストマネージャー JSEE Trust Manager
ファクトリー

いいえ trust-manager

truststore JSSE トラストストアの
設定

いいえ truststore

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.4.1.22.1.8. EAP7: マッピングサービスマッピングサービス

概要

表表3.2586 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールサービスのマッピング」

接続プロパティー

表表3.2587

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2588

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

type このモジュールが実行す
るマッピングのタイプ。
使用できる値は
principal、role、
attribute、または
credential です。

◯ type

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.8.1. EAP7: モジュールサービスのマッピングモジュールサービスのマッピング

概要

表表3.2589 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション(Mapping)サービス」

接続プロパティー

表表3.2590

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2591

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code
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type このモジュールが実行す
るマッピングのタイプ。
使用できる値は
principal、role、
attribute、または
credential です。

◯ type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.1.8.1.1. EAP7: モジュールオプションモジュールオプション(Mapping)サービスサービス

概要

表表3.2592 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2593

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.2594

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.22.2. EAP7: Vault サービスサービス

概要概要

表表3.2595 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2596

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
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表表3.2597

Name description 必須必須 内部名内部名

code セキュリティー vault 実
装の完全修飾名。

いいえ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.23. EAP7: スレッドサービススレッドサービス

概要概要

表表3.2598 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ThreadFactory サービス」

「EAP7: ThreadPool サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2599

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.23.1. EAP7: ThreadFactory サービスサービス

概要概要

表表3.2600 概要概要

説明： スレッドファクトリー
（java.util.concurrent.ThreadFactory を実装）

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2601

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2602

Name description 必須必須 内部名内部名

グループ名 このスレッドファクト
リー用に作成するスレッ
ドグループの名前を指定
します。

いいえ group-name
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Name 作成されたスレッドファ
クトリーの名前。

いいえ Name

priority 作成されたスレッドの優
先度を指定するために使
用できます。デフォルト
値は -1 です。

いいえ priority:expr

スレッド名パターン スレッドの名前の作成に
使用されるテンプレー
ト。%% - パーセント記
号 %t を出力 - ファクト
リーごとのスレッドシー
ケンス番号%g をエミュ
レート - グローバルス
レッドシーケンス番号
%f - ファクトリーシーケ
ンス番号 %i をエミュ
レート - スレッド ID を
エミュレートします。

いいえ thread-name-pattern

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.23.2. EAP7: ThreadPool サービスサービス

概要概要

表表3.2603 概要概要

説明： スレッドプールエグゼキューター

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
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表表3.2604

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2605 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement タスクをアクティブに実
行しているスレッドの概
算数。

active-count

完了したタスク数 measurement 実行が完了したタスクの
合計数と概算します。

completed-task-count

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement 拒否されたタスクの数。 rejected-count

タスク数 measurement 実行をスケジュールされ
たタスクの合計数。

task-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2606

Name description 必須必須 内部名内部名
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維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。
Bounded および
Blocking Bounded
Thread Pools にのみ必
要です。

いいえ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor

スレッドプールの種類 スレッドプールタイプ ◯ __type

Name description 必須必須 内部名内部名
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.24. EAP7: EJB3 サービスサービス

概要概要

表表3.2607 概要概要

説明： ejb3 サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: EJB3 スレッドプールサービス」

「EAP7: ファイルパッシベーションストアサービス」

「EAP7 - MDB 配信グループサービス」

「EAP7: 最大 Bean インスタンスプールサービス」

「EAP7: SFSB キャッシュサービス」

「EAP7: クラスターパッシベーションストアサービス」

「EAP7: Async サービス」

「EAP7: IIOP サービス」

「EAP7: リモートサービス」

「EAP7: タイマーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2608

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2609

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのクラスター
化された Sfsb キャッ
シュ

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、すべてのクラ
スター化されたステート
フル EJB に適用可能な
デフォルトのステートフ
ル bean キャッシュの名
前

いいえ default-clustered-sfsb-
cache

デフォルトのエンティ
ティー Bean インスタン
スプール

デプロイメントまたは
Bean レベルでオーバー
ライドしない限り、デ
フォルトのエンティ
ティー bean インスタン
スプールの名前。

いいえ default-entity-bean-
instance-pool

デフォルトのエンティ
ティー Bean の最適化
ロック

true エンティティー
bean に設定された場
合、デフォルトで最適な
ロックが使用されます。

いいえ default-entity-bean-
optimistic-locking

デフォルトの Mdb イン
スタンスプール

デプロイメントまたは
Bean レベルでオーバー
ライドしない限り、すべ
ての MDB に適用可能な
デフォルトの MDB イン
スタンスプールの名前

いいえ default-mdb-instance-
pool

デフォルトのリソースア
ダプター名

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、MDB によっ
て使用されるデフォルト
のリソースアダプター
名。デフォルト値は
activemq-ra です。

いいえ default-resource-
adapter-name
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デフォルトの Sfsb
キャッシュ

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、デフォルトの
ステートフル bean
キャッシュの名前。

いいえ default-sfsb-cache

デフォルトのシングルト
ン Bean アクセスタイム
アウト

シングルトン Bean のデ
フォルトのアクセスタイ
ムアウト。デフォルト値
は 5000 です。

いいえ default-singleton-bean-
access-timeout:expr

デフォルトの Slsb イン
スタンスプール

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、デフォルトの
ステートレス bean イン
スタンスプールの名前。

いいえ default-slsb-instance-
pool

デフォルトのステートフ
ル Bean アクセスタイム
アウト

ステートフル Bean のデ
フォルトのアクセスタイ
ムアウト。デフォルト値
は 5000 です。

いいえ default-stateful-bean-
access-timeout:expr

Vm Remote Interface
Invocation Pass by Value

false に設定すると、
EJB のリモートイン
ターフェース上でのパラ
メーターは参照によって
渡されます。それ以外の
場合は、パラメーターは
値によって渡されます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ in-vm-remote-
interface-invocation-
pass-by-value

統計の有効化 true に設定した場合は、
呼び出し統計のコレク
ションを有効にします。

いいえ enable-statistics

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.24.1. EAP7: EJB3 スレッドプールサービススレッドプールサービス

概要概要

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1866



表表3.2610 概要概要

説明： 無制限のキューを持つスレッドプールエグゼキュー
ター。このようなスレッドプールにはコアサイズと
上限のないキューがあります。タスクが送信される
と、実行中のスレッドの数がコアサイズを下回る
と、新しいスレッドが作成されます。そうでない場
合は、タスクはキューに置かれます。このタイプの
エグゼキューターに多くのタスクを送信できる場
合、メモリー不足の状態が発生する可能性がありま
す。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2611

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2612 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement タスクをアクティブに実
行しているスレッドの概
算数。

active-count

完了したタスク数 measurement 実行が完了したタスクの
合計数と概算します。

completed-task-count

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count
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拒否された数 measurement 拒否されたタスクの数。 rejected-count

タスク数 measurement 実行をスケジュールされ
たタスクの合計数。

task-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2613

Name description 必須必須 内部名内部名

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

いいえ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.4.1.24.2. EAP7: ファイルパッシベーションストアサービスファイルパッシベーションストアサービス

概要概要

表表3.2614 概要概要

説明： ファイルシステムベースのパッシベーションスト
ア。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2615

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2616

Name description 必須必須 内部名内部名

グループパス  いいえ groups-path

idle Timeout idle-timeout-unit によっ
て指定されるユニットの
タイムアウト。その後に
Bean がパッシベートさ
れます。デフォルト値は
300 です。

いいえ idle-timeout:expr

アイドルタイムアウトユ
ニット

idle-timeout のユニッ
ト。デフォルト値は
SECONDS です。

いいえ idle-timeout-unit
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最大サイズ 古い bean をパッシベー
トするまでにこのキャッ
シュが保存する必要のあ
る bean の最大数。デ
フォルト値は 10000 で
す。

いいえ max-size:expr

相対値  いいえ relative-to

セッションパス  いいえ sessions-path

サブディレクトリー数  いいえ subdirectory-count:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.24.3. EAP7 - MDB 配信グループサービス配信グループサービス

概要概要

表表3.2617 概要概要

説明： mdb の配信を管理する配信グループ

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2618

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2619

Name description 必須必須 内部名内部名

Active このグループに属するす
べての MDB の配信がア
クティブであるかどうか
を示します。デフォルト
値は true です。

いいえ Active

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.24.4. EAP7: 最大最大 Bean インスタンスプールサービスインスタンスプールサービス

概要概要

表表3.2620 概要概要

説明： 制限が厳格な bean インスタンスプール

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2621
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2622

Name description 必須必須 内部名内部名

派生サイズ 最大プールサイズを派生
すべきものおよび最大
プールサイズを指定しま
す。デフォルト値の
'none' は、max-pool-
size の明示的な値を使用
することを示します。
'from-worker-pools' の
値は、最大プールサイズ
はシステム上で設定され
たすべてのワーカープー
ルの合計スレッドのサイ
ズから派生する必要があ
ることを示しています。
'from-cpu-count' の値
は、最大プールサイズは
システムで利用可能なプ
ロセッサーの合計数から
派生する必要があること
を示しています。計算は
1 対 1 のマッピングでは
ないので、値は他の要因
によって拡張される場合
もあります。デフォルト
値は none です。

いいえ derive-size

最大プールサイズ プールが特定の時点に保
持できる bean インスタ
ンスの最大数。

いいえ max-pool-size

timeout プールから bean インス
タンスが利用可能になる
まで待機する最大時間。
デフォルト値は 5 です。

いいえ timeout
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タイムアウトユニット インスタンスのタイムア
ウトユニット。デフォル
ト値は MINUTES です。

いいえ timeout-unit

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.24.5. EAP7: SFSB キャッシュサービスキャッシュサービス

概要概要

表表3.2623 概要概要

説明： SFSB キャッシュ。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2624

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
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表表3.2625

Name description 必須必須 内部名内部名

aliases このキャッシュも参照で
きるエイリアス。

◯ aliases

パッシベーションストア このキャッシュによって
使用されるパッシベー
ションストア

いいえ passivation-store

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.24.6. EAP7: クラスターパッシベーションストアサービスクラスターパッシベーションストアサービス

概要概要

表表3.2626 概要概要

説明： クラスター化されたパッシベーションストア。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2627

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2628

Name description 必須必須 内部名内部名

Bean キャッシュ Bean インスタンスを保
存するために使用される
キャッシュの名前。

いいえ bean-cache

キャッシュコンテナー Bean および client-
mappings キャッシュに
使用されるキャッシュコ
ンテナーの名前。デフォ
ルト値は ejb です。

いいえ cache-container

クライアントマッピング
キャッシュ

EJB リモーティングコ
ネクターの socket-
bindings のクライアント
マッピングを保存するた
めに使用されるキャッ
シュの名前。デフォルト
値は remote-connector-
client-mappings です。

いいえ client-mappings-cache

idle Timeout idle-timeout-unit によっ
て指定されるユニットの
タイムアウト。その後に
Bean がパッシベートさ
れます。デフォルト値は
300 です。

いいえ idle-timeout:expr

アイドルタイムアウトユ
ニット

idle-timeout のユニッ
ト。デフォルト値は
SECONDS です。

いいえ idle-timeout-unit

最大サイズ 古い bean をパッシベー
トするまでにこのキャッ
シュが保存する必要のあ
る bean の最大数。デ
フォルト値は 10000 で
す。

いいえ max-size:expr

Replicate でのイベント
のパッシベート

レプリケーションが
Bean でパッシベーショ
ンイベントをトリガーす
るかどうかを示します。
デフォルト値は true で
す。

いいえ passivate-events-on-
replicate
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.24.7. EAP7: Async サービスサービス

概要概要

表表3.2629 概要概要

説明： EJB3 非同期呼び出しサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2630

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2631

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドプール名 非同期呼び出しを処理す
るスレッドプールの名前

いいえ thread-pool-name

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.24.8. EAP7: IIOP サービスサービス

概要概要

表表3.2632 概要概要

説明： IIOP サービス

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2633

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2634

Name description 必須必須 内部名内部名
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デフォルトでは有効 true の場合は、デフォル
トで IIOP 経由で EJB が
公開される場合、デプロ
イメント記述子で明示的
に有効にする必要があり
ます。

いいえ enable-by-default

修飾名の使用 true の場合、EJB 名が
名前の先頭にアプリケー
ションとモジュール名
（例：
myapp/mymodule/MyEj
b）を使用して命名サー
ビスにバインドされま
す。

いいえ use-qualified-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.24.9. EAP7: リモートサービスリモートサービス

概要概要

表表3.2635 概要概要

説明： EJB3 リモートサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: チャネル作成オプションサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2636
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2637

Name description 必須必須 内部名内部名

connector Ref EJB3 リモーティング
チャネルが登録されるコ
ネクターの名前。

いいえ connector-ref

スレッドプール名 リモート呼び出しを処理
するスレッドプールの名
前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.24.9.1. EAP7: チャネル作成オプションサービスチャネル作成オプションサービス

概要

表表3.2638 概要概要

説明： EJB リモートチャネルの作成時に使用されるオプ
ション

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2639

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2640

Name description 必須必須 内部名内部名

type チャネル作成オプション
のタイプ

いいえ type

値 EJB リモートチャネル
作成オプションの値

いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.24.10. EAP7: タイマーサービスタイマーサービス

概要概要

表表3.2641 概要概要

説明： EJB タイマーサービス

シングルトン： ◯
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2642

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2643

Name description 必須必須 内部名内部名

path 永続的なタイマー情報を
保存するディレクトリー

いいえ path

相対値 タイマーデータストアの
場所の解決に使用される
相対パス

いいえ relative-to

スレッドプール名 タイマーサービス呼び出
しの実行に使用されるス
レッドプールの名前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.25. EAP7 - JMX サービスサービス
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概要概要

表表3.2644 概要概要

説明： JMX サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: リモーティングコネクターサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2645

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2646

Name description 必須必須 内部名内部名

モデルの表示 モデルコントローラーリ
ソースの MBean を含め
るには 'true' に設定しま
す。

いいえ show-model

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.4.1.25.1. EAP7: リモーティングコネクターサービスリモーティングコネクターサービス

概要概要

表表3.2647 概要概要

説明： リソースアダプターの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2648

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2649

Name description 必須必須 内部名内部名

管理エンドポイントの使
用

true の場合、コネクター
は管理エンドポイントを
使用します。そうでない
場合は、remoting サブ
システムを使用します。
デフォルト値は true で
す。

いいえ use-management-
endpoint

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.26. EAP7: リソースアダプターサービスリソースアダプターサービス

概要概要

表表3.2650 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: リソースアダプターサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2651

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.26.1. EAP7: リソースアダプターサービスリソースアダプターサービス

概要概要

表表3.2652 概要概要
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説明： リソースアダプターの設定。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: 管理オブジェクトサービス」

「EAP7: 接続定義サービス」

「EAP7: 設定プロパティーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2653

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2654

Name description 必須必須 内部名内部名

archive リソースアダプターアー
カイブを指定します。

◯ archive

beanvalidationgroups 使用する必要がある
Bean バリデーショング
ループを指定します。

いいえ beanvalidationgroups

Bootstrapcontext 使用する必要のあるブー
トストラップコンテキス
トの一意の名前を指定し
ます。

いいえ bootstrapcontext
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トランザクションサポー
ト

リソースアダプターのト
ランザクションサポート
レベルを指定します。

◯ transaction-support

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.26.1.1. EAP7: 管理オブジェクトサービス管理オブジェクトサービス

概要

表表3.2655 概要概要

説明： 管理オブジェクトを指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2656

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.2657

Name description 必須必須 内部名内部名

クラス名 管理された接続ファクト
リーまたは管理オブジェ
クトの完全修飾クラス名
を指定します。

◯ class-name

enabled リソースアダプターを有
効にするべきかどうかを
指定します。デフォルト
値は true です。

いいえ enabled

JNDI 名 接続ファクトリーまたは
管理オブジェクトの
JNDI 名を指定します。

いいえ jndi-name

Java コンテキストの使
用

false に設定するとオブ
ジェクトがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.26.1.2. EAP7: 接続定義サービス接続定義サービス

概要

表表3.2658 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: 設定プロパティーサービス」
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接続プロパティー

表表3.2659

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2660

Name description 必須必須 内部名内部名

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry:expr

割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis:expr

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis:expr
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タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis:expr

クラス名 管理された接続ファクト
リーまたは管理オブジェ
クトの完全修飾クラス名
を指定します。

◯ class-name

enabled リソースアダプターを有
効にするべきかどうかを
指定します。デフォルト
値は true です。

いいえ enabled

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値を変更するに
は、サーバーを再起動す
る必要があります。

いいえ idle-timeout-
minutes:expr

interleaving XA 接続のインターリー
ビングを有効にする要
素。デフォルト値は
false です。

いいえ interleaving

JNDI 名 接続ファクトリーまたは
管理オブジェクトの
JNDI 名を指定します。

いいえ jndi-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size:expr

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size:expr

リカバリーなし 接続プールがリカバリー
から除外されるべきであ
るかどうかを指定しま
す。

いいえ no-recovery

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。デフォ
ルト値は false です。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされて
いる必要があります。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ pad-xid

プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
デフォルト値は false で
す。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

リカバリーパスワード リカバリーに使用される
パスワード

いいえ recovery-password

リカバリープラグインク
ラス名

リカバリープラグイン実
装の完全修飾クラス名

いいえ recovery-plugin-class-
name

Name description 必須必須 内部名内部名
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リカバリープラグインプ
ロパティー

リカバリープラグインの
プロパティー

いいえ recovery-plugin-
properties

リカバリーセキュリ
ティードメイン

リカバリーに使用される
セキュリティードメイン

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーユーザー名 リカバリーに使用される
ユーザー名

いいえ recovery-username

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

セキュリティーアプリ
ケーション

プール内の接続を区別す
るために、アプリケー
ション提供パラメーター
（getConnection（user,
pw など）から）を使用
することを示します。

いいえ security-application

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

セキュリティードメイン
およびアプリケーション

プール内の接続を区別す
るために、アプリケー
ションが提供するパラ
メーター
（getConnection(user,
pw)）または
Subject（セキュリ
ティードメインから）が
使用されることを示しま
す。

いいえ security-domain-and-
application

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名
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高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとオブ
ジェクトがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock:expr

Xa リソースのラップ XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ wrap-xa-resource

XA リソースタイムアウ
ト

値は
XAResource.setTransact
ionTimeout（）に渡さ
れます（秒単位）。デ
フォルトはゼロです。

いいえ xa-resource-
timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2661 metrics

Name description

プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。
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プールのフラッシュアイド接続 プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

プール内の接続のテスト 接続を取得できるかどうかのテスト

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.26.1.2.1. EAP7: 設定プロパティーサービス設定プロパティーサービス

概要

表表3.2662 概要概要

説明： カスタム定義の設定プロパティー。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2663

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2664

Name description 必須必須 内部名内部名

値 カスタム定義の設定プロ
パティー値

いいえ 値
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.26.1.3. EAP7: 設定プロパティーサービス設定プロパティーサービス

概要

表表3.2665 概要概要

説明： カスタム定義の設定プロパティー。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2666

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2667

Name description 必須必須 内部名内部名

値 カスタム定義の設定プロ
パティー値

いいえ 値

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.27. EAP7: Infinispan サービスサービス

概要概要

表表3.2668 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: キャッシュコンテナーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2669

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.4.1.27.1. EAP7: キャッシュコンテナーサービスキャッシュコンテナーサービス

概要概要

表表3.2670 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: キャッシュサービス」

「EAP7: 分散キャッシュサービス」

「EAP7 - ローカルキャッシュサービス」

「EAP7: トランスポートサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2671

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2672 metrics

Name type description 内部名内部名

キャッシュマネージャー
のステータス

trait キャッシュマネージャー
コンポーネントのステー
タス。キャッシュマネー
ジャーが起動していない
場合は、null を返す可能
性があります。

cache-manager-status
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クラスター名 trait このノードが属するクラ
スターの名前。キャッ
シュマネージャーが起動
していない場合は、null
を返す可能性がありま
す。

cluster-name

コーディネーターアドレ
ス

trait クラスターのコーディ
ネーターの論理アドレ
ス。キャッシュマネー
ジャーが起動していない
場合は、null を返す可能
性があります。

coordinator-address

is Coordinator trait このノードがクラスター
のコーディネーターであ
る場合に該当します。
キャッシュマネージャー
が起動していない場合
は、null を返す可能性が
あります。

is-coordinator

ローカルアドレス trait ノードのローカルアドレ
ス。キャッシュマネー
ジャーが起動していない
場合は、null を返す可能
性があります。

local-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2673

Name description 必須必須 内部名内部名

aliases このキャッシュコンテ
ナーのエイリアスの一覧

いいえ aliases

デフォルトキャッシュ デフォルトの infinispan
キャッシュ

いいえ default-cache

JNDI 名 このキャッシュコンテ
ナーをバインドする jndi
名

いいえ jndi-name
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モジュール このキャッシュコンテ
ナーの設定をビルドする
ときにクラスローダーを
使用する必要があるモ
ジュール。デフォルト値
は
org.jboss.as.clustering.in
finispan です。

いいえ モジュール

statistics Enabled 有効にすると、この
キャッシュコンテナーの
統計が収集されます。

いいえ statistics-enabled

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.27.1.1. EAP7: キャッシュサービスキャッシュサービス

概要

表表3.2674 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2675

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2676 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティベーション measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

1 分あたりのアクティ
ベーション

measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

平均読み取り時間 measurement キャッシュ読み取りの平
均時間（ミリ秒単位）。
ヒット数およびミス数が
含まれます。キャッシュ
が起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

average-read-time

平均書き込み時間 measurement キャッシュ書き込みの平
均時間（ミリ秒単位）。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

average-write-time

キャッシュの状態 trait キャッシュコンポーネン
トのステータス。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

cache-status
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経過時間 measurement キャッシュの開始からの
時間（秒単位）。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

elapsed-time

Hits Ratio measurement キャッシュのヒット数/
下限の比率
(hits/hits+misses)。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

hit-ratio

Hits measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

1 分あたりのヒット数 measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

invalidations measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

1 分あたりの無効な数 measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

ミス数 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

ミス数/分 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

エントリー数 measurement キャッシュの現在のエン
トリー数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

number-of-entries

Name type description 内部名内部名
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パッシベーション measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

1 分あたりのパッシベー
ション

measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

書き込み速度の読み取り measurement キャッシュの読み取り/
書き込み比率
（(hits+misses)/stores
）。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

read-write-ratio

Hits の削除 measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

Remove Hits per Minute measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

ミスを削除 measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Remove Misses per
Minute

measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Name type description 内部名内部名
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Store measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

1 分間のストア measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

リセットの時間 measurement キャッシュ統計がリセッ
トされたため、時間（秒
単位）。キャッシュが起
動していない場合は null
を返す場合があります。

time-since-reset

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2677

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

mode クラスター化された
キャッシュモード、非同
期操作の場合は
ASYNC、同期操作の場
合は SYNC を設定しま
す。

◯ mode

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール
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キューのフラッシュ間隔 ASYNC モードでは、こ
の属性はレプリケーショ
ンキューのフラッシュを
実行するために使用する
非同期スレッドの頻度を
制御します。これは、ス
レッドウェイクアップ時
間（ミリ秒単位）を表す
正の整数である必要があ
ります。

いいえ queue-flush-interval

キューのサイズ ASYNC モードでは、こ
の属性を使用して、特定
のしきい値に達すると
キューのフラッシュをト
リガーできます。

いいえ queue-size

リモートタイムアウト SYNC モードでは、リ
モート呼び出しの実行時
に確認応答を待機するた
めにタイムアウト（ミリ
秒単位）が使用され、呼
び出しが中止され、例外
が発生します。

いいえ remote-timeout

キャッシュのタイプ キャッシュのタイプ ◯ __type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.27.1.2. EAP7: 分散キャッシュサービス分散キャッシュサービス

概要

表表3.2678 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2679

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2680 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティベーション measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

1 分あたりのアクティ
ベーション

measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

平均読み取り時間 measurement キャッシュ読み取りの平
均時間（ミリ秒単位）。
ヒット数およびミス数が
含まれます。キャッシュ
が起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

average-read-time
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平均書き込み時間 measurement キャッシュ書き込みの平
均時間（ミリ秒単位）。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

average-write-time

キャッシュの状態 trait キャッシュコンポーネン
トのステータス。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

cache-status

経過時間 measurement キャッシュの開始からの
時間（秒単位）。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

elapsed-time

Hits Ratio measurement キャッシュのヒット数/
下限の比率
(hits/hits+misses)。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

hit-ratio

Hits measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

1 分あたりのヒット数 measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

invalidations measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

1 分あたりの無効な数 measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

ミス数 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

Name type description 内部名内部名
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ミス数/分 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

エントリー数 measurement キャッシュの現在のエン
トリー数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

number-of-entries

パッシベーション measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

1 分あたりのパッシベー
ション

measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

書き込み速度の読み取り measurement キャッシュの読み取り/
書き込み比率
（(hits+misses)/stores
）。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

read-write-ratio

Hits の削除 measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

Remove Hits per Minute measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

Name type description 内部名内部名
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ミスを削除 measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Remove Misses per
Minute

measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Store measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

1 分間のストア measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

リセットの時間 measurement キャッシュ統計がリセッ
トされたため、時間（秒
単位）。キャッシュが起
動していない場合は null
を返す場合があります。

time-since-reset

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2681

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name
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L 1 ライフスパン L1 キャッシュに配置さ
れたエントリーの最大有
効期間。この要素は、
'distributed' キャッシュ
のインスタンスに L1
キャッシュ動作を設定し
ます。他のキャッシュ
モードでは、この要素は
無視されます。デフォル
ト値は 600000 です。

いいえ l1-lifespan

mode クラスター化された
キャッシュモード、非同
期操作の場合は
ASYNC、同期操作の場
合は SYNC を設定しま
す。

◯ mode

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

owners 各キャッシュエントリー
のクラスター全体のレプ
リカ数。デフォルト値は
2 です。

いいえ owners

キューのフラッシュ間隔 ASYNC モードでは、こ
の属性はレプリケーショ
ンキューのフラッシュを
実行するために使用する
非同期スレッドの頻度を
制御します。これは、ス
レッドウェイクアップ時
間（ミリ秒単位）を表す
正の整数である必要があ
ります。

いいえ queue-flush-interval

キューのサイズ ASYNC モードでは、こ
の属性を使用して、特定
のしきい値に達すると
キューのフラッシュをト
リガーできます。

いいえ queue-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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リモートタイムアウト SYNC モードでは、リ
モート呼び出しの実行時
に確認応答を待機するた
めにタイムアウト（ミリ
秒単位）が使用され、呼
び出しが中止され、例外
が発生します。

いいえ remote-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.27.1.3. EAP7 - ローカルキャッシュサービスローカルキャッシュサービス

概要

表表3.2682 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2683

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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表表3.2684 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティベーション measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

1 分あたりのアクティ
ベーション

measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

平均読み取り時間 measurement キャッシュ読み取りの平
均時間（ミリ秒単位）。
ヒット数およびミス数が
含まれます。キャッシュ
が起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

average-read-time

平均書き込み時間 measurement キャッシュ書き込みの平
均時間（ミリ秒単位）。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

average-write-time

キャッシュの状態 trait キャッシュコンポーネン
トのステータス。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

cache-status

経過時間 measurement キャッシュの開始からの
時間（秒単位）。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

elapsed-time
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Hits Ratio measurement キャッシュのヒット数/
下限の比率
(hits/hits+misses)。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

hit-ratio

Hits measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

1 分あたりのヒット数 measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

invalidations measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

1 分あたりの無効な数 measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

ミス数 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

ミス数/分 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

エントリー数 measurement キャッシュの現在のエン
トリー数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

number-of-entries

パッシベーション measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりのパッシベー
ション

measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

書き込み速度の読み取り measurement キャッシュの読み取り/
書き込み比率
（(hits+misses)/stores
）。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

read-write-ratio

Hits の削除 measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

Remove Hits per Minute measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

ミスを削除 measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Remove Misses per
Minute

measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Store measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

1 分間のストア measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

Name type description 内部名内部名
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リセットの時間 measurement キャッシュ統計がリセッ
トされたため、時間（秒
単位）。キャッシュが起
動していない場合は null
を返す場合があります。

time-since-reset

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2685

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.27.1.4. EAP7: トランスポートサービストランスポートサービス

概要

表表3.2686 概要概要

説明： このキャッシュコンテナーが使用するトランスポー
トの説明

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2687

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2688

Name description 必須必須 内部名内部名

channel このキャッシュコンテ
ナーのトランスポートの
チャネル。

いいえ channel

ロックタイムアウト トランスポートのロック
のタイムアウト。デフォ
ルト値は 240000 で
す。

いいえ lock-timeout

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.28. EAP7 - JGroups サービスサービス

概要概要

表表3.2689 概要概要
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説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2690

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2691

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのスタック 使用するデフォルトのス
タック

◯ default-stack

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.29. EAP7: リモーティングサービスリモーティングサービス

概要概要

表表3.2692 概要概要
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説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2693

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2694

Name description 必須必須 内部名内部名

ワーカー読み取りスレッ
ド

リモーティングワーカー
に対して作成する読み取
りスレッドの数。デフォ
ルト値は 1 です。

いいえ worker-read-threads

ワーカータスクコアス
レッド

リモーティングワーカー
のタスクスレッドプール
のコアスレッドの数。デ
フォルト値は 4 です。

いいえ worker-task-core-
threads

ワーカータスクキープア
ライブ

コアでないリモーティン
グワーカーのタスクス
レッドを有効のままにす
るミリ秒数。デフォルト
値は 60 です。

いいえ worker-task-keepalive
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ワーカータスクの制限 許可するリモーティング
ワーカータスクの最大
数。この数を超えるリ
モーティングワーカータ
スクは拒否されます。デ
フォルト値は 16384 で
す。

いいえ worker-task-limit

ワーカータスクの最大ス
レッド

リモーティングワーカー
のタスクスレッドプール
の最大スレッド数。デ
フォルト値は 16 です。

いいえ worker-task-max-
threads

ワーカー書き込みスレッ
ド

リモーティングワーカー
に対して作成する書き込
みスレッドの数。デフォ
ルト値は 1 です。

いいえ worker-write-threads

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.30. EAP7: Osgi サービスサービス

概要概要

表表3.2695 概要概要

説明： OSGi サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: 機能サービス」

「EAP7: Bundle Service」

「EAP7: プロパティーサービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2696

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2697

Name description 必須必須 内部名内部名

アクティベーション OSGi サブシステムのア
クティベーションフラ
グ。使用できる値は
lazy、eager です。デ
フォルト値は LAZY で
す。

いいえ アクティベーション

Startlevel OSGi Framework の現在
の開始レベル。この値を
変更すると、フレーム
ワークの開始レベルが変
わります。

いいえ startlevel

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2698 metrics

Name description

アクティベート OSGi サブシステムをアクティベートします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.4.1.30.1. EAP7: 機能サービス機能サービス

概要概要

表表3.2699 概要概要

説明： フレームワーク機能。ケイパビリティーは、
modules ディレクトリーの JBoss Module または
bundles ディレクトリーの OSGi バンドルにマップし
ます。このアイデンティティーは、モジュールまた
はバンドルのリソース識別子にマップします。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2700

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2701

Name description 必須必須 内部名内部名

Startlevel ケイパビリティーの開始
レベル。OSGi バンドル
でのみ指定できます。

いいえ startlevel

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.30.2. EAP7: Bundle Service

概要概要

表表3.2702 概要概要

説明： ランタイムバンドル情報。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2703

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2704

Name description 必須必須 内部名内部名

ID バンドル ID。 いいえ id

Startlevel バンドルの開始レベル。 いいえ startlevel

シンボリック名 バンドルシンボリック
名。

いいえ symbolic-name

version バンドルバージョン。 いいえ version

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2705 metrics

Name description

start バンドルを開始します。

stop バンドルを停止します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.30.3. EAP7: プロパティーサービスプロパティーサービス

概要概要

表表3.2706 概要概要

説明： プロパティー

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2707

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2708
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表表3.2708

Name description 必須必須 内部名内部名

値 プロパティーの値。 いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.31. EAP7: メールサービスメールサービス

概要概要

表表3.2709 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: メールセッションサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2710

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.31.1. EAP7: メールセッションサービスメールセッションサービス

概要概要

表表3.2711 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: SMTP メールサーバーサービス」

「EAP7: IMAP メールサーバーサービス」

「EAP7: POP3 メールサーバーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2712

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2713

Name description 必須必須 内部名内部名

debug javamail のデバッグを有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ debug
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from 送信時に設定されていな
い場合にデフォルトとし
て使用されるアドレスか
ら。

いいえ from

JNDI 名 メールセッションのバイ
ンド先の JNDI 名

いいえ jndi-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.31.1.1. EAP7: SMTP メールサーバーサービスメールサーバーサービス

概要

表表3.2714 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2715

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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NONE

設定プロパティー

表表3.2716

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

SMTP サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

◯ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.31.1.2. EAP7: IMAP メールサーバーサービスメールサーバーサービス

概要

表表3.2717 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2718
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2719

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

IMAP サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

◯ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.31.1.3. EAP7: POP3 メールサーバーサービスメールサーバーサービス

概要

表表3.2720 概要概要

説明：  

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

1926



シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2721

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2722

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

POP3 サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

◯ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32. EAP7: ActiveMQ メッセージングサービスメッセージングサービス

概要概要

表表3.2723 概要概要

説明： messaging サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ActiveMQ Artemis サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2724

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1. EAP7: ActiveMQ Artemis サービスサービス

概要概要

表表3.2725 概要概要
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説明： ActiveMQ Artemis ベースのメッセージングサブシス
テム

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - JMS Queue Service」

「EAP7: JMS トピックサービス」

「EAP7: 接続ファクトリーサービス」

「EAP7: プールされた接続ファクトリーサービス」

「EAP7: セキュリティー設定サービス」

「EAP7: アドレス設定サービス」

「EAP7: グルーピングハンドラーサービス」

「EAP7: アクセプターサービス」

「EAP7: コネクター(ActiveMQ)サービス」

「EAP7: VM アクセプターサービスで」

「EAP7: VM コネクターサービスで」

「EAP7: リモートアクセプターサービス」

「EAP7: リモートコネクターサービス」

「EAP7: サービスを迂回する」

「EAP7: キューサービス」

「EAP7: コアアドレスサービス」

「EAP7: クラスター接続サービス」

「EAP7: ブロードキャストグループサービス」

「EAP7: パスサービス」

「EAP7: Bridge サービス」

「EAP7 - 検出グループサービス」

「EAP7: コネクターサービス」

「EAP7: ランタイムキューサービス」

接続プロパティー接続プロパティー
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表表3.2726

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2727 metrics

Name type description 内部名内部名

Active trait サーバーがアクティブ
（および接続を許可）ま
たはパッシブ（バック
アップモードでフェイル
オーバーを待機）してい
るかどうか。

Active

Started trait このサーバーが起動して
いるかどうか。

Started

version trait サーバーのバージョン。 version

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2728

Name description 必須必須 内部名内部名

Async 接続実行が有効に
なっている

サーバー上の着信パケッ
トをスレッドプールから
スレッドに送信すべきか
どうか。False（リモー
ティングスレッドで処理
する必要がある場合）。
デフォルト値は true で
す。

いいえ async-connection-
execution-enabled
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クラスターパスワード クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
パスワード。デフォルト
値は CHANGE ME!! で
す。

いいえ cluster-password

クラスターユーザー クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
ユーザー。デフォルト値
は
ACTIVEMQ.CLUSTER.A
DMIN.USER です。

いいえ cluster-user

connection Ttl
Override:expr

設定した場合、ping を
受信せずに接続を維持す
るための（ミリ秒単位）
を上書きします。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ connection-ttl-
override:expr

Create Bindings Dir サーバーが起動時に
bindings ディレクトリー
を作成するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ create-bindings-dir

ジャーナルダーの作成 サーバーが起動時に
ジャーナルディレクト
リーを作成するかどう
か。デフォルト値は
true です。

いいえ create-journal-dir

ID キャッシュサイズ：
expr

メッセージ ID を事前作
成するためのキャッシュ
のサイズ。デフォルト値
は 20000 です。

いいえ id-cache-size:expr

受信インターセプター このサーバーによって使
用される受信インターセ
プタークラスの一覧。

いいえ incoming-interceptors

JMX ドメイン MBeanServer に内部
ActiveMQ MBean を登
録するために使用される
JMX ドメイン。デフォ
ルト値は
org.apache.activemq.art
emis です。

いいえ jmx-domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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JMX 管理が有効になっ
ている

ActiveMQ が JMX を介
して内部管理 API を公開
するかどうか。これらの
MBean にアクセスする
と設定の一貫性がなくな
るため、これは推奨され
ません。デフォルト値は
false です。

いいえ jmx-management-
enabled

ジャーナルバッファーサ
イズ：expr

ジャーナルの内部バッ
ファーのサイズ。

いいえ journal-buffer-size:expr

ジャーナルバッファータ
イムアウト：expr

ジャーナルの内部バッ
ファーのフラッシュに使
用されるタイムアウト
（ナノ秒）。

いいえ journal-buffer-
timeout:expr

journal Compact Min
Files:expr

圧縮開始前のジャーナル
データファイルの最小
数。デフォルト値は 10
です。

いいえ journal-compact-min-
files:expr

journal Compact
Percentage:expr

ジャーナルを圧縮するこ
とを検討するライブデー
タのパーセンテージ。デ
フォルト値は 30 です。

いいえ journal-compact-
percentage:expr

ジャーナルファイルサイ
ズ：expr

各ジャーナルファイルの
サイズ（バイト単位）。
デフォルト値は
10485760 です。

いいえ journal-file-size:expr

journal Max Io:expr AIO キューに常時存在で
きる書き込み要求の最大
数。

いいえ journal-max-io:expr

ジャーナルの最小ファイ
ル：expr

事前作成するジャーナル
ファイルの数。デフォル
ト値は 2 です。

いいえ journal-min-files:expr

ジャーナルプールファイ
ル：expr

再利用可能なジャーナル
ファイルの数。
ActiveMQ は必要な数の
ファイルを作成します
が、ファイルを回収する
際には値に縮小されます
（-1 は無制限を意味しま
せん）。デフォルト値は
-1 です。

いいえ journal-pool-files:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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ジャーナル同期非トラン
ザクション

クライアントに応答を返
す前に、非トランザク
ションデータをジャーナ
ルに同期するのを待機す
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ journal-sync-non-
transactional

ジャーナル同期トランザ
クション

クライアントに応答を返
す前にトランザクション
データをジャーナルに同
期するのを待機するかど
うか。デフォルト値は
true です。

いいえ journal-sync-
transactional

ジャーナルのタイプ 使用するジャーナルのタ
イプ。デフォルト値は
ASYNCIO です。

いいえ journal-type

ログジャーナルの書き込
み速度

ジャーナルの書き込み
レートとフラッシュレー
トを定期的にログに記録
するかどうか。デフォル
ト値は false です。

いいえ log-journal-write-rate

管理アドレス 管理メッセージを送信す
るアドレス。デフォルト
値は
jms.queue.activemq.man
agement です。

いいえ management-address

管理通知アドレス コンシューマーがバイン
ドして管理通知を受信す
るアドレスの名前。デ
フォルト値は
activemq.notifications
です。

いいえ management-
notification-address

メモリー測定間隔：expr ミリ秒単位の JVM メモ
リーのサンプル頻度（ま
たは -1（メモリーサンプ
リングを無効にする場
合））。デフォルト値は
-1 です。

いいえ memory-measure-
interval:expr

Memory Warning
Threshold:expr

利用可能なメモリーの割
合（超過した場合）は警
告ログになります。デ
フォルト値は 25 です。

いいえ memory-warning-
threshold:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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Message Counter Max
Day History:expr

メッセージカウンター履
歴を保持する日数。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ message-counter-max-
day-history:expr

メッセージカウンターサ
ンプル期間：expr

メッセージカウンターに
使用するサンプル期間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 10000 です。

いいえ message-counter-
sample-period:expr

メッセージの有効期限：
expr

期限切れのメッセージを
スキャンする頻度（ミリ
秒単位）。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ message-expiry-scan-
period:expr

メッセージの有効期限ス
レッド優先度：expr

スレッドが期限切れにす
るメッセージの優先度。
デフォルト値は 3 です。

いいえ message-expiry-thread-
priority:expr

発信インターセプター このサーバーによって使
用される送信インターセ
プタークラスの一覧。

いいえ outgoing-interceptors

Vm セキュリティーの
オーバーライド

ActiveMQ サーバーが
in-vm 接続のセキュリ
ティー認証情報を上書き
するかどうか。デフォル
ト値は true です。

いいえ override-in-vm-security

Page Max Concurrent
Io:expr

ページングに許可される
同時読み取りの最大数。
デフォルト値は 5 です。

いいえ page-max-concurrent-
io:expr

perf Blast Pages:expr TODO。デフォルト値は
-1 です。

いいえ perf-blast-pages:expr

配信前の配信数の永続化 配信数が配信前に永続化
されるかどうか。False
は、メッセージがキャン
セルされた後にのみ発生
することを意味します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ persist-delivery-count-
before-delivery

アイデンティティー
キャッシュの永続化

ID がジャーナルに永続
化されるかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persist-id-cache

Name description 必須必須 内部名内部名
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persistence Enabled サーバーが永続にファイ
ルベースのジャーナルを
使用するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persistence-enabled

同期速度テストの実行 起動時に、ディスクを同
期する際の診断テストを
実行するかどうか。パ
フォーマンスの問題を判
断する際に便利です。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ run-sync-speed-test

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ：
expr

メインのスケジュールス
レッドプールがあるス
レッドの数。デフォルト
値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

セキュリティードメイン ユーザーおよびロール情
報の検証に使用するセ
キュリティードメイン。
デフォルト値は other で
す。

いいえ security-domain

Security Enabled セキュリティーが有効に
なっているかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ security-enabled

Security Invalidation
Interval:expr

セキュリティーキャッ
シュを無効にするまで待
機する時間（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
10000 です。

いいえ security-invalidation-
interval:expr

Server Dump
Interval:expr

基本的なランタイム情報
をサーバーログにダンプ
する頻度。1 未満の値を
指定するとこの機能が無
効になります。デフォル
ト値は -1 です。

いいえ server-dump-
interval:expr

statistics Enabled メッセージカウンターな
どの統計の収集が有効で
あるかどうか。デフォル
ト値は false です。

いいえ statistics-enabled

Name description 必須必須 内部名内部名
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スレッドプール最大サイ
ズ：expr

メインスレッドプールの
スレッド数。-1 は無制限
を意味します。デフォル
ト値は 30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

transaction
Timeout:expr

作成後にトランザクショ
ンをリソースマネー
ジャーから削除するまで
の時間（ミリ秒単位）。
デフォルト値は
300000 です。

いいえ transaction-
timeout:expr

トランザクションタイム
アウトスキャンの間隔：
expr

タイムアウトトランザク
ションをスキャンする頻
度（ミリ秒単位）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ transaction-timeout-
scan-period:expr

Wild Card Routing
Enabled

サーバーがワイルドカー
ドルーティングをサポー
トするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ wild-card-routing-
enabled

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2729 metrics

Name description

アドレスの接続を閉じる リモートアドレスに指定された IP アドレスが含まれ
るこのサーバーに接続されているクライアントの接
続をすべて閉じます。

ユーザーの接続を閉じる 指定したユーザー名で、このサーバーに接続されて
いるクライアントのすべての接続を閉じます。

アドレスのコンシューマー接続を閉じる 指定されたアドレスにバインドされたキューから消
費されるコンシューマーのすべての接続を閉じま
す。

コミットの準備済みトランザクション ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
コミットします。
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ジャーナルのエクスポート ジャーナルを XML ファイルにエクスポートする

強制フェイルオーバー メッセージングサーバーが強制的に停止し、クライ
アントにフェイルオーバーを通知します。

GET address settings as JSON（JSON としてアドレ
ス設定を取得）

アドレス設定を、一致するアドレスの JSON 文字列
として返します。

コネクターを JSON として取得 コネクター情報が含まれる JSON 文字列で、この
サーバーに設定されたコネクターを返します。

最後に送信されたメッセージ ID を取得します。 指定のセッションから指定のアドレスに送信された
最後のメッセージの ID を返します。

ロールの取得 特定のアドレスが一致するセキュリティーロールを
取得します。

get roles as JSON 特定のアドレス一致のロール（JSON 文字列とし
て）を取得します。

セッション作成時間の取得 セッションの作成時間を取得します。

ジャーナルのインポート XML ファイルをジャーナルにインポートする

list add list 属性へのエントリーの追加

すべてのコンシューマーを JSON として一覧表示 すべてのコンシューマーを一覧表示します。

list clear list 属性からすべてのエントリーを消去します。

接続 ID の一覧表示 には、このサーバーに接続されたすべての接続の ID
を一覧表示します。

JSON として接続を一覧表示 すべての JMS 接続を表示します。

JSON としてコンシューマーを一覧表示 接続 ID で指定された JMS Connection に属するすべ
てのコンシューマーを一覧表示します。

list get list 属性からエントリーを取得します。

ヒューリスティックコミットされたトランザクショ
ンの一覧表示

ヒューリスティックにコミットされたトランザク
ションを一覧表示します。

ヒューリスティックにロールバックされたトランザ
クションの一覧表示

ヒューリスティックにロールバックされたトランザ
クションを一覧表示します。

Name description
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準備済みトランザクションの詳細を HTML として一
覧表示

では、日付順に並べ替えられた準備済みトランザク
ションをすべて HTML 形式で一覧表示します。

JSON として準備済みトランザクションの詳細を一
覧表示

では、日付順に並べ替えられた準備済みトランザク
ションをすべて JSON 形式で一覧表示します。

準備済みトランザクション JMS の詳細を HTML とし
て一覧表示

日付順に並べ替えられた準備済みトランザクション
をすべて HTML 形式で表示します。

準備済みトランザクション JMS の詳細を JSON とし
て一覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて JSON 形式で表示します。

準備済みトランザクションの一覧表示 最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて表示します。

プロデューサー情報を JSON として一覧表示 すべてのセッションについて、JSON のシリアライ
ズを使用してメッセージプロデューサーに関する情
報を一覧表示します。

リモートアドレスの一覧を表示する 指定のアドレスに接続されたすべてのクライアント
のアドレスを一覧表示します。ip-address 引数を指
定すると、リモートアドレス文字列に指定の ip-
address 文字列が含まれるクライアントのみが返され
ます。

list remove list 属性からエントリーを削除します。

セッションの一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。

セッションを JSON として一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。

ターゲット宛先の一覧表示 指定したセッションがメッセージを送信したアドレ
スをすべて表示します。

map clear map 属性からすべてのエントリーを消去します。

map get map 属性からエントリーを取得します。

map put 属性マップへのエントリーの追加

map remove map 属性からエントリーを削除します。

クエリー リソースのクエリー

Name description
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すべてのメッセージカウンター履歴をリセット すべてのメッセージカウンター履歴をリセットしま
す。

すべてのメッセージカウンターのリセット すべてのメッセージカウンターをリセットします。

アドレス設定の解決 アドレス設定の ActiveMQ 階層を使用してアドレス
設定を解決します。

ロールバック準備済みトランザクション ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
ロールバックします。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.1. EAP7 - JMS Queue Service

概要

表表3.2730 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2731

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2732 metrics
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Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count

デッドレターアドレス trait デッドメッセージの送信
先アドレス。

dead-letter-address

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

期限切れアドレス trait 期限切れのメッセージを
送信するアドレス。

expiry-address

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2733

Name description 必須必須 内部名内部名
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durable キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ durable

entries キューがバインドされる
jndi 名。

◯ entries

selector キューセレクター。 いいえ selector

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2734 metrics

Name description

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。削除されたメッセージの数を返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

List Add list 属性へのエントリーの追加

ListClear list 属性からすべてのエントリーを消去します。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

配信メッセージの一覧表示 現在配信されているメッセージを一覧表示します。
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メッセージの Json としての配信の一覧表示 現在メッセージが JSON 形式の文字列として配信さ
れている一覧

List Get list 属性からエントリーを取得します。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

map clear map 属性からすべてのエントリーを消去します。

map Get map 属性からエントリーを取得します。

map Put 属性マップへのエントリーの追加

map Remove map 属性からエントリーを削除します。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

Name description
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resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.2. EAP7: JMS トピックサービストピックサービス

概要

表表3.2735 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2736

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2737 metrics

Name type description 内部名内部名
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配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

永続メッセージ数 measurement このトピックのすべての
永続的サブスクライバー
に対するメッセージの
数。

durable-message-count

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement このトピックの永続的サ
ブスクライバーの数。

durable-subscription-
count

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

実行中でないメッセージ
数

measurement このトピックのすべての
非永続的サブスクライ
バーに対するメッセージ
の数。

non-durable-message-
count

実行中でないサブスクリ
プション数

measurement このトピックの非永続的
サブスクライバーの数。

non-durable-
subscription-count

サブスクリプション数 measurement このトピックの（永続的
および非永続的）サブス
クライバーの数。

subscription-count

temporary trait トピックが一時的である
かどうか。

temporary

トピックのアドレス trait トピックが参照するアド
レス。

topic-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2738
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Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

◯ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2739 metrics

Name description

サブスクリプションのメッセージ数 指定のサブスクリプションのフィルターに一致する
メッセージ数をカウントします。

すべてのサブスクリプションの削除 このトピックからすべてのサブスクリプションを削
除します。

持続可能なサブスクリプションの削除 永続的なサブスクリプションのドロップ

すべてのサブスクリプションの一覧表示 サブスクリプションを一覧表示します。

すべてのサブスクリプションを JSON として一覧表
示

JSON 形式の文字列としてサブスクリプションを一
覧表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

永続性のあるサブスクリプションを JSON として一
覧表示

永続的なサブスクリプションのみを JSON 形式で文
字列として表示します。

サブスクリプションのメッセージ一覧の表示 指定のサブスクリプションのメッセージをすべて表
示します。

JSON としてのサブスクリプションのメッセージ一
覧の表示

指定されたサブスクリプションのメッセージをすべ
て JSON 形式で文字列として一覧表示します。

永続的でないサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

非永続的なサブスクリプションを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として、非永続サブスクリプ
ションのみを一覧表示します。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。
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パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.3. EAP7: 接続ファクトリーサービス接続ファクトリーサービス

概要

表表3.2740 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2741

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2742

Name description 必須必須 内部名内部名

自動グループ メッセージのグループ化
が自動的に使用されるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge
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永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send

実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send

大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

Call failover
Timeout:expr

フェイルオーバー時に使
用するタイムアウトはプ
ロセス中（ms 単位）で
す。デフォルト値は -1
です。

いいえ call-failover-
timeout:expr

Call Timeout:expr 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout:expr

Client Failure Check
period:expr

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period:expr

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

大きなメッセージの圧縮 大きいメッセージを圧縮
すべきかどうか。デフォ
ルト値は false です。

いいえ compress-large-
messages

確認ウィンドウサイズ：
expr

確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.apache.activemq.art
emis.api.core.client.load
balance.RoundRobinCon
nectionLoadBalancingP
olicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

connection Ttl:expr コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl:expr

コネクター コネクターを定義しま
す。これらはコネクター
名（未定義の値を持つ）
によってマップに保存さ
れます。この属性を書き
込むときにコネクター名
のリストを渡すことがで
きます。

いいえ コネクター

consumer Max Rate:expr コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-
rate:expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ：expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-
size:expr

検出グループ 検出グループ名。 いいえ discovery-group

DUPS Ok Batch
Size:expr

重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size:expr

entries 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

ファクトリータイプ 接続ファクトリーのタイ
プ。デフォルト値は
GENERIC です。

いいえ factory-type

Name description 必須必須 内部名内部名
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初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

max Retry Interval:expr 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval:expr

大きいメッセージの最小
サイズ：expr

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-
size:expr

事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサー Max
Rate:expr

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate:expr

producer Window
Size:expr

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-
size:expr

reconnect
Attempts:expr

再接続試行回数。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ reconnect-
attempts:expr

retry Interval:expr 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval:expr

Retry Interval
Multiplier:expr

再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-
multiplier:expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ：
expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

スレッドプール最大サイ
ズ：expr

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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トランザクションバッチ
サイズ：expr

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-
size:expr

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.4. EAP7: プールされた接続ファクトリーサービスプールされた接続ファクトリーサービス

概要

表表3.2743 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2744

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2745

Name description 必須必須 内部名内部名

自動グループ メッセージのグループ化
が自動的に使用されるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send

実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send

大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

Call failover
Timeout:expr

フェイルオーバー時に使
用するタイムアウトはプ
ロセス中（ms 単位）で
す。デフォルト値は -1
です。

いいえ call-failover-
timeout:expr

Call Timeout:expr 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout:expr

Client Failure Check
period:expr

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period:expr

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

大きなメッセージの圧縮 大きいメッセージを圧縮
すべきかどうか。デフォ
ルト値は false です。

いいえ compress-large-
messages
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確認ウィンドウサイズ：
expr

確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size:expr

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.apache.activemq.art
emis.api.core.client.load
balance.RoundRobinCon
nectionLoadBalancingP
olicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

connection Ttl:expr コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl:expr

コネクター コネクターを定義しま
す。これらはコネクター
名（未定義の値を持つ）
によってマップに保存さ
れます。この属性を書き
込むときにコネクター名
のリストを渡すことがで
きます。

いいえ コネクター

consumer Max Rate:expr コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-
rate:expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ：expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-
size:expr

検出グループ 検出グループ名。 いいえ discovery-group

DUPS Ok Batch
Size:expr

重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size:expr

entries 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

Name description 必須必須 内部名内部名
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初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

max Retry Interval:expr 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval:expr

大きいメッセージの最小
サイズ：expr

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-
size:expr

事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサー Max
Rate:expr

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate:expr

producer Window
Size:expr

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-
size:expr

プロトコルマネージャー
ファクトリー

この接続ファクトリーに
よって使用されるプロト
コルマネージャーファク
トリー。

いいえ protocol-manager-
factory

reconnect
Attempts:expr

再接続試行回数。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ reconnect-
attempts:expr

retry Interval:expr 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval:expr

Retry Interval
Multiplier:expr

再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-
multiplier:expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ：
expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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スレッドプール最大サイ
ズ：expr

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

トランザクションバッチ
サイズ：expr

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-
size:expr

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.5. EAP7: セキュリティー設定サービスセキュリティー設定サービス

概要

表表3.2746 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: ロールサービス」

接続プロパティー

表表3.2747

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.5.1. EAP7: ロールサービスロールサービス

概要

表表3.2748 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2749

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2750
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Name description 必須必須 内部名内部名

消費 パーミッションにより、
ユーザーは一致するアド
レスにバインドされた
キューからのメッセージ
を消費することができま
す。デフォルト値は
false です。

◯ 消費

プロデューサーキューの
作成

このパーミッションによ
り、ユーザーは永続
キューを作成できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ create-durable-queue

プロデューサー以外の
キューの作成

このパーミッションによ
り、ユーザーは一時
キューを作成できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ create-non-durable-
queue

プロデューサーキューの
削除

このパーミッションによ
り、ユーザーは永続
キューを削除できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ delete-durable-queue

実行中でないキューの削
除

このパーミッションによ
り、ユーザーは一時
キューを削除できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ delete-non-durable-
queue

管理 このパーミッションによ
り、ユーザーは管理アド
レスに管理メッセージを
送信して管理操作を実行
できます。デフォルト値
は false です。

◯ 管理

send このパーミッションによ
り、ユーザーは一致する
アドレスにメッセージを
送信できます。デフォル
ト値は false です。

◯ send

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.6. EAP7: アドレス設定サービスアドレス設定サービス

概要

表表3.2751 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2752

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2753

Name description 必須必須 内部名内部名

Address Full Policy max-size-bytes が指定
されているアドレスが満
杯になると発生する内容
を決定します。
（page、DROP、または
BLOCK）。デフォルト
値は PAGE です。

いいえ address-full-policy
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デッドレターアドレス デッドレターアドレス いいえ dead-letter-address

期限切れアドレス 期限切れのメッセージを
送信する場所を定義しま
す。

いいえ expiry-address

最後の値キュー キューが最後の値のみを
使用するかどうかを定義
します。デフォルト値は
false です。

いいえ last-value-queue

最大配信試行回数 dead-letter-address に
送信する前にキャンセル
メッセージを再配信でき
る回数を定義します。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ max-delivery-attempts

最大サイズバイト数 最大バイトサイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-size-bytes

メッセージカウンター履
歴日の制限

メッセージカウンター履
歴の日付制限。デフォル
ト値は 0 です。

いいえ message-counter-
history-day-limit

ページ最大キャッシュサ
イズ

ページングナビゲーショ
ン中に IO を最適化する
ためにメモリー内に保持
するページファイルの
数。デフォルト値は 5 で
す。

いいえ page-max-cache-size

ページサイズバイト ページングサイズ。デ
フォルト値は 10485760
です。

いいえ page-size-bytes

redelivery Delay キャンセルメッセージを
再配信するまでの待機時
間を定義します。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ redelivery-delay

再分配遅延 キューの最後のコン
シューマーが閉じられて
からメッセージを再分配
するまでの待機時間を定
義します。デフォルト値
は -1 です。

いいえ redistribution-delay

Name description 必須必須 内部名内部名
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ルートなしの Dla への送
信

このパラメーターがその
アドレスの true に設定
される場合、メッセージ
がどのキューにもルー
ティングされないと、そ
のアドレスのデッドレ
ターアドレス(DLA)に送
信されます（存在する場
合）。デフォルト値は
false です。

いいえ send-to-dla-on-no-
route

自動作成 Jms キュー JMS プロデューサーま
たはコンシューマーがこ
のようなキューを使用し
ようとするときに、
ActiveMQ が address-
settings 一致に対応する
JMS キューを自動的に
作成するかどうかを決定
します。

いいえ auto-create-jms-queues

Jms キューの自動削除 自動作成された JMS
キューにコンシューマー
やメッセージがない場合
に ActiveMQ が自動的に
削除するかどうかを決定
します。

いいえ auto-delete-jms-queues

期限切れ遅延 デフォルトの有効期限を
使用してメッセージに使
用される有効期限を定義
します。

いいえ expiry-delay

最大再配信遅延 redelivery-delay の最大
値（ミリ秒単位）。

いいえ max-redelivery-delay

redelivery Multiplier redelivery-delay パラ
メーターに適用する乗
数。

いいえ redelivery-multiplier

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.1.32.1.7. EAP7: グルーピングハンドラーサービスグルーピングハンドラーサービス

概要

表表3.2754 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2755

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2756

Name description 必須必須 内部名内部名

ハンドラーのグルーピン
グアドレス

クラスター接続および使
用するアドレスへの参
照。

◯ grouping-handler-
address

timeout 処理を決定するまで待機
する時間。このタイムア
ウトに達すると、順序付
けが厳格に保持されるよ
うにするには、送信中に
例外が発生します。デ
フォルト値は 5000 で
す。

いいえ timeout
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type ハンドラーが、処理の決
定を行うクラスターの単
一の 'Local' ハンドラー
であるか、ローカルハン
ドラーと対話する
'Remote' ハンドラーで
あるか。

いいえ type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.8. EAP7: アクセプターサービスアクセプターサービス

概要

表表3.2757 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.2758

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.2759 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait このアクセプターが起動
しているかどうか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2760

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス ファクトリークラス。 ◯ factory-class

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2761 metrics

Name description

start アクセプターを起動します。

stop アクセプターを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.8.1. EAP7: Param サービスサービス

概要

表表3.2762 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2763

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2764

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.9. EAP7: コネクターコネクター(ActiveMQ)サービスサービス

概要

表表3.2765 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.2766

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2767

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス ファクトリークラス。 ◯ factory-class

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.9.1. EAP7: Param サービスサービス

概要
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表表3.2768 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2769

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2770

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.10. EAP7: VM アクセプターサービスでアクセプターサービスで

概要

表表3.2771 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.2772

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2773 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait 停止または開始するかど
うか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2774

Name description 必須必須 内部名内部名

サーバー ID サーバー ID。 ◯ server-id

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations

表表3.2775 metrics

Name description

start アクセプターを起動します。

stop アクセプターを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.10.1. EAP7: Param サービスサービス

概要

表表3.2776 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2777

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2778
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Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.11. EAP7: VM コネクターサービスでコネクターサービスで

概要

表表3.2779 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.2780

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2781
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Name description 必須必須 内部名内部名

サーバー ID サーバー ID。 ◯ server-id

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.11.1. EAP7: Param サービスサービス

概要

表表3.2782 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2783

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2784
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Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.12. EAP7: リモートアクセプターサービスリモートアクセプターサービス

概要

表表3.2785 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.2786

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2787 metrics
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Name type description 内部名内部名

Started trait このアクセプターが起動
しているかどうか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2788

Name description 必須必須 内部名内部名

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2789 metrics

Name description

start アクセプターを起動します。

stop アクセプターを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.12.1. EAP7: Param サービスサービス

概要

表表3.2790 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2791

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2792

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.13. EAP7: リモートコネクターサービスリモートコネクターサービス

概要

表表3.2793 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
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「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.2794

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2795

Name description 必須必須 内部名内部名

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.13.1. EAP7: Param サービスサービス

概要

表表3.2796 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.2797

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2798

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.14. EAP7: サービスを迂回するサービスを迂回する

概要

表表3.2799 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.2800

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2801

Name description 必須必須 内部名内部名

迂回アドレス 迂回元アドレス ◯ divert-address

exclusive 迂回が排他的であるかど
うか。メッセージが新し
いアドレスに迂回され、
古いアドレスにはまった
く送信されないことを意
味します。デフォルト値
は false です。

いいえ exclusive

filter オプションのフィルター
文字列。指定されたフィ
ルター式に一致するメッ
セージのみが迂回されま
す。フィルター文字列
は、ActiveMQ Artemis
ドキュメントで説明され
ている ActiveMQ
Artemis フィルター式構
文に従います。

いいえ filter

転送アドレス 迂回先のアドレス ◯ forwarding-address

ルーティング名 迂回のルーティング名 いいえ routing-name
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トランスフォーマークラ
ス名

迂回前にメッセージのボ
ディーまたはプロパ
ティーを変更するために
使用されるクラスの名
前。

いいえ transformer-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.15. EAP7: キューサービスキューサービス

概要

表表3.2802 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2803

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2804 metrics
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Name type description 内部名内部名

ID trait キューの ID。 id

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2805

Name description 必須必須 内部名内部名

durable キューが永続化されるか
どうかを定義します。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ durable

filter キューメッセージのフィ
ルター定義。未定義また
は空のフィルターはすべ
てのメッセージに一致し
ます。

いいえ filter

キューアドレス ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

◯ queue-address

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2806 metrics

Name description
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メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

スケジュールされたメッセージの一覧 配信スケジュールされたメッセージを一覧表示しま
す。

スケジュールされたメッセージを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として配信するようスケジュー
ルされたメッセージを一覧表示します。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

Name description
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メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.16. EAP7: コアアドレスサービスコアアドレスサービス

概要

表表3.2807 概要概要

説明： ActiveMQ アドレスを表すランタイムのみのリソー
ス。ゼロ以上のキューは単一のアドレスにバインド
できます。メッセージがルーティングされると、
メッセージのアドレスにバインドされたキューの
セットにルーティングされます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2808
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2809

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディング名 このアドレスにバインド
されるすべてのバイン
ディングの名前（キュー
および迂回の両方）。

◯ binding-names

ページあたりのバイト数 このアドレスの各ページ
によって使用されるバイ
ト数。

◯ number-of-bytes-per-
page

ページ数 このアドレスによって使
用されるページ数。

◯ number-of-pages

キュー名 アドレスに関連付けられ
たキューの名前。

◯ queue-names

roles アドレスに関連付けられ
たセキュリティーロール
（名前およびパーミッ
ション）の一覧。

◯ roles

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.1.32.1.17. EAP7: クラスター接続サービスクラスター接続サービス

概要

表表3.2810 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2811

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2812 metrics

Name type description 内部名内部名

ノード ID trait このクラスター接続に
よって使用されるノード
ID。

node-id

Started trait クラスター接続を開始す
るかどうか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2813

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1981



Name description 必須必須 内部名内部名

呼び出しタイムアウト クラスター接続によるリ
モート呼び出しのタイム
アウト（ミリ秒単位）。
デフォルト値は 30000
です。

いいえ call-timeout

チェック期間 クライアント障害チェッ
クの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
30000 です。

いいえ check-period

クラスター接続アドレス 各クラスター接続は、こ
の値で始まるアドレスに
送信されるメッセージの
みに適用されます。

◯ cluster-connection-
address

確認ウィンドウのサイズ ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。デフォル
ト値は 1048576 です。

いいえ confirmation-window-
size

接続 Ttl クラスター接続で使用さ
れる接続が正常であると
見なされる最大時間（ミ
リ秒単位）。デフォルト
値は 60000 です。

いいえ connection-ttl

connector Ref ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。

◯ connector-ref

検出グループ名 このクラスター接続が接
続を確立するクラスター
内の他のサーバーのリス
トを取得するために使用
される検出グループ。
「static-connectors」が
定義されている場合は、
未定義(null)である必要
があります。

いいえ discovery-group-name
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コンシューマーがない場
合の forward

一致するか、他のノード
にあるかに関係なく、ク
ラスターの他のノード間
でメッセージが分散され
るラウンドロビンである
かどうか。false（デ
フォルト）に設定する
と、転送先のアドレスに
コンシューマーが含まれ
るキューがあり、それら
のセレクターの少なくと
も 1 つがメッセージフィ
ルター（セレクター）が
ある場合に限り、
ActiveMQ Artemis はク
ラスターの他のノードに
メッセージを転送しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ forward-when-no-
consumers

最大 Hops メッセージの転送最大回
数。ActiveMQ Artemis
は、チェーンの中間とし
て他の ActiveMQ
Artemis サーバーと間接
的にのみ接続される可能
性のあるノードにメッ
セージを負荷分散するよ
うに設定することもでき
ます。デフォルト値は 1
です。

いいえ max-hops

最大再試行間隔 接続を再試行するために
使用される最大間隔。デ
フォルト値は 2000 で
す。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

メッセージの最小サイズ
（バイト単位）。メッ
セージが大きいメッセー
ジとみなされるまでの最
小サイズ（バイト単
位）。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

Reconnect Attempts 断念してシャットダウン
するまでにブリッジが行
う再接続試行の総回数。
-1 の値は、無制限の試行
回数を示します。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ reconnect-attempts

Name description 必須必須 内部名内部名
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Retry Interval ターゲットサーバーへの
接続に失敗した場合の後
続の再接続試行の間隔
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 500 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 最後の再試行から次の再
試行までの時間を計算す
るために時間に適用する
乗数。これにより、再試
行の間隔に指数バックオ
フを実装することができ
ます。デフォルト値は
1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

静的コネクター このクラスター接続が接
続を確立するコネクター
の静的に定義されたリス
ト。'discovery-group-
name' が定義されている
場合は、未定義(null)で
ある必要があります。

いいえ static-
connectors:nullable

重複検出の使用 ブリッジが、転送する各
メッセージに重複 ID プ
ロパティーを自動的に挿
入するかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ use-duplicate-detection

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2814 metrics

Name description

ノードの取得 このクラスター接続に接続されたノードのマップを
返します。ここで、キーはノード ID と値になりま
す。これは、ノードへの接続に使用されるアドレス
になります。

start クラスター接続を開始します。

stop クラスター接続を停止します。
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パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.18. EAP7: ブロードキャストグループサービスブロードキャストグループサービス

概要

表表3.2815 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2816

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2817 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait ブロードキャストグルー
プを起動するかどうか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2818
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Name description 必須必須 内部名内部名

ブロードキャスト期間 連続するブロードキャス
トの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
2000 です。

いいえ broadcast-period

コネクター ブロードキャストされる
コネクターの名前を指定
します。

いいえ コネクター

ソケットバインディング ブロードキャストグルー
プソケットバインディン
グ。

◯ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2819 metrics

Name description

コネクターペアを JSON として取得 JSON シリアル化を使用して、このブロードキャス
トグループによってブロードキャストされるライブ
バックアップコネクターのペアを返します。

start ブロードキャストグループを起動します。

stop ブロードキャストグループを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.19. EAP7: パスサービスパスサービス

概要

表表3.2820 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2821

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2822

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

1987



path 実際のファイルシステム
パス。'relative-to' 属性
が指定されていない限
り、絶対パスとして処理
されます。この場合、値
はそのパスの相対パスと
して処理されます。
絶対パスとして処理され
た場合、この属性の値に
よって指定された実際の
ランタイムパス名は以下
のようになります。
この値がすでに絶対値で
ある場合、値は直接使用
されます。それ以外の場
合は、ランタイムパス名
をシステムに依存して解
決します。UNIX システ
ムでは、相対パス名は、
現在のユーザーディレク
トリーに対して解決する
ことで絶対的になりま
す。Microsoft Windows
システムでは、相対パス
名は pathname により名
前が付けられたドライブ
の現在のディレクトリー
に対して完全に解決され
ます。存在する場合は、
現在のユーザーディレク
トリーに対して解決され
ます。

◯ path

相対値 以前指定された別のパス
の名前、またはシステム
によって提供される標準
的なパスの 1 つ。
'relative-to' を指定する
と、'path' 属性の値は、
この属性によって指定さ
れたパスに対する相対値
として処理されます。シ
ステムが提供する標準パ
スには、以下が含まれま
す。

jboss.home:
JBoss AS ディ
ストリビュー
ションのルート
ディレクトリー

user.home -

いいえ relative-to

Name description 必須必須 内部名内部名
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ユーザーのホー
ムディレクト
リー

user.dir - ユー
ザーの現在の作
業ディレクト
リー

java.home -
java インストー
ルディレクト
リー

jboss.server.ba
se.dir: 個々の
サーバーインス
タンスのルート
ディレクトリー

jboss.server.dat
a.dir: サーバー
が永続データ
ファイルの格納
に使用するディ
レクトリー

jboss.server.log
.dir: サーバーが
ログファイルス
トレージに使用
するディレクト
リー

jboss.server.tm
p.dir: サーバー
が一時ファイル
ストレージに使
用するディレク
トリー

jboss.domain.se
rvers.dir: ホスト
コントローラー
が個別のサー
バーインスタン
スの作業領域を
作成するディレ
クトリー

パスのタイプ パスのタイプ ◯ __name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.20. EAP7: Bridge サービスサービス

概要

表表3.2823 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2824

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2825 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait ブリッジを起動するかど
うか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2826
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Name description 必須必須 内部名内部名

チェック期間 クライアント障害チェッ
クの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
30000 です。

いいえ check-period

確認ウィンドウのサイズ ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。デフォル
ト値は 1048576 です。

いいえ confirmation-window-
size

接続 Ttl ブリッジで使用される接
続が動作していると見な
される最大時間（ミリ秒
単位）。デフォルト値は
60000 です。

いいえ connection-ttl

検出グループ名 このブリッジによって使
用される検出グループの
名前。「static-
connectors」が定義され
ている場合は、未定義
(null)である必要があり
ます。

いいえ discovery-group-name

サーバーのシャットダウ
ン時におけるフェイル
オーバー

ターゲットサーバーがク
ラッシュせずに正常に
シャットダウンされる場
合に、ブリッジがバック
アップサーバーへのフェ
イルオーバーを試みるか
どうか（指定されている
場合）。

いいえ failover-on-server-
shutdown

filter オプションのフィルター
文字列。指定した場合
は、指定したフィルター
式に一致するメッセージ
のみが転送されます。
フィルター文字列は、
ActiveMQ Artemis ド
キュメントで説明されて
いる ActiveMQ Artemis
フィルター式構文に従い
ます。

いいえ filter
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転送アドレス メッセージが転送される
ターゲットサーバーのア
ドレス。転送アドレスを
指定しないと、メッセー
ジの元の宛先が保持され
ます。

いいえ forwarding-address

Ha このブリッジが高可用性
をサポートするべきかど
うか。true は、クラス
ター内の利用可能なサー
バーに接続し、フェイル
オーバーをサポートしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

最大再試行間隔 接続を再試行するために
使用される最大間隔。デ
フォルト値は 2000 で
す。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

メッセージの最小サイズ
（バイト単位）。メッ
セージが大きいメッセー
ジとみなされるまでの最
小サイズ（バイト単
位）。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

password リモートサーバーへのブ
リッジ接続の作成時に使
用するパスワード。この
オプションを指定しない
と、ルート messaging
サブシステムリソースの
cluster-password 属性に
よって指定されたデフォ
ルトのクラスターパス
ワードが使用されます。
デフォルト値は
CHANGE ME!! です。

いいえ password

キュー名 ブリッジが消費するロー
カルキューの一意の名
前。

◯ queue-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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Reconnect Attempts 断念してシャットダウン
するまでにブリッジが行
う再接続試行の総回数。
-1 の値は、無制限の試行
回数を示します。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval ターゲットサーバーへの
接続に失敗した場合の後
続の再接続試行の間隔
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 最後の再試行から次の再
試行までの時間を計算す
るために時間に適用する
乗数。これにより、再試
行の間隔に指数バックオ
フを実装することができ
ます。デフォルト値は
1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

静的コネクター このブリッジによって使
用される静的に定義され
たコネクターの名前の一
覧。'discovery-group-
name' が定義されている
場合は、未定義(null)で
ある必要があります。

いいえ static-
connectors:nullable

トランスフォーマークラ
ス名

org.apache.activemq.art
emis.core.server.cluster.
Transformer インター
フェースを実装するユー
ザー定義クラスの名前。

いいえ transformer-class-name

重複検出の使用 ブリッジが、転送する各
メッセージに重複 ID プ
ロパティーを自動的に挿
入するかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ use-duplicate-detection

Name description 必須必須 内部名内部名
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user リモートサーバーへのブ
リッジ接続の作成時に使
用するユーザー名。この
オプションを指定しない
と、ルート messaging
サブシステムリソースの
cluster-user 属性によっ
て指定されたデフォルト
のクラスターユーザーが
使用されます。デフォル
ト値は
ACTIVEMQ.CLUSTER.A
DMIN.USER です。

いいえ user

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2827 metrics

Name description

start ブリッジを起動します。

stop ブリッジを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.21. EAP7 - 検出グループサービス検出グループサービス

概要

表表3.2828 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2829
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表表3.2829

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2830

Name description 必須必須 内部名内部名

初期待機時間のタイムア
ウト

初期ブロードキャストが
クラスター内の少なくと
も 1 つのノードを提供す
るまで待機する期間（ミ
リ秒単位）。デフォルト
値は 10000 です。

いいえ initial-wait-timeout

タイムアウトの更新 特定のサーバーから最後
のブロードキャストを受
信した後、そのサーバー
のコネクターペアエント
リーをリストから削除す
るまで検出グループが待
機する期間。デフォルト
値は 10000 です。

いいえ refresh-timeout

ソケットバインディング 検出グループソケットバ
インディング。

◯ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.22. EAP7: コネクターサービスコネクターサービス
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概要

表表3.2831 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.2832

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2833

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス コネクターサービスをイ
ンスタンス化できるファ
クトリークラスのクラス
名。

◯ factory-class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.1.32.1.22.1. EAP7: Param サービスサービス

概要

表表3.2834 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2835

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2836

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.1.32.1.23. EAP7: ランタイムキューサービスランタイムキューサービス
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概要

表表3.2837 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2838

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2839 metrics

Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count

デッドレターアドレス trait キューのデッドメッセー
ジを送信するアドレス。

dead-letter-address

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

durable trait キューが永続化されるか
どうかを定義します。

durable
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期限切れアドレス trait キューの期限切れのメッ
セージの送信先アドレ
ス。

expiry-address

filter trait キューメッセージのフィ
ルター定義。未定義また
は空のフィルターはすべ
てのメッセージに一致し
ます。

filter

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表3.2840 metrics

Name description

スケジュールされたメッセージを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として配信するようスケジュー
ルされたメッセージを一覧表示します。
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JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 コンシューマーを一覧表示します。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。

pause キューを一時停止します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

Send message to dead Letter Address 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

Name description
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スケジュールされたメッセージの一覧 配信スケジュールされたメッセージを一覧表示しま
す。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2. EAP7: ホストコントローラーサーバー

概要概要

表表3.2841 概要概要

説明： このホストのドメインコントローラー(delegate)

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

注記注記

Start、Restart、および Shutdown 操作を使用すると、サーバーを起動、再起動、または
停止できます。Start および Restart 操作は、サーバー起動スクリプト（通常は Windows
の UNIX または domain.bat で domain.sh）を実行してサーバーを起動します。以下の接
続設定を使用して開始スクリプトの実行を設定できます。* Start Script - start スクリプ
トの絶対パス（例： /opt/jboss-as-7.1.1.Final/bin/domain.sh"）* Start Script Prefix - a
prefix command to be start スクリプトコマンドラインに追加します（例：「nohup sudo
-u jboss -e jboss」）* Start Script Arguments - 引数を start-config - start-config に指定
します。「 JAVA_HOME=/usr/java/jdk1.6.0_30）」これらの設定は、現在実行している
サーバープロセスのコマンドラインおよび環境と一致する EAP7 プラグイン検出コード
によって自動的に初期化されます。この設定は、スクリプトではなく管理インター
フェースを介してサーバーを停止するため、Stop 操作では使用されません。設定の詳細
は、以下の接続設定の項を参照してください。

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ServerGroup サービス」
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「EAP7: ホストサービス」

「EAP7: DomainDeployment サービス」

「EAP7: 管理対象サーバー」

「EAP7: プロファイルサービス」

「EAP7: ネットワークインターフェースサービス」

「EAP7: SocketBindingGroup サービス」

自動検出プロセススキャン自動検出プロセススキャン

表表3.2842 metrics

Name クエリークエリー

HostController process|basename|match=^java.*,arg|org.jboss.as.ho
st-controller|match=.*

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2843

Name description 必須必須 内部名内部名

スクリプトパスの開始 Start および Restart 操
作がサーバーの起動に使
用するスクリプトへのパ
ス。パスが絶対的ではな
い場合、サーバーのホー
ムディレクトリーに対し
て相対的に解決されます
（例：
"bin/standalone.sh",
"bin/domain.sh"）。

いいえ startScript
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スクリプトの接頭辞の起
動

Start および Restart 操
作で start スクリプトコ
マンドラインの前に追加
すべき接頭辞コマンドラ
イン。プレフィックスコ
マンドは絶対パス（例：
/usr/bin/sudo）である
必要があります。このプ
ロパティーは、RHQ
エージェントとは別の
ユーザーとして AS7 プ
ロセスを実行するために
使用されます（例：
「sudo -u jboss -g
jboss」を使用して AS7
をユーザー「jboss」お
よびグループ「jboss」
として実行できます）。
接頭辞コマンドをチェー
ンすることもできます
（例：「nohup sudo -u
jboss」を使用して AS7
を無視し、HUP シグナ
ルを無視し、ユーザー
「jboss」として実行で
きます）。

いいえ startScriptPrefix

Name description 必須必須 内部名内部名
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スクリプト環境変数の起
動

Start および Restart 操
作がサーバー起動スクリ
プトの環境に追加される
変数。name=value のペ
アはそれぞれ改行する必
要があります。変数の値
は引用符で囲む必要があ
ります（例：
JAVA_OPTS=-Xms512M
-Xmx1024M）。UNIX
システムでは、一般的な
環境変数の最小セットは
PATH=/usr/bin:/bin で
す。Windows では、一
般的な最小セットは
PATH=C:\Windows\Syst
em32;C:\Windows ,
OS=Windows_NT ,
SYSTEMROOT=C:\Wind
ows です。さらに、AS7
インスタンスの実行に使
用する JRE または JDK
のインストールディレク
トリーの絶対パスに
JAVA_HOME を設定す
ることが推奨されます。
ただし、JAVA_HOME
が指定されていない場
合、start スクリプトは
PATH で java の検索を
試みます。現在、この値
には 2000 文字の制限が
あります。

いいえ startScriptEnv

スクリプト引数の開始 Start および Restart 操
作がサーバー起動スクリ
プトに渡される引数。各
引数は --server-
config=standalone-ha-
full.xml などの新しい行
に指定する必要がありま
す。例外として、スペー
スで区切られたオプショ
ンの値はオプションと同
じ行に配置することがで
きます（例： -c
standalone-ha-
full.xml）。現在、この
値には 2000 文字の制限
があります。

いいえ startScriptArgs

Name description 必須必須 内部名内部名
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CLI のローカル認証 ローカル認証を使用して
EAP CLI と対話するかど
うかを指定します
（bundle:handover 機
能、EAP のパッチ適用
および CLI 操作が含まれ
ます）。これを「Yes」
に設定し、上記のユー
ザーおよびパスワードは
jboss-cli バイナリーおよ
びプラグインに渡されな
いため、ローカル認証に
依存します。

いいえ nativeLocalAuth

ログイベントソース  ◯ logEventSources

trust Strategy サーバー証明書の読み取
り時に使用する信頼スト
ラテジーを定義します。

標準 - トラスト
ストアを使用し
た標準的な検証

trust Self-
signed: 信頼自
己署名証明書
（証明書チェー
ンサイズは 1 と
同等）

trust any: サー
バー証明書を信
頼する

◯ trustStrategy

Name description 必須必須 内部名内部名
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ホスト名の検証 ホスト名の検証ロジック
を定義します。

strict: ホスト名
は最初の CN ま
たは Subject
Alternatives の
いずれかに一致
する必要があり
ます。ワイルド
カードは CN お
よび Subject
Alternatives で
発生する可能性
があります。

ブラウザー互
換： Strict と同
じですが、ワイ
ルドカードを使
用したネストさ
れたサブドメイ
ン検証が許可さ
れます。

skip: ホスト名
の検証なし

◯ hostnameVerification

truststore トラストストアファイル
へのパス。定義されてい
ない場合、JVM のデ
フォルトトラストストア
が使用されます。

いいえ truststore

トラストストアのタイプ トラストストアのファイ
ル形式（Truststore プロプロ
パティーパティー が設定されて
いる場合に必要）認定さ
れた JVM はすべて、jks
(Java KeyStore)または
pkcs12 形式をサポート
します。

いいえ truststoreType

トラストストアのパス
ワード

トラストストアファイル
を保護するパスワード。

いいえ truststorePassword

クライアント証明書の認
証

 ◯ clientcertAuthentication

Name description 必須必須 内部名内部名
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keystore キーストアファイルへの
パス。クライアント証明クライアント証明
書認証が書認証が オンの場合に
は必須です。

いいえ keystore

キーストアのタイプ キーストアファイル形式
（Keystore プロパプロパ
ティーティー が設定されてい
る場合に必要）認定され
た JVM はすべて、jks
(Java KeyStore)または
pkcs12 形式をサポート
します。

いいえ keystoreType

キーストアのパスワード キーストアファイルを保
護するパスワード。

いいえ keystorePassword

鍵のパスワード キーストアファイルの秘
密鍵を保護するパスワー
ド。

いいえ keyPassword

hostname ドメイン API のホスト名 ◯ hostname

ポート ドメイン API のポート ◯ ポート

secure 暗号化されたトランス
ポートインジケーター

◯ secure

user セキュリティーが保護さ
れたホストコントロー
ラーの管理ユーザー

いいえ user

password 管理ユーザーのパスワー
ド

いいえ password

管理接続タイムアウト アイドル管理接続を維持
するための最大時間（ミ
リ秒単位）。ゼロおよび
負の値を設定すると、接
続の永続性が無効になり
ます。デフォルトは
5000 ミリ秒です。

いいえ managementConnectio
nTimeout

ホームディレクトリー サーバーインストールの
ルートディレクトリー

いいえ homeDir

ベースディレクトリー サーバーコンテンツの
ベースディレクトリー

いいえ baseDir

Name description 必須必須 内部名内部名
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設定ディレクトリー 基本設定ディレクトリー いいえ configDir

ログディレクトリー このホストコントロー
ラー用にログファイルが
書き込まれるディレクト
リー。

いいえ logDir

ドメインホスト AS7 ドメインのホスト名
（非推奨、'name' の特
性を使用）

いいえ domainHost

製品タイプ サーバー製品タイプ
（AS や EAP など）

いいえ productType

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2844 metrics

Name type description 内部名内部名

管理要求の数 measurement コントローラーに送信さ
れる要求の数

_internal:mgmtRequests

Minute ごとの管理要求
数

measurement コントローラーに送信さ
れる要求の数

_internal:mgmtRequests

管理リクエストに使用さ
れる時間

measurement リクエストの合計時間 _internal:requestTime

Minute ごとの管理要求
に使用される時間

measurement リクエストの合計時間 _internal:requestTime

要求の最大時間 measurement last metric get からのリ
クエストの最大時間

_internal:maxTime

サーバーコード名 trait サーバーコード名 _skm:release-codename

サーバーバージョン trait サーバーバージョン _skm:release-version

製品名 trait 製品名 _skm:product-name

製品バージョン trait 製品バージョン _skm:product-version

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2008



サーバーの起動時間 trait サーバーの起動時間 startTime

ドメイン設定ファイル trait ホストコントローラーが
使用するドメイン設定
ファイルの名前

domain-config-file

ホスト設定ファイル trait ホストコントローラーが
使用するホスト設定ファ
イルの名前

host-config-file

ドメインのホスト名 trait このホストコントロー
ラーが使用しているドメ
イン内のホストの名前

domain-host-name

ドメイン名 trait このホストコントロー
ラーが属する管理対象ド
メインの名前。

domain-name

一時ディレクトリー trait 一時ディレクトリー（通
常は 'domain/tmp'）。
ハンドオーバーバンドル
のデプロイメントディレ
クトリーとして使用でき
る'

domain-temp-dir

アクティブなパッチ trait 現在サーバーに適用され
ているパッチのコンマ区
切りリスト。最初のエン
トリーは常に累積パッチ
で、その後に 0 または
複数の 1 回限りのパッチ
が続きます。

active-patches

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2845

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2
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path システムが提供する標準
パスには、jboss.home -
JBoss AS ディストリ
ビューションのルート
ディレクトリー、
user.home - user's home
ディレクトリー、
user.dir - ユーザーの現
在の作業ディレクト
リー、java.home - java
インストールディレクト
リー、
jboss.server.base.dir -
個々のサーバーインスタ
ンスの root ディレクト
リー、
jboss.server.data.dir -
ディレクトリーが永続
データファイルのスト
レージストレージに使用
し、jboss.server.log.dir -
ログファイルで作成した
jboss.server.log.dir - ロ
グファイルが個別のサー
バーディレクトリーとし
て使用できます。
jboss.server.tmp.dir - ロ
グファイルが作成される
場合は、
jboss.server.server.log.di
r になります。

いいえ *3

インストール済みの拡張
機能

 いいえ *

ドメイン名 管理対象ドメインの名
前。この値はドメインの
すべての HostController
について同じですが、
DomainController リ
ソースのみが更新できま
す。

◯ Name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2846 metrics
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Name description

このホストコントローラーを起動します。 有効なすべての管理対象サーバーを使用して、この
ホスト/ドメインコントローラーを起動します。

このホストコントローラーのシャットダウン すべての管理対象サーバーを使用して、このホスト/
ドメインコントローラーを停止します。

このホストコントローラーを再起動します。 稼働中の管理対象サーバーすべてでこのホスト/ドメ
インコントローラーを再起動する

管理ユーザーのインストール 管理用にサーバーにユーザーをインストールしま
す。

CLI コマンドの実行 jboss-cli 経由でコマンドを実行します。

CLI スクリプトの実行 jboss-cli でスクリプトを実行します。

CLI の設定 pluginConfiguration プロパティーを基にした jboss-
cli.xml 設定ファイルのセットアップ。jboss-cli.xml が
EAP 6.2 に導入され、この操作は以前のバージョンで
失敗します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.1. EAP7: ServerGroup サービスサービス

概要概要

表表3.2847 概要概要

説明： このドメインのサーバーグループ

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: JVM 定義サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2848

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2849

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

profile プロファイル名 ◯ profile

ソケットバインディング
グループ

 ◯ socket-binding-group

ソケットバインディング
ポートオフセット

ソケットバインディング
グループによって提供さ
れたポート値に追加する
デフォルトのオフセッ
ト。

いいえ socket-binding-port-
offset

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2850 metrics

Name description

サーバーの起動 現在実行していないドメインのサーバーグループに
属する設定済みのサーバーをすべて起動します。

サーバーの再起動 ドメインで現在実行しているサーバーグループに属
するサーバーをすべて再起動します。

サーバーの停止 ドメインで現在実行されているサーバーグループに
属するサーバーをすべて停止します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.4.2.1.1. EAP7: JVM 定義サービス定義サービス

概要概要

表表3.2851 概要概要

説明： 同じ名前のホストとサーバーグループレベルの定義
をオーバーライドできる JVM 定義。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2852

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2853

Name description 必須必須 内部名内部名

ベース定義 使用するホストレベルま
たはoverride の定義

◯ baseDefinition

agent Lib JVM エージェント lib。 いいえ agent-lib

エージェントパス JVM エージェントのパ
ス。

いいえ agent-path

env Classpath Ignored 環境クラスパスを無視し
ます。

いいえ env-classpath-ignored

環境変数 JVM 環境変数。 いいえ environment-variables
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ヒープサイズ JVM によって割り当て
られる初期のヒープサイ
ズ。

いいえ heap-size

Java エージェント java エージェント。 いいえ java-agent

Java Home Java ホーム いいえ java-home

JVM オプション JVM オプション。定義
を初期作成してから変更
することはできません。

いいえ jvm-options

最大ヒープサイズ JVM によって割り当て
可能な最大ヒープサイ
ズ。

いいえ max-heap-size

最大 Permgen サイズ 永続生成の最大サイズ。 いいえ max-permgen-size

Permgen Size 永久生成の初期サイズ。 いいえ permgen-size

スタックサイズ JVM スタックサイズの
設定。

いいえ stack-size

type JVM タイプは SUN また
は IBM のいずれかにな
ります。

いいえ type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.2. EAP7: ホストサービスホストサービス

概要概要

表表3.2854 概要概要

説明： このドメインに関連するホスト

シングルトン： いいえ

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2014



プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ネットワークインターフェースサービス」

「EAP7 - JVM Service」

「EAP7: JVM 定義(Host)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2855

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2856 metrics

Name type description 内部名内部名

ホストの状態 trait ホストの状態の詳細 host-state

サーバーの起動時間 trait サーバーの起動時間 startTime

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2857

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2
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path システムが提供する標準
パスには、jboss.home -
JBoss AS ディストリ
ビューションのルート
ディレクトリー、
user.home - user's home
ディレクトリー、
user.dir - ユーザーの現
在の作業ディレクト
リー、java.home - java
インストールディレクト
リー、
jboss.server.base.dir -
個々のサーバーインスタ
ンスの root ディレクト
リー、
jboss.server.data.dir -
ディレクトリーが永続
データファイルのスト
レージストレージに使用
し、jboss.server.log.dir -
ログファイルで作成した
jboss.server.log.dir - ロ
グファイルが個別のサー
バーディレクトリーとし
て使用できます。
jboss.server.tmp.dir - ロ
グファイルが作成される
場合は、
jboss.server.server.log.di
r になります。

いいえ *3

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.2.1. EAP7: ネットワークインターフェースサービスネットワークインターフェースサービス

概要概要

表表3.2858 概要概要
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説明： 名前付きネットワークインターフェース。そのイン
ターフェースに関連付ける IP アドレスを決定するの
に必要な基準

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2859

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2860

Name description 必須必須 内部名内部名
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任意のアドレス このインターフェースを
使用するソケットをワイ
ルドカードアドレスにバ
インドする必要があるこ
とを示す属性です。
java.net.preferIpV4Stac
k システムプロパティー
が true に設定されてい
ない限り、IPv6 ワイル
ドカードアドレス(::)が
使用されます。この場
合、IPv4 ワイルドカー
ドアドレス(0.0.0.0)が
使用されます。ソケット
がデュアルスタックマシ
ンの IPv6 anylocal アド
レスにバインドされてい
る場合は、IPv6 および
IPv4 トラフィックの両
方を許可できます。
IPv4（IPv4 マッピン
グ）anylocal アドレスに
バインドされている場合
は、IPv4 トラフィック
のみを受け入れることが
できます。

いいえ any-address

リンクローカルアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスがリンク
ローカルであるかどうか
を示す属性。「未定義」
または「false」値は、
この属性が IP アドレス
選択に関連していないこ
とを意味します。

いいえ link-local-address

loopback このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ループバックアドレ
スであるかどうかを示す
属性。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ loopback

Name description 必須必須 内部名内部名
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ループバックアドレス ループバックインター
フェースがマシンに存在
する場合、このインター
フェースの IP アドレス
が指定の値であることを
示す属性。「ループバッ
クアドレス」は、マシン
のループバックインター
フェースで実際には設定
できない場合がありま
す。IP 指定のアドレス
が関連付けられた NIC
が見つからない場合で
あっても、指定の値が使
用されるため、inet-
address とは異なりま
す。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ loopback-address

multicast このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがマルチ
キャストをサポートする
かどうかを示す属性。
「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ multicast

nic このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースに名前が指
定されているかどうかを
示す属性。ネットワーク
インターフェースの名前
（例： eth0、eth1、
lo）。「未定義」値は、
この属性が IP アドレス
の選択と関連していない
ことを意味します。

いいえ nic

Name description 必須必須 内部名内部名
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NIC 一致 このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースに指定の正
規表現に一致する名前が
あるかどうかを示す属性
です。value は、マシン
で利用可能なネットワー
クインターフェースの名
前が許可されるインター
フェースを見つけること
ができる正規表現です。
「未定義」値は、この属
性が IP アドレスの選択
と関連していないことを
意味します。

いいえ nic-match

ポイントツーポイント このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがそのポイ
ントツーポイントイン
ターフェースであるかど
うかを示す属性。「未定
義」または「false」値
は、この属性が IP アド
レス選択に関連していな
いことを意味します。

いいえ point-to-point

パブリックアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、一般にルーティング
可能なアドレスであるか
どうかを示す属性。「未
定義」または「false」
値は、この属性が IP ア
ドレス選択に関連してい
ないことを意味します。

いいえ public-address

Name description 必須必須 内部名内部名
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サイトローカルアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、サイトローカルアド
レスであるかを示す属性
です。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ site-local-address

サブネットの一致 このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスが指定のサ
ブネット定義に適合する
かを示す属性です。
value は、'slash 表記' で
記述されるネットワーク
IP アドレスと、アドレ
スのネットワーク接頭辞
のビット数です。
例：'192.168.0.0/16'.「未
定義」値は、この属性が
IP アドレスの選択と関
連していないことを意味
します。

いいえ subnet-match

Up このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースが現在稼動
しているかどうかを示す
属性。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ up

Name description 必須必須 内部名内部名
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virtual このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがその仮想
インターフェースである
かどうかを示す属性。
「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ virtual

inet Address このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスが指定の値
と一致するかどうかを示
す属性。value は、IPv6
または IPv4 のドット区
切り表記の IP アドレ
ス、または IP アドレス
に解決できるホスト名の
いずれかです。「未定
義」値は、この属性が
IP アドレスの選択と関
連していないことを意味
します。

いいえ inet-address

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.2.2. EAP7 - JVM Service

概要概要

表表3.2861 概要概要

説明： 基礎となる JVM に関する情報

シングルトン： ◯
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: オペレーティングシステムサービス」

「EAP7: メモリーサービス」

「EAP7 - ランタイムサービス」

「EAP7: スレッドサービス」

「EAP7: ガベージコレクターサービス」

「EAP7 - メモリープールサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2862

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.2.2.1. EAP7: オペレーティングシステムサービスオペレーティングシステムサービス

概要

表表3.2863 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2864

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2865 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプロセッサー measurement Java 仮想マシンで利用
可能なプロセッサーの
数。

available-processors

システム負荷平均 measurement 最後の 1 分間のシステム
の負荷平均値です。負荷
平均は一部のプラット
フォームでは利用できな
い場合があります。負荷
平均が利用できない場合
は、負の値が返されま
す。

system-load-average

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.2.2.2. EAP7: メモリーサービスメモリーサービス

概要
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表表3.2866 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2867

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2868 metrics

Name type description 内部名内部名

オブジェクト保留中の最
終処理数

measurement ファイナライズが保留中
のオブジェクトの概算。

object-pending-
finalization-count

初期ヒープの使用 measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

heap-memory-
usage:init

使用済みのヒープ measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

heap-memory-
usage:used

コミットされたヒープ measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

heap-memory-
usage:committed

ヒープの最大使用量 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

heap-memory-
usage:max
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heap 以外の初期使用方
法

measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

non-heap-memory-
usage:init

使用されていないメモ
リー

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

non-heap-memory-
usage:used

Heap 以外のメモリーを
コミット

measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

non-heap-memory-
usage:committed

非 heap の最大使用方法 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

non-heap-memory-
usage:max

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表3.2869 metrics

Name description

GC トリガー ガベージコレクターを実行します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.2.2.3. EAP7 - ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2870 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2871

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2872 metrics

Name type description 内部名内部名

uptime measurement Java 仮想マシンのアッ
プタイム（ミリ秒単
位）。

uptime

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.2.2.4. EAP7: スレッドサービススレッドサービス

概要

表表3.2873 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2874

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2875 metrics

Name type description 内部名内部名

スレッド数 measurement 現在のライブスレッド数
（デーモンと非デーモン
スレッドの両方を含
む）。

thread-count

ピークスレッド数 measurement Java 仮想マシンの起動
またはピーク後のライブ
マイグレーションスレッ
ド数。

peak-thread-count

開始スレッド数の合計 measurement Java 仮想マシンが起動
してから作成され、さら
に起動するスレッドの合
計数。

total-started-thread-
count

デーモンスレッド数 measurement ライブデーモンスレッド
の現在の数。

daemon-thread-count

現在のスレッド Cpu 時
間

measurement 現在のスレッドのナノ秒
での CPU 時間の合計。
'thread-cpu-time-
enabled' が 'false' の場合
の -1。Java 仮想マシン
実装は CPU 時間測定を
サポートしないことがあ
ります。'thread-cpu-
time-supported' が
'false' で定義されていな
い場合。

current-thread-cpu-
time
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現在のスレッドユーザー
時間

measurement 現在のスレッドがナノ秒
のユーザーモードで実行
された CPU 時間。
'thread-cpu-time-
enabled' が 'false' の場合
は -1 になります。Java
仮想マシン実装は CPU
時間測定をサポートしな
いことがあります。
'thread-cpu-time-
supported' に「false」
の場合には、結果は未定
義になります。

current-thread-user-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2876

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドの競合監視が有
効になっている

スレッド競合監視が有効
になっているかどうか。

いいえ thread-contention-
monitoring-enabled

thread Cpu Time
Enabled

スレッド CPU 時間測定
が有効になっているかど
うか。

いいえ thread-cpu-time-
enabled

サポートされるスレッド
の競合監視

Java 仮想マシンがス
レッド競合モニタリング
をサポートするかどう
か。

いいえ thread-contention-
monitoring-supported

サポートされるスレッド
Cpu 時間

Java 仮想マシン実装が
スレッドの CPU 時間測
定に対応しているかどう
か。

いいえ thread-cpu-time-
supported

現在サポートされている
スレッド Cpu 時間

Java 仮想マシンが現在
のスレッドの CPU 時間
測定に対応しているかど
うか。

いいえ current-thread-cpu-
time-supported

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2029



サポート対象のオブジェ
クトモニターの使用

Java 仮想マシンがオブ
ジェクトモニターの使用
の監視をサポートするか
どうか。

いいえ object-monitor-usage-
supported

サポート対象の同期機能
の使用

Java 仮想マシンが、所
有可能な同期使用のモニ
タリングをサポートする
かどうか。

いいえ Synchronizer-usage-
supported

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2877 metrics

Name description

すべてのスレッドをダンプ スタックトレースおよび同期情報を持つすべてのラ
イブスレッドのスレッド情報を返します。

デッドロックスレッドの検索 オブジェクトモニターまたは所有可能な同期を取得
するまで待機しているデッドロックのスレッドのサ
イクルを見つけます。

監視デッドロックスレッドの検索 オブジェクトモニターの取得を待機しているデッド
ロックのスレッドのサイクルを見つけます。

スレッド Cpu 時間の取得 指定された ID のスレッドの CPU 時間の合計をナノ
秒で返します。

スレッド情報の取得 指定された id のスレッドのスレッド情報を返しま
す。返された応答オブジェクトのスタックトレー
ス、ロックされたモニター、およびロックされた同
期は空になります。

スレッド情報の取得 ID が入力リストにある各スレッドのスレッド情報を
返します。

スレッドユーザー時間の取得 指定された ID のスレッドがユーザーモードで実行さ
れた CPU 時間をナノ秒で返します。

ピアスレッド数のリセット ピークスレッド数を現在のライブスレッド数にリ
セットします。
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すべてのスレッド ID を取得します。 すべてのライブスレッド ID を取得します。セキュリ
ティーマネージャーがインストールされ、呼び出し
元に ManagementPermission('monitor')がない場
合、結果は未定義になります。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.2.2.5. EAP7: ガベージコレクターサービスガベージコレクターサービス

概要

表表3.2878 概要概要

説明： Java 仮想マシンのガベージコレクションの管理イン
ターフェースを提供するリソースの親リソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: ガベージコレクターリソースサービス」

接続プロパティー

表表3.2879

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.2.2.5.1. EAP7: ガベージコレクターリソースサービスガベージコレクターリソースサービス

概要

表表3.2880 概要概要

説明： Java 仮想マシンのガベージコレクターの 1 つに対す
る管理インターフェース。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2881

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2882 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクション数 measurement 発生したコレクションの
合計数。

collection-count

コレクション数/分数 measurement 発生したコレクションの
合計数。

collection-count

コレクション時間 measurement 累積されたコレクション
の概算（ミリ秒単位）。

collection-time

コレクション時間/分 measurement 累積されたコレクション
の概算（ミリ秒単位）。

collection-time
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Name trait このガベージコレクター
を表す名前

Name

valid trait このメモリーマネー
ジャーが Java 仮想マシ
ンで有効かどうか。

valid

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2883

Name description 必須必須 内部名内部名

メモリープール名 このガベージコレクター
が管理するメモリープー
ルの名前。

◯ memory-pool-names

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.2.2.6. EAP7 - メモリープールサービスメモリープールサービス

概要

表表3.2884 概要概要

説明： Java 仮想マシンのメモリープールの管理インター
フェースを提供するリソースの親リソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - メモリープールリソースサービス」
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接続プロパティー

表表3.2885

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.2.2.6.1. EAP7 - メモリープールリソースサービスメモリープールリソースサービス

概要

表表3.2886 概要概要

説明： メモリープールの管理インターフェース。メモリー
プールは、Java 仮想マシンによって管理されるメモ
リーリソースを表し、1 つ以上のメモリーマネー
ジャーによって管理されます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2887

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2888 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクションの使用 -
Init

measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

collection-usage:init

コレクションの使用 - 使
用

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

collection-usage:used

コレクションの使用 - コ
ミット

measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

collection-
usage:committed

コレクションの使用 - 最
大

measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

collection-usage:max

コレクションの使用しき
い値数

measurement Java 仮想マシンが、メ
モリー使用量がコレク
ション使用量のしきい値
に達したか、または超過
していることを検出した
回数。メモリープール
は、コレクションの使用
のしきい値をサポートし
ない場合があります。
'collection-usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果の値が
'undefined' になりま
す。

collection-usage-
threshold-count

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2035



Collection Usage
Threshold Exceeded

trait Java 仮想マシンが消費
した最新のコレクション
後のこのメモリープール
のメモリー使用量が、コ
レクションの使用量のし
きい値に達したか、また
は超過しているかどう
か。メモリープールは、
コレクションの使用のし
きい値をサポートしない
場合があります。
'collection-usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果の値が
'undefined' になりま
す。

collection-usage-
threshold-exceeded

Collection Usage
Threshold
Supported（コレクショ
ン使用のしきい値）

trait このメモリープールがコ
レクション使用のしきい
値に対応しているかどう
か。

collection-usage-
threshold-supported

Name trait このメモリープールを表
す名前。

Name

ピーク時 - Init measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

peak-usage:init

ピーク時の使用状況 - 使
用

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

peak-usage:used

ピーク時 - コミット measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

peak-usage:committed

ピーク時の使用状況：
最大

measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

peak-usage:max

type trait このメモリープールのタ
イプ。

type

Name type description 内部名内部名
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usage - Init measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

usage:init

使用方法 - 使用方法 measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

usage:used

使用方法 - Committed measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

usage:committed

使用方法： 最大 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

usage:max

Usage Threshold Count measurement メモリー使用量が使用量
のしきい値を超えた回
数。メモリープールは使
用状況のしきい値をサ
ポートしない場合があり
ます。'usage-threshold-
supported' の場合、
'false' が 'read-attribute'
操作でこの属性を読み込
もうと失敗し、'read-
resource' 操作の結果に
この属性の値が
'undefined' になりま
す。

usage-threshold-count

Usage Threshold
Exceeded

trait このメモリープールのメ
モリー使用量が使用量の
しきい値に達したか、こ
れを超えるか。メモリー
プールは使用状況のしき
い値をサポートしない場
合があります。'usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果にこの属性の値が
'undefined' になりま
す。

usage-threshold-
exceeded

Name type description 内部名内部名
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サポートされる Usage
Threshold

trait このメモリープールが使
用状況のしきい値に対応
しているかどうか。

usage-threshold-
supported

valid trait このメモリープールが
Java 仮想マシンで有効
かどうか。メモリープー
ルは、Java 仮想マシン
がメモリーシステムから
削除されると無効になり
ます。

valid

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2889

Name description 必須必須 内部名内部名

コレクションの使用しき
い値

このメモリープールのコ
レクション使用のしきい
値（バイト単位）。メモ
リープールは、コレク
ションの使用のしきい値
をサポートしない場合が
あります。'collection-
usage-threshold-
supported' の場合、
'false' が 'read-attribute'
操作でこの属性を読み込
もうと失敗し、'read-
resource' 操作の結果の
値が 'undefined' になり
ます。

いいえ collection-usage-
threshold

メモリーマネージャー名 このメモリープールを管
理するメモリーマネー
ジャーの名前。

◯ memory-manager-
names
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Usage Threshold このメモリープールの使
用量のしきい値（バイト
単位）。メモリープール
は使用状況のしきい値を
サポートしない場合があ
ります。'usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果にこの属性の値が
'undefined' になりま
す。

いいえ usage-threshold

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2890 metrics

Name description

ピーク使用のリセット このメモリープールのピーク時のメモリー使用統計
を現在のメモリー使用量にリセットします。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.2.3. EAP7: JVM 定義定義(Host)サービスサービス

概要概要

表表3.2891 概要概要

説明： ホストレベルの JVM 定義。サーバーグループおよび
管理対象サーバーのテンプレートとして機能しま
す。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2892

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2893

Name description 必須必須 内部名内部名

agent Lib JVM エージェント lib。 いいえ agent-lib

エージェントパス JVM エージェントのパ
ス。

いいえ agent-path

env Classpath Ignored 環境クラスパスを無視し
ます。

いいえ env-classpath-ignored

環境変数 JVM 環境変数。 いいえ environment-variables

ヒープサイズ JVM によって割り当て
られる初期のヒープサイ
ズ。

いいえ heap-size

Java エージェント java エージェント。 いいえ java-agent

Java Home Java ホーム いいえ java-home

JVM オプション JVM オプション。定義
を初期作成してから変更
することはできません。

いいえ jvm-options

最大ヒープサイズ JVM によって割り当て
可能な最大ヒープサイ
ズ。

いいえ max-heap-size

最大 Permgen サイズ 永続生成の最大サイズ。 いいえ max-permgen-size
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Permgen Size 永久生成の初期サイズ。 いいえ permgen-size

スタックサイズ JVM スタックサイズの
設定。

いいえ stack-size

type JVM タイプは SUN また
は IBM のいずれかにな
ります。

いいえ type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.3. EAP7: DomainDeployment サービスサービス

概要概要

表表3.2894 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2895

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2896

Name description 必須必須 内部名内部名

Name  ◯ Name

ランタイム名  ◯ runtime-name

コンテンツ  ◯ コンテンツ

割り当て先  ◯ *1

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2897 metrics

Name description

Server-Group に割り当てる 非推奨： 代わりにリソース設定に含まれる server-
group プロパティーを使用してください。

Server-Group で再起動 1 つまたはすべてのサーバーグループでこのデプロイ
メントを再起動します。

パッケージタイプパッケージタイプ

表表3.2898 パッケージタイプパッケージタイプ

Name category description

file deployable このドメインでのデプロイメント

3.4.2.4. EAP7: 管理対象サーバー管理対象サーバー

概要概要

表表3.2899 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ManagedServerDeployment サービス」

「EAP7: Naming(Managed Server)サービス」

「EAP7: Webservices(Managed Server)サービス」

「EAP7 - IIOP-OpenJDK(Managed Server)サービス」

「EAP7 - JacORB(Managed Server)サービス」

「EAP7 - JAXR(Managed Server)サービス」

「EAP7 - JPA(Managed Server)サービス」

「EAP7: EE(Managed Server)サービス」

「EAP7 - Infinispan（管理サーバー）サービス」

「EAP7: JGroups（管理サーバー）サービス」

「EAP7: リモーティング（管理サーバー）サービス」

「EAP7: メール（管理サーバー）サービス」

「EAP7: Undertow(Managed Server)サービス」

「EAP7 - JCA（管理サーバー）サービス」

「EAP7: Osgi(Managed Server)サービス」

「EAP7 - JMX(Managed Server)サービス」

「EAP7 - リソースアダプター（管理サーバー）サービス」

「EAP7: CMP(Managed Server)サービス」

「EAP7: EJB3（管理サーバー）サービス」

「EAP7: スレッド（管理サーバー）サービス」

「EAP7: セキュリティー（管理サーバー）サービス」

「EAP7: ActiveMQ Messaging(Managed Server)サービス」

「EAP7: ロギング（管理サーバー）サービス」

「EAP7 - JVM Service」

「EAP7 - データソース(Managed)サービス」
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「EAP7: JVM 定義サービス」

「EAP7 - Transactions サブシステム(Managed)サービス」

「EAP7 - JDR Service」

自動検出プロセススキャン自動検出プロセススキャン
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2900

Name description 必須必須 内部名内部名

ログイベントソース  ◯ logEventSources

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2901 metrics

Name type description 内部名内部名

サーバーコード名 trait サーバーコード名 _skm:release-codename

サーバーバージョン trait サーバーバージョン _skm:release-version

製品名 trait 製品名 _skm:product-name

製品バージョン trait 製品バージョン _skm:product-version

サーバーの状態 trait サーバーの詳細状態 status

サーバーの起動時間 trait サーバーの起動時間 startTime

JGroup マルチキャスト
アドレス

trait マルチキャストに
JGroups によって使用
されるホストおよびポー
ト

multicastAddress

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2044



設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2902

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

サーバーを配置するホス
トの名前

 ◯ hostname

サーバーグループ このインスタンスが属す
るサーバーグループ。

◯ group

ソケットバインディング
グループ

使用するソケットバイン
ディング

◯ socket-binding-group

ポートオフセット ベースポートへのオフ
セット

◯ socket-binding-port-
offset

autostart ホストコントローラーの
起動時にこのサーバーを
起動すべきかどうか。

◯ auto-start

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2903 metrics

Name description

start このサーバーインスタンスを起動します。

stop このサーバーインスタンスを停止します。

restart このサーバーインスタンスを再起動します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1. EAP7: ManagedServerDeployment サービスサービス

概要概要

表表3.2904 概要概要
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説明： 管理対象サーバーにパッケージをデプロイしてい
る。対応する DomainDeployment に移動して操作し
ます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - EJB3 Runtime Service」

「EAP7: サブデプロイメントサービス」

「EAP7: リソースアダプターランタイムサービス」

「EAP7: Web Runtime Service」

「EAP7 - JPA ランタイムサービス」

「EAP7: メッセージングランタイムサービス」

「EAP7 - データソースランタイムサービス」

「EAP7: Webservices ランタイムサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.2905

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2906 metrics

Name type description 内部名内部名
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status trait デプロイメントの現在の
ランタイム状態。設定可
能なステータスモードは
OK、FAILED、および
STOPPED です。Failed
は、依存関係がないか、
またはサービスが開始で
きなかったことを示しま
す。Stopped は、デプ
ロイメントが手動で停止
されたことを示します。

status

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.2907

Name description 必須必須 内部名内部名

Name  ◯ Name

ランタイム名  ◯ runtime-name

コンテンツ  ◯ コンテンツ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.1. EAP7 - EJB3 Runtime Service

概要

表表3.2908 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれる EJB コンポーネント
によって公開されるランタイムリソース。
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シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: メッセージ駆動 Bean ランタイムサービス」

「EAP7: シングルトン Bean ランタイムサービス」

「EAP7 - ステートレスセッション Bean ランタイムサービス」

「EAP7 - エンティティー Bean ランタイムサービス」

「EAP7 - ステートフルセッション Bean ランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2909

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.1.1. EAP7: メッセージ駆動メッセージ駆動 Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2910 概要概要

説明： デプロイメントに含まれる Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2911

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2912 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し
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待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2913

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.1.2. EAP7: シングルトンシングルトン Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2914 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるシングルトン Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2915

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2916 metrics

Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し
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Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2917

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2052



タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.1.3. EAP7 - ステートレスセッションステートレスセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2918 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートレスセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2919

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2920 metrics
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Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー

表表3.2921

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.1.4. EAP7 - エンティティーエンティティー Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2922 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるエンティティー Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2055



NONE

接続プロパティー

表表3.2923

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2924 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time
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実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2925

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.1.5. EAP7 - ステートフルセッションステートフルセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2926 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートフルセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2927

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2928 metrics

Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time
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実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2929

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2. EAP7: サブデプロイメントサービスサブデプロイメントサービス

概要

表表3.2930 概要概要

説明： 別のデプロイメント内にパッケージ化された子デプ
ロイメントに関連付けられたランタイムリソース
（例： ARK 内にパッケージ化されたWAR）。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - EJB3 Runtime Service」

「EAP7: リソースアダプターランタイムサービス」

「EAP7: Web Runtime Service」

「EAP7 - JPA ランタイムサービス」

「EAP7: メッセージングランタイムサービス」

「EAP7 - データソースランタイムサービス」

「EAP7: Webservices ランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2931

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
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NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.1. EAP7 - EJB3 Runtime Service

概要

表表3.2932 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれる EJB コンポーネント
によって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: メッセージ駆動 Bean ランタイムサービス」

「EAP7: シングルトン Bean ランタイムサービス」

「EAP7 - ステートレスセッション Bean ランタイムサービス」

「EAP7 - エンティティー Bean ランタイムサービス」

「EAP7 - ステートフルセッション Bean ランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2933

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.4.2.4.1.2.1.1. EAP7: メッセージ駆動メッセージ駆動 Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2934 概要概要

説明： デプロイメントに含まれる Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2935

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2936 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size
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プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2937

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2063



ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.1.2. EAP7: シングルトンシングルトン Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2938 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるシングルトン Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2939

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2940 metrics

Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2941

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name
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宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.1.3. EAP7 - ステートレスセッションステートレスセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2942 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートレスセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2943
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2944 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2067



1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2945

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles

ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

タイマー コンポーネントに関連付
けられた EJB タイ
マー。

◯ タイマー

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.1.4. EAP7 - エンティティーエンティティー Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2946 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるエンティティー Bean コン
ポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2947

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2948 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプール数 measurement プール内の利用可能なイ
ンスタンスの数（使用中
ではない）。

pool-available-count

プールの作成数 measurement プールに作成されたイン
スタンスの数。

pool-create-count

プールの現在のサイズ measurement インスタンスプールの現
在のサイズ。

pool-current-size

プール最大サイズ measurement インスタンスプールの最
大サイズ。

pool-max-size

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2069



プールの削除数 measurement プールから削除されたイ
ンスタンスの数。

pool-remove-count

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2949

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles
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ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.1.5. EAP7 - ステートフルセッションステートフルセッション Bean ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2950 概要概要

説明： デプロイメントに含まれるステートフルセッション
Bean コンポーネント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2951

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.2952 metrics

Name type description 内部名内部名

ピーク同時呼び出し measurement 任意の時点での同時呼び
出しの最大数。

peak-concurrent-
invocations

呼び出し measurement この EJB で行われる呼
び出しの合計数。

呼び出し

Minute ごとの呼び出し measurement 処理された呼び出しの
数。

呼び出し

待機時間 measurement すべてのメソッドの待機
時間の合計（ミリ秒単
位）。

wait-time

実行時間 measurement 合計実行時間（すべての
メソッドからのすべての
実行時間の合計）（ミリ
秒単位）

execution-time

1 分あたりの実行時間 measurement Bean メソッド内で費や
された時間

execution-time

メソッド実行時間 calltime Bean での個別のメソッ
ドの実行時間。ejb3 サ
ブシステムのサーバーレ
ベルで統計を有効にする
必要があることに注意し
てください。

__calltime:execution-
time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2953

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネントクラス名 コンポーネントのクラス
名。

いいえ component-class-name

宣言されたロール この EJB コンポーネン
トで（@DeclareRoles 経
由で）宣言されたロー
ル。

◯ declared-roles
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ロールとして実行 この EJB コンポーネン
トの run-as ロール（あ
る場合）。

いいえ run-as-role

セキュリティードメイン この EJB コンポーネン
トのセキュリティードメ
イン。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.2. EAP7: リソースアダプターランタイムサービスリソースアダプターランタイムサービス

概要

表表3.2954 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - 接続定義ランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2955

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2073



metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.2.1. EAP7 - 接続定義ランタイムサービス接続定義ランタイムサービス

概要

表表3.2956 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2957

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2958 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount
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平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.3. EAP7: Web Runtime Service

概要

表表3.2959 概要概要

説明： デプロイメントの web コンポーネントによって公開
されるランタイムリソース。
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シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2960

Name description 必須必須 内部名内部名

応答時間ログファイル この Web アプリケー
ションの response-time
統計が含まれるログファ
イルへのフルパス。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2961 metrics

Name type description 内部名内部名

仮想ホスト trait この webapp がデプロイ
される仮想ホスト。

virtual-host

コンテキストルート trait この webapp のコンテキ
ストルート

context-root
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server trait このアプリケーションが
属するサーバーの名前

server

応答時間 calltime この Webapp で処理さ
れる要求の最小、最大、
および平均の応答時間。

responseTime

現在アクティブなセッ
ション

measurement 現在アクティブなセッ
ションの数

active-sessions

期限切れのセッション measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

1 分あたりの期限切れ
セッション数

measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

アクティブなセッション
の最大数

measurement アクティブなセッション
の最大数

max-active-sessions

拒否されたセッション measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

拒否されたセッション
（1 分あたりのセッショ
ン）

measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

セッション配信の平均時
間

measurement セッションの稼働時間の
平均

session-avg-alive-time

セッションの最大配信時
間

measurement セッションの最大有効期
間

session-max-alive-time

作成されたセッション measurement 作成されたセッション数 sessions-created

作成済みセッション（1
分あたりのセッション）

measurement 作成されたセッション数 sessions-created

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.4.1.2.4. EAP7 - JPA ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.2962 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Hibernate Persistence Unit サービス」

接続プロパティー

表表3.2963

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.4.1. EAP7: Hibernate Persistence Unit サービスサービス

概要

表表3.2964 概要概要

説明： デプロイメントで JPA が使用するランタイム情報。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ

「EAP7: エンティティーキャッシュサービス」

「EAP7: エンティティーサービス」

「EAP7: コレクションサービス」

接続プロパティー

表表3.2965

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2966 metrics

Name type description 内部名内部名

閉じる（ステートメント
数）

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

1 分あたりのクローズス
テートメント数

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

コレクションフェッチ数 measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクション作成済み
数/分数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count
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コレクションの削除数 measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count

コレクション更新数/分
数

measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count

完了したトランザクショ
ン数

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

完了済みトランザクショ
ン数/分

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

1 分あたりの接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

フラッシュ数 measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

1 分あたりのフラッシュ
数

measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

準備済みステートメント
数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

1 分あたりの準備済みス
テートメント数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

クエリーキャッシュヒッ
ト数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

1 分あたりのキャッシュ
階層のクエリー

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

クエリーキャッシュミス
数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

1 分あたりのクエリー
キャッシュミス数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

Name type description 内部名内部名
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クエリーキャッシュ Put
数

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

1 分あたりのキャッシュ
プト数のクエリー

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

クエリー実行数 measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

1 分あたりのクエリー実
行数

measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

クエリー実行最大時間 measurement 最も遅いクエリーの時間
をミリ秒単位で取得しま
す。

query-execution-max-
time

クエリー実行最大タイム
クエリー文字列

trait 最も遅いクエリーのクエ
リー文字列を取得しま
す。

query-execution-max-
time-query-string

2 次キャッシュヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュヒット数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

2 次レベルキャッシュミ
ス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュミス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

2 次キャッシュのプッ
シュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュのプッシュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

Name type description 内部名内部名
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セッションの閉じる数 measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

1 分あたりのセッション
クローズ数

measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

セッションオープン数 measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

1 分あたりセッションの
オープン数

measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

成功したトランザクショ
ン数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

最大 1 分あたりのトラン
ザクション数成功数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2967

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled 統計が有効になっている
かどうかを判断します。

いいえ enabled

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2968 metrics

Name description

subsystem:clear 統計をクリアします。

subsystem:evict All すべてのエンティティーを 2 次レベルキャッシュか
らエビクトします。
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subsystem:summary 統計をログに記録します。

クエリーの表示 Hibernate によって実行されるクエリーについての統
計情報の表示

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.4.1.1. EAP7: エンティティーキャッシュサービスエンティティーキャッシュサービス

概要

表表3.2969 概要概要

説明： Hibernate 2 次キャッシュリージョンの統計。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2970

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2971 metrics

Name type description 内部名内部名

メモリー内の要素数 measurement メモリーに現在保存され
ているキャッシュ可能な
エンティティー/コレク
ションの数。

element-count-in-
memory
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ヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

hit-count

ミス数 measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

miss-count

PUT 数 measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

put-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.4.1.2. EAP7: エンティティーサービスエンティティーサービス

概要

表表3.2972 概要概要

説明： 個別のエンティティーの統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2973
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2974 metrics

Name type description 内部名内部名

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count
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最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.4.1.3. EAP7: コレクションサービスコレクションサービス

概要

表表3.2975 概要概要

説明： 個々の収集の統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2976

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2977 metrics
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Name type description 内部名内部名

コレクションフェッチ数 measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count

コレクション作成済み
数/分数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

コレクション更新数/分
数

measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.5. EAP7: メッセージングランタイムサービスメッセージングランタイムサービス

概要

表表3.2978 概要概要
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説明： このデプロイメントに含まれるメッセージングリ
ソースによって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - ActiveMQ Artemis サーバーランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2979

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.5.1. EAP7 - ActiveMQ Artemis サーバーランタイムサービスサーバーランタイムサービス

概要

表表3.2980 概要概要

説明： ActiveMQ Artemis サーバーインスタンス。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - JMS キューランタイムサービス」
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「EAP7 - JMS トピックランタイムサービス」

「EAP7: プールされた接続ファクトリーランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2981

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.5.1.1. EAP7 - JMS キューランタイムサービスキューランタイムサービス

概要

表表3.2982 概要概要

説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2983

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2984 metrics

Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

デッドレターアドレス trait デッドメッセージの送信
先アドレス。

dead-letter-address

durable trait キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

durable

期限切れアドレス trait 期限切れのメッセージを
送信するアドレス。

expiry-address

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

selector trait キューセレクター。 selector
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temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2985

Name description 必須必須 内部名内部名

entries キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2986 metrics

Name description

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。削除されたメッセージの数を返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。
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JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

subsystem:list メッセージの配信 現在配信されているメッセージを一覧表示します。

subsystem:list Messages as Json 現在メッセージが JSON 形式の文字列として配信さ
れている一覧

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description
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デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.5.1.2. EAP7 - JMS トピックランタイムサービストピックランタイムサービス

概要

表表3.2987 概要概要

説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2988

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2989 metrics

Name type description 内部名内部名

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count
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永続メッセージ数 measurement このトピックのすべての
永続的サブスクライバー
に対するメッセージの
数。

durable-message-count

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement このトピックの永続的サ
ブスクライバーの数。

durable-subscription-
count

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

実行中でないメッセージ
数

measurement このトピックのすべての
非永続的サブスクライ
バーに対するメッセージ
の数。

non-durable-message-
count

実行中でないサブスクリ
プション数

measurement このトピックの非永続的
サブスクライバーの数。

non-durable-
subscription-count

サブスクリプション数 measurement このトピックの（永続的
および非永続的）サブス
クライバーの数。

subscription-count

temporary trait トピックが一時的である
かどうか。

temporary

トピックのアドレス trait トピックが参照するアド
レス。

topic-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.2990

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.2991 metrics

Name description

サブスクリプションのメッセージ数 指定のサブスクリプションのフィルターに一致する
メッセージ数をカウントします。

すべてのサブスクリプションの削除 このトピックからすべてのサブスクリプションを削
除します。

持続可能なサブスクリプションの削除 永続的なサブスクリプションのドロップ

すべてのサブスクリプションの一覧表示 サブスクリプションを一覧表示します。

すべてのサブスクリプションを JSON として一覧表
示

JSON 形式の文字列としてサブスクリプションを一
覧表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

永続性のあるサブスクリプションを JSON として一
覧表示

永続的なサブスクリプションのみを JSON 形式で文
字列として表示します。

サブスクリプションのメッセージ一覧の表示 指定のサブスクリプションのメッセージをすべて表
示します。

JSON としてのサブスクリプションのメッセージ一
覧の表示

指定されたサブスクリプションのメッセージをすべ
て JSON 形式で文字列として一覧表示します。

永続的でないサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

非永続的なサブスクリプションを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として、非永続サブスクリプ
ションのみを一覧表示します。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.5.1.3. EAP7: プールされた接続ファクトリーランタイムサービスプールされた接続ファクトリーランタイムサービス
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概要

表表3.2992 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2993

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.2994

Name description 必須必須 内部名内部名

自動グループ autogroupデフォルト値
は false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send
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実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send

大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

Call failover
Timeout:expr

フェイルオーバー時に使
用するタイムアウトはプ
ロセス中（ms 単位）で
す。デフォルト値は -1
です。

いいえ call-failover-
timeout:expr

Call Timeout:expr 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout:expr

Client Failure Check
period:expr

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period:expr

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

大きなメッセージの圧縮 大きいメッセージを圧縮
すべきかどうか。デフォ
ルト値は false です。

いいえ compress-large-
messages

確認ウィンドウサイズ：
expr

確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size:expr

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.apache.activemq.art
emis.api.core.client.load
balance.RoundRobinCon
nectionLoadBalancingP
olicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

Name description 必須必須 内部名内部名
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connection Ttl:expr コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl:expr

コネクター コネクターを定義しま
す。これらはコネクター
名（未定義の値を持つ）
によってマップに保存さ
れます。この属性を書き
込むときにコネクター名
のリストを渡すことがで
きます。

いいえ コネクター

consumer Max Rate:expr コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-
rate:expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ：expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-
size:expr

検出グループ 検出グループ名。 いいえ discovery-group

DUPS Ok Batch
Size:expr

重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size:expr

エンリストメントトレー
ス

IronJacamar を有効にし
て、この pooled-
connection-factory のエ
ンリストメントトレース
を記録します。この属性
はデフォルトでは定義さ
れず、haviour は
layersjacamar.disable_en
listment_trace システム
プロパティーの存在に
よって実行されます。

いいえ enlistment-trace

entries 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Name description 必須必須 内部名内部名
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Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

Connect Attempts:expr
の初期接続

最初にこのファクトリー
で接続を試みる回数。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ initial-connect-
attempts:expr

初期メッセージパケット
サイズ：expr

このファクトリーから作
成されるメッセージの初
期サイズ。デフォルト値
は 1500 です。

いいえ initial-message-packet-
size:expr

JNDI パラメーター 受信接続の宛先を見つけ
るために使用する JNDI
パラメーター。

いいえ jndi-params

管理接続プール この pooled-
connection-factory に
よって使用される管理接
続プールのクラス名。

いいえ managed-connection-
pool

最大プールサイズ：expr プールの最大サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-pool-size:expr

max Retry Interval:expr 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval:expr

大きいメッセージの最小
サイズ：expr

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-
size:expr

最小プールサイズ：expr プールの最小サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ min-pool-size:expr

password この接続ファクトリーで
使用するデフォルトのパ
スワード。これは、接続
ファクトリーをリモート
ホストへポイントする場
合にのみ必要です。

いいえ password

事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

Name description 必須必須 内部名内部名
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プロデューサー Max
Rate:expr

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate:expr

producer Window
Size:expr

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-
size:expr

プロトコルマネージャー
ファクトリー

このプールされた接続
ファクトリーによって使
用されるプロトコルマ
ネージャーファクト
リー。

いいえ protocol-manager-
factory

reconnect
Attempts:expr

再接続試行回数。デフォ
ルトでは、プールされた
接続ファクトリーはメッ
セージングサーバーに無
限に再接続を試みます。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ reconnect-
attempts:expr

retry Interval:expr 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval:expr

Retry Interval
Multiplier:expr

再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-
multiplier:expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ：
expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

Setup Attempts:expr MDB エンドポイントを
設定する回数

いいえ setup-attempts:expr

Setup Interval:expr MDB エンドポイントの
設定を試みる間隔。

いいえ setup-interval:expr

スレッドプール最大サイ
ズ：expr

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

transaction TODO。デフォルト値は
transaction です。

いいえ transaction

トランザクションバッチ
サイズ：expr

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-
size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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自動リカバリーの使用 自動リカバリーを使用す
るには true。デフォル
ト値は true です。

いいえ use-auto-recovery

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Jndi の使用 JNDI を使用して受信接
続の宛先を見つけます。

いいえ use-jndi

ローカル Tx の使用 受信セッションにローカ
ルトランザクションを使
用

いいえ use-local-tx

user この接続ファクトリーで
使用するデフォルトの
ユーザー名。これは、接
続ファクトリーをリモー
トホストへポイントする
場合にのみ必要です。

いいえ user

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.6. EAP7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.2995 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれるデータソースによっ
て公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - XA データソースランタイムサービス」

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2102



「EAP7 - XA データソースランタイムサービス」

「EAP7 - データソースランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.2996

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.6.1. EAP7 - XA データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.2997 概要概要

説明： JDBC XA データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.2998

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.2999 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount
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1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

Name type description 内部名内部名
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最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3000

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全修飾名

◯ xa-datasource-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

◯ driver-name

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql
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URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。

いいえ pool-use-strict-min

interleaving XA 接続ファクトリーの
インターリービングを有
効にする要素

いいえ interleaving

Name description 必須必須 内部名内部名
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Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされる
べき

いいえ pad-xid

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

wrap Xa データソース XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。

いいえ wrap-xa-datasource

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

リカバリープラグインク
ラス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供されるリカバ
リープラグインの実装

いいえ recovery-plugin-class-
name

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

Name description 必須必須 内部名内部名
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flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
する間隔をミリ秒単位で
割り当てます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2110



トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

Name description 必須必須 内部名内部名
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XA リソースタイムアウ
ト

XAResource.setTransact
ionTimeout（）デフォ
ルトに渡されるのはゼロ
で、セッターは起動しま
せん。（秒単位）

いいえ xa-resource-timeout

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

リカバリーユーザー名 接続リカバリーを試行す
るために使用されるユー
ザー名

いいえ recovery-username

リカバリーパスワード 接続リカバリーを試行す
るために使用されるパス
ワード

いいえ recovery-password

リカバリーセキュリ
ティードメイン

接続リカバリーを試行す
るために使用される
security-domain

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーなし true の場合、この接続
プールのリカバリーは試
行されません。

いいえ no-recovery

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3001 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.6.2. EAP7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.3002 概要概要

説明： JDBC データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3003

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3004 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount
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準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

Name type description 内部名内部名
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破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3005

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

◯ connection-url

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2116



ドライバー名 使用する JDBC ドライ
バーの名前

◯ driver-name

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全修飾名。

いいえ driver-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

driver データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。driver-name>
#major-version.minor-
version where driver-
name は JDBC ドライ
バークラスの完全修飾名
です。

いいえ driver

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

Name description 必須必須 内部名内部名
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enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。

いいえ pool-use-strict-min

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

Name description 必須必須 内部名内部名
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flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）を示しま
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名
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トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Name description 必須必須 内部名内部名
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Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3006 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.7. EAP7: Webservices ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.3007 概要概要

説明： デプロイメントの web サービスコンポーネントに
よって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: エンドポイントランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.3008
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.2.7.1. EAP7: エンドポイントランタイムサービスエンドポイントランタイムサービス

概要

表表3.3009 概要概要

説明： WebService エンドポイント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3010

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3011 metrics
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表表3.3011 metrics

Name type description 内部名内部名

平均処理時間 measurement 平均エンドポイント処理
時間。

average-processing-
time

障害数 measurement エンドポイントが生成し
た障害の数。

fault-count

最大処理時間 measurement 最大エンドポイントの処
理時間。

max-processing-time

処理時間（最小） measurement エンドポイントの最小処
理時間。

min-processing-time

要求数 measurement エンドポイントが処理さ
れた要求の数。

request-count

応答数 measurement エンドポイントが生成し
た応答の数。

response-count

処理時間の合計 measurement エンドポイント処理の合
計時間。

total-processing-time

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3012

Name description 必須必須 内部名内部名

class WebService エンドポイ
ントクラス。

いいえ class

context WebService エンドポイ
ントコンテキスト。

いいえ context

Name WebService エンドポイ
ント名。

いいえ Name

type WebService エンドポイ
ントタイプ。

いいえ type

WSDL URL WebService エンドポイ
ントの WSDL URL。

いいえ wsdl-url
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.3. EAP7: リソースアダプターランタイムサービスリソースアダプターランタイムサービス

概要

表表3.3013 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - 接続定義ランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.3014

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.4.1.3.1. EAP7 - 接続定義ランタイムサービス接続定義ランタイムサービス

概要

表表3.3015 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3016

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3017 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime
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最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.4. EAP7: Web Runtime Service

概要

表表3.3018 概要概要

説明： デプロイメントの web コンポーネントによって公開
されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3019

Name description 必須必須 内部名内部名
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応答時間ログファイル この Web アプリケー
ションの response-time
統計が含まれるログファ
イルへのフルパス。

いいえ responseTimeLogFile

応答時間 URL 除外 response-time stats コ
レクションから除外され
る URL を指定する正規
表現のスペースで区切ら
れたリスト。

いいえ responseTimeUrlExclud
es

応答時間 URL 変換 応答時間統計が収集され
るすべての URL に適用
される Perl 形式の置換
表現のスペース区切りの
一覧（例：
|^/dept/finance/.*|/dep
t/finance/*|）

いいえ responseTimeUrlTransfo
rms

path  ◯ path

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3020 metrics

Name type description 内部名内部名

仮想ホスト trait この webapp がデプロイ
される仮想ホスト。

virtual-host

コンテキストルート trait この webapp のコンテキ
ストルート

context-root

server trait このアプリケーションが
属するサーバーの名前

server

応答時間 calltime この Webapp で処理さ
れる要求の最小、最大、
および平均の応答時間。

responseTime

現在アクティブなセッ
ション

measurement 現在アクティブなセッ
ションの数

active-sessions
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期限切れのセッション measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

1 分あたりの期限切れ
セッション数

measurement 期限切れのセッション数 expired-sessions

アクティブなセッション
の最大数

measurement アクティブなセッション
の最大数

max-active-sessions

拒否されたセッション measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

拒否されたセッション
（1 分あたりのセッショ
ン）

measurement 拒否されたセッション数 rejected-sessions

セッション配信の平均時
間

measurement セッションの稼働時間の
平均

session-avg-alive-time

セッションの最大配信時
間

measurement セッションの最大有効期
間

session-max-alive-time

作成されたセッション measurement 作成されたセッション数 sessions-created

作成済みセッション（1
分あたりのセッション）

measurement 作成されたセッション数 sessions-created

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.5. EAP7 - JPA ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.3021 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。

シングルトン： ◯
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Hibernate Persistence Unit サービス」

接続プロパティー

表表3.3022

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.5.1. EAP7: Hibernate Persistence Unit サービスサービス

概要

表表3.3023 概要概要

説明： デプロイメントで JPA が使用するランタイム情報。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: エンティティーキャッシュサービス」

「EAP7: エンティティーサービス」

「EAP7: コレクションサービス」

接続プロパティー
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表表3.3024

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3025 metrics

Name type description 内部名内部名

閉じる（ステートメント
数）

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

1 分あたりのクローズス
テートメント数

measurement リリースされた準備済み
ステートメントの数。

close-statement-count

コレクションフェッチ数 measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement 取得したコレクションの
数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement ロードされたコレクショ
ンの数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクション作成済み
数/分数

measurement 再作成されるコレクショ
ンの数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement 削除されたコレクション
の数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count
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コレクション更新数/分
数

measurement 更新されたコレクション
の数。

collection-update-count

完了したトランザクショ
ン数

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

完了済みトランザクショ
ン数/分

measurement 完了したトランザクショ
ンの数。

completed-transaction-
count

接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

1 分あたりの接続数 measurement セッションによって要求
された接続の数を取得し
ます。

connect-count

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

Name type description 内部名内部名
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フラッシュ数 measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

1 分あたりのフラッシュ
数

measurement セッションによって実行
されるフラッシュの数
（暗黙的または明示的な
もの）を取得します。

flush-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

準備済みステートメント
数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

1 分あたりの準備済みス
テートメント数

measurement 取得した準備済みステー
トメントの数。

prepared-statement-
count

クエリーキャッシュヒッ
ト数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

1 分あたりのキャッシュ
階層のクエリー

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュされ
たクエリーの数を取得し
ます。

query-cache-hit-count

クエリーキャッシュミス
数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

1 分あたりのクエリー
キャッシュミス数

measurement キャッシュに見つからな
いキャッシュされたクエ
リーの数を取得します。

query-cache-miss-
count

クエリーキャッシュ Put
数

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

1 分あたりのキャッシュ
プト数のクエリー

measurement キャッシュ可能なクエ
リーの数をキャッシュに
取得します。

query-cache-put-count

Name type description 内部名内部名
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クエリー実行数 measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

1 分あたりのクエリー実
行数

measurement 実行されたクエリーの数
を取得します。

query-execution-count

クエリー実行最大時間 measurement 最も遅いクエリーの時間
をミリ秒単位で取得しま
す。

query-execution-max-
time

クエリー実行最大タイム
クエリー文字列

trait 最も遅いクエリーのクエ
リー文字列を取得しま
す。

query-execution-max-
time-query-string

2 次キャッシュヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュヒット数

measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

second-level-cache-hit-
count

2 次レベルキャッシュミ
ス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュミス数

measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

second-level-cache-
miss-count

2 次キャッシュのプッ
シュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

1 分あたりの 2 次キャッ
シュのプッシュ数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

second-level-cache-
put-count

セッションの閉じる数 measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

1 分あたりのセッション
クローズ数

measurement 閉じたセッションの数。 session-close-count

Name type description 内部名内部名
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セッションオープン数 measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

1 分あたりセッションの
オープン数

measurement 開かれているセッション
の数。

session-open-count

成功したトランザクショ
ン数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

最大 1 分あたりのトラン
ザクション数成功数

measurement 成功したトランザクショ
ンの数。

successful-transaction-
count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3026

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled 統計が有効になっている
かどうかを判断します。

いいえ enabled

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3027 metrics

Name description

subsystem:clear 統計をクリアします。

subsystem:evict All すべてのエンティティーを 2 次レベルキャッシュか
らエビクトします。

subsystem:summary 統計をログに記録します。

クエリーの表示 Hibernate によって実行されるクエリーについての統
計情報の表示
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.5.1.1. EAP7: エンティティーキャッシュサービスエンティティーキャッシュサービス

概要

表表3.3028 概要概要

説明： Hibernate 2 次キャッシュリージョンの統計。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3029

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3030 metrics

Name type description 内部名内部名

メモリー内の要素数 measurement メモリーに現在保存され
ているキャッシュ可能な
エンティティー/コレク
ションの数。

element-count-in-
memory

ヒット数 measurement キャッシュから正常に取
得されたキャッシュ可能
なエンティティー/コレ
クションの数。

hit-count

ミス数 measurement キャッシュにないキャッ
シュ可能なエンティ
ティー/コレクションの
数およびロードされる。

miss-count
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PUT 数 measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンの数。

put-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.5.1.2. EAP7: エンティティーサービスエンティティーサービス

概要

表表3.3031 概要概要

説明： 個別のエンティティーの統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3032

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3033 metrics
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Name type description 内部名内部名

エンティティー削除数 measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティー削除数/
分

measurement エンティティー削除の数
を取得します。

entity-delete-count

エンティティーフェッチ
数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement エンティティーフェッチ
の数を取得します。

entity-fetch-count

エンティティーの挿入数 measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーの挿入
数/分数

measurement エンティティー挿入の数
を取得します。

entity-insert-count

エンティティーロード数 measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement エンティティーロードの
数を取得します。

entity-load-count

エンティティー更新数 measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement エンティティー更新の数
を取得します。

entity-update-count

最適な障害数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

最適な障害数/分数 measurement 最適なロックの例外の
数。

optimistic-failure-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.4.1.5.1.3. EAP7: コレクションサービスコレクションサービス

概要

表表3.3034 概要概要

説明： 個々の収集の統計。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3035

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3036 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクションフェッチ数 measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement コレクションがフェッチ
された回数。

collection-fetch-count

コレクションのロード数 measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement コレクションがロードさ
れた回数。

collection-load-count

コレクションが再作成さ
れた数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count
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コレクション作成済み
数/分数

measurement コレクションが再作成さ
れた回数。

collection-recreated-
count

コレクションの削除数 measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクション削除数/分
数

measurement コレクションが削除され
た回数。

collection-remove-
count

コレクションの更新数 measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

コレクション更新数/分
数

measurement コレクションが更新され
た回数。

collection-update-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.6. EAP7: メッセージングランタイムサービスメッセージングランタイムサービス

概要

表表3.3037 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれるメッセージングリ
ソースによって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - ActiveMQ Artemis サーバーランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.3038
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.6.1. EAP7 - ActiveMQ Artemis サーバーランタイムサービスサーバーランタイムサービス

概要

表表3.3039 概要概要

説明： ActiveMQ Artemis サーバーインスタンス。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - JMS キューランタイムサービス」

「EAP7 - JMS トピックランタイムサービス」

「EAP7: プールされた接続ファクトリーランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.3040

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.6.1.1. EAP7 - JMS キューランタイムサービスキューランタイムサービス

概要

表表3.3041 概要概要

説明： JMS キューを定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3042

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3043 metrics
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Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

デッドレターアドレス trait デッドメッセージの送信
先アドレス。

dead-letter-address

durable trait キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

durable

期限切れアドレス trait 期限切れのメッセージを
送信するアドレス。

expiry-address

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

selector trait キューセレクター。 selector

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3044
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表表3.3044

Name description 必須必須 内部名内部名

entries キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3045 metrics

Name description

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。削除されたメッセージの数を返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

subsystem:list メッセージの配信 現在配信されているメッセージを一覧表示します。

subsystem:list Messages as Json 現在メッセージが JSON 形式の文字列として配信さ
れている一覧

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。
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メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.6.1.2. EAP7 - JMS トピックランタイムサービストピックランタイムサービス

概要

表表3.3046 概要概要

説明： JMS キューを定義します。
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3047

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3048 metrics

Name type description 内部名内部名

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

永続メッセージ数 measurement このトピックのすべての
永続的サブスクライバー
に対するメッセージの
数。

durable-message-count

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement このトピックの永続的サ
ブスクライバーの数。

durable-subscription-
count

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

実行中でないメッセージ
数

measurement このトピックのすべての
非永続的サブスクライ
バーに対するメッセージ
の数。

non-durable-message-
count
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実行中でないサブスクリ
プション数

measurement このトピックの非永続的
サブスクライバーの数。

non-durable-
subscription-count

サブスクリプション数 measurement このトピックの（永続的
および非永続的）サブス
クライバーの数。

subscription-count

temporary trait トピックが一時的である
かどうか。

temporary

トピックのアドレス trait トピックが参照するアド
レス。

topic-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3049

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

いいえ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3050 metrics

Name description

サブスクリプションのメッセージ数 指定のサブスクリプションのフィルターに一致する
メッセージ数をカウントします。

すべてのサブスクリプションの削除 このトピックからすべてのサブスクリプションを削
除します。

持続可能なサブスクリプションの削除 永続的なサブスクリプションのドロップ

すべてのサブスクリプションの一覧表示 サブスクリプションを一覧表示します。
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すべてのサブスクリプションを JSON として一覧表
示

JSON 形式の文字列としてサブスクリプションを一
覧表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

永続性のあるサブスクリプションを JSON として一
覧表示

永続的なサブスクリプションのみを JSON 形式で文
字列として表示します。

サブスクリプションのメッセージ一覧の表示 指定のサブスクリプションのメッセージをすべて表
示します。

JSON としてのサブスクリプションのメッセージ一
覧の表示

指定されたサブスクリプションのメッセージをすべ
て JSON 形式で文字列として一覧表示します。

永続的でないサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

非永続的なサブスクリプションを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として、非永続サブスクリプ
ションのみを一覧表示します。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.6.1.3. EAP7: プールされた接続ファクトリーランタイムサービスプールされた接続ファクトリーランタイムサービス

概要

表表3.3051 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3052
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3053

Name description 必須必須 内部名内部名

自動グループ autogroupデフォルト値
は false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send

実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send

大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

Call failover
Timeout:expr

フェイルオーバー時に使
用するタイムアウトはプ
ロセス中（ms 単位）で
す。デフォルト値は -1
です。

いいえ call-failover-
timeout:expr

Call Timeout:expr 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout:expr
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Client Failure Check
period:expr

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period:expr

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

大きなメッセージの圧縮 大きいメッセージを圧縮
すべきかどうか。デフォ
ルト値は false です。

いいえ compress-large-
messages

確認ウィンドウサイズ：
expr

確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size:expr

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.apache.activemq.art
emis.api.core.client.load
balance.RoundRobinCon
nectionLoadBalancingP
olicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

connection Ttl:expr コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl:expr

コネクター コネクターを定義しま
す。これらはコネクター
名（未定義の値を持つ）
によってマップに保存さ
れます。この属性を書き
込むときにコネクター名
のリストを渡すことがで
きます。

いいえ コネクター

consumer Max Rate:expr コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-
rate:expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ：expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-
size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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検出グループ 検出グループ名。 いいえ discovery-group

DUPS Ok Batch
Size:expr

重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size:expr

エンリストメントトレー
ス

IronJacamar を有効にし
て、この pooled-
connection-factory のエ
ンリストメントトレース
を記録します。この属性
はデフォルトでは定義さ
れず、haviour は
layersjacamar.disable_en
listment_trace システム
プロパティーの存在に
よって実行されます。

いいえ enlistment-trace

entries 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

Connect Attempts:expr
の初期接続

最初にこのファクトリー
で接続を試みる回数。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ initial-connect-
attempts:expr

初期メッセージパケット
サイズ：expr

このファクトリーから作
成されるメッセージの初
期サイズ。デフォルト値
は 1500 です。

いいえ initial-message-packet-
size:expr

JNDI パラメーター 受信接続の宛先を見つけ
るために使用する JNDI
パラメーター。

いいえ jndi-params

Name description 必須必須 内部名内部名
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管理接続プール この pooled-
connection-factory に
よって使用される管理接
続プールのクラス名。

いいえ managed-connection-
pool

最大プールサイズ：expr プールの最大サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-pool-size:expr

max Retry Interval:expr 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval:expr

大きいメッセージの最小
サイズ：expr

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-
size:expr

最小プールサイズ：expr プールの最小サイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ min-pool-size:expr

password この接続ファクトリーで
使用するデフォルトのパ
スワード。これは、接続
ファクトリーをリモート
ホストへポイントする場
合にのみ必要です。

いいえ password

事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサー Max
Rate:expr

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate:expr

producer Window
Size:expr

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-
size:expr

プロトコルマネージャー
ファクトリー

このプールされた接続
ファクトリーによって使
用されるプロトコルマ
ネージャーファクト
リー。

いいえ protocol-manager-
factory

Name description 必須必須 内部名内部名
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reconnect
Attempts:expr

再接続試行回数。デフォ
ルトでは、プールされた
接続ファクトリーはメッ
セージングサーバーに無
限に再接続を試みます。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ reconnect-
attempts:expr

retry Interval:expr 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval:expr

Retry Interval
Multiplier:expr

再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-
multiplier:expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ：
expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

Setup Attempts:expr MDB エンドポイントを
設定する回数

いいえ setup-attempts:expr

Setup Interval:expr MDB エンドポイントの
設定を試みる間隔。

いいえ setup-interval:expr

スレッドプール最大サイ
ズ：expr

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

transaction TODO。デフォルト値は
transaction です。

いいえ transaction

トランザクションバッチ
サイズ：expr

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-
size:expr

自動リカバリーの使用 自動リカバリーを使用す
るには true。デフォル
ト値は true です。

いいえ use-auto-recovery

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Jndi の使用 JNDI を使用して受信接
続の宛先を見つけます。

いいえ use-jndi

Name description 必須必須 内部名内部名

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2154



ローカル Tx の使用 受信セッションにローカ
ルトランザクションを使
用

いいえ use-local-tx

user この接続ファクトリーで
使用するデフォルトの
ユーザー名。これは、接
続ファクトリーをリモー
トホストへポイントする
場合にのみ必要です。

いいえ user

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.7. EAP7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.3054 概要概要

説明： このデプロイメントに含まれるデータソースによっ
て公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - XA データソースランタイムサービス」

「EAP7 - データソースランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.3055

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.7.1. EAP7 - XA データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.3056 概要概要

説明： JDBC XA データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3057

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3058 metrics
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Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount
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平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー

表表3.3059

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2

XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全修飾名

◯ xa-datasource-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

◯ driver-name

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context
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enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。

いいえ pool-use-strict-min

interleaving XA 接続ファクトリーの
インターリービングを有
効にする要素

いいえ interleaving

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされる
べき

いいえ pad-xid

Name description 必須必須 内部名内部名
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同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

wrap Xa データソース XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。

いいえ wrap-xa-datasource

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

リカバリープラグインク
ラス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供されるリカバ
リープラグインの実装

いいえ recovery-plugin-class-
name

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
する間隔をミリ秒単位で
割り当てます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

XA リソースタイムアウ
ト

XAResource.setTransact
ionTimeout（）デフォ
ルトに渡されるのはゼロ
で、セッターは起動しま
せん。（秒単位）

いいえ xa-resource-timeout

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

リカバリーユーザー名 接続リカバリーを試行す
るために使用されるユー
ザー名

いいえ recovery-username

リカバリーパスワード 接続リカバリーを試行す
るために使用されるパス
ワード

いいえ recovery-password

リカバリーセキュリ
ティードメイン

接続リカバリーを試行す
るために使用される
security-domain

いいえ recovery-security-
domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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リカバリーなし true の場合、この接続
プールのリカバリーは試
行されません。

いいえ no-recovery

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3060 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.7.2. EAP7 - データソースランタイムサービスデータソースランタイムサービス

概要

表表3.3061 概要概要

説明： JDBC データソースの設定

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3062

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3063 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2167



1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

Name type description 内部名内部名
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最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3064

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

◯ connection-url

ドライバー名 使用する JDBC ドライ
バーの名前

◯ driver-name

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全修飾名。

いいえ driver-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

driver データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。driver-name>
#major-version.minor-
version where driver-
name は JDBC ドライ
バークラスの完全修飾名
です。

いいえ driver

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password
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新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。

いいえ pool-use-strict-min

Name description 必須必須 内部名内部名
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セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）を示しま
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2173



例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3065 metrics

Name description

subsystem: プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。

subsystem:flush Idle Connection In Pool プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。
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subsystem:test 接続インプール 接続を取得できるかどうかのテスト

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.8. EAP7: Webservices ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.3066 概要概要

説明： デプロイメントの web サービスコンポーネントに
よって公開されるランタイムリソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: エンドポイントランタイムサービス」

接続プロパティー

表表3.3067

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.1.8.1. EAP7: エンドポイントランタイムサービスエンドポイントランタイムサービス

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2176



概要

表表3.3068 概要概要

説明： WebService エンドポイント。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3069

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3070 metrics

Name type description 内部名内部名

平均処理時間 measurement 平均エンドポイント処理
時間。

average-processing-
time

障害数 measurement エンドポイントが生成し
た障害の数。

fault-count

最大処理時間 measurement 最大エンドポイントの処
理時間。

max-processing-time

処理時間（最小） measurement エンドポイントの最小処
理時間。

min-processing-time

要求数 measurement エンドポイントが処理さ
れた要求の数。

request-count

応答数 measurement エンドポイントが生成し
た応答の数。

response-count
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処理時間の合計 measurement エンドポイント処理の合
計時間。

total-processing-time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3071

Name description 必須必須 内部名内部名

class WebService エンドポイ
ントクラス。

いいえ class

context WebService エンドポイ
ントコンテキスト。

いいえ context

Name WebService エンドポイ
ント名。

いいえ Name

type WebService エンドポイ
ントタイプ。

いいえ type

WSDL URL WebService エンドポイ
ントの WSDL URL。

いいえ wsdl-url

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.2. EAP7: Naming(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.3072 概要概要

説明：  
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シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: バインディング（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3073

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.3074 metrics

Name description

JNDIView JNDI ツリーで絞り込む

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.2.1. EAP7: バインディング（管理サーバー）サービスバインディング（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3075 概要概要

説明： プリミティブタイプの JNDI バインディング

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3076

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3077

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディングタイプ 作成するバインディング
のタイプ。simple、
lookup、または object-
factory です。

◯ binding-type

class オブジェクトファクト
リーバインディングのオ
ブジェクトファクトリー
クラス名

いいえ class

lookup ルックアップバインディ
ングの JNDI でルック
アップするエントリー。

いいえ lookup

モジュール オブジェクトファクト
リーバインディングのオ
ブジェクトファクトリー
をロードするモジュー
ル。

いいえ モジュール
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type シンプルバインディング
にバインドする値の型。
これはプリミティブタイ
プである必要がありま
す。

いいえ type

値 シンプルバインディング
にバインドする値

いいえ 値

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.3. EAP7: Webservices(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.3078 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: エンドポイント（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3079

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3080

Name description 必須必須 内部名内部名

Wsdl アドレスの変更 soap アドレスを変更す
ることができるかどう
か。

いいえ modify-wsdl-address

WSDL ホスト エンドポイントに必要な
デプロイメントアーティ
ファクトである WSDL
には、エンドポイントの
場所を参照する
<soap:address> 要素があ
ります。JBoss では、そ
の SOAP アドレスの書
き換えがサポートされま
す。<soap:address> の内
容が有効な URL の場
合、'modify-wsdl-
address' が true でない
限り、JBossWS はこれ
を書き直しません。
<soap:address> の内容が
有効な URL ではない場
合、JBossWS は以下の
属性値を使用して書き直
します。'wsdl-host' が
'jbossws.undefined.host'
に設定されている場合、
JBossWS は
<soap:address> を書き換
える際にリクエスターホ
ストを使用します。

いいえ wsdl-host

WSDL ポート SOAP アドレスを書き換
えるために使用されるセ
キュアでないポート。存
在しない場合、インス
トールしたコネクターの
リストをクエリーして
ポートが識別されます。

いいえ wsdl-port
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WSDL セキュアポート SOAP アドレスを書き換
えるために使用されるセ
キュアなポート。存在し
ない場合、インストール
したコネクターのリスト
をクエリーしてポートが
識別されます。

いいえ wsdl-secure-port

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.3.1. EAP7: エンドポイント（管理サーバー）サービスエンドポイント（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3081 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - Post Handler Chain(Managed Server)サービス」

「EAP7: Pre Handler Chain(Managed Server)サービス」

「EAP7: プロパティー（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.3082

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.3.1.1. EAP7 - Post Handler Chain(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3083 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Post Handler(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3084

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3085
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Name description 必須必須 内部名内部名

プロトコルバインディン
グ

プロトコルバインディン
グ

いいえ protocol-bindings

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.3.1.1.1. EAP7: Post Handler(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3086 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3087

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3088
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Name description 必須必須 内部名内部名

class ハンドラークラス ◯ class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.3.1.2. EAP7: Pre Handler Chain(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3089 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Pre Handler(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3090

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3091
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Name description 必須必須 内部名内部名

プロトコルバインディン
グ

プロトコルバインディン
グ

いいえ protocol-bindings

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.3.1.2.1. EAP7: Pre Handler(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3092 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3093

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3094
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Name description 必須必須 内部名内部名

class ハンドラークラス ◯ class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.3.1.3. EAP7: プロパティー（読み取り専用）サービスプロパティー（読み取り専用）サービス

概要

表表3.3095 概要概要

説明： プロパティー

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3096

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3097
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Name description 必須必須 内部名内部名

値 プロパティーの値。 いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.4. EAP7 - IIOP-OpenJDK(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.3098 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3099

Name description 必須必須 内部名内部名

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3100
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表表3.3100

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネント Via イン
ターセプターの追加

SSL コンポーネントを
IOR インターセプター
(on)インターセプターに
よって追加すべきかどう
かを示します（オフ）。
デフォルト値は true で
す。

いいえ add-component-via-
interceptor

AUTH メソッド 認証方法。有効な値は
'none' および
'username_password' で
す。デフォルト値は
username_password で
す。

いいえ auth-method

呼び出し元伝搬 呼び出し元アイデンティ
ティーを SAS コンテキ
ストで伝播すべきかどう
かを示します。有効な値
は「none」および
「supported」です。デ
フォルト値は none で
す。

いいえ caller-propagation

クライアント要件 クライアント SSL がパ
ラメーターを必要とする
ことを示します
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ client-requires

クライアントサポート クライアント SSL がサ
ポートされるパラメー
ター（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ client-supports

機密性 トランスポートに機密性
の保護が必要であるかど
うかを示します。有効な
値は 'none'、
'supported'、および
'required' です。デフォ
ルト値は none です。

いいえ 機密性
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その他の順序の検出 トランスポートに間違っ
た順序の検出が必要であ
るかどうかを示します。
有効な値は 'none'、
'supported'、および
'required' です。デフォ
ルト値は none です。

いいえ detect-misordering

Distegration（検出） トランスポートにリプレ
イの検出が必要であるか
どうかを示します。有効
な値は 'none'、
'supported'、および
'required' です。デフォ
ルト値は none です。

いいえ detect-replay

export Corbaloc ルートコンテキストを
corbaloc::address:port/
NameService(on)として
エクスポートすべきかど
うかを示します(off)。
デフォルト値は true で
す。

いいえ export-corbaloc

giop バージョン 使用される GIOP バー
ジョン。デフォルト値は
1.2 です。

いいえ giop-version

High Water Mark:expr TCP 接続キャッシュパ
ラメーター。接続数がこ
の値を超えるたびに、
ORB が接続を再利用し
ようとします。回収され
た接続の数は、tcp-
number-to-reclaim プロ
パティーによって指定さ
れます。このプロパ
ティーが設定されていな
い場合は、デフォルトの
OpenJDK ORB として設
定されます。

いいえ high-water-mark:expr

完全性 トランスポートに整合性
の保護が必要であるかど
うかを示します。有効な
値は 'none'、
'supported'、および
'required' です。デフォ
ルト値は none です。

いいえ 完全性

Name description 必須必須 内部名内部名
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Reclaim:expr 数 TCP 接続キャッシュパ
ラメーター。接続数が
tcp-high- water-mark プ
ロパティーを超えるたび
に、ORB は接続の回収
を試みます。回収された
接続の数は、このプロパ
ティーによって指定され
ます。設定されていない
場合は、デフォルトの
OpenJDK ORB として設
定されます。

いいえ number-to-reclaim:expr

永続サーバー ID サーバーの永続 ID。永
続オブジェクト参照は、
サーバーの多くのアク
ティビティーで有効であ
り、このプロパティーを
使用してこれを識別しま
す。そのため、同じサー
バーの多くのアクティ
ベーションでこのプロパ
ティーを同じ値に設定
し、同じホストで実行さ
れている異なるサーバー
インスタンスが異なる
サーバー ID を持つ必要
があります。デフォルト
値は 1 です。

いいえ persistent-server-id

properties 汎用キー/値プロパ
ティーの一覧。

いいえ properties

realm 認証サービス(AS)レル
ム名。

いいえ realm

必須 認証が必要であるか、ま
たはそうでないか(false)
を示します。デフォルト
値は false です。

いいえ 必須

ルートコンテキスト ネーミングサービスの
ルートコンテキスト。デ
フォルト値は
JBoss/Naming/root で
す。

いいえ root-context

Name description 必須必須 内部名内部名
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security セキュリティーインター
セプターがインストール
される(on)されるかどう
かを示します(off)。デ
フォルト値は none で
す。

いいえ security

セキュリティードメイン SSL 接続を確立するた
めに使用されるキーおよ
びトラストストアを保持
するセキュリティードメ
インの名前。

いいえ security-domain

サーバーの要件 サーバー SSL がパラ
メーターを必要とするこ
とを示す値（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ server-requires

サーバーのサポート サーバー SSL がサポー
トされるパラメーター
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ server-supports

ソケットバインディング ORB ポートを指定する
ソケットバインディング
設定の名前。デフォルト
値は iiop です。

いいえ socket-binding

SSL ソケットバイン
ディング

ORB SSL を指定するソ
ケットバインディング設
定の名前。デフォルト値
は iiop-ssl です。

いいえ ssl-socket-binding

サポート Ssl SSL がサポート対象(on)
されるかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は false です。

いいえ support-ssl

Name description 必須必須 内部名内部名
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トランザクション トランザクションイン
ターセプターがインス
トールされる（または
spec）されるかどうか
を示します（オフ）。
'on' が有効な値である
「spec」は、受信トラ
ンザクションコンテキス
トを拒否する仕様準拠
モード（JTS 以外）を有
効にします。デフォルト
値は none です。

いいえ トランザクション

クライアントでの信頼 トランスポートの確立に
クライアントの信頼が必
要であるかどうかを示し
ます。有効な値は
'none'、'supported'、お
よび 'required' です。デ
フォルト値は none で
す。

いいえ trust-in-client

ターゲットでの信頼 トランスポートの確立に
ターゲットへの信頼が必
要であるかどうかを示し
ます。有効な値は
「none」および
「supported」です。デ
フォルト値は none で
す。

いいえ trust-in-target

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.5. EAP7 - JacORB(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.3101 概要概要

説明： jacorb サブシステムの設定
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シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3102

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3103

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネント Via イン
ターセプターの追加

SSL コンポーネントを
IOR インターセプター
(on)インターセプターに
よって追加すべきかどう
かを示します（オフ）。
デフォルト値は on で
す。

いいえ add-component-via-
interceptor

キャッシュ Poa 名 POA 名がキャッシュさ
れる(on)かどうかを示し
ます(off)。デフォルト
値は off です。

いいえ cache-poa-names

キャッシュタイプコード タイプコードがキャッ
シュされる(on)か、そう
でないか(off)を示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ cache-typecodes
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Cunk Custom Rmi
Valuetypes

カスタムの RMI 値タイ
プがチャンク（オン）と
してエンコードされるべ
きかどうかを示します
(off)。デフォルト値は
on です。

いいえ chunk-custom-rmi-
valuetypes

クライアント要件 クライアント SSL がパ
ラメーターを必要とする
ことを示します
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ client-requires

クライアントサポート クライアント SSL がサ
ポートされるパラメー
ター（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ client-supports

クライアントタイムアウ
ト

クライアント側の接続タ
イムアウト値はミリ秒単
位です。値をゼロの場合
は、接続がタイムアウト
しないことを示します。
デフォルト値は 0 で
す。

いいえ client-timeout

comet comet の ORB との相互
運用性が有効にされてい
る(on)か、そうでないか
(off)を示します。デ
フォルト値は off です。

いいえ comet

export Corbaloc ルートコンテキストを
corbaloc::address:port/
NameService(on)として
エクスポートすべきかど
うかを示します(off)。
デフォルト値は on で
す。

いいえ export-corbaloc

giop マイナーバージョ
ン

使用される GIOP マイ
ナーバージョン。デフォ
ルト値は 2 です。

いいえ giop-minor-version

Name description 必須必須 内部名内部名
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間接エンコーディングの
無効化

繰り返し型コードの間接
エンコーディングを無効
(on)するか(off)するかを
示します。デフォルト値
は off です。

いいえ indirection-encoding-
disable

Iona IONA の ASP との相互
運用性が有効であるか
（オフ）かを示します。
デフォルト値は off で
す。

いいえ Iona

lax ブール値エンコー
ディング

ゼロ以外の CDR でエン
コードされたブール値が
true(on)として解釈され
るべきかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は off です。

いいえ lax-boolean-encoding

最大管理バッチサイズ 内部バッファーマネー
ジャーによって管理され
る最大サイズの log2。
デフォルト値は 24 で
す。

いいえ max-managed-buf-size

サーバー接続の最大サイ
ズ

サーバーが許可する接続
の最大数。デフォルト値
は 2147483647 です。

いいえ max-server-connections

最大スレッド アクティブなリクエスト
プロセッサースレッドの
最大数。スレッドはまず
プールから取得され、
プールが新しいスレッド
が作成されると、スレッ
ド数がこの制限に達する
まで削除されます。新し
いリクエストは、アク
ティブなスレッドがジョ
ブを完了するまで待機し
ます。デフォルト値は
32 です。

いいえ max-threads

監視 監視 GUI を表示する
(on)か、そうでないか
（オフ）を示します。デ
フォルト値は off です。

いいえ 監視

Name description 必須必須 内部名内部名
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Name 実行中の ORB の名前。
デフォルト値は JBoss
です。

いいえ Name

Outbuf キャッシュタイ
ムアウト

バッファーキャッシュの
タイムアウト（ミリ秒単
位）。デフォルト値は -1
です。

いいえ outbuf-cache-timeout

outbuf のサイズ 送信メッセージのネット
ワークバッファーのサイ
ズ。デフォルト値は
2048 です。

いいえ outbuf-size

プールサイズ 要求プロセッサースレッ
ドプールのサイズ。要求
の処理を終了するスレッ
ドは、プールが満杯では
なく破棄されない場合に
プールに戻されます。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ pool-size

印刷バージョン ORB の起動中にバー
ジョン番号が出力される
(on)かどうかを示します
（オフ）。デフォルト値
は off です。

いいえ print-version

properties 汎用キー/値プロパ
ティーの一覧。

いいえ properties

Queue Max キューに格納できるリク
エストの最大数。デフォ
ルト値は 100 です。

いいえ queue-max

キューの最小値 待機要求に通知する
キューのサイズ。つま
り、ブロックされたリク
エストはキューに
queue-min 要求を超え
ない場合にのみ通知され
ます。デフォルト値は
10 です。

いいえ queue-min

Name description 必須必須 内部名内部名
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キュー待機中 最大キューサイズを超え
るリクエストが待機(on)
されるかどうかを示しま
す（オフ）。無効にする
と、キューが満杯になる
と TRANSIENT 例外が発
生します。デフォルト値
は off です。

いいえ queue-wait

retries 接続がすぐに確立できな
い場合の再試行回数。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ retries

Retry Interval retries の間隔（ミリ秒
単位）。デフォルト値は
500 です。

いいえ retry-interval

ルートコンテキスト ネーミングサービスの
ルートコンテキスト。デ
フォルト値は
JBoss/Naming/root で
す。

いいえ root-context

security セキュリティーインター
セプターがインストール
される(on)されるかどう
かを示します(off)。デ
フォルト値は off です。

いいえ security

セキュリティードメイン SSL 接続を確立するた
めに使用されるキーおよ
びトラストストアを保持
するセキュリティードメ
インの名前。

いいえ security-domain

サーバーの要件 サーバー SSL がパラ
メーターを必要とするこ
とを示す値（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ server-requires

サーバーのサポート サーバー SSL がサポー
トされるパラメーター
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ server-supports

Name description 必須必須 内部名内部名
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サーバータイムアウト サーバー側の接続タイム
アウト値（ミリ秒単
位）。値をゼロの場合
は、接続がタイムアウト
しないことを示します。
デフォルト値は 0 で
す。

いいえ server-timeout

Tc 作成時に厳密な
チェック

create_abstract_interfac
e_tc メソッドが name パ
ラメーター(on)で検証
チェックを実行するかど
うか(off)を示します。
デフォルト値は off で
す。

◯ strict-check-on-tc-
creation

Sun Sun の ORB との相互運
用性(on)またはそうでな
いか（オフ）を示しま
す。デフォルト値は on
です。

いいえ Sun

サポート Ssl SSL がサポート対象(on)
されるかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は off です。

いいえ support-ssl

トランザクション トランザクションイン
ターセプターがインス
トールされる（または
spec）されるかどうか
を示します（オフ）。
'on' が有効な値である
「spec」は、受信トラ
ンザクションコンテキス
トを拒否する仕様準拠
モード（JTS 以外）を有
効にします。デフォルト
値は off です。

いいえ トランザクション

Bom の使用 GIOP 1.2 バイトオーダー
マーカーを使用するべき
か（オフ）かを示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ use-bom

Name description 必須必須 内部名内部名
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Imr の使用 実装リポジトリーを使用
する(on)か、使用しない
(off)かどうかを示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ use-imr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.6. EAP7 - JAXR(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.3104 概要概要

説明： JAXR サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - プロパティー(JAXR - Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3105

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3106

Name description 必須必須 内部名内部名

class JAXR
ConnectionFactory 実装
クラス

いいえ class

JNDI 名 JAXR
ConnectionFactory がバ
インドされる JNDI 名

いいえ jndi-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.6.1. EAP7 - プロパティープロパティー(JAXR - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3107 概要概要

説明： JAXR プロパティー。リソースのアイデンティ
ティーは、プロパティー名を定義します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3108

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3109

Name description 必須必須 内部名内部名

値 JAXR プロパティーの
値。

◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.7. EAP7 - JPA(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.3110 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3111

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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管理ランタイム  ◯ managedRuntime

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3112

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのデータソー
ス

デフォルトのグローバル
データソースの名前。

いいえ default-datasource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.8. EAP7: EE(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.3113 概要概要

説明： EE サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3114
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3115

Name description 必須必須 内部名内部名

EAR サブデプロイメン
ト分離

.ear 内の各サブデプロイ
メントが同じ .ear 内の
別のサブデプロイメント
に属するクラスにアクセ
スできるかどうかを示す
フラグ。false の値は、
サブデプロイメントが
.ear 内の他のサブデプロ
イメントに属するクラス
を認識できることを意味
します。デフォルト値は
false です。

いいえ ear-subdeployments-
isolated

グローバルモジュール すべてのデプロイメント
で利用可能にする必要の
あるモジュールの一覧。

いいえ global-modules

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.9. EAP7 - Infinispan（管理サーバー）サービス（管理サーバー）サービス

概要概要
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表表3.3116 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - キャッシュコンテナー（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3117

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.9.1. EAP7 - キャッシュコンテナー（管理サーバー）サービスキャッシュコンテナー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3118 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ

「EAP7: キャッシュ（管理サーバー）サービス」

「EAP7: 分散キャッシュ(Managed Server)サービス」

「EAP7 - ローカルキャッシュ(Managed Server)サービス」

「EAP7: トランスポート（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.3119

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3120 metrics

Name type description 内部名内部名

キャッシュマネージャー
のステータス

trait キャッシュマネージャー
コンポーネントのステー
タス。キャッシュマネー
ジャーが起動していない
場合は、null を返す可能
性があります。

cache-manager-status

クラスター名 trait このノードが属するクラ
スターの名前。キャッ
シュマネージャーが起動
していない場合は、null
を返す可能性がありま
す。

cluster-name

コーディネーターアドレ
ス

trait クラスターのコーディ
ネーターの論理アドレ
ス。キャッシュマネー
ジャーが起動していない
場合は、null を返す可能
性があります。

coordinator-address
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is Coordinator trait このノードがクラスター
のコーディネーターであ
る場合に該当します。
キャッシュマネージャー
が起動していない場合
は、null を返す可能性が
あります。

is-coordinator

ローカルアドレス trait ノードのローカルアドレ
ス。キャッシュマネー
ジャーが起動していない
場合は、null を返す可能
性があります。

local-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3121

Name description 必須必須 内部名内部名

aliases このキャッシュコンテ
ナーのエイリアスの一覧

いいえ aliases

デフォルトキャッシュ デフォルトの infinispan
キャッシュ

いいえ default-cache

JNDI 名 このキャッシュコンテ
ナーをバインドする jndi
名

いいえ jndi-name

モジュール このキャッシュコンテ
ナーの設定をビルドする
ときにクラスローダーを
使用する必要があるモ
ジュール。デフォルト値
は
org.jboss.as.clustering.in
finispan です。

いいえ モジュール

statistics Enabled 有効にすると、この
キャッシュコンテナーの
統計が収集されます。

いいえ statistics-enabled

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.9.1.1. EAP7: キャッシュ（管理サーバー）サービスキャッシュ（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3122 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3123

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3124 metrics

Name type description 内部名内部名
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アクティベーション measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

1 分あたりのアクティ
ベーション

measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

平均読み取り時間 measurement キャッシュ読み取りの平
均時間（ミリ秒単位）。
ヒット数およびミス数が
含まれます。キャッシュ
が起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

average-read-time

平均書き込み時間 measurement キャッシュ書き込みの平
均時間（ミリ秒単位）。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

average-write-time

キャッシュの状態 trait キャッシュコンポーネン
トのステータス。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

cache-status

経過時間 measurement キャッシュの開始からの
時間（秒単位）。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

elapsed-time

Hits Ratio measurement キャッシュのヒット数/
下限の比率
(hits/hits+misses)。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

hit-ratio

Name type description 内部名内部名
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Hits measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

1 分あたりのヒット数 measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

invalidations measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

1 分あたりの無効な数 measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

ミス数 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

ミス数/分 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

エントリー数 measurement キャッシュの現在のエン
トリー数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

number-of-entries

パッシベーション measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりのパッシベー
ション

measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

書き込み速度の読み取り measurement キャッシュの読み取り/
書き込み比率
（(hits+misses)/stores
）。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

read-write-ratio

Hits の削除 measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

Remove Hits per Minute measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

ミスを削除 measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Remove Misses per
Minute

measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Store measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

1 分間のストア measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

Name type description 内部名内部名
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リセットの時間 measurement キャッシュ統計がリセッ
トされたため、時間（秒
単位）。キャッシュが起
動していない場合は null
を返す場合があります。

time-since-reset

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3125

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

mode クラスター化された
キャッシュモード、非同
期操作の場合は
ASYNC、同期操作の場
合は SYNC を設定しま
す。

いいえ mode

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

キューのフラッシュ間隔 ASYNC モードでは、こ
の属性はレプリケーショ
ンキューのフラッシュを
実行するために使用する
非同期スレッドの頻度を
制御します。これは、ス
レッドウェイクアップ時
間（ミリ秒単位）を表す
正の整数である必要があ
ります。

いいえ queue-flush-interval

キューのサイズ ASYNC モードでは、こ
の属性を使用して、特定
のしきい値に達すると
キューのフラッシュをト
リガーできます。

いいえ queue-size
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リモートタイムアウト SYNC モードでは、リ
モート呼び出しの実行時
に確認応答を待機するた
めにタイムアウト（ミリ
秒単位）が使用され、呼
び出しが中止され、例外
が発生します。

いいえ remote-timeout

キャッシュのタイプ キャッシュのタイプ いいえ __type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.9.1.2. EAP7: 分散キャッシュ分散キャッシュ(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3126 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3127

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2214



metrics

表表3.3128 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティベーション measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

1 分あたりのアクティ
ベーション

measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

平均読み取り時間 measurement キャッシュ読み取りの平
均時間（ミリ秒単位）。
ヒット数およびミス数が
含まれます。キャッシュ
が起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

average-read-time

平均書き込み時間 measurement キャッシュ書き込みの平
均時間（ミリ秒単位）。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

average-write-time

キャッシュの状態 trait キャッシュコンポーネン
トのステータス。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

cache-status

経過時間 measurement キャッシュの開始からの
時間（秒単位）。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

elapsed-time
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Hits Ratio measurement キャッシュのヒット数/
下限の比率
(hits/hits+misses)。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

hit-ratio

Hits measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

1 分あたりのヒット数 measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

invalidations measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

1 分あたりの無効な数 measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

ミス数 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

ミス数/分 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

エントリー数 measurement キャッシュの現在のエン
トリー数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

number-of-entries

パッシベーション measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

Name type description 内部名内部名

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2216



1 分あたりのパッシベー
ション

measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

書き込み速度の読み取り measurement キャッシュの読み取り/
書き込み比率
（(hits+misses)/stores
）。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

read-write-ratio

Hits の削除 measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

Remove Hits per Minute measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

ミスを削除 measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Remove Misses per
Minute

measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Store measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

1 分間のストア measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

Name type description 内部名内部名
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リセットの時間 measurement キャッシュ統計がリセッ
トされたため、時間（秒
単位）。キャッシュが起
動していない場合は null
を返す場合があります。

time-since-reset

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3129

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

L 1 ライフスパン L1 キャッシュに配置さ
れたエントリーの最大有
効期間。この要素は、
'distributed' キャッシュ
のインスタンスに L1
キャッシュ動作を設定し
ます。他のキャッシュ
モードでは、この要素は
無視されます。デフォル
ト値は 600000 です。

いいえ l1-lifespan

mode クラスター化された
キャッシュモード、非同
期操作の場合は
ASYNC、同期操作の場
合は SYNC を設定しま
す。

いいえ mode

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

owners 各キャッシュエントリー
のクラスター全体のレプ
リカ数。デフォルト値は
2 です。

いいえ owners
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キューのフラッシュ間隔 ASYNC モードでは、こ
の属性はレプリケーショ
ンキューのフラッシュを
実行するために使用する
非同期スレッドの頻度を
制御します。これは、ス
レッドウェイクアップ時
間（ミリ秒単位）を表す
正の整数である必要があ
ります。

いいえ queue-flush-interval

キューのサイズ ASYNC モードでは、こ
の属性を使用して、特定
のしきい値に達すると
キューのフラッシュをト
リガーできます。

いいえ queue-size

リモートタイムアウト SYNC モードでは、リ
モート呼び出しの実行時
に確認応答を待機するた
めにタイムアウト（ミリ
秒単位）が使用され、呼
び出しが中止され、例外
が発生します。

いいえ remote-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.9.1.3. EAP7 - ローカルキャッシュローカルキャッシュ(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3130 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.3131

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3132 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティベーション measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

1 分あたりのアクティ
ベーション

measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

平均読み取り時間 measurement キャッシュ読み取りの平
均時間（ミリ秒単位）。
ヒット数およびミス数が
含まれます。キャッシュ
が起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

average-read-time

平均書き込み時間 measurement キャッシュ書き込みの平
均時間（ミリ秒単位）。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

average-write-time
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キャッシュの状態 trait キャッシュコンポーネン
トのステータス。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

cache-status

経過時間 measurement キャッシュの開始からの
時間（秒単位）。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

elapsed-time

Hits Ratio measurement キャッシュのヒット数/
下限の比率
(hits/hits+misses)。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

hit-ratio

Hits measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

1 分あたりのヒット数 measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

invalidations measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

1 分あたりの無効な数 measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

ミス数 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

ミス数/分 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

Name type description 内部名内部名
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エントリー数 measurement キャッシュの現在のエン
トリー数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

number-of-entries

パッシベーション measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

1 分あたりのパッシベー
ション

measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

書き込み速度の読み取り measurement キャッシュの読み取り/
書き込み比率
（(hits+misses)/stores
）。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

read-write-ratio

Hits の削除 measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

Remove Hits per Minute measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

ミスを削除 measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Name type description 内部名内部名
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Remove Misses per
Minute

measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Store measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

1 分間のストア measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

リセットの時間 measurement キャッシュ統計がリセッ
トされたため、時間（秒
単位）。キャッシュが起
動していない場合は null
を返す場合があります。

time-since-reset

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3133

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.9.1.4. EAP7: トランスポート（管理サーバー）サービストランスポート（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3134 概要概要

説明： このキャッシュコンテナーが使用するトランスポー
トの説明

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3135

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3136

Name description 必須必須 内部名内部名

channel このキャッシュコンテ
ナーのトランスポートの
チャネル。

いいえ channel

ロックタイムアウト トランスポートのロック
のタイムアウト。

いいえ lock-timeout

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.10. EAP7: JGroups（管理サーバー）サービス（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.3137 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3138

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3139

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2225



デフォルトのスタック 使用するデフォルトのス
タック

◯ default-stack

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.11. EAP7: リモーティング（管理サーバー）サービスリモーティング（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.3140 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3141

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
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表表3.3142

Name description 必須必須 内部名内部名

ワーカー読み取りスレッ
ド

リモーティングワーカー
に対して作成する読み取
りスレッドの数。デフォ
ルト値は 1 です。

いいえ worker-read-threads

ワーカータスクコアス
レッド

リモーティングワーカー
のタスクスレッドプール
のコアスレッドの数。デ
フォルト値は 4 です。

いいえ worker-task-core-
threads

ワーカータスクキープア
ライブ

コアでないリモーティン
グワーカーのタスクス
レッドを有効のままにす
るミリ秒数。デフォルト
値は 60 です。

いいえ worker-task-keepalive

ワーカータスクの制限 許可するリモーティング
ワーカータスクの最大
数。この数を超えるリ
モーティングワーカータ
スクは拒否されます。デ
フォルト値は 16384 で
す。

いいえ worker-task-limit

ワーカータスクの最大ス
レッド

リモーティングワーカー
のタスクスレッドプール
の最大スレッド数。デ
フォルト値は 16 です。

いいえ worker-task-max-
threads

ワーカー書き込みスレッ
ド

リモーティングワーカー
に対して作成する書き込
みスレッドの数。デフォ
ルト値は 1 です。

いいえ worker-write-threads

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.12. EAP7: メール（管理サーバー）サービスメール（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.3143 概要概要
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表表3.3143 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: メールセッション(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3144

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.12.1. EAP7: メールセッションメールセッション(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3145 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ

「EAP7: SMTP メールサーバー（管理サーバー）サービス」

「EAP7: IMAP メールサーバー（管理サーバー）サービス」

「EAP7: POP3 メールサーバー（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.3146

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3147

Name description 必須必須 内部名内部名

debug javamail のデバッグを有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ debug

from 送信時に設定されていな
い場合にデフォルトとし
て使用されるアドレスか
ら。

いいえ from

JNDI 名 メールセッションのバイ
ンド先の JNDI 名

いいえ jndi-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.4.12.1.1. EAP7: SMTP メールサーバー（管理サーバー）サービスメールサーバー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3148 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3149

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3150

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

SMTP サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

いいえ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.12.1.2. EAP7: IMAP メールサーバー（管理サーバー）サービスメールサーバー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3151 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3152

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3153

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

IMAP サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

いいえ outbound-socket-
binding-ref
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password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.12.1.3. EAP7: POP3 メールサーバー（管理サーバー）サービスメールサーバー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3154 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3155

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3156

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

POP3 サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

いいえ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13. EAP7: Undertow(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.3157 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - フィルター設定(Managed Server)サービス」

「EAP7: ハンドラーの設定（管理サーバー）サービス」
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「EAP7 - バッファーキャッシュ(Managed Server)サービス」

「EAP7: サーバー（管理サーバー）サービス」

「EAP7 - サーブレットコンテナー(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3158

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3159

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのセキュリ
ティードメイン

Web デプロイメントに
よって使用されるデフォ
ルトのセキュリティード
メイン。デフォルト値は
other です。

いいえ default-security-domain

デフォルトサーバー デプロイメントに使用す
るデフォルトのサー
バー。デフォルト値は
default-server です。

いいえ default-server

デフォルトのサーブレッ
トコンテナー

デプロイメントに使用す
るデフォルトのサーブ
レットコンテナー。デ
フォルト値は default で
す。

いいえ default-servlet-
container

デフォルトの仮想ホスト デプロイメントに使用す
るデフォルトの仮想ホス
ト。デフォルト値は
default-host です。

いいえ default-virtual-host
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インスタンス ID クラスターインスタンス
ID。デフォルト値は
{EXPRESSION_VALUE=
${jboss.node.name}} で
す。

いいえ instance-id

statistics Enabled 統計が有効になっている
場合を設定します。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ statistics-enabled

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.1. EAP7 - フィルター設定フィルター設定(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3160 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - エラーページ(Managed Server)サービス」

「EAP7 - Expression filter(Managed Server)サービス」

「EAP7: GZIP(Managed Server)サービス」

「EAP7: 変更されたクラスター（管理サーバー）サービス」

「EAP7: Rewrite(Managed Server)サービス」

「EAP7: Response ヘッダー(Managed Server)サービス」

「EAP7: 要求制限（管理サーバー）サービス」

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2235



「EAP7: カスタムフィルター（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.3161

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.1.1. EAP7 - エラーページエラーページ(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3162 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3163

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3164

Name description 必須必須 内部名内部名

code:expr エラーページコード ◯ code:expr

path エラーページパス いいえ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.1.2. EAP7 - Expression filter(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3165 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3166

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3167

Name description 必須必須 内部名内部名

expression フィルターを定義する式 ◯ expression

モジュール フィルター定義のロード
に使用するモジュール

いいえ モジュール

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.1.3. EAP7: GZIP(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3168 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3169
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.1.4. EAP7: 変更されたクラスター（管理サーバー）サービス変更されたクラスター（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3170 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3171

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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NONE

設定プロパティー

表表3.3172

Name description 必須必須 内部名内部名

advertise
Frequency:expr

mod-cluster がネット
ワーク上で自己アドバタ
イズする頻度（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
10000 です。

いいえ advertise-
frequency:expr

アドバタイズパス mod-cluster が登録され
るパス。デフォルトは /
です。デフォルト値は /
です。

いいえ advertise-path

アドバタイズプロトコル 使用中のプロトコル。デ
フォルトは HTTP です。
デフォルト値は http で
す。

いいえ advertise-protocol

advertise ソケットバイ
ンディング

アドバタイズに使用され
るマルチキャストグルー
プ

◯ advertise-socket-
binding

ノードタイムアウトの破
損：expr

破損したノードがテーブ
ルから削除されるまでの
経過時間。デフォルト値
は 60000 です。

いいえ broken-node-
timeout:expr

スレッドごとのキャッ
シュ接続：expr

永久に維持される接続の
数。デフォルト値は 40
です。

いいえ cached-connections-
per-thread:expr

connection Idle
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間。（cached-
connections-per-thread
によって設定）プールサ
イズが設定された最小値
に達すると、接続はタイ
ムアウトしません。デ
フォルト値は 60 です。

いいえ connection-idle-
timeout:expr

Thread:expr ごとの接続 IO スレッドごとにバッ
クエンドサーバーに保持
される接続の数。デフォ
ルトは 10 です。デフォ
ルト値は 40 です。

いいえ connections-per-
thread:expr
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Enable Http 2 ロードバランサーがバッ
クエンド接続の HTTP2
へのアップグレードを試
行する必要がある場合。
HTTP2 が HTTP または
HTTPS に対応していな
い場合は、通常どおり使
用されます。デフォルト
値は false です。

いいえ enable-http2

Health Check
Interval:expr

バックエンドノードへの
ヘルスチェック ping の
頻度。デフォルト値は
10000 です。

いいえ health-check-
interval:expr

管理アクセスの述語 mod クラスター管理コ
マンドを実行できるかど
うかを判断するために受
信要求に適用される述
語。management-
socket-binding からのリ
クエストの管理を制限す
ることで、提供されるセ
キュリティーに追加のセ
キュリティーを提供しま
す。

いいえ management-access-
predicate

管理ソケットバインディ
ング

mod_cluster 管理ポート
のソケットバインディン
グ。mod_cluster を使用
する場合は、リクエスト
を処理するパブリックの
HTTP リスナーと、
mod_cluster コマンドを
処理するための内部ネッ
トワークにバインドされ
た HTTP リスナーを 2 つ
定義する必要がありま
す。このソケットバイン
ディングは内部リスナー
に対応する必要があり、
公開できません。

◯ management-socket-
binding

Name description 必須必須 内部名内部名
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Ajp パケットの最大サイ
ズ

AJP パケットの最大サ
イズ。この値を大きくす
ると、AJP はヘッダー
の量が大きいリクエスト
または応答で機能しま
す。これは高度なオプ
ションであり、ロードバ
ランサーとバックエンド
サーバーで同じでなけれ
ばなりません。

いいえ max-ajp-packet-size

最大要求時間：expr バックエンドノードへの
要求の強制終了までの最
大時間。デフォルト値は
-1 です。

いいえ max-request-time:expr

Request Queue
Size:expr

接続プールが満杯の場合
にキューに格納できる要
求の数。要求が 503 で
拒否されます。デフォル
ト値は 1000 です。

いいえ request-queue-
size:expr

セキュリティーキー mod-cluster グループに
使用されるセキュリ
ティーキー。すべてのメ
ンバーが同じセキュリ
ティーキーを使用する必
要があります。

いいえ security-key

セキュリティーレルム SSL 設定を提供するセ
キュリティーレルム

いいえ security-realm

Alias の使用 エイリアスチェックが実
行される場合。デフォル
ト値は false です。

いいえ use-alias

worker アドバタイズ通知の送信
に使用される XNIO ワー
カー。デフォルト値は
default です。

いいえ worker

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.4.2.4.13.1.5. EAP7: Rewrite(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3173 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3174

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3175

Name description 必須必須 内部名内部名

redirect true の場合、再書き込み
の代わりにリダイレクト
が実行されます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ redirect

ターゲット ターゲットを定義する
式。定数ターゲットにリ
ダイレクトする場合、値
を単一引用符で囲みま
す。

◯ ターゲット

注記注記

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2243



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.1.6. EAP7: Response ヘッダーヘッダー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3176 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3177

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3178

Name description 必須必須 内部名内部名

ヘッダー名 ヘッダー名 ◯ header-name

ヘッダー値 ヘッダーの値 ◯ header-value
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.1.7. EAP7: 要求制限（管理サーバー）サービス要求制限（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3179 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3180

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3181

Name description 必須必須 内部名内部名

最大同時要求：expr 同時リクエストの最大数 いいえ max-concurrent-
requests:expr
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queue Size:expr キューに置くリクエスト
数。拒否される前のリク
エスト数

いいえ queue-size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.1.8. EAP7: カスタムフィルター（管理サーバー）サービスカスタムフィルター（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3182 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3183

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.3184

Name description 必須必須 内部名内部名

クラス名 HttpHandler のクラス名 ◯ class-name

モジュール クラスをロードできるモ
ジュール名

◯ モジュール

parameters フィルターパラメーター いいえ parameters

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.2. EAP7: ハンドラーの設定（管理サーバー）サービスハンドラーの設定（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3185 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: ファイルハンドラー - Undertow(Managed Server)サービス」

「EAP7: リバースプロキシー(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3186

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.2.1. EAP7: ファイルハンドラーファイルハンドラー - Undertow(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3187 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3188

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3189
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Name description 必須必須 内部名内部名

キャッシュバッファーサ
イズ：expr

バッファーのサイズ。デ
フォルト値は 1024 で
す。

いいえ cache-buffer-size:expr

cache Buffers:expr バッファーの数。デフォ
ルト値は 1024 です。

いいえ cache-buffers:expr

大文字と小文字を区別し
ます。

大文字と小文字を区別す
るファイル処理。デフォ
ルト値は true です。

いいえ case-sensitive

ディレクトリーのリス
ティング

ディレクトリーのリス
ティングを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ directory-listing

シンボリックリンクにし
たがいます。

シンボリックリンクの
フォローを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ follow-symlink

path ファイルハンドラーがリ
ソースに対応する場所の
ファイルシステム上のパ
ス

いいえ path

安全なシンボリックリン
クパス

シンボリックリンクの
ターゲットとして安全な
パス

いいえ safe-symlink-paths

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.2.2. EAP7: リバースプロキシーリバースプロキシー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3190 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: リバースプロキシーホスト(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3191

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3192

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドごとのキャッ
シュ接続：expr

永久に維持される接続の
数。デフォルト値は 5 で
す。

いいえ cached-connections-
per-thread:expr

connection Idle
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間。（cached-
connections-per-thread
によって設定）プールサ
イズが設定された最小値
に達すると、接続はタイ
ムアウトしません。デ
フォルト値は 60 です。

いいえ connection-idle-
timeout:expr

Thread:expr ごとの接続 IO スレッドごとにバッ
クエンドサーバーに保持
される接続の数。デフォ
ルトは 10 です。デフォ
ルト値は 10 です。

いいえ connections-per-
thread:expr
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最大要求時間：expr プロキシーリクエストが
アクティブな状態でいら
れる最大時間。デフォル
トは unlimited です。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-request-time:expr

問題サーバーの
Retry:expr

ダウンしたサーバーに再
接続を試みる前に待機す
る時間（秒単位）。デ
フォルト値は 30 です。

いいえ problem-server-
retry:expr

Request Queue
Size:expr

接続プールが満杯の場合
にキューに格納できる要
求の数。要求が 503 で
拒否されます。デフォル
ト値は 10 です。

いいえ request-queue-
size:expr

セッションクッキー名 セッションクッキー名の
コンマ区切りリスト。通
常は JSESSIONID にな
ります。デフォルト値は
JSESSIONID です。

いいえ session-cookie-names

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.2.2.1. EAP7: リバースプロキシーホストリバースプロキシーホスト(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3193 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.3194

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3195

Name description 必須必須 内部名内部名

インスタンス ID スティッキーセッション
を有効にするために使用
されるインスタンス
ID（JVM ルート）

いいえ instance-id

アウトバウンドソケット
バインディング

このホストのアウトバウ
ンドソケットバインディ
ング

いいえ outbound-socket-
binding

path ホストがルート以外のリ
ソースを使用する場合の
オプションのパス。デ
フォルト値は / です。

いいえ path

scheme 使用されるスキームの種
類。デフォルト値は
http です。

いいえ scheme

セキュリティーレルム ホストへの接続の SSL
設定を提供するセキュリ
ティーレルム。

いいえ security-realm

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.3. EAP7 - バッファーキャッシュバッファーキャッシュ(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3196 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3197

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3198

Name description 必須必須 内部名内部名

buffer size:expr 個別のバッファーのサイ
ズ。デフォルト値は
1024 です。

いいえ buffer-size:expr

Region:expr ごとの
buffers

リージョン内のバッ
ファーの数。デフォルト
値は 1024 です。

いいえ buffers-per-region:expr

Maximum Regions:expr リージョンの最大数。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ max-regions:expr

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.4. EAP7: サーバー（管理サーバー）サービスサーバー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3199 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Ajp リスナー(Managed Server)サービス」

「EAP7: Undertow ホスト(Managed Server)サービス」

「EAP7: Http Listener(Managed Server)サービス」

「EAP7: Https Listener(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3200

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3201
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Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのホスト サーバーのデフォルト仮
想ホスト。デフォルト値
は default-host です。

いいえ default-host

サーブレットコンテナー サーバーのデフォルト
サーブレットコンテ
ナー。デフォルト値は
default です。

いいえ servlet-container

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.4.1. EAP7: Ajp リスナーリスナー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3202 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3203

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics

表表3.3204 metrics

Name type description 内部名内部名

受信バイト数 measurement このリスナーによって受
信されたバイト数。

bytes-received

送信バイト数 measurement このリスナーに送信され
たバイト数。

bytes-sent

エラー数 measurement このリスナーによって送
信された 500 応答の数

error-count

最大処理時間 measurement このリスナーのリクエス
トによる最大処理時間。

max-processing-time

処理時間 measurement このリスナーによって送
信されたすべてのリクエ
ストの処理時間。

processing-time

要求数 measurement このリスナーが処理した
リクエストの数

request-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3205

Name description 必須必須 内部名内部名

エンコードされたスラッ
シュを許可する

リクエストにエンコード
された / 文字（例：
│F）が含まれる場合、
デコードされます。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ allow-encoded-slash
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クッキー値の Equals の
許可

true の場合、Undertow
は引用符で囲まれていな
いクッキー値のエスケー
プ処理されていない等号
記号を許可します。引用
符で囲まれていないクッ
キー値に等号記号が含ま
れない可能性がありま
す。等号記号が含まれる
と、等号記号の前に値が
終了します。残りのクッ
キー値は破棄されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ allow-equals-in-cookie-
value

Always Setting Keep
Alive

true の場合、仕様で厳密
に必要でなくても
Connection: keep-alive
ヘッダーが応答に追加さ
れます。デフォルト値は
true です。

いいえ always-set-keep-alive

バッファーパイプライン
データ

パイプライン化されたリ
クエストをバッファーす
べきです。デフォルト値
は true です。

いいえ buffer-pipelined-data

バッファープール AJP リスナーバッ
ファープール。デフォル
ト値は default です。

いいえ buffer-pool

decode Url true の場合、選択された
文字エンコーディング
（デフォルトでは UF-
8）を使用してパーサー
が URL およびクエリー
パラメーターをデコード
します。false の場合は
デコードされません。こ
れにより、ハンドラーに
よる希望の文字セットへ
のデコードが可能になり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ decode-url

許可しないメソッド 許可されない HTTP メ
ソッドのコンマ区切りリ
スト

いいえ disallowed-methods

Name description 必須必須 内部名内部名
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enabled リスナーが有効であるか
どうか。デフォルト値は
true です。

いいえ enabled

最大バッファー要求サイ
ズ：expr

バッファーされたリクエ
ストの最大サイズ（バイ
ト単位）。バイト単位は
通常バッファーされませ
ん。これは POST リク
エストに対して SSL 再
ネゴシエーションを実行
する場合です。再ネゴシ
エーションを実行するに
は、POST データを完全
にバッファーする必要が
あります。デフォルト値
は 16384 です。

いいえ max-buffered-request-
size:expr

最大 Connections:expr 同時接続の最大数。 いいえ max-connections:expr

max Cookies:expr 解析されるクッキーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-cookies:expr

最大ヘッダーサイズ：
expr

http リクエストヘッ
ダーの最大サイズ（バイ
ト単位）。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ max-header-size:expr

max Headers:expr 解析されるヘッダーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-headers:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大パラメーター：expr 解析されるパラメーター
の最大数。これは、ハッ
シュの脆弱性から保護す
るために使用されます。
これはクエリーパラメー
ターと POST データの
両方に適用されますが、
累積的ではありません
（max パラメーター * 2
合計パラメーターを持つ
可能性があります）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ max-parameters:expr

Maximum Post Size:expr 許可される最大 POST
サイズ。デフォルト値は
10485760 です。

いいえ max-post-size:expr

No Request
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間（ミリ秒単
位）。この期間を超える
と接続がコンテナーに
よって閉じられます。

いいえ no-request-
timeout:expr

read Timeout:expr ソケットの読み取りタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。読み取
りに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の読み取りに
よって {@link
ReadTimeoutException}
が発生します。

いいえ read-timeout:expr

receive Buffer:expr 受信バッファーサイズ。 いいえ receive-buffer:expr

レコード要求の開始時間 true の場合、Undertow
はリクエスト期間がログ
に記録されるように要求
の開始時間を記録しま
す。パフォーマンスへの
影響は小さいが、パ
フォーマンスに影響を及
ぼします。デフォルト値
は false です。

いいえ record-request-start-
time

Name description 必須必須 内部名内部名
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Redirect ソケット このリスナーが SSL 以
外のリクエストをサポー
トし、一致する
<security-constraint> が
リクエストを受信する場
合、undertow はリクエ
ストをここに指定された
ソケットバインディング
ポートに自動的にリダイ
レクトします。

いいえ redirect-socket

request Parse
Timeout:expr

リクエストの解析に費や
すことができる最大時間
（ミリ秒単位）。

いいえ request-parse-
timeout:expr

ピアアドレスの解決 ホストの DNS 検索を有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ resolve-peer-address

scheme リスナースキーム
（HTTP または
HTTPS）。デフォルト
では、スキーマは受信
AJP 要求から取得され
ます。

いいえ scheme

send Buffer:expr 送信バッファーサイズ。 いいえ send-buffer:expr

ソケットバインディング AJP リスナーソケット
バインダー

◯ socket-binding

TCP Backlog:expr 指定されたバックログで
サーバーを設定します。

いいえ tcp-backlog:expr

TCP Keep Alive 実装に依存して TCP
キープアライブメッセー
ジを送信するようにチャ
ネルを設定します。

いいえ tcp-keep-alive

URL 文字セット URL の文字セット。デ
フォルト値は UTF-8 で
す。

いいえ url-charset

worker AJP リスナー XNIO ワー
カー。デフォルト値は
default です。

いいえ worker

Name description 必須必須 内部名内部名
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write Timeout:expr ソケットの書き込みタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。書き込
みに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の書き込みに
よって {@link
WriteTimeoutException}
が発生します。

いいえ write-timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.4.2. EAP7: Undertow ホストホスト(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3206 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: ホストフィルター参照（管理サーバー）サービス」

「EAP7 - Undertow-Location(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3207

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3208

Name description 必須必須 内部名内部名

alias ホストのエイリアス いいえ alias

デフォルトの応答コー
ド：expr

設定した場合、サーバー
上に要求されたコンテキ
ストが存在しない場合に
送信される応答コードが
返信されます。デフォル
ト値は 404 です。

いいえ default-response-
code:expr

デフォルトの Web モ
ジュール

デフォルトの Web モ
ジュール。デフォルト値
は ROOT.war です。

いいえ default-web-module

コンソールリダイレクト
の無効化

true に設定すると、
/console リダイレクト
はこのホストに対して有
効になりませんが、デ
フォルトは false です。
デフォルト値は false で
す。

いいえ disable-console-redirect

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.4.2.1. EAP7: ホストフィルター参照（管理サーバー）サービスホストフィルター参照（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3209 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3210

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3211

Name description 必須必須 内部名内部名

predicate predicate は、交換を基
に true または false の決
定を行う簡単な方法で
す。多くのハンドラーに
は条件に応じて適用され
る要件があり、述語は条
件を指定する一般的な方
法を提供します。

いいえ predicate

priority:expr フィルター順を定義しま
す。同じコンテキスト下
で、ハンドラーチェーン
で 1 以上、より高い数字
にサーバーを追加するよ
う指示する必要がありま
す。デフォルト値は 1 で
す。

いいえ priority:expr

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.4.2.2. EAP7 - Undertow-Location(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3212 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - Location Filter Ref(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3213

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3214

Name description 必須必須 内部名内部名

handler この場所のデフォルトハ
ンドラー

◯ handler

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2264



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.4.2.2.1. EAP7 - Location Filter Ref(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3215 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3216

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3217

Name description 必須必須 内部名内部名
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predicate predicate は、交換を基
に true または false の決
定を行う簡単な方法で
す。多くのハンドラーに
は条件に応じて適用され
る要件があり、述語は条
件を指定する一般的な方
法を提供します。

いいえ predicate

priority:expr フィルター順を定義しま
す。同じコンテキスト下
で、ハンドラーチェーン
で 1 以上、より高い数字
にサーバーを追加するよ
う指示する必要がありま
す。デフォルト値は 1 で
す。

いいえ priority:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.4.3. EAP7: Http Listener(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3218 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3219
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3220 metrics

Name type description 内部名内部名

受信バイト数 measurement このリスナーによって受
信されたバイト数。

bytes-received

送信バイト数 measurement このリスナーに送信され
たバイト数。

bytes-sent

エラー数 measurement このリスナーによって送
信された 500 応答の数

error-count

最大処理時間 measurement このリスナーのリクエス
トによる最大処理時間。

max-processing-time

処理時間 measurement このリスナーによって送
信されたすべてのリクエ
ストの処理時間。

processing-time

要求数 measurement このリスナーが処理した
リクエストの数

request-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3221

Name description 必須必須 内部名内部名
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エンコードされたスラッ
シュを許可する

リクエストにエンコード
された / 文字（例：
│F）が含まれる場合、
デコードされます。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ allow-encoded-slash

クッキー値の Equals の
許可

true の場合、Undertow
は引用符で囲まれていな
いクッキー値のエスケー
プ処理されていない等号
記号を許可します。引用
符で囲まれていないクッ
キー値に等号記号が含ま
れない可能性がありま
す。等号記号が含まれる
と、等号記号の前に値が
終了します。残りのクッ
キー値は破棄されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ allow-equals-in-cookie-
value

Always Setting Keep
Alive

true の場合、仕様で厳密
に必要でなくても
Connection: keep-alive
ヘッダーが応答に追加さ
れます。デフォルト値は
true です。

いいえ always-set-keep-alive

バッファーパイプライン
データ

パイプライン化されたリ
クエストをバッファーす
べきです。デフォルト値
は true です。

いいえ buffer-pipelined-data

バッファープール AJP リスナーバッ
ファープール。デフォル
ト値は default です。

いいえ buffer-pool

証明書の転送 証明書の転送を有効にす
る必要がある場合。これ
が有効な場合、リスナー
は SSL_CLIENT_CERT
属性から証明書を取得し
ます。これらのヘッダー
を常に設定するようプロ
キシーが設定されている
場合のみ有効にする必要
があります。デフォルト
値は false です。

いいえ certificate-forwarding

Name description 必須必須 内部名内部名
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decode Url true の場合、選択された
文字エンコーディング
（デフォルトでは UF-
8）を使用してパーサー
が URL およびクエリー
パラメーターをデコード
します。false の場合は
デコードされません。こ
れにより、ハンドラーに
よる希望の文字セットへ
のデコードが可能になり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ decode-url

許可しないメソッド 許可されない HTTP メ
ソッドのコンマ区切りリ
スト

いいえ disallowed-methods

Enable Http 2 このリスナーの HTTP2
サポートを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ enable-http2

enabled リスナーが有効であるか
どうか。デフォルト値は
true です。

いいえ enabled

最大バッファー要求サイ
ズ：expr

バッファーされたリクエ
ストの最大サイズ（バイ
ト単位）。バイト単位は
通常バッファーされませ
ん。これは POST リク
エストに対して SSL 再
ネゴシエーションを実行
する場合です。再ネゴシ
エーションを実行するに
は、POST データを完全
にバッファーする必要が
あります。デフォルト値
は 16384 です。

いいえ max-buffered-request-
size:expr

最大 Connections:expr 同時接続の最大数。 いいえ max-connections:expr

max Cookies:expr 解析されるクッキーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-cookies:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大ヘッダーサイズ：
expr

http リクエストヘッ
ダーの最大サイズ（バイ
ト単位）。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ max-header-size:expr

max Headers:expr 解析されるヘッダーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-headers:expr

最大パラメーター：expr 解析されるパラメーター
の最大数。これは、ハッ
シュの脆弱性から保護す
るために使用されます。
これはクエリーパラメー
ターと POST データの
両方に適用されますが、
累積的ではありません
（max パラメーター * 2
合計パラメーターを持つ
可能性があります）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ max-parameters:expr

Maximum Post Size:expr 許可される最大 POST
サイズ。デフォルト値は
10485760 です。

いいえ max-post-size:expr

No Request
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間（ミリ秒単
位）。この期間を超える
と接続がコンテナーに
よって閉じられます。

いいえ no-request-
timeout:expr

プロキシーアドレス転送 x-forwarded-host およ
び同様のヘッダーを有効
にし、リモートの ip ア
ドレスとホスト名を設定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ proxy-address-
forwarding

Name description 必須必須 内部名内部名

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2270



read Timeout:expr ソケットの読み取りタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。読み取
りに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の読み取りに
よって {@link
ReadTimeoutException}
が発生します。

いいえ read-timeout:expr

receive Buffer:expr 受信バッファーサイズ。 いいえ receive-buffer:expr

レコード要求の開始時間 true の場合、Undertow
はリクエスト期間がログ
に記録されるように要求
の開始時間を記録しま
す。パフォーマンスへの
影響は小さいが、パ
フォーマンスに影響を及
ぼします。デフォルト値
は false です。

いいえ record-request-start-
time

Redirect ソケット このリスナーが SSL 以
外のリクエストをサポー
トし、一致する
<security-constraint> が
リクエストを受信する場
合、undertow はリクエ
ストをここに指定された
ソケットバインディング
ポートに自動的にリダイ
レクトします。

いいえ redirect-socket

request Parse
Timeout:expr

リクエストの解析に費や
すことができる最大時間
（ミリ秒単位）。

いいえ request-parse-
timeout:expr

ピアアドレスの解決 ホストの DNS 検索を有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ resolve-peer-address

send Buffer:expr 送信バッファーサイズ。 いいえ send-buffer:expr

ソケットバインディング AJP リスナーソケット
バインダー

◯ socket-binding

TCP Backlog:expr 指定されたバックログで
サーバーを設定します。

いいえ tcp-backlog:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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TCP Keep Alive 実装に依存して TCP
キープアライブメッセー
ジを送信するようにチャ
ネルを設定します。

いいえ tcp-keep-alive

URL 文字セット URL の文字セット。デ
フォルト値は UTF-8 で
す。

いいえ url-charset

worker AJP リスナー XNIO ワー
カー。デフォルト値は
default です。

いいえ worker

write Timeout:expr ソケットの書き込みタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。書き込
みに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の書き込みに
よって {@link
WriteTimeoutException}
が発生します。

いいえ write-timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.4.4. EAP7: Https Listener(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3222 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.3223

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3224 metrics

Name type description 内部名内部名

受信バイト数 measurement このリスナーによって受
信されたバイト数。

bytes-received

送信バイト数 measurement このリスナーに送信され
たバイト数。

bytes-sent

エラー数 measurement このリスナーによって送
信された 500 応答の数

error-count

最大処理時間 measurement このリスナーのリクエス
トによる最大処理時間。

max-processing-time

処理時間 measurement このリスナーによって送
信されたすべてのリクエ
ストの処理時間。

processing-time

要求数 measurement このリスナーが処理した
リクエストの数

request-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3225

Name description 必須必須 内部名内部名
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エンコードされたスラッ
シュを許可する

リクエストにエンコード
された / 文字（例：
│F）が含まれる場合、
デコードされます。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ allow-encoded-slash

クッキー値の Equals の
許可

true の場合、Undertow
は引用符で囲まれていな
いクッキー値のエスケー
プ処理されていない等号
記号を許可します。引用
符で囲まれていないクッ
キー値に等号記号が含ま
れない可能性がありま
す。等号記号が含まれる
と、等号記号の前に値が
終了します。残りのクッ
キー値は破棄されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ allow-equals-in-cookie-
value

Always Setting Keep
Alive

true の場合、仕様で厳密
に必要でなくても
Connection: keep-alive
ヘッダーが応答に追加さ
れます。デフォルト値は
true です。

いいえ always-set-keep-alive

バッファーパイプライン
データ

パイプライン化されたリ
クエストをバッファーす
べきです。デフォルト値
は true です。

いいえ buffer-pipelined-data

バッファープール AJP リスナーバッ
ファープール。デフォル
ト値は default です。

いいえ buffer-pool

decode Url true の場合、選択された
文字エンコーディング
（デフォルトでは UF-
8）を使用してパーサー
が URL およびクエリー
パラメーターをデコード
します。false の場合は
デコードされません。こ
れにより、ハンドラーに
よる希望の文字セットへ
のデコードが可能になり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ decode-url

Name description 必須必須 内部名内部名
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許可しないメソッド 許可されない HTTP メ
ソッドのコンマ区切りリ
スト

いいえ disallowed-methods

Enable Http 2 このリスナーの HTTP2
サポートを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ enable-http2

Spdy の有効化 このリスナーの SPDY
サポートを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ enable-spdy

enabled リスナーが有効であるか
どうか。デフォルト値は
true です。

いいえ enabled

有効な暗号スイート 有効な SSL 暗号の設定 いいえ enabled-cipher-suites

有効なプロトコル SSL プロトコルを設定
します。

いいえ enabled-protocols

最大バッファー要求サイ
ズ：expr

バッファーされたリクエ
ストの最大サイズ（バイ
ト単位）。バイト単位は
通常バッファーされませ
ん。これは POST リク
エストに対して SSL 再
ネゴシエーションを実行
する場合です。再ネゴシ
エーションを実行するに
は、POST データを完全
にバッファーする必要が
あります。デフォルト値
は 16384 です。

いいえ max-buffered-request-
size:expr

最大 Connections:expr 同時接続の最大数。 いいえ max-connections:expr

max Cookies:expr 解析されるクッキーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-cookies:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大ヘッダーサイズ：
expr

http リクエストヘッ
ダーの最大サイズ（バイ
ト単位）。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ max-header-size:expr

max Headers:expr 解析されるヘッダーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-headers:expr

最大パラメーター：expr 解析されるパラメーター
の最大数。これは、ハッ
シュの脆弱性から保護す
るために使用されます。
これはクエリーパラメー
ターと POST データの
両方に適用されますが、
累積的ではありません
（max パラメーター * 2
合計パラメーターを持つ
可能性があります）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ max-parameters:expr

Maximum Post Size:expr 許可される最大 POST
サイズ。デフォルト値は
10485760 です。

いいえ max-post-size:expr

No Request
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間（ミリ秒単
位）。この期間を超える
と接続がコンテナーに
よって閉じられます。

いいえ no-request-
timeout:expr

read Timeout:expr ソケットの読み取りタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。読み取
りに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の読み取りに
よって {@link
ReadTimeoutException}
が発生します。

いいえ read-timeout:expr

receive Buffer:expr 受信バッファーサイズ。 いいえ receive-buffer:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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レコード要求の開始時間 true の場合、Undertow
はリクエスト期間がログ
に記録されるように要求
の開始時間を記録しま
す。パフォーマンスへの
影響は小さいが、パ
フォーマンスに影響を及
ぼします。デフォルト値
は false です。

いいえ record-request-start-
time

request Parse
Timeout:expr

リクエストの解析に費や
すことができる最大時間
（ミリ秒単位）。

いいえ request-parse-
timeout:expr

ピアアドレスの解決 ホストの DNS 検索を有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ resolve-peer-address

セキュリティーレルム listeners セキュリティー
レルム

◯ security-realm

send Buffer:expr 送信バッファーサイズ。 いいえ send-buffer:expr

ソケットバインディング AJP リスナーソケット
バインダー

◯ socket-binding

SSL セッションキャッ
シュサイズ：expr

アクティブな SSL セッ
ションの最大数

いいえ ssl-session-cache-
size:expr

SSL Session
Timeout:expr

SSL セッションのタイ
ムアウト（秒単位）

いいえ ssl-session-timeout:expr

TCP Backlog:expr 指定されたバックログで
サーバーを設定します。

いいえ tcp-backlog:expr

TCP Keep Alive 実装に依存して TCP
キープアライブメッセー
ジを送信するようにチャ
ネルを設定します。

いいえ tcp-keep-alive

URL 文字セット URL の文字セット。デ
フォルト値は UTF-8 で
す。

いいえ url-charset

クライアントの検証 SSL チャネルの希望の
SSL クライアント認証
モード。デフォルト値は
NOT_REQUESTED で
す。

いいえ verify-client

Name description 必須必須 内部名内部名
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worker AJP リスナー XNIO ワー
カー。デフォルト値は
default です。

いいえ worker

write Timeout:expr ソケットの書き込みタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。書き込
みに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の書き込みに
よって {@link
WriteTimeoutException}
が発生します。

いいえ write-timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.5. EAP7 - サーブレットコンテナーサーブレットコンテナー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3226 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Mime Mapping(Managed Server)サービス」

「EAP7: Welcome ファイル(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3227
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3228

Name description 必須必須 内部名内部名

check Interval:expr バックグラウンドスレッ
ドを使用して JSP 更新
の間隔をチェックしま
す。デフォルト値は 0
です。

いいえ check-interval:expr

開発 JSP のリロードをオン
ザフライで有効にする開
発モードを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ 開発

disabled JSP コンテナーを有効
にします。デフォルト値
は false です。

いいえ disabled

ソースフラグの表示 ランタイムエラーが発生
したら、対応する JSP
ソースフラグメントの表
示を試行します。デフォ
ルト値は true です。

いいえ display-source-
fragment

dump Smap SMAP データをファイル
に書き込みます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ dump-smap

Bean 無効なクラス属性
の使用時にエラー

useBean で不適切なク
ラスを使用するときにエ
ラーを有効にします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ error-on-use-bean-
invalid-class-attribute
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文字アレイとしての文字
列の生成

String 定数を char 配列
として生成します。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ generate-strings-as-
char-arrays

Java Encoding Java ソースに使用する
エンコーディングを指定
します。デフォルト値は
UTF8 です。

いいえ java-encoding

keep Generated 生成されたサーブレット
を保持します。デフォル
ト値は true です。

いいえ keep-generated

マップされたファイル JSP ソースにマップし
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ mapped-file

Modification Test
Interval:expr

更新の 2 つのテスト間の
最小時間（秒単位）。デ
フォルト値は 4 です。

いいえ modification-test-
interval:expr

スクリプトレットの最適
化

文字列連結を削除するよ
うに JSP スクリプト
レットを最適化するかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ optimize-scriptlets

失敗時の再コンパイル 各リクエストで失敗した
JSP のコンパイルを再
試行します。デフォルト
値は false です。

いいえ recompile-on-fail

scratch Dir 別のワークディレクト
リーを指定します。

いいえ scratch-dir

SMAP SMAP を有効にします。
デフォルト値は true で
す。

いいえ smap

ソース Vm コンパイルのソース VM
レベル。デフォルト値は
1.8 です。

いいえ source-vm

タグプール タグプールを有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ tag-pooling

Name description 必須必須 内部名内部名
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ターゲット Vm コンパイルのターゲット
VM レベル。デフォルト
値は 1.8 です。

いいえ target-vm

領域のトリミング 生成されたサーブレット
から一部の領域をトリミ
ングします。デフォルト
値は false です。

いいえ trim-spaces

X Powered by x-powered-by で JSP エ
ンジンのアドバタイズを
有効にします。デフォル
ト値は true です。

いいえ x-powered-by

バッファープール websocket デプロイメン
トに使用するバッファー
プール。デフォルト値は
default です。

いいえ buffer-pool

ワーカーへのディスパッ
チ

コールバックがワーカー
スレッドにディスパッチ
される必要がある場合。
false の場合、IO スレッ
ドで実行され、より高速
ですが、ブロッキング操
作を実行しないように注
意する必要があります。
デフォルト値は true で
す。

いいえ dispatch-to-worker

worker websocket デプロイメン
トに使用するワーカー。
デフォルト値は default
です。

いいえ worker

非標準の Wrapper を許
可する

true の場合、標準のラッ
パークラスを拡張しない
リクエストおよび応答
ラッパーを使用できま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-non-standard-
wrappers

デフォルトのバッファー
キャッシュ

静的リソースのキャッ
シュに使用するバッ
ファーキャッシュ。デ
フォルト値は default で
す。

いいえ default-buffer-cache

Name description 必須必須 内部名内部名
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デフォルトのエンコー
ディング

デプロイされたすべての
アプリケーションに使用
するデフォルトのエン
コード

いいえ default-encoding

デフォルトのセッション
タイムアウト：expr

コンテナーにデプロイさ
れたすべてのアプリケー
ションのデフォルトの
セッションタイムアウト
（分単位）。デフォルト
値は 30 です。

いいえ default-session-
timeout:expr

ディレクトリーのリス
ティング

デフォルトのサーブレッ
トに対してディレクト
リーリスティングを有効
にする必要がある場合。

いいえ directory-listing

セキュアなページの
キャッシングの無効化

Undertow がセキュア化
されたページのキャッ
シュを無効にするように
ヘッダーを設定する場
合。無効にすると機密性
の高いページが中間者に
よってキャッシュされる
可能性があるため、セ
キュリティー上の問題が
発生する可能性がありま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ disable-caching-for-
secured-pages

イーガーフィルターの初
期化

true の場合は、
undertow が最初に要求
された時ではなく、デプ
ロイメントの開始時に
filter init（）を呼び出し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ eager-filter-initialization

フラッシュの無視 サーブレット出力スト
リームのフラッシュを無
視します。ほとんどの場
合、パフォーマンスに悪
影響を与えます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ ignore-flush

max Sessions:expr 一度にアクティブにでき
るセッションの最大数。

いいえ max-sessions:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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プロアクティブな認証 プロアクティブな認証を
使用する必要がある場
合。true の場合、クレデ
ンシャルが存在する場合
は、ユーザーは常に認証
されます。デフォルト値
は true です。

いいえ proactive-
authentication

session id Length:expr 生成されたセッション
ID の長さ。セッション
ID が長いほどセキュア
になります。デフォルト
値は 30 です。

いいえ session-id-length:expr

エラー時スタックトレー
ス

エラー時にスタックト
レースのあるエラーペー
ジを生成するかどうか。
値は all、none、および
local-only です。デフォ
ルト値は local-only で
す。

いいえ stack-trace-on-error

リスナーエンコーディン
グの使用

リスナーで定義されたエ
ンコーディングを使用し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ use-listener-encoding

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.5.1. EAP7: Mime Mapping(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3229 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3230

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3231

Name description 必須必須 内部名内部名

値 このマッピングのMIME
タイプ

◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.13.5.2. EAP7: Welcome ファイルファイル(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3232 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2284



子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3233

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.14. EAP7 - JCA（管理サーバー）サービス（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.3234 概要概要

説明： リソースアダプターの一般的な設定を提供する Java
EE Connector Architecture(JCA)サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: BootstrapContext(Managed Server)サービス」

「EAP7: Workmanager(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3235
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3236

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled Bean バリデーションが
有効であるかどうかを指
定します。デフォルト値
は true です。

いいえ enabled:1

enabled アーカイブバリデーショ
ンが有効であるかどうか
を指定します。デフォル
ト値は true です。

いいえ enabled:2

エラー時に失敗する アーカイブバリデーショ
ンエラーレポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ fail-on-error

Errorn に失敗します。 アーカイブバリデーショ
ンの警告レポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ fail-on-warn

debug デバッグ情報のロギング
を有効または無効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ debug

error エラー情報のロギングを
有効または無効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ error
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install キャッシュされた接続マ
ネージャーバルブおよび
インターセプターを有効
または無効にします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ install

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.14.1. EAP7: BootstrapContext(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3237 概要概要

説明： リソースアダプターのブートストラップコンテキス
ト。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3238

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3239

Name description 必須必須 内部名内部名

Name BootstrapContext の名
前

いいえ Name

WorkManager BootstrapContext の
WorkManager インスタ
ンス

いいえ WorkManager

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.14.2. EAP7: Workmanager(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3240 概要概要

説明： リソースアダプターの WorkManager。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: 長時間実行スレッドプール（管理サーバー）サービス」

「EAP7 - 短い稼働スレッドプール(Managed Server)サービス」

接続プロパティー
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表表3.3241

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3242

Name description 必須必須 内部名内部名

Name WorkManager の名前 いいえ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.14.2.1. EAP7: 長時間実行スレッドプール（管理サーバー）サービス長時間実行スレッドプール（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3243 概要概要

説明： タスクを送信するスレッドがブロックされる、バイ
ンドされたキューを持つ長時間実行スレッドプール
エグゼキューター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.3244

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3245 metrics

Name type description 内部名内部名

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement handoff-executor に渡
されたタスクの数（指定
されている場合）または
破棄されたタスクの数。

rejected-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3246

Name description 必須必須 内部名内部名

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout
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コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。 ◯ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.14.2.2. EAP7 - 短い稼働スレッドプール短い稼働スレッドプール(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3247 概要概要
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説明： タスクの送信スレッドがブロックされる、バインド
されたキューを持つ短いスレッドプールエグゼ
キューター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3248

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3249 metrics

Name type description 内部名内部名

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement handoff-executor に渡
されたタスクの数（指定
されている場合）または
破棄されたタスクの数。

rejected-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3250
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Name description 必須必須 内部名内部名

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。 ◯ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.15. EAP7: Osgi(Managed Server)サービスサービス

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2293



概要概要

表表3.3251 概要概要

説明： OSGi サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: 機能(Managed Server)サービス」

「EAP7 - Bundle(Managed Server)サービス」

「EAP7: プロパティー（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3252

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3253

Name description 必須必須 内部名内部名

アクティベーション OSGi サブシステムのア
クティベーションフラ
グ。使用できる値は
lazy、eager です。デ
フォルト値は LAZY で
す。

いいえ アクティベーション
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Startlevel OSGi Framework の現在
の開始レベル。この値を
変更すると、フレーム
ワークの開始レベルが変
わります。

いいえ startlevel

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3254 metrics

Name description

アクティベート OSGi サブシステムをアクティベートします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.15.1. EAP7: 機能機能(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3255 概要概要

説明： フレームワーク機能。ケイパビリティーは、
modules ディレクトリーの JBoss Module または
bundles ディレクトリーの OSGi バンドルにマップし
ます。このアイデンティティーは、モジュールまた
はバンドルのリソース識別子にマップします。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3256
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3257

Name description 必須必須 内部名内部名

Startlevel ケイパビリティーの開始
レベル。OSGi バンドル
でのみ指定できます。

いいえ startlevel

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.15.2. EAP7 - Bundle(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3258 概要概要

説明： ランタイムバンドル情報。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー
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表表3.3259

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3260

Name description 必須必須 内部名内部名

ID バンドル ID。 いいえ id

Startlevel バンドルの開始レベル。 いいえ startlevel

シンボリック名 バンドルシンボリック
名。

いいえ symbolic-name

version バンドルバージョン。 いいえ version

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3261 metrics

Name description

start バンドルを開始します。

stop バンドルを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.15.3. EAP7: プロパティー（読み取り専用）サービスプロパティー（読み取り専用）サービス
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概要

表表3.3262 概要概要

説明： プロパティー

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3263

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3264

Name description 必須必須 内部名内部名

値 プロパティーの値。 いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.16. EAP7 - JMX(Managed Server)サービスサービス

概要概要
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表表3.3265 概要概要

説明： JMX サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: リモーティングコネクター（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3266

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3267

Name description 必須必須 内部名内部名

モデルの表示 モデルコントローラーリ
ソースの MBean を含め
るには 'true' に設定しま
す。

いいえ show-model

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
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NONE

3.4.2.4.16.1. EAP7: リモーティングコネクター（管理サーバー）サービスリモーティングコネクター（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3268 概要概要

説明： リソースアダプターの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3269

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3270

Name description 必須必須 内部名内部名

管理エンドポイントの使
用

true の場合、コネクター
は管理エンドポイントを
使用します。そうでない
場合は、remoting サブ
システムを使用します。
デフォルト値は true で
す。

いいえ use-management-
endpoint

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.17. EAP7 - リソースアダプター（管理サーバー）サービスリソースアダプター（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.3271 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - リソースアダプター(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3272

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.17.1. EAP7 - リソースアダプターリソースアダプター(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3273 概要概要
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表表3.3273 概要概要

説明： リソースアダプターの設定。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: 管理オブジェクト(Managed Server)サービス」

「EAP7 - 接続定義（管理サーバー）サービス」

「EAP7: 設定プロパティー（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.3274

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3275

Name description 必須必須 内部名内部名

archive リソースアダプターアー
カイブを指定します。

◯ archive

beanvalidationgroups 使用する必要がある
Bean バリデーショング
ループを指定します。

いいえ beanvalidationgroups

Bootstrapcontext 使用する必要のあるブー
トストラップコンテキス
トの一意の名前を指定し
ます。

いいえ bootstrapcontext
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トランザクションサポー
ト

リソースアダプターのト
ランザクションサポート
レベルを指定します。

◯ transaction-support

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.17.1.1. EAP7: 管理オブジェクト管理オブジェクト(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3276 概要概要

説明： 管理オブジェクトを指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3277

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.3278

Name description 必須必須 内部名内部名

クラス名 管理された接続ファクト
リーまたは管理オブジェ
クトの完全修飾クラス名
を指定します。

◯ class-name

enabled リソースアダプターを有
効にするべきかどうかを
指定します。デフォルト
値は true です。

いいえ enabled

JNDI 名 接続ファクトリーまたは
管理オブジェクトの
JNDI 名を指定します。

いいえ jndi-name

Java コンテキストの使
用

false に設定するとオブ
ジェクトがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.17.1.2. EAP7 - 接続定義（管理サーバー）サービス接続定義（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3279 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: 設定プロパティー（読み取り専用）サービス」
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接続プロパティー

表表3.3280

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3281

Name description 必須必須 内部名内部名

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry:expr

割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis:expr

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ background-validation

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis:expr
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タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis:expr

クラス名 管理された接続ファクト
リーまたは管理オブジェ
クトの完全修飾クラス名
を指定します。

◯ class-name

enabled リソースアダプターを有
効にするべきかどうかを
指定します。デフォルト
値は true です。

いいえ enabled

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値を変更するに
は、サーバーを再起動す
る必要があります。

いいえ idle-timeout-
minutes:expr

interleaving XA 接続のインターリー
ビングを有効にする要
素。デフォルト値は
false です。

いいえ interleaving

JNDI 名 接続ファクトリーまたは
管理オブジェクトの
JNDI 名を指定します。

いいえ jndi-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size

リカバリーなし 接続プールがリカバリー
から除外されるべきであ
るかどうかを指定しま
す。

いいえ no-recovery

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。デフォ
ルト値は false です。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされて
いる必要があります。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ pad-xid

プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
デフォルト値は false で
す。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

リカバリーパスワード リカバリーに使用される
パスワード

いいえ recovery-password

リカバリープラグインク
ラス名

リカバリープラグイン実
装の完全修飾クラス名

いいえ recovery-plugin-class-
name

Name description 必須必須 内部名内部名
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リカバリープラグインプ
ロパティー

リカバリープラグインの
プロパティー

いいえ recovery-plugin-
properties

リカバリーセキュリ
ティードメイン

リカバリーに使用される
セキュリティードメイン

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーユーザー名 リカバリーに使用される
ユーザー名

いいえ recovery-username

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

セキュリティーアプリ
ケーション

プール内の接続を区別す
るために、アプリケー
ション提供パラメーター
（getConnection（user,
pw など）から）を使用
することを示します。

いいえ security-application

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

セキュリティードメイン
およびアプリケーション

プール内の接続を区別す
るために、アプリケー
ションが提供するパラ
メーター
（getConnection(user,
pw)）または
Subject（セキュリ
ティードメインから）が
使用されることを示しま
す。

いいえ security-domain-and-
application

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名
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高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとオブ
ジェクトがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock:expr

Xa リソースのラップ XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ wrap-xa-resource

XA リソースタイムアウ
ト

値は
XAResource.setTransact
ionTimeout（）に渡さ
れます（秒単位）。デ
フォルトはゼロです。

いいえ xa-resource-
timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3282 metrics

Name description

プールのすべての接続をフラッシュする プールの接続をすべてフラッシュします。
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プールのフラッシュアイド接続 プールのアイドル状態の接続をすべてフラッシュし
ます。

プール内の接続のテスト 接続を取得できるかどうかのテスト

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.17.1.2.1. EAP7: 設定プロパティー（読み取り専用）サービス設定プロパティー（読み取り専用）サービス

概要

表表3.3283 概要概要

説明： カスタム定義の設定プロパティー。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3284

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3285

Name description 必須必須 内部名内部名

値 カスタム定義の設定プロ
パティー値

いいえ 値

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2310



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.17.1.3. EAP7: 設定プロパティー（読み取り専用）サービス設定プロパティー（読み取り専用）サービス

概要

表表3.3286 概要概要

説明： カスタム定義の設定プロパティー。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3287

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3288

Name description 必須必須 内部名内部名

値 カスタム定義の設定プロ
パティー値

いいえ 値

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.18. EAP7: CMP(Managed Server)サービスサービス

概要概要

表表3.3289 概要概要

説明： cmp サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - HiloKeygenerator(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3290

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
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NONE

3.4.2.4.18.1. EAP7 - HiloKeygenerator(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3291 概要概要

説明： Hilo ベースの鍵ジェネレーター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3292

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3293

Name description 必須必須 内部名内部名

ブロックサイズ ブロックサイズ いいえ block-size

テーブルの作成 テーブルを作成するかど
うかを決定するブール値

いいえ create-table

テーブル Ddl の作成 テーブルの作成に使用す
る DDL

いいえ create-table-ddl

データソース シーケンスの生成に使用
されるデータソース

◯ data-source
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テーブルの削除 テーブルを作成するかど
うかを決定するブール値

いいえ drop-table

ID 列 ID 列名 ◯ ID 列

Hi Ddl を選択します。 hi 値の選択に使用される
DDL

いいえ select-hi-ddl

sequence 列 シーケンス列名 ◯ sequence-column

シーケンス名 シーケンスの名前 ◯ sequence-name

テーブル名 テーブル名 ◯ table-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.19. EAP7: EJB3（管理サーバー）サービス（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.3294 概要概要

説明： ejb3 サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - EJB3 スレッドプール(Managed Server)サービス」

「EAP7: ファイルパッシベーションストア（管理サーバー）サービス」

「EAP7 - MDB 配信グループ(Managed Server)サービス」

「EAP7: 最大 Bean インスタンスプール(Managed Server)サービス」

「EAP7: SFSB キャッシュ(Managed Server)サービス」
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「EAP7: クラスターパッシベーションストア（管理サーバー）サービス」

「EAP7: Async サービス(Managed Server)サービス」

「EAP7: IIOP サービス(Managed Server)サービス」

「EAP7 - リモートサービス(Managed Server)サービス」

「EAP7 - タイマーサービス(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3295

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3296

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのクラスター
化された Sfsb キャッ
シュ

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、すべてのクラ
スター化されたステート
フル EJB に適用可能な
デフォルトのステートフ
ル bean キャッシュの名
前

いいえ default-clustered-sfsb-
cache

デフォルトのエンティ
ティー Bean インスタン
スプール

デプロイメントまたは
Bean レベルでオーバー
ライドしない限り、デ
フォルトのエンティ
ティー bean インスタン
スプールの名前。

いいえ default-entity-bean-
instance-pool
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デフォルトのエンティ
ティー Bean の最適化
ロック

true エンティティー
bean に設定された場
合、デフォルトで最適な
ロックが使用されます。

いいえ default-entity-bean-
optimistic-locking

デフォルトの Mdb イン
スタンスプール

デプロイメントまたは
Bean レベルでオーバー
ライドしない限り、すべ
ての MDB に適用可能な
デフォルトの MDB イン
スタンスプールの名前

いいえ default-mdb-instance-
pool

デフォルトのリソースア
ダプター名

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、MDB によっ
て使用されるデフォルト
のリソースアダプター
名。デフォルト値は
activemq-ra です。

いいえ default-resource-
adapter-name

デフォルトの Sfsb
キャッシュ

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、デフォルトの
ステートフル bean
キャッシュの名前。

いいえ default-sfsb-cache

デフォルトのシングルト
ン Bean アクセスタイム
アウト

シングルトン Bean のデ
フォルトのアクセスタイ
ムアウト。デフォルト値
は 5000 です。

いいえ default-singleton-bean-
access-timeout:expr

デフォルトの Slsb イン
スタンスプール

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、デフォルトの
ステートレス bean イン
スタンスプールの名前。

いいえ default-slsb-instance-
pool

デフォルトのステートフ
ル Bean アクセスタイム
アウト

ステートフル Bean のデ
フォルトのアクセスタイ
ムアウト。デフォルト値
は 5000 です。

いいえ default-stateful-bean-
access-timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2316



Vm Remote Interface
Invocation Pass by Value

false に設定すると、
EJB のリモートイン
ターフェース上でのパラ
メーターは参照によって
渡されます。それ以外の
場合は、パラメーターは
値によって渡されます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ in-vm-remote-
interface-invocation-
pass-by-value

統計の有効化 true に設定した場合は、
呼び出し統計のコレク
ションを有効にします。

いいえ enable-statistics

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.19.1. EAP7 - EJB3 スレッドプールスレッドプール(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3297 概要概要

説明： 無制限のキューを持つスレッドプールエグゼキュー
ター。このようなスレッドプールにはコアサイズと
上限のないキューがあります。タスクが送信される
と、実行中のスレッドの数がコアサイズを下回る
と、新しいスレッドが作成されます。そうでない場
合は、タスクはキューに置かれます。このタイプの
エグゼキューターに多くのタスクを送信できる場
合、メモリー不足の状態が発生する可能性がありま
す。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3298

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2317



表表3.3298

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3299 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement タスクをアクティブに実
行しているスレッドの概
算数。

active-count

完了したタスク数 measurement 実行が完了したタスクの
合計数と概算します。

completed-task-count

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count

最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement 拒否されたタスクの数。 rejected-count

タスク数 measurement 実行をスケジュールされ
たタスクの合計数。

task-count

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3300

Name description 必須必須 内部名内部名
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維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

いいえ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.19.2. EAP7: ファイルパッシベーションストア（管理サーバー）サービスファイルパッシベーションストア（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3301 概要概要

説明： ファイルシステムベースのパッシベーションスト
ア。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.3302

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3303

Name description 必須必須 内部名内部名

グループパス  いいえ groups-path

idle Timeout idle-timeout-unit によっ
て指定されるユニットの
タイムアウト。その後に
Bean がパッシベートさ
れます。デフォルト値は
300 です。

いいえ idle-timeout:expr

アイドルタイムアウトユ
ニット

idle-timeout のユニッ
ト。デフォルト値は
SECONDS です。

いいえ idle-timeout-unit

最大サイズ 古い bean をパッシベー
トするまでにこのキャッ
シュが保存する必要のあ
る bean の最大数。デ
フォルト値は 10000 で
す。

いいえ max-size:expr

相対値  いいえ relative-to

セッションパス  いいえ sessions-path

サブディレクトリー数  いいえ subdirectory-count:expr

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.19.3. EAP7 - MDB 配信グループ配信グループ(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3304 概要概要

説明： mdb の配信を管理する配信グループ

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3305

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3306

Name description 必須必須 内部名内部名
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Active このグループに属するす
べての MDB の配信がア
クティブであるかどうか
を示します。デフォルト
値は true です。

いいえ Active

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.19.4. EAP7: 最大最大 Bean インスタンスプールインスタンスプール(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3307 概要概要

説明： 制限が厳格な bean インスタンスプール

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3308

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3309

Name description 必須必須 内部名内部名

派生サイズ 最大プールサイズを派生
すべきものおよび最大
プールサイズを指定しま
す。デフォルト値の
'none' は、max-pool-
size の明示的な値を使用
することを示します。
'from-worker-pools' の
値は、最大プールサイズ
はシステム上で設定され
たすべてのワーカープー
ルの合計スレッドのサイ
ズから派生する必要があ
ることを示しています。
'from-cpu-count' の値
は、最大プールサイズは
システムで利用可能なプ
ロセッサーの合計数から
派生する必要があること
を示しています。計算は
1 対 1 のマッピングでは
ないので、値は他の要因
によって拡張される場合
もあります。デフォルト
値は none です。

いいえ derive-size

最大プールサイズ プールが特定の時点に保
持できる bean インスタ
ンスの最大数。

いいえ max-pool-size

timeout プールから bean インス
タンスが利用可能になる
まで待機する最大時間。
デフォルト値は 5 です。

いいえ timeout

タイムアウトユニット インスタンスのタイムア
ウトユニット。デフォル
ト値は MINUTES です。

いいえ timeout-unit

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.19.5. EAP7: SFSB キャッシュキャッシュ(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3310 概要概要

説明： SFSB キャッシュ。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3311

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3312

Name description 必須必須 内部名内部名

aliases このキャッシュも参照で
きるエイリアス。

◯ aliases

パッシベーションストア このキャッシュによって
使用されるパッシベー
ションストア

いいえ passivation-store

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.19.6. EAP7: クラスターパッシベーションストア（管理サーバー）サービスクラスターパッシベーションストア（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3313 概要概要

説明： クラスター化されたパッシベーションストア。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3314

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3315

Name description 必須必須 内部名内部名

Bean キャッシュ Bean インスタンスを保
存するために使用される
キャッシュの名前。

いいえ bean-cache
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キャッシュコンテナー Bean および client-
mappings キャッシュに
使用されるキャッシュコ
ンテナーの名前。デフォ
ルト値は ejb です。

いいえ cache-container

クライアントマッピング
キャッシュ

EJB リモーティングコ
ネクターの socket-
bindings のクライアント
マッピングを保存するた
めに使用されるキャッ
シュの名前。デフォルト
値は remote-connector-
client-mappings です。

いいえ client-mappings-cache

idle Timeout idle-timeout-unit によっ
て指定されるユニットの
タイムアウト。その後に
Bean がパッシベートさ
れます。デフォルト値は
300 です。

いいえ idle-timeout:expr

アイドルタイムアウトユ
ニット

idle-timeout のユニッ
ト。デフォルト値は
SECONDS です。

いいえ idle-timeout-unit

最大サイズ 古い bean をパッシベー
トするまでにこのキャッ
シュが保存する必要のあ
る bean の最大数。デ
フォルト値は 10000 で
す。

いいえ max-size:expr

Replicate でのイベント
のパッシベート

レプリケーションが
Bean でパッシベーショ
ンイベントをトリガーす
るかどうかを示します。
デフォルト値は true で
す。

いいえ passivate-events-on-
replicate

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.4.19.7. EAP7: Async サービスサービス(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3316 概要概要

説明： EJB3 非同期呼び出しサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3317

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3318

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドプール名 非同期呼び出しを処理す
るスレッドプールの名前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.4.19.8. EAP7: IIOP サービスサービス(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3319 概要概要

説明： IIOP サービス

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3320

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3321

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトでは有効 true の場合は、デフォル
トで IIOP 経由で EJB が
公開される場合、デプロ
イメント記述子で明示的
に有効にする必要があり
ます。

いいえ enable-by-default
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修飾名の使用 true の場合、EJB 名が
名前の先頭にアプリケー
ションとモジュール名
（例：
myapp/mymodule/MyEj
b）を使用して命名サー
ビスにバインドされま
す。

いいえ use-qualified-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.19.9. EAP7 - リモートサービスリモートサービス(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3322 概要概要

説明： EJB3 リモートサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: チャネル作成オプション(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3323

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3324

Name description 必須必須 内部名内部名

connector Ref EJB3 リモーティング
チャネルが登録されるコ
ネクターの名前。

いいえ connector-ref

スレッドプール名 リモート呼び出しを処理
するスレッドプールの名
前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.19.9.1. EAP7: チャネル作成オプションチャネル作成オプション(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3325 概要概要

説明： EJB リモートチャネルの作成時に使用されるオプ
ション

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3326

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3327

Name description 必須必須 内部名内部名

type チャネル作成オプション
のタイプ

いいえ type

値 EJB リモートチャネル
作成オプションの値

いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.19.10. EAP7 - タイマーサービスタイマーサービス(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3328 概要概要

説明： EJB タイマーサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3329
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3330

Name description 必須必須 内部名内部名

path 永続的なタイマー情報を
保存するディレクトリー

いいえ path

相対値 タイマーデータストアの
場所の解決に使用される
相対パス

いいえ relative-to

スレッドプール名 タイマーサービス呼び出
しの実行に使用されるス
レッドプールの名前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.20. EAP7: スレッド（管理サーバー）サービススレッド（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.3331 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - ThreadFactory(Managed Server)サービス」

「EAP7: ThreadPool(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3332

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.20.1. EAP7 - ThreadFactory(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3333 概要概要

説明： スレッドファクトリー
（java.util.concurrent.ThreadFactory を実装）

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.3334

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3335

Name description 必須必須 内部名内部名

グループ名 このスレッドファクト
リー用に作成するスレッ
ドグループの名前を指定
します。

いいえ group-name

Name 作成されたスレッドファ
クトリーの名前。

いいえ Name

priority 作成されたスレッドの優
先度を指定するために使
用できます。デフォルト
値は -1 です。

いいえ priority:expr

スレッド名パターン スレッドの名前の作成に
使用されるテンプレー
ト。%% - パーセント記
号 %t を出力 - ファクト
リーごとのスレッドシー
ケンス番号%g をエミュ
レート - グローバルス
レッドシーケンス番号
%f - ファクトリーシーケ
ンス番号 %i をエミュ
レート - スレッド ID を
エミュレートします。

いいえ thread-name-pattern

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.20.2. EAP7: ThreadPool(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3336 概要概要

説明： スレッドプールエグゼキューター

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3337

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3338 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティブ数 measurement タスクをアクティブに実
行しているスレッドの概
算数。

active-count

完了したタスク数 measurement 実行が完了したタスクの
合計数と概算します。

completed-task-count

現在のスレッド数 measurement プールの現在のスレッド
数。

current-thread-count
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最大スレッド数 measurement 同時にプールにあるス
レッドの最大数。

largest-thread-count

拒否された数 measurement 拒否されたタスクの数。 rejected-count

タスク数 measurement 実行をスケジュールされ
たタスクの合計数。

task-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3339

Name description 必須必須 内部名内部名

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。
Bounded および
Blocking Bounded
Thread Pools にのみ必
要です。

いいえ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory
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コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor

スレッドプールの種類 スレッドプールタイプ ◯ __type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21. EAP7: セキュリティー（管理サーバー）サービスセキュリティー（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.3340 概要概要

説明： security サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - セキュリティードメイン(Managed Server)サービス」
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「EAP7: Vault(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3341

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3342

Name description 必須必須 内部名内部名

ディープコピーサブジェ
クトモード

セキュリティーマネー
ジャーが実行したサブ
ジェクトのコピーモード
を、サブジェクトプリン
シパルと認証情報のク
ローン可能な場合はコ
ピーするディープコピー
に設定します。複数のス
レッドに同じアイデン
ティティーがある場合に
破損できる変更可能なコ
ンテンツが含まれ、ある
スレッドでサブジェクト
を消去するキャッシュフ
ラッシュ/ログアウトに
より、他のスレッドに影
響するサブジェクト参照
が含まれる場合は true
に設定する必要がありま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ deep-copy-subject-
mode

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1. EAP7 - セキュリティードメインセキュリティードメイン(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3343 概要概要

説明： セキュリティードメインを設定します。ここでは、
認証、承認、ACL、マッピング、監査、およびアイ
デンティティー信頼が設定されます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - ACL（管理サーバー）サービス」

「EAP7 - 監査（管理サーバー）サービス」

「EAP7 - 認証(Classic - Managed Server)サービス」

「EAP7 - 認証(Jaspi - Managed Server)サービス」

「EAP7: 承認（管理サーバー）サービス」

「EAP7: Identity Trust(Managed Server)サービス」

「EAP7: JSSE(Managed Server)サービス」

「EAP7: マッピング（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.3344

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3345

Name description 必須必須 内部名内部名

キャッシュタイプ キャッシュを追加して、
認証チェックを高速化し
ます。使用できる値は、
「default」で、簡単な
マップをキャッシュとし
て使用し、Infinispan
キャッシュを使用するた
めに 'infinispan' です。

いいえ cache-type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3346 metrics

Name description

フラッシュキャッシュ このセキュリティードメインの認証キャッシュに保
存されているエントリーを削除します。単一のエン
トリーは、username を値として指定した principal
引数を使用してフラッシュできます。操作に引数が
渡されていない場合、すべてのエントリーがフラッ
シュされます。

キャッシュされたプリンシパルの一覧表示 このセキュリティードメインの認証キャッシュに保
存されているプリンシパルを一覧表示します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.1. EAP7 - ACL（管理サーバー）サービス（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3347 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ

「EAP7: Acl モジュール(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3348

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3349

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.1.1. EAP7: Acl モジュールモジュール(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3350 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション(Acl - Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3351

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3352

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.1.1.1. EAP7: モジュールオプションモジュールオプション(Acl - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3353 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3354

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3355

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.4.2.4.21.1.2. EAP7 - 監査（管理サーバー）サービス監査（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3356 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: プロバイダーモジュール（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.3357

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3358

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.2.1. EAP7: プロバイダーモジュール（管理サーバー）サービスプロバイダーモジュール（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3359 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション（プロバイダーモジュール - 管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.3360

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3361

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.2.1.1. EAP7: モジュールオプション（プロバイダーモジュールモジュールオプション（プロバイダーモジュール - 管理サーバー）サービス管理サーバー）サービス

概要

表表3.3362 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3363

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3364

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.4.2.4.21.1.3. EAP7 - 認証認証(Classic - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3365 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - ログインモジュール(Classic - Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3366

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.3.1. EAP7 - ログインモジュールログインモジュール(Classic - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3367 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション(Classic - Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3368

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3369

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2348



3.4.2.4.21.1.3.1.1. EAP7: モジュールオプションモジュールオプション(Classic - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3370 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3371

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3372

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.4. EAP7 - 認証認証(Jaspi - Managed Server)サービスサービス
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概要

表表3.3373 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - ログインモジュールスタック(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3374

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3375

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.4.1. EAP7 - ログインモジュールスタックログインモジュールスタック(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3376 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - モジュールオプション（Login Module Stack(Managed Server)）サービス」

接続プロパティー

表表3.3377

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3378

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code
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フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.4.1.1. EAP7 - モジュールオプション（モジュールオプション（Login Module Stack(Managed Server)）サービス）サービス

概要

表表3.3379 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3380

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3381

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.5. EAP7: 承認（管理サーバー）サービス承認（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3382 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - 承認モジュール(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3383

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3384

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.5.1. EAP7 - 承認モジュール承認モジュール(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3385 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション(Authorization - Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3386

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2354



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3387

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.5.1.1. EAP7: モジュールオプションモジュールオプション(Authorization - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3388 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3389
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表表3.3389

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3390

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.6. EAP7: Identity Trust(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3391 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Identity Trust Modules(Managed Server)サービス」

接続プロパティー
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表表3.3392

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3393

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.6.1. EAP7: Identity Trust Modules(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3394 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - モジュールオプション（Identity 信頼 - 管理対象サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.3395

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3396

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.6.1.1. EAP7 - モジュールオプション（モジュールオプション（Identity 信頼信頼 - 管理対象サーバー）サービス管理対象サーバー）サービス
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概要

表表3.3397 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3398

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3399

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.7. EAP7: JSSE(Managed Server)サービスサービス

概要
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表表3.3400 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3401

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3402

Name description 必須必須 内部名内部名

暗号化スイート SSLSocket で有効にす
る暗号スイートのコンマ
区切りリスト。

いいえ cipher-suites

クライアントエイリアス KeyManager がクライア
ントエイリアスを選択す
るときに使用するエイリ
アス。

いいえ client-alias

クライアント認証 クライアントの証明書も
サーバー側で認証される
必要があるかどうかを示
すブール値属性。

いいえ client-auth

キーマネージャー JSEE キーマネージャー
ファクトリー

いいえ key-manager
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keystore JSSE キーストアの設定 いいえ keystore

プロトコル SSLSocket で有効にす
るプロトコルのコンマ区
切りリスト。

いいえ プロトコル

Server Alias KeyManager がサーバー
エイリアスを選択すると
きに使用するエイリア
ス。

いいえ server-alias

Service Auth Token KeyStore から
PrivateKey を取得する
トークン。

いいえ service-auth-token

トラストマネージャー JSEE Trust Manager
ファクトリー

いいえ trust-manager

truststore JSSE トラストストアの
設定

いいえ truststore

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.8. EAP7: マッピング（管理サーバー）サービスマッピング（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3403 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールのマッピング（管理サーバー）サービス」
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接続プロパティー

表表3.3404

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3405

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

type このモジュールが実行す
るマッピングのタイプ。
使用できる値は
principal、role、
attribute、または
credential です。

◯ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.1.8.1. EAP7: モジュールのマッピング（管理サーバー）サービスモジュールのマッピング（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3406 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション(Mapping - Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3407

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3408

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

type このモジュールが実行す
るマッピングのタイプ。
使用できる値は
principal、role、
attribute、または
credential です。

◯ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.4.21.1.8.1.1. EAP7: モジュールオプションモジュールオプション(Mapping - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3409 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3410

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3411

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.21.2. EAP7: Vault(Managed Server)サービスサービス
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概要

表表3.3412 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3413

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3414

Name description 必須必須 内部名内部名

code セキュリティー vault 実
装の完全修飾名。

いいえ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22. EAP7: ActiveMQ Messaging(Managed Server)サービスサービス
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概要概要

表表3.3415 概要概要

説明： messaging サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - ActiveMQ Artemis(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3416

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1. EAP7 - ActiveMQ Artemis(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3417 概要概要

説明： ActiveMQ Artemis ベースのメッセージングサブシス
テム

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - JMS キュー(Managed Server)サービス」

「EAP7 - JMS トピック（管理サーバー）サービス」

「EAP7: 接続ファクトリー（管理サーバー）サービス」

「EAP7: プールされた接続ファクトリー（管理サーバー）サービス」

「EAP7: セキュリティー設定(Managed Server)サービス」

「EAP7: アドレス設定(Managed Server)サービス」

「EAP7: Grouping Handler(Managed Server)サービス」

「EAP7: アクセプター(Managed Server)サービス」

「EAP7 - コネクター(ActiveMQ - Managed Server)サービス」

「EAP7 - VM アクセプター(Managed Server)サービス」

「EAP7 - VM コネクター(Managed Server)サービス」

「EAP7: リモートアクセプター（管理サーバー）サービス」

「EAP7 - リモートコネクター(Managed Server)サービス」

「EAP7: 迂回(Managed Server)サービス」

「EAP7 - キュー(Managed Server)サービス」

「EAP7: コアアドレス（管理サーバー）サービス」

「EAP7: クラスター接続（管理サーバー）サービス」

「EAP7: ブロードキャストグループ(Managed Server)サービス」

「EAP7: Path(Managed Server)サービス」

「EAP7: ブリッジ(Managed Server)サービス」

「EAP7 - 検出グループ（管理サーバー）サービス」

「EAP7: コネクターサービス(Managed Server)サービス」

「EAP7 - ランタイムキュー(Managed Server)サービス」

接続プロパティー

表表3.3418
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3419 metrics

Name type description 内部名内部名

Active trait サーバーがアクティブ
（および接続を許可）ま
たはパッシブ（バック
アップモードでフェイル
オーバーを待機）してい
るかどうか。

Active

Started trait このサーバーが起動して
いるかどうか。

Started

version trait サーバーのバージョン。 version

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3420

Name description 必須必須 内部名内部名

Async 接続実行が有効に
なっている

サーバー上の着信パケッ
トをスレッドプールから
スレッドに送信すべきか
どうか。False（リモー
ティングスレッドで処理
する必要がある場合）。
デフォルト値は true で
す。

いいえ async-connection-
execution-enabled
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クラスターパスワード クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
パスワード。デフォルト
値は CHANGE ME!! で
す。

いいえ cluster-password

クラスターユーザー クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
ユーザー。デフォルト値
は
ACTIVEMQ.CLUSTER.A
DMIN.USER です。

いいえ cluster-user

connection Ttl
Override:expr

設定した場合、ping を
受信せずに接続を維持す
るための（ミリ秒単位）
を上書きします。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ connection-ttl-
override:expr

Create Bindings Dir サーバーが起動時に
bindings ディレクトリー
を作成するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ create-bindings-dir

ジャーナルダーの作成 サーバーが起動時に
ジャーナルディレクト
リーを作成するかどう
か。デフォルト値は
true です。

いいえ create-journal-dir

ID キャッシュサイズ：
expr

メッセージ ID を事前作
成するためのキャッシュ
のサイズ。デフォルト値
は 20000 です。

いいえ id-cache-size:expr

受信インターセプター このサーバーによって使
用される受信インターセ
プタークラスの一覧。

いいえ incoming-interceptors

JMX ドメイン MBeanServer に内部
ActiveMQ MBean を登
録するために使用される
JMX ドメイン。デフォ
ルト値は
org.apache.activemq.art
emis です。

いいえ jmx-domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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JMX 管理が有効になっ
ている

ActiveMQ が JMX を介
して内部管理 API を公開
するかどうか。これらの
MBean にアクセスする
と設定の一貫性がなくな
るため、これは推奨され
ません。デフォルト値は
false です。

いいえ jmx-management-
enabled

ジャーナルバッファーサ
イズ：expr

ジャーナルの内部バッ
ファーのサイズ。

いいえ journal-buffer-size:expr

ジャーナルバッファータ
イムアウト：expr

ジャーナルの内部バッ
ファーのフラッシュに使
用されるタイムアウト
（ナノ秒）。

いいえ journal-buffer-
timeout:expr

journal Compact Min
Files:expr

圧縮開始前のジャーナル
データファイルの最小
数。デフォルト値は 10
です。

いいえ journal-compact-min-
files:expr

journal Compact
Percentage:expr

ジャーナルを圧縮するこ
とを検討するライブデー
タのパーセンテージ。デ
フォルト値は 30 です。

いいえ journal-compact-
percentage:expr

ジャーナルファイルサイ
ズ：expr

各ジャーナルファイルの
サイズ（バイト単位）。
デフォルト値は
10485760 です。

いいえ journal-file-size:expr

journal Max Io:expr AIO キューに常時存在で
きる書き込み要求の最大
数。

いいえ journal-max-io:expr

ジャーナルの最小ファイ
ル：expr

事前作成するジャーナル
ファイルの数。デフォル
ト値は 2 です。

いいえ journal-min-files:expr

ジャーナルプールファイ
ル：expr

再利用可能なジャーナル
ファイルの数。
ActiveMQ は必要な数の
ファイルを作成します
が、ファイルを回収する
際には値に縮小されます
（-1 は無制限を意味しま
せん）。デフォルト値は
-1 です。

いいえ journal-pool-files:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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ジャーナル同期非トラン
ザクション

クライアントに応答を返
す前に、非トランザク
ションデータをジャーナ
ルに同期するのを待機す
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ journal-sync-non-
transactional

ジャーナル同期トランザ
クション

クライアントに応答を返
す前にトランザクション
データをジャーナルに同
期するのを待機するかど
うか。デフォルト値は
true です。

いいえ journal-sync-
transactional

ジャーナルのタイプ 使用するジャーナルのタ
イプ。デフォルト値は
ASYNCIO です。

いいえ journal-type

ログジャーナルの書き込
み速度

ジャーナルの書き込み
レートとフラッシュレー
トを定期的にログに記録
するかどうか。デフォル
ト値は false です。

いいえ log-journal-write-rate

管理アドレス 管理メッセージを送信す
るアドレス。デフォルト
値は
jms.queue.activemq.man
agement です。

いいえ management-address

管理通知アドレス コンシューマーがバイン
ドして管理通知を受信す
るアドレスの名前。デ
フォルト値は
activemq.notifications
です。

いいえ management-
notification-address

メモリー測定間隔：expr ミリ秒単位の JVM メモ
リーのサンプル頻度（ま
たは -1（メモリーサンプ
リングを無効にする場
合））。デフォルト値は
-1 です。

いいえ memory-measure-
interval:expr

Memory Warning
Threshold:expr

利用可能なメモリーの割
合（超過した場合）は警
告ログになります。デ
フォルト値は 25 です。

いいえ memory-warning-
threshold:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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Message Counter Max
Day History:expr

メッセージカウンター履
歴を保持する日数。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ message-counter-max-
day-history:expr

メッセージカウンターサ
ンプル期間：expr

メッセージカウンターに
使用するサンプル期間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 10000 です。

いいえ message-counter-
sample-period:expr

メッセージの有効期限：
expr

期限切れのメッセージを
スキャンする頻度（ミリ
秒単位）。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ message-expiry-scan-
period:expr

メッセージの有効期限ス
レッド優先度：expr

スレッドが期限切れにす
るメッセージの優先度。
デフォルト値は 3 です。

いいえ message-expiry-thread-
priority:expr

発信インターセプター このサーバーによって使
用される送信インターセ
プタークラスの一覧。

いいえ outgoing-interceptors

Vm セキュリティーの
オーバーライド

ActiveMQ サーバーが
in-vm 接続のセキュリ
ティー認証情報を上書き
するかどうか。デフォル
ト値は true です。

いいえ override-in-vm-security

Page Max Concurrent
Io:expr

ページングに許可される
同時読み取りの最大数。
デフォルト値は 5 です。

いいえ page-max-concurrent-
io:expr

perf Blast Pages:expr TODO。デフォルト値は
-1 です。

いいえ perf-blast-pages:expr

配信前の配信数の永続化 配信数が配信前に永続化
されるかどうか。False
は、メッセージがキャン
セルされた後にのみ発生
することを意味します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ persist-delivery-count-
before-delivery

アイデンティティー
キャッシュの永続化

ID がジャーナルに永続
化されるかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persist-id-cache

Name description 必須必須 内部名内部名
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persistence Enabled サーバーが永続にファイ
ルベースのジャーナルを
使用するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persistence-enabled

同期速度テストの実行 起動時に、ディスクを同
期する際の診断テストを
実行するかどうか。パ
フォーマンスの問題を判
断する際に便利です。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ run-sync-speed-test

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ：
expr

メインのスケジュールス
レッドプールがあるス
レッドの数。デフォルト
値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

セキュリティードメイン ユーザーおよびロール情
報の検証に使用するセ
キュリティードメイン。
デフォルト値は other で
す。

いいえ security-domain

Security Enabled セキュリティーが有効に
なっているかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ security-enabled

Security Invalidation
Interval:expr

セキュリティーキャッ
シュを無効にするまで待
機する時間（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
10000 です。

いいえ security-invalidation-
interval:expr

Server Dump
Interval:expr

基本的なランタイム情報
をサーバーログにダンプ
する頻度。1 未満の値を
指定するとこの機能が無
効になります。デフォル
ト値は -1 です。

いいえ server-dump-
interval:expr

statistics Enabled メッセージカウンターな
どの統計の収集が有効で
あるかどうか。デフォル
ト値は false です。

いいえ statistics-enabled

Name description 必須必須 内部名内部名
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スレッドプール最大サイ
ズ：expr

メインスレッドプールの
スレッド数。-1 は無制限
を意味します。デフォル
ト値は 30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

transaction
Timeout:expr

作成後にトランザクショ
ンをリソースマネー
ジャーから削除するまで
の時間（ミリ秒単位）。
デフォルト値は
300000 です。

いいえ transaction-
timeout:expr

トランザクションタイム
アウトスキャンの間隔：
expr

タイムアウトトランザク
ションをスキャンする頻
度（ミリ秒単位）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ transaction-timeout-
scan-period:expr

Wild Card Routing
Enabled

サーバーがワイルドカー
ドルーティングをサポー
トするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ wild-card-routing-
enabled

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3421 metrics

Name description

アドレスの接続を閉じる リモートアドレスに指定された IP アドレスが含まれ
るこのサーバーに接続されているクライアントの接
続をすべて閉じます。

ユーザーの接続を閉じる 指定したユーザー名で、このサーバーに接続されて
いるクライアントのすべての接続を閉じます。

アドレスのコンシューマー接続を閉じる 指定されたアドレスにバインドされたキューから消
費されるコンシューマーのすべての接続を閉じま
す。

コミットの準備済みトランザクション ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
コミットします。
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ジャーナルのエクスポート ジャーナルを XML ファイルにエクスポートする

強制フェイルオーバー メッセージングサーバーが強制的に停止し、クライ
アントにフェイルオーバーを通知します。

GET address settings as JSON（JSON としてアドレ
ス設定を取得）

アドレス設定を、一致するアドレスの JSON 文字列
として返します。

コネクターを JSON として取得 コネクター情報が含まれる JSON 文字列で、この
サーバーに設定されたコネクターを返します。

最後に送信されたメッセージ ID を取得します。 指定のセッションから指定のアドレスに送信された
最後のメッセージの ID を返します。

ロールの取得 特定のアドレスが一致するセキュリティーロールを
取得します。

get roles as JSON 特定のアドレス一致のロール（JSON 文字列とし
て）を取得します。

セッション作成時間の取得 セッションの作成時間を取得します。

ジャーナルのインポート XML ファイルをジャーナルにインポートする

list add list 属性へのエントリーの追加

すべてのコンシューマーを JSON として一覧表示 すべてのコンシューマーを一覧表示します。

list clear list 属性からすべてのエントリーを消去します。

接続 ID の一覧表示 には、このサーバーに接続されたすべての接続の ID
を一覧表示します。

JSON として接続を一覧表示 すべての JMS 接続を表示します。

JSON としてコンシューマーを一覧表示 接続 ID で指定された JMS Connection に属するすべ
てのコンシューマーを一覧表示します。

list get list 属性からエントリーを取得します。

ヒューリスティックコミットされたトランザクショ
ンの一覧表示

ヒューリスティックにコミットされたトランザク
ションを一覧表示します。

ヒューリスティックにロールバックされたトランザ
クションの一覧表示

ヒューリスティックにロールバックされたトランザ
クションを一覧表示します。

Name description
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準備済みトランザクションの詳細を HTML として一
覧表示

では、日付順に並べ替えられた準備済みトランザク
ションをすべて HTML 形式で一覧表示します。

JSON として準備済みトランザクションの詳細を一
覧表示

では、日付順に並べ替えられた準備済みトランザク
ションをすべて JSON 形式で一覧表示します。

準備済みトランザクション JMS の詳細を HTML とし
て一覧表示

日付順に並べ替えられた準備済みトランザクション
をすべて HTML 形式で表示します。

準備済みトランザクション JMS の詳細を JSON とし
て一覧表示

日付で最初にソートされた準備済みトランザクショ
ンをすべて JSON 形式で表示します。

準備済みトランザクションの一覧表示 最も古い日付でソートされた準備済みトランザク
ションをすべて表示します。

プロデューサー情報を JSON として一覧表示 すべてのセッションについて、JSON のシリアライ
ズを使用してメッセージプロデューサーに関する情
報を一覧表示します。

リモートアドレスの一覧を表示する 指定のアドレスに接続されたすべてのクライアント
のアドレスを一覧表示します。ip-address 引数を指
定すると、リモートアドレス文字列に指定の ip-
address 文字列が含まれるクライアントのみが返され
ます。

list remove list 属性からエントリーを削除します。

セッションの一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。

セッションを JSON として一覧表示 指定された接続 ID のすべてのセッション ID を表示
します。

ターゲット宛先の一覧表示 指定したセッションがメッセージを送信したアドレ
スをすべて表示します。

map clear map 属性からすべてのエントリーを消去します。

map get map 属性からエントリーを取得します。

map put 属性マップへのエントリーの追加

map remove map 属性からエントリーを削除します。

クエリー リソースのクエリー

Name description
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すべてのメッセージカウンター履歴をリセット すべてのメッセージカウンター履歴をリセットしま
す。

すべてのメッセージカウンターのリセット すべてのメッセージカウンターをリセットします。

アドレス設定の解決 アドレス設定の ActiveMQ 階層を使用してアドレス
設定を解決します。

ロールバック準備済みトランザクション ヒューリスティックに準備済みトランザクションを
ロールバックします。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.1. EAP7 - JMS キューキュー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3422 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3423

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3424 metrics
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Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count

デッドレターアドレス trait デッドメッセージの送信
先アドレス。

dead-letter-address

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

期限切れアドレス trait 期限切れのメッセージを
送信するアドレス。

expiry-address

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3425

Name description 必須必須 内部名内部名
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durable キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ durable

entries キューがバインドされる
jndi 名。

◯ entries

selector キューセレクター。 いいえ selector

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3426 metrics

Name description

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。削除されたメッセージの数を返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。
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メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.2. EAP7 - JMS トピック（管理サーバー）サービストピック（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3427 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3428

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3429 metrics

Name type description 内部名内部名

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

永続メッセージ数 measurement このトピックのすべての
永続的サブスクライバー
に対するメッセージの
数。

durable-message-count

永続性のあるサブスクリ
プション数

measurement このトピックの永続的サ
ブスクライバーの数。

durable-subscription-
count

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

実行中でないメッセージ
数

measurement このトピックのすべての
非永続的サブスクライ
バーに対するメッセージ
の数。

non-durable-message-
count
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実行中でないサブスクリ
プション数

measurement このトピックの非永続的
サブスクライバーの数。

non-durable-
subscription-count

サブスクリプション数 measurement このトピックの（永続的
および非永続的）サブス
クライバーの数。

subscription-count

temporary trait トピックが一時的である
かどうか。

temporary

トピックのアドレス trait トピックが参照するアド
レス。

topic-address

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3430

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

◯ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3431 metrics

Name description

サブスクリプションのメッセージ数 指定のサブスクリプションのフィルターに一致する
メッセージ数をカウントします。

すべてのサブスクリプションの削除 このトピックからすべてのサブスクリプションを削
除します。

持続可能なサブスクリプションの削除 永続的なサブスクリプションのドロップ

すべてのサブスクリプションの一覧表示 サブスクリプションを一覧表示します。
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すべてのサブスクリプションを JSON として一覧表
示

JSON 形式の文字列としてサブスクリプションを一
覧表示します。

永続性のあるサブスクリプションの一覧表示 永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

永続性のあるサブスクリプションを JSON として一
覧表示

永続的なサブスクリプションのみを JSON 形式で文
字列として表示します。

サブスクリプションのメッセージ一覧の表示 指定のサブスクリプションのメッセージをすべて表
示します。

JSON としてのサブスクリプションのメッセージ一
覧の表示

指定されたサブスクリプションのメッセージをすべ
て JSON 形式で文字列として一覧表示します。

永続的でないサブスクリプションの一覧表示 非永続的なサブスクリプションのみを一覧表示しま
す。

非永続的なサブスクリプションを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として、非永続サブスクリプ
ションのみを一覧表示します。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.3. EAP7: 接続ファクトリー（管理サーバー）サービス接続ファクトリー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3432 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3433
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3434

Name description 必須必須 内部名内部名

自動グループ メッセージのグループ化
が自動的に使用されるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send

実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send

大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

Call failover
Timeout:expr

フェイルオーバー時に使
用するタイムアウトはプ
ロセス中（ms 単位）で
す。デフォルト値は -1
です。

いいえ call-failover-
timeout:expr
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Call Timeout:expr 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout:expr

Client Failure Check
period:expr

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period:expr

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

大きなメッセージの圧縮 大きいメッセージを圧縮
すべきかどうか。デフォ
ルト値は false です。

いいえ compress-large-
messages

確認ウィンドウサイズ：
expr

確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size:expr

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.apache.activemq.art
emis.api.core.client.load
balance.RoundRobinCon
nectionLoadBalancingP
olicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

connection Ttl:expr コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl:expr

コネクター コネクターを定義しま
す。これらはコネクター
名（未定義の値を持つ）
によってマップに保存さ
れます。この属性を書き
込むときにコネクター名
のリストを渡すことがで
きます。

いいえ コネクター

consumer Max Rate:expr コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-
rate:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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コンシューマーウィンド
ウサイズ：expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-
size:expr

検出グループ 検出グループ名。 いいえ discovery-group

DUPS Ok Batch
Size:expr

重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size:expr

entries 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

ファクトリータイプ 接続ファクトリーのタイ
プ。デフォルト値は
GENERIC です。

いいえ factory-type

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

max Retry Interval:expr 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval:expr

大きいメッセージの最小
サイズ：expr

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-
size:expr

事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサー Max
Rate:expr

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate:expr

producer Window
Size:expr

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-
size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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reconnect
Attempts:expr

再接続試行回数。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ reconnect-
attempts:expr

retry Interval:expr 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval:expr

Retry Interval
Multiplier:expr

再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-
multiplier:expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ：
expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

スレッドプール最大サイ
ズ：expr

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

トランザクションバッチ
サイズ：expr

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-
size:expr

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.4. EAP7: プールされた接続ファクトリー（管理サーバー）サービスプールされた接続ファクトリー（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3435 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3436

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3437

Name description 必須必須 内部名内部名

自動グループ メッセージのグループ化
が自動的に使用されるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send

実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send

大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client
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Call failover
Timeout:expr

フェイルオーバー時に使
用するタイムアウトはプ
ロセス中（ms 単位）で
す。デフォルト値は -1
です。

いいえ call-failover-
timeout:expr

Call Timeout:expr 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout:expr

Client Failure Check
period:expr

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period:expr

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

大きなメッセージの圧縮 大きいメッセージを圧縮
すべきかどうか。デフォ
ルト値は false です。

いいえ compress-large-
messages

確認ウィンドウサイズ：
expr

確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size:expr

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.apache.activemq.art
emis.api.core.client.load
balance.RoundRobinCon
nectionLoadBalancingP
olicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

connection Ttl:expr コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl:expr

コネクター コネクターを定義しま
す。これらはコネクター
名（未定義の値を持つ）
によってマップに保存さ
れます。この属性を書き
込むときにコネクター名
のリストを渡すことがで
きます。

いいえ コネクター

Name description 必須必須 内部名内部名
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consumer Max Rate:expr コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-
rate:expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ：expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-
size:expr

検出グループ 検出グループ名。 いいえ discovery-group

DUPS Ok Batch
Size:expr

重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size:expr

entries 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

max Retry Interval:expr 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval:expr

大きいメッセージの最小
サイズ：expr

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-
size:expr

事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサー Max
Rate:expr

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate:expr

producer Window
Size:expr

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-
size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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プロトコルマネージャー
ファクトリー

この接続ファクトリーに
よって使用されるプロト
コルマネージャーファク
トリー。

いいえ protocol-manager-
factory

reconnect
Attempts:expr

再接続試行回数。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ reconnect-
attempts:expr

retry Interval:expr 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval:expr

Retry Interval
Multiplier:expr

再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-
multiplier:expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ：
expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

スレッドプール最大サイ
ズ：expr

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

トランザクションバッチ
サイズ：expr

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-
size:expr

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.5. EAP7: セキュリティー設定セキュリティー設定(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3438 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: ロール（管理サーバー）サービス」

接続プロパティー

表表3.3439

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.5.1. EAP7: ロール（管理サーバー）サービスロール（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3440 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー
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表表3.3441

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3442

Name description 必須必須 内部名内部名

消費 パーミッションにより、
ユーザーは一致するアド
レスにバインドされた
キューからのメッセージ
を消費することができま
す。デフォルト値は
false です。

◯ 消費

プロデューサーキューの
作成

このパーミッションによ
り、ユーザーは永続
キューを作成できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ create-durable-queue

プロデューサー以外の
キューの作成

このパーミッションによ
り、ユーザーは一時
キューを作成できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ create-non-durable-
queue

プロデューサーキューの
削除

このパーミッションによ
り、ユーザーは永続
キューを削除できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ delete-durable-queue

実行中でないキューの削
除

このパーミッションによ
り、ユーザーは一時
キューを削除できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ delete-non-durable-
queue
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管理 このパーミッションによ
り、ユーザーは管理アド
レスに管理メッセージを
送信して管理操作を実行
できます。デフォルト値
は false です。

◯ 管理

send このパーミッションによ
り、ユーザーは一致する
アドレスにメッセージを
送信できます。デフォル
ト値は false です。

◯ send

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.6. EAP7: アドレス設定アドレス設定(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3443 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3444

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3445

Name description 必須必須 内部名内部名

Address Full Policy max-size-bytes が指定
されているアドレスが満
杯になると発生する内容
を決定します。
（page、DROP、または
BLOCK）。デフォルト
値は PAGE です。

いいえ address-full-policy

デッドレターアドレス デッドレターアドレス いいえ dead-letter-address

期限切れアドレス 期限切れのメッセージを
送信する場所を定義しま
す。

いいえ expiry-address

最後の値キュー キューが最後の値のみを
使用するかどうかを定義
します。デフォルト値は
false です。

いいえ last-value-queue

最大配信試行回数 dead-letter-address に
送信する前にキャンセル
メッセージを再配信でき
る回数を定義します。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ max-delivery-attempts

最大サイズバイト数 最大バイトサイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-size-bytes

メッセージカウンター履
歴日の制限

メッセージカウンター履
歴の日付制限。デフォル
ト値は 0 です。

いいえ message-counter-
history-day-limit

ページ最大キャッシュサ
イズ

ページングナビゲーショ
ン中に IO を最適化する
ためにメモリー内に保持
するページファイルの
数。デフォルト値は 5 で
す。

いいえ page-max-cache-size
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ページサイズバイト ページングサイズ。デ
フォルト値は 10485760
です。

いいえ page-size-bytes

redelivery Delay キャンセルメッセージを
再配信するまでの待機時
間を定義します。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ redelivery-delay

再分配遅延 キューの最後のコン
シューマーが閉じられて
からメッセージを再分配
するまでの待機時間を定
義します。デフォルト値
は -1 です。

いいえ redistribution-delay

ルートなしの Dla への送
信

このパラメーターがその
アドレスの true に設定
される場合、メッセージ
がどのキューにもルー
ティングされないと、そ
のアドレスのデッドレ
ターアドレス(DLA)に送
信されます（存在する場
合）。デフォルト値は
false です。

いいえ send-to-dla-on-no-
route

自動作成 Jms キュー JMS プロデューサーま
たはコンシューマーがこ
のようなキューを使用し
ようとするときに、
ActiveMQ が address-
settings 一致に対応する
JMS キューを自動的に
作成するかどうかを決定
します。

いいえ auto-create-jms-queues

Jms キューの自動削除 自動作成された JMS
キューにコンシューマー
やメッセージがない場合
に ActiveMQ が自動的に
削除するかどうかを決定
します。

いいえ auto-delete-jms-queues

期限切れ遅延 デフォルトの有効期限を
使用してメッセージに使
用される有効期限を定義
します。

いいえ expiry-delay

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大再配信遅延 redelivery-delay の最大
値（ミリ秒単位）。

いいえ max-redelivery-delay

redelivery Multiplier redelivery-delay パラ
メーターに適用する乗
数。

いいえ redelivery-multiplier

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.7. EAP7: Grouping Handler(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3446 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3447

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3448

Name description 必須必須 内部名内部名

ハンドラーのグルーピン
グアドレス

クラスター接続および使
用するアドレスへの参
照。

◯ grouping-handler-
address

timeout 処理を決定するまで待機
する時間。このタイムア
ウトに達すると、順序付
けが厳格に保持されるよ
うにするには、送信中に
例外が発生します。デ
フォルト値は 5000 で
す。

いいえ timeout

type ハンドラーが、処理の決
定を行うクラスターの単
一の 'Local' ハンドラー
であるか、ローカルハン
ドラーと対話する
'Remote' ハンドラーで
あるか。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.8. EAP7: アクセプターアクセプター(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3449 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービス」
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「EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.3450

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3451 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait このアクセプターが起動
しているかどうか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3452

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス ファクトリークラス。 ◯ factory-class

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3453 metrics
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Name description

start アクセプターを起動します。

stop アクセプターを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.8.1. EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.3454 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3455

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3456

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.9. EAP7 - コネクターコネクター(ActiveMQ - Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3457 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.3458

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3459

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス ファクトリークラス。 ◯ factory-class
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ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.9.1. EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.3460 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3461

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3462
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Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.10. EAP7 - VM アクセプターアクセプター(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3463 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.3464

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3465 metrics
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Name type description 内部名内部名

Started trait 停止または開始するかど
うか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3466

Name description 必須必須 内部名内部名

サーバー ID サーバー ID。 ◯ server-id

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3467 metrics

Name description

start アクセプターを起動します。

stop アクセプターを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.10.1. EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.3468 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.3469

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3470

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.11. EAP7 - VM コネクターコネクター(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3471 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービス」
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「EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.3472

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3473

Name description 必須必須 内部名内部名

サーバー ID サーバー ID。 ◯ server-id

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.11.1. EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.3474 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.3475

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3476

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.12. EAP7: リモートアクセプター（管理サーバー）サービスリモートアクセプター（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3477 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービス」
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接続プロパティー

表表3.3478

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3479 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait このアクセプターが起動
しているかどうか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3480

Name description 必須必須 内部名内部名

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3481 metrics

Name description

start アクセプターを起動します。

stop アクセプターを停止します。
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.12.1. EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.3482 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3483

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3484

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.4.2.4.22.1.13. EAP7 - リモートコネクターリモートコネクター(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3485 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.3486

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3487

Name description 必須必須 内部名内部名

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.13.1. EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.3488 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3489

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3490

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.4.2.4.22.1.14. EAP7: 迂回迂回(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3491 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3492

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3493

Name description 必須必須 内部名内部名

迂回アドレス 迂回元アドレス ◯ divert-address

exclusive 迂回が排他的であるかど
うか。メッセージが新し
いアドレスに迂回され、
古いアドレスにはまった
く送信されないことを意
味します。デフォルト値
は false です。

いいえ exclusive

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2412



filter オプションのフィルター
文字列。指定されたフィ
ルター式に一致するメッ
セージのみが迂回されま
す。フィルター文字列
は、ActiveMQ Artemis
ドキュメントで説明され
ている ActiveMQ
Artemis フィルター式構
文に従います。

いいえ filter

転送アドレス 迂回先のアドレス ◯ forwarding-address

ルーティング名 迂回のルーティング名 いいえ routing-name

トランスフォーマークラ
ス名

迂回前にメッセージのボ
ディーまたはプロパ
ティーを変更するために
使用されるクラスの名
前。

いいえ transformer-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.15. EAP7 - キューキュー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3494 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3495
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表表3.3495

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3496 metrics

Name type description 内部名内部名

ID trait キューの ID。 id

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3497

Name description 必須必須 内部名内部名

durable キューが永続化されるか
どうかを定義します。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ durable

filter キューメッセージのフィ
ルター定義。未定義また
は空のフィルターはすべ
てのメッセージに一致し
ます。

いいえ filter

キューアドレス ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

◯ queue-address
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3498 metrics

Name description

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。メッセージの有効期限が切れた場合、
true を返します。それ以外の場合は false を返しま
す。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 JSON 形式の文字列。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンター履歴を HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2415



スケジュールされたメッセージの一覧 配信スケジュールされたメッセージを一覧表示しま
す。

スケジュールされたメッセージを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として配信するようスケジュー
ルされたメッセージを一覧表示します。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

pause キューを一時停止します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.16. EAP7: コアアドレス（管理サーバー）サービスコアアドレス（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3499 概要概要

説明： ActiveMQ Artemis アドレスを表すランタイムのみの
リソース。ゼロ以上のキューは単一のアドレスにバ
インドできます。メッセージがルーティングされる
と、メッセージのアドレスにバインドされたキュー
のセットにルーティングされます。

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3500

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3501

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディング名 このアドレスにバインド
されるすべてのバイン
ディングの名前（キュー
および迂回の両方）。

◯ binding-names

ページあたりのバイト数 このアドレスの各ページ
によって使用されるバイ
ト数。

◯ number-of-bytes-per-
page

ページ数 このアドレスによって使
用されるページ数。

◯ number-of-pages

キュー名 アドレスに関連付けられ
たキューの名前。

◯ queue-names

roles アドレスに関連付けられ
たセキュリティーロール
（名前およびパーミッ
ション）の一覧。

◯ roles

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.17. EAP7: クラスター接続（管理サーバー）サービスクラスター接続（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3502 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3503

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3504 metrics

Name type description 内部名内部名

ノード ID trait このクラスター接続に
よって使用されるノード
ID。

node-id

Started trait クラスター接続を開始す
るかどうか。

Started
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3505

Name description 必須必須 内部名内部名

呼び出しタイムアウト クラスター接続によるリ
モート呼び出しのタイム
アウト（ミリ秒単位）。
デフォルト値は 30000
です。

いいえ call-timeout

チェック期間 クライアント障害チェッ
クの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
30000 です。

いいえ check-period

クラスター接続アドレス 各クラスター接続は、こ
の値で始まるアドレスに
送信されるメッセージの
みに適用されます。

◯ cluster-connection-
address

確認ウィンドウのサイズ ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。デフォル
ト値は 1048576 です。

いいえ confirmation-window-
size

接続 Ttl クラスター接続で使用さ
れる接続が正常であると
見なされる最大時間（ミ
リ秒単位）。デフォルト
値は 60000 です。

いいえ connection-ttl

connector Ref ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。

◯ connector-ref
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検出グループ名 このクラスター接続が接
続を確立するクラスター
内の他のサーバーのリス
トを取得するために使用
される検出グループ。
「static-connectors」が
定義されている場合は、
未定義(null)である必要
があります。

いいえ discovery-group-name

コンシューマーがない場
合の forward

一致するか、他のノード
にあるかに関係なく、ク
ラスターの他のノード間
でメッセージが分散され
るラウンドロビンである
かどうか。false（デ
フォルト）に設定する
と、転送先のアドレスに
コンシューマーが含まれ
るキューがあり、それら
のセレクターの少なくと
も 1 つがメッセージフィ
ルター（セレクター）が
ある場合に限り、
ActiveMQ Artemis はク
ラスターの他のノードに
メッセージを転送しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ forward-when-no-
consumers

最大 Hops メッセージの転送最大回
数。ActiveMQ Artemis
は、チェーンの中間とし
て他の ActiveMQ
Artemis サーバーと間接
的にのみ接続される可能
性のあるノードにメッ
セージを負荷分散するよ
うに設定することもでき
ます。デフォルト値は 1
です。

いいえ max-hops

最大再試行間隔 接続を再試行するために
使用される最大間隔。デ
フォルト値は 2000 で
す。

いいえ max-retry-interval

Name description 必須必須 内部名内部名
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大きいメッセージの最小
サイズ

メッセージの最小サイズ
（バイト単位）。メッ
セージが大きいメッセー
ジとみなされるまでの最
小サイズ（バイト単
位）。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

Reconnect Attempts 断念してシャットダウン
するまでにブリッジが行
う再接続試行の総回数。
-1 の値は、無制限の試行
回数を示します。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval ターゲットサーバーへの
接続に失敗した場合の後
続の再接続試行の間隔
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 500 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 最後の再試行から次の再
試行までの時間を計算す
るために時間に適用する
乗数。これにより、再試
行の間隔に指数バックオ
フを実装することができ
ます。デフォルト値は
1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

静的コネクター このクラスター接続が接
続を確立するコネクター
の静的に定義されたリス
ト。'discovery-group-
name' が定義されている
場合は、未定義(null)で
ある必要があります。

いいえ static-
connectors:nullable

重複検出の使用 ブリッジが、転送する各
メッセージに重複 ID プ
ロパティーを自動的に挿
入するかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ use-duplicate-detection

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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表表3.3506 metrics

Name description

ノードの取得 このクラスター接続に接続されたノードのマップを
返します。ここで、キーはノード ID と値になりま
す。これは、ノードへの接続に使用されるアドレス
になります。

start クラスター接続を開始します。

stop クラスター接続を停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.18. EAP7: ブロードキャストグループブロードキャストグループ(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3507 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3508

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3509 metrics
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Name type description 内部名内部名

Started trait ブロードキャストグルー
プを起動するかどうか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3510

Name description 必須必須 内部名内部名

ブロードキャスト期間 連続するブロードキャス
トの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
2000 です。

いいえ broadcast-period

コネクター ブロードキャストされる
コネクターの名前を指定
します。

いいえ コネクター

ソケットバインディング ブロードキャストグルー
プソケットバインディン
グ。

◯ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3511 metrics

Name description

コネクターペアを JSON として取得 JSON シリアル化を使用して、このブロードキャス
トグループによってブロードキャストされるライブ
バックアップコネクターのペアを返します。

start ブロードキャストグループを起動します。

stop ブロードキャストグループを停止します。

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.4.22.1.19. EAP7: Path(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3512 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3513

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3514

Name description 必須必須 内部名内部名
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path 実際のファイルシステム
パス。'relative-to' 属性
が指定されていない限
り、絶対パスとして処理
されます。この場合、値
はそのパスの相対パスと
して処理されます。
絶対パスとして処理され
た場合、この属性の値に
よって指定された実際の
ランタイムパス名は以下
のようになります。
この値がすでに絶対値で
ある場合、値は直接使用
されます。それ以外の場
合は、ランタイムパス名
をシステムに依存して解
決します。UNIX システ
ムでは、相対パス名は、
現在のユーザーディレク
トリーに対して解決する
ことで絶対的になりま
す。Microsoft Windows
システムでは、相対パス
名は pathname により名
前が付けられたドライブ
の現在のディレクトリー
に対して完全に解決され
ます。存在する場合は、
現在のユーザーディレク
トリーに対して解決され
ます。

◯ path

相対値 以前指定された別のパス
の名前、またはシステム
によって提供される標準
的なパスの 1 つ。
'relative-to' を指定する
と、'path' 属性の値は、
この属性によって指定さ
れたパスに対する相対値
として処理されます。シ
ステムが提供する標準パ
スには、以下が含まれま
す。

jboss.home:
JBoss AS ディ
ストリビュー
ションのルート
ディレクトリー

user.home -
ユーザーのホー
ムディレクト

いいえ relative-to

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2425



リー

user.dir - ユー
ザーの現在の作
業ディレクト
リー

java.home -
java インストー
ルディレクト
リー

jboss.server.ba
se.dir: 個々の
サーバーインス
タンスのルート
ディレクトリー

jboss.server.dat
a.dir: サーバー
が永続データ
ファイルの格納
に使用するディ
レクトリー

jboss.server.log
.dir: サーバーが
ログファイルス
トレージに使用
するディレクト
リー

jboss.server.tm
p.dir: サーバー
が一時ファイル
ストレージに使
用するディレク
トリー

jboss.domain.se
rvers.dir: ホスト
コントローラー
が個別のサー
バーインスタン
スの作業領域を
作成するディレ
クトリー

パスのタイプ パスのタイプ ◯ __name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2426



パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.20. EAP7: ブリッジブリッジ(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3515 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3516

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3517 metrics

Name type description 内部名内部名

Started trait ブリッジを起動するかど
うか。

Started

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3518
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Name description 必須必須 内部名内部名

チェック期間 クライアント障害チェッ
クの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
30000 です。

いいえ check-period

確認ウィンドウのサイズ ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。デフォル
ト値は 1048576 です。

いいえ confirmation-window-
size

接続 Ttl ブリッジで使用される接
続が動作していると見な
される最大時間（ミリ秒
単位）。デフォルト値は
60000 です。

いいえ connection-ttl

検出グループ名 このブリッジによって使
用される検出グループの
名前。「static-
connectors」が定義され
ている場合は、未定義
(null)である必要があり
ます。

いいえ discovery-group-name

サーバーのシャットダウ
ン時におけるフェイル
オーバー

ターゲットサーバーがク
ラッシュせずに正常に
シャットダウンされる場
合に、ブリッジがバック
アップサーバーへのフェ
イルオーバーを試みるか
どうか（指定されている
場合）。

いいえ failover-on-server-
shutdown

filter オプションのフィルター
文字列。指定した場合
は、指定したフィルター
式に一致するメッセージ
のみが転送されます。
フィルター文字列は、
ActiveMQ Artemis ド
キュメントで説明されて
いる ActiveMQ Artemis
フィルター式構文に従い
ます。

いいえ filter
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転送アドレス メッセージが転送される
ターゲットサーバーのア
ドレス。転送アドレスを
指定しないと、メッセー
ジの元の宛先が保持され
ます。

いいえ forwarding-address

Ha このブリッジが高可用性
をサポートするべきかど
うか。true は、クラス
ター内の利用可能なサー
バーに接続し、フェイル
オーバーをサポートしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

最大再試行間隔 接続を再試行するために
使用される最大間隔。デ
フォルト値は 2000 で
す。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

メッセージの最小サイズ
（バイト単位）。メッ
セージが大きいメッセー
ジとみなされるまでの最
小サイズ（バイト単
位）。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

password リモートサーバーへのブ
リッジ接続の作成時に使
用するパスワード。この
オプションを指定しない
と、ルート messaging
サブシステムリソースの
cluster-password 属性に
よって指定されたデフォ
ルトのクラスターパス
ワードが使用されます。
デフォルト値は
CHANGE ME!! です。

いいえ password

キュー名 ブリッジが消費するロー
カルキューの一意の名
前。

◯ queue-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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Reconnect Attempts 断念してシャットダウン
するまでにブリッジが行
う再接続試行の総回数。
-1 の値は、無制限の試行
回数を示します。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval ターゲットサーバーへの
接続に失敗した場合の後
続の再接続試行の間隔
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 最後の再試行から次の再
試行までの時間を計算す
るために時間に適用する
乗数。これにより、再試
行の間隔に指数バックオ
フを実装することができ
ます。デフォルト値は
1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

静的コネクター このブリッジによって使
用される静的に定義され
たコネクターの名前の一
覧。'discovery-group-
name' が定義されている
場合は、未定義(null)で
ある必要があります。

いいえ static-
connectors:nullable

トランスフォーマークラ
ス名

org.apache.activemq.art
emis.core.server.cluster.
Transformer インター
フェースを実装するユー
ザー定義クラスの名前。

いいえ transformer-class-name

重複検出の使用 ブリッジが、転送する各
メッセージに重複 ID プ
ロパティーを自動的に挿
入するかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ use-duplicate-detection

Name description 必須必須 内部名内部名
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user リモートサーバーへのブ
リッジ接続の作成時に使
用するユーザー名。この
オプションを指定しない
と、ルート messaging
サブシステムリソースの
cluster-user 属性によっ
て指定されたデフォルト
のクラスターユーザーが
使用されます。デフォル
ト値は
ACTIVEMQ.CLUSTER.A
DMIN.USER です。

いいえ user

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3519 metrics

Name description

start ブリッジを起動します。

stop ブリッジを停止します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.21. EAP7 - 検出グループ（管理サーバー）サービス検出グループ（管理サーバー）サービス

概要

表表3.3520 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3521
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表表3.3521

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3522

Name description 必須必須 内部名内部名

初期待機時間のタイムア
ウト

初期ブロードキャストが
クラスター内の少なくと
も 1 つのノードを提供す
るまで待機する期間（ミ
リ秒単位）。デフォルト
値は 10000 です。

いいえ initial-wait-timeout

タイムアウトの更新 特定のサーバーから最後
のブロードキャストを受
信した後、そのサーバー
のコネクターペアエント
リーをリストから削除す
るまで検出グループが待
機する期間。デフォルト
値は 10000 です。

いいえ refresh-timeout

ソケットバインディング 検出グループソケットバ
インディング。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.22. EAP7: コネクターサービスコネクターサービス(Managed Server)サービスサービス
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概要

表表3.3523 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービス」

接続プロパティー

表表3.3524

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3525

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス コネクターサービスをイ
ンスタンス化できるファ
クトリークラスのクラス
名。

◯ factory-class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.4.22.1.22.1. EAP7: パラメーター（読み取り専用）サービスパラメーター（読み取り専用）サービス

概要

表表3.3526 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3527

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3528

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.22.1.23. EAP7 - ランタイムキューランタイムキュー(Managed Server)サービスサービス
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概要

表表3.3529 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3530

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3531 metrics

Name type description 内部名内部名

コンシューマー数 measurement このキューからメッセー
ジを消費するコンシュー
マーの数。

consumer-count

デッドレターアドレス trait キューのデッドメッセー
ジを送信するアドレス。

dead-letter-address

配信数 measurement このキューが現在コン
シューマーに配信してい
るメッセージの数。

delivering-count

durable trait キューが永続化されるか
どうかを定義します。

durable
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期限切れアドレス trait キューの期限切れのメッ
セージの送信先アドレ
ス。

expiry-address

filter trait キューメッセージのフィ
ルター定義。未定義また
は空のフィルターはすべ
てのメッセージに一致し
ます。

filter

メッセージ数 measurement このキューに現在ある
メッセージの数。

message-count

メッセージの追加 measurement 作成以降、このキューに
追加されたメッセージの
数。

messages-added

paused trait キューが一時停止されて
いるかどうか。

paused

キューアドレス trait ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

queue-address

スケジュールされた数 measurement このキューにスケジュー
ルされているメッセージ
の数。

scheduled-count

temporary trait キューが一時的であるか
どうか。

temporary

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表3.3532 metrics

Name description

スケジュールされたメッセージを JSON として一覧
表示

JSON 形式の文字列として配信するようスケジュー
ルされたメッセージを一覧表示します。
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JSON としてのメッセージの一覧表示 フィルターに一致するキューのすべてのメッセージ
を一覧表示し、JSON 形式で文字列として返しま
す。

メッセージのカウント 指定のフィルターに一致するキューのメッセージ数
を返します。

JSON としてのコンシューマーの一覧表示 コンシューマーを一覧表示します。

メッセージ優先度の変更 指定のフィルターに対応するメッセージの優先度を
変更します。

pause キューを一時停止します。

JSON としてのメッセージカウンター履歴の一覧表
示

メッセージカウンター履歴を JSON 形式の文字列と
して一覧表示します。

期限切れメッセージ 指定のフィルターに一致するメッセージを期限切れ
にします。

メッセージ一覧 フィルターに一致するキュー内のメッセージの一覧
を表示する

Send message to dead Letter Address 指定した message-id に対応するメッセージを、この
キューのデッドレターアドレスに送信します。

メッセージカウンターのリセット メッセージカウンターをリセットします。

メッセージの移動 指定の message-id に対応するメッセージを別の
キューに移動します。

期限切れメッセージ 指定の message-id に対応するメッセージを期限切れ
にします。

JSON としてのメッセージカウンターの一覧表示 メッセージカウンターを JSON 形式の文字列として
リストします。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンターを HTML 形式の文字列として
リストします。

メッセージの削除 宛先から指定のフィルターに一致するメッセージを
削除します。

メッセージの移動 指定のフィルターに対応するメッセージを別の
キューに移動します。

メッセージカウンターを HTML として一覧表示 メッセージカウンター履歴を一覧表示します。

Name description
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スケジュールされたメッセージの一覧 配信スケジュールされたメッセージを一覧表示しま
す。

resume キューを再開します。

デッドレターアドレスへのメッセージの送信 指定のフィルターに対応するメッセージをこの
キューのデッドレターアドレスに送信します。

メッセージの削除 指定の message-id に対応するメッセージを削除しま
す。

メッセージ優先度の変更 指定の message-id に対応するメッセージの優先度を
変更します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.23. EAP7: ロギング（管理サーバー）サービスロギング（管理サーバー）サービス

概要概要

表表3.3533 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: Async ハンドラー(Managed Server)サービス」

「EAP7 - コンソールハンドラー(Managed Server)サービス」

「EAP7: カスタムハンドラー(Managed Server)サービス」

「EAP7: ファイルハンドラー(Managed Server)サービス」

「EAP7: ロガー(Managed Server)サービス」

「EAP7 - Periodic rotating ファイルハンドラー(Managed Server)サービス」

「EAP7 - サイズローテーションファイルハンドラー(Managed Server)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3534
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3535

Name description 必須必須 内部名内部名

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

handlers このロガーに関連付けら
れたハンドラー。

◯ handlers

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.23.1. EAP7: Async ハンドラーハンドラー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3536 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3537

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3538

Name description 必須必須 内部名内部名

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

オーバーフローアクショ
ン

オーバーフロー時に実行
するアクションを指定し
ます。有効なオプション
は 'block' および
'discard' です。デフォル
ト値は BLOCK です。

◯ overflow-action

Queue Length 書き込みをフラッシュす
る前に使用するキューの
長さ

◯ queue-length

Subhandlers この Async ハンドラー
に関連付けられたハンド
ラー。

いいえ subhandlers

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.23.2. EAP7 - コンソールハンドラーコンソールハンドラー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3539 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3540

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3541

Name description 必須必須 内部名内部名
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autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

ターゲット コンソールハンドラーの
ターゲットを定義しま
す。値は SYSTEM_OUT
または SYSTEM_ERR の
いずれかになります。デ
フォルト値は
System.out です。

いいえ ターゲット

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.23.3. EAP7: カスタムハンドラーカスタムハンドラー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3542 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3543

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3544

Name description 必須必須 内部名内部名

class 使用されるロギングハン
ドラークラス。

◯ class

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

モジュール ロギングハンドラーが依
存するモジュール。

◯ モジュール

properties  ◯ properties
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.23.4. EAP7: ファイルハンドラーファイルハンドラー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3545 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3546

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3547

Name description 必須必須 内部名内部名
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append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.23.5. EAP7: ロガーロガー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3548 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3549

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3550

Name description 必須必須 内部名内部名

handlers このロガーに関連付けら
れたハンドラー。

いいえ handlers

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

親ハンドラーの使用 このロガーが出力を親
Logger に送信するかど
うかを指定します。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-parent-handlers

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.23.6. EAP7 - Periodic rotating ファイルハンドラーファイルハンドラー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3551 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3552

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3553

Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush
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encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

suffix サフィックス文字列を設
定します。文字列は、
java.text.SimpleDateFor
mat が理解できる形式で
す。ローテーションの期
間は、接尾辞に基づいて
自動的に算出されます。

◯ suffix

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.23.7. EAP7 - サイズローテーションファイルハンドラーサイズローテーションファイルハンドラー(Managed Server)サービスサービス

概要

表表3.3554 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2448



プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3555

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3556

Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter
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level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

最大バックアップイン
デックス

保持するバックアップの
最大数。デフォルト値は
1 です。

◯ max-backup-index

ローテーションサイズ ログファイルをローテー
ションするサイズ。デ
フォルト値は 2m です。

◯ rotate-size

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.24. EAP7 - JVM Service

概要概要

表表3.3557 概要概要

説明： 基礎となる JVM に関する情報

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: オペレーティングシステムサービス」

「EAP7: メモリーサービス」

「EAP7 - ランタイムサービス」

「EAP7: スレッドサービス」

「EAP7: ガベージコレクターサービス」

「EAP7 - メモリープールサービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3558

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.24.1. EAP7: オペレーティングシステムサービスオペレーティングシステムサービス

概要

表表3.3559 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3560

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3561 metrics

Name type description 内部名内部名

利用可能なプロセッサー measurement Java 仮想マシンで利用
可能なプロセッサーの
数。

available-processors

システム負荷平均 measurement 最後の 1 分間のシステム
の負荷平均値です。負荷
平均は一部のプラット
フォームでは利用できな
い場合があります。負荷
平均が利用できない場合
は、負の値が返されま
す。

system-load-average

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.24.2. EAP7: メモリーサービスメモリーサービス

概要

表表3.3562 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.3563

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3564 metrics

Name type description 内部名内部名

オブジェクト保留中の最
終処理数

measurement ファイナライズが保留中
のオブジェクトの概算。

object-pending-
finalization-count

初期ヒープの使用 measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

heap-memory-
usage:init

使用済みのヒープ measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

heap-memory-
usage:used

コミットされたヒープ measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

heap-memory-
usage:committed

ヒープの最大使用量 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

heap-memory-
usage:max

heap 以外の初期使用方
法

measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

non-heap-memory-
usage:init

使用されていないメモ
リー

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

non-heap-memory-
usage:used
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Heap 以外のメモリーを
コミット

measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

non-heap-memory-
usage:committed

非 heap の最大使用方法 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

non-heap-memory-
usage:max

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表3.3565 metrics

Name description

GC トリガー ガベージコレクターを実行します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.24.3. EAP7 - ランタイムサービスランタイムサービス

概要

表表3.3566 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3567

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2454



Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3568 metrics

Name type description 内部名内部名

uptime measurement Java 仮想マシンのアッ
プタイム（ミリ秒単
位）。

uptime

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.24.4. EAP7: スレッドサービススレッドサービス

概要

表表3.3569 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3570
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3571 metrics

Name type description 内部名内部名

スレッド数 measurement 現在のライブスレッド数
（デーモンと非デーモン
スレッドの両方を含
む）。

thread-count

ピークスレッド数 measurement Java 仮想マシンの起動
またはピーク後のライブ
マイグレーションスレッ
ド数。

peak-thread-count

開始スレッド数の合計 measurement Java 仮想マシンが起動
してから作成され、さら
に起動するスレッドの合
計数。

total-started-thread-
count

デーモンスレッド数 measurement ライブデーモンスレッド
の現在の数。

daemon-thread-count

現在のスレッド Cpu 時
間

measurement 現在のスレッドのナノ秒
での CPU 時間の合計。
'thread-cpu-time-
enabled' が 'false' の場合
の -1。Java 仮想マシン
実装は CPU 時間測定を
サポートしないことがあ
ります。'thread-cpu-
time-supported' が
'false' で定義されていな
い場合。

current-thread-cpu-
time
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現在のスレッドユーザー
時間

measurement 現在のスレッドがナノ秒
のユーザーモードで実行
された CPU 時間。
'thread-cpu-time-
enabled' が 'false' の場合
は -1 になります。Java
仮想マシン実装は CPU
時間測定をサポートしな
いことがあります。
'thread-cpu-time-
supported' に「false」
の場合には、結果は未定
義になります。

current-thread-user-
time

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3572

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドの競合監視が有
効になっている

スレッド競合監視が有効
になっているかどうか。

いいえ thread-contention-
monitoring-enabled

thread Cpu Time
Enabled

スレッド CPU 時間測定
が有効になっているかど
うか。

いいえ thread-cpu-time-
enabled

サポートされるスレッド
の競合監視

Java 仮想マシンがス
レッド競合モニタリング
をサポートするかどう
か。

いいえ thread-contention-
monitoring-supported

サポートされるスレッド
Cpu 時間

Java 仮想マシン実装が
スレッドの CPU 時間測
定に対応しているかどう
か。

いいえ thread-cpu-time-
supported

現在サポートされている
スレッド Cpu 時間

Java 仮想マシンが現在
のスレッドの CPU 時間
測定に対応しているかど
うか。

いいえ current-thread-cpu-
time-supported
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サポート対象のオブジェ
クトモニターの使用

Java 仮想マシンがオブ
ジェクトモニターの使用
の監視をサポートするか
どうか。

いいえ object-monitor-usage-
supported

サポート対象の同期機能
の使用

Java 仮想マシンが、所
有可能な同期使用のモニ
タリングをサポートする
かどうか。

いいえ Synchronizer-usage-
supported

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3573 metrics

Name description

すべてのスレッドをダンプ スタックトレースおよび同期情報を持つすべてのラ
イブスレッドのスレッド情報を返します。

デッドロックスレッドの検索 オブジェクトモニターまたは所有可能な同期を取得
するまで待機しているデッドロックのスレッドのサ
イクルを見つけます。

監視デッドロックスレッドの検索 オブジェクトモニターの取得を待機しているデッド
ロックのスレッドのサイクルを見つけます。

スレッド Cpu 時間の取得 指定された ID のスレッドの CPU 時間の合計をナノ
秒で返します。

スレッド情報の取得 指定された id のスレッドのスレッド情報を返しま
す。返された応答オブジェクトのスタックトレー
ス、ロックされたモニター、およびロックされた同
期は空になります。

スレッド情報の取得 ID が入力リストにある各スレッドのスレッド情報を
返します。

スレッドユーザー時間の取得 指定された ID のスレッドがユーザーモードで実行さ
れた CPU 時間をナノ秒で返します。

ピアスレッド数のリセット ピークスレッド数を現在のライブスレッド数にリ
セットします。
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すべてのスレッド ID を取得します。 すべてのライブスレッド ID を取得します。セキュリ
ティーマネージャーがインストールされ、呼び出し
元に ManagementPermission('monitor')がない場
合、結果は未定義になります。

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.24.5. EAP7: ガベージコレクターサービスガベージコレクターサービス

概要

表表3.3574 概要概要

説明： Java 仮想マシンのガベージコレクションの管理イン
ターフェースを提供するリソースの親リソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: ガベージコレクターリソースサービス」

接続プロパティー

表表3.3575

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.4.24.5.1. EAP7: ガベージコレクターリソースサービスガベージコレクターリソースサービス

概要

表表3.3576 概要概要

説明： Java 仮想マシンのガベージコレクターの 1 つに対す
る管理インターフェース。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3577

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3578 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクション数 measurement 発生したコレクションの
合計数。

collection-count

コレクション数/分数 measurement 発生したコレクションの
合計数。

collection-count

コレクション時間 measurement 累積されたコレクション
の概算（ミリ秒単位）。

collection-time

コレクション時間/分 measurement 累積されたコレクション
の概算（ミリ秒単位）。

collection-time
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Name trait このガベージコレクター
を表す名前

Name

valid trait このメモリーマネー
ジャーが Java 仮想マシ
ンで有効かどうか。

valid

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3579

Name description 必須必須 内部名内部名

メモリープール名 このガベージコレクター
が管理するメモリープー
ルの名前。

◯ memory-pool-names

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.24.6. EAP7 - メモリープールサービスメモリープールサービス

概要

表表3.3580 概要概要

説明： Java 仮想マシンのメモリープールの管理インター
フェースを提供するリソースの親リソース。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - メモリープールリソースサービス」
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接続プロパティー

表表3.3581

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.24.6.1. EAP7 - メモリープールリソースサービスメモリープールリソースサービス

概要

表表3.3582 概要概要

説明： メモリープールの管理インターフェース。メモリー
プールは、Java 仮想マシンによって管理されるメモ
リーリソースを表し、1 つ以上のメモリーマネー
ジャーによって管理されます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3583

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3584 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクションの使用 -
Init

measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

collection-usage:init

コレクションの使用 - 使
用

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

collection-usage:used

コレクションの使用 - コ
ミット

measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

collection-
usage:committed

コレクションの使用 - 最
大

measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

collection-usage:max

コレクションの使用しき
い値数

measurement Java 仮想マシンが、メ
モリー使用量がコレク
ション使用量のしきい値
に達したか、または超過
していることを検出した
回数。メモリープール
は、コレクションの使用
のしきい値をサポートし
ない場合があります。
'collection-usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果の値が
'undefined' になりま
す。

collection-usage-
threshold-count
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Collection Usage
Threshold Exceeded

trait Java 仮想マシンが消費
した最新のコレクション
後のこのメモリープール
のメモリー使用量が、コ
レクションの使用量のし
きい値に達したか、また
は超過しているかどう
か。メモリープールは、
コレクションの使用のし
きい値をサポートしない
場合があります。
'collection-usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果の値が
'undefined' になりま
す。

collection-usage-
threshold-exceeded

Collection Usage
Threshold
Supported（コレクショ
ン使用のしきい値）

trait このメモリープールがコ
レクション使用のしきい
値に対応しているかどう
か。

collection-usage-
threshold-supported

Name trait このメモリープールを表
す名前。

Name

ピーク時 - Init measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

peak-usage:init

ピーク時の使用状況 - 使
用

measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

peak-usage:used

ピーク時 - コミット measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

peak-usage:committed

ピーク時の使用状況：
最大

measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

peak-usage:max

type trait このメモリープールのタ
イプ。

type

Name type description 内部名内部名
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usage - Init measurement Java 仮想マシンがメモ
リー管理のためにオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量（バイト単位）。

usage:init

使用方法 - 使用方法 measurement 使用されているメモリー
の量（バイト単位）。

usage:used

使用方法 - Committed measurement Java 仮想マシンが使用
するためにコミットされ
たバイト単位のメモリー
量。

usage:committed

使用方法： 最大 measurement メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量（バ
イト単位）。

usage:max

Usage Threshold Count measurement メモリー使用量が使用量
のしきい値を超えた回
数。メモリープールは使
用状況のしきい値をサ
ポートしない場合があり
ます。'usage-threshold-
supported' の場合、
'false' が 'read-attribute'
操作でこの属性を読み込
もうと失敗し、'read-
resource' 操作の結果に
この属性の値が
'undefined' になりま
す。

usage-threshold-count

Usage Threshold
Exceeded

trait このメモリープールのメ
モリー使用量が使用量の
しきい値に達したか、こ
れを超えるか。メモリー
プールは使用状況のしき
い値をサポートしない場
合があります。'usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果にこの属性の値が
'undefined' になりま
す。

usage-threshold-
exceeded

Name type description 内部名内部名
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サポートされる Usage
Threshold

trait このメモリープールが使
用状況のしきい値に対応
しているかどうか。

usage-threshold-
supported

valid trait このメモリープールが
Java 仮想マシンで有効
かどうか。メモリープー
ルは、Java 仮想マシン
がメモリーシステムから
削除されると無効になり
ます。

valid

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3585

Name description 必須必須 内部名内部名

コレクションの使用しき
い値

このメモリープールのコ
レクション使用のしきい
値（バイト単位）。メモ
リープールは、コレク
ションの使用のしきい値
をサポートしない場合が
あります。'collection-
usage-threshold-
supported' の場合、
'false' が 'read-attribute'
操作でこの属性を読み込
もうと失敗し、'read-
resource' 操作の結果の
値が 'undefined' になり
ます。

いいえ collection-usage-
threshold

メモリーマネージャー名 このメモリープールを管
理するメモリーマネー
ジャーの名前。

◯ memory-manager-
names
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Usage Threshold このメモリープールの使
用量のしきい値（バイト
単位）。メモリープール
は使用状況のしきい値を
サポートしない場合があ
ります。'usage-
threshold-supported' の
場合、'false' が 'read-
attribute' 操作でこの属
性を読み込もうと失敗
し、'read-resource' 操作
の結果にこの属性の値が
'undefined' になりま
す。

いいえ usage-threshold

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3586 metrics

Name description

ピーク使用のリセット このメモリープールのピーク時のメモリー使用統計
を現在のメモリー使用量にリセットします。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.25. EAP7 - データソースデータソース(Managed)サービスサービス

概要概要

表表3.3587 概要概要

説明： 管理対象サーバー用の datasources サブシステム。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: DataSource(Managed)サービス」

「EAP7: XADataSource(Managed)サービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3588

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3589

Name description 必須必須 内部名内部名

利用可能なドライバー  ◯ *4

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.25.1. EAP7: DataSource(Managed)サービスサービス

概要

表表3.3590 概要概要

説明： 非 XA データソース

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.3591

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3592 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize

準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount
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準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3593

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

◯ connection-url

ドライバー名 使用する JDBC ドライ
バーの名前

◯ driver-name

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全修飾名。

いいえ driver-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

driver データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。driver-name>
#major-version.minor-
version where driver-
name は JDBC ドライ
バークラスの完全修飾名
です。

いいえ driver
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ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。

いいえ min-pool-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。

いいえ pool-use-strict-min

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

Name description 必須必須 内部名内部名
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ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）を示しま
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3594 metrics

Name description

プールのすべての接続をフラッシュする すべての接続のプールをフラッシュします。

プールのフラッシュアイドリング接続 アイドル接続のためにプールをフラッシュします。
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プールの接続テスト 接続を取得できるかどうかのテスト

Name description

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.25.2. EAP7: XADataSource(Managed)サービスサービス

概要

表表3.3595 概要概要

説明： XA データソース

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3596

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3597 metrics

Name type description 内部名内部名

準備済みステートメント
キャッシュの現在のサイ
ズ

measurement ステートメントキャッ
シュに現在キャッシュさ
れた準備済みおよび呼び
出し可能なステートメン
トの数

PreparedStatementCac
heCurrentSize
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準備済みステートメント
キャッシュミス数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュミス数/分数

measurement ステートメント要求が
キャッシュのステートメ
ントと一致しなかった回
数。

PreparedStatementCac
heMissCount

準備済みステートメント
キャッシュの追加数

measurement ステートメントキャッ
シュに追加されたステー
トメントの数

PreparedStatementCac
heAddCount

準備済みステートメント
キャッシュアクセス数

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
のキャッシュアクセス数
（分別）

measurement ステートメントキャッ
シュがアクセスされた回
数

PreparedStatementCac
heAccessCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュの削除 1 分あ
たりの数

measurement キャッシュから破棄され
たステートメントの数

PreparedStatementCac
heDeleteCount

準備済みステートメント
キャッシュヒット数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

1 分あたりの準備済みス
テートメントキャッシュ
階層数

measurement キャッシュからのステー
トメントが使用された回
数。

PreparedStatementCac
heHitCount

アクティブ数 measurement アクティブな数 ActiveCount

利用可能な数 measurement 利用可能な数 AvailableCount

平均ブロック時間 measurement 接続のブロックに費やさ
れた平均時間

AverageBlockingTime

平均作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた平均時間

AverageCreationTime

作成済み数 measurement 作成された数 CreatedCount

Name type description 内部名内部名
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作成済み数/分数 measurement 作成された数 CreatedCount

破棄された数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

破棄された数/分数 measurement 破棄された数 DestroyedCount

最大作成時間 measurement 物理接続作成の最大時
間。

MaxCreationTime

最大使用数 measurement 使用される接続の最大
数。

MaxUsedCount

最大待機時間 measurement 接続の最大待機時間。 MaxWaitTime

Timed Out measurement タイムアウトした数 TimedOut

Timed Out per Minute measurement タイムアウトした数 TimedOut

合計作成時間 measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

1 分あたりの作成時間の
合計

measurement 物理接続の作成に費やさ
れた合計時間

TotalCreationTime

ブロック時間の合計 measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

1 分あたりのブロック時
間の合計

measurement ブロック合計時間 TotalBlockingTime

接続が利用可能か？ trait 接続が利用可能か？ connectionAvailable

最小プールサイズ設定 measurement 最小プールサイズの設定 min-pool-size

最大プールサイズ設定 measurement 最大プールサイズの設定 max-pool-size

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3598

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  いいえ *2
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XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全修飾名

◯ xa-datasource-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

◯ driver-name

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

Name description 必須必須 内部名内部名
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enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。

いいえ pool-use-strict-min

interleaving XA 接続ファクトリーの
インターリービングを有
効にする要素

いいえ interleaving

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされる
べき

いいえ pad-xid

Name description 必須必須 内部名内部名
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同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

wrap Xa データソース XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。

いいえ wrap-xa-datasource

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

リカバリープラグインク
ラス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供されるリカバ
リープラグインの実装

いいえ recovery-plugin-class-
name

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
する間隔をミリ秒単位で
割り当てます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

Name description 必須必須 内部名内部名
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例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

XA リソースタイムアウ
ト

XAResource.setTransact
ionTimeout（）デフォ
ルトに渡されるのはゼロ
で、セッターは起動しま
せん。（秒単位）

いいえ xa-resource-timeout

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

リカバリーユーザー名 接続リカバリーを試行す
るために使用されるユー
ザー名

いいえ recovery-username

リカバリーパスワード 接続リカバリーを試行す
るために使用されるパス
ワード

いいえ recovery-password

リカバリーセキュリ
ティードメイン

接続リカバリーを試行す
るために使用される
security-domain

いいえ recovery-security-
domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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リカバリーなし true の場合、この接続
プールのリカバリーは試
行されません。

いいえ no-recovery

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3599 metrics

Name description

プールのすべての接続をフラッシュする すべての接続のプールをフラッシュします。

プールのフラッシュアイドリング接続 アイドル接続のためにプールをフラッシュします。

プールの接続テスト 接続を取得できるかどうかのテスト

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.26. EAP7: JVM 定義サービス定義サービス

概要概要

表表3.3600 概要概要

説明： 同じ名前のホストとサーバーグループレベルの定義
をオーバーライドできる JVM 定義。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3601

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2488



注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3602

Name description 必須必須 内部名内部名

ベース定義 使用するホストレベルま
たはoverride の定義

◯ baseDefinition

agent Lib JVM エージェント lib。 いいえ agent-lib

エージェントパス JVM エージェントのパ
ス。

いいえ agent-path

env Classpath Ignored 環境クラスパスを無視し
ます。

いいえ env-classpath-ignored

環境変数 JVM 環境変数。 いいえ environment-variables

ヒープサイズ JVM によって割り当て
られる初期のヒープサイ
ズ。

いいえ heap-size

Java エージェント java エージェント。 いいえ java-agent

Java Home Java ホーム いいえ java-home

JVM オプション JVM オプション。定義
を初期作成してから変更
することはできません。

いいえ jvm-options

最大ヒープサイズ JVM によって割り当て
可能な最大ヒープサイ
ズ。

いいえ max-heap-size

最大 Permgen サイズ 永続生成の最大サイズ。 いいえ max-permgen-size

Permgen Size 永久生成の初期サイズ。 いいえ permgen-size

スタックサイズ JVM スタックサイズの
設定。

いいえ stack-size
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type JVM タイプは SUN また
は IBM のいずれかにな
ります。

いいえ type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.27. EAP7 - Transactions サブシステムサブシステム(Managed)サービスサービス

概要概要

表表3.3603 概要概要

説明： transactions サブシステム。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ログストア(Managed)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3604

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3605 metrics
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表表3.3605 metrics

Name type description 内部名内部名

ネスト化されたトランザ
クション数

measurement 作成されたネストされた
(sub)トランザクション
の総数。

number-of-nested-
transactions

1 分あたりのネストトラ
ンザクション数

measurement 作成されたネストされた
(sub)トランザクション
の総数。

number-of-nested-
transactions

タイムアウトしたトラン
ザクション数

measurement タイムアウトが原因で
ロールバックされたトラ
ンザクションの数。

number-of-timed-out-
transactions

1 分あたりにタイムアウ
トしたトランザクション
数

measurement タイムアウトが原因で
ロールバックされたトラ
ンザクションの数。

number-of-timed-out-
transactions

コミットされたトランザ
クションの数

measurement コミットされたトランザ
クションの数。

number-of-committed-
transactions

1 分あたりのコミット済
みトランザクション数

measurement コミットされたトランザ
クションの数。

number-of-committed-
transactions

トランザクション数 measurement 作成されたトランザク
ションの合計数（トップ
レベルおよびネスト化）

number-of-transactions

1 分あたりのトランザク
ション数

measurement 作成されたトランザク
ションの合計数（トップ
レベルおよびネスト化）

number-of-transactions

ヒューリスティック数 measurement ヒューリスティックな結
果で終了したトランザク
ションの数。

number-of-heuristics

1 分あたりのヒューリス
ティック数

measurement ヒューリスティックな結
果で終了したトランザク
ションの数。

number-of-heuristics

中止トランザクションの
数

measurement 中止された（つまりロー
ルバックされた）トラン
ザクションの数。

number-of-aborted-
transactions

1 分あたりの中止トラン
ザクション数

measurement 中止された（つまりロー
ルバックされた）トラン
ザクションの数。

number-of-aborted-
transactions

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2491



インフライトトランザク
ション数

measurement 終了していないトランザ
クションの数。

number-of-inflight-
transactions

1 分あたりのインフライ
トトランザクション数

measurement 終了していないトランザ
クションの数。

number-of-inflight-
transactions

アプリケーションのロー
ルバック数

measurement アプリケーションリクエ
ストによってロールバッ
クされたトランザクショ
ンの数。これには、タイ
ムアウトの動作はアプリ
ケーション設定の属性と
みなされるためのタイム
アウトが含まれます。

number-of-application-
rollbacks

1 分あたりのアプリケー
ションのロールバック数

measurement アプリケーションリクエ
ストによってロールバッ
クされたトランザクショ
ンの数。これには、タイ
ムアウトの動作はアプリ
ケーション設定の属性と
みなされるためのタイム
アウトが含まれます。

number-of-application-
rollbacks

リソースのロールバック
数

measurement リソース（参加者）の失
敗によりロールバックさ
れたトランザクションの
数。

number-of-resource-
rollbacks

1 分あたりのリソースの
ロールバック数

measurement リソース（参加者）の失
敗によりロールバックさ
れたトランザクションの
数。

number-of-resource-
rollbacks

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.27.1. EAP7: ログストアログストア(Managed)サービスサービス

概要
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表表3.3606 概要概要

説明： トランザクションロギングストレージメカニズムの
表現。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - トランザクション（管理）サービス」

接続プロパティー

表表3.3607

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3608

Name description 必須必須 内部名内部名

type ロギングストアの実装タ
イプを指定します。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.4.27.1.1. EAP7 - トランザクション（管理）サービストランザクション（管理）サービス

概要

表表3.3609 概要概要

説明： トランザクションマネージャーが障害発生時にトラ
ンザクションをリカバリーするために保存する永続
的な情報。probe 操作は、対応する実際のトランザ
クションが開始され、準備およびコミットフェーズ
を終了すると、モデルからトランザクションを追加
および削除します。スタックされたトランザクショ
ンは、完了または削除操作によって明示的に削除さ
れるまで、モデルに残ります。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - 参加者（管理）サービス」

接続プロパティー

表表3.3610

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3611

Name description 必須必須 内部名内部名

2 年目 このトランザクションの
準備以降、またはリカバ
リーシステムが最後にリ
カバリーを試行した時
間。

いいえ 経過時間（秒単位）
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ID このトランザクションの
ID。

いいえ id

JMX 名 このトランザクションの
JMX 名。

いいえ jmx-name

type このレコードが保存され
るタイプ名。

いいえ type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.27.1.1.1. EAP7 - 参加者（管理）サービス参加者（管理）サービス

概要

表表3.3612 概要概要

説明： トランザクションで機能したリソース。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3613

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3614

Name description 必須必須 内部名内部名

EIS 製品名 JCA エンタープライズ
情報システムの製品名。

いいえ eis-product-name

EIS 製品バージョン JCA エンタープライズ
情報システムの製品バー
ジョン

いいえ ess-product-version

JMX 名 この参加者の JMX 名。 いいえ jmx-name

JNDI 名 この参加者の JNDI 名。 いいえ jndi-name

status この参加者のコミットス
テータスを報告します
（Pending、Prepared、
Failed、Heuristic、また
は Readonly のいずれ
か）。

いいえ status

type このレコードが保存され
るタイプ名。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.4.28. EAP7 - JDR Service

概要概要

表表3.3615 概要概要
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説明： JBoss Diagnostic Reporter(JDR)サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3616

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.3617 metrics

Name description

JDR レポートの生成 JDR レポートの生成をリクエストします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5. EAP7: プロファイルサービスプロファイルサービス

概要概要

表表3.3618 概要概要

説明： ドメイン内のプロファイル。プロファイルはサー
バーグループに割り当てられます。
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ModCluster ドメインサービス」

「EAP7: Naming(Profile)サービス」

「EAP7: Undertow(Profile)サービス」

「EAP7 - JCA(Profile)サービス」

「EAP7: Osgi(Profile)サービス」

「EAP7 - リソースアダプター(Profile)サービス」

「EAP7: EJB3(Profile)サービス」

「EAP7 - スレッド(Profile)サービス」

「EAP7: セキュリティー(Profile)サービス」

「EAP7: ActiveMQMessaging(Profile)サービス」

「EAP7: IIOP-OpenJDK サービス」

「EAP7 - データソース(Profile)サービス」

「EAP7: ロギングサービス」

「EAP7 - Webservices Service」

「EAP7 - Transactions サブシステム(Profile)サービス」

「EAP7 - JacORB サービス」

「EAP7: JAXR サービス」

「EAP7 - JPA サービス」

「EAP7: CMP サービス」

「EAP7: EE サービス」

「EAP7 - JMX サービス」

「EAP7: Infinispan サービス」

「EAP7 - JGroups サービス」

「EAP7: リモーティングサービス」

「EAP7: メールサービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3619

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.1. EAP7: ModCluster ドメインサービスドメインサービス

概要概要

表表3.3620 概要概要

説明： mod_cluster のサポート

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ドメインサービスの設定サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3621

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.1.1. EAP7: ドメインサービスの設定サービスドメインサービスの設定サービス

概要

表表3.3622 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: ドメイン動的ロードプロバイダーサービス」

「EAP7: ドメイン Ssl サービス」

接続プロパティー

表表3.3623

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3624
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表表3.3624

Name description 必須必須 内部名内部名

proxy List コンマ区切りのプロキ
シー形式
(hostname:port)のリス
ト。

いいえ proxy-list

proxy Url MCMP リクエストの
ベース URL。

いいえ proxy-url

advertise Socket Advertise ソケットに使
用するソケットバイン
ディングの名前。

いいえ advertise-socket

advertise アドバタイズロジックを
使用するかどうか。

いいえ advertise

セキュリティーキーのア
ドバタイズ

Advertise ロジックのセ
キュリティーキーが含ま
れる文字列。

いいえ advertise-security-key

balancer バランサー名。 いいえ balancer

connector ロードバランサーとの通
信に使用される Web コ
ネクターの名前。

◯ connector

Load Balancing Group loadBalancingGroup
name。

いいえ load-balancing-group

除外されたコンテキスト mod_cluster は無視する
コンテキストのリスト
で、Format String をコ
ンマで区切って指定しま
す。

いいえ excluded-contexts

コンテキストの自動有効
化

mod_cluster_manger(htt
pd)で無効な場合でもコ
ンテキストを有効にしま
す。

いいえ auto-enable-contexts

スティッキーセッション リクエストにはスティッ
キーセッションを使用し
ます。

いいえ sticky-session

スティッキーセッション
の削除

フェイルオーバー時に
セッション情報を削除し
ます。

いいえ sticky-session-remove
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スティッキーセッション
の強制

セッション情報でリクエ
ストをフェイルオーバー
しないでください。

いいえ sticky-session-force

ワーカータイムアウト httpd で利用可能なワー
カーがリクエストを処理
するまで待機するタイム
アウト値。

いいえ worker-timeout

max Attempts 最大でべき等リクエスト
の処理を試行します。

いいえ max-attempts

flush Packets httpd でパケットのフ
ラッシュを有効または無
効にします。

いいえ flush-packets

flush Wait httpd でパケットをフ
ラッシュする前に待機す
る時間。

いいえ flush-wait

PING ping への pong 応答を待
つ時間（秒単位）。

いいえ PING

sMax httpd でのソフトな最大
アイドル接続数

いいえ smax

ttl smax を超えるアイドル
接続の Time to Live（秒
単位）

いいえ ttl

ノードのタイムアウト ノードへのプロキシー接
続のタイムアウト（秒単
位）。

いいえ node-timeout

コンテキストタイムアウ
トの停止

コンテキストが保留中の
リクエストを処理するま
で待機する最大時間。

いいえ stop-context-timeout

ソケットタイムアウト httpd が MCMP メッ
セージの応答を待つタイ
ムアウト。

いいえ socket-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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表表3.3625 metrics

Name description

カスタムメトリクスの追加 新しいカスタムメトリクスをロードバランサープロ
バイダーに追加します。

メトリックの追加 新しいメトリクスをロードバランサープロバイダー
に追加します。

カスタムメトリクスの削除 カスタムメトリクスをロードバランサープロバイ
ダーから削除します。

メトリクスの削除 新しいメトリクスをロードバランサープロバイダー
に追加します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.1.1.1. EAP7: ドメイン動的ロードプロバイダーサービスドメイン動的ロードプロバイダーサービス

概要

表表3.3626 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: ドメインカスタムロードメトリックサービス」

「EAP7: ドメインロードメトリックサービス」

接続プロパティー

表表3.3627

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3628

Name description 必須必須 内部名内部名

decay 減退。デフォルト値は 2
です。

いいえ decay

history history。デフォルト値は
9 です。

いいえ history

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.1.1.1.1. EAP7: ドメインカスタムロードメトリックサービスドメインカスタムロードメトリックサービス

概要

表表3.3629 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3630

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3631

Name description 必須必須 内部名内部名

容量 メトリックの容量。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ 容量

class カスタムメトリクスのク
ラス名。

◯ class

weight メトリックの重み。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ weight

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.1.1.1.2. EAP7: ドメインロードメトリックサービスドメインロードメトリックサービス

概要

表表3.3632 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3633
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3634

Name description 必須必須 内部名内部名

容量 メトリックの容量。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ 容量

type メトリクスのタイプ ◯ type

weight メトリックの重み。デ
フォルト値は 1 です。

いいえ weight

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.1.1.2. EAP7: ドメインドメイン Ssl サービスサービス

概要

表表3.3635 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3636

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3637

Name description 必須必須 内部名内部名

CA 証明書ファイル 認証局。 いいえ ca-certificate-file

CA Revocation Ur 認証局の失効リスト。 いいえ ca-revocation-ur

証明書キーファイル 証明書のキーファイル。 いいえ certificate-key-file

暗号化スイート 許可される暗号スイー
ト。

いいえ cipher-suite

キーエイリアス キーエイリアス。 いいえ key-alias

password password. いいえ password

protocol 有効な SSL プロトコ
ル。

いいえ protocol

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.4.2.5.2. EAP7: Naming(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.3638 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: Binding(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3639

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.2.1. EAP7: Binding(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3640 概要概要

説明： プリミティブタイプの JNDI バインディング

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3641

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3642

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディングタイプ 作成するバインディング
のタイプ。simple、
lookup、または object-
factory です。

◯ binding-type

class オブジェクトファクト
リーバインディングのオ
ブジェクトファクトリー
クラス名

いいえ class

lookup ルックアップバインディ
ングの JNDI でルック
アップするエントリー。

いいえ lookup

モジュール オブジェクトファクト
リーバインディングのオ
ブジェクトファクトリー
をロードするモジュー
ル。

いいえ モジュール
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type シンプルバインディング
にバインドする値の型。
これはプリミティブタイ
プである必要がありま
す。

いいえ type

値 シンプルバインディング
にバインドする値

いいえ 値

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3. EAP7: Undertow(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.3643 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - フィルター設定(Profile)サービス」

「EAP7: ハンドラー設定(Profile)サービス」

「EAP7: バッファーキャッシュ(Profile)サービス」

「EAP7: サーバー（プロファイル）サービス」

「EAP7 - サーブレットコンテナー(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3644
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3645

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのセキュリ
ティードメイン

Web デプロイメントに
よって使用されるデフォ
ルトのセキュリティード
メイン。デフォルト値は
other です。

いいえ default-security-domain

デフォルトサーバー デプロイメントに使用す
るデフォルトのサー
バー。デフォルト値は
default-server です。

いいえ default-server

デフォルトのサーブレッ
トコンテナー

デプロイメントに使用す
るデフォルトのサーブ
レットコンテナー。デ
フォルト値は default で
す。

いいえ default-servlet-
container

デフォルトの仮想ホスト デプロイメントに使用す
るデフォルトの仮想ホス
ト。デフォルト値は
default-host です。

いいえ default-virtual-host

インスタンス ID クラスターインスタンス
ID。デフォルト値は
{EXPRESSION_VALUE=
${jboss.node.name}} で
す。

いいえ instance-id

statistics Enabled 統計が有効になっている
場合を設定します。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ statistics-enabled
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.1. EAP7 - フィルター設定フィルター設定(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3646 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - エラーページ(Profile)サービス」

「EAP7 - Expression filter(Profile)サービス」

「EAP7: GZIP(Profile)サービス」

「EAP7: 変更されたクラスター(Profile)サービス」

「EAP7: Rewrite(Profile)サービス」

「EAP7: Response ヘッダー(Profile)サービス」

「EAP7: 要求制限(Profile)サービス」

「EAP7: カスタムフィルター(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3647

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.1.1. EAP7 - エラーページエラーページ(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3648 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3649

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3650

Name description 必須必須 内部名内部名

code:expr エラーページコード ◯ code:expr
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path エラーページパス いいえ path

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.1.2. EAP7 - Expression filter(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3651 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3652

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3653
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Name description 必須必須 内部名内部名

expression フィルターを定義する式 ◯ expression

モジュール フィルター定義のロード
に使用するモジュール

いいえ モジュール

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.1.3. EAP7: GZIP(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3654 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3655

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.1.4. EAP7: 変更されたクラスター変更されたクラスター(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3656 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3657

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3658

Name description 必須必須 内部名内部名

advertise
Frequency:expr

mod-cluster がネット
ワーク上で自己アドバタ
イズする頻度（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
10000 です。

いいえ advertise-
frequency:expr
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アドバタイズパス mod-cluster が登録され
るパス。デフォルトは /
です。デフォルト値は /
です。

いいえ advertise-path

アドバタイズプロトコル 使用中のプロトコル。デ
フォルトは HTTP です。
デフォルト値は http で
す。

いいえ advertise-protocol

advertise ソケットバイ
ンディング

アドバタイズに使用され
るマルチキャストグルー
プ

◯ advertise-socket-
binding

ノードタイムアウトの破
損：expr

破損したノードがテーブ
ルから削除されるまでの
経過時間。デフォルト値
は 60000 です。

いいえ broken-node-
timeout:expr

スレッドごとのキャッ
シュ接続：expr

永久に維持される接続の
数。デフォルト値は 40
です。

いいえ cached-connections-
per-thread:expr

connection Idle
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間。（cached-
connections-per-thread
によって設定）プールサ
イズが設定された最小値
に達すると、接続はタイ
ムアウトしません。デ
フォルト値は 60 です。

いいえ connection-idle-
timeout:expr

Thread:expr ごとの接続 IO スレッドごとにバッ
クエンドサーバーに保持
される接続の数。デフォ
ルトは 10 です。デフォ
ルト値は 40 です。

いいえ connections-per-
thread:expr

Enable Http 2 ロードバランサーがバッ
クエンド接続の HTTP2
へのアップグレードを試
行する必要がある場合。
HTTP2 が HTTP または
HTTPS に対応していな
い場合は、通常どおり使
用されます。デフォルト
値は false です。

いいえ enable-http2

Name description 必須必須 内部名内部名
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Health Check
Interval:expr

バックエンドノードへの
ヘルスチェック ping の
頻度。デフォルト値は
10000 です。

いいえ health-check-
interval:expr

管理アクセスの述語 mod クラスター管理コ
マンドを実行できるかど
うかを判断するために受
信要求に適用される述
語。management-
socket-binding からのリ
クエストの管理を制限す
ることで、提供されるセ
キュリティーに追加のセ
キュリティーを提供しま
す。

いいえ management-access-
predicate

管理ソケットバインディ
ング

mod_cluster 管理ポート
のソケットバインディン
グ。mod_cluster を使用
する場合は、リクエスト
を処理するパブリックの
HTTP リスナーと、
mod_cluster コマンドを
処理するための内部ネッ
トワークにバインドされ
た HTTP リスナーを 2 つ
定義する必要がありま
す。このソケットバイン
ディングは内部リスナー
に対応する必要があり、
公開できません。

◯ management-socket-
binding

Ajp パケットの最大サイ
ズ

AJP パケットの最大サ
イズ。この値を大きくす
ると、AJP はヘッダー
の量が大きいリクエスト
または応答で機能しま
す。これは高度なオプ
ションであり、ロードバ
ランサーとバックエンド
サーバーで同じでなけれ
ばなりません。

いいえ max-ajp-packet-size

最大要求時間：expr バックエンドノードへの
要求の強制終了までの最
大時間。デフォルト値は
-1 です。

いいえ max-request-time:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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Request Queue
Size:expr

接続プールが満杯の場合
にキューに格納できる要
求の数。要求が 503 で
拒否されます。デフォル
ト値は 1000 です。

いいえ request-queue-
size:expr

セキュリティーキー mod-cluster グループに
使用されるセキュリ
ティーキー。すべてのメ
ンバーが同じセキュリ
ティーキーを使用する必
要があります。

いいえ security-key

セキュリティーレルム SSL 設定を提供するセ
キュリティーレルム

いいえ security-realm

Alias の使用 エイリアスチェックが実
行される場合。デフォル
ト値は false です。

いいえ use-alias

worker アドバタイズ通知の送信
に使用される XNIO ワー
カー。デフォルト値は
default です。

いいえ worker

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.1.5. EAP7: Rewrite(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3659 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3660

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3661

Name description 必須必須 内部名内部名

redirect true の場合、再書き込み
の代わりにリダイレクト
が実行されます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ redirect

ターゲット ターゲットを定義する
式。定数ターゲットにリ
ダイレクトする場合、値
を単一引用符で囲みま
す。

◯ ターゲット

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.1.6. EAP7: Response ヘッダーヘッダー(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3662 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3663

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3664

Name description 必須必須 内部名内部名

ヘッダー名 ヘッダー名 ◯ header-name

ヘッダー値 ヘッダーの値 ◯ header-value

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.1.7. EAP7: 要求制限要求制限(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3665 概要概要
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表表3.3665 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3666

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3667

Name description 必須必須 内部名内部名

最大同時要求：expr 同時リクエストの最大数 いいえ max-concurrent-
requests:expr

queue Size:expr キューに置くリクエスト
数。拒否される前のリク
エスト数

いいえ queue-size:expr

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.5.3.1.8. EAP7: カスタムフィルターカスタムフィルター(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3668 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3669

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3670

Name description 必須必須 内部名内部名

クラス名 HttpHandler のクラス名 ◯ class-name

モジュール クラスをロードできるモ
ジュール名

◯ モジュール

parameters フィルターパラメーター いいえ parameters

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.2. EAP7: ハンドラー設定ハンドラー設定(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3671 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - ファイルハンドラー - Undertow(Profile)サービス」

「EAP7: リバースプロキシー(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3672

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.2.1. EAP7 - ファイルハンドラーファイルハンドラー - Undertow(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3673 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3674

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3675

Name description 必須必須 内部名内部名

キャッシュバッファーサ
イズ：expr

バッファーのサイズ。デ
フォルト値は 1024 で
す。

いいえ cache-buffer-size:expr

cache Buffers:expr バッファーの数。デフォ
ルト値は 1024 です。

いいえ cache-buffers:expr

大文字と小文字を区別し
ます。

大文字と小文字を区別す
るファイル処理。デフォ
ルト値は true です。

いいえ case-sensitive

ディレクトリーのリス
ティング

ディレクトリーのリス
ティングを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ directory-listing
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シンボリックリンクにし
たがいます。

シンボリックリンクの
フォローを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ follow-symlink

path ファイルハンドラーがリ
ソースに対応する場所の
ファイルシステム上のパ
ス

いいえ path

安全なシンボリックリン
クパス

シンボリックリンクの
ターゲットとして安全な
パス

いいえ safe-symlink-paths

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.2.2. EAP7: リバースプロキシーリバースプロキシー(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3676 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: リバースプロキシーホスト(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3677

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3678

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドごとのキャッ
シュ接続：expr

永久に維持される接続の
数。デフォルト値は 5 で
す。

いいえ cached-connections-
per-thread:expr

connection Idle
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間。（cached-
connections-per-thread
によって設定）プールサ
イズが設定された最小値
に達すると、接続はタイ
ムアウトしません。デ
フォルト値は 60 です。

いいえ connection-idle-
timeout:expr

Thread:expr ごとの接続 IO スレッドごとにバッ
クエンドサーバーに保持
される接続の数。デフォ
ルトは 10 です。デフォ
ルト値は 10 です。

いいえ connections-per-
thread:expr

最大要求時間：expr プロキシーリクエストが
アクティブな状態でいら
れる最大時間。デフォル
トは unlimited です。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-request-time:expr

問題サーバーの
Retry:expr

ダウンしたサーバーに再
接続を試みる前に待機す
る時間（秒単位）。デ
フォルト値は 30 です。

いいえ problem-server-
retry:expr

Request Queue
Size:expr

接続プールが満杯の場合
にキューに格納できる要
求の数。要求が 503 で
拒否されます。デフォル
ト値は 10 です。

いいえ request-queue-
size:expr
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セッションクッキー名 セッションクッキー名の
コンマ区切りリスト。通
常は JSESSIONID にな
ります。デフォルト値は
JSESSIONID です。

いいえ session-cookie-names

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.2.2.1. EAP7: リバースプロキシーホストリバースプロキシーホスト(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3679 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3680

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3681

Name description 必須必須 内部名内部名

インスタンス ID スティッキーセッション
を有効にするために使用
されるインスタンス
ID（JVM ルート）

いいえ instance-id

アウトバウンドソケット
バインディング

このホストのアウトバウ
ンドソケットバインディ
ング

いいえ outbound-socket-
binding

path ホストがルート以外のリ
ソースを使用する場合の
オプションのパス。デ
フォルト値は / です。

いいえ path

scheme 使用されるスキームの種
類。デフォルト値は
http です。

いいえ scheme

セキュリティーレルム ホストへの接続の SSL
設定を提供するセキュリ
ティーレルム。

いいえ security-realm

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.3. EAP7: バッファーキャッシュバッファーキャッシュ(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3682 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3683

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3684

Name description 必須必須 内部名内部名

buffer size:expr 個別のバッファーのサイ
ズ。デフォルト値は
1024 です。

いいえ buffer-size:expr

Region:expr ごとの
buffers

リージョン内のバッ
ファーの数。デフォルト
値は 1024 です。

いいえ buffers-per-region:expr

Maximum Regions:expr リージョンの最大数。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ max-regions:expr

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.4. EAP7: サーバー（プロファイル）サービスサーバー（プロファイル）サービス

概要

表表3.3685 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Ajp リスナー(Profile)サービス」

「EAP7: Undertow Host(Profile)サービス」

「EAP7: Http Listener(Profile)サービス」

「EAP7: Https Listener(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3686

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3687

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのホスト サーバーのデフォルト仮
想ホスト。デフォルト値
は default-host です。

いいえ default-host

サーブレットコンテナー サーバーのデフォルト
サーブレットコンテ
ナー。デフォルト値は
default です。

いいえ servlet-container

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.4.1. EAP7: Ajp リスナーリスナー(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3688 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3689

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3690 metrics

Name type description 内部名内部名

受信バイト数 measurement このリスナーによって受
信されたバイト数。

bytes-received

送信バイト数 measurement このリスナーに送信され
たバイト数。

bytes-sent

エラー数 measurement このリスナーによって送
信された 500 応答の数

error-count
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最大処理時間 measurement このリスナーのリクエス
トによる最大処理時間。

max-processing-time

処理時間 measurement このリスナーによって送
信されたすべてのリクエ
ストの処理時間。

processing-time

要求数 measurement このリスナーが処理した
リクエストの数

request-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3691

Name description 必須必須 内部名内部名

エンコードされたスラッ
シュを許可する

リクエストにエンコード
された / 文字（例：
│F）が含まれる場合、
デコードされます。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ allow-encoded-slash

クッキー値の Equals の
許可

true の場合、Undertow
は引用符で囲まれていな
いクッキー値のエスケー
プ処理されていない等号
記号を許可します。引用
符で囲まれていないクッ
キー値に等号記号が含ま
れない可能性がありま
す。等号記号が含まれる
と、等号記号の前に値が
終了します。残りのクッ
キー値は破棄されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ allow-equals-in-cookie-
value

Always Setting Keep
Alive

true の場合、仕様で厳密
に必要でなくても
Connection: keep-alive
ヘッダーが応答に追加さ
れます。デフォルト値は
true です。

いいえ always-set-keep-alive
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バッファーパイプライン
データ

パイプライン化されたリ
クエストをバッファーす
べきです。デフォルト値
は true です。

いいえ buffer-pipelined-data

バッファープール AJP リスナーバッ
ファープール。デフォル
ト値は default です。

いいえ buffer-pool

decode Url true の場合、選択された
文字エンコーディング
（デフォルトでは UF-
8）を使用してパーサー
が URL およびクエリー
パラメーターをデコード
します。false の場合は
デコードされません。こ
れにより、ハンドラーに
よる希望の文字セットへ
のデコードが可能になり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ decode-url

許可しないメソッド 許可されない HTTP メ
ソッドのコンマ区切りリ
スト

いいえ disallowed-methods

enabled リスナーが有効であるか
どうか。デフォルト値は
true です。

いいえ enabled

最大バッファー要求サイ
ズ：expr

バッファーされたリクエ
ストの最大サイズ（バイ
ト単位）。バイト単位は
通常バッファーされませ
ん。これは POST リク
エストに対して SSL 再
ネゴシエーションを実行
する場合です。再ネゴシ
エーションを実行するに
は、POST データを完全
にバッファーする必要が
あります。デフォルト値
は 16384 です。

いいえ max-buffered-request-
size:expr

最大 Connections:expr 同時接続の最大数。 いいえ max-connections:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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max Cookies:expr 解析されるクッキーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-cookies:expr

最大ヘッダーサイズ：
expr

http リクエストヘッ
ダーの最大サイズ（バイ
ト単位）。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ max-header-size:expr

max Headers:expr 解析されるヘッダーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-headers:expr

最大パラメーター：expr 解析されるパラメーター
の最大数。これは、ハッ
シュの脆弱性から保護す
るために使用されます。
これはクエリーパラメー
ターと POST データの
両方に適用されますが、
累積的ではありません
（max パラメーター * 2
合計パラメーターを持つ
可能性があります）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ max-parameters:expr

Maximum Post Size:expr 許可される最大 POST
サイズ。デフォルト値は
10485760 です。

いいえ max-post-size:expr

No Request
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間（ミリ秒単
位）。この期間を超える
と接続がコンテナーに
よって閉じられます。

いいえ no-request-
timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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read Timeout:expr ソケットの読み取りタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。読み取
りに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の読み取りに
よって {@link
ReadTimeoutException}
が発生します。

いいえ read-timeout:expr

receive Buffer:expr 受信バッファーサイズ。 いいえ receive-buffer:expr

レコード要求の開始時間 true の場合、Undertow
はリクエスト期間がログ
に記録されるように要求
の開始時間を記録しま
す。パフォーマンスへの
影響は小さいが、パ
フォーマンスに影響を及
ぼします。デフォルト値
は false です。

いいえ record-request-start-
time

Redirect ソケット このリスナーが SSL 以
外のリクエストをサポー
トし、一致する
<security-constraint> が
リクエストを受信する場
合、undertow はリクエ
ストをここに指定された
ソケットバインディング
ポートに自動的にリダイ
レクトします。

いいえ redirect-socket

request Parse
Timeout:expr

リクエストの解析に費や
すことができる最大時間
（ミリ秒単位）。

いいえ request-parse-
timeout:expr

ピアアドレスの解決 ホストの DNS 検索を有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ resolve-peer-address

scheme リスナースキーム
（HTTP または
HTTPS）。デフォルト
では、スキーマは受信
AJP 要求から取得され
ます。

いいえ scheme

send Buffer:expr 送信バッファーサイズ。 いいえ send-buffer:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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ソケットバインディング AJP リスナーソケット
バインダー

◯ socket-binding

TCP Backlog:expr 指定されたバックログで
サーバーを設定します。

いいえ tcp-backlog:expr

TCP Keep Alive 実装に依存して TCP
キープアライブメッセー
ジを送信するようにチャ
ネルを設定します。

いいえ tcp-keep-alive

URL 文字セット URL の文字セット。デ
フォルト値は UTF-8 で
す。

いいえ url-charset

worker AJP リスナー XNIO ワー
カー。デフォルト値は
default です。

いいえ worker

write Timeout:expr ソケットの書き込みタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。書き込
みに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の書き込みに
よって {@link
WriteTimeoutException}
が発生します。

いいえ write-timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.4.2. EAP7: Undertow Host(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3692 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: ホストフィルター参照(Profile)サービス」

「EAP7 - Undertow-Location(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3693

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3694

Name description 必須必須 内部名内部名

alias ホストのエイリアス いいえ alias

デフォルトの応答コー
ド：expr

設定した場合、サーバー
上に要求されたコンテキ
ストが存在しない場合に
送信される応答コードが
返信されます。デフォル
ト値は 404 です。

いいえ default-response-
code:expr

デフォルトの Web モ
ジュール

デフォルトの Web モ
ジュール。デフォルト値
は ROOT.war です。

いいえ default-web-module

コンソールリダイレクト
の無効化

true に設定すると、
/console リダイレクト
はこのホストに対して有
効になりませんが、デ
フォルトは false です。
デフォルト値は false で
す。

いいえ disable-console-redirect
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.4.2.1. EAP7: ホストフィルター参照ホストフィルター参照(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3695 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3696

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3697

Name description 必須必須 内部名内部名
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predicate predicate は、交換を基
に true または false の決
定を行う簡単な方法で
す。多くのハンドラーに
は条件に応じて適用され
る要件があり、述語は条
件を指定する一般的な方
法を提供します。

いいえ predicate

priority:expr フィルター順を定義しま
す。同じコンテキスト下
で、ハンドラーチェーン
で 1 以上、より高い数字
にサーバーを追加するよ
う指示する必要がありま
す。デフォルト値は 1 で
す。

いいえ priority:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.4.2.2. EAP7 - Undertow-Location(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3698 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - Location Filter Ref(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3699
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3700

Name description 必須必須 内部名内部名

handler この場所のデフォルトハ
ンドラー

◯ handler

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.4.2.2.1. EAP7 - Location Filter Ref(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3701 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3702
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3703

Name description 必須必須 内部名内部名

predicate predicate は、交換を基
に true または false の決
定を行う簡単な方法で
す。多くのハンドラーに
は条件に応じて適用され
る要件があり、述語は条
件を指定する一般的な方
法を提供します。

いいえ predicate

priority:expr フィルター順を定義しま
す。同じコンテキスト下
で、ハンドラーチェーン
で 1 以上、より高い数字
にサーバーを追加するよ
う指示する必要がありま
す。デフォルト値は 1 で
す。

いいえ priority:expr

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.4.3. EAP7: Http Listener(Profile)サービスサービス

概要
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表表3.3704 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3705

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3706 metrics

Name type description 内部名内部名

受信バイト数 measurement このリスナーによって受
信されたバイト数。

bytes-received

送信バイト数 measurement このリスナーに送信され
たバイト数。

bytes-sent

エラー数 measurement このリスナーによって送
信された 500 応答の数

error-count

最大処理時間 measurement このリスナーのリクエス
トによる最大処理時間。

max-processing-time

処理時間 measurement このリスナーによって送
信されたすべてのリクエ
ストの処理時間。

processing-time

要求数 measurement このリスナーが処理した
リクエストの数

request-count

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3707

Name description 必須必須 内部名内部名

エンコードされたスラッ
シュを許可する

リクエストにエンコード
された / 文字（例：
│F）が含まれる場合、
デコードされます。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ allow-encoded-slash

クッキー値の Equals の
許可

true の場合、Undertow
は引用符で囲まれていな
いクッキー値のエスケー
プ処理されていない等号
記号を許可します。引用
符で囲まれていないクッ
キー値に等号記号が含ま
れない可能性がありま
す。等号記号が含まれる
と、等号記号の前に値が
終了します。残りのクッ
キー値は破棄されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ allow-equals-in-cookie-
value

Always Setting Keep
Alive

true の場合、仕様で厳密
に必要でなくても
Connection: keep-alive
ヘッダーが応答に追加さ
れます。デフォルト値は
true です。

いいえ always-set-keep-alive

バッファーパイプライン
データ

パイプライン化されたリ
クエストをバッファーす
べきです。デフォルト値
は true です。

いいえ buffer-pipelined-data

バッファープール AJP リスナーバッ
ファープール。デフォル
ト値は default です。

いいえ buffer-pool
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証明書の転送 証明書の転送を有効にす
る必要がある場合。これ
が有効な場合、リスナー
は SSL_CLIENT_CERT
属性から証明書を取得し
ます。これらのヘッダー
を常に設定するようプロ
キシーが設定されている
場合のみ有効にする必要
があります。デフォルト
値は false です。

いいえ certificate-forwarding

decode Url true の場合、選択された
文字エンコーディング
（デフォルトでは UF-
8）を使用してパーサー
が URL およびクエリー
パラメーターをデコード
します。false の場合は
デコードされません。こ
れにより、ハンドラーに
よる希望の文字セットへ
のデコードが可能になり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ decode-url

許可しないメソッド 許可されない HTTP メ
ソッドのコンマ区切りリ
スト

いいえ disallowed-methods

Enable Http 2 このリスナーの HTTP2
サポートを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ enable-http2

enabled リスナーが有効であるか
どうか。デフォルト値は
true です。

いいえ enabled

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大バッファー要求サイ
ズ：expr

バッファーされたリクエ
ストの最大サイズ（バイ
ト単位）。バイト単位は
通常バッファーされませ
ん。これは POST リク
エストに対して SSL 再
ネゴシエーションを実行
する場合です。再ネゴシ
エーションを実行するに
は、POST データを完全
にバッファーする必要が
あります。デフォルト値
は 16384 です。

いいえ max-buffered-request-
size:expr

最大 Connections:expr 同時接続の最大数。 いいえ max-connections:expr

max Cookies:expr 解析されるクッキーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-cookies:expr

最大ヘッダーサイズ：
expr

http リクエストヘッ
ダーの最大サイズ（バイ
ト単位）。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ max-header-size:expr

max Headers:expr 解析されるヘッダーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-headers:expr

最大パラメーター：expr 解析されるパラメーター
の最大数。これは、ハッ
シュの脆弱性から保護す
るために使用されます。
これはクエリーパラメー
ターと POST データの
両方に適用されますが、
累積的ではありません
（max パラメーター * 2
合計パラメーターを持つ
可能性があります）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ max-parameters:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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Maximum Post Size:expr 許可される最大 POST
サイズ。デフォルト値は
10485760 です。

いいえ max-post-size:expr

No Request
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間（ミリ秒単
位）。この期間を超える
と接続がコンテナーに
よって閉じられます。

いいえ no-request-
timeout:expr

プロキシーアドレス転送 x-forwarded-host およ
び同様のヘッダーを有効
にし、リモートの ip ア
ドレスとホスト名を設定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ proxy-address-
forwarding

read Timeout:expr ソケットの読み取りタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。読み取
りに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の読み取りに
よって {@link
ReadTimeoutException}
が発生します。

いいえ read-timeout:expr

receive Buffer:expr 受信バッファーサイズ。 いいえ receive-buffer:expr

レコード要求の開始時間 true の場合、Undertow
はリクエスト期間がログ
に記録されるように要求
の開始時間を記録しま
す。パフォーマンスへの
影響は小さいが、パ
フォーマンスに影響を及
ぼします。デフォルト値
は false です。

いいえ record-request-start-
time

Redirect ソケット このリスナーが SSL 以
外のリクエストをサポー
トし、一致する
<security-constraint> が
リクエストを受信する場
合、undertow はリクエ
ストをここに指定された
ソケットバインディング
ポートに自動的にリダイ
レクトします。

いいえ redirect-socket

Name description 必須必須 内部名内部名
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request Parse
Timeout:expr

リクエストの解析に費や
すことができる最大時間
（ミリ秒単位）。

いいえ request-parse-
timeout:expr

ピアアドレスの解決 ホストの DNS 検索を有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ resolve-peer-address

send Buffer:expr 送信バッファーサイズ。 いいえ send-buffer:expr

ソケットバインディング AJP リスナーソケット
バインダー

◯ socket-binding

TCP Backlog:expr 指定されたバックログで
サーバーを設定します。

いいえ tcp-backlog:expr

TCP Keep Alive 実装に依存して TCP
キープアライブメッセー
ジを送信するようにチャ
ネルを設定します。

いいえ tcp-keep-alive

URL 文字セット URL の文字セット。デ
フォルト値は UTF-8 で
す。

いいえ url-charset

worker AJP リスナー XNIO ワー
カー。デフォルト値は
default です。

いいえ worker

write Timeout:expr ソケットの書き込みタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。書き込
みに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の書き込みに
よって {@link
WriteTimeoutException}
が発生します。

いいえ write-timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.5.3.4.4. EAP7: Https Listener(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3708 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3709

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.3710 metrics

Name type description 内部名内部名

受信バイト数 measurement このリスナーによって受
信されたバイト数。

bytes-received

送信バイト数 measurement このリスナーに送信され
たバイト数。

bytes-sent

エラー数 measurement このリスナーによって送
信された 500 応答の数

error-count

最大処理時間 measurement このリスナーのリクエス
トによる最大処理時間。

max-processing-time

処理時間 measurement このリスナーによって送
信されたすべてのリクエ
ストの処理時間。

processing-time
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要求数 measurement このリスナーが処理した
リクエストの数

request-count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.3711

Name description 必須必須 内部名内部名

エンコードされたスラッ
シュを許可する

リクエストにエンコード
された / 文字（例：
│F）が含まれる場合、
デコードされます。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ allow-encoded-slash

クッキー値の Equals の
許可

true の場合、Undertow
は引用符で囲まれていな
いクッキー値のエスケー
プ処理されていない等号
記号を許可します。引用
符で囲まれていないクッ
キー値に等号記号が含ま
れない可能性がありま
す。等号記号が含まれる
と、等号記号の前に値が
終了します。残りのクッ
キー値は破棄されます。
デフォルト値は false で
す。

いいえ allow-equals-in-cookie-
value

Always Setting Keep
Alive

true の場合、仕様で厳密
に必要でなくても
Connection: keep-alive
ヘッダーが応答に追加さ
れます。デフォルト値は
true です。

いいえ always-set-keep-alive

バッファーパイプライン
データ

パイプライン化されたリ
クエストをバッファーす
べきです。デフォルト値
は true です。

いいえ buffer-pipelined-data
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バッファープール AJP リスナーバッ
ファープール。デフォル
ト値は default です。

いいえ buffer-pool

decode Url true の場合、選択された
文字エンコーディング
（デフォルトでは UF-
8）を使用してパーサー
が URL およびクエリー
パラメーターをデコード
します。false の場合は
デコードされません。こ
れにより、ハンドラーに
よる希望の文字セットへ
のデコードが可能になり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ decode-url

許可しないメソッド 許可されない HTTP メ
ソッドのコンマ区切りリ
スト

いいえ disallowed-methods

Enable Http 2 このリスナーの HTTP2
サポートを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ enable-http2

Spdy の有効化 このリスナーの SPDY
サポートを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ enable-spdy

enabled リスナーが有効であるか
どうか。デフォルト値は
true です。

いいえ enabled

有効な暗号スイート 有効な SSL 暗号の設定 いいえ enabled-cipher-suites

有効なプロトコル SSL プロトコルを設定
します。

いいえ enabled-protocols

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2551



最大バッファー要求サイ
ズ：expr

バッファーされたリクエ
ストの最大サイズ（バイ
ト単位）。バイト単位は
通常バッファーされませ
ん。これは POST リク
エストに対して SSL 再
ネゴシエーションを実行
する場合です。再ネゴシ
エーションを実行するに
は、POST データを完全
にバッファーする必要が
あります。デフォルト値
は 16384 です。

いいえ max-buffered-request-
size:expr

最大 Connections:expr 同時接続の最大数。 いいえ max-connections:expr

max Cookies:expr 解析されるクッキーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-cookies:expr

最大ヘッダーサイズ：
expr

http リクエストヘッ
ダーの最大サイズ（バイ
ト単位）。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ max-header-size:expr

max Headers:expr 解析されるヘッダーの最
大数。これは、ハッシュ
の脆弱性から保護するた
めに使用されます。デ
フォルト値は 200 で
す。

いいえ max-headers:expr

最大パラメーター：expr 解析されるパラメーター
の最大数。これは、ハッ
シュの脆弱性から保護す
るために使用されます。
これはクエリーパラメー
ターと POST データの
両方に適用されますが、
累積的ではありません
（max パラメーター * 2
合計パラメーターを持つ
可能性があります）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ max-parameters:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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Maximum Post Size:expr 許可される最大 POST
サイズ。デフォルト値は
10485760 です。

いいえ max-post-size:expr

No Request
Timeout:expr

接続がアイドル状態でい
られる期間（ミリ秒単
位）。この期間を超える
と接続がコンテナーに
よって閉じられます。

いいえ no-request-
timeout:expr

read Timeout:expr ソケットの読み取りタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。読み取
りに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の読み取りに
よって {@link
ReadTimeoutException}
が発生します。

いいえ read-timeout:expr

receive Buffer:expr 受信バッファーサイズ。 いいえ receive-buffer:expr

レコード要求の開始時間 true の場合、Undertow
はリクエスト期間がログ
に記録されるように要求
の開始時間を記録しま
す。パフォーマンスへの
影響は小さいが、パ
フォーマンスに影響を及
ぼします。デフォルト値
は false です。

いいえ record-request-start-
time

request Parse
Timeout:expr

リクエストの解析に費や
すことができる最大時間
（ミリ秒単位）。

いいえ request-parse-
timeout:expr

ピアアドレスの解決 ホストの DNS 検索を有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ resolve-peer-address

セキュリティーレルム listeners セキュリティー
レルム

◯ security-realm

send Buffer:expr 送信バッファーサイズ。 いいえ send-buffer:expr

ソケットバインディング AJP リスナーソケット
バインダー

◯ socket-binding

Name description 必須必須 内部名内部名
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SSL セッションキャッ
シュサイズ：expr

アクティブな SSL セッ
ションの最大数

いいえ ssl-session-cache-
size:expr

SSL Session
Timeout:expr

SSL セッションのタイ
ムアウト（秒単位）

いいえ ssl-session-timeout:expr

TCP Backlog:expr 指定されたバックログで
サーバーを設定します。

いいえ tcp-backlog:expr

TCP Keep Alive 実装に依存して TCP
キープアライブメッセー
ジを送信するようにチャ
ネルを設定します。

いいえ tcp-keep-alive

URL 文字セット URL の文字セット。デ
フォルト値は UTF-8 で
す。

いいえ url-charset

クライアントの検証 SSL チャネルの希望の
SSL クライアント認証
モード。デフォルト値は
NOT_REQUESTED で
す。

いいえ verify-client

worker AJP リスナー XNIO ワー
カー。デフォルト値は
default です。

いいえ worker

write Timeout:expr ソケットの書き込みタイ
ムアウトを設定します
（ミリ秒単位）。書き込
みに成功しないまま指定
の時間が経過すると、ソ
ケットの次の書き込みに
よって {@link
WriteTimeoutException}
が発生します。

いいえ write-timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.5.3.5. EAP7 - サーブレットコンテナーサーブレットコンテナー(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3712 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Mime Mapping(Profile)サービス」

「EAP7: Welcome File(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3713

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3714

Name description 必須必須 内部名内部名

check Interval:expr バックグラウンドスレッ
ドを使用して JSP 更新
の間隔をチェックしま
す。デフォルト値は 0
です。

いいえ check-interval:expr

開発 JSP のリロードをオン
ザフライで有効にする開
発モードを有効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ 開発
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disabled JSP コンテナーを有効
にします。デフォルト値
は false です。

いいえ disabled

ソースフラグの表示 ランタイムエラーが発生
したら、対応する JSP
ソースフラグメントの表
示を試行します。デフォ
ルト値は true です。

いいえ display-source-
fragment

dump Smap SMAP データをファイル
に書き込みます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ dump-smap

Bean 無効なクラス属性
の使用時にエラー

useBean で不適切なク
ラスを使用するときにエ
ラーを有効にします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ error-on-use-bean-
invalid-class-attribute

文字アレイとしての文字
列の生成

String 定数を char 配列
として生成します。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ generate-strings-as-
char-arrays

Java Encoding Java ソースに使用する
エンコーディングを指定
します。デフォルト値は
UTF8 です。

いいえ java-encoding

keep Generated 生成されたサーブレット
を保持します。デフォル
ト値は true です。

いいえ keep-generated

マップされたファイル JSP ソースにマップし
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ mapped-file

Modification Test
Interval:expr

更新の 2 つのテスト間の
最小時間（秒単位）。デ
フォルト値は 4 です。

いいえ modification-test-
interval:expr

スクリプトレットの最適
化

文字列連結を削除するよ
うに JSP スクリプト
レットを最適化するかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ optimize-scriptlets

Name description 必須必須 内部名内部名
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失敗時の再コンパイル 各リクエストで失敗した
JSP のコンパイルを再
試行します。デフォルト
値は false です。

いいえ recompile-on-fail

scratch Dir 別のワークディレクト
リーを指定します。

いいえ scratch-dir

SMAP SMAP を有効にします。
デフォルト値は true で
す。

いいえ smap

ソース Vm コンパイルのソース VM
レベル。デフォルト値は
1.8 です。

いいえ source-vm

タグプール タグプールを有効にしま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ tag-pooling

ターゲット Vm コンパイルのターゲット
VM レベル。デフォルト
値は 1.8 です。

いいえ target-vm

領域のトリミング 生成されたサーブレット
から一部の領域をトリミ
ングします。デフォルト
値は false です。

いいえ trim-spaces

X Powered by x-powered-by で JSP エ
ンジンのアドバタイズを
有効にします。デフォル
ト値は true です。

いいえ x-powered-by

バッファープール websocket デプロイメン
トに使用するバッファー
プール。デフォルト値は
default です。

いいえ buffer-pool

ワーカーへのディスパッ
チ

コールバックがワーカー
スレッドにディスパッチ
される必要がある場合。
false の場合、IO スレッ
ドで実行され、より高速
ですが、ブロッキング操
作を実行しないように注
意する必要があります。
デフォルト値は true で
す。

いいえ dispatch-to-worker

Name description 必須必須 内部名内部名
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worker websocket デプロイメン
トに使用するワーカー。
デフォルト値は default
です。

いいえ worker

非標準の Wrapper を許
可する

true の場合、標準のラッ
パークラスを拡張しない
リクエストおよび応答
ラッパーを使用できま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-non-standard-
wrappers

デフォルトのバッファー
キャッシュ

静的リソースのキャッ
シュに使用するバッ
ファーキャッシュ。デ
フォルト値は default で
す。

いいえ default-buffer-cache

デフォルトのエンコー
ディング

デプロイされたすべての
アプリケーションに使用
するデフォルトのエン
コード

いいえ default-encoding

デフォルトのセッション
タイムアウト：expr

コンテナーにデプロイさ
れたすべてのアプリケー
ションのデフォルトの
セッションタイムアウト
（分単位）。デフォルト
値は 30 です。

いいえ default-session-
timeout:expr

ディレクトリーのリス
ティング

デフォルトのサーブレッ
トに対してディレクト
リーリスティングを有効
にする必要がある場合。

いいえ directory-listing

セキュアなページの
キャッシングの無効化

Undertow がセキュア化
されたページのキャッ
シュを無効にするように
ヘッダーを設定する場
合。無効にすると機密性
の高いページが中間者に
よってキャッシュされる
可能性があるため、セ
キュリティー上の問題が
発生する可能性がありま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ disable-caching-for-
secured-pages

Name description 必須必須 内部名内部名
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イーガーフィルターの初
期化

true の場合は、
undertow が最初に要求
された時ではなく、デプ
ロイメントの開始時に
filter init（）を呼び出し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ eager-filter-initialization

フラッシュの無視 サーブレット出力スト
リームのフラッシュを無
視します。ほとんどの場
合、パフォーマンスに悪
影響を与えます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ ignore-flush

max Sessions:expr 一度にアクティブにでき
るセッションの最大数。

いいえ max-sessions:expr

プロアクティブな認証 プロアクティブな認証を
使用する必要がある場
合。true の場合、クレデ
ンシャルが存在する場合
は、ユーザーは常に認証
されます。デフォルト値
は true です。

いいえ proactive-
authentication

session id Length:expr 生成されたセッション
ID の長さ。セッション
ID が長いほどセキュア
になります。デフォルト
値は 30 です。

いいえ session-id-length:expr

エラー時スタックトレー
ス

エラー時にスタックト
レースのあるエラーペー
ジを生成するかどうか。
値は all、none、および
local-only です。デフォ
ルト値は local-only で
す。

いいえ stack-trace-on-error

リスナーエンコーディン
グの使用

リスナーで定義されたエ
ンコーディングを使用し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ use-listener-encoding

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.5.1. EAP7: Mime Mapping(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3715 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3716

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3717

Name description 必須必須 内部名内部名

値 このマッピングのMIME
タイプ

◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.3.5.2. EAP7: Welcome File(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3718 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3719

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.4. EAP7 - JCA(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.3720 概要概要
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説明： リソースアダプターの一般的な設定を提供する Java
EE Connector Architecture(JCA)サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: BootstrapContext(Profile)サービス」

「EAP7: Workmanager(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3721

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3722

Name description 必須必須 内部名内部名

enabled Bean バリデーションが
有効であるかどうかを指
定します。デフォルト値
は true です。

いいえ enabled:1

enabled アーカイブバリデーショ
ンが有効であるかどうか
を指定します。デフォル
ト値は true です。

いいえ enabled:2

エラー時に失敗する アーカイブバリデーショ
ンエラーレポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ fail-on-error
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Errorn に失敗します。 アーカイブバリデーショ
ンの警告レポートがデプ
ロイメントに失敗しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ fail-on-warn

debug デバッグ情報のロギング
を有効または無効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ debug

error エラー情報のロギングを
有効または無効にしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ error

install キャッシュされた接続マ
ネージャーバルブおよび
インターセプターを有効
または無効にします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ install

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.4.1. EAP7: BootstrapContext(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3723 概要概要

説明： リソースアダプターのブートストラップコンテキス
ト。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.3724

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3725

Name description 必須必須 内部名内部名

Name BootstrapContext の名
前

いいえ Name

WorkManager BootstrapContext の
WorkManager インスタ
ンス

いいえ WorkManager

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.4.2. EAP7: Workmanager(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3726 概要概要

説明： リソースアダプターの WorkManager。

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: 長時間実行スレッドプール(Profile)サービス」

「EAP7 - Short Running Thread Pool(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3727

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3728

Name description 必須必須 内部名内部名

Name WorkManager の名前 いいえ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.4.2.1. EAP7: 長時間実行スレッドプール長時間実行スレッドプール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3729 概要概要
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説明： タスクを送信するスレッドがブロックされる、バイ
ンドされたキューを持つ長時間実行スレッドプール
エグゼキューター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3730

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3731

Name description 必須必須 内部名内部名

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr
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handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。 ◯ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.4.2.2. EAP7 - Short Running Thread Pool(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3732 概要概要
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説明： タスクの送信スレッドがブロックされる、バインド
されたキューを持つ短いスレッドプールエグゼ
キューター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3733

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3734

Name description 必須必須 内部名内部名

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr
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handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。 ◯ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.5. EAP7: Osgi(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.3735 概要概要

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2569



説明： OSGi サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: 機能(Profile)サービス」

「EAP7: プロパティーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3736

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3737

Name description 必須必須 内部名内部名

アクティベーション OSGi サブシステムのア
クティベーションフラ
グ。使用できる値は
lazy、eager です。デ
フォルト値は LAZY で
す。

いいえ アクティベーション

Startlevel OSGi Framework の現在
の開始レベル。この値を
変更すると、フレーム
ワークの開始レベルが変
わります。

いいえ startlevel

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.5.1. EAP7: 機能機能(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3738 概要概要

説明： フレームワーク機能。ケイパビリティーは、
modules ディレクトリーの JBoss Module または
bundles ディレクトリーの OSGi バンドルにマップし
ます。このアイデンティティーは、モジュールまた
はバンドルのリソース識別子にマップします。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3739

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3740
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Name description 必須必須 内部名内部名

Startlevel ケイパビリティーの開始
レベル。OSGi バンドル
でのみ指定できます。

いいえ startlevel

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.5.2. EAP7: プロパティーサービスプロパティーサービス

概要

表表3.3741 概要概要

説明： プロパティー

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3742

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.3743

Name description 必須必須 内部名内部名

値 プロパティーの値。 いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.6. EAP7 - リソースアダプターリソースアダプター(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.3744 概要概要

説明： リソースアダプターサブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - リソースアダプター(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3745

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2573



operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.6.1. EAP7 - リソースアダプターリソースアダプター(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3746 概要概要

説明： リソースアダプターの設定。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: 管理オブジェクト(Profile)サービス」

「EAP7 - 接続定義(Profile)サービス」

「EAP7: 設定プロパティーサービス」

接続プロパティー

表表3.3747

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3748

Name description 必須必須 内部名内部名

archive リソースアダプターアー
カイブを指定します。

◯ archive
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beanvalidationgroups 使用する必要がある
Bean バリデーショング
ループを指定します。

いいえ beanvalidationgroups

Bootstrapcontext 使用する必要のあるブー
トストラップコンテキス
トの一意の名前を指定し
ます。

いいえ bootstrapcontext

トランザクションサポー
ト

リソースアダプターのト
ランザクションサポート
レベルを指定します。

◯ transaction-support

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.6.1.1. EAP7: 管理オブジェクト管理オブジェクト(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3749 概要概要

説明： 管理オブジェクトを指定します。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3750

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3751

Name description 必須必須 内部名内部名

クラス名 管理された接続ファクト
リーまたは管理オブジェ
クトの完全修飾クラス名
を指定します。

◯ class-name

enabled リソースアダプターを有
効にするべきかどうかを
指定します。デフォルト
値は true です。

いいえ enabled

JNDI 名 接続ファクトリーまたは
管理オブジェクトの
JNDI 名を指定します。

いいえ jndi-name

Java コンテキストの使
用

false に設定するとオブ
ジェクトがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.6.1.2. EAP7 - 接続定義接続定義(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3752 概要概要

説明： 接続定義を指定します。

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2576



シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: 設定プロパティーサービス」

接続プロパティー

表表3.3753

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3754

Name description 必須必須 内部名内部名

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry:expr

割り当て再試行の待機時
間

allocation retry wait
millis 要素は、接続の割
り当てを再試行する間隔
（ミリ秒単位）を指定し
ます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis:expr

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。デフォル
ト値は false です。

いいえ background-validation

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2577



バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。

いいえ background-validation-
millis:expr

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を指定
します。これは、接続の
ロックを待機している間
にのみブロックされ、新
規接続の作成に長時間か
かる場合は例外は発生し
ません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis:expr

クラス名 管理された接続ファクト
リーまたは管理オブジェ
クトの完全修飾クラス名
を指定します。

◯ class-name

enabled リソースアダプターを有
効にするべきかどうかを
指定します。デフォルト
値は true です。

いいえ enabled

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、閉じられる前に接
続がアイドル状態になる
最大時間（分単位）を指
定します。実際の最大時
間は、IdleRemover ス
キャン時間（プールの最
小 idle-timeout-minutes
の半分）にも左右されま
す。この値を変更するに
は、サーバーを再起動す
る必要があります。

いいえ idle-timeout-
minutes:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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interleaving XA 接続のインターリー
ビングを有効にする要
素。デフォルト値は
false です。

いいえ interleaving

JNDI 名 接続ファクトリーまたは
管理オブジェクトの
JNDI 名を指定します。

いいえ jndi-name

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
指定します。各サブプー
ルには接続は作成されま
せん。デフォルト値は
20 です。

いいえ max-pool-size:expr

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールの最小接続数を指
定します。デフォルト値
は 0 です。

いいえ min-pool-size:expr

リカバリーなし 接続プールがリカバリー
から除外されるべきであ
るかどうかを指定しま
す。

いいえ no-recovery

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。デフォ
ルト値は false です。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされて
いる必要があります。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ pad-xid

プールプレフィル プールをプレフィルすべ
きです。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
デフォルト値は false で
す。

いいえ pool-prefill

Name description 必須必須 内部名内部名
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Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを指定
します。デフォルト値は
false です。

いいえ pool-use-strict-min

リカバリーパスワード リカバリーに使用される
パスワード

いいえ recovery-password

リカバリープラグインク
ラス名

リカバリープラグイン実
装の完全修飾クラス名

いいえ recovery-plugin-class-
name

リカバリープラグインプ
ロパティー

リカバリープラグインの
プロパティー

いいえ recovery-plugin-
properties

リカバリーセキュリ
ティードメイン

リカバリーに使用される
セキュリティードメイン

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーユーザー名 リカバリーに使用される
ユーザー名

いいえ recovery-username

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

セキュリティーアプリ
ケーション

プール内の接続を区別す
るために、アプリケー
ション提供パラメーター
（getConnection（user,
pw など）から）を使用
することを示します。

いいえ security-application

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために使用される
javax.security.auth.Subje
ct を定義するセキュリ
ティードメインを指定し
ます。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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セキュリティードメイン
およびアプリケーション

プール内の接続を区別す
るために、アプリケー
ションが提供するパラ
メーター
（getConnection(user,
pw)）または
Subject（セキュリ
ティードメインから）が
使用されることを示しま
す。

いいえ security-domain-and-
application

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。デフォルト値
は true です。

いいえ use-ccm

高速フェイルの使用 プールが潜在的な接続を
すべて使い切られるま
で、初回で接続割り当て
に失敗するかどうか
(true)か、プールが潜在
的な接続がすべて使い切
られるまで試行し続ける
かどうかを定義します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ use-fast-fail

Java コンテキストの使
用

false に設定するとオブ
ジェクトがグローバル
JNDI にバインドされま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ use-java-context

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock:expr

Xa リソースのラップ XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ wrap-xa-resource

Name description 必須必須 内部名内部名
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XA リソースタイムアウ
ト

値は
XAResource.setTransact
ionTimeout（）に渡さ
れます（秒単位）。デ
フォルトはゼロです。

いいえ xa-resource-
timeout:expr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.6.1.2.1. EAP7: 設定プロパティーサービス設定プロパティーサービス

概要

表表3.3755 概要概要

説明： カスタム定義の設定プロパティー。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3756

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3757

Name description 必須必須 内部名内部名

値 カスタム定義の設定プロ
パティー値

いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.6.1.3. EAP7: 設定プロパティーサービス設定プロパティーサービス

概要

表表3.3758 概要概要

説明： カスタム定義の設定プロパティー。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3759

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3760

Name description 必須必須 内部名内部名

値 カスタム定義の設定プロ
パティー値

いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.7. EAP7: EJB3(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.3761 概要概要

説明： ejb3 サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - EJB3 スレッドプール(Profile)サービス」

「EAP7 - ファイルパッシベーションストア(Profile)サービス」

「EAP7 - MDB Delivery Group(Profile)サービス」

「EAP7: 最大 Bean インスタンスプール(Profile)サービス」

「EAP7: SFSB キャッシュ(Profile)サービス」

「EAP7: クラスターパッシベーションストア(Profile)サービス」

「EAP7: Async Service(Profile)サービス」

「EAP7: IIOP サービス(Profile)サービス」

「EAP7: リモートサービス(Profile)サービス」

「EAP7 - Timer Service(Profile)サービス」
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接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3762

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3763

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのクラスター
化された Sfsb キャッ
シュ

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、すべてのクラ
スター化されたステート
フル EJB に適用可能な
デフォルトのステートフ
ル bean キャッシュの名
前

いいえ default-clustered-sfsb-
cache

デフォルトのエンティ
ティー Bean インスタン
スプール

デプロイメントまたは
Bean レベルでオーバー
ライドしない限り、デ
フォルトのエンティ
ティー bean インスタン
スプールの名前。

いいえ default-entity-bean-
instance-pool

デフォルトのエンティ
ティー Bean の最適化
ロック

true エンティティー
bean に設定された場
合、デフォルトで最適な
ロックが使用されます。

いいえ default-entity-bean-
optimistic-locking

デフォルトの Mdb イン
スタンスプール

デプロイメントまたは
Bean レベルでオーバー
ライドしない限り、すべ
ての MDB に適用可能な
デフォルトの MDB イン
スタンスプールの名前

いいえ default-mdb-instance-
pool
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デフォルトのリソースア
ダプター名

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、MDB によっ
て使用されるデフォルト
のリソースアダプター
名。デフォルト値は
activemq-ra です。

いいえ default-resource-
adapter-name

デフォルトの Sfsb
キャッシュ

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、デフォルトの
ステートフル bean
キャッシュの名前。

いいえ default-sfsb-cache

デフォルトのシングルト
ン Bean アクセスタイム
アウト

シングルトン Bean のデ
フォルトのアクセスタイ
ムアウト。デフォルト値
は 5000 です。

いいえ default-singleton-bean-
access-timeout:expr

デフォルトの Slsb イン
スタンスプール

デプロイメントまたは
bean レベルで上書きし
ない限り、デフォルトの
ステートレス bean イン
スタンスプールの名前。

いいえ default-slsb-instance-
pool

デフォルトのステートフ
ル Bean アクセスタイム
アウト

ステートフル Bean のデ
フォルトのアクセスタイ
ムアウト。デフォルト値
は 5000 です。

いいえ default-stateful-bean-
access-timeout:expr

Vm Remote Interface
Invocation Pass by Value

false に設定すると、
EJB のリモートイン
ターフェース上でのパラ
メーターは参照によって
渡されます。それ以外の
場合は、パラメーターは
値によって渡されます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ in-vm-remote-
interface-invocation-
pass-by-value

統計の有効化 true に設定した場合は、
呼び出し統計のコレク
ションを有効にします。

いいえ enable-statistics

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.7.1. EAP7 - EJB3 スレッドプールスレッドプール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3764 概要概要

説明： 無制限のキューを持つスレッドプールエグゼキュー
ター。このようなスレッドプールにはコアサイズと
上限のないキューがあります。タスクが送信される
と、実行中のスレッドの数がコアサイズを下回る
と、新しいスレッドが作成されます。そうでない場
合は、タスクはキューに置かれます。このタイプの
エグゼキューターに多くのタスクを送信できる場
合、メモリー不足の状態が発生する可能性がありま
す。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3765

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3766

Name description 必須必須 内部名内部名
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維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time

最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

いいえ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.7.2. EAP7 - ファイルパッシベーションストアファイルパッシベーションストア(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3767 概要概要

説明： ファイルシステムベースのパッシベーションスト
ア。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.3768

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3769

Name description 必須必須 内部名内部名

グループパス  いいえ groups-path

idle Timeout idle-timeout-unit によっ
て指定されるユニットの
タイムアウト。その後に
Bean がパッシベートさ
れます。デフォルト値は
300 です。

いいえ idle-timeout:expr

アイドルタイムアウトユ
ニット

idle-timeout のユニッ
ト。デフォルト値は
SECONDS です。

いいえ idle-timeout-unit

最大サイズ 古い bean をパッシベー
トするまでにこのキャッ
シュが保存する必要のあ
る bean の最大数。デ
フォルト値は 10000 で
す。

いいえ max-size:expr

相対値  いいえ relative-to

セッションパス  いいえ sessions-path

サブディレクトリー数  いいえ subdirectory-count:expr

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.7.3. EAP7 - MDB Delivery Group(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3770 概要概要

説明： mdb の配信を管理する配信グループ

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3771

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3772

Name description 必須必須 内部名内部名
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Active このグループに属するす
べての MDB の配信がア
クティブであるかどうか
を示します。デフォルト
値は true です。

いいえ Active

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.7.4. EAP7: 最大最大 Bean インスタンスプールインスタンスプール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3773 概要概要

説明： 制限が厳格な bean インスタンスプール

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3774

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3775

Name description 必須必須 内部名内部名

派生サイズ 最大プールサイズを派生
すべきものおよび最大
プールサイズを指定しま
す。デフォルト値の
'none' は、max-pool-
size の明示的な値を使用
することを示します。
'from-worker-pools' の
値は、最大プールサイズ
はシステム上で設定され
たすべてのワーカープー
ルの合計スレッドのサイ
ズから派生する必要があ
ることを示しています。
'from-cpu-count' の値
は、最大プールサイズは
システムで利用可能なプ
ロセッサーの合計数から
派生する必要があること
を示しています。計算は
1 対 1 のマッピングでは
ないので、値は他の要因
によって拡張される場合
もあります。デフォルト
値は none です。

いいえ derive-size

最大プールサイズ プールが特定の時点に保
持できる bean インスタ
ンスの最大数。

いいえ max-pool-size

timeout プールから bean インス
タンスが利用可能になる
まで待機する最大時間。
デフォルト値は 5 です。

いいえ timeout

タイムアウトユニット インスタンスのタイムア
ウトユニット。デフォル
ト値は MINUTES です。

いいえ timeout-unit

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.7.5. EAP7: SFSB キャッシュキャッシュ(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3776 概要概要

説明： SFSB キャッシュ。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3777

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3778

Name description 必須必須 内部名内部名

aliases このキャッシュも参照で
きるエイリアス。

◯ aliases

パッシベーションストア このキャッシュによって
使用されるパッシベー
ションストア

いいえ passivation-store

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.7.6. EAP7: クラスターパッシベーションストアクラスターパッシベーションストア(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3779 概要概要

説明： クラスター化されたパッシベーションストア。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3780

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3781

Name description 必須必須 内部名内部名

Bean キャッシュ Bean インスタンスを保
存するために使用される
キャッシュの名前。

いいえ bean-cache
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キャッシュコンテナー Bean および client-
mappings キャッシュに
使用されるキャッシュコ
ンテナーの名前。デフォ
ルト値は ejb です。

いいえ cache-container

クライアントマッピング
キャッシュ

EJB リモーティングコ
ネクターの socket-
bindings のクライアント
マッピングを保存するた
めに使用されるキャッ
シュの名前。デフォルト
値は remote-connector-
client-mappings です。

いいえ client-mappings-cache

idle Timeout idle-timeout-unit によっ
て指定されるユニットの
タイムアウト。その後に
Bean がパッシベートさ
れます。デフォルト値は
300 です。

いいえ idle-timeout:expr

アイドルタイムアウトユ
ニット

idle-timeout のユニッ
ト。デフォルト値は
SECONDS です。

いいえ idle-timeout-unit

最大サイズ 古い bean をパッシベー
トするまでにこのキャッ
シュが保存する必要のあ
る bean の最大数。デ
フォルト値は 10000 で
す。

いいえ max-size:expr

Replicate でのイベント
のパッシベート

レプリケーションが
Bean でパッシベーショ
ンイベントをトリガーす
るかどうかを示します。
デフォルト値は true で
す。

いいえ passivate-events-on-
replicate

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.5.7.7. EAP7: Async Service(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3782 概要概要

説明： EJB3 非同期呼び出しサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3783

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3784

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドプール名 非同期呼び出しを処理す
るスレッドプールの名前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.5.7.8. EAP7: IIOP サービスサービス(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3785 概要概要

説明： IIOP サービス

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3786

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3787

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトでは有効 true の場合は、デフォル
トで IIOP 経由で EJB が
公開される場合、デプロ
イメント記述子で明示的
に有効にする必要があり
ます。

いいえ enable-by-default
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修飾名の使用 true の場合、EJB 名が
名前の先頭にアプリケー
ションとモジュール名
（例：
myapp/mymodule/MyEj
b）を使用して命名サー
ビスにバインドされま
す。

いいえ use-qualified-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.7.9. EAP7: リモートサービスリモートサービス(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3788 概要概要

説明： EJB3 リモートサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - チャネル作成オプション(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3789

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3790

Name description 必須必須 内部名内部名

connector Ref EJB3 リモーティング
チャネルが登録されるコ
ネクターの名前。

いいえ connector-ref

スレッドプール名 リモート呼び出しを処理
するスレッドプールの名
前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.7.9.1. EAP7 - チャネル作成オプションチャネル作成オプション(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3791 概要概要

説明： EJB リモートチャネルの作成時に使用されるオプ
ション

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3792

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3793

Name description 必須必須 内部名内部名

type チャネル作成オプション
のタイプ

いいえ type

値 EJB リモートチャネル
作成オプションの値

いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.7.10. EAP7 - Timer Service(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3794 概要概要

説明： EJB タイマーサービス

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3795
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3796

Name description 必須必須 内部名内部名

path 永続的なタイマー情報を
保存するディレクトリー

いいえ path

相対値 タイマーデータストアの
場所の解決に使用される
相対パス

いいえ relative-to

スレッドプール名 タイマーサービス呼び出
しの実行に使用されるス
レッドプールの名前

いいえ thread-pool-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.8. EAP7 - スレッドスレッド(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.3797 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - ThreadFactory(Profile)サービス」

「EAP7: ThreadPool(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3798

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.8.1. EAP7 - ThreadFactory(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3799 概要概要

説明： スレッドファクトリー
（java.util.concurrent.ThreadFactory を実装）

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー
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表表3.3800

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3801

Name description 必須必須 内部名内部名

グループ名 このスレッドファクト
リー用に作成するスレッ
ドグループの名前を指定
します。

いいえ group-name

Name 作成されたスレッドファ
クトリーの名前。

いいえ Name

priority 作成されたスレッドの優
先度を指定するために使
用できます。デフォルト
値は -1 です。

いいえ priority:expr

スレッド名パターン スレッドの名前の作成に
使用されるテンプレー
ト。%% - パーセント記
号 %t を出力 - ファクト
リーごとのスレッドシー
ケンス番号%g をエミュ
レート - グローバルス
レッドシーケンス番号
%f - ファクトリーシーケ
ンス番号 %i をエミュ
レート - スレッド ID を
エミュレートします。

いいえ thread-name-pattern

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.8.2. EAP7: ThreadPool(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3802 概要概要

説明： スレッドプールエグゼキューター

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3803

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3804

Name description 必須必須 内部名内部名

維持時間 アイドル時にスレッドが
実行し続ける時間を指定
するために使用されま
す。指定されていない場
合は、スレッドはエグゼ
キューターがシャットダ
ウンするまで実行されま
す。

いいえ keepalive-time
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最大スレッド スレッドプールの最大サ
イズ。

◯ max-threads:expr

Name スレッドプールの名前。 いいえ Name

Queue Length キューの長さ。
Bounded および
Blocking Bounded
Thread Pools にのみ必
要です。

いいえ queue-length:expr

スレッドファクトリー ワーカースレッドの作成
に使用する特定のスレッ
ドファクトリーの名前を
指定します。定義されて
いない場合は、適切なデ
フォルトスレッドファク
トリーが使用されます。

いいえ thread-factory

コアタイムアウトの許可 コアスレッドがタイムア
ウトする可能性があるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ allow-core-timeout

コアスレッド 最大プールサイズよりも
小さいコアスレッドプー
ルサイズ。定義されてい
ない場合、コアスレッド
プールサイズは最大ス
レッドプールサイズと同
じです。

いいえ core-threads:expr

handoff Executor タスクが受け入れられな
い場合にタスクを委譲す
るエグゼキューター。指
定されていない場合、受
け入れられないタスクは
警告なしで破棄されま
す。

いいえ handoff-executor

スレッドプールの種類 スレッドプールタイプ ◯ __type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9. EAP7: セキュリティーセキュリティー(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.3805 概要概要

説明： security サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: セキュリティードメイン(Profile)サービス」

「EAP7: Vault(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3806

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3807

Name description 必須必須 内部名内部名
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ディープコピーサブジェ
クトモード

セキュリティーマネー
ジャーが実行したサブ
ジェクトのコピーモード
を、サブジェクトプリン
シパルと認証情報のク
ローン可能な場合はコ
ピーするディープコピー
に設定します。複数のス
レッドに同じアイデン
ティティーがある場合に
破損できる変更可能なコ
ンテンツが含まれ、ある
スレッドでサブジェクト
を消去するキャッシュフ
ラッシュ/ログアウトに
より、他のスレッドに影
響するサブジェクト参照
が含まれる場合は true
に設定する必要がありま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ deep-copy-subject-
mode

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1. EAP7: セキュリティードメインセキュリティードメイン(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3808 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - ACL(Profile)サービス」

「EAP7: 監査(Profile)サービス」
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「EAP7 - 認証(Classic - Profile)サービス」

「EAP7 - 認証(Jaspi - Profile)サービス」

「EAP7: 承認(Profile)サービス」

「EAP7: Identity Trust(Profile)サービス」

「EAP7: JSSE(Profile)サービス」

「EAP7: マッピング(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3809

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3810

Name description 必須必須 内部名内部名

キャッシュタイプ キャッシュを追加して、
認証チェックを高速化し
ます。使用できる値は、
「default」で、簡単な
マップをキャッシュとし
て使用し、Infinispan
キャッシュを使用するた
めに 'infinispan' です。

いいえ cache-type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2608



3.4.2.5.9.1.1. EAP7 - ACL(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3811 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Acl Modules(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3812

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3813

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.1.1. EAP7: Acl Modules(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3814 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - モジュールオプション(Acl - Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3815

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3816

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code
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フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.1.1.1. EAP7 - モジュールオプションモジュールオプション(Acl - Profile)サービスサービス

概要

表表3.3817 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3818

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3819

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.2. EAP7: 監査監査(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3820 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: プロバイダーモジュール(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3821

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3822

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.2.1. EAP7: プロバイダーモジュールプロバイダーモジュール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3823 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - モジュールオプション（決定モジュール - プロファイル）サービス」

接続プロパティー

表表3.3824

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3825

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.2.1.1. EAP7 - モジュールオプション（決定モジュールモジュールオプション（決定モジュール - プロファイル）サービスプロファイル）サービス

概要

表表3.3826 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3827

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3828

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.3. EAP7 - 認証認証(Classic - Profile)サービスサービス

概要

表表3.3829 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - ログインモジュール(Classic - Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3830

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.3.1. EAP7 - ログインモジュールログインモジュール(Classic - Profile)サービスサービス

概要

表表3.3831 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション(Classic - Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3832

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3833

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code
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フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.3.1.1. EAP7: モジュールオプションモジュールオプション(Classic - Profile)サービスサービス

概要

表表3.3834 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3835

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3836

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.4. EAP7 - 認証認証(Jaspi - Profile)サービスサービス

概要

表表3.3837 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - ログインモジュールスタック(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3838

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3839

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.4.1. EAP7 - ログインモジュールスタックログインモジュールスタック(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3840 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - モジュールオプション（Login Module Stack(Profile)）サービス」

接続プロパティー

表表3.3841

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3842

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.4.1.1. EAP7 - モジュールオプション（モジュールオプション（Login Module Stack(Profile)）サービス）サービス

概要

表表3.3843 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3844
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表表3.3844

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3845

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.5. EAP7: 承認承認(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3846 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: 承認モジュール(Profile)サービス」

接続プロパティー
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表表3.3847

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3848

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.5.1. EAP7: 承認モジュール承認モジュール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3849 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション(Authorization - Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3850

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3851

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.5.1.1. EAP7: モジュールオプションモジュールオプション(Authorization - Profile)サービスサービス
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概要

表表3.3852 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3853

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3854

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.6. EAP7: Identity Trust(Profile)サービスサービス

概要
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表表3.3855 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Identity Trust Modules(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3856

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3857

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.6.1. EAP7: Identity Trust Modules(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3858 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - モジュールオプション（Identity 信頼 - プロファイル）サービス」

接続プロパティー

表表3.3859

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3860

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code
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フラグ このフラグは、モジュー
ルがどのように手順全体
にわたるかを制御しま
す。使用できる値は必須
であり、必須、十分、ま
たはオプションです。

◯ フラグ

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.6.1.1. EAP7 - モジュールオプション（モジュールオプション（Identity 信頼信頼 - プロファイル）サービスプロファイル）サービス

概要

表表3.3861 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3862

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3863

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.7. EAP7: JSSE(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3864 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3865

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.3866

Name description 必須必須 内部名内部名

暗号化スイート SSLSocket で有効にす
る暗号スイートのコンマ
区切りリスト。

いいえ cipher-suites

クライアントエイリアス KeyManager がクライア
ントエイリアスを選択す
るときに使用するエイリ
アス。

いいえ client-alias

クライアント認証 クライアントの証明書も
サーバー側で認証される
必要があるかどうかを示
すブール値属性。

いいえ client-auth

キーマネージャー JSEE キーマネージャー
ファクトリー

いいえ key-manager

keystore JSSE キーストアの設定 いいえ keystore

プロトコル SSLSocket で有効にす
るプロトコルのコンマ区
切りリスト。

いいえ プロトコル

Server Alias KeyManager がサーバー
エイリアスを選択すると
きに使用するエイリア
ス。

いいえ server-alias

Service Auth Token KeyStore から
PrivateKey を取得する
トークン。

いいえ service-auth-token

トラストマネージャー JSEE Trust Manager
ファクトリー

いいえ trust-manager

truststore JSSE トラストストアの
設定

いいえ truststore

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
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NONE

3.4.2.5.9.1.8. EAP7: マッピングマッピング(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3867 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: マッピングモジュール(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3868

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3869

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code

type このモジュールが実行す
るマッピングのタイプ。
使用できる値は
principal、role、
attribute、または
credential です。

◯ type

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.8.1. EAP7: マッピングモジュールマッピングモジュール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3870 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプション（マッピング - プロファイル）サービス」

接続プロパティー

表表3.3871

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3872

Name description 必須必須 内部名内部名

code インスタンス化するモ
ジュールのクラス名。

◯ code
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type このモジュールが実行す
るマッピングのタイプ。
使用できる値は
principal、role、
attribute、または
credential です。

◯ type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.1.8.1.1. EAP7: モジュールオプション（マッピングモジュールオプション（マッピング - プロファイル）サービスプロファイル）サービス

概要

表表3.3873 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3874

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE
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設定プロパティー

表表3.3875

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション  いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.9.2. EAP7: Vault(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3876 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3877

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
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表表3.3878

Name description 必須必須 内部名内部名

code セキュリティー vault 実
装の完全修飾名。

いいえ code

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10. EAP7: ActiveMQMessaging(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.3879 概要概要

説明： messaging サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: ActiveMQ Artemis(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3880

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
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NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1. EAP7: ActiveMQ Artemis(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3881 概要概要

説明： ActiveMQ Artemis ベースのメッセージングサブシス
テム

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7 - JMS キュー(Profile)サービス」

「EAP7 - JMS トピック(Profile)サービス」

「EAP7 - 接続ファクトリー(Profile)サービス」

「EAP7 - プールされた接続ファクトリー(Profile)サービス」

「EAP7: セキュリティー設定(Profile)サービス」

「EAP7: アドレス設定(Profile)サービス」

「EAP7: Grouping Handler(Profile)サービス」

「EAP7: アクセプター(Profile)サービス」

「EAP7 - コネクター（ActiveMQ - プロファイル）サービス」

「EAP7 - VMアクセプター(Profile)サービス」

「EAP7 - VM Connector(Profile)サービス」

「EAP7: リモートアクセプター(Profile)サービス」

「EAP7 - リモートコネクター(Profile)サービス」

「EAP7: 迂回(Profile)サービス」

「EAP7: キュー(Profile)サービス」

「EAP7: コアアドレス(Profile)サービス」

「EAP7: クラスター接続(Profile)サービス」
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「EAP7: ブロードキャストグループ(Profile)サービス」

「EAP7 - Path(Profile)サービス」

「EAP7: Bridge(Profile)サービス」

「EAP7 - 検出グループ(Profile)サービス」

「EAP7: コネクターサービス(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3882

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3883

Name description 必須必須 内部名内部名

Async 接続実行が有効に
なっている

サーバー上の着信パケッ
トをスレッドプールから
スレッドに送信すべきか
どうか。False（リモー
ティングスレッドで処理
する必要がある場合）。
デフォルト値は true で
す。

いいえ async-connection-
execution-enabled

クラスターパスワード クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
パスワード。デフォルト
値は CHANGE ME!! で
す。

いいえ cluster-password
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クラスターユーザー クラスター化されたノー
ド間の通信にクラスター
接続によって使用される
ユーザー。デフォルト値
は
ACTIVEMQ.CLUSTER.A
DMIN.USER です。

いいえ cluster-user

connection Ttl
Override:expr

設定した場合、ping を
受信せずに接続を維持す
るための（ミリ秒単位）
を上書きします。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ connection-ttl-
override:expr

Create Bindings Dir サーバーが起動時に
bindings ディレクトリー
を作成するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ create-bindings-dir

ジャーナルダーの作成 サーバーが起動時に
ジャーナルディレクト
リーを作成するかどう
か。デフォルト値は
true です。

いいえ create-journal-dir

ID キャッシュサイズ：
expr

メッセージ ID を事前作
成するためのキャッシュ
のサイズ。デフォルト値
は 20000 です。

いいえ id-cache-size:expr

受信インターセプター このサーバーによって使
用される受信インターセ
プタークラスの一覧。

いいえ incoming-interceptors

JMX ドメイン MBeanServer に内部
ActiveMQ MBean を登
録するために使用される
JMX ドメイン。デフォ
ルト値は
org.apache.activemq.art
emis です。

いいえ jmx-domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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JMX 管理が有効になっ
ている

ActiveMQ が JMX を介
して内部管理 API を公開
するかどうか。これらの
MBean にアクセスする
と設定の一貫性がなくな
るため、これは推奨され
ません。デフォルト値は
false です。

いいえ jmx-management-
enabled

ジャーナルバッファーサ
イズ：expr

ジャーナルの内部バッ
ファーのサイズ。

いいえ journal-buffer-size:expr

ジャーナルバッファータ
イムアウト：expr

ジャーナルの内部バッ
ファーのフラッシュに使
用されるタイムアウト
（ナノ秒）。

いいえ journal-buffer-
timeout:expr

journal Compact Min
Files:expr

圧縮開始前のジャーナル
データファイルの最小
数。デフォルト値は 10
です。

いいえ journal-compact-min-
files:expr

journal Compact
Percentage:expr

ジャーナルを圧縮するこ
とを検討するライブデー
タのパーセンテージ。デ
フォルト値は 30 です。

いいえ journal-compact-
percentage:expr

ジャーナルファイルサイ
ズ：expr

各ジャーナルファイルの
サイズ（バイト単位）。
デフォルト値は
10485760 です。

いいえ journal-file-size:expr

journal Max Io:expr AIO キューに常時存在で
きる書き込み要求の最大
数。

いいえ journal-max-io:expr

ジャーナルの最小ファイ
ル：expr

事前作成するジャーナル
ファイルの数。デフォル
ト値は 2 です。

いいえ journal-min-files:expr

ジャーナルプールファイ
ル：expr

再利用可能なジャーナル
ファイルの数。
ActiveMQ は必要な数の
ファイルを作成します
が、ファイルを回収する
際には値に縮小されます
（-1 は無制限を意味しま
せん）。デフォルト値は
-1 です。

いいえ journal-pool-files:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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ジャーナル同期非トラン
ザクション

クライアントに応答を返
す前に、非トランザク
ションデータをジャーナ
ルに同期するのを待機す
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ journal-sync-non-
transactional

ジャーナル同期トランザ
クション

クライアントに応答を返
す前にトランザクション
データをジャーナルに同
期するのを待機するかど
うか。デフォルト値は
true です。

いいえ journal-sync-
transactional

ジャーナルのタイプ 使用するジャーナルのタ
イプ。デフォルト値は
ASYNCIO です。

いいえ journal-type

ログジャーナルの書き込
み速度

ジャーナルの書き込み
レートとフラッシュレー
トを定期的にログに記録
するかどうか。デフォル
ト値は false です。

いいえ log-journal-write-rate

管理アドレス 管理メッセージを送信す
るアドレス。デフォルト
値は
jms.queue.activemq.man
agement です。

いいえ management-address

管理通知アドレス コンシューマーがバイン
ドして管理通知を受信す
るアドレスの名前。デ
フォルト値は
activemq.notifications
です。

いいえ management-
notification-address

メモリー測定間隔：expr ミリ秒単位の JVM メモ
リーのサンプル頻度（ま
たは -1（メモリーサンプ
リングを無効にする場
合））。デフォルト値は
-1 です。

いいえ memory-measure-
interval:expr

Memory Warning
Threshold:expr

利用可能なメモリーの割
合（超過した場合）は警
告ログになります。デ
フォルト値は 25 です。

いいえ memory-warning-
threshold:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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Message Counter Max
Day History:expr

メッセージカウンター履
歴を保持する日数。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ message-counter-max-
day-history:expr

メッセージカウンターサ
ンプル期間：expr

メッセージカウンターに
使用するサンプル期間
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 10000 です。

いいえ message-counter-
sample-period:expr

メッセージの有効期限：
expr

期限切れのメッセージを
スキャンする頻度（ミリ
秒単位）。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ message-expiry-scan-
period:expr

メッセージの有効期限ス
レッド優先度：expr

スレッドが期限切れにす
るメッセージの優先度。
デフォルト値は 3 です。

いいえ message-expiry-thread-
priority:expr

発信インターセプター このサーバーによって使
用される送信インターセ
プタークラスの一覧。

いいえ outgoing-interceptors

Vm セキュリティーの
オーバーライド

ActiveMQ サーバーが
in-vm 接続のセキュリ
ティー認証情報を上書き
するかどうか。デフォル
ト値は true です。

いいえ override-in-vm-security

Page Max Concurrent
Io:expr

ページングに許可される
同時読み取りの最大数。
デフォルト値は 5 です。

いいえ page-max-concurrent-
io:expr

perf Blast Pages:expr TODO。デフォルト値は
-1 です。

いいえ perf-blast-pages:expr

配信前の配信数の永続化 配信数が配信前に永続化
されるかどうか。False
は、メッセージがキャン
セルされた後にのみ発生
することを意味します。
デフォルト値は false で
す。

いいえ persist-delivery-count-
before-delivery

アイデンティティー
キャッシュの永続化

ID がジャーナルに永続
化されるかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persist-id-cache

Name description 必須必須 内部名内部名
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persistence Enabled サーバーが永続にファイ
ルベースのジャーナルを
使用するかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ persistence-enabled

同期速度テストの実行 起動時に、ディスクを同
期する際の診断テストを
実行するかどうか。パ
フォーマンスの問題を判
断する際に便利です。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ run-sync-speed-test

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ：
expr

メインのスケジュールス
レッドプールがあるス
レッドの数。デフォルト
値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

セキュリティードメイン ユーザーおよびロール情
報の検証に使用するセ
キュリティードメイン。
デフォルト値は other で
す。

いいえ security-domain

Security Enabled セキュリティーが有効に
なっているかどうか。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ security-enabled

Security Invalidation
Interval:expr

セキュリティーキャッ
シュを無効にするまで待
機する時間（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
10000 です。

いいえ security-invalidation-
interval:expr

Server Dump
Interval:expr

基本的なランタイム情報
をサーバーログにダンプ
する頻度。1 未満の値を
指定するとこの機能が無
効になります。デフォル
ト値は -1 です。

いいえ server-dump-
interval:expr

statistics Enabled メッセージカウンターな
どの統計の収集が有効で
あるかどうか。デフォル
ト値は false です。

いいえ statistics-enabled

Name description 必須必須 内部名内部名
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スレッドプール最大サイ
ズ：expr

メインスレッドプールの
スレッド数。-1 は無制限
を意味します。デフォル
ト値は 30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

transaction
Timeout:expr

作成後にトランザクショ
ンをリソースマネー
ジャーから削除するまで
の時間（ミリ秒単位）。
デフォルト値は
300000 です。

いいえ transaction-
timeout:expr

トランザクションタイム
アウトスキャンの間隔：
expr

タイムアウトトランザク
ションをスキャンする頻
度（ミリ秒単位）。デ
フォルト値は 1000 で
す。

いいえ transaction-timeout-
scan-period:expr

Wild Card Routing
Enabled

サーバーがワイルドカー
ドルーティングをサポー
トするかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ wild-card-routing-
enabled

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.1. EAP7 - JMS キューキュー(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3884 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2642



接続プロパティー

表表3.3885

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3886

Name description 必須必須 内部名内部名

durable キューが永続化されてい
るかどうか。デフォルト
値は true です。

いいえ durable

entries キューがバインドされる
jndi 名。

◯ entries

selector キューセレクター。 いいえ selector

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.2. EAP7 - JMS トピックトピック(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3887 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3888

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3889

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 キューがバインドされる
jndi 名。

◯ entries

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.3. EAP7 - 接続ファクトリー接続ファクトリー(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3890 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3891

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3892

Name description 必須必須 内部名内部名

自動グループ メッセージのグループ化
が自動的に使用されるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send

実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send
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大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

Call failover
Timeout:expr

フェイルオーバー時に使
用するタイムアウトはプ
ロセス中（ms 単位）で
す。デフォルト値は -1
です。

いいえ call-failover-
timeout:expr

Call Timeout:expr 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout:expr

Client Failure Check
period:expr

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period:expr

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

大きなメッセージの圧縮 大きいメッセージを圧縮
すべきかどうか。デフォ
ルト値は false です。

いいえ compress-large-
messages

確認ウィンドウサイズ：
expr

確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size:expr

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.apache.activemq.art
emis.api.core.client.load
balance.RoundRobinCon
nectionLoadBalancingP
olicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

connection Ttl:expr コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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コネクター コネクターを定義しま
す。これらはコネクター
名（未定義の値を持つ）
によってマップに保存さ
れます。この属性を書き
込むときにコネクター名
のリストを渡すことがで
きます。

いいえ コネクター

consumer Max Rate:expr コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-
rate:expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ：expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-
size:expr

検出グループ 検出グループ名。 いいえ discovery-group

DUPS Ok Batch
Size:expr

重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size:expr

entries 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

ファクトリータイプ 接続ファクトリーのタイ
プ。デフォルト値は
GENERIC です。

いいえ factory-type

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

max Retry Interval:expr 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval:expr

大きいメッセージの最小
サイズ：expr

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-
size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサー Max
Rate:expr

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate:expr

producer Window
Size:expr

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-
size:expr

reconnect
Attempts:expr

再接続試行回数。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ reconnect-
attempts:expr

retry Interval:expr 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval:expr

Retry Interval
Multiplier:expr

再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-
multiplier:expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ：
expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

スレッドプール最大サイ
ズ：expr

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

トランザクションバッチ
サイズ：expr

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-
size:expr

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.5.10.1.4. EAP7 - プールされた接続ファクトリープールされた接続ファクトリー(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3893 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3894

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3895

Name description 必須必須 内部名内部名

自動グループ メッセージのグループ化
が自動的に使用されるか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ auto-group

確認応答時のブロック 確認応答時にブロックを
設定するには true で
す。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-acknowledge

永続性のある送信のブ
ロック

true の場合は、永続送信
時にブロックを設定しま
す。デフォルト値は
true です。

いいえ block-on-durable-send
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実行中でない送信のブ
ロック

true の場合は、非永続送
信時にブロックを設定し
ます。デフォルト値は
false です。

いいえ block-on-non-durable-
send

大きなメッセージクライ
アントのキャッシュ

大きいメッセージを
キャッシュする場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ cache-large-message-
client

Call failover
Timeout:expr

フェイルオーバー時に使
用するタイムアウトはプ
ロセス中（ms 単位）で
す。デフォルト値は -1
です。

いいえ call-failover-
timeout:expr

Call Timeout:expr 呼び出し時間。デフォル
ト値は 30000 です。

いいえ call-timeout:expr

Client Failure Check
period:expr

クライアント障害チェッ
クの間隔。デフォルト値
は 30000 です。

いいえ client-failure-check-
period:expr

クライアント ID クライアント ID。 いいえ client-id

大きなメッセージの圧縮 大きいメッセージを圧縮
すべきかどうか。デフォ
ルト値は false です。

いいえ compress-large-
messages

確認ウィンドウサイズ：
expr

確認ウィンドウサイズ。
デフォルト値は -1 で
す。

いいえ confirmation-window-
size:expr

接続負荷分散ポリシーク
ラス名

クライアントがクラス
ター内の異なるノード間
でセッションをロードバ
ランシングするために使
用できるクライアント側
のロードバランシングポ
リシーを実装するクラス
の名前。デフォルト値は
org.apache.activemq.art
emis.api.core.client.load
balance.RoundRobinCon
nectionLoadBalancingP
olicy です。

いいえ connection-load-
balancing-policy-class-
name

Name description 必須必須 内部名内部名
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connection Ttl:expr コネクション ttl。デ
フォルト値は 60000 で
す。

いいえ connection-ttl:expr

コネクター コネクターを定義しま
す。これらはコネクター
名（未定義の値を持つ）
によってマップに保存さ
れます。この属性を書き
込むときにコネクター名
のリストを渡すことがで
きます。

いいえ コネクター

consumer Max Rate:expr コンシューマーの最大
レート。デフォルト値は
-1 です。

いいえ consumer-max-
rate:expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ：expr

コンシューマーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ consumer-window-
size:expr

検出グループ 検出グループ名。 いいえ discovery-group

DUPS Ok Batch
Size:expr

重複 OK のバッチサイ
ズ。デフォルト値は
1048576 です。

いいえ dups-ok-batch-size:expr

entries 接続ファクトリーがバイ
ンドされる必要がある
jndi 名。

◯ entries

初回接続時のフェイル
オーバー

true は、初期接続でフェ
イルオーバーします。デ
フォルト値は false で
す。

いいえ failover-on-initial-
connection

Group ID グループ ID。 いいえ group-id

Ha 接続ファクトリーが高可
用性に対応しているかど
うか。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

max Retry Interval:expr 最大再試行間隔。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ max-retry-interval:expr

大きいメッセージの最小
サイズ：expr

大きいメッセージの最小
サイズ。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-
size:expr

Name description 必須必須 内部名内部名
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事前確認応答 事前確認応答の場合は
true です。デフォルト値
は false です。

いいえ pre-acknowledge

プロデューサー Max
Rate:expr

プロデューサーの最大
値。デフォルト値は -1
です。

いいえ producer-max-rate:expr

producer Window
Size:expr

プロデューサーウィンド
ウサイズ。デフォルト値
は 65536 です。

いいえ producer-window-
size:expr

プロトコルマネージャー
ファクトリー

この接続ファクトリーに
よって使用されるプロト
コルマネージャーファク
トリー。

いいえ protocol-manager-
factory

reconnect
Attempts:expr

再接続試行回数。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ reconnect-
attempts:expr

retry Interval:expr 再試行の間隔。デフォル
ト値は 2000 です。

いいえ retry-interval:expr

Retry Interval
Multiplier:expr

再試行間隔の乗数。デ
フォルト値は 1.0 です。

いいえ retry-interval-
multiplier:expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ：
expr

スケジュールスレッド
プールの最大サイズ。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ scheduled-thread-pool-
max-size:expr

スレッドプール最大サイ
ズ：expr

スレッドプールの最大サ
イズ。デフォルト値は
30 です。

いいえ thread-pool-max-
size:expr

トランザクションバッチ
サイズ：expr

トランザクションのバッ
チサイズ。デフォルト値
は 1048576 です。

いいえ transaction-batch-
size:expr

グローバルプールの使用 グローバルプールを使用
するための true。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-global-pools

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.5. EAP7: セキュリティー設定セキュリティー設定(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3896 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: ロール(Profile)サービス」

接続プロパティー

表表3.3897

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.5.1. EAP7: ロールロール(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3898 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3899

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3900

Name description 必須必須 内部名内部名

消費 パーミッションにより、
ユーザーは一致するアド
レスにバインドされた
キューからのメッセージ
を消費することができま
す。デフォルト値は
false です。

◯ 消費

プロデューサーキューの
作成

このパーミッションによ
り、ユーザーは永続
キューを作成できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ create-durable-queue

プロデューサー以外の
キューの作成

このパーミッションによ
り、ユーザーは一時
キューを作成できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ create-non-durable-
queue
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プロデューサーキューの
削除

このパーミッションによ
り、ユーザーは永続
キューを削除できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ delete-durable-queue

実行中でないキューの削
除

このパーミッションによ
り、ユーザーは一時
キューを削除できます。
デフォルト値は false で
す。

◯ delete-non-durable-
queue

管理 このパーミッションによ
り、ユーザーは管理アド
レスに管理メッセージを
送信して管理操作を実行
できます。デフォルト値
は false です。

◯ 管理

send このパーミッションによ
り、ユーザーは一致する
アドレスにメッセージを
送信できます。デフォル
ト値は false です。

◯ send

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.6. EAP7: アドレス設定アドレス設定(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3901 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー

表表3.3902

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3903

Name description 必須必須 内部名内部名

Address Full Policy max-size-bytes が指定
されているアドレスが満
杯になると発生する内容
を決定します。
（page、DROP、または
BLOCK）。デフォルト
値は PAGE です。

いいえ address-full-policy

デッドレターアドレス デッドレターアドレス いいえ dead-letter-address

期限切れアドレス 期限切れのメッセージを
送信する場所を定義しま
す。

いいえ expiry-address

最後の値キュー キューが最後の値のみを
使用するかどうかを定義
します。デフォルト値は
false です。

いいえ last-value-queue

最大配信試行回数 dead-letter-address に
送信する前にキャンセル
メッセージを再配信でき
る回数を定義します。デ
フォルト値は 10 です。

いいえ max-delivery-attempts

最大サイズバイト数 最大バイトサイズ。デ
フォルト値は -1 です。

いいえ max-size-bytes

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2656



メッセージカウンター履
歴日の制限

メッセージカウンター履
歴の日付制限。デフォル
ト値は 0 です。

いいえ message-counter-
history-day-limit

ページ最大キャッシュサ
イズ

ページングナビゲーショ
ン中に IO を最適化する
ためにメモリー内に保持
するページファイルの
数。デフォルト値は 5 で
す。

いいえ page-max-cache-size

ページサイズバイト ページングサイズ。デ
フォルト値は 10485760
です。

いいえ page-size-bytes

redelivery Delay キャンセルメッセージを
再配信するまでの待機時
間を定義します。デフォ
ルト値は 0 です。

いいえ redelivery-delay

再分配遅延 キューの最後のコン
シューマーが閉じられて
からメッセージを再分配
するまでの待機時間を定
義します。デフォルト値
は -1 です。

いいえ redistribution-delay

ルートなしの Dla への送
信

このパラメーターがその
アドレスの true に設定
される場合、メッセージ
がどのキューにもルー
ティングされないと、そ
のアドレスのデッドレ
ターアドレス(DLA)に送
信されます（存在する場
合）。デフォルト値は
false です。

いいえ send-to-dla-on-no-
route

自動作成 Jms キュー JMS プロデューサーま
たはコンシューマーがこ
のようなキューを使用し
ようとするときに、
ActiveMQ が address-
settings 一致に対応する
JMS キューを自動的に
作成するかどうかを決定
します。

いいえ auto-create-jms-queues

Name description 必須必須 内部名内部名
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Jms キューの自動削除 自動作成された JMS
キューにコンシューマー
やメッセージがない場合
に ActiveMQ が自動的に
削除するかどうかを決定
します。

いいえ auto-delete-jms-queues

期限切れ遅延 デフォルトの有効期限を
使用してメッセージに使
用される有効期限を定義
します。

いいえ expiry-delay

最大再配信遅延 redelivery-delay の最大
値（ミリ秒単位）。

いいえ max-redelivery-delay

redelivery Multiplier redelivery-delay パラ
メーターに適用する乗
数。

いいえ redelivery-multiplier

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.7. EAP7: Grouping Handler(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3904 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3905
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3906

Name description 必須必須 内部名内部名

ハンドラーのグルーピン
グアドレス

クラスター接続および使
用するアドレスへの参
照。

◯ grouping-handler-
address

timeout 処理を決定するまで待機
する時間。このタイムア
ウトに達すると、順序付
けが厳格に保持されるよ
うにするには、送信中に
例外が発生します。デ
フォルト値は 5000 で
す。

いいえ timeout

type ハンドラーが、処理の決
定を行うクラスターの単
一の 'Local' ハンドラー
であるか、ローカルハン
ドラーと対話する
'Remote' ハンドラーで
あるか。

いいえ type

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.8. EAP7: アクセプターアクセプター(Profile)サービスサービス
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概要

表表3.3907 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.3908

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3909

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス ファクトリークラス。 ◯ factory-class

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.5.10.1.8.1. EAP7: Param サービスサービス

概要

表表3.3910 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3911

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3912

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.9. EAP7 - コネクター（コネクター（ActiveMQ - プロファイル）サービスプロファイル）サービス
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概要

表表3.3913 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.3914

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3915

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス ファクトリークラス。 ◯ factory-class

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.5.10.1.9.1. EAP7: Param サービスサービス

概要

表表3.3916 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3917

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3918

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.10. EAP7 - VMアクセプターアクセプター(Profile)サービスサービス
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概要

表表3.3919 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.3920

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3921

Name description 必須必須 内部名内部名

サーバー ID サーバー ID。 ◯ server-id

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.10.1. EAP7: Param サービスサービス
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概要

表表3.3922 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3923

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3924

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.11. EAP7 - VM Connector(Profile)サービスサービス

概要
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表表3.3925 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.3926

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3927

Name description 必須必須 内部名内部名

サーバー ID サーバー ID。 ◯ server-id

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.11.1. EAP7: Param サービスサービス

概要

表表3.3928 概要概要
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表表3.3928 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3929

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3930

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.12. EAP7: リモートアクセプターリモートアクセプター(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3931 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.3932

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3933

Name description 必須必須 内部名内部名

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.12.1. EAP7: Param サービスサービス

概要
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表表3.3934 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3935

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3936

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.13. EAP7 - リモートコネクターリモートコネクター(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3937 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.3938

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3939

Name description 必須必須 内部名内部名

ソケットバインディング ソケットバインディング
参照。

いいえ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.13.1. EAP7: Param サービスサービス

概要
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表表3.3940 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3941

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3942

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.14. EAP7: 迂回迂回(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3943 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: モジュールオプションサービス」

接続プロパティー

表表3.3944

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3945

Name description 必須必須 内部名内部名

迂回アドレス 迂回元アドレス ◯ divert-address

exclusive 迂回が排他的であるかど
うか。メッセージが新し
いアドレスに迂回され、
古いアドレスにはまった
く送信されないことを意
味します。デフォルト値
は false です。

いいえ exclusive
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filter オプションのフィルター
文字列。指定されたフィ
ルター式に一致するメッ
セージのみが迂回されま
す。フィルター文字列
は、ActiveMQ Artemis
ドキュメントで説明され
ている ActiveMQ
Artemis フィルター式構
文に従います。

いいえ filter

転送アドレス 迂回先のアドレス ◯ forwarding-address

ルーティング名 迂回のルーティング名 いいえ routing-name

トランスフォーマークラ
ス名

迂回前にメッセージのボ
ディーまたはプロパ
ティーを変更するために
使用されるクラスの名
前。

いいえ transformer-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.14.1. EAP7: モジュールオプションサービスモジュールオプションサービス

概要

表表3.3946 概要概要

説明： 使用するモジュールオプション。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3947
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表表3.3947

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3948

Name description 必須必須 内部名内部名

モジュールオプション モジュールオプションの
リスト。

いいえ モジュールオプション

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.15. EAP7: キューキュー(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3949 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー
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表表3.3950

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3951

Name description 必須必須 内部名内部名

durable キューが永続化されるか
どうかを定義します。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ durable

filter キューメッセージのフィ
ルター定義。未定義また
は空のフィルターはすべ
てのメッセージに一致し
ます。

いいえ filter

キューアドレス ルーティングメッセージ
に使用されるアドレスを
定義するキューアドレ
ス。

◯ queue-address

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.16. EAP7: コアアドレスコアアドレス(Profile)サービスサービス

概要
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表表3.3952 概要概要

説明： ActiveMQ Artemis アドレスを表すランタイムのみの
リソース。ゼロ以上のキューは単一のアドレスにバ
インドできます。メッセージがルーティングされる
と、メッセージのアドレスにバインドされたキュー
のセットにルーティングされます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3953

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

ランタイムの追加  ◯ includeRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3954

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディング名 このアドレスにバインド
されるすべてのバイン
ディングの名前（キュー
および迂回の両方）。

◯ binding-names

ページあたりのバイト数 このアドレスの各ページ
によって使用されるバイ
ト数。

◯ number-of-bytes-per-
page

ページ数 このアドレスによって使
用されるページ数。

◯ number-of-pages
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キュー名 アドレスに関連付けられ
たキューの名前。

◯ queue-names

roles アドレスに関連付けられ
たセキュリティーロール
（名前およびパーミッ
ション）の一覧。

◯ roles

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.17. EAP7: クラスター接続クラスター接続(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3955 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3956

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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NONE

設定プロパティー

表表3.3957

Name description 必須必須 内部名内部名

呼び出しタイムアウト クラスター接続によるリ
モート呼び出しのタイム
アウト（ミリ秒単位）。
デフォルト値は 30000
です。

いいえ call-timeout

チェック期間 クライアント障害チェッ
クの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
30000 です。

いいえ check-period

クラスター接続アドレス 各クラスター接続は、こ
の値で始まるアドレスに
送信されるメッセージの
みに適用されます。

◯ cluster-connection-
address

確認ウィンドウのサイズ ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。デフォル
ト値は 1048576 です。

いいえ confirmation-window-
size

接続 Ttl クラスター接続で使用さ
れる接続が正常であると
見なされる最大時間（ミ
リ秒単位）。デフォルト
値は 60000 です。

いいえ connection-ttl

connector Ref ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。

◯ connector-ref

検出グループ名 このクラスター接続が接
続を確立するクラスター
内の他のサーバーのリス
トを取得するために使用
される検出グループ。
「static-connectors」が
定義されている場合は、
未定義(null)である必要
があります。

いいえ discovery-group-name
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コンシューマーがない場
合の forward

一致するか、他のノード
にあるかに関係なく、ク
ラスターの他のノード間
でメッセージが分散され
るラウンドロビンである
かどうか。false（デ
フォルト）に設定する
と、転送先のアドレスに
コンシューマーが含まれ
るキューがあり、それら
のセレクターの少なくと
も 1 つがメッセージフィ
ルター（セレクター）が
ある場合に限り、
ActiveMQ Artemis はク
ラスターの他のノードに
メッセージを転送しま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ forward-when-no-
consumers

最大 Hops メッセージの転送最大回
数。ActiveMQ Artemis
は、チェーンの中間とし
て他の ActiveMQ
Artemis サーバーと間接
的にのみ接続される可能
性のあるノードにメッ
セージを負荷分散するよ
うに設定することもでき
ます。デフォルト値は 1
です。

いいえ max-hops

最大再試行間隔 接続を再試行するために
使用される最大間隔。デ
フォルト値は 2000 で
す。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

メッセージの最小サイズ
（バイト単位）。メッ
セージが大きいメッセー
ジとみなされるまでの最
小サイズ（バイト単
位）。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

Reconnect Attempts 断念してシャットダウン
するまでにブリッジが行
う再接続試行の総回数。
-1 の値は、無制限の試行
回数を示します。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ reconnect-attempts

Name description 必須必須 内部名内部名
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Retry Interval ターゲットサーバーへの
接続に失敗した場合の後
続の再接続試行の間隔
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 500 です。

いいえ retry-interval

Retry Interval Multiplier 最後の再試行から次の再
試行までの時間を計算す
るために時間に適用する
乗数。これにより、再試
行の間隔に指数バックオ
フを実装することができ
ます。デフォルト値は
1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

静的コネクター このクラスター接続が接
続を確立するコネクター
の静的に定義されたリス
ト。'discovery-group-
name' が定義されている
場合は、未定義(null)で
ある必要があります。

いいえ static-
connectors:nullable

重複検出の使用 ブリッジが、転送する各
メッセージに重複 ID プ
ロパティーを自動的に挿
入するかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ use-duplicate-detection

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.18. EAP7: ブロードキャストグループブロードキャストグループ(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3958 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3959

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3960

Name description 必須必須 内部名内部名

ブロードキャスト期間 連続するブロードキャス
トの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
2000 です。

いいえ broadcast-period

コネクター ブロードキャストされる
コネクターの名前を指定
します。

いいえ コネクター

ソケットバインディング ブロードキャストグルー
プソケットバインディン
グ。

◯ socket-binding

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.5.10.1.19. EAP7 - Path(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3961 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3962

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3963

Name description 必須必須 内部名内部名
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path 実際のファイルシステム
パス。'relative-to' 属性
が指定されていない限
り、絶対パスとして処理
されます。この場合、値
はそのパスの相対パスと
して処理されます。
絶対パスとして処理され
た場合、この属性の値に
よって指定された実際の
ランタイムパス名は以下
のようになります。
この値がすでに絶対値で
ある場合、値は直接使用
されます。それ以外の場
合は、ランタイムパス名
をシステムに依存して解
決します。UNIX システ
ムでは、相対パス名は、
現在のユーザーディレク
トリーに対して解決する
ことで絶対的になりま
す。Microsoft Windows
システムでは、相対パス
名は pathname により名
前が付けられたドライブ
の現在のディレクトリー
に対して完全に解決され
ます。存在する場合は、
現在のユーザーディレク
トリーに対して解決され
ます。

◯ path

相対値 以前指定された別のパス
の名前、またはシステム
によって提供される標準
的なパスの 1 つ。
'relative-to' を指定する
と、'path' 属性の値は、
この属性によって指定さ
れたパスに対する相対値
として処理されます。シ
ステムが提供する標準パ
スには、以下が含まれま
す。

jboss.home:
JBoss AS ディ
ストリビュー
ションのルート
ディレクトリー

user.home -
ユーザーのホー
ムディレクト

いいえ relative-to

Name description 必須必須 内部名内部名
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リー

user.dir - ユー
ザーの現在の作
業ディレクト
リー

java.home -
java インストー
ルディレクト
リー

jboss.server.ba
se.dir: 個々の
サーバーインス
タンスのルート
ディレクトリー

jboss.server.dat
a.dir: サーバー
が永続データ
ファイルの格納
に使用するディ
レクトリー

jboss.server.log
.dir: サーバーが
ログファイルス
トレージに使用
するディレクト
リー

jboss.server.tm
p.dir: サーバー
が一時ファイル
ストレージに使
用するディレク
トリー

jboss.domain.se
rvers.dir: ホスト
コントローラー
が個別のサー
バーインスタン
スの作業領域を
作成するディレ
クトリー

パスのタイプ パスのタイプ ◯ __name

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.20. EAP7: Bridge(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3964 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3965

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3966

Name description 必須必須 内部名内部名

チェック期間 クライアント障害チェッ
クの間隔（ミリ秒単
位）。デフォルト値は
30000 です。

いいえ check-period

確認ウィンドウのサイズ ターゲットノードにメッ
セージを転送するために
使用される接続に使用す
る confirmation-
window-size。デフォル
ト値は 1048576 です。

いいえ confirmation-window-
size
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接続 Ttl ブリッジで使用される接
続が動作していると見な
される最大時間（ミリ秒
単位）。デフォルト値は
60000 です。

いいえ connection-ttl

検出グループ名 このブリッジによって使
用される検出グループの
名前。「static-
connectors」が定義され
ている場合は、未定義
(null)である必要があり
ます。

いいえ discovery-group-name

サーバーのシャットダウ
ン時におけるフェイル
オーバー

ターゲットサーバーがク
ラッシュせずに正常に
シャットダウンされる場
合に、ブリッジがバック
アップサーバーへのフェ
イルオーバーを試みるか
どうか（指定されている
場合）。

いいえ failover-on-server-
shutdown

filter オプションのフィルター
文字列。指定した場合
は、指定したフィルター
式に一致するメッセージ
のみが転送されます。
フィルター文字列は、
ActiveMQ Artemis ド
キュメントで説明されて
いる ActiveMQ Artemis
フィルター式構文に従い
ます。

いいえ filter

転送アドレス メッセージが転送される
ターゲットサーバーのア
ドレス。転送アドレスを
指定しないと、メッセー
ジの元の宛先が保持され
ます。

いいえ forwarding-address

Ha このブリッジが高可用性
をサポートするべきかど
うか。true は、クラス
ター内の利用可能なサー
バーに接続し、フェイル
オーバーをサポートしま
す。デフォルト値は
false です。

いいえ ha

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大再試行間隔 接続を再試行するために
使用される最大間隔。デ
フォルト値は 2000 で
す。

いいえ max-retry-interval

大きいメッセージの最小
サイズ

メッセージの最小サイズ
（バイト単位）。メッ
セージが大きいメッセー
ジとみなされるまでの最
小サイズ（バイト単
位）。デフォルト値は
102400 です。

いいえ min-large-message-size

password リモートサーバーへのブ
リッジ接続の作成時に使
用するパスワード。この
オプションを指定しない
と、ルート messaging
サブシステムリソースの
cluster-password 属性に
よって指定されたデフォ
ルトのクラスターパス
ワードが使用されます。
デフォルト値は
CHANGE ME!! です。

いいえ password

キュー名 ブリッジが消費するロー
カルキューの一意の名
前。

◯ queue-name

Reconnect Attempts 断念してシャットダウン
するまでにブリッジが行
う再接続試行の総回数。
-1 の値は、無制限の試行
回数を示します。デフォ
ルト値は -1 です。

いいえ reconnect-attempts

Retry Interval ターゲットサーバーへの
接続に失敗した場合の後
続の再接続試行の間隔
（ミリ秒単位）。デフォ
ルト値は 2000 です。

いいえ retry-interval

Name description 必須必須 内部名内部名
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Retry Interval Multiplier 最後の再試行から次の再
試行までの時間を計算す
るために時間に適用する
乗数。これにより、再試
行の間隔に指数バックオ
フを実装することができ
ます。デフォルト値は
1.0 です。

いいえ retry-interval-multiplier

静的コネクター このブリッジによって使
用される静的に定義され
たコネクターの名前の一
覧。'discovery-group-
name' が定義されている
場合は、未定義(null)で
ある必要があります。

いいえ static-
connectors:nullable

トランスフォーマークラ
ス名

org.apache.activemq.art
emis.core.server.cluster.
Transformer インター
フェースを実装するユー
ザー定義クラスの名前。

いいえ transformer-class-name

重複検出の使用 ブリッジが、転送する各
メッセージに重複 ID プ
ロパティーを自動的に挿
入するかどうか。デフォ
ルト値は true です。

いいえ use-duplicate-detection

user リモートサーバーへのブ
リッジ接続の作成時に使
用するユーザー名。この
オプションを指定しない
と、ルート messaging
サブシステムリソースの
cluster-user 属性によっ
て指定されたデフォルト
のクラスターユーザーが
使用されます。デフォル
ト値は
ACTIVEMQ.CLUSTER.A
DMIN.USER です。

いいえ user

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.21. EAP7 - 検出グループ検出グループ(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3967 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3968

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3969

Name description 必須必須 内部名内部名

初期待機時間のタイムア
ウト

初期ブロードキャストが
クラスター内の少なくと
も 1 つのノードを提供す
るまで待機する期間（ミ
リ秒単位）。デフォルト
値は 10000 です。

いいえ initial-wait-timeout
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タイムアウトの更新 特定のサーバーから最後
のブロードキャストを受
信した後、そのサーバー
のコネクターペアエント
リーをリストから削除す
るまで検出グループが待
機する期間。デフォルト
値は 10000 です。

いいえ refresh-timeout

ソケットバインディング 検出グループソケットバ
インディング。

◯ socket-binding

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.22. EAP7: コネクターサービスコネクターサービス(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3970 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Param サービス」

接続プロパティー

表表3.3971

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3972

Name description 必須必須 内部名内部名

ファクトリークラス コネクターサービスをイ
ンスタンス化できるファ
クトリークラスのクラス
名。

◯ factory-class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.10.1.22.1. EAP7: Param サービスサービス

概要

表表3.3973 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3974
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3975

Name description 必須必須 内部名内部名

値 パラメーター値 ◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.11. EAP7: IIOP-OpenJDK サービスサービス

概要概要

表表3.3976 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3977
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3978

Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネント Via イン
ターセプターの追加

SSL コンポーネントを
IOR インターセプター
(on)インターセプターに
よって追加すべきかどう
かを示します（オフ）。
デフォルト値は true で
す。

いいえ add-component-via-
interceptor

AUTH メソッド 認証方法。有効な値は
'none' および
'username_password' で
す。デフォルト値は
username_password で
す。

いいえ auth-method

呼び出し元伝搬 呼び出し元アイデンティ
ティーを SAS コンテキ
ストで伝播すべきかどう
かを示します。有効な値
は「none」および
「supported」です。デ
フォルト値は none で
す。

いいえ caller-propagation

クライアント要件 クライアント SSL がパ
ラメーターを必要とする
ことを示します
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ client-requires
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クライアントサポート クライアント SSL がサ
ポートされるパラメー
ター（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ client-supports

機密性 トランスポートに機密性
の保護が必要であるかど
うかを示します。有効な
値は 'none'、
'supported'、および
'required' です。デフォ
ルト値は none です。

いいえ 機密性

その他の順序の検出 トランスポートに間違っ
た順序の検出が必要であ
るかどうかを示します。
有効な値は 'none'、
'supported'、および
'required' です。デフォ
ルト値は none です。

いいえ detect-misordering

Distegration（検出） トランスポートにリプレ
イの検出が必要であるか
どうかを示します。有効
な値は 'none'、
'supported'、および
'required' です。デフォ
ルト値は none です。

いいえ detect-replay

export Corbaloc ルートコンテキストを
corbaloc::address:port/
NameService(on)として
エクスポートすべきかど
うかを示します(off)。
デフォルト値は true で
す。

いいえ export-corbaloc

giop バージョン 使用される GIOP バー
ジョン。デフォルト値は
1.2 です。

いいえ giop-version

Name description 必須必須 内部名内部名
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High Water Mark:expr TCP 接続キャッシュパ
ラメーター。接続数がこ
の値を超えるたびに、
ORB が接続を再利用し
ようとします。回収され
た接続の数は、tcp-
number-to-reclaim プロ
パティーによって指定さ
れます。このプロパ
ティーが設定されていな
い場合は、デフォルトの
OpenJDK ORB として設
定されます。

いいえ high-water-mark:expr

完全性 トランスポートに整合性
の保護が必要であるかど
うかを示します。有効な
値は 'none'、
'supported'、および
'required' です。デフォ
ルト値は none です。

いいえ 完全性

Reclaim:expr 数 TCP 接続キャッシュパ
ラメーター。接続数が
tcp-high- water-mark プ
ロパティーを超えるたび
に、ORB は接続の回収
を試みます。回収された
接続の数は、このプロパ
ティーによって指定され
ます。設定されていない
場合は、デフォルトの
OpenJDK ORB として設
定されます。

いいえ number-to-reclaim:expr

永続サーバー ID サーバーの永続 ID。永
続オブジェクト参照は、
サーバーの多くのアク
ティビティーで有効であ
り、このプロパティーを
使用してこれを識別しま
す。そのため、同じサー
バーの多くのアクティ
ベーションでこのプロパ
ティーを同じ値に設定
し、同じホストで実行さ
れている異なるサーバー
インスタンスが異なる
サーバー ID を持つ必要
があります。デフォルト
値は 1 です。

いいえ persistent-server-id

Name description 必須必須 内部名内部名
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properties 汎用キー/値プロパ
ティーの一覧。

いいえ properties

realm 認証サービス(AS)レル
ム名。

いいえ realm

必須 認証が必要であるか、ま
たはそうでないか(false)
を示します。デフォルト
値は false です。

いいえ 必須

ルートコンテキスト ネーミングサービスの
ルートコンテキスト。デ
フォルト値は
JBoss/Naming/root で
す。

いいえ root-context

security セキュリティーインター
セプターがインストール
される(on)されるかどう
かを示します(off)。デ
フォルト値は none で
す。

いいえ security

セキュリティードメイン SSL 接続を確立するた
めに使用されるキーおよ
びトラストストアを保持
するセキュリティードメ
インの名前。

いいえ security-domain

サーバーの要件 サーバー SSL がパラ
メーターを必要とするこ
とを示す値（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ server-requires

サーバーのサポート サーバー SSL がサポー
トされるパラメーター
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ server-supports

ソケットバインディング ORB ポートを指定する
ソケットバインディング
設定の名前。デフォルト
値は iiop です。

いいえ socket-binding

Name description 必須必須 内部名内部名
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SSL ソケットバイン
ディング

ORB SSL を指定するソ
ケットバインディング設
定の名前。デフォルト値
は iiop-ssl です。

いいえ ssl-socket-binding

サポート Ssl SSL がサポート対象(on)
されるかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は false です。

いいえ support-ssl

トランザクション トランザクションイン
ターセプターがインス
トールされる（または
spec）されるかどうか
を示します（オフ）。
'on' が有効な値である
「spec」は、受信トラ
ンザクションコンテキス
トを拒否する仕様準拠
モード（JTS 以外）を有
効にします。デフォルト
値は none です。

いいえ トランザクション

クライアントでの信頼 トランスポートの確立に
クライアントの信頼が必
要であるかどうかを示し
ます。有効な値は
'none'、'supported'、お
よび 'required' です。デ
フォルト値は none で
す。

いいえ trust-in-client

ターゲットでの信頼 トランスポートの確立に
ターゲットへの信頼が必
要であるかどうかを示し
ます。有効な値は
「none」および
「supported」です。デ
フォルト値は none で
す。

いいえ trust-in-target

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
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NONE

3.4.2.5.12. EAP7 - データソースデータソース(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.3979 概要概要

説明： プロファイル用の datasources サブシステム。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: DataSource(Profile)サービス」

「EAP7: XADataSource(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3980

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.12.1. EAP7: DataSource(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3981 概要概要

説明： 非 XA データソース
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3982

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3983

Name description 必須必須 内部名内部名

Connection プロパ
ティー

 いいえ *1

connection Url JDBC ドライバー接続
URL

◯ connection-url

ドライバー名 使用する JDBC ドライ
バーの名前

◯ driver-name

ドライバークラス JDBC ドライバークラス
の完全修飾名。

いいえ driver-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name
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driver データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。driver-name>
#major-version.minor-
version where driver-
name は JDBC ドライ
バークラスの完全修飾名
です。

いいえ driver

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

jta JTA 統合の有効化 いいえ jta

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。既存の値
は未設定にできません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。既存の値は未
設定にできません。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。既存の値は未設
定にできません。

いいえ pool-use-strict-min

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

Name description 必須必須 内部名内部名

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2701



複数のユーザーを許可す
る

複数のユーザーが
getConnection(user,
password)メソッドを使
用してデータソースにア
クセスするかどうかを指
定します。したがって、
内部プールタイプがその
対応であるべきであるか
どうかを指定します。

いいえ allow-multiple-users

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

Name description 必須必須 内部名内部名
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割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
するまで待機する時間
（ミリ秒単位）を示しま
す。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。既存の値は未設定
にできません。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Name description 必須必須 内部名内部名
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Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
既存の値は未設定にでき
ません。

いいえ background-validation-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。既存の値
は未設定にできません。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

Name description 必須必須 内部名内部名
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Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3984 metrics

Name description

enable データソースを有効にします。この操作は、次の
バージョンではランタイムはサポートされません。

Disable データソースを無効にします。この操作は、次の
バージョンではランタイムはサポートされません。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.12.2. EAP7: XADataSource(Profile)サービスサービス

概要

表表3.3985 概要概要

説明： XA データソース

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3986
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3987

Name description 必須必須 内部名内部名

properties  ◯ *2

XA データソースクラス javax.sql.XADataSource
実装の完全修飾名

◯ xa-datasource-class

JNDI 名 データソースの JNDI 名
を指定します。

◯ jndi-name

ドライバー名 データソースが使用する
JDBC ドライバーを定義
します。インストールさ
れたドライバーに一致す
るシンボリック名になり
ます。ドライバーが jar
としてデプロイされてい
る場合、名前はデプロイ
メントユニットの名前に
なります。

◯ driver-name

ユーザー名 新しい接続の作成時に使
用されるユーザー名を指
定します。

いいえ user-name

password 新しい接続の作成時に使
用されるパスワードを指
定します。

いいえ password

新しい接続 Sql 接続が接続プールに追加
されるたびに実行する
SQL ステートメントを
指定します。

いいえ new-connection-sql

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2707



URL 区切り文字 HA データソースの
connection-url に URL
の区切り文字を指定しま
す。

いいえ url-delimiter

URL セレクターストラ
テジークラス名

org.jboss.jca.adapters.jd
bc.URLSelectorStrategy
を実装するクラス

いいえ url-selector-strategy-
class-name

Java コンテキストの使
用

false に設定すると、
DataSource がグローバ
ル JNDI にバインドされ
ます。

いいえ use-java-context

enabled データソースを有効にす
る必要があるかどうかを
指定します。この属性
は、次のバージョンでは
ランタイムはサポートさ
れないことに注意してく
ださい。

いいえ enabled

最大プールサイズ max-pool-size 要素は、
プールの接続の最大数を
示します。各サブプール
には接続は作成されませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ max-pool-size

最小プールサイズ min-pool-size 要素は、
プールが保持する最小接
続数を示します。これ
は、Subject が接続の要
求から認識されるまで作
成されません。既存の値
は未設定にできません。

いいえ min-pool-size

プールプレフィル 接続プールのプレフィル
を試みるかどうか。この
値を変更するには、サー
バーを再起動する必要が
あります。既存の値は未
設定にできません。

いいえ pool-prefill

Pool Use Strict Min min-pool-size を厳格に
考慮するかどうかを定義
します。既存の値は未設
定にできません。

いいえ pool-use-strict-min

Name description 必須必須 内部名内部名
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interleaving XA 接続ファクトリーの
インターリービングを有
効にする要素

いいえ interleaving

Tx 分離プールなし Oracle では、XA 接続が
JTA トランザクション
の内部と外部の両方で使
用されることは推奨され
ません。この問題を回避
するには、異なるコンテ
キストに個別のサブプー
ルを作成します。

いいえ no-tx-separate-pool

pad Xid Xid がパディングされる
べき

いいえ pad-xid

同じ Rm Override is-same-rm-override 要
素を使用すると、
javax.transaction.xa.XAR
esource.isSameRM(XAR
esource)が true または
false を返すかどうかを
無条件で設定できます。

いいえ same-rm-override

wrap Xa データソース XAResource インスタン
スを
org.jboss.tm.XAResourc
eWrapper インスタンス
にラップする必要があり
ます。

いいえ wrap-xa-datasource

セキュリティードメイン プールの接続を区別する
ために（セキュリティー
ドメインから）Subject
が使用されることを示し
ます。security-domain
の内容は、認証を処理す
る JAAS セキュリティー
マネージャーの名前で
す。この名前は JAAS
login-config.xml 記述子
application-policy/name
属性に相関します。

いいえ security-domain

リカバリープラグインク
ラス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供されるリカバ
リープラグインの実装

いいえ recovery-plugin-class-
name

Name description 必須必須 内部名内部名
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Reauth プラグインクラ
ス名

特定の目的（ベンダーな
ど）で提供される再認証
プラグイン実装

いいえ reauth-plugin-class-
name

flush Strategy エラーの場合にプールを
フラッシュする方法を指
定します。

いいえ flush-strategy

準備済みステートメント
のキャッシュサイズ

LRU キャッシュの接続
ごとに準備済みステート
メントの数

いいえ prepared-statements-
cache-size

ファイル共有の準備済み
ステートメント

prepare ステートメント
を共有するかどうか。つ
まり、クローズせずに同
じステートメントを 2 回
要求するかどうかは、同
じ基礎となる準備された
ステートメントを使用し
ます。

いいえ share-prepared-
statements

ステートメントの追跡 ステートメントがプール
に返されたときに接続が
閉じられ、結果セットが
閉じられたときに、閉じ
られていないステートメ
ントをチェックするかど
うかを設定します。ス
テートメントが閉じられ
ていないか、ステートメ
ントが閉じられていない
とき、有効な値は false
です。有効な値は、ス
テートメントを追跡せ
ず、結果セットと結果
セットと警告が表示され
るため、閉じられていな
いことを警告しません
が、それらのステートメ
ントが閉じられていない
ことを警告しません。

いいえ track-statements

割り当て再試行 allocation retry 要素は、
例外が発生する前に接続
の割り当てを試行する回
数を示します。

いいえ allocation-retry

割り当て再試行の待機時
間

接続の割り当てを再試行
する間隔をミリ秒単位で
割り当てます。

いいえ allocation-retry-wait-
millis

Name description 必須必須 内部名内部名
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タイムアウト待機時間の
ブロック

blocking-timeout-millis
要素は、例外が発生する
前に接続を待機している
間にブロックする最大時
間（ミリ秒単位）を示し
ます。これは、接続の許
可を待機している間にの
みブロックされ、新規接
続の作成に長時間かかる
場合は例外は発生しませ
ん。既存の値は未設定に
できません。

いいえ blocking-timeout-wait-
millis

idle Timeout Minutes idle-timeout-minutes 要
素は、接続が閉じられる
前にアイドル状態である
可能性がある最大時間
（分単位）を示します。
実際の最大時間は、
IdleRemover スキャン時
間（プールの最小 idle-
timeout-minutes）にも
左右されます。この値を
変更するには、サーバー
を再起動する必要があり
ます。既存の値は未設定
にできません。

いいえ idle-timeout-minutes

クエリータイムアウト 設定したクエリーを秒単
位でタイムアウトしま
す。デフォルトはタイム
アウトしません。

いいえ query-timeout

Try Lock の使用 リソースアダプターオブ
ジェクトの内部ロックの
設定済みタイムアウト
（秒単位）

いいえ use-try-lock

Tx Query タイムアウト
の設定

トランザクションがタイ
ムアウトするまでの残り
時間に基づいてクエリー
のタイムアウトを設定す
るかどうかを定義しま
す。トランザクションが
ない場合には、設定され
たクエリーのタイムアウ
トが使用されます。

いいえ set-tx-query-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名
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トランザクション分離 使用する
java.sql.Connection トラ
ンザクション分離レベル
を設定します。
transaction-isolation-
values で定義される定数
は、トランザクション分
離のレベルです。

いいえ transaction-isolation

有効な接続 Sql の確認 プール接続の有効性を確
認する SQL ステートメ
ントを指定します。これ
は、管理接続がプールか
ら使用するために取得さ
れると呼び出されます。

いいえ check-valid-connection-
sql

例外ソートクラス名 ブール値
isExceptionFatal(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ExceptionSorter は例
外をすべての
javax.resource.spi.Conne
ctionEventListener に
connectionErrorOccurre
d としてブロードキャス
トする必要があります。

いいえ exception-sorter-class-
name

古い接続チェッカークラ
ス名

ブール値である
StaleConnection(SQLEx
ception e)メソッドを提
供する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionChe
cker。true を返すと、
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.StaleConnectionExce
ption に例外がラップさ
れます。

いいえ stale-connection-
checker-class-name

Name description 必須必須 内部名内部名
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有効な接続チェッカーク
ラス名

SQLException
isValidConnection(Conn
ection e)メソッドを提供
する
org.jboss.jca.adapters.jd
bc.ValidConnectionChe
cker は接続が有効で
す。例外は、接続が破棄
されることを意味しま
す。これにより、
check-valid-connection-
sql が上書きされます。

いいえ valid-connection-
checker-class-name

バックグラウンドバリ
デーション

background-validation-
millis 要素はバックグラ
ウンド検証を実行する時
間（ミリ秒単位）を指定
します。この値を変更す
るには、サーバーを再起
動する必要があります。
既存の値は未設定にでき
ません。

いいえ background-validation-
millis

バックグラウンド検証 バックグラウンドスレッ
ドで接続を検証するか、
または使用前に検証され
ることを指定する要素。
この値を変更するには、
サーバーを再起動する必
要があります。既存の値
は未設定にできません。

いいえ background-validation

高速フェイルの使用 無効な接続(true)の場合
に最初の接続で接続の割
り当てに失敗するか
(true)するか、プールが
潜在的な接続をすべて使
い切られるまで試行を続
けるかどうか(false)

いいえ use-fast-fail

一致時の検証 validate-on-match 要素
は、接続ファクトリーが
特定のセットの管理接続
の一致を試みるときに接
続レベルの検証を行うか
どうかを指定します。通
常、バックグラウンド検
証の使用のみに限定され
ます。

いいえ validate-on-match

Name description 必須必須 内部名内部名
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XA リソースタイムアウ
ト

XAResource.setTransact
ionTimeout（）デフォ
ルトに渡されるのはゼロ
で、セッターは起動しま
せん。（秒単位）

いいえ xa-resource-timeout

Spine jdbc 接続のスパイまた
は非対応

いいえ spy

Ccm の使用 キャッシュされた接続マ
ネージャーの使用を有効
にします。

いいえ use-ccm

リカバリーユーザー名 接続リカバリーを試行す
るために使用されるユー
ザー名

いいえ recovery-username

リカバリーパスワード 接続リカバリーを試行す
るために使用されるパス
ワード

いいえ recovery-password

リカバリーセキュリ
ティードメイン

接続リカバリーを試行す
るために使用される
security-domain

いいえ recovery-security-
domain

リカバリーなし true の場合、この接続
プールのリカバリーは試
行されません。

いいえ no-recovery

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3988 metrics

Name description

enable データソースを有効にします。この操作は、次の
バージョンではランタイムはサポートされません。

Disable データソースを無効にします。この操作は、次の
バージョンではランタイムはサポートされません。

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.5.13. EAP7: ロギングサービスロギングサービス

概要概要

表表3.3989 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: Async ハンドラーサービス」

「EAP7: コンソールハンドラーサービス」

「EAP7: カスタムハンドラーサービス」

「EAP7: ファイルハンドラーサービス」

「EAP7: ロガーサービス」

「EAP7 - 定期的なローテーションファイルハンドラーサービス」

「EAP7: ファイルハンドラーサービスのサイズローテーション」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.3990

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.3991

Name description 必須必須 内部名内部名
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level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

handlers このロガーに関連付けら
れたハンドラー。

◯ handlers

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.13.1. EAP7: Async ハンドラーサービスハンドラーサービス

概要

表表3.3992 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3993

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3994

Name description 必須必須 内部名内部名

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

オーバーフローアクショ
ン

オーバーフロー時に実行
するアクションを指定し
ます。有効なオプション
は 'block' および
'discard' です。デフォル
ト値は BLOCK です。

◯ overflow-action

Queue Length 書き込みをフラッシュす
る前に使用するキューの
長さ

◯ queue-length

Subhandlers この Async ハンドラー
に関連付けられたハンド
ラー。

いいえ subhandlers

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3995 metrics

Name description

サブハンドラーの割り当て サブハンドラーを ASYNC ハンドラーに割り当てま
す。

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

サブハンドラーの割り当て解除 ASYNC ハンドラーからサブハンドラーの割り当てを
解除します。
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パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.13.2. EAP7: コンソールハンドラーサービスコンソールハンドラーサービス

概要

表表3.3996 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.3997

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.3998

Name description 必須必須 内部名内部名

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding
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formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

ターゲット コンソールハンドラーの
ターゲットを定義しま
す。値は SYSTEM_OUT
または SYSTEM_ERR の
いずれかになります。デ
フォルト値は
System.out です。

いいえ ターゲット

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.3999 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.13.3. EAP7: カスタムハンドラーサービスカスタムハンドラーサービス

概要

表表3.4000 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4001

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4002

Name description 必須必須 内部名内部名

class 使用されるロギングハン
ドラークラス。

◯ class

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

モジュール ロギングハンドラーが依
存するモジュール。

◯ モジュール

properties  ◯ properties
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.4003 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.13.4. EAP7: ファイルハンドラーサービスファイルハンドラーサービス

概要

表表3.4004 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4005

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4006
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表表3.4006

Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.4007 metrics

Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプ
NONE
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3.4.2.5.13.5. EAP7: ロガーサービスロガーサービス

概要

表表3.4008 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4009

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4010

Name description 必須必須 内部名内部名

handlers このロガーに関連付けら
れたハンドラー。

いいえ handlers

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

親ハンドラーの使用 このロガーが出力を親
Logger に送信するかど
うかを指定します。デ
フォルト値は true で
す。

いいえ use-parent-handlers
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.4011 metrics

Name description

ログレベルの変更 ロガーカテゴリーのロギングレベルを変更します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.13.6. EAP7 - 定期的なローテーションファイルハンドラーサービス定期的なローテーションファイルハンドラーサービス

概要

表表3.4012 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4013

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4014
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Name description 必須必須 内部名内部名

append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

suffix サフィックス文字列を設
定します。文字列は、
java.text.SimpleDateFor
mat が理解できる形式で
す。ローテーションの期
間は、接尾辞に基づいて
自動的に算出されます。

◯ suffix

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.4015 metrics
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Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.13.7. EAP7: ファイルハンドラーサービスのサイズローテーションファイルハンドラーサービスのサイズローテーション

概要

表表3.4016 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4017

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4018

Name description 必須必須 内部名内部名
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append ターゲットファイルに追
加するかどうかを指定し
ます。デフォルト値は
true です。

いいえ append

autoflush 毎回書き込み後に自動的
にフラッシュされます。
デフォルト値は true で
す。

いいえ autoflush

encoding このハンドラーによって
使用される文字エンコー
ディング。

いいえ encoding

file パスとオプションの相対
パスで構成されるファイ
ルの説明。

いいえ file

formatter フォーマッターを定義し
ます。デフォルト値は
%d{HH:mm:ss,SSS} %-
5p [%c](%t)%s%E%n で
す。

いいえ formatter

level これに記録するメッセー
ジレベルを指定するログ
レベル。この値よりも小
さいメッセージレベルは
破棄されます。

いいえ level

最大バックアップイン
デックス

保持するバックアップの
最大数。デフォルト値は
1 です。

◯ max-backup-index

ローテーションサイズ ログファイルをローテー
ションするサイズ。デ
フォルト値は 2m です。

◯ rotate-size

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.4019 metrics
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Name description

Disable ロギングハンドラーを無効にします。

enable ロギングハンドラーを有効にします。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.14. EAP7 - Webservices Service

概要概要

表表3.4020 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: エンドポイントサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4021

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

管理ランタイム  ◯ managedRuntime

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4022
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Name description 必須必須 内部名内部名

Wsdl アドレスの変更 soap アドレスを変更す
ることができるかどう
か。

いいえ modify-wsdl-address

WSDL ホスト エンドポイントに必要な
デプロイメントアーティ
ファクトである WSDL
には、エンドポイントの
場所を参照する
<soap:address> 要素があ
ります。JBoss では、そ
の SOAP アドレスの書
き換えがサポートされま
す。<soap:address> の内
容が有効な URL の場
合、'modify-wsdl-
address' が true でない
限り、JBossWS はこれ
を書き直しません。
<soap:address> の内容が
有効な URL ではない場
合、JBossWS は以下の
属性値を使用して書き直
します。'wsdl-host' が
'jbossws.undefined.host'
に設定されている場合、
JBossWS は
<soap:address> を書き換
える際にリクエスターホ
ストを使用します。

いいえ wsdl-host

WSDL ポート SOAP アドレスを書き換
えるために使用されるセ
キュアでないポート。存
在しない場合、インス
トールしたコネクターの
リストをクエリーして
ポートが識別されます。

いいえ wsdl-port

WSDL セキュアポート SOAP アドレスを書き換
えるために使用されるセ
キュアなポート。存在し
ない場合、インストール
したコネクターのリスト
をクエリーしてポートが
識別されます。

いいえ wsdl-secure-port

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.14.1. EAP7: エンドポイントサービスエンドポイントサービス

概要

表表3.4023 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: ハンドラーのポストチェーンサービス」

「EAP7: Pre Handler Chain サービス」

「EAP7: プロパティーサービス」

接続プロパティー

表表3.4024

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.14.1.1. EAP7: ハンドラーのポストチェーンサービスハンドラーのポストチェーンサービス
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概要

表表3.4025 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Post ハンドラーサービス」

接続プロパティー

表表3.4026

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4027

Name description 必須必須 内部名内部名

プロトコルバインディン
グ

プロトコルバインディン
グ

いいえ protocol-bindings

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.14.1.1.1. EAP7: Post ハンドラーサービスハンドラーサービス
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概要

表表3.4028 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4029

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4030

Name description 必須必須 内部名内部名

class ハンドラークラス ◯ class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.14.1.2. EAP7: Pre Handler Chain サービスサービス

概要
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表表3.4031 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: Pre Handler Service」

接続プロパティー

表表3.4032

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4033

Name description 必須必須 内部名内部名

プロトコルバインディン
グ

プロトコルバインディン
グ

いいえ protocol-bindings

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.14.1.2.1. EAP7: Pre Handler Service

概要
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表表3.4034 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4035

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4036

Name description 必須必須 内部名内部名

class ハンドラークラス ◯ class

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.14.1.3. EAP7: プロパティーサービスプロパティーサービス

概要

表表3.4037 概要概要
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説明： プロパティー

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4038

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4039

Name description 必須必須 内部名内部名

値 プロパティーの値。 いいえ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.15. EAP7 - Transactions サブシステムサブシステム(Profile)サービスサービス

概要概要

表表3.4040 概要概要
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説明： transactions サブシステム。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7 - ログストア(Profile)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4041

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4042

Name description 必須必須 内部名内部名

プロセス ID の Uuid トランザクションマネー
ジャーが UUID ベースの
プロセス ID を使用する
かどうかを示します。

いいえ process-id-uuid

ソケットバインディング リカバリー環境に使用す
る正しいソケットバイン
ディングを参照するため
に使用されます。

◯ socket-binding

jts true の場合、Java
Transaction Service が有
効になります。デフォル
ト値は false です。

いいえ jts
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オブジェクトストアパス トランザクションマネー
ジャーのオブジェクトス
トアがデータを格納する
場所を示す相対または絶
対ファイルシステムパス
を示します。デフォルト
では、値は 'relative-to'
属性で表されるパスに対
する相対値として処理さ
れます。デフォルト値は
tx-object-store です。

いいえ object-store-path

プロセス ID ソケットバ
インディング

トランザクションマネー
ジャーがソケットベース
のプロセス ID を使用す
る必要がある場合に使用
するソケットバインディ
ング設定の名前。
'process-id-uuid' が
'true' の場合は
'undefined' になりま
す。それ以外の場合は、
設定する必要がありま
す。

いいえ process-id-socket-
binding

デフォルトのタイムアウ
ト

デフォルトのタイムアウ
ト。デフォルト値は
300 です。

いいえ default-timeout

プロセス ID ソケット最
大ポート

トランザクションマネー
ジャーがソケットベース
のプロセス ID を使用す
る必要がある場合に、解
放ポートを検索するポー
トの最大数。'process-
id-socket-binding' で参
照されるソケットバイン
ディングによって指定さ
れるポートが占有されて
いる場合、オープンポー
トが見つかるか、この属
性によって指定された
ポートの数が試行される
まで、次の上位のポート
が試行されます。
'process-id-uuid' が
'true' の場合は
'undefined' になりま
す。デフォルト値は 10
です。

いいえ process-id-socket-max-
ports

Name description 必須必須 内部名内部名
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リカバリーリスナー リカバリーシステムが
ネットワークソケットを
リッスンする必要がある
かどうかを指定するため
に使用されます。デフォ
ルト値は false です。

いいえ recovery-listener

ステータスソケットバイ
ンディング

トランザクションステー
タスマネージャーに使用
する正しいソケットバイ
ンディングを参照するた
めに使用されます。

いいえ status-socket-binding

ノード識別子 コア環境でノード識別子
を設定するために使用さ
れます。デフォルト値は
1 です。

いいえ node-identifier

Tsm ステータスの有効
化

不足状態からの復旧に必
要なトランザクションス
テータスマネージャー
(TSM)サービスを提供す
るかどうか。デフォルト
値は false です。

いいえ enable-tsm-status

オブジェクトストア相対
先

JBoss Application
Server データディレク
トリー
(jboss.server.data.dir)に
デフォルト設定されてい
るドメインモデルのグ
ローバルパス設定を参照
します。'path' 属性の値
は、このパスに対する相
対値として処理されま
す。空の文字列を使用し
てデフォルトの動作を無
効にし、'path' 属性の値
を絶対パスとして処理す
るよう強制します。デ
フォルト値は
jboss.server.data.dir で
す。

いいえ object-store-relative-to

統計の有効化 統計を有効にするべきか
どうか。デフォルト値は
false です。

いいえ enable-statistics

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.15.1. EAP7 - ログストアログストア(Profile)サービスサービス

概要

表表3.4043 概要概要

説明： トランザクションロギングストレージメカニズムの
表現。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4044

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4045

Name description 必須必須 内部名内部名

type ロギングストアの実装タ
イプを指定します。

いいえ type
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.4046 metrics

Name description

Probe 新規トランザクションログのスキャン。この操作は
保留中のトランザクションごとに子を作成します。

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.16. EAP7 - JacORB サービスサービス

概要概要

表表3.4047 概要概要

説明： jacorb サブシステムの設定

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4048

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4049
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Name description 必須必須 内部名内部名

コンポーネント Via イン
ターセプターの追加

SSL コンポーネントを
IOR インターセプター
(on)インターセプターに
よって追加すべきかどう
かを示します（オフ）。
デフォルト値は on で
す。

いいえ add-component-via-
interceptor

キャッシュ Poa 名 POA 名がキャッシュさ
れる(on)かどうかを示し
ます(off)。デフォルト
値は off です。

いいえ cache-poa-names

キャッシュタイプコード タイプコードがキャッ
シュされる(on)か、そう
でないか(off)を示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ cache-typecodes

Cunk Custom Rmi
Valuetypes

カスタムの RMI 値タイ
プがチャンク（オン）と
してエンコードされるべ
きかどうかを示します
(off)。デフォルト値は
on です。

いいえ chunk-custom-rmi-
valuetypes

クライアント要件 クライアント SSL がパ
ラメーターを必要とする
ことを示します
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ client-requires

クライアントサポート クライアント SSL がサ
ポートされるパラメー
ター（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ client-supports

クライアントタイムアウ
ト

クライアント側の接続タ
イムアウト値はミリ秒単
位です。値をゼロの場合
は、接続がタイムアウト
しないことを示します。
デフォルト値は 0 で
す。

いいえ client-timeout
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comet comet の ORB との相互
運用性が有効にされてい
る(on)か、そうでないか
(off)を示します。デ
フォルト値は off です。

いいえ comet

export Corbaloc ルートコンテキストを
corbaloc::address:port/
NameService(on)として
エクスポートすべきかど
うかを示します(off)。
デフォルト値は on で
す。

いいえ export-corbaloc

giop マイナーバージョ
ン

使用される GIOP マイ
ナーバージョン。デフォ
ルト値は 2 です。

いいえ giop-minor-version

間接エンコーディングの
無効化

繰り返し型コードの間接
エンコーディングを無効
(on)するか(off)するかを
示します。デフォルト値
は off です。

いいえ indirection-encoding-
disable

Iona IONA の ASP との相互
運用性が有効であるか
（オフ）かを示します。
デフォルト値は off で
す。

いいえ Iona

lax ブール値エンコー
ディング

ゼロ以外の CDR でエン
コードされたブール値が
true(on)として解釈され
るべきかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は off です。

いいえ lax-boolean-encoding

最大管理バッチサイズ 内部バッファーマネー
ジャーによって管理され
る最大サイズの log2。
デフォルト値は 24 で
す。

いいえ max-managed-buf-size

サーバー接続の最大サイ
ズ

サーバーが許可する接続
の最大数。デフォルト値
は 2147483647 です。

いいえ max-server-connections

Name description 必須必須 内部名内部名
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最大スレッド アクティブなリクエスト
プロセッサースレッドの
最大数。スレッドはまず
プールから取得され、
プールが新しいスレッド
が作成されると、スレッ
ド数がこの制限に達する
まで削除されます。新し
いリクエストは、アク
ティブなスレッドがジョ
ブを完了するまで待機し
ます。デフォルト値は
32 です。

いいえ max-threads

監視 監視 GUI を表示する
(on)か、そうでないか
（オフ）を示します。デ
フォルト値は off です。

いいえ 監視

Name 実行中の ORB の名前。
デフォルト値は JBoss
です。

いいえ Name

Outbuf キャッシュタイ
ムアウト

バッファーキャッシュの
タイムアウト（ミリ秒単
位）。デフォルト値は -1
です。

いいえ outbuf-cache-timeout

outbuf のサイズ 送信メッセージのネット
ワークバッファーのサイ
ズ。デフォルト値は
2048 です。

いいえ outbuf-size

プールサイズ 要求プロセッサースレッ
ドプールのサイズ。要求
の処理を終了するスレッ
ドは、プールが満杯では
なく破棄されない場合に
プールに戻されます。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ pool-size

印刷バージョン ORB の起動中にバー
ジョン番号が出力される
(on)かどうかを示します
（オフ）。デフォルト値
は off です。

いいえ print-version

properties 汎用キー/値プロパ
ティーの一覧。

いいえ properties

Name description 必須必須 内部名内部名
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Queue Max キューに格納できるリク
エストの最大数。デフォ
ルト値は 100 です。

いいえ queue-max

キューの最小値 待機要求に通知する
キューのサイズ。つま
り、ブロックされたリク
エストはキューに
queue-min 要求を超え
ない場合にのみ通知され
ます。デフォルト値は
10 です。

いいえ queue-min

キュー待機中 最大キューサイズを超え
るリクエストが待機(on)
されるかどうかを示しま
す（オフ）。無効にする
と、キューが満杯になる
と TRANSIENT 例外が発
生します。デフォルト値
は off です。

いいえ queue-wait

retries 接続がすぐに確立できな
い場合の再試行回数。デ
フォルト値は 5 です。

いいえ retries

Retry Interval retries の間隔（ミリ秒
単位）。デフォルト値は
500 です。

いいえ retry-interval

ルートコンテキスト ネーミングサービスの
ルートコンテキスト。デ
フォルト値は
JBoss/Naming/root で
す。

いいえ root-context

security セキュリティーインター
セプターがインストール
される(on)されるかどう
かを示します(off)。デ
フォルト値は off です。

いいえ security

セキュリティードメイン SSL 接続を確立するた
めに使用されるキーおよ
びトラストストアを保持
するセキュリティードメ
インの名前。

いいえ security-domain

Name description 必須必須 内部名内部名
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サーバーの要件 サーバー SSL がパラ
メーターを必要とするこ
とを示す値（None、
ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）。デフォ
ルト値は None です。

いいえ server-requires

サーバーのサポート サーバー SSL がサポー
トされるパラメーター
（None、ServerAuth、
ClientAuth、
MutualAuth）を示す
値。デフォルト値は
MutualAuth です。

いいえ server-supports

サーバータイムアウト サーバー側の接続タイム
アウト値（ミリ秒単
位）。値をゼロの場合
は、接続がタイムアウト
しないことを示します。
デフォルト値は 0 で
す。

いいえ server-timeout

Tc 作成時に厳密な
チェック

create_abstract_interfac
e_tc メソッドが name パ
ラメーター(on)で検証
チェックを実行するかど
うか(off)を示します。
デフォルト値は off で
す。

いいえ strict-check-on-tc-
creation

Sun Sun の ORB との相互運
用性(on)またはそうでな
いか（オフ）を示しま
す。デフォルト値は on
です。

いいえ Sun

サポート Ssl SSL がサポート対象(on)
されるかどうかを示しま
す(off)。デフォルト値
は off です。

いいえ support-ssl

Name description 必須必須 内部名内部名
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トランザクション トランザクションイン
ターセプターがインス
トールされる（または
spec）されるかどうか
を示します（オフ）。
'on' が有効な値である
「spec」は、受信トラ
ンザクションコンテキス
トを拒否する仕様準拠
モード（JTS 以外）を有
効にします。デフォルト
値は off です。

いいえ トランザクション

Bom の使用 GIOP 1.2 バイトオーダー
マーカーを使用するべき
か（オフ）かを示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ use-bom

Imr の使用 実装リポジトリーを使用
する(on)か、使用しない
(off)かどうかを示しま
す。デフォルト値は off
です。

いいえ use-imr

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.17. EAP7: JAXR サービスサービス

概要概要

表表3.4050 概要概要

説明： JAXR サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: プロパティー(JAXR)サービス」
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「EAP7: プロパティー(JAXR)サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4051

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4052

Name description 必須必須 内部名内部名

class JAXR
ConnectionFactory 実装
クラス

いいえ class

JNDI 名 JAXR
ConnectionFactory がバ
インドされる JNDI 名

いいえ jndi-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.17.1. EAP7: プロパティープロパティー(JAXR)サービスサービス

概要

表表3.4053 概要概要

説明： JAXR プロパティー。リソースのアイデンティ
ティーは、プロパティー名を定義します。
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4054

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4055

Name description 必須必須 内部名内部名

値 JAXR プロパティーの
値。

◯ 値

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.18. EAP7 - JPA サービスサービス

概要概要

表表3.4056 概要概要

説明： JPA サブシステムの設定。
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シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4057

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4058

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのデータソー
ス

デフォルトのグローバル
データソースの名前。

いいえ default-datasource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.19. EAP7: CMP サービスサービス

概要概要

表表3.4059 概要概要

説明： cmp サブシステムの設定。
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シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: HiloKeygenerator サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4060

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.19.1. EAP7: HiloKeygenerator サービスサービス

概要

表表3.4061 概要概要

説明： Hilo ベースの鍵ジェネレーター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4062
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4063

Name description 必須必須 内部名内部名

ブロックサイズ ブロックサイズ いいえ block-size

テーブルの作成 テーブルを作成するかど
うかを決定するブール値

いいえ create-table

テーブル Ddl の作成 テーブルの作成に使用す
る DDL

いいえ create-table-ddl

データソース シーケンスの生成に使用
されるデータソース

◯ data-source

テーブルの削除 テーブルを作成するかど
うかを決定するブール値

いいえ drop-table

ID 列 ID 列名 ◯ ID 列

Hi Ddl を選択します。 hi 値の選択に使用される
DDL

いいえ select-hi-ddl

sequence 列 シーケンス列名 ◯ sequence-column

シーケンス名 シーケンスの名前 ◯ sequence-name

テーブル名 テーブル名 ◯ table-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
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NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.20. EAP7: EE サービスサービス

概要概要

表表3.4064 概要概要

説明： EE サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4065

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4066

Name description 必須必須 内部名内部名
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EAR サブデプロイメン
ト分離

.ear 内の各サブデプロイ
メントが同じ .ear 内の
別のサブデプロイメント
に属するクラスにアクセ
スできるかどうかを示す
フラグ。false の値は、
サブデプロイメントが
.ear 内の他のサブデプロ
イメントに属するクラス
を認識できることを意味
します。デフォルト値は
false です。

いいえ ear-subdeployments-
isolated

グローバルモジュール すべてのデプロイメント
で利用可能にする必要の
あるモジュールの一覧。

いいえ global-modules

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.21. EAP7 - JMX サービスサービス

概要概要

表表3.4067 概要概要

説明： JMX サブシステムの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: リモーティングコネクターサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4068

第第3章章 エンタープライズアプリケーションプラットフォームリソースエンタープライズアプリケーションプラットフォームリソース

2753



Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4069

Name description 必須必須 内部名内部名

モデルの表示 モデルコントローラーリ
ソースの MBean を含め
るには 'true' に設定しま
す。

いいえ show-model

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.21.1. EAP7: リモーティングコネクターサービスリモーティングコネクターサービス

概要

表表3.4070 概要概要

説明： リソースアダプターの設定。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2754



表表3.4071

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4072

Name description 必須必須 内部名内部名

管理エンドポイントの使
用

true の場合、コネクター
は管理エンドポイントを
使用します。そうでない
場合は、remoting サブ
システムを使用します。
デフォルト値は true で
す。

いいえ use-management-
endpoint

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.22. EAP7: Infinispan サービスサービス

概要概要

表表3.4073 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: キャッシュコンテナーサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4074

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.22.1. EAP7: キャッシュコンテナーサービスキャッシュコンテナーサービス

概要

表表3.4075 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: キャッシュサービス」

「EAP7: 分散キャッシュサービス」

「EAP7 - ローカルキャッシュサービス」

「EAP7: トランスポートサービス」

接続プロパティー
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表表3.4076

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4077 metrics

Name type description 内部名内部名

キャッシュマネージャー
のステータス

trait キャッシュマネージャー
コンポーネントのステー
タス。キャッシュマネー
ジャーが起動していない
場合は、null を返す可能
性があります。

cache-manager-status

クラスター名 trait このノードが属するクラ
スターの名前。キャッ
シュマネージャーが起動
していない場合は、null
を返す可能性がありま
す。

cluster-name

コーディネーターアドレ
ス

trait クラスターのコーディ
ネーターの論理アドレ
ス。キャッシュマネー
ジャーが起動していない
場合は、null を返す可能
性があります。

coordinator-address

is Coordinator trait このノードがクラスター
のコーディネーターであ
る場合に該当します。
キャッシュマネージャー
が起動していない場合
は、null を返す可能性が
あります。

is-coordinator

ローカルアドレス trait ノードのローカルアドレ
ス。キャッシュマネー
ジャーが起動していない
場合は、null を返す可能
性があります。

local-address

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.4078

Name description 必須必須 内部名内部名

aliases このキャッシュコンテ
ナーのエイリアスの一覧

いいえ aliases

デフォルトキャッシュ デフォルトの infinispan
キャッシュ

いいえ default-cache

JNDI 名 このキャッシュコンテ
ナーをバインドする jndi
名

いいえ jndi-name

モジュール このキャッシュコンテ
ナーの設定をビルドする
ときにクラスローダーを
使用する必要があるモ
ジュール。デフォルト値
は
org.jboss.as.clustering.in
finispan です。

いいえ モジュール

statistics Enabled 有効にすると、この
キャッシュコンテナーの
統計が収集されます。

いいえ statistics-enabled

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.22.1.1. EAP7: キャッシュサービスキャッシュサービス

概要

表表3.4079 概要概要

説明：  
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シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4080

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4081 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティベーション measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

1 分あたりのアクティ
ベーション

measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

平均読み取り時間 measurement キャッシュ読み取りの平
均時間（ミリ秒単位）。
ヒット数およびミス数が
含まれます。キャッシュ
が起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

average-read-time
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平均書き込み時間 measurement キャッシュ書き込みの平
均時間（ミリ秒単位）。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

average-write-time

キャッシュの状態 trait キャッシュコンポーネン
トのステータス。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

cache-status

経過時間 measurement キャッシュの開始からの
時間（秒単位）。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

elapsed-time

Hits Ratio measurement キャッシュのヒット数/
下限の比率
(hits/hits+misses)。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

hit-ratio

Hits measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

1 分あたりのヒット数 measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

invalidations measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

1 分あたりの無効な数 measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

ミス数 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

Name type description 内部名内部名
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ミス数/分 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

エントリー数 measurement キャッシュの現在のエン
トリー数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

number-of-entries

パッシベーション measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

1 分あたりのパッシベー
ション

measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

書き込み速度の読み取り measurement キャッシュの読み取り/
書き込み比率
（(hits+misses)/stores
）。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

read-write-ratio

Hits の削除 measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

Remove Hits per Minute measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

Name type description 内部名内部名
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ミスを削除 measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Remove Misses per
Minute

measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Store measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

1 分間のストア measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

リセットの時間 measurement キャッシュ統計がリセッ
トされたため、時間（秒
単位）。キャッシュが起
動していない場合は null
を返す場合があります。

time-since-reset

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.4082

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

mode クラスター化された
キャッシュモード、非同
期操作の場合は
ASYNC、同期操作の場
合は SYNC を設定しま
す。

◯ mode
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モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

キューのフラッシュ間隔 ASYNC モードでは、こ
の属性はレプリケーショ
ンキューのフラッシュを
実行するために使用する
非同期スレッドの頻度を
制御します。これは、ス
レッドウェイクアップ時
間（ミリ秒単位）を表す
正の整数である必要があ
ります。

いいえ queue-flush-interval

キューのサイズ ASYNC モードでは、こ
の属性を使用して、特定
のしきい値に達すると
キューのフラッシュをト
リガーできます。

いいえ queue-size

リモートタイムアウト SYNC モードでは、リ
モート呼び出しの実行時
に確認応答を待機するた
めにタイムアウト（ミリ
秒単位）が使用され、呼
び出しが中止され、例外
が発生します。

いいえ remote-timeout

キャッシュのタイプ キャッシュのタイプ ◯ __type

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.22.1.2. EAP7: 分散キャッシュサービス分散キャッシュサービス

概要

表表3.4083 概要概要
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説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4084

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4085 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティベーション measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

1 分あたりのアクティ
ベーション

measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション
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平均読み取り時間 measurement キャッシュ読み取りの平
均時間（ミリ秒単位）。
ヒット数およびミス数が
含まれます。キャッシュ
が起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

average-read-time

平均書き込み時間 measurement キャッシュ書き込みの平
均時間（ミリ秒単位）。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

average-write-time

キャッシュの状態 trait キャッシュコンポーネン
トのステータス。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

cache-status

経過時間 measurement キャッシュの開始からの
時間（秒単位）。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

elapsed-time

Hits Ratio measurement キャッシュのヒット数/
下限の比率
(hits/hits+misses)。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

hit-ratio

Hits measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

1 分あたりのヒット数 measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

invalidations measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの無効な数 measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

ミス数 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

ミス数/分 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

エントリー数 measurement キャッシュの現在のエン
トリー数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

number-of-entries

パッシベーション measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

1 分あたりのパッシベー
ション

measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

書き込み速度の読み取り measurement キャッシュの読み取り/
書き込み比率
（(hits+misses)/stores
）。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

read-write-ratio

Hits の削除 measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

Name type description 内部名内部名
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Remove Hits per Minute measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

ミスを削除 measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Remove Misses per
Minute

measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Store measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

1 分間のストア measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

リセットの時間 measurement キャッシュ統計がリセッ
トされたため、時間（秒
単位）。キャッシュが起
動していない場合は null
を返す場合があります。

time-since-reset

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.4086

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name
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L 1 ライフスパン L1 キャッシュに配置さ
れたエントリーの最大有
効期間。この要素は、
'distributed' キャッシュ
のインスタンスに L1
キャッシュ動作を設定し
ます。他のキャッシュ
モードでは、この要素は
無視されます。デフォル
ト値は 600000 です。

いいえ l1-lifespan

mode クラスター化された
キャッシュモード、非同
期操作の場合は
ASYNC、同期操作の場
合は SYNC を設定しま
す。

◯ mode

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

owners 各キャッシュエントリー
のクラスター全体のレプ
リカ数。デフォルト値は
2 です。

いいえ owners

キューのフラッシュ間隔 ASYNC モードでは、こ
の属性はレプリケーショ
ンキューのフラッシュを
実行するために使用する
非同期スレッドの頻度を
制御します。これは、ス
レッドウェイクアップ時
間（ミリ秒単位）を表す
正の整数である必要があ
ります。

いいえ queue-flush-interval

キューのサイズ ASYNC モードでは、こ
の属性を使用して、特定
のしきい値に達すると
キューのフラッシュをト
リガーできます。

いいえ queue-size

Name description 必須必須 内部名内部名
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リモートタイムアウト SYNC モードでは、リ
モート呼び出しの実行時
に確認応答を待機するた
めにタイムアウト（ミリ
秒単位）が使用され、呼
び出しが中止され、例外
が発生します。

いいえ remote-timeout

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.22.1.3. EAP7 - ローカルキャッシュサービスローカルキャッシュサービス

概要

表表3.4087 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4088

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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表表3.4089 metrics

Name type description 内部名内部名

アクティベーション measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

1 分あたりのアクティ
ベーション

measurement キャッシュノードのアク
ティベーション（キャッ
シュストアからノードを
メモリーにアタッチす
る）の数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

アクティベーション

平均読み取り時間 measurement キャッシュ読み取りの平
均時間（ミリ秒単位）。
ヒット数およびミス数が
含まれます。キャッシュ
が起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

average-read-time

平均書き込み時間 measurement キャッシュ書き込みの平
均時間（ミリ秒単位）。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

average-write-time

キャッシュの状態 trait キャッシュコンポーネン
トのステータス。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

cache-status

経過時間 measurement キャッシュの開始からの
時間（秒単位）。キャッ
シュが起動していない場
合は null を返す場合があ
ります。

elapsed-time
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Hits Ratio measurement キャッシュのヒット数/
下限の比率
(hits/hits+misses)。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

hit-ratio

Hits measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

1 分あたりのヒット数 measurement キャッシュ属性ヒットの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

Hits

invalidations measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

1 分あたりの無効な数 measurement キャッシュの無効な数。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

invalidations

ミス数 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

ミス数/分 measurement キャッシュ属性ミスの
数。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

ミス数

エントリー数 measurement キャッシュの現在のエン
トリー数。キャッシュが
起動していない場合は
null を返す場合がありま
す。

number-of-entries

パッシベーション measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりのパッシベー
ション

measurement キャッシュノードのパッ
シベーションの数（メモ
リーからキャッシュスト
アにノードを渡しま
す）。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

パッシベーション

書き込み速度の読み取り measurement キャッシュの読み取り/
書き込み比率
（(hits+misses)/stores
）。キャッシュが起動し
ていない場合は null を返
す場合があります。

read-write-ratio

Hits の削除 measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

Remove Hits per Minute measurement cache 属性の数により
hits が削除されます。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-hits

ミスを削除 measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Remove Misses per
Minute

measurement cache 属性の数によりミ
スがなくなります。
キャッシュが起動してい
ない場合は null を返す場
合があります。

remove-misses

Store measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

1 分間のストア measurement キャッシュ属性 put 操作
の数。キャッシュが起動
していない場合は null を
返す場合があります。

Store

Name type description 内部名内部名
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リセットの時間 measurement キャッシュ統計がリセッ
トされたため、時間（秒
単位）。キャッシュが起
動していない場合は null
を返す場合があります。

time-since-reset

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー

表表3.4090

Name description 必須必須 内部名内部名

JNDI 名 このキャッシュインスタ
ンスをバインドする
jndi-name。

いいえ jndi-name

モジュール このキャッシュの設定の
ビルド時にクラスロー
ダーを使用する必要があ
るモジュール。

いいえ モジュール

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.22.1.4. EAP7: トランスポートサービストランスポートサービス

概要

表表3.4091 概要概要

説明： このキャッシュコンテナーが使用するトランスポー
トの説明

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7
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子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4092

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4093

Name description 必須必須 内部名内部名

channel このキャッシュコンテ
ナーのトランスポートの
チャネル。

いいえ channel

ロックタイムアウト トランスポートのロック
のタイムアウト。デフォ
ルト値は 240000 で
す。

いいえ lock-timeout

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.23. EAP7 - JGroups サービスサービス

概要概要

表表3.4094 概要概要
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説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4095

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4096

Name description 必須必須 内部名内部名

デフォルトのスタック 使用するデフォルトのス
タック

◯ default-stack

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.24. EAP7: リモーティングサービスリモーティングサービス

概要概要

表表3.4097 概要概要
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説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4098

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4099

Name description 必須必須 内部名内部名

ワーカー読み取りスレッ
ド

リモーティングワーカー
に対して作成する読み取
りスレッドの数。デフォ
ルト値は 1 です。

いいえ worker-read-threads

ワーカータスクコアス
レッド

リモーティングワーカー
のタスクスレッドプール
のコアスレッドの数。デ
フォルト値は 4 です。

いいえ worker-task-core-
threads

ワーカータスクキープア
ライブ

コアでないリモーティン
グワーカーのタスクス
レッドを有効のままにす
るミリ秒数。デフォルト
値は 60 です。

いいえ worker-task-keepalive
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ワーカータスクの制限 許可するリモーティング
ワーカータスクの最大
数。この数を超えるリ
モーティングワーカータ
スクは拒否されます。デ
フォルト値は 16384 で
す。

いいえ worker-task-limit

ワーカータスクの最大ス
レッド

リモーティングワーカー
のタスクスレッドプール
の最大スレッド数。デ
フォルト値は 16 です。

いいえ worker-task-max-
threads

ワーカー書き込みスレッ
ド

リモーティングワーカー
に対して作成する書き込
みスレッドの数。デフォ
ルト値は 1 です。

いいえ worker-write-threads

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.25. EAP7: メールサービスメールサービス

概要概要

表表3.4100 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ

「EAP7: メールセッションサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4101
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Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.25.1. EAP7: メールセッションサービスメールセッションサービス

概要

表表3.4102 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ

「EAP7: SMTP メールサーバーサービス」

「EAP7: IMAP メールサーバーサービス」

「EAP7: POP3 メールサーバーサービス」

接続プロパティー

表表3.4103

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4104

Name description 必須必須 内部名内部名

debug javamail のデバッグを有
効にします。デフォルト
値は false です。

いいえ debug

from 送信時に設定されていな
い場合にデフォルトとし
て使用されるアドレスか
ら。

いいえ from

JNDI 名 メールセッションのバイ
ンド先の JNDI 名

いいえ jndi-name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.25.1.1. EAP7: SMTP メールサーバーサービスメールサーバーサービス

概要

表表3.4105 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE
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接続プロパティー

表表3.4106

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4107

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

SMTP サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

◯ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.25.1.2. EAP7: IMAP メールサーバーサービスメールサーバーサービス

概要
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表表3.4108 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4109

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4110

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

IMAP サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

◯ outbound-socket-
binding-ref

password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.5.25.1.3. EAP7: POP3 メールサーバーサービスメールサーバーサービス

概要

表表3.4111 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー

表表3.4112

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表3.4113

Name description 必須必須 内部名内部名

アウトバウンドソケット
バインディング参照

POP3 サーバーへのアウ
トバウンドソケットバイ
ンディング

◯ outbound-socket-
binding-ref
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password サーバー上で認証するパ
スワード

いいえ password

ssl サーバーには SSL が必
要です。デフォルト値は
false です。

いいえ ssl

username サーバー上で認証する
ユーザー名

いいえ username

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.4.2.6. EAP7: ネットワークインターフェースサービスネットワークインターフェースサービス

概要概要

表表3.4114 概要概要

説明： 名前付きネットワークインターフェース。そのイン
ターフェースに関連付ける IP アドレスを決定するの
に必要な基準

シングルトン： いいえ

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4115

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4116

Name description 必須必須 内部名内部名

任意のアドレス このインターフェースを
使用するソケットをワイ
ルドカードアドレスにバ
インドする必要があるこ
とを示す属性です。
java.net.preferIpV4Stac
k システムプロパティー
が true に設定されてい
ない限り、IPv6 ワイル
ドカードアドレス(::)が
使用されます。この場
合、IPv4 ワイルドカー
ドアドレス(0.0.0.0)が
使用されます。ソケット
がデュアルスタックマシ
ンの IPv6 anylocal アド
レスにバインドされてい
る場合は、IPv6 および
IPv4 トラフィックの両
方を許可できます。
IPv4（IPv4 マッピン
グ）anylocal アドレスに
バインドされている場合
は、IPv4 トラフィック
のみを受け入れることが
できます。

いいえ any-address

リンクローカルアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスがリンク
ローカルであるかどうか
を示す属性。「未定義」
または「false」値は、
この属性が IP アドレス
選択に関連していないこ
とを意味します。

いいえ link-local-address
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loopback このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ループバックアドレ
スであるかどうかを示す
属性。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ loopback

ループバックアドレス ループバックインター
フェースがマシンに存在
する場合、このインター
フェースの IP アドレス
が指定の値であることを
示す属性。「ループバッ
クアドレス」は、マシン
のループバックインター
フェースで実際には設定
できない場合がありま
す。IP 指定のアドレス
が関連付けられた NIC
が見つからない場合で
あっても、指定の値が使
用されるため、inet-
address とは異なりま
す。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ loopback-address

multicast このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがマルチ
キャストをサポートする
かどうかを示す属性。
「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ multicast

Name description 必須必須 内部名内部名
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nic このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースに名前が指
定されているかどうかを
示す属性。ネットワーク
インターフェースの名前
（例： eth0、eth1、
lo）。「未定義」値は、
この属性が IP アドレス
の選択と関連していない
ことを意味します。

いいえ nic

NIC 一致 このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースに指定の正
規表現に一致する名前が
あるかどうかを示す属性
です。value は、マシン
で利用可能なネットワー
クインターフェースの名
前が許可されるインター
フェースを見つけること
ができる正規表現です。
「未定義」値は、この属
性が IP アドレスの選択
と関連していないことを
意味します。

いいえ nic-match

ポイントツーポイント このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがそのポイ
ントツーポイントイン
ターフェースであるかど
うかを示す属性。「未定
義」または「false」値
は、この属性が IP アド
レス選択に関連していな
いことを意味します。

いいえ point-to-point

Name description 必須必須 内部名内部名
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パブリックアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、一般にルーティング
可能なアドレスであるか
どうかを示す属性。「未
定義」または「false」
値は、この属性が IP ア
ドレス選択に関連してい
ないことを意味します。

いいえ public-address

サイトローカルアドレス このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、サイトローカルアド
レスであるかを示す属性
です。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ site-local-address

サブネットの一致 このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスが指定のサ
ブネット定義に適合する
かを示す属性です。
value は、'slash 表記' で
記述されるネットワーク
IP アドレスと、アドレ
スのネットワーク接頭辞
のビット数です。
例：'192.168.0.0/16'.「未
定義」値は、この属性が
IP アドレスの選択と関
連していないことを意味
します。

いいえ subnet-match

Up このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースが現在稼動
しているかどうかを示す
属性。「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ up

Name description 必須必須 内部名内部名
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virtual このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、ネットワークイン
ターフェースがその仮想
インターフェースである
かどうかを示す属性。
「未定義」または
「false」値は、この属
性が IP アドレス選択に
関連していないことを意
味します。

いいえ virtual

inet Address このインターフェースの
IP アドレスを選択する
際の選択基準の一部とし
て、アドレスが指定の値
と一致するかどうかを示
す属性。value は、IPv6
または IPv4 のドット区
切り表記の IP アドレ
ス、または IP アドレス
に解決できるホスト名の
いずれかです。「未定
義」値は、この属性が
IP アドレスの選択と関
連していないことを意味
します。

いいえ inet-address

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.2.7. EAP7: SocketBindingGroup サービスサービス

概要概要

表表3.4117 概要概要

説明：  

シングルトン： いいえ
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プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4118

Name description 必須必須 内部名内部名

path  ◯ path

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4119

Name description 必須必須 内部名内部名

バインディング  ◯ *

バインディング  ◯ *1

バインディング  ◯ *2

デフォルトインター
フェース

これらのバインディング
のデフォルトインター
フェース。定義について
は、「ネットワークイン
ターフェース」を参照し
てください。

◯ default-interface

ポートオフセット このグループの標準ポー
トからのオフセット。こ
れはスタンドアロンモー
ドでのみ利用可能です。

いいえ port-offset

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.4.3. EAP7 - ワイルドカード 10/EAP 7 パッチハンドラーサービス

概要概要

表表3.4120 概要概要

説明： Wildfly または JBoss EAP アプリケーションサーバー
とそのバリアントのパッチのインストールを処理し
ます。

シングルトン： ◯

プラグイン： EAP7

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.5. HIBERNATE - 統計サービス

概要

表表3.4121 概要概要

説明： Hibernate の統計

シングルトン： いいえ

プラグイン： Hibernate

子リソースタイプ

「Hibernate - エンティティーサービス」
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「Hibernate - エンティティーサービス」

接続プロパティー

表表3.4122

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Application Hibernate アプリケー
ション名

◯ Application

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4123 metrics

Name type description 内部名内部名

エンティティーの挿入数 measurement 統計がリセットされた後
に挿入されたエンティ
ティーのグローバル数。

EntityInsertCount

エンティティーの挿入
数/分数

measurement 統計がリセットされた後
に挿入されたエンティ
ティーのグローバル数。

EntityInsertCount

クエリー実行最大時間 measurement 統計がリセットされてか
ら記録される最も遅いク
エリーにかかる時間。

QueryExecutionMaxTim
e

エンティティー更新数 measurement 統計がリセットされた後
のエンティティー更新の
グローバル数

EntityUpdateCount

1 分あたりのエンティ
ティー更新数

measurement 統計がリセットされた後
のエンティティー更新の
グローバル数

EntityUpdateCount
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コレクションの更新数 measurement 統計がリセットされてか
ら更新されたコレクショ
ンのグローバル数

CollectionUpdateCount

コレクション更新数/分
数

measurement 統計がリセットされてか
ら更新されたコレクショ
ンのグローバル数

CollectionUpdateCount

エンティティーロード数 measurement 統計がリセットされた後
のエンティティー負荷の
グローバル数。

EntityLoadCount

1 分あたりのエンティ
ティーロード数

measurement 統計がリセットされた後
のエンティティー負荷の
グローバル数。

EntityLoadCount

エンティティーフェッチ
数

measurement 統計がリセットされた後
のエンティティーフェッ
チのグローバル数。

EntityFetchCount

エンティティーフェッチ
数/分数

measurement 統計がリセットされた後
のエンティティーフェッ
チのグローバル数。

EntityFetchCount

エンティティー削除数 measurement 統計がリセットされたた
め、グローバルなエン
ティティーが削除される

EntityDeleteCount

エンティティー削除数/
分

measurement 統計がリセットされたた
め、グローバルなエン
ティティーが削除される

EntityDeleteCount

コレクション再作成数 measurement 統計がリセットされてか
ら再作成されたコレク
ションのグローバル数

CollectionRecreateCoun
t

コレクションの再作成
数/分数

measurement 統計がリセットされてか
ら再作成されたコレク
ションのグローバル数

CollectionRecreateCoun
t

クエリー実行数 measurement 統計がリセットされてか
ら実行されたクエリーの
グローバル数

QueryExecutionCount

1 分あたりのクエリー実
行数

measurement 統計がリセットされてか
ら実行されたクエリーの
グローバル数

QueryExecutionCount

Name type description 内部名内部名
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フラッシュ数 measurement 統計がリセットされたた
め、セッション（暗黙的
または明示的な）によっ
て実行されるフラッシュ
のグローバル数。

FlushCount

1 分あたりのフラッシュ
数

measurement 統計がリセットされたた
め、セッション（暗黙的
または明示的な）によっ
て実行されるフラッシュ
のグローバル数。

FlushCount

コレクションのロード数 measurement 統計がリセットされてか
らロードされたコレク
ションのグローバル数

CollectionLoadCount

1 分あたりのコレクショ
ンロード数

measurement 統計がリセットされてか
らロードされたコレク
ションのグローバル数

CollectionLoadCount

成功したトランザクショ
ン数

measurement 統計がリセットされてか
ら成功したことが確認さ
れているグローバルトラ
ンザクション数

SuccessfulTransactionC
ount

最大 1 分あたりのトラン
ザクション数成功数

measurement 統計がリセットされてか
ら成功したことが確認さ
れているグローバルトラ
ンザクション数

SuccessfulTransactionC
ount

クエリーキャッシュヒッ
ト数

measurement 統計がリセットされたた
め、キャッシュから正常
に取得されたキャッシュ
されたクエリーのグロー
バル数。

QueryCacheHitCount

1 分あたりのキャッシュ
階層のクエリー

measurement 統計がリセットされたた
め、キャッシュから正常
に取得されたキャッシュ
されたクエリーのグロー
バル数。

QueryCacheHitCount

コレクションの削除数 measurement 統計がリセットされてか
ら削除されたコレクショ
ンのグローバル数

CollectionRemoveCount

コレクション削除数/分
数

measurement 統計がリセットされてか
ら削除されたコレクショ
ンのグローバル数

CollectionRemoveCount

Name type description 内部名内部名
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接続数 measurement 統計がリセットされたた
め、セッションによって
要求される接続のグロー
バル数（実際の接続の数
は、接続プールを使用す
るかどうかによって大幅
に小さい場合がありま
す）。

ConnectCount

1 分あたりの接続数 measurement 統計がリセットされたた
め、セッションによって
要求される接続のグロー
バル数（実際の接続の数
は、接続プールを使用す
るかどうかによって大幅
に小さい場合がありま
す）。

ConnectCount

開始時間 trait 統計収集が最後にリセッ
トされた時間。

StartTime

2 次キャッシュのプッ
シュ数

measurement 統計がリセットされたた
め、キャッシュ可能なエ
ンティティー/コレク
ションのグローバル数。

SecondLevelCachePutC
ount

1 分あたりの 2 次キャッ
シュのプッシュ数

measurement 統計がリセットされたた
め、キャッシュ可能なエ
ンティティー/コレク
ションのグローバル数。

SecondLevelCachePutC
ount

クエリーキャッシュ Put
数

measurement 統計がリセットされてか
らキャッシュ可能なクエ
リーのグローバル数。

QueryCachePutCount

1 分あたりのキャッシュ
プト数のクエリー

measurement 統計がリセットされてか
らキャッシュ可能なクエ
リーのグローバル数。

QueryCachePutCount

セッションオープン数 measurement 統計がリセットされた後
に閉じられたセッション
のグローバル数

SessionOpenCount

1 分あたりセッションの
オープン数

measurement 統計がリセットされた後
に閉じられたセッション
のグローバル数

SessionOpenCount

Name type description 内部名内部名
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トランザクション数 measurement 統計がリセットされてか
ら完了したことが知られ
ているグローバルトラン
ザクション数

TransactionCount

1 分あたりのトランザク
ション数

measurement 統計がリセットされてか
ら完了したことが知られ
ているグローバルトラン
ザクション数

TransactionCount

コレクションフェッチ数 measurement 統計がリセットされてか
ら取得されたコレクショ
ンのグローバル数

CollectionFetchCount

1 分あたりのコレクショ
ンフェッチ数

measurement 統計がリセットされてか
ら取得されたコレクショ
ンのグローバル数

CollectionFetchCount

セッションの閉じる数 measurement 統計がリセットされた後
に閉じられたセッション
のグローバル数

SessionCloseCount

1 分あたりのセッション
クローズ数

measurement 統計がリセットされた後
に閉じられたセッション
のグローバル数

SessionCloseCount

クエリーキャッシュミス
数

measurement 統計がリセットされたた
め、キャッシュされたク
エリーのグローバル数
*not* がキャッシュにあ
る。

QueryCacheMissCount

1 分あたりのクエリー
キャッシュミス数

measurement 統計がリセットされたた
め、キャッシュされたク
エリーのグローバル数
*not* がキャッシュにあ
る。

QueryCacheMissCount

2 次レベルキャッシュミ
ス数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンのグローバル数は
キャッシュになく、統計
がリセットされたため
データベースからロード
されます。

SecondLevelCacheMiss
Count

Name type description 内部名内部名
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1 分あたりの 2 次キャッ
シュミス数

measurement キャッシュ可能なエン
ティティー/コレクショ
ンのグローバル数は
キャッシュになく、統計
がリセットされたため
データベースからロード
されます。

SecondLevelCacheMiss
Count

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー
NONE

operations

表表3.4124 metrics

Name description

統計の消去 収集した統計をクリアし、収集を再開します。

クエリーの表示 Hibernate によって実行されるクエリーについての統
計情報の表示

パッケージタイプ
NONE

3.5.1. Hibernate - エンティティーサービス

概要概要

表表3.4125 概要概要

説明： Hibernate 永続エンティティー

シングルトン： いいえ

プラグイン： Hibernate

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE
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metrics

表表3.4126 metrics

Name type description 内部名内部名

負荷数 measurement 統計がリセットされてか
ら、このエンティティー
がロードされた回数。

loadCount

更新数 measurement 統計がリセットされてか
ら、このエンティティー
が更新された回数。

updateCount

挿入数 measurement 統計がリセットされてか
ら、このエンティティー
が挿入された回数。

insertCount

削除数 measurement 統計がリセットされてか
ら、このエンティティー
が削除される回数。

deleteCount

フェッチ数 measurement 統計がリセットされてか
ら、このエンティティー
がフェッチされた回数。

fetchCount

最適なロック障害数 measurement 統計がリセットされてか
ら発生したこのエンティ
ティーの
StaleObjectStateExcept
ions の数

optimisticFailureCount

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.6. JBOSSCACHE: サブシステムサーバー

概要

表表3.4127 概要概要
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説明： このサーバーの JBoss キャッシュインスタンス

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossCache

子リソースタイプ

「JBossCache - Service」

自動検出プロセススキャン
NONE

接続プロパティー
NONE

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.6.1. JBossCache - Service

概要概要

表表3.4128 概要概要

説明： JBossCache の統計

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossCache

注記注記

許容されるメトリックの数は、使用するキャッシュの設定と可動により異なります。

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JBossCache - JGroupsChannel サービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4129
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Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

is Tree Cache これは TreeCache イン
スタンスまたは POJO
キャッシュです。

◯ isTreeCache

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4130 metrics

Name type description 内部名内部名

ノード数 measurement ノード数 :numberOfNodes

アクティベーション measurement アクティベートされた
パッシベートされたノー
ドの数。

ActivationInterceptor:ac
tivations

キャッシュローダーの
ロード

measurement キャッシュローダーで
ロードされるノード数。

CacheLoaderIntercepto
r:cacheLoaderLoads

1 分あたりのキャッシュ
ローダーのロード

measurement キャッシュローダーで
ロードされるノード数。

CacheLoaderIntercepto
r:cacheLoaderLoads

キャッシュローダーのミ
ス

measurement キャッシュローダーを介
してノードのロードに失
敗した回数。

CacheLoaderIntercepto
r:cacheLoaderMisses

1 分あたりのキャッシュ
ローダーミス

measurement キャッシュローダーを介
してノードのロードに失
敗した回数。

CacheLoaderIntercepto
r:cacheLoaderMisses

キャッシュヒット measurement 成功した属性の取得の
数。

CacheMgmtInterceptor:
hits

1 分あたりのキャッシュ
ヒット数

measurement 成功した属性の取得の
数。

CacheMgmtInterceptor:
hits

キャッシュミス measurement 失敗した属性の取得回
数。

CacheMgmtInterceptor:
misses
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1 分あたりのキャッシュ
ミス数

measurement 失敗した属性の取得回
数。

CacheMgmtInterceptor:
misses

hit-miss-ratio measurement ヒット数とミスの比率。
Hits は get 属性操作で、
オブジェクトがクライア
ントに返されます。ロー
カルキャッシュにエント
リーがない場合、取得は
キャッシュローダーから
取得できます。

CacheMgmtInterceptor:
hitMissRatio

read-write-ratio measurement 書き込み操作と読み取り
操作の比率。これは、
キャッシュのヒット数と
ミスの割合とキャッシュ
ストアの比率です。

CacheMgmtInterceptor:
readWriteRatio

キャッシュストア measurement 属性ストア操作の数。 CacheMgmtInterceptor:
stores

1 分の 1 あたりのキャッ
シュストア

measurement 属性ストア操作の数。 CacheMgmtInterceptor:
stores

キャッシュエビクション measurement ノードのエビクションの
数。

CacheMgmtInterceptor:
evictions

1 分あたりのキャッシュ
エビクション

measurement ノードのエビクションの
数。

CacheMgmtInterceptor:
evictions

属性数 measurement 現在キャッシュされてい
る属性の数。

CacheMgmtInterceptor:
numberOfAttributes

キャッシュされたノード
数

measurement 現在キャッシュされてい
るノード数。

CacheMgmtInterceptor:
numberOfNodes

経過時間 measurement キャッシュが実行してい
る秒数。

CacheMgmtInterceptor:
elapsedTime

1 分あたり経過時間 measurement キャッシュが実行してい
る秒数。

CacheMgmtInterceptor:
elapsedTime

リセットからの時間 measurement キャッシュ統計がリセッ
トされた時点の秒数。

CacheMgmtInterceptor:
timeSinceReset

1 分あたりのリセットか
らの時間

measurement キャッシュ統計がリセッ
トされた時点の秒数。

CacheMgmtInterceptor:
timeSinceReset

Name type description 内部名内部名
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平均読み取り時間 measurement キャッシュ属性の取得に
失敗した属性の取得を含
む、キャッシュ属性の取
得までの平均時間（ミリ
秒単位）。

CacheMgmtInterceptor:
averageReadTime

平均書き込み時間 measurement キャッシュ属性を書き込
むための平均時間（ミリ
秒単位）。

CacheMgmtInterceptor:
averageWriteTime

キャッシュローダースト
ア

measurement キャッシュローダーに書
き込まれたノード数。

CacheStoreInterceptor:
cacheLoaderStores

1 分あたりのキャッシュ
ローダーストア

measurement キャッシュローダーに書
き込まれたノード数。

CacheStoreInterceptor:
cacheLoaderStores

invalidations measurement 無効にされたキャッシュ
されたノードの数。

InvalidationInterceptor:i
nvalidations

1 分あたりの無効な数 measurement 無効にされたキャッシュ
されたノードの数。

InvalidationInterceptor:i
nvalidations

パッシベーション measurement パッシベートされた
キャッシュされたノード
の数。

PassivationInterceptor:p
assivations

1 分あたりのパッシベー
ション

measurement パッシベートされた
キャッシュされたノード
の数。

PassivationInterceptor:p
assivations

tx prepares measurement 実行されるトランザク
ション準備操作の数。

txInterceptor:prepares

tx 1 分あたりの準備 measurement 実行されるトランザク
ション準備操作の数。

txInterceptor:prepares

TX コミット measurement 実行されるトランザク
ションコミット操作の
数。

txInterceptor:commits

1 分あたりの TX コミッ
ト

measurement 実行されるトランザク
ションコミット操作の
数。

txInterceptor:commits

tx ロールバック measurement 実行されたトランザク
ションロールバック操作
の数。

txInterceptor:rollbacks

Name type description 内部名内部名
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1 分間あたりの tx ロール
バック

measurement 実行されたトランザク
ションロールバック操作
の数。

txInterceptor:rollbacks

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4131

Name description 必須必須 内部名内部名

Flavor これは POJO キャッ
シュまたは Tree キャッ
シュになります。

◯ flavour

トランザクションマネー
ジャーのルックアップク
ラス

トランザクションマネー
ジャーインスタンスの取
得に使用するクラス

◯ TransactionManagerLoo
kupClass

分離レベル キャッシュにアクセスす
るための分離レベル（デ
フォルトは
REPEATABLE_READ）
。

いいえ IsolationLevel

ノードのロックスキーム このキャッシュのノード
のロックスキーム（デ
フォルトは
PESSIMISTIC）。

いいえ NodeLockingScheme

キャッシュモード キャッシュモード -
キャッシュをローカル
(standalone)またはクラ
スター化するように設定
できます。クラスターの
場合、キャッシュは変更
を複製したり、変更を無
効にするように設定でき
ます（デフォルトは
LOCAL です）。

いいえ CacheMode

Repl キューの使用 レプリケーションキュー
を非同期レプリケーショ
ンに使用するか？（デ
フォルトは false）。

いいえ UseReplQueue
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キュー間隔の引き換え レプリケーションキュー
からレプリケートされる
要素の時間（ミリ秒単
位）。UseReplQueue が
有効な場合にのみ使用さ
れます（デフォルトは
100）。

いいえ ReplQueueInterval

キューの最大要素の引き
換え

レプリケーションをトリ
ガーする最大要素数（デ
フォルトは 10）

いいえ ReplQueueMaxElement
s

クラスター名 クラスターの名前。お互
いを見つけるには、すべ
てのクラスターで同じで
ある必要があります。

◯ ClusterName

起動時に Get State
State

クラスター参加時に状態
を取得するかどうか（デ
フォルトは true）。

いいえ FetchStateOnStartup

初期状態取得タイムアウ
ト

初期状態（キャッシュの
内容）がクラスター化さ
れた環境の既存メンバー
から取得するまで待機す
る最大期間（ミリ秒単
位）。

◯ InitialStateRetrievalTime
out

sync Repl Timeout 同期呼び出しのすべての
応答を受け取るまで待機
する最大時間（ミリ秒単
位）。

◯ SyncReplTimeout

ロック取得タイムアウト ロックの違反を待つ最大
時間（ミリ秒単位）。

◯ LockAcquisitionTimeout

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.4132 metrics

Name description

リセット統計 すべての統計をリセットします。
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関連する MBean の一覧 このキャッシュインスタンスを構成する MBean の一
覧

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.6.1.1. JBossCache - JGroupsChannel サービスサービス

概要概要

表表3.4133 概要概要

説明： このキャッシュインスタンスの基礎となる JGroups
チャネル

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossCache

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー
NONE

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.7. JBOSSCACHE3 - JBOSS CACHE SERVICE

概要

表表3.4134 概要概要

説明： このサーバーの JBoss キャッシュインスタンス

シングルトン： いいえ

プラグイン： JBossCache3
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子リソースタイプ

「JBossCache3 - Cache Service」

「JBossCache3: インターセプターサービス」

「JBossCache3: Data Container Service」

「JBossCache3 - RPC マネージャーサービス」

「JBossCache3 - RegionManager Service」

「JBossCache3: トランザクションテーブルサービス」

「JBossCache3: Tx インターセプターサービス」

「JBossCache3: Lock Manager サービス」

接続プロパティー

表表3.4135

Name description 必須必須 内部名内部名

検索文字列  ◯ searchString

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.7.1. JBossCache3 - Cache Service

概要概要

表表3.4136 概要概要

説明： JBoss キャッシュ

シングルトン： ◯
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プラグイン： JBossCache3

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4137

Name description 必須必須 内部名内部名

JMX リソース  いいえ jmx-resource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4138 metrics

Name type description 内部名内部名

Cluster Config trait Cluster Config ClusterConfig

ノードのロックスキーム trait ノードのロックスキーム NodeLockingScheme

管理統計の公開 trait 管理統計の公開 ExposeManagementSta
tistics

JMX リソースを登録す
る

trait JMX リソースを登録す
る

RegisterJmxResource

キャッシュローダーの設
定

trait キャッシュローダーの設
定

CacheLoaderConfigurat
ion

multiplexer スタック trait multiplexer スタック MultiplexerStack

Replication Queue Max
Elements

measurement Replication Queue Max
Elements

ReplQueueMaxElement
s

属性数 measurement 属性数 NumberOfAttributes

キャッシュローダー設定 trait キャッシュローダー設定 CacheLoaderConfig

クラスター名 trait クラスター名 ClusterName
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起動時における非アク
ティブな状態

trait 起動時における非アク
ティブな状態

InactiveOnStartup

キャッシュモード trait キャッシュモード CacheMode

分離レベル trait 分離レベル IsolationLevel

レプリケーションバー
ジョン

trait レプリケーションバー
ジョン

ReplicationVersion

インメモリー状態を取得
する

trait インメモリー状態を取得
する

FetchInMemoryState

初期状態取得タイムアウ
ト

measurement 初期状態取得タイムアウ
ト

InitialStateRetrievalTime
out

レプリケーション設定 trait レプリケーション設定 BuddyReplicationConfig

レプリケーションキュー
間隔

measurement レプリケーションキュー
間隔

ReplQueueInterval

Replication Queue を使
用しますか？

trait Replication Queue を使
用しますか？

UseReplQueue

リージョンベースの処理
を使用しますか？

trait リージョンベースの処理
を使用しますか？

UseRegionBasedMarsha
lling

ロック取得タイムアウト measurement ロック取得タイムアウト LockAcquisitionTimeout

ノード数 measurement ノード数 NumberOfNodes

コミットフェーズの同期 trait コミットフェーズの同期 SyncCommitPhase

レプリケーションの同期
タイムアウト

measurement レプリケーションの同期
タイムアウト

SyncReplTimeout

エビクションポリシー設
定

trait エビクションポリシー設
定

EvictionPolicyConfig

状態 trait 状態 状態

State Retrieval Timeout measurement State Retrieval Timeout StateRetrievalTimeout

トランザクションマネー
ジャーのルックアップク
ラス

trait トランザクションマネー
ジャーのルックアップク
ラス

TransactionManagerLoo
kupClass

Name type description 内部名内部名
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クラスターのプロパ
ティー

trait クラスターのプロパ
ティー

ClusterProperties

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.4139 metrics

Name description

このキャッシュを破棄します。  

このキャッシュを停止します。  

このキャッシュを作成します。  

このキャッシュを起動します。  

ロック情報を出力します。  

キャッシュの詳細を出力します。  

キャッシュの詳細を HTML として出力します。  

設定をプレーンテキストとして印刷します。  

ロック情報を HTML として出力します。  

設定を HTML として出力します。  

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.7.2. JBossCache3: インターセプターサービス

概要概要

表表3.4140 概要概要

説明： JBoss キャッシュインターセプター
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シングルトン： ◯

プラグイン： JBossCache3

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4141

Name description 必須必須 内部名内部名

JMX リソース  ◯ jmx-resource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4142 metrics

Name type description 内部名内部名

エビクション measurement キャッシュエビクション
操作の数

エビクション

1 分あたりのエビクショ
ン

measurement キャッシュエビクション
操作の数

エビクション

Hits/Miss Ratio measurement Hits/Miss Ratio HitMissRatio

Ratio の読み取り/書き
込み

measurement Ratio の読み取り/書き
込み

ReadWriteRatio

NumberOfNodes measurement キャッシュ内のノード数 NumberOfNodes

Hits measurement キャッシュ属性ヒット数 Hits

1 分あたりのヒット数 measurement キャッシュ属性ヒット数 Hits

属性数 measurement キャッシュ属性の数 NumberOfAttributes

statistics Enabled trait statistics Enabled StatisticsEnabled
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経過時間 measurement キャッシュが起動してか
ら経過時間。

ElapsedTime

1 分あたり経過時間 measurement キャッシュが起動してか
ら経過時間。

ElapsedTime

リセットの時間 measurement キャッシュ統計が最後に
リセットされた後の経過
時間

TimeSinceReset

1 分あたりのリセットの
時間

measurement キャッシュ統計が最後に
リセットされた後の経過
時間

TimeSinceReset

ミス数 measurement キャッシュ属性ミスの数 ミス数

ミス数/分 measurement キャッシュ属性ミスの数 ミス数

平均書き込み時間 measurement 書き込み操作ごとの平均
時間

AverageWriteTime

Store measurement キャッシュ属性配置操作
の数

Store

1 分間のストア measurement キャッシュ属性配置操作
の数

Store

平均読み取り時間 measurement 読み取り操作ごとの平均
時間

AverageReadTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.4143 metrics

Name description

リセット統計 すべての統計をリセットします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.7.3. JBossCache3: Data Container Service

概要概要

表表3.4144 概要概要

説明： JBoss キャッシュデータコンテナー

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossCache3

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4145

Name description 必須必須 内部名内部名

JMX リソース  ◯ jmx-resource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.4146 metrics

Name description

ノード数を取得します。 データコンテナーのノード数を返します。

属性の数を取得します。 データコンテナーのノード数を返します。

詳細をプレーンテキストとして出力します。 データコンテナーに関する詳細を出力します。

詳細を HTML として出力します。 HTML としてフォーマットされたデータコンテナー
に関する詳細を出力します。

パッケージタイプパッケージタイプ
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NONE

3.7.4. JBossCache3 - RPC マネージャーサービス

概要概要

表表3.4147 概要概要

説明： JBoss キャッシュ RPC マネージャー

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossCache3

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4148

Name description 必須必須 内部名内部名

JMX リソース  ◯ jmx-resource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4149 metrics

Name type description 内部名内部名

RPC が有効になってい
るか？

trait このキャッシュインスタ
ンスで RPC マネー
ジャーが使用されるかど
うか

enabled

失敗したレプリケーショ
ン

measurement 失敗したレプリケーショ
ンの数

ReplicationFailures

ローカルアドレス trait ローカルアドレス LocalAddressString

statistics Enabled trait statistics Enabled StatisticsEnabled
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正常なレプリケーション measurement 成功したレプリケーショ
ンの数

ReplicationCount

成功 Ratio trait RPC コール成功比率 SuccessRatio

members trait クラスタービュー MembersString

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.4150 metrics

Name description

リセット統計 すべての統計をリセットします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.7.5. JBossCache3 - RegionManager Service

概要概要

表表3.4151 概要概要

説明： JBoss Cache RegionManager

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossCache3

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4152
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Name description 必須必須 内部名内部名

JMX リソース  ◯ jmx-resource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4153 metrics

Name type description 内部名内部名

リージョン数 measurement リージョンの合計数 numRegions

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表3.4154 metrics

Name description

ダンプリージョン すべての登録リージョンの一覧をダンプします。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.7.6. JBossCache3: トランザクションテーブルサービス

概要概要

表表3.4155 概要概要

説明： JBoss Cache TransactionTable

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossCache3

子リソースタイプ子リソースタイプ
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NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4156

Name description 必須必須 内部名内部名

JMX リソース  ◯ jmx-resource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4157 metrics

Name type description 内部名内部名

登録済みトランザクショ
ンの数

measurement 登録済みトランザクショ
ンの数

numberOfRegisteredTra
nsactions

トランザクションマップ trait トランザクションマップ
の文字列表現

transactionMap

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.7.7. JBossCache3: Tx インターセプターサービス

概要概要

表表3.4158 概要概要

説明： JBoss Cache TxInterceptor

シングルトン： ◯
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プラグイン： JBossCache3

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4159

Name description 必須必須 内部名内部名

JMX リソース  ◯ jmx-resource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4160 metrics

Name type description 内部名内部名

コミット measurement トランザクションコミッ
トの数

コミット

statistics Enabled trait トランザクションマップ
の文字列表現

StatisticsEnabled

ロールバック measurement トランザクションロール
バックの数

ロールバック

準備 measurement トランザクション準備の
数

準備

登録された同期の数 measurement 現在登録されているトラ
ンザクション同期の数

numberOfSyncsRegister
ed

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE
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パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.7.8. JBossCache3: Lock Manager サービス

概要概要

表表3.4161 概要概要

説明： mvcc Lock Manager

シングルトン： ◯

プラグイン： JBossCache3

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4162

Name description 必須必須 内部名内部名

JMX リソース  ◯ jmx-resource

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4163 metrics

Name type description 内部名内部名

同時実行レベル measurement MVCC ロックマネー
ジャーがで設定されてい
る同時実行レベル。

同時実行レベル

取り消されたロック measurement 保持される排他的ロック
の数。

保留されたロック

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
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NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.8. JMX - サーバー

概要

表表3.4164 概要概要

説明： 汎用 JMX サーバー

シングルトン： いいえ

プラグイン： JMX

注記注記

JMX 経由で Java アプリケーションを監視するには、MBean をリモート JMX クライア
ントに公開する必要があります。これを実行するには、アプリケーションの Java 仮想マ
シンの起動時に一部のシステムプロパティーを渡す必要があります。認証なしで JMX リ
モーティングを有効にして JVM を実行するには、システムプロパティー * -
Dcom.sun.management.jmxremote.port=19388 * -
Dcom.sun.management.jmxremote.ssl=false * -
Dcom.sun.management.jmxremote.authenticate=false システムプロパティーを渡す必要
があります。パスワード認証で JMX リモーティングを有効化して JVM を実行するに
は、* -Dcom.sun.management.jmxremote.port=19988 * -
Dcom.sun.management.jmxremote.ssl=false * -
Dcom.sun.management.jmxremote.authenticate=true * -
Dcom.sun.management.jmxremote.password.file=/some/directory/jmxremote.password.password
note that "jmx must.password.password" となります。Windows では、「cacls」コマン
ドを使用してこれを行う必要があります。{code}cacls
/some/directory/jmxremote.password /P username:R{code} A パスワードファイルテン
プレートは $JRE_HOME/lib/management/jmxremote.password.template にあります。
また、他のロールの定義に使用できる auth ファイルもあります。このセットアップと
SSL の設定に関する詳細は、「
JMX|http://java.sun.com/j2se/1.5.0/docs/guide/management/agent.html] の
「Monitoring and Management Using
JMX|http://java.sun.com/j2se/1.5.0/docs/guide/management/agent.html] を参照してく
ださい。リモート JMX メカニズムで JBossAS 4 アプリケーションサーバーの MBean を
公開する場合は、上記のプロパティーに加えて、* -Djboss.platform.mbeanserver * -
Djavax.management.builder.initial=org.jboss.system.server.jmx.MBeanServerBuilderImpl
を渡す必要があります。

子リソースタイプ

「JMX - Operating System Service」

「JMX - スレッドサービス」

Red Hat JBoss Operations Network 3.3 メトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンスメトリクス、操作、設定プロパティーの完全なリソースリファレンス

2818



「JMX - VM Memory System サービス」

「JMX - 仮想マシンコンパイルシステムサービス」

「JMX - VM Class Loading System Service」

「JMX - java.util.logging Service」

自動検出プロセススキャン

表表3.4165 metrics

Name クエリークエリー

java process|basename|match=^java.*

接続プロパティー

表表3.4166

Name description 必須必須 内部名内部名

type この JMX サーバーの
EMS 接続タイプ

◯ type

コネクターアドレス JMXServiceURL 形式の
接続 URL - JVM の JMX
Remoting が有効な場合
のみ設定する必要があり
ます。

いいえ connectorAddress

URI のインストール クライアントライブラ
リーの検索に使用される
選択したサーバータイプ
のインストールパス（該
当する場合）

いいえ installURI

principal ログインプリンシパル/
ユーザー名

いいえ principal

credentials ログイン認証情報/パス
ワード

いいえ credentials
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追加のクラスパスエント
リー

JMX サーバーとその
MBean との通信に必要
なリソースおよびクラス
が含まれるディレクト
リーおよびファイル名の
コンマ区切りリスト。
'some/directory/*.jar' を
指定すると、指定のディ
レクトリーにあるすべて
の jar が追加されます。

いいえ additionalClassPathEntri
es

コマンドライン JVM のコマンドライン
は、Local タイプで JVM
によってのみ使用されま
す。JVM のコマンドラ
インが変更する場合は、
RHQ が JVM に接続する
ために、このプロパ
ティーの値を更新する必
要があります。

いいえ commandLine

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

3.8.1. JMX - Operating System Service

概要概要

表表3.4167 概要概要

説明：  

シングルトン： ◯

プラグイン： JMX
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子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4168

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4169 metrics

Name type description 内部名内部名

空き物理メモリー measurement OS の空き物理メモリー
の量

FreePhysicalMemorySiz
e

空き Swap メモリー measurement OS の空きスワップ領域
のサイズ

FreeSwapSpaceSize

プロセス CPU 時間 measurement このプロセスによって使
用される CPU 時間

ProcessCpuTime

1 分あたりのプロセス
CPU 時間

measurement このプロセスによって使
用される CPU 時間

ProcessCpuTime

コミットされた仮想メモ
リー

measurement このプロセスによって使
用される仮想メモリーの
サイズ

CommittedVirtualMemo
rySize

オープンファイル measurement このプロセスによって開
かれているファイルの
数。このメトリクスは
Windows ではサポート
されていません。

OpenFileDescriptorCou
nt

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.8.2. JMX - スレッドサービス

概要概要

表表3.4170 概要概要

説明： 仮想マシンでのスレッドに関する情報

シングルトン： ◯

プラグイン： JMX

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4171

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4172 metrics

Name type description 内部名内部名
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スレッド数 measurement システム内でアクティブ
なスレッドの数

ThreadCount

ピークスレッド数 measurement システム内のアクティブ
なスレッドのピーク数

PeakThreadCount

開始スレッド数の合計 measurement システムの起動後に開始
したスレッドの数

TotalStartedThreadCou
nt

デーモンスレッド数 measurement システムでデーモンとし
てマークされているス
レッドの数

DaemonThreadCount

保留中のスレッド数 measurement 停止したスレッドの数 SuspendedThreadCount

デッドロックスレッド数 measurement オブジェクトモニターの
取得を待機しているデッ
ドロックのスレッド数。
これは、CPU タイム消
費メトリックです。

DeadLockedThreadCou
nt

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4173

Name description 必須必須 内部名内部名

スレッドの競合監視が有
効になっている

 ◯ ThreadContentionMonit
oringEnabled

thread Cpu Time
Enabled

 ◯ ThreadCpuTimeEnabled

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.4174 metrics
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Name description

ピアスレッドメトリクスのリセット スレッドのピーク数の設定

監視デッドロックスレッドの検索 オブジェクトモニターの取得を待機しているデッド
ロックにあるスレッドのサイクルを検索します。

スレッドダンプ デーモンおよび非デーモンスレッドの両方を含む、
すべてのライブスレッドの概要を返します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.8.3. JMX - VM Memory System サービス

概要概要

表表3.4175 概要概要

説明： Java 仮想マシンのメモリーシステム（ヒープおよび
非ハードメモリーの両方を含む）。

シングルトン： ◯

プラグイン： JMX

子リソースタイプ子リソースタイプ

「JMX - メモリープールサービス」

「JMX - ガベッジコレクターサービス」

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4176

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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表表3.4177 metrics

Name type description 内部名内部名

ヒープ使用 measurement 現在のヒープメモリーの
使用

{HeapMemoryUsage.us
ed}

ヒープ使用率のパーセン
ト

measurement コミットされたヒープの
割合での現在のヒープメ
モリー使用量

Calculated.HeapUsageP
ercentage

ヒープコミット measurement 現在のヒープメモリーが
割り当てられている。こ
のメモリー量は、Java
仮想マシンが使用するこ
とが保証されます。

{HeapMemoryUsage.co
mmitted}

ハードウェア以外の使用
方法

measurement ヒープ外の現在のメモ
リー使用量

{NonHeapMemoryUsag
e.used}

非Heap Committed measurement ヒープ外部に割り当てら
れた現在のメモリー。こ
のメモリー量は、Java
仮想マシンが使用するこ
とが保証されます。

{NonHeapMemoryUsag
e.committed}

オブジェクトの確定待ち measurement ファイナライズが保留中
のオブジェクトの概算。

ObjectPendingFinalizati
onCount

ヒープの初期サイズ trait Java 仮想マシンがオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するヒープ
量。

{HeapMemoryUsage.init
}

ヒープ最大サイズ trait メモリー管理に使用でき
るヒープの最大量。コ
ミットされたメモリーの
量よりも大きい場合、こ
のメモリー量は利用可能
とは限りません。使用さ
れているメモリーの量が
この最大サイズを超えて
いない場合でも、Java
仮想マシンはメモリーの
割り当てに失敗する可能
性があります。

{HeapMemoryUsage.ma
x}

非 HAT の初期サイズ trait Java 仮想マシンがオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求する、
Heap 以外のメモリーの
量。

{NonHeapMemoryUsag
e.init}
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非 HAT 最大サイズ trait メモリー管理に使用でき
る、Heap 以外のメモ
リーの最大量。コミット
されたメモリーの量より
も大きい場合、このメモ
リー量は利用可能とは限
りません。使用されてい
るメモリーの量がこの最
大サイズを超えていない
場合でも、Java 仮想マ
シンはメモリーの割り当
てに失敗する可能性があ
ります。

{NonHeapMemoryUsag
e.max}

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4178

Name description 必須必須 内部名内部名

verbose メモリーに関する出力ス
トリームの詳細情報を出
力します。通常、Java
仮想マシン実装はガベー
ジコレクションを介して
メモリーを解放すると
メッセージを出力しま
す。

◯ verbose

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表3.4179 metrics

Name description

ガベッジコレクションの実行 ガベージコレクターを実行します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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3.8.3.1. JMX - メモリープールサービスメモリープールサービス

概要概要

表表3.4180 概要概要

説明： メモリープールは、Java 仮想マシンによって管理さ
れるメモリーリソースを表し、1 つ以上のメモリーマ
ネージャーによって管理されます。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JMX

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4181

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name メモリープールの名前 ◯ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4182 metrics

Name type description 内部名内部名

Used measurement 現在のメモリー使用量 {Usage.used}

Committed measurement 割り当てられている現在
のメモリー

{Usage.committed}
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初期サイズ trait Java 仮想マシンがオペ
レーティングシステムか
ら最初に要求するメモ
リー量。

{Usage.init}

最大サイズ trait メモリー管理に使用でき
るメモリーの最大量。コ
ミットされたメモリーの
量よりも大きい場合、こ
のメモリー量は利用可能
とは限りません。使用さ
れているメモリーの量が
この最大サイズを超えて
いない場合でも、Java
仮想マシンはメモリーの
割り当てに失敗する可能
性があります。

{Usage.max}

メモリーマネージャー名 trait この領域のガベージコレ
クター

MemoryManagerNames

type trait プールの場所 type

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.8.3.2. JMX - ガベッジコレクターサービスガベッジコレクターサービス

概要概要

表表3.4183 概要概要

説明： 1 つ以上のメモリープールを収集するガベージコレク
ター。

シングルトン： いいえ

プラグイン： JMX
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子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4184

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name ガベッジコレクターの名
前

◯ Name

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4185 metrics

Name type description 内部名内部名

コレクション数 measurement コレクションの数 CollectionCount

コレクション数/分数 measurement コレクションの数 CollectionCount

コレクション時間 measurement コレクションに費やされ
た時間

CollectionTime

コレクション時間/分 measurement コレクションに費やされ
た時間

CollectionTime

メモリープール名 trait このタイプのガベージコ
レクターによって使用さ
れるメモリープールの名
前

MemoryPoolNames

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE
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operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.8.4. JMX - 仮想マシンコンパイルシステムサービス

概要概要

表表3.4186 概要概要

説明： Java 仮想マシンのコンパイルシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： JMX

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4187

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4188 metrics

Name type description 内部名内部名

コンパイル時間の合計 measurement コンパイルに費やされた
ほぼ累積された経過時間

TotalCompilationTime

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
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NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.8.5. JMX - VM Class Loading System Service

概要概要

表表3.4189 概要概要

説明： Java 仮想マシンのクラスローディングシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： JMX

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4190

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表3.4191 metrics

Name type description 内部名内部名

ロードされたクラス measurement 仮想マシンに現在読み込
まれているクラスの数

LoadedClassCount

ロードされた合計クラス measurement 仮想マシンの起動以降に
ロードされたクラスの合
計数

TotalLoadedClassCount
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1 分あたりにロードされ
た合計クラス

measurement 仮想マシンの起動以降に
ロードされたクラスの合
計数

TotalLoadedClassCount

アンロードされたクラス measurement 仮想マシンの開始以降に
アンロードされたクラス
の合計数。

UnloadedClassCount

1 分あたりのアンロード
されたクラス

measurement 仮想マシンの開始以降に
アンロードされたクラス
の合計数。

UnloadedClassCount

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4192

Name description 必須必須 内部名内部名

verbose クラスローディングに関
する出力ストリームの詳
細情報を出力します。通
常、Java 仮想マシン実
装は、クラスファイルが
ロードされるたびにメッ
セージを出力します。

◯ verbose

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

3.8.6. JMX - java.util.logging Service

概要概要

表表3.4193 概要概要

説明： java.util.logging サブシステムのロギング制御
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シングルトン： ◯

プラグイン： JMX

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表3.4194

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

Config Management
Enabled

false の場合、このリ
ソースの設定読み取りは
失敗します。

◯ configManagementEnab
led

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表3.4195

Name description 必須必須 内部名内部名

アペンダーリスト  ◯ AppenderList

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE
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第4章 JBOSS ON のリソース
これらのデフォルトのリソースは、JBoss ON のサーバー、エージェント、および機能を管理するため
に使用できます。

4.1. RHQAGENT: RHQ AGENT SERVER

概要

表表4.1 概要概要

説明： Management Agent

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQAgent

子リソースタイプ

「RHQAgent: Measurement サブシステムサービス」

「RHQAgent: プラグインコンテナーサービス」

「RHQAgent - 環境セットアップスクリプトサービス」

「RHQAgent: 起動スクリプトサービス」

「RHQAgent - Java Service Wrapper Launcher Service」

自動検出プロセススキャン
NONE

接続プロパティー

表表4.2

Name description 必須必須 内部名内部名

ログイベントソース 追跡できるログファイル
の一覧

◯ logEventSources

snapshot Config
Enabled

true の場合、設定のス
ナップショットを作成し
ます。

◯ snapshotConfigEnabled

スナップショットログ有
効

true の場合、ログファイ
ルのスナップショットを
作成します。

◯ snapshotLogEnabled
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有効なスナップショット
データ

true の場合、データファ
イルのスナップショット
を作成します。

◯ snapshotDataEnabled

JVM 名 子 JVM リソースの名
前。

いいえ childJmxServerName

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表4.3 metrics

Name type description 内部名内部名

SIGAR バージョン trait エージェントによって使
用される
SIGAR（System
Information Gatherer お
よび Reporter）ネイ
ティブライブラリーの
バージョン

Trait.SigarVersion

最終再起動の理由 trait エージェントが最後に再
起動した原因を示しま
す。

Trait.ReasonForLastRes
tart

エージェントのホーム
ディレクトリー

trait エージェントがインス
トールされているディレ
クトリー

Trait.AgentHomeDirect
ory

エージェント再起動の数 measurement Java Virtual Machine の
ライフタイム中にエー
ジェントが再起動された
回数

NumberAgentRestarts

エージェントサーバーク
ロックの違い

measurement エージェントのクロック
がそのサーバーのクロッ
クと異なる期間。

AgentServerClockDiffer
ence

アップタイム measurement エージェントが起動して
からの合計秒数

uptime
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受信したコマンドの合計
数

measurement RHQ サーバーからこの
エージェントが受信した
メッセージの合計数

NumberTotalCommands
Received

1 分あたりに受信するコ
マンドの合計数

measurement RHQ サーバーからこの
エージェントが受信した
メッセージの合計数

NumberTotalCommands
Received

正常に受信したコマンド
数

measurement このエージェントが
RHQ サーバーから受信
され、正常に処理された
メッセージの数

NumberSuccessfulCom
mandsReceived

最大 1 分あたりに受信し
たコマンド数

measurement このエージェントが
RHQ サーバーから受信
され、正常に処理された
メッセージの数

NumberSuccessfulCom
mandsReceived

受信したコマンドの数が
Failed

measurement このエージェントが
RHQ サーバーから受信
したものの、処理に失敗
したメッセージの数

NumberFailedCommand
sReceived

受信したコマンドの数が
「Failed per Minute」

measurement このエージェントが
RHQ サーバーから受信
したものの、処理に失敗
したメッセージの数

NumberFailedCommand
sReceived

正常に受信した平均実行
時間コマンド

measurement 最終的に成功した受信コ
マンドを処理するのにか
かった平均時間

AverageExecutionTime
Received

送信された Avg 実行時
間コマンドが正常に送信

measurement 最終的に成功したコマン
ドの送信にかかった平均
時間

AverageExecutionTimeS
ent

送信したコマンドの合計
数

measurement このエージェントが
RHQ サーバーに送信し
たメッセージの合計数

NumberTotalCommands
Sent

1 分あたりの送信コマン
ドの合計数

measurement このエージェントが
RHQ サーバーに送信し
たメッセージの合計数

NumberTotalCommands
Sent

正常に送信されたコマン
ドの数

measurement このエージェントが
RHQ サーバーに正常に
送信されたメッセージの
数

NumberSuccessfulCom
mandsSent

Name type description 内部名内部名
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1 分あたり正常に送信さ
れたコマンド数

measurement このエージェントが
RHQ サーバーに正常に
送信されたメッセージの
数

NumberSuccessfulCom
mandsSent

送信済みコマンドの数が
失敗しますが、失敗する
コマンドの数

measurement このエージェントが試行
したメッセージの数（た
だし失敗したメッセー
ジ）は RHQ サーバーで
送信または正常に処理さ
れていません。

NumberFailedCommand
sSent

送信済みコマンドの数が
なくても 1 分ごとに失敗
する

measurement このエージェントが試行
したメッセージの数（た
だし失敗したメッセー
ジ）は RHQ サーバーで
送信または正常に処理さ
れていません。

NumberFailedCommand
sSent

送信中のアクティブなコ
マンドの数

measurement 現在このエージェントが
送信しているメッセージ
の数

NumberCommandsActiv
eSent

キュー内のコマンド数 measurement RHQ サーバーに送信さ
れる待機中のキューに置
かれているメッセージの
数

NumberCommandsInQu
eue

ディスクにスプールされ
たコマンドの数

measurement RHQ サーバーに送信さ
れるのを待機するディス
クにスプールされたメッ
セージの数

NumberCommandsSpo
oled

JVM 空きメモリー measurement エージェント JVM が
ヒープに格納した空きメ
モリー量。

JVMFreeMemory

JVM 合計メモリー measurement エージェント JVM が
ヒープにある合計メモ
リー量。

JVMTotalMemory

JVM アクティブなス
レッド

measurement エージェント JVM で現
在実行されているアク
ティブなスレッドの数

JVMActiveThreads

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー

表表4.4

Name description 必須必須 内部名内部名

エージェント名 このエージェントが知ら
れている名前。これは読
み取り専用で、割り当て
ると変更できません。

◯ rhq.agent.name

プラグインディレクト
リー

プラグイン jar ファイル
が保存されるファイルシ
ステムの場所

◯ rhq.agent.plugins.direct
ory

サーバー検出の初期遅延 最初のサーバー検出の実
行までの起動遅延（秒単
位）

いいえ rhq.agent.plugins.server
-discovery.initial-delay-
secs

サーバー検出の間隔 サーバー検出時間（秒単
位）

いいえ rhq.agent.plugins.server
-discovery.period-secs

サービスディスカバリー
の初期遅延

最初のサービス検出の実
行までの起動の遅延（秒
単位）

いいえ rhq.agent.plugins.service
-discovery.initial-delay-
secs

サービスディスカバリー
の間隔

サービス検出時間（秒単
位）

いいえ rhq.agent.plugins.service
-discovery.period-secs

可用性スキャンの初期遅
延

初回の可用性スキャンの
実行までの起動遅延（秒
単位）

いいえ rhq.agent.plugins.availab
ility-scan.initial-delay-
secs

可用性スキャンの間隔 可用性スキャンの間隔
（秒単位）

いいえ rhq.agent.plugins.availab
ility-scan.period-secs

アベイラビリティース
キャンスレッドプールサ
イズ

リソースの可用性をス
キャンする同時スレッド
の数

いいえ rhq.agent.plugins.availab
ility-scan.threadpool-
size

measurement Collection
Initial Delay

最初の測定収集の実行前
の起動遅延（秒単位）

いいえ rhq.agent.plugins.measu
rement-collection.initial-
delay-secs

測定コレクションスレッ
ドプールのサイズ

実行できる同時測定収集
の数

いいえ rhq.agent.plugins.measu
rement-
collection.threadpool-
size
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ドリフト検出初期遅延 最初のドリフト検出ス
キャンの実行までの起動
遅延（秒単位）

いいえ rhq.agent.plugins.drift-
detection.initial-delay-
secs

ドリフト検出期間 ドリフト検出スキャンの
時間（秒単位）

いいえ rhq.agent.plugins.drift-
detection.period-secs

操作呼び出しタイムアウ
ト

操作呼び出しが中止され
る前の時間（秒単位）

いいえ rhq.agent.plugins.operat
ion-invocation-timeout-
secs

操作呼び出しスレッド
プールのサイズ

実行可能な同時操作呼び
出しの数

いいえ rhq.agent.plugins.operat
ion-invoker.threadpool-
size

コンテンツ検出の初期遅
延

最初のコンテンツ検出の
実行前の起動の遅延（秒
単位）

いいえ rhq.agent.plugins.conten
t-discovery.initial-delay-
secs

コンテンツ検出の間隔 コンテンツ検出の時間
（秒単位）

いいえ rhq.agent.plugins.conten
t-discovery.period-secs

コンテンツ検出スレッド
プールのサイズ

実行可能な同時コンテン
ツ検出の数

いいえ rhq.agent.plugins.conten
t-discovery.threadpool-
size

設定変更検出開始遅延 設定変更検出の開始前の
時間（秒単位）

いいえ rhq.agent.plugins.config
uration-discovery.initial-
delay-secs

設定変更の検出間隔 設定変更検出ジョブの実
行間隔。それぞれの実行
では、適格なリソースの
サブセットのみを確認で
きます（秒単位）。

いいえ rhq.agent.plugins.config
uration-
discovery.interval-secs

設定変更の検出期間 チェックしたリソースが
次の確認の対象になるま
での時間（秒単位）。

いいえ rhq.agent.plugins.config
uration-
discovery.period-secs

設定変更の検出制限 設定変更検出ジョブを超
えると、次の実行に対し
て追加のチェックが遅延
します（秒単位）。

いいえ rhq.agent.plugins.config
uration-discovery.limit-
secs

イベント送信者の初期遅
延

最初のイベントレポート
がサーバーに送信される
までの遅延を定義します
（秒単位）。

いいえ rhq.agent.plugins.event-
sender.initial-delay-secs

Name description 必須必須 内部名内部名
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イベント送信者の間隔 イベントがサーバーに送
信される頻度を定義しま
す（秒単位）。

いいえ rhq.agent.plugins.event-
sender.period-secs

ソースごとのイベントレ
ポート最大数

サーバーに送信される単
一のイベントレポートに
配置できるイベントソー
スの最大数を定義しま
す。この数が max-total
設定よりも大きい場合、
この設定は無視されま
す。

いいえ rhq.agent.plugins.event-
report.max-per-source

イベントレポートの最大
合計

サーバーに送信される単
一のイベントレポートに
配置できるイベントの合
計数を定義します。

いいえ rhq.agent.plugins.event-
report.max-total

有効なプラグイン プラグインコンテナーで
有効にする必要のあるプ
ラグインを定義します。
一覧に記載されていない
プラグインは読み込まれ
ません。これは、プラグ
イン名のコンマ区切りの
一覧です。

いいえ rhq.agent.plugins.enable
d

無効なプラグイン プラグインコンテナーで
無効にする必要のあるプ
ラグインを定義します。
これは、プラグイン名の
コンマ区切りの一覧で
す。

いいえ rhq.agent.plugins.disable
d

無効なリソースタイプ プラグインコンテナーで
使用しない、無効にする
必要のあるリソースタイ
プを定義します。これ
は、「plugin
name>parent type>child
type」の形式で、タイプ
名の | 区切りの一覧で
す。

いいえ rhq.agent.plugins.disable
d-resource-types

Name description 必須必須 内部名内部名
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RHQ サーバートランス
ポートプロトコル

RHQ サーバーにコマン
ドを送信するために使用
されるトランスポートプ
ロトコル。セキュアな通
信が必要な場合は、
RHQ サーバーが SSL 対
応トランスポートを使用
する必要があります。

◯ rhq.agent.server.transpo
rt

RHQ サーバーの IP アド
レス

バインド先の RHQ サー
バーアドレス

◯ rhq.agent.server.bind-
address

RHQ サーバーポート RHQ サーバーがリッス
ンしているポート

◯ rhq.agent.server.bind-
port

RHQ サーバートランス
ポートパラメーター

RHQ サーバーにコマン
ドを送信するときに使用
するトランスポートパラ
メーターのカスタムセッ
ト。トランスポートパラ
メーターの詳細は、ド
キュメントを参照してく
ださい。

いいえ rhq.agent.server.transpo
rt-params

RHQ サーバーエイリア
ス

RHQ サーバーの IP アド
レスが定義されていない
場合、これは RHQ サー
バーの IP アドレスを判
断するために検索される
DNS エイリアス名にな
ります。

いいえ rhq.agent.server.alias

エージェント転送プロト
コル

RHQ サーバーからコマ
ンドを受信するために使
用されるトランスポート
プロトコル（ソケット、
sslsocket など）。セ
キュアな通信が必要な場
合は、SSL 対応トラン
スポートを使用する必要
があります。

◯ rhq.communications.con
nector.transport

エージェントの IP アド
レス

RHQ サーバーから着信
コマンドをリッスンする
際にエージェントがバイ
ンドするアドレス。

いいえ rhq.communications.con
nector.bind-address

Name description 必須必須 内部名内部名
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エージェントポート エージェントが RHQ
サーバーからの着信コマ
ンドをリッスンするポー
ト

◯ rhq.communications.con
nector.bind-port

エージェント転送のパラ
メーター

トランスポートパラメー
ターのカスタムセット。
トランスポートパラメー
ターの詳細は、ドキュメ
ントを参照してくださ
い。

いいえ rhq.communications.con
nector.transport-params

incoming: Secure
Socket Protocol

 いいえ rhq.communications.con
nector.security.secure-
socket-protocol

incoming: キーストア
ファイル

 いいえ rhq.communications.con
nector.security.keystore.
file

incoming: Keystore
Algorithm

 いいえ rhq.communications.con
nector.security.keystore.
algorithm

incoming: キーストアタ
イプ

 いいえ rhq.communications.con
nector.security.keystore.
type

incoming: キーストアの
パスワード

 いいえ rhq.communications.con
nector.security.keystore.
password

incoming: キーストア
キーのパスワード

 いいえ rhq.communications.con
nector.security.keystore.
key-password

incoming: Keystore Alias  いいえ rhq.communications.con
nector.security.keystore.
alias

incoming: トラストスト
アファイル

 いいえ rhq.communications.con
nector.security.truststor
e.file

incoming: Truststore
Algorithm

 いいえ rhq.communications.con
nector.security.truststor
e.algorithm

Name description 必須必須 内部名内部名
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incoming: トラストスト
アのタイプ

 いいえ rhq.communications.con
nector.security.truststor
e.type

incoming: トラストスト
アのパスワード

 いいえ rhq.communications.con
nector.security.truststor
e.password

受信： クライアント認
証モード

そこから着信コマンドを
許可する前にエージェン
トが RHQ サーバーを認
証する必要があるかどう
かを判断します。

いいえ rhq.communications.con
nector.security.client-
auth-mode

送信： セキュアなソ
ケットプロトコル

 いいえ rhq.agent.client.security.
secure-socket-protocol

送信： キーストアファ
イル

 いいえ rhq.agent.client.security.
keystore.file

送信： キーストアアル
ゴリズム

 いいえ rhq.agent.client.security.
keystore.algorithm

送信： キーストアタイ
プ

 いいえ rhq.agent.client.security.
keystore.type

送信： キーストアのパ
スワード

 いいえ rhq.agent.client.security.
keystore.password

送信： キーストアキー
のパスワード

 いいえ rhq.agent.client.security.
keystore.key-password

送信： キーストアエイ
リアス

 いいえ rhq.agent.client.security.
keystore.alias

送信： トラストストア
ファイル

 いいえ rhq.agent.client.security.
truststore.file

送信： トラストストア
アルゴリズム

 いいえ rhq.agent.client.security.
truststore.algorithm

送信： トラストストア
のタイプ

 いいえ rhq.agent.client.security.
truststore.type

送信： トラストストア
のパスワード

 いいえ rhq.agent.client.security.
truststore.password

Name description 必須必須 内部名内部名
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送信： Authenticate
Server?

true の場合、エージェン
トはメッセージを送信す
る前に RHQ Server を認
証する必要があります。

いいえ rhq.agent.client.security.
server-auth-mode-
enabled

RHQ サーバーポーリン
グ間隔

この値が 0 より大きい
場合、エージェントは
RHQ Server を定期的に
ポーリングして、稼働中
または（停止中）状態に
あることを確認する必要
があることを示します。
値は、ポーリング間で待
機するミリ秒数です。

いいえ rhq.agent.client.server-
polling-interval-msecs

Auto-Detect RHQ
Server?

true の場合、エージェン
トはマルチキャスト検出
を使用して RHQ サー
バーを自動検出します。
これが有効になっている
場合は、マルチキャスト
検出を有効にして設定し
てください。

いいえ rhq.agent.server-auto-
detection

マルチキャスト
Detector Enabled

RHQ エージェントが
RHQ サーバーを自動検
出するようにするには、
マルチキャスト検出を有
効にする必要がありま
す。ネットワークがマル
チキャストトラフィック
に対応していない場合
は、このパラメーターを
無効にします。

いいえ rhq.communications.mul
ticast-detector.enabled

マルチキャストデテク
ターマルチキャストアド
レス

検出メッセージをブロー
ドキャストするために
JBoss ON によって使用
されるアドレス。RHQ
サーバーおよび RHQ
エージェントはすべて同
じアドレスを使用する必
要があります。

いいえ rhq.communications.mul
ticast-
detector.multicast-
address

マルチキャストデテク
ターバインドアドレス

ネットワークインター
フェースがバインドした
アドレス

いいえ rhq.communications.mul
ticast-detector.bind-
address

マルチキャスト検出ポー
ト

検出先のポート。 いいえ rhq.communications.mul
ticast-detector.port

Name description 必須必須 内部名内部名
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マルチキャスト
Detector──beat

マルチキャスト検出によ
り生成されるハートビー
トメッセージの間隔（ミ
リ秒単位）。この値は、
デフォルトの遅延よりも
小さい値である必要があ
ります。

いいえ rhq.communications.mul
ticast-
detector.heartbeat-
time-delay

マルチキャストデテク
ターの時間遅延

RHQ Server のハート
ビートを起こさずに渡す
必要のある期間（ミリ秒
単位）。この値はハート
ビート時間遅延よりも大
きくなければなりませ
ん。

いいえ rhq.communications.mul
ticast-detector.default-
time-delay

キューのサイズ RHQ サーバーへの送信
のためにエージェントが
キューに格納できるコマ
ンドの最大数。これを 0
に設定するとキューがバ
インドされません。

いいえ rhq.agent.client.queue-
size

コンカレンシーの最大数 エージェントが同時に
RHQ サーバーに送信で
きるコマンドの最大数。

いいえ rhq.agent.client.max-
concurrent

timeout デフォルトの時間（ミリ
秒単位）は、コマンドが
中断するまでエージェン
トが待機する時間（ミリ
秒単位）。

いいえ rhq.agent.client.comman
d-timeout-msecs

Retry Interval これは、エージェントが
待機してから、以前に失
敗した Guaranteed コマ
ンドの resend の実行を
試みる最小時間です（ミ
リ秒単位）。

いいえ rhq.agent.client.retry-
interval-msecs

max Retries これは、Unable-
connect エラー以外の理
由で失敗した
Guaranteed コマンドが
エージェントによって再
送される最大時間です。

いいえ rhq.agent.client.max-
retries

Name description 必須必須 内部名内部名
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スロットリングの送信 送信スロットルを設定し
ます。スロットリングの
送信に関する詳細は、ド
キュメントを参照してく
ださい。

いいえ rhq.agent.client.send-
throttling

キューのスロットリング キュースロットルを設定
します。キュースロット
リングの詳細は、ドキュ
メントを参照してくださ
い。

いいえ rhq.agent.client.queue-
throttling

起動時に RHQ Server に
登録する

これにより、登録済みで
あってもエージェントが
RHQ サーバーに登録す
るように強制されます。

いいえ rhq.agent.register-with-
server-at-startup

起動時に RHQ サーバー
が待機する時間

これは、RHQ サーバー
の起動をエージェントが
待機するミリ秒数です。

いいえ rhq.agent.wait-for-
server-at-startup-
msecs

Update Plugins at
Startup

これにより、エージェン
トが RHQ サーバーから
プラグインの更新をダウ
ンロードします。

いいえ rhq.agent.update-
plugins-at-startup

起動時にテストフェイル
オーバーリスト

true の場合、エージェン
トはフェイルオーバー一
覧にあるすべてのサー
バーへの接続を試みま
す。1 つ以上のサーバー
への接続中にエラーが発
生した場合は、警告メッ
セージがログに記録され
ます。

いいえ rhq.agent.test-failover-
list-at-startup

エージェントの更新の有
効化

true の場合、新しいエー
ジェント更新バイナリー
が見つかった場合、エー
ジェントはそれ自体を更
新できます。この機能が
有効になっていないと、
エージェントはそれ自体
を更新できません。

いいえ rhq.agent.agent-
update.enabled

Name description 必須必須 内部名内部名
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エージェント更新バイナ
リーバージョンの URL

これが定義されている場
合には、利用可能な最新
のエージェント更新バイ
ナリーに関する情報を取
得する必要がある場合に
エージェントが使用する
URL となります。これ
が定義されていない場
合、エージェントはエー
ジェントの更新バイナ
リーバージョンの情報に
ついてサーバーに尋ねま
す。

いいえ rhq.agent.agent-
update.version-url

エージェント更新バイナ
リーダウンロード URL

これが定義されている場
合には、利用可能な最新
のエージェント更新バイ
ナリーをダウンロードす
る必要がある場合にエー
ジェントが使用する
URL となります。定義
されていない場合、エー
ジェントはそのサーバー
からエージェント更新バ
イナリーをダウンロード
します。

いいえ rhq.agent.agent-
update.download-url

データディレクトリー エージェントがファイル
システムにデータを永続
化できる場所

いいえ rhq.agent.data-directory

ネイティブシステムの無
効化

ネイティブシステムを無
効にします。エージェン
トはネイティブ JNI ライ
ブラリーを使用しませ
ん。

いいえ rhq.agent.disable-
native-system

プライマリーサーバーの
スイッチオーバーチェッ
ク間隔

フェイルオーバーサー
バーではなく、エージェ
ントがプライマリーサー
バーに接続されているこ
とを確認する間隔（ミリ
秒単位）。このチェック
は 0 の場合に無効にさ
れます。

いいえ rhq.agent.primary-
server-switchover-
check-interval-msecs

リモートストリームのア
イドルタイムアウト

エージェントがホストし
ているリモートストリー
ムがアイドル状態のまま
になる最大期間（ミリ秒
単位）。

いいえ rhq.communications.rem
ote-stream-max-idle-
time-msecs

Name description 必須必須 内部名内部名
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コマンドスプールファイ
ル名

コマンド spool ファイル
の名前を定義します。こ
のファイルは、データ
ディレクトリーに置く必
要があります（ファイル
が存在しない場合は作成
されます）。

いいえ rhq.agent.client.comman
d-spool-file.name

Command Spool ファイ
ルのパラメーター

spool ファイルの最大サ
イズと、どのようにパー
ジされるかを定義しま
す。この値の形式は、ド
キュメントを参照してく
ださい。

いいえ rhq.agent.client.comman
d-spool-file.params

スプールファイルの圧縮 true の場合、spool ファ
イルのデータが圧縮され
ます。これにより、パ
フォーマンスを犠牲にす
るためにディスク領域が
節約されます。

いいえ rhq.agent.client.comman
d-spool-file.compressed

VM Health Check 間隔 エージェントの Java 仮
想マシンの状態を確認す
る間隔（ミリ秒単位）。
これが 0 に設定されて
いる場合、チェックは無
効になります。

いいえ rhq.agent.vm-health-
check.interval-msecs

VM Health Check Low
Heap Memory Threshold

エージェントの仮想マシ
ンのヘルスチェックが、
メモリーが非常に低い
JVM を考慮するために
発生する必要があるしき
い値のパーセンテージ。
この値は、最大ヒープサ
イズで使用されている
ヒープメモリーのパーセ
ンテージです。

いいえ rhq.agent.vm-health-
check.low-heap-mem-
threshold

VM Health Check Low
NonHeap Memory
Threshold

エージェントの仮想マシ
ンのヘルスチェックが、
メモリーが非常に低い
JVM を考慮するために
発生する必要があるしき
い値のパーセンテージ。
この値は、Heap 以外の
最大サイズで使用されて
いる非ハードメモリーの
パーセンテージです。

いいえ rhq.agent.vm-health-
check.low-nonheap-
mem-threshold

Name description 必須必須 内部名内部名
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表4.5 metrics

Name description

エージェントを再起動する エージェントの comm レイヤーおよびプラグインコ
ンテナーをシャットダウンし、再び起動します。*
not* はエージェントの仮想マシンを再起動しませ
ん。これを行うにはランチャーサービスを使用しま
す。

シャットダウンエージェント エージェントの comm レイヤーおよびプラグインコ
ンテナーをシャットダウンします。エージェントが
デーモンモードの場合は、エージェントの仮想マシ
ン全体が終了します。

プラグインコンテナーの再起動 プラグインコンテナーをリサイクルします。

最新のフェイルオーバーリストのダウンロード 更新されたサーバーフェイルオーバーリストをダウ
ンロードするようにエージェントに指示します。ま
た、これにより、エージェントが新しいフェイル
オーバー一覧にあるようにプライマリーサーバーを
参照していることを確認し、ない場合はプライマ
リーサーバーに切り替えようとします。

すべてのプラグインの更新 エージェントにプラグインを更新するように指示し
ます。これにより、RHQ Server から新規または更新
済みプラグインがプルダウンします。

すべてのプラグインで情報を取得 デプロイされたすべてのプラグインの情報を取得し
ます。

プラグイン情報の取得 特定のプラグインの情報を取得します。

アベイラビリティースキャンの実行 可用性スキャンを実行し、その調査のレポートを返
します。可用性レポートは、リソースが稼働中また
はダウンしているかを示します。この操作は、処理
のためにレポートをサーバーに送信し、結果を返し
ます。

現在の日付/時間の取得 エージェントの現在の日時を取得します。

デバッグモードの設定 デバッグモードをオンまたはオフにすると、エー
ジェントは詳細なログメッセージを出力します。
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プロンプトコマンドの実行 コンソールの agent プロンプトでコマンドを起動し
たかのように、エージェントプロンプトコマンドを
実行します。エージェントはそのソースからの入力
を検索するため、prompt コマンドには追加の入力が
必要ないようにする必要があります（コンソール
キーボードなど）。

サーバーへの切り替え 別のサーバーに直ちに切り替わるようにエージェン
トに指示します。指定のサーバーには、現在のサー
バーとの通信に使用される現在のトランスポート、
ポート、およびトランスポートのパラメーターな
ど、シンプルなホスト名を指定することができま
す。それ以外の場合は、サーバーは完全なエンドポ
イント URL であることを前提とします。

更新エージェント エージェントがそれ自体の更新を開始する要求。こ
れにより、新しいエージェントをプルダウンしてイ
ンストールしようとします。現在実行しているエー
ジェントは最終的にシャットダウンし、新しいエー
ジェントが起動します。

Name description

パッケージタイプ
NONE

4.1.1. RHQAgent: Measurement サブシステムサービス

概要概要

表表4.6 概要概要

説明： エージェントのプラグインコンテナー内の
measurement サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQAgent

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表4.7

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName
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Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表4.8 metrics

Name type description 内部名内部名

現在スケジュールの測定
値

measurement この RHQ エージェント
が現在収集しているアク
ティブな測定スケジュー
ルの合計数

CurrentlyScheduleMeas
urements

measurements
Collected

measurement この RHQ エージェント
が起動してから収集され
た測定合計数

MeasurementsCollected

measurements
Collected per Minute

measurement この RHQ エージェント
が起動してから収集され
た測定合計数

MeasurementsCollected

合計時間収集測定 measurement RHQ エージェントが開
始してから測定値を収集
した時間。

TotalTimeCollectingMea
surements

合計時間照合の測定/分
数

measurement RHQ エージェントが開
始してから測定値を収集
した時間。

TotalTimeCollectingMea
surements

失敗したコレクション measurement この RHQ Agent が起動
してから失敗した個々の
測定コレクションの数

FailedCollections

1 分あたりで失敗したコ
レクション

measurement この RHQ Agent が起動
してから失敗した個々の
測定コレクションの数

FailedCollections

遅れたコレクション measurement 希望のスケジュールから
遅れている個々の測定コ
レクションの数

LateCollections
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1 分あたりの遅延コレク
ション

measurement 希望のスケジュールから
遅れている個々の測定コ
レクションの数

LateCollections

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

4.1.2. RHQAgent: プラグインコンテナーサービス

概要概要

表表4.9 概要概要

説明： プラグインをホストし、それらのライフサイクルを
管理するプラグインコンテナー自体

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQAgent

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表4.10

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

注記注記
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注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表4.11 metrics

Name type description 内部名内部名

プラグインクラスロー
ダーの数

measurement 現在作成されアクティブ
に管理されているプラグ
インクラスローダーの合
計数。

NumberOfPluginClassL
oaders

Discovery クラスロー
ダーの数

measurement 現在作成されアクティブ
に管理されている検出ク
ラスローダーの合計数。

NumberOfDiscoveryCla
ssLoaders

リソースクラスローダー
の数

measurement 現在作成され、リソース
に割り当てられた個々の
リソースクラスローダー
の合計数。

NumberOfResourceClas
sLoaders

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表4.12 metrics

Name description

Retrieve Plugin Dependency Graph プラグインの一覧を取得し、依存するプラグインを
表示します。この一覧の順序は、プラグインがデプ
ロイされる順序です。

プラグインクラスローダー情報の取得 すべてのプラグインクラスローダーに関する情報を
取得します。デプロイされた各プラグインには、1 つ
のプラグインクラスローダーがあります。

Discovery ClassLoader 情報の取得 すべての検出クラスローダーに関する情報を取得し
ます。これらは、親リソースが検出コンポーネント
とは異なるプラグインにある親リソースでリソース
を検出する必要のある検出コンポーネント用に作成
されます。
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すべてのリソースのクラスローダー情報の取得 すべてのリソースのクラスローダーに関する情報を
取得します。管理対象のリソース数によっては、こ
れは高価な操作になる可能性があります。

一意のリソースクラスローダー情報の取得 作成されたすべての一意のリソースクラスローダー
インスタンスに関する情報を取得します。管理対象
のリソース数によっては、これは高価な操作になる
可能性があります。

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

4.1.3. RHQAgent - 環境セットアップスクリプトサービス

概要概要

表表4.13 概要概要

説明： エージェント環境を設定するエージェントの起動ス
クリプト

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQAgent

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表4.14

Name description 必須必須 内部名内部名

pathname スクリプトへの完全パス ◯ pathname

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表4.15
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Name description 必須必須 内部名内部名

環境変数 RHQ Agent JVM プロセ
スの開始時に設定される
環境変数

◯ environmentVariables

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

4.1.4. RHQAgent: 起動スクリプトサービス

概要概要

表表4.16 概要概要

説明： エージェントをデーモンサービスとして実行できる
スクリプト。環境セットアップスクリプトはこの
サービスの動作を設定します。

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQAgent

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表4.17

Name description 必須必須 内部名内部名

pathname ランチャースクリプト
ファイルのフルパス

◯ pathname

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
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NONE

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表4.18 metrics

Name description

restart エージェントの仮想マシンを再起動します。これに
より、エージェントの仮想マシンプロセスが完全に
強制終了され（このサービスとして実行している場
合）、再起動を試行します。この操作を実行する
エージェントがすぐに終了すると、この操作の成功
または失敗に関する確認ができなくなります。

stop エージェントの仮想マシンを正常に停止します。こ
れにより、エージェントの仮想マシンプロセスが完
全に強制終了されます（このサービスとして実行し
ている場合）。この操作を実行するエージェントが
すぐに終了すると、この操作の成功または失敗に関
する確認ができなくなります。

kill エージェント仮想マシンでハード強制終了を実行し
ます。これにより、エージェントの仮想マシンプロ
セスが完全に強制終了されます（このサービスとし
て実行している場合）。この操作を実行するエー
ジェントがすぐに終了すると、この操作の成功また
は失敗に関する確認ができなくなります。

status ランチャースクリプトにより起動された場合、エー
ジェント VM のステータスを取得します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

4.1.5. RHQAgent - Java Service Wrapper Launcher Service

概要概要

表表4.19 概要概要

説明： エージェントをデーモンサービスとして実行できる
Java Service Wrapper

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQAgent
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子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表4.20

Name description 必須必須 内部名内部名

launcher スクリプト ラッパーランチャースク
リプトファイルへのフル
パス

◯ launcherScript

設定ファイル 設定ファイルへのフルパ
ス

◯ configurationFile

環境ファイル 環境ファイルへの完全パ
ス

いいえ environmentFile

include ファイル 包含ファイルへの完全パ
ス

いいえ includeFile

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー設定プロパティー

表表4.21

Name description 必須必須 内部名内部名

主な設定 主な JSW 設定。これは
読み取り専用です。設定
をカスタマイズするに
は、環境や環境の設定を
追加します。

◯ mainConfigurationSettin
gs

環境設定 JSW をさらにカスタマ
イズするための環境設
定。これらは、メインの
設定を適用して設定を追
加する前に設定されま
す。ここで設定する変数
はメインの設定にする
か、%VAR% 表記を使用
して含めることもできま
す。

◯ environmentSettings
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包含設定 既存の JSW 設定を拡張
する設定を上書きしま
す。これらはメインの設
定後に適用されます。

◯ includeSettings

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表4.22 metrics

Name description

install 起動時にエージェントを起動するように Java
Service Wrapper をインストールします。

restart Java サービスの Wrapper と、含まれるエージェント
を再起動します。これにより、エージェントの仮想
マシンプロセスが完全に強制終了され（このサービ
スとして実行している場合）、再起動を試行しま
す。この操作を実行するエージェントがすぐに終了
すると、この操作の成功または失敗に関する確認が
できなくなります。

stop Java サービスの Wrapper と、含まれるエージェント
を停止します。これにより、エージェントの仮想マ
シンプロセスが完全に強制終了されます（このサー
ビスとして実行している場合）。この操作を実行す
るエージェントがすぐに終了すると、この操作の成
功または失敗に関する確認ができなくなります。

削除 Java Service Wrapper を削除し、起動時にエージェ
ントが起動しなくなります。*NOTE* これは、この
サービスとして実行している場合は、エージェント
の仮想マシンプロセスを完全に強制終了します。こ
の操作を実行するエージェントがすぐに終了する
と、この操作の成功または失敗に関する確認ができ
なくなります。

status Java Service Wrapper のステータスを取得します。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

4.2. RHQSERVER: RHQ サーバーサブシステムサービス
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概要

表表4.23 概要概要

説明： RHQ Server サブシステムの JMX MBean のコンテ
ナー

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQServer

子リソースタイプ

「RHQServer - RHQ サーバーアラートエンジンサブシステムサービス」

「RHQServer: RHQ Server Measurement サブシステムサービス」

「RHQServer: RHQ Server Storage Client サブシステムサービス」

「RHQServer: RHQ サーバーグループ定義 / DynaGroups サブシステムサービス」

「RHQServer: RHQ Server Communications サブシステムサービス」

「RHQServer: RHQ Server Remote API サブシステムサービス」

「RHQServer: RHQ Server Plugin サブシステムサービス」

接続プロパティー

表表4.24

Name description 必須必須 内部名内部名

hostname 管理 IP アドレス： これ
は通常
jboss.bind.address.mana
gement アドレスです。
親 RHQ Server リソース
のホスト名に初期化され
ます。

◯ hostname

ポート JMX プロトコルを使用
してアプリケーション
サーバーと通信するため
に使用される JMX 管理
ポート。親 RHQ Server
の管理ポート + 9（標準
オフセット）に初期化さ
れます。

◯ ポート
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username 管理ユーザー。親 RHQ
Server リソースの管理
ユーザーに初期化されま
す。

◯ username

password 管理ユーザー認証情報。
親 RHQ Server リソース
の管理ユーザーのクレデ
ンシャルに初期化されま
す。

◯ password

クライアント Jar の場所 CLI クライアント jar が
置かれているディレクト
リー。

◯ clientJarLocation

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE

4.2.1. RHQServer - RHQ サーバーアラートエンジンサブシステムサービス

概要概要

表表4.25 概要概要

説明： RHQ Server Alerts Engine サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQServer

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表4.26
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表表4.26

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表4.27 metrics

Name type description 内部名内部名

キャッシュ要素の合計数 measurement すべてのタイプの条件を
確認するすべてのアラー
トキャッシュの要素の合
計数

TotalCacheElementCou
nt

可用性キャッシュ要素数 measurement 可用性データに対して条
件を確認するアラート
キャッシュ内の要素数

AvailabilityCacheElemen
tCount

測定キャッシュ要素数 measurement 数値または特性データの
測定に対して条件を確認
するアラートキャッシュ
内の要素数

MeasurementCacheEle
mentCount

イベントキャッシュ要素
数

measurement イベント履歴データに対
して条件を確認するア
ラートキャッシュ内の要
素数

EventCacheElementCo
unt

操作キャッシュ要素数 measurement 操作履歴データに対して
条件を確認するアラート
キャッシュ内の要素数

OperationCacheElemen
tCount

呼び出し時間キャッシュ
要素数

measurement 呼び出し時間測定データ
に対して条件を確認する
アラートキャッシュ内の
要素数

CallTimeCacheElement
Count
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リソース設定キャッシュ
要素数

measurement リソース設定データに対
して条件を確認するア
ラートキャッシュ内の要
素数

ResourceConfiguration
CacheElementCount

ドリフトキャッシュ要素
数

measurement ドリフトデータに対して
条件を確認するアラート
キャッシュ内の要素数

DriftCacheElementCoun
t

キャッシュ要素の一致の
合計

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対して
ANY cache 要素がトリ
ガーされた合計回数。

TotalCacheElementMat
ches

1 分の 1 あたりのキャッ
シュ要素の一致の合計

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対して
ANY cache 要素がトリ
ガーされた合計回数。

TotalCacheElementMat
ches

可用性キャッシュ要素の
一致

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対して可用
性ベースの条件がトリ
ガーされた回数の合計数

AvailabilityCacheElemen
tMatches

可用性キャッシュ要素/
分別

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対して可用
性ベースの条件がトリ
ガーされた回数の合計数

AvailabilityCacheElemen
tMatches

測定キャッシュ要素の一
致

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対して測定
ベースの条件がトリガー
された合計回数。

MeasurementCacheEle
mentMatches

最小ごとの測定キャッ
シュ要素の一致

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対して測定
ベースの条件がトリガー
された合計回数。

MeasurementCacheEle
mentMatches

イベントキャッシュ要素
の一致

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対してイベ
ントベースの条件がトリ
ガーされた回数の合計数

EventCacheElementMat
ches

Name type description 内部名内部名
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1 分間あたりのイベント
キャッシュ要素の一致

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対してイベ
ントベースの条件がトリ
ガーされた回数の合計数

EventCacheElementMat
ches

リソース設定キャッシュ
要素の一致

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対してリ
ソース設定ベースの条件
がトリガーされた回数の
合計数

ResourceConfiguration
CacheElementMatches

リソース設定キャッシュ
要素（分別）

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対してリ
ソース設定ベースの条件
がトリガーされた回数の
合計数

ResourceConfiguration
CacheElementMatches

操作のキャッシュ要素の
一致

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対して操作
ベースの条件がトリガー
された回数の合計数

OperationCacheElemen
tMatches

1 分間あたりの操作
キャッシュ要素の一致

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対して操作
ベースの条件がトリガー
された回数の合計数

OperationCacheElemen
tMatches

呼び出し時間キャッシュ
要素の一致

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対して呼び
出し時ベースの条件がト
リガーされた回数の合計
数

CallTimeCacheElement
Matches

Call Time Cache
Element Matches per
Minute

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対して呼び
出し時ベースの条件がト
リガーされた回数の合計
数

CallTimeCacheElement
Matches

Name type description 内部名内部名
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ドリフトキャッシュ要素
の一致

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対してドリ
フト条件がトリガーされ
た回数の合計数

DriftCacheElementMatc
hes

1 分間あたりのドリフト
キャッシュ要素の一致

measurement この RHQ Server インス
タンスが起動してから、
受信データに対してドリ
フト条件がトリガーされ
た回数の合計数

DriftCacheElementMatc
hes

処理時間の合計 measurement すべてのタイプのデータ
を処理するアラート
キャッシュによって費や
された合計時間。

TotalProcessingTime

1 分あたりの処理時間の
合計

measurement すべてのタイプのデータ
を処理するアラート
キャッシュによって費や
された合計時間。

TotalProcessingTime

可用性処理時間 measurement アラートキャッシュ処理
の可用性データによって
費やされた合計時間。

AvailabilityProcessingTi
me

可用性処理時間/分 measurement アラートキャッシュ処理
の可用性データによって
費やされた合計時間。

AvailabilityProcessingTi
me

測定処理時間 measurement アラートキャッシュ処理
の数値または特性データ
の測定に費やした合計時
間。

MeasurementProcessin
gTime

1 分あたりの測定処理時
間

measurement アラートキャッシュ処理
の数値または特性データ
の測定に費やした合計時
間。

MeasurementProcessin
gTime

イベント処理時間 measurement アラートキャッシュ処理
イベント履歴データに
よって費やされた合計時
間。

EventProcessingTime

1 分あたりのイベント処
理時間

measurement アラートキャッシュ処理
イベント履歴データに
よって費やされた合計時
間。

EventProcessingTime

Name type description 内部名内部名
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リソース設定処理時間 measurement アラートキャッシュ処理
リソース設定データに
よって費やされた合計時
間。

ResourceConfigurationP
rocessingTime

1 分あたりのリソース設
定処理時間

measurement アラートキャッシュ処理
リソース設定データに
よって費やされた合計時
間。

ResourceConfigurationP
rocessingTime

操作処理時間 measurement アラートキャッシュ処理
操作履歴データによって
費やされた合計時間。

OperationProcessingTi
me

1 分あたりの操作処理時
間

measurement アラートキャッシュ処理
操作履歴データによって
費やされた合計時間。

OperationProcessingTi
me

呼び出し時間処理時間 measurement アラートキャッシュ処理
コールタイム測定データ
によって費やされた合計
時間。

CallTimeProcessingTim
e

1 分あたりのコール時間
処理時間

measurement アラートキャッシュ処理
コールタイム測定データ
によって費やされた合計
時間。

CallTimeProcessingTim
e

ドリフト処理時間 measurement アラートキャッシュによ
るドリフトデータの処理
に費やされた合計時間。

DriftProcessingTime

1 分あたりのドリフト処
理時間

measurement アラートキャッシュによ
るドリフトデータの処理
に費やされた合計時間。

DriftProcessingTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表4.28 metrics
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Name description

キャッシュの再読み込み 次にアンロードすると、含まれる RHQ サーバーに
よって管理されるすべてのキャッシュが再読み込み
されます。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

4.2.2. RHQServer: RHQ Server Measurement サブシステムサービス

概要概要

表表4.29 概要概要

説明： RHQ Server Measurement サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQServer

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表4.30

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表4.31 metrics

Name type description 内部名内部名
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挿入された呼び出し時間 measurement 起動するため、この
RHQ Server インスタン
スによってデータベース
に挿入されたコールタイ
ムデータレコードの合計
数。

CalltimeValuesInserted

1 分あたりに挿入された
呼び出し時間値

measurement 起動するため、この
RHQ Server インスタン
スによってデータベース
に挿入されたコールタイ
ムデータレコードの合計
数。

CalltimeValuesInserted

コールタイムの挿入時間 measurement 開始してからこの RHQ
Server インスタンスに
より、呼び出し時間デー
タをデータベースに挿入
するのにかかる合計時
間。

CallTimeInsertTime

呼び出し時間挿入時間
（分単位）

measurement 開始してからこの RHQ
Server インスタンスに
より、呼び出し時間デー
タをデータベースに挿入
するのにかかる合計時
間。

CallTimeInsertTime

挿入された測定 measurement 起動するため、この
RHQ Server インスタン
スによってデータベース
に挿入された測定レコー
ドの合計数（呼び出し時
データ）。

MeasurementsInserted

1 分あたり挿入された測
定

measurement 起動するため、この
RHQ Server インスタン
スによってデータベース
に挿入された測定レコー
ドの合計数（呼び出し時
データ）。

MeasurementsInserted

スケジュールされた測定
値/分数

measurement 毎分の測定が収集される
平均測定数

ScheduledMeasurement
sPerMinute

測定挿入時間 measurement 開始してからこの RHQ
Server インスタンスに
より、測定データをデー
タベースに挿入するのに
かかる合計時間。

MeasurementInsertTime

Name type description 内部名内部名
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測定挿入時間/分数 measurement 開始してからこの RHQ
Server インスタンスに
より、測定データをデー
タベースに挿入するのに
かかる合計時間。

MeasurementInsertTime

基準時間 measurement 開始されたため、この
RHQ Server インスタン
スにより、測定ベースラ
インデータをデータベー
スに挿入するのにかかる
合計時間。

BaselineCalculationTime

基準時間/分数 measurement 開始されたため、この
RHQ Server インスタン
スにより、測定ベースラ
インデータをデータベー
スに挿入するのにかかる
合計時間。

BaselineCalculationTime

測定圧縮時間 measurement この RHQ Server インス
タンスが開始してから測
定データを圧縮するのに
かかる合計時間。

MeasurementCompressi
onTime

1 分あたりの測定圧縮時
間

measurement この RHQ Server インス
タンスが開始してから測
定データを圧縮するのに
かかる合計時間。

MeasurementCompressi
onTime

パージ時間 measurement この RHQ Server インス
タンスが、開始してから
古いデータ（測定、可用
性、イベントなどを含
む）をパージするのにか
かる合計時間。

PurgeTime

パージ時間/分 measurement この RHQ Server インス
タンスが、開始してから
古いデータ（測定、可用
性、イベントなどを含
む）をパージするのにか
かる合計時間。

PurgeTime

可用性の挿入時間 measurement この RHQ Server インス
タンスが開始してから、
このインスタンスが利用
可能なデータをデータ
ベースに挿入するのにか
かる合計時間。

AvailabilityInsertTime

Name type description 内部名内部名
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利用できる挿入時間/分 measurement この RHQ Server インス
タンスが開始してから、
このインスタンスが利用
可能なデータをデータ
ベースに挿入するのにか
かる合計時間。

AvailabilityInsertTime

挿入されたアベイラビリ
ティー

measurement 起動以降、この RHQ
Server インスタンスに
よってデータベースに挿
入された可用性レコード
の合計数

AvailabilitiesInserted

1 分間に挿入されたアベ
イラビリティー

measurement 起動以降、この RHQ
Server インスタンスに
よってデータベースに挿
入された可用性レコード
の合計数

AvailabilitiesInserted

合計可用性レポート measurement 起動以降、この RHQ
Server が受信および処
理した可用性レポートの
合計数

TotalAvailabilityReports

1 分あたりの合計可用性
レポート

measurement 起動以降、この RHQ
Server が受信および処
理した可用性レポートの
合計数

TotalAvailabilityReports

変更のみの利用可能なレ
ポート

measurement 起動以降、この RHQ
Server が受信および処
理した変更のみの可用性
レポートの数

ChangesOnlyAvailability
Reports

1 分あたりの利用可能な
レポートのみの変更

measurement 起動以降、この RHQ
Server が受信および処
理した変更のみの可用性
レポートの数

ChangesOnlyAvailability
Reports

フルアベイラビリティー
レポート

measurement 起動以降、この RHQ
Server が受信および処
理したフル可用性レポー
トの数

FullAvailabilityReports

1 分ごとのフルアベイラ
ビリティーレポート

measurement 起動以降、この RHQ
Server が受信および処
理したフル可用性レポー
トの数

FullAvailabilityReports

Name type description 内部名内部名
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パージされたアラート measurement 最後のパージジョブで
パージされたアラートの
数

PurgedAlerts

パージされたアラート条
件

measurement 最後のパージジョブで
パージされたアラート条
件の数

PurgedAlertConditions

パージされたアラート通
知

measurement 最後のパージジョブで
パージされたアラート通
知の数

PurgedAlertNotification
s

パージされたアベイラビ
リティー

measurement 最後のパージジョブで
パージされた可用性の数

PurgedAvailabilities

パージされた呼び出し時
間データ

measurement 最後のパージジョブで
パージされた呼び出し時
間データの数

PurgedCallTimeData

パージされたイベント measurement 最後のパージジョブで
パージされたイベントの
数

PurgedEvents

パージされた測定特性 measurement 最後のパージジョブで
パージされた特性の数

PurgedMeasurementTra
its

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表4.32

Name description 必須必須 内部名内部名

バッチサイズ スレッドごとにデータを
取得するスケジュールの
数を指定します。デフォ
ルトは 5 です。この値を
変更するとすぐに有効に
なり、再起動しても持続
します。

いいえ AggregationBatchSize
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並列処理 並行して処理できるバッ
チの数を指定します。デ
フォルトは 3 です。値を
高くすると、ヒープ使用
率が高い（集計）を犠牲
にして集計パフォーマン
スを向上できます。この
値を変更するとすぐに有
効になり、再起動しても
持続します。

いいえ AggregationParallelism

ワーカー 集約中に使用するスレッ
ドの数。デフォルトは
limits(4, num_cores)に
設定されます。

いいえ AggregationWorkers

Raw Data Age Limit ingested raw データの経
過時間に日数で指定され
る制限。raw データのタ
イムスタンプが制限日を
超えるタイムスタンプが
ある場合、これは保存さ
れません。これにより、
一年などのデータが保存
されなくなります。

いいえ RawDataAgeLimit

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

4.2.3. RHQServer: RHQ Server Storage Client サブシステムサービス

概要概要

表表4.33 概要概要

説明： RHQ Server Storage Client サブシステム

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQServer
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子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表4.34

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表4.35 metrics

Name type description 内部名内部名

リクエストタイムアウト
の読み取り

measurement 開始していたため、この
RHQ Server の読み取り
要求タイムアウト（クラ
イアント側）の数

ReadRequestTimeouts

1 分あたりのリクエスト
タイムアウトの読み取り

measurement 開始していたため、この
RHQ Server の読み取り
要求タイムアウト（クラ
イアント側）の数

ReadRequestTimeouts

リクエストのタイムアウ
トの書き込み

measurement 開始していたため、この
RHQ Server の読み取り
要求タイムアウト（クラ
イアント側）の数

WriteRequestTimeouts

1 分あたりのリクエスト
タイムアウトの書き込み

measurement 開始していたため、この
RHQ Server の読み取り
要求タイムアウト（クラ
イアント側）の数

WriteRequestTimeouts

リクエストの合計 measurement この RHQ サーバーが起
動してからこの RHQ
サーバーが作成したリク
エストの合計数

TotalRequests
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1 分あたりのリクエスト
の総数

measurement この RHQ サーバーが起
動してからこの RHQ
サーバーが作成したリク
エストの合計数

TotalRequests

1 分間 Avg レート measurement 1 分間隔で 1 秒あたりの
リクエストレート

OneMinuteAvgRate

5 分の 1 分の 1 measurement 5 分間隔で 1 秒あたりの
要求レート

FiveMinuteAvgRate

等分 Avg レート measurement 15 分間隔で 1 秒あたりの
要求レート

FifteenMinuteAvgRate

平均レート measurement サーバーが起動してから
1 秒あたりの平均要求
レート

MeanRate

平均レイテンシー measurement 平均レイテンシー MeanLatency

ホストへの接続 measurement ドライバーが現在接続し
ているストレージノード
の数（これには少なくと
も 1 つの接続が開かれて
います）。

ConnectedToHosts

接続を開く measurement ストレージノードへの現
在開かれている接続の合
計数。

OpenConnections

retries measurement 要求がストレージノード
にリトライする必要のあ
る回数。

retries

Retries per Minute measurement 要求がストレージノード
にリトライする必要のあ
る回数。

retries

接続エラー measurement ストレージノードに接続
に失敗した回数。

ConnectionErrors

1 分あたりの接続エラー measurement ストレージノードに接続
に失敗した回数。

ConnectionErrors

現在の稼働時間 measurement 現在のスロットリングの
ウェイクアップ期間（分
単位）。

CurrentWarmupTime

Name type description 内部名内部名
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キューで利用可能な容量 measurement 内部メトリクスキューの
長さ

QueueAvailableCapacity

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表4.36

Name description 必須必須 内部名内部名

要求の制限 1 秒あたりのリクエスト
に関するスロットリング
を設定します。定義され
ていない場合は、デフォ
ルトは │ です。この設定
は、リクエストのタイム
アウトなどのさまざまな
イベントが発生すると自
動的に変更されることに
注意してください。

いいえ RequestLimit

要求制限トポロジーの変
更 Delta

トポロジーの変更イベン
トがある場合、要求制限
はこの量によって自動的
に変更されます。トポロ
ジーの変更イベントに
は、追加/削除中のノー
ドと、アップ/ダウンす
るノードが含まれます。
定義されていない場合
は、デフォルトは │ で
す。

いいえ RequestLimitTopologyD
elta

ヒュームアップ期間 要求制限が計算値の
50% から 100% に増える
際のヒュームアップ期
間。値は分単位です。定
義されていない場合は、
デフォルトは 3 分です。

いいえ RequestWarmupPeriod
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Wereup Counter
Maximum

ヒュームアップ期間の最
大スロットリング値を設
定します。タイムアウト
が発生すると、要求レー
トは、ウェイムアップ期
間が長くなります。この
設定により、追加したヘ
ルスアップ期間の最大値
が制限されます。最大
ヒュームアップ期間が計
算されます。hmup
Period *✓mup Counter
Maximum未定義の場合
は、デフォルト値が 10
に設定されます（デフォ
ルト値が 30 分は最大で
最大レントアップ）。

いいえ RequestWarmupCounte
rMaximum

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations
NONE

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

4.2.4. RHQServer: RHQ サーバーグループ定義 / DynaGroups サブシステムサービス

概要概要

表表4.37 概要概要

説明： RHQ サーバーグループ定義 / DynaGroups サブシス
テムの統計

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQServer

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表4.38
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Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表4.39 metrics

Name type description 内部名内部名

グループ定義数 measurement システム内のグループ定
義の合計数

GroupDefinitionCount

グループ定義数の自動再
計算

measurement システムの自動再計算グ
ループ定義の数

AutoRecalculatingGroup
DefinitionCount

Dyna グループ数 measurement 一部のグループ定義で管
理されるリソースグルー
プの合計数

DynaGroupCount

自動再計算スレッド時間 measurement タイムアウトの期間が経
過した GroupDefinition
の DynaGroup メンバー
の再計算にかかった平均
時間

AutoRecalculationThrea
dTime

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表4.40 metrics

Name description

統計の消去 収集した統計をクリアし、新規収集を開始します。
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統計の取得 システムの各 GroupDefinition の再計算コストについ
ての統計情報のスナップショットの表示

Name description

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

4.2.5. RHQServer: RHQ Server Communications サブシステムサービス

概要概要

表表4.41 概要概要

説明： エージェントとの通信の詳細

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQServer

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表4.42

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表4.43 metrics

Name type description 内部名内部名
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number Failed
Commands Received

measurement 受信したにもかかわらず
正常に処理できなかった
コマンドの合計数

NumberFailedCommand
sReceived

Number Failed
Commands Received
per Minute

measurement 受信したにもかかわらず
正常に処理できなかった
コマンドの合計数

NumberFailedCommand
sReceived

number Successful
Commands Received

measurement 受信および正常に処理さ
れたコマンドの合計数

NumberSuccessfulCom
mandsReceived

成功したコマンド 1 分あ
たりに受信する number
Successful Commands
Received per Minute

measurement 受信および正常に処理さ
れたコマンドの合計数

NumberSuccessfulCom
mandsReceived

Number Total
Commands Received

measurement 成功または失敗に関係な
く受信したコマンドの合
計数

NumberTotalCommands
Received

1 分あたりに受信する合
計コマンド数

measurement 成功または失敗に関係な
く受信したコマンドの合
計数

NumberTotalCommands
Received

number Dropped
Commands Received

measurement 受信したもののドロップ
されたコマンドの合計
数。通常、処理中のコマ
ンドが完了するまでより
多くのコマンドが処理さ
れないことを禁止する、
サーバーで到達した制限
が原因です。

NumberDroppedComm
andsReceived

1 分あたり受信する
number Dropped
Commands 受信

measurement 受信したもののドロップ
されたコマンドの合計
数。通常、処理中のコマ
ンドが完了するまでより
多くのコマンドが処理さ
れないことを禁止する、
サーバーで到達した制限
が原因です。

NumberDroppedComm
andsReceived

処理されないコマンドが
受信する番号

measurement グローバルコマンド処理
の一時停止により、受信
されても処理されなかっ
たコマンドの合計数。

NumberNotProcessedC
ommandsReceived

Name type description 内部名内部名
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1 分あたり受信する処理
されていないコマンドの
数

measurement グローバルコマンド処理
の一時停止により、受信
されても処理されなかっ
たコマンドの合計数。

NumberNotProcessedC
ommandsReceived

受信した平均実行時間 measurement 最終的に成功した受信コ
マンドを処理するのに費
やした平均時間

AverageExecutionTime
Received

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー

表表4.44

Name description 必須必須 内部名内部名

グローバルコンカレン
シー制限

同時に処理できるエー
ジェントからの受信コマ
ンドの数。ゼロ以下の場
合は制限はありません。

◯ GlobalConcurrencyLimit

Inventory Report Limit 同時に処理できるインベ
ントリーレポートの数。
ゼロ以下の場合は制限は
ありません。

◯ InventoryReportConcurr
encyLimit

可用性レポートの制限 同時に処理できる可用性
レポートの数。ゼロ未満
の場合は制限はありませ
ん。

◯ AvailabilityReportConcu
rrencyLimit

インベントリー同期の制
限

同時に処理できるインベ
ントリーの同期の数。ゼ
ロまたはそれ未満の場合
は制限はありません。

◯ InventorySyncConcurre
ncyLimit

コンテンツレポートの制
限

同時に処理できるコンテ
ンツレポートの数。ゼロ
またはそれ未満の場合は
制限はありません。

◯ ContentReportConcurre
ncyLimit
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コンテンツダウンロード
の制限

同時に処理できるパッ
ケージバージョンのダウ
ンロード数。ゼロまたは
それ以下の場合は制限は
ありません。

◯ ContentDownloadConc
urrencyLimit

measurement Report
Concurrency Limit

同時に処理できる測定レ
ポートの数。ゼロまたは
それ以下の場合は制限は
ありません。

◯ MeasurementReportCo
ncurrencyLimit

measurement Schedule
Request Concurrency
Limit

同時に処理できる測定ス
ケジュール要求の数。ゼ
ロまたはそれ未満の場合
は制限はありません。

◯ MeasurementScheduleR
equestConcurrencyLimi
t

設定更新コンカレンシー
制限

同時に処理できるエー
ジェントから設定の更新
数。ゼロ以下の場合は制
限はありません。

◯ ConfigurationUpdateCo
ncurrencyLimit

起動時に Maintenance
Mode（開始時）

true の場合、シャットダ
ウン時の状態に関係な
く、サーバーはメンテナ
ンスモードで起動しま
す。したがって、true の
場合、起動時にこのサー
バーと通信することはで
きません。

◯ MaintenanceModeAtSta
rtup

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表4.45 metrics

Name description

メトリクスの消去 収集したメトリックデータを消去し、新規収集を開
始します。

受信呼び出し時間データの表示 サーバーへの各サブシステム呼び出しの統計情報の
表示

パッケージタイプパッケージタイプ
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NONE

4.2.6. RHQServer: RHQ Server Remote API サブシステムサービス

概要概要

表表4.46 概要概要

説明： CLI を含む外部クライアントとのリモート API 通信
の詳細

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQServer

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表4.47

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表4.48 metrics

Name type description 内部名内部名

number Failed
Invocations

measurement 受信されたが正常に処理
できなかったリモート
API リクエストの合計数

NumberFailedInvocation
s

1 分あたりに失敗する番
号の呼び出し

measurement 受信されたが正常に処理
できなかったリモート
API リクエストの合計数

NumberFailedInvocation
s
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number Successful
Invocations

measurement 受信および正常に処理さ
れたリモート API リクエ
ストの合計数

NumberSuccessfulInvoc
ations

成功した呼び出しの 1 分
あたりの数

measurement 受信および正常に処理さ
れたリモート API リクエ
ストの合計数

NumberSuccessfulInvoc
ations

number Total
Invocations

measurement 成功または失敗に関係な
く受信されたリモート
API リクエストの合計数

NumberTotalInvocations

1 分あたりの数値合計呼
び出し

measurement 成功または失敗に関係な
く受信されたリモート
API リクエストの合計数

NumberTotalInvocations

平均実行時間 measurement 最終的に成功した受信リ
モート API リクエストの
処理にかかった平均時間

AverageExecutionTime

Name type description 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。

設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表4.49 metrics

Name description

メトリクスの消去 収集したメトリックデータを消去し、新規収集を開
始します。

受信呼び出し時間データの表示 サーバーへの各サブシステム呼び出しの統計情報の
表示

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

4.2.7. RHQServer: RHQ Server Plugin サブシステムサービス

概要概要

表表4.50 概要概要
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説明： サーバー側のプラグインコンテナーサブシステムの
詳細

シングルトン： ◯

プラグイン： RHQServer

子リソースタイプ子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー接続プロパティー

表表4.51

Name description 必須必須 内部名内部名

オブジェクト名  ◯ objectName

Name Template  ◯ nameTemplate

説明テンプレート  ◯ descriptionTemplate

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics

表表4.52 metrics

Name type description 内部名内部名

プラグインディレクト
リー

trait このプラグインコンテ
ナーがすべてのプラグイ
ンを見つけることを予想
する場所。

{masterPluginContainer.
configuration.pluginDire
ctory}

一時ディレクトリー trait プラグインが一時ファイ
ルを保存するために使用
する場所。プラグインに
ある依存関係の jar は、
プラグインクラスロー
ダーの構築に役立ちま
す。

{masterPluginContainer.
configuration.temporary
Directory}

注記注記

動的グループ定義式で特性を参照するには、内部名を使用する必要があります。
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設定プロパティー設定プロパティー
NONE

operations

表表4.53 metrics

Name description

マスタープラグインコンテナーの起動 すべてのサーバー側のプラグインを読み、初期化す
るマスタープラグインコンテナーを起動します。

マスタープラグインコンテナーの停止 サーバー側のすべてのプラグインをシャットダウン
するマスタープラグインコンテナーを停止します。

マスタープラグインコンテナーの再起動 最初に停止し、マスタープラグインコンテナーを直
ちに再起動する Convienence 操作。

パッケージタイプパッケージタイプ
NONE

4.3. RHQSTORAGE: RHQ STORAGE NODE SERVER

概要

表表4.54 概要概要

説明： RHQ ストレージノード

シングルトン： いいえ

プラグイン： RHQStorage

子リソースタイプ
NONE

自動検出プロセススキャン

表表4.55 metrics

Name クエリークエリー

CassandraDaemon process|basename|match=^java.*,arg|org.apache.cas
sandra.service.CassandraDaemon|match=.*

接続プロパティー

表表4.56
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Name description 必須必須 内部名内部名

Manager URL RHQ ストレージノード
に接続する RMI
URL（例：
service:jmx:rmi:///jndi/r
mi://127.0.0.1:7399/jmxr
mi）。

◯ connectorAddress

type RHQ Storage ノードへ
の EMS 接続を確立する
ために使用されるタイ
プ。

◯ type

ベースディレクトリー Castleandra Daemon が
起動されたベースディレ
クトリー。

いいえ baseDir

YAML 設定ファイル YAML 設定ファイル ◯ yamlConfiguration

JMX ポート RHQ ストレージノード
の JMX ポート

◯ jmxPort

host RHQ Storage ノードが
CQL クライアント接続
をリッスンするホスト

◯ host

クラスター名 クラスター名 ◯ clusterName

コマンドライン JVM のコマンドライン
は、Local タイプで JVM
によってのみ使用されま
す。JVM のコマンドラ
インが変更する場合は、
RHQ が JVM に接続する
ために、このプロパ
ティーの値を更新する必
要があります。

いいえ commandLine

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

metrics
NONE

設定プロパティー

表表4.57
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Name description 必須必須 内部名内部名

ヒープの最小サイズ 最小ヒープサイズ。この
値は -Xms JVM オプ
ションとともに使用され
ます。Max Heap Size と
同じ値に自動的に設定さ
れるため、これは読み取
り専用になります。

◯ minHeapSize

最大ヒープサイズ 最大ヒープサイズ。この
値は -Xmx JVM オプ
ションとともに使用され
ます。値は、メガバイト
またはギガバイトを示す
ためのサフィックスが
M または G の整数であ
る必要があります。

◯ maxHeapSize

新しいヒープサイズ ヒープの新しい生成部分
のサイズ。この値は -
Xmn JVM オプションと
ともに使用されます。値
は、メガバイトまたはギ
ガバイトを示すためのサ
フィックスが M または
G の整数である必要があ
ります。

◯ heapNewSize

スレッドスタックのサイ
ズ

スレッドスタックサイ
ズ。このメモリーは、各
スレッドオフヒープに割
り当てられます。値は、
キロバイト単位で解釈さ
れる整数である必要があ
ります。

◯ threadStackSize

OutOfMemoryError の
ヒープダンプ

OutOfMemoryError の
発生時のヒープダンプの
生成

◯ heapDumpOnOOMError

ヒープダンプディレクト
リー

ヒープダンプが書き込ま
れるディレクトリー。

いいえ heapDumpDir

CQL ポート ネイティブの CQL プロ
トコルでクライアント要
求をリッスンするポー
ト。これは、クラスター
全体で共有される設定で
す。

◯ cqlPort
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ゴシップポート ノード間通信に使用され
るポート。これは、クラ
スター全体で共有される
設定です。

◯ gossipPort

Name description 必須必須 内部名内部名

注記注記

動的グループ定義式で設定プロパティーを参照するには、内部名を使用する必要があり
ます。

operations

表表4.58 metrics

Name description

shutdown containersandra デーモンのシャットダウン

start containersandra デーモンを起動します。

restart forcesandra デーモンを再起動します。

Decommission ストレージノードをサービス停止します。この操作
は、直接の使用を目的としていません。これはアン
デプロイメントプロセスの一部です。詳細は、スト
レージノード(un)デプロイメントに関するドキュメ
ントを参照してください。

アンインストール ディスクからすべてのストレージノードファイルを
削除します。この操作は、直接の使用を目的として
いません。これはアンデプロイメントプロセスの一
部です。詳細は、ストレージノード(un)デプロイメ
ントに関するドキュメントを参照してください。

repair rhq および system_auth キースペースの主な範囲で
アンチ入力の修復を実行します。

ノードメンテナンスの追加 この操作は、直接の使用を目的としていません。こ
れはデプロイメントプロセスの一部です。詳細は、
ストレージノードのデプロイメントに関するドキュ
メントを参照してください。

ノードメンテナンスの削除 この操作は、直接の使用を目的としていません。こ
れはアンデプロイメントプロセスの一部です。詳細
は、ストレージノード(un)デプロイメントに関する
ドキュメントを参照してください。
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アナウンス この操作は、直接の使用を目的としていません。こ
れはデプロイメントプロセスの一部です。詳細は、
ストレージノードのデプロイメントに関するドキュ
メントを参照してください。

Unannounce この操作は、直接の使用を目的としていません。こ
れはアンデプロイメントプロセスの一部です。詳細
は、ストレージノード(un)デプロイメントに関する
ドキュメントを参照してください。

Bootstrap の準備 この操作は、直接の使用を目的としていません。こ
れはデプロイメントプロセスの一部です。詳細は、
ストレージノードのデプロイメントに関するドキュ
メントを参照してください。

アップグレードの準備 ストレージノードをアップグレード用に準備します
（この操作はステップで構成されます。1）RPC サー
バーをオフにし、2）ゴシパーの電源をオフにしま
す。3）スナップショットの取得（データのバック
アップ）、4 はドレイン（データのバックアップ）
を実行します。

Update Seeds List cassandra.yaml でノードの seeds プロパティーを更
新します。

スナップショットの作成 すべてのキースペースのスナップショットを作成し
ます。スナップショットはまずディスクにインメモ
リー書き込みをすべてフラッシュし、キースペース
用の各 SSTable ファイルのハードリンクを作成しま
す。列ファミリーは、ディスクに複数の SSTable を
持つことができることに注意してください。デフォ
ルトでは、スナップショットは
<cassandra_data_dir>/<keyspace_name>/<column_fa
mily_name>/snapshots ディレクトリーに保存されま
す。Linux/UNIX システム cassandra_data_dir のデ
フォルトは /var/lib/cassandra/data に設定されま
す。

設定の更新 ノード設定を更新します。設定を有効にするには、
別のサーバーを再起動する必要があります。

Name description

パッケージタイプ
NONE

4.4. ANTBUNDLEPLUGIN - ANT BUNDLE HANDLER SERVICE

概要

表表4.59 概要概要
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説明： このプラグインは Ant バンドルを処理するために使
用されます。

シングルトン： ◯

プラグイン： AntBundlePlugin

子リソースタイプ
NONE

接続プロパティー
NONE

metrics
NONE

設定プロパティー
NONE

operations
NONE

パッケージタイプ
NONE
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